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月曜 講演 (改題 『宗教と 文 學』) 

內村鑑 三 演 

. 緒 首 

此の 書 は 今年の 一月、 內村 氏が 神 田 美 土 代 町なる 基督 敎靑 年會 館に 於て 月曜日の 夕 ごとに、 五：！ に 涉り、 日頃 

己が 最も 愛讀 し、 且 深く 咀嚼せ ら る k 所の 文學 者、 及び 其 の 文學 等に 就き 講演せ られ たる を 筆記せ しもの なり。 

固より 文學の 評論な り、 され ど 氏が 此の 事 を 企てた る、 いたく 今日の 時世に 感激す る 所 ありて なりき。 故に 評 

論の 外、 更に 主張し 教訓 せんと 欲する 所 多く、 特に 人生 觀に關 して は 最も 心 を 用 ひられた るが 如し。 思 ふに 我 

邦の 病 は、 人生 觀に 在り。 情 薄く、 倫 亂れ、 德悻 る、 蓋し 其の 人生の 根柢に 於て 腐れ たれば なり。 病 旣に膏 育 

に 入る、 之 を 治す る 事 難し、 民心の 迷を轉 じて 道に 進まし むる、 又 容易の 業に 非ず。 されば 極力 人生 觀を 分明 

ならしむ る 事を勉 むる は、 目下の 急 要 問題に 非ず や- J 

氏 は 能辯と 言 ふ 可らず、 され ど 其の 風姿、 言語、 音聲 ともに、 楚々 として 人に 迫り、 能く 其の 心に 接觸し 感動 

せし むる の 靈カを 有す。 余 また 其の 精神の 存 する 所 を 汲み、 且 其の 氣勢 をも傳 へん 事 を 試み たれ ども、 文 拙に 

して 辭句 適切なら ず、 到底 隔靴搔 捧 の憾 なくん ば 非ざる なり。 され ど 幸に 氏の 丁寧なる 校訂 を經 たれば、 議論 

の 大體に 於て は 誤な からん 事 を 信ず。 

明治 三十 一年 三月 二十 六日  筆記者 某識 

1= i?  演  一一 I  . 
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_  . 第一章 力. I ライル を學 ぶの 利と 害 

天下の 人傑 を 捉へ來 りて、 刻下に 之が 論評 を 試みん とする は、 難 中の 至難 事な り。 然るに 余辈 今や 其 

の 至難の 業なる を 顧みす、 此にカ ー ライル を學 び、 ダンテと ゲ ー テを 究め、 ゥ オル ヅゥォ ルスと ブラ 

イアン トを 評し、 P 1 ュルと ホヰッ トマ ンを 論ぜん と 欲す、 到底 其の 完 きを 盡す能 はざる は 言 ふまで 

もな し。 抑" 彼等の 如き 高尙 偉大なる 人物 を 研究す る 事 は、 其の 一人 一代の 著述 を 研究す るの みに て 

も、 實に 容易なら ざる 大事 業に して、 吾人 畢生の 事業と して 之を學 ぶの 價値を 有する ものと す。 試み 

に 見よ、 昆蟲學 の 研究に 熟 心なる 學 者の、 往々 にして 朝な 夕べ を 別た す、 孜々 として 工夫 を 積み、 思 

慮 を 凝らし、 顯微鏡 下に 蛩 虱の 類 を 羅列し、 其の 豪雨た るー昆 蟲の裡 にも、 亦 小天地、 小宇宙の 存在 

する 事 を 見、 之が 研究 を 以て 終生の 事業と なし、 一身 を 之に 委 ぬる 者 ある を。 义虫 虱の 如き ものにすら 

一 身 を 委ねて 之 を 研. 究 する ■ の價値 ありと せば、 增 してや 歐 米の 大家 一 人 を 研究す るに 於て、 何人 か 其 

の 一 代の 事業と なすの 價値を 疑 ふ 者 あらん。 

余輩 力 ー ライル を學 ぶ、 玆に年 あり。 され ど 只 僅に 業務の 餘閑を 以て 其の 著 を 維け るに 過ぎす。 豈敢 

て 悉く 彼 を 知り 得たり と 言 ふべ けんや。 若し 人 あり 力 ー ライルに 詳しく、 其の 思想 の 蕴奥を 極めた る 

者な りと せんか、 余輩 は 走って 其の 人の 膝下に 跪き、 肅ん で敎を 受けん と 欲す。 余輩の 今 力 ー ライル 

を 論ぜん とする は、 閑 餘に讀 過せ る 彼の 著書に 就き、 世の 讀 者に 及ぼす 所の 利な り、 叉 害な りと 思 は 

る .1 一 一三の 點を陳 ぶる に 止まる。 之 を て 徒らに 學を 世に 誇り、 識を 天下に 吹聽 する 人の 自ら 量ら ざ 


るの 愚に 倣 はんと 欲する 者に あらす。  . 

斯の 如く 力 1 'ライル を 學ぶは 偉大なる 事業な り、 隨て 困難なる 事業な り。 され ど 彼 は文學 者な り。 文 一 

學者を 知る は、 政治家 を 知る よりも、 其の 範圍狹 く、 煩 ひ 少なき が 故に 稍" 容易なる が 如し。 ク J1 ム 

ヮ H ルの 如き、 グ ラッド スト ー ンの 如き 大政 治.； の 生涯 は、 大半 は國 家の 歷史 なり。 時の 縱横 錯雜レ 

て關 係の 繋 はる 所 廣く且 深き 政治 及び 社 會の狀 態 を 知悉す るに 非 ざれば、 以て 政治家の 全豹 を觀 察す 

る 能 はす。 され ど文學 者の 天地 は 其の 人 自身の 裡 にあり。 此 は文學 者を觀 察する に 甚だ 便宜なる 點に： 

して 而も 趣味 甚だ 深く、 氣韻叉 甚だ 高き 所以な りと す。 

力 —ライル 曰く、 文學 者は考 ふる 者な り、 而 して 文學は 其の 思想な りと (Literature  is  the  thought 一 

cf  a  ^^^d^^p^.  man.}。 文 學を學 ばんと する は 思想 を學ぶ 事な り。 文學 者を學 ばんと する は 其の 思想 一 

の 宿りた る 所の 人物 を學ぶ 事な り。 力 ー ライル 老年に 及び、 貴族に 列 せられん とせし も、 固辭 して 受ー 

けす、 意氣 頗る 昂れる 頃に 當り、 一 日 或 公園に 散策 を 試みん とし、 途に乘 合 馬車に 乘す。 同 乘ゆ客 其 一 

の 何人なる を 知らす、 蓬髮 疎髯、 素 服して 飾らす、 眼光の み炯々 として 人 を 射り、 容貌の 極めて 奇異 一 

なる を 凝視し 「あの 老人の 醜 さよ」 と 嘲笑す。 豫め 此の 醜き 老人 こそ 文豪 力 ー ライル なれと 知り 居た； 

る 馬丁 は、 其の 嘲笑 を 聞き、 顧みて 客に IS つて 曰く 「汝は 彼の 帽子の 下に 如何なる 宇宙の 存在す るか 一 

を 知らざる なり」 と。 然り、 其の 容貌 は 如何に 酏惡 なりし とする も、 其の 帽子の 蔽 ひたる 腦裡に は、 ： 

雄大 深遠なる 宇宙 こそ 存在したり しなれ。  .， 

文學 者の 傳を 綴らん とせば、 其の 材料に 限り あり、 叉 其の iHil 域の 定まりた る もの あるが 故に、 僅々 數ー 

百 頁の 小冊と 雖、 略  <  其の 大體を 包括して 之を傳 ふる 事 を 得ん。 世人が 往々 彼の 《 English  I, 甘 n  of j 

ari-fftw 1 、 力 I ライル か- ぶの 利と 害  五  ： 
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Letters" の 如き 簡單 なる 書冊に 依頼す る 事 ある は、 尙 躍如と して 英國 文豪の 面目 を畫き 5,:: し、 其の 

」 斑 を 窺 はしむ るに 足る もの あるが 故な り。 され ど 如何に 材料に 限り あり 區 域に 定り ありと は 言へ、 

決して 博 文 館、 若く は 春陽 堂に 於て 出版す る、 滔々 たる 今日の 稗史小 說を讀 むが 如く、 何の 苦 もな く 

讀み 得べ しと 思 ふ 可ら す。 力 ー ライルの 著書 三十 七册 あり。 全部 を 通して ー讀 する のみ にても 已に困 

難な り。 況んゃ 其の 字句の 用法、 思想の 佶 屈に して 曲直 只なら ざる を 明確に 己が 腦裡に 注入 せんとす 

るに 至って は、 更に 一 暦の 困難な り。 余輩 曩に 地方に 在る や、 東京の 文士 某、 年尙 若き に 書 を 著して 

力 ー ライル を 傅し、 三十 七 W の 著 我が 眼中に 在りと 言へ る を 聞き、 力 ー ライル を讀 むに 於て は 余輩 多 

く 人後に 墜ち ざらん 事 を 期せし に、 何ぞ圖 らん 此の 若年の 文士に 劣る と 一驚 を 契 し、 後 其の 書の 飜譯 

なりし を 知る に 及んで 更に 一驚 を 加へ たる 事 あり。 余輩 必 しも 日本人の 腦カを 蔑みす る 者に 非す、 さ 

れど 悉く 之を讀 破し 得る 强大の 根氣を 有する 者 蓋し 甚だ 稀な りと 思惟す。 余輩の 知友 中 最も 善く 力 ー 

ライル を 知れる 者 は、 札 幌農學 校敎授 ドクトル 新 渡戶稻 造な り。 而 して 彼が 最も 熟讀 玩味せ る は 『サ 

ル トル レザル タス』 及び 『佛國 革命 史』 なり。 力 ー ライル 學を 研究す る 者の 中 にても 靳の 如く 各專門 

を 生す。 また 以て 斯學の 容易なら ざる を 見るべし。 

力 ー ライル を學ぶ 第一 の 材料 は 彼の 著述な り。 次 は 彼の 書翰な り。 彼 生前に 於て 親しく 相 交れる 朋友 

の少 く、 余が 生死 を 心配す る もの は a ン ドン 市中 僅に 二三 人の みならん と 言へ る ほどな り。 され ど 其 

數 名の 朋友と 往復せ る 書翰 は、 實に 彼を學 ぶに 大切なる 好材料と す。 何と なれば 人間と しての 彼 は、 

著述に 於て 見る 所の 彼と は 自ら 其の 趣 を 異にし * 而 して 其の 赤裸々 の 人格 を觀 察せん に は 未だ 書翰に 

.5  くもの あらざる ベければ なり。 書翰の 重なる もの は 之 を H マルソンとの 往復と なす。 マシュ ー、 ァ 


1 ノ ルド 評して 曰く、 假令カ ー ライルの 著述 悉く 消失す る こと あらんと も、 此の 書翰 は 消失す 可ら す 

と。 地球の 兩 側面に 在って 英米の ニ大 文豪が、 千 山 萬 水 を 隔て、 二三 月の 日數を 指折りつ、 遙に書 を 

寄せて 情 を 通じ、 人生の 大 問題に 就き 互に 意見 を鬪 はせ るが 如き は、 何等の 偸 快なる 現象なる 乎。 其 

の 他の 書翰の 中 彼が 細君に 送れる もの、 及び 親友 アル ビングに 送れる もの あり。 此の 二者 はまた 前者 

と 異なりた る 彼が 性 狀を現 はし、 夫と しての 彼、 友と しての 彼 を 察知す るに 屈竟 なる 材料と す (The 

Correspondence  of  Th.  Carlyle  and  K.  ノ N.  Emerson,  1834—1872.  Edited  by  slatles  aliotoo 

比 等に 綾いて 研究す ベ き 材料 は、 フ J1 ウドの 『力 ー ライル 傳』 (Thomas  Carlyle,  .by  James  Anthony 

Froude,  4  vols.) なり、 gl 冊に て 完結す。 其の 他 新聞 雜誌 等に 掲載せられ たる 區々 たる 逸事 會 話の 如 

き は擧げ て數ふ 可ら す。 近着の 外字 新聞 を 見る に、 B ン ドンに 於け る 彼が チ H ルシ ー の 居 宅の 光景 を 

記載せ る 書 あり (The  CarlyleVi  Chelsea  Home.  By  Reginald  Blunt)、 固より 當 時の 事情 を詳 かに 

する の 一助た るに 相違な し、 され ど 殆ど 陳べ 得て 餘蕴 なしと 思 はる、 はフ £1 ウドの 著に 如かす。 又 力 

1 ライルと 友と し 善く、 宛 も ボス ゥェ ル のジョ ンソ ンに 於け るが 如く、 女人た るより は 寧ろ 師弟の 關 

係 を 有し、 常に 敬服 嘆美して 措かざる モン キュア ー、 コン ゥェ. I と 云へ る 人 あり。 千 八 百 六十 三年 未 

だ 南北 戰爭酣 はに して 血 流れ 風腥き 頃に 當り居 を 英國に 移し、 近頃に 至りて 再び 米國に 歸れる 人に し 

て、 ユー 一 テリアンの 牧師な り。 其の 嘆美 者と して 力 ー ライルの 事 を 叙した る もの、 叉少 からざる 參考 

メゾヂ スト 

となすべき なり (Thomas  CJarlyle, プ y  Moncm.e  D.  comvay)o 尙亦米 國國會 の 牧師に して 美 以敎 

會に屬 する ウィリアム、 ミ ルバ ー ンと首 へる 人 あり。 兩眼明 を 失 ひたれ ど、 豪膽 人の 面 を 恐れす、 獨 

立不覊 稀に 見る 所の 硬骨 男子たり。 彼 甚だ 聽官の 感覺銳 く、 叉 強記の 人 なれば、 曾て 力 ー ライル を 彼 

„«-1"?_|演 一、 力 I ライル を擧 ぶの 利と 害  七 
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の 僑 寓に訪 ひ 其の 庭前に 煙草 を溪 らしつ 、彼と 談笑 會 話せし 事 を 叙せ しめたる もの あり。 是れカ ー え 

ィルが 居常 を 窺 ふに 便なら しむる 所の、 趣味 深き 材料と 言 ふべ し。 

英國人 程 自國の 人物 を 曲解す る 國民は あらざる べし。 現に. グラ ッド スト ー ン 氏の 如き 高貴なる 人物に 

して 卓越せ る 才能 を 有する 大 政治家た る は 疑 ひ を容れ ざる 所に して、 3： 人 も 心服す る 事なる ベ しと 思 

はる、 され ど 頃日 英國に 於て は 貴族の 夫人 相會 合して 虞 氏 排斥の 運動 を 協議せ りと いふ。 虞 氏の 死せ 

ん事 は實に 彼等に 取って 其の上 もな き歡 喜と なす ものの 如し。 斯の 如く 力 ー ライ 心 も 亦 彼の 國 人中 敵 

多き 人物な りし かば、 彼 を 忌み 憚る 者少 からす、 隨て彼 を 論評せ る 著書 中には 偏見 曲解の 議を免 かれ 

ざる もの 多し とす。 され ど 此の 上述ぶ る 所の 如き は 最も 公平に して 誤りな きものに 近 からん か。 

乃ち 此 等の 材料 を 以てして、 初めて 力 ー ライルの 面目 を發 揮し、 其の 人物 を晝き 出すべき なり。 さり 

ながら 全然 之が 爲に身 を 委ねて 研究し たれば とて、 一 一三 年 を 費す も尙 完全 を §1- む 能 は ざらん" 

日本人に 取りて、 力 ー ライルと 言へば 直ちに 『英雄 崇拜 論』 を 想起す るの 弊 あり。 此は 日本人 は 誰し 

も 皆 英雄なる が 故に、 其の 名の 美 はしき を 見る や、 直ちに 恍惚と して 引 着せられ たる ものな らん。 隨 

て 方今の 學 生が 力 ー ライル を 評する を 聞く に、 『英雄 崇拜 論』 中に 現れた る 彼 を 見て 速斷 せる もの 甚 

だ 多し。 され ど 此の 書 は 彼が 著作 中 最惡の 作な り。 何と なれば 彼 未だ 世に 認識せられ す、 原稿 堆積す 

る も 買 ふ ものな く、 生活 常に 窮を 告げて 不平に 堪 へす、 獨り 逆流に 掠 さして & ン ドンに 一 講座 を 開き- 

社 會に對 する 滿 腔の 不平 を爆發 せし、 所謂 膽汁數 滴 を 綴りて 梓に 上せた る ものに 過ぎ ざれば なり。 例 

へば マ ホメ ットを 激賞して 天にまで 上げん とせる が 如き は、 彼が 平素の 所 說に徵 して 殆ど ある まじき 

所爲 なり。 され ど敢て 之を爲 したる 所以の もの は、 之 を 以て 英圈社 會を攻 摩せん とする 彈 丸と なせる 


に ：！^ ら すん ば あ らす。 思 ふ に 彼 を學ぶ の 害の 最も 多く を 含蓄せ る は 蓋し 此の 書な らん。 

若し 夫れ 全體に 就き、 力 ー ライルの 最も 善き 所を學 ばんと 欲せば， 評 論 集を讀 むに 如かす。 此の 

論文に 老後の ものな きに 非ざる も、 多く は 齢 二十 九より 三十 六 歳に 至る までの 作に して、 彼が 芙氣勃 

勃と して 思想 叉 最も 活動せ る 時代 たれば、 其の 著作 中の 寶 石と 言 ふべき もの 多く 其の 中に あり。 彼が 

英雄 論 を 知らん と 欲せば、 崇拜 論に 於て せす して、 ボス ゥヱル の 『ジョン ソン 傳』 を 批評せ る ものに 

於て せよ。 歷々 として ジ ヨンソン の眞 面目 を發 き、 其の 特質 を 表 はし、 ジョン ソ ン の 人物に 一 段の 光 

彩 を 添へ、 尊重の 念 を 厚から しむ。 叉バ ルンス 論の 如き は 金玉の 文、 能く 其の 人物 を發 揮せ るの みな 

らす、 文 學の眞 意義 を閬 明し、 我 邦の 青年の 如き 滔々 として 文學 者た らん 事 を 期す る 者に 取りて は實 

に 喜ぶ ベ き 昔 信な り。 尙ヴ オル テア を 論じて は 痛快 を 極め 其の 善 を 賞し、 其の 惡を 鞭ち 宗敎 上の 觀察 

至れり 盡 せる もの あり。 更に 『時代の 徵』 に 於て は、 政治 及び 社 會の狀 態 を說き 去り 說き來 りて 俎 を 

見る が 如く、 其の 短所 を 指摘す るに 至って は 利刃 骨 を 穿つ が 如し。 彼 は美以 派の 人 を 厭うて、 「彼等 

は 己が 睛 のみ を 見る を 知って、 神の 與へ 玉へ る 事業 を 見す」 と 罵れり。 

彼が 後年の 著作に して、 雄渾 偉大なる 思想 を 沈痛 壯 快なる 筆に 走らせ、 讀む者 をして 血 激し 脈 躍り、 

貪 夫 も 簾に 懦夫も 志 を 立てし むる もの は、 彼の クロム ゥ H ル傳 なり。 此は 彼の 理想的の 政治家 を說き 

たる ものにして、 稗 益 多く 趣味 燒に、 讀む 者の 腦裡に 永く 其の 印象 を 刻む に 至って は、 彼の 著書 中の 

隨ー なりと す。 英國の 『レビ ゥ ー、 ォブ、 レビ ゥ ー ス』 雜 誌の 記者. ス テッドが 愛 讀し且 最も 其の 感 

化 を 蒙りた る 書 は、 聖書 及び 力 ー ライルの 『ク II ムゥ H ル傳』 幷に El 1 H ル の 詩集な りと 言へ り。 余 

輩 また 感を 同う す。 若し 心 を 潜めて ク。 ム ゥヱル 傳を繙 かば， 誰か 正に 意氣 昂然と して 正義の 旗 を 朝 
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風に 飜し、 堂々 鼓 を 鳴らして 人道 を 無視す る 腐 腸悖德 の 政府 を顚 覆す る の 念禁す る 能 はざる を覺ぇ ざ： 

る 者 あらん や。 力 ー ライル は 絡え て 他人 を 恐れざる 人な りき。 され ど 天下に 彼の 恐る、 所の 人物 唯一 

人 ありき。 之 を無學 なる 其の 母な りと す。 母 幼き 頃より 彼 を 論して 曰く、 クロム ゥ H ルは枇 人の 言 ふ 

が 如く 決して 愚なる 者に あらす、 英國 政治家 中 最も 大 なる 英雄な りと。 彼の ク" ムゥ H ル傳を 著 はす 

所以 豈 偶然な らん や。 而 して 此は 彼の 思想の 最も 美 はしく 成熟した る 時の 作に して、 其の 生涯の 絕頂ー 

に 達した る 者と 言 ふべ し。  • 

之より 以後に 至って は 漸く 下り坂に 向へ る 如く、 動もすれば 吾人の 感服し 難き 作 少しと せす。 特に フー 

レ デリ ツキ 大王 傳の 如き は、 何の 目的あって 之 を 書せ しか を異 むば かりなり、 彼爲に 友人 ヱ マルソン」 

の 問に 答へ て 「老後 無事に 苦しむ が 故に フレ デリ ツキ を 殺して IS を 散 ぜん」 のみとの 意 を 以てせり と 一 

か。 是れ 或は 眞に近 からん。 只靈を 遣り 徒然 を 慰めん が爲 に、 頑固なる 難問題 を 捉へ來 りて、 漫然 之へ 

を 粉碎し 破毀して 以て 快と せし ものな りと 思 はる。 案す るに 彼の 家庭に 於て 最も 風波 多き 時代 は 此の J 

頃に して、 獨り 二階の 一室に 閉居し、 恰も 狂犬の 相手 を 選ばす 當るを 幸ひ喊 付く が 如く、 心に 穩 かな j 

る 所な き 頃な りし かば、 主張すべき 高遠なる 理想 もな く、 只 一片の 歷 史家と して 世人の 苦しむ 問題 を 

己れ 先 づ解釋 しく れんと 力めた るに 過ぎ ざり しもの なるべし。 

力 ー ライル を學 ぶの 利益 は 非常にして、 殆ど 枚 擧に遑 なからん とす。 され ど 今 は 僅に 其の 重なる 二 11 1 一 

を擧 げん。 彼 を 讀んで 巳が 心に 徹底し、 終生 忘る- -能 はすと 感ぜし むる もの は、 第一 に 誠實の 信念な 一 

り。 今や 誠實 なる 語路 頭に 迷 ひ、 新聞と して 雜誌 として 此の 語を傳 へざる はなし。 され ど 能く 誠實 1^ 

解す る 者 果して 幾人 か ある。 誠 實とは 純の 純なる 義 なり。 惡 ならば 純乎惡 なるべし、 善なら ば 純 乎 善 一 


なるべし。 面皮 を剝ぎ 去る も 依然として 其の 實質 を更 へす、 鈴なる か、 金なる か * そ は 問 ふ 所に 非す- 

要は 只 鍍金に あら ざれば 可な り。 小 は 箸の 上げ 下しより 大は 政治問題、 國家 問題に 至る まで、 悉く 皆 

誠實 ならん 事 を 切望して、 凡ゆる 方面より 此の 一事 を 絶叫したり。 彼 は 單調を 憚から すして、 誠實の 

一事 を說 き、 丁寧 反復 殆ど 餘カ を殘さ ざり しもの は、 蓋し 彼が せに 負 ふところの 使命の 大半 は眞 面目 

なれとの 此の 一 事を敎 ふるに 在りと 信じた るが 故な り。 ジョ ン ソン 若く は クロム ゥ H ルを 論す る は、 

飽 まで 彼等の 誠實 なる 赤き 心を發 揮して、 *1 を敎 へんと したる のみ、 ヴ オル テアの 無神論 を 評し、 力 

グ リオ スト 0 1 なる 大山 師を捉 へ 来れる は、 反對の 側面より 誠 實の眞 意義 を：： 小さん と 欲せし のみ。 彼 

の 寓を訪 うて 飲食 を 共に せる 者 は 皆 言 ふ、 彼の 家庭 は 嚴冬風 寒く、 和 氣靄然 たる 溫 情の 流露す る こと 

少く、 冷 かにして 笑聲の 外に 漏る X 稀な りと。 他の 額 色 を 見て 辭を 改め 行を變 へ、 人の 歡心を 買 はん 

事 を これ 勉め、 臂を 薄う して 舌 を 二 枚に する は、 眞 面目なる 人の 到底 爲し 得る 所に 非す。 誠 實の人 は 

面 A からざる 人な り。 ダンテ 痛 篤して in  く  * 余 は 人を歡 ばす が 如き 者に 非す、 若し 歡ば されん 事 を 願 

はば、 世の 封 £ 間者 流の 如き 馬鹿者 を 呼び 来れと。 力 ー ライル は 封 巾 間に 非す、 飽 まで 3m 面目なる 人物な 

り、 主義 を 固守せ る 人物な り。 ft は 家庭に 在っても、 外 は 廟堂に 在っても、 誠實 は誠實 なりと 揚言し 

苟も 之 を 解せ ざる 者に 遭 ふ 時 は、 妖怪な り、 蔽醫 者な りと 口 を 極めて 罵倒し、 口と 腹との 同じから ざ 

る を 憤る。 陰謀 奸計 それ 事と する 我 社會、 叉誠實 なる 心 ほど 最も 必要 を感 する ものな からん。 孔孟の 

書 能く 信義 を說 き、 年々 出版 せらる、 幾多の 傳記を 播 くも、 亦誠實 なる 語 を 羅列せ ざる はなし。 され 

ど 之 を 讀んで 尙誠實 なる 者 甚だ 稀なる を 思へば、 誠實の 福音 を {Br 、へ傳 ふる、 一 日も忽 にすべからざる 

緊要の 事業に 非す や。 三十 七き の 書 を 擧げて 之が 爲に用 ふる も、 尙 未だ 儘らざる 所 あらん。 
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第二 は 勞働を 尊重す る 事な り。 英國勞 働 者の ニ大 友人 は フレデリック、 モリスと、 力 ー ライルな りと 一 

首 ふ。 聖書が 勞働を 尊重して 其の 位置 を 高めた る は、 天下の 通說 なり。 之に 次いで 詩的の 熱 火 を 加へ. 

以て 勞 働の 神聖 を敎 へたる は 方 ー ライルと す。 其の 著書 を熟讀 せば、 I に 怠慢 ほど 甚 しき 恥辱 は あら 

ざる 事 を感覺 せん。 草木 は 野に 山に 生々 繁茂す るに、 汝は手 を 空う して 何事 を もな さざる 乎、 そ は 何 j 

たる 恐るべき 罪なる ぞとカ を 籠め 語 を 鋭く し、 或は 怒り 或は 訓し、 以て 勤勉 力作の； i, 音を說 きたり。 一 

彼 曾て 白 耳義に 遊び、 行々 足に 委せて 國 民の 常態 を 見、 その 風俗 習慣 を 察しけ るが、 偶.^ 窓の 遴 りに， 

年 未だ うら 若き 一 婦人の レ ー スを 織る 者 あるに 遭 ふ。 顔色 は惟悴 して 青白く、 形容 枯 稿して 恨 長き が 一 

如く、 蔑の 昔 さへ 心中の 憂を訴 ふるに 似たり。 多情 多 血なる 彼 は 無量の 感慨に 打 たれ、 抵徊 去る に f 

びす、 千 思 萬 想 胸に 浮び、 或は 是れ 天女の 機 織れる 者に あらざる かと 怪しみ、 其の 衰 へたる は 良人 を _ 

失 ひて 寄る 邊 なき 我 身 を 嘆て るが 爲か、 其の 悲 める は勵 ましし 母の 今 は 世に 在らす して 評 ふるに よし- 

なきが 故 か、  彼れ と 推し、 此れと 察し、 そ ろに 暗淚を 催しつ、 遂に 囊 底より 一 フロリ ンを 取り出し 

IN を 可憐の 女に 與 へ. て 去り 行きた る 事 あり。 彼の 勞働 者に 同情 を 寄す る や 實に斯 の 如く 深く 且つ 切な 一 

りしな り。 叉 或 時 一 婦人の 彼に 送って、 宗敎 上の 疑惑に 苦しみ、 人生 問題に 思 ひ惱み 居る 旨 を 告げ、 一 

以て 彼の 敎を 受けん とせる 事 あり。 彼此に 於て 答 ふらく、 「由な き 事 企てた まひて ぞ、 御身が 仕事箱 一 

の裡に は亂れ し絲の あらざる か、 在らば そ をば 先づ 整理して 絲卷に を さめ、 御身が 箪笥の 裡には 取亂ー 

されし 衣服の あらざる か、 有らば そ をば 先す 美 はしく 片付けた まへ かし。 さらば 何時と なく 思 ひ 煩 ひ： 

たま ふ 人生の 問題 も 雲霧の 消えて 跡な きが 如くな りなん」 と。 蓋し 手足 を勞 して 事業に 勤勉せば、 ム匕 

く 惑 を 去り 疑 を 解き、 健全なる 思想 を 生じ、 智力の 判斷も 正確 を 誤らざる に 至り、 自ら 人生 問題 も 明 一 


か！^ 解釋 せらる ベ しと 言 ふに 在り。 彼の 怠慢 を惡み て 勤勉 を獎勵 し、 勞働 力作 を 重ん する 概ね 此の 類 

なり" 

第三 は 貧民 を 愛する 事な り。 或は 我 國の國 體とは 隔離して 相容れ すと 非難す る 者 も あらん。 され ど 彼 

が 政治 上の 意見 は、 上 を 見す して 下 を 見よ との 主義に 基づきたり。 クロム ゥ H ルを辯 じて 世の 誤解 を 

芷 したる 所以 は、 元來ク II ムゥ H ルの 精神と して、 上に 在って 權勢を 擅に し 威 を 天下に 示さん と 欲せ 

しに あら 一 r、 叉 中央 集權を 以て 圃 政の 統一 を 計らん と 欲せし にも あらす、 只 彼 は 社會に 在って 最も 輕 

侮せられ、 擯斥 せらる 、最下 等の 人民に 幸福 を 得させん との 志に 過ぎ ざり し を 見て 極力 彼に 同情 を 表 

し 甘んじて 其の 辯 護を勉 めた るな り。 口 ー H ル 歌うて 曰く 「憲法 それ 何す る も のぞ、 一片の 紙屑に 記 

載せる ものに 非す や、 然 らば 之 を 破 壌したり とて 又 何 か あらん」 と。 力 ー ライルの 憲法 政治 を 忌み嫌 

へる は、 國を 治め 政 を 布く に 便なる を 認識せ ざり しに 由る に 非す、 最下 等の 人民 を 憫んで 之 を 幸せん 

とする 者 あらば 時に 臨み 機に 應 じて 或は 壓 制を逞 うする も 不可な しとな せる が 故な り。 力 ー ライルの 

奇激 なる 性癖と して、 ク P ムゥ H ルの 如く、 自利 を 謀らす、 己を虚 うして、 萬 生の 幸福 を 慮り、 普通 

の 權利を すら 享有す る 能 はざる 所の 人民 ある を 憂 ひ、 因襲 の 久しき 其の 恐る ベ き 弊害 を 除かん とす る 

も 尋常一様 にして 能く 遂 功す 可らざる を曉 り、 爱に 於て か 非常の 手段に 訴へ、 壓制 政治 を斷 行した る 

者 ある を 見て は、 案 を 叩いて 其の 壯絕 快絶なる を 喜びた る ものの 如し。 假令 極端に 走りた るの 嫌 あり 

と雖、 其の 貧民 を 愛する の 厚き、 寧ろ 力 ー ライル を德 とせざる 可ら すと 思惟す。 

余鞏 巳に 力 ー ライル を學 ぶの 利益 を陳べ たり。 され ど 彼の 性狀 は 最も 愛す ベ く 敬す べき もの あると 同 

時に、 又 最も 恐るべく 避くべき もの 存す。 故に 彼 を 學んで 得る 所の 利益 極めて 多き が 如く、 又 彼を學 
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んで 得る 所の 弊害の 極めて 多き 事 を 忘る 可ら す。  - 

上に 陳述せ る 如く 彼を學 ぶの 害 は 多く 彼の 英雄 崇拜 論に 存す、 多感 多 血の 靑年 をして 一 たび 此の 書 を：， 

繙 かしめば、 漸く 佳境に 人る に隨 ひ、 覺 えす 案 を 叩いて 其の 斬新 警拔 なる を 嘆賞し、 腕 を 扼し瞳 を 凝 一 

し、 悲搶 慷慨の 志 勃々 として 禁する 能 はす、 未だ 悉く 之 を讀み 了らざる に、 早く 已に 其の 靑 年の 性質 一 

に 一 變 動を來 し、 其の 感化の 激甚なる 寧ろ 驚くべき もの ある を 見ん。 蓋し 其の 感化 を 他人に 及ぼす カー 

の大 なる は、 取り も 直さす 人物の 偉大なる を 表示す る ものな り。 古往今来 天； 卜の 人傑に 親しく 相 接觸ー 

する か、 然ら ざる も 其の 著書 を讀 み、 其の 事業 を 見る に當 つて、 思 はざる に 其の 人の 精神 我 を 鼓舞 作" 

興し、 覺 えざる に 其の 精神 我が 靈 性の 一部分と 化して 活動す るに 至る もの あり。 而 して 余輩の 知れる 一 

著書 屮、 讀む者 をして 共に 怒らしめ、 共に 喜ばしめ、 共に 泣かしめ、 义 共に 笑 はしめ、 宛ら 掌に 飜弄ー 

せらる、 の感 あらしむ る 程、 甚 しき 感化 を與 ふるもの は、 未だ 力 ー ライルの 著書に 如く もの ある を 見 一 

す。 況んゃ 思想 未だ 成熟せ す、 世の 風波 を 味 ひたる 事少 き、 かの 無邪氣 にして 天眞 なる 青年が、 彼の」 

書に よりて 感化 せらる、 事、 斯の 如く 著く 犬なる やまた 當然の 事なる べし。  .ー 

彼 を 學んで 立 所に 現 はれ 來る 所の 弊害 は、 不平の 念に 堪へ ざら しむる 事な り。 人間 萬 事 皆 非に して、.， 

己が 意に 適し、 已が 理想に 合する もの 一 も ある 事な く、 近く は 曰！ 暮に相 見る 隣人の 舉動面 .0 からす、 ： 

進んで は學 校に 在って 見聞す る 所の もの、 一 として 滿 足を與 ふる 能 はす、 政治 上の 狀態 を觀 察して は 一 

悉く 憤慨の 種と ならざる はなく、 世の 滔々 たる 文學を 乎に して は 皆 痛罵の 媒 とならざる はなぐ、 更に! 

敎會に 出入しても 心に 安す る 所た く、 牧師に 對し 信徒に 對し 不平 不滿の 念 抑 へんと して 抑 ふ 可ら す、 一 

氣 荒く 心猛 り. 事物 を觀 察する も 之 を 其の 光明の 側面より 窺 ふ 事 能 はす、 只 其， の 暗黑の 側面より w.g: 


し、 憤慨 これ 勉め 痛罵 これ 事と する に 至る。 かの 牧師 傅 道 者た らんと する 人々 の 多く 力，' ライル を學 

ぶ を 好まざる 所以 は • 其の 溫良 篤實 にして 恬靜 沈着なる 性質 を 傷 けん 事 を 恐る k が 故たり。 

彼 は 現在に 滿 足して 太平 を顓 歌す る 事 を 得る 人物に 非す。 只 彼 をして 其の 意に 適し 心に 滿 足せし むる 

は 過去と 外國と ありし のみ- 如何に 其の 人物 は 尊敬すべき 者な りと も 如何に-其の 事業 は 高貴なる 事な 

りと も、 苟も 个 日て ふ 冠詞 を 有する ものに 對 して、 彼 は 決して 之を歡 ばす、 假令之 を破壞 する も 更に 

惜む 所な きものの 如し。 故に „1 ン ドン 市中 四百 萬の 市民 ありと 雖、 親しく 相 交りて 其の 情誼 を 渝へざ 

りし 者 僅々 一 一三 人に 過ぎす。 而も 其の 一 一三の 友人 を すら 動もすれば 疎んじ 去らん とする の 性癖 ありき- 

彼 は實に 近世に 友 を 求めす、 寧ろ 之を詛 はんとせ る 者な りき。 或 人 彼の 思想 を 評して、 彼の 服 中に 映 

じたる 此の世界に 於て、 上帝 i クロムウエルの 時代まで^ 在し、 夫より 以後 は 其の 姿 を 隠せる も かの 

如レと 言へ り。 そ は 彼が 天下の 英雄 はク ロム ゥ H ル 時代に 終れり となせ るが 故な らん。 彼 世に 在る の 

當 時に 於て 英國 の社會 決して 人物に 乏しから す C スコット あり、 ゥ オル ヅゥォ ルス あり、 バイ ロン あ 

り、 ミル あり、 グ ラッド スト ー ン あり、 ヂス レリ ー あり、 天下の 名士 朝に 野に 星の 如く 散在す と 言 ふ 

べし。 然れ ども 力 ー ライル は 雷 ふ、 幾多の 英雄 ミルトンの 時代に は 生存したり しか ども、 今 は 在らす 

と。 彼 は 今日 を 以て 到底 滿足 する 能 はす、 眼前の もの を 見て 到底 嘆美す る 能 はす。 ヂス レリ ー を 呼ぶ 

に 『ディ ジ ー』 を 以てし 決して 其の 本名 を 用 ひす。 叉 先頃 隔 せの 人となり たる 有名の 解剖 學者 にして 

厚く 彼 を 尊敬せ るォ ー ユンに 對 しても、 僅に 賞 嘆して 「稀に 見る 所の 英才、 余が 寓を訪 ひ、 淸談三 四 

時間に 涉り 頗る 偸 快な りし」 と 言 へ る に 過 ぎす。 斯の 如く 絶 え て 現在の 美 を 賞し 才を感 する 能 は ざり 

し は、 蓋し 是れ 彼の 持病な りと 言 ふも敢 て過霄 にあら すと 信す。 
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西 護に 曰く 「見ざる もの は價 貴し」 ompe  ignotum  pro  magpisco  est と。 彼が 當 時の 人物に 對し 

激賞して 措かざる 者 唯 一 人 あり。 之をゲ ー テ となす。 H マ ルソ ン之を 訝り 問うて 曰く 「御身の 如き 嚴 

正なる 宗敎を 奉じ、 信念 至って 厚き 父母 を 有し、 而も 蘇國の 山川に 生長せ る ものに て ありながら、 尙 

かの ゲ ー テを 激賞す る 所以の もの は 何ぞ、 是れ 余の 得て 了解す る 能 はざる 所な り」 と。 然り、 力 ー ラ 

ィルの 平常 を 知る 者に して 彼の ゲ ー テを 愛する を 聞かば、 何人も 其の 豫想 外なる に 驚くべし。 彼 凡 ゆ 

る 美辭を 列ね てゲ ー テを 讚し、 或は 夏の 太陽の 如く、 勇し く 出で て 勇し く沒 すと 言 ひ、 若し 又ゲ ー テ 

の 文書に 接する 事 あらん か、 手の 舞 ひ 足の 踏む 所 を 知らす、 宛ら 上帝より にても 賜 はりた る ものの 如 

く 之 を 喜び、 彼に 知られた る を 以て 無上の 名譽 となし、 後獨 逸に 遊べる に當 つて は、 ウイ テン ボルダ 

に ル，" テルの 跡 を 弔 はんよりも、 先づ 行いて ゲ ー テの 書籍 室に 至れり と 言 ふ。 或 人力 ー ライル は 其の 

妻と 共に 獨 逸に 赴き、 二 年問ゲ ー テの 許に 在って 學を 受けたり と傳 ふ、 此は齊 東 野人の 言に 外なら す、 

そ の 彼 若し 親しく ゲ ー テに學 びたら ば、 彼の 性癖と し て 能く ゲ ー テの 嘆美 者た る を 得 ざれば なり。 

夫れ 彼の ゲ ー テを 激賞す るに 至れる 一 動機 は、 之 を 以て 英國人 を叱咜 せんと 欲した るが 故なる べし。 

彼 また 曾て 支那 皇帝 を 賞 讚し、 郊祭を 設け 農業 始めと て 毎年 某日 自ら If を 取って 其の 儀式 を 行 ふ を 聞 

き、 勞 働の 獻物 をな す 者な りと 稱し、 基督 敎國 たる 我 英國； も斯る 美風 良俗 は 行 はれす と 言 ひ、 或は 

支那の 科 舉の法 を 以て 文明 的の 方法な りと し、 歐 洲諸國 にも 斯る例 を 見す と 論ぜり。 事の 實際を 知れ 

る 吾等に 取って、 其の 儀式と 言 ひ 其の 方法と 言 ひ、 決して 感服すべき ものに 非す と雖、 彼の 辭を盡 し 

て 激賞した る は、 乃ち 「見ざる もの 惯 貴し」 の 類に 非す とせん や。 

彼 或は 其の 暖き 友情 を波壞 十る に 至る こと ある も 更に 惜む 所な かりし は、 彼の 爲に 取らざる 所な り。 


親友 H ドヮ ー ド ァ ー ビルダの 事に 就て は、 其の 死後 有名なる 追悼 文 を 草して 英文 學中 最も 善く 追悼 

の 情 を 陳べ盡 したる ものな りと 評せら る、 に 至りし かど も、 其の 生前に 於て 相互の 情愛 渐く 疎まし か 

らんと せる 傾向 ありし は、 其の 責任 力 —ライルの 必 すし も辭 する 能 はざる 所な りと す。 ェ マ ー ソ ンと 

の 交情 頗る 濃 かにして 終生 渝ら ざり し は、 思 ふに 大西洋 を遙 かに 相 隔てた るが 故なる べし。 H マ ー ソ 

ンの 初めて 彼 を 其の 僑 居に 訪 ひたる 時に 當 りて は、 兩々 意氣相 投合し、 肝膽相 照らし、 一 見舊の 如く 

心血 を慨 けて 談じ たりし も、 巳に 其の 第二 囘の會 見に 當 りて は， 力 ー ライル 稍. -喜 ばざる 色 あり、 相 

^れて 後人に 語って 曰く、 彼 は 忍 ひしよりも 解らぬ 人な りと。 パル マル ガゼット 紙上に 力 ー ライル を 

評して、 彼 若し 今の 時代に 在り、 救世軍の 將軍ブ ー ス 氏と遞 返す る あらば 二人 互に 手 を 握って 交情 最 

も密 なりし ならん。 されど其は僅に初會の^^のみならん。 次 同の 會 合に 至らば 應に 衝突と なり、 (伞 4 冊 

となり * 果は 互に 相掉 つて 鬪 はんと、 其の 前後の 變化を 示せる 二様の 畫を插 みて 彼の 缺點を 指摘せ 

斯くカ ー ライル 主義 を 推し 及ぼして、 遠慮なく 其の 偏癖 を 現 はす 時 は、 己が 最愛の 妻と 雖、 情愛の 動 

も すれば 濃厚なる 能 はざる； J|f ある は 免れ 難し。 或は 言 ふ 力 ー ライルの 家庭の 暖かなら ざり し は、 共の 

妻の 性質 溫柔 なら ざり しに 基く、 曾て 夫妻 相携 へて 旅行せ る 時、 力 ー ライルと ある 茶店に 憩 ひて コ ー 

ヒ ー を 樊す、 而 して 彼 稍" 其の 冷き を 見て 不平 を 漏せ しかば、 妻 傍より 燃々 たる 熱 炭 を 持ち 來り之 を 

其の 茶碗に 投じ、 「これで 暖まり たるべし」 と 一一 一一 n へる 事 ありし が 如き 其の 一例な りと。 果して 妻の 性 

質 善から すして 力 ー ライル を 怒らしめ たる か、 將たカ ー ライルの 性質 荒く して 妻の 偏， 孵 を 醸した るか、 

そ は 遽に斷 す 可らざる 事 なれ ども、 鬼 も 角 彼の 家庭 は 春の 海の 波穏 かに 風軟 かく- 籠錢 として 霞 立ち 
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章め たる 樂 しき 景色 を 見る 可ら ざり しは大 なる 遣憾 なり。 され ど 彼 は 其の 妻の 世 を 去りて より 一 一年間 一 

は 言 ふ 可らざる 深刻の 苦痛 を覺 え、 殆ど 斷 食して 妻の 死 を 悲しみ 「一瞬の 隙 にても 可な り、 再び 相 逢 

はん 由 もがな」 と 嘆きた る を 見れば、 彼 決して 冷酷 愛 を 解せ ざり し 沒情漢 に 非す。 其の 心の奥〕 > ^には 

燃 ゆるば かりの 熱情 潜みたり しか ども、 不幸に して 彼が 幾多の 性癖の 爲 に抑壓 せられ、 遂に 圓滿に 其 

の 溫情を 流露す る 事 能 は ざり しもの ならん。 

新の 如く 不平の 要素 は 彼の 一生 を 貫徹したり。 故に 彼を學 ばんと 欲する 者 は、 之に 鑑みて 能く 其の 不一 

平の 氣を 抑制せ ざる 可ら す。 併しながら 余輩 また 力 ー ライルの 爲 に辯ぜ ざる 可らざる 一 事 あり。 彼 は- 

實に 人生 社會の 凡ゆる 方面に 對し、 不平に して 自ら 慰む る 事 能 は ざり しと 雖、 而も 今日の 區々 たる 凡 j 

庸 政治家 若く は 三文 文學 者の 輩が 懷く 所の 不平と は、 日 を 同う して 論すべき ものに 非 ざり き。 彼 果しー 

て 何の 爲 にか 不平 を懷 ける。 ra 十三 年間の 久しき、 世に 容られ す、 徒に 己が 身の 撼 I： 不遇な りしが 爲ー 

に、 心 |^) ぎ氣 結ばれ、 天下の 駿馬 も 之を認 むる の伯樂 なく、 春と 過ぎ 秋と 暮 して 空しく 英雄 を 老せレ 

め、 脾 肉の 嘆に 堪 へす、 僅に 世 を 罵り 人 を 嘲って 其の 心の 煩悶 を 遣らん と勉 めた るに 外なら ざる 乎。 

否 若し 彼に して 斯の 如く 自己の 爲に 不平の 念禁 する 能 は ざり し 者た るに 外なら ざり せば、 焉んぞ 能く 

其の 雄大なる 思想と 誠實 なる 品性と を 養成す る を 得ん や。 彼 は 己の世に 用 ひられ ざるが 爲に、 不平 不一 

滿を訴 ふるに は餘 りに 其の 人物 犬なる に 過ぎたり。  _ 

00C0000O0O0OO000O00OO  .  - -  - ' ' . 

彼の 不平 は 人生 を解釋 する 能 は ざり しに 基因す。 彼はバ ル ン ス傳に 於て、 バ ル ン スが 生計の 道に 翁，^ 

衣食住 を 支 ふる 能 は ざり しが 爲、 遂に 首 を 垂れて 詔 ひを責 族に 呈 したる を 責め、 「人間の 最も 悲慘 な- 

る は 死に 優る 事な し、  而 して 若し 其の 死を覺 悟して 此の 事に 從 へば、 何等の 苦痛 かまた 彼 を 煩 はす 事 一 


を せん 然るに 彼 斯る醜 體を現 はすに 至れる は 死 を 恐れた るが 故な り」 と 論ぜり" 言 甚だ 立派なる に 

似たり と雖、 斯る 人生 觀を 以て 能く 其の 心 を 泰山の 泰 きに 置き、 掉々 として 餘裕 あり、 從容 として. a 

ら ざる 所 あらしむ る は 難から す や。 ジョン ソン は 義務て ふ 一念 を 重 じて、 浪 風の 荒き 人生の こ 勝ち 

得たり。 ヒゥ， I ムは 人生 を 遊び場な りと 觀じ、 罪惡を 犯さざる 限り は 窮屈なる 一生 を 送らん よりも、 

面白く 可笑しく 世 を 終らん こそ 人 問の 本望 なれと E 心へ り。 力 ー ライル 未だ 人生の 解釋に 全く 滿足 する 

能 はす 只管 奮 鬪激戰 して 勝利 を 占めん こと を覺 悟し、 恰も 人生 は 己れ 仇敵と 陶倉を 取って tRl(.l^ ひ、 

r 汝我を 殺す か、. 否ら すん ば 我汝を 殺さん」 と、 善惡 互に 眞劍の 勝負 を 成す ものの 如く 思考し、 己れ 

は飽 まで 正義に 味方して 義務に 幾 れん 事 を 期した るが 如し。 故に 彼の 生涯 を 貫きて、 限りなき 苦痛 止 

む 時な く、 起居 常に 堅 くるしく 不平 斷 ゆる 事な かりし は、 此の 邊 より 来たりし ものにして， g. 氣靄 然と 

して 幸， 幅なる 一 生 を 送る 能 は ざり し 所以な りと 思 はる。 

され ど眞 面目なる 人物が 眞 面目なる 生涯 を 送る に當 り、 假令 暗澹たる 妖雲 は 其の 一生 を蔽 ひたりと 狀、 

また 時あって 天外 光赫々 たる を 仰ぎ見る 事 あらざる 者 は 稀な り。 彼肯て 彼の 生地 一一 ス の河邊 より H マ 

ル ソンに 書き送れる 書中の 一節に 曰く、 「余の 心中 は 余の 頭上の 天候の 如し、 黑雲 穴ェを 覆うて ー點の 

光明な きが 如き 時に 際して 亦 雲間 を 透して 天 光の 射り 來る あり」 と。 此は 乃ち 取って 以て 彼の 靈性上 

の經 驗を畫 くに 足る。 彼 常に 英國 民の 生活 を譬 へて、 ナイ ャガラ 瀑布の 上流に 舟を掉 さすが 如く、 遂 

に柙 流されて 滅亡に 了らん と警吿 すれ ども、 彼 また 英國も 亦 神の 阈 なりと 霄 ひて 自ら を 慰めたり。 泥 

土の 下に は 盤石 あり、 雲霧の 上に は 太陽 あり。 不平の 極に は 又 幸と 望な きに 非す" 彼 は 希望な き 不平 

象に 非す、 光明 を 仰ぎ見ざる 厭世家に 非 ざり き。 故に 彼 を 知って 是を 知らざる 5!^ は- 眞にカ ー ライ レ 
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を 知れり と 言 ふ 可ら す。 ヂ ー ン、 スタン レ ー 彼の 死後 ゥ H スト ミン スタ— の 寺院に 說敎 せる 其の  一 0 

に 左の 如き 逸事 あり。 

彼 齢已に 八十 有餘に 達し、 最早 や 友人と は 文書の 往復 を 爲す能 はす 轉た 無聊 を 感じけ る 頃、 ある 

夕獨り 寂しげ に 窓の 邊 りに 坐し、 蒼然 だる 夕の 色 を 眺め、 塒に歸 る 鳥の 友 呼ぶ 聲も 悲しげ なりけ 

れば、 「物の あはれ」 や 知りたり けん、 銳筆 もて 當 時の 感懷を 記して 曰く、 祌は 愚なる 者 (自身 

を 指す) を も 尙此處 まで 携へ來 り 給へ り、 されば 此處 にて 打 棄て給 ふ 事な からん、 叉 此の 後と て 

も携へ 行き 給ぶべし。 

彼が 道 般の光 を 仰ぎ見て、 美 はしき 感懷を 起せる もの、 豈只 一 W のみな りと 思 ふべ けんや" 彼の 如く 

正義 を 慕 ひ、 勞働を 尊び 貧民の 友と なり、 主義と 共に 立ち 主義と 共に IS れ、 雄大なる 靈魂を 有する 人 

物にして、 假令 一時 は暗擔 たる 此の世界 を悲觀 して 憤り、 不平 不滿の 11- に堪へ ざり し 事 ありと は 一一 目へ、 

其の 行くべき 途を 走り 盡 せば、 遂に 天地 を喜觀 して 光明 を 仰ぎ見る に 至らん 事、 毫も 疑 を容る 可ら す。 

げに彼 は 此の 光明 を 仰ぎつ 、不平な りし 世 をば 去りに き。 

近着の 外字 新聞 は舊獵 二十日 頃、 力 ー ライルの 末妹ジ H ン、 力. - ライルの 死 を 報ぜり。 彼の 女 は 蘇 格 

蘭の 農夫なる ハ ン 一一 ングと 言へ る 者に 嫁し、 後 夫妻 相携 へて 加奈 太に 移住した る ものにして、 同より 

敎育 もな き 農夫の 妻、 特に齢も巳に八卜を超ぇたる^！^嫗なり。 然るに 新聞紙 は 此の 老 姬 の 死 を 事々 し 

く， 界に傳 へ、 讀者も 亦 注意して 其の 報 を讀む 所以 を考 ふれば、 又 以て 世界に 於け る 力 ー ライルの 勢 

力 を 察知す るに 足るべし U 某 記者 生前 此の 老嫗 を訪 うて、 兄 トマ スの 居常 を 尋ねた るに、 老嫗 先づ答 


へて、 世人が 所謂 「力 ー ライル」 なる 名の 發音を 誤れる を說 き、 蘇 國の方 首 を 以てせば 「カルル ライ 一 

ル」 (caT-r,l.-lyle) にして、 「 r」 を 三つば かり 列ね て發 音せ ざる 可ら すと 言 ひ、 績 いて フル ウドの； 

『力 ー ライル 傳』 を 批評し、 此は 彼の 半面 を畫 ける に 過ぎす、 犬に 其の 眞相を 誤れる ものと なし、 此) 

の 書に 據れ ばチ ュ ム (Tula) は嚴正 一 偏の 人の 如く 見 ゆれ ども、 內に 在って は 愛情 濃 かにして、 宛 も 一 

婦女子の 如き 性質 を 有せり、 敵に 對 する 時 は 勢當る 可ら す 至て 恐るべき 人な りし かど も、 友人 幷に家 一 

族の 者に 對 する 時 は 至て 優しき 人な りと 辯 じたり と傳 ふ。 力 ー ライル 常に 其の 弟妹の 事 を 慮り、 逆境， 

に 在りて 頗る 困難 を 極めたり し 時と 雖、 尙種々 に 工夫して 弟 ジョンの 敎育費 を 支給し、 又 かの ハン-一 

ングは 家 貧しく して、 其の 死せ る 時 は 些少の 貯蓄 も 遣 さ ざり しか ども、 ジ H ン をして 更に 生活に 苦ん 

む 事な く、 安らかに 其の 一生 を 全うせ しめたる 所以 は、 蓋し 力 ー ライルの 遺產を 分配せられ たるに. a 

る。 靳の 如く 彼 は ダンテと 等しく 義に 於て は嚴 しく 且つ 强か りしと 雖、 情に 於て は暖く H; 隨 かりし 立 

り。 詩人 シ ル レ ルー 一 n へる 事 あり、 ：Der  Starke  ist  am  m ざ htigsten  flueiu." 勇敢た る 人 は 他に 人. & 

き 所に あら ざれば 眞に 其の 勇 を 現 はす 能 はす、 何と なれば 他人に 對 する 時 は 自ら 情に まくる 事 多 けれ： 

ばな りと。 

其の 他 彼が ジ H ンに與 へたる 信書、 若く は 著述 等 悉く 保存し あれば、 力 ー ライル 學 研究の 志 ある 者に 一 

取りて は 得難き 付 料と 言 ふべ し。  ； 
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第二 章 ダ ンテと ゲ，' テ 

ダンテと、 ゲ ー テは文 學界の 代表者たり。 其の 著す 所の 作 は 實に歐 洲文學 の神髓 となす。 余輩 は 今 此の 

ニ大 文豪 を相對 照して、 聊か 觀 察する 所を陳 ベ、 以て 其の 論評 を 試みん と 欲す。 蓋し 相對 照して 論評 

する は、 之に 據 りて 最も 善く 彼等の 互に 相 異なりた る 性 狀を發 揮し、 叉 其の 同じから ざる 思想の 傾向 

を 指摘す るに 便せ を感 する が 故の み。 され ど 其の 論評 を 試む るに 當り、 余輩 は先づ 己が 無學 にして、 

未だ 博く 渉り 深く 極めた る 者に 非ざる 事 を 表白し 置かざる 可ら す。 此は 乃ち 余輩の 說く 所に 何程の 信 

用 を與へ 得べき か を 示す と 同時に、 叉 兼ねて 彼等の 文學を 研究 せんと 欲する 者の 參考に 資する を 得ん。. 

ダンテ は 伊太利の 人な り、 故に 彼の 文學の 妙趣 を 玩味 せんと 欲すれば、 其の 國語を 以てする の 外 ある 

可ら す。 ル ー テルの 獨 逸文 學に 於け る、 シ H キス ピ ー ャの 英吉利 文學に 於け るが 如く、 伊太利の 文學 

は ダンテ を 待って 初めて 世に 知られた る ものにして、 獨逸 語に 飜譯 して シ H キス ビ ー ャを讀 み- 叉 英_ 

語に 飜譯 して ゲ ー テを讀 む も 何となく 隔靴 接^の 感 ありて、 餘 韻！！ 渺 たる 妙趣 を 殺ぎ、 寫 眞に對 して 

朧げに 其の 活物の 面影 を 忍ぶ が 如く、 如何に 精巧なる 飜譯 なりと も、 飜譯を W て ダンテ を讀 むの 不完- 

全なる 事 は 論を俟 たす。  伊太利 語 を 研究す る は、 我 邦に 取りて 商業 上の 關 係より 言 ふ も 起だ大 なる 利 

益 ありと 思 はる。 伊太利 は 多く 生 絲を產 出し、 我國と は產業 上の 競爭國 たるの みならす、 凡そ 地中海. 

沿岸の 諸 邦の 貿易 を 試みん とせば、 是非とも 伊太利 語に 通す るの 必要 を 生す。 され ど 今日まで $ ^太 利 

語 を 研究す る 人の 少なき は殘 念なる 事な り。 泰西 人 は 5^ 太 利 語に 甚だ 重き をお き、 之 を 知らざる を以 


て 恥. 辱と なすに 至る。 此は 啻に 外交 若く は 貿易の 關 係より 來る ものに 非す、 多く は 其の 文學 特に ダン 

テの作 を 其の 國語 にて 讀 まんと する の 一念より 來る。 トマス、 力 ー ライル は 乃ち 其の 一人と す。 其の 

弟なる ジョン、 力 ー ライル は 又 ダンテ 學者 として 有名なる 人な り、 醫を 業と なせ ども、 文學の 趣味 深 

く 其の 飜譯に 係 はる ダンテの 地獄の 部分の 如き は、 飜譯 書中に 重き を 成す 所な り。 其の 他 我 邦に は 只 

乾燥無味なる 一 片の 解剖 學者 として 其の 名 を 知られた る ハックス レ ー の 如き も、 曾て 世界 を 周遊せ る ■ 

時に 當り、 ダンテ を 彼の 國語 にて 讀 まんとの 志 を 起し、 伊太利 語の 初歩より 研究し、 刻苦 勉勵の 結 * 

遊歷ニ 年間に て 略" 之 を讀み 終れり と 言 ふ。 余輩 叉 其の 必要 を 切に 感 する 者な りと 雖、 未だ 事 志と 違 

ひて 之を果 さす。 今や 堂々 たる 君子 國の 都の 中央なる 此の 靑年會 館に 於て、 ダンテ を 論ぜん とする に 

當り、 其の 國 語に 通 ぜ ざる 事 を 表. H せざる 可らざる は、 不面目 之に 過ぎす。 され ど 恐らく は聽 衆諸转 

も 亦 之に 通ぜ ざるべし、 故に 敢て之 を 論じ、 諸君 をして 却て 伊太利 語 を 研究す るの 必要 を 感ぜし むる 

の獎勵 たる を 得ば、 更に 余輩の 幸な り。 

斯の 如く 余輩 は 不幸に して 其の 國語を 以て ダンテ を 讀む能 は ざれば、 餘儀 なく 其の 飜譯 に據ら ざる 可 

らす、 然 らば はたして 如何なる 飜譯が 最も 可な りと すべき か。 ダンテの 神曲 を 英語に 飜譯 せる もの 夥 

多 ありと 雖、 余輩の 見る 所に 據れ ばへ ンリ ー、 フランシス、 ケリ ー (H.  Rcary) の譯を 最も 可な り 

となす。 此は千 八 百 四十 六 年に 出版せ る ものに て、 力 ー ライル も 亦 筆 を 加へ たりと 言 ふ。 又 ライト 

ovrigllt) の飜譯 ありて、 明晰 平易の 文な りと 雖、 ケリ ー の 文 は 寧ろ 沈痛 鋭利な りと 思 ふ。 其の 他に 

n ング フエ P1 の譯 あり、 余輩 未だ 之を讀 ます、 され ど 其の 簡易 明快の 文字た るべき や 明かな りリ 米 

阔に ウィルス タッシと 言へ る 人 あり、 拉典學 者に して ヴル ジルを 深く 研究せ り。 ヴル ジルは ダンテの 
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詩 中に 歌 はれた る 古代の 人物 なれば、 また ダンテ 學 研究の 好材料と. なすべし。 ウィルス クッシの 譯に 

は簡 短なる 註釋を 加へ あれば 至極 便利な り。 叉當 時の 學 問の 狀 態を詳 かにせ ざる 可ら す、 特に 大主 敎. 

會の 儀式 を 知り、 政治 上の 趨勢 を 察する 事の 必要 は 言 ふまで もな し。 而 して ダンテの 自著 屮 にて 先 づ. 

研究 を 要すべき の 書 は 『王政 論』 (De  MonaTchia) あり、 『新生』 (Nouva  vita) あり、 此は ビヤ ト 

リス 夫人の 死 を 哀悼せ る 歌な り。 其の 外 『酒宴』 (convito) の 如き は、 道 德哲學 等 智識 上の 問 题を論 

ぜる ものに て 大切の 材料な り。 其の 『神曲』 を讀 まんと せば 先づ 順序と して、 之 等の 書 を繙き 巳が 腦 

髓を 訓練す る を 要す。 

夫れ ダンテ を學ば すん ば 未だ 歐洲 文學の 精髓を 知る 可ら すと。 余輩 厦： 此の 語 を 聞きて 激し、 直ち 

に ダンテの 作 を 縮き たれ ども、 容易に 解す 可ら す、 其の^だ 入り 難き に 僻 易して 之を廢 したる 事 また 

or なりき。 故に 其の 門に 入らん とすれば、 先づ ダンテの 批評 を 讀むを 便利と なす。 特に ヂ ー ン、 チ 

ョ ルチの ダンテ 論の 如き は、 フ ロレン ス の歷史 及び かの ギ ベリ シ黨と ゲル フ黨 との 錯雜 せる 政治 上の 

狀態を 最も 明白に 敍 して、 彼の 境遇 を 知る に 甚だ 便な り、 ァ ヂング トン、 シ モンドの 文 學设舆 史は其 

の 研究 少 からざる 助け を與 ふ。 其の 他コ ン テンポラリ—、 レビ ュ ー 及び ナイン チン、 センチ ユリ ー 等 

の 誌上に 揭 載せる 論文に、 參考 とすべき もの 少 からす" ダンテ は舊敎 徒たり し を 以て、 新教徒の 彼に 

對 する は 稍" 偏見 ある を 免れす、 隨て舊 敎徒は 彼 を 激賞して 措かざる なり。 米 國舊敎 徒の 發 行に 係 は 

る雜 誌、 American  Quarterly  Catholic  Beview 紙上に は、 or 舊敎 徒の 觀察點 を 察知す るに 足る ベ 

き 文章 を揭 載す る を 見たり。 

余輩 始めて 『祌 曲』 を讀む や、 終夜 安眠す る 能 は ざり し 事屢" なりき。 其 は 讀んで 偸 快の 情に 堪 


へ ざり しが 故に 非す、 戰 傑して 恐怖の 念に 堪 へざる が 故な りき。 自殺して 死せ る 者、 末の 日に 復活し、 

旣に 其の 身 體は形 を 成し たれ ども、 其の 靈魂は 未だ 空に 懸かる 己が 體に 宿らす とて 苦痛 悲惨の 樣名狀 

すべから ざる を寫 し、 又 宛ら 群 蛙の 泥中より 頭 を 持 上げた る 如く、 夥多の 靈魂、 沸, せる 靑瀝 の屮ょ 

り 頭 を 延べて 「ダンテよ、 ダンテよ」 と 叫喚す る 一條の 如きに 至って は、 恐鵂 坐ろ に 我 を 襲 ひ、 覺ぇ 

す 身を墚 して 四邊を 顧み、 我 も 亦 其の 恐ろしき 叫喚の 聲を 聞く ものに 非ざる か を 疑 はしむ" 

ゲ ー テを硏 究 する は ダンテ を 研究す るより は、 其の 範園遙 に廣大 なり。 され ど 我 邦に 於て は 兵備 を始 

め學術 文學等 多く 獨 逸に 負 ふ 所な り、 隨て 其の 國 語に 通す る 者 多く、 其の 國歉を 知れる 者 少なから ざ 

れば、 ゲ I テを學 ぶに 於て 甚だ 便宜なる を覺 ゆ。 余輩の 初めて 獨逸語 を 研究 せんとの 志 を 起せる は、 

一 はル I テルの 譯 せし 聖書 を讀 み、 一 はゲ ー テの 著作 を繙 かんとの 動機に 基く。 而 して ft に 米！： に 遊 

ベる や、 ァモ ー ス ト大 學敎授 博士 リ チャド ソ ン 氏に 就き 二 年 問 專ら獨 逸 語 を 學ぶ事 を 得、 . 又 同氏 はゲ 

1 テ文學 に 詳しき 人な りし かば ゲ ー テを 研究す るに 得る 所 甚だ 多 かりき。 故に 余の ゲ I テを 論す る は 

グン テを 論す るよりも、 少しく 信 をお くに 足るべし と 信す。 

ゲ ー テの詩 中 最も 善く 彼の 精神 を發 揮した る もの は、 『ファウスト』 なり。 ：！：^ だ單 純に して 讀み 難き 

作に 非す。 され ど 下卷は 上卷に 比して 稍" 困難な り。 『ウィルヘルム、 マ イス テル』 はゲ— テが、 ゲ ー 

チ 以上に 逸出して 人生 問题を 論じた る點 多し。 叉 自敘俾 とも 稱 すべき "wahrheit  und  Diclltuag-: 

あり、 著述家と しての 彼の 生涯 を 窺ぶべし。 其の 他廣く  f の愛讀 する 所 は 『ヘルマン、 ゥ ント、 ドロ 

チ 了』 なり。 其の 思想の 不健全に して 動もすれば 卑猎に 涉れる もの 之 を 『ベ ルテル ス、 ラ イデ ン』 と 
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なす。 而 して 彼の 傅 記の 最も 善美なる は、 ルゥ イスの 『ゲ， 'テ 傳』 とす。 英 人の 著す 所 なれ ども 獨 

逸人 すら 尙斯の 如く 彼の 眞相を 公平に 傳 へたる ものな しと 言へ り。 力 I ライル のゲ ー テ 論の.^ きは揣 

摩 臆測 を逞 うせる 點 少なから ざれば 公平と 言 ふ 可ら す。 近頃に 至り ゲ ー テ論は 文 學界の 一 問題と なり、 

或は 卑む べしと なし、 或は 尊むべし となし、 新聞 雜誌等 種々 の 議論 を鬪 はす を 見る。 されば 『コ ンテ 

ン ボラ リ ー、 レビ ュ ー』 若く は 『ナイン チン、 センチ ユリ ー』 等 又 參考に 供す ベ きもの 多し。 

欧洲 文 學の粹 と 歌 はれ、 詩人 中. の 詩人と 稱 せらる、 者 三人。 E く ダンテな り、 曰 くゲ ー テ たり、 n く 

シ エキス ピ ー ャ なり。 或は ホ ー マ ー を 加へ て 四 人と なす。 され ど 其 時代の 懸隔せ る 事、 餘 りに 甚 しき 

が 故に 多く は 之を數 へす。 若し 夫れ バ ルンス を讀 み、 ゥ オル ヅゥォ ルス を 愛し、 バイ 口 ンを鮮 したり 

と 一一 H ふと 雖、 未だ 彼の 三大 詩人 を 知らざる 者 は、 以て 歐 詩の 妙趣 を 味 ふたりと 做す 可ら す。 

余乘 は今此 等の 大 詩人 を 論評 せんとす るに 當り、 先づ 詩人と は 何者なる や、 將叉 詩と は 何事なる やの 

問-題 を解釋 し、 詩人の 本分 を 明かに し、 詩の M 意義 を^むる の 必要なる を感 す。 抑" 漢字の 所謂 『詩』 

と は 如何なる 字義 を 有する ものにして、 其の 由て 來る 所の 故事 來歷 等の 如き、 余輩の 淺學 なる 未だ 之 

を詳 にせす。 若し 漢學 先生 をして 縱橫 自在に 其の 說を 成す を 得せし めば、 異義 紛々 正に 二三 十に して 

盡 きざる もの あるべし。 或は 牽强附 會の說 なるや も 知る 可ら すと 雖、 余輩 また 此の 文字 を解釋 して 一 

說を 得たり。 曰く 「詩」 の 字 は 一一 一一 ロ扁に 寺の 作りな り、 蓋し 古昔 詩て ふ ものの 因て 起れ る は、 多く 之 を 

寺院より 發 したる ものなる が 故に、 寺に て 用 ふる 言語な りとの 義を表 はす 爲 「詩」 の 字 を 作れる に 非 

ざる や。 列へば ai^ 陀 MM の 如き は 最も 古代の 作 なれ ども、 印度人の 祖先 は 其の 寺院に 於て 之 を相吟 "级 し， 


たる ものな りと す。 由来 詩と 寺と は 其の 關係 甚だ 密接に して、 古代の 宗教 は 半ば は 詩 を 以て 組成せ.^ 

れ たる もの ある を 見る。 故に 詩と は 寺の 語に て祌聚 なる 歌な りとの 意義 を 含蓄す。 され ど 今日の 寺院 ：_ 

の 言語 は 犬に 之と 反し、 其の 神聖 を 汚し、 其の 優美 を 失 ひ、 金儲けの 相談に 非 すん ば" 地面寶 買の 懸„. 

引 談判な り。 古への 僧侶の 言語 は 高尙淸 A なる 詩な りし かど も、 今の 僧侶の 口 は 唯 夫れ 射利 敗 德の臭 _ 

氣を發 する のみ。 漢字の 「詩」 中には 果して 斯の 如き 深長なる 意義 を 有する や 否や を 保す 可ら すと 雖- 

兎に角 詩て ふ ものに 宗敎的 分子 を 含蓄せ る 事 は 疑 を容れ ざる 所な り。  一 

偖て 英語の "Poem" 若く は "Poet" なる 語を考 ふるに、 其の 意義 甚だ 深遠に して 大 なる 哲理 を 有し I 

其の 名已に 天來の 奇想 を 現 はして、 自ら 燒 かなる 詩的 趣味 を 含む。 詩人 卽ち "Poet" と は希臘 語の 一 

<(7T§7 丄？" にして、 動詞の "？Toie、s" ょり轉化せる；^|5なり。 此は 「働く」、 「作る」、 「創造す る」 等の-一 

意義 を 有す。 されば 詩人 は 「造る 人」 なり、 「創造す る 人」 なり。 恰も 神 天地 を 創造せ るが 如く、 

人 も 亦 詩 を 以て 天地 を 創造す。 故に 大工の 家 を 造り、 裁縫師の 衣服 を 造り、 新聞記者の 文字 を 造る がー 

如き 意味に て、 造る 人と 稱す るに 非す。 神 を "Greater " と 一一 In ひ 、 詩人 を " Poet" と 言 ふに 至って は： HC 

の 意義 更に 深し。 も 韻を蹈 み、 句を聯 ね、 字を數 ふるが 如き は、 詩の 第二義に 屬 する； * にして、 其- 

の 第一義 は 天地 を 創造す る 事に 在りて 布す。  神の 宇宙 を 創造せ る は 無より 有 を 出せし なり、 復古せ る丄 

にあら す、 新に 建設せ るな り。 詩人の 本分 また 此 に^せざる 可ら す。 显陀經 中には 固より 悉く 感服す 一 

る 能 はざる もの あれ ども、 亦 幽遠 崇高なる 思想 ありて 數 千年 前尙 此の 句 あるか と 感嘆 措く 能 は ざ ら レー 

むる もの §1 少に 非す。 而 して 起承轉 結の 如き は 彼等の 厳しく 問 ふ 所に 非ざる ものの 如く なれ ども、 尙ー 

其の 詩た る價 値に 至って は 毫も 之 を 損する 事な し。 ダビデの 詩篇に 於け る、 約 百 記 作者の 約 百 記 (ドー 

=： 瑶 講演 二、 ダンテと ゲ— テ  二お  一 
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ラ マに 近し と雖) に 於け る、 また 然り。 詩 は 創造す る 事に して、 詩人 は 乃ち 創造す る 者な りと は、 よ 

く 幾多の 詩ん の 共に 認識せ る 所、 特に ゥ オル ヅゥォ ルスが 其の 自叙 傳 とも 稱 すべき I^slude に 於て 

此の 語 を 成せる 如き 以て 一例と なす 可し。 

" Creator  id  Receiver  Iboth, 

Tlie  iBrst  l\>etic  spirit  of  our  human-  life. 

然 らば 詩人の 創造すべき は 何物なる や、 义 如何様に して 之 を 創造 せんと 欲する や。 詩人の 創造すべき 

もの は 思想な り、 觀念 なり。 彼 は 此の 茫漠たる 森羅萬 象、 天地 問の 凡ゆる 事物 を 材料と し、 四 離 滅裂- 

紛雜 極り なきものに 對し、 その 天稟の 視觀カ を 以て、 之 を 整頓し、 調和し、 統一し、 以て 天地に 對す 

る 完全なる 観念 を與 ふるに 在り。 神に ffl 似た る 所の 者、 乃ち 詩人 は實に 神の 如く、 錯雜 せる 此の (rw 

を 以て、 統一せ る 新 天地 を 組成す るの 力 を 有す。 

夫れ 世界 は 不完全に して、 亂 調子 極り なく、 住む 者 をして 一朝 此に思 ひ 至らし めば、 呆然と して 自ら 

失 ひ、 且 恐れ 且惑ひ 其の 眞 意の 存 すると ころ を 悟了す るに 苦しみ、 更に 堵に 安ん する の 念な 力ら し t 

る もの あるべし。 誰か 死な からん、 人の 生命 は 風前の 燈の 如く、 夕べ 朝た を 待つ 可ら す。 誰か 病 を 防 

がん、 富める も 食し きも 忽ちに して 北邙 一 」.c の 露と 消え、 荼毘 一 樓の烟 と 化す。 老 たりと も 望 を 失 ふ 

可ら す、 壯 なりと て賴む 可ら す、 天變 地異 時なら すして 至る。 今年の 花 明年 復た 誰か 之 を 見ん。 事 は 

志と 違 ひ、 望の 遂げ 得られざる 十 中の 八 九、 落花の 風に 對 して 恨 長から ざる 者 能く 幾人 ぞ。 に壓制 

あり、 人 は 冷酷、 我が 利と する 所 は、 隣人の 不利と なり、 東西 其の 利 を 同う せす して、 競 (辛と なり、 

衝突と なる 0 不義に して II れる者 あれば 正義に して 苦しむ 者 あり、 人生 胡 爲ぞ悲 慘の事 多き。 紛々 擾 


擾、 漠 として 風 を 捕 ふるが 如く、 何の 時 か 能く 一  に歸 せんの 嘆な くんば 非す。 此に& 人 あり、 ft の亂 

OO00OO0O0  0  0  0  0  0  0  0  0  009CC0000  000000000 

雜 なる 天地 を觀 察し、 歸趣を 明かに し、 眞 相を發 揮して、 千古の 疑問 を解釋 し、 死 蔭の 谷に 住める 人 

00  (-000  0  0  00>00!->  0  0  0  0  0OO00OO0OOOCOO00O 

民 をして 赫々 たる 光明 を 仰ぎ、 雄大なる 観念 を 起し 明確なる 思想 を 堅から しむ。 

或は 人生 何 ぞ漫に 喜び、 漫に憂 ひ， 遑々 として 大に 苦しむ を須 ひん。 飢 ゑて 食 ひ、 渴 して 飮み、 晝は 

興き、 夜 は， M ぬ、 病めば 臥し、 死 すれば 休す るの み。 深く 思 ひ 煩 ひて 哀しまん より は、 寧ろ 樂 しんで 

偸 快に 送る に 如かす と爲 す、 ヒュ ー ム、 ル ー クリ ー シ ヤス 一派の 人 あり。 或は ショ ー ペン ハヮ ー の 如 

く 人生の 悲慘盡 る 事な く、 心 を 傷まし め 腸を斷 たしむ る 事の 絕問 たきを 兑、 望 を 斷ち喜 を 抛って、 人 

生 は 到底 淚の 谷な りとの 斷案を 下す に 至る。 西班牙の アルフォンソ I 皇太子の 如く、 「祌 天地 を 創造 

する に 際し 余輩 をして 其の 經營を 共に せしめし ならば、 此の； 大地より は 更に  一 完 美なる もの を 造り 

出 だせし もの を」 と怨む 者、 世に 少なから す。 或は 惡は 歷史を 書き、 善 は 偶. - 之に點 する が 如きに 過 

ぎざる を 見、 强 者に 從 へば 不利 ある 事な く、 能く 安全なる を 得ん との 了簡 を 起し、 惡は 寧ろ 善よりも 

其の 勢力 强く 盛なる を uf- るに 於て は * 淺 はかに も 走って 惡に從 ふに 至る 者 あり。 此に 於て か 其の 歸趣 

を 示し、 其の 賴る 所を敎 ふる 詩人 を 要する 又 切なり と 言 はざる 可ら す。 詩人の 見る 所の 天地 は、 世人 

の 見る 所に 異ならす、 不完全に して 亂 調子 極まりた る ものな りと 雖、 詩人 は 啻に 表面 を觀 察する のみ 

ならす、 其の 奥底 を 洞察し、 凡ての 苦痛 凡ての 不利、 凡ての 不義、 凡ての 不調和、 死 も 疾疫も 迫害 も 

悉く 其の 最後 は 善に 歸 着し、 皆 人生に 善から ざる ものな き 事 を 認め、 恰も 凡庸 人に は亂 調子に して 錯 

雜彈 する が 如き 昔樂 も、 昔樂 者の 耳底に は 調和 あり、 統一 あり、 優美 高雅に して 餘情 多き を感 すると 

一般、 詩人の^ 中には 此の W 突と 不平 均と を 以て 成立て るが 如く 見 ゆろ 世界 も、 調和 統一 せる 玄妙 不 

n-i-fs  JS 一一、 ダ ン テ と ゲ， -テ  .  二  * 
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可 思議の 世界と 映す るな り。 詩人 卽ち 其の 眼中に 映す る 世界の 祕密を 歌うて、 人心の 惑 を 解く。 此の i 

點に 至って は 詩人と 哲學と 決して 相反 對 する 者に あらす、 反て 其の 任を问 うす。 哲學の 要は 観察に 在 一 

り。 へ ー ゲルの 折：； 學の 如き、 之に よりて 人生の 眞相を 窺 ふ 事 を 得る が 故に、 贵 きに 非す や。 ダンテと 

ゲ ー テ また 然り。 彼等 は當 時の 最も 高尙 雄大なる 思想と 學 問と を 以て、 人生 を觀 察し、 而 して 新しき 

天と 新しき 地の 開拓に 殆ど 成功 を 得た る は、 余輩の 感謝に 堪 へざる 所な り。 獨逸 語に" Apschauung 、、一 

なる 語 あり、 「上より 見る」 の義 なり。 則ち 羽翼 を 張って 天外に 飛揚し、 遙に 宇宙 を 見下す とき は、 一 

宇宙の 全體に 服を馳 せ、 而 して 其の 眞相を 着 破す る を 得ん。 斯の 如く ダンテと ゲ ー テは 上より 人生 を 一 

洞見して、 其の a 呉 相 を 歌 ひたり。 故に 彼等 を學 ばんと せば、 彼等の 見た る 人 屯， は 如何なる ものな りし 一 

かを學 ばざる 可ら す。 而 して 實に 此の 點を歌 はざる 詩人 は、 未だ 完全なる 詩人と 稱す るに 足らす。 

ダンテ、 ゲ ー テ、 及び シ H キス ピ ー ャを 以て、 三大 詩人と 稱 する 所以 は、 此の 點を歌 ふ 事に 於て 完全」 

に 近き もの あるに 由れ り。 ゥ オル ヅゥォ ルス は 天然 を 歌 ひ、 01H ルは道 を；^ じ、 バイ ロン は感 

を 1, じたり。 各獨 得の 長所 ありと 雖、 未だ 詩の 一 部分に 止まりて 其の 中心 を 歌 ふに 至らす。 然れ ども i 

かの 三大 詩人に 至って は、 此 等を總 括して 已に 詩の 堂奥 を 歌へ り、 是れ卽 ち 彼等の 最も 卓越した る 所 

以 なりと す。  一 

然 らば ダンテ は 如何なる 人生観 を 有したり しか。 此の 問題 を 研究 せんと 欲すれば、 先づ 彼が 生涯 巾の 

閲歷 及び 敎育を 知る を 要す。 彼 は 伊太利の 一 都會、 フ& レン ス 市の 繁榮を 極めたり し 時に 生れ、 折 柄 i 

人權 問題の 盛に i? 道せられ たる 頃な りければ、 隨て彼 も 亦 其の 愛國心 を激發 せられ、 燃 ゆるば かりの- 

熱愛 を 以て フ ロレン スの事 を-憂慮し、 一 命を獻 じて 其の 盛大 を 祈りた る 一 人に て ありき、 たと ひ 彼の 


愛國心 は^ 太 利 全 國の爲 にあら す、 只 其の 生地なる フ& レンス 市の 爲に 燃えた る ものに 外なら す、 故 

に 稍" 其の 範圍 狭隘に して、 今日 の 所謂 愛國心 に 非す 寧ろ 愛鄕心 と 言 はん 方適當 なる べしと 雖、 其の 

市 を 思 ふの 愛 心に 至って は、 甚だ 剴切 熱誠 を 極めたり。 され ど斯く 生命よりも 優りて 愛した るフ n レ 

ンスの 人 2^ は、 却て いたく 彼を惡 み、 遂に 罰金 を 彼に 課し、 彼の 財 鹿 を剝 奪し * 殘忍 にも 彼 を 厭ひ棄 

つるに 至れり。 加 之 生来 彼 は 感情の 太 だ 鋭敏なる 性質な りし かば- 年甫め て 九 歳なる に、 早く も ビア 

ト リスなる 一 婦人の 容色 婉麗 にして、 風采の 氣高 きに 心 を 動かされ、 幼心に 此の 婦人 を戀ひ 慕へ る愦 

の 深く 且つ 切なり し 事 は 到底 余輩の 想像し 及ばざる 程な りき。 彼 は 全身全霊 を 此の 婦人に 注ぎ、 自著 

『新生』 中の 記事に 據れ ば、 終日 家の 隅に 佇んで、 婦人の 出で 来る を 待ち、 若し 夫れ 出で 来る 其の 美 

しき 姿 を 望み 見る に 及んで は、 總 身の 血 一時に 戰き、 恍惚と して 已を 忘れ、 蕩 然として 酒に 醉へ るが 

如く、 其の 一 1« 面を恭 うし、 更に 莞爾として 微笑 を 漉へ たる ものに 遒ふ時 は、 喜 言 はん 方な く、 乎の 

舞 ひ 足の 踏む 所 を 知らざる もの ありし が 如し。 され ど 彼 は 至って 重 直の 人な りし かば、 互に 相 擁して 

親しく 談れる 事 もなかり しならん と 思 はる。 かくて 彼の 情熱 は 益" 熾に 燃え たれ ども、 片思之 を 通す 

るに 由な く、 空しく 獨り 煩悶 すれ ども、 意中の人 情 を 解せ す、 遂に 嫁して 他人の 妻と なれり。 口 指せ 

る 鳩 は 飛んで 他 枝に 去る、 ダンテの 心中 や 如何な りけん。 多感 多情なる 彼 は 正に 斷 腸の 思 をな し、 口 

夜に 惱み 悶えた るなる べし。 され ど 彼 は 後に ドナ， -テと 言へ る 妻を迎 ふる 審 となり、 稍  <  其の 心 を 慰 

めた るが 如しと 雖、 尙初戀 の 夢に 見し ビアトリスの 俤は、 拂 はんと 欲して 拂ふ能 はす、 消さん と 欲し 

て 消す 能 はす、 一生の 問 彼の 身邊を 去らし むる 事 能 は ざり き。 其の 死 を 聞く に 及んで や、 彼の 精神 は 

又 全く ー變 したる が 如く 『新生』 の作此 所に 於て か 成り、 其の 愛情 は 美しく 精神 化せら る. -に 至りき。 

na~st 演 二、  .« ンテ とゲ I テ  三 I 
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斯の 如く 彼 は 人生の 門 3^ に當 り、 愛せし フ& レンスより は 見限られ、 到底 其の 目的 を 行 ふ 事 能 はす、 一 

反て 其の 肘產 まで も剌奪 せらる. >- に 終り、 搗 てて 加へ て 一 方に は 其の 戀ひ 焦れた る 理想的 M 人と は、 

人生の 苦樂を 共に する 事 能 はす。 此の 苦き 經驗は 遂に 彼 をして 絕 望の 淵に 沈まし むる に 至れる もの、 

亦 已むを 得ざる 次第と 言 ふべ し。 

彼の 敎 育に 至って は、 叔父なる 人 彼の 才智 を 愛し、 當 時の 凡ゆる 學 術を修 むる の 便宜 を與 へたれば、 

希臉羅 馬の 古典に 曉 通し、 特に ヴルジ ルに負 ふ 所 甚だ 多く、 哲學に 於て はァ リスト ー トル 及び 新 ブラ 

ト ー 派の 學說を 研究し、 又； 大文學 に 詳し かりき。 され ど 彼の も 力 を 籠め て 研究せ る もの は、 神學に 

して、 トマス、 ァ クイ ナスの 著の 如き は 悉く 之を讀 破し 犬に 感化せられ たる もの ありし なり。 彼は此 

等の 敎育を 受けて 漸く 深遠 該博なる 智識 を蓄 へ、 顧みて は 我 身の上 を 思 ひ 合 はせ、 熟" 不思議なる 人 

生 問題 を解釋 せんと 勉め しか ども、 尙 其の 要領 を 得す。 後 本 國を遁 れて獨 逸、 佛國、 イス パ -ーァ 等の 一 

諸國に 急がぬ 旅路 を 取り、 或は 英國 に涉 りて オック ス フォルド 大學 に勉學 せる 事 も ありし と傳 ふ。 此一 

の 眞僞は 定め 難 けれども、 彼 は 家な く 金な く、 友 もな き 天下の 孤客、 足に 委せて 四方 を遍歷 し、 人情： 一 

を 察し 風俗 を 窺 ひ、 益" 人生の 觀察を 博う して、 尙 其の 心に 安ん ぜざ りし は事實 なり。 彼 曾て 或る 山 

寺に 上り、 ra 顧の 風光の 幽邃 閑雅なる を 愛で、 或は 美術 學 上の 參考 となすべき もの を 探れり。 山寂歷 

として 道心 生す る 例 ひ、 さなき だに 旦暮 其の 心 を惱め 居た る 事と て、 心靈 上の 問題に 早く も 思 を 沈め 一 

首 を 垂れて 身動き もな さざる を 見、 一^ あり、 出で て 其の 故 を 問 ひ、 「何物 を か 尋ねた まふ」 と 言 ふ- 

彼 徐ろに 答へ て 曰く 「平和な り」 と。 あ、 彼 は 身 一 たび 堪へ 難き 悲慘の 苦味 を 嘗め、 修め 得た る學 問： 

才能 も 之 を 慰む るに 力なく、 出で て諸國 を"：！！ 歷し 到る 處に： や 和 を 探り 求めたり しなり。 


がくて 彼 其の 傑作 『神：^」； を i:i7 し 終りた る 時、 人に 告げて E く 「痏 せたり」 と。 彼 は 全 精力 を 注入し 

て 此の に從 ひ、 殆ど 其の 全生涯 を 此の 書の 爲に獻 じたる たり。 而 して 其の 萬 事 を 獻げて 成就した る 

.#! に 題して 「コ メディア」 卽ち 「喜劇」 と 云 ふ。 前に 述べた る 如く、 此の 書 を 著す に 至れる 彼の 境遇 

は、 不平、 苦難、 斷腸、 悲慘、 凡ゆる 人生の 暗黑 面を迎 りて •  M 人に は樊 てられ、 愛人に は 伴 ふ 能 は 

す、 人生の 紛々 擾々 として 亂調 極まりな きを 見、 日 は 照り 花 は けど も、 我が 望 は 達す 可ら す、 我が 一 

愛 は 全うす 可らざる を 嘆 じ、 多年 外國 に流竄 して 天外の 孤容 とたり、 絡え て 顧る 者 もな き 時た リ けれ 

ば、 彼 若し 筆を耻 らば 正に 悲痛 慘 憤 たる 悲劇 を や 書した るべき に、 反て 此の 書に 題す るに 「喜劇」 を 

以てす 0 一  見 不思議の 感 なきに 非す と雖、 此は 乃ち 彼が 如何に 雄渾 偉大なる 思想 を 有した るか を：： 小す 

所以に 非す や。 而 して 「デ イヴ イナ、 コ メディア」 と 一一：； c ふ は、 共の 神 一にして 敬虔の 文字た る を 以て 

後世 之 を 尊んで 「ディ ヴィ 十」 の 字 を 加へ たるの み。 此の 書、 iinl- を 分つ 事 kl:、 首の 三ト ra 章 は 地獄の 一 

記事に して、 次の 三十 三 章 は 練獄の 記事、 終の 三十 三 章 は 卽ち天 國の記 なり。 地獄 は 彼が 嘗め 盡しー 

たる 凡ゆる 苦き 經驗 を、 痛 厳正の 筆を揮って 叙し、 悲愴 怛、 坐ろ に、 請む 者 をして 戰慄 して 恐懼の- 

念に 堪へ ざら しむる もの あり。 練 減 は 卽ち假 令 忍び 難き 悲慘の 身と なり 絡 望の 淵に 沈む 事 ありと も、 

若し 毅鍊 の 功 を 積む 時は遂 に： 大國に 上る に 足るべき を畫 き、 は 取 後 の！ K W に 於て は 完全 な る 人間の 伐 す： 

る 所の 光景 を 歌へ り。  一 

彼 は H マルソン 等の 如き 樂天 家に 非す。 人生の 行路 は 苦痛と 悲哀と を 以て 迎 へらる.^ 事 を 知れり。 

され ど 靈性上 の 經驗と 信仰 上 の 鍛鍊と によりて、 遂に 地獄の 苦より 一大 國 の 幸に 導き 行か る X 事 を 認め 

たり。 自ら平穏無_5^-なる生.跑を途りて樂.大を歌ぅたりとて、 余鞏の 決して 感服す る 所に 非 ざれ ども、 
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- 彼が 自ら 悲慘の 生涯 を 通り 拔け、 初めて 世 は實に 地獄な り、 され ど 义彼邊 に は天國 ありと なし、 以て 

其の 平和、. 其の 光明、 其の 快樂を 讚美し、 凱歌 を 奏して 基蝥 と共に 「我 匕に 世に 勝てり」 と贯 ひ、 保 

羅 と共に T 神の 智識 は大 なる 哉」 と 嘆美し、 ゥ オル ヅゥォ ルスと 共に 「我 は. 塵埃より S でし 者 なれ ど 

も、 ネ：：境悲遇また；1^=樂なり」 と 歌へ るに 至って は、 余輩 其の 人物の 偉大なる を 感ぜざる を 得す" 

ダンテの 生れた る は 干 二 "r:- 六ト五 年な り。 故に 我 邦に 在りて は 文 永 三年、 北條 時宗の 鎌 倉に 執權 たり 

し ig- にして、 曰 正に 其の 事業 を 終らん とせる 時、 元の 水 一 t が 九州に 雙米 せる 五六 年の 以 おなり。 而 

して 彼の 死 は^も 後 醍蝴帝 の 御，： 十 の 頃な り とす。 

余輩 は 一歩 を 進めて、 "：ル より ゲ ー テの 人生観 を 論； 許すべし。 ダンテ は 中古 時代の 辯 護^に して、 、ゲ ー 

テは卽 ち 近せ 紀の辯 護^な り。 而 して ゲ，" テの 人生 觀を 知らん と 欲すれば、 其の 傑：^ たる 『ファ ウス 

ト』 を熟讀 して、 概ね 其の 觀 察の 立場と 歸 着と を 察知す る を ir へし U 

『ファウスト』 の 主人公 卽ち ファウスト は、 博學 多才の 紳士に して、 哲學に 詳しく、 政：！. 山に 通じ 叉 神 

學に 明かに、 宛然 ゲ ー テ 自ら を 以て 擬 する ものに 似たり。 され ど 彼 は 一 朝 人生 問题 に接觸 して 以來、 

疑 は 疑 を 生み、 惑 は 惑 を 来らし、 澳. 惱 頌悶、 更に 平和 を 得す、 絡 望の 極 自ら 毒 杯 を 取りて、 「平和 此 

の屮に 在り」 と稱 し、 已に 自殺 を覺 悟したり しが、 時 恰も 基督の 復活 節に 際せし かば、 遙に幼 兒が愛 

らしき 聲 立て、 rchl-istus  ist  erstanderU と餘 念な く 樊 する を 聞き、 自殺 をば 思 ひ 止まりたり。 

きれ ど乂程 もな く惡魔 來り誘 うて 曰く 「汝 徒らに 思ひ惱 めり、 戀の味 を 知れよ、 さらば 汝の心 -ー變 し 

て 萬 事 悉く 新なる に 至るべし」 と。 彼此 處に 於て か惡 魔の 敎 ふる 所に 從ひ、 處女マ ー ガレットと を 


通じて 其の 純潔 を 汚し、 更に 甚 しき は 女 をして 其の 母 を 殺さし め、 自ら は 二人の 戀を妨 ぐるの 故を以 

て 女の 兄 を 殺せり。 後 女 は 捕縛され て 市中 を 引 廻され、 遂に 直 罪に 問 はれて 死刑に 處 せらる、 に 至る。 

ファウスト は 斯る殘 忍なる 罪惡を 犯し、 ！：：^っ慘絕なる愦婦の最後を見たりしも、 自ら は 幸に して 其の 

禍を 免れ、 繽 いて 國務 大臣の 榮譽 を擔ふ 身と なり、 或は 美術 を 評し、 哲學を 論じ、 頗る 幸福に して 平 

ほなる 生涯 を 送り、 老後 往年 を 同 顧して 一 つの 善事 を も 成した る 事な きを 見て 嘆息し、 之が 爲に死 を 

nt- る歸 する 如き 感懷を 有する 能 はす、 此に 於て 一 大工 を 起して、 沼澤の 水を排 して、 公益に 供し、 

以て 一功 縝を 世に 留め、 纏て 自ら は 病 を 得て 隔世の 人と なれり。 死後 惡魔 群り 來 りて 彼の 靈を奪 ひ 去 

らんと す、 され ど； 大使 担んで 之 を 許さす、 終生 善行 を勉 めた る 者 なれば、 必す 其の 報 を はやと。 遂 

に携 へられて 天！： ち 所謂 『永遠に 婦人ら しき』 所に 入る を 得たり。 之 を 有名なる 『ファウスト』 の 

筋 書な りと す。 

而 して 之 を ダンテの 觀 念と 相 對 照して 考 ふれば、 頗る 其の. 傾向 を 異にする を 見ん。 『ファウスト』 に 

於て は 男子と して 失敗の 極 を 演じ、 叉 憎んでも 尙餘り あるが 如き 大罪 を 犯し 盡 したる もの あり。 され 

ど 未だ 心より 其の 罪惡を 識 して 之 を 痛切に 徵 悔した る 事な し。 ファウスト は斯る 罪惡を 犯して 後 其 

の 女を抬 てて 逃亡し、 ある 朝 アルプス 山中に 眠 醒めて、 棚引き 渡る 美しき 虹 を 見、 其の 得なら ぬ 風景 

に對し 忽ちに して 曩の 苦痛 は 悉く 消え去り たる を 叙す。 唯 夫れ 善事 を 成せ、 過ぎ去りし、 昔 は 如何と も 

爲し 難し、 進んで 善 を 行へば 舊惡は 之 を 以て 蔽ふ べし。 罪 ありと て必 すし も痛悔 すべき ものに 非す、 

此は なりし が 故に 過ちし のみ。 -慕 ふべ く 求むべき は 智識に あり。 智識 は 光な り、 光 は 人生 を 導きて 

嵴黑に 迷 はしめ ざるべし となす。 是れ 乃ち ゲ ー テの 人生 觀 なり。 ダンテ は 之に 反して、 一一：：： ふ， F ら ざる 
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一 

深刻なる 苦痛 を 感じて、 其の 罪 を 悔悛せ り。 蓋し 此は兩 者の 互に 其の 傾向 を 異にせる 第一 なりと す。 _ 

基督 敎に 於て、 信仰と 行爲 との 議論 は、 頗る 困難なる 問題な り。 其の IHi^ 若く は 優劣の 如き は、 今 余 

輩の 論すべき 所に 非す。 され ど 人生 を觀 する 方法に 二種 あり。 卽ち 信仰と 行爲 となり。 信仰に よれる 

者 は ある 人格 を 信頼して 進む。 例へば 子 は 親の 己 を 愛する 事 を 知り、 善 を 成し 惡を遠 ざく る は 取り も. 

直さす 其の 愛に 酣 ゆる 所以な りと 思惟し、 喜んで 之 を 行 ふに 至る。 之に 反して、 行爲 によれる 者 は 只. 

善 は 之 を 行 ふべ く 惡は之 を 避くべき 害の ものな りと なす。 ダンテ は 前者の 見方 を 取れる 者に て、 ゲ \ 

テは 寧ろ 後者に 屬す。 ダン テの 理想的 哲學者 は ヴルジ ル たり。 而 して 彼 は ヴルジ ル の 敎導を 蒙り 哲學： 

に據 り、 智 嘬 ニ據 りて 共の *1 を 渡れり。 され ど 之の み を 以て は 天國に 入る 可ら す。 『祌 曲』 中 彼 はヴ： 

. -ジ. -に 導かれて 練獄 まで 進み 行きたり しか ども、 此 所に 至り ヴル ジル 彼に 告げて 曰く、 「余 は 此の 

wh に 汝を携 へ 行く 可ら す」 と〕 巳む 事 を 得す 此に彼 はヴル ジルを 去って ビヤ トリ ス (愛) に 助けら： 

わ、 以て 渐く； 大國に 入る を 得たり き。 美術家 シ エツ フ H ル (Al.y  scheffel-) が 意匠 を 凝らして 彼が ビフ； 

トリ スを 仰ぎ 3- つ k 天國に 上り 行く 狀を畫 きたる もの あり、 眞に 美と 稱 すべき ものな り。 げに彼 は 愛 

に fj^ かれて 天に h れり。 然るに ゲ ー テは 未だ 此の 域に 達する 事 を 得す、 其の 人生 觀は 宛ら-ダンテ の 練 

獄 にて 終^る もの の 如し。 故に ダンテ はゲ ー テ よりも 一 歩 を 進めて 高き に 上れり と 思 はる、" 

卜-二 陳べ たる 如く ダンテ は 人生の 凡ゆる 悲慘を 嘗め 盡 したる 人 なれ ども、 ゲ ー テ は宵贵 の -！ M に 生， 

其の 母 は 才能 至て 秀でた る 婦人に して、 父 は 曾て 市長に 選ばれた る 事 ありて 名譽 ある 人物 なれば、 隨ー 

て 彼の 敎育も 不足す る 所な く、 或は 伊太利に 遊學 して 美術 を 研究せ る こと あり。 壯 にして バ イマ ー 侯 ^ 

國の 書記官に 任ぜられ、 終に 總理 大臣の 榮 譽を擔 ひ、 位 は 人ば を 極め. 時として は 一堂に 名高き 哲學； 


者を會 して， H ら 慰め、 人生 を 最も 偸 快に 渡り、 順境に 悠々 し 得意の 生. 独 を 送り、 ダンテと は 殆ど..^, .仅 

對の 境遇な りき。 卽ち 一 は 凡ての 物 を 有ち、 一 は 凡ての 物 を 失 ひたり。 され ど 其の 人生 觀に 至って は 

又 之と 轉 比例 を爲 し、 ゲ ー テは 一 生- il 化の 屮、 眞に快 樂を覺 えたる 事^に 一 一週 問に 過ぎす と 嘆 じたる 程 

にて、 隨て 其の 著作 を閱讀 し已に 卷を蔽 ふに 至る も、 来 だ 其の 意を盖 さざる 所 ありて、 完 t おに 至ら ざ 

るが 如く、 何となく 不滿 足を感 する の 已むを 得ざる もの ある を 見ん。 彼の.，^ に 死 せんとす る や、 侍者 

に吿げ 口  く 「光 を 要す」 と。 あ &彼は 終に {.兀 き 光 を 仰ぐ を 得す、 朧げに 人 坐 を 遮り ml せる 者に あら ざ 

りし 乎。 今日 我 邦に 於て、 大學の 卒業生 若く は 洋行 歸 りの 先生な どが、 一朝 社會に S£ でて 察 業に 着 乎 

せ ん と 欲す る に 常り、 成る ベ く 事務 の 繁忙た る を 避け、 勉學 の 餘暇 ある 所 を 選ばん とす る 傾向 あ り 。 

此は 取り も 直さす ゲ ー テ 主義 を 取れる ものにして、 必 しも 挥金宗 の 感化の みに 其の 原因 を す 可ら， V 

多く は 智識 を 追 ひ 求む る 所より 来れり。 彼等 は學 問の 爲 とならば、 殆ど 總 ての 物 を犧牲 にし、 事に よ 

れば 主義 道 德と雖 なほ 之 を犧牲 にして 敢て惜 む 所な き 者往々 之 ある を 見る。 蓋し 十九 f 紀の 一 大通弊 

と 一一 一一 C ふべ し。 ケ：： ：： の大 學を責 むる は 其の 學 問の 不足なる が 故に 非す、 主義な くぐ ボ骨 なきが 故たり。 彼 

等 は 寧ろ 知識 をのみ 是れ 求めて、 主義 節操の 重ん すべき を 忘却し、 事宜に 依りて は 猫の，. ii- にても 之 を 

拜 する を恥ぢ ざるに 至る。 ゲ ー テの 短所 を 指摘 せんか、 其の 最も 甚 しき は實に 此の 點に 在り。 ナボレ 

オンの 勢力 正に 天 を席卷 せんとす る 時に 常り、 兵 を 進めて 獨 逸に 攻め 人り しかば、 へケ 1 テ は 日 頃怫 

國 の 非行 を 責め 居 りしに も 拘らす 前 說を飜 し て奈 翁の 足下に 脆き、 其の 勳章 を領せ る 一?^- ぁ り。 折；： 學者 

フィヒテが 大學に 於て 講演し、 今や 正に 其の 佳境に 入らん とする に 常り、 敵製來 すとの. i!. ん 報に 接し、 

r 殘餘 の！ i 義は 自由 國に 於て 繼續 せん」 と、 猛然 出 でて 戰に 臨める ものと U を 同う して 論す 可 ら す。 

ni~?f 演 二、 ダンテ，. --ゲ I テ  一一-一七 
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ダンテ は學 問、 智識 を 尊重したり しか ども、 八 T も 之 を 以て 中； 教に 代へ、 信仰 を 左右す るが 如き 人物に 

は あら ざり き。 彼より して 見る 時 は、 ゲ ー テは變 節 者な り、. 寧ろ 遊に 俘れ る 者と 一一-:!: うて 可な り。 ダン 

テのゲ ー テ よりも ー曆 優れたる 點は、 彼の 品性に 在り。 主菝に 立って 動 かざりし におり。 

ベ， 人 動もすれば 天才の 字 を 濫用す。 或は 少しく 目立ちた る 事業 を 起す 者 あり、 或は 巧に 文章 を 作り 奇 

拔 の 言 を 成す 者 あらば、 直に 呼んで 天才な りと 稱す。 人纖か 一太より 賦與 せられざる ところの 技量と 才 

§；： と あらん や。 されば 特に 天才と fpll はるべ き 人材 は 多く 見る 可ら すして 稀に 見る 所なら ざる^ら す。 . 

欧 人の 漫 りに 此の 語 を 用 ふる は、 m ャ 4 に 其の 卑しき 嫉妬の 念より 來れる ものな らん。 賴山 は 人の RI 

を 呼んで 天才と なす を 憤れり と 言 ふ。 蓋し 彼 は 決して 不用意に して 唯 己が 才能に 1^ せ， 臨機 應變の 所 

S を 試みた る 事な く、 大 なる 苦心と 經^ と を 積みて 初めて 事に 臨みた るが 故に、 世人の： ii 々しく 之 を 

看過す る 事 を 喜ば ざり しに 由る。 天才と" i 性と は al ら相 異なり、 一 は 期せす して 之に 達し、 他 は 刻苦 

§3 勵 して 渐く 之に 達す。 阿より れも 天才なる に相與 なけれ ども、 ゲ ー テは 特に； 大才を 以て 稱 すべく、 

キャラクタ— 

グン テは 寧ろ 品性 を 靡きた る 人な り。 人 悉く- 大才 たる は 難し、 され ど 「」 が 品性 を 高めて 人生 を 喜觀 し、 

卞： 義を 以て ゆに 勝つ 車 は、 勉めて 能 はざる に 非す。 故に 天才な らん 事 を んで、 性 を 磨く _E ^を 心 

懸けす、 盛に 辯 論 を縱橫 自在す るに 妙 を 得て、 ^く 主意に 立って 初 一 念 を 失 は ざろ に 拙き 八， J= の 我 社 

< ^に對 して は、 特に ゲ ー テの智 を 紹介 せんよりも、 ダンテの 德を 紹介す るの < ！, ん務 なる を感 す。 
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余 M は 八 r 玆 に 米國^！ぉ人 を 紹介 せんと す る に當 り、 先づ 之に 達する 通路 を備 ふるの" 必 要を感 す。 .m 來我， 

邦人 は 米國と 聞けば、 近に 驚くべき 拜金圃 にして、 大折" 學^ も屮 I です、 大文學 ^も 現 はれす、 凡そ 大 

の 字 を 冠す ベ きも. Q は 何も あらざる が 如く 思惟す る 癖 あり。 若し 大凤， 1- の 人々 をして 評せし めげ 米 國 

は 淺节レ なり、 醫學を 見よ、 祈" 學を よ、 詩歌 を 見よ、 散文 を 3^ よ、 政： m を 見よ、 共の 思想 一 として 該 

ず 遠なる ものな く、 以 て師 とする に 足る ベ きもの 3： 處 にか 在る と 冷笑 せん。 抑 ； 斯る 思想の 流布す 

るに 至に る 原因 は、 rai^ して 何處に 起り しか を 知ら， すと 雖、 < 水 は 少しく 米 人の (5 に 其の 汚辱 を 雪ぎ、 

共の 誤解 を 辯す る 所な かる 可ら す。 され ど 余！ S も 亦 曾て 米阔に 遊べる 者 なれば、 米 國の爲 に 妄を辯 じ. 

て 、 介 せ て 自 ら を 辯 護す るの 觀な き 能 はす。 然 りと 雖 余輩 未だ 斯 くまで 卑劣なる 心事 を 1?- す る 者に 非. 

すと U す。 

人往々 にして 他人のお 嘴 を 買 ふ 事 あり。 企 蒙の 少なる 頃、 一 ッ橋 外に 外 國語學 校なる もの あり、 英怫 

獨 等の 語學を 授け、  < ；-輩 も 亦 就て 學 びぬ。 而 して 其の 英學 部と 佛學 部と 獨學 部と 互に 相 衝突し、 彼 は 

比 を 笑 ひ、 此は彼 を 嘲り、 一 場のハ^-鬪を惹起せる^？^歷 なりき。 八.' n: と雖、 法愤を 研究す る 人々 

にして、 獨逸派 は 英國派 を 蔑視し、 英國派 はまた 獨逸 派の 缺點を 指摘して 之 を 難す る^ 少 からす。 斯. 

の 如く 獨 逸人な どが 米國を 以て 特に 浅薄 取る に 足る ベ きも， の., しとな す 事 ある は、 厦 .、 聞く 所な り。 

固より 此の 批難 は 一 理 なきに あら ざれ ども、 國には 自ら 一種 獨 得の 長所 あり、 他圃の 企て 及ぶ 能 は ざ. 

る 秀でし 特質 を 有する 事 を 忘る 可ら す。 獨 逸に は 獨 逸の 長所 あり、 佛蘭 E: に は佛蘭 西の 長 1^ あり、 英 

吉 W に は 英吉利の 長所 あり、 n 本に は 日本の 長所 あり、 各 己が 圃粹を 以て 之 を 他に 誇る。 さわ は米國 

に於てのみ曾て獨得の長所なしとー百ふの^！^ぁらんゃ。 凡そ 國の價 値 を 判定 せんとす るに 當り、 若し 此 
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の 现想を 以てする 事な くんば、 其の 不完全なる 判定た る や 論を俟 たす。 

夫れ 彼の 拝金 宗の 如き は、 英米人 特 得の 長所の 一部分た るに 過ぎす と 言 ふべ し。 然るに 獨逸 は拜金 ふ-や 

ならざる 代りに、 自由の 何たる を 解せ す。 其の 自由て ふ 思想に 乏しく 乂 之に 與り 得ざる や、 寧ろ 我 邦， 

よりも 甚し。 此の 點に 於て は 米國を 以て ゅ界 無比の 自由の 鄕と 讚す る も ra: より 安常たり とす。 而 して 

その 人類 的觀 念の 盛なる や、 發 して は 外 K 傅 道と なり、 n 本、 支那 は 富 ふまで もな く、 印度、 r4 弗禾 

加 等、 北の 端より 南の 端まで、 文と 野と を 論ぜす、 ！： お を 恐れす、 斑 を 脈 はす、 茶し きに 至って は 鮮血へ 

を 滴らして 更に 悔いす、 只 一片の 愛 心より 熱誠 を掷 つて 未だ 敎 化に？ i はざる 他國の 人民 を誘掖 し、 其. 

の 甚悅の 情を頒 たんと す。 自由、 平等、 ^く は 人類て ふ 観念の 著しく 發 達せる は、 アン グ サキ ソン 

人種の 特に 優れたる なり。 

。口  1-^ ハ 、パ^ ils:l:§&t^.^.s4I^^,sl^.^.^。 古來英 S に 於て は 朱だ大 なる 畫 

家 を 出 だせし 事な し。 或は ホ ー ガス を數 ふる 者 ありと 雖、 彼の 技 は 諷刺 畫に 巧妙なる に 止まり、 ラフ 

ァ エルの 作の 如き 純粹の 綺畫を 以て 名 あるに 非す。 露.！ ュには  一一 口 ライ、 ガイ あり、 イス。 ハ -ーァ に は- 

ムリ n ォぁ り、 ハン ガリィに は ムンカ ツキ— あり、 され ど 英國に 於て は此 等に-匹敵すべき 畫伯を 出さ. 

す。 ？仇ゃ 太 利に ぶる に 於て を や。 英 H は 決して 終畫を 以て 誇り 得べき 岡に 非す。 又 曾て 彫刻に 於， 

て も 其の 頭角 を 現 はした る 事な く、  丁抹、 ノルゥ H ィ等の技術にすら尙劣れるものぁり。 更に^^=學に 

就て 考 ふる も、 # 人が 尊重す る 所 は 僅に ヒュウ ム 一人 あるの みに して、 ロック、 グリ ー ン 等の 如きせ 

大陸の 思想 を 祖述した るに 過ぎす。 され ど飜 つて 詩 界を觀 察せよ。 イス パ 一一 ァには カル、、 テ „ -ン あり、 

セ，， バン テス あり、 佛蘭 g: に は モリ エル あり、 ラシ ー ヌ あり、 獨 逸に はゲ ー テ あり、 ハイネ あり、 伊 


太 利に は ダンテ ありて、 せ 詩界の 豪傑な りと 雖、 而も 燦然と して 銀河の-人に 懸かれる 如く、 夥多の 大： 

詩人 群り 起て、 其の 文學 史上に 大 光芒 を 發 てるに 至って は、 未だ 英阈 に.^ くもの ある を 見す。 チョウ 

サ 心，、 ス ベンセル を 初めと して、 ミ ル トンの 森嚴 崇高なる 詩と fB ひ、 シ H キス ピ ー ャ の 人生 を 歌 へる、. 

タム ソン の 自然 を 歌 へ る、 ハ ッ グ の 2 舍を歌 へ る、 パ ァ ン スの 平民 を 歌 へ る、 其の 他バ ィ ロン、 ゥォ 

ルヅ， リオ ルス、 テ 一一 ソン、 スコッ 卜の 如き 大 f;^ 人、 ^を 接して 現 はれたり。 小乂那 にも 詩人 あらん。 ィ 

スパ 一一 ァ にも 詩人 あらん、 され どヴ オル テアの 一- -; 1： へる 如く、 叱 界の中 来 だ英人 ほど 逝 的に 〈千- W を 歌 

へ る 者 ある を 見す、 此は實 に 彼等 特 得の 技倆と 一一 一一：： はざる 可ら す。 醫を 修めん と 欲すれば 獨 逸に 行く ベ 

し、 畫を學 ばんと 欲すれば 伊太利に 行くべし、 され ど 若し 詩 を 研 究 せ ん と 欲 す れば之 を 英阈に 3^、 て せ- 

ざる 可ら す。  英國は 宛ら 詩 神が 特別の 恩惠を 垂れた る ものの 如く 然り。 

而 して 斯の 如く 詩 を 好み、 叉 最も 其の 妙 を 得た る 所の 英人、 而も 英 人中の 英ん と稱 せらるべき； 群が、 

居 を 米 K に 移した る 事 なれば、 勿論 米國に 於て 詩歌な しと ラ" ふの 道理 ある 可ら す。 若し 夫れ ミス シッ 

ビィ の：！：、 ナイアガラの 瀧、 ロッキ ィの 山、 ミゾ ー リ、 アルカン サスの 平原、 大西洋の 波 il に對 して 

彼等 傅來 の 的 血統 を 有する 者、 焉 んぞ靈 勃と し て 抑 ふ ベ か ら ざ る詩想を喚起 せ る_£^-を疑 ふ可けん や。 

否 彼等が 米阈 の 山川に 對 して 感得し、 は， 鼓吹せられ たる 詩想 は、 遙に英 人 を 凌駕す る もの あるに お れ 

り。 

今 余輩 は 詩に 於て 英米 其の 趣 を 異にせる 點を陳 べん。 米 國は建 國以來 儘々 一 一 百年 を經 ざる 所の 新しき 

國 なれば、 未だ 英國の 如く 詩人の 群 星 を 見る 能 はす〕 され ど 米 詩に は 英詩の 決して 企て 及ぶ 町ら す、 

又 想像し 得べ からざる 一種の 特質 を 有せり。 此は卽 ち 其の 陸相と 其の 政體 との 異なれる が 如し。 
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米 W は 我 邦 を 二十 倍せ る大國 なれば、 山 も 川 も 平 も、 m 顧の 光景 實に 偉大 を 極む。 故に 米 1： 詩人の 

詩 は 雄大 なれ ども、 英國 詩人の 詩 は 寧ろ 巧妙 緻密な り。 自然 詩人と 一 W へば、 先づ 指をゥ オル ヅゥ オル 

スに" i:: せん。 され ど 其の 歌へ る 自然 は、 小さき 英國の 山川の み" 近 來英國 の 富豪 は、 高 憤を拂 うて 彼，. 

が 歌へ る 場所 を 贈 ひ、 以て 己が 刖莊と 成さん とする； 流行し、 爲に カン バ ー ランド、 ゥ H スト モア ラ 

ンド 等の 地價を 高めたり と 言 ふ。 彼が 『3 石 間の 樱草』 は 路傍に 一 楚の樱 草の 咬き 亂れ たる を 歌へ る も. 

のにして 又 『杉の w 人の 兄弟』 は 四 本の 杉の 拉び 立てる を 歌へ るな り。 彼が 常に 歌へ る 所の カン バ -! 

ランドの 湖水 は、 我の 榛名 湖、 若く は； 濃の^，.^ 湖に 過ぎす. 义 M 取 も 好んで 歌へ る もの は 維 菊な り。 

以て 其の 規模の 狹 くして、 題目の 小なる を 察すべき に 非す や。 され ど米國 詩人に 至って は然ら す。 ブ 

ライア ン トが 米國の 平原 を 歌 へ る 事 あり。 此は. デ ンバ ー より ミ ス シッピ ィ まで 急行 汽車に て 一 ー晝夜 を- 

費さざる 可らざる 平原に して、 野犬、 蛇、 臭の共に^^めるを兄る の外， 更に 目を歡 ばし、 n を樂 まし 

むる 風光な し。 ゥ オル ヅゥォ ルス を 携へ來 りて 此の 風景に 對 せしめば、 其の 無風 流なる に廠 きて  一 口 

もお まる 事 を 喜ばざる べしと 思 はる。 然るに ブライアント は 此の 一目 千里、 雲 烟渺茫 たる 平原 を 歌う 

て 曰く 「漠々 涯 なき 天空に 適 はしき 床な り」 と。 二十 六 S ^に：^ の 懸かれる を 喜ぶ 風流 詩人の 夢に だ も 

見る 能 はざる 奇想に 非す や。 

テュ ソン の 詩 中 『小 河』 を 歌 へ る 名吟 多し。 其の 一 に^々 たる 細流 を 挾み、 友人-み； に 手を携 へ て 流と： 

共に 進みし が、 水 漸く 廣く なりて 乎を携 ふる 能 はす、 遂に 水 海に へれぐ に 及んで は 呼べ ども 通ぜ ざるに 

至る との 想像 あり。 ブライアント じく 細流の 歌 を 成せ ども、 其の 觀察 甚だ 異なれり。 コンネ クチ 力 

ット 若く は ミス シッ ピィの 大河 も、 共の 初めは- 夏草の 茂みが 中 を 流れ 米て、 t:^ 负ふ？ お 夫の 姿 を 映せし 


が、 流れ 流れて 大河と なる に 至って は、 i£ 貴の 人が 夜 遊の 影を乘 せて 流る と 一一 一一 II へり。 の 巧拙と： 大才 

の 如： i: と はさて 措き、 此は 其の 境遇が 及ぼす 所の 感化の 英米 詩人 をして、 如何に 高し き 相 遠 あらしめ 

たる 乎を證 する の 好適 例に 非す や。 

次に 兩 者の 相違 は 政治 思想より 來る。 抑" ー國を 愛する isT 我 身 を 愛する が 如くなる に 非ざる より は、 

眞 正の 愛 國心を 養成す る 能 はす。 直接 國 事に 關 係して 其の 喜 憂 を 共に する 1^ より 始めて 眞に國 を 思 ふ 

の 心 念 を 喚起す る ものな り。 己 を 愛する 能 はざる：^ を 如 3： にして 愛する を 得ん や。 共和政治 ra; より 幾 

多の 缺點 ありて、 完全なる 政體 とは稱 すべから すと する も、 政ュ S を國民 と共にす るの  一^に 於て は 共 

和 政治 を 多と せざる 可ら す。 君主 政治の 取るべき 點は 尊敬の 念な り。 王政 國は iil 々尊敬 を 缺き禮 俊 を 

失 ふ ぁ る 共 和 政 治 の 弊 を 避 け 女 王 の 前 に 出 で て は 自 ら 其 の 足 ド に 祥 跪 せ し む る も の ぁ ら ん 。 さ れ ど 

君主 政治の 缺點は 社會の 運動 を當局 者に 一 仔して、 自ら页に其の痛作を感ぜざるにf^J-る事なり。 一 は 

自由の 鄕 にして 平お の社會 なり。 故に 善く 其の 才能に 從 つて 志を暢 ぶる を 得、 他 は 階級の 制、 嚴 にし 

てす を 川 ひ 志 を 行 ふ 事 頗る 難し。 此に 於て か紛雜 たる 世^に 遠ざかり、 悠々，せを-大然に^^して、 心 を 

之に 專ら にす るに 至る、 叉 已むを 得ざる 事と； 百 ふべ し。 石 川 丈 山 は； 人に して 英雄な り。 され ど { や： し 

く壯 圖を懷 けど も、 到底之をtII木の社曾に行ふ_^^-能はす、 若し 希に 出で 其の 志 を 行 はんとせば、 獄に 

投ぜら る、 か、 然ら すん ば 刺客の 禍に I 化る k に 終らん のみ。 彼 豫め之 を 知れる が 故に 聞逹を 世に 求め 

す、 去って 洛北叙 山の 麓 一 乘 村の 閑- に 退き. 淸 貧に 自適して 一 生 を 送りし なり。 余輩 若し 政治 及び 

外交 等に 對 して 深き 謀を懷 き、 大 なる 抱負 を 有する とも、 尙ロを 襟んで 言 ふ 能 はす、 乎 を 空う して： U 

ふ 能 はざる 社會に 在りと せば * 巳むな く 去って 山に 遁れ、 花-に？ 風 に 慰 JW せる を 遣り、 想を暢 べん 
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とする におる。 义當に 然るべき 市 ilf にあら す や。 

ゥ オル ヅゥォ ルスが 其の 友コレ リッジに 送れる 詩に！ I  く、 「余 は 社 伶の 虛禮虛 儀 を^り、 偽りた る 

己を排 し、 淸き 流に 添 ひ、 ；-讽 しき 風に 逐 はれながら、 余の 靜 閑の 家 を ft- ねん」 と。 彼.！；： て 確乎たる 政 

見 を 抱いて、 沸國 革命 を：： ！舉 せし かど も * 到底 自己の 意見の f に 行 はれす、 义ハ； ^なき を 察 f> 退いて 

所謂 「偽の，： H 已」 を 菜て 「武 の 自己」 を發 揮し、 天然 を 友と する に- m れる 者な り。 此 はもと 不健 令. な 

る m わ 想 た る に 相違な きも 亦斯る 偉大 なる 人物 をして 其の 偉大なる 抱負 を 行 ふ 事 を 得 ざ ら しめた る社會 

は、 決して 完全なる 社 # と IH ふ 可ら す。 バイ" ンも現 社 會に對 して 不滿 に堪 へす。 遂に 希 臘の獨 立 軍 

に 投じて 一命 を 終りき。 ハイネ は 其の 人物 或は ゲ ー テ よりも 大 なる もの あり、 され ど 彼は獨 逸の 社 舞 

に 平 かなる 能 はす、 故國を 去って 巴 里に 逃れ、 五- I 樓 上に 簿 命の 一 生 を 送れり。 英國 詩人 中テ 一一 ソ ン 

は 最も 健全なる 詩人に して、 克己 抑撙 せる 彼の 如き は 稀に 兑る 所な り。 彼 は 方針 を 誤らす、 終始 UU 

せる 生涯 を 送りたり と雖、 替戒 最も 勉め、 婉曲 筆を囘 して 苟もせ ざるの 痕跡 歷々 たり。 此は實 に 其の 

窮屈な る 社 食が、 詩人 を 制し て 自^ に 其 の 雄渾^^ 大 の 思想 を ；諳 る 能 は ざ らしめ た る を 證す る ものに 

非す して 何ぞ や。 

米 W の 社會は 之に 反し、 ^31^と倘人の勢カ_*だ强大たり。 若し 夫れ ブライ ァ ント をして 英 1； の 社 食に 

生れし めば、 彼 また 淸 節の 高 土と 共に 山に 遁れ たるべき も、 米國に 於て は 更に 其の 必要 を 見 ざり しな 

り。 人生の 行路に 立って 未だ 去就 を 決し 得 ざり し 時に 常り、 雁 飛び 來 つて 悲鳴す るに 遭 ひ 『Tca 

.vvaterfowl』 の 詩 を賦 して 一 身 を 天に 委ねん と 決心した る 彼 は、 實に 一一 ュ ー ョ ー ク 市に 至りて 政ュ 川上 

の 運動に 加 はり、 新 間 記者の 生涯に 入れり。 英國は 詩 を 以て 詩人の 爲に W ひたれ ども、 米 W は 一歩 を 


進め 詩 を u て 人 の 爲に用 ひ、 政治の 爲に用 ひたりき" 彼 曾て 羅 馬の 奮 都に 遊び、 一夜 地 I- に 臥した 

る 時、 土砂 動めき 喚んで 榮枯成 ST 幾千 年の 歷史を 談るを 聞く と 叙し、 「あ， - 森林の 國ょ、 汝は 世界 

歷史に 新生面 を 開かん」 と 歌 ひ、 故國の }K 職 を 促した る あり。 ホイ ツチ H ルは 信仰 厚き ク H 力 ー 派 

の ！ 者な りき。 同派の 主義と して 極力 戰 ハサ を 排斥し 平和 を擔保 せんと 欲する もの あり。 さ れば 此の 大 

氣 屮に赉 はれた る 詩人、 また 正に 靜肅を 愛して 天然 を 友と する 者なる べしと 推察 せら るれ ども、 彼改 

革の 精神 最も 盛お して、 奴隸 使用に 反對 して 義憤 を發 し、 善く 國 li- 的 思想 を 歌 ひたりき。 眞に彼 は 米 

國 詩人の 師表に して、 共の 八十 穴 歳の 高齢に 達せし 時 は、 國民舉 つて 之 を 祝賀せ し 事 あり. U 吾邦の 新 

^紙 往々 國民 詩人 屮ソ じょと 絶 して、 ^しだ 勉め たる もの あれ ども、 朱 だ 一人の 國民 詩人の 屮：： でし を 聞 

かす。 ゥ オル ヅゥ オル ス、 テ 一一 ソ ンの 如き、 また決して純然たる國：：^^詩人と稱す可らす。 U ハ英國 に 於 

て國民 詩人と 言 ふべき は、 、ン H キ ス ピ ー ャと ミル 卜 ン あるの み。 

ホ ヰット マ ンは想 を 重んじて 形 を 問 はす 在来の 詩 風 を破壤 して 新機軸 を 出せる 詩人な り" 韻 を 押さす 

字を數 へす、 縱横 自在に 其の 大 思想 を 叙せ り。 

： Fol- tls  gTeat  idea, 

Tlaat,  ()  my  OM.Oaw-^.o^r  that  is  the  mission  of  pccts. 

そは大 なる 思想が、 

嗚呼 我が 兄弟よ、 火なる 思想が 詩人の 天職な り。 

げに 彼は大 理想 を 以て、 詩人の 天職と なしたり。 リン コル ン 始めて 彼に 遭へ る 時、 握手して 謂 ひて 口 

く  r 眞 正の 米 國人は 彼な り」 と。 蓋し 彼 は 自由 を 重んじ、 ^人 を 敬し、 人道 を 尊ぶ、 眞！^ ^國 人の 標 

BT 稱？ S 演 三、 米 國 詩人  SI 五 
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本と 一一 ic ふべき 人物な り。 彼. I ひ」 公用 を帶 びて 一 群の 人々 と米國 土人の 齒長 を訪 へる 事 あり" 丄人 曾て 

内 哲人の 爲に殘 忍 酷虐を 蒙りた る 事 を 含んで 其の 舊怨を 忘れす、 兎角 彼等 を 疑ひ且 恐る」？ 傾向 あり- 

然るに 一群の 人々 を 凝 Ig したる の 後、 翁 長 進み出て、 突然 ホヰ ット マンの 乎 を 握りたり" ホヰッ トマ 

ン 後に 人に 告げて ：！： く 「彼 は 我が 裡 にある 野 蠻性を 見て 我が 手 を 握れるな らん」 と。 彼 常に 赤貧 洗 ふ 

が 如く、  a" 窮を吿 ぐ。 友人 之 を憫み 彼に 講演 を勸 め、 其の 得る 所の 金 を 送り 彼 の^を 救へ る桌 あり、 

彼 其の 友情の 厚き を 感謝し、 且 翌朝 領收書 を 認めて 之 を 送る、 然るに.^ だ 「$」 の卞を 知らす、 代 ふ 

るに 「0」 の 文字 を 以てせり と 一一 T ふ。 淸廉 また 愛すべきに 非す や。 

^米お 人 

近來 我國； は 親しく 米！； 文明と 相接觸 し、 其の 狀態を 熟知す るに 隨ひ、 彼等 を 尊敬す る^ 乂從 前の 如 

く しから ざるに： れるは 明，：：： なり。 され ど 1| 其 西 哥幷に 南米の 文物に 對 して は、 i= ど は 意す る 所な 

しと 謂 ふ も 不可な きが 如し。 此 等の 邦に 對 する は 只 機に 我 同胞の 械：^ 地と 見做す に.^ 一 まり、 共の m 心 

想 及び 精神の 源泉と して、 之を觀 察する 者 ある は、 余 の 朱 だ. せて 見聞す る を？ むざる 所な りと す。 而 

も 此 は 全く 吾人 の 見識 の， 狹 少なる を 表明す るの みに して、 決して 南米 人 の 高尙 なる W わ 想お く は 雄 火 な 

る 精神に 缺乏 せる is!- を 示す 所以に 非す。 

夫れ 合衆國 以南の 米圃 は、 もと 西班牙 人の 移住 地な り。 而 して 西班牙 人種の 特質た る や、 之 を 其の 歐 

雑 巴の 本土に 於て、 巳に發^^したる所に徴するも、 決して 輕 侮す 可らざる もの 在つ て^する を乂 る。 


彼の セル バ ンテ ー ス、 カル -デ 口 ン 、 ，.テ ベ 1 ガ 等の 小說 悲劇 幷に戲 劇の 如き は實に 近卟歐 ri 巴 文^ の 

淵源と も稱 せらるべき ものにして、 其の 歐羅 巴の 思想界 を 感化した る 勢力 は义大 なりと^ は ざ る _F ら 

す。 且彼等は義にぉみ；！；；^を^！！んじ、 一 主義 を 把持して 慢に 心を飜 さす、 飽 まで 初 一 念 を^.; g せんとし 

て：^H難を冒し、 千 辛を嘗 むる に 至って は、 非常の 耐忍カ を 有せり。 彼の ム ー ル 人種の：^ 略に 遭 ふや、 

八 .rH 年の 久しき に涉る も、 尙 苦節 を 全うして、 善く 組 先の 主義 及び 宗敎を 維持し、 遂に 異教徒 を W 外 

に 放逐す るに 至れり。 斯の 如， く 志 堅く して^も 動かす、 能く 久しき に耐 ふる は、 他 W 尺 巾に 多く 出 

し 得る 能 はざる 彼等の 長所に 非す や。 

而 して 此の 義侠の 心 厚く、 想像の 力に 富める！； 民 は、 〔\ チど擧 げて遙 に 海 を 渡り、 西 十、 ゆの 渺茫涯 なく 

陸. 大 に 接す る 如き 平原 、若く は 濶大 なる 壯觀人 をして 其の 胸 宇を大 ならしむ る -;: ir 原 に 移 し た り.。 さ 

れば 其の 歐羅巴 本土に 於て、 涵養せられ たる 所の 文明 幷に 文學 は、 此の 異なりた る 境遇に 於て 1S{ に 其 

の 特質 を發揚 する に 至りし 事 は、 现の 最も 見易き 所な り。 

余輩南米諸共和l:に於てカを致せる政治家の^e^f蹟を閲するに* 一  稱 異様の 特色 ある を發 見す。 ち 彼 

等の 尊敬す る 政治家なる もの は、 概ね 哲學者 若く は 詩人に して、 其の 理想 極めて 高尙 に、 共の y 布 望 至 

て 深遠に、 國家を 整理す る や 又 宛ら 詩人 的 理想 を 以てする もの あり。 此は他 邦の 政： ^中，.^ に 見る 所 

に 非す や。 彼の ボリ バ ー の 如き は實に 南米の ワシントンと 稱 すべき 人物に して、 ベ/の ヴ H ネヅ エラ、 

^倫 比 H クヮ ドル、 ボリ ヴヰァ 等 は 此の 愛國 者の 建設に 係 はる ものたり。 彼の 想 やな I く、 彼の 鹿 

や 深く、 己 を 持す る 事 甚だ 薄く して、 萬 事を拋 つて 國 民の 爲に盡 せり。 

サン マ ー チン は 亞爾然 丁、 智利、 祕 露の 共和 國に 自由 獨立の 某 礎 を 定めた る 人傑に して、 而も 共の ii 

n 嚼 Sf 演 三、 米國 i.^ 人  . sit 
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身 的 察 業に 至って は 萬 古 無類と 謂 はざる 可ら す。 亞爾然 丁 人が 彼 を 立てて、 其の 大統領と なさん と 欲 一 

する や、 彼 之に 答へ て 曰く 「余 は 地位の 爲に戰 ひしに 非す」 と。 彼 又 劍を拔 いて 智利國 の 爲に戰 ひ、 _ 

マイ ブゥの ー戰に 敵を鎏 にせる 時、 國人 其の 武 に 感じ、 莫大の 報酬 を 送って 其の 勞を 謝せん とす、 一 

彼固辭 して 受けす、 謂って 曰く 「余 は 利益の 爲に 劍を拔 きしに 非す」 と" 彼 また 祕露國 の 自由 を 完ぅー 

し、 獨 立の 佳境に 達する に 及んで や、 自ら 此處に 止まる は 國の爲 に 決して 利ハ倫 あらざる 事 を 悟り、 國- 

人に 告げて 曰く 「幸運なる 大將 にして、 戰 勝って 漸く 救 ひ 出した る 其の 國に 止まる 事 は、 國 家の 大危 i 

險 たり。 余 は秘露 國に獨 立の 基 を 堅う したれば、 余 は已に 公人た るの 權利 を放拋 せり」 と。 遂に 國をー 

去って 歐雜 巴に 赴き、 貧窮の 裡に 其の 一 生 を 終れり と 一一 一一 c ふ。  一 

其の 他 知日 利 國のバ ル マ セダの 如き 或は ドクトル、 フランセ ャ の 如き、 皆 一 種の 特色 を帶 びた るィ ス パー 

一一 ァ的 政治家に して、 其の 巳 を 忘れて 全然 身を國 家に 獻 げたる は、 吾ん の 深く 尊敬す る 所な リ とす。 - 

政治家 然り、 詩人 また 然ら ざる. らす。 イイ スパナ は 亞雨然 丁の II ングフ H  C 1 とも 稱 せらるべき 人. 

にして、 善く！^^むを牧攪したる國民詩人たりき〕 H ケ ベル リャ (Ac.hcvcrl.ia) の 『ラ、 カン チバ』 と 

^せる 詩 は、 パ ンパ ス 平原の 廣と大 と を 歌 へ る ものにして、 プライア ントの 平原の 歌と；！ 組び 賞 せらる 一 

る ものな りと m 心 はる。 ゴ トイ は アンデス 山の 跌定壯 絡なる 異覩 を：： ば じて、 コ レリ ツギの アル ブス 山 を. 

頌讚 せる 歌と 匹" B すべき 名 1, を 遣せ り。 其 一 句に 曰く、 

アル プ ス何も のぞ、  一 

カウ カサス * ピレ 一一 ー ス、 ァ ト ラ ス 、  ぷ 

アベ ナイス 夫れ 何も のぞ、  i 


若し 彼等 をして 汝と 隣せ しめば。 

f シン ボ ラゾ ー よ "： 

以て 彼が 歐羅 巴の 天地の 規模 小に して、 眼界の 狹 きを 笑 ひ、 己が 故山の； S 大 絢美なる を 誇る の 精神 を 

見る に 足らん。 

ギル ラ モ マ ッタ は智利 國のバ ィ 口 ンと稱 せられ、 H ドヮ， 'ド、 、、テラ バ ルラは 又 同國の 詩人 的學 者に し 

て、 故 大統領 パ ル マ セダ と共に 國政 革新に 與 つて 力 ありた る 者な り。 而 して 南米 詩人 中 最も 廣く 其の 

芳名 を 知られ、 且つ 賞 せらる k 者 を マ 一一 ュ H ル、 ァ カナ (Manuel  Acals) となす。 彼 は 墨 其西哥 

に 生れ、 南米 諸共 和國の 精神 を 代表す る 高懷の 詩人な り。 彼が 其の 父の 死 を 悲しみて 歌 ひたる 『误』 

て ふ ー篇の 如き は、 求心の 致 を 流露せ る ものにして、 余輩 日本人の 心 を 動かす 事叉甚 しきもの あり。 

概して 西班牙 人種の 特質た る、 感情 深く して 父母、 朋友、 若く は 國家を 愛する の 念 甚だ 痛切な わば、 

人情， 風俗 等 叉 我 邦人に 酷似す る 所 多く、 隨て 彼等の 詩 を 詳しく 吟味し 來 らば， -五 C 人の 1M 感を惹 くべ 

きもの 固より 多 かる べし。 

伯 西兒の 詩人 アル ブケ ルケ H  (Albuquerque) が、 其の 母の 死に 臨みて 作れる 一 詩 あり、 之 を 『告^』 

と名づ く。 此は 上に 述べた るァ カナの 『淚』 なる 一 篇と幷 び 賞せられ て、 其の 親 を 思 ふ 子女の 情愛 を 

歌ひ盡 して 殆ど 餘^ なく、 此の 種の 詩歌 中には 比類 少き 傑作な りと す。 叉 墨 其西哥 以南の 諸共 和國に 

は、 各" 其の 國歌を 有し、 小なる はュ ー タリ 力より、 大 なる は 墨 其 西哥に 至る まで、 皆 自由 を 讚へ、 

摑立を 歌 ふの 念 は、 之 を 北米 合衆國 の！^ に較 ぶる も 決して 遞色を 見す、 寧ろ 或る 意味に 於て 一 步を挺 

でたり と 謂 ふ 可し。 サ ラベル リイ (salaverry) の 『平原』 と 題す る 詩の 如き、 ァ カナの 『五月 五日』 

w 權 講演 一一 一、 米 1： 詩人  ra 九 
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. と邇 せる 墨 其 西 哥の國 歌の 如き、 义 彼が 智利 共和 國の爲 に 歌 へ る國歌 ： Dulce  Patria " の譜の 如き、 

アル ブケ ルケ H の 伯西兒 共和 國獨立 官ー吿 の 歌の 如き、 悉く 同一 の 精神 を 傾注して 歌 ひたる ものにして. 

其の 國 民の 精神 を 啓 發誘掖 せる のみなら す、 叉 南米 諸共 和國 をして 同一 の 主義 精神に 立って、 之 を 維 

持し 且 これ を發 揮す るに 與 つて 力 ある 事 は 論を俟 たす して 明かな り。 

終に 注意すべき は 馬 國の女 詩人 アベ ル ラネダ (Avellsleda) なり。 彼の 女の 作は廣 く米國 及び： £ 班 

-ォ 人種の 裡に 愛吟 せられる 所に して、 其の 傑作 『ワシントン』 の 如き は、 以て 單に 西班牙 人の 希望 を 

歌 ひ 得た るの みならす、 更に 米 國全體 の 希び 冗 を、 # じ 盡 せる ものな り。 思 ふに 未来の 西班牙 共和 闽を組 

織す る 準備の 歌な りと 謂って 可な らん 乎。 

要するに 北米 詩人と 南米 詩人と 其の 趣 を 異にせる もの は 人種の 相違に 外なら す、 其の 地现的 及び 政治 

的の 境遇に 至って は、 二者 殆ど 選ぶ 所な く、 共に 其の 精神 を 同う す。 北米 人 は 概して 其の 思想 道徳的 

にして H5 道理 を 重ん する に 傾き、 隨て實 踐實行 を 先にし 走って は 甚だ 卑近なる に 至る も 厥 はざる の 風 

あり。 され ど 南米 人は感 鋭敏に して 一： ：| 放 動もすれば 常 迸 を 逸し、 傳奇 的行爲 多く、 而も 堅忍 剛毅、 

死 を 以て 節 を 守り、 心懷 頗る 淡泊に して 金錢 を輕ん じ、 北米に 於て 盛に 行 はる & 所の 拜金宗 は、 之 を 

南米に 於て 見る 可ら す。 婦女 は恬靜 にして 慎み深く、  t しだ 我 婦女と 其の 性情 を 等う する もの あり。 遮 

莫余！ S 本 は 知る、 米國の 天地に は 永遠 の 希^ の存 する ありて、 南北 共に 最も 髙尙 なる 人類の 自由 を將來 

. に發 達する の 使 八 叩 を 完成す るに 至らん は、 今より 期して 待つべき 事 を。 


第 四 章 文學 としての 聖書 

古諺に 曰く 「古き 物にして 善き 物 三つ あり、 古き 木 は 燃す に 善く、 古き 友 は 交る に 善く、 古き 書は讀 

むに 善し」 と。 古き 物にして 善き もの、 靑に此 等の みに 止まらす、 鹽は 年を經 るに 從 つて 其の 味ハ" i.^ 

鹹く、 葡萄酒 は 年 を 重ぬ るに 從 つて 其の 味 益： 甘し、 され ど 殊に 古き 書の 讀 むに 最も 善 き^は 于 古の 

格言と 謂つ べきな り。 

書籍 の 出版 せらる \ 八：' 日の 如く 夥しき は、 未だ 曾て あらざる 所に して、 月に 年に 世に 公に せ、 りる k も 

の 萬 を 以て 數 ふる も尙 足らざる べし。 され ど 人 一生の 間、 夜 を 日に 繼 いで 刻苦 勉勵 し、 讀 書の 外 更に 

他の 業に 從事 せざる とする も、 一 一 萬 册を讀 破す る は 容易の 事に 非す。 グ ラッド ス トン の 書 齋には 彼の 

讀了 りたる 書 一 一 萬册を 羅列す と。 然れば 彼 は 人間の 讀み 得る 限り を 讀み盡 したる ものと 言 ふべ けん。 

併しながら 此は萬 人に む 可らざる 事に し て 、 吾人 は須 らく 讀ん で 以 て 稗 益 ぁリ、 趣味 あ る 書 を選擇 

せざる 可ら す。 之 を選擇 する は 又 新刊の 書 多々 s.^ 其の 數を加 ふる 今 曰に 於て 頗る 困難な り。 且人々 

其の 趣味 を 異にし、 备" 相 當の書 あり、 哲學に 志 ある 者に は 哲學書 を 選ぶべく、 科 學を修 むる 者に は 

科 學書を 推すべく、 故に 萬 人 をして 一様に 己が 好む 所 を 選ばし むる 能 はざる は 論を俟 たす。 然 れど秦 

の始 皇帝の 如き 者 現 はれ、 世界 幾 億の 書冊 中 只 一冊 を 遺して、 他 は 悉く 之 を燒棄 つべ しと 命じたり と 

せよ、 吾人 は 果して 何 を 選んで 之 を 末代に 傳 ふべき 乎。 或は 幽囚の 身と なりて 鐵 窓の 下に 唯一 冊の 書 

を繙く 事を認 許せられ たりと せよ、 吾人 は 果して 何 を 選んで 之 を 徒然の 友と 成すべき 乎。 太平 記 を 推 

H: 種 講演 四 、文 臭と しての 聖書  五 1 


宗教と； 乂！ Sf  五 二 

十 者 あらん、 シ H キス ビ ー ャの著 を 選ぶ 者 あらん、 ゲ ー テ、 シ ルレ ルの作 を 取る 者 あらん 。斯く 其の 

選擇 する 所は备 其の 好む 所に よりて 異なれり と雖、 余に 於て は 固より 世界の 書 を 以てする も尙 絞ぶ る 

に 足らざる 一 書 を 有す。 卽ち i ぬ 書な り。 

余輩の 聖書 を愛讀 する 第一 原因 は、 基督 信徒と して 一 一十 四 五 年 來之を 以て 養成 せら わたるが 故な り。 

され ど 余輩 は 此の 書に 於て 始めて 心 奥の 琴線に 觸れ、 幽玄なる 妙 音を發 する を 聞け り。 語に 曰く 他人 

心 あり 我 を 忖度す と。 余輩が 言 はんと 欲して 言 ふ 能 はざる 所 は、 此の 書に 於て 之 を 言ひ盡 せり。 余輩 

が 探求して 未だ 得 ざり し 所 は、 此の 書に 於て 之 を 見出したり。 余輩 は實に 此の 書に 於て 新しき 天地 を 

開 柘 せられた るが 如く、 人生の 眞相を 悟り、 己が 心の 眞實の 狀態を 知り、 奥妙なる 宇宙 經綸の 秘義を 

窺 ふ を 得たり 。此は 余輩が 選んで 以て、 之 を 世界の 『1116  BookJl となす 所以な り。 

余輩 は 今 之 を宗敎 的に 論す るに 非す、 只 一 個の 文學 として 論ぜん と 欲するな り。 され ど 聖書 は 文學を 

目的と せる ものに 非す、 故に 或は ゲ ー テの 『ファウスト』 を 請み、 シ H キス ピ ー ャの 脚本 を讀 み、 馬 

琴の 弓 張 月 若く は 八 犬 傳を讀 むが 如き 心の 態度 を 以て、 聖書に 對 すれば 遂に 其の 文學 としての 妙趣 を 

味 ふ 可ら す、 叉且 其の 宗敎 としての 眞理も 悟る 事 能 はざる べし。 聖書 は 神と 人との 關 係を說 ける 書な 

り。 ^々たる 儀式 信條 等の 如き は、 聖書の 大 主眼に あらす。 神 己れ を 人 問に 顯 現せる 事 實を說 き、 其 

の 歷史を 記載せ るな り。 故に 此の 以外の 事 を 研究す るの 目的 を 以て 聖書 を繙 けば、 悉く 失望に 終らす 

んば ある 可ら す。 

不信者なる 丁 抹人會 て 余 W に 告げて 言へ る 事 あり、 「シ H キス ピ ー ャの 著書 屮に 在る 如き 妙 句 は、 之 

を 架 書中に 見出す 可ら す」 と。 此は單 に 文 學的脱 光 を 以て 観察した る 故の み。 若し 聖 書中に 津々 たる 


文學的 趣味 ありと せば、 乃ち 祌を 探り 求めつ、 ある に 之 を 味 ひ 得ん。 然 らば 文學的 要素 甚だ 乏しき 

かと 言 ふに 犬に 然ら す。 試みに 歐米 文學と 聖書との 關係を 思へ。 聖書 を 知らす して は、 到底 歐米 文學 

の神髓 を胆嚼 する 事 を 望む 可らざる に 非す や。 力 ー ライルの 文章に 於て、 辭簡 にして 意 深く、 楚々 と 

して 人に 迫る が 如き 妙 句 ある は、 多く は 直接 間接に 其の 淵源 を 聖書に 發 せり。 或は ダンテの 『神曲』 

ゲ ー テの 『ファウスト』 は 言 ふを俟 たす、 マコ ー レイの 文に 徵 する も 聖書の 感化 實に顯 著なる もの あ 

る を 見る。 彼 は 一個の 紳士に して、 基督 敎 にも 同 ある 人な りし かど も、 未だ 基督 敎の 深遠なる 奥義 

に 達したり と 言 ふ 可ら す、 其の 人生観の 如き は 寧ろ 輕薄 なりとの 誇 を 免れす。 かの 『クライブ 傳』 の 

如き、 印度の 東洋 的 装飾 を 叙す るに 當 つて は 錦 忍 繡腸を 絞りた る 美文 なれ ども、 其の 精祌を 論す る 

に 至って 筆端 鈍れて 淺 薄なる 觀察を なすに 過ぎす。 され ど 彼が 文章の 全局 を 通讀し 來る時 は、 其の 思 

想に 其の 筆鋒に 聖書 文 學に負 ふ 所、 擧げ て數ふ 可らざる もの あり。 而 して 其の 引照せ る 所 は、 普通に 

熟知せられ たる 句に 非す して、 却て 往々 人の 注意せ ざる 所の もの 多し。 げに彼 は 日常 聖書 文學 に沈湎 

せる にあら すん ば、 焉んぞ 能く 斯の 如くなる を 得ん。 . 

サッ カレイ も 亦宗敎 上に は 嘴 を容れ たる こと 少き 人物 なれ ども、 聖書の 知識に 負 ふ 所 多き は、 其の 著 

作を繙 かば 明かな り。 彼 曾て n ン ドン 市の 紅塵 を 逃げ 喧噪 を 厭 ひ、 踪跡を 暗まして 或る 淸 閑の 地に 隱 

れ、 靜 かに 小 說を書 せんとす。 忽卒の 際 聖書 を携 する 事 を 忘る。 爲に文 を 成す 能 はす、 竊 かに 聖書 

を 借らん と 欲し、 書 を 友人の 許に 呈せ しかば、 事 忽ち 露 現し、 折角の 企 水泡に 歸 したる 事 ありし と 言 

ふ" 一 篇の 小冊と 雖も尙 聖書な くして は 之 を 作る 能 はす、 如何に 聖書が 歐米 文學に 其の 感化 を與 へつ 

つ あるか を 察知す るに 足る。 
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實に 泰西 文學 中より 聖書 を 取 除く 事 は、 宛 も 人間の 身體 より 神經 若く は 血管 を 取 除きた るに 同じ。 神 

經を 取り，、 血管 を 除きた ると も、 身體の 形容 は 毫も 異なる 事な きが 如く、 聖書 を 取 去る も 泰西の 文學 

の 形^ は 毫も 異狀を 口 S タる 事な からん。 され ど活？ i?K 地の 精神 は 到底 見る 可ら す。 

米 國を淺 薄な りと 輕蔑 する 人々 の屮 にても、 新英洲 のみ は 之 を 例外と なす 者 あり。 され ど米國 詩人 中 

に斬然 頭角 を 現 はし、 雄大なる 思想 を 有せし ジァ キン ミラ は カリ ホル 一一 ァの 人な り。 其の 精神 は ほ 木 

人と 相 接近せ る 所 あり、 首 從て 適切なる を感 す。 彼 曾て 其の 娃 某に 書 送って 曰く、 

「御身 は 頻に大 文學を 求めた まへ り。 され ど 御身が！： 出の 時、 母上が 御身の 荷物の 裡に藏 めた まい 

ひたる 一 冊の 古書 ある を 記憶した ま はん。 其の 書 今 は 机の 端、 义は 書棚の 隅に 置かれて 塵堆 くな. 

り、 御身の 手 を觸れ たま ふ は 稀な らん。 され ど此は 世界の 文學屮 も大 なる 文學 なり。 創 f 記 叉： 

は 約 百 記 等の 森厳 崇 一" S なる、 我 は 之に 負 ふ 所 極めて 多き なり」 と。 

其の 他 試みに 一葉の 外字 新聞 を 取り、 簡 にして は， 力 ある 辭句を 拔萃し 來れ。 而 して 其の；. H 巾の 五六 十 

は 聖書より. 脱 化せる ものなる を 見ん U 

普通に 使用 せらる、 英譯 聖書 は、 ジ H ムス 王の 勅撰に 係る ものな り。 され ど 今 H の 聖書 學者は 其の 飜 

譯に 誤謬 多く、 原文に 無き もの 譯 文に 在りと 批難し、 近年 改正 譯を 完成す るに 至りき。 叉 アイザック- 

レ ー ザ ー と 言へ る 猶太 人 あり。 间 より 基督 信徒に 非 ざれば、 舊約 書の み を讀む 事なる が、 其の 飜譯に 

誤 多き を 嘆 じ、 正確なる 聖書 を 子孫に 傳 へんと て、 自ら 十八 年の 歳月 を 費して 其の 飜譯を 成就した 

りき。 併し乍ら 從 前の 英譯は 一種の 力 ある 文字に して、 其れ 自ら 旣に 文學 たり。 之 を飜譯 せる 者 は 己. 

れ又 天来の 靈 を 感じ、 其の 感動す る _s ^激^た る に 5〉3 つて は、 原文に 拘泥せ す 自在に 筆 を 馳ら せた る 


所 あるが 如し。 而 して 英 人の 言語 は 此の 書に よりて 非常なる 感化 を 蒙りた る は 明， H なる 事實 なり。 

或は 首 ふ、 國語は 聖書に よりて 造らる と。 然り、 ル ー テルの 聖書 飜譯は 獨逸語 を 造り、 ジ H ムス 王： r 

^の 英譯は 英語 を 造れり。 

元來我 邦人の S 弊と して、 文章 を 綴る に 句節の 長き と 文字の 難解なる を 喜んで 用 ふる 力 如し 象 

樓の賦 の 如き、 何ぞ 其の 難文 字の 夥多し き や。 され ど飜 つて ゥ オル ヅゥォ ルス、 テ 一一 ソン、 プライア 

ント 等の 文章 を 見よ。 言辭 極めて 單純 にして 字句 甚だ 簡潔、 而も 言 はざる は 一一 H ふに 優る の 餘情饒 かな 

る こ 非す や、 邦人 は 「c: る」 の 意 を 現 はさん 爲、 ：JA.OCUre" 若く は " 01>tahi " 等の 字 を 用 ふれ ど 

も、 英 人は簡 にして 力 ある "二  et: の 字 を 用 ふ。 又 折：： 學宗敎 等の 用語と して 我 邦人 は、 "Divinity -r 

"Absolute:  "Eternal" 又は "supernatural" 等の 語 を 喜べ ども、 英人 は" God" の 一 語 を 聞て、 

言 ふ 可らざる 無量の 感懷を 起す が 如し。 斯の 如く 英文 學の心 髓は實 に 聖書より 出で、 其の 權威 あり、 

主張 ある もの 悉く 之に 依ら すん ば 非す。 

加 之 聖書 は 天才 文學に 非す して 品性 文學 なり。 同より 辭句を 精 撰せ ざり しに 非す、 され ど 其の 品 性 は 

美しく 鍛鍊 せられ、 其の 靈性は 常に 高潮な りし 人物が、 雄渾 深遠なる 思想 を縱橫 自在に 陳べ たる もの 

文體 に， S せらる、 事な く、 只 僅に 單 純なる 聯句 を 用 ひしに 過ぎす。 保 羅が以 弗 所 書 一章 を 

書く 時に 當 りて は、 餘 りに 精神 激昂して、 神の 高恩 を 謝する の 情に 滿ち、 却て 文章 を 成さす、 議論 を 

結ぶ 事 を も 忘却した るが 如き 痕跡 歷々 たり。 此は 取リも 直さす 品性が 天才 を抑壓 せる が 故な り。 文章 

ょり霄 へば 拙文な らん、 され ど 品性 又 文學に 非す や。 而 して 品性 文學は 天才 文學 よりも  一 を抽 でて 

高き 所 あり。 ダンテ、 ジョ ン ソンの 文 は 乃ち 之な り。 或 人 司 馬 遷の史 記 を 評して、 其の 文章に は往々 

"嘴^ 演 四， 文肇 としての 聖 »  五 


宗教と. ズ擧  五六 

缺點 なき 能 はすと 言へ り。 蓋し 其 は 司 馬 遷も亦 品性の 人な りしに 由る か。 實に 品性 文 學には 動 も すれ 

ば文學 的の 美 を 缺く事 ありと 雖、 而も 品性 的の 美 は蔽ふ 可ら す。 彼等 は 極力 中：：：^ せんと 欲する 眞理 を- 

說 きつ k ある 問に、 期せす して 文學 的の 美 を 現出す る 者な り。 

余輩 は是 より 聖書 屮文學 的 趣味に 富める 章句 を 引照して， 其の 一斑 を 示さん" 例へば 創世記 四 章 二十. 

三、 四 節に 『劍の 歌』 と 言へ る もの あり。 曰く 

レ メク 其の 妻 等に 一一 m ける は、 

ァダと チラよ、 我 聲を聽 け、 

レ メタの 妻 等よ. 我 言 を容れ よ" 

我 わが 創傷の ために 人 を 殺す、 

わが 痍 のために 少年 を 殺す。 

力 インの ために は 七 倍の 罰 あり、 

レメク の 爲には 七十 七 倍の 罰 あらん。 

レメク 少年 を 殺して 其の 罰 を 恐る.^ の 情 を 歌 ふ。 想 固より 單純 にして、 文 また 美と 言 ふ 可ら す0 且多. 

妻 主義に して 未だ 野蠻的 風俗 を脫 する 能 はす。 され ど 人間の 作れる 詩歌 中の 最も 古き ものと 知らば、 

考古學 上の 趣味 燒 なる 古歌と 言 ふべき なり。 

民數紀 略に 詩歌 多し。 二十 一 章 十七、 八 節に 『井戸の 歌』 あり" 此 はもと 以色 列の-お モ ー セに t=j- かれ、， 

喊野を 彷植し ar 饑渴の 苦 を 嘗めて 漸く モア ゾの界 に 進みた る 時、 人民 共同して 井 を 掘り 水 を 得 たれ 

ば、 其の 喜 を 歌へ る ものな り。 曰く， 


井の 水よ、 湧き あがれ、  一 

汝等 これに 向って 歌へ、  ， 

此の 井 は^と 杖と を もて、  . 一 

牧伯等 これ を 掘り、  一 

民の 君 長 等 之 を 掘れり。 

天地の 萬 物 を 悉く 活物の 如く 觀 察して 之 を 歌 ひ、 且 官民 相 親和し、 上下 相 一 致して 喜 を 衆 と共にす. V 

の 美を寫 す、 其の 情 露に 掬すべき もの あり。 若し 國家 萬般の 事、 上 を 見す して 下 を 見る の 精神 を 以て 一 

處理 せらる k に 至らば、 其の 文 學も亦 一 新生面 を 開く に 至らん。 而 して 此は 聖書 文學の 優れて 美 はし」 

き 特色な りと si はる。  - 

我 邦の 文學に 最も 缺乏 せる 點は、 英語の 所謂 "Sublimity" なり U 或は 之を譯 して 森厳と 言 ひ、 莊. K 一 

と 言 ひ、 崇高と 一一 一一 C ふ。 され ど 全く 其の 意を盡 さす。 乃ち 我 邦に は 未だ 之 を 現 はすべき 文字 を も 有せ ざ 

るな り。 而し て 聖書 文學は 最も Sublimity を 極めた る 辭句を 以て 組成せられ たり。 吟巴谷 書 三 章 十.？ 一 

節 以下の 『亡國 の 歌』 を 見よ。 

其の 時には 無花果の 樹、 花、 咲かす、 

葡萄の 樹、 菜なら す、 

橄攬 の樹、 產 空しく たり、 

田圃 は 食糧 を 出さす、 

圏に は羊絕 え、  一 

H- 嘴 講演 ra、 文皋 としての K 喾  五 七 
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小屋に は 牛な かるべし。 

阈 亡んで £ 鬧 荒れ、 廢跡累 々として 恨 長く、 志士 をして 懷 舊の淚 乾く 時な きに 至らし めん 事を豫 言す 

る、 また 痛切な り。 され ど 彼 は 悲しんで 傷ら す、 ^方 悉く 盡 きて 尙！ 11^ を 失 はす、 更に 歌うて 闩く、 

然しながら 我 は エホバ によりて 樂 しみ、 

吾が 救扬 の 神に よりて 喜ばん U 

主 エホバ は-苦が 力に して、  . 

. 吾が 足 を 鹿の 如くたら しめ、 

我 をして 吾が 高き 處に步 ましめ 給 ふ。 

使 ふに 金な く、 住 ふに 家な く、 友 は 我 を 一 おり、 國は 我を棄 て、 妻子 眷屬 また 悉く 隔世の 人と なる、 露. 

に 我 は 飄然た る 天下の 孤客、 され ど尙神 H ホバ 我と 共に 在り、 之に よりて 喜ばん と。 忽ちに して 九地 

の 下、 忽ちに して 九： 太の 上、 變 化の 極端なる 何ぞ 其の 甚 しき や。 

我 邦の 詩人 は 善く 花 を 歌 ひ、 鳥 を 歌 ひ、 月 を 歌 ふ。 され ど 星 を 歌 ふ 者 は 甚だ 稀な り。 ァラ ビヤ 人 は 常 

に 之を樂 しみ、 其の 歌 また 美 を 致す。 蓋し 渺々 として 際涯 を 極めざる 沙漠に 在って は、 日夕 目 を歡ば 

し、 环 を樂 しまし め、 心 を 跳ら する もの 少く、 獨り 天空に 滴る 如く 懸かれる 昴 宿の み 最も 善く 彼等 を 

慰藉した る もの 在りし に 由らん。 余 攀も亦 星を樂 しむ 念 厚く 薄暮 天文 學書 を携 へて 山に 上り、 心 を 星 

E おの 間に 馳せ、 自ら 世界 以上に 携へ 行かる i 心地す る を 此の上な き 愉快と なせし 事 あり。 而 して 余輩- 

の 斯 くの 如き 思想 を 惹起す るに 至れる は、  又 聖書の 賜な り。 約 百 記 三十 八 章 三十 一節 以下に 曰く、 

なん ぢ昴 宿の 鍵 索 を 結び 得る や、 


參 宿の 繋繩を 解き 得る や。 

なん ぢ 十一 一宮 を その 時に 從 ひて 引出し 得る や、 

また 北 斗と その子 星 を 導き 得る や。 

調 自ら 整 ひて 宛然 奥妙なる 昔樂を 聞く が 如き 思 あり。 而も 其の 想像の 雄渾 濶大 なる 到底 梅が 枝に 鷲の 

聲を 聞きて 喜ぶ 所の 詩人が、 想 ひ 及ぶ 所に 非す。 

馬 拉基書 章 一 一節に は、 太陽に！^ 翼 あるが 如く 想像し、 且つ 吾人の 心を强 うする に 足るべき 慰藉の 一一 一一 n 

あり。 a ぐ、 

され ど 我 名 (神) を 恐る &汝 等に は、 

義の 日出で て界 らん、 

その 翼に は 醫す權 能を備 へん、 

汝等は 本より いでし 接の 如く 躍 跳らん、 

其の 他 創せ 記 二十 m 章、 アブラハムが 其の 僕をナ ホルの 邑に 遣して、 イサクの 妻 を 求めし むる 記事 を- 

讀 まば、 黄昏 井戶の 傍に 水瓶 を 肩に のせて 出で 來れる 妙齢の 佳人、 リベ 力が 睹齒 明眸、 婉麗の 容姿 を- 

以て、 優しく 僕と 相 語ら ふ 一段の 如き、 何たる 美 はしき 光景 ぞゃ。 义約百 記 四 章の 幽靈の 記事に 至つ. 

て は、 英文 學巾 『マク ベ ス』 の 幽靈と 此の 記事の 如き 物 ベ， く. 身の 毛慄 立つ を覺 ゆる ものな しと 稱せ. - 

らる& 所な り。 更に 同 三十 九 章に 騎馬の 事を敍 して、 

たん ぢ 馬に カを與 へし や、  . 

其の 頸に 勇し き K を驻 ひしゃ、  . 

n-s-?? 演 四 、文 « としての 聖書  九 
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なん ぢ之を 蟲の 如く 飛ばしむ る や、 

其の 斬く 聲の 響は畏 ろべ し、 

ハ介 ハ.， 脚ぎ きて 力に 誇り、 

a: ら 進みて 兵士に ふ、 

懼る、 事 を 笑 ひて 驚く と ころな く、 

劍 にむ かふと も 退 力す、 

矢筒 その上に 鳴り、 檢に矛 あ ひきら めく、 

猛 りつ 狂 ひつ 地 を 一 吞 にし、 

喇叭の 聲 鳴り わたると も 立 どまる 事た し。 

と 言 ひ、 千 軍 萬 馬の 犇めき 渡る 間に、 勇し き 鬣 振り 亂 しつ，^ 直驀に 突進す る、 逞しき 駿馬が 勇壯 なる 

働き振り、 努驚 として 服 前に 現 はれ 來る。 

特に 彼の 以賽亞 書 五十 三. U メ サイ ャの豫 言の 如き、 殊更に 之 を 讚す るの 冗 を 要 サす" 以賽亞 書 四 卜 章 

以下 は 實に舊 約 書 文 學の絕 頂に 達した る ものと 言 ふべ し。 

更に 眼を轉 じて 方怕 ペリ タスの 前に 立って、 保 羅が雄 辯 滔々、 懸 河の 勢 を 以て、 妄を辯 じ 誤り を 正し 

たる 使徒 It 傳ニ 十四 章の 記事 を閲 すれば、 宛然 デ モッセ 一一 スを 地下より 喚起し 來れ るの 觀 あり。 或は 

哥林多 前書 十三 章に 於て 「愛」 を頌咏 せる、 又は 同 十五 章に 於て 「復活」 を 論じ、 筆鋒 鋭利 當る 可ら 

ざるの 概 ある、 更に 同 十一 章に 於て 保 羅が千 辛 萬 苦せ る狀 况を敍 したる、 啻に 稱 すべく 吟す べきの 妙 

文なる のみなら す、 深く 讀 者の 精神 を 刺激し、 思 を 高う し 又 心 を 塞から しむる もの あり。 


最後に 默示錄 に 至りて は、 旣に t_ ！督敎 の 目的 を 完成し、 新 天 新地に 入りた る ものにして、 文學、 思想 

また 共に 完全の 域に 達し、 美盡 し善盡 せる もの ある を覺 ゆ。 二十 一章 一節 以 P "に 曰く、 

われ 新しき 天と 新しき 地 を 見たり。 

先の 天と 先の 地 は旣に 過ぎさり、 

海 も 亦 有る ことたし。 

われ 聖き 城なる 新しき H ルサ レムの 備へ整 ひ * 

神の 所 を 出で、 天より 降る を 見る。 

その 狀は 新婦、 その 新 郞を迎 へん 爲に 修飾た るが 如し。 

われ 火なる 聲の 天より 中1 る を 聞け り。 

z: く、 神の 慕屋、 人の 間に あり、 

神、 人と 共に 住み、 人、 神の 民と なり、 

祌 また 人と 共に 在して 其の 祌 となり 給 ふたり。 

神 彼等の 目の 误を 悉く 拭 ひとり、 

仅死 あらす、 哀み哭 き 痛み 有る 事な し。 

そ は 前の 事旣に 過ぎ去れば なり。 

n 「も 講演 巧、 文 雍 としての 9?*-  六 I. 
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(附) 西班牙の 文士 セルべ ン テス 

歐洲 文學に 驚くべき 戯曲 的の 才能 を 現 はし、 ダン テと 拉び赏 せられて、 然も 或る 點 より 霄 へば ダン テ 

よりも  一 I 偉大なる 人物 あり。 是を 西班牙の 武人、 セ ル ベ ン テ ス (Cervantes) とす。 彼はフ ヒ リツ 

プ 二世の 時代に 生る。 時 恰も 文明の 新潮 流、 滔々 として 大河の 一時に 決せし が 如き 勢 を 以て 歐洲の 全 

土に 押 寄せた るに 際す。 舊 思想と 舊 制度と は 悉く 觖 ひ棄 てら れ、 目新し き 物質的 勢力 は 到る 處に 歡迎 

せられて 其 5 地盤 を Ml めたり。 米國發 見は遽 かに 終^ 界の變 動を來 し、 富の 程度 著しく 一ね まり、 富者 

U  ： 奢侈 を 極め 、 贫者愈 -、 窮乏に 迫り、 平 S なりし 社會 は 罪惡と 不平と 軋櫟と の 聲 に て滿 つ る に ..^.,； れ 

り。 セル ベ ン テ ス 此の 情 態 を 見て 憤慨 遣る 方な く、 所謂 ヒ、、 テ ル ゴ ヲ (hidergo) て ふ 任侠なる 武土風 

の：， 坻象を 露 はし、 强を 挫き；^ を扶 け、 以て 社會の 改革 を 遂げん と 志したり。 然れ ども 事々 物々！ ， せ： つ 

る 所と して 皆 其の 志と 齜齬 し、 不幸と 名づ くべ き 凡ゆる 不幸、 艱難と 稱 すべ き 凡ゆる 艱難 は 常に 其の. 

身に 蛸 集し、 實に 彼の 生涯 は堪ふ 可らざる が 如き ゃ楚 辛酸 を 嘗め 盡 したる 生涯に て 終れり。 バ ルンス 

の 不幸、 ジョン ソンの 困窮、 力， I ライルの 辛苦、 之 を セル ベン テスの 生涯に 較 ぶれば 物の 數 ならざる 

なり。 或は 一一 一一 II ふ、 世に 文學 者の 薄命なる、 カモ H ンス (camoens) に 如く 者な しと。 彼 は 葡萄牙 人な 

れ ども 支那の 度 門に 生れ、 有名なる Lusiad を 著し、 後故阈 リスボンに 歸リ、 憐 むべき 乞食の 境涯に 

成り 下り、 可惜 稀せ の 秀才 を 襤樓に 包み、 人の 顧る ことなくして 死せ り。 され ど セル ベン テスの 薄命 

は 恐らく 彼よりも 遙に甚 しきもの ありし が 如し。 若し 彼の 生涯 を 思ひ來 らば、 今日の 文學 者が^ はお 


床に 臥し、 兒は飢 に 泣き、 己 は 水を飮 みて 文 を 作す の 苦を嘗 むる も、 亦 M ぞ意 とする に 足らん" . 

セル ベン テス 晩年に 及び、 己が 一 生を囘 顧して 其の 齟齬 失敗の 閱歷を 想 ひ 起し、 こ、 に. トン キホ ー テ 

(Don  Quixote) と名づ くる 小說を 作れり。 此は歐 洲文學 中に 一 頭 地を抽 でた る大 傑作と す。 乃ち ド 

ンキホ ー テと 一一 目へ る 極めて 眞面 n に ：4=： 直 一 偏なる 主人公 あり。 其の 從者 として 朴訥 愚直なる 田 舍漢サ 

ン n ゥ なる 者を携 へ、 驢 •ill に 跨りて 諸國を 巡遊し、 其の 到る 處に 失敗せ る 事跡 を 最も 巧妙なる 滑稽 文 

學に 綴りた る ものな り。 之 を 西洋の 膝 栗毛と 雷 ふべ し。 彌次喜 太の 行跡 は 只 夫れ 滑稽な り、 道徳 もな 

く悲慘 もな く卑 狼なる 文字 多くして 公衆の 前に 讀 むに 堪 へす。 され どド ンキホ ー テ はもと 眞 面目なる 

心に て 行 ひたる 滑稽に して、 道德 あり、 悲慘 あり、 憤慨 あり、 淸 白なる 文字 何人の 前に 朗讀 する も更 

に 恥づる 所な し。 力 ー ライル 此の 書 を 評して 「偸 快の 書」 と 言へ り。 され ど 余 は 十 年 前 之を讀 みたる 

時、 旣に此 書の に 「愉快の 書」 に 非す、 其の ー讀人 をして 頃 を 解かしめ W 讀股を 抱へ て 絶倒せ しむ 

る もの ある 裡に、 實に 限な き 悲慘の 情 を 含める こと を 感ぜり。 

試みに 思へ、 余に して 若し 正義 公道に 立って 事 を： 大 下に 行 はんと 欲する に當 り、 社會は <ル を容れ す、 

更に 余が 味方と 賴 みたる 人々 も 却て 余 を 攻撃し、 破鬥 する こと ありと せよ。 余 は此に 至り 正に 世の 腐 

敗と 人情の 輕 薄と 到底 事 を 共に する に 足らざる を 見て 之 を 憤り、 其の 賴み 甲斐な きを 嘆す る こと あら 

ん。 然るに 尙 其の 艱難に 打 勝ち、 其の 不平 を 打 忘る i の快樂 ありと せば、 其の 實に！ ^精て ふ 一事に て 

あるべき なり。 ジョン ソンの 言な りと 記憶す、 悲 みの 甚 しき 時 は、 滑稽の 甚 しき 時な りと。 ジョン ソ 

ン、 力 ー ライル、 ダンテ 等が 巧みに 滑稽 を 言へ る は、 取り も 直さす 之が 爲 なるべし。 げに悲 慘の極 は 

^稽 となる ものな り。 
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f ンキホ ー テが 滑稽の 一 一 一 を 述べ て、 讀者 をして 共の 一 斑 を 窺 ふの 便に 供 へん。 彼  一 w 從者サ ン コ 

ゥと 旅す。 二人共に 疲 勞に堪 へす して、 覺 えす 驢馬に 跨りながら 熟睡す。 會" 惡徒來 り、 四 本の 棒 を 

以て 其の 鞍 を 支へ 竊 かに 驢馬 を 盗み 去る。 彼等 熟睡 更に 之 を 知らす、 醒めて 後 其の 驢馬な きを 見 驚き 

呆る、 こと あり。 又 ドン キホ ー テは當 時の 武士の 風習と して 一人の 理想的 佳人 を 心に 畫き、 此の 佳人 

の 好む 所 歡ぶ所 を 行 ふ を 己が 理想と せり。 而 して 彼 ある 時 其の 佳人と 相會す る を 得ん と 願 ふの， 心 切な 

りし かば、 サン コゥに 問うて 曰く 「吾が 佳人 何處 にか ある」 と。 サン コゥ 答へ て 曰く 「我 これ を 知る、 

伴 ひ 申さん」 と。 俱に途 を 急ぎし が 更に 佳人の 住家と も覺 しきもの なし。 因て， 訝り 問うて 曰く 「未だ 

しか」" サン コウ^ち 答 ふ 「佳人 來 りつ i あり、 請 ふ 暫く 待て」 と。 須臾に して 村 娘 二三 相 擁して 米 

る、 サン コ ゥ 曰く 「來れ -,」 と。 主人 目 を あげて 之 を 熟視 すれば、 色黑く  is^ 低く 脣 厚く 丈 低く 肥え太 

りて 容貌 甚だ 醜、 驚き 問うて 曰く 「是 なる か」 と。 サン コゥ 曰く 「然 りかの な M く 美 はしき 佳人 を 見 

ょリ げに 御身が 现想 とする 所に あらす や。 然るに 御身が 之 を 醜き 田舍 娘と ほか 见る能 はざる は、 惡魔 

に 暗まされた るな.，」 と。 此に 於て 互に 相 論す る こと あり。 之 を 以て も 只 漫然 滑稽 を 書して 喜ぶ もの 

と 同 一 視す 可らざる は、 言 を俟 すして 明かな リ。 

或 人 曰く セ ル ベ ン テ ス は 斌士風 を 笑 ひ 殺せり。 是 より 後 武士 其の 影を隱 して 勢力 また 振 はすと。 然り、 

彼は舊 時代の 風俗 習慣 を 笑殺した リ。 宛 も 之と 同じく 余輩 は 我 邦に 於て、 セル ベン テスの 如き 人物 起 

り、 以て 日本 主義と 言 ひ、 武士道と 言 ふが 如き； W 固なる 保守的 思想 を 笑殺して 其の 跡 を 絶た しめん こ 

と を. ば If: む 切なり。 


詩人 ワルト ホ ヰット マン 

WALT  WHITMAN 

地と 人 

米國 は大國 である、 太平洋より 大西洋まで、 ミ シシピ 河の 船より 其 河口まで、 廣衰 三お 萬 方 t -、 比ハ屮 

に 世界最大の 原野が ある、 设大の 河が ある、 最大の 湖水が ある、 最大の 溪 布が ある、 其 他 51 ほ" 取 火と 

稱 すべき 者が 斟 くない、 米阈は 多くの 點に 於て 世界最大の 國 である。 

若し 地が ある 如くん が あると ならば 米國は 大人物 を康 すべ き國 である、 ナイ ャガラ の瀑が 人と 成って 

裏く 者、 ミシ、 ンピの 流れが 人と 成って 灌ぐ 者、 II ツキ ー 山の 如く 高き 者、 チヱ サピ ー ク 湾の 如く 深き 

人物 を康 すべきで ある、 而 うして 米國は 八.' ：11 までの 其 短 かき 麼史に 於て 多くの， 世界的 人物. を 生じた、 

政 台 {is^ とし て は ワシントン、 ジヱ フワ ソン、 フランクリン、 リン コル ン、 宗敎{:^とし て は ジョナ サン • 

エド ヮ— ド、 文士と して は H マ ソン、 卜 n 1, 是れ 皆な 世界 第 一 流の 人物で ある、 米！： が 阯界に 向て 

誇るべき 者 は 其 養豚の 群で は. ない、 其鋼鐵 と銑鐵 とで はない、 其蛛の m の 如き 鐵道 ではない、 誠に 其 

產 せし 人物で ある、 其、 彼等に 由て i? へられし 自由で ある、 其、. 彼等に 由て 施されし 人道で ある、 誠 

に. |n て 力 ー ライルが；！ ひし 如く、 英 人の 誇るべき 者 は 其 領土た る 印度に 非す して、 其 所；^ たる 沙 翁の 

お 人 ワルト ホ ヰット マン  Jrt 
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作で あるが 如く、 米國の 誇るべき 者 は 其 菲律賓 群島に 非す して 其 H マソ ン集 である、 其 ジョナ サン • 

エド ヮ ー ド の祌學 論で ある、 米國の 偉大なる は 其沃饒 なる 原野に 於て あらす して、 其 無私なる 政治家 

に 於て 在る、 其宏 閥なる 文士に 於て ある、 其 神と 交 はる 最も 深き 宗敎 家に 於て ある、 若し 彼等に して 

微からん 乎、 ベン シ ルバ 一一 ャの炭 山 何 か ある、 ネバダの 金 鑛何か ある、 テキサスの 水田 何 か ある、 力 

リ ホル 一一 ャの raK 園 何に か ある、 ミネソタの 麥田何 か ある、 吾人 は 米 國の產 せし 人物 を 羨む、 其ヮ シン 

トン 府の 金庫に 堆積 さる 、誘 腐る 金と 銀と を 羨まない、 前なる 者 は 永久の 寶 である、 後なる 者 は 塵芥 

と 糞土と である。  • 

今の 米國人 

然しながら 惜む べし 今の 米 國人は 前の 米國 人で はない、 彼等 は 今や 其 天與の 富の 呑む 所と なりつ i あ 

る、 然り、 彼等の 多 數は已 に 業に 其 呑み 去る 所と なった. 彼等 は 今や 神と 自由と を 追求め すして 土と 

金と を 求む、 彼等 は 今や 天に 寶を蓄 へんと せす して 地に 犬なる 者と 成らん と 欲する、 彼等の 理想的 人 

物 は 今や 純然たる 地 的 人物で ある、 コンコルドの 哲人に 非す して 新聞 王ハ ー ストで ある、 石油王 B ッ 

クフ H ラ ー である、 政治家と して は 彼等 は 自由の 戰士 たる ジヱ フワ ソ ンの 如き 者を迎 へす して 精力の 

人なる ル ー ズ ベルトの 如き 人 を 仰ぐ、 宗敎 家と して は 彼等 は ジョナ サン •  H ドヮ ー ドの 如き 高士 を 尊 

ますして、 「宗 敎界の 成功者」 を 貴ぶ、 主義 は 今や 米國に 於て 滅びつ、 ある、 歌 は 絶え、 理想 は 消え 

つ.^ ある、 米 國に今 響き 涉る者 は ワルデ ン湖邊 より 出し 文士 ト 1 の 天然の 聲 ではない * 製造所の 槌 

の聲 である、 兩換 店の 貨幣の 音で ある、 Does  it  pay  ？ 「菜して 勘定に ベ = ふ 乎」 と * 是れ 今や 殆どす 


ベての 米國 人が 何事に 就ても 提屮 I する 問题 である、 何事 も 方法と 化し、 何事 も會計 吏の 手に 渡りつ i 

ある、 政治 は 勿論、 思想 も 美術 も、 然り祌 學と傳 道とまで が 弗と 仙に 由て 計算され つ、 ある、 實に米 

國の 今の 狀態 ほど 淺 ましき 者 はない、 全人 類の 希望 を 背に 擔 ふて 起ちし 此國と 民と は 今や 羅 馬の 共和 

li の 取りし 滅亡の 道に 進みつ、 ある、 彼に して 亡びん 乎、 人類 は 誰に 由て 自由の 光明に 人らん とかす 

る、 余 葷此事 を 2心 ひ、 太平洋の 水に 臨み 東の 方遙 かに 西 大陸 を 想望す る 時、 叉 洋底を 潜りて 余 に 達 

す る 電報 を讀む 時 に 長大息 を發す る こと、 幾 13 なる を， g ら ない。 

米國の 希望 

乍然、 神 は 未だ 米 國を棄 て 給 はない、 彼 は今尙 ほ豫言 者 を 送りて 之 を 響め 給 ふ、 縦し 其 文士 も 宗教家 

も 今や 奴 僕の 一種と 化し、 富豪の 門に 座して 其 il^ より 落る パ ンの餘 屑に て 養 はれん と 欲する 者と なり 

しと 雖も、 a ツキ ー 山の 靈は 未だ 眠らない、 ミシシ ピの魂 は 未だ 盡 きない、 米國の 山野 は 令 尙ほ眞 個 

の 自由 を 宿して 居る、 詩人 ブライアントの 愛せし 森 は 今尙ほ 自由の 風に 搖る ぎつ、 ある、 ワルデ ンの 

みどり うつ 

小 湖 は 今尙ほ 天の 碧 を. i して 自由の 水 を 港え つ、 ある、 鳴 呼 ハドソン、 鳴呼デラゥ^-ャ、 嗚呼 コンネ 

チカ タト、 嗚呼 メリ マック、 汝の 水の 盡 きざる 間 は汝の 岸に 自由 を盡 きざらし めよ、 ホヰッ チヤ ー を 

起し、 ブライアント を 起して 止む 勿れ、 汝の 米！： を 救へ よ、 而 して 米阈を 以て 全世界 を 救へ よ。 

ヮ ^ トホ ヰッ トマ、 ン 

而し て此天 職 を 以て 生れ 来りし 者が ワルト • ホ ヰット マンで ある、 純 粹の米 人、 舊 世界の 痕跡 を だ も 
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留めす、 北ハ竹 の髓 まで 新世界の 人たり しは此 人で ある、 彼に 舊き はなかった、 彼 はすべ て 新ら しく あ 

つた、 彼に 帝王 も監赞 もなかった、 彼に 唯 平民が あつたの みで ある、 彼に は 過去 は 無った、 現在と 未 

來 とがあった のみで ある、 彼 は 貧しき 人な りし も大 乎を树 つて 人生の 大道 を 歩んだ， 彼 は 純 粹の米 人 

であった、 卽ち 「人」 であった、 勳章も 位階 も 何も 有た ざな、 乂之を 求めざる、 然り 之を賤 めた る 

「アダム の 子^」 の 一 人であった。  . 

彼の 生涯 

彼の 生涯 は 實に罩 純た る^であった、 r 八；，：： 卜 九 年 五 三十 一：：；、 一一 ュ ー ョルク 州 " ング アイ ランド 

なる ゥ ヱ スト ヒ ルの 父の 農舍に 生れ * 長 じて ブル ッ クリン 市の 某 新聞社に 雇 はれ、 一 一十 歲 にして 獨カ 

を 以て 『口 ング アイ ランダ ー』 なる 週刊 雜誌を 發刊し (今 小 M ほ 布す)、 猶ほ是 に慊ら すして. ゆび ブル 

ッ クリン 市に 出て 其 『ィル グル』 新聞の 編輯 室に 人り、 此處 にや k 滿 足なる 地位 を 保ちし が、 或る いれお 

見の 衝突より して 义兹を 去り、 遠く 南方 一一 ュ ー オリ ン巿に 遊び、 其處に 『クレ セン 卜" 新聞の 編輯 主 

たりし が、 北方 戀 しさに 搏び 故鄕に 還り、 自 から 小なる 書店 を 開き、 同時に 父 『マリ，' マ ン』 なる 

新聞 を發 行し、 玆に 彼の 終生の 事業なる 『草の葉』 の 著作に 着 乎した、 然るに南北戰(.^の始まるぁり 

て 彼の 兄弟の 一人の 戰 地に 在りて 負傷せ し を 聞き たれば、 直に 筆 を 投じて 應援に 赴き、 彼 を 野 戰ぉ院 

に 看護して 健康に 復 さしめ た、 然るに 多数の 同胞の 傷と 病に 苦む を 見て 還る に 忍びす、 玆に 純然たる 

お 護卒と 化し、 戰爭 終る まで 戰 地に 止まった、 後、 た統 .m リ ン コ ル ンの 知遇 を 得て 中央 政" 5 にせ た 

りし も、 暫時に して 職を辭 し、 フ イラ、、 テル ヒャ 市外、 カムデンの 地に 一 小屋 を 借- N け、 玆に 〔氷 僕 一人 


と共に 淡 はき 貧しき 生涯 を 送-り， 千 八- Hz 九十 二 年 三月 二十 七； ：！、 七 トー： 一歳 を 以て 飾りた き 彼の 一生 を 

終った。 

以上 は 彼の 外面の 生酒で ある、 一平 民の 平凡なる 生；^ である、 彼の 平生 を視て 誰も 彼が^ 界 火の 人 

であって、 新 大陸の 預ラ sl^ でありし こと を識ら なかった、 衷に大 なる^ は 常に 外に 小で ある、 彼が 外 

に 鳴らな いのは 衷に 深いから である、 ホヰッ トマ ンは 想 的 米！： 人であった、 故に 平服と 平 215- と： 个貧 

との 外に 3： の 欲； も 望 もなかった。 

金 錢を賤 む. 

然 らば 彼の 富と は 何んで ありし 乎、 勿論 金ではなかった、 拜金宗 の米圃 に.^ れて 彼程 金錢に 淡，：：： なる 

者はなかった、 彼 は 幾囘か 彼の 乎に 落ち 来りし 有利なる 事業 を 放棄した、 彼 は 曾て C ふた 

『< -は金 錢を賤 む』 

と、 彼 は 弗の 表號 をす らも 知ら ざり しとの isH じある、 彼の金錢の受取證には$は常に0と；^^されしと 

のこと である、 求 岡の 繁榮を 誇て. i:- まざりし 此人は 米 岡の 富 を 弗に 於て 認めなかった。 

凤.- 問の 人に 非す 

然 らば 彼の 富は學 問に 於て ありし 乎と 云 ふに、 雨う でもない、 前に も 述べし 如く 彼は學 校に 於て 乎ん 

だ 人で は. い、 彼 は 一 つの 學位を も 有たなかった、 彼の 風 チ問は 人生の 活劇に 於て たネ である、 故に 

彼 は 自 から 無學の 平民 を 貴んで、 鼻 服 鏡の 下に 學問を 誇る 學者 を賤ん だ、 彼 は 
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『- 大眞 にして 氣 取らざる 者』. 

を 愛した、 又 

『能力 ある 敎育 なき 人』 

を 尊んだ、 彼 は 勿論、 自身 敎 育の 無い 人ではなかった、 彼 は 自修の 人であった、 十六 歳の 時ゥ オルタ 

1 スコットの 詩集 一 册を購 ひ、 之 を 五十 年 問の 彼の 侶伴と したとの ことで ある、 义 時には 獨 り海濱 

に 至り、 其 砂の 上に、 叉樹 影の 下に、 舊新兩 約 や 一書、 シ V- タス ピャ、 ホ ー メル、 H スキ ラス、 ソフホ 

クリス、 ゲ ー テ、 ダンテ 等の 作 を 請んだ とのこと である、 彼 は 常に：： ふた 

『せ：： は 之を讀 む 場所に 由て 其 價値を 異にす』 

と、 卽ち 以上の 如き 大著 述は是 れ窒內 に 於て 讀 むべき 者で はない、 靑き 海原に 面し、 靑 きさの 下に、 

自由の 風に 吹かれな が ら讀む ベ き 者で あるとの ことで ある、 彼 は 又 彼の 母國の 雷 語の 外、 別 に 外國語 

を 解し 得なかった、 故に ホ ー マ ー、 ゲ ー テ、 ダンテ 等 はすべ て翻譯 書に 由て 讀ん だと 曰 ふて 居る、 誠 

に大 詩人と して は 有名なる ジョン バン ヤンに も 劣らざる 塞聞淺 學の士 であった、 然し 彼 は 少しも 彼 

の無學 を 恥と しなかった。 

文才の 人に 非す 

然 らば 彼に 文才が あった と 云 ふに それ も 無かった、 余輩 は 彼 は 詩人な りと 言 ふ、 然しながら 是れ彼 

れ 自身が 自己に 就て 言 ふた 所であって、 世が 彼に 就て 道 ふたこと ではない、 彼の 詩なる 者 は文學 上の 

如何なる 標準に 照らして 見ても 詩で はない、 之に 韻 もなければ、 律 もない、 唯の 散文 其 儘で ある、 亦 


散文に しても 美文で はない、 重苦しい 所 も あれば 俗語 其 儘の 所 も ある、 英語 を 解し 得る 讀者は 左の 一 

三の 例に 由て 彼の 文體 如何 を^ ふべき である。 

"I  celebrate  mvself,  and  sing  myseli. 

And  what  I  assume  you  shall  assume. 

For  every  atom  belong.ing  to  me  as  good  belslgs  s  ycu. 

** ン Valt  whitman,  a-  Issmcs,  cf  Jklauliattau  tlie  Ir 

Ts.l)ulent,  fleshy,  sensual,  eating.,  drinking-  and  breeding. 

No  sentimentalist,  no  stander  above  men  and  women  or  npu.t  from  them, 

is.o  more  mociest  than  Immodest. 

-. c  my  bro- づ e  soul 一 

O  farther,  farther  sail! 

O  darinra-  joy,  Ibut  safe  I  Are  they  not  all  the  seas  of  God  ？ 

c  farther,  larther,  larther  sail ! 

是れ 詩で あると 云へば 詩で ある、 然し 普通の 意味に 於て は 如何しても 詩で た 

義に 由れば 

『詩 は 最も 美き 思想 を 最も 美き 言葉 を 以て 表 はした る 者な り』 

詩人 ワルト * ヰット マン 
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とのこと であるが、 ホ. ヰット マンの 詩なる 者 は 其 思想の 如何 は 训問题 として、 其 言葉 は 決して 「美き： 

一一 一一" 葉」 で はない、 故に 詩人 スウ インバル ンの如 き は 彼 を 評して n ふた  ； 

どろみ t  まろ  一 

『泥 溝の 中に 轉ぶ 飮ん だくれ の 婦人の 如し』  .  丄 

と、 實に 職業的 人の 眼に は 彼 は 多分 爾 ぅ：《^ぇ たので あら ふ、 然しながら 世の 文 十： と 批評.！ と を眼屮 

に 置 かざりし 彼れ ホヰッ ト マン は斯 かる 批評に は 3： の 注意 をも拂 はなかった、 彼は自 から 斷 じて 曰 ふ 

た 「我 は 詩人な り」 と、 而 して 彼 は 詩 を 以てず：： ゆ を 化せん とした。  I 

_ 彼の 特有 物 

然 らば 彼の 富 は w に 於て 在りし 乎と 云 ふに、 正直なる 淸き 心より 出た る 理想に 於て 在った、 彼 は 詩人 一 

の： 人 職 を 詠 じて 曰 ふた  . 

『大 なる 理想が  . 

喧、 我が 兄弟よ、 大 なる 现 想が 詩人の 天職な り』  一 

と、 而 して 理想の 一 點に 於て は 彼 は 實に實 に 豊富であった、 實に 理想の 一 點に 於て は 彼 は 詩人 中の 帝 一 

王であった、 余輩の 見る 所 を 以てすれば 此點に 於て は 彼 は 確かに 余 の 知る すべての 詩人の 及ぶ 所で i 

ない、 ゥ オルズ ォスも 及ばない、 ブライアント も 及ばない、 ダンテ、 ゲ ー テと雖 も 決して 彼の 如く 畳 一 

の is 

富で ない と 思 ふ、 ホ ヰット マンの 一 行 は 一 火 34 想で ある、 之 を 伸して  一 .iK 篇 となす ことが 出來 る。 

彼の 詩 題  ， 


勿 ^今 玆 に 彼の 著作 に 就て す ベ て を ：^ii る こ と は 5^ 來た い 、 然 れ ど も 其 如何な るお な りし vi- は 彼の 詩题 

を 一 見して 分かる、 『草の葉』 と は 彼が 彼の 詩 玉 體に與 へし 題目で ある、 而 して 其 巾に 幾 筒の 部門 

が ある、 其 一 は 「，：11 己の 歌」 である、 其 第二 は 「5;- 女： 吶 性の 歌」 である、 其 他 「戰 の 歌」 が ある、 

「死の 歌」 が ある、 「：个 尺 圃 の 歌」 が ある、 而 して 父备 部門の 巾に 幾箇の 短篇、 長篇が あるが、 き 

は^に 詩 題 を？. 1 けす、 其發 端の 句 を 以て 名と して： る、 「平：：^ 國の 歌」 の 一 を 「青き オンタリオの-:； i 

に 於て」 と 云 ふ、 H だれ 其發 端の 句で ある、 「死の 歌」 の 巾に アブ ラ ハム. リン コ ルンの 死 を 悼める 歌 

が ある、 彼の 作 巾：. 取 も 優美なる 者の 一 である，、 

AVlien  lilacs  last  in  the  dooryal.d  Ibloom  (1. 

『r-^1: 花が 最後に 户 口の 庭に 唤 きし 時に』 

"； 儿れ此 篇 の命题 である、 題、 奇拔 にして、 作、 平凡なる が 平凡 詩人の 常で ある、 然れ ども、 题、 平 

凡に して、 作、 iii^ 凡なる が此 人の 特質で ある、 彼 は 彼の 作 を總稱 して 『草の葉』 とい ふた、 に謙遞 

たる， s:: である、 .；：：. 然、 謙遜なる.^ け 深遠 .Ti つ 雄た である。 

彼の 目的 

今より 少 しく 彼の ； g W に 就て 述べん に、 (<ホ 輩 は 彼 の & 一一 n と； II ふて 想と：：： はない、 そ は 彼 は 詩人 で 

あるより は 寧ろ 預言者であった からで ある)、 彼 は 一 つの 道德的 目的 を 以て 世に 起った 者で ある、 彼 

は 美文 を 弄する には餘 りに 眞 面目であった、 彼 は 彼の 作詩の 目的の 一 として n ふた 

『余 が 『f£^ の奠』 を 發刊す るに 至りし 主 な る 動機 は 合 衆國發 展錄終 の！ H 的 は心簽 的に して 乂祌 人的 

^1  、ヮ なトホ 斗ット マン  七三 
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たらざる ベから すとの 余の 確信に 存す、 此發展 を 促し、 之を扶 くる 事 …… 少く とも 之に 人の 注意 

を惹 き、 或 ひ は 其 必要 を 感ぜし むる 事 …… 是れ此 詩集の 目的の 初にして、 其 中に して 其 終りな り』 

と、 前に も 述べし が 如く 彼の 目的と せし 讃者は 上流 社會の 人ではなかった、 彼 は 曰 ふ 

『余が 此 書に 於て 其 始めより 終りに 至る まで 一歩 も讓る ことなく、 余の 目的と する 所の 者は勞 働の 

男と 勞 働の 女と なり』 

と、 而 して 

『彼等に 盈た すに 强健 にして 純潔なる 人格と， ぉ敎 心と を 以てし、 而 して 彼等に 根本的の 所有物 义 常 

習と して 善良なる 心 を 供 せん』 

こと、 是れ 詩人と しての、 又た 預言者と して 彼の 終生の 目的であった。 

彼 の 宗 敎 

故に 先づ 始めに 彼の 宗敎に 就て 語ら ふ、 人に は 何人に も 宗敎が 無くて はならない、 況して 詩人に 於て 

を や、 ワルト ホヰ タト マンに も 亦宗敎 があった、 然し 如何なる 宗敎 か、 彼 は 確かに 妝に 所謂 基督 信 

者で は 無った、 彼 は 層々 明言して 曰 ふた 

『余 は 正統派の 信者に 非す』  ， 

と、 而 して 彼の 國人も 亦 彼 を 基督 信者と して 認めなかった、 彼等 は 彼 は 萬 有祌敎 徒な りと 曰 ふた、 彼 

はメ ッタに 神と 基督との 名 を用ゐ なかった、 彼の 詩 を通讀 じて 彼が 宗敎 家の 所謂 善男善女の 中に 加 は 

るべき 者で ない 事 は 能く 分かる、 然 らば 彼 は 無 宗敎の 人であった かと 云 ふに、 決して、 否な 決して 爾ー 


うでない、 彼 は a 異に 「神に 醉 ふたる 人」 であった、 餘 りに 神と 親し かりし が 故に 無神論者の やうに 見 

えたる 尺であった、 彼 を 萬 有祌敎 徒と 嘲け りし 米國の 基督 信者 は 同じ 忌 はしき 名 を H マ ソンに も與へ 

た.. 彼等 はト 01 を も、 力，' ライル を も 神の 豫言 者と して 認めなかった、 故に 彼等が 彼等の 屮に 起り 

し 神の 此寵兒 の 眞價を 認め 得たかった こと は 敢て怪 むに 足りない、 預言者 は 常に 敎會の 外に 起る、 昔 

時 の 摘 太國に 於ても 雨う で あった、 今の 米國 に 於ても 爾ぅ で あ る u 

.: 示敎 とよ、 ホヰッ トマ ンは曰 ふた 

『余 は 曰 ふ 全世界と 空 天に 懸 るすべ ての a 生 は 宗敎の ためなりと、 

余 は 曰 ふ 人 は 未だ 曾て 彼が たるべき 丈け それ 丈け 半分 も 敬虔なら ざり しと、 

J? 人 も 未だ 曾て 爲 すべ き 丈け それ 丈け 中分 も 神を拜 せす 义之を 敬 ま はす、 

何人も 未だ 曾て 彼 自身が 如何に 神聖なる 乎 未来が 如何に 確實 たる 乎に 就て 考ふ ベく 始め もせす 

と 0 

余 は 曰ふ此 國の眞 正の 且つ 永久の 偉大 は 其宗敎 にあり と、 

之に 由ら すして 眞 正の 且つ 永久の 偉大 ある ことなしと、 

宗敎 なくして 品性 も 亦 生涯と 稱 すべ き 生涯 あるな しと、 

宗敎 なくして また 國も男 も 女 も あるな しと』 

神の：！；： 在に 就て 彼 は 曰 ふた 

『余 は 萬 物に 就て 祌を見 且つ 祌に聽 く、 然れ ども 未だ 少しも 神 を 解せ す、 

詩人 ワルト * ヰット マン  七 五 
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余 は 四六時中、 一 時として 叉 一 瞬間と して 神に 就て 或 物 を 兄ざる 時な し、 

へ：^ は 男と 女との 面に 於て 神 を 見る、 叉 鏡に 對し 余の 面に 於て 神 を 見る、 

ふ み  ひろ 

余 は 神よりの 書翰 を 途上に 於て 拾 ふ、 な 祌の手 を 以て 署名 さる、 

余 は 之 を 元の 所に 遣す、 そ は 余 は 何 處に往 くと 雖も 

尙ほ 他に 彼よりの 書翰が 時 を 定めて < ^の 手元に 達する を 知れば なり』 

と、 彼 は に. 使徒。 ハウ n の， 5 く 

『神に 賴 りて^き、 又 動き、 叉 存在す る こと を 得し 者』 

であった、 故に 彼 は 勿論 靈 魂の 不滅 を 信じた、 固く 固く じた、 彼 は n: ふた 

『ズぷ は 知る 余 は 不滅なる こと を、 

个、 は 知る 余の 生 泥の 軌道 は 大工 の ぶん まわしに. E て 限らる k 者に あらざる こと を、 

<^ は知 る 余 は小兒 が燒， 著 を 以 て ー时 巾に 畫く火 の 輪の 如くに 消え去る 者に あ らざ る こと を、 

余 は 知る 余 は 尊厳なる こと を、 

余 は 自己 を 辯 明す る 爲に心 を 苦め す、 义 人に 了解 せられん とせす。 

余の 往 くべき 所 は 定まれり、 確實 なり、 主 は 其虚に 在まして 余が 彼と： 1; 等の 權利を 以て 彼に 米 

るまで 余 を 待ち 給 ふ、 

ふ ®  ®  ©  二 ひび ふ 

火なる 仲 ii、 我の 戀慕 ふ眞實 の戀人 は其處 にあり』  一 

靈魂 の ハぃ 減と 神 の 愛と に 就て H だれより 强 く：：： ふこと は H 米な い 、 此確 一一-;:: を發し 5^ るお は 基督 敎會^ に！ 


は メッタ に 居らない、 是れは 議論で は 無い、 實驗 である、 實驗に 止らない、 確信で ある、 * に は敎會 

の大 監督、 大祌學 者に して 此確 信の 华分を も 有たない 者が 澤山 居る。 

彼の 天然 觀 

以上 は 彼の 宗敎觀 で あ る 、 然 ら ば 彼 の ：人 然觀 は 如 何 で ぁ つ た乎 と ：K ふ に 、 彼 は祈〔學^^ で はなかった か 

ら 彼に 組織 立った る； 大然觀 はなかった、 彼 は 彼の 標語と して 

" ！ Ensemble,  .;E\.olution,  Freedom  ： 

『合 一 、 進化、 自由』 

を 揭げて 居る が 故に、 彼の 天然 觀は 進化論で ある 乎と 云 ふに 必 しも 雨-つで はたい、 彼 は 大然の 無限大 

なる を 知りし が 故に 之 を 小なる 博物館に 於け るが 如くに 彼の 小なる 腦 裏に 牧 めんと は爲 なかった、 彼 

は 唯 天然 を 愛した、 非常に 愛した、 熱 切に 愛した、 深刻に 愛した、 彼の 天然 觀は 寧ろ； 大然 愛であった、 

故に 天然 は 彼の 熱愛に 報 ひんが 爲 めに 彼女の 祕密を 彼に 傅へ た、 ワルト ホ ヰット マン は 激甚の 愛 を 

以 て 天然 の 衷心に 逼り其 戀愛を k ち 得 た^で あ る。 

彼の 有名なる 一 句 は 左の 如き 者で ある、 

『小兒 あり. 其 手 を 擴げ、 我に 草 一華 を籣 して：： く 草と は M ぞ やと、 

我れ 如何にして 小 兒に答 へん や、 我 は 之に 就て 彼が 知る より W 上 を 知らす。 

み ど. リ 

我 は 想 ふ、 之れ 我が 天性の 旗號 なるべし、 X， ばぶ の綠の 色に しあれば。 

或 ひ は 想 ふ、 之れ 神の 手 巾なる べし、 

?s 人 ワルト ホ ヰット マン  せ 七 
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香水 滴らした る紀念 品に して 故意と 途に 遺されし 者なる べし、 

しる  、 , 

其 隅に 持主の 名 は 記されて 我等 は 其、 誰の ものなる 乎 を 知る を 得 へし 

或 ひ は 想 ふ、 之れ r 廣き國 にも 狹き國 にも、 均しく 萌芽し 

黑 人の 中に も 亦 白人の 中に も 同じく 發 生す」 て ふ 意味 を 通す る 

萬國 共通 の 象形文字な るべ し。 

我 は 更らに 思 ふ、 之れ 墓場に 生 ふる 長く して 美く しき 頭の 髮 なる ベ し。 

心して 我 は汝を 手に 取るべし、 汝、 波打た る 頭の 髮ょ、 

汝或ひ は 若き 人 等の 胸より 生へ し 者な らん、 

我れ 若し 彼等と 識 りしなら ば、 多分 彼等 を 愛せし ならん、 

或 ひは老 ひたる 人より なる 乎、 或 ひ は 母の 懷 より 生れて 間もなく 取り去られし 赤子より なる 乎- 

而 して 今 又此 所に ありて 汝は 母の 懷 たり』 

k ち、 詩人 は 曰 ふので ある、 我 は 草に 就て 小兒が 知る より 以上 を 知らす、 或 ひ は是れ 希望に 傾く 我が 

天性の 旗 章な らん、 或 ひ は是れ 我が 戀 人なる 神が 我に 拾 はし めんと て、 其 情を罩 めた る 香水 を 注ぎ、 

其 名を署 して 途上に 遣せ し 愛の 紀念 品な らん、 或 ひ は 其、 地上 到る 所に 生 ふる を 見れば、 是れ 萬國共 

通の 表號 文字な らん、 或は 更らに 深く 思へば、 是れ 墓場に 生 ふる 頭髮 にして、 或 ひ は 愛すべき 靑 年男 

女の 胸より 生 ふる 者 も あらん、 老 ひたる 人より 生 ふる も あらん、 或 ひ は の懷 より 生れて 間もなく 取 

り 去られし 愛兒の 身より 生 ふる も あらん、 而 して 今や 草 其 物が 母の 懐の 代用 を爲 して 愛兒を 墓に 護り 

つ、 ありと、 實に g 木く も あり 優しく も ある、 草 一 宽に 詩人の 智識と 信仰と 愛と 情と が罩 めて ある。 


ホ ヰット マンが 天然 を 歌 ふに 方り、 彼に 何にも 大山に 登り、 大海に 臨み、 大瀑を 聞き、 大河 を眺 むる 

の 必要がなかった、 彼 は 景色 を 探らん 爲 めに 無用の 旅行 を 企てなかった、 此點に 於て 彼 は 天然 敎の宗 

祖、 英のゥ オル ヅォス と 全く 趣 を 異にして 居る、 彼 は 撰んで 湖水 地方に 隱 退したかった、 フィ ラデル 

ヒャ 市外、 カムデンの 地、 ヂ ラウ *1 ャ 河の 流れ 廣 くして 深く、 大船 E 舶の 往来す る邊に 在りて 彼は充 

分に 天然と 交 はり 得た、 天然と は 何も 必 しも 山中の 湖水で はない、 巖 上の 樱 草で はない、 空 天 高く 啼 

く杜 Si ではない、 夜な く 頭上に 輝く 星 も 天然で ある、 路邊に 生 ふる 草 も 天然で ある、 河 も 天然で あ 

る、 本： 氣も 天然で ある、 馬 も 天然で ある、 鼠 も： 大然 である、 而 して ホ ヰット マン は 平民 詩人であった 

から、 彼 は 平民の 眼に 接する 天然に 就て 歌 ふた、 天然 を 愛する と稱 して 人 を 避けて 山に 入り、 獨り風 

月 を樂む 詩人 を 彼 は 心より 賤ん だで あらう。 

彼れ 曾て 家に 在て 過 雁 一 行、 聲を 放て 空 天 を 翔る を 開いた、 

『巨 雁 一群 を 率いて 暗夜 を 走る、 

彼 は 曰 ふ、 「ャ ホン ク」 と、 而 して 我 を 招く が 如し、 

淺 慮の 人 は 之に 意味な しと 言 はん、 然れど 我 は 耳 を 傾けて 聞く、 

而 して 其 心意と 場所との 冬 天 高く 彼處に 在る を 知る』 

Eli- れ 確かに ゥ オル ヅォス の杜 に 寄す る 語に 優 さるの 首 葉で ある、 飛 雁 は 叫 鳴を發 して 詩人 を 上に 招 

きつ k ある、 而 して 詩人 は 耳 を 澄して 其の 招待の 聲を 聞て、 其 招待の 心意と 場所との 

『冬 天 高く 彼處に 在る を 知る』 

と 曰 ふ、 に 座して 雁行 を 聞て 天 國を懷 ふと は此 事で ある。 

詩人 ワルト ホ ヰット マン  お 九 
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ひづめ  かも， 0  ひよ つ こ 

『蹄 鋭き 北方の 火 鹿、 戶 口の 鴨居に 座す る 猫、 鶴 雛、 野犬、 

杭々 と吟々 る牝 豚の 其お 房に 犇と 取附く 豚兒の 一 群、 

半ば 張りた る 翼の 下に 雛を隱 まふ 七面鳥、 

我 は 見る 彼等と 我との 中に 舊き同 一 の 法則の 働ら く ある を』 

天然 物に 對 する 同情 は是れ より 以上に 達する こと は 出来ない、 獅子と か 麒麟と か、 鳳凰と か、 孔^と 

かに 對 する 頌 讚の 辭で はない、 犬と 猫と 豚と 家禽と に對 する 同情の 歌で ある、 而 かも 彼等と 我との 問 

に 同一 の 天則が 働ら いて 居る と 云 ふ、 人、 賤 しき 乎、 禽獸、 貴き 乎、 詩人 は 勿論 言 はんと 欲した、 

「祌の 造りし 禽獣 は 人 丈け それ 丈け 贵く ある」 と。 

詩人 は 又 曰 ふ 

『我れ 我 足 を 以て 地を踐 めば 萬感 一時に 湧出す、 • 

我れ 之に 就て 語らん と 欲する も 我が 力 及ばす』 

と、 彼 は沟に 昔時の モ ー セと 均しく 神前 聖き 所に 立ちつ \ あつたの である、 此地は 到る 所、 彼に 取て 

は 神 であった。 

彼 は 馬に 對 して 曰 ふた、 

『牡 馬の 雄大なる 美形 我が 愛撫に 應 じて 我が^に 立つ、 

其 額 は 高く 眼の 間に 廣し、 

艷々 したる 靭 やかなる ra 足、 地 を拂ふ IT 

猛威 輝く 眼、 尖りた る 耳、 


我れ 其 上に 跨る や 其 鼻孔 は 開く、 

其 整備せ る 四 足 は 我等が 馳走す る 時 歡喜を 以て 震 ふ。 

然れ ども 我 は 暫時 汝を用 ふるのみ、 我 は 度に 汝を 放免す、 牡 馬よ、 

我れ 汝を追 越し 得る に 何 ぞ汝の 足を藉 らん や、 

我 は 起つ も 座す るも汝 よりも 遙 かに 迅く 走る を 得るな り』 

勿論 忍 想 を 以て ある、 詩人の 思想 は 電光よりも 迅し、 名馬 も 及ぶべき でない、 彼 は 馬 を 見て 喜ぶ、 

^し 之に 乘 りて 遊ばん と はしない、 若し 走る の 要 あらん か、 座す る も 能く 龍馬 を 追 越し 得べ しとの こ 

とで ある、 天然 を 愛して 之 を 濫用せ すと は此 事で ある。 

彼 は 又 日 ふた 

『余 は 信す 草の 一葉 は 星の 萬 年の ェに 劣らざる こと を、 

一 M-J  ►  みそ *v、* い に ま ひと 

蟻 も 完全な り、 砂の 一. 粒、 鷓懿の 卵子、 呰な 等しく 完全な り、 

蟾蜍は 至上 者の 最上の 食物たり、 

地 を IS ふ 懸鉤子 は 天の 客間 を 飾 る に 足る、 

如何なる 機械 も 我が 手の 一 關 節に 及ばす、 

頭 を 低れ て 草 を嚼む 牝牛 はすべ ての 彫劍 物に 優 さる、 

M 一  疋は億 萬の 無神論者 を踉蹌 かすに 足る の 奇跡な り』 

詩人 ワルト ホ ヰット マン  八 一 
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天然と 親交 を 結びし 者 は 此詩を 解す るに 難くない。 

然し ホヰッ トマ ンは鳥 や 獸を歌 ふの みに ては滿 足しなかった、 彼 は 大宇宙 を 歌 はんとした、 天文 風 子 を 

歌 はんとした、 地！：！ m 子 を 歌 はんとした、 彼の 歌 は 直に 近世 科 學を襲 ふた、 雄大なる 彼 は 星雲 說と 進化 

論と を 詩 化せん とした。 

『我れ 我が 母より 生れ 来りし 前に 我に 萬 代の 守護 ありたり、 

. 我は胎 卵たり し 時より 未だ. せて 眠ら ざり し、 M 物 も 我 を埋沒 する 能 は ざり し、 

我がた めに 星雲 は 軌道 を 離れ ざり き、 

時 を經て 地曆は 我が ヒに 積まれたり、  •  • 

廣大 なる 植生 は 我に 滋養 を 供せ り、 

お大 なる 怪獸は 我 を 其 口に j おへて 注意 を 以て 我 を flE めり。  . 

すべての 勢力 は 我 を， 〔兀 成し、 我を樂 ますた めに 使 はわたり、 

面して 今此 所に 在て 我 は 我が 强 健なる 靈を 以て 立つな り』 

あ 歌の 意味 を 知らん と 欲せば 星學と 地質 學と を學 ばなければ ならない、 ス ぺ ン サ ー 氏のお 合哲學 も、 

ジョン フィスク 氏の せ宙 學も、 人の 此； 一. n を 敷衍^ 明せ し 者に 過ぎない、 雄大と 一一- はん 乎、 遠 

と  一一 H はん 乎。 

次ぎ は 皮の 國 (么觀 である、 而 して 彼の 國 〔旅なる もの は 北米 合衆國 である、 哲學^ ならざる 彼に は 彼の 


络 想に 畫 かれた る 理想の 國 家なる 者はなかった、 彼 は トマス . モ ー ァの やうに 大洋の 彼方に 理想の 國 

ル豕を 夢想し なかった、 叉 博士 ス タインの やうに 先づ國 家なる 辭に 定義 を 下して 然る 後に 共發達 をみ  1 じ 

なかった、 直ちに 天然 を 愛して： 太 然を誕 ひし ホヰ ット マ ンは ja ちに 彼の 國を 愛して 其 愛 を 歌に 現 はし 

た、 彼に 取りて は 理想の 國家は 後に 在るべき 者で はない、 今、 在る 者で ある、 北米へ；： 衆國は 人類 六 干 

年間の 歷 史を繼 承して、 世界の 責任 を擔 ふて 起った 者で ある、 彼れ の國 なる が 故に贵 いので はたい、 

人類の 希望 を充 たすべき 國な るが 故に 尊い ので あ る , 字宙 的な る 彼 は 自己の ために 自國を 愛しな かつ 

た、 又國 のために 國を 愛しなかった、 世界の ために、 人類の ために、 离 物發展 のために、 宇宙 進： びの 

ために 彼 は 彼の 北米 合 衆國を 愛した。 

『靑き オンタリオの 3lt に 立ちて、 

我れ 過ぎに し戰 爭と復 りし 平和と、 (仅 たび 歸らぬ 去りに し 人を懷 ひし 時に、 

儼し き 風 申の E 犬なる 人影 我 前に 現 はれ、 我 を捉ら へて 曰く 

我がた めに 亞米利 加の 丹心より 出る 詩 を 作れよ、 勝利の 歌を唱 へよ、 自由の 曲 を 奏せよ、 

5 ふ ：る しふ 

然り、 汝、 此處を 去る 前に 之よりも 更らに 力 ある、 主 國の產 出の 劬の歌 を 謳へ よ』 

是れ 彼が 南北 戰ゅ 終りし 後に、 獨りォ ン タリ > の 湖邊に 立ちて 亞米利 加の 靈 より 聽 きし 聲 である、 

r-i- 主 國の產 出の 劬の 歌」、 産出に 伴 ふ 苦痛、 苦痛に 伴 ふべ 布-ぼ H、 希望の 供す る獎 働、 之 を 歌 ひし^が 

彼の 愛國 歌で ある、 彼 は 合 衆國を 帆船に 擬ら へて 富 ふた、 

『走れよ、 善く 走れよ、 汝、 民主 國の 船よ、 

汝の積 荷は價 貴し、 現在の みならす、 

人 ワルト ホヰ ット マン  All 一 
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過去 も 亦 載せて、 汝の艘 中に 在り、 

汝の 運命の みに あらす、 西 大陸の それにお まらす、 

全世界 は 約め て 汝の龍 骨の 上に 浮ぶ、 

「時 は」 汝に 由て 進航す、 前の 國民 は汝に 由て 浮き 乂 沈む』 

北米 合 衆 國は恁 かる 國 である、 全世界 を 約め， たる 者、 其 粹を萃 めた る 者、 ヱ ジブ トも、 バビ 一一  ャ， V 

アツ シリャ も、 ギリシャ も、 口 ー マ も、 其 後に 起り たる 舊 世界の 國々 もす ベて 彼女に 在て 浮ぶ との 事 

である、 而 して 世界 歴史 を 究めし 者 は 詩人の 此 一一 E の 決して 誇大の 首で ない 事 を 知る、 北米 合 衆 國はー 

時に、 他より 飛び離れて 獨 りで 起った 國 ではない、 其 建設者 は ワシントン、 フランクリン、 ジ H フ： 

ソ ン に 止まらない、 英國の コ n ムゥェ ルも其 建設に 與 つて 力が ある、 佛國の コ リ 一一 ー も 其 建設者の 一 

/、である、 伊 國のサ ボナ P 1 ラも 其土臺 石の ー假 である、 然り、 更らに 歷史に 遡りて 稽 ふれば^ 太の 

。ハ ゥ も羅馬 のシ ー ザ ー も、 希臘 の ペリ クリス も 皆な 悉く 合 衆國の 建^ に 貢 獻 した る 者で ある、 ナイ 

ル、 ユウ フラ テス 兩 河の 岸に 起り し 文明が 西漸して 太平洋 岸に 達せし 者が 北米 合衆國 である、 西洋 文 

明の 最後の 繼承 者た る 此國は 其 華で あり、 粹 であるべき である、 故に ホヰッ ト マ ン は米國 詩人の； 大職 

に 就て 言 ふた、 

『："3 細亞 と 歐羅 巴の 不朽の 詩人 は 旣に其 業 を 終へ て 他界に 去れり、 

今や 一 攀業の 尙ほ存 する あり、 彼等す ベての 上に 屮：； る 事是れ なり』 

是れ傲 の 言で あ る やうで 爾 うで はない、 弟子 は 常に 其 師に優 さ る ベ きで ある、 詩に し て 若し 古ん に 

學 ぶべき 者な らん 乎、 詩 は 詩なら ざるべし、 は 希望で ある、 豫言 である、 先見で ある. 囘顧を 小と 


する 支那 人の 詩が、 -t- にの み 巧に して、 人 を 奮起せ しむる 靈 能に 於て 缺 くる ある は 人の 善く 知る 所で 

ある、 詩 は 善く 其國を 代表す る、 詩人 を 知て 能く 彼を產 せし 國を 知る ことが 出来る、 文豪 ト„-.- は 彼 

れホ ヰット マンに 就て 言 ふた 「彼 は 民主 國其 物な り」 と、 北米 合 衆國を 身に 體 せる 彼 は大膽 であり、 

a 力で ちり、 不覊 であり、 不遜、 無禮と 見做さる k 程までに 獨 立であった、 彼が 自己 を 世に 紹介せ る 

一一-一 〔に 左の 如き 者が ある、 

『ワルト ホ ヰット マン、 小宇宙な り、 マン ハ タンの 市民たり、 

躁. << しく、 肉 肥え、 情强 く、 食ら ひ、 砍み、 繁殖す、 

感情家に 非す、 人の 上に 立た す、 又 人 を 離れて 立た す、 

不遞 にも 非す、 亦謙遞 にも 非す』 

沟に 模範的 米 國人其 儘で ある、 平等 は 米國の 精神で ある、 すべての 人 をして 「人」 たるまでに 進き せ 

しむる こと、 夫れ が 米國の 天職で あると。 

彼の 同情 性 

以上の 叙述に 由て 彼が 如何に 情の深い人であった か f 分かる、 犬 や 猫 や 豚 や 七面^に 對 して 「同一 の 

法 S の 我と 彼等との 問に 倒ら く を 見る」 と 曰 ふた 人 は 人に 對 して 深き 同情 を懷 いたる 者であった こと 

は 言 ふまで もない、 實に 『草の葉』 の 全篇に 涉 りて 何物に 對 しても 彼の 同情 は充ち 溢れて 居る、 是れ 

が 彼 を 第一流の 詩人と なした る 主なる 理由で ある、 彼に 優麗の 文はなかった、 玄妙の 哲學 はなかった 

ス<* の 智識はなかった、 然れ ども 彼に 深き 同情が あった、 "： 疋れが 彼 をして 詩人たら しめた、 實に 偉大 

詩人 ヮ. -ト * ヰット マン  •  八 一 i 
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なる は 同情で ある、 深遠なる も 亦 同情で ある、 同情 は 人の 心 を 開く 鍵で ある、 天然の 秘密 を 探ぐ る 光 

である、 是れ ありて 多くの 缺點 を^ ふこと が 出来る、 是れ なくして 文字 も 智識 も 死物で ある、 ワルト 

ホヰッ トマ グは 特に 同情 的 詩人で ある、 詩 神の 心 を 授かった 者で ある。 

『太陽が 汝 を担絕 する まで は 我 は汝を 拒絶せ ざるべし』 

是れ 彼が 世の すべての 不倖 者、 異端の 徒、 救濟の 希望な き 者と して 人に 棄 てられし 者に 對 して 發 せし 

言で ある、 世の 失敗 者に 對 して は 彼 は 一一 >ー2 ふた 

『余 は 高調の 昔樂を 執て 來る、 喇叭と 太鼓と を 執て 來る、 

余 は 世が 戰 勝者と 見做す 者の ためにの み 曲 を 奏せす、 余 は亦戰 敗者の ために、 亦戰 場に 斃れし 

者の ために 樂を 奏す。 

汝は人 S 首 ふ を 聞きし 乎、 戰に 勝つ 者 は 福 ひなり と、 

余：^ 言 ふ、 負ける 者 も 亦， 一 i ひなり と、 そ は 勝つ もお ける も 同じ 精神に 由れば なリ、 

< おは 幾れ し 者の ために 打ち 义 鳴らす、 

A ポは の n を 喇叭に 當て& 最高 最莊の 曲 を 彼等の ために 奏す。 

敗お し 者 萬 歳！ 

海に 軍艦 を 打 沈められし ^萬^! 

艦と 共に 海に 沈みし 者 萬 歳！  . 


戰に 敗れし 將軍萬 歳！ 克服され し： 者 萬 歳！ 

ゆに 知られた る 最大の 勇者に 劣らざる 無數の 知られざる 男^ 萬 歳！』  . 

へ.； -輩は 近世の 文學に 於て 劣敗 者に 對 する" だよりも 深い 同情 を 知らない、 成功者の 謳歌 を 唯一 の 業と す 

る 今 の 文學者 流は此 詩人の 前 に 立て 慚 死す ベ きで ある。 

彼が 老兵 二ん の 葬 懷に會 し、 彼等 を ふ辭に 左の 如き 者が ある、 時 は 日曜日の 夕暮、 日 は 西に 沒し、 

月 は 東に 界る、 樂隊は 太鼓と 喇叭と を 打^らし 悲曲 を 奏しながら 柩を 送る、 

『嘹、. 死 を 送る 進行 曲よ、 汝は 我に 樂し、 

喧、 銀色 を 以て 輝く 月よ、 汝は我 を 慰む、 

喷、 我が 二人の 兵卒よ、 墓に P 'らんと する 老兵よ、 

我 は汝に 何を與 へん 乎。 

n は 汝に光 を 供す、 

喇叭と 太鼓と は樂を 供す、 

而 して 我心 は、 植、 兵卒よ、 老兵よ、 

我心 は 汝に愛 を 供す』 

然り、 来國の 南北 戰爭に 於ても 他の 戰 1  学に 於ての 如く、 戰 死者に 昔樂を 供し、 讚辭を 供し、 名 譽を供 

する 者 は 多かった、 然れ ども 詩人の み 能く 愛 を 供した、 彼 は 他の 人の 供せ ざる 者 を 供した、 彼 は 心よ 

りする 愛 を^した、 國に 欲しき 者は斯 かる 詩人で ある。 

詩人 ヮ，？ ト ホ ヰット マン 
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ホヰッ トマ ンの 同情の 秘訣 は 左の 言葉に 於て 現 はれて 居る、 

『余 は 傷 を 食へ る 人に 彼が 如何に 感する や を 問 はす、 余 は 自身 傷 を 負 へ る 人と 成る』 

他人の 苦痛 を畫 くので はない、 自身 痛み 苦む ので ある、 彼の 粗雜 なる 文字が 强く讀 者の 肺腑 を 突く は 

全く 是れ がた めで ある。 

彼の 人生 概 

而 かも 斯 くも 同情に 富みし 詩人 は 自身 は 徹頭徹尾 歡甚の 人であった、 彼に 若し 人 i 観なる ものが あり 

しと すれば 之 を喀々 的 人生観と 稱す るより 他に 言葉 はない、 余輩が 彼の 詩 を悅ぶ 所以 は 主として 此奪 

ふ ベ からざる 彼の 歡喜性 に 於て ^す るので ある。 

『心に 喜び 意に 適 ひて 余 は 生路を 歩む、 

余 は 歩行の 處を 揮ます、 余 は 唯 其 善なる を 知る のみ、 

全 宇宙 は 其 善なる を 表彰す、 

過去と 現在と は 其 善なる を 表彰す、  - 

如何に 美 はしく 且つ 完全に 動物 は あるよ、 

如何に 完全に 此地は あるよ、 其 最微の ものに 至る まで、 …… 

善と 稱 ばる i 者 は 善たり、 亦 惡と稱 ばる k もの も 等しく 善な り』 

然 らば 彼に 取りて は惡 なる 者 は 無 かりし 乎と 云 ふに、 彼 は 勿論 惡の 存在 を 認めた、 然し、 善の ための 

であって、 惡に \:^5； まる、 ための 善ではなかった、 彼 は 言 ふた、  j 


『余 は默 想の 中に 宇窗 を 逍洋し て、 小なる 善が 徐々 と して 不朽に 向て 進行く を 見る、 

叉大 なる 惡が自 から 跡 を 絶ち、 「m え はつ 失せ 行く を 見る』 

善 は 小 且つ；；： おなりと 雖も 不朽に 赴き、 惡は大 且つ 强 なりと 雖も 自滅に 終る、 善 は 慕 ふべき である、 惡 

は 恐るべきで ない、 全 宇宙の 赴く 所 は 善で ある、 惡 ではない、 惡の^在は嬉々的人生觀の抱懷を^§げ 

ない、 故に 詩人 は 又 首 ふた、  - 

『地 は 善な り、 星 は 善たり、 彼等の 附歸物 は 皆な 善な り』 

ホヰッ 卜 マ ンは父 力 ー ライルの やうに すべ ての 善き 事 を 過去に 於て ん としたかった、 彼に 取りて は 

「善き 時」 とはコ a ムゥ H ル 時代ではなかった、 ワシントン 時代ではなかった、 黄金時代 は 過去に 於 

て 無かった、 今 在る と、 彼 は 言 ふた、 

『惊々 年 を經て 我に 來 りし 此時、 

之に 優 さりて 善き 時 はなし、 而 して 今 は 其 時 な り 』 

而 して 此 地を樂 み 現在 を樂 しみし 彼に は 死の 恐怖 は寸 毫もなかった、 彼に は實に 死なる もの はな かつ 

たので ある、 此 地が 旣に 生物た る 以上 は、 死して 此 地に 葬られる の は 生に 呑まれる ので ある、 故に 彼 

は 言 ふた、 

『余 は 余の 身 を 康に委 ぬ、 余の 愛する 草と なりて 後た び 生え 出ん が ためなり、 

若し 汝、 復 たび 余 を 見ん と 欲せば 之 を汝の 靴の 下に 探れ』 

は 意して 路を步 めよ、 汝は 余を踐 まん も 計られす との 事で ある、 必す しも 天に 昇る の 要な し、 此地旣 

に 神の 樂園 なりと、 i に樂天 主義 ありと 雖も ホヰッ ト マ ン の それの 如く 嬸々 たり 又 快々 たる はない。 

JK; 人 ト * ヰット マン  八 九 
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. ^人め 待遇  \ 

米 國人は 彼等の 屮に 降り 来りし 此 絶大の 詩人 を 如何にして 迎 へし 乎と 云 ふに、 侮蔑、 嘲笑、 薩、 M 

辱 を 以て 迎 へた、 P 八 百 五 卜 五 年、 詩人が自か.2^植字して 『草の葉』 の 第， 一版 を 出せし 時に、 寶れし 

もの 储 かに. ー 二 冊、 而し て進虽 木の 多 數は其 中に 罵 辱、 嘲 誚の言 を 記 人され て 著者に 突戾 された、 曰 一 

.U は ごと 

く是 れ 野蠻. の， 文 字な りと、 ：： く泥醉 者の 誑 雷な りと、 普通の 人で ありし た ら ば 此 待遇 に 失 §1- して 永 一 

久に 筆を收 めた であら ふが、 嬉々 的 人生観 を懷 く；^:: 人の 詩人 は 少しも 之 を 意に 介せ す、 其 年の 夏 は 署ー 

を 海濱に 避け、 宇宙の 大氣に 接して： 史らに 大に養 ふ 所 あり、 涼風 到りて 都市に り來る や、 彼 は 記し 

て 言 ふた"  一 

『余 は 余 自身 の 定めし 法式に 由り 余の 詩的 企業 を以 て 前進す るに 決心せ り』  一 

詩人 は 元來： 者で ある、 筆 執る 纖 き 文人で はない、 亜米利加の 丹心 を 歌 はんとせ し 詩人 ワルト ホ， 

ヰ ッ卜マ ン は米國 人の 冷遇に 辟お.^ しなかった。 

然し 二三の 米 國人は 彼の 天才 を 認めた、 而 して 其 一人 は コンコルドの 哲人 ヱ マ ソンであった、 其 他の 

一 人 は エマソン の 友人なる 卜 口 ー であった、 リ ン コ ル ンも亦 後に 『革の 葉』 の 著者に きして、 

『彼 は沟 に/、 らしき 人な り』 

との 評を卩 した * 偉人 は 偉人 を 知る、 然り、 偉人の み 能く 偉人 を 知る、 米圃 の社會 も敎會 も此大 詩人 

を 措て^ は ざり し 時に、 當 時の 米 園の 精華たり し此 等の 三人に 於て 天来の 大豫言 者 を 見た。 

豫霄者 は 其 故鄉其 家の外に 於て 尊 まれざる ことなしと 云 ふ、 ホヰッ 卜 マ ンも豫 言 者の 數に 漏れす、 彼 一 


の 故 1: の 米國に 於て 疎まれて 洋の 彼方の 歐洲に 於て 尊 まれた、 英國に 在て は 力 ー ライル、 ラスキン、 

コンゥ H 1 等の 一 團は 彼の 天才と 偉大と を 認めた、 テ 一一 ソン の 如き も 早く 彼を迎 へ、 終生 彼の 友と な 

りて 存 した、 テ -ー ソンが 毎年、 年改まる 毎に 大西洋の 西岸に ある 彼の 詩友に 送りた る 短信 は 左の 如き 

ものであった、 

『敬愛す る老 ひたる 人よ、 よりも 更 らに老 ひたる 余 は 君に 新年の 慶賀 を 贈る』 

佛國に 在て は ブランク 夫人、 彼 を 彼女の 國 人に 紹介し、 獨 逸に 在て は フライ リグ ラ ー ト氏 同一 の 任に 

常り、 伊岡に 在て はネ ンチォ ー ネ氏、 彼 を ダンテの 阈 人に 紹介した、 而 して 最後に 彼に 耳 を 便け し 者 

が 彼の！！ 人た る 米 人で ある、 彼 は カムデンの 寓居に 在て 老 ひて 老を養 ふに 資 なく、 傲 かに 女人の 寄贈 

に. H て 其 寡. 欲なる 生活 を續 けた、 而 して 干 八 百 九十 一 一年 三月 一 一十 七日、 彼れ 何の 惡意を 挾む ことなく、 

ー點の 恐怖 を懷 くこと なく、 嬉々 快々 の變を 遣して、 此世を 去る や、 彼の 葬式 を 司りし 者 は 基 螯敎ま 

の 監督に 非す、 义其 牧師、 傅 道師、 神學 博士に 非す して、 無神論者の 首魁と 見做されし & バルト. ィ 

ンガ ー ソル 其 人であった、 彼れ 「無神論者」 の イン ガ ー ソル、 f 讨 人の 貧と 病に 苦む を 聞く や、 フ イラ 

デル ヒ ャ"ぉに1^^ん慰撫のための演說きを？1き、 八百餘 弗を釀 金して 之 を 彼に 贈った、 其 演說の 一節に 

曰く 

『ワルト ホ ヰット マン は大 なる 现想を 夢み たり、 大 なる S 呉现 を； 仏 i りたり、 莊 厳なる 思想 を 言 表 は 

せり、 諸君が 『草の葉』 と題する害を讀まる 、時に諸！^！^は太古時代の自由を感ぜらるべし、 太初 

の據を 聞くなる べし、 元始の 大 詩人の 聲を 聞くなる べし， 大 fi と 大風の 聲の 如き 元始 的 の 聲 を 聞 

くなる ベし』 

人ヮ ル. ト ホ ヰ ウトマン  .t?  I 
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而 して 此の 莊大の 一一 一一 n を發 して 後 二 年、 詩人の 終に 世 を 去る や、 同一 の 「無神論者」 は 同一 の 雄 辯 を 揮 

ひ- 此大 詩人 を頌揚 した、 其 終結の  一 一一 一一 II は是れ である、 卽ち 

『偉人 は 死せ り、 偉大なる 米 國人は 死せ り、 此 共和 國の 最上の 市民 は 今や 死して 1^" 人の 前に 在り』 

而 して 「無神論者」 に 由て 葬られし 詩人 ホヰッ トマ ンは 無神論者でなかった 事 は 前に 述べた 通りで あ 

る、 彼 はん マの 米國 人に 解 せらる るに は餘 りに 偉大であった、 彼と 彼の 國 人との 間に 天 壤も啻 ならざる 

！ 9- があった、 彼 は 絕對的 自由 を 慕 ふに 彼等 は 名義の みの 自由 を 愛する、 米國の 少女 は 歐洲の 貴族に 嫁 

して 爵位 を 以て 己れ の 名を粧 はんとす る、 米 國の宗 敎家は 己れ の 信仰 を 他人の 上に 强 ひて 傅 道の 成功 

を 誇らん とする、 米 画 民 全體は 階級 制度 を廢 せし と稱 して、 八， や 人類が 未だ 曾て 見し ことなき 程の 貧 

富の 階級 を 自己 等の 中に 作り出した、 斯 かる R に 取りて はホ ヰット マン は 確かに 「野蠻 人」 である、 

「泥醉 せる 狂人」 である、 余輩 は 米 人が 此 詩人 を 斥けた こと を怪 まない、 斥けられし 詩人の 名譽 であ 

る >  斥けし 米 人の 大 恥辱で ある。 

然し ホヰ ット マ ンは 毫も 彼の 國人を 恨またかった、 彼 は， に 解せられ ざる を 詩人 當然の 運命と；：： £ じた、 

國 と 詩. < ^との 關 係に 就て 彼 は 左の 如くに 實 ふた、 

『國に 詩人 現 はるれば 國は 終に 進んで 彼 を 接る に 至るべし、 此 事に 關し 憂慮 を懷 くの 要な し、 

詩人が 詩ん たるの 證明は 彼が 彼の 園 を 消化せ し 如く 彼の 國が彼 を 消化す るまで 嚴 格に 延期 せら 

る ベ し』 

然り、 米 國人も 終に 此 詩人 を 解す るまでに 進歩す る であら ふ、 然し 詩人 は國民 の 理想 ま で 下 る ベ き で 

はない、 國民は 詩人の 理想まで 上るべき である、 米國 人が 其 詩人 ワルト ホヰッ 卜 マンの 理想に 達す 


る 時に 彼等の 巾に 軍艦 增設 の聲は 上ら ざ る ベ し、 異人 種排ー かの 說は 立たざる ベ し、 而 して ミ シ シ ピ は 

靜 かに 海に 向て 流れ、 金に 代て 眞の 神は拜 せらお、 平和と 恩寵と は 兩洋の 間に 溢れて、 全世界 は米國 

人に 由て 理想の 樂 土と 成る であら ふ。  3 


詩人 ワルト ホ ヰット マン  づー 一一 
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余の 好む 花 

人 は 誰も 花 を 好む、 花 を 好まない 者 は 人に して 人で ない、 花 は 天然の 言 辭 である、 花に 由て 我等 は 

大然の 心 を 解す る ことが 出来る、 爾 うして 我等 人類 も 天然の 一部分で あるから、 我等の 心 も 花に 於て 

顯 はれる、 花 は 無 言 の 霄辭 である、 天使の 國に 於て は 多分 花 を 以て 思想の 交換 をな して 居る であらう- 

首 語 は 銀であって、 沈默は 金で あると 言へば、 花 は 沈 默の言 語、 卽ち 金の 言語で あるで あら ふ。 

余 も 花 を 愛する、 余 も 花 を 以て 余の 心の 諸ての 思念 を 語る ことが 出来る、 希望の 花 も あれば 失望の 

花 も ある、 歡 害の 花 も あれば 悲哀の 花 も ある、 傲慢の 花 も あれば 謙遜の 花 も ある、 人の 心の 樣々 なる 

いろか  いろく  ひととなり 

やうに 花の 色香 も 種々 である、 故に 人の 心 は 其 愛する 友 を 見て 知る ことが 出来る やうに、 其 人 成 は 

略々 其 愛する 花に 由て 見 分く る ことが 33 來る。 

余の 愛する 花と よ、 梅？ 否な 梅で はない、 余 は 梅， を 敬す る、 < ^は 雪の 屮に 始めて 其 杏に 接する 時 

に豫言 者 H ゼキ H ルの 前に 出た やうな 心地が する、 余 は 其 前に 端座して 平伏した くなる、 其 花片 は _ 硬 

く、 其 香は銳 く、 葉な く、 潤滋 なく、 花に して 花で ないやう に 思 はれる、 梅 = 嚴師. ^野に 呼べる 聲、 

然 かも 愛し 難し、 是れ 余が 未だ 全く 肉の 情を脫 する ことが 出来ない のに 由る のか も 知れない。 

櫻？ 否な よ、 否な よ、 余 は 誓って 一一 目 ふ、 余の 愛する 花は樱 ではない と、 櫻 は 華奢で ある、 外形 を 

ひがんざくら あそびめ  ぼ. U ん ざく. ゥ ご てん ぢ よちう  なれ 

張る、 人に 媚びる、 其 彼岸 楼は 娼妓で ある、 其 牡丹 樱は 御殿女中 である、 彼女 は餘 りに 人に 馴 易く あ 
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る、 且つ 彼女の 榮華は 短 かく ある、 彼女 は實を 結ばない、 余 は 樱は嫌 ひで はない が、 然し 彼女 は 余の， 

愛する 者で はない、 彼女 は 不信者 的の 才姬 である。 

堇柒？ 彼女 は 謙德の 表彰で ある、 梅の 未だ 散らない 先き に旣に 道端 又は 畝に いて 春の 到来 を 確.： 

かめて 吳れ る、 余 は 堇菜を 好む、 余 は 今年 も 始めて 或る 鐵道 線路の 土手の 上に 彼女に 際會 せし 時に- 

「姑ら く、 お 機嫌よう」 と 言 ひて 彼女 を迎 へた、 然しながら 彼女 も 未だ 「余の 花」 と 一一 一一 II ふこと は 出來； 

ない、 彼女 は 品格に 於て 少しく 足りない 所が ある、 彼；^ の 少しく 上品なる ものが 余の 理想で あるで あ 

らふ。 

薔 は 西洋人 的で ある、 彼女 は 日本 婦人で はない、 菊 は 帝王 的で ある、 故に 神聖に して 平民の 近く 一 

ベから ざる 所が ある、 梅の 如く 嚴肅 ではない が、 人爲 的の 威風であって 平民の 愛 心 を 寄す るに は餘 り. i 

に 懸離れて 居る、 桃 や 菖蒲 は 俗人で ある、 山吹 は 田舍漢 である、 水仙 は 名の 通りに 仙人 的で ある。 ■ 

余の 好む 花と よ、 余の 好む 花 は 二つ ある、 其 一 つ は 春 晚く來 る、 其 他の もの は 冬に 入りて へ く、 春 

の 者 は 何んで あるか、 余 は 表白して 曰 ふ 彼女 は をだまき (棲 斗茱) である。  ： 

をだまき！ 我等が 今日 此國に 於て 愛 づる者 は 內地產 の もので はない 乎 も 知れない、 然 かし 今や 到： 

る處の 園に 培養され、 土産の ものと 見ても 可い やうに なった、 彼女 は 春 晚く來 る、 藤 や 山吹と 同時に 一 

来る、 五月の 空の 沾 やかな 頃、 青葉 は 茂く、 影 涼しく、 躑 11 は旣に 散り ra^ て、 杜 花に 名 殘を留 むる 

頃、 余の をだまき は 首 を 低れ 最も しなやか にへ 快き 初む るので ある、 堇茱の 如くに 謙遞 で、 日向よりも、 

日影 を 愛し、 櫻の 如くに 出しゃばらす、 牡丹の 如くに 華美なら す、 藤の 如くに 氣 高から す、 然 かも 口 s„ 

あり 主張 あり、 弱き が 如くに 見えて 永く 保ち、 死に 似寄りた る 濃 藍色に 淑女の 節操 を 添へ たる 狀、 余 一 


は 彼女に 於て 花ら しき 花、 女らしき 女を認 むる、 彼女 は 近くべし、 馴 るべ からす、 彼女 は 弱し、 然れ 

ども 柔和の 威力 を存 す、 キリスト はシ ャ&ン の 薔薇と 稱 して 毛 莨 科の 植物の 一 なる 翁 草の 一 種に 譬へ 

られ たが、 我が をだまき も毛茛 科の 一種であって、 善く キリスト を 代表す る 者で あると 思 ふ、 余はィ 

ザャの 豫 一一 一一 n の 書に 左の 言 辭を讀 む 時に 常に キリストと 余の をだまきと を 思 ひ 出さない 事 はない、 

彼 は 侮られて 人に 棄 てられ、 悲哀の 人に して 病患 を 知れり  彼 は 苦しめら るれ ども 自づ から 

謙 だり て 口 を 啓かす、 屠場に 引かる &羊羔 の 如く、 毛 を 研る 者の 前に 默す 羊の 如くして その 口 を 

啓 かざりき (以 賽亞書 五十 三 章 〕。 

彼女 は 喬木で もない、 灌木で もない、 彼女 は 僅かに 多年 生の 本草で ある、 然し 彼女の 如きが 花の 眞 

正の 榮譽 では あるまい か、 ベン、 ジョン ソンの 歌 ひし 「短命」 の 歌 は實に 彼女に 當筘る もので は ある 

ま，： * 力 

木の 嵩を增 すが 如く 

伸びて 必す 好き 人なら す 

檳は 三百 年 を經て . 

枯れて 仆れて 丸太た るの み 

其 日限り の 百合の 花 は 

五月の 園に はるか 麗 はし 

たと へ 其夜仆 ふれて 死す も 

光輝の 草と 花と にて ありき 
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美 は 精細の 器に 現 はれ 

生 は 短期の 命に 全し 

余の 晚 秋より 初冬に 掛けての 友人なる 紫 龍膽に 就て は 秋に 入って から 語る こと、 爲 やう。 

余の 愛する 秋の 花 

余 は 余の 愛する i^H の 花と して をだまき を 紹介した、 余 は 今玆に 余の 愛する 秋の 花 を 紹介し やうと 欲 

ふ。 

おしな. ベ  ザん. U い つゆけ  ラ つ  すべ を やか 

春の 花 は 推； j 級て 女性的で ある、 其全體 に露氣 多き こと、 其 色の 變り 易き こと、 其 構造の 凡て 纖 弱に 

して 觸れば 消えん とする 風情 ある こと は 春の 花の 特質であって、 彼等が 女性 界の 代表者た る譯 である、 

爾 うして 余の をだまき は斯 かる 婦人で ある、 謙遲 で、 柔和で、 質素で、 日向 を 避けて 露け き 蔭 を 好み、 

下方 を 向いて 自己の 不足 を 恥る の耿 態が ある、 詩人 バ ー ンスの 「ハイランド、 メリ ー」 は 多分 を だま 

き の やうな 婦人 であった で あらう。 

おしなべ  さ >_..< がけ  き A や- ソ  あざみ 

春の 花に 引き 比べて 秋の 花 は 推拉て 男性的で ある、 秋の 先驅 なる 桔梗 を 始めと して、 菊、 薊に 至る 

まで、 其 色の 容易に 衰 へざる こと、 其 花に 一 種の 魏 物的 光澤 ありて、 其 香の 峻嚴 なること、 其 葉の 概 

ね 硬く して 粗 色なる こと、 一 つと して 男性的 ならざる はない、 爾 うして 秋の 花に 於て 尊い 所は此 男性 

の發顯 であるから、 余の 理想の 秋の 花 は 善く 此 特性 を發 揮した 者でなくて はならない。 


勿論 その 桔梗 や、 かる かや は 余の 理想で はない、 薄 も 薊 も 野人であって、 其 平民 的で ある 所 だけ は 

敬すべき であるが、 然 りと て餘 りに 平凡 的で、 他の 花が まだ^いて 居る 間に 我れ 見よ がし に^き 亂れ 

て 居る 所 は 別に 貴ぶべき ではない。 然 らば 山茶花 かと 云 ふに、 彼 は 秋の 櫻であって、 餘 りに 華美で 浮 

氣 である、 然 らば 必らす 菊な らんと 言 ふで あらう が、 然 かし 余が 菊 を 畏れて 彼 を 親愛せ ざる こと は 春 

の 時に 於て 旣に 述べた 通りで ある、 菊に 威厳が ある、 彼 は 金に あら ざれば 銀で ある、 彼 は 錦 を 衣て 强 

き 香氣を 放つ、 彼に 手を觸 るれば 罰せら る&の 恐怖が ある、  < 水 は 菊 は 之 を 遠くより 見る を 好む、 彼 は 

禁廷の 裏に 培養され て 雲上の 人達に 賞 でられる 花で あれば、 我等 貧者 は 我等の 友 を 菊 以外の 花に 於て 

擇ば うと 欲 ふ。 

其 他 近頃 は 秋の 花と して 舶來の コズモ スが ある、 然し 是れも 余の 愛する 花と いふ こと は 出来ない、 

余 は實に 極く 近頃まで は 余の 親愛す る 秋の 花 を 有た なんだ。 

然し 近頃に 至て 余 は 幸に も 之に 見當 つた、 雨う して 之 を 余に 示して 吳れ た 者 は 米國 の 天然 詩人 ブ ラ 

イアン ト である、 余 は 或 日の こと 彼の 詩集 を 愛誦し つ、 あった 時に 余の 眼 はフト 「紫 龍膽に 贈る」 

"To  the  Fringed  Gentian" なる 彼の 短篇に 觸れ た、 余 は 之 を 一 讀 した、 再讀 した、 三唱した、 終 

に は 之 を 暗誦に 附 した、 余 は實に 神が 斯 かる 花を此 世に 送り 給 ふたこと を 感謝した、 今兹に 拙い なが 

らブ 氏の 「紫 龍膽」 の 余の 意 譯を褐 げやう。 

汝、 秋の 露 を 以て 輝く 花よ、 

空 天の 色 を 以て 彩 飾れて、 

汝は 皮膚に しみわたる 寒き 夜に、 . 
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靜 かなる 日が 次いで 來る 時に 開く- 

汝は 蕴茱 花が 小川と 泉の 邊に、 

首 を 垂れる 時に 来らす、 

义樓斗 菜が 紫 衣 を 着て、 

巢 鳥の 床に 凭り か i る 時に 開かす _ 

汝は 待つ こと 遲 くして 獨り來 る、 

林 は 枯れて 鳥 は 飛び去り、 

霸と 短き 秋の 日と が、 

冬の 近き を吿 ぐる 時に 來る。 

其 時 汝の優 さしき 靜 かなる 眼 は、 

紫の 袖を騎 して 空 天 を 望む、， 

其 蒼き こと、 恰 かも 蒼き 空 天が、 

其 天井より 花 を 落せし が 如し。 

余 は 望む 余 も汝の 如くに、 


0 


死の 期が 余に 近づく 時に、 

希望 は 余の 心の中に、 あいて、 

せ を 逝り つ 、 も 天 を 望まん こと を。 

余が 此詩 を讀ん でから 一 ケ 年の 後であった、 晩秋の 頃、 平常の 如く、 筆 硯の業 を 終へ て 後に 野外の 

散步を 取りし 時、 甲武鐵 道中 野ステ ー シ ヨンに 近き 稱 林の 中に 於て 余 は 計らす も 枯葉の 中に 余の 兼ね 

てより 敬慕せ る 余の 秋の 友人なる 紫 龍膽に 遭遇した、 余 は 暫時の 間、 彼の 成育の 地に 於て 彼 を 見詰め 

た、 余は餘 りに 慕 はしく して 彼に 手 を觸れ 得なん だ、 余は卽 座に ブライアントの 言辭を 原語の ま k に 

て唱 へた、 

IBlue—Tblue—as  if  that  sky  let  fall, 

A  tlower  from  its  cerulean  メ vail. 

其 蒼き こと 恰 かも 蒼き 空 天が 

其 天井より 花 を 落せし が 如し。 

余 は 彼と 別る. -に 忍び 得なん だ、 然し 亦 来ん 秋 を 樂んで 彼 を 林 中に 遣し 去った。 

其 翌年の 初冬の 頃であった、 余 は 友人と 41 八に 伊豆の 伊東に 傳 道に 行いた、 爾 うして 其 歸途に 海邊を 

添うて 山路 を 熱 海まで 迪 りし 時に、 大輪の 紫 龍 膽が鮮 かなる 野蓟 と共に 到る 所に 路傍に 添うて 咲い. 

て 居る の を 見た、 余は恰 かも 其 時 ブライアントの 小冊子 を 余の ポケットの 中に 運び 居 たれば、 余 は 彼 

を 手に 取て 幾度と なく 彼 を 賞 讚せ し 詩人の 金玉の 辭を唱 へた、 伊豆の 地 は 冬 寒き も 花の 迹を絕 たない 

とのこと であるが、 殊に 紫 龍 瞻の此 繁榮は 彼 地の 大名 譽 であると 思 ふ。 
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紫 龍膽！ 彼が 余の 愛する 秋の 花で ある、 山茶花で はない、 菊で はない、 彼等 は 余の 死ぬ 時には 何 

の 慰藉に もなら ない、 彼等 は 現世の 榮譽 たるに 止まる、 彼等 は 天國の 希望 を 供す る 者で はない、 謙遞 

にして 柔和なる 赛の 花なる をだまきに 對 する 堅忍 不拔 なる 希 を傳 ふる 秋の 花なる 紫龍膽 である、 此 

雌雄 ありて 人生 は 悲哀ば かりで はない、 我等 は 彼等 を 友と して 喜びながら 此淚の 谷 を 通過る ことが 出 

來る。 

花の 見方 

花 は 之 を h から 見なければ 其眞 正の 美 は 分らない、 之 を 下から 見て、 唯 其 裏が 見える 丈であって、 

其眞 正の 美 は 見えない、 其^ は 躑躅、 牡丹 等 人間の 長より 低い 花に 於て 見る ことが 屮 I 來る、 人 は 何人 

も 緋の衣の やうに 照り 輝く 擲躅の 美 を 知って 居る、 然しながら 梅の 美、 櫻の 美に 至て は 之 を 知らない 

人が 澤山 ある、 其 故 は樹は 高く して 其 花 を 上から 見る の 機會が 甚だ！！ いからで ある、 彼等 は 櫻と 云へ 

ば 必す其 下に 立て 見る のであって、 常に 梢 を經て 花の 裏 をのみ 見て 居る、 之に 勿論 美 はないで はない 

が、 然し 眞^の 樱の美 は 中々 そんな 物で はない。 

何故に 月ケ 瀬の 梅 は 殊に 美く しく あるか、 何故に 吉 野の 樱は 特に 麗 はしく ある 乎、 一 百 ふまで もない- 

之 は 高き 處 より 谷の 中に く 花 を 上から 見る からで ある、 花 を 其 正面から 見る からで ある、 斯く 見て 

梅 も樱も 全く^ 物で ある、 花 は 上から 見る まで は其眞 正の 美 は 分からない。 


叉 梅 や 櫻に 限らない、 奈何なる 花で も、 普通 世に 美を稱 せられざる 森の 雜木 でも、 之 を 上から 見れ 

ば 至て 美しい 者で ある、 山上より 谷 を 望んで 之に 特^の 美の 有る の は 之が ためで ある、 雜木 とて 決し 

て 馬鹿に はならない、 之 を 見るべき 點 より 見れば 何れも 賞すべき 嘆す ベ き 者で ある。 

何故に 爾ぅ であるか、 言 ふまで もない、 草木 はすべ て 其 生命の 源なる 太陽に 向て 其 枝 を 伸し 其 花 を 

開く 者で あるから である、 草木 は 人に 見られん とて 其 花 を 開く のでない、 太陽の 光に 引かれて、 价か 

も 其 恩に 報いん がた めに、 太陽に 向て 之 を 開く ので ある、 故に 人が 花 を其眞 正の 美に 於て 見ん と 欲す 

れば 己れ を 太陽め 地位に 於て 見なければ ならない、 爾 うせす して、 ！ かも 己の ために 開く 者で あるか 

の やうに 思 ふて 之 を 下なる 己れ の 地位より 見て、 其美の足らなぃ のをil^くのは最も愚かなる ことでぁ 

る 0 

花が 雨う である、 人 も 亦 雨う である、 人の 美 も 亦 之を眞 正に 見ん と 欲すれば 之 を 上から 見なければ 

ならない、 之をド から 見て 缺點 のみ 多く 見へ て其眞 正の 美 は 分らない、 其 理由 は 最も 明， in である、 花 

が 其 生命の 源なる 太陽に 向って 開く やうに 人 も 亦 其 生命の 源なる 神に 向て 開く ので ある、 花 は 太陽の 

恩に 報 ひんと て 上に 向て 開く やうに、 人 も 亦 神の 恩に 報 ひんと て 天に 向て 開く ので ある、 花 も 人 も 人 

に 見られん とて 開く ので はない、 人に は 其 後 を 向け、 彼等に惡しさまに評せらる \15^-には少しも意を 

留めす、 唯 天に 向て 其 美を呈 はさんと する ので ある。 

然しながら 人 を 見る に 下なる 人の 立場より せす して 上なる 祌の 立場より せんか、 月瀨に 行て 梅 を 見 

るが 如くに、 叉は吉 野の 峯 より 奥の 千 本 を 見る が 如くに、 其眞 正の 美が 見える ので ある、 淸士 賢人の 

美が 眞 正に 昆ぇ るに 止まらない、 f. が 見て 以て 極く 詰らない と 思 ふ 人で も、 上から 見れば 至て 美く し 
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いもので ある、 人 は 神の 立場から 見なければ 其眞 正の 價値は 分らない、 人の 立場から 見て、 唯 其 裏が 

見える 丈け であって、 缺點 のみ 多く 見えて、 其眞 正の 美 は 分らない。 

然るに 世に は 小人が 多い、 彼等 は 己れ を 神の 立場に 置く ことが 出来ない 故に、 人の 眞 正の 美 を認む 

る ことが 出来ない、 彼等 は 人 を 下から 見る 故に 彼等の 眼に は 何人も 彼等の 如き 小人の やうに 見える、 

彼等の 眼に 映す る社會 はすべ て 小人 俗物の 社會 である、 未だ 吉 野に 樱を見 たことの ない 人が 樱と云 へ 

ば 庭の 老木の 其 老幹を 露出して 醜く ある を 咬く やうに、 彼等 は 偉人 聖徒に 接する も、 唯だ惡 きことの 

み 見えて 善事 は 少しも 眼に 止まらない、 世に 憐 むべ き 者と て 花 を も 人 を も其眞 正の 美に 於て 眺 むる こ 

と 能 はざる 小人の 如き はない。 

然しながら 一旦 心 を 改めて 神の 子供と なり、 己れ を 神の 立場に 置て 人 を 見ん か、 人の 美點は 多く 見 

えて 其 缺點は 殆んど 眼に 止らざる に 至る、 神の 眼 を 以て 見て 聖人 君子に 於て 缺點が 見えなくなる 計り 

ではない、 詰らない 平々 凡々 の 人に 於て まで 多くの 美點が 見える やうになる、 山の 上より 見て 雜木草 

莽は 無くなる やうに、 父なる 神の 立場より 見て 美なら ざる 人と て は 一 人 も 見えなくなる に 至る。 

去らば 我等 も 亦 人に は 何の 遠慮す る ことなく 神に 向て 我等の 感謝の 花 を 開かん かな、 世 を 後ろに し、 

神 を 前にし、 神に 見られん ために 天に 向て 我等の 花 を 開かん かな。 

夭 使の 降臨 

田舍傳 道の 快樂 


余 は 近頃 東京 近在の 或る 無 牧敎會 に 於て 病後 始めての 說 敎を爲 した、 敎會は 二 間に ra 間の 小屋、 疊 

十一 ー疊を 布く のみ、 其處に 集まりし 者 は 老若男女 を 合せて 三十 餘名、 其 內に高 壇の 前に 座せ し 少女 m 

人が あった、 其 中の 小なる 者 は M 歳に 五 歳ば かり、 余の 說敎の 始まる に 方て、 その 彼等に 解し 難 けれ 

ばと て 敎會の 役員 某 は 頻りに 彼等に 退去 を 促した、 余 も 亦 彼等に 退去 を 乞 はんとした、 然れ ども 彼等 

は 頑として 動かす、 頻りに 面 を 余の 方に 向けて、 余より 何物 か を 求めん としつ、 あった やうで ある、 や 

がて 開會の 時間が 来て 讚美歌が 始まった、 主食 者 は 讚美歌 第二 百 八 番を與 へた、 其 時 會衆を 率 ひて 聲 

爽 かに 歌 ひし 者 は 彼等 四 人の 少女であった。 

1 いかでき よめん つみのこの 身 を 

なみだ は 雨と  ふり そ X ぐと も 

いかでき よめん 

わがつ みのた め 十字架に つきし 

御子より ほかに すく ひ はなし 

一一 いかです く はん つみのこの 身 を 

こ X ろく だきて なすよ きわ ざ も 

いかです く はん 
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三 いかでた すけん つみのこの 身 を 

きくの みならば 神の をし へ も 

いかでた すけん リ 

しみ. ひた 

彼等に 由て 歌 はれし 此 讚美歌 は  一 一-一 HI 句 余の 心に 浸涉 つた、 余 は 之 を 聞いて 彼等に 退去 を 乞 は ざり し 

を 喜んだ、 彼等 は當 日の 集會に 取りて は活 きたる 音樂 であった U 

やがて 說敎が 始まった、 余 は 馬 太 傳廿八 章 十九 節に 就て 講じた、 余 は 父と 子と 聖靈の 名に 入れて 弟 

子と すべし とい ふこと に 就て 述べた、 一寸と バケ 敷い 說敎 であった、 然るに 見よ、 余の 說敎の 始ま 

ねむり  H さ 

る や 否や、 小なる 少女の 二人 は 余の 前にて スャ. ^と 睡眠に 就いた、 如何にも 心地良 さう に 眠った、 

其 中の 一人 は 其 姊と覺 しき 者の 膝に 枕して、 余の 熱心に 聖書 を說 くに も關 はらす、 ス ャ一, \ と 眠った" 

實に 可愛らしかった、 余 は 余の 說敎を 了へ た、 又 讚美歌が 始まった、 すると 二人の 少女 は 目を覺 した、 

叉變 高らかに 歌 ひ 出した、 我等 は 彼等の 後に 附 いて 歌った。 

余 は 其 時に 思 ふた、 其 日に 神が 余の 病後の 始めての 傅 道を援 けん 爲に四 人の 天使 を 達って F さった 

ので あら ふと、 其 日 は 余に 取り 近來 稀に 有った る 愉快なる 安息日であった、 余 は 說敎を 終へ て 後に 汽 

車に 乘て 歸途に 就いた、 車中に 余 は獨り 3 心 ふた、 大會 堂と は 何ぞ、 大集會 と は： E ぞ、 大昔 樂とは 何 ぞ- 

大說敎 と は；^ ぞ、 此 日の 小 wi- 會は 大鍋 會 であって、 此 日の 音樂は 大音樂 ではなかった か、 かの 二 間に 

闪問 の 敎會の 中に 確かに キリスト は 在した ではない 乎、 爾 うして 之に つれて 余の 其 日の 說敎は 大說敎 

ではなかった 乎と、 斯くて 余は歡 びに 溢れて 家に 歸 つた、 雨う して 其 日に あった こと を 家族の 者 共に 

話した、 嗚呼 爲 すべき こと は 福音の 宣傳 である、 田舍傳 道で ある、 かの 愛らしき 少女の 寢顏、 其爽か 


なる 淸 き聲、 余 は 忘れん と 欲して 忘る i ことが 出来ない、 嗚呼、 又 彼等に 行いて 余の 福音 を 彼等 無辜 

の 曲 辰 民に i?- へんかな。 

勿來 關を訪 ふの 記 

〇 過る 日、 友人と. 打 連れて 常 陸 解 城の 境なる 勿 来の 關を訪 ふた、 有名なる 源義 家の 古蹟であって、 彼 

力 

吹 風 を 勿 來の關 と 思 へ ども 

路も狹 に 散る 山 櫻 かな 

なる 名歌 を 詠 じた 所と して 知られる。 - 

〇 日 鐵诲岸 線 勿 來驛に 下車し、 丘に 添 ふて 歩む こと 二十 町餘、 舊道 にして 八幡 太郞が i りし 道と して 

傳 へらる、 關は 小山の 頂上に 在る、 東の 海に 向て 座 すれば、 右なる は 常 陸の 園であって、 關東平 

原の 始まる 所、 左なる は 磐 城であって、 昔時の 陸 奥で ある、 渺茫 たる 太平洋 は胆 下に 橫 たはり、 左方 

遙 かに 小名 濱灣を 望み、 得 も 言 はれぬ 風景で ある、 今 は 野生の 山樱は 悉く 絶えて、 唯^^1^^ましき松か】概 

t ら 力  -こ  - ). 

の 二十 本程簇 りて 關の古 接 を 飾る を 見る、 奥州 征伐の 歸路玆 に 息 ひし 古への 英雄の 心が 1 ばれて、 暫 

時 天然の 美形 を 忘れて 歷 史的 感想に 耽った。 

〇 源 義家と 云へば 今より 八 百年 前の 人であって 今日の 我等と は 全く 關 係の 無い 人で ある やうで あるが、 
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然し 決して 雨う ではない、 日本 武士の 中で 彼 はゼン トル マンの 模範で ある、 勇敢で、 寛大で、 謙邏 で、 

弓 を 能くし、 歌 を 能くし、 獅子の 如くに 猛く、 婦人の 如くに 優 さしく、 實に 好個の 日本 男子であった、 

若し 此 人が 日本に 生れなかったならば 日本 歷史は 全く 違った 者であった であら ふ。 

0 義 家の 奥州 征伐 は 勿論 弓馬 を 以てする 祉 伐であった、 彼 は 前 九 年に 彼の 父と 共に 安倍 賴時、 貞任を 

ほろぼ  ひ と り 

滅し、 後三年に 單獨 で武銜 家衡を 平げ た、 彼の 軍功に 由て 奥州 は W び 王土と 化した、 彼 は實に 武を以 

て 天下に 鳴った 者で ある。 

〇 然し 彼 を 武人と しての み 見る は大 なる 問 違で ある、 彼 は 弓箭 を 以て 奥 羽 を 平らげる と 同時に 品性 を 

以て 關柬を 征服した、 爾 うして 前なる 平定 は」 時 的であって、 後なる 征服 は 永久 的であった。 源 家 は 

義 家の 時旣に 天下 を 取った ので ある、 源 頼 朝が 鎌 倉に 府を 開きし 百年 前、 其 四 代の 祖義. 冢は旣 に 業に 

高き 潔き 品性 を 以て 關東 人の 心 を 奪った ので ある、 彼れ 後三年の 役 を 終て 都に 還る や、 朝廷 は 彼の 軍 

功 を 認めす、 彼 を 遇する こと 甚だ 薄かった、 然し 彼 は 朝廷の 恩賞 を 俟っを 要さなかった、 彼 は 旣に德 

を 以て 關東 人の 心 を 得た、 關^9-は爾來九百年、 彼の 子孫の 根據 地と なった。 

〇 賴朝 も、 義貞 も、 尊 氏 も、 家 康も義 家の 功に 由て 天下 を 取った ので ある、 若し 義家微 りせば 源 家 は 

なかった ので ある、 隨て 幕府と 封建制度と はなかった ので ある、 隨て 日本 國 過去 八 百年 間の 誇るべき 

歷史 はなかった ので ある、 雨う して 此 誇るべき 歷史の 淵源 は 八幡 太郞義 家であった、 彼の 弓箭で ある 

より は 寧ろ 彼の 品性であった、 彼が 德を 以て 關東を 風靡して 置かなかったならば 彼の 子孫 は 決して 績 

いて 大事 を爲し 得なかった に 相違ない。 

〇 聖書に 云 ふて ある  . 


神 言 ひた ま はく …… 我 は 我 を 愛し、 我 誡命を 守る 者に は 恩惠を 施して 千代に 至るな り (出 埃 及 記 

二十 章 六 節)、 と、 

爾 うして 此言辭 の 眞理は 源 家の 歷史に 於て 顯 はれて 居る、 義家は M ホバ の 名 を 知らなかった が 其誡命 

を 守った、 彼 は 民 を 愛した、 慈悲 を 施した、 彼 は 彼の 軍功 を 賞め られ ない とて 不平 を 起さなかった、 

彼 は 進んで 己の ために 國土を 得ん としなかった、 彼は與 へられし 物 を 以て 滿 足し、 從五 位下の 卑しき 

位 を 以て 彼の 一 生 を 終った。 

〇 「柔和なる 者 は 福な り、 其 人 は 地 を嗣ぐ こと を 得べ ければ なり」、 源 義家は 朝廷が 彼に 與 へし 冷遇 

を 憤り、 三た び關 東に ドり、 平將 門の 如くに 朝廷に 叛き、 日本の 半を領 して 自 から 征夷 大將 軍と なる 

ことが 屮 Z 來た、 然し 謙遜なる 彼は斯 かる 社會 主義者 的の 事を爲 さなかった、 彼 は何處 まで も 柔和で あ 

つた、 彼 は 己の ために 得らる i もの を も 得なかった、 故に 天 は 彼の 謙遜に 報 ゐて八 百年の 間 日本 全國 

を 彼の 子孫に 賜 ふた。 

〇 斯の 如くに 見て 祌の 一一 一一 n は 猶太 歷 おに 於ての みならす、 日本 歷史に 於ても 在る、 神 を 信す ると は只ァ 

1 メンと 叫び、 水の 洗； t を 受けて 敎會に 入り、 異敎を 攻撃す る ことで はない、 神 を 信す ると は 神の 誡， 

命 を 守る ことで ある、 神 は； m 言 者 ミカ をして 言 はしめ 給 ふた、 

H ホバ の汝に 要め 給 ふ 事 は 唯 正義 を 行 ひ、 憐润を 愛し、 謙遜り て汝の 神と 偕に 歩む ことなり (米 

逾書六 章 八 節) 

源 義家は 正義 を 行 ひ、 憐憫 を 愛し、 謙遜った 故に 子孫 千代に 至る まで 萬 民の 父なる 神の 恩惠を 受けた、 

余輩 は斯 かる 信者なら ざる 信者の 我國に 在りし こと を 余輩の 神に 感謝す る。 
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〇 劍は大 なる 勢力で ある、 然し 德は更 らに更 らに大 なる 勢力で ある、 義 家の 德は 彼の 劍 よりも 更らに 

更らに 犬なる 勢力であった、 安倍の 良 任の 「絲 の亂の 苦さに」 の 半句に 番 ひし 矢を牧 めて 敵の 生命 を 

助けし 彼 は 天の 救に 與 かる を 得た、 誠に 「憐憫 ある 者 は 幅な り、 其 人 は 憐憫 を 得べ ければ 也」 である、 

逃ぐ る 敵 を 追 は ざり し 義家は 終に 敵 を 友と 化し、 其 心と 共に 其 土地まで を 得た。 

〇 去らば 我等 も 神の 誠 命 を 守り、 源義 家に 傚 ふべき である、 我等 は斯 世に 大な らんと 欲する 者で は 無 

い、 然し、 謙遜り て斯 世に 於ても 亦大 ならざる を 得ない、 山 櫻の 如き 芳香 は 之 を 血 腥き戰 場に 於て 放 

つべき ではない、 之 を 日常の 行爲の 上に 放って 友 を 後世に 求むべき である、 今の 時 は 暗黑の 時で ある、 

我等 は斯 かる 時に 此 地の 主人公と ならん とは爲 ない、 然し、 謙遜り て 神の 誡命を 守りて、 光明の 臨む 

時に 亦 此地を も 賜 はらんと 欲する、 源義 家は斯 かる 敎訓を 我等に 與 ふる 者で ある。 

は ざ t  な こそ 

〇 風々 たる 風 は 松の梢に 鳴り、 妍々 たる 石竹 花 は 5! わの 狹 問に #^ く、 勿 來の關 の 古蹟 は 永久の 山に 據り、 

永久の 海に 對し、 余輩に 永久の 眞理を 語る、 余輩 は 其處に 面と 面と を 合せて 源義 家と 共に 語りし やう 

に 感じ、 感に打 たれて 山 を 下り、 心に 彼の 俤を 宿して 關東 平原なる 余輩の 家に 歸り來 つた。 

»^ 1^11』 の き§ 1 ざ CX 

天長節の 話 

去る 明治 三十 七 年、 故 ハリス 夫人が 最後に nz 本に 來られ し 時の 事であった、 余 は 彼女より 到着の 報 

知に 接して 直に 彼女 を 青山 學院內 の 彼女の 家に 訪 ふた、 久 振りの 面會に 相互の 健在 を 祝した 後に、 話 


頭 は 直に 日露 戰爭の 事に 轉 じた、 日本 負の 彼女の 事で あれば、 勿論 熱心に 此戰 爭の義 たり 可た る 所. 

以を辯 ぜられ た、 然るに 其 時 は旣に トル ス トイ 主義に 化せられて ありし 余 は 如何なる 場合に 於ても 戰 

爭の 不可なる 所以 を 述べた、 玆に 於て 議論に 花が へ i< き、 相 方 負けす 劣らす、 其 眞理と 信す る 所 を 執て 

動かなかった、 余の 舊 時の 愛 國心を 知りし 彼女 は 余の 此 態度 を 見て 甚く 驚いた、 

內 村さん、 貴君 は大 I 變 りました 

と 彼女 は 曰 ふた、 

然 うです、 實に變 りました 

と 余 は 答へ た、 

然し 貴君 は 日 淸戰爭 の 時には 自 から ペン を 取て 日本の 義を 世界に 訴 へられた ではありません 乎 

と 彼女 は斫 込んだ、 

然 うです、 然し 私 は 今 は 其 事を悔 ひます、 私 は 今は悔 改めました、 今は旣 にかの 論文 は 取消し ま 

した 

と 余 は 一一 一一 a ひ 切った、 玆に 於て 久 振りの 面會は 不興の 中に 終らん とした、 依て 余 は 語を繼 けて 曰 ふた 

ハリスさん、 私 は戰爭 論に 就て は 貴女に 讓る こと は 出来ません、 然し 若し 貴女の 此國に 於け る 傅 

道 か 慈善事業に 於て 何に か 私が 貴女 を援け 得る 事が ありますならば 其 時 は 私 を 呼び出して 下さ い、 

私は悅 んで責 女の 命令に 從 ひます 

と、 斯くて 其 日 は 彼女と 別れた、 然し 余 は 心の中に 甚だ 悲しく 思 ふた、 余 は 余の 舊き此 友人と 說 を異 

にす るに 至った こと を 思 ひ、 心 を 重く して 家に 還った。 

友誼の Si 計  - -,,| 
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かちき  .U ゝゲ. 

其 後 余 は 彼女 を訪 はなかった、 勝氣 なる 彼女 は 必す叉 余と 戰爭 論を鬪 はすで あらう と 思 ふたから、 余 

は自 から 之 を 避けん とした、 すると 其 年の 天長節の 前であった、 彼女より 手紙が 到来した、 其 文面 は 

大略 左の 如き 者であった、  ~ 

.2: 村さん、 今度の 天長節に 於て 私 は 近所の 貧乏人 を 呼んで； 大長 節の 御馳走 を 致さう と 欲 ひます、 

爾 うして 其 後で 貴君に 彼等に 向って 一場の 演說 をして 戴きたい のです、 どうぞ 來て私 を 助けて 下 

さい、 云々 

と、 余は此 手紙 を 見て 直に 思 ふた、 余 は 如何にしても 此依賴 を 斥く る こと は 出来ない、 余 は 注て 余の 

舊 友の 慈善事業 を援 けんと、 依て 余 は 承諾 を與 へ、 天長節 當 日に 時間 通りに 彼女 を訪 ふた、 彼女 は殊 

の 外 喜び、 客間に 於て 久しく 余 を 待して 吳れ た、 然るに 何時まで 待っても 貧乏人ら しき 者 は 見えない 

ので ある、 余 は幾囘 となく 演說を 彼女に 催促した、 然れ ども 彼女 は 笑って 答へ ない ので ある、 余は殆 

んど 待ちくたびれて 少しく 不愉快の 色を顯 はせ し 頃、 彼女 は 余 を 招いで コック 部屋に 伴れ 行いた、 依 

つ  こ  ，- J そ  ひとに ち お，？？ 

て 彼女に 尾いて 行いて 見れば、 此は 如何に、 貧乏人と 云 ふ は 全く 虚偽で、 近所の 長屋に 住む 人達と 覺 

しき 男女 六 七 名が 居って 赤飯に 煮ダで 御馳走に 成って 居った、 而 して ハ リ ス 夫人 は 余 を 彼等の 前に 連 

れ 行き 

サァ此 人 等に 何に か 話して 下さい 

と 云 ふた、 余 は 心に 思 ふた、 人 を 馬鹿にする にも 程が ある、 貧乏人の ー圑に 向て 演說 を爲 ろと 云 ふか 

ら 出て 来たので ある、 然るに 是れは 貧乏人で はない、 チョン 曲の 爺さんに 其 家族 六 七 人、 是 等の 人に 

す  つぶや 

話を爲 るので あるならば 余 を 呼 出す にも 及ぶまい にと、 余 は 心の 屮に吱 いた、 然し 今と なりて は 致 方 


がない、 その 儘 歸る譯 に 行かない、 故に 余 は 止む を 得す、 是 等の 人に 向 ひ、 何に か 詰らない 無意味の 

こと を 述べた、 すると ハリス 夫人 は大 機嫌で 

それで 宜しう 厶 います、 有難う 厶 います、 さあ 此 所へ  . 

と 曰 ひて 再び 余 を 客間に 連れて行いた、 然るに 余 は 不審に 堪 へす、 彼女に 問 ふて 曰 ふた 

何んで す、 ハリスさん、 貴女 は 今 ほ 私に 貧乏人に 演 說を爲 ろと 云 ふて 私 を 召んで 置き まがら 貧乏 

人 は 居らないで はありません 乎  、 

と、 然 うする と 彼女 は 大聲に 笑 ふて 曰 ふた、 

內 村さん 貴君 は 騙されました、 私 は 今日 貴君 を 天長節の 御馳走に 召んだ のであります 

と、 それ か ら 食堂 の戶が 開かれ、 兹に 彼女と 夫君 の 監督と 余と 三人で 天長節の 夕飯 を 共に したので あ 

る、 食 終りて 後に 祈禱を 共に し、 歡 喜を盡 して 余 は 家に 還った。 

鳴 呼、 深き 愛よ、 誠實の 友誼よ、 彼女 は 能く 余の 弱點を 知って 居った、 彼女 は 余 は 彼女と 說を 異にす 

るが 故に 他の 事 を 以て 余 を 彼女の 家に 招く とも 余の 之に 應 じない 事 を 知った、 故に 此日， 此 小なる 計 

略 を^け て 余 を 呼出した ので ある、 眞實 であるか 偽善で あるか 余 自身の 事 は 余の 自 から 知らざる 所で 

あるが、 然し 貧乏人の ためと あらば、 如何なる 偏執 を 菜ても 余 は 招きに 應 するな らんと 彼女 は 知って 

居った 故に、 余の 此弱點 を 捕へ て、 彼女 は 其 日 余 を 天長節の 夕飯に 招いて 吳れ たので ある、 余 は 後に 

て 此事を 想 出し、 胸が 一 ばいになる 程 有難く 感じた、 余 は 思 ふた r 是 れが眞 正の 友人で ある」 と、 欺 

騙も斯 くの 如くに 用 ゐられ て 最大の 誠實 となる ので ある、 

內村さん贵；；^；は騙されました、 

友 の識計  .  1 1 五 
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と、 此 聲を發 せし 彼女 は 兮ゃ靑 山の 墓地に 永久の 沈默を 守って 居る、 而 して 今や また 天長節に 會 して 

余 は此 友の 旣に此 *1 に 亡き を悲 む、 人 は 多し、 然れ ども 我 を 識る友 は 勘し、 然し、 一人な りと も斯か 

る 友を與 へ られ しこと を 余 は 深く 祌に 感謝す る。 

余の 北海の 乳母 

札 幌農學 校 

余 は 札 幌農學 校 (今 は 東北大 學) の 卒業生で ある、 其 事 は事實 である、 然しながら 余 は 札 幌農學 校 

©  じ や-か らい も 

の產 ではない、 農 學校は 余に 多くの 善き 事を敎 へて 吳れ た、 馬に 就て、 牛に 就て、 豚に 就て、 馬鈴薯 

に 就て、 砂糖大根に 就て 敎 へて 吳れ た、 是れ 皆な 貴い 智識で ある こと は 明かで ある、 然しながら 農學 

校 は 最も 善き 事 を 余に 敎 へて 吳れな かった、 神に 就て、 キリストに 就て、 永生に 就て は、 少しも 敎へ 

て吳れ なかった、 是れは 余が 札 幌農學 校 以外に 於て 學んだ ことで ある、 余 は農學 校に 謝す 丈け は 謝す 

る、 然か しその 餘を 謝さない、 爾 うして 斯く なして 農 學校は 余 を 忘恩 者の 一人と して 算 へないで あら 

ふ 0  . . 

余の 札 幌農學 校に 對 する 關係は 子が 其 母に 對 する 關係 ではない、 乳 兒が其 乳母に 對 する 關 係で ある、 

1 でんな  ， ^はべ  あし  ひろ ひと  そ マて 

神の 人モ ー ゼが彼 を 生みし へ ブルの 婦に對 する 關係 ではなく して、 彼 を 河邊の 葦の 中に 拾 取りて 育し 

埃 及王パ 口 の 女に 對 する 關 係で ある (出 埃 及 記 一 一章)、 余に 取りて は 札 幌農學 校が 余に 授け 吳れ し智 

識 はすべ て 「H ジブ 卜の 智慧」 である、 貴から ざるに は あら ざれ ども： も贵ぃ 智慧で はない。 


モ ー ゼは エジプトの 地 を 巡れ 出て ミ. テア ンの 地、 ホ レブの 山に 行て 最も 責き默 示に 接した、 余 も 亦 

札 幌の地 を 去て、 マッサ チュ ー セットの 地、 ペン シ ルバ 一一 ャの 丘に 於て 人に 由らざる 敎を 受けた、 札 

幌は 余を此 世の 人に して 吳れた 乎 も 知れない、 乍然 神の 子た るの 資格 を 余に 授けた 所 は札幌 ではない- 

余が 札 幌農學 校の 產 でない と 云 ふの は是 れが爲 めで ある。 

斯くて 札 幌農學 校 は 余の 母校で はない、 5„ ^母校で ある、 余の 父と 母と は 他に 在る、 然 かし 3^ 母校と 

して は 彼女 は 甚だ 慕 ふべき 者で ある、 彼女に 精神はなかった、 彼女 は 純然たる 現世 的 婦人であった、 

故に 彼女の 子供 も 亦 能く 彼女に 肖て 多く は 地の 事に 慧 くして 天の 事に 疎い 者で ある、 然しながら 彼女 

を圍む 天然 は 日本 國第 一等で ある、 彼女の 南に 紫 ゆる H 一一  ヮ嶽、 彼女の 東 を 流る k 石 狩 河、 彼女の 北 

を 洗 ふ 日本海、 彼女の 西 を 垣す るテ イネ 山、 彼女 を 見舞 ふ 候鳥、 彼女 を 飾る 春の 花と 秋の 實、 是れぁ 

りて 彼女の 俗氣は 充分に 償 はれた、 余 は 彼女に 育てられ たりと 云 ふより は 寧ろ 彼女 を圍む 天然に 養 は 

れ たる 者で あると 云 ふべき である、 余 は 札 幌農學 校の 產 なりとの 稱は 拒む が、 北海の 天然の 子な りと 

の 言 は 否まない。 

然しながら 余 は 攝理の 神が 余 を 余の 5^ 母 札 幌農學 校に 託し 給 ひし を 感謝す る、 余 は 余の 青春 時期 を 

北海 の 處女林 の 中に 經 過す るの 機 會を與 へ られし を 感謝す る、 企に して 若し 其 時 帝都 泥獨 の屮に 留め 

置かれし ならん 乎、 余 も 今頃 は 多くの 學士 博士と 共に、 心に モ， I ゼの神 を 認めす して 單に エジプトの 

學者义 法術師 の 類と し て 接. り〕 し た で あら ふ" 

汝の 生命 長 かわよ、 余の 北海の 乳母 校よ。 

余の 北 の 乳母  I 一七 
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佘 の 舊 き 聖書より 

余に 舊き 聖書が ある、 英譯 聖書で ある、 余 は  一 ^3- 八 百 八十 三年、 卽ち 明治 十六 年、 東京 芝 口藤 町 十 

字屋 支店に 於て 之 を 買 求めた、 彼 は 余の 半生の 伴で ある、 彼の 表紙 は 破れ、 頁は脫 し、 今 は 見す ぼら 

しき 古本で ある、 然 かし 彼 は 余の 貴重品の 一 つで ある、 余と 共に 墓に 降る にあら ざれば、 余の 最愛の 

ゅづ り. s.a  .  い，、 fc び  Jrb 

友に 讓 渡さるべき 物で ある、 彼 は 余の 戰 ひしす ベての 戰鬪 に參與 した、 彼に 由て 余 は 幾度 か 惡魔を 追 

，一り 一 4』  十 か  とほ  まこと  もろに  つ， 0: き  ベ— じ 

斥けた、 彼に 鎚 つて 余 は 幾度 か 熱き 火の 中 を 通った、 彼 は實に 余に 取りて は兩 刃の 劍 である、 彼の 頁 

めん けっこん  した、  しみ  のこ 

面に 血痕の 歷々 たるが ある、 熱涙の 滴りて 汚點を 遣す が ある、  < ；-の 短き 生涯 は 彼 無しに は說 明し 得べ 

からざる 者で ある、 余 を 感化せ し 者に して 彼の 如き はない、 彼 は實に 余の 肉の 肉に して 骨の 骨で ある、 

彼 は 余の 書齋の 王で ある、 余の 有する すべての 書 は 彼の 內容 を說明 せんた めの 者で ある、 『聖書 之 研. 

究』 は 主として 彼の 研究であった、 『新 希望』 は 主として 彼の 供す る 希望で ある、 彼れ なくして 余の 

事業 はない、 余 は 英文 を 以て ラ フス マ ス のかの 有名なる 言 を 彼の 卷 首に 書 人れ 置いた (確か 米國ァ マ 

スト 大學に 於て なりと 信す)、 卽ち 

I  am  fll.ml,y  l.esolvecl  to  die  in  the  studv  oft  the  scriptures  ；  in  tli-em  are  all  my  ioy 

and  till  my  ； peace,  i 

余 は 聖書の 研究 を 以て 死なん と 決心す、 余の すべての 歡 喜と すべての 平和と は 其 中に あり。 


依て 知るべし、 余の 聖書の 研究の 計畫は 今に 始まりし ものに あらざる こと を、 余 は H ラス マスの 此言 

を フル ー ド氏著 「ル ー テル 對 H ラス マ ス論」 の 中に 發 見せり と 信す。 

余の 奮き 聖書 は 勿論 余 を 海外の 流 直に 伴へ り、 彼 は 千 八 百 八十 四 年 秋 十月 余と 共に 汽船 トウ キヤウ 

號に乘 りて 太平洋 を 橫斷れ り、 彼 は 余と 共に 最下 等 列車に 投じて & ツキ— 山を逾 えたり、 余 は 彼を携 

へて 故 ドクトル . ケル リン 氏 をべ ンシ ルバ 一一 ャ州 H ルヰン の 丘上に 建てられ たる， 曰痴 病院に 訪 へり、 

余 は 彼れ ケル リン 氏の 庇 保す る 所と なりて、 彼れ (余の 奮き 聖書) と共に 二 年の 有益なる 日月 を此慈 

善 病院に 經過 せり、 余 は 夏は此 古き 書 を H ルヰン 丘上 岩石 狼藉た る 所に 讀 めり、 春はァ ー ビュ ー タス 

草の 香に 誘 はれて、 彼 を 叢林の 間に 繙 けり、 H ルム樹 の 芽を萌 せし 頃、 盛夏に ドグ樹 の 白 花 を 結びし 

頃、 余は靑 草の 上に、 或 ひは綠 蔭の 下に 余の 携へ來 りし 友人と 共に ュダ國 古代の 聖徒に 就て 學 ベり、 

余 は 特に 耶利米 亜記 を此 所に 於て 讀 めり、 余 は 彼れ 預言者 H レ ミヤと 共に 泣けり、 余の 週 圍に七 百の 

白痴 童兒の 人類の 罪惡を 表現して 集まる あり、 余 は 預言者と 共に 泣かざる を 得 ざり き、 

か う ベ 

ぁ& 我れ 我 首 を 水と なし、 我 目 を淚の 泉と なすこと を 5^ ん もの を、 

と (耶利 米 亞記九 章 一節)、 余 は 赤色 イン キを 以て 耶利 米亞 記の 終りに 左の 如く 記入せ り (日本 文に て： r 

明治 十八 年 五月 廿九 日米 國 H ルゥ ヰンに 於て 之 を讀み 終る、 我が 心 思 を 動かす こと 甚だし、 ー國 

の 興敗、 愛國 者の 困難、 一 々我が 心魂に 徹す、 願く は 將來國 のために 計る に 及んで 犬に 益す る 所 

あらん こと を 0 

と、 余 は 今に 至る も 耶利米 亜 書 を 讀む每 に エル ゥヰン と 恩人 故 ドクトル • ケル リン 氏と を 思 出さ る 

を 得す。 

余の 舊き 聖書より  二 九 
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余 は 余の 古き 聖書 を携 へ て 千 八 百 八十 五 年 夏 一時 H ルゥ ヰンを 去った、 其 秋 彼と ギボ ン 著 『羅 馬衰 

亡史』 七 W とを携 へて ァ マ スト 大學 に入學 せんとて 其 校長 故ジ ユリア ス • シ ー リ ー 氏を訪 ふた、 是ょ 

り 余と 余の 聖書との 關係は 一 層 親密なる ものと なった、 ァ マ ス ト 校に 於け る滿ー 一年間の 余の 生涯 は 主 

として 余の 古き 友人との 對 座であった、 余 は 特に 其 奥義 を 探らん とて 其 處に往 いたので ある、 余 は 全 

校と 共に 毎朝 綜理 先生の 彼の 響き渡る 音聲を 以てする 聖書の 朗讀 を拜聽 した、 余 は獨り 博士 フィ ー ル 

ド氏 と共に 舊約 聖書 歷史 を究 むる の特 權を與 へられた、 余 は此處 に希臘 語の 初歩 を學ん だ、 余 は 叉 こ 

こに 希伯來 語の 研究 を 始め、 字典の 援助 を 以てすれば モ， 'ゼの 五書 位 ひ は 稍々 解し 得る に 至った、 ァ 

マストに 於け る 余の 忘るべからざる 經驗 は、 夏期休暇 中、 全校の 生徒 悉く 歸 省し、 余 は獨り 寄宿 舍 

に殘 りて、 松林の 栗鼠と 共に 校舍を 守る 間に、 獨り デビッドソン 氏 著 『希 伯來 文典』 とグリ ー ン氏著 

Chrestomathy と を 手に し、 楓樹の 蔭に 靑 草の 上に 横臥しながら 余が 故鄕 より 持來 りし 余の 古き 聖書 

を讀 みし ことであった、 頭 を 擡げて 西方 を 望めば コ ンネ クチ カット 河の 流 は 日光 を 其 流 面より 反射し 

しき  し： ヽ；. ： 

て恰 かも 銀色の 帶 一 筋 を 牧場の 間に 布し が 如くに 見えた、 尙ほ 暫時 經 てば 赤き 夏の 太陽 は 終日の 運動 

に 疲れ 菜て &、 余の 視線 を 西方に 限りし バ ー タシャ 山脈の 彼方に 春いた、 時に 余 は 心の中に 思 ふた， 

西半球に 於け る 夕陽 は 東半球に 於け る 日出で ある、 今 は 余の 故 園の 富士山の 嚴に 朝日の 光が 輝いて 居 

る 頃で あら ふと、 斯く思 ふて 余の 頭 を 低れ て 余の 古き 聖書の 上に 俯伏して 天地の 造 主なる 余の 神に 余 

の 愛 國的祈 禱を捧 ぐれば、 公會 堂の 鐘 は 人相 を 告げて、 余 は 余の 書冊 を 纏めて 獨り 余の 密 房に 退いた。 

嗚呼 余の 舊き 聖書よ、 汝 は.^ の證 人な り、 其 時の 余 は 熱心なる 愛國 者な りし ことの、 余 は 其 時 は 主 

に 余の 國を救 はんとして 余の 聖書 を 研究した、 日本、 日本、 何んでも 曰 本であった、 故に 殊更ら に與 


i を 以て M 言 書 を讀ん だ、 今、 余の 古い 聖書 を 開いて 見る と 左の 如き 記入が ある。 

但以现 書の 始めに 

基督 信者に して 朝に 事 へんと 欲する 者 は 此章を 護むべし、 

と、 余に も 其 頃 は 日本 國の 官吏た らんと 欲する の 野心が 有った と 見える、 實に憐 むべき である， 同じ 

但以理 書の 終りに 左の 記入が ある、 

千 八 百 八十 六 年 一 一月 廿ー 一口 米國ァ マ ストに 於て 讀み 終る * 英 (穎) 敏聖 明の 愛國 者、 國を憂 ふる 

の 情 を 察し、 大に 我が 心 を 感動せ しめたり、 

と、 余が 其 時から 邦文に 堪能なら ざり しは此 記事 を 以て も 知る ことが 出来る、 谷 書 末 章 終りの 三 

節に 對し 左の 記事が ある、 

讀んで こ k に 至り、 心、 快 然として t む 能 はす、 英雄 世の 難に 當 るに 及んで 先ヅ 斯快樂 なかる ベ 

力ら， 1^、 

と、 愛國 者たり し當 時の 余 は 亦 英雄た らんと 望みし が 如し、 笑 ふべき かな。 

西 番雅書 に 於て H ルサ レム 市秦亂 の狀 を讀ん で 左の 記入が ある、 

Paris,  Vieima,  New  York,  etc.  BSAVARE. 

巴黎、 維也納、 鈕 育 等よ、 警誡 せよ、 

と、 其 時 未だ 東京、 横濱、 大阪、 京都 等の 市政 紊亂 はなかった、 故に 余は是 等の 名 を 加へ なかった と 

見える。 

哈基 書の 終りに 左の 記 人が ある- 

余の 舊き 聖書よ h-  I  一二 
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明治 十九 年 三月 廿 一 日夜、 米國ァ ム ハ ル ストに 於て 此章 を讀 む、 時に 鄕國 下民 多く 不景氣 を 嘆す 

(勿論 新聞紙に 由て 知る を 得たり、 余の 父 は 郵船 毎に 朝野 新聞 を 送り 越したり/ 人、 擧て挽^3 

の 法を談 す、 然れ ども 救 治 策に 困し む、 此 章に 記す る 所、 以て 今日の 難 を 救 ふの 要點 なるべし、 

維新 以来 我 邦大に 文明の 進步に 注意し、 人生 幸福 (lledollism) を 增すを 以て 獨意 (原文の 儘、 專 

かの 意なる べし) となし、 上帝の 眞理を 究め 神の 聖敎會 の 進歩に 注意せ す、 以て 犬に 道 德の衰 

(顔の 字 を" おす) を 来たせり、 祌の聲 高し、 國民擧 て 之 を 聞くべし， 

と、 余 も 其 時 は 一廉の 愛國 者な りき、 余 は 其 時 未だ 今日の 如く 余の 國 人に 就て 失望せ ざり き。 

撒 魟利亞 書の 終りに 唯 左の 一 句が ある、 

consoling.  Iboolc  ！ 

慰藉に 富める 書よ！ 

と、 爾 うして 舊約 聖書の 終りに して 叉 預言 書の 終りなる 馬拉基 書の 終りに 左の 長々 しき 英文の 記入が 

ある、 

A  most  g-loriot-s  promise 1 one  year  ago,  I  Tbegan  the  study  of  prophets  at  Elwvn,  with 

Jeremiah  as  Jeremiah,  weeping-  and  lanleDiing..  Today  I'AJPr. 13. 1886)  I  close  this  most 

delig-htful  stuciv  with  Malachi  as  Malaclii,  my  heart  filled  with  glorious  !_.01〕es  and  tran- 

scendent joys.  -Jll, ン vhat  a  cllang.e  in  tlie  condition  of  my  lleart  during-  this  one づ ear  ！ 

I  thank  God  I lirwe  enoug.ll  education  to  read  HIS  words. 卜 tlianlc  Goa  I  am  not  dumb  ； 

and  even  thoug;li  all  of  my  hojss  mil, I liave  p  tiny  tong.ue  to  ^^2W^^^2.  OIS  (forth) 


the  glorious  salvsuion  ^<^w^-.-^w.  tjs  Lol-d  sent  upon  me.  .Blessea  15  tlie  Triune  God!! 

最も 光榮 ある 約束なる かな、 余 は 今 を 去る 一年 前に H ルゥ ヰンに 於て 預言 書の 研究 を 始めたり、 

余 は H レ ミヤの 心 を 以て 泣きつ、 义悲 みつ、 M レ ミヤ 書 を 以て 此硏究 を 始めたり、 今日 卽ち干 八. 

百 八十 六 年 四月 十三 日 余 は マラキの 心 を 以て、 卽ち 余の 心 は光榮 なる 希望と 感覺 以上の 歡 喜を以 

て滿 たされて マラキ 書の 研究 を 以て 此は取 も 愉快なる 研究 を 終る、 嗚呼、 此 一年 問に 於け る 余の 心 

の狀 態の 變化は 如何なる も のぞ、 余 は 神に 感謝す 、 余に 彼の 聖 言 を讀む に 足る の敎育 ある こと を、 

余 は 神に 感謝す 余は啞 者に あらざる こと を、 而 して 地上に 於け る 余の すべての 希望 は 失敗に 歸す 

とも 余に 主が 余に 途り給 ひし 光榮 ある 救 濟の途 を 轟かす に 足る の 小なる 舌の 存 する こと を、 三位 

一 體の神 は 讚美すべき かな" 

かみなりの こる!  と ろ 

と- 是れは 確かに 熱誠の 言で ある、 爾 うして 二十 年後の 令 日、 余 は 雷 聲を 以て 主の 福音 を 世に 轟か 

して は 居らない が、 然 かし 或る 他の 方法 を 以て 余の 當 時の 目的 を實 行し つ.^ ある を 感謝す る 。 

余 は 千 八 百 八十 七 年の 夏 アマ ルスト 校 を 去り、 同じ年の 秋、 更らに 余の 聖書 を學 ばんと 欲して コン 

ネ クチ カット 州ハ ー トフ ホル ド祌學 校に 入った、 然 かし 此處に 多く を學び 得すして、 翌年 三月 十日 絲 

育 港より 船に 乘じ、 故國を 指して 歸途に 就いた、 五月 十日 余 は 再た び 余の 奮き 聖書と 共に 余の 故國な 

る 横 濱の椁 頭に 達した、 爾 うして 余の 舊き友 は 海の 外に 於ての 如く 海の 內に 於ても 余の 身 を 護る 天使 

であった、 余 は 余の 同胞の 中に 歸り來 りて より、 幾た びか 余の 奮き 聖書に 由り て 獅子の ロを箝 み、 火 

の 勢 ひ を 減し、 劍の刃 を 避 がれ、 弱き ょリ して 强 くせられ、 戰爭に 於て 勇ましく、 異邦人の 陣を 退か 

せた (希 伯 来書 十 一 章 世 三、 卅四 節)。 

余の _» き s# 書より  ニー 三 
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いざ 今より 余の 舊き 聖書の 中より 余が 人生の 戰 場に 於て 感じ 且つ 玩味せ し 章句 を 引い て 之に 對 する 

余 の 感想 を述 ベ やうと 思 ふ。 (但 し績 稿な し ー 編者 ) 

新年の 珍客 

新年に 人り てより 四 人の 珍客 は 余輩の 小なる 書齋に 人り 来った、 彼等 は 永く 余輩と 偕に 留まるべし、 

余輩 は 虔んで 彼等 を 優遇 禮待 せんとす。 

彼等 は 現世の 人で はない、 過去の 人で ある、 彼等 は 日本人で はない、 外國 人で ある、 然れ ども 彼等 

は 孰れ も何國 人と 稱 して 己 を 人に 紹介 せんと 欲する やうな 者で はない、 彼等 は 彼等の 一人なる ァレキ 

サン ドル . フム ボルトの 如く 「世界の 市民」 を 以て 自 から 任す る 者で ある、 故に 彼等 は 日本の 角 害に 

來 りたれば とて 異邦に 來 りしの 感を懷 く 者で はない、 彼等の すべて は 謂 ゆる 國家 観念なる もの を脫却 

したる 人類の 友で ある。 

珍客の 一 人 は 和蘭國 人と して 紀元 千 六 百 八 年に 生れた る畫家 レム ブラント である、 彼 は 畫界に 於け 

る カル ビンと 稱 せられし 者であって、 新敎的 思想 を 筆と 色と に 現 はした 者で ある、 彼 は オレンジ 公ゥ 

イリヤ ム、 コ £1 ムゥ エル、 ヮ シン ト ン等 にも 劣らない 平民主義の 主 道 者で ある、 彼 は 好んで 商人、 職 

ェ等、 所謂る 下層の 民と 稱 せられた る 者 を畫， いた、 彼 は 勿論、 彼の 靈 魂の 救 主ィヱ ス キリスト を畫ぃ 

た、 彼 は 今の 平民主義 者の やうに 神 を 無視し、 キリスト を 嘲け る やうな 者ではなかった、 彼 は 平民 主 


義を其 根本に 於て 解した 者で ある、 彼の 理想の 平民 は 一一 一 E ふまで もな く，！， ザ レの大 エイ H ス である、 彼 

± 比 人 を 神の 子と して 拜 した、 故に 自身が 平民の 畫家 となった ので ある" 

It.  i  ノ  -- /く 1  かつ. J,5  -ひ £, 、ちび る ひけ は 

余の 室に 人來 りし 彼 は 彼 自身が 畫 いた 者で ある、 歳の 恰好 は 凡そ 三十 前後 上脣に 髭が 生えた ば 力 

り、 ぜ辦を 横に S り、 襟元の Is は亂れ て、 我れ 世に 關せ すと 言 はんば かり、 若し 世に 獨立獨 創の 美 

術 家が ありし とすれば 彼で ある、 彼は畫 家で あるより は 寧ろ 「人」 である、 余輩が 彼 を 愛し、 敬し 

自身 は 美術と は關係 最も 淺き 者た るに 關 はらす、 彼れ レム ブラント を 余輩の 理想の 一人と して 仰ぐ は 

彼の 「人類 性」 の 非常に 深 かりし が 故で ある、 彼れ 今 其 肖像に. m て 余輩の 室に 入来れ り、 余輩 は 今よ 

り 後、 彼 勵ま されて、 色 を 以てせざる も、 墨 を 以て、 彼に 類す るの 思想 を 誌上に 畫 かんと 欲す。 

珍客の 第二 は昔樂 者べ ー ト，' ベンで ある、 千 七 百 七十 年 獨逸國 ボンに 生まる、 彼の 肖像 を 仰ぎ見て 

彼が 音樂の 人で あると は ドウしても 思へ ない、 彼の 髮は 亂れて 居る、 彼の 脣は緊 つて 居る、 彼の 眼 は 

怒って 居る、 彼 は ドウ 見ても 調和の 人で はない、 不平の 人で ある、 憤怒の 人で あ"，？、 然り、 悲哀の 人 

である、 爾 うして 音樂に 堪能なる 余の 友人の 一人 は 彼 を 見て 云 ふた、 彼の 作りし 昔樂は 彼の 肖像の 通 

い f;.^t^ と、 余 は 勿論 音樂を 解し ない、 故に 美術的に 彼 を評價 する こと はお 來 ない、 然しながら 余 は 

少しく 彼の 人物 を 知る、 風波 多 かりし 彼の 生涯 を 知る、 余 は 彼に 對 して 深厚なる 同情 を 表する、 余 は 

余の 小なる 生涯が. ^ノレい 彼の 犬なる それに 似て 居った 事 を 感謝す る、 故に 余 は 闪 人の 珍客 を迎 ふるに 

方て 余に 最も 近き 位置 を 彼に 與 へた、 彼 は 余の 机上、 余の 椅子に 對 する 所に 座 をお めた、 爾 うして 日 

に 日に 余が 筆 を 執りつ. - ある 時に 余を瞰 下す る、 余 は 彼の 感化に 由り て 彼の 昔樂の 如き 文 を 綴りた く 

欲 ふ。 

新年のお 5^:  1 二 五 


藪 喜と 希？ t:  .  一  二 六 

第三の 珍客 は 余の 舊友ル ー テルで ある、 彼の 弟子 クラ ナツ ヒの畫 筆に 成りし 者の 寫 なり、 彼の サク 

ひゃくし や うづら  ふと 

ソン 的の 容貌、 百姓 面と 稱 せんば かりの 面、 眼 は 暴風の 後の 平靜を 示し、 太りた る 手 は 何物 か を 握る 

が 如し (蓋し 聖書なる べし)、 嗚呼 ル ー テルよ、 懷 かしき ル ー テルよ、 余の 青年時代よりの 友よ、 余 

は汝を 知りし 以來 寤寐の 問に も汝を 忘れざる なり、 余の 小なる 生涯 は 多く は 汝の大 なる 生涯に 傚つ て 

成りし 者な り、 汝の 信仰 は 今 も尙ほ 余の 信仰な り、 余 は汝の 事業 を 以て 余の 事業と 爲 さんと 欲す、 人 

の 子の 中に 汝 よりも 余に 近し き はなし、 使徒 バウ！！ と 聖ァゥ ガス チンと 汝、 余 は 今や 叉汝の 接近 を 要 

する こと 切， なり、 汝、 此 時に 方り て汝 の生國 より 遠く 来りて 余の 角 害の 家 を 見舞 ふ、 善く 來 りしよ、 

我友ル ー テルよ、 永く 此 小なる 書齋に 止まれよ、 而 して 余が 若し 汝と 余との 救 主たる 神ィ H スキ リス 

トの 命に 叛 くが 如き あらんに は、 汝、 その 鋭き 眼 を 以て 余 を 責めよ、 余 は汝の 行爲に 鑑み、 己に 恥ぢ 

て 人の 前に 怯懦 を演 する が 如き こと を爲さ る ベ し。 

第 K の 珍客 は カント 先生で ある、 豪氣 なる カント 先生、 近世の ソクラテス、 而 かも ソクラテスより 

も 犬なる 哲學 者、 今の 世に 先生の 哲學を 彼れ 是れ 非難す る 者が ある、 然しながら 余 は 知る 先生の 哲學 
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の 犬なる は 先生の 哲學 のた めで はない こと を、 先生 をして 哲學 者と して 起た しめし 其 精神、 是れが 先 

OC-00C00O0OC  00000000000 〇 0  0  0 

生の 偉大なる 故であって、 又 先生の 哲學の 偉大なる 故で ある、 先生 は 自由と 眞理と 信仰との ために 起 

ち 給 ふた、 爾 うして 思想界に 神と 永生と 自由との ために 堅固なる 地位 を 設け 給 ふた、 先生 は哲學 者と 

してより は 人類の 友と して 貴く ある、 余が 道 般獨 逸なる 余の 友人に 乞 ふて 先生 を 余の 小屋に 迎へ 奉つ 

たの は是れ がた めで ある、 願く は 先生 今より 後 余の 家に 留まり、 余が 眞理を 探る に 方て 虛思 幻想に 走 

ら ざる やう 余 を 督し給 はんこと を。 


斯 かる 珍客の 入來を 得て 余の 新年 は 幸福なる 者で ある、 余 は 今より 後 彼等に 勵 され、 敎 へられ 導か 

れて 余の 職分 を盡 したく 欲 ふ。 


讀 書餘錄 

詩歌、 歷史、 傳記 

璺 太閤の 寵臣 會呂利 新 左 衞門は 曰 ふた、 *1 に 最も 多き 者 は 人であって 叉 最も 少き者 は 人で あると、 

其 如く # に 最も 多き 物 は 書物であって 叉 最も ii き 者 は 書物で あると 云 ふこと が出來 る、 世に 善人の »1 

いやう に 善き 書物 は齡な い、 而 して 善人に 遇 ふ は大 た る 幸運 であるが 如くに 善き 書物に 接す る は 犬な 

る 幸福で ある、 善き 書物 は實に 稀れ なる 者で ある、 百 冊の 中に、 又は 千 冊の 中に 一 冊の 外、 見 當り難 

い 者で ある。 

余も讀 書家 を 以て 自 から 任す る 者の 一人で ある、 歲は半 百に 垂ん とし、 旣に 若老の 中間に 入った 者 

みづ  ひ *>> 

であるが、 然し 讀 書の 一事に 於て は 壯者を 凌ぐ に 足る と自 から 信す る、 余 は 間 暇 さへ あれば 讀 書に 耽 

て 居る、 余 は 勿論 讀書は 特^の 美德 であると は 信じない、 讀書は 余に 取りて は 一 ッ の道樂 である、 然 

り 惟一 の道樂 である * 然し 讀書 は道樂 では あるが、 惡 ぃ道樂 ではない と 思 ふ、 之に 由て 多くの 無益の 


截 f„lt と * 望  ニー < 

書と ii からざる 有害の 書を讀 むの 害 は あるが、 然し 時には 有利 有签の 書に 接して 心に 無限の 快 樂を感 

する ことがある、 世に 快樂の 種類 は 多い が、 眞 理を發 見した 時に 優 さるの 快樂 はない、 其 時 我等 は 宇 

宙を我 有に なした る やうに 感 する、 己れ 陋屋に 在て 一人の 贫生 であるに 係 はらす、 王子 か 貴公子に 成 

あさ  ぼくせん 

つた やうに 感 する、 而 して 此 快感が 欲し さに 毎日 毎時 書籍 を 漁る ので ある、 恰 かも 墨 川に 釣を垂 る、 

者の 如く、. 瘦 物の 稀れ なる は覺 悟し つ k、 獲た 時の 嬉し さが 忘れられす して、 眞理の 漁 獵に從 事す る 

ので ある。 

かひ もと 

余が 今日まで 購求め た 書籍 は隨分 多く ある、 百 や 千の 事で はない、 若し 眼 を 通し 指 を 入れし 書籍 を 

悉く 今尙ほ 保存して 置きし ならば 隨 分の 嵩に なった であら ふ、 然し 書籍 も 一種の 反故に 過ぎない、 悉 

しょだな にら  やく 

く 之 を 保^し 置く は 愚の 極で ある、 故に 余 は 三年に 一度 位 ひづ」 書棚 拂ひ をす る、 役に立つ 者 丈け を 

存 して 他 は 之 を 古本屋と 稱 する 屑屋の 一種に 反故 同様の 代價を 以て 寶り拂 ふ、 然し 百 冊の 中 一冊 位 ひ 

は 保存して 置く、 是れは 生涯の 友と して 常に 余の 側に 置き、 而 して 時々 之 を 取 出して 彼と 我との 間に 

存 する 消えなん とする 我等の 舊 好を溫 ためる。 

余の 讀 書の 趣味 は 隨分廣 く あると 思 ふ、 余に も H ド モンド • バ ー クに 於け るが 如く 種々 の讀書 熱が 

時を替 へて 來る、 或る時 は 詩歌 熱が 来る、 或る時 は歷史 熱が 来る、 或る時 は傳記 熱が 來る、 或る時 は 

科學 熱が 来る、 或る時 は 考古學 熱が 來る、 而 して 常に 多少 存 する 熱 は 聖書 熱で ある、 唯 曾て 一 囘も來 

たことの な いのは 小說 熱と 法學 熱と である、 余 は 生れて 小說 とて は 唯一 册讀ん だ 丈け である、 それ は 

有名なる 『アン クル、 ト ムス、 力 ビン』 の 著者 スト ゥ 夫人の 筆に 成れる 『我 妻と 我れ』 と 題す る 英文 

小說 である、 是れが 余が 讀 みし 最始 最終の 小說 である、 法律 書と して は 余の 書 齋にボ 口 ッ ク氏著 『法 


理 初步』 が 一 册 ある 丈け である、 然し 十 年 も 前に 購 つた 書で あるが、 まだ 一 囘も指 を 人れ た 事 はない 

余に 取りて は 小說は 虚偽で あるから 面，：：： くない、 法律 は 情がない から 詰らない、 余の 腦と 心と は小說 

と 法律と に は 如何しても 向かない。 

詩歌 熟 は 夙く より 余 を 襲 ふた、 幼年時代に は 唐詩 選 を 暗誦し、 古文 眞寶を 朗吟した、 後に 英文 を讀 

み SS: るに. 至って、 ホヰ ツチ ャ先づ 余を虜 にし、 、いで ヲルヅ ヲス、 口  — エル、 ブライアント 等 順 を 追 

ふて 余 を 生 捕った、 、ゲ ー テとシ ルレ ルと は學 校で 讀んだ 丈け であって、 其 感化 は 今に 尙ほ殘 つて- i5 る 

が、 其 言 辭は獨 逸 語と 共に 忘れて 了った、 ダンテ は 英譯を 以て 少しく 讀ん だ、 其 地獄 篇を讀 みし 時に 

恐怖って 幾夜も 寢られ なかった 事 を 今でも 忘れない、 近頃に 至て ホヰッ トマ ンを讀 始めた、 而 して 彼 

は 今 余の 特愛 詩人で ある、 近頃 米 國費府 の 友人 某より 其 全集 一 册を 寄贈し 吳れ たれば 此 「泥醉 詩人」 

に對 する 余の 愛情 は 一 曆 增し來 つた。 

歷史熱 は 日本 外史で 始まり、 太平 記、 平家物語 等で 養 はれた が >  米國に 行て ギボンの 羅 馬お を讀ん 

でより  一 I 熱くな つた、 實に此 書は史 學の寶 典で あると 思 ふ、 ギボ ン の傳 記者 コ ッタ ー • モリ ソ ン は 

云 ふて 居る、 史學に 志す 者 は 何を讀 ますと も先づ 第一 に 『羅 馬史』 を 請むべし と、 之に 劇烈なる 基嚼 

敎 の反對 あるに 拘ら す、 余 は 今に 至る も 「ギボン」 を 忘れない。 

人の 餘り 注意し ない 書で あるが、 余が 歷史熟 勃興 時代に 讀んだ 一 冊で 今尙ほ 古物と して 余の 書齋に 

保^して ある 者 は u 1 リ ング • ブレ ー ス 氏の 著 『ゲス タク リス クイ、 一 名人 道の 進歩に 於け る キリス 

トの 感化』 なる 書で ある、 是は 余が 札幌を 去て 後、 芝の 日隆 町の 或る 古本屋に 於て 購求め た 書で あつ 

て、 余と 共に 洋行し 余と 共に 歸 朝し、 余と 共に 多くの 艱難 を 嘗め、 而 して 星霜 二十 有 五 年、 今 尙ほ余 


^喜と 希望  一 三 〇 

€ 小なる 書齋を 飾る 者の 一 ッ である、 刖に 面白い と 云 ふ 書で はない が、 然し キリストの 福音と 人道的 

思想 の 進歩との 關係を 叙べ た 書と し て は 最も 忠實な る 者であって、 余が 其 K より 受けた 感化 は 赏に永 

久的 であると 一一 一一 II はざる を 得ない、 余 をして S 督敎會 なる 者 を 嫌 ふに 至らし めし 其 源 因の 一 ッは此 書で 

ある、 此 書に 由て 余 は 始めて キリ ストの 福 昔の 茶 督敎會 と 同 一 視 すべから ざる 者で ある こと を 知った- 

。 ー リ ング . ブレ ー ス氏は 余を廣 くした 者の 最初の 者で ある、 余に 取りて は 基督 敎會 との 分離 は此人 

に 由て 始 つたの である。 

傳記熱 は 一 時 は 非常の 勢力 を 以て 余 を 襲 ふた、 余 は 一 時は傳 記の 外 何物 をも讀 まなかった、 余は自 

分の 傅 を 護む の 感與を 以て 他人の 傳 を讀ん だ、 余 は 「英 1： 文士 傅」 は 大抵 證み盡 くした、 其 中 特に ジ 

ヨン ソ ン 傳とバ ン ヤン 傅と は 强く余 を 刺激した、 其 他 余の 讀ん だる 傳記 類は數 限りない、 然し 其 中二 

ッが 永久 的 感化 を 余に 及ぼした、 其 一 はブ レ キ ー 氏 著 『リビ ングス トン 傅』 で、 其 一 一は 力 ー ライル の 

『コ 。 ムゥ H ル傳』 である、 前者 は 米國ハ ー トホ ー ド 在留 中、 三 晝夜を W て 大冊 五 百 頁 餘の者 を讀み 

Y つた  >  讀み 了って 余 は 泣いた、 余 も斯 かる 人と なるべし と、 余 は 其 時 決心した、 傳 道の 快樂と 偉大 

と は 余 は 始めて 其 時に 知った、 余は此 著に. m て 與味を 阿弗利加 大陸に 對 して 有つ に 至った、 余が 後年 

南阿 戰爭， の 時に 際して 英國 に反對 して 南阿の 尺に M 情 を 表 はす を 得し は此 著より 受けし 感化に 依った 

ので ある。 

力 ー ライル 著 『コ &ムゥ H ル fw』 の 余に 及ぼせし 感化に 就て は 余 は 之 を 叙す るに 足る の 一一： B 辭な きを 

歎す る、 余 は 英國版 五 W 物 を 麻布 飯 倉の 古本屋 橋 爪に 於て 購求め た、 時 は 明治の 二十 三年、 余が 囑託 

敎員 として 東京 第一 高等 學 校に 雇 はれた 時であった、 余 は 之 を 得て 何物 を も 忘れて 讀み續 けた、 余 は 


之に 由て 自由と 獨 立との 愛すべく 貴むべき を 深く 敎 へられた、 而 して 讀んで 半ばに 至りし 頃、 余 は 高 一 

等學 校の 倫理 講堂に 於て 其頃發 布せられ し 敎育勒 語に 向て 禮拜的 低頭 を爲 せよ と、 時の 校長 代理 理學： 

博士せ 木に 命ぜられた、 然るに 力 ー ライルと コ • ロム ゥ H ル とに 心魂 を 奪 はれし 其當 時の 余 は 如何にして 一 

も 余の 良心の 許可 を 得て 此 命令に 服從 する ことが 出来なかった、 余 は 彼等の 勸獎に 由て 斷然之 を 拒ん 

だ、 而 して 其れが ために 余の 頭上に 落 来りし 雷電、 …… 國贼、 不忠 …… 脅嚇と 怒喝 …… 其 結 菜と して- 

余の 忠實 なる 妻 は 病んで 死し、 余 は 數年問 余の 愛する 此 日本 國に 於て 枕す るに 所な きに 至った、 余の 

肉體の 健康 は 夫れ がた めに 永久に 毀損せられ、 余の 愛 國心は 甚大の 打擊を 被りて 余は苒 たび 舊 時の 熱.： 

心 を 以て 余の 故圃を 愛する 能 はざる に 至った、 實に 余の 全生涯に 涉る此 世の 不幸 はすべ て此 一 瞬間よ 

り來 つた、 然し 余 は 今に 至り 此 事の ありし を悲 まない、 余 は 確かに 信す る 余の 神が 其 時 特に 余に 命じ 

て 『コ n ムゥ ヱル傳 J を購 はしめ 給 ひし を、 若し 此傅 記と 此傳 記が 余に 起し k 此 事件な かりし ならば 一 

余の 生涯 は 平々 凡々 取る に 足りない 者であった らふ、 余は眞 個の 洗 禮を此 時に 受けた ので ある、 水の ■ 

洗禮 に あ ら すし て 火の 洗禮を 余は此 時に 受けた ので ある、 而し て 之に 由て 余 は 始め て 少しく 信者ら し 

き 信者と な つたので ある 、唯 取 返す 能 はざる は 余の 憐れなる 妻で ある、 然し 彼女 も 亦 之 に 由て キリス 

トの 天國に 於て 救 はれた ので あると 信す る、 吾等 は國に 反いて 此 事を爲 したので はない、 良心の 聲を 

oo-oooooooooooon-oooooo  ^ 

重 じ、 良心に 反く の は國を 欺く ので あると 信じた から 此事 を爲 したので ある、 鳴 呼 力 ー ライルの 『コ. 一 

ムゥ H ル傳』 よ、 汝は 余に 取りて は 火の 書で ある、 汝は余 を 益せ しこと 深き 丈け それ 丈け 余に 狭 ひ- 

し たる 書で ある、  余 は 永久に 汝を 保存 せん、 而 して 余 は 余の 小なる 書齋に 於て 汝の五 册が列 を 正う し 

て 立つ を 見て、 余の 胸 は 感慨の 淚に 溢れ、 余の 思 は 高き 彼國に 及ぶ、 某 督敎の 聖書 を 除いて 汝 ほど 深 _ 
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刻に 余 を 感化した 書物 はない。 

科學と 考古學 と神學 入門 

s: 學熟は 余に 早くより 起り しもので あって、 今 も 猶ほ存 る 者で あ る 、 善き 天 然 學 者た らんこと は 余 

アム ビ-ン ヨン 

の 幼年時代よりの 野心であった、 余 は 文 學を嫌 ひ、 哲 學を賤 めた、 すべて 五感に 觸れ ざる 事物 は 余 は 

學 ぶに 足らない ものであると 思 ふた、 余 は 第一 に 地 现學を 好んだ、 地圖を 見る こと は繪を 見る ことよ 

り も 好きであった (今 も猶 雨う である)、 而 して 後年に 至り ギヨ ー 氏 著 『地 人 論』 を讀 み、 地 现學の 

原理の 何たる 乎 を 知って より 此學 科に 對 する 余の 興味 は 一 暦增 して 来た、 地理 學の 立場より 見た る 日 

本國の 天 職 は 今より 凡そ 一 一十 五 年 前に 余の 腦裡に 浮んだ る 者で ある、 誠に 地理 學は 科學の 初歩で あつ 

て、 多大の 趣味 を留 むる 者で ある。 

地 ffi 學に 連れて 余 は 氣象學 を 好んだ、 雲と 風と 雨と 雪と は大に 余の 注意 を惹く に 至った、 ..^ して il^ 

象學 より； 大文學 へ は 唯の 一 步 である、 余 は 齢な からざる 時間 を 天文 書の 愛讀に 費した、 プ a クタ ー 氏 

著 『吾人の 世界 以外の 世界』 なる 書 は 今 も猶ほ 深く 余の 記憶に 存 する 者で ある、 叉 佛圃の 犬 文 學者フ 

ラメ リオンの 筆に 成りし 書 は 余の 喜んで 讀 みたる 者で ある、 『：大 上の 不思議』 幷に 『骨界 の 最期』 は 

今猶ほ 忘れ 難き 者で ある。 

然れ ども 余の 特 愛の 科學は 生物 學 であった、 余は當 分の 間 は 余の 天職 は 之に 在る と 信じた、 而 して 

< ^は 植物 學 よりも 動物 學を 好んだ、 而 して 動物 學の 中で 殊に 魚類 學を 好んだ、 東洋 第一 の 魚類 學 者た 

らんこと は 青年時代に 於け る < ^の 唯一 の 野心であった、 而し 動物に 就て 余の 讀 みたる 書 は隨分 多い こ 


とで ある、 今 は 大抵 は 其 名 を 忘 わて 仕舞った が、 然し 一時 は 余の 財囊は 悉く 之が ために 傾けられ たの 

である、 余の 最大 快樂 とて は 新刊の 動物 學書 を購 ふこと であった、 -ー コル ソンと、 ハックス レ ー と、 

ェ ドア ー ドと、 ダル ゥ+ン と、 其當 時の 余 は實に 幸福なる 者であった、 贖罪 說と云 ふが 如き、 高等 批 

評と 云 ふが 如き、 夢の やうなる 問題の 余の 頭 腦を惱 ますこと なく、 美く しき 介と、 美く しき 魚と、 美 

くしき 鳥と、 美しき 獸とは 余の 腦裡を 往来し、 夢に 海濱に 遊びて 五色の 介 殼を拾 ひし を 夢み、 醒めて 

蓬萊 島に 遊びし を覺 えた、 無慈悲なる 運命よ、 汝は 何故に 余 を 其處に 留め置 かざりし や、 今に 到りて 

之 を 思 ふて、 余 は 今や； 犬 W に 向て 進む ので はなく して、 旣に： 大國を 迹に棄 てた ので は あるまい 乎と 感 

する。 

科學 書の 中に 永久に 余 を 感化した 者 は 言 ふまで もな くダ ー ゥ. 'ン著 『種の 起源』 である、 余 は 數！： 

反覆して 此書 を讀ん だ、 而 して 生物 進化の 理の 何んで ある 乎 を 知った、 余 をして 始めより 基督 信お で 

あ る と 同時に 進化論者で あらしめ し 者 は實 に此 書で ある、 此 書に 由て 余の 思想の 傾向 は定 つたの で あ 

る、 天然 は 進化で ある、 故に 萬 物 悉く 進化でなくて はならない とは此 書が 深く 余の 腦 中に 刻み 込みた 

る眞理 である、 グ ー ゥ+ン の 『種の 起源』 は 聖書 幷に 『コ ロム ゥ H ル傳』 等と 共に 余の 全生涯に 根本 

的の 變化 を來 したる 書で ある、 余 は 始めより 進化論の 基督教の 敵で ない こと を 認めた、 否な、 某： 督敎 

は 寧ろ 此學理 に準じて 解 釋 せらるべき 者で ある こと を知覺 した、 故に 余の オル ソ ドック ス 主義 は 始め 

より 異端の 傾向 を帶 びて ciS つた、 余 は 始めより 宣敎師 の 基赞敎 に服從 する こと は出來 なかった、 今よ 

り 三十 年 前に 在りて は 聖書と 共に ダ ー ゥ キ ン の 著書 を敬讀 した 者 は 決して 忠實 なる 敎會の 信者で はな 

かった、 然るに 余 は 始めより ダ— ゥ ヰ ン 主義の 辯 護 者であった ので ある。 
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ダ ー ゥキ ンの 著書に して 猶ほ 他に 一 ッ余に 永久 的 感化 を 及ぼした る 者が ある、 それ は 彼の 有名なる 

『世界 週 航紀』 である、 是 れは讀 むに 至て 易き 書で あるが、 然し 實際 的に 學者を 感化す る 力に 至って 

は 『種の起原』 に 優 さる も 劣らざる 書で ある、 天然 物觀 察の 方法と 精神と は實例 的に S に 示されて あ 

るので ある、 此 書に 由て 余 は 天然 界に 注意 を 値せざる 者と て は M 一  つなき こと を 知った、 蚯蚓の 爬ふ 

も、 蜥^の 走る も 皆な 注目すべき 事實 であって、 善く 之を觀 察して 而 して 天然の 原理に 達する ことが 

出來 るので ある こと を覺 つた、 天然 學と云 へば 甚だ 六ケ 敷き やう なれ ども、 是れ必 しも 實驗窒 に 人て 

顯微鏡 を VJ にして 究む ベ きもので はない、 日常 目撃す る 事物 を 組織的に 考察す る こと、 それが 天然 學 

研究の 祕訣 であると はダ ー ゥ キ ンの此 著が 余に 敎 へ て 吳れた 事で ある、 故に 余 は 歐文を 解し 得る 人に 

は 何人に も此 書を勸 めた く 欲 ふ、 叉  一 rH も 早く 其 u 本譯の 出ん こと を 欲する。 

考古學 熱 は舊約 聖書 研究の 餘波 として 余に 臨んだ、 而 して 此學を 余に 紹介して 異れた 者は英 國の學 

者ジョ ー ジ. 口 ー リン ソン 氏で ある、 余 は 始めに 彼の 『國 民の 起源』 を讀ん だ、 次に 『古代 民の 宗敎』 

を讀ん だ、 而 して 終に 彼の 大著 『古代 七 大帝 國史』 を讀ん だ、 其 文章の 優麗 なる、 解說の 明快なる、 

今日 之 を復讀 する も尙ほ 倦怠 を 感ぜざる 瞽 である、 吾人の 思想 を驅て 遠く 四千 年 前の 昔に 遡らし め、 

今 を 忘れて 昔 を^ば しむる 太 古史の 與味は 忘れん と 欲して 忘る、 こと は 出来ない、 後、 セ イス 氏の 著 

ベろ しゃ 

書に 由って 更 らにバ ビ ロン、 アツ シリャ の 文明に 就て 學び、 ラゴ ー ヂン 氏の 著に 由り て 印度 波 斯の神 

話が 其歷史 と接觸 する 點に 就て 少しく 知る こと を 得た、 尙ほ 研究 を繼 けんに は 支那 文明の 起原 を 探り- 

其バ ビ 口 ン 文明との 關係を 究め、 又 一 方に は 日本 文明の ヒ ッ タイ 卜 文明に 類似す るの 點を 究めん に は 

興味 盡 きざる べしと 雖も、 然れ ども 人の 力量に 限り あり、 我等 萬 事 を 知らん と 欲して 能 はす、 唯 近世 


考古學 の 何たる 乎 を 知れば、 それで 事 は 足る と 思 ひしが 故に、 余 は 之より 以上 考古學 の 迹を逐 はな か 

つた、 然し  一 二 年に 涉 りし 此硏究 は尠 なからざる 利 S を 余に 與へ、 余の 聖書の 研究 をして 更 らに與 味. 

ある 者と ならしめ た。 

之れ からが 余が 手に し 又 眼 を 通う せし 宗敎 書類の 列擧 である、 詩人 ゲ— テ は其フ ハウ スト 劇に 於て 

日 ふて； Jig る、 

余は哲 學も學 びたり、 科 學も學 びたり、 美術 も學 びた リ、 而し喧 亦 神風 〈も學 びたり 

と、 「噫 亦神學 も」 と、 余 も 亦 彼と 同じ 歡聲 を發 せざるを得ない、 然リ、 余 は白狀 す、 余 は 常に 神學 

を 篤りながら も自 から 祌學 を學 びたり と、 尤も 神學 校に 入り、 祌學 者に 就て 學ん だので はない、 余 は 

他の 學 科に 就て は 多くの 善き 教師 を 持った が、 祌學 ばかり は 余の 獨學 したる 者で ある (余 は 三 ヶ月 問 

米 國ハ， 'トフ ホ ー ド祌學 校に 在りし が、 其 生；^ に 堪え 得すして 直に 退校せ り〕、 故に 余に 取りて は 神 

學は 道樂學 問で ある、 余が 學 課の 傍らに 學ん だる 者で ある、 而 して 其の 道樂學 問が 終に 余の 本職と な. 

らんと は 余の 夢にも 知らない 所であった、 余 は 己の 身 を 修めん ために 祌學書 を讀ん だので ある、 他人 

に 傅 道す るた めに 讀ん だので はない、 余が 今日に 至る も尙ほ 宗敎界 のフリ ー ランス (遊 擊隊) である. 

の は 是れが 故で ある、 余 は 今が今まで キリストの 福 昔 を 世に 俾 ふる を 以て 余の 一生の 事業と なすべき. 
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者で ある こと を 知らなかった、 余に 取って は 遊戯が 本職と なった ので ある、 夢が 事實 となった ので あ 

る、 道 樂も玆 に 至って 恐ろしい 者で. ある ことが 解る。 

な 「を 去る こと 廿 三年 前。 余が 米 W に 在りし 頃、 余が 余の 舊き 聖書の 表紙の 裏に 余が 其 時までに 讀 みし- 

神學 書類の 目 錄を記 人した る 者が ある、 今 左に 該目錄 を揚ぐ (著者と 書名と を邦譯 せし も 其 原 名 は 知. 

讀 書餘錄  一 三 五 
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る に 難から ざる ベ しと 信す )o 

〇バ 1 ン ス氏 註解 書 (約 百 記 全部、 以赛亞 書 全部、 新約聖書 全部)。 

〇 カウ ルス 氏 註解 書 (以 賽亞 書、 耶 利米亞 記、 祖以理 書、 以西 結 書、 小豫言 書、 詩篇)。 

〇ス ミス 氏 著 『舊 約史』 

〇 ブ リ グ ス 氏 著 『聖書 研究 論』 

〇 フ H ャバ ー ン氏著 『预表 論』 

〇 ホッジ 氏 註解 書 (羅馬 書、 哥林多 前書)" 

〇 ス ミス 氏 著 『聖書 小字 典』 

〇 ガイ キ I 氏 著 『基督 俾』 

〇 フ ハラ ー 氏 著 『基督 傳』  . 

〇 フ ハラ ー 氏 著 『使徒 保雜 傅』 ニ^ 

〇 聖書 地圖 

〇 ブル ー ス氏著 『基督の 比喩的 敎訓』 

〇 ヮ ラ ス 氏 著 『ベン ハ ー 一 名 基督 一 代；； 

〇 ネアン、、 テル 氏 著 『基督 敎會 建^ 史』 

〇 ミル マ ン氏著 『猶太お』 第一 卷 

〇フ ハ ラ ー 氏 著 『初代の 基督 敎』 

〇 トレンチ 氏 著 『奇積 論』 


以上、 能く も讀 みたる ものである、 道 樂も玆 に 至て 殆んど 許す ベから すで ある、 之が ために 余の 健康 

は 如何に 害せられ しょ、 余の 課業 は 如何に 妨げられ しょ、 宗敎 書類 なれば とて、 斯 かる 亂讀は 害 多く 

して 益 ®i しで ある、 憐む べし 余 は此時 旣に宗 敎に囚 はれた ので ある。 (っゾ く)  (ffl: し績 稿な し I 編者 > 

ゥヲ ル ヅヲス の 詩に 就て 

ゥヲル ヅヲス は- 大然 詩人で ある， 天然 其 儘 を 歌った 者で はない、 天然の 心 を 歌った 者で ある。 

天然 は元來 何者で ある 乎、 善で ある 乎、 惡 である 乎、 爭鬪 である 乎、 平和で ある 乎、 此 問題に 對し 

て 天然 學 者と 稱 ばれし ダ ー ウィン、 ヘッケル 等 は 答へ て 曰 ふた、 生存 競爭 である、 優勝劣敗で あると- 

而 して 詩人 ゥヲル ヅヲス は 答へ て 口 ふた、 非す、 謙遜で ある、 從順 である、 歡喜 である、 滿足 である- 

希望で ある、 永生で あると、 二者 孰れが 眞理 なる か 何人に も 解らない、 天然 彼女 自身 は 無言で ある、 

唯 他人が 種々 と 彼女の 心 を 推測す るまで ある。 

善 か iin 心 か 余輩 も 知らない、 然し 乍ら 唯一 事 は 明瞭で ある、 卽ち 天然 學者 なれば とて ダ ー ウィンの 天 

然觀、 必 しも 正當 なりと 言 ふ を 得す、 天然 詩人 なれば とて ゥヲル ヅヲス の 天然 觀、 必 しも 冥想に 過ぎ 

すと 言 ふ 能 はすとの こと 是れ である、 而 して 學者は 物の 外形 を尋 ぬるに 精細く して、 詩人 は 其 心を視 

るに 鋭敏 あるが 故に、 詩人の 天然 觀 こそ 却て 眞现を 穿ちた る もの なれと 言 ふ を 得ん、 詩人、 ゲ ー テー W へ 

る あり、 曰く、 惡は 外に 現 はれて 淺し、 善 は內に 隠れて 深し、 と. ；大然 を 善に 解せ し ゥヲル ヅヲス は 

ゥ， ル ヅヲス の 詩 に！^ て  •  一 三 七 


歡 喜と * 望  •  一 一一  ヌ 

ダ ー ゥ ィ ン よりもより 深く； 大然を 解せ し 者な りと 余 は 思 ふ。 

物質的の、 算盤 的の、 散文的の、 今の 時に 方て 普通の： 大然を 美的に 解し、 其 中に 神と 靈 魂と 永生 4 

を認 むる の必耍 ある は 余の 一 W を俟 たす して 明かで ある、 大哲學 何處に 在る？ 路傍の 雛菊に ありと ゥ 

プル ヅヲス は 答へ た、 大滿 足： E 處に 在る？ 岩 問の 樱 に 在りと 彼は敎 へた、 靈魂 不滅の 證 據何處 に- 

在る？ 小兒を 見よ と 彼 は 辯 じた、 彼に 導かれて 15^ の 山野に 彷徨 はん 乎 • 

ん- か 

山と 岡と は聲を 放ちて 歌 ひ、 

野に 在る 樹は 皆な 手 を 拍て歡 び、 

草 も 木 も、 鳥も獸 も、 川 も 谷 も、 ^な大 說敎師 となりて 我等 を迎 へ、 平凡なる * 界 は- 冉び 元の 樂 園と- 

化し、 我等 は 其 中に 口の 淸」 I き 時分 步み給 ふ 神の 聲を 聞く を 得ん (創世記 三 章 八 節)。 

西 行 法 師 が の 歌 • 

詩人 は 天分の 產 である、 詩 は 作る ものではなくて 成る ものである、 故に 詩人 は必 すし も 西洋の 特產 

物で はない、 我 祖先の 屮 にも 居る、 そして 西 行 法師の 如き は 健かに 其の 最 たる ものである、 カァ ライ 

ルが 詩人 を 預言者と 竝び稱 したやうな 意味に 於て、 彼が 詩人であった かどう か は 疑問に 屬 する、 併し 

彼の 歌に は； 大 然に關 する 强き 憧憬と 深き 沈思と が ある、 彼 は 其 天分に 於て 健かに 詩人であった、 玆 に- 

少しく 春に ついて 詠 じたる 彼が 歌 を 記して 我 小なる 感想 を 述べて 見やう。 


うき 身に て閜 くも 惜しき は 驚の 

かすみに 咽ぶ あけぼの、 聲 

あけ s>*c  .,ノ に 

曙に 鶯の 美聲を 聞きて： 大然 物の 歡 喜に 溢る、 を 見て、 轉た我 身の 孤 寂 を 感じ、 憂愁 を懷 ひて 此聲を 

聽くを 惜し、 となした 歌で あらう、 憂愁 を 歌 ふ を 本分と する 東洋 詩人 も、 這に 天然の 光明に 溢る \ を 

見て は、 我が 憂愁の 生 を恥ぢ た、 我心に 滿足 ありて、 天然 物の 歡 喜の 光 を 着、 自由の 風に 吹かる k に 

共鳴す る ことが 出来る、 願く は 我等 も 心の中に 歡 喜の 溢る \ぁ りて、 天然の 屮に 喜び をのみ 見出し 得 

ん こと を 0 

ib 

春の 程 は 我が 住む 庵の 友と なりて 

ふる 巢な 出で そ 谷のう ぐ ひす 

山中 孤獨の 庵に 鶯を 友と せんとの 希 願 を 詠った もので 優に やさしき 歌で ある、 .！> ヲル ヅヲ スが 養老 

院に 孤獨の 生活 をな す 老人が 駒 馬 を 友と する を 歌 ひしに 比すべき 歌で ある、 人 は途に 全然の 孤 獨に堪 

へぬ ものである、 詩人が 天然に 對 する 惊憬の 深き はさる ことながら、 われ 等 は 他に 孤 獨の友 を發見 せ 

んと願 ふ、 あ \ 孤獨の 友 は誰ぞ や、 あ k 孤 獨の友 は誰ぞ や。 

香 をと めん 人 を こ そ 待 て 山里の 

かき 

垣ね の 梅の 散らぬ かぎり は 

： .£ぉト§鄺：^.赛の^  I  ^  ili 九， 


教喜と * 望  一 ra〇 

山中 人 稀れ なる 處 に. 吹く 梅 は、 人知れ す^き 叉 人知れ す 其 郁烈の 芳香 を 放つ、 其 美 を 賞し 其 香に 親 

しむ 人 はなく、 彼 は 遂に 誰に も 認められ すして 散る ので あらう か、 否々 決して さう では あるまい、 彼 

に して 散らぬ 限り は— 散る まで に は— 必す其 香を尋 ぬる 人 を 招き 得る ので あらう、 彼 は 唯 芳香 を の み 

放って 居れば 宜ぃ、 人の 來る來 ない は 苦慮す るに 及ばない、 彼が 苦慮せ すと も其淸 香に して 失せぬ 限 

り は 必す人 を牽き 得る であらう。 

我 は *1 に 隱る& も 人に 知られざる も、 唯 偏へ に 芳香 を 放たん とのみ 心掛ければ 宜ぃ、 我 天分の 赴く 

所に 努め、 我が 霊性の 練磨に 傾 到し さへ すれば {且 い、 そして 輕 浮なる 都會 人士に 弄ば る k 都の 花と な 

ら すして- 山里の 梅と なって 獨り私 かに 芳香 を g: 散す るが 宜ぃ。 

おぼつかな 何れの 山の 嶺 よりか 

待た る k 花の き はじむらん 

おぼつかな 谷 は樱の 如何な らん 

嶺に はい まだ 掛けぬ，： n 雲 

今 さらに 春 を 忘る 、花 も あら じ 

ふ 

やすく 待ちつ & 今日 も暮 さん 

一と 二 は 懐疑で ある、 花 を 深く 愛する 人に あらで は、 か i る 懷疑は 起さぬ、 懷疑は 愛の 反面で ある 

之 ある は 決して 憂 ふるに 足らぬ、 之な き は 寧 ろ其^^淡を 示す ので ある、 第て- は懷疑 を 打破す る の 餘靝 

である、 信頼の 生む 處は 安心で ある、 「今更に 春 を 忘る \ 花 も あら じ」 との 信賴 ありて、 「やすく^ 


ちつ k」 日々 を途り 得る ので ある。 

花 散らで 月 は 曇らぬ 世な りせば 

物 をお も はぬ 我 身なら まし 

花 は 散り：； C は 暴る、 世に 常なる もの はない、 故に 我 は 物 m 心 ふ 人と なる、 我 生涯に 困難 あり 失 S.A あり、 

E ャ かま 、にならぬ ことが 多い、 故に 我 は 沈思の 人と なる、 人生 世態の 無常 は 我を驅 つて 默 想に 人ら し 

む、 そして 沈思し 默想 する 人 は 沈思し 默 想せ ぬん に 勝る こと は 云 ふまで もたい。 

しら か は  - 5, る； -T;v ひす 

,:: 川の 春の 梢の 鶯は 

花 の こ と ば を 聞く 心地す る 

二  H, る： あ- <- せ-. 

稍の 鶯聲は 花の 言語な りと 云 ふ、 げ にいみ じき 思想た るかな、 げに美 はしき 想像なる かな、 詩人が 

夭 然に對 する 同感の 深き は 唯 歎稱の ほかない。 

花の 色に 聲ゃ そ む らん 鴛の 

鳴く 音 ことなる 春の あけぼの 

あけ どの  ひ としは 

春の 曙に 鳴く 鶯は 花の 色に 染まりて か 其聲ー 入 美妙な りと 云 ふ、 之 も 前の 歌と 同樣 天然 物 各自の 問 

の 问 感 同情 を述 ベ た る 優雅な る 歌で ある、 春 曉の味 ひ は 生々 として 我等に 迫り、 花の 色と 鳥の 昔と 乎 

あ- 3 や 

に 取る が 如く 鮮か である。 

W 行 法 M が 春の 歌  j  HI 


歡 喜と 希 a  一四 二 

ちと 

願く は 花の 下にて 舂 死なん 

その 如月の もち 月の ころ 

有名なる 此 歌に ついては 我等 は吔讚 歎の 辭を發 する のみで ある、 春、 花の ドに、 滿 月の 夜に 死なん 

こと を 願 ふと 云 ふ、 天然に 對 する 大 なる 愛着 を あら はした るか、 或は 美なる 死につ いて 暗示した ろか- 

しんきん 

何れに する も 人の 心 琴に 觸る 、 こと 强き 歌で ある。 

二 イチ H 傳を讀 み て 

0- ーィ チェ は 天才で ある、 多分 近代に 現 はれた る 最大の 天才で あらう、 彼に 慕 ふべき 所、 敬 ふべき 所 

の ある は 言 ふまで もない、 彼 は 正直の 人であった、 彼 は 彼が 始めに 師 として 仰ぎし ショ ペン ハウェル 

の 如き 霄行 不一致の 人ではなかった、 彼 は 信す るが 如くに 爲 した、 殊に 彼 は 勇氣の 人であった、 彼 は 

自己の 所信 を 行 ふに 方て 何物 を も 恐れなかった、 彼 は 社會を 敵と し 敎會を 敵と し、 然り神 を も キリス 

トをも 敵と して 立った， 少く とも 勇氣の ー點に 於て は 彼れ 自身が 「超人」 であった、 余 は 彼 を 愛せ ざ 

る を 得ない、 彼に 對し 深き 同情 を 表せざる を 得ない。  • 

0 然し 乍ら 一一 イチ ヱ も 人であった、 弱き 誤り 易き 人であった、 彼の 生涯 は 波 溯 激變 の連續 であった、 

大學 時代に 早く 基督 敎を棄 て、 ： 時 は ショぺ ン ハカ H ルに愤 憬れ、 叉プク ネル を崇拜 し、 而 して 後 ニー 


者に 失望し 彼等に 背き 彼等 を 罵 つ た、 5{ー-^ む ベ き 神を棄 てし 彼に-: おむ ベ き の 人 はな か つ た、 彼 は 彼れ 自 

身が H ひし 如くに 「最後の 獨 逸人に して 最後の 哲學 者」 であった、 彼の 眼屮 彼れ 以上の 人 は 無かった、 

發狂 せる 彼 は 常に 曰 ふた 「我 は祌 なり」 と、 余 は 彼の 一 代 記を讀 みて 彼 を 人 以上の 人と して 見る こと 

は屮 Z 来ない， 實に 彼に 在りて 最も 愛すべき 所 は 彼の 人ら しき 所で ある、 而 かも 彼 は 人た るの 弱き と 誤 

り 易き と を 認めて 之を吿 白し なかった、 是れ 彼の 愛すべからざる 一 面で ある、 此點に 於て 一一 イチ ヱ は 

力  t よ 

力 ー ライルに 似て 力 ー ライルと 違った、 力 ー ライル は 自己の 弱き を 認めて 彼れ 以上の 或 者に 賴 つた、 

一一 イチ ェ は 弱き を 知りながら 之 を 認めす、 IS き 人た るの 身 を 以て 無限の 宇宙に 在りて 獨り 立たん と 欲 

した、 其の 勇氣ゃ 賞すべし とせん も、 之 を 無謀の 勇 氣と稱 せざるを得ない。  . 

.〇 而 して 一一 イチ ヱ に 缺點の 多 かりし こと は 誰が 見ても 明白で ある、 彼 は 理性に 於て 大に缺 くる 所が あ 

つた、 彼 は 文士の 例に 洩れす 數學を 嫌った、 彼 は プフホ ー ルタ なる 高等 學校を 出る 時に 數举に 於て 落 

第し 敎授 連の 特別の 恩 心に 由り 卒業す る ことが 出 來 たと 云 ふ、 彼に 組織的 頭腦は 無かった、 連續 せる 

推现は 彼の 耐 ふる 能 はざる 所であった、 彼 は 主張した、 說明 しなかった、 .： 示 敎を嗛 ひし 彼 は宗敎 家の 

顰に傚 ふて 斷言 的であった" 彼 は哲學 者と 稱らる k も カント、 へ ー、 ゲル 等と は 全く 性質の 異なりた る 

哲學 者であった、 彼は宗 敎を脫 し、 道 德を脫 したる やうに 叉 道理 を脫 したる 人であった。 

〇 一一 イチ ヱ は 叉 平民の 心 を 知らなかった、 實に彼 は 平民 を惡ん だ、 彼 は 平お を 呼んで 「群」 と 云 ふた、 

「群」 は 唯 導かるべき 者、 信すべき、 服從 すべき 者、 自己の 意見 を懷 くべ からざる 者な りと 彼 は 曰へ 

た、 何人 を も 主として 仰が ざり し 一一 イチ ェは 心の底よりの 貴族であった、 故に 彼の 愛 は 憐愁に 過ぎな 

かった、 プル シャ 主義 を 嫌 ひし 彼 は 自身 プル シャ 主義の 體 現であった、 彼 は 他より 信從を 要求した、 

一一 イチ-一 傳も 讀み て  I 四ーー| 


歡 喜と 希望  一 ra™- 

然し 乍ら 何人に も 信 從）： なかった、 負けて 勝ち、 死して 活き、 喪って 據 るの 人生の 祕訣は 彼の 全然 知 

ら ざる 所であった、 彼 は 何う 見ても 自己中心 主義の 權化 である、 偉大なる 駄々 兒 である、 「1  し を虛ぅ 

し 僕の 貌を 取り 死に 至る まで 順 ひ」 と 云 ふが 如き 基督 敎的觀 念 は 其 痕跡 だ も 彼に 於 て 認む る こ と は 能 

ない。 

〇 理性に 乏しく、 平民 的 思想に 缺 けし- 1 イチ ヱは學 ぶに 最も 危險 なる 敎帥 である、 彼に 一お の 主張 は 

なかった、 彼 は 彼の 長から ざる 生涯の 間に 幾度 か 自己の 主張 を破壞 した、 彼 は 始めに ダグ ネル を 神の 

如くに 祟拜 して 後に は 「墮 落人 種の 檫本 なり」 と稱 して 彼 を 攻撃した、 彼 は 律法 を 退けたり との 理由 

を 以て 使徒 パゥ u を棑 しながら 自身 は 「超 善惡 論」 を 著 はして 道德 以上 (或は 以外) に 超然たる 超人 

の 生涯 を 讚へ た、 彼 は 始めに 科學を 斥けて 藝術萬 能を唱 へし も 後に は 自身が 科學の 使徒と なりて 遺傳 

,  ヒて  二  5**  つ， 《>  もて あ 乇 

說に 基づけ る 人種改良の 必要 を高唱 した、 建て は 毀ち、 毀ちて は 建つ、 一一 イチ ヱの  一 ^は 積木 を 弄ぶ 

小兒の それであった、 彼の 思想 上の 貢 獻は差 引き 零であった、 殘 りし 者 は强烈 なる 意志であった、 然 

り、 意志と 謂 はんより は 寧ろ 「我」 であった、 「我」 の强 きこと に 於て は 彼 は 世界 第一 であった、 而 

して 「我」 が 人生 最大の 者で あるならば 一一 イチ ヱ は 確かに f 界第 一 人 者で ある、 然れ ども 「我」 が最 

小の 者で あるならば (而 して 余 は爾か 信す る 者の 一人で ある) 一一 イチ ヱ は彼の^^在の根底に於て シー 

ザ ー、 ナボレ オン、 -ゲ， -テ、 ショ ペン ハウ H ル 等と 等しく 大に 見えて 實は 最も 小なる 人で ある。 


イエスと 超人  I 

-ー イチ H 研究の 一 節 

一一 イチ H を 以て 代表 さる \ 近代の 思想家 は 曰 ふ、 基督 敎は 特に 憐愁 を唱 ふる 宗敎 なり- 故 こ 女性^ 一 

なり、 男性的 勇氣と 能力と に 於て 缺 くる 所 多し と。  一 

果して 然る 乎、 イエ スは實 に ラザロの 墓に 詣 りて 涕" を 流し 給へ りと 云 ふ、 然れ ども 男子 何人 か 涕な一 

から ざらん や、 世に 貴き 者に して 勇者の 涕の 如き は あらす、 イエス 涕を 流し 給へ りと ありて ユ ；^」 の 子" 

は 時に 臨んで 泣く 事の 恥なら ざる を敎 へられし に 非す や (約 翰傳十 一 章卅 五節)。 

ィ H スに 勇氣 なしと 云 ふ 者 は 路加 傳 M 章に ナザレの 村民が 彼 を I けずろ さんと て 山の ぎぶ にまで g せきし 

時に 彼 力 何の 抵抗 を も 試みす して 悠然として 彼等 暴徒の 中 を 通過し 去りし を讀 むべ し、 叉 約 翰 傳ニ章 一 

こ 

むィ。 エス H ルサ レムに 上- ス 神殿に て 牛 羊鴿等 を賣る 者と へす る 者の 坐せ る を 見、 醺を もて _ 

鞭 を 作り 彼等 及び 羊 牛 を 神殿より 逐 出し 兩換 へす る 者の 金 を 散らし、 其 I を 倒し、 雜を賣 る 者 こ j 

曰 ひける は r 此物を 取りて 注け、 我が 父の 家 を 商寶の 家と 爲す 勿れ」  一 

と ある 痛快の 文字 を 護むべし、 叉 勇者に 非す して 誰か 獨り敵 人の 中に 立ち 王侯貴族の 前に 憚らす して 一 

ま-; S 王な り、 我れ 之が 爲に 生れ、 之が 爲に 世に 臨れ り、 蓋 眞理に 就て を爲 さん 爲也  一 

と靜 力に 答へ 得る 者 あらん や、 ィ H スを單 に 婦人の 友、 貧者 弱者の 味方との み 解す る 者 は 未だ 彼 を 知 一 

イエ スと 超人 
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ら ざる 者な り (約 翰傳 十八 章 三十 七 節 )o  . 

一一 イチ H はィ H ス に 嫌ら すして 別に 「超人」 の 出現 を i? へたり、 然れ ども 誰か 知らん ィ H スが眞 の 

C  0  0  0  0  0  0 

超人なる こと を、 

彼 は 萬 物 を 己 に 服 はせ 得る 能力に 由て 我等が 卑き體 を 化て 其榮光 の體に 象ら しむべし 

と 云 ふ (俳 立 比 書 三 章： h 一節)、 是れ 超人に 非す して 何ぞ、 然り 超人 以上な り、 造 物 者な り、 神に し 

て 人な り、 無限の 能力と 無限の 愛と を 合せ 有た る 者な り、 旣に此 人 を 神より 遣 さる、 吾人 は^に 超人 

を 想像し 之 を 探ぐ るの 必要 ある を 見す。 

聖書 は旣に 超人 を唱 へたり、 單に 之を唱 ふるに 止まらす 彼 を 示したり、 然れ ども 世 は 其 一一 一一 n に 耳 を 傾 

けす して 彼 を 斥く、 而 して 此 世の 學 者の 出る ありて 彼れ ィ H スに 類す る 者を說 けば 喜んで 之に 走り 其 

說に 服す、 誠に ィ H スの曰 ひ 給 ひしが 如し  ■ 

我 は 我 父の 名に 依りて 來 りしに 汝等我 を 受けす、 若し 他の 人 己が 名に 依りて 来らば 汝等之 を 受け 

ん (約 翰 傳五章 四 三 節) 

モ； 5 

と、 ィ H スな るが 故に 之 を lit け、 一一 イチ ヱなる が 故に 之を迎 ふ、 基督 敎な るが 故に 之に 反き、 哲學な 

るが 故に 之に 歸す、 西洋の 哲學 者に して 未だ 曾て 基督 敎 以上の 眞 理を說 きし 者 あるな し、 叉 直接 叉 は 

間接に 負 ふ 所な き 者 あるな し、 一一 イチ H の 超人 說叉然 り、 牧師の 子と し 又 孫と し 又 曾孫と して 生れし 

一一 イチ H にして 始めて 超人 を唱 ふる を 得しな り、 而 かもィ H ス を 救 主として 仰が ざり し 彼の 理想 は 遠 

お  二 ひつじ 

くィ ェ スに 及ば ざり き、 萬 物の 始 にして 其 終なる 彼れ ィ H ス はせ の 罪 を 任 ふ 神の ま < なりとの 眞理の 如 

き は 哲人の 夢想 だ もす る 能 はざる 所な りき。 


我 

家 

の 

憲 
法 


第 一條 祌を 畏れ 人 を 愛すべし。 

第二 條 神の 前に 上下 尊卑の 別 あるな し、 我等 肉に 於て は 夫婦 父子 師弟^ 臣 たる も靈に 於て は.^ て 兄 

弟姊妹 たるべし。 

第三 條 虚言 は 如何なる 場合に 於ても 語る ベから す、 若し 惡を爲 せし 場合に は 惡を爲 せりと 吿 ぐ-し 

第 ra: 條 暴言 娃話を 謹むべし、 之 を 爲す者 は 神に 詛 はるべし" 

第 五條 時 問 を 浪費す ベから す、 懶 惰は大 なる 罪惡と 知るべし。 

第六條 勞 カを惜 むべ からす、 凡て 汝の 乎に 堪る こと は カを盡 して 之を爲 すべし。 

第七條 薬用の 外 は 酒と 烟 革との 使用 を嚴禁 す。  . 

第八條 萬 事 淸潔を 守るべし、 淸淨は 心に のみ 限る ベから す。 

第九条 濫りに 外泊す ベから す、 家 を 外にす る 者 は 終に 天下に 家な きに 至るべし。 

第十條 毎日 午後 七 時 を 以て 祈禱の 時と 定む、 一家 擧て此 時を聖 守すべし。 


我^の 法 
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トマス • デビ ッ ドソ ンの訓 誠  內村 生譯す 

編者 曰、 トマス 二 アビ ッド ソン は米國 近時の 學者 なり、 深く 古今の 哲學に 達し、 其 該博の 智識に 

驚くべき もの あり、 而 かも 彼 は 職 を 大學の 講座に 求めす、 又 進んで 革命の 陣頭に 立た す、 靜 かに 

己 を 養 ひ、 「高潔なる 人士の 新 共和 國」 を 建設す る を 以て 自 から 任と せり、 左に 譯 する 彼の 訓誡 

なる もの は 彼が 曾て 紐 育 市なる 某 勞働者 團體に 送りし ものにして、 以て 彼の 意氣の 一斑 を 窺 ふ を 

得べ し、 余輩 は靳 かる 高潔なる 文士の 尙 ほ米國 に殘留 する ある を 見て (而 かも 其 基督 敎き 以外に) 

犬に 余輩の 志を强 くす る 者な り。 

第 一條 汝 自身の 能力に 倚るべし、 他人の 援助 を俟っ 勿れ、 又 彼等に 依賴 する 勿れ。 

第二 條 汝の 全力 を盡 くして 汝 自身の 最高の 理想に 鎚る べし、 富、 地位、 人望と 稱す るが 如き 世俗の 

目的に 迷 はさる X 勿れ、 汝は汝 自身 たるべし。 

第三 條 汝の眞 價は汝 の 品性に 存す、 汝の 財産に 存 せす、 汝の 品性 は 竟に汝 の 行 爲に現 はるべし。 

第四條 苛立つ 勿れ、 怨む 勿れ、 妒む 勿れ、 汝の 境遇 を汝 よりも 幸福なる 人の 境遇に 較べて 見て 己れ 

に 不快 を 招く 勿れ、 た^^汝に臨みし機會を充分に利用せょ、 片時 瞬間たり とも 有益に 使用せ よ。 

第 五條 汝が 遭遇す る 最も 高氣 なる 人と 交 はれよ、 最も 善き 書を讀 むべ し、 せ 界の 偉人 を 友と せよ、 

同時に 單獨 にして 幸福なる 途を學 ベよ。 


第六條 雄大なる こと. 1 勇壯 なること、 は總て 過去に 屬 すと 惟 ふ 勿れ、 贵 人、 預言者、 英雄、 聖人 を 

汝の 周圍の 人の 中に 求めよ、 汝は必 す 彼等 を發 見す る を 得べ し。 

第七條 善人が 天國に 於て 受けん と 欲する 幸福 を汝は 地上に 於て 得ん とせよ。 

第八條 理想的 友誼 を 修めよ、 锇ぇ渴 く 如く 眞理を 慕 ふ汝の 知人 は 之 を 一 團 となして 汝の 周圍に 集め 

よ、 記憶せ よ、 天國 とて 高潔 人士の 親交 以外の ものに あらざる こと を。 

第九條 有益に して 仁慈なる 行 爲は其 難き と 嫌 はしき とに 關 はらす、 之 を 避けん とする 勿れ、 行爲の 

惯値は 之 を 行 ふ 精神の 如何に 由て 定まるな り。 

第十條 若し 汝が 世俗の 方法 を 探らざる の 故 を 以て 世の 迫害す る 所と なる も、 汝の 心を惱 ます 勿れ、 

但汝が 執る 途の 正義の 途 なること を 確かめよ" 

第 十 一條 汝の 計畫が 悉く 失敗に 終る も 落胆す る 勿れ、 汝の 目的の 義 しき 間は汝 自身 は 失敗せ ざり し 

なり 0 

第 十二 條 毎夜 己に 省みよ、 而 して 汝は 日の 中に 智識と 同情と 善を爲 すの 力と に 於て 進歩せ し 乎 を 想 

へ、 而し てこの 進歩な きの 日 は 之 を 損失の 中に 箅 へよ。  . 

第 十三 條 快 樂は之 を カ行に 於て 求めよ、 安樂に 於て 求む る 勿れ、 吾人の 價値 は單に 吾人の 遂行せ し 

事業に 由て 定まる。 

第 十四 條 汝の 善行 をして 職業的たら しむる 勿れ、 之 をして 汝の 品性の 天眞 有の 俊の 發動 たらしめ よ、 

故に 第一 に 品性 を 養 ふべ し。 

第 十 五條 若し 罪 を 犯さば 罪 を 犯したり と 一一 百へ、 而 して 出来 得る 限り 其 辨償を 計れよ， 是れ眞 正の 勇 

トマス. デビッドソンの， 訓. I ほ 九 
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氣 なり、 罪 を 犯しながら 之を隱 くして 道德的 債務 を擔ふ 勿れ。 

第 十六 條 如何なる 行爲 におん 乎との sir 題に 困む こと ある 乎、 其 時 は 己に 問 ふて 曰へ、 我が 理想 は 我 

に 何 を 要求す る 乎と、 汝の 理想 を實 行して 汝 自身と 和睦せ よ。 

第 十七 條 善行の 報償 を？」 W む 勿れ、 善行の 報 度 は 善行 其 物な り、 記憶せ よ、 天國と 地獄と は 若し 之 を 

賞罰の ために 設けられし 者と 見る 時 は、 是れ 全然 不義の 制度なる こと を。 

第 十八 條 善の ために 企てられ しすべ ての 運動， こ計營 とに 對 して は汝の 出來 得る 限りの 賛成と 援助と 

を與 へよ、 汝は 宗派 的 なる ベ か らす" 

第 十九 條 如何なる 看板 を も汝の 身の 內 外に 揭 ぐる 勿れ、 た^ 全然 人道的 たれ。 

第二 十條 造化の 意味と 人生の 目的と を 解す るまで は滿 足す る 勿れ、 汝の 思想界 をして 道理に 合 ふ 調 

和の 宇宙たら しめよ。 

今日の 爲め にす 

毎朝 就職 前の 決心 

(『コスモ ボ リタ ン雜 誌』 主筆 ジョン • ブリスベン. ゥォ ルカ ー) 

何 は 鬼 も あれ 余 は朦病 者なら ざらん こと を、 余に 勇氣 あらん こと を、 人生の 不安に 動かされす、 友 

人、 健康、 資財の 損失 を懼れ ざるの 勇氣 あらん こと を、 余 は 確かなる 靜 かなる 心 を 以て、 卽ち 何物 を 

も 恐る X ことなく、 勇氣を 以て 失敗 又は 損失に 處す るの 覺悟を 以て、 余の 今日の 事業に 就かん こと を- 

余 は 余が 接觸 せんとす るすべ ての 人に 對し好 情と 善意と を懷 きながら 余の 令 日の 勤勞に 人らん こと 


を、 余 は 妄りに 又は 惡意を 以て 他の 人を賴 かざらん こと を。 

余 は 貪ら ざらん こと を、 余が 當然受 くべき 此 世の 物質 を 以て 滿 足し、 而 して 他人 をして 其 當然受 く 

べき もの を 受けし め ん こと を、 余 は 余の 義務 を盡 すに 於 て 勤勉た らんこと を、 叉 余の 擧 動に 於て 快活 

ならん こと を、 余 は 正義の 遂行に 熱心な らんこと を。 

余 は 小事に あれ 大事に あれ、 或 ひ は 新 良法 を學ぶ 上に 於て、 或は 大膽 にして 靜肅 たる、 圓滿 にして 

調和せ る 生涯 を 送る に 必要た る 哲理 を受 くる 上に 於て、 眞理と あれば 如何なる 眞 理， X- 雖も 喜ん で 之 を 

受納 れ ん とす る 公 明なる 心 を 以て 世に立 たんこ と を。 

家  E 

秋 到り、 家族 圑藥の 時期に 達し たれば 近 IS? 左の 訓令 を發 しぬ。 

〇 勞働を 恥と する 勿れ、 我等の 救主ィ H ス キリスト は 御自身 勞働 者たり し 也、 最も 高尙 なる 事業 は讀 

書に 非す、 一 i 音の 眞髓 は讀 書に 由ら す、 勞 働に 由て 知る を 得るな り。 

〇 成るべく 他人の 勞を滅 ぜんこと を努 むべ し、 一人、 事を爲 さすと 雖も 家事 は 整 ふべ し、 然れ ども 一 

人、 事 を爲さ れば 或る 他の 者が 彼に 代て 之 を爲さ るべ からざる 事 を 記憶す べし、 他人 をして 自己 

の 責任 を 負 はしむ る 勿れ。 

〇 物品の 浪費 を 慎むべし、 是れ 所謂 儉約 のために 非す、 神の^？ーり給ひし物を大切に思ふてなり、 神 は 

無益に 何物 を も 造り 袷 はす、 故に 我等 は： E 物 を も 無益に 消費すべからざる 也。 
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〇 淸潔を 重すべし、 淸 潔に^ 外の 差別 あるべ からす、 心を淸 くす ると 同時に、 身と 其の 周圍を 潔くす 

べし、 淸潔は 多く 時間 を 要せす、 唯 僅少の 注意 を 要する のみ、 心に 於て 聖徒 なれば 身の 淸潔を 顧す と 

云 ふが 如き は是れ 不信の 言な り、 衷に淸 き 者 は必す 外の 潔 からん こと を 欲する 也。 

商寶 成功の 祕訣 

商賣 成功 の 秘訣と て 別にありません、 すべての 高貴な る 事業の 成功の 祕訣と 少しも 異なりません、 

卽ち 成功 を 急がない 事であります、 成功 を 求めない 事であります、 成功し ようとて 焦心らない 事で あ 

ります、 成功 は 之 を 天に 任 かし、 己れ は 日々 爲 すべき 事 を 正直に 爲す ことであります、 卽ち 古への 聖 

賢の 白せ し 

凡て 汝の 乎に 堪 ふること は 力 を盡し て 之 を爲す ベ し 

と の 言 を 守 り 、 誠實 に 之 を 實 行す る ことであります、 卽ち 成功 を 度外視して 商賣 に 從 事す る 事で あり 

ます、 雨う すれば 成功す る ものなら ば眞 正に 成功し ます、 失敗し まする ものなら ば 立派に 失敗し ます、 

成功 必 しも 名譽 ではありません、 失敗 必 しも 恥辱ではありません、 卑しき 手段 を 以て 爲 したる 成功 は 

恥辱であります、 潔き 手段 を 以て 取った る 失敗 は名譽 であります。 

世に は 金 を 溜めん と 欲する 人が 饒多 あります、 然し 是れ 望んで 出来ない 事であります、 金 を 溜めん 

と 欲して 金 は 溜まる 者ではありません、 金が 若し 溜まります るなら ば 自然に 溜まる ものであります、 

溜める 金と 溜まる 金との 間に 多くの 差違が あります、 僅かに 「め」 と 「ま」 との 差違であります が、 


然し 其 間に； 大地の 差が あります、 溜める 金 は 無理に 溜める 金であります、 世間に 對 して は 義理 を缺き 

雇人に 對 して は 慈悲 を缺 き、 我 身の 自由 修養 をまで 缺 いて 溜めた 金であります、 それ は 溜めた のでな 

くって 盗んだ の であります、 金 を 溜めた と は 申す もの 、實は 災害 を 我と 我家と に 積んだ のであります。 

之に 反して 溜ま つ た 金 は 自然 に 溜ま つ た 金で あります、 爲す べき 事を爲 して 溜った 金で あり ます、 

之れ は 正直なる 勞 働の 報酬と して 天が 降した ものであります、 故に 感謝して 受 くべき もの、 又 受けて 

何の 危險 もない ものであります、 爾 うして 天 は必す 正直なる 勞 働に 酬 ひます、 私共 は 金 を 溜めん と 焦 

心るべき ではありません-働いて 天が 惠を 降し 給 ふ 其 時 を 待つべき であります。 

こ す  ャ しこ 

今の 人の 大抵 は 商賣は 戰爭の 一種で ある やうに 思 ひ、 機に 乘じ 計略 を 運ら し、 狡猾く、 機敏く 出で 

なければ 成功 は 望めない やうに 思 ふ て 居ります、 然し 是れ大 なる 間遠 で あ り ます、 商賣 は 正業で あ り 

ます、 戰爭 ではありません、 戰爭は 他 を 1  且 して 成功す る ものであります、 然し 商賣 はすべ て 他の 正業 

と 同じく 他 を 益して 己 も 益す る 者であります、 害 を 他人に 加へ ざれば 己れ は 成功す る 能 はざる やうな、 

そんな 事業に は 決して 從 事すべき ではありません、 「己れ 達せん と 欲すれば 人 を も 達す」 と 申します、 

商賣を 戰爭と 見る こと 程 謬った 思考 は 無い と 思 ひます、 所謂 「商 戰」 と稱 しまして、 他 を 突 倒し、 共 

失敗に 乘 じて 己れ 利益 を收 めんと します る、 實に人 は 鬼であります、 爾 うして 多くの 商 賣人は 鬼で あ 

ります、 斯 かる 人々 に 永久の 成功と 幸福との 來 りゃう 普はありません。 

商寶 成功の 秘訣 は 志士 仁人の 心 を 以て 此 業に 從 事す る 事であります、 米國の 大統領 リ ンコ ルンの 申 

しました やうに 

何人に 對 しても 敵意 を 挾む ことなく 萬 人に 對 して 善意 を懷ぃ て 

商 S 成功の i&」 訣  ，ー 五一 二 


教 w!" と * 望  一 五 S 

此 正業に 從事 する 事であります、 それで 成功が 來な いものな らば 成功 を 求めません、 然し それで 成功 

の來 ない 苦 は 無い と 信じます、 謹んで 兹に此 事に 關 する 私共の 意見 を 披瀝 致します る。 

大正 十五 年 七月 一 一十 八日 星 野 溫泉若 主人の 爲に 草す。 

成功の 祕訣  六 土ハ翁 內村鑑 三 

一 、 自 已に賴 るべ し。 他人に 賴る ベから す。  、 

一 、 本 を 固く すべし。 然らば 事業 は己づ から 發展 すべし。 

一 、 急ぐ ベから す。 自働 車の 如き も 成るべく 徐行すべし。 

一 、 成功 本位の 米國 主義に 傚 ふべ からす。 誠實 本位の 日本 主義に 則るべし。 

一 、 濫費 は罪惡 なりと 知るべし。 

一、 能く 天の 命に 聽 いて 行 ふべ し。 自 から 己が 運命 を 作らん と 欲すべ からす。  , 

一 、 雇人 は 兄弟と 思 ふべ し。 客人 は 家族と して 扱 ふべ し。 

一 、 誠實に 由り て 得た る 信用 は 最大の 財産な りと 知るべし。 

一 、 淸潔、 整頓、 堅實、 を 主と すべし。 

一、 人 もし 全世界 を 得る とも 其 靈魂を 失 は ！-何 んの益 あらん や。 人生の 目的 は 金錢を 得る に 非す、 品 

性 を 完成す るに あり。  以 上 


OM マ 度、 家の 方から 出す 事に なった 雜誌 ジャパ ン. クリスチャン. イン テリ ジ ヱ ンサ ー の 事に 就 ハ て 

話 をして 居る 內、 父 は 次の 様な こと を 申しました。 

人間、 一 つ 位ゐは 損を覺 悟の 仕事 を 持って 居る とい ふ 事 は 其 人の 心を淸 めて、 他の 方面に 大變ぃ i 

事 を もたらす もの だ。 牧 入の 十分の 一位 を 公共の 事に 使 ふ 事 は實に 必要 だよ。 たと へば こ、 に干圓 

の收 入が あると して、 その 內百圓 を 祌樣の 御用に 使ひ殘 りの 九 百圓を 自分の 事に 使 ふとす ると、 其 

時の 心 持が 淸 いもの だから、 次々 にと 善い 使 ひ 道 を考へ 出して 九 百圓が 三千 圓の 働き をす る。 反對 

に 心 持が 濁って 居る とつ まらない 事に 使って 了って 干圓が 三百 圓の價 も 持たない ことになる。 金 を 

使 ふ 時に も淸ぃ 心と いふ もの は 大切 だとい ふ 事 を 知らなければ いけない。 

〇 「家庭 を 持ったら 家と いふ もの は 早く 建てた 方が よいので せう か」 と 或 時 私が 尋ねました のに 答へ 

て 

卓上 談 e  .  I 五 五 
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凡そ * 自分 達が 幸 幅な. 冢庭 をつ くらうな ど.^ 思って 家な ど 建てる 奴に 碌な 事 はない。 家 を 建てよう 

と 思 ふなら、 ゆっくりと 主人の 生涯の 事業の 定まる の を 待って、 其 事業の 爲に家 を 建てる 必要の 出 

来た 時 始めて 建てる がい. -。 何事に 對 しても さう いふ 心 持 を 持つ 人に は 神の 祝福が 降る の だ。 ^：^し 

て 若い 內に 無理な こと をして 自分の 幸福を求めて はいけ ない。 

〇 或 日、 兩 親の 京都 時代の 話から、 京都 は御隱 居さん の 町 だとい ふ 事に 話が 落ちた 時 

1 體 人間と いふ もの は 放っておけば 小さく 固まらう 固まらう とする もの だよ。 其方が 樂で叉 安心な 

の だからね。 私な ども 京都で IIow  I  wecame  a  Qlristian を 書いて 居た 頃 は、 あれが アメリカで 

素晴 しく 責れ て、 その 牧人で 須 磨に 家 を 建て、 引 込んで 生涯 を 著述に 送らうな ど、 い ふ 夢を見て 居 

たもの だ。 幸か不幸か 本 は賣れ す、 自分 は 神様に 餘儀 なくされて あの 激しい 戰を戰 はねば ならな か 

つた、 そして 今でも 戰ひ 綾け て 居る。 しかし 今にして 思へば、 あの 時分の 夢が 實現 されす に、 神様 

の聖 3 曰が 成った とい ふ 事 は實に 幸な 事だった。 

〇 或 夜の しめ やかな 話の 後に。 

ほんた うに こ の 人 は 大丈夫と 思 ふやうな 人が ふっと 信仰 を 捨て k 去って 了 ふ 事が よく ある。 しかし 

それ は 何も 不思議で ない。 信仰の 貴 さは 自分が 信じようと 思って 信じられる からでない。 信仰の 性 

質と して 神様の 方から 無理に 信ぜ しめられ るの だ。 

二 

はず 

〇 夜の 食卓で 日本の 人口 過剰の 事から 話が 彈ん で、 父が 述懐 交りに 話した 言葉の 一部です。 


敎 Its の 方針と い ふ も の は 恐し いもの だ。 n 本 もた、 八.' の やうに 何處 にも 出ら マない 立！？.！ P こ な つ た 元 

とい ふ もの はや はり 敎 育の 方針に あつたの だ。 日本人が 俺 を 國賊呼 はり をした あの 時が 實に劃 時代 

的な 時だった の だね、 明治の 初年に 何でも 西洋で なければ いけない 事に なって、 その 極、 輕 薄な 政 

府の 人々 が ダンス だの 夜會 だのと いふ 飛んだ 西洋 かぶれ を やら かし、 遂に 自分の 影に おびえて、 亇 

度 は 何でも 西洋 禁制、 基督 敎禁 制、 國粹 保存と いふ 事に 變り、 敎 育の 方針 も 「日本 は 世界一 の 國、 

何處へ 行っても 日の丸の 旗 を 立てねば ならぬ」 となった、 其處へ 俺が アメリカから 歸 つて 来て 例の 

不敬 事件で 取つつ かま つたの だ、 其 頃 森有禮 さんや 俺達が 考 へ て 居た 敎 育の 方針 は 日本 を 世界の 口 

本に する ことに あつたの だけれ ども、 勿論 それ は 用 ひられる 所ではなかった、 もし それが 用 ひられ 

て 居た としたら 少く とも 今、 日本 はこん な 窮境に は陷ら なかった らう。 忠君 愛 國ー點 ばりの 敎^ 

の 結果が 今日の やうな 愛 國心絕 無の 學生を 作り、 大學 を危險 思想の 巢と 化した とい ふ 事 は 誰も 思 ひ 

がけない 事だった に 違 ひない、 やはり これ も 聖名を 汚した 結果な の だよ、 パゥ 口が H ぺソ 人に 言つ 

た 事 を 知って ゐ るか、 「益 ある 事 は殘す 所な く 之を宣 ベたり」 と。 俺 も、 餘人は 知らす 俺 ピナ. ま、 

あの 時、 いふ だけの 事 を 言 ひ、 勸 める だけの 事 はす、 めた の だ、 八， はた 何 を 一一 S はう， た tM-? 前 達 若 

い 人々 に氣の 毒で たまらない。 

〇 これ も 夕食の 折の 雑談の あと、 思 ひ 出した やうに、 父 は 申しました。 土曜日の ことです。 

あ、 この 年に なった けれど、 有難い 事に 先づ 無事に 來 月の 『聖書 之 研究』 と 『インテリ ジ H ンサ ー』 

とそれ から 明日の 說敎 まで 出来て 了った、 神樣 はや はり， 必要な だけの 力 は 下さる の だよ、 私が ァメ 

リカの，：：： 痴院に 居た 頃、 ダムべ， -ゃ棒 を 持って する 體 操が あってね、 それ を 一番 上手に する の は 女 
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の 子の 白痴だった、 何も 考 へす にた 先生に 敎 へられた 通り を昔樂 につれ て 無意識に する から 上手 

に出來 るので、 なまじ この 音 樂の時 はどう、 其 次 はどう， と考 へて する 奴 は 駄目だった、 人生の こ 

とも その 通りで、 白痴が 音 樂に身 を 任 かせる 樣 にた 全然 神様に 任 かして さへ 居れば、 神様 は 自由 

に 我々 を 動かして 下さる の だよ。 

〇 經濟界 の 不安が だん/ \ 大きくな つて、 とう/, \ 十五 銀行まで が 休業した とい ふその 夜、 父 は 重大 

さうな 口吻で 次の やうに 申しました。 

これでもう 一 つ 大物が 倒れ、 は それでお しま ひだ。 それ こそ 信用と いふ もの は 地を拂 つて 社 會は總 

崩れに なり、 革命が 起る の だ。 私の いつも 言って ゐる ことが 實 現して 來 たの だよ、 皆 は 金々 と 言つ 

て 金が ある 所に 信用が あると 思って ゐ るが 決して さう ではない、 信用と いふの は 讀んで 字の 通り、 

た 人 を 信す るので、 私なら 私が ベルさん (父の 親友で 銀行家の 米國 人) の 様な 人 を じて、 この 

人なら 大丈夫、 金 を 預けても 心配ない、 もし この 人が 間違ったなら 其 時 は 許して あげる の だ、 とい 

ふ 立場に 立てば 經齊界 は 安定な の だ。 經濟の 元は 宗敎 にあり、 信仰に ありと いふ 事 は 偉い 經濟學 者 

の 一 致して 唱へ る 所 だ。 皆 はこの 一 一つ を まるで 別た ものと 考へ てゐ る、 そこに 間違の 元が ある、 俺 

を 信仰 は あるが 世間の 事に は 暗い ものと 思つ てゐる 人達の 考 へ と 同じ こと だ。 

また 次の 時に、 

ほんとうに 皆に 敎 へて やりたい、 かう いふ 時に、 信仰の ない 人に 向って、 いくら 平靜 になれ と 一一 一一 n つ 

て も 無理な 話 だからね、 あの人 達に とって は 地の 寶は 全部な の だから、 それが 失 はれて 行く の を 見 

る 時には 血迷 はすに は 居られまい、 私達 は、 たと へ 地の もの を 失っても： 大に奪 はれぬ 寶を 持って ゐ 


る， それが どんなに 尊い もの かとい ふ 事が、 かう いふ 時に よく わかる の だね。 

〇 英文 雑誌の ことに 關 して、 宣敎師 の 人々 が、 失禮な 抗議 を 申込む 事に 憤慨して ゐる 父が、 或る 朝、 

「これ は 大切な 事 だが」 と 前提して 次の 様な 敎訓 をして くれました。 

自分で 金 を 稼いだ 事の ない 人と いふ 者 は 不幸な 者 だよ。 自分で 金 を 稼いで ゐ ると、 成程 これ は 容易 

でない とい ふ 事が 分って 人に 對 する 尊敬の 念が 涌いて 來る、 人から 金 を 貰 ふ 事ば かりして ゐ ると、 

其 心が 何時まで たっても 出て 來 ないから、 人 を 見下す やうに なって、 人と 人との 間の 交際が 不具な 

者と なって 來る。 宣敎師 た どが それな ので、 あの 速 中 はたやす く本國 から 金 を 取り寄せる 事. に 慣れ 

てゐ るので、 その、 人間と して 大切な、 人に 對す 尊敬の 心 を 失って ゐ るの だ。 

〇 日本の 現狀の 不安な 事 を 話 合った 末に、 

凡そ 今の 日本に 安心な 所と 言って 我家 程 安心な 所 は あるまい ね。 實業家 勿論 心配、 官吏 心配、 學者 

迄が、 優れた 新進の 人に 何時 その 地位 を 奪 はれる か 知れない 事 を 恐れて ゐる。 只此所 だけ はび くと 

もしない、 誰も 俺から この 樂 しい 仕事 を 奪 ふ 事 は 出来ない の だからね。 

三 

〇 或 夜の 食卓の 上で、 昔、 政治の 誘惑に^つ たとい ふ 或 文豪の 話から 綾いて 父の 申しました 一一 一一 口 葉。 

政權 など \ いふ 者 は、 自分 達に は緣 がない ので、 てんで 問題に ならない の だけれ ど、 それに 手の 届 

きさうな 人に とって は 大した 誘惑になる だら うね。 誘惑と いふ 者の 恐し さは 其處 にある ので、 それ 

を 遠く か ら 眺めて 居る 時 は そこに 落ちる 奴が 實に 愚ろ かに 見える けれど、 い ざ 自分が そ， の 地位に 立 

卓上 談話  一 五 九 
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つて 見る と、 フ ィと乘 せられて 了 ふの だよ。 氣を 付けなければ ならぬ 事 だ。 

Q 研究 誌 を 讀んで 身の 振 方の 相談 を 持 込む 人々 に、 父 は 大變惱 まされる やうです。 或 朝の 食卓で、 前 

n の 訪問者の 話から 引續 いて 次の 様に 申しました〕 

私 を 一 身上の 事の 相談 相手 だと 思 ひ 込んで ゐる 人の 多い のに は 困る ね。 眞理を 聞いたら もう 何も 貰 

はす ともよい とい ふ氣は 起らない もの だら うか。 そこへ 行く と、 「朝に 道 を 聞いて 夕に 死す とも 可 

なり」 と 一一 目った 支那 人 は 偉い。 叉 昔、 口，' マの 或 數學者 は、 野蠻 人に 首 を 斬られよう とする 時、 一 

寸 待って 貰って、 どうしても 解けないで 心に 懸 つて 居た 幾何の 問題 を考 へ、 それの 解けた のに 滿足 

して 甘んじて 自分の 命 を 捨てた とい ふ。 數學 の眞理 でさへ それだけ 尊く、 それだけ 樂 しいの だ、 ま 

して 人生の 眞理を 貰った 以上 は 何を以 つても 報 ひょうと い ふ氣は 起らない もの だら うか〕 

〇 家の 幼兒が 人に もの を惠む 心の 深いの をみ た 祖父と しての 父が 喜んで 中し ました。 

かう して 正子が 人に もの を くれたが ると いふの も、 私達が 此 子の 名で 少 しづ.^ 慈善 をして ゐ るの を 

神が 嘉し給 ふて. 此 子に 惠む心 を 注ぎ入れて 下さる もので はなから うか、 お前 達 はさう 思 はない か ( 

護に 「死者の 爲に 慈善 をす ると、 天國で 死者の 肩身が 廣ぃ」 とい ふ、 それ も 同じ 事で はない か、 か 

うい ふ考へ はどう も本當 らしい と 私 は 思 ふよ。 

〇 或 日曜日の 晝の 食卓の 上で、 或る 御 婦人が 「東京に 引越す としたら どの 邊が 適當 でせ うか」 と 質問 

された のに 答へ て 

どこが 健康に い、 か惡 いかと いふ 事を考 へる の も 結構 だが、 それよりも 何よりも 大切， なの は、 仕事 

の ある 所、 卽ち 自分の 住家と 定める 事 だ。 其 時 は 北極が 住むべき 場所と なる かも 知れない、 それで 


い 、 の だ。 さう 定める と 少し 位の 氣 候の 不調和に はおき に處 する 道を敎 へられて 何でもた くなる。 

反對 にい くら 健康地と 言 はれる 所に 住んでも、 好 いのは 移った 當座 だけで、 身體が 慣れて 來る とち 

つと も變ら す、 風邪 も 引けば、 他の 病氣 にも 摧る。 私な ども この 柏木が 住みい k からこ k に 住んで 

ゐ るので は 決してない、 仕事が あるから 止む を 得す 住んで ゐ るので、 それが 叉 幸な の だ。 今 若し 私 

が 身 體の爲 など 上 言って、 鎌 倉へ でも 引 込んだら、 それ こそ どんと 老 込んで 普通の 御隱 さんに な 

つて 了 ふだら う。 健康地に 住んで、 同時に 仕事 もしたい など V いふの は、 あれ はや はり 米國 人の 考 

へな の だよ、 日本から は 排斥し なくて はいけ ない。 

0 或る 米國 仕込の 紳士の 不德義 問題の 話から。 

米國 人、 及び 米國让 込の 人々 の 共通の 癖 は、 日本人 を 極く 淺 薄に 思 ひ 込む 事 だね、 私な ども、 大分 

それに 禍 された ものだった。 あの人 達 は 自分が 笛 を 吹けば 日本人 はすぐ にも 踊り 出す と 思 ひ 込んで 

ゐる けれど、 どうして さう は 行かない。 日本人 は 彼等の 思 ふやうな そんな 淺 薄な 國民ぢ やない、 惡 

い 所 も澤山 ある けれど、 そこ はよ い 所の 一 つで、 なか，/, \- おい それと 動き はしない。 餘っ 程、 此方 

が 讓ら. ^ければ ならない の だが、 それが あの人 達に はわから ない の だね。 

0 朝食 後 の 雜談の 時、 近代 人の 何もかも さらけ出して 了 ふ 傾向に 就いて 父の 申しました 言葉。 

ねえ、 思った 事 を 何もかも 言って 了 はう とい ふの は 間違った 考 へだよ。 人々 が 皆、 思った 儘 を 口に 

出した としたら 恐し い 世の中になる だら う、 世の中に は 言 はない 方が い X 事が あるの だからね。 花 

を 見ても わかる だら う * 花 は 花で 美しく へ呋 いて ゐ るの を 見れば よいので、 其 時 誰も 根 をほぢ くって、 

此處 にこん な 汚い 根が あると 示す 人 はないだ らう、 しかし この 根がなければ この 花 は^かな いの だ。 


歡 喜と 希 a  一六 二 

皆が = Reserve" するとい ふこと は 大切な 事 だとい ふこと をば 學ば ねばならな いよ。 

〇 日曜日の 夜の 食卓で、 その 曰の エス テル 書の 講義の 話から。 

自己中心の ハ マンが 亡び、 愛國 無私の モル， チカイが 揚げられ たとい ふの は當然 のこと で、 人間の 社 

會 では 自分の 利 «^ぱ かり 圖る奴 は 亡びる とい ふきめ になって 居る の だ。 犬 や 猫の 間に 生存 兢爭が 行 

はれて、 强ぃ 者が 勝つ 所から、 人間界に も それ を 行 はう と m 心ったら、 これ 程 大きな 問 違 ひ はない。 

丁度， 1 物の 法則が 動植物の 法則と ちが ふやう に、 人 問の 法則 は 犬 や 猫の 法則と 違 ふの だ、 何でもな 

い、 た^さう いふ 樣に 決って 居る の だ。 世の中の 人が それ を 忘れて、 人間の 法則 も 犬 猫の 法則 も 同 

じ、 强ぃ 者が 生存 競爭に 勝って 殘 るの だと 思って、 自己中心 を やり 出したら おしま ひだ、 早速 第二 

第三の ハ マンに ならなければ ならない よ。 

四 

〇 或る 五月の 朝の 食 車で、 父の 申しました ー百 葉。 

ー體 ドイツ人の 缺點 と美 點は、 心に ある 事 を 現さない 所に あるむ、 アメリカ人の は反對 に、 思った 

樂を あまり 現し 過ぎる 所に あると 思 ふね。 信仰な ども やはり 必要なる 時 は 臆せす に 現す やうに しな 

ければ いけない。 お前 逹も、 一朝 主人が： is なくなったり、 留守に なったり した 場合に は、 子供 を 率 

ゐて 集會を 司ったり 食前の 祈禱 をしたり する 決心 を 持って、 今から その 稽古 をして 置かなければ い 

けない、 主人が 居ない 家の 女主 人と いふ もの は 大切な もの だ。 これ は その 心 を 現し 過ぎる アメリカ 

の 話 だけれ ども、 私が 米 國在學 中 或 時、 或る 姊 妹の ォ —ルド ミスの 所に 御飯に 招かれた 事が あった 


其 時 私 は 二人が 變な額 をして ゐ るのに も 構 はす、 一人で 默禱 をして 食事 をす ませて 歸 つたが、 二度 

目に 又 招かれた 時には、 その 姊 さんから どうぞ 食前の 祈禱 をして 下さる やうに と賴 まれた、 これな 

ども、 長い間 二人き りで 祈禱 もせす に 食事して 居た のが、 一 日 私の 默禱 する の を 見て、 急に お 父 さ 

んの 居た 頃の 事 を 思 ひ 出したら しいの だ。 私の 居た 頃の アメリカ にも、 食前の 祈禱 はすべき もの， こ 

知りながら しない 人が 澤 山に 居た、 私が 田舍 などに 行って それ をす ると 皆 驚いて、 ミス タ ー.S: 村 は 

信仰の. 厚い 人 だとい ふ 評判 を 立てた 位だった、 私 は それで 大分い k 傳道 をした よ。 ドイツ人な ども 

昔 はもつ と 大膽に 信仰 を 言 ひ顯 はす 國 民だった の だら うがね、 信仰が 冷えた 結 菜、 信仰の 事に 就て 

は あ-いふ 心 を 開かない 國民 になった の だら う、 今度の 戰ハ奇 に 敗け たの も それが 一 つの 原因 だら う 

と 私 は 思 ふね、 ドイツ人 は敎師 などに なって 日本に 來て も、 決して 信者 を 作った ためしがない、 そ 

こ へ 行く と 英米人 はとに かく 傳道 をす る だけ 偉い 所が あるの だね。 

〇 或 夜の 雑談の 後に。 

人 問と いふ もの はい くら 自分が 贅澤 の 出来る 身分 になった からと 言 つて、 お父さんより 大き な 家 に 

住んだり、 立派な くらし をしたり する もので はない よ。 私 はこれ 迄、 さう いふ 心ない 事 をした 人の 

滅びる のを澤 山に 見た。 私のお 父さんが よく、 「自分の 墓 は 自分のお 父さんの 墓よりも 大きく 造つ 

て はならない」 と 言ひ言 ひした が、 それが 本當の 日本/、 の 心 だね。 —— これ はや はり 社 會に對 する 

一 つ の 遠慮 だよ。 

0 或る 知人の クリスチャン の 方が、 まだ 信仰に 入られぬ 御 婦人と 結婚され るに 就いて 挨拨に 来られ ま 

した， その 翌日の 話です。 


«ss 喜と 《 望  一六 s: 

昨夜 もね、 お嫁さんに 何と 言って 敎 へようかと 思って ゐ たら、 丁度 茶の間で お前 達が 讚美歌 を唱ひ 

出した の だ (毎夜 七 時半に は 家中 集って 讚美歌 を唱 ひ、 『一日 一生』 を讀 み、 短い 祈り を 致します S 

それで 「あれです、 あれが あるので、 私の 家な ども 二種 も 三種 もの 分子が 一緒に 住んで 居ます けれ 

ど、 あれ を 歌 ふ 事に よって 境遇の 違 ひや、 上下の 隔 りが 取 除かれ、 呰の 心が 一 つと なって 力強い も 

のとなる ことが 出来る のです。 あなた 方 も 家庭 を 持ったら お集り をし なければ いけませんよ」 と 首 

つたの だ。 これ は本當 だよ。 幸福な 家庭な どと 言 つて 幸福 を 追求め ると 幸福 は 幽靈 の やうに 消えて 

逃げて 了 ふ。 あの 讚美歌 を 一緒に 歌 ふ 時の 心、 それさへ あれば 家庭 は 大丈夫な の だ。 

〇 父が 口癖の やうに 申します 一一 一一 n 葉の 一 つ。 

ベ， 'ト ー ヴ H ン は 不幸な 人で、 下 にまで 馬鹿にされ 通う して 額に 生 疵の絶 問がなかった とい ふが、 

•nil 分な ども 全く 同じ だ。 此 世の 事に 關 して は 下女より 下手 だ。 自分 は 聖書 を敎 へる 事 以外に は 何に 

も 出来ない 人 問ら しい。 た 聖書 を敎 へる 事 だけ は樂 しい、 これ は 化^ではなくて、 s 分に とって 

は 休息な の だからね。 

〇 若い者 だけで 始めて 作った 乎 料理のお 获を 食しながら、 父 は 私共 を 顧みて 微笑と 共に 申しました。 

お前 達 はさう 言って、 ぉ获を 作る のに 三日 掛 つたと 言つ て 驚いて ゐ るが、 お 萩 を 作る ので さ へ 三日 

掛 る- まして や 事業と いふ もの は 一 生 を 費しても 足りない もの だとい ふ 事 を 知らなければ ならない、 

それ はお 前 達が 本で 讀んだ 事よりも すっと 六ケ 敷し い 事な の だよ。 此間或 席で、 學校を 建てる 相談 

のあった 時、 私が 「此 事ば 決して 急いで はなり ません、 五十 年 六十 年掛 つてよ いつもり で やらな け 

；;^ ばな りません、 そして 始めは 決して 元金にまで， ほ 入る やうな 事 をして はなり ません、 先づ 利子 だ 


けで？^ 踐み をして 行く のです」 と 言った、 其 席の 一同に は 其 事が わからなかった、 た^ 一人、 或る 

苦^/、 の 實業家 だけに は そのこと がわかった、 そして 大いに 贄 成して 「私 もい つも、 百 萬圓の 事業 

を やら うと 思 ふ 時に は先づ 十 萬 W で 試み ると いふ 工合に して ゐ るので す」 と 言 つ た。 これ は 本當だ 

よ、 ；：^ して 人生、 始めから 大 仕掛な 仕事 をして 功 を 急いで はならない、 ゆっくりと 構へ て、 一生 1^ 

掛っ て 自分の 仕事 を やって 行かなければ ならない の だよ。 

〇 父 はまた 口癖の やうに 度々 申します、 「萩の 餅 を 華 く 甘く 作る 事は大 なる 事業で ある。 歌 を 萬篇詠 

み、 小說を 千篇 寄く 以上の^ 業で ある」 と。 

〇晝 の 食事の 終った 後に、 父 は 急に 思 ひ 付いた やうに、 にこ- しながら 話します やう。 

ひる ね  ど こ 

昨日ね、 晝寢 をしたら よく 寢 込んだ と 見えて、 目が 覺 めても 一 寸 自分が 何處に 居る のか 見當が 付か 

なかった の だよ、 北ハ內 だん/ \ 頭が はっきりして 來て、 あ、 此處は 自分の 家の 二階 だと わかった の 

だが、 其 時から 思った ね、 天國へ 行ったら 丁度 これと同じ なの だら うと。 ふっと 目が 覺め ると 自分. 

が 何處に 居る かわからない、 其 にお ルツさん が、 あ k お父さんが いらした と 雷って 飛んで 來る、 

誰 は そこに、 彼 はこ k にと 皆 知った 人が 出て 來て、 自分が 天 國に來 た 事が はっきり する、 其 時天國 

とい ふ もの はかう も樂 しい もの かと 思 ひ、 世の中の 人達が 此世を 唯一 の 住家と して、 喜んだり 悲し 

んだ りして ゐる 事が 實に 莫迦ら しく 思 はれる だら う。 信仰の 厚い 人の 臨終に は、 近親の 火の 泣く の. 

が 不思議に 思 はれる さう だね、 それはもぅ；大國が見ぇるからなのだょ。 

上 談 《5  一六 五 


款 喜と 希 iSf  一  六 六 

〇 或 夜の 食事の 時に 若い 頃の 激しい 戰の 話から。 

日本中で、 私 は 一 番惡ロ を 一一 一一 n はれた 者の 一 人だった らうね、 それ は ひどい ものだった よ、 一 時 は. s: 

付 は 社會の 生存 競爭に 敗け て 柏木に 隱遁 したな どと 新聞に 書かれた ものだった、 しかし 今 は それ を 

書いた 記者 は どこかへ 消えて 了って 敗け た 害の 私が 殘 つて 居る。 お前 達 もよ く覺 えてお おき、 此世 

の扠 等に 惡ロを 言 はれよう が 書かれよ うが 搆ふ事 はない、 あいつ 等に 任せて おいて 一一 一一 11： も それに 報 

ひて はならない、 とりわけ この 日本の 國 では 世間の 扠に 賞め られる 事は禍 なの だよ。 

〇 或 日の 晝 食後に。  - 

ねえ、 お前 達 もよ く覺 えてお おき、 人 問 は 決して 義務 以外の 事で 快樂を 得る こと は出來 ない の だよ- 

義務 を盡 すと その 喜びに 加へ て、 必す 快樂が 伴って 來 るの だ。 例へば 御飯 を 食べに 行く にしても、 

それが 友人に 對 して 爲 すべき 義務で ある 時 は氣持 もい- -し、 樂 しみ も ある、 反對に 一 つ 奢らうな ど 

とい ふ氣で やる 時 は、 きっと 厭な 事が ある もの だ。 本 を 買 ふの も、 着物 を 買 ふの も 同じ こと、 どう 

しても 買 はなければ なら なくなつ て餘條 なく 買った 本 や 着物な ど はきつ と：：！^ に 入つ て 何時までも 役 

に 立つ けれど、 ひやかしに 入って 氣 紛れに 買った 本な ど は 何年 經 つても 讀 みはしない。 「神 は 無用 

の もの を 許し 給 はない」 とい ふ、 これ は眞理 だね。 だから 決して 明日の 事 を 思 ひ 煩って はならない、 

大體の 方針 は 定めても、 それから 先の 事 はすべ て 神様に お任せし てた、 V 義務 を盡 して ゐ るの だ、 さ 

うすれば、 いい 時に、 い、 やうに、 祌樣 がちゃん として 下さる、 これな ども 私が 六十に なって 始め 

て 知った 人生の 眞理 だよ" 

〇 或る日 曜日の 晝の 食卓の 上で。  ^ 


過去の 事 を 言 ふの はもう 止さう じ やない か、 昔 を ふり 返る と 悲しい IST はかり ひ 出して たまらなく 

なる、 世の 屮の 老人 は 昔 を^んで、 あの 時 はよ かった な、 この 時は樂 しかった なと、 所謂 「愛しと 

見し 世ぞ 今は戀 しき」 とい ふ 思 出を樂 しむの だけれ ど、 私ば かり は、 過去に 悲しい こと、 辛い こと 

が あまりに 多い ので、 年を取っても 昔 を 振 返る に堪 へない、 靑 年の やうに いつも 现 想に 生きて ゐ る. 

だから 私 は 若い の だよ。 

〇 或 ョ の 食後の 雜談 に、 父 は 容を更 めて 申しました。 

この 年に なって 愈々 はっきり わかって 來 たこと は、 此 f に は 天罰の あると いふ こと」 ねえ 人の子 を 

is に陷し 人れ、 ば、 自分の 子が 同じ 穴に 陷て了 ふ。 私 はさう いふ 實例 を澤 山に 見た。 すべての 人が 

この 事 をよ く 知って 神様 を 畏れなければ ならない。 

Q 全 猿ば やりの 此 頃の 世間話の 序に" 

3： 事に 依らす 自分の 力 以上の 事 をす ると、 つ ひ 無理が 屮：； て 倒れて 了 ふの だ。 私 は 今度 來た アム ンゼ 

ンの富 葉 を 新聞で 讀ん で、 其內 たった 一 つの 句に 非常に 感動 させられた、 これ だけ 讀め ばもう 講演 

は 聞かす ともよい と 思った。 「自分 は 曾て 一度 も 運命に 身 を 委ねた 事がない」 とい ふの だ。 さすが 

は あの 難事業 を 成し遂げた アム ンゼ ン だけ ある、 他 Hr には絕 えす 運命に のみ 身 を 委ねて 居る と 思 は 

れる あの 大冒險 がー つ 一 つ 正確な 計畫の 上に 成されて 居る と は 驚く ではない か。 すべて 分に 應 じた 

着實な 仕事と いふ もの は 大小に 拘らす 尊い ものな の だよ。 

〇 或る 月曜日の 朝、 父の 口から 語られた 言葉の 一節。 

此 間もパ レ スチナ を 旅行した 人に 聞いた の だけれ ど ユダヤ人の 集り は 今 も あの ネ へ ミヤ 記 八 章の 通 
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り ださう だね、 やはり 本式の 時には 皮の 卷 物の 聖書 を 持 出し 會 衆の 男女 は 皆 立 上って それに 敬意 を 

表する の だとい ふ。 さう いふ 聖書 中心に あきたら なくなって 今の 敎會に 淺 つて 居る 說敎 とい ふ もの 

が出來 たの だが、 あれ はとり も 直さす ギリ シャの 雄 辯 術の 影響 を 受けて 居る ので 決して ュ ダャの も 

ので はない の だ。 敎會の 牧師さん は 聖書 を 其 傣讀ん で 解明し をす る 事が 一 等 良い 說敎 なの だとい ふ 

事 を 未だに 知らない。 昨 n のァグ リッパ 王の 前に 於け る バウ n の 話な どは實 にょい 說敎 だった では 

ないか、 火 切なの は 聖書の 研究 だ。 

六 葉 山に 於け る 

〇 一 夜 葉 山で 私 は 父の 口から r 學 者の 生活」 とい ふ もの を靜 かに 敎 へられました リ 

ほんた うの 學 者の 生活と いふ もの は 尊い もの だ、 これ は 一 つの 大きな 犧牲 なの だ。 十 年 も 十五 年 も 

よそめ 

コ ッコッ とやって やっと 一つ の眞 理を發 見す る、 外 目に は 何の 變 つたこ ともなく、  3： の 華 かな 名譽 

もない の だからね。 そこへ 行く と 傳道師 よりも もっと 地味な、 もっと 忍耐 を 要する 仕事な の だ、 専 

道師は 少し 成功 すれば、 自分の 廻りに 眞に 自分 を 理解し 又 慕って くれる 友人 を 得て、 社會 的に も 相 

當な 名譽と 尊敬 を 得る やうになる の だけれ ど、 ほんた うの 學者 ばかり は社會 的に 殆ど 何の 報い も與 

へられな いの だからね" だから 努めて 子供 を 良く 育て 家庭 を樂 しくして、 そこで 凡ての 快樂を 供す 

る やうに しなければ いけない。 其 時 細君なる 人が 夫の 注意 を 他 (例へば 名譽ゃ 物慾 や) に 引く やう 

な 態度に 出る と、 學 者の 學 問は淺 薄になる の だ。 只默々 として 眞理を 究める、 その 地味な 忍耐 を 要 

する 仕事に 滿 足しなくて はいけ ない。 


〇 これ も 葉 山の 夕べの 會 話の 一 節。 

お前 達 はほんた うに 来世の あると いふ 事 を 毎日 信じて 居る のか。 總 ての 勘定 を此世 だけで 附 けよう 

とする の は 間違 ひだよ。 それ は 或 種の 勘定 は 現世で も附 けられる けれど、 愛する 者に 別れた 時の 悲 

しみの 淚は來 世の 信仰な しに は 拭 はれない。 私 は 今日 カント 先生の 哲學を 護んだ が、 神の ある こと、 

魂が あって 死後 も 消えぬ とい ふこと、 來 f の ある こと、 此 三つ を 信じなければ ならない とい ふ 事が 

書いて あった。 カン ト 先生の 樣な 偉い人が 何はなくて も來 世の ある 事 は 信 するとい ふの だから 我々 

凡夫 は 其 儘 を 信じて よいの だ。 來 世の 信仰の 有無と いふ 事 は 日々 の 生活の 上に 於ても 實に 大切な 事 

なの だよ。 

〇 七月の 或 夜の ra: 方 山の 話の 末に、 不眠の 事が 出て。 

眠られな いとい ふ 事に 勝つ 秘訣 は 不眠と は 恐し いもので ない とい ふ 事 を 知る にある の だ。 これが 却 

却 難しい 事で 容易に その 境地に は 達し 得られない "始めの 內は 眠られぬ とい ふ 事ば かり 苦にして 眠 

らうと 焦る の だ、 其內に 不眠 は 恐し いもので ない、 眠っても 眠らなくても 少しも 構 はない、 とい ふ 

事を覺 ると 不眠の 苦痛 は餘程 薄らいで 來る。 私な ど は 子供の 時からの 不眠症で 今でも あ k よく 眠つ 

たと 思 ふ 夜 は先づ 月に 一 度 か 一 一度し かない、 それで 居て 今まで 健康 を 保って 來 たとい ふの は 全く 信 

仰のお 藤 だね、 信仰と いふ もの は 非常な 休養 性 を 持って ゐる もので、 一度 信仰の 立場に 立つ と 瞬間 

に 生命が 溢れる の だ、 丁度 枯れ 切った 蓄電池に 一 寸電氣 を 通じる と 瞬間に 電氣が 一 杯になる やうに。 - 

だから 信仰の 人 は 疲れない。 私な どの 健康の 祕訣は 全く 其處 にある の だよ。 

の 夕べの 食卓 の 雜談 につ f いて。 

車上 該詰  一 六 九 


喜と 希望  一. v〇 

お前 達 は 皆 まだ 罪の 悔 改めと いふ 事 をして 居ない から 駄目な の だ、 これ は 不思議な 事で、 實に 何と 

も 言へ ない 氣 持が 起って、 其 時から ほんた うの クリスチャンになる の だ。 自分 はそんな に 惡ぃ人 問 

ぢ やない、 などと 思って ゐる間 はま だ，/. \- 駄目な ので、 自分に は 3: のよ い 所 もない、 只御惠 みに よ 

つ て 生きて ゐ るの だと 感じる やうに ならなければ ならない。 さう すると 本當の 謙遞の 心が 生じて 人 

の 罪 を 責める 事が 出来なくなる、 罪の 悔 改め をした 後 も、 腹 も 立てば 疳瘊も 起る けれど、 その 結果 

は 前と は 雲泥の 違 ひで、 すぐに 相手 を 赦す氣 になる、 決して 何時までも くよ-, \ と 腹 を 立てたり は 

しない。 他に 言葉が ないから 罪の 悔 改めと いふ けれど これ は資は 心理的 革命な の だ。 こればかり は 

親が 子に 敎 へ る譯に 行かす、 夫が 妻に 傳へ る わけに 行かぬ 事な の だ。 皆が お祈りし てこの 御惠 みに 

ぁづ かる やうに しなければ いけない。 

〇 一日、 夕食後に 父より 家庭と 宗教との 關 係に 就いて 敎 へられました、 これ は 其 一節で ございます。 

iin 分の 家 を宗敎 上の 會合 などに 用 ひたいと 申込 まれた 時、 決して それ を 担んで はならない よ、 進ん 

で 申出る にも 及ばない が 頼まれたら 喜んで 引受けなくて はいけ ない、 それ は 自分の 靈 魂の 益に もな 

る、 信仰 は 自分 一人の もので なく 多勢 と共にすべき ものな の だからね。 叉 祌樣は その 報いに 必す御 

惠 みをド さるの だ。 皆が その 態度に ならなければ 宗敎は 平民の 宗敎 ではなく なって 了 ふ、 ^侶 階級 

たる もの を 作り上げ るの は 畢竟 さう い ふ 時に 義務 を 逃避す る 心なの だからね。 ピ ュ ー リ タン の 優れ 

て ゐた點 は、 取り も 直さす 各々 の 家が 敎會 で、 特別の 敎會、 特別の 愤侶を 必要と しない 所に あった 

の だ。 呰 の心掛 次第で 平民の 宗敎 はすぐ に愤 侶の 宗敎 となって 了 ふ、 氣を つけなければ いけない こ 

とだ。 


〇 或 八月の 晝、 小兒を 中に 置いての 話から。 

自分 達 もこれ で 孫に 對 する 義務の 幾分 かを果 したわけ になる ね。 人生と いふ もの は總 ての 義務 を果 

して 後に 完成す る ものな の だ。 父母に 對 する 義務、 子に 對 する 義務、 姑に 對 する 義務、 嫁に 對 する 

義務、 そして 孫に 對 する 義務。 そして 最後に 知る 所 は 何かと 言へば、 人生 は 自己中心で はならぬ と 

いふ 事。 卽ち 世界 は 自分の 爲の もので なく、 自分 は 世界の 爲の ものであると いふ 事を學 ぶの だ。 誰 

でも 生まれた 時 は 全世界が 自分の 爲に 働いて 居る と 思 ひ、 成長して 種々 の 義務 を果 すうちに、 自分. 

は 世界の 爲の もので あつたと いふ 事 を 學んで 死ぬ の だ。 さう いふ 人が 始めて 天國に 行く 資格 を 得、 

神の 祝福 はさう いふ 人に 下る の だよ。 

〇 朝 の 食卓の 上で、 今 ま での 話と は 全く 獨立 して 父の 口 か ら 洩れた 述懐の 言葉で ござい ます。 

ほんとうに 有難い こと だ、 宗敎 家の 家に 精神病 學 者が 出た とい ふ 事 は。 この 次 は 又宗敎 家と か社會 

改良 家と かいふ 奴 を 出す の だね。 さう いふ Generations を 繰 返す のが 理想の 家な の だよ。 そして 

一 家の 屮に 一 人 さう いふ 精神的 方面に 盡す 人が 出る と 他の 者まで が 緊張して 皆が よくなる の だよ。 

「一人 出家 すれば 九族 天に 上る」 とい ふが これ は あながち 迷信で はない。 やはり 實 際の 事な の だね Q 

〇 父が また 口癖の やうに 一一 一一 n ひます 事 は。 

召使 ひの 者 を 大事に してお やりよ。 下女 や 下男 を勞 わって おやりよ。 彼等 を 雇人と 思って はなら な 

い、 家族の ものと 思 はなければ ならない。 彼等が つけあがる だら うと 思 ふて 彼等 を 苦しめる 必要 は 

少しもない。 彼等 とても 我等と 同じ 人 問で ある。 我等の 愛 を 終に 認む るに 至る。 お前 達 も 知る 通り、 

此內 村の 家で は 下女 を變 へる こと は 滅多にない、 大抵 は 嫁入りす る 時まで 居る。 そして 嫁入した 後 
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でも、 里に 歸る やうな 氣 持で 訪れる。 實に樂 しい 事で ある。 それと 一 K ふの も、 此家 では 神の 敎に從 

ひ 彼等 を 大切に してやる からで ある。 勿論 時には 惡ぃ 召使 ひが ある、 此家 にも 二三 人あった。 然し 

大抵 は 家に 親んで 家族の 者と 成り、 そして 最も 善い 事に は 大抵 は クリスチャンと 成って 家を辭 して 

△  厶厶 厶<3 厶厶 A<3<" 厶厶  <"厶<： 厶厶 厶厶厶 △<! 

行く ので ある。 まことに 人の 品性 如何 は、 其 人が 如何に 下の 者 を 扱 ふ 乎に 由て 判明る。 下女 ゃド E;^. 

の 變る家 は 決して 善い {豕 ではない。 彼等 を 愛して やれば、 彼等が 永く 我等と 共に 居らん と 欲する は 

勿論で ある a 自分 は 常に 思 ふ、 德川 家が 永く 榮 えたの は、 其 家法と して 臣下 を 愛し 勞 つたから であ 

ると。 我等 はドの 者き 大事に してやって、 我等 自身の 品性 を 高める ので ある。 世に にくい 事と て、 

立派な 紳十ゃ 貴婦人の 風 をして、 下女 ド男 をむ ごたら しく 扱 ふが 如き 事 はない。 

〇 以上の 如くに 敎 ゆる 父 は 私共 若い者が F 女 下男 を呼棄 てに する 事 を 許しません。 私共の 家で はド文 

下男 はすべ て 「さん」 附 けで 呼ばれます。 他樣の 方が 見られる と 一 寸と 上下の 差 がない やうで あり. 

ます。 


基督 者の 生涯 


黑田淸 隆伯逝 く 


1^ 一田 淸隆伯 逝く、 余に 深き 感動な き 能 はす。 

余 は 歳 十七に して 伯が 曾て 開拓 使 長官たり し g ；、 伯が 設立せ し 札 幌農學 校に 入りし 者な り、 鳴呼们 

なかり せば 農學校 はな かりし なり、 農學 校な かりせば 余 は 札 幌に行 かざりし なり、 札 幌に行 かざりし 

ならば 余は聖 〔書と 基督 敎 とに 接せ ざり しなり、 若し 之に 接し 之 を 信ぜ ざり しなら ば 余の 今日の 不幸と 

幸福と はな かりし ならん、 伯の 生涯と 余の それとの 間に は 深き 關係 ありて 存す。 

伯、 農 學校を 札幌に 移す や、 米國 マッサ チュ. "セット 州々 立農學 校長 W  •  S  • クラ ー ク 氏を聘 して 

其 臨時 校長と なす、 二 雄 東京に 於て 相會 し、 汽船 玄武 丸に SI 乘 して 北航す、 船中 談 直ちに 學 生の 德_1^ 

問題に 入る、 クラ— ク氏は 彼の 確信 を 述べて 曰く 「余の 知る 處を 以てすれば 彼等に 聖書 を敎 ゆるの 外 

彼等 を德 化する の途 あるな し」 と、 長官 襟 を 正 ふして 曰く 「是れ 余の 贊同 する 能 はざる 所な り、 我國 

に II 敎 あり、 神道 あり、 何ぞ必 すし も 外 敎を用 ゆるの 要 あらん、 君、 余の 學 生に 敎 ゆるに 倫理 を授く 

る も 可な り、 然れ ども 彼等に 耶蘇 敎の 聖書 を敎 ゆろ に 至て は 余 は 堅く 之 を 謝絶せ ざる を 得す」 と、 ク 

ラ ー ク氏は 答へ て 曰く 「若し 然 らば 余 は 道 德を敎 へざる のみ、 余の 道德は 凡て 聖誓の 中に 存す、 聖書 

を 離れて 余 は 道 德を敎 ゆる 能 はす」 と、 伯 は 日本 陸軍の 中將、 クラ ー ク氏 は米國 陸軍の 大佐な り、 二 

基 の ±j -涯  一七 £ 
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雄 其說を 固持して 相對 す、 其 間豈に 寛容の 在る ベ けんや。 

船 は 尻 矢 崎 を 周 行して 函館 港に 入りぬ、 而 して 將軍 大佐 共に 其 說を變 へす、 船 は 将び港 を 出で、 龍 

. 飛、 白祌を 左右に 見て 中の 潮の 荒波 を 蹴立てつ」 進みぬ、 而 して 米の 大佐 は 日の 中 將に此 問題に 就て 

は 一歩 も讓ら ざり き、 船 は 終に 小搏 港に 入りぬ、 而 して クラ ー ク氏は 少しも 其說を 曲ぐ るの 樣を 示さ 

す、 兩雄 共に 札幌に 人り ぬ、 而 して 新設 廣學 校の 德敎 問題 は 未決 問題と して 存 しぬ、 然れ ども 開校の 

時期 は 迫りぬ、 而 して 二者 孰れ か 一歩 を讓ら ざるべ からす、 伯、 クラ ー ク 氏に 面して 曰く 「君 終に 君 

の 意 を 曲げす、 余 は 今 如何と もす る 能 はす、 余 は 君に 吿 げんと 欲す、 余 は 君に 聖書 を學 生に 授 くるの 

許可 を與 へんと 欲すと、 唯 君 願く ば餘り 公然に 之 を爲す 勿れ」 と、 大佐 は 答へ て 曰く 「君に 謝す、 余 

は 明日より 倫理 を 余の 學 生に 講 すべし」 と、 是れ 北海道 札幌に 於け る 基督 敎の 濫觴な りと す。 

其 翌年 初年 級 廿餘名 悉く 洗禮を 在函館 宜敎師 M • C • ハ リス 氏より 受け 其翌々 年、 卽ち 明治 十 一 年 

六月 二日、 余 等 同級 六 名 は 札 幌巿創 成 川の 東岸に ありし 外 國敎師 館内の 二！ に 於て 同じ-〕 且敎師 より 父 

と 子と 聖靈 との 変名に 依て 洗禮を 受けたり。 

嗚呼 黑田 伯と クラ ー ク 氏と ハリス 氏、 彼等 三 個の 記憶すべき 名に 依て 余 は 此敎を 信す る を 得たり、 

余 は 個人的に 伯 を 知る 甚だ 歡し、 唯 余の 札 幌農學 校 卒業 證 書に 伯の 名と 印と を存 すると、 偶々 札幌^ 

街 行人 少き處 に 伯の 偉 貌を拜 し、 伯 は 馬上に 烏 を 狙 ひ 打ち 給 ひし 頃、 余は步 行して 鹬と 啄木鳥との 跡 

を逐 ひき、 伯 は 勿論 終生 宗教の 人に 非 ざり き、 余 は 亦た 伯に 迎 へらる.^ が 如き 性質の 者に あら ざれば 

伯 は 余の 名 さ へ も覺 へ ざり しならん と 信す。 

クラ， 1 ク氏を 余 は 彼の 米國ァ マ ストの ホ一ム に 於て；：； 四间 訪問せ り、 彼 は 余に 語る に 南北 戰 ゆの 事 


を 以てし、 グラント 將^ を 激賞し 又談 幾度 か 彼 自身の 事業に 及びき、 而 して 日本 札幌に 於け る 彼の 短 

生 S ^を， 語る 翁に 彼 は 未だ 曾て 深き 感動 を 示さざる はな かりき、 彼 は 余が ァ マ ス ト 在留 屮此世 を 去 わり、 

而 して 彼の 牧師な りし ヂッ キン ソ ンと云 へ る 人 は 余に S 接 語て 曰 へり、 「余 は クラ ー ク 氏の 死の 床に 

臨めり、 而 して 彼 は 余に 幾度 か 吿げて 曰く 余の 生； M の 事業に して 一 として 誇る に 足るべき もの あるな 

し、 喻ロ本 札幌に 於け る 八 ヶ月 問の 基督 敎傳播 こそ < 水が 八.' n 死に 就かん とする 際 <A を 慰む るに 足る の 

唯一 の 事業 なれと、 君 願く は 此_5$- を；； {^ の 本圃に 傅へ よ」 と、 此 英雄 死に 臨んで 戰勝を S 心 はす、 科學的 

發明を 顧す し て 僅に 八 ヶ月 問に 渉りし 聖書 智識 の 傳播を 思 ふて 慰む る 所 あり、 兩雄今 は此 世の 人に 非 

す、 然れ ども 一 一 者の  < 水の 心 靈に對 し 如何に 關係 深き を 思 ふて 余 は 感慨に 堪 ゆる 能 はす。 

逝け よ 偉人よ、 恩人よ * 余 等 今 尙ほ今 世に^して 余 等の 戰 を 1^ 續 せんと 欲す、 ，に 誤解され、 友 

に 欺む かれ、 辱められ、 貧し、 鈍し、 泣き、 死と 慕と を 思 ひ 乍ら も 余 等 は- M ほ汝 等が，^ 等に 俾 へし 此 

眞现を 一 人たり とも 多くの 人に 傳 へんと 欲す、 余 は 幾： 3； となく 聖書 を 縮き し 事 を 歎す る 者な リ、 E 心へ 

らく 若し 此大 眞现に 接せ ざり しなら ばん (に 此大 苦悶な かりし ならん と、 然れ ども n 光 は 常に 此 暗雲 を 

排 して 余に 大歡喜 を 供す るな り、 天よりの 聲 あり 曰く 「若し 汝 にして 聖書に 接せ ざり しなら ば 汝は凡 

人たり しなり、 汝は ダンテ を 解せ ざり しなり、 汝は オル ヅォス を 友と する に 至ら ざり したり、 汝の ネ！！ 

痛は淺 かりし と共に 汝の喜 樂も甚 薄 かりし なり、 汝は敵 を 有せ ざり しならん、 然れ ども 汝は 萬國の 

を 友と する に は 至ら ざり しならん、 喜べよ、 慰めよ、 汝は 天の 特別の 恩寵に 與 かりし 者な り」 と。 

想 ひ 見る、 明治 九 年 秋 九月 汽船 玄武 丸が 兩雄を 載せて 北海に 向て 品 川 灣を發 錨せ し 時、 れ實に < - 

め 永遠 の 運命 の 定まりし 時に て ありき、 其 時 匕に クラ ー ク 氏の 行李 中 に 五十 册の 英譯 書 は 氏の 學生 

基 S 者の 生： 他  1 七 七 
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- 中に 分配 されん が 爲に牧 めら れ きと 聞く、 而 して 其 一 冊 は 確かに 天！： の 道 を 余に 傳へ しもの. 余 は 何 

を 以て クラ ー ク 氏の 此 好意 に酬 ゆべ けんや。 

伯 は 逝け り、 f は^の 生前の 行爲を 云々 するな らん、 伯の 完全の 人に あら ざり し はへ.^ の. &年 時代に 

.屢 次 聞きし 所な りき- 然れ ども 驚くべき 神の 攝理は 伯 を 透して 天の 幅 昔を數 多の 人に 傅へ しめたり、 

15 者 幸に 伯の 爲 めに 一 滴の 淚を惜 む 勿れ。 


佐々 城 豐壽姊 を 葬る 

(運動 主義の 犠牲)  ， 

兹に 一人の 婦人が ありました、 彼女 は 甚だ 正直なる^ 人で ありました、 彼女 は 東北の 仙臺に 生れ ま 

して、 虚偽^ 譎の 何たる 乎 を 知らない 婦人で ありました。 

此^ 人 は 夙く より 基督 敎を 信じました、 爾 うして 信じた 以上 は 非常に 眞 面目に 之 を！：；： じました、 彼 

ヶは 半信半疑 を 以て 滿足 する やうな^ 人ではありませんでした、 彼女 は 全身 全力 を罩 めて 此敎を 信じ 

ました。 

然し 不幸に も 彼女 は 人で ありました、 彼女の 學問は ：4^ て？ £ く ありました、 彼女の 信仰 は 彼女の 知 n 

.識 に 勝ちました、 故に 彼女 は 惑 はされ ました。 

或る 基督 敎の 敎師は 彼女に 社會 運動の 必要 を說 きました、 爾 うして 彼女 は眞 面目に 其敎を 受け まし 


； り 彼.^ は そめ か爲 めに お 人の 身 を 以てしながら 種々 の 男らしき 事業に 從 isfl^ 致しました、 彼女 は 人の 

嘲弄 をも将 みす 禁酒 演說を 致しました、 彼女 は 我が 邦人の 結 M 力に 全く 缺 乏して 居る の を も 察せす に 

も 川 人^ 風. せなる もの を 興しました、 彼女 は 純然たる 女史た となりました、 -闹 うして f お 欠よ 基 の爲め 

に總て H;,^ 等の を爲 さんと 致しました。  ， 

^は 其 頃 彼女の 名 を 聞いて 怒りました、 私 は 彼女の 如き 者 は 基督 敎の女 德を缺 く， おで あると & ひま 

した、 私 は 私の 非 理想的 婦人の ： 人と して 彼女の 名 を 私の 國 人に 紹介す るに 致しませんでした. 

彼女 も 功 私の 名 を 聞いて 怒りました、 彼女 は 私を以 て 女權の 伸張 を 妨害す る ^ で あると „a A まし こ、 

彼女 は 私が 彼女 を 嫌 ひしゃう に 私 を 嫌 ひました U 

經て 後に 私^ 立雜 誌なる もの を發 行して 私の 所信 を 世 問に 向て 發 表しました. 時に |y よ 

交々 起て 私の 身に 鍾り來 り、 私 は 多くの 友人 を 得しと 同時に 亦 多くの 敵 をず つに 至りました、 まう し 

て 私 は 勿論 彼女の 如き は 私の 激烈なる 敵 人の 一 人で あると 思 ひました。 

然るに^ 計らん や、 分" て雜 誌の 發送 帳簿 を 調べて 兑 ました 所が 彼女 は 殆んど 其初號 よりの 忠赏 なる 

讀 者の 一人で ありし こと を發見 致しました、 私 は 之 は虚- では あるまい かと 忍 ひまし ヒ。 

其 後 昨年の 六月に 獨 立雜； P を廢刊 せねば ならぬ やうに なりました、 之 を 聞いて 勿論 私の 敵對こ wo 

人 は 非常に 喜びました、 跡？ の餘は §： 方に it りました、 私 も 其 時は餘 りかい，：. 他 は，^ しませし，」 

した。  ： " 

然し 之と 同時に 亦 多く £ 同情者 も 起り ました、 多くの；： 1； 情 推察の 手紙 は 私の 所に 25 きました- 其 或 

る 者の 如き は 私の 眼より 萬 解の 淚を惹 いたと 口 ふても 宜しい 程の もので ありました、 私の 敵と ぶ 方と 

基督 者の 生涯  ， „」 


^=2 督 者の 生 ffi  1  <〇 

は此 時に 刹 然^れ ました、 爾 うして 其 中に 同情に 最も 富める 手紙 を 送られし 者は此 婦人で ありました、 

其 手紙 は實に 左の 如き ものであります。 

先生 幷御 全家の 御幸 福 を 奉 祈 候、 小 妹未拜 眉の 榮を 得ざる も 御高 名 を 敬慕す る 十有餘 年、 t も 小 妹 

在京中 德富 氏が 度々 先生に 紹介 せんと. 5. 吳れ候 も 其 意 を 菜 申ざる は殘 念に 堪す 候、 去れ ど 一 昨年 獨 

立 雜誌御 發刊相 成し を 聞き * 同 十 一 月より 愛讀致 候而已 ならす 諸 友人に も勸め 居り 巾 候處、 計ら ざ 

りき 本：：：：： 五日 を 以て 終刊と は 失望 の 餘り M 雜誌を 手に す る を 欲せす、 精神 の 落 付く を 待 て 拜讀せ ん 

と： ^じ；^ 候虚、 宿痫 なる 腦症 ral 五 CI 前より 起り 休養 屮ー 昨 2： はと ろく 胸 を 抑へ つ- 1 通讀 致し 候處、 

豫定說 の 御高 論に よりて 小 妹が 長年 宗敎 上に 於ての 苦痛 は此 御名 文に よりて 頓に 取り， ：ソ、 むれ、 大に 

^る 處有之 巾 候、 小 妹 は 元 來 信仰 上 其 他に 於ても 所謂 敎會々 員 諸氏と 意 見 を 3：：, ハ にし、 牧： 帥 諸君の 行 

爲も感服せざる_5^-とて此社界ょりは罪人視せられ居る事に候得ば、 殆んど 一 一年間 敎會 員に 加 はらす、 

獨り 我家に 子女 を 八：； 乎に 靜に 神を拜 し、 基督の 御 惠みを 蒙り 居る ものに 候 も、 餘り 多くの 人々 に 誤 

解 せらる k の 結 菜 失望 落 膽自已 を も 疑 ひ 頗る 苦痛に 沈み 居り 候處 一 昨日 後大に 快復 致 候 得ば 不文 を 

も 恥す 一 書 を呈し 感謝の 意 を 奉 表 候匆々 不一 

七月 サ七 n 病 禾に認 む  佐々 城璺 か 誇 

-:^^^ー書之研究發刊 の m 千秋の 想 あ る を 御 推察 被： 卜 度 奉 願 候 

此 手紙 を 受取て 後 二三 ケ n 程に して 彼女 は 北海道の 家 を 疊んで 東京に 參 りました、^ は 始めて 其 時 

に 彼女に 面會 致しました、 II うして 其 時には まだ 彼女に 私の 意に 合 はぬ 所が ありました * 然し 一 面し 

て 彼女が 正直 眞 面目の 人で ある こと 丈け は 分りました U 


彼女 は 都合 に 巾て 私の { 象の 近隣に 家 を 持ちました、 故に 其 後 私 は幾囘 となく 彼女 に： 曲き 致しました * 

彼女 は：：： 曜 n 毎に 1  口ん ど缺 くこと なく 私の 聖書 講義 會に屮 I 席 致しました、 爾 うして 私が 哥林多 前書 を 

讀 する を 聞いて 何に か 非常に 感じた やうに 見受けました。 

彼女 は， E しました、 「私 は 今度 始めて 面白く 聖書 を 聞く ことが 出来ます」 と、 又 「^^；書は今私に新 

らしい 書と なりました」 と、 私 は 彼女の やうな 熟 心なる 研究者 を 私の 講讀會 に 於て 持った^ はあり ま 

せん。 

然るに 不幸 は 彼女の 身に 迫り 來 りました、 彼女 は 幾許 もな くして 私の 近隣の 家 を 引き 拂 はねば なら 

、-  じ； 5 ん じつ  iV つと しに  つ  むす 二 

ぬ やうに なりました、 雨う して 去て 後 旬日に して 彼女の 夫 は 死ました、 次いで 彼女 は 彼女の 子息 を术 

M に 送らねば ならぬ やうに なりました。 

私 は 其 時 彼女 を 慰めん ため 彼女の を訪 ひました、 雨う して 斯く 彼女に 吿げ ました。 

ち^*  つ 力  あい 

「アナ クは 今迄 基督 敎を 全く 取り 違へ て 居られました、 ァ ナタは 神に 事へ やうと 許り E 心 ふて 神に 愛 

せられ やうと E 心 ひませんでした、 ァ チタ は祌の 事業 を 助け やうと 欲 ひました、 アナ タは 勤勞の 外に 神 

を 喜ばす の途を 知りませんでした、 アナ タ は 今日より 之 を 改めな けれ ば たりません。」 

「/、に， ：！ て は 私共 は 活動的でなくて はなり ません、 然し 神に 向て は 私共 は 全く 受動的でなくて はな 

りません、 私共 は神樣 をして 私共 を 動かさし めなければ なりません、 アナ タの 如き 人が 社 4： 運動に 

率先 さる k 如き は 神の 聖 意に 合 ふたことではありません。」 

私 は 斯う 申しました、 雨う して 將來の 彼女の 生涯と して 錚 っ肅 なる 田舍 住居 を 彼女に 勸 めました、 m 

女 はお： んで之 を 承諾し ました、 今より は 新しき 生涯 を 送て 彼女の 祌を 喜ばせん と 彼女 は 私に 誓 ひまし 

お： S 者の 生涯  1  <  1 


ぉ督 きの 涯  一八 二 

た。  •  ： 

然し 此新 希. まが 彼女の 生涯の 終焉で ありました、 彼女はは取終の希ぱ}-を心に懐ぃて終に起たざるの^1^ 

： i う ふんせん 

に 就きました、 彼女の 五十 年の 生 1^ は 苦闘 奮 戰の生 鹿で ありました、 而 して 今や 平和の 生；^ の 彼女の 

^の 前に 供せられ まして、 彼女 は 終に 永き 眠に 就きました。 

呼憐 むべき は 彼女 ごあります、 彼女 は 彼女の 敎師 より 受けし 敎 訓を餘 りに 眞に 受けて、 それが た 

めに 悲痛^ 解の 巾に 彼女の 化；^ を 終へ ました、 彼女の 敎師は 彼等 自身 が 爲すを 揮 かる 事 を 彼女に ん叩 じ. 

ました、 兩 うして 彼女が 一 生 懸命に 之に 服從 する や、 返て 多くの 惡評を 立て & 彼女 を 苦しめました、 

彼女 は 彼女の 敎 師に敎 へられた 通りに 活 潑に跑 かふと したの であります、 爾 うして 彼女 は餘 りに 熟 心- 

に餘 りに 正^に 鋤き ました 故に 人に 拨ー. ^された のであります、  私 は實に 深い 同情 を 彼女に 寄す る もの 

であります。 

然し 彼女 は 八.' は^に 於て 眠りました、 彼女の 理想的の 生雜を 彼女 は 今 は此壞 る， に 於て f はなく し. 

て壞 ざる 神の 國に 於て 始める ことが 出來 ます。 

かの 國に はもう 彼女 を 惑 はすの 敎師 はありません * かの 國には 彼女 を 誤解し、 彼女の 失， 蚊 を 聞いて. 

快 しとす る 世人 も 基督 信者 もありません、 彼女 はん.' より は過勞 なる マルタの 運動 的 生 を歇 めて 平. 

和なる マリヤの 信仰的 生：，^ を 始める でありましょう、 私共 は 今 彼女の 遣 骸に對 て 歎きます、 然し 彼. K 

のか|_1魂のためには彼女が最早此^疑誤服の里を去りました_2^^を悅びます、 彼女の 如き は 今 世に 在て は 

到】.^ 悲み 痛な き 生涯 を 送る ことの 出来る ものではありません、 彼女 は此 不正直の 化に は餘 りに 正直で- 

ありました、 故に 恩惠 深き 主 は 今日 彼女 を 我等の 巾より 取り 袷 ふたので あります、 私 も 彼女 を 失 ふて 


歡 きます、 然し 彼女の 心に はん：' は 世の 冷 かなる 疑 察の 風 も 3： の感覺 なき を 知て 私 は 彼女 を 羨みます， 

えいく わ- r-  i こし なへ  ife 

願く は榮 光の 主の 長久に 彼女の 靈魂を 護り 給 はんこと を ァ ー メン (明治 三十 ra 年 六月 十五 日誌す > 


母 を 葬りて 後に 誌す 

去る 十一 日 私の $ は 永 の^しき 病 I 浙の 後に 終に 死にました、 其 前後に 私に も 非常の 苦み が ありまし- 

た、  それが ために 此號は 碌な 號 ではありません、 ^21?;免して下さぃ、 然 かし 其 間に 私 はまた 多くの 貴. 

き惠み を實驗 しました、 諸； 5：； 悅んで 下さい、 繭う して 其 苦み と惠 みとに 就て は 今 玆に之 を 諸君に 語る 

こと は屮 I 來 ません、 然し 若し 三年の 後、 又は 五 年の 後に、 之 を 諸君に 吿 ぐる を 得るならば、 多少 諸； 1?； 

を 慰める ことが 出來 やうと 出 心 ひます、 「余 は 如何にして 余の 母 を 葬りし 乎」、 是れ 私に 取りて は 非常 

に 意味 深き 問題 で あ ります、 私 は W せて 玆に 私の 不幸 を 知りし 本誌 讀者 諸君 が 今日まで 私に 表さ れま 

した 深き M 情 を 感謝し ます、 私供 キリ ス トを 信す る 者 は 單獨で 私供の 艱難 を撸 ふので はありません、 

私供 は 數：. C 千 人と 共に 之を擔 ふので あります、 故に 艱難 は 重く とも 私供に 取て は 至て 輕く あります、 

是 は 賁に大 なる 惠 みであります、 然し き 雲 は旣に 去りました、 これからが 亦 大發展 であり ませう，. 

兹 に^ねて 祌 と 年 來の誌 友 諸君と に 謝します。 

十 一 月 十六 口 夜— 治 三十 七 年 (一 九 03 年) —城 西 雜司ケ 谷に 母の 遣 骨 を 納めし 後に 誌す 

^*«者の生涯ー.  1A1 一一， 
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今 井 掉太郞 君 逝く 

舊 東京 獨立雜 誌 以来の 本誌の 愛讀 者に して 余 « の 慰藉 者、 本誌の^ 力なる 維持 者の 一 人なる 大阪 香： 

料 商 永廣堂 主人ん， 井 樟太郞 君、 本 月 五日 祌の聖 召に 應じ突 然斯 世 を 去らる、 余 華 は キリストの 幅 音の 

ため、 口 本 W 實業界 のた め、 君の 遣 族の ため は 勿論、 余楚 のた め * 本誌の ため、 此事 ありし を悲む や. 

實に S なり、 君 は屢々 余輩 を 寂寨の 中に 慰め 給へ り、 又 幾囘か 余輩の 缺乏を 補 ひて 本誌の；！ i 續を 助け 

給へ り，， 而 して 今や 此人 逝く、 余輩 は 余輩の 心中に 犬なる 空虛を 感ぜ すん ば あらす。 

然れ ども 界は今 は キリ ス 卜と 偕に 在りて 君の 遣 族と 友人との ために 祈りつ & あり、 悲む者 は^に あ 

ら すして 余輩な り、 死 は 今や 君 を 自由の 人と なしたり、 今より 後 君 は 君の 靈を 以て 余擎を 助け 給 はん、. 

^；；は死に由て余輩を離れす、 否な ノ更ら に 余輩に 近き 者と なり 給へ り、 余輩 は 更らに 君の 援助 を 得て 

敏 かん、 而 して 父の 園に 於て 歡 喜を以 て 君と 相 見る の 時を俟 たん、 

r  Tliy  ser-va-nt  Death  Tvitll  soh-ln.cc  rite. 

Pouts  finite  into  insrlite. 

本誌 校正 中 1?^ の 永眠の 報に 接し 悲歎 愛惜の 屮に 記す  €： 村鑑 三 

故 今 井 樟太郞 君の 墓に 誌す  . 


(君 は 香料 商たり し 也」 

罄 はしき 人 ありたり 

馨 はしき 業に 從 事し  . 

馨 はしき 生涯 を 送れり 

：:^ に馨 はしき 記念 を留む 

友 交 の祕義 

(故 八， 井 樟太郞 1!?; 追悼 演說) 

に叨： ^四十 年 ( 一 九 〇 七 年) 六月 五 H 大 大滿敎 首に 於け る 演說の 大意に して 加 藤 ^士_ ^の 筆記に 成り 

『甚 督敎价 界』. に 載せら. れし 者な リ" 

. ^來： 乂筆を 以て 世に立つ 者 は 友人の 少き者 也、 文士 は 一 種の 隱れ たる 公生涯 を. 送る ものと いふ も 可 

なり、 場合にょりては全國：i::^y歒として立たざるを得ざる事ぁり、 か V る 時 は眞に 孤獨の 生涯 を 送る 

の覺 悟な かる 可ら す、 予は此 職業 を 執りて 世に立つ 者な り、 加 ふるに ヘルの 性癖 は 極めて 交際 を 嫌 ふ 者 一 

にして 自ら 求めて 友 を 得ん と 努めた る ことなし、 且つ ゃ關 東に 生れた る 一種の 地方 的 感情 は關西 人士 

と 親交 を 結ばん とする 如き 思 ひも 懸けざる 事な りき、 か く 職 業 上 よ り 云 ふ も 性 質 上 よ り 云 ふ も 故 今 

基 の 生涯  1< 五 


ほ s 者 S 生涯  一  <1パ 

君と  <水 とが 親友と なることの 如き は實に 不思議と 云 はざる 可ら す、 然 らば 何故に 今 井 君と 余と が 親友. 

に な り し か と 云 ふ に 實 に 左 の 如 き 13^- に よ れ り 、 今 よ り 九 年 前 余 の 生 涯 の う ち に 終 量 忘 る ベ か ら ざ る 一 

大打， は 来れり、 何人に も 一度 は 見舞 ひ來 るべき 災難が 此時 余の 身上に も^ち 來 りしな りき、 < ^は 社. 

會の 凡の 人に 誤解せ られ、 鼓 ね て 親友と 親み：^ りし 人々 にも 全く 見^ て ら れんと する 境遇に 立てり、 

余の 事業 は 一 敗 地に 塗れて： 叫び 世に立ち ざるに は あらす やと m 心 ひし Si なりき、 かく 失 の 淵に 沈み 

つ，^ ありし 時に  一 n 名 も 知らぬ 一 人の 十、 阪 人より 一 封の 乎 紙 を 受取れ り、 不 * ながら 披き 見る に 短 か. 

き 文句な りし も 霄 々告な 同情の 淚に滿 ちて、 先生よ 假 ベリ f は 悉く 先 4^ を棄 つると も 決して 失 し 給 ふ. 

勿れ、 神 は 先生の 心 を 知り 給へば 必すゃ 骨の 誤解 を 解き 給 はん、 願く は 正義の 爲め 道の 爲め 患難のう. 

ちに 一 層の 勇氣を 以て 蕃 闘し 給 はんこと を 云々 と ありて、 心より 企の 境遇に 同情 を 表して 神に よりて. 

余 を 慰めん としたる なりき、 鳴 t- へ が此 手紙 を讀 みし^の 感は 如何な りし か、 叱に は ロニ 人たり とも. 

余の心_5^-を知れるソんぁりと=心ひし時の<-の喜は如何なりしか、 此時余 は 暗夜の 中に 只 一 つの 星 を i め 

しなり き、 失敗 何 か あらん、 忠難何 か あらん、 假令，は舉って余を^！^っるとも未見の 一 灰に して 斯の 

如く < 水 を E 心 ふ 者 あらば 我 は 足れり と 非常なる 感激の を 以て. 科び 氣を板 ひ 起したり き、 而 して 此： 

未知の 女 は 卽ち故 今 井 1^ にて ありし なり、 實に ゆに は 只 だ 一 木の 草の葉に よりて 沈まん とする 一 生の 

救 はる k 事 あり、 余は今井！^！；の 一 片の M 情に よりて 志 を挽囘 したりし 也、 其 年卽ち 明治 三十 三年の 秋. 

なりし と 思 ふ、 余が 京都に 来りて 一場の 講演 をな せし 時 今 井 君 態々 大阪 より 来りて 余の 演說 を聽 かれ 

たり、 此時 初めて 未見の 友と 相 見る を 得たり しが 多く 相 語る の 時な くして 別れたり き、 雨來杳 として. 

昔 信を缺 きしが 一昨年の 春 五月 頃な りき、 今 井 君 は 突然 余が 角 害の 寓を訪 はれたり、 過分の 贈物 を gl." 


ら f て而 して 曰く、 今日は 御 禮の爲 めに 參 上せり と、 余怪み 問うて rn く 余 こ そ せに 向って 感 ト. ： き 

まなれ 君の 御 禮とは 果して 何の 意ぞ やと、 ！；^^曰く否々、 二十 三年に 京都に て 御 m: に懸 りし 時 は實は 

拙者に 取って 最も 失意の 時な りき、 當時 事業 意の 如くなら す、 加 ふるに 共同者た る 友人の 負 K を 一身 

に 引き受けて 如 M とも 爲し 難き 卞：： 境に 陷り たれば 拙者 は 一 生 負 を^ 却す る爲 めの 生 を.；^ ら ざるべ 

からすと 自ら 覺 したる 程な りき、 然るに 幸に して 漸次 幸運に 向 ひ、 今 口 は 凡ての^ 財 を 返却す る g^. 

こ 上 京 し た る 也 、 此 間 始 終 信 仰 と ^sp 氣 と を 拙 ^ に 與 へ 給 ひ し 者 は 實 に 先 生 の 著 書 と 雑 誌 と な り き 、 故. 

にへ， 日 は If^ り敢へ す來 りて 謝意 を陳 ぶる たりと、 余 は此官 を聽 きて 非常なる 感動に 打た hi たり- 大 

の 人 は 苦しき 時に 宗教家に 訴へ來 る ものな り、 然るに 氏 は 苦境に 在りし 時 一 度 も 來り吿 げし ことなく 

其 i 年 E は 杏と し 一，」 昔 信な かり.^ 也、 而 して 喜びの 時に 来りて 謝意 を 炎す、 

ら ざる 人物たり、 汝は實 に 思 ひ 懸けざる 良友 を 得たり と、 爾來 は 益々^ を 尊敬し： z. 竊 かに 此 良友 を 

與 へ 給 へ る： 大恩 を 感謝し て 非常に 心強き 感を 有したり き、 元 來宗敎 なる もの は 富豪 もしくは 實業家 

に 翁して は 常に 獨立を 保た ざ. るべ からす、 實業 〔I 同より 惡 しきに あらね ど 此と關 係 を 結ぶ i!?- れに 於て. 

一 ， な の！ S 點 あらば 思 はざる 誘惑に 陷る ことなき を 保せ す、 是れ 吾等 宗敎 家に 取りて 最も 戒心すべき 事.. 

の 一たり、 而 かも 余 は實業 { 象 たる 今 井 君に 對 して は 毫も か、 る 懸念の 必要な きを 思へ り、 春秋に 富め- 

る 有爲多  t"r- の 同 君が 後日 大に 成功 せらる、 時 あらば、  余 は 少しも 頭 を 下げす、 又 毫も oil- の 自重 心 を.. 

傷く る ことなくして、 何の 遠慮 もな く學 校たり 慈善事業な りの 設計に 關 する 勘定書 を携 へて 君の 面前 

にお 出し、 君 宜しく 余の 事業の 爲 めに此 資金 を投ぜ よと 耍求 する を 得べき 友人 は 卽ち此 今 井 君な りと， 

思 ひたり、 余 は 心竊か に 君の 成功 を 祈り Hi っ斯 かる rz の 到來 せん こと を 信じて 待ち. ば- 1 みた り 。 

g 者 の 生 涯  一，^ ヒ 
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k, 然るに 昨年の 今月 今日 (六月 五日) 突然 東京の 君の 支店より 凶報 あり 曰く 今 井 君 死せ りと、 余 

は 如何にしても 信す る 能 は ざり き、 卽ち 取る もの も 取り 敢 へす、 日本 橋の 支店に 驅け！ けたる にお 3 貝 

も 狼 拟爲す 所 を 知らざる 有様に て 終に 事實 なる に 相途. なき を發 見せり、 噫 余の 此 時の 感想 如何， < ^は 

大變な もの を 失 ひ 了り ぬ、 神 は 余 を 欺きたり、 今 井 君の 死 は 何物に も增 して 余に 取りての 損失な りと. 

思 ひたりき、 余 は 〔， ^に歸 り、 二日 を經て 君の 葬儀が 大阪に 於て 營 まれし 同時 刻に 於て 余の (豕 €： の 者 を 

集めて 余の 角 害の 家に 於て 今 井 君の 葬式 を營 みぬ、 又當 日？？ 電を 認めて 「今 井 君の 永眠 を 悲しむ、 神 

皆樣を 慰めん」 と 書きた る も、 終に 自ら 慰む る 能 はす、. 再び 筆 を 執りて 「 …… 神 我等 を 慰めん」 とま 1. 

き： a したりき、 鳴 呼 かくの 如くに して 余 とん， 井 君との 短 かき 此 世の 交際 は 終りぬ。 

ケ此 一 週 年に 際して 亡き 友の 追悼 會に 臨み 諸 1;； と共に M 事を學 ぶべき か、 今 井 君の 死 は 其.； } ^族に 取 

り R 木の 社 食に 取り 將た金 自身に 取りて して 之れ 損失な りし や 、夫れ 然 らん、 而 かも. V 氽は此 頃に 至 

りて 必す しも 其然ら ざる こと を 悟る に れり、 斯く云 ふ 余 自身 は 近頃 余の 老いた る 父 を 失 ひしな り、 

余が 最良の 友なる 七十 六 歳の 父 を 葬りし なり、 余の 疵は 未だ 癒えす して 人生の 大 なる 寂雾 を 感じつ-" 

ある 時な り、 而 して かく 愛する 友と 愛する 父の 死 を 想 ふに つけて 余 は 直ちに 主 基督の 死 を m 心 ひ 起さ ざ. 

る を？ 5: ざるな り、 約翰傳 十六 章 七 節に 闩 く 

ん、？ むる t の 

我往く は爾ま 曰の 益な り 若し 往 かす は 訓慰師 なん ぢら に來ら じ、 若 ゆかば 彼を爾 に 遣らん 

基督の 死 は 我等の 益な りと 云 ふ 此の 美 はしき 考へは 我等の 心に 起り 来らざる を 得す、 基督 死 じて 慰む 

る 者卽ち 基督の 靈來 りて 我が 內の ものと なる 也、 余の 父 は 死せ り、 而 かも 彼れ 死して 余 は 近く 父を發 

兑せ， リ、 生，； i に は 父 は 余の 長者な りき、 余 は 彼の 前に 低頭せ ざる を 得す、 彼 は 余の 上に 權威を 以て 臨 


みたり き、 彼れ と との 問に は 父子た るの 差^ ありき、 然るに 一た び 父 を 葬りて 父と 我と は 全く 一  ツー 

になれ り、 靈に 於て ー體 となれ り、 此實驗 は 到」.^ 能く 說 明し 能 は ざれ ども 此れ 人生の なる を奈： E 

せん、 父の 志 を 想 ふて は 感奮 道に 進み、 其 靈に勵 まされて は 人生の 難事に 當る、 彼の 肉 は 死せ り而か 

も 其靈は 新たに 我衷に 生きた る 也。 斯 くの 如く 今 井 君.， い 其 死により て 更に 我等と 近く なれり、 余は吿 

e: す、 君の 生前に 在りて は < 水 は 君の 家族の 爲 めに 祈りし ことなし、 然るに 今 は 心より 君の 遺族の 爲 め！ 

に义 其の 事業の 榮 の爲 めに 曰 夕祌に 祈る 心と なれり、 前に も 云 ひし 如く 余 は隱れ たる 公生涯 を 達る- 

ものな り、 講 境に 立 ち て 說敎す る こ と ほどへ.^ に 取り て 恐ろし き はなし 、 ？^ゃ此 の 大阪 に 來り て諸君 の _ 

前に： 奴說 をな す ことの 如き を や、 然かも 昨年 今 井^ の 未亡人 來 りて ；犬 滿敎會 に 於け る 寄 研究 の 講 〈ゆ 

を依賴 せらる k や、  は 終に 担む 事 能 は ざり き、 今 井 君の 靈余 に ，M つ て 先 生 颇 くは^ き 給 へ 余の 爲め 

に此 依頼に 應じ 給へ と 要求す るが 如く 感 すれば なり、 死せ る 今 井 1^ の此 命令に は頑陋 〈よの.^ きもの も 

ili 服從せ ざハ/ ぶ 付ざる かり、 故に 余が 若し 大阪 に來 りて 幾分 かの 善事 を爲 したりと せば、 そ は實に 

今 井 界が余 を 引き出して 講壇に 立た しめたる なり、 ，s ちケ井 君の 靈 わが 衷に 牛： きて < ^をし て^の 志 を： 

行 はしむ るに 外なら す、 かく. S 一家に 對 する インタレスト を 余のう ちに 起した る も、 又.^ をして 毫！ 

も豫 期せざる 事業に 從 事せ しむる も 是れ错 今 井 君の 死により て 起された る變 化に して、 .B.^ に 於て 一 ツー 

となる こと を 得た る此 利益 は實に l_f; の 死 其 物の 賜物な りと 云 はざる ベから す、 「我が^く は 爾曹の 益 一 

なり」 と宜 へ る 主 茶- 督 の 一一 ：ほ は.； f!!: 人 の 親しき 友 の 場な 口 に 於 て も眞 に 吾等 を 欺か ざる を 知る ベ き に あ らす I 

や。 

吾等 玆に 於て か 知る、 人 死す る も實は 決して 死せ ざる こと を、 諸^ 今 井^ は 今何處 にあり や、 今 井 

* ^督 者の 生涯  一 八 九 
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^は 彼の の 墓地に あらざる なり、 彼れ の 靈は獨 り： 大 のみに 在らざる なり、 今 井 君 の^る 處は 彼れ 

か《だかる：^5^、か.^{へ0なり、彼は其友人及妻子の心に宿りて其灰人妻子を以て已が事業を爲しっ^ぁる 

也、 曾て は 一人の 今 井 君が 今 は 多 數の今 井 君と なりて 諸方に 其 志 を 成しつ & あるな り、 卽ち 彼れ の 精 

、は 現に 池 上に 残りて、 いは ゆる 增大 せられて 廣く贡 上に 活動す るな り、 靈魂 不滅の 眞理 は科學 的に 

證明屮 I 來 ざれ ども、 善人の 精神が 現在 此 世に 永^して 而 かも  一 -i- 增大 せられた る 力 を 以て 人心の 衷に 

生く る此 一 事 は 毫も 一が ふべ からざる 事實 にあら す や、 善人と 惡 人との 大 なる 差は實 にこ、 に 在り、 惡 

人 は 其 死と 共に 永遠に 忘れられ 若く は 寧ろ 其 生^せし ことの 記憶 すら 取り除かれん とせ ら る k に 反し 

て、 義 しき 人の 記憶 は 永遠に 人心 中に 生きて 偉大なる 感化 を與 ふる 也、 卽ち 義人 は 慕に 葬られす して 

わか^、 ザ まいつ,^ い 4 なり、 此深玄 なる 眞理を 味 ふこと は！ ：! 人に 取りて 大 なる 幸 一 i にして/、 ，= 今 井 

君の 一周年 記念 會に 於て の 友人たり し 諸せ と共に 深く 考 へんと 欲する 所な り、 かへ す/ 乂も 我等 は 

相互に 我 倚の 肉體 のうちに 故 今 井 君の 靈を 活かして 彼の 士心を 織 承す る 覺悟を 固めん こと を は 1^ 一んで 措か 

ざるな り，、 憶 わが 友 は 死せ す、 ベ 布く ば^か；：. と共に、 水 遠に 今 井 君 を 記念し、 彼 をして 永久に 我 倚の 衷に 

ち ぎリ 

活かしむ る 契の 約 を 立てし めよ。 (峯. せ) 


. 父の 永眠に 就き 謹告す  鑑 三 

去月 十三 日 —明治 a 十ハゃ (一 九 0 七 年〕 I 午後 十 一 時、 私の 父 內村宜 之 は 七十 六 歳 を 一 朋 として. 水き 


瞇 りに 就きました * 謹んで 此事を 年来の 誌 友 諸^に 吿げ 奉ります、 彼の 就眠 は 至て 靜か でありました， 

彼 は 深く 主ィ H ス キリストと 其 救 を 信じ、 何の 恐る k 所な く、 充分の 覺 悟と 感謝と 滿 足と を 以て-水き 

眠りに 就きました、 彼 は 永眠 當 日の 朝、 彼の 擤に 月分雜 誌の 發 行に 就て^ ねました、 彼 は 其 旣に發 

や" を 終りし を 告げられて 安心 を 表しました、 以て 彼が 如何に 此 誌に 就て 思 ひ 居りし か^へ" ります。 

彼 は 私に 取り 肉體 の 父 で ありし ばかり で はなく、 おも 善 き 友人 、 最も 善き 相談 相 \ ^でありました、 

私 は 私の 生涯 又は 事業 の 上に 於 て 大切な る 決 を 取る に 方て は 必す彼 の 判斷を 聞きました、 爾 う して 彼 

の 判斷は 常に 公平で、 且つ 常に 大瞻 でありました、 彼 は 未だ 嘗て ー囘も 身の 快樂を 貪らん た i に 正義 
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の 道を棄 てる やうな 事 を 私に 勸 めた 事はありません、 彼の 遣 言の 一 つ は 私が 終生 決して 聖書 事業 を廢 

せ ざらん ことで ありました。 

彼の 生涯の 事跡に 就て、 义 彼の キリ ス 卜 に對 する 信仰に 就て 私 は 今玆に 書きた く はあります るが、 

. それ は 私の 感情が 少しく 落 付いて 後の ことに 致します、 私 は 今 は 唯、 彼が 世間 稀れ に昆る 所の 正直の 

人、 忠臣、 孝子、 慈父であった こと だけ を玆に 諸^に 申 上げて 置く に 留めます。 

彼 は 常に 西 行 法師の 歌 を 口 づ さ び て 言 ひました。 

願く は 花の 下にて 春 死なん 

その 如月の 望月の ころ 

と、 爾 うして 祌は 彼の 其 願を納 れられ まして、 彼 は 樱花爛 爆の 時、 眠に 就きました、 時 は i: 月の 卜 五 

日、 今年に 人って より 始めての 好天 氣、 晴天 一 點の雲 を 留めざる 日に 彼の 柩は 『研究』 誌が 常に 編輯 

せらる k 私の 書齋に 移されました、 爾 うして 此 所に 最も 簡單 にして 而 かも 最も 嚴肅 なる 式 は 私の 舊友 

基 e« の ,ー  九 I 
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大島正 健 氏に 由て 主ら れ ました、 又神學 上に 於て は 常に 說を 異にします なれ ども 心情に 於て は 私の 永 

年の 友人なる 海老 名 U お 正！！ I； も馳附 けられまして 式 を 助けられました、 叉 私の 古き 友人で 父の 園^の 友 

なる 松 村 介 石 君 も 臨席せられ まして 深き 同情 を 遺族 一 1： に 述べられました、 雨う して、 式 終て 後、 角 

せ； 1 より 雜司ケ 谷の 墓地に 至る までの 行列 は 終 先 忘るべからざる もので ありました、 先き に 立 ちて 歩み 

し 者 は 私で ありました、 私 は 田 雨 路を案 ：！： せねば なりませんでした、 私の次ぎに海老名ぉと松忖^？；と 

が 歩まれました、 共 次ぎに 親戚に 阅 まれて 父の 柩が 進みました、 次ぎに 婦人と 小お とが 人力車に 乘 

りて つぐき ました、 其 次ぎに 角 害 i も-書 研究 會の靑 年 諸氏が 歩まれました， 其 次ぎに 他の 灰 人 方が 來ら 

れ ました、 花 はへ き、 鳥 は 歌 ひ、 風 は 無く、  n は 〔おかに、 人 {豕 を 避けて 田鬧道 をう ねり 行き、 雜司ケ 

谷の 墓地に 達しました、 此 所に 宮川巳 作 君 司會の 下に 祈 S を 捧げ、 父が 值に 其孫兒 と共に 歌 ひし 讚美 

歌 第三 百 一 一十  一 ^ 『はなちり うせて は』 を 歌 ひ、 復活の 口に 於け る W 會を 期して 彼の 遺骸 を 土に 委ね 

ました、 ^は 今 £; 疋れ 以外の こと は 書き 得ません。 

彼の 群 I の 歌 は是れ でありました、 

始めより 神の 賜 ひし 生命 なれば 

又聖 33 に 任 かすべ きな り。 

切 に 讀者 諸君 の 御 加 禱を願 ひます。 

父 を 葬りて より 一 一週 日 後に よす。 


余の 父の 信仰 

〇 武士道 を 以て 己 を鍛へ 上げた 彼 は 晩年に 至りて は 熱心なる 非戰 論者であった、 日露 戰爭 中と 雖も、 

彼 は 余と 共に 非戰 論を唱 へた、 爾 うして 人 ありて 彼に 「貴 老の非 戰論は 御子 息に 傚 はれし ものな らん」 

と 云 ふ 者が あ- ば、 彼 は 憤然として 答へ た 「悴は 枠で 厶る、 私 は 私で 厶る、 私 は 枠に 信仰 を 左右 せら 

る. - 者で は厶ら ぬ」 と、 ボ ー ッ マ ス 平和 條約成 りしと 聞て、 彼 は 「マ ー 善かった」 と幾囘 となく 繰 返 

して 曰 ふた。 

〇 彼 は 所謂 宗敎の 熱心 家ではなかった が、 然し 堅く 基督 敎の 根本的 敎義を 信じた、 殊に 復活の 敎義は 

彼が 非常に 重き を 置いた 所の 者で ある、 彼 は 海老 名 彈正君 を 尊敬し、 君の 主筆になる 雜誌 「新人」 を 

毎月 缺 かさす 愛讀 した、. 然し 海老 名君の 復活 論 (寧ろ 復活 否認 論) に は 全然 反對を 表した、 彼の 武士 

氣質 はすべ ての ぼり 遠い 說を 斥けた、 彼 は ハ ー ナック 流の 研究 法 を 以てして は 基督 敎は 到底 解らない 

者で あると 信じた、 彼 は 叉 綱 島 梁 川 君の 『病 間錄』 を 讀んで 曰った 「是れ は宗敎 ではない」 とに 

〇：4^ニ三年來、 彼が 何よりも 嫌った 者 は 今日 我國に 於て 唱 へらる \ 社會 主義であった、 彼 は 幾度と な 

く噪 返して 曰 ふた 「天下 を 亂す者 は是れ である」 と、 彼 は社會 主義 は 儒敎に 反き 基督 敎に 反き 日本 道 

お 心 こ， 反く 者で あると 曰 ふた、 彼 は 余が 余の 日曜日の 聖書 講演 食より 社會 主義者の 出席 を謝絕 したの を 

聞いて 大贊成 を 表した。 . 

〇 昨年の. 秋の 頃より 彼の 信仰に 大變 革が 涞 た、. 彼 は 一 日 余 を 招いて 曰 ふた 「余 は 今日まで 誤れり、 余 
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は 今日まで 人 は 自己の 救 齊を完 うすべき 者で あると 思 ふた、 然し 爾ぅ ではない、 人の 救 濟は旣 に キリ 

ストに 由り て完 うせられ たる 者で ある、 我等 はた キリスト を 信じさへ すれば 可い ので ある、 余 はん V 

日 始めて 余 は 旣に救 はれたり と 云 ふこと が 出来る」 と、 < ^は歡 喜の 餘りま 時 彼に 答へ て 曰 ふた 「祖父 

樣、 (余 等 は 彼を稱 ぶに 彼の 孫 兒が彼 を稱ぶ 名稱を 以てせり) 其 事が 判 分りました か、 其 事が 判 分り 

さへ すれば それで 人 は 此世を 去っても 可い のであります、 人の 此 世に 生れて 來 たの は 此事を 知らん が 

爲 めであります」 と、 彼 は 答へ て 曰 ふた 「實に 雨う だ、 實に爾 うだ」 と、 其 後 彼 は 死に 就く まで 幾： 

となく 曰 ふた 「キリスト はきつ と 俺 を 救って 下さる」 と。 

〇 彼 は 常識に 富み 冷靜 なる 頭腦を 有った る 人であった、 故に 事物に 關 する 彼の 判斷は 常に 穩健 であつ 

た、 余 は 余の 爲す ことに 就て 彼の 反 對を受 くる こと を 何よりも 恐れた、 又 彼に 贊 成される こと は 全天 

下の 贊成を 得る よりも 嬉しかった、 彼れ のみ は 遠慮なく 余 を 叱って 吳れ た、 然るに 今や 此人 なし、 余 

は 今更ら ながら 余の 寄り 凭りし 大黑 柱が 除かれし やうに 感 する。 

理想の 友人 

故" リス 夫人 

九月 十日 靑山 學-院 講堂に 於け る 同 夫人の 葬式に 臨み 友人 總代 として 述べし 所。 

余 は 思 ふ 故 ハリス 夫人 は 理想の 友人で ありし と、 彼女 は 善き 友人た るの 二つの 大 なる 資格 を 具へ て 


居った。 

^？に ー.|5-： &.^ の 善 を 見る の 非常の 力 を 具へ て 居った、 惡を 見る の 力 は 誰に も ある、 乍然 * 善 を 見 

るの 力 は 極く 少数の 人に のみ ある、 詩人 ゲ ー テの曰 ひし 如く 人の 惡は其 表面に 現 はる k が 故に 何人に 

も 見る ことが 出来る、 然し 其 善 は 深く 奥に 潜む が 故に 極く 少数の 人の み 之 を 見る ことが 出來 ると、 而 

して ハリス 夫人 は此 少数者の 一人で 4 つた。 、 

彼女 は 叉 善 を 見る のみなら す 之 を擴大 する の 力 を 具 へて 居った、 日本 今日 の 如き 社會に 在て は 人 は 

努めて 其 善 を 外に 現 はさぐ るの みならす、 社會の 嘲笑 冷遇 を 恐れて 之 を 深く 心の奥に 匿さん とする、 

而 して 其 結果と して 善 は 益々 萎微 して 終に 殆んど 認め 難き に 至る、 斯 かる 時に 方て ハ リ ス 夫人の 如き 

人が あって、 其 鋭き 眼 を 以て 斯 くも 萎 微 したる 吾人の 小善 を發 見し 吳れ、 之を擴 大して 之 を 吾人に 示 

し、 失せん とする 吾人の 希 §-ェ を 取 返し、 吾人に 存在の 理由 を 示し 吳る X と 同時に、 叉 社き に 對し、 殊に 

吾人の 敬に 對し、 吾人 を 辯 言し 吳る& は 吾人に 取り 實に大 なる 恩惠 である、 而 して ハリス 夫人 は斯の 

如くに して 幾多の 人 を 救った と 信す る、 余の 如き も 彼女に 由り 斯 くの 如くに して 救 はれた る 者の 一人 

である、 余が 己れ に 何の 善き 事な きを 思 ふて 自暴自棄 せんとせ し 時に、 彼女 は 余に も 亦 確かに 或る 美 

點の存 する 事 を 示し 吳れ、 余 をして 幾 囘か囘 生の 感 あらしめ た、 而 して 余に 余の 美點を 示し 吳れ しの 

みならす、 他人に 對 して 余 を 善く 紹介し 吳れ、 余 をして 幾囘 となく 思 はざる 所に 思 はざる 同情者 を 得 

さしめ た、 實に ハリス 夫人の 同情 ほど 力 ある 者はなかった、 之 を 得る は 百 人の 友 を 得る に 勝 さるの 力 

であった、 彼女 は 吾人の 小善 を擴 大して 吾人に 善の 外、 何物 も なきやう に 吾人 を 世に 紹介して 吳れ た- 

£  一 。一^き. &は 強い心 を 有って 居った * 1 度び 善 を發見 すれば 永久に 之 を 見放さない 力 を 有って 居つ 
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た、 彼女が 危篤に 陷 りしとの 報に 接して 余 は 直に 趨 せて 彼女の 傍に 至り、 曾て 幾囘 となく 握る を 許さ 

れし 彼女の 手 を 握り、 其 脈搏 を檢て 見し に 其 非常に 强 かりし に 驚いた、 依て 側に 待せ し 夫君に 向ひ是 

れ將 さに 永久に 眠らん とする 人の 脈で は 無い と 云 ひしに、 夫君 は淚の 中に 余に 答へ て 曰 ふた 「彼女の 

心臓 は 常に 甚だ 强 かりし」 と、 余は此 一一 一一 II を 聞いて 直に 心に 浮んだ 「彼女の〕 む臟は 常に 非常に 强 かりし」 

と、 彼女の 手と 足と は！ 11； かった、 彼女の 胃と 腸と は 弱かった、 晚年に至って彼女の腦も！^^くなった、 

乍然、 彼女の 心， M は 常に 甚だ 强 かった、 彼女 は 一度 其 強い， 心臓 を 以てん の 善 を 握れば 永久に 之 を 放さ 

なかった、 彼女 は 日本 今日の 友人の 如き 者ではなかった、 卽ち 一度び 善と 信じた る 友人 は 決して 見放 

さなかった、 其 人に 關 する 世評に 彼女 は 耳 を 傾けなかった、 彼女に信ぜらる^事は.水久に信ぜらる-- 

^！！-でぁった、 實に 何人に 取りても 彼女の 其强き 心臓に 捕 へられし ^1 は 一 生涯の 出來 事であった、 彼女 

は 鷲が 其 獲物 を 撄んで 之 を 手放さ f る やうに 彼女の 一 度び 信じた るお 人 は 固く 之 を捉へ て 永久に 見放 

さなかった、 實に 彼女の 心 糠 は殆ん ど頑强 なるほどまでに 强 かった。 

而 して 彼女 は此 鋭き 服と 强き 心. 臓と を 以て 此 日本 國を愛 したので ある、 而 して 彼女の 望み通り 彼 

女 は 今や 此 地に 眠りて 彼女の い； 3. 臓 を 其 土に 委 ぬるので ある、 恰 かも リビング スト ンが 阿弗利加 を 愛し 

て其バ ング H  口 ー 湖畔に 其い； -臓を 埋めし 如く 今や 我等の 愛する ハ リ ス 夫人 は 其 優しき、 溫 かき、 强き 

心績を 此國の 土に 埋む るので ある、 我等 は 彼女 を 失 ひし を悲 むと 同時に 彼女の^ 臓 を 此國の 有と なす 

こと を 喜ぶ。 

文學 者と しての ハ リス 夫人 は 忘らる \ 時 も あらん、 メソ. チス ト敎會 の 宣敎師 としての 彼女 は 世の 記 

憶より 去る こと も あらん、 然れ ども、 人類の 友と しての 彼女、 日本人の 友と しての 彼女、 殊に 日本 靑ー 


年の 友， としての 彼女 は 永久に 忘らる k こと はない と 信す る、 彼女に 助けられし 多くの 人 は 余と 等しく 

My  friend として 永久に 彼女 を 心に 記る であら ふ。  . 

內村生 曰 ふ * 故 ハ リ ス 夫人、 名 を フ 口 ー ラ. ベスト. ハリスと 云 ふ、 メ ソヂス ト敎會 監督 M  .  C  • 

ハリス 君の 令閨な り、 今より 三十 六 年 前 宜敎師 として 日本に 來 られ、 爾來 一日の 如く 此國と W 人と 

を 愛されたり、 余 も 三十 年の 久しき 彼女の 知遇 を 辱 ふす る を 得、 殊に 米國 在留 中の 如き は 其 指導 慰 

藉に與 かりし こと からす、 彼女 は 誠に 理想の 友人たり しのみ ならす 叉 理想の 宣敎師 たりし なり、 

人に 善を爲 さんと 欲する の 外 他に 何等の 思念 を 有せ ざり し 人な り、 余 は玆に 彼女 を 本誌 讀者 諸氏 に 

紹介し、 以て 本誌が 又 彼女に 負 ふ 所 ある 所以 を吿 げんと 欲す。 


高 橋 ッサ子 

余に 余 を 愛して 吳れる 多くの 婦人が ある (余 は 最も 淸き 意味に 於て 爾か言 ふ)， 而 して 其 中に 在り 

て 余 を 最も 深く 愛し 吳れ、 又 最も 善く 余 を 解し 吳れた 者の 一人 は 高 橋ッサ 子で ある、 而 して 今や 此人 

亡し、 余 は 悲哀に 堪えない ので ある。， 

ら の  やえと り 

高 橋 ッサ子 は 岩 手 縣稗貫 郡花卷 町の 産であって、 其 地の 屋號今 酉の 長女で ある、 明治 十七 年に 生れ、 

去年 十一月 末日 二 卜 七 歳 を 一期と して 此 f を 逝った、 十七 歳の 時、 彼女の 小 學敎師 より 正義の 何物よ 

り も 貴き を學 び、 奮然 立て 之 を 己が 身と 家 と鄕 とに 行 はんとした、 其 年獨り 上京し 余 を 角 害の 家に 訪 

基督 者の 生 一九 七 


基督 ijf の 生涯  1 九/ 

ふた、 然るに 余 は 妙齢の 女子の 父兄の 依賴 を籣ら さすして 余の 所に 来る を 許さ f るが 故に 淚を 揮って 

彼 欠 を 花卷の に逐歸 した、 余 は 其 時に 思 ふた、 之 を 以て 彼女と 余の 關係は 絶 ゆるで あらう と、 然し 

余の 推測 は當ら なかった、 彼女 は 尙ほ余 を 慕 ふて 吳れ た、 而 して 其 後一 年を經 ざるに 再た び 母の 添書 

を簡ら さすして 我の 家を訪 ふた、 余 は 彼女 を 叱った、 而 して 無慈悲に も 前 囘同樣 彼女 を 陸 中の 家に 逐 

返した- その 時の 余 は 彼女よりも 遙 かに 辛かった、 彼女 は 彼. K の 家を聖 めんと して 余の 許を訪 ふたの 

である、 然るに 余 は 日本 國の 家庭 を 重ん する 點 よりして、 父兄の 保護の 下に 在る 者 は、 其 承諾 を 受け 

すして は 余の 家に 受けない ので ある、 玆に 主義の 衝突が あった、 余 は 前 囘に勝 さるの 熟き 淚を 揮って 

彼女 を 彼女の 母の 許に 送り 還した、 其 時の 余 は 鬼であった、 然し 止む を 得ない、 余 は 能く 其 不完全 を 

知る と雖も 日本の 舊き 家庭 は 之 を 重んぜざる を 得ない、 余 は 其 時 思 ふた、 ッサ子 は 深く 余 を怨ん だで 

あら ふ、 彼女 は 余に 就て 失 Slil したで あら ふ、 彼女 は 正義 實 行の 志望 を斷 つたで あら ふ、 惜む 可き 小 女 

の 志を拽 きしょと。 

然し 余の 推測 は 叉 がれた、 彼女 は： 冉 度の 送還に 甚く 失望した、 然しながら 余に 就て 失望し なかった- 

彼女 は 余の 許に まり 得る の 好き 機會 の到來 する を 待った、 而 して 斯 かる 機 會は 余の 提供に 由て 終に 

來 つたので ある、 明治 三十 九 年 彼女 は 三た び 余の 角 害の 家を訪 ふた、 余の 要求に 應じ 彼女の 母の 允許 

を 得て 来った、 余と 余の 家族と は 喜んで 彼女 を 受けた、 彼女 は兹に 余の 家族の 一人と なった、 家に 留 

まる 事 一年 有半、 彼女 は 甘んじて 下女の 職務 を 取り、 讚美歌 を 口す さびながら 余の 家の 廚 房に 働ら い 

た、 氣品 しからす 嚴肅 なる 彼女 は 下女と して は餘 りに 貴く あった、 然し 彼女 は 喜んで 其 地位に 立つ 

た、 而 して 其の 地位に 在りて 勝手口に 入来らん とする 惡魔を 幾囘か 余の ために 斥けた、 其の 時に 方り 


多事多端 なりし 余の 家 は 其方 面に 在て は 最も 安全であった、 浮 虚の徒 は 彼女に 近づき 得なかった、 若 一 

し淸 潔の 婦女が あると すれば 彼女 は實に 其 模範 であった、 彼女に 接する は聖 童に 接する が 如くで あつ 一 

た、 娃と云 ひ、 猥と いふが ごとき は 微塵 だ も 彼女に 於て 認 むる ことが 出來 なかった。  一 

ッサ子 は 今 酉 家の 長女であった、 而 して 早く 父 を 失 ひし 彼女 は. いぶ を繼 がざる を 得なかった、 是れ彼 一 

女の 身の 振 方に 就て 彼女と 彼女の 友人と が甚 しく 心を惱 ましたる 原因であった、 若し 彼女に 此 責任な〕 

かりし ならば 余 は 彼女 を 養女に 貰 受け 彼女の 身の 始末 を附 けたで あら ふ、 而 して 彼女 も 亦 此事を 望ん- 

だ であら ふ、  然れ ども 是れ 彼女と 余 等と が 望んで 叶 はざる 希望であった、 彼女 は 終に 家に 歸ら ざる を 一 

符 ざるに 至った、 彼女が 余の 家に 在りて 受けし 物 は 僅少ば かりの 聖書 智識であった、 之に 對 して 彼女 

が與 へし 物 は 一 年 有半の 誠實 なる 勞 働と 熱烈なる 愛 心であった、 余 は 今に 至り 此事を 思 ふて 余の 彼女 

に對 する 負債の 償れ ざり し を 悲しむ ので ある。  一 

其 後 彼女 は更ら にニ囘 余の 家に 来った、 而 して 前後 五囘の 出入に 由て 彼女 は 余の 家の 者と なった、 _ 

家の 長女たり 其後繼 者た る 彼女に 取り 大 問題 は 婿 取 問題であった、 而 して 彼女の 主義と 確信と を 以て 一 

して 是れ 至難の 問題であった、 彼女 は 婿 取 を 拒まなかった、 然し 彼女と 人生の 目的 を 共に する 者に あ 一 

ら ざれば 之 を 夫と して 迎 ふる を 担んだ、 而 して 人心の 萎靡せ る 今日の 日本に 於て、 殊に 東北 地方に 於 一 

て、 之 を 看 出す は 難 中の 難事であった、 彼女に 义玆に 公表す る 能 はざる 多くの 苦痛が あった、 彼女 は， 

人.' の 日本に 在りて は餘 りに 潔き 婦人であった、 他の 人に は 罪と 見えざる 事 も 彼女に 取りて は 罪で あつ 一 

た、 他の 人に は 輕き罪 も 彼女に 取りて は 重き 罪であった、 姦淫と 飮酒、 是れ 彼女が 憎んで 止まざる も 

のであった、 彼女 は 全心 を 傾けて 之 を 排斥した、 而 して 姦淫と 飲酒と に 少しも 觸れ ざる 男子と て は 今- 
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は の 日本に は 茶 だ 稀れ であるの である、 彼女 は 彼女の 懐きし 主義の 故 を 以て， 今日の 日本 蹿に 於て は 

自 づと聖 童と 成た ので ある。 

. 然 らば 如何にして 彼女の 家 を 支えん 乎、 是れ 彼女の 考 ふべき 最後の 問題であった、 世の IS ゆる 才媛 

たり 閨秀 文學 者た るに は 彼女 は餘 りに 眞 面目であった、 然 らば 傳道會 社に 雇 はれて バ イブ ルウ ー メン 

たり、 又 女生徒 監督た らんに は 彼女 は餘 りに 峻嚴 であった、 彼女の 高潔に 近づき 難き 所があった、 彼 

女 は 意に 適 は ざれば メッタ に 微笑 を すら 洩らさなかった、 斯く言 ひて 彼女 は 勿論 冷淡なる 婦人で はな 

かった、 彼女の 心の 深き 所に は 世に 稀れ に 見る 所の 溫情 があった、 最も 女らしき 彼女 は 彼女の 信仰と 

之に 對 する 世の 輕 薄との 故 を 以て 大理石の 如き 白き 冷たき 表面 を 作るべく 餘儀 なく せられた。 

斯くて 彼女 は 終に 田 舍の小 學敎師 を 以て 彼女の 一生 を 終らん と 決した、 而 して 裁縫 術 研究の ために 

去年 三月 彼女 は 最後の 上京 を爲 した、 然し 時 は 旣に遲 くあった、 彼女の 蒲柳の質 は 旣に壞 額の 兆 を 示 

した、 重き 心臓病 は 上京と 殆んど 同時に 始まった、 三 ヶ月 を經て 彼女 は 故鄕花 卷に歸 つた、 而 して 五 

ヶ月の 久しき 苦しき 病に 惱ん だ、 余に 關 する 彼女の 最終の 言葉 は是れ であった、 卽ち 「をら (方言) 

が 死ねば 先生 は 吃 度 東京から 來る」 と、 十一月 三十日、 クリスマス 號の 原稿の 纏り し 日に 花卷の 友人 

より 「ッ サコメ サル」 との 電報が 達した、 之 を 請んで 慟哭の 聲は 余の {7 ぶに 揚 つた、 余 は 其 夜、 余の 娘 

の 重病に 臥す る を 措いて、 直に 岩乎縣 指して 發 した、 余 は 汽車の 中で 彼女の 葬儀の 席に 於て 語るべき 

事 を 種々 と考 へた、 然れ ども 實際其 席に 臨み、 彼女の 柩を 前に 置いて 會葬 者に 對 して 語らん と 欲して、 

余 は淚に 咽び て 何事 を も 語り 得なかった、 余 は 唯低聲 もて 大略 左の 如く 語り 得た のみであった、 

皆樣は此女を以てた^^耶蘇敎を信する頑固なるッ マ ラ ナイ 女で あつたと 思 はる、 乎 も 知れません、 


然し、 私 は 思 ひます、 若し 世が 世なら ば 高 撟ッサ 子は資 に H ライ 女で あると 云 はれて 世に 尊 まれ 

たのであります、 彼女 は 今の 日本人に 解 せらる- 1 には餘 りに H ラク ありました、 彼女の 理想 は歐 

米 人に 聞かしても 決して 恥 かしくない 者であります、 私 は 信じます、 今より 百年の 後、 日本人の 

思想が 今日よりも 遙 かに 進步 した 曉に は、 この 花 卷の人 等 は 「我等の 中に 高 撟ッサ 子なる 高潔な 

る 女傑 ありたり」 と 云 ひて 天下に 誇る であり ませう と、 ッサ子 はまこと に 是れぞ と 云 ふ 社 會的大 

事業 を 成しませんでした、 然し 彼女 は 社 會を其 根底より 改めん としました、 彼女 は先づ 自己 を改 

めました、 而 して 後に 家 を、 而 して 後に 花 卷の町 を、 而 して 後に 日本 をと 彼女 は計畫 したので あ 

ります、 彼女 は 彼女の 理想の 餘 りに 高き が 故に 早く 仆れ たのであります、 彼女の 失敗 は 彼女の 無 

能の 故でありません、 彼女の 生存せ し 社會の 不完全なる 故であります、 彼女 は 此社會 を 救 はんと 

て、 之と 闘って、 不撓不屈. 終に 彼女の 主義の ために 仆れ たのであります、 

と、 斯くて 簡單 なる 葬儀 は 終り、 柩は其 前後 を 友人に 守られて 北上 河々 畔の 墓地に 向て 運ばれた ので 

ある， 余 は 獨り腕 車を與 へられ、 彼女の 柩の 前に 曳 かれた、 時に 暮雲 低く 北上の 河流 を壓 し、 昏鸦悲 

鳴を發 して 鳥 栖に歸 る 頃、 余 は 彼女の 亡 腐に 對し哥 林 多 前書 十五 章 五十 一 節 以下 を讀 み、 兹に 余が 彼 

女の 師 たるの 最後の 義務 を果 したので ある。 

嗚呼 難い 哉 人の 師 たる 事よ、 ッサ 子の 如き 者に 師 として 仰がれた る は 余の 犬なる 名譽 である、 然れ 

ども 此名譽 に 伴 ふ 義務！  .^;-は茶して能く之を盡したでぁらふ乎、 余 は 此事を 思 ふて 胸が 張り 裂く る 

やうに 感じた、 余 はッサ 子の 亡艉に 封して 言 はざる を 5^ なかった、 

ッサ 子よ 赦せ、 余は汝 の， 困難なる 地位に 於て 克く汝 を 慰む る 能 は ざり し、 余 は 汝を敎 ゆる 事 甚だ 
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拙な りし、 余 は汝の 先生と して は 實に價 値な き 者な りし 

と， 斯く感 に 打 たれて 柏木の 家に 歸れ ばお の 病 女 は 余の 不在 を， 訝しみ、 今や 遲 しと 余の 歸るを 待ちつ 

むすめ 

つあった、 靈の娘 を 葬り 歸て 肉の 娘の 看護 を績 けた、 此世 はまこと に淚の 谷で ある、 神な く キリスト 

なくして は 居る に 堪えない 所で ある、 然れ ども、 嗚呼、 然れ ども、 嗚呼 福 ひなる 哉 我等 mi 


內村ル ツ子 

祝すべき 哉 疾病 

ルツ 子の 權 りし 疾病 は 不明な り、 或 ひ は局處 不明の 結核 症な りと 云 ひ、 或 ひ は 混合 黴菌 性の 發 熱な 

りと 云 ひ、 或 ひ は 谩性卿 氣併發 なりと 云 ふ、 醫師 の診斷 lEi: 々にして 定かなら す、 唯 頑固なる 高熱の 降 

ら すして 衰弱の 結 菜、 終に 幾れ し は事實 なり。 

病 淀の 果して 何なりし 乎 は醫學 上の 問題と して 存 する なるべし、 然れ ども 彼女 を 死に 至らし めし 疾 

ooocooo-ooooocoococeooooooooooocooooo  せう じん 

病が 彼女の 霞 魂 を { 元 成す るに 於て 偉大の 效カ ありし 事 は 疑 ふべ からざる 事實 なり、 彼女の 肉體 を燒燼 

しつ k ありし 疾病 は 同時に 彼女の 靈魂を 完成し つ k ありし なり、 無邪氣 なりし 彼女 は 六 ヶ月 間の 病苦 

ほろぼ 

に^りて 成熟せ る 信仰的 婦人と 成れり、 疾病 は 彼女の 肉を滅 して 彼女の 靈を 救へ り、 故に 余輩 は 言 ふ， 

「祝すべき 哉. 疾病」 と。 


殊に 醫師 より 死の 宣告の 下りし 後の ルツ 子 は 信仰的に 立派な りき、 神と キリストの 名 を聽て 彼女の 

眼球 は にて 浸された りき、 彼女 は已の 罪を悔 ひ、 之 を 神の 前に 認 はして 其 赦免 を 得たり き、 彼女 は 

又 悉く 彼女の 敵を赦 したりき、 彼女 は 曰へ りき 「我が 心中 今や ー點の 怨恨 を 留めす」 と、 病床に 在り 

て 彼女 は 瞑目して 感謝す るに あら ざれば 食 を 取 らす藥 を飮ま ざり き、 平素 信仰 の 表彰に は 至て 無頓着 

なる が 如くに 見えし 彼女 は 終焉に 近づく に循 いて 篤信の 婦人と なれり。 

姊に 臨終の 前 一二 時間、 彼女が 其 父母と 共に 聖餐式に 與 りし 時の 如き、 是れ 彼女に 取り 生れて 始めて 

のお 餐 式な りしに 拘 はらす、 彼女 は 能く 其 深き 意義 を 解せ るが 如く、 自 から 其 細りし 手 を 以て 杯 を 採 

りて 主の 血 を飮み 了り しゃ、 死に 瀕せる 彼女の 額面に 歡 喜の 光 顯 はれ、 彼女 は鮮 かなる 聲を 以て 

感謝、 感謝  ， 

と Si 返せり、 誠に 死 を- X 吿 せられて より 死に 至る まで の 五 週間 は 彼女に 取りて は 全然 信仰の 生涯な り 

き-彼女の 平生 を 知る 我等 は 之 を觀て 異様の 感な きを 得 ざり き。 

人命の 貴き は 健康の 故に あらす、 ^^ー靈の故なり、 人の 體は 聖靈の 殿な り、 聖靈は 人の 體に 在して 其 

靈魂を 完成し 給 ひつ k あるな り、 生命 は必 しも 之 を 保留す る を 要せす、 然れ ども 聖靈は 必す其 業 を 了 

へざる ベから す、 而 して 聖靈 の聖業 成りて 人 は 何時 死す る も 可な り、 そ は 彼 は是れ がた めに 世に 生れ 

來 りたれば 也。 

最後の 一 き n 

い き £ 

「モ ー 往 きます」 と は ルツ 子 最後の 一言な りき、 彼女 は此言 を發 して 後、 十二分に して 氣息絕 たり- 
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「モ ー 往 きます」、 言簡 短に して 意味 深遠！  ノ 

r 往 きます」 なり、 「死にます」 に 非す、 又は 「滅 えます」 に 非す、 彼女の 生命 は 終止せ しに 非す、 

延長せ しなり、 彼女の 場合に 於て 靈魂 不滅 は事實 的に 證 明せられ しなり。 

「モ I 往 きます」 と、 ^處 へ？、 惡 しき 處へ往 きしに は 非ざる べし、 彼女の 死 額が 其 口元に 微笑 を 

留めし を 見て、 以て 彼女の 善き 處へ往 きし を 知るな り、 共 時、 彼女に 先立し ッサ子 イチ子 等 は 彼女 を 

迎へ、 天使 は旣に 彼女 を 抱きて 光輝の 國 へと 彼女 を携 へしに は あらざる 乎、 我等 は爾 かく 信ぜ ざらん 

と 欲する も 能 はす。 

「乇， '往 きます」 と、 何故の 「モ ー」 か、 最早 旣に此 世に 於て 爲 すべき 事 を爲し 了り しが 故に 柱く 

との 意な りし 乎、 或 ひは受 くべき の 苦痛 を 受け 盡し、 飮 むべき の 苦が き 杯 を 飲み乾せ しが 故に 往 くと 

の 意な りし 乎、 更らに 或 ひ は 光輝の 阈は旣 に 彼女の 服に 映ぜ しが 故に、 最早 此 汚濁の 世に 居る に 堪え 

すして 往 くとの 意な りし 乎、 一一： E 簡短 にして 其 意 を 解し 難し、 然れ ども 解し 難しと 雖も 察する に 難から 

す、 ルツ 子の 此 最後の 一言に 主の 

事竟 りぬ 

の 昔 色 を 認め ざらん と 欲する も 能 はす。 

勃れ にしろ ルツ 子の 此 最後の 一言の、 死の 河の 此方より 發 せられし 者に あら ざり し は 明かな り、 是 

れ 彼女が 旣に . 

河の 彼方の 岸邊に 立ちて 

彼女の 枕邊に 彼女 を 送りつ & ありし 彼女の 父と 母と に 向て 發 せし 言なら ざるべ からす、 我等 は 玆に墓 


の 皮 方よりの 明白なる 音信に 接せし なり。 

「モ ー 往 きます」、 脈搏 絶えて より 殆んど 四十 五分、 一時間に 餘る 死との 大苦 鬪を續 けし 後に、 ル 

ン 子の、 iT より 發 せし 此贵き 一 言、 而 かも 苦痛の 調子 を帶 びす、 小 女らしき 自然の 聲、 嗚呼 年 は來り 

年 は 去り、 世 は 移り、 物は變 ると も、 我等 は 此ー霄 を 忘れざる べし、 願 ふ 我等 も亦此 世の 業 を 終へ て、 

聖 父の 國に往 かんとす る 時、  . 

モ ー 往 きます 

の 言 を發 して 彼女の 往 きし 處に往 かんこと を。 

幸福なる 彼女 

キリスト は 死 を もて 死に 勝ち 給 ひました (ヒ ブライ 書 二 章 十四 節)、 彼 は 死 を 避けて 死に 勝ち 給 ひ 

ませんで しヒ、 生きて 此 世に！^ るは大 なる 恩惠 であります、 然し 死に 勝って 此世を 去る は 更らに 犬な 

る恩惠 であります、 ルツ 子 は 幸に して 此 最大の 恩惠に 浴し ました、 私供 は 神 を 讚美せ ざる を 得ません „ 

f  *  鑑  三 

今日 は^こ 多く も 御 通知 申 上げません に拘 はらす、 斯 くも 御大 勢 様の 御 出席 を 忝 ふしまして 感謝の 

，に 堪えません、 顧み ますれば $ り 十八 年 前、 明治 二十 七年晉 十 音、 II 醒の當 年、 

レ ン 子が 京都の 借 宅に 於て 生れました 時には、 私供の 此 世の 境遇が 其絕 下に 達した る 時でありまして 

お 女の 誕生 を 祝 ふて 突れ ました 者 は 彼女の 祖父と 祖母との 外に は 誠に 少數 でありました、 然るに 彼女 

二  0 五 

基 © 者の 生 ffi 


基 W 者の 生 S  二 OK  一 

の 眠りました 今日は、 それと は 全く 違いまして、 斯 くも 多数の 友人 諸界に 送られます 事 は 彼女の 大な， 

る名譽 であります、 彼女 は 旣に此 世に 於て 爲 すべき 事 を爲し 終りて 父の 國に歸 つたので あります、 彼； 

女 は 最も 幸 幅なる 婦人であります、 私供 は 彼女の ために 喜びます。 

故に 今日の 此式を 私供 は 葬式と 見做さない のであります、 今日の 此式 は是れ ルツ 子の 結婚式で あり 一 

ます、 私供 彼女の 兩親は 今日 私供の 愛する 娘 を 天 國に嫁 人 さする のであります、 今日は 是れ 默示錄 に； 

示して ある 所の 羔の 婚姻の 筵であります、 ル ツ子 は 今日 潔くして 光 ある 細 布卽ち 聖徒の 義を 衣せられ.； 

まして キリ ス トの 所に 嫁入りす るので あります、 故に 私供 は 彼女の 稍を蔽 ひます るに 彼女の 有する 最ー 

上の 衣類 を 以てしました、 今日は 是れ ルツ 子の 晴れの 祝儀の 日であります。  一 

世に は 良緣を 得たり とて 喜ぶ 親逹 があります、 然しながら 孰れの 良 緣か天 固に 勝 さる 者が ありませ 

う、 娘 を キリストの 處に 嫁して 彼女の 兩親は 最も 安心であります、 私供 は 今より ルツ 子の 身の上に 就 

て 何も 心配す る 必要がない のであります、 斯 かる 次第で あ ります れ ば 皆樣も ド I ゾ 私供 に 就て 御 心配" 

被 下ぬ やう、 又 眠りし ルツ 子の 事に 就て 御 歎き 被 下ぬ やう 偏へ に 願 ひます。  一 

甚督的 醫師と は 誰ぞ？  一 

聖書の 言に 合 ひ、 身體を 聖靈の 殿と して 神聖に 取极ふ 者な り、 生命 保留、 健康 囘復の 途絶えた^ば 一 

とて、 決して 之 を 放棄せ ざる 者な り、 醫師も 亦傳道 者と 同じく 神と 共に 働ら く 者なら ざるべ からす、 • 

身體 なる 聖 殿に 於 て 聖靈 をし ズ其聖 業 を 成就し め ま つ る 者なら ざるべ からす、 余輩 は ルツ 子の 場合に 

於て 疾病 を 利用して 靈魂を 完成し 給ふ聖 靈の奇 しき 聖業 を拜 見せり、 誠に 神 を 愛する 者に 取りて は 恐 


るべ き 疾病 も 亦 働ら いて 益 を爲す を目擊 せり、 驚くべく 又 感謝すべき にあら す や。 

ルツ 子の 性格  彼女の 父 語る 

死んだ 我 子に 就て 語る は 甚だ 愚痴 つぼく 聞え まして 餘り譽 むべき 事ではありません が、 然し 我 子に 

就て 語る は 半ば 自己に 就て 語る ことであります から、 玆に 重ねて 亡兒 ルツ 子に 就て 語る こと を 免して 

戴きたい。 . 

ルツ 子 は 純 粹の内 村 家の 女で ありました、 彼女の 容貌 は 全然 內村 的で ありました、 彼女の 父 を識っ 

て 未だ 彼女 を識ら ざり し 者が 始めて 彼女に 會 ひました 時には、 直に 彼女の 「父の 子」 である こと を認 

めました、 而 して 「父の 子」 でありし 彼女に 美く しき 貌 なく、 慕 ふべき 艷色 なかり しこと は 首 ふまで 

もありません。 

-二 ，め  す  さら 

€： 村 家の 女な りし 彼女に は 全人 類 は 唯一 一つの 階級に 分れて 居りました、 卽ち 好きな 人と 嫌 ひな 人と 

此の 二階 級に 分れて 居りました、 彼女 は 好きな 人 を 非常に 好みました、 而 して 嫌 ひな 人 を 非常に 嫌 ひ 

ました、 彼 子 も 亦 ドクトル . ジョン ソ ンの謂 ゆる 「能く 憎む 者」 の 一 人で ありました、 而 して 彼女 は 

SJ- らしき 男 を 愛し、 女らしき 女 を 愛しました、 之に 反して 女らしき 男と 男らしき 女と を 彼女 は 非常に 

嫌 ひました、 殊に 女らしき 男に 至て は、 彼女 は 之に 對 する 彼女の 嫌 惡の念 を 表する に 足る の 一一-" 辭を有 

ちませんでした。 

彼女 は 自信の 強い 女で ありました、 日曜 學 校に 在りて 敎師が 彼女に 祈 禱を强 ひました 時には 彼女 は 
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同盟 を 作り 全然 之 を 排斥し ました、 然し 小學 校に 在りて 人の 彼女の 信仰 を 問 ふ 者が ありま すれば 彼女 

は斷 乎と して 答へ て 曰 ひました、 

私の 家 は^ 蘇敎 であります、 さう して 私 は 基督 信者であります 

:. く. U び  い S 

と、 彼女の 朋輩 は 幾度と なく 「ャソ 味 i 曰、 テツ 力 味 と 云 ひて 彼女 を 虐めました、 而 して 此 嘲弄に 

對し 彼女 は 時には 辯 じ 時には 怒りました、 彼女 は 彼女 相應に キリストの 十字架 を 負 はされ ました、 而 

して 彼女 は 之を擔 ふて 辭 しません でした、 高等 小學 三年に 涉 り、 彼女が 信仰の ために 蒙りし 迫害 は 彼 

女の 小さき 心に 取りて 決して 輕ぃ 者ではありませんでした、 然し 彼女 は 能く 之に 耐えました、 彼女 は 

ィ H スを 人の 前に 認 はして 恥と 致しませんでした。 

高等 女學 校に 人り て 後 は、 迫害め きたる 事 は 無い やうで ありまし たが、 然し 信仰の 表白 は 彼女 は 依 

然として 之 を 綾け ました、 彼女の 教師と 朋輩と は 明かに 彼女の 基督 信者で ある こと を 認めました、 彼 

女の 敎師が 

貴女 は 何に 依て 身 を 立て やうと 思 ひます 乎、 

と 問へば 彼女 は 明白に 答へ て 曰 ひました、  ， 

キリストの 敎に 依て、 

と、 斯くて 家に 在て は 信仰に は 至て 無頓着の やうに 見えました 彼女 は、 人に 自己の 信仰 を 問 はれます 

れば 臆せす 恐れす 之 を 人の 前に 表， 曰して 撣 りませんでした。 

彼女 は 謂 ゆる 恐い 物 知らす の 女で ありました、 幼時より 獨 りで 暗い 所へ 行き、 叉獨 りで 離れた 座敷 

に寢る こと を 少しも 恐れませんでした、 彼女 は 單獨を 愛しました、 彼女 は 厦 々獨 りで 家の 留守 を 命ぜ 一 


ら れんこと を 申し出でました、 病中と 雖も 彼女 は屢々 獨 りで 病室 を 守り、 彼女の 母 をして 獨り 彼女 を 一 

殘 して 家事 を辨ぜ しめました、 彼女の 好む ことにし て 獨り靜 肅を守 るに まさりた る 事 は 無い やうで あ 

りました。 

物 を 恐れす、 苦痛に 耐えました、 忍耐 は 彼女の 特性で ありました、 此點に 於て ルツ 子 は 彼女の 父に 

似す して 彼女の 祖父に 似ました、 彼女 は メッタ に 彼女の 苦痛 を 人に 訴へ ませんで した、 而 して 殆んど 

度に 過ぎた る 彼女の 忍耐が 終に 彼女の 敵と たったので あります、 彼女 は 苦痛 を 父母に 吿 げすして、 終 

に 疾病 をして 私供が 知らざる 問に 癒すべからざる 程度にまで 進ま しめたので あります、 而 して 彼女が 一 

疾病に 罹って 以来の 忍耐 は實に 驚くべき 者で ありました、 彼女 は 曾て 戲れて 曰 ひました、 

若しお 父さんが コ ンナ病 氣に權 つたならば ドンナに 騷ぐ であら ふ、  一 

と、 誠に 其 通りであります、 醫師も 看護婦 も 彼女の 落附 いて 居る に は 驚きました、 彼女の 脈搏と 體溫ー 

と は 益々 高まりし も 彼女の 呼吸 は 常に 低く ありました、 彼女 は 忍耐 丈け で 病氣は 終に 治る やうに 思つ 

て 居りました。  • 

單獨を 愛した ルツ 子に 勿論 多くの 親友と てはありませんでした、 世の 謂 ゆる 「ハイカラ 婦人」 は 彼 一 

女 を 避けました、 彼女 も 亦 彼等と 交 はらんと 致しませんでした、 然し 彼女に は 彼女 相應の 友人が あり. 一 

V は .=-,0 の  一 

ました、 而 して 彼等 は 孰れ も 一種 獨特の 人物で ありました、 世の 謂 ゆる 「變 物」 でありました、 多く 一 

は 不遇の 人で ありました、 一人の 少女の 母 に 死^れ 父に 棄 てられ、 今や 其 叔母の 家に 身 を 寄す る 者の. 一 

如き は 特に ルツ 子の 友愛 を惹 きました、 彼女の 死 を 殊に 歎いた 者は此 少女であります、 彼女 は 私共に 一 

泣きながら 告げて 曰 ひました、  - 
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私 は 今 は 叔母の 家に 在りて 每日內 村さん が 私 を 見て 居らつ しゃる と 思 ふて 働ら いて 居ります、 内 

村さん が譽 めて 下さる 事 を 善い 事と 思 ひ反對 さる、 事 を惡ぃ 事と 思って 働ら いて 居ます、 

と、 ルツ 子此 少女の 事 を 思 ふこと 甚だ 切に、 自身 病より 起つ 能 はざる を 知る や、 母に 乞 ふて 彼女の 衣 

服の 二三 を此 少女に 頒 たん 事 を 以てしました、 ルツ 子の 最も 美く しき 心は此 少女に 向て 發 せられ まし 

た。  . 

ルツ 子 は 特に 小兒を 愛しました、 彼女に 小 兒を自 已に馴 くるの 非常の 力が ありました、 隣家の 小兒 

が 我家 を訪 ひます る 時には、 其 男子なる に 係 はらす、 彼が 門外より 聲を 懸けて 呼ぶ 名 は ルツ 子の 名で 

ありました、 田舍に 行けば 「東京 姊 ちゃん」 の 名 小兒の 問に 高く、 彼等 は 母の 膝 を 離れて ルツ 子の ド 

に 集 ひました、 私供 は 思 ひました、 ルツ 子 は 性來の 幼稚 阑敎師 である、 彼女 は 嬰兒の 友と して 善 且つ 

火なる 事を爲 さんと。 

ルツ 子 は 又 動物 を 愛しました、 特に 猫と 犬と を 愛しました、 我. 冢に 一 匹の 猫が 21^ ります、 共 名をタ 

マと 稱 します、 角 害 在住 時代に 隣家の 一 iffl 牧師の 家より 貰 受けた 者であります、 ルツ 子 タマ を 愛する 

こと 甚だしく、 時には 狂せ しかと 思 ふ 程で ありました、 近来に 至り タマ 老いて 用を爲 さす、 鼠族 狼藉 

を 極む る も 敢て之 を 征伐 せんとせ す、 唯 餌食と 睡眠と を 貪る のみ、 故に 時々. 冢內に タマ 撲殺 論の 起る 

事 あり、 ル ツ子 之 を 聞く や 熱心 以て タ マ 猫の ために 辯 じて 曰 ふ、 

タマ は旣に 猫の 盡 すべき 天職 を盡し 了り たり、 今に 至りて 之 を 除く は 人情に 反す、 斯 かる 無情 を 

敢て する 者 は 之 を 動物 虐待 妨止 會に吿 知すべし、 タ マ は 終生 我家に 愛育すべし、 

と、 斯くて 老猫を 彼女の 膝に 抱き上げ、 之 を 愛撫して 止みませんでした、 故に 家人 は 戯れに 彼女 を 呼 


んで 「タマ 狂」 と 云 ひました、 而 して 彼女 は 甘んじて 此名を 受けました、 而 して 今や 彼女 は 逝いて 猫 

は殘 りました、 而 して 彼女 逝いて 老猫 撲殺 論 は 我家に 絶えました、 タマ は 今や 廢棄 せらる i の 危險全 

うろつ  ね *.^* ひ  V ひ-ごろし 

く 去りて 安心して 〔豕中 を 彷徨いて 居ります、 私供 は ルツ 子の 切なる 希 願に 從ひ、 彼 を 飼 殺に する 積り 

であり ます、 而し て 彼れ； 大毒を 全うし て 死す る 時には 其 死骸 は 之 を ルツ 子の 墓の 側に 葬る つもりで あ 

り ふ， 

人の 中に 在りて ルツ 子が 最も 深い 愛 を 注いだ 者 は 彼女の 母方の 祖父と 祖母と でありました (父方の 

a 父と 祖母と は 早く 旣に世 を 去りました)、 「京都のお 祖 〔乂 さんと お祖母さん」 と 聞けば 彼女 は 耐え 切 

れぬ ばかりの 情に 沈みました、 現世に 於け る 彼女の 最大 快樂は 彼等の 側に 在る ことで ありました、 彼 

女が 友と 相會 して 最大の 熱心 を 以て 語りし 話の 題目 は 「京都のお 祖 〔乂 さんと お祖母さん」 とに 就て で 

ありました、 彼等 は 彼女が 好きな 中に も 最も 好きな 人で ありました、 昨年 六月 或る 醫學 博士が 彼女の 

身體を 診察し * 彼女の 體格を 以てして は 結婚 は 之を斷 念せ ざるべ からすと 言 渡 します や、 彼女 は 之 を 

聞いて 少しも 悲 ます、  > 

夫れ ならば 私 は 京都に 行いて お祖父さんと お祖母さん を 當分慰 さめて 上げる わ 

かよ 

と 言 ひて、 反て 幸福なる 運命の 彼女の ために 開かれし やうに 感じました、 彼女の 夢 は 常に 京都に 通つ 

て 居りました、 彼女が 病氣の 全快 を 望みし 第一 の 動機 は 弟と 共に 京都に 彼女の 祖父と 祖母と を訪 はん 

ことで ありました、 此事を 菜た さすして 世 を 終りし こと は 彼女に 取り 最大の 遣憾 でありました らふ。 

然し、 申す まで もな く ルツ 子の 心中に 第一位 を 占めて 居った 者 は 彼女の 父と 母と でありました、 彼 

女に 是れ 以上の 權 能はありませんでした、 父母の 命と あれば 彼女 は浪の 風に 從 ふが 如くに 服從 しまし 

基督 者の 生涯  二】 1_  , 


者の 生涯  ニー：；  ■ 

た、 肉體の 事に 就て は 母の 命、 靈 魂の 事に 就て は 父の 命、 彼女に 取りて は是れ 以上の ォ ー ソリチ ー は 

ありませんでした、 或 時、 父と 母と 何れが 恐るべき やと 問 はれました 時に、 彼女 は 答へ て 曰 ひました、 

お父さんの 叱る 時 は聲は 高く 語 は 激しく ある けれども、 其 恐 さは 暫時に 濟んで 仕舞 ふ、 然し、 お 

母さんの 叱 かる 時には 靜 かで 優 さしく ある けれども、 心の底に 響い て い つまで も 苦しい、 

と、 ルツ 子の 心の 天地に は 彼女の 父と 母と より 以上の 者 は 無かった のであります、 此 母の 下に 此 父の 

業を扶 けんこと、 是れが 彼女の 生涯の 唯一 の 目的であった のであります" 

斯く 申しまして、 彼女 は 謂 ゆる 東洋 流の 二十 四 孝 的の^ 子ではありませんでした、 其點に 於て は 彼 

女に 多くの 缺點が ありました、 然し 父の 主義より 外に 主義 を 認めす、 母の 道より 外に 婦道 を 求め ざり 

せま  せま 

し 彼女 は 最も 高き 意味に 於て 孝子で あつたと 思 ひます、 狭い と 言へば 勿論 狹く あります、 然し 狭いだ 

け 其れ だけ 强 くあります、 彼女 は 彼女の 父母 以外に 理想 も 主義 も 之 を 求めん と 致しませんでした。 

故に 昨年 三月 女 學校を 卒業し まして 後に 彼女 は 直に 研究社の 事務員と なりました、 玆に 親子 三人 同 

じ. 事業に 就いた のであります、 父 は 筆 を 執り、 母 は 會計を 主り、 娘 は 藥務を 執った のであります、 私 

供 は 彼女に 月給 三 圓を與 ふること に 定めました、 而 して 昨年の 四月と 五月に 雜 誌の 發送 紙に 讀 者の 住 

所 姓名 を 書いた 者 は 彼女で ありました、 其 時の 彼女の 得意 は喩 ふるに 物な く、 三圆の 月給 を 溜めて 置 

いて 之 を 旅費に して 京都に 行 くんだ と 云 ひて 彼女 は 熱心に 働ら きました、 然るに 憐む べし 死病 は此時 

旣に 深く 彼女の 肉體に 侵入し、 彼女 は 一 一ヶ月に して 此 父母の 業を廢 せざる を 得ざる に 至った ので あり 

ます。 

ルツ 子 は 死 を 恐れませんでした、 唯、 今の 時に、 彼女の 父と 母と に對 して 何の 報恩 をも爲 さすして 


世 を 逝る こと を 甚く 悲 みました、 「十九 歳まで 養育て 貰って」 と は 彼女が 病中 幾 囘か發 せし 言で あり 

ました- 彼女 は 4- や 父母の 從事 せし 戰鬪に 加 はりし のみに して、 何の 戰功を も 立てす して 世 を 逝る こ 

と を 非常に 痛みました。 

ルツ 子に 生命よりも 大切なる 者が ありました、 其れ は 彼女の 家の 奉す る 主義 信仰で ありました、 曾 

て 病中の 事で ありました、 彼女の 罹りし 難病に 對し 多くの 治療法が 提供せられ、 其 中には 半 信仰的の 

もの もありまして、 我家の 信仰と 牴觸 する もの も ありました、 其 時 私 は 彼女の 枕邊に 行いて 曰 ひまし 

た、  , 

お ルツさん、 內村 家の 信仰に 牴觸る やうな 療法に 依って 治る よりも 死んだ 方が 勝 だね え、 

と、 其 時 ルツ 子は聲 を勵げ まして 答へ て 曰 ひました、 

さう さ、 勿論 さ、 

と、 斯くて 私供が 彼女に 施した 多くの 療法の 中で 祈禱を 以て 神に 委ね まつる 療法が 最も 多く 彼女 を滿 

足さした のであります、 「今日より は醫 者を廢 し、 藥を廢 し、 祌樣に 依っての み 全癒 を 待つ」 と 私が 

彼女に 言 渡しました 時に 彼女 は大々 的 大滿足 を 表しました、 ヒケ 月間に 涉る 長き 間に 彼女が 最も 幸 幅 

なりし は此 信仰的 狀 態に 在りし 終りの 十一 一日 間で ありました。 

ル ツ子の 信仰的 生涯 は 彼女の 臥床 を 以て 始まりました、 此 時までの 彼女 は純粹 なる 內村 家の 女で あ 

りました、 然し 此 時より して 彼女 は漸々 と 天國の 民と なりました、 私供 彼女の 兩 親が 彼女に 就て 最も 

深く 心配した る 事 は、 無邪氣 にして 常に 子供ら しく ありし 彼女が 如何にして 心に キリス ト を自覺 する 

に 至る であら ふ 乎、 其 事で ありました、 而 して 私供の 祈禱は 常に 神が 必す 御自身 を 私供の 子供の 心に 
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顯 はし 給 はん ことで ありました、 而 して ルツ 子の 場合に 於て は 思 掛けな くも 彼女の 病床に 於て 私供の 

此 切なる 祈 禱が聽 かれた のであります、 ル ツ子 は 七 ヶ月に して 彼女の ii^」；^ に 在りて 信仰の 速成 學校を 

卒業した のであります、 li^ 仰の 小兒 として 病の 床に 就きし 彼女 は 七 ヶ月の 後に 信仰の 成人と して 天の 

御 に往 いたのであります、 勿論 彼女 は 其 時までに 旣 に：^ 仰の 種 を 受けて 1$ つたので あります、 然し 

眞现の 種の 成長と 其 結實と は、 彼女 は 之 を 病床に 於て 遂げた のであります、 結核 は 恐ろしい 1^ 病で あ 

ります、 然 .（、 んの靈 魂 を 磨き 上ぐ るた めに は 多分 之に まさりて 效果の 多い 疾病 はない と 思 ひます， 

ルツ 子の 靈魂を 救った 者 は 愛の神の 無限の 恩惠の 外に にも 恐るべき 結核菌で あつたと W 心 ひます、 

誠 に 神 を 信す る 者に はすべ ての 事 悉く 働 ら き て 益 をな すなり と は 此_?^ じある と 思 ひます。 

ルツ 子の 性格に 多くの 缺點が ありました、 私供 は 勿論 之 を 以て 誇る こと は出來 ません、 然し 神 は 其 

聖靈を 以て 彼女 を 聖め給 ひました、 ルツ 子 は =5： 村 {豕 の 女 として 生れ 來 りしが 故に 救 はれた ので はあり 

ません、 キリスト を：；^ する を 得しが 故に 救 はれた のであります、 彼女 も 亦 多くの 聖徒と 等しく 羔の血 

を 以て 彼女の 衣 を 白く 洗つ たので あります、 今や 天國に 在る 彼女に 我家 の美點 もなければ 叉 缺點も あ 

りません、 彼女 は 今や キリストに 由り て 班な き 汚な き：^ と 成る を 得た のであります、 永久に 讚美す ベ 

き は 惟り 中： ィ エス キリス ト であります。 

重々 の 不幸 

內村生 曰 ふ、 初冬 以來 重ねく の 不幸 は 我等 同志の 間に 臨みたり、 十一月 三十日に 高 橋 ッサ子 眠り、 

十一 一月 一 一 卜 八日に 石 川 一 子 逝き、 越えて 一 月 十二 日に 我 ルツ 子 彼等の 迹を逐 ふて 去れり、 ッサ子 は 一 1 


卜 七 歳、 イチ子 は 二十 一歳、 ルツ 子 は ト九歲 なり、 地上の 花 一時に 散り 失せて 寂寞の 情耐へ 難き もの 

あり、 我が 苦情 は 實に大 なり、 我 は 一時に 三人の 子 を 失 ひしな り。 

然れ ども 我 は 失 ひて 却て 得しな り、 我 は 奪 はれて 却て 富まされ しなり、 我 は 今や 天上に 援助 者 を 有 

す、 彼等 三人 心 を 合して 我がた めに 祈る 時、 何者か 我に 抗 する を 得ん や、 我 は 今や 今來兩 界に涉 りて 

我 子と 弟子と を 有す、 而 して 弟子 は 今や 拙な き 我に 敎 へられす して 却て 我 を 敎へ我 を 導く、 三 聖女は 

な マ や 我 を 護る-大使 なり、 願く は 我れ 自身 彼等 の聖き 群に 加 はるまで 父の 恩惠 豊か に 彼等と 共に あ， d。 


故 岡 田 透 

余の 妻の 父なる 岡 田 透 は 八月 一 日 —大正 二 年 (一九 一 三年〕 —を 以て 此世を 去った、 彼 は 三 河 人で あつ 

た、 模範的の 古武士であった、 彼 は 日本 第一 の 弓術 家であった、 弓の 術よりも 其 精祌を 知った 者で あ 

つた、 彼 は 「信者」 ではなかった、 然し 單純 にして 潔白なる 人であった、 彼 は 曾て 彼の 女 を 余に 與へ 

し 理由 を 述べて 言 ふた、 

余 は. s: 村に 多くの 敵が あると 聞いた、 故に 余 は 余の 女 を 彼に 與 へたので ある 

と， 此簡單 なる： 理由の 下に 彼 は 彼の 愛 女の 一生の 運命 を 余に 委ねた ので ある、 余が 逆境に ありし日に 

斯 かる 理由の ために 余と 緣を 結びし 彼 は 又 余の 知己な りと 言 はざる を 得ない * 今や 此人 亡し、 余に 淚 

なき 能 はすで ある。 (鑑 三) 

^  ニー 五 
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日本 基督 敎界に 於け る 故 本多庸 一 君の 位置 

叨治 四十 五 年 (一九  一 二 年) 四 U; 十二  H 東京 靑山 學院に 於て 催されし 同 君：：？」 に 於て 

私 は 本 多 君の 友人で あつたと 曰 ふこと は屮 I 来ません、 又 無敎會 主義者なる 私が 日本 美以敎 會の監 

督 なる 君と 事業 を 共に 爲ざ りし は 言 ふまで もありません、 然し 私も又 君と 同時代に 此 同じ 日本 國に 

生れ 来りて 同じ 救主ィ H ス キリス トを 信じた る 者の 一 人であります、 且つ 常々 君に 對し 厚き 尊敬 を 

懊 いて 居りました 故に、 今夕 玆に 聊か 君に 對し 私の 哀悼の 意 を 表する 次第であります。 

もとる  こひつじ 

城の 石垣に 十二の 基址 あり 其 上に 羔の 十一 一 使徒の 名 あり (默 示錄什 一 章 十四 節)。 

若し キリストが 日本に 於て 彼の 新 H ルサ レム を 築き 給 はんため に 十一 一 使徒 を 有ち 給 ひしと ならば、 

其 一 人が 本 多 君で ありし こと は 何人も 疑 ひません、 然 らば 其 他の 十 一 人 は 誰で ある 乎、 其 事 は 今玆に 

之 を 問 ふの 必要はありません、 又 本 多 君 は 十二使徒 中の 誰に 當る 乎、 其 事 も 確と 定 むる 事 は出來 ませ 

ん、 我等 は 使徒 等の 爲 人に 就て 多く を 知りません、 ぺ テロ、 ヨハネ、 ヤコ ブに 就て 稍々 多く を 知り、 

ピリ ボ、 トマス、 マ タイ、 ナタナ H ルに 就て 少し を 知ります が、 其 他の アンデレ、 アル パイの 子なる 

ヤコ ブ、 ヤコ ブの 兄弟なる タツ ダイと 名 けられし ュダ、 力 ナンの シ モン 等に 就て は 唯 其 名 を 知る 丈け 

でありまして、 其 行爲に 就て は 殆んど 何 を も 知らないと 云 ふて 宜しい のであります、 然し 彼等の 中に 


本 多 君の やうなる 人物の 一人あった こと 丈け は 明かであります、 十二使徒 は 十二の 代表的 人物で あり 

ます、 キリスト は 其 家 を 建て 給 ふに 方て 之 をぺテ 口と かョ ハネ とか 云 ふ 一 人 又は 二人の 大人物の 上に 

建て 給 はすして、 トニの 代表的 人物の 上に 建て 給 ふたので あります、 新 M ルサ レム は 十二 基の 土臺石 

の 上に 築かれた のであります、 雨う して 其 上に 羔の 十一 一 使徒の 名が 彫刻れ たのであります。 

然 らば 本 多 君 は 日本に 於け る 新 M ルサレ ム の土臺 石の 一 基と して 如何なる 精神、 如何なる 方面 を 代 

表された， のであります 乎、 十二使徒 は樣々 でありました、 ぺテ a は 動かざる， の 如き 確信 を 代表し ま 

した、 ョ ハネは 深き 神秘的の 聰慧を 代表し ました、 若し。 ハウ" を 十二使徒の 一人と して 數へ ますなら 

ば、 (而 して 私は爾 うなすべき であると 思 ひます)、 彼 は 熱誠に 加 ふるに ギリシャ 的の 分析 的の 理性 

を 代表し ました、 其他稅吏たりしマ タィは實務的才能を代^！^したでぁりませぅ、 力 ナンの シ モン は 愛 

國的 熱誠 を 代表した であり ませう、 其 他 各自 夫れ，^ 貴ぶべき 精神の 一面 を 代表した であり ませう、 

而 して 今 本 多 君 を 十二使徒の 一人に 當箝 めんと して、 君 は 如何なる 精神 を 代表した る 者と して 見る ベ 

きで ありませ う 乎、 君が 日本 初代の 基督 敎界に 於け る神學 者の バウ a で 無 かりし こと は 葬 俵の 際に 於 

ける 井深 君の 一一 百に 照らして 見ても 明かであります、 然 らば 本 多 君 は 神秘的の ョ ハネ でありし 乎と 云 ふ 

に、 是れ又 君の 友人の 凡てが 肯 する 能 はざる 所で あると W 心 ひます、 然 らば 熱情に 驅られ て 時には 前後 

を 忘れし ベ テロで ありし 乎と 云 ふに、 本 多 君 はべ テロた るに は餘 りに 冷靜 でありし と 思 ひます、 君 は 

愛國 者で ありまし たが、 然し 攘夷の シ モンではありませんでした、 事務の 才を有 たれ ましたが、 稅吏 

の マ タイの 其れと は 違って 居った と 思 ひます、 然 らば、 本 多 君 は 如何なる 才能、 如何なる 德望、 如何 

なる 品性 を 以て 日本 基督 敎界の 十二使徒の 一 人と して 立 たれた のであります 乎。 
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前に も 申 上げ ま， （た 通り 私 は 名 を 指して 十一 一 使徒 中の 一 人 を 本 多 君に 當筘 める こと は 出来ません、 

乍然、 本 多 君の 特性の 何んで ありし 乎、 其 事 は 君の 公的 生涯に 就て 少しく 知る 者の 何人も 能く 知る 所 

ooaoooooooocoo  0  0  0  0  ooooo  o  o 

であると 思 ひます、 本 多 君の 特性 は 平和であります、 「やわらぎ」 であります、 Keconciliation であ 

ります、 其 事 は 先日 君の 葬儀の 時に 山 田 寅 之 助 君が 讀 まれし 君の 履歷に 由て 見て 能く 分ります、 本 多 

君 は 日本 國に 曾て 在りし 所の 最良の 縣會 議長で ありました、 ！^？；に由て犬猿も啻ならざる南部と津輕と 

は 平和の 間に 靑森 縣の縣 事を議 する ことが 出來 たのであります、 君に して 若し 政治的 野心 を棄て ざり 

しなら ば 君が H 本國 最良の 衆議院 議長と なられし こと は 何人も 疑 ひません、 君に 由て メソヂ スト 三讽 

は 結合した のであります、 君に 由て 基督 敎の諸 敎派は 一致 せんとし つ k あつたので あります、 君に 由 

て 外 函人 は. ^画人と 和合し、 君に 由て 信者 は 未信者と 融和し、 然り、 君に 由て 日本 國は ii からす 全 世 

界と 融和した のであります- 本 多 君 は 到る 所に 平和の 春 を 持 運びました、 君に 接して 我等 は 怒らん と 

欲する も 怒り 得ませんでした、 平和 は 君の 天然 性で ありました、 雨う して 君に 在りて は此 天然 性 は 千 

和の 主なる ィ H ス キリス トに 接して 著しく 發 達した ので あると 思 ひます、 爾 うして 日本 國 初代の 基督 

敎界に 在り て 本 多 君の 必要で ありし こと は 私が 鼓に 申述 るまで もありません、 四十 何 派と 云 ふ 多くの 

宗派が 外 國{ 一  敎師に 由て 日本 阈に 輸入され たのであります、 而 して 封縣 制度の 下に 地方 的 精神が 殆ん 

ど 其の 極端にまで 達した 日本人が 之 を 受けた のであります、 火に 油 を 注いだ とは此 事であります、 宗. 

派 心 は n 本人の 屮に 注入され て 一 層 激烈に なった のであります、 宗派 心 は 外國の 基督 信者 間に ありて 

も 盛であります、 乍然、 私の 見る 所に £ り ますれば 日本の 基督 信者の 間に 在て 宗派 心 は 其 最も 忌む ベ 

き 形 を 以て 現 はれた ので あると 思 ひ ます、 外國宣 敎師は 日本 國 に 宗派 を 輸入して 如何なる 害毒 を 流し 


た 乎 を 知りません、 彼等が 我等の 前に 置いた 躓の 石 は 我等 を 深く 傷け たのであります、 彼等 は此 事に 

就 て 深く 神 の 前 に 懺悔す るの 必要が あります。 

乍 然、. 人の 失錯 は 神、 之 を 償 ひ 給 ふので あります、 爾 うして 神 は 本 多 君 を 達って 外 國宣敎 師の此 失 

錯を償 ひ 給 ふたので あります、 本 多 君 は 政治 界を 去り 基 螫敎界 に 入り、 君の 平和の 特性 を 以て 敎派分 

立の 害 を 除かん と して 努められた のであります、 而 して 此 貴むべき 事業に 於て 君 は 或る 程度まで 成功 

された のであります、 私は曾て松村介石^：；と話したことがぁります、 若し 私供 日本 國 初代の 基督 信者. 

が M にかの 事情に 強いられまして メキ シ コ か ブラ ジ ル に 移住した と假定 め、 爾 うして 周 園の 境遇に 餘 

儀な くせられ て 相互の 間に 共和 阈を 建設せ ねばならぬ やうに なったならば 我等 は 其 時 我等の 中より 誰 

を 選らんで 大統領と 爲す であらう 乎との 私の 問に 答へ て、 松 村 S は 例の 調子で 答へ て ：！： ひました、 

其れ は 本 多 さ、 本 多 さ 

と、 雨う して 其 事に 就て 私 は 勿論 松 村 君に 同意せ ざる を 得ませんでした、 メソヂ スト 三 派が 合同して 

一 敎會と 成りし 時に、 其 最初の 監督の 本 多 君た るべき こと は實に 先決 問题 でありました、 而 して 若し 

更らに 進んで 日本の 諸 敎會が 其の 理想 通りに 一 團體 とならん 時には 其 最初の 大 監督の、 本 多 君た るべ 

き 事 は 是れ亦 先決問題であります、 本 多 君 は 特に 平和の 精神 を II らして 我等の 間に 在りし 者、 君 は^ 

に 我等 を！； K ぐ 平和の 綱で ありました リ 

而 して 最初の 十一 一 使徒の 間に 在りて 木 多 君が 日本 初代の 基督 信者の 問に 在りて 執られし 職務 を 取り 

し 者 は 誰で ありし 乎との 問題に 對 して、 私 は 其 使徒の 名 を 指して 答 ふること は 出来ません >  然しな が 

ら 是れぺ テ 口 の爲 した 事で ない 事 は 確かであります、 彼は此 任に 當 るに は 餘 りに 感情的で ありました， 

*! 接 者 C ホ" 涯  一二 九 
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彼 は 使徒 等の 先鋒と して 適任者で ありました、 然し 其 統治者と して は 不適任で あつたと 思 ひます、 然 

らば 愛を說 きし ョ ハ ネ こそ 能く 此 任に 堪えし 乎と 云 ふに 私は爾 うで はない と 思 ひます， 雷の 子と 呼ば 

れ、 烈火の 如き 默示錄 を 書きし 彼 は 謂 ゆる 平和の 人で はなく して 激烈の 人であった のであります、 彼 

も 亦 各自 其 主張 を 採て 動 かざりし 十一 一 使徒の 統 一 者た るに は 不適 當の 人であった らふと 思 ひます、 。ハ 

ゥロは 遊軍の 將 でありました、 彼 は 坐して 他人の 平和 を 計る 底の 人物ではありませんでした、 彼 は 福 

昔の チヤ ムピ オンで ありました、 特に 戰鬪 場裡に 於て 光彩 を 放つ 人で ありました、 然ら ばィ H スの昇 

天の 後に 誰が 使徒 等の 平和 統一 を 計った ので ありませ う 乎、 其 事に 就て 新約聖書 は 明かに 私共に 示し 

ません、 隨て私 は 本 多 君の 相 方 を 使徒 等の 中に 指 明す るに 苦しむ のであります。 

先日の 井深 君の 演說の 中に、 本 多 は 武士 的 クリスチャンで あつたとの 言が ありました、 其 事から 

おら ひお こ 

想起し まして、 私 は 本 多 君 は バル トル マイと 呼ばれし ナタナ H ルで はなかった 乎と 思 ひました、 イエ 

スは 初めて 彼 を 見た まひし 時に 

視ょ、 眞の イスラエルの 人に して 其 心, 譎 なき 者ぞ  ， 

と 言 ひ 給 ひました (ヨハネ 一の 四 七、)、 本 多 君 も 亦 ナタナ H ルの 如くに 

眞の 日本人に して 其 心に 詭譎 たき 者 

でありました、 君 は キリストの 弟子と 成る 前に 眞の 曰 本 武士であった のであります、 其點に 於て 本 多 

君 を 日本 基督 敎界の ナタナ H ルと稱 ふこと が出來 ると 思 ひます、 乍然、 惜む べし、 私供 は ナタナ エル 

に 就て 是れ 以上 を 知らないので あります、 彼が して 使徒 等の 間に 在て 本 多 君が 日本 初代の 基督 信者 

の 間に 在りて 爲 され. たやうな Is! を爲 した 乎 否や は 聖書が 私供に 告げない 所であります。 


今、 聖書の 吿 ぐる 所に 由り ますれば、 使徒 等の 間に 立ちて 能く 彼等の 衝突 を 避け、 其 和合 を 計り、 

共同 を 促した 者 は 「主の 兄弟」 と稱 ばれし 使徒 ヤコ ブ でありし 事 を 見る のであります、 彼 は 十二使徒 

の 一 人ではありませんで したが、 然し、 後に は 其 一 人と して 崇められ、 彼等の 長者と して 尊 まれた の 

. であります、 さう して 此 人が H ルサ レムに 在りて 使徒の 間の 調和 を 計り、 初代の 信者の 統一 を 促した 

事 は 使徒 行俾の 示す 所であります、 私 は 今 玆に雅 各 書に 示された る 精神 信仰と 本 多 君の それとの 比較 

に 就て 述べた くあります が、 然し 之を爲 すの 時間 を 持ちません、 雨 者 共に 保守的 信仰の 人で ありし 事、 

實際 的であって 辯 論 的で あら ざり し 事、 等しく 常識に 於て 富みし 事、 ヤコ ブは ナタナ エルの 如くに 眞 

の イスラ H ルの 人で ありし やうに 本 多 君 も 亦眞の 日本 武士で ありし 事、 是等は 注意すべき 要點 であり 

ます、 私 は 本 多 君 を 以て 日本 初代の 基督 信者 中の 使徒 ャ コ ブと稱 する も 多く 間違 はない と 思 ひます。 

乍然、 是れ 私の 自說に 過ぎません、 諸君 は 之 を 採用す るに 及びません、 歷 史上の 比 絞 は 如何で も宜ぃ 

のであります、 私共 は 事實を さへ 明かに すれば、 其れで 事 は 足りる のであります、 本 多 君 は 平和の 人 

でありました、 「やわらぎ」 の 人で ありました、 其 事 は 明かであります、 さう して 君 は 日本 國に 基督 

敎の 有らん限り (さう して 日本 國に 基督 敎が 無くなる 時 は 決して ありまん)、 君 は 日本 國の 平和の 使 

徒と して 記憶 せらる & の であらう と 思 ひます。 

故に 若し 本 多 君の 御 遺族から、 私に、 君の 墓石の 上に 刻むべき 聖書の 言葉 を 撰め との 御 依頼が あり 

ますならば、 私 は 馬 太傳五 章. K 節 を 撰む のであります、 卽ち 

和平 を 求む る 者 は 福 ひなり、 其 人 は 神の 子と 稱 へらる ベければ 也 

と、 私 は 本 多 君の 特性 は此 言を以 て盡 きて 居る と 思 ひます、 君 は 和平 を 以て 偉大で あつたので ありま 

基督 者の 生涯  ニニ 1 


基督 者の 生涯  I, 三 1,1 

す、 さう して 基督 信者の 立場より 見て 和平の 偉大 は 祌學の 偉大、 策略の 偉大、 雄 辯の 偉大よりも 遙か 

に 偉大なる のであります。 

Bisliop  HSKla  the  peacemalsl- 、 君 は 此名を 以て 永く 我等の 間に 知らる、 ので あら ふと 思 ひます、 

爾 うして 君の 靈は 今や 爭鬪の 此世を 去て 平和の 主と 共に 在る のであります、 君 は 最早 や メソヂ スト 敎 

會 の監蝥 ではありません、 君 は 今 は 

シ オンの 山、 义 活ける 神の 城なる エルサレム 义干 萬の 衆、 卽ち： 大使の 聚集、 天に 錄 された る 長子 

等の 敎會、 叉す ベての 人 を鞫く 神、 及び 完成せられ たる 義人の 霰 魂 

の 一 つと 成られた のであります (希 伯來書 十二 章廿 二、 三 節)、 四十 有 餘の敎 派 を 一致せ しめん とす 

るが 如き 有難くない 仕事 は 今 は 君に 有りません、 君 は 今 は 平和の 中に 在りて 爭鬪 不和の 何たる 乎 を さ 

へ 忘れん とし 給 ひつ 、あります。 

君の 平和の 業 は 終りました、 乍然、 私供、 後に 殘 りし 者の 平和の 業 は 終りません、 雨う して 私供が 

若し 眞に本 多 君 を 愛し、 君 を 尊敬し ますならば、 君の 平和の 精神 を 受けて 兄弟 相互に 和らぐべき であ 

ります， 爾 うして 本 多^ は 肉に 於て 死して 靈に 於て より 强く 私供の 此 和らぎ を 援け給 ふので あると 思 

ひます、 今より 後の 本 多 君 は 平和の 靈を 以て 私供の 問に 臨み、 永へ に キリストの 愛 を 以て 私供の 心 を 

結 附け給 ふので あると 思 ひます。 


礫林樹 下の 淚 

内 村 生 曰 ふ、 つ ~1 時代の 隣人に して 故 ルツ 子の 風琴の 先生な りし 福 田夫 人紀子 女史 去る 九月 十七 日忽焉 とし 

て 眠る、 基督 敎會に 於て は說敎 せじと 誓 ひし 余 は 「愛の 矛盾」 を 犯して 余の 約束に 反して 角 害 レバノン 敎會 

こ 於け る 彼女の 葬式に 臨み、 說敎師 の 役 を 務めた ので ある、 玆に當 時の 感想 二三 を 誌す。 

/  -  -'  >  > >  しょ-ひとく 

〇 基督 信者の 葬式 は 彼の 死 を  1」吊 ふための 哀悼 會 ではない、 又は 彼の 生前の 美 德を稱 ふるため の頌 德 

,<iB1 じ はない、 基督 信者の 葬式 は 彼の 生涯に 於て 顯 はれし 神の 恩惠を 讚美す るた めの 感謝き である、 之 

こ-涙が 伴 はないで はない が、 淚の 底に 深き 感謝が ある、 一個の 靈 魂が 亡ぶ る ことなくして 永生に 人つ 

たので ある、 危き 人生の m "が を 無事に 渡りて 天の 湊に 着いた ので ある、 豈に 感謝せ ざらん やで ある、 

基督 信者 は 葬式に 於て まで、 然り、 き^ U 於て、 神に 感謝し、 彼 を 讚 f< し 奉る ので ある。 

〇 夫妻 更らに 高き 理想 を實行 せんとす るに 方て 妻 は 繁れて 獨り夫 を 遣して 逝く、 不信者 は 言 ふで あら 

う、 是れ 神の 刑罰で あると、 或は 言 ふで あらう、 是れ其 理想と する 所の もの、 實行を 妨げん 爲の 神の 

瞀吿 であると、 然し 決して &ぅ ではない ので ある、 高き 理想 を 懐く を 得し 事、 其 事が 旣に大 なる 恩惠 

である、." に 直 を 聞いて. I ハ べに 死す とも 可な りで ある、 俾き 理想 を懷 きて 長壽 せんより は、 高き 1" 想.^ 

抱きて 短命に 終る に 如かす である、 义鍵に 取りて は 死 はきの 休止で はな = 一；； J ハ fff? 

でら る、 言 者 は 死して.^ い 高き、 より 睫き、 より 强き 生命に 入る ので ある. 故に 高き 理想の 實 行を妨 

^^^^^^s^-w.  ,s む レ、 ^^^^p^^.^^p 信者 は 死して 其 活動 を 魔め るので は 

某： sol  一一  i 
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ない、 死して 益々 多く 且つ 强く 活動す るので ある、 キリストが 死して 信者 全 體に大 なる 能力の 加はリ 

しゃう に、 我等の 愛する 者が 死して、 我等の 勇氣と 活力と が 十倍 叉 百倍す るので ある、 我等 は斯 かる. 一 

實驗に 由り て 信者の 死後の 布 在 を 知る ので ある、 靈魂 不滅 は敎會 の敎義 ではない 又 神學の 命題で はな； 

い、 信^の 確實 なる 實驗 である。  」 

〇 今より 考 へて 見て 幅 田夫 人 は 偉ら ぃ婦； 、であった、 彼女の 爲 した 事に 感嘆に 堪えない 事が ある、 然ー 

し 乍ら 彼女 は その 品性 又は 行爲 のために 救 はれた ので はない、 又 彼女の 署名した 敎會の 信仰 箇條に 由 

て 救 はれた ので はない、 彼女 は 救主ィ H ス キリスト を 信ぜし が 故に 救 はれた ので ある、 彼女が 確かに 一 

救 はれたり と 云 ふ 證據は 他に は 無い ので ある、 「すべて 信す る 者 は 救 はるべし」 と ある、 福 田紀子 は. 

イエスキリスト を 信じて 確かに 救 はれた ので ある。 

〇 角 害の 櫟 林より 今や 旣に 三人の 女性 は 天の 樂 園に 移された ので ある、 ：S: 村 ルツ 子先づ 逝き、 岡見メ 

リ子 之に 次ぎ、 今や； i 田 トシ子、 彼等の 後を逐 ふて 柱いた、 而 して 遠から すして 操林樹 下の 信徒の 一， 

圑は 全部 彼 所に 移さる- -の である、 想 ひ 見る 今や 淸き 河邊に 三者の 樂 しき 再 會 ありて、 曾て は此 丘と 一 

林と に 響き渡りし 合奏の 聲に 天使の 注意 を惹 かる、 であらう、 而 して 我等 も 亦 遠から すして 其 聖き群 一 

に 加 はり、 角 害の 舊時を 語る であらう。 


故 加 藤 博士と 基督 敎 


〇 法學 博士 文學 博士 加 藤 弘之氏 は 逝いた、 余輩 は 玆に乂 明治 照 代の 大學 者の 一人 を 喪 ふて 悲歎に 堪へ 

ない。 

〇 博士 はすべ ての 宗敎の 敵であった、 殊に 基督 敎の 敵であった、 彼 は 彼が 基督 敎に對 して 懐きし 其 憎 

7 一 ふ いひ あら  こ ，こ ii も 

惡 を 言 表 はすに 足る の 言 辭 を 有たなかった、 彼 は 基督 敎は 迷信で あると 言 ふた、 露理の 敵で あると 言 

ふた、 日本 國の 國體 と兩立 し 得べ からざる 其 害 物 であると 一一 In ふた、 而 して 日本 學界 の大權 能なる 博士 

の 痛 擊に遭 ふて、 日本 國に 於け る 基督 敎は 微塵に 壞 たれし やうに 感ぜられた、 多くの 基督 信者 は顫へ 

た、 而 して 基督 敎の敵 は 凱歌 を 揚げて 言 ふた 「加 藤 博士の 痛 擊に遭 ふて 基督 敎は 遂に 破碎 せられたり」 

と，： 而 して 斯 くと 見て取りし 博士 は憐 むべき 我等 日本の 基督 信者 を 挑んで 言 ふた 「彼等の 中に 我論據 

を 覆へ し 得る 者 あらば 來て 試みよ」 と、 恰も ガテ のゴ リャテ が イスラ H ルの軍 を 挑みし やうであった、 

て-., せん  つるぎ 

而 して 我國の 基督 軍 中に 一人の ダビデの 立て 博士の 挑 戰に應 じ 得る 者はなかった、 進化論の 劍を 採り、 

國體 論の 楣に據 りて 日本に 於け る 基督 敎に 攻擊を 加へ し 加 藤 博士 は 議論の 戰 場に 於て 全勝 を せし が 

如き 觀 があった。 

. 然し 乍ら 基督 敎は 博士の 攻擊を 受けて 壞れ たかった、 基督 敎は 今尙ほ 前の 如くに 日本人の 靈 魂の 深 

所に 浸入し つ k ある、 多くの 日本人、 而も 其內の 最も 淸潔 にして 眞 面目なる 者 は 其 身と 魂と を ナザレ 

のィ H スに 獻げ つ、 ある、 加 藤 博士 は 議論に 於て 勝った であらう、 乍 然事實 に 於て 勝ち得なかった、 

若し 基督 敎が 哲學で ある 乎 或 ひ は 制度で あ つ たなら ば 博士 は 彼の 深き 學識 を以 て 之 を 毀 つ ことが 出來 

.fi であらう、 乍然 基督 敎は 哲學 でもなければ 敎會 制度で もない、 基督 敎は 生命で ある、 生ける 靈魂を 

以て實 驗 すべき 者で ある、 故に 如何なる 學 者の 攻擊を 以てしても 毀つ ことの 出来る 者で はない、 加 藤 
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博士 は 基督 敎を 攻撃しながら 其正體 を見屆 けなかった ので ある、 博士の 攻撃せ る 基督 敎は其 幻影に 過 

ぎなかった ので ある。 

明治の 初年に 於て 當 時の 學者河 津祐之 氏 は 米國の 動物 學者 H ドヮ ー ド • エス. モ ー ス と共に 甚く 基 

二 は  し いきのこ 

督敎を 攻撃した、 彼等 も 亦 彼等の 攻撃に 由て 基督教 は 壞れて 了 ふたと 思 ふた、 然し 基督 敎は 生殘 つた、 

叉 近く は幸德 秋水 は 彼の 此 世の 名殘 として 『基督 抹殺 論』 を 著 はして 而 して 後に 絞首 臺に 昇った、 而 

して 彼の 著書の すべての 出版 を 禁ぜし 日本 政府 は 『基督 抹殺 論』 の 出版 丈け は 之 を 許した、 而 して 

『抹殺 論』 の 世に出 づるゃ 世 は 擧て之 を歡迎 した、 版 を 重ぬ る こと 幾囘、 出版 書肆 は Si からざる 利益 

を牧 め、 秋水 は 思 はざる 名譽を 博した、 乍 然彼は 基督 を 殺し 得なかった、 『抹殺 論』 の 發行は 止まつ 

て 聖書の 播布は 止まらなかった、 キリ スト は猶ほ 生きて： 115 て 多くの 死せ る 日本人 を 活かしつ、 ある。 

斯くて 河 津祐之 も、 H ドヮ ー ド . H ス • モ I スも、 幸德 秋水 も、 加 藤弘之 博士 も 基督 敎を 殺さん と 

欲して 殺し 得なかった ので ある、 而 して 將來に 於ても 亦 同じで あらう、 然り 確かに 同じで ある、 如何 

なる 學者も 如何なる 政治家 も 基督 敎を 殺す こと は 出来ない、 - 彼等 は 勿論 神 學と稱 する 基督 敎に關 する 

信者の 思想 を 毀つ ことが 出來 る、 叉敎 會と稱 する 基督 敎の 偽物 を壞っ こと は 出来る、 乍然 基督 敎其 物、 

キリストの 福音、 十字架の 福 昔、 之 を 毀つ こと は 出来ない。 

「イエスキリスト は 昨日 も ギ日も 永遠まで も變ら ざる 也」 である、 ダ，' ゥ ン も ヘッケル も 加 藤 博 

士も此 永遠 的 實在者 を 殺す こと は 出来なかった、 而 してん r より 後、 幾人 かの ヘッケルと 加 藤 博士と が 

出て キリス トと 彼の 福音と を 抹殺し やうと 爲る ならん も、 彼等が 反て キリス トを 更らに 活かす に 止て 

抹殺の 功 を 奏しな いのは：^ よりも 確實 である、 基督教の. 初代に 方て 羅馬帝 國の哲 學者セ ゃサス (eel- 


sus) が 始めて 墓督敎 攻撃 論 を 著 はせ し 以來千 九 百年 後の 今日に 至る まで 斯 かる 攻撃 は 絶えなかった の 

である、 然 かも 攻擊者 は 倒れて 基督 敎は^ 在して 今日に 至った。 

人 は 皆な 草たり、 その 榮華 はすべ て 野の花の 如し、 草 は 枯れ 花 は 凋む、 H ホバの ill- 息 その上 を 吹 

きしに 因る。 

ォ  し；！！  こふに J こしへ 

實に民 は 草な り、 草 は 枯れ 花 は 凋む、 然れど 我等の 神の 言 は 永遠に 立たん。 

と ある (以 賽亞書 四十 章 七、 八 節)、 斯くて 基督 敎は 攻擊を 恐れ.^ い、 之を怨 まない、 却て 之 を歡迎 

する， 實に 基督 敎の 生命 は 之に 加 へらる、 絕 えざる 攻撃に 由て 維持 せらる. -の である、 實に故 加 藤 博 

士は 基督 敎の 敵で はない、 其 友で ある、 祌は彼 を 送り 給 ひて 彼 をして 基督 敎に it 棒 を 加へ しめ 給 ふて 

之 をして 更らに 若返らし め 給 ふたので ある、 而 して 彼 は 彼の 此 天職 (彼れ 自身の 認 めざり し) を終リ 

たれば、 神はモ ー セに言 ひ 給 ひしが 如くに 彼に 一一 一一 口 ひ 給 ふたので ある 「人の子よ 汝 (塵に) 歸れ」 と 

(詩篇 火 十篇三 節)、 而 して 彼今歸 りて 余輩 彼の 痛撃に 遭 ひし 者、 亦 彼のた めに 同情 愛惜の 误 なき 能 

はすで ある。 
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勇敢なる 信仰の 生涯 

大正 六 年 (一九 一 七 年) 十 一 月 十二 U 東京 柏木 聖書 講堂 故 高 井 傳市君 追惊會 に 於て 內村 先生の 述べられし 犬 

耍を 記す 

歐洲 戰亂の 犠牲と なりて 敎友髙 井傳市 君はビ スケ ー 灣の 波に 沈んだ、 彼 は 雲 州 松 江 在大蘆 村の 農家 

に 育ちし も 管 勃た る 野心 は此 小天地に 滿足 する 事が 出来す 年少 家を辭 して 神 戸に 出で 英國 帆船の 水夫 

となりて 海上 生活に 入り、 後 汽船 ナパ リノ 號に轉 じて 津々 浦々 殆んど 至らぬ 所な く 世界 を 幾 週り かし 

た、 航海 者の 怖る X 南米 南端 ホ，' ン岬を 帆船に て 五 度 周航した との 事 を 以て も 彼の 航程の 如何なる 者 

であった かが 知らる、、 先年 紐 育に て キリストの 福 昔に 接し 程なく 『聖書 之 研究』 誌の 熱心なる 讀者 

となり 或は 東、 或は 西、 或は 南米より 或は 北歐 より 常に 歡ば しき 通信 を 寄せられ 彼の 在る 間 坐して 世 

界の 風物に 接する の 心地が した、 船員の 生活 は 概して 亂 暴なる ものであるが 高 井^ は 各國人 寄り 集り 

の此 水夫に 長と なりよく 彼等 を 御して 常に 宜しき を 得た、 所謂 基督 敎國に 育てられし 乘組 員に して 1^ 

督 信者 は 一 人 もな く 日本の 高 井 傳巿君 唯 一 人が 信者であった、 嘲 辱 誘惑の 屮に 常に 主に 鎚 りて 堅く 信 

仰 を 持して 動かなかった、 船の 港へ 着す る や 多數の 水夫 中 家鄕へ 通信の 郵便切手の 金 を 所持す る もの 

なく 高 井 君 は 常に 其 供給者で あつたとの 事で ある、 歳月 を經 るに 從 つて 船長 以下 全船 員の 尊敬す る 所 

となり 快なる 海上 生活 を 凝け 數年 前其乘 船が 北海道 小 樽 港に 着せし 時 彼に も 又 故國を iall ふの 念 生じ 


収を 得て 上陸し 先づ第 一 に 我 社を訪 はれた、 滿身 維れ 元氣 ともず ふ 可き 见る から 心地よ き 無 邪 i 抓な 

る 好 靑年其 言葉 は 其 書信の 如く 多年 外國 水夫 中に 在りて 日本語 を 用 ふる 機會 たかりし ため 半英 半日の 

奇なる 變體 語で あつたが 其 語る 所 は 偸 快なる 海上の 實驗談 であり 其 信仰 は單 純に して 美 はしき もので 

あった、 彼 は 「上陸の 目的 は 唯 二つ、 先生と 母と を訪ふ 事の み、 是を遂 ぐれば 陸上に 用事な し」 と 言 

ひて 直ちに 去って 叉 世界の 人と たった、 昨年 浦 鹽に來 りし 時 余 は 彼に 高等 船員た る 準備の ため 歸國を 

勸め彼 は 是に從 ふ 事と なりし が これ は 余の 誤りであった、 彼 は 飽く迄 水上に 倒く 可き もので 暫時たり 

とも 陸上に 止まる は 極めて 不適 當の ものであった、 自身 も是を 知りて 今春 再び 海上 生活に 入らん との 

事に 付き 直ちに 之に 贊 成した、 間もなく 澤 丸の 運轉士 となり 同船が^ 國 政府に 箭 はる \ と共に 同 園に 

赴き 戰時 勤務に 服した、 其 最後の 通信 は 「ノ卡 や 軍需品 を滿 載して 危地に 向って 出帆す、 思 ふに 或は 此 

世に 於け る 最後の 通信な らん も 一 歩 先ち て 聖國に 於て 先生 を 待たん」 との 意味の ものであった、 程な 

く 同船の 遭難の 報 を 聞きて 一 度 驚き 叉 彼が 一 隻のボ ー トを 指揮して 出で しとの 事に 一 樓の 望を繁 ぎ 何 

れの 地よりか 其 通信に 接し 得る 事 とん 7 日 迄 待ちし も 遂に 彼の 言 は事實 となった、 彼 はよ く 我 研究社 を 

心に 留め て 最後 迄 書信 を 寄 せし のみな ら す出發 に 際して { 糸に 遺せし 遣言狀 の 中に も 我 社の 事業 を援く 

る爲に 寄附 金 を 贈る 事が あった 由に て 其 令兄より 送金され た。 

家鄕を 出で しょり 彼の 生涯 は 全く 冒險の 生涯に て 遂に 冒險を 以て 此 世 を 終った、 帆船の 航 I；！；：、 ナバ 

リノ 號乘 組談も 珍と す 可き もので あつたが、 澤丸以 來冒險 は 愈 佳境に 人った、 而 して 期待せ し 冒險談 

を此 世に 於て は 遂に 聞く を 得す 誠に 痛心の 至で ある、 併し 彼 は 空しく 大西洋の 波に 沈んだ ので はない、 

彼 は 彼の 運命 を 只 一 隻のボ ー トに 託して 渺漫 たる 大洋に 心細く 掉し 出で， たもので はない、 キリ ス トイ 
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ェ スに 依り 宇宙 を 創造し 萬 物 を 主宰し 給 ふ 神に 運命 を 託した ものである、 是に 勝りて 安全の 生涯 はな 

い、 高 井 君 今や 本！ lul 成就して 主の 許に 召された、 思 ふ ビス ケ ー 湾の 高波に ボ ー トを 指揮して 出で し 勇 

敢 なる 靑年高 井 君 は爲す 可き だけ を爲し 了り 神に 感謝の 祈禱を 棒げ 其 血色よ き 額に 輝く 希 S ェを湛 へて 

此世を 去られた であらう.、 而 して 今や 主の 御 許に 於て 其 書信の 如く 吾等 を 待って 居る で^らう、 兹に 

勇敢なる 生涯 は聖き 優しき 信仰 を 以て 終りし 事 を 神に 感謝す る。 (： 中 W 信藏筆 記」 

石 川 繁子を 葬む るの 辭 

大正 七 年 (一九 一 八 年) 五 》^ サ 五日 今 井餘に 於て 司 式の 際に 述ぶ 

\  やから  ：にこ -J^i 

此後 我れ 兑 しに， 視ょ * 諸の 國. 族， 民、 國 語の 屮 より 誰も 数へ 龕す こと 能 はぬ 人なる 群衆，：：： き 衣 を 纏 ひて 手 

し *  ,0  み C.S- こひつじ  おに- >么  す： ひ ふ,、 乙  こひつ.， * 

に 梭櫚の 葉 を 持ち 御座と *K 羊と の 前に 立ち. 大聲に 呼 はりて 一 百 ふ、 「救 は 御座に 坐し 給 ふ 我等の 祌と羔 羊と に 

みっか ひ みてら  い 3 もの  ひれふ 

こそ 在れ」。 御 使 皆 御座 及び 長老た ちと 四の 活物との 周 園に 立ちて 御座の 前に 平伏し 神を拜 して 言 ふ， I ァァ 

メン、 讚美、 榮光、 智慧、 感謝、 尊貴、 能力. 勢威、 世 々限りなく 我等の 祌 にあれ、 ァ アノン」。 長老た ちの 一 

ん 我に 向 ひて 言 ふ r 此 白き 衣 を 著た る は 如何なる 者に して 何處 より 來り しか」、 我 ー百 ふ 「わが 主よ 汝 知れり」 * 

彼 言 ふ 彼等 は大 なる 患難よ リ 出で 來り羔 羊の 血に 己が 衣 を 洗 ひて 白く したる 者な リ。 此 故に 神の 御座の 前に あ 

り て 畫も夜 も其聖 所に て 神に 事 ふ。 御座に 坐し 給 ふ 者 は 彼等 の 上に 幕屋 を 張り 給 ふべ し。 彼等 は 重ねて 飢えず. 

ケア  み，、.. つ  い i こひつ n  ぼ，、  いのち 

^ねて 渴 かず *  H も 熱 も 彼等 を 侯す 事な し。 御座の 前に 在す 煞羊は 彼等 を牧 して 生 <fS の 水の 泉に 導き * 神 は 彼 


等の 目よ リ 凡ての 淚を拭 ひ 給 ふべ ければ なり (ョハ え 默示錄 七 章 九 節 以下，)。 

造化の 中 最も 美 はしき もの は 人であります。 人の 中 最も 美 はしき もの は 婦人であります。 而 して 婦 

こつえん  つ 

人の 中 最も 美 はしき もの は 其靑春 時期であります。 この美の 極に 達した 者が 忽焉 として 散り 失せた と 

いふ 事 は是れ 人生の 最大 悲劇でありまして、 叉 天然の 最大 背理 (the  greatest  violence) であります。 

死 は 何れの 場合に 於ても 我々 に 多くの 感激 を惹き 起す のであります が、 然し 今 我々 の 遭遇し ました 石 

川繁 子さん の 死の 如き は 特に 痛切に 死の 無慈悲 殘忍を 感ぜし める のであります。 か X る 場合に 際して 

問題 は 起らざる を 得ません、 「是 でも 宜 いので ある 乎、 か \ る 事が あっても 神の 存在： j 組に 其 愛 を 信す 

る 事が 出來 るので ある 乎、 是 でも 人生に 道理 的 意義が あるので ある 乎」 と。 

此 問題 は 世の 始 より 在った のでありまして、 而も 今日と 雖も 未だ 解決せられ ない のであります。 而 

： る ま VJ 

して 其 解決 を 得ん と 欲する 苦し紛れに 人類 は 色々 の 解釋を 試みた のであります。 或は 死 は 凡ての 生物 

に 通じて 起る 現象であって、 獨り 人間の みが 之に 遭遇す るので はない、 故に 之 を 生物に 臨む 必然的 結 

果と 見て 諦める 事が 出來 ると 言 ひます。 或は 怫 法の 如き は 死 を 意味 ある ものと 見す して、 唯 之 を 忘却 

せしめん と 致します。 卽ち死 を 思想の 外に 撤囘 せしめて、 自己 は 思想 的に 超然と 其 上に 立た しめんと 

致します。 之 を 名 づけて 悟と いふので あります。 然しながら 何れの 解釋を 試みましても、 死 は 依然と 

もと  ひとし^ 

して 奮の 死でありまして、 殊に 妙齢 女子の 死の 如き は 一 入 其 殘忍を 我々 に 感ぜし める のであります。 

是に 於て か 「是 でも 宜ぃ 乎」 Is  this  right  ？ " の 問題 は、 凡て 死に 就て 與 へられし 多くの 解 釋の後 

に復た 我々 の 心に 歸り來 るので あります。 

死を疲 曰 遍視 (uuivprsfllizo) し 义は之 を 無視 (speculate) する は 何れも 死の 消極的 解釋に 過ぎません。 
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をし/  - 

然るに 唯一 つ 死の 意味 を 積極的に 解した ものが あります。 それ は卽ち キリストの 我々 に •： 小し 給うた 敎ー 

であります。 「彼 は 死 を 滅ぼし、 福音 を もて 生命と 朽ちざる 事と を 明かに し 給へ り」 (テ モテ 後書 一章 

十 節)。 之 は事實 であります。 彼れ キリス 卜に 由ての み 死の 意味が 明白に なった のであります。 卽ち. 

死 は 死に 非す、 死にし 者又輕 へらされ るので ある、 我々 は 死者と 永久に 刖れ たので はない、 死者 は 亦 

生者と 永久に 離れた ので はない、 主ィ ェ ス キリスト を 信す る 者 は 終の 曰に 於て ラ ッパ の 鳴らん 時 主の 

よび ご ゑ  も..」 

大 なる 呼 聲に應 じて 起き 上り、 再び 主の 許に 相會 する 事が 出來 るので ある、 而 して 榮 光の 生涯 を 無窮 _ 

に續 ける 事が 出來 るので あると いふ 其の 明白なる 且つ 力 ある 眞理が 我々 に傳 へられた ので あ ります。 ， 

而 して 此 事を敎 へられて、 死 は 最早 や 死ではなくなる のであります。 此 福音の 光 を 以て 見ますなら 一 

ば、 今 我々 の 目の前に 一 塊の 灰と して 存る 妙齢の 女子 石川繁 子さん の 死 も 決して 我々 に 癒す ベから ざ j 

る 苦痛 を與 へない のであります。 繁 子さん は キリス 卜 を 信じて 死して、 我々 を 永久に 去った ので は あ； 

りません。 我々 は 又 彼女と 相會 する 事が 出來 るので あります。 彼女 は 前と 少しも 異ならす、 否 更に 眞ー 

實 なる 意味に 於て 今 も 我々 の 中の 一 人で ある 事 を キリ ス トの福 昔に 由ての み證 明せられ 叉 之 を 確信す 一 

る 事が 出來 るので あります。 萬 物 を 己に 服 はせ 得る 力 を 有ち 給 ひし 主ィ H ス キリ ストが 幾度 も 繰返し 一 

て 「我に 來 りし 者 は 我 之を棄 てす、 終の 日に 我れ 必す之 を 甦らすべし」 と 言 ひ 給うた のであります。 一 

其聲は 信者の 心の 深き 所に 響きて、 彼 をして 死に 遭遇して 其 凡ての 悲 みに 勝た しめる のであります。 , 

死後の 細 末に 就て は 我々 は 明白に 敎 へられません。 繁 子さん 今 如何にして 在る 乎、 彼女の 靈は今 彼 

女の 肉體を 離れて 如何なる 狀 態に 於て 在る 乎。 我々 之 を 明白に は 知る 事が 出来ない のであります。 或， 

は 復活の 朝まで 眠って 居る のか も 知れません。 或は 叉 我々 の 想像す る 事の 出来ない 方法 を 以て 存在し 一 


て 居る のか も 知れません。 或 人 は 此れな りと いひ、 或 人 は 彼れ なりと 言 ひます。 然しながら 我々 は 彼 

女 を 父なる 神 に 委ね たれば 睫 早 や 安心す ベ きで あり ます。 彼女 若し 眠れ るなら ば、 父の 懷の 中に 眠つ 

あ-たか  ふところ  あ r ご 

て 居る のであります。 安心 此上 なしであります。 恰も 母の 懷 にある 嬰兒の 如く、 スャ， と 眠って 靜 

かに 復活の 曉を 待ちつ、 あるので ありませ う。 又 若し 或狀 態を與 へられて 我々 の 目 を 以て は 見る を 得 

ざる 國に往 きたりと せば、 彼女 は 決して 知らざる 國へ往 つたので はありません。 試みに 彼女が メキシ 

コ叉は 南米 等の 遠き 國へ往 つたと して、 若し 彼 地に 我々 の 友人 或は 血肉が 店る とすれば、 勿論 我々 は 

彼等に 紹介 狀を 送って、 遠き 國に 於け る繁 子さん の 生涯 をして 孤獨 ならしめ ざる やうに 力める ので あ 

ります。 よし 义 紹介 狀を 送らざる にせよ、 我々 の 心 を 能く 知る 彼 地に ある 我々 の 愛する 者 は、 勿論 深 

き 愛 を 以て 彼女 を歡迎 する に定 つて 居ります。 繁 子さん が 知らざる 未来の 國に往 きしと すれば、 其處 

に 多くの 友人が 待って 居て、 心より 彼女 を歡迎 する 事 は 必然であります。 諸君の 御 承知の 通り 私自身 

今より 六 年 前に 殆んど 同 齢の 娘 を 失 ひました。 若し 彼女に 手紙が 届くならば、 勿論 手紙 を 送りて、 今 

玆に 我々 の 中の 一 人が 其 國に往 くから 十分の 注意と 親切と を 以て 之を迎 へよ と 書き 途 るに 相違 ありま 

せん。 しかし 書 狀を途 る 事 は 出来ない けれども 私の 心 を 能く 知 つて 居る 私の 娘 は 勿論 大歡迎 を 以 て 彼 

女を迎 へ、 凡ての 方法 を盡 して 新しき 國に 於け る繁 子さん の 生涯 を 偸 快なる ものたら しめんと 力む る 

事 を 知つ て 居る のであります。 其 他 我々 に 先立ちて 彼 國に往 きし 我々 の 同信の 友 は 皆 其 通りで ある 事 

言 はすして 明かであります。 故に 若し 繁 子さん 今 眠る にあら すして、 或る 自覺的 狀態を 以て 他の 國に 

往 きたりと せば， 彼女が 決して 獨り 淋しき 處に 迷って 居ない 事 は確實 であり ま 十。 斯 Q 如くに 見て 彼 

女の 未來に 就て 心配す る 理由はなくなる のであります。 
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ど- ザん  あく 

さて 淺 りし 遣 族に は 如何で ありませ う 乎。 之れ 亦 神の 御惠 みの 下に 善 を 持ち 来して 惡を 持ち 来さな 

いのであります。 先 づ御兩 親に 取て 見て、 人 何人も 齢 を 加 ふれば 此 世に 泥む 事 益々 多く、 此世を 去る 

の 苦痛 を感 する 事 益 々強いので あります。 か \ る 場合に 我 子の 我に 先立ちて 神の 國に往 きし 事 を 思 ふ 

時、 此 世に 對 する 執着 は 其れ丈け 減じて、 彼 國を慕 ふ 心が それ 丈け 增 すので あります。 卽ち我 子 は 我 

に 先立ちて 川 を 渡った ので ある. 彼女の 瀨， ぎみした る 流 を 横切って 我 も 彼岸に 達する 事が 出來 るので 

ある。 牧羊者が 羊 を 連れて 川 を 渡らう とする 時 親 羊 は 水に 虞れ て 渡り 得ません。 其の 時 牧羊者 は先づ 

子羊 を 取って 自分の 手に 之 を 抱いて 流 を 渡る のであります。 而 して 親 羊 は 我 子の 取られし を 見る や 虞 

れを棄 て \ 自分 も 後より 從 ふので あります。 誠に 繁 子さん の 死により て 其御兩 鋭の 神の 國に 到る 事 を 

容易なら しむる は 之れ 確かな 事實 であります。 

我々 の 特に 同情すべき は鐵雄 君の 生涯であります。 君 曩には うら 若き 夫人 を 失 ひ、 今义 妙齢の 妹 を 

失 はれて、 實に 同情に 堪 へません。 然しながら 君と 雖も亦 神の 此の 御 業に 深き 敎訓 を學 ばなければ な 

りません。 或は 君の 立場より 考 ふれば、 旣に 若き 妻 を 取られし 事に て試鍊 はもう 澤山 であると 思 ふか 

も 知れない。 然し 祌は 我々 に 就き 我々 自身よりも 能く 知り 給 ふので. あります。 我々 に 臨む 患難 は旣に 

足れり と 思うて はならない のであります。 我が 衷に. 存 する 非望 を 除く は 容易の 事ではありません 。苦 

痛の 上に. 苦痛、 忠 難の 上に 忠難を 加 へられて、 始めて 我々 はや 、神の 御 心に かな ふ 者と なる ので あり： 

ます。 祌が鐵 雄！^ より 要求し 給 ふ處は 普通 一般の 人より 深大 なる が 故に、 斯 くも 悲 みの 上に 悲 みが 重 

なって 來 たのであります。 若し 鐵雄 君に して 神の 其聲を 妹の 死により て聽 かれしなら. ば、 君 は 實に惠 

まれた る 人であります。 


其 他 兄た る鍊次 君、 姊 たる 菊 子さん、 又は 其 主人た る 金 井 君、 其 他の 親戚 友人 も 悉く 繁 子さん の 死 

に 由て 大に敎 へらる..^ 所が あり、 叉敎 へられなくて はならない のであります。 殊に 叉 柏木 兄弟 圑に取 

て考 ふる も、 此 葬式が キリス ト 再臨の 信仰 を 世に 向って 高唱 したる 後に 始めて 起った ものである 事 を 

感謝せ ざる を 得ません。 私自身に 取ても 今日 迄 數囘の 葬式 を 司り まレ た。 然し 今囘 ほど 確信 を 以て 之 

を 司る 事の 出来た 事 はない のであります。 未来が 明白に なり、 死者 決して 死せ しに 非す、 再會の 希望 

確箕 なりと 言 ひて、 己れ を 慰め 又 聽衆を 慰め 得た 事 にっき、 ， チ囘 ほど 滿 足なる 式 を 司った 事 はない の 

でお ります。 义此. の 若き， 婦人に 對 して 全會 一 同の 心に 深き 同情が 起り、 何の 隔て もな く 一  堂に 集りて * 

死者と 其 遺族と を 慰む るに 至った 事、 之れ 亦 我々 の 問に 起り し 新 信仰の 賜でありまして、 而も 繁子さ 

んの 死が 我々 の此 信仰 を 一 曆强 くす ると 同時に、 叉 今日 迄 離れ 勝ちな りし 我々 相互の 間 を 更に 親密な 

らしめ た 事 は實に 感謝すべき であります。 

斯の 如くに して 數へ 來れ ば、 繁 子さん の 死 は 其 關係者 一同に 取っての 大 なる 惠 みであります。 死者 

彼女 自身に 取り 惠み であるの みならす、 亦 遣りし 親族 友人！^ てに 取って 惠 みであります。 願 はく は榮 

光 限りなく 三位の 神に 歸 せん 事 を ァァメ ン。 

序に 申します、 私 は 死者の 爲に 祈ります、 死者の 爲に 祈る 事 は惡ぃ 事で はない と 信じます、 勿論 

如何に 祈るべき 乎 を 知りません、 然し 乍ら 同じ 神が 同じ. 惠恩を 績け給 ひて 我等 再會の 日に ま で 到 

らんこと を 祈ります、 斯くて 私 は 死者との 聖き關 係 を 維持し ます。 


基 《 者の 生 通  二三 五 


基 e 者の 生 ffi  二三 六 


美 はしき 死 

小 出 義彥君 を 葬る の辭 

大正 八 年 (一九 一 九 年) 八 リ^  一  口 柏木 聖書 講 ；ぜ に 於け る 葬式の 席ヒに 述べし 所 

小 出義彥 君の 全生涯 を 表 はすに 最も 適當 なる 語 を 選ばん と 欲して 余 は 之をテ モ テ 後書 五 章 一 1 八 節 

に 於て 求めた、 然るに 令 圖らす も 此數節 は 君の 特 愛の 句と して 君 自身の 選擇 したる ものな りと 聞く、 

玆に 於て か 知る 我等 は 確かに 君の 心を識 りし 事 を、 かくて 君の 友人の 心 は 君 自身の 心と 合體 したので 

ある U 

余 は屢々 多くの 靑 年より 其 將來の 方針に 就て 質問 を受 くる 事が ある、 其 時 余 は 自己の 信す る 所を以 

て 勸吿を 爲すを 常と する、 小 出 君 も 亦 &n て此 問題に 關し 長き 書翰 を 寄せて 余の 意見 を 求めた、 其 書 は 

余が 將來に 保存すべき 少數の 書翰の 一 に 露す る、 而 して 余 は 他の 青年に 對 して 爲 すが 如く 君の 爲 にも 

適當 なる 勸言 を呈 せんと 欲して 切りに 考慮 を 巡らした る も 遂に 之を發 見す る を 得なかった、 文學 ？ 

法律 學？ 天然 科學？ 何れも 確信 を 以て 勸 むる 事が 出來 なかった、 然 らば 傳道？ 之れ 亦 同様で あ 

つた、 然らば 君の 爲に何 を勸む 7 き 乎、 余 は 之 を 決する を 得すして 久しき 間 恰も 君に 負 ふ 所 あるが 如 

き感を « ^れ なかった、 然れ ども 今にして 思 ふに こ は 却て 聖靈 の吿 知で あつたの で ある、 君 の此 世に 遣 

られし は 何々 學と稱 する 專門學 を 修めん が爲 ではなかった、 又は 聖書 を 研究し て 傳道 者と 成ら んが爲 


ooooooooooooooooooooooooo-oooo-o  000  0000 

ではなかった、 君 は 短く して 美 はしき 信仰の 生涯 を 送り 以て 我等 を敎 へんが 爲に 遣られた ので ある、 

君の 前途の 朦朧と して 見分け 難 かりし 理由 は玆に 至て 明白で ある。 . 

君の 疾患 進みて 治癒の 望み 絶 ゆるに 至る や 君の 信仰 は 寧ろ 奇 しきば かりであった、 由 來醫師 の 難病 

と稱 する 結核 病 は 信仰の 方面より 見て 一種の 恩惠 病で ある、 之に 由て 霊魂 は 著る しく 鍛 へられ 来世の 

おの づ  0  0  0  0  0  *>リ まつ 0  0 

生命に 關 する 信仰 を强 むる 事が 多い、 然しながら 其 間に 自 から 程度の 差が ある、 死に 面して 毫末の 恐 

〇ooooooooooocoooo〇o〇oooooooooooooooooooo 

怖 を 抱く 事な くさながら 幕を排 して 隣室に 赴く と 異なら ざり しもの 未だ 君の 如き を 見ない、 死 は i 莨に 

君の 前に ありて 全然 無力であった、 何人も 君に 對 して 憚らす 君の 死に 就て 語る 事が 出来た、 其 病床に 

於け る 最後の 書翰と いひ 作歌と いひ 感想と いひ 皆 君の 異常なる 信仰 を證 明せ ざ る もの はない、 死に 臨 

みて 尙悠々 顧みて 意味 深き 戲ー 一目 を 弄し 感謝と 希望と に 溢れつ & 君の 所謂 「宇治川」 を 最も 勇敢に 渡り 

COCOOCOOOOOOOO0OOOOOOO0OOOOOO000OO 

去った ので ある、 噴 君 は 我等 をして 此 光景 を 望見せ しめんが 爲に 神より 遣 はされ し 人であった。 

或は 叉 次の 如くに 考 ふる 事が 出来る、 神の 君 を 遣り 給 ひし は 特に 我等 敎友團 の 爲には 非 ざり し 乎と、 

勿論 君の 生涯 は 日本の 爲め又 全人 類の 爲 であった、 然しながら 特に 我等 敎 友の 愛 を 固う せんが 爲に君 

の 一生涯 は费 されたり と 一一-一 a ふ も 君 自身 は滿 足して 之 を 肯定す るで あらう、 而 して 信仰の 團體の 健全な 

る 發達は 規則 叉 は集會 等外 側の 力に. m るので はない、 神の 聖旨に 適ふ眞 正の 敎會を 作る もの は 純 美な 

る 信仰 を 以てする 死で ある、 死 を 以て 信仰 を 試み 死 を 以て； i 音を證 明す るの 士綾 出して 初めて 信者の 

心 を^く 固く 結合せ しむる ので ある、 我等の 間に も旣に 古崎 彊君 あり 松 田 壽比古 li^ あり 而 してん r- 又更 

に 君 を 加 ふ、 我等の 信仰と 友誼と は强 固なら ざらん と 欲する も 能 はない、 斯の 如くして 買 はれた る繁 

ぎの 貴き こ と 幾何 ぞゃ、 彼等が 其 死を以 て證 明した る 團體を 自己の 感情 叉 は 利害 を 以て 破り 得 ベ き で 
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あらう 乎、 否 之が 爲に は大に 忍び 大 に盡 さなければ ならない、 我等の 團體は 福音 の爲の 圑體で あ る 、 

はつ や- -. 

神 の 福音 を 更に 高く 廣く 發揚せ んが爲 に 使用 せらるべき 器具で あ る 、 今や 小 a,: 君 我等の 爲 に 死して 我 

等の 負 はせられ たる 責任 は  一 重大な りと 言 はざる を 得ない。 


藤 井 喬子を 葬る の辭 

こ ite かや」 り  たら 

それ 人 は旣に 草の 如く， 其 榮は凡 S 草の 花の 如し。 草 は 枯れ その 花 は 落つ. 然れど 主の 道は窮 なく 存 つなり 

(彼 得 前書 一章 二 四、 二 五節)。 

我等の 內已 の爲に 生き 已の爲 に 死ぬ る 者な し. そ は 我等 は 生く る も 主の 爲に 生き， 死ぬ る も 主の 爲に 死ぬ、 

もの 

是 故に 或は 生き 或は 死ぬ る も 我等 は 皆な 主の 有な リ C 羅馬書 十四 章 七、 八 節)。 

こと しる  み 

我れ 天より 萆 ありて 我に 一一 目 ふ を 聞け リ， 曰く 汝此言 を 書せ， 今よ リ後 主に 农リて 死ぬ る 死ん は 福 ひなり， 御 

靈も 亦， 曰 ふ、 然" 彼等 は 其 勞苦を 止めて 息まん， 其 功之に 隨 はんと (默 示錄 十四 章 十三 節)。 

〇 私共の 愛し 义 尊敬す る 藤 井 111 子 は 逝きました" 彼女に 性來の 美質が ありました。 近代に 處す るに 足 

るの 敎 育が ありました。 日本 婦人 特有の 淑德が ありました" 之に 加へ て 神と キリストと を 信す る 熱き 

信仰が ありました。 彼女 は 堅忍で、 從 順で、 實直 でありました。 忠實 なる 妻であって、 慈愛 深き 母で 

ありました。 今兹に 彼女 を 失 ふは惜 みても 尙ほ餘 りが あります。 私自身の 實驗 より 言 ひまして、 彼女 

は 私が 此 世に 於て 知る を 得し 最も 善き 婦人の 一人で ありました。 


〇 然るに 今此 婦人が 齢 未だ 三十に 足らざる に 奪ら れ たのであります。 死 は 孰れ も 人生の 謎であります 

が、 若き 淑德の 婦人の 死 は 最大の 謎であります。 神 はな ぜ斯 かる 者 を 取り 給 ふので ある 乎、 何故 其大 

能 を 以て 彼女の 如き 者 を 癒し 給 はない ので ある 乎。 ャィ & の 女 を 死より 呼び 起し 給 ひし キリ スト は 何 

故玆に また 奇蹟 を 行 ひ 給 はない ので ある 乎。 斯 かる 問題 は斯 かる 場合に 於て すべ て 信す る 者の 衷に起 

ります。 そして 私共 は斯 かる 問題 を 提げて 神様 御自身 を 正義の 法廷に 訴 へんと します。 神よ 何 故に、 

何故に と。 

〇 懊疑は まことに 深く あります。 祌は 果して 在る ので ある 乎。 在っても 癒す 能力がない ので ある 乎。 

或は 人の 苦痛 を 他所に 見て 其 祈りに 耳 を 傾け 給 はない ので ある 乎。 …… 深い 深い 疑問であります。 而 

して 此 疑問に 對 して 滿 足なる 囘 答は與 へられす して 私共 は 更に 積 重なる 疑問に 悶 ゆるので あります。 

C 然し 乍ら 神様に も 亦 申 分が あると 信じます。 そして 斯か る 場合 に 於て 私共 は 神様の 御言 葉 を 聞 き 、 

其聖 業を義 とし 奉るべき であります。 「我等の 內 己の 爲に 生き 己の 爲に 死ぬ る 者な し、 そ は 我等 は 生 

くる も 主の 爲に 生き 死ぬ る も 主の 爲に 死ぬ」 とあります。 生く るが 目的でありません。 生く る も 死ぬ 

る も 主の 爲 にす るの がクリ ス チャン の 目的であります。 そして 若し 死ぬ る 事が 生く る 事よりも 主の 爲 

になる のであります ならば 我等 は 死なん こと を 欲する のであります。 そして 人生 多くの場合に 於て 死 

ぬる は 生く るに 勝 さりて 神の 御用に 立つ のであります。 キリス ト 御自身の 場合が それで ありました。 

多くの 義人、 多くの 祌の人 は 生 を 以てして よりも 死 を 以てして 神の 御 榮を顯 はしました。 喬 子さん の 

場合 もさう ではあります まい 乎。 私共 少しく 喬 子さん の 心 を 知る 者 は. 彼女の 心の 切なる 祈願の 那邊 

に 在った 乎 を 知ります。 第一 は 勿論 夫君の 俾道 事業の 擧 らんこと、 第二 は 子 衆 に兩親 弟妹 等の キリ 
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ストの 救に 入らん ことで あつたと 信じます。 一 V して 若し 是 等の 祈願が 途 げらる、 ならば 彼女 は 死を辭 

さなかった のであります。 そして 神 は 彼女の 祈願 以上に 彼女の 祈願 を聽 かんが 爲に玆 に 彼女 を 御自身 

に 取り 給 ふたので あると 信じます。 喬 子さん は 勿論 生きて 多くの 事に 於て 藤 井 君の 事業 を 助く る 事が 

出来ます。 然し 乍ら 彼女 は 死 を 以てして、 生 を 以てして は 到底 爲す ことの 出来ない 援助 を 藤 井 君に 爲 

さんと して 居る のであります。 甚だ 失 禮の申 分であります が、 私 は 私の 實驗 より 申 上げます。 喬子さ 

んを 大國に 送って 藤 井 君 は 本 當の傳 道師に 成られた のであります。 藤 井 君 は 今より は 理想 を 語る に 非 

す， 研究の 結果 を 語る に 非す して、 直に 見し 所の もの を 語らる. -に 至り、 其 結果た る實に 前日の 比に 

あらざる 事を實 驗 せらる、 事と 信じます。 今より 後、 ビヤ ト リスが ダンテ を 助けし やうに 喬 子さん が 

藤 井 君 を 助けら る X ので あると 信じます。 喬 子さん は 決して 己の 爲に 死んだ のではありません。 主の 

爲に 死んだ のであります。 彼女の 夫、 御 雨 親、 叉 私共 友人 一同が 彼女の 死 をして 其 目的 を 誤らし めざ 

る やう 今より 大に 努力せ ねばな りません。 

〇 死 は 最も 惡ぃ 事でありません。 人生、 死よりも 遙に惡 い 事が 澤山 にあります。 故に 爲 すべき を爲 し、 

信すべき を 信じ、 高き 目的の 爲に 一 生 を 終る。 是れ 悲しむべき 事に 非す して 實は 感謝すべき 事で あり 

ます。 無難に 危險 多き 旅行 を 終った のであります。 我等に 感謝の 讚美が 揚ら ざる を 得ません。 喬子さ 

んに 今や 病の 苦しみ は 止み、 誘惑の 心配 は 止み、 天に 在て 祌を 讚美し、 地に 在る 愛する 者の 爲に 祈る 

の 喜びが 存る のみであります。 私共 兹に 彼女の 爲に 感謝すべき ではあります まい 乎。 (大正 十一 年 一九 

ニニ 年 十月 三日) 


醫學士 武信慶 人君 を 葬る の辭 

汝は 我が 臓腑 を 造り 叉 我 母の 胎に我 を 組成た まへ り。 我れ 汝に 感謝す、 我 は 長るべく 造られたり、 

汝の 事跡 は 悉く 奇し、 我靈魂 はいと 詳 かに 之 を 知れり (詩篇 百 三十 九篇 十三、 十四 節)。 

人の 衷に は靈 魂の 在る あり、 全能者の 氣息 彼に 聰明 を與ふ (ヨブ 記 三十 二 章 八 節)。 

誠に 實に汝 等に 告げん、 死し 者 神の 子の 聲を 聞く 時來 らん、 今 は 其 時な り、 之 を 聞く 者 は 生く ベ 

し (ョ ハネ傳 五章廿 五節)。 

0 近世 醫學と 宗敎と は 到底 調和すべからざる 者で あると 多くの 人 は 思 ひます。 前者 は 論理 竝に： 大然の 

法則に 從 つて 行 はる k 研究の 上に 成立す る 者、 後者 は 本能 叉 直感より して 起る 信仰 を 基礎と する 者で 

あります。 二者 其 發足點 を 異にする が 故に、 其 調和 は 永久に 不可能で あると は、 私共が 醫學 者の 側よ 

り 常に 聽 かせら る、 所であります。 然るに 議論の 可否 は刖 としまして、 醫學も 在ります、 宗敎も 在る 

のであります。 科學 全體、 殊に 醫學の 進歩に 由て 宗敎 は廢れ す、 又宗 敎の擴 張に 由て 醫學 は衰 へない 

ので あ ります。 醫學も 宗敎も 人生 の ハ卡ふ ベ からざる 事赏 で あ り ます。 多く の 大醫が 熱心 な る 信仰 家 で 

あり、 叉 多くの 信仰 {ズれ が 醫學の 獎勵者 叉 は 研究家 であるの で あります。 反對者 であらね ばなら ぬが 如 

くに 見 ゆる 醫學と 宗教と は、 實 際の 所、 親密なる 友、 又 和合せ る 共働 者で あるので あります。 

0 私供が 今日 此 所に 其 死 を悲む 所の 私共の 友人 武信慶 人君 は 其 一 例であります。 君が 忠實 なる 醫學の 
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研究者で ありし 事 は、 君の 先生； a に 同窓の 克く 知る 所であります。 醫學、 殊に 生理 學は 君の 生命で あ 

りました。 私供 君の 友人 は 曾て ー囘 も、 君が 醫學 以外に、 の活 働の 場所 を 求めん との 希 wlf: ある を 聞 

いた 事はありません。 然るに 此 人が 稀に 見る 熱心の 基督 者であった のであります。 中學 時代より 大學 

卒業後、 君が 世 を 去る に 至る まで、 其 熱心 は變ら なかった のであります。 而已 ならす、 君 は醫學 研究 

者と して 基督 敎の 信仰に 對し、 深い 疑を懷 いた 事 もない らしく、 如何にも 君の 自然 性ら しく. 醫學と 

信仰と を 二つながら 同時に 受けられた やうで ありました。 其點に 於て、 私 は武信 君に 於て、 一一 ュ，' ト 

ン、 ダル トン、 フ ハラ デ ー 等の 大學 者に 在った やうな 調和 を 見ざる を 得なかった のであります。 武信 

君 は 生理 學者 であり、 同時に 基督 者で あると は、 君 自身 は 勿論、 私供^の 友人 一同 は 毫頭疑 はな かつ 

たのであります。 其點に 於て 君 は 誠に 幸福なる 人で ありました。 ^は 近代 人が 經驗 する 恐ろしき 懷疑 

の 煩悶な くして 科學 者た ると 同時に 信仰 家たり 得た のであります。 

〇 武信君 の 如き 場合に 於て 私供 は 知る のであります、 人 は 自己 を 欺く ことなくして 科 學ネで あ る と 同 

時に 信仰 家で あり 得る こと を 知る のであります。 そして 其 事 は 人 は 物質で ある 計りで なく * 叉 精神で 

ある こと を 示す のであります。 若し 醫學と 信仰との 間に 衝突が あると 言 ひますならば、 其 衝突 は 天然 

其 物の 衷に 在る のであります。 少なくとも 人？ i の衷に 在る のであります。 昔の 信仰 家が 自己の 體を見 

て、 「我 は 長るべく 造られたり、 神よ 汝の 事跡 は 悉く 奇し」 と 叫びし やうに、 今 曰の 學者も 亦 人體を 

研究して、 その 到底 人智 を 以て 究め 盡す ことの 屮 I 來 ない 機關 である 事 を 知る のであります。 そして 又 

自己に 省みて、 自己 は單に 血で なく、 プラズマで なく、 ホル モ ー ンで なく、 スピリット (靈) である 

こと を 知る のであります。 「人の 衷 には靈 魂の 在る あり」。 如何に 物質的の 科學 者と 雖も， 時には 此 一 


事 を自覺 せざるを得ないので あります。 彼が 「精神 一到 何事 か 成らざる」 と 云 ひて 奮起す る 時に 此事 

を認 むる のであります。 醫學 者が 醫學の 爲に斃 る & 時に、 自分に 自分の 肉體 以上の 生命 ある を認 むる 

のであります。 如何にして 肉體、 精神の 共存 を說明 せん 乎と は 心理 學、 生理 學、 精神 醫學 の大 問題で 

あります。 そして 滿 足なる 說明は 旣に與 へられた りと は、 如何なる 學者も 未だ 告 おし 得ません。 然し 

乍ら 說明 は别 として、 人 問 は肉體 であると 同時に 靈魂 であると は、 是れ 否むべからざる 事實 であり ま 

ユラ 

0> 武信君 病 革 まり ノ 最早 攝 生の 必要な きに 至り、 醫師は 家人に、 君が 欲する 者 は 何なりと 與 ふる も 差 

支な しとの 許可 を與 へました。 家人 は 君の 耳 近く、 「何が 欲しく あります 乎」 と 訊きました。 衰弱の 

結果、 聲が 細りて、 殆んど 語り 得 ざり し 君 は、 此時 急に 力 を 得たら しく、 聲を勵 まして 言 ひました、 

「天 國」 ，こ。 是が武 信 君の 此母レ に 於け る 最後の 一首で ありました。 欲しき 者 は 食に も あらす、 水に も 

あらす、 其 他 此世此 肉に つける 3： 物に も あらす、 「天 國」 であると。 そして 是れ が眞の 人の 欲望で は 

ありません 乎。 死して 死なざる 生命 を營 むことの 出來る 所の 天！：、 正義と 聖善 とが 完全に 行 はる. -所 

の 天國、 靈の國 なる" 大 國、 私供 何人も 之が 欲しくありません 乎。 そして 武信君 は 天國を 求めて 之 を 得 

たと 私 は 信じます。 武信君 は 其 短 かき 生 に 於て 人生の 目的 を 達した と 信じます。 ( 一 九- ： 三年 十 一 

月廿ニ  no  . 
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死の 權威 • 

大正 十二 年 (一九二 三年〕 十二月 九 = 午後， 女子 學院 IS 堂に 於て 

我れ 天より 聲 ありて 我に 言 ふ を 聞け り、 HI く此 一一 一一 11 を 書せ、 八：' より 後 主に 在りて 死ぬ る 人 は ii ひな 

り、 御霊 も 亦 曰 ふ， 然り 彼等 は 其 勞苦を 止めて 息まん、 其 功之に 隨 はんと (默 示錄十 gi 章 十三 節)。 

0 今 n は 女子 學院 同窓 追悼 會が 催さる、 の で 私に も 5^ 席して 何 か 感想 を 述べ ろとの 御申附 であり まし 

た。 名譽 ある 長い 歷史 をお せらる、 學院の 事で ありま すれば、 其 同窓の 內 より 天に 召さる、 者の 毎年 

®i くない 事 は 止む を 得ざる 次第であります。 私 も 過去 四十 六 年間の 基督 信者と しての 生涯に 於て、 直 

接 間接に 御 校； に 其 前身たり し樱 井女學 校： に 新 榮女學 校と、 多少 の 關係を 有た ざ る を 得ません で し 

た。 御 校 Hi: 窓 生竝に 之に 關 係せられ し 方の- 2： に、 私の 敬愛す る 方 は 欺くありません。 故樱 井お は 明治 

の 初年 函館 以来の 知友でありまして、 女子 敎 育に 就て は 夙く より Ilf; の 御意 見 を 聞いて 居りました。 又 

近頃に 到り 故黑崎 夫人 高木 ス ミ子 は 私が 知る を 得し 日本的 基督教 婦人の 好 模範でありまして、 實 際の 

所、 私 は 彼女 を 知って 後に、 女子 學院 に關 する 私の 誤解が 取 去られました。 西洋の 敎師 方の 內に ツル 

1、 ガ ー ヂナ ー 等の 方々 がありまして. 侗人 として は^に 御 交際 は 致しませんで したが、 其 御 信仰の 

性質に 於て、 私の それと 殆んど 一致して 居る 所から、 今日に 至る も 常に 蔭ながら 御 慕 ひ 申す 次第で あ 

ります。 夫 故に 今日の 追悼 會に 於て 私も亦 自分の 追悼 を 以て 列席した のでありまして、 幾分な りと も 


^様と 共通 の 悲歎 を懊く の で あ ります- 

〇 私供 は 常に 死と 死^と に 就て 思 ひます、 然し 乍ら 御： えに 今年 程 死に 就て 思 はせられ た 事 はあり ませ 

ん。 犬 ".i- 十二 ハ牛は 殊に 「死の 年」 でありました。 戀 愛の 爲に 死んだ 人. 地震の 爲に 死んだ 人、 火審の 

爲に 死んだ 人、 只で さへ 死 は 人生 を 支配す るに、 今年 は 特に 其 猛成を 振 ひました。 人 は 人生と 云 ひて 

人生 は 生きる 事で あると 云 ひます が、 然し 乍ら 過ぐ る半ケ 年のお 互の 經驗 に^て 考 へ て 見 ますれば、 

人生 是れ 死ぬ る 事で あるとの 感を 起さぐ る を 得ません。 死 は何處 にで も 私供 を 待ちます。 朝に 別れし 

夫婦 や 親子 は 夕 に必す ふとの 保證 はない ので あ ります。 ^供 の 接 息す る 此の 地球 はいつ 何時 破壞す 

る 者で ある 乎 判明ない と は學^ が 常に 私供に 敎 ふる 所であります が、 然し 乍ら 其 學說の 如何に 眞 であ 

る 乎 を 私供 は 今年 充分 に敎 へられた のであります。 私供 は 實際不 安の 世に 在る のであります。 地 其 物 

が 破壞の 危險に 居る 者であります。 其 上に 生 を營む 私供が 死に 就て 考 ふる は 當然の 事であります。 

〇 昔 は 宗敎と 云へば 人が 死後に 備 ふる 爲の途 でありました。 そして H ジブ 卜 人の 如き は 其 一 生 を 死の 

準備の 爲 に^りました。 そして 千：：： と雖 も西藏 人の 如き は 生く るよりも 死ぬ る こと を 以て 人生の 目的 

となして ig ます。 然るに 死に 就て 餘り 多く 考 ふる 寧の、 進歩 を 妨げ、 幸 一 i を 害 ふと 云 ふ 理由から して， 

現代人 は 他の 極端に 走りて * 死に 就て は 眞劍に 思 ふ審を 避け、 注意の 全部 を 生に 拂 ふに 至りました。 

「我れ 朱 だ 休； を 知らす、 焉んぞ 死 を 知らん」 との 孔子の 首 は义 現代人の 主張でありまして、 今や 宗敎 

家と 雖も、 死に 就て 確信 を懷 くと 稱す るが 如き は、 妥想. 獨斷 なりと して 顧みられ ざるに 至りました。 

然るに 八，' や 死 は-. ^び 私供の 前 に 現 はれて 其 H  ニグ マ (謎〕 の 解決 を 以て 私供に 迫る のであります。 私 

供 は 之 を 避け んと 欲し て 避く る 事 は 出來ま せん。 生. は 甚だ 不安なる 者、 而 して 死 は 最も 確實な る 者… 
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…眞 面目に 考 へて 死 は 生よりも 犬なる 者、 死に 就て 明瞭なる を 得て 生に 就て 明瞭なる を 得、 死 を 問題 

外に 撤 して 生 はぎ 時まで も暗黑 であるので はありません 乎。 

〇 研究 は 後 廻し として. 實 際の 所、 死者 は 生者よりも 勢力が あるではありません 乎。 私供 は 今日 死者 

追悼の 爲に 集りたり と 云 ひて、 み 悲み憐 む 者 は 私供 生者であって、 悼まれ 悲 まれる 者 は 死者で ある ■ 

乎の やうに 思 ひます が、 然し 事實は 菜して さう であり ませう 乎。 私供 は 自分の 心に 問 ふ， て 果して 死者 

を 慰む るの 資格が あると 思 ひます 乎。 貴女 方 は 今 ツル ー さん ガ ー. チナ ー さん 等の 靈に 向って 「貴女 は 

死んで ぉ氣の 毒であります、 私 は尙ほ 生き 居て 幸福であります」 と霄ひ 得ます 乎。 其反對 が事實 であ 

ると 信じます。 死せ る 彼等が 生ける 私供 を 支配し、 導き、 敎へ、 慰む るので あります。 彼等が 座せ し 

椅子 は 今 は {仝 であり ますが、 其 空の 椅子 こそ 彼等が 今 占む る權 威の 寶座 でありまして、 私供 は 之に 對 

して 尊敬 を し、 服 從を呈 する のではありません 乎 。實に 私供が 彼等 を 悼む のではありません、 彼等 

が 私供 を 悼む の で あ り ます。 彼等 は 死して 其權威 の 位に 卽 いたのでありまして、 私供 は 生きて 其 命令 

に從 ふので あります。 今の 校長、 敎頭、 理事、 職員， すべてが 遣 産の 管理人でありまして、 其 持主 は 

今 は 去り て 其 休息に 人 つたの であります〕 追悼 會は實 は 死者 生者の 交通き であります。 そして 此き合 

O00O000000O0000OO  OOOOOOOOOOOOOOO0OO00O00O 

に 於て 死者 は 上座 を 占めて 生者に 對し、 生者 は 死者 を迎 へ て其指^^11.敎訓に與かるのでぁります。 ， 

〇 死は斯 くも 贵き ものであります。 キリスト は 其 十字架の 死 を 以てすべ て 彼 を 信す る 者の 罪 を 牘ひ給 

ひたりと 云 ひ、 「今より 後 主に 在りて 死ぬ る 死人 は 福 ひなり」 とあります。 死 は 恐怖の 王、 不幸の 極 

と 云 はれます が、 死 其 物 は 決して 惡事 でない と 聖書 は 明に 示します。 惡ぃ者 は 死の 外に 在ります、 其 

ものが 死 をして 不幸の 極たら しむる のであります。 之に 當 るに 正 當の途 を 以てし ますれば、 死 は實は 


幸 幅に 入る の s: であります。 現代人が 死の？ 1： 題 を 避く る は 此道を 知らす 又 知らん と 欲しない からで あ 

ります。 イエ スは其 前に 置かれた る 所の 喜樂の 故に H りて その 恥 を も 厭 はす 十字架の 死に 堪へ 給へ り 

とあります (ヒ ブライ 書士 一章 一 一節 )o 死後の 喜樂を 知って 死 は 決して 厭な 避くべき 問題で はあり ま. 

せん。 

〇 そして 死より 其 恐怖 を 奪 ひ、 之 をして 權 威たら しむる 者 は 何であります 乎。 哲學 です 乎。 神學 です 

v^" 其 他の 種々 の 智識です 乎。 社會 事業です 乎。 政治です 乎。 道德 です 乎。 私 は 死に 臨んで、 後 を 願 

みて 心に 何の 疚しき 所な きに 至って 死に 勝つ 事が 出來 るので す 乎。 さう であると 人 は 思 ひます。 今や 

多くの 基督 信者と 稱 する 人達まで がさう 唱 へます。 然し 乍ら 死 を 實驗 した 者 はさう 言 はない ので あり 

ooocooooooc-oo〇ooooooooooooo  oo>〇  oooo 

ます。 すべて 死に 勝った 人 は 死に 勝ち 給 ひし 神の 獨チに 由って 勝った のであります。 「キリスト 死 を， 

廢し幅 昔を以 つて 生命と 壞 ざる 事と を 明 著に せり」 と は 人類の 實驗を 以て 證 明され たる 聖書の 言で あ 

ります。 「此 外^に 救 ある 事な し、 そ は 大ドの 人の 屮に 我等の 依頼み て 救 はるべき 他の 名 を 賜 は ざれ 

ば 也」 とのべ テロの 言 は單に 敎會の 信仰 窗條 ではなく して、 人生の 眞 面目の 事實 であります。 そして 

今囘の 震災に 依りまして、 此の 事 實が許 多 提供され ました。 死 は 信者に も 不信者に も 臨みました。 單 

に 災禍と して 見て、 震災と 火災と は 何人に 取りても 災禍で ありました。 然し 乍ら 之 を 受けし 心の 狀態、 

义 死者の 場合に 於て は、 其 死が 生者に 及ぼせる 感化 力に 於き まして は、 信者と 不信者との 間 は 天地の 

差が あります。 或る 信者 は 被服 廠 跡に 於て、 猛火に 包まれつ、 ある 間に- 罪の 悔改 を唱 へながら 死に 

就きました。 私の 友人の 橫濱 の齋藤 梅吉君 は 煉瓦の 下敷と なり、 遁 るべ からざる を 知る や、 友人に 老 

母の 後事 を 委ね. 祈禱を 口にしながら 燒 死ました。 多分 斯 かる 例 は澤 山に 在る と 信じます。 そして 死 
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を 免 かれし 場合に 於ても、 眞の 信者が 失び ポ落膽 する 者に 私 は 今日まで 一 人 も出會 ひません。 皆な 良き 

さ ゝ け. fc  ^ 

火の パプ テス マ を 受けた と 云 ひて 感謝して 居ります。 此際 特に 感謝の 祭 物を獻 げたし とて、 燒殘 りし 

財布の. s: より 少 からぬ 獻 金を箭 らして 来た 者が、 私の 所 丈け でも 二三 人 ありました。 天罰なる 者果し ■ 

て 有り やと か、 若し 神が 愛で あるならば 何故に 斯 かる 災難 を 下し 給 ふやと か 云 ふ 問題 は斯 かる 人達に 

は 無い S であります。 彼等 は 唯 羔 の 血に 由て 死に 勝つ 事が m 来たので あります。 死の 哲學 的說 明で 

はありません。 そんな 物 は 有り得ません、 實驗的 解決であります。 そして 實際 的に 勝つ を 得て、 私供 

何人も 哲學的 證明を 得ん とて 煩悶 しないので あります。 

〇 そして 女子 學院が 其 生徒に 與 へんと 欲した 者 は 死に 勝つ の此 力で あると 私 は 憎 じます。 女子 學院は 

我國に 於け る 女子 敎 育の 率先^と なり 多くの 有爲 なる 女流 を產 出した 事 は 何人も 疑 ひません。 然し 乍 

ら 日本の 文化 を 助く るの が 女子 學院 第一 の 目的で ない 事 は 私 は 信じて 疑 ひません。 私 は敎會 としても 

役員と しても 御 校に は 柯 の 關係も たい 者であります が、 然し 乍ら 基 督者 として 基督 者 の 心 を 知ります。 

基督 者 は 敎育を 重 じます が、 敎 育よりも 信仰 を 重 じます。 女子 學院の 建設者、 又其敎 導の 任に 當 りし 

方々 の 主 服と せし 所が 西洋文明の 輸 人に 非す して、 主ィ H ス キリス 卜の 福音の 注入に ありし 事 を 私 は 

寸毫疑 ひません。 若し 今日 此 席に ツル ー さんな り、 ガ ー. チナ ー さんな りが 居られましたならば …… そ 

して られ ますと 私 は 確かに：^ じます …… 是 等の 敎師方 は必す 私に 一一 一一 n はれる と 信じます Mr.  uchi-. 

mul.a- tls-t,  is  true;  do  please  empliasize  that  fact ;  do,  Dleasdc! と。 故に 私 は 越ながら 是 等の. - 

死せ る：： 儿弟姊 妹 方に 代って 皆様に 申 上げて 可から うと 思 ひます、 「皆様 女子 學院の 根本 を 忘れないで 

下さい。 是は 聖書に 示された る キリストの 福音であります。 キリスト は 死に 勝ち. 死して 輕り、 今 は 


天に 在りて 萬 物 を 統治め 給 ひ 、そして やがて 時 到れば 冉び 臨り て 死せ る 者と 生 殘れる 者と を 審判き ぬ 

ひます。 永遠に 生き 給ふィ H ス キリス 卜、 彼 を 信す る 事が 眞の 生命であります。 そして 彼 を 信じて 地. 

震 も 火事 も、 死 其 物 も 私供の 眞の 生命に 何の 危害 を も 加 ふる 事 は出來 ません。 皆樣、 女子 學院が 特に， 

皆 樣に敎 へんと 欲した 事は此 事であります」 と。 そして 今囘の 震災に 由て 此 福音が 日 木國に 取り 何よ. 

り も 大切なる 者に なりました。 今より 後日 本國 を開發 する 者 は 西洋文明ではありません。 靈 魂の 光に. 

して 其 生命なる キリス 卜と 其 幅 昔であります。 どうぞ 皆樣、 女子 學院の 卒業生と して、 皆様が 受けら 

し此寶 を此際 特に 用 ひて ド さい。 是が 今日の 此 追悼 會を 最も 意味 深き 者たら しむる 事で あると 信じ- 

ます。 


神 田 乃 武君を 葬る の辭 

『H々 C 生涯』 大正 十三 年 (一 九 二 四 年) 一 月 四日の 記事 參考。 

〇 「一 たび 死ぬ る 事と、 死て-藩 判を受 くる 事と は 人に 定まれる 事な り」 と 聖書に 在ります (希 怕來書 

九 章 一 一十 七 節 )。 人 は 何/、 も 一 度 は 死ぬ る 者であります が、 死ぬ る 計りで はない、 死して 審 執を受 く 

る 者で ある、 其 事 も 亦 死 と共に 彼に 定められ たる 事で あると 云 ふの が此聖 語の 意味で あ ると 思 ひます- 

そして * 判を受 くると は 「刑罰に 處 せらる」 と 云 ふ 事ではありません。 其 値 値 を 定めら ると 云 ふ 事で 

あります。 人 は 善 かれ 惡 しかれ 其 價値を 定められ すして は^またい。 そして 其 價使を 定めら る、 彼が 
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死んで 後で あると 云 ふので あります。 

〇 玆に 我等の 敬愛す る 神 田 乃 武君は 死なれました" そして 其の 體を遣 族の 手に 委ねて、 其 靈魂は 造 物 

主の 所に 還りました。 彼 は 其 所に 完全なる 審判 を受 くるので ありまして、 人 は 何人も 其 審判に 携 はる 

の 權利を 有しません。 天に おす 父なる 祌は、 最も 公平に、 又 最も 寛大に、 其 造り 給 ひし 人 を 審き給 ふ 

と 信じます。 私供 は 死せ る 者の 死後の 運命 は、 安心して 之 を 愛の 父なる 眞の 神に 委ねて 可な りと 信じ 

ます。 

〇 然し 乍ら 神に 代つ て 審判く にあら すして、 私供の 知り 叉 量り 得る 範圍に 於て、 故人の 價値を 量り 知 

らんと する は 私供に 許された る：；^ であると 信じます。 是は彼 を 批評 せんとす るので はありません、 彼 

に 由て 人生の 眞 理を學 ばんと する のであります" 神 田乃武 君の 一生 を 以て、 祌は 私供に 何 を 敎へ給 ひ 

し 乎、 私供 は 其 事 を 知らん と 欲する のであります。 

〇 人の. 慎 値を定 むる の 標準 は §: つ あると 思 ひます。 其 第一 は 彼の 此 世に 於け る 所有の 高であります。 

其 第二 は 彼の 知識 程度であります。 其 第三 は 彼の 事業の 範圍拉 に 性質であります。 其 第 M は 彼の 品性： 

ひと となり 

卽ち爲 人であります。 其內 第一 は 最も 低い 者でありまして、 人の 永遠の 憒 値を定 むる に 方て は 殆んど 

標準と なすに 足りない 者であります。 ィ H スは敎 へて：！： ひ 給 ひました 「戒心して 貪 心を愼 めよ、 夫れ 

人の 生命 は 所 蓄の饒 なる に 因らざる 也」 と (路加 俾 十二 章 十. 五節)。 富める 人の 贵 まる- -の は、 大抵 

の 場合 は此世 限りであります。 「我等 何 をも携 へて 叱に 来らす、 亦 何 をも携 へて 逝く 能 はざる は 明か 

なり、 故に 衣食 あらば 之 を もって 足れり とすべし」 と. M 書が 敎 ふる 通りであります (テ モテ 前書 六 章. 
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七 節)。 死が 何人の 場合に 於ても 敎 ふる 大眞理 の 一 は、 此 此の 富の 惯 値の 至って き いであります。 


〇 知識 はたし かに 富 以上の 賓 であります。 子を敎 へ ざれば 生まざる に 若 かすでありまして、 人生の 禽 

さの 半面 は- たしかに 知識の 璲得 竝に擴 張に 在ります。 然し 乍ら 知識が 最上の 寶 でない 事 は 人の 克く 

知る 所であります。 知識 は 主に； 大ォ义 は 境遇の 賜物でありまして、 何人も 自 から 求めて 學者 たる 事 は 

出来ません。 知識の 上に 事業が あります。 そして 事業の 上に 品性が あります。 事業の 成否 は 半ば 境遇. 

と 時代と に ra; ります。 如何なる 大人物と 雖も、 所と 時と を 得すして、 事業 を擧 ぐる 事 は 出来ません。 

人の 價 を定 むる に 彼が 成し遂げし 事業 を 以てして、 私供 は 彼の 評 價を誤 まるの 虞が あります。 

〇 富と 知識と 業、 . 以上 は 孰れ も贵ぃ 者であります が、 其 上に 更に 貴い 者が あります。 それ は 品性 又 

は爲 人であります。 初めの 三つ は 孰れ も 人の 身に 附 いた 者でありまして， 人 自身ではありません。 之 

等 は 取て！： ぐ ことの 出來る 者でありまして、 人に イン ヒャ (同着) する 特性ではありません。 若し 私 

の _  ^ 

共 クリスチャンが 信す るが 如くに、 人に 死後の 生命が あると します るなら ば、 其 所有と して 存る もの 

は、 唯 品性の 一 であると 思 ひます。 人の 永遠の 價； p; は、 彼が 何 を 有った 乎、 何 を 知った 乎、 何 を爲し 

た 乎に 由て (疋 まる もので はなく して、 彼が 是 等の 事を爲 しつ k ありし？ i に 得し 彼の：： § 性 又は 爲 人に 由 

て 定まる ので あると m 心 ひます。 若し 神 田 君 をして 其 巧妙なる 英語 を 以て 言 はしめ しなら ば、 A  man-s 

もちもの 

value  consists  not  ni what  ne  possesses,  but  in  what  he  is. 人の 價値は 彼の 1^ 有に 因らす、 彼の 

爲 人に 因る。 彼が 何 を 有った 乎、 何 を 知った 乎、 何を爲 した 乎に 闪ら す、 彼が 何んで あった 乎に 因る。 

彼の ボ ッセ ッスシ ヨン に 因らす、 彼の ビ ー ィ ングに 困る。 是は 人の 價値 を定 むる に 方て、 最上 最大の 

標準であります。 

〇 今 神 田乃武 君の 一生涯 を 以上の 標準に 照らして 觀 察しまして、 私供 は 何を學 ぶで ありませ う 乎。 第 
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あと おそ 

一 に^ は 養 はれて 名家の 後 を 襲 ひ、 富豪と は稱 すべから ざり しも、 常の 程度の 高から ざる 此國に 於て、 

巾 流 以上の 生活 を營 まる. -の 地位に 在りました。 其點に 於て 君 は 幸福の 人で ありました。 君 は 日本人 

多 數が爲 す が 如くに 生活の 爲に 裔鬪す るの 必要が ありませんでした。 貧 は 決して 恥づ べき 者に 非す、 

之に 勝たん として、 n  § 性丄多 くの 益す る 所 あると します る も、 贫は 決して 望ましき 者でありません。 

祌 田 li^- の 場 合 に 於 て 、 生 活 の 資 に 裕 か な り し Is^f は 君 の 紳 士 的 氣 風 を 維 持 す る 上 に 益 で ぁ つ た と 思 ひ 

ます。 

〇 知識に 於ても 神 田 君 は 普通 以上の 所お 者で ありました。 1!?; は 或 ひ は大學 者と 稱 する 質の 人で はな か 

つた 平 も 知れません が、 界の 知識 は廣、 汎で、 好く バ ランス されし 者で ありました。 君 は 我國に 於て 英 

語學の 泰斗と して 知られました。 實に君に取りては英；^；！は第ニの園語でぁりしょりは、 寧ろ 第一 の國 

語で ありました。 英語 を 解し 得る 者に は 君 は英， 語 を 以て 文通され ました。 君 は 英語の 眞髓に 達せられ、 

英語 を以 て 話し、 英ー^^1を以 つて 考へ られ ました。 一 n に英；^jiと言ひますが、 英語 は マスタ ー する に容 

易い 富 語ではありません。 然るに；； « は 米 W ァ マ ス ト火風 子 在 學屮、 n 本人で ありながら 英語 學第 一 等 賞 

を 贏ち 得られた のであります。 はたし かに 英語 を 英米人に 敎 ゆるの 力量 を 持 たれた と 信じます。 若 

もてはや 

し 神 3^ が 其  一 .iH を 米 S に 於て 送られし ならば、 彼 は 第 一 流の 英語 學者 として 彼！： に 持 離された と 思 

ひます。 

〇 君の 事業と して は、 帝大 に、 商 火に、 外語に、 學^ 院に、 正則 屮學 校に 校長たり 乂敎鞭 を 取られし 

こと、 又 英和 辭典、 リ ー ダ ー 等の 編 に 成功され し 事 は 人の 克く 知る 所であります。 そして 君が 殊に. 

力 を 注が れ し は 正則 巾學校 であった との 事で あります。 之 は單に 英語 を敎 ゆる 爲の學 校ではなかった. 


のであります c 之 は 君が 外 山 正 一、 元 良 勇次郞 等の 同志と 共に 君の 现 想の 敎育を 施さん との 企圖 であ 

つたと 思 ひます。 然るに 事 は 志に 合 はすして、 ^は大 なる 失望 を 感ぜられ たとの 事であります。 君 は 

米國 育ちの 學者 でありました。 君を敎 育せ し米國 マッサ チュ ー セッ ト州ァ マスト. カレ ッジは 新英洲 

精神の 粹を鍾 めた る學 校であります。 此 所に 廣汎 にして 正確なる 知識が 授けら る \ と 同時に、 高潔な 

る氣 品が 養 はれます" そして 氣 品と 知識と 孰れが 贵 ばれる 乎と 云へば、 勿論 氣 品が 貴 まれます。 敎育 

と は 良き 專門家 を 作る 事に 非す、 先づ第 一 にゼ ン トル マ ンを 作る 事で あると はァ マ ス ト敎 育の 根本で 

あります。 德 育に 於て は 敬虔と 自由 を 重んじ、 知育に 於て は 知識の 廣き 堅き 基礎 を 築かん とする ので 

あります。 私 も 幸に して 神 田 君が 去りし 後に アマ ストに 學んだ 者でありまして、 哲 と共に 其 特殊の 敎 

育に 與 りし 者であります。 そして 神 田 君は此 種の 敎育を 日 木に 於て 施さん としたの であり ます。 然 る 

に 時勢 は 君 をして 此事を 爲すを 許しませんでした。 M 人が 唱へ 出せし 事 か は 知りません が、 明治 二十 

二三 年頃より、 n 本に 於て、 R 本 はすべ ての 事に 於て 獨 逸に 傚 ふべ し、 英米 殊に 米 圃に傚 ふべ からす 

と唱へ 出しました。 獨逸は 帝國、 米國は 共和 匪、 故に 米 S に 傚 ふ は 我帝阈 の 基礎 を危 くす るの 虞れ あ 

りとの 思想が 一般に 信ぜら る \ に 至りました。 そして 其：^ 果 としてす ベての 事が 獨逸 化せられ、 敎育 

も亦獨 逸に 傚 ふに 至りました。 玆に於 て か 米 國に學 びし 者 は 一 種の 疑 ひの 服 を 以て 視ら れ、 其 乎 腕 を 

4^ ふの 途が絕 たれました。 そして 神 田 君 も亦此 災禍に 遇 ひし 者の 一人でありまして、 君が 君の 地位と 

學識を 以てして より 犬なる 事業 を擧 ぐる 能 は ざり し は是れ 決して 君の 罪で はない と 信じます、 若し 日 
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本に 具 服 者 ありて、 學 ぶべき は獨 逸に 止まらす、 英米 亦 大に學 ぶべき を 主張し、 神 ffl 君の 如き 者 を 起 
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し て 大に其 手腕 を 揮 はしめ し な らば、 日 本人 今日 の 狀 態に 犬に 見 る ベ き 者が あ つたら うと 思 ひます。 
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.  そむ 

殊に 普通 敎 育に 於て は 米國は 世界の 模範であります。 ギモ クラシ ー は 君國に 逆く 事でありません。 人 

各自の 價値を 認めて 之 を 充分に 發揮 する 事であります。 善き デ モ クラット は 共和 國に 在りて は 善良の 

市民で あり、 帝政 固に 在りて は 忠良の 臣 であります。 祌田 君の 一 生が 克く其 事を證 明して 餘り ありま 

す。 君が 最後の 御 奉公と して、 德川 公に 隨ひ、 ワシントン 會議に 臨み、 好く 君國の 爲に盡 した 事 は 人 

の+ 兄く 知る 所であります。 極端なる 社會 主義 や 過激 思想 は 英國叉 は 米 國には 起り ません。 其 理由 は 明 

かであります。 デモ クラシ ー を危險 想と 見る 程淺ぃ 見方 はない と 信じます。 神 田 君の 一 生が 斯 かる 

<1<1A<:A<1<: 厶 A 厶厶 <"<3 な △<l厶△厶<5<l厶<3△<l△ 

見方に對する最も有カなるボ  口 ー テス ト であると 信じます。 

〇 如斯く し て 事業家 としての 神 田 乃 武君は 失意の 地位に-居られ たので あると 思 ひます。 君 をして 單に 

英語 學界 の權 威と して 其爲す 有る の 一 生 を 終らし めし は國 家の 爲に惜 むべき 事で あると 思 ひます。 然 

し 乍ら 人 は 事業ではありません。 得意 も 失意 も 人生の アクシデント たるに 過ぎません。 人 は 人で あり 

ます。 人の 本 當の價 値 は 彼の 事業に 由る に 非す、 彼の 爲 人に 由て { 化 まるので あります。 彼の 境遇と 學 

g| と 事業と を 離れて 神 田 君 は 如何なる 人で ありました 乎。 是れ 君の 價値 を定 むる に 方て 最上 最大の 問 

題であります。 

〇 神 田 君 は 第一 にゼン トル マンで ありました。 君 は 如何なる 立場に 立 たれても、 S の此 特性 を 失 ひま 

せんでした。 君 は單に 上品であった のではありません。 彼の 心が ゼ ント ルマン レ ー であった ので あり 

ます。 君 は 性格と して 下品なる 事に 堪 へられませんでした。 下品なる 遊び、 下品なる 談話、 下品なる 

交際に 堪 へられませんでした。 君 は 社會上 貴公子で あつたに 止まりません、 性格 上の 貴公子で ありま 

した。 本 當のノ ー ブルで ありました。 故に 君 は 文明 國 孰れの 社會に 立ちても、 其 尊敬 を惹 きました. - 


そして ゼ ン トル マ ン たる 事、 決して 容易なる 事ではありません。 すべての 貴族が 決して 貴族で ない の】 

であります。 其 外部の 風采、 暴動、 一一 一一 c 葉 使 ひ 等に 於て 紳士た る 事は屮 I 來 ない 事ではありません。 然れー 

ども 性格 的 紳士た る 事、 此は 至て 得難き アツ クウ イジ シ ヨンであります。 そして 神 田 君 は 日本 紳士と 一 

して f 界 到る 所に 光 を 放ちました。 君に 外交的 手腕な しとて 歎く に 及びません。 君 は 日本 紳士と して i 

輝き、 君の 故 國に對 し 文明 世界の 尊敬 を惹 きました。  W 

O000O0OO000O00OO00O  . 

〇 神 H 君 は 第一 一に， デモクラットで ありました。 君の ァ マ ス卜敎 育が 然 らしめ たので はない 乎と 思 ひま： 

す。 私の 知る 貴族の で、 ！^？；ほど貴族らしくなぃんはぁりません。 私 は 常に 思 ひました、 若しす ベて， 

の 貴族が 君の 如くに 平民 的であって 下さったならば、 我等 平民 は 如 3： に 幸福で あるで あらう と。 神 田 _ 

君 は 御 自分の 價 値で 立 たれました。 故に 君 は 爵位 を 以て 輝かす して 爵位 は：^ を 通う して 輝きました。 一 

寳に君 は英國 民が 敬愛して 止まざる 平民 的责 族の 一人で ありました。 君 自身が 大 平民でありまして、 一 

平：^ を 代表して 貴族の 列に 加 へられし やうに 感じました。  一 

〇 ゼ ント ルマン であり、 平民 的で ありし 神 E 君 は 無私 寡欲の 人で ありました。 Ncbleman  is  he  that! 

nobleuess  does であります。 自，： J に 求む る こと 强き人 は 純士に 非す、 平 3^ に 非す、 又ノ  I ブル 卽ちー 

貴族でありません。 そして 時勢に 逆 ひて 働く の 無益なる を 知りし 後の 神 田 君 は 其 全力 を 子女の 敎 育に 一 

注がれました。 其 S 的 を 達せん 爲には 君 は 何物 をも惜 まれませんでした。 そして 君 は 大體に 於て 其 目 一 

的 を 達せられ たと 思 ひます。 ^の 有爲 なる 子女 達 は、 新ら しき 時世に 於て 君の 现想を 行 はんとして 居 一 

られ ます。 其點に 於て 君 は 瞑して 可な りと 思 ひます。  " 

〇 最後に 起る 問題 は 神 田 君の 宗敎 如何、 君 は クリスチャン なりし 乎との 問題であります。 私 は 君と 數ュ 
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11: 會談 する の 機 會を與 へられ ましたが、 背て 一 囘も 宗敎の 事に 及んだ 事はありません。 諸^の 御 承知 

の 通り 西洋の 紳士 社會に 於て 語るべからざる もの は 宗敎と 政治 の 二 問題 で ぁリ ます。 然し 乍ら 私 は 曾 

. て 一 囘も 君が 基督 敎を 嘲け り 叉 は攻擊 せられた 事 を 聞きません、 而已 ならす 君は嫩 i も 其廣び やかな 

る 中 野の 邸宅 を 私供の 宗敎的 集會に 提供し 下され， 私供が 辭 して 去らん とする 時、 却て 君より 私供に 

對し禮 を 述べられました。 然し 乍ら 私が 明確に 君の 信仰 を 窺 ふ を 得し は、 十 一 屮旬、 私が 君 を 其 病 

の 床に 見舞 ひし 時で ありました。 其 時 君 は 或る 問題に 關し 君の 意見 を 述べら る，， に 方て、 君 も 亦 「宣 

師 養成 學校」 と稱へ ら れしァ マ ス ト大 學の產 であって、 君の 心に 植附 けられし は 新 英洲蜀 特のピ ュ 

1 リタ ン的 基督 敎 である こと を 示されて 私 は 非常に 嬉しく ありました。 そして 死す るの 前日 君り 次男 

八 尺 君 を 私の 許に 送られ、 私が 君の 葬儀 を 司る やうに との 希望 を傳 へられました。 翌日卽ち臨終の^d 

時間 前に、 私が 君の 枕 邊を訪 づれ、 君の依囑に從ひ君の葬儀は昏ト1^  ?"、1き§11ロ|:^1.^ー0」"^ぞ、？：^ 

との 事 を 君の 耳 近くに 述べし 時に、 君 は 「何分 ましく」 との 一 言 を 以て 答 へられました。 そして 是が 

君が 此 世に 於て 發 せられし 君の 最後の 一 言で あつたと、 後に 遣 族の 方より 伺 ひました。 ル き；^ _ 

於て 君の 新 英洲の 母校の 信仰 は、 或は 敎義 とし 一い、 1^^^1|;5き^きぃぃ\^^ゎ^ゎ^,,^ーぃぃ』」、 あ； レ |j 
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格と して 確かに 明かに 現 はれました。 神 田 君は單 にゼン トル マ ン であった に 止まりません、 ii^ ぼゼ 

ン卜ル マンで ありました。 君の 母校 を 飾りし シ ー リ ー、 ヒッチ コックス、 タ イラ ー 等 諸 先 si^ の 高潔な 

る 信仰 は 神 田 君に 在りて、 廣き溫 き謹嚴 なる 性格と して 現 はれた ので あると 思 ひます。 

〇是ォ£^ 上 を 私共 は 知りません。 Baron  Kanda  ^  returned  to  his  God  and  creator.  He  led  a 

.qluet,  useful  life,  not  seeking  his  own,  hut  good  of  others.  He  was  a  ncbleman  in  every  re- 


8pect、 — in  Ins  bcclv  SIP  mlntl  aud  spu.it.  Himseli  a  son  cf  the  East  .brolvs^llt  ul) lu  tlie  west, 

lie  was  a  strong-  boucl  of  peace  L-etweell  tlie  two.  He  was  a  Ja-ljanese  Bal.on  and  aii American 

Doctor  of  L-aws.  wotll  countries  were  pl.oucl  of  liim,  Tbut  lie  waa  n^d.^^^  v-llconscious  of  tlie  lionours 

AonlelTecl  UJSn  h-im.  He  was  a  born  son  of  peace.  Quarrels  of  all  kinds  were  im;possil:-le ン vitli  liim. 

He  was  a  pecselmajccr,  anci  in  that  cal〕acity  ne ン vill Tbe lolled  and  rememb2;ed  In-  tlie  llosterity. 

And  He  tls-t  said :  wlessed  are  tlie  peace-makers  :  for  thev  shall  l:>e  called  sous  cf  God 

shall  l-ecelve  mm  mwi  r2val.d  him  according-  to  tliat  capacity.  M^ay  his  soul  l.esi:  in  peace  ！ 

*  -  * 

附記 祌田君 病 革 まりて 再び 起つ 能 はざる を 知る や、 其 家人に 告げて 曰く、 泣く 勿れ ；Death  is  not 

death,  but  transition  (死 は 死に 非す 移動な り) と。 此 はたし かに 死後 生命の 存在 を 確認せ し 者の 

曾で ある。 長く 君の 胸中に 藏れし アマ スト 時代の！ 仰が、 死に 臨んで 現 はれた ものであると S 心 ふ。 

感謝で ある。 


鈴 木 錠 之 助 君 を 葬る の辭 

H  ノク 六十 五 歳に 及びて メ ト セ ラを 生めり。 H  ノクメ トセ ラを 生みし 後 三百 年 神と 偕に 歩みて 

子女 子 を 生めり。 H ノクの 齢 はすべ て 三百 六十 五 歳な りき。 エノ ク 神と 偕に 步 みしが 神 彼 を 取り 
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給 ひければ 居らすな りき (創せ 記 五 章 一 一 一 —一 一四 節)。 

信仰に 由り て ヱ ノクは 死ざる やうに 移されたり。 祌彼を 移し、 に 因りて 人 見 す こと を 得 ざり き。 

彼れ 未だ 移されざる 先に 祌に悅 ばる k 者と 證し せられし 也 (希 伯 来書 十 一章 五節)。 

〇 聖書が H  ノクに 就て 記す 所 は 至て 僅少であります。 然し 乍ら 其 僅少の 內に 深い 意味が 含まれて あり 

ます。 H  ノクの 生命 は 短 かく ありました。 (父 ャレド は 九 百 二十 六才、 子メト セラ は 九 百 六十 九才と 

記さる： T 彼の爲した^3^-は簡單、 隨て 彼に 關 する 記録 は 僅少であります が、 彼 は 神の 人と して アブ ラ 

ハム、 モ ー セ と共に 數 へらる、 人でありまして、 信仰の f 奥 者と して 其 名 を 人類の 歷史に 留めた 者で あ 

ります。 

〇H  ノクの 一生 は 一 首 を 以て 之 を 一 百 鼓す ことが 出来ます。 彼れ 「神と 偕に 步 みて 男子 女子 を 生めり」 

と。 普通の 生涯で ありました。 之 ぞと云 ふ 目立った 事を爲 さす、 靜肅 にして 勤勉、 父母に 孝、 友人に 

0, 爲すべき_?^^を忠實に爲して其短き 一生 を 終った のであります。 誠に 無爲 平凡の 生涯の やうに 見え 

ます。 然し 平凡でなかった 大事な 一 點が ありました。 夫れ は 彼が 神と 偕に 歩んだ と 云 ふ 事であります。 

彼 は 洪水 以前の 不信の 世に 於て、 すべての 人間が 肉 慾に 耽りつ & ありし 間に、 獨り 世の 人と 行 爲を共 

にせす して、 神と 共に 歩みました。 彼の 日々 の 生涯が、 當 時の 社會に 在りて 異様で ありました。 人 は 

多分 彼を變 人と 見做しました らう。 然し 彼に 對 して 尊敬 を拂 はすに は 居られなかった であり ませう。 

彼の 行爲其 物が 敎訓 であり 蠻吿 でありました らう。 彼 は 別に 預言者と して 民の 罪惡を 責めなかった で 

せう が、 然し 彼の 沈默の 生涯が 有力なる 說敎 であった に 相違ありません。 

〇 そして 彼の 生涯が 靜 であった やうに、 彼の 死が 靜 でありました。 「神， 彼 を 取り 給 ひければ 居らす 


なりき」 とあります。 人 は 彼が 何時 如何して 死んだ か 知りませんでした。 只 彼が 此 世に 居らた くな り 

し を 見て、 彼が 死し こと を 知りました。 預言者の 生涯に あらす、 义 殉教者の 死に あらす。 離 なる 一 生 

を 終る 靜 なる 死で ありました。 んの 眼より 見て^の 無い 生涯で ありまし たが 祌の御 眼より 見て 價 値い 

と贵き 生涯で ありました。 

〇 我が 鈴 木 錠 之 助 君 は エノ ク 型の 人で ありました。 君の 生命 は 短く ありました。 君 は 世 問に 持嚇 さる 

る やうな 大事 業 を爲， J ませんで した。 外見に 現 はれた る 君 は 普通の 日本人で ありました。 故に 深く 君 

を 知 ら ざる 人 は 君に M 等の 特異 點を發 見す る ことが 屮 I 來ま せんでした。 然し 乍ら 明治 大 正の 日 木に 於 

て^ は 稀に 見る 人で ありました。 彼 は祌を 信じ、 一 生 神と 偕に 歩みました。 君の 爲 した 事 は 平凡で あ 

りました が、 其 下に 非凡の 精祌が ありました。 君 は キリストの 御 父なる 眞の 祌に悅 ばれん 爲に 凡の 事 

を爲 しました。 君が； If^ の 家を嗣 いで 日本人と して ク  1^ 長の 任を盡 せし も此 精神に 因りました。 t; が慶. 應 

大學 の敎授 として 學 生に 敎 へし も此 精神に 因りました。 ^^が村.の寧に狭掌せしも此精神に因りました0 

君の 友人 關係、 敎會關 係、 社 會關係 すべてが it た此 精神に 因りました。 故に 君に 變 化がなかった ので 

あります。 鈴 木 錠 之 助 君 は 何時でも 鈴 木 錠 之 助 君で ありました。 私供 君の 友人 は 君 を信賴 して 誤り ま 

せんでした。 君 は 近代 敎育を 受けた 人で ありまし たが、 .0 「近代 人」 ではありませんでした。 ^の 

爲 せし 事に 調子外れはありませんでした。 若し 明 {： なる 正義の 道が あれば、 ii^; は 唯の 一人と なりても 

其 道を步 みました。 私 は十數 年間の 君との 交際に 於て、 君に 不意 を 打 たれた 事 は 一度 もありません U 

普通の 道 を 以て 君に 臨めば 君の 贄成は 何時でも 得られました。 

〇 そして 鈴 木 君の 生涯が H  ノク 型で ありし が 如くに、 おの 死 も 亦 H  ノク 的で ありました。 君 は 死の 
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痛 を 味 ふこと なく 一  瞬間に して 靈の 世界に 移されました。 「神 鈴 木 1^ を 取り 給 ひければ 居らすな りき」 

と 云 ふが 君の 死 を 記す 爲 の 最も 適當 の 首 であります。 は へ r< 年 復活祭 の rn 、 午前 四時 三 十分 不意 に 

居らすな りました。 君 は 其 前の 安息日に、 例の 如く 柏木 聖書 講堂に 現 はれ、 我等と 偕に 神 を 讚美し、 

聖書 を學 び、 其の 次ぎの 安息日に は 居らすな りました。 はかなし と 云へば はかなく あります。 然し 平 

穩の 極であります。 今の 世に 在りて 死に 非す して 「移さる、」 と 云 ふ は 鈴 木 君の 死 方であります。 美 

はしの 白百合 花に 似た る 美 はしの 死であります。 私 は 玆に鈴 木 綻之助 君 を 我が 柏木 信仰 團の H  ノクと 

して 葬りた くあります。 そして H  ノク 死して 後に ノアの 洪水が 臨みし やうに、 鈴 木 君 移されて 後に 水 

ならぬ 洪水が 臨む かも 知れません。 然し 我等 ィ H スを il^ する 者 はすべ て 最後の 復活の 朝 を 待望み ます。 

其 時まで サ ョ ナラ 我が 敬愛す る 鈴 木 綻之助 君よ！ 


結婚式の 辭 

我等の 内 己の 爲に 生き 己の 爲に 死る 者な し、 そ は 我等 生く る も 主の 爲に 生き 死る も 主の 爲に 死ぬ 

れば 也。 故に 或は 生き 或は 死る も 我等 は 主の もの 也 (B マ 書 十 S: 章 七， ル 節)。  . 

〇 此 は實 に殿肅 なる 言であります。 或は 結婚式 の 言と して は餘 りに 嚴肅に 過ぐ ると 云 ふ 人 も あ る 乎 も 

知れません。 然し 乍ら さう ではない と^じます。 人の 一 生に 於て 最も？ 販肅 なるべき 結婚式 は此 首を以 

て 現 はれた る 精神 を 以て 行 はるべき であると 信じます。 


〇.^ゃ結婚は•^^-って輕ぃ事のゃぅに思はれます。 結婚 は 若い 男女が 幸福の 生涯に 人る の首途 である や 

うに 思 はれます。 私供が 彼等の 幸福 を 願 ふ は 云 ふまで もありません。 然し 乍ら 眞の 幸福 は 如何にして 
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得られる 乎、 其れが 問題であります。 そして 幸福 は 幸福 を 目的と して 得られない のであります。 幸福 

は 義務 を 目的と して 得られる のであります。 今の 人 は 幸 幅 第一 に考 へます が 故に、 其 得る 幸福 は 至つ 

て淺 くあります。 

〇 結婚 は 人生の 最大 事と して 幸福の み を 目的と して 行 はる ベ きではありません。 幸福 以外の、 そして 

幸福 以 ト1 の 或る 物 を 目的と して 行 はるべき であります。 此點に 於て 日本の 武士道の 敎 ゆる 所が 基督 敎 

の敎 ゆる 所と 合致し ます。 武士の 家に 在りて は 結婚 は 第一 に 君の 爲 でありました- 第二に 家の 爲 であ 

りました、 そして 第三に 當 人の 爲 でありました" まことに 個人の 權利を 無視す る やうに 聞え ますが、 

然し 之が 爲に 比較的に 潔い 固い 夫婦の 緣が 結ばれた のであります。 そして 其 根本の 精神に 於て 基督 敎 

は 武士道と 異なりません。 基督 敎に 在りて は 人生の 萬 事 は 之 を 神の 爲 に：；；： ひます。 神 第一 であります。 

そして 神と 云 ふ 一一 一一 口 葉の €： にす ベての 義務が 籠って ます。 阈に對 する 義務、 社會 人類に 對 する 義務、 

親戚.^ 人に 對 する 義務、 すべてが 其 ：！； に 籠って nis ます。 故に 言 ふので あります、 「我等 信者の 內に己 

れの爲 めに 生く る 者 は 一 人 もない、 生く る はすべ て 祌の爲 である」 と。 そして 結婚 も亦此 精神 を 以て 

行 ひます。 3?^^,ニ人が幸福を得る爲ではぁりません。 神の 爲に、 國の爲 に、 人類の に、 關係者 一同 

の 爲に行 ひま す。 其處 に 結婚の 重大なる 意義が あるので あります。 
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〇 禮 儀の 缺 けたる 所に 深い 交際の 無い やうに、 義務の 缺 けたる 所に 深い愛情はありません" 昔の 武士 

は 君の 爲に 結婚して 堅い 潔い 家庭 を 作った のであります。 基督 信者 も 亦 神に 在りて 神の 爲に 結婚して 
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^い 潔い，： あ M を 作る のであります。  -ー 


岩 崎 行 親 君と 私 

『= 々の 生涯』 昭和 元年 (一 九 二 六 年〕 十 一 月 十八！ U 分 参照 

〇 お 崎 行 親 君 を 私が 初めて 知った の は 明：！？ 九 年で ありました。 其 時 私供 はん.' の 第一 高等 學 校の 前身な 

る 大^ 豫備 門の 最高級に 在りて、 我國 師範 敎 育の 指 者なる 米人ス コ ット 氏より 初めて 敎育 らしい 敎 

育 を 受けました。 其 時 私供 は 初めて 敎 育の 外より 知識 を 注入す る 事に 非す して、 内なる 知能の 開發に 

ある is?- を 知りました。 5 石 崎！ も 私 も、 他の 多數の 同級生と 共に、 私供の 生涯の 全部 を 通う して 米國人 

ス コ ッ 卜 氏に 負 ふ 所^だ 多き を 忘る」 事 は 出来ません。 

〇 翌年の 明治 十 年に 岩 崎 君 も 私 も 北海道 札幌 S お學 校の 生徒 募集に 應じ 同年 秋 海路 札 幌に往 きました U 

玆に 私供に 取り 終生 忘る ベ か ら ざる 最も 樂 しき 敎育を 受けました。 札 幌に於 て 私供 を 薰陶し て 吳れま 

した 最良の 敎師は 人なる 敎師に 非す して、 生ける 其 儘の 天然で ありました。 其 時 北海道 はま だ 造化の 

手 を 離れた 計りの 國 土でありまして、 い とも美 はしき 樂園 でありました。 私供 は 此處に 青年時代の 叫 

年 を 過し ました。 私 は 度々 思 ひます、 私が 私の 子供に 施して やりたい 敎育 は、 私が 岩 崎 君：！ 脱び に 他の 

學友 と共に 札幌に 於て 受けた 敎育 であると。 然し 斯 かる 敎育は 今 望んで 受ける こと も 授ける こと も 出 

来ません。 其 理由 は 北海の 樂園は 失せて 跡 方な きに 至った からであります。 人なる 敎師 はいくら でも 


あります、 人の^け し 設備 はいくら でも 設 くる こ とが 出來 ます、 然し 乍ら 壞 たれ し 天然 は 再び 之 を 取 

返す 事 は 出来ません。 北海道 も 亦 俗人の 乎に 委ねられて 其 汚す 所と なり、 青年の 心 を 潔め 其 志 を 高む 

るの 能力 を 失 ひました。 今や 北海道 帝 國大學 は 札 幌農學 校の 繼續 者と して^ 在し ますが、 其敎育 上の 

威力に 至って は 到底 舊ぃ 小さい 札 幌農學 校に 及ばない と 思 ひます。 それ は 大學に 有り得な いものが 農 

學 校に 有った からであります。 石 狩 平野の 處女 林、 其 樹木に 巢を 作りし 鳥類、 其樹 影に く雜 草、 石 

狩 千歲豊 平の 諸 流に 群がりし 魚類、 是 等が 最良の 敎師 でありました。 そして 是 等の 物が 俗人 に取盡 

されて、 北海道 は 靑年薰 陶の爲 めの 最も 良き 敎師を 失った のであります。 位階 勳 章に 誇る 此 世の 博士 
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等 を 幾人 連れ 来りても、 到底 天然 自身が 施す 樣な 善き 敎育を 施す こと は 出来ません。 

〇 札 幌農學 校在學 中、 ^^供は精祌的 一 大事件に遭遇しました。 それ は 西洋の 宗敎 たる 基督 敎の勸 誘で 

ありました。 私供 同級生 二十 有餘 人中、 半ば は 之に 應じ 半ば は 之 を 担み ました。 そして 岩 崎！^ は 担み 

し 仲 問の 一人で あり、 私 は 應ぜし 者の 一人で ありました。 斯 くして 甚だ 親密な りし 二人の 友誼に 大な 

る 罅が 人り しゃう に 見えました。 斯 くして 數年を 過ごし、 私 は 東京に 出で、 明治 十七 年に 私費で 米阈 

に 渡り、 苦學 gl 年に して 歸朝 しました。 そして、 基督 信者に 成りし 私が 基督 敎國 の米國 に留學 して、 

一人の 友人 を 作らす、 一仙の 寄附 金 を 持た すして 歸 朝した のであります。 私は大 なる 淋しみ を 感ぜ ざ 

る を 得ませんでした。 其 時 私 を 見舞 ひ 吳れし 者 は 同窓 同級の 友 岩 崎 行 親 君で ありました。 君と 私と は 

宗敎を 異にし ましたが 境遇と 道德を 共に しました。 貧困 は 私供が 持って 生わた 運命で ありました。 之 

に 加 ふるに 日本人 特有の 道 德的觀 念が ありました。 死す と も 外人 の パ ン を 食 はすと の 意氣が ありま し 

た。 貧困と 日本 道德、 此の 二つの 事に 於て 岩 崎 君と 私と は 一 致しました。 そして 此の 二つの ものが 私 
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供を繁 いで 今：：： に 至りました。 友人 中で、 岩 崎 君が 最も 善く 私 の In 本 魂 を 解 つ て 吳れ る 者で あります。 

それ は；^ 自身が 日本 魂 の 塊で あるから で あります。 基督 信者と 云 へば 大抵 は 日本 魂 の 喪失 者 であり ま 

すに 拘は. らす、 幸か不幸か 私 は 大切に 之 を 守って 來た 積り であります。 私 は それが 爲に 今日 猶ほ 外國 

せ 且敎， 帥 ゃ我國 基督 信者 全 體に嫌 はれます。 然し 乍ら 彼等に 嫌 はる &现 由が 岩 崎 君の 如き 人 等に 知遇 を 

辱 うする 理由であります。 得失 相 償 ふと 云 ひませ う 乎。 私 は 5 石 崎 君 一 人 を 友と して 持たん が爲 に、 
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外 園.〕 H. 敎師 人 に 異端者と し て取极 はる &事を 返って 喜ぶ 者で あり ます。 

〇 北 道 成育の 私供 は 終生 北海道 を 離れす と 決心し ました。 然るに 運命 は 私供 を驅っ て 私供 を 思 は ざ 

る 所に 逐 ひやり ました。 岩 崎 君 は 我 國 の 南端 鹿兒 島に 逐ひ やられて 其 終生の 業 を 遂げられました。 私 

は獨り 東京 郊外に 陣を 張り、 私の 宗敎 を以 つて 天下 を 相手に 鬪 ひました。 そして 天 は 私供の 不遇 を憐 

んで 下さりまして、 私供 相應の 成功 を 以て 私供の 努力に 報いて 下さいました。 岩 崎 君は薩 南の 健兒を 

養成して、 n 水 改造の 基礎 を 据えられました。 私 は 東京に 在りて 基督 敎の國 土 化に 從 事して 是れ乂 た 

幾分 成功 を以 つて 惠 まれました。 骨 を 北海道に 继 めすと 雖も 靈は少 くと も ョ本全 國を掩 ひました。 岩 

崎 君が 古稀の 祝賀 を受 くると 聞いて 私も亦 遠から す 同一 の 年齢に 達する 事 を 知ります。 然し 七十が 百 

でも 問 ふ 所でありません。 何 か 少しで も 永遠 的 事業に 携 はる 事が 出来て # に 生れ 出た 甲斐が あるので 

あります、 人 は 裸に て 母の 胎を 出て 裸に て 逝く のであります。 貧 も 一 時で あり 富 も 一 時であります。 

O0OOOOOOOOOO0O0OO0OOOOOOO 

位階 勳章 も此世 限りの 名譽 であります。 死して 死なざる もの は 正義に 由て 生きた 生涯であります。 今 

より 牛 世紀 前に、 東京 神 田 一 ッ撟 外、 大 學豫備 門の ス コ ット 氏の 敎 室に 於て 初めて 君の 氣：： S 高き 容貌 

に 接せし 時の 事 を 思 ひ、 轉た 感慨に 堪えません。 


k" 年の 半ば を 共に 過し 来て 

うれし 涙に 咽ぶ け ふかな。 

ホ  * 

-: 个  * 

岩 崎せ めの 返書より 

1^ の 講演の 草稿 は 祝 貿會當 日 (十  一 W 廿 三日) 丹 生 海軍 大佐 (元 江 田 島 兵 學校敎 頭) が朗讀 しまし 

た〕 …… せの 講演 朗 讀中戒 百の 會衆水 を 打ちた る 如く、 中にはす k り 泣きす る もの 多く， 各方 面に 

多大の 反響 を與 へました。 各 新聞記者 も 頻りに 之 を 傅へ、 大正 評論 社 は 祝賀 會の 記事 を數囘 に涉り 

捐 載の 害であります …… 私 も いづれ 「，2: 村鑑 三！^ と 私」 と 題す る 一 文 を 起草して、 界が n 本人から 

も排 lit せられた 事實を 死ぬ る 前に 辯 明して 置く つもりであります。 どうぞ  一 E でも 永く 生きて 下さ 

い。 我々 は贫乏 でも 幸福であった こと を 神に 謝する のです。 

某屮學 校ゃ卨 等女學 校から も 君の 講演の 草稿 を寫 して ほしいとの 賴 みが ある。 又 君の 筆跡と 聞いて 

之 を 當地 の 3.子會 で ^！^装 し て 置 き た い と い ふ 者も ぁ る 。 君 の 原稿 朗讀 が 九州 南部に かく も大 なる 反 

饗を與 へたる は 誠に 喜ばしい 事で ある。 
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生物 學者を 葬る の辭 

昭和 三年 (一 九 二八 年〕 四月 五日 故 農 學士木 村德藏 氏の 葬儀に て述ぶ 
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〇 生物 學が 生に 就て 敎 ゆる 所の 第一 は 死の 勢力であります。 出生 は 死の 始めであります。 人 はすべ て 

の 生物と 共に 死ぬ る爲に 生まる、 のであります。 宇宙 全 體を觀 察して 私供 は 生 は 暫時 的の、 一局部に 

限られた る 現象で ある 事 を 知ります。 虚空 はすべ て 死の 所在地であります。 海 は 死を藏 します。 陸 も 

ト尺 以下 はすべ て 死であります。 私供 は 毎日 毎時 死に 直面して ゐ ます。 故に 生は危 きもの、 ^きもの- 

風前の 燈の 如き ものであります。 天然の 少しの 狂 ひで 死 は 萬 物 を^み 去る の 可能性が あります。 斯か 

る.： 千宙に 在りて 死 ほど 確實 なる ものはありません。 その 死 を 恐れ、 悲しみ、 其 襲 ふ 所と なりたれ ばと 

て 驚く の は 何ん と 不用意の 事でありません 乎。 冷靜に 生物 學を 研究して 私供 は 死に 遭 ふて、 生が 其必 

然の歸 結に 達せし を 知り、 反って 甚 ぶべき であると 思 ひます。 

OOOOOOOOOCO  0000 〇 000000000 

〇 之に 對し、 生物 學が 生に 就て 敎 ゆる 所の 第二 は 生の 勢力であります。 生の 歷史を 研究して 私供 は 其 

极& いのに 驚きます。 生 は 如何にして 無 生の 地球に 達せし 乎 は 犬なる 問題であります。 或は 他の 世界 

より 芽胞と して 虚空 を 通過して 達したり と 云 ひ、 或 ひ は 太陽の 光線の 內に生 は 含まれて あると 云 ひま 

す。 何れに しろ 生 は 今日まで 永い 永い 間の 危險 極まる 生存 を績 けたので あります。 そして 單に 生存し 

たのみ ならす 驚くべき 發達を 遂げた のであります。 單ー の 細胞が 終に 生物と なりて 全世界 を 蓋 ふに 至 


つたので あります。 何ん と 云 ふ 偉大なる 勢力ではありません 乎。 何 億々 萬 年 死と 戰 つて 生 は 亡び ざり 

しのみ ならす、 增 加し、 生長し、 發 達した のであります。 生の 其 力と 云 ふ もの は 實に遙 かに 死 以上で 

あります。 まことに 詩人 ブ ライアン トが歌 ひし 如くに 

liife  miK-ks  tlio  idle  hate 

Of  his  arch-enemy  】)e:ltll—yea  seats  himself 

TJP21  tb-e. tyrant ビ llu.ouel-the  sej>ulcul.e. 

And  of  flie  triumplj-s  of  his  ghastly  loe 

Makes  his  own  nourishment.  , 

であります。 生 は 其 大敵なる 死の 意味な き. i を 嘲り、 彼が 坐す る 座 位に 坐し、 墓 を 足下に 踏へ、 此靑 

白き 敵より 得た る 獲物 を以 つて 己が 成長 を 計る 爲の營 養と なすとの 事であります。 如斯 くにして 1^ 力 

生 を ISi すので なくして 生が 死 を 征服す るので あります。 恐るべき は 死で はなく して 生であります。 

〇 斯く考 へて 私供が 今兹に 葬らん とする 死せ る 敬 ふべき 生物 學 者に 對 しま すれば、 私供 は 死が 彼に 在 

りて 生に 打錄 ちたり と S じ 得ない のであります。 生 は 其 存在の 始めより 死に 打 勝って 來 たので ありま 

す。 今 彼 こ. 在りて 死に 負けて 其呑盡 す 所と 成った ので ありませ う 乎。 私 はさう 信す る 事 は出來 ません- 

聖書の 言葉 を以 つて 曰 ひます るなら ば、 神 は 御自身が 造り 給 ひし 物 を棄給 はない のであります。 進化 

0  0  0  0 

あります。  . 

i ろ ど  あ y?...- 力 

〇 勿論 生物 學丈 けで 來世は 解りません。 「キリスト 死 を滅し 生命と 朽ちざる 事と を顯 明に せり」 であ 
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ります。 復活と. 水生と は 人類が 研究の 結 菜と して 知った 事ではありません。 是は 上から 示された 事で 

あります。 キリストに 由て 來 f が 明かに 示されて， 人類 は 死に 勝つ の途 を：： 小され たのであります。 そ 

して ケゃ 生物 學が 神の 此 啓示に 共鳴す るので あります。 私供 は 今や 生物 學者 として 無神論お に 成り、 

基督 敎を棄 つるの 必要 は 少しも 無い のであります。 進化の 原理 は 決して 優勝劣敗ではありません。 最 

上の 生命 は 倫理的 生命であります。 自己に 死して 自己に 生く るの 生命であります。 そして 此 生命 を 實 

驗 せし 者 は 肉體の 死と 共に 死せ すと 云 ふので あります。 

〇 斯 くして 私供 は 今や 遣 骨と 成りて 殘る 私供の 友人 は 死せ すと 云 ふので あります。 神が キリ ス トを以 

つて 示して 下さった 事 を、 我が 友人の 立場より、 ，Ea ち.^ 物學の 立場より 信じ 得る のであります。 今や 

サ ー. オリバ ー. ロッヂ や、 アルフレッド. ワラス 等の 老大學 者 は 人の 死後 存在 は科學 的に 證 明され 

たる 事實 であると 唱 へます。 祌の 子の 證 明に、 之に 加 ふるに 八， 日まで 世に 生れ 出し 大 偉人の 多 數の證 

明 を W つてし、 - 兜ら に 加 ふるに 近世 生物 凰ケの 結論 を以 つてして、 私供 は 死後の 生命と 其發 達と を 信じ 

て 間遠 はない と じます。 

〇 「愛 は 死よりも 强し」 と 云 ひます。 そして 愛 は 生命の 精 であります。 祌に聽 き、 天然に 學 びて 私 

供 は 失び I- の 人た る 事 は 出来ません。 今 私供の 友人の 遣 骨に 對 して キリストが 其 友ラザ „1 の 死 體に對 し 

て  一一 一一 C ひ 給 ひし せ" 葉 を 繰返して せ， しいと 思 ひます。 

我等の な ラザロ は寢 ねたり …… 我は睦 りなり、 生命な り、 我 を 信す る 者 は 死ぬ ると も 生くべし 

と (ヨハネ 傳十 一章 十一、 卄 五節)。 我等の 友 木 村 君 は 生物 學者 として 終りまで キリスト を 信じた の 

であります 0 


故 橫井時 雄 君の 爲に 辯ず 

是は 去る 昭和 三年 (一 九 二八 年) 四月 十四日、 東京 靑山會 館に 於て 催された る 同 君の 追悼 演說會 に 於て ほせ： 

る 演說の 草稿で ある。 

〇 橫井 1^ の 永眠 直後で ありました、 私 は 大阪の 或る 新聞で 君の 生涯に 就き 次ぎの 如き 意味の 批 一が を 加 

ふる を讀 みました。 

橫井 氏は學 者と して 失敗し、 宗敎 家と して 失敗し、 叉 政治家と して 失敗した。 氏 は 何事に も 貧徹ー 

せす して 其の 一 生 を 終った。 

と。 そして 此は橫 井 君に 就て 多くの 人が 下す 判斷 であります。 そして 外部に 現 はれた る 君の 生/卵 を 顧 一 

みて 一 面の 眞理を 語る 者で あると 見て 差 支ありません。 然し 乍ら 此 失敗に は 理由が あります。 そして： 

ひととな， り  _ 

^共 君の 犮 人に 取りて は、. 君の 此 失敗 こそ まことに 11^ の 爲人を 語る のであります。  一 

〇 橫井君 は 成らう と 欲へば 學者、 宗敎 家、 政治家 孰れに も 成り 得た のであります。 君 は 其 才能に 於て 

明治時代の 日本人の 3： 人に も 劣りませんでした。 然し 乍ら 君は學 者、 宗敎 家、 政治家 孰れに も 成り 得.： 

なかった のであります。 君の 性質が 然 らしめ たのであります。 君 は 第一 に 生れつき 正直で ありました- 

第二 こ强き 愛圃、 いが 遣 障^と して 1^ に 在りました。 第三に 君 は 早く キリスト を 知り、 熱心なる 基督 ：l:;s 

,  00000000  0000O0O000O000O  0000O00O000O 

に 成りました。 正直と 愛國と 信仰、 此の 三つが 君の 特性で ありました。 そして 此の 三つが 揃 ふて 同一 
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時に 君の 心に 宿りし が 故に、 君 は 三者の 孰れに も 成り 得なかった のであります。 

〇 横 井 君が 學 者に 成り 得なかった の は 君の 基督 敎の 信仰に 因ります。 若し 君が キヤ ピテ ン • ジ H ン ス 

氏より 基督 敎を 受けなかったならば、 君 は 直に 熊 本 を 去り 上京して 開成學 校に 入り、 明治の 十四 年が 

十五 年に 法 學士叉 は 文 學士と 成り、 海外に 留學 し、 博士と なりて 大學 敎授の 椅子に 君の 身 を落附 けた 

であり ませう。 然し 乍ら 君 は當時 新たに キリストの 御 額に 現 はれた る 神の 榮光を 認め、 其 光り を： E 胞 

に頒 たん 爲 めに は 何物 をも棄 つる を辭 せす との 熱心に 燃えました。 そして 其 熱心に 驅られ て 東京に 止 

ら すして 京都に 行きました。 開 成 學校を 終らす して 同志 社祌學 校に 入りました。 そして 卒業して  一 ^ 

の 若き 牧師と 成りました。 學界に 取り 實に惜 むべき 事で ありました。 橫井君 は 基督 敎の爲 めに 學 者た 

るの 野心 を 放棄した のであります。 勿論 橫井 君に 就いて 言 ひ 得る 事 を 君の 同級生の 多數に 就い て iw ひ 

得ます。 故山 崎 君に 就て、， 海老 名君に 就て、 小 崎 君に 就て、 其 他の 諸君に 就て 言 ひ 得ます。 是 等の 諸 

君 は キリストの 爲に、 又 n 本 國の爲 に、 學者 たるの 野心 を 放 楽した のであります。 まことに 貴き 放梵 

であります。 斯んな 放棄 を 爲す者 は 日本 靑年屮 に 滅多に 在りません。 八，' 日の 靑 年の 內に、 大學 に.，^ り 

得る の资格 を 備えた る 者に して、 大學に 入らす して 傳道師 と 成らん と 欲する 者 は 何處に 居ります \^。 

△  厶 厶厶  <"厶<厶  <"そ こな △ 厶 △<:△△△<"△△△△△<:<:△  AA 厶厶 <!△ 厶 A 厶 <△△  A 

斯 くして 横 井 君の 學 者に 成り 損 ひ は 君に 取り 決して 恥でありません。 否な 大 なる 名譽で あります。 t; 

は 福音と 國の 爲に學 者に 成り そこなった のであります。 

〇 其橫井 君が 何う して 宗敎 家に 成り 得なかった 乎、 是は 一 見して 解し 難い やうに 見えます。 然し 乍ら 

OCOO00OOOC  O0O0OOOOOOOOO 

橫井君 を 知る 者 は 其 理由 を 知る に 困み ません。 君の 信仰が 君 をして 學 者に 成らし めなかった やうに、 

0000000000000000000000000000000 

君の 愛國 心が 君 をして 宗敎に 終始 一 貫たら しめなかった のであります。 君は傳 道に 多大の 功鑌 を擧げ 


ました。 君の 今 治 傅 道 は 明治 年 問の 我國 地方 傳 道の 內で鏘 々たる 者で ありました。 そして 同一 の 道 

を 中央に 於いて 試みん と 欲して、 君 は 高 壇に、 文壇に 多大の 功績 を擧げ ました。 若し 横 井 君が 普通の 

傳道師 であったならば、 君 は 之. を繼續 して 終った に 相違ありません。 然るに 君に は 他に アム ピション 

があった のであります。 ホ ー レ ー アム ピション があった のであります。 君 は 日本 國を救 はんと 欲した 

のであります。 而 かも 早く、 君の 一生の 內に救 はんと 欲した のであります。 そして 傳 道に 從 事す る こ 

と 二十 年、 功鎮の 見るべき 者 ありし と雖 も、 而 かも 君の 理想 を 離る、 こと 遙に 遠し でありまして、 せ 

はジ レツ タクた つたので あります。 私が 君の 口より 聞いた 最も 悲しき 言葉 は是 でありました。 おは 一 

日 私 W に 告げて 言 はれました。 

0  C00OOO00000 

君！ 傳 道で はとても 駄目 だよ、 僕 は  

僕 は 傳道を 止めて 政治 を 試みる よとの 事で ありました。 tr 橫井 君、 あの 時 を 憶 ふて 僕 はな マ 尙ほ淚 が 

こぼる、。 あの 時 は 1^ の ライフの クライシスであった。 噫 あの 時 僕 等 君の 友人 は 何故 君 を 引き止め^ 

なかった であらう 乎。 然し 僕 等に もド ロウ バック (ひけめ) があった。 僕 等も傳 道の 效果を 疑ひ屮 I し 

てゐ た。 信者 は內 に相爭 ひ、 共同一致の 見込な く、 基督 敎界 の此憐 むべき 狀 態を以 つてして 傅 道を以 

つて 日本 國を救 ひ 得 やうと は 僕 等 自身 も 信じ 得 なくなった。 君と 相 前後して 金 森 君 も 當分傳 道 を 止め- 

松 村 1^ も 方法 を 改め. 押 川 君 も 他に 方向 を轉 じました。 此時有 爲の士 は 悉く 傳道界 を 去りて、 殘る者 

は 皆な ャクザ 者 計りで ある やうな 觀が 致しました。 私 は 思 ひます、 若し 私に 橫井 君に ありし 才能と.： M 

柄と 引きが あったならば、 私 も 君と 共に 政治 界に 人った であり ませう と。 然し 乍ら 今から 思へば 君に 

取って は 不幸、 私に 取りて は 幸福に して、 私に 君の 如き？： 閥な く、 义^ 藤 公と か 西 園 寺 公と か-一 ム ふや 
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うな 此 世の 權カ 者の 引き も 知遇 もありませんでした。 故に 横 井 1^ は 直に 代議士と 成り、 勉任參 事官と 

成る ことが 出來 ましたが、 私に は 駄目と は 思 ひながら も舊き 古き 福 昔 を {ー3： 傳 ふるより 他に 途が ありま 

せんでした。 

〇 然し 乍ら 此時 私供 は橫井 君と 離れ まむ たが 唯一 の 事に 於て は 深い 一致が ありました。 それ は 「日本 

國の爲 に」 と 云 ふ 事で ありました。 橫井君 も 私供 も、 明治の 初年に 於て 基督 敎を 信じた の は 自分の 靈 

魂 を 救 はれん が爲 よりも、 寧ろ 日本 國を 精神的に 救 はんが 爲 でありました。 イエスと 日本 IT  二つの 

J、 其內 何れが 貴き やと 訊かれたならば、 ド ツチが ド ツチと も 答へ 得なかった のであります。 斯 かる 

次第で ありま すれば、 基督 敎 の宜傳 終に 日本 國を救 ふ 能 はすと 云ふ考 へに 達し ますれば、 之を廢 して 

他に 方法 を 試みた の は 少しも 不思議でありません。 國の 爲に傳 道に 努力した 横 井；^ が 終に 國の 爲に傳 

道 を 止めて 政治に 入った の は 君の 立場と して は 少しも 矛盾でありません。 君 は 充分に 良心の 承諾 を 得 

て 此途を 取った のであります。 故に 私供 君の 友人 は 君 を 引 止む る 事は屮 I 來 ませんで した。 仰が 君 を 

同志 社 に逐 ひやった やうに 愛國 心が 君 を 政治 界に逐 ひやった のであります。 そして 後の 結 ra^ に 由て 私 

供 は愛國 心が 君を禍 ひした 事 を 思 ふて 悲ん だのであります。 

〇 横 井 君 は愛國 心に 逐ひ やられて 政治 界に 入りました。 そして 其處 にも 亦 君の 成功 を妨 ぐる 者が 君の 

0  0  OOOOOOOOO0O0OOOOOOO 

心の にあり ました。 それは！^？^の正直でぁりました。 殊に 基督教の 信仰に 由り て 鋭く せられた る 正直 

でありました。 日本の 政治 界は 泥海であります。 其 ^ に； の 如き 淸士が 入った のであります。 ii^ 水に 

魚 住ます と 云 ひます が、 泥水に 鮎ゃャ マべ の やうな 淸水を 愛する 魚 は 住みません。 橫井 君が n 木の 政 

治界 に 入りし は 多摩川 の 鮎が 過って 束 京市內 の 溝泥に 落ちた と 同じ であり ます。 鮎 は 死なざる を 得 ま 


せん  >  ： 止 直なる 橫井. は 瀕死の 狀 態に 陷 りました。 悲しみの 極みであります" 然し 橫井君 は 泥海に 在 

りても 淸士の 如くに 振舞 ひました。 おは 何 まも 包み しません でした。 他人の 罪 は 之 を 自分に 擔 ひま 

した。 「横 井 時 雄^の 人獄」 と は 明治 歷史の 悲劇であります、 然し 君なら では 演 する 事の 出来ない 悲 

ccooooeooo-oooocoooooo-ooooooocoocco 

劇で あつたと W 心 ひます。 私 は 天上の 裁判に 於て 地上の 裁判が iIt; に 言 渡せし 罪の 大部分 は 取消 さる k だ 

(>ooo〇oc  OOOOOOOC0-  ^-0000000000000  0-00  0  00  0  oooooo 

らうと 思 ひます。 政ュ E に 由て CI 本 國を救 はんと 欲して 政： IE はお を 精神的に^ しました。 惡 むべき は 口 

OOO000OO0O000O 

本 今日の 政治ではありません 乎。 

^ 1 フ ス  プラス 

•〇 如斯 くにして 橫井 君の 生涯の 失敗 は 之を說 明す る：？^ が出來 ると m4 ひます。 横 井 君 は 信仰 + 愛 國+ 正 

盧の コム ビネ ー シ ヨン (加 八：：) でありました。 そして 其 各々 に 妨げられて^ は 孰れに も 徹底し ませ 

ん でした。 そして の 失敗 は界の 免 か る 能 は ざ る 失敗で あ つ たと ひます。 人の 過失 を 見て 其 仁 を 知 

ると 云 ひます が、 私共 は橫井 lis の 過失 を て橫 井^ を 知る のであります。 橫井 が 同時に 信仰 〈系で 愛 

圃 者で 正直の 人で ありし が 故に 此 過失に， S ゐ つたので あると m わ ひます。 

〇 政治 界を 退いて 君の 公的 生涯 は 終りました。 見やう に. E て は是れ で^の 生涯 其 物が 終-つたと 云 ひ 得 

O00OO000O00CO000OO00OO000O0000OOO0O0OOOO0 

ませう。 然し 乍ら 祌は 知り 給 ひます 君 自身に 取りて は其殘 りの 生涯が 最も 大切なる 生涯であった js^f をリ 

^の 長所であって 亦 短所であった 事 は、 君が 餘 りに w{l 社會を m ャ ふて ，IW 身 を E わ はな かつ た 事で ありま 

す。 君の 信仰まで が國家 的で ありました。 私 は 其點に 就いて 屢々 と 議論 を 闘 はしました" 私 は靈魂 

の 救 ひの 大切 を唱 へました に、 橫井 おは 國家 人類の 救 ひの 大切 を說 かれました。 舞子の 濱に 開かれし 

^年會 の 夏期 學 校に 於て、 横 井 君が 現世 的 基督 敎を 主張 せられし 後 を 受けて、 私 は 同じ 高 壇に 立ちて 

來 f 的 基督 敎を 主張し ました。 至って 仲 は 善く ありまし たが、 宗敎 論を鬪 はすた び 毎に 議論 は 終に 物 
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^れ になり ました。 要するに：^ は 外に 廣 がらんと 欲し、 私 は 內に深 からん と 欲した のであります。 そ 

して 世が 見て 以 つて^の 失敗と 兑 做す もの は 君の 此 傾向に 由った ので あると 思 ひます。 君の 快 闕 なる； 

ォプ チミ ス チック (樂天 的) なる 到底 陰 I. おなる 私の ピ ュ リタ ン的付 仰に 堪へ なかった のであります。 

然し 一 得 一 失であります。 君 も 亦.？： 省 的 信仰 を耍 しました。 口 本 國をも 救 ふべ く ありまし たが、 君自； 

身の 靈魂を も 救ぶべく ありました" そして； _ の 終りの 二十お 餘 年の 生涯が 君に 取り 此爲の 生涯で あつ 一 

たと 思 ひます。 15!^ は此 問に 神の 榮光を 君 自身の 衷に拜 しました。 現世 は賴 むに 足らす して 來 世に 質の 一 

安息 を 得られました。 キリスト は 君の 靈 魂の 救 主として 新たに 君に 顯 はれ 給 ひました。 君 は 其 生涯の 

終りに 於て、 君が 青年時代に 看 せし 神の 子 ィヱス キリスト をせ の 心に 迎 へて. 今や 此 世の 知識 も、 

政治 も、 宗敎 も、 莉の淸 き 心 を 誘 ふなく、 英語 を以 つて 

Nearer  my  God  to  Thee  、一 

Nearel-  to  Thee  一 

と 歌 ひつ、 1^ かに 眠って 吳れ たと 信じます。  . 

傳 道の 忍耐  - 

此搞 は前號 所載の 故 横 井 時 雄 君 縛 護の 演說の 後篇と して 草した ものであります。 時間の-,^ 足の 故に 壇上に 之 1 

を演 ベ ませんで したが 故に 玆に 之 を揭げ ます。  • 一 

0^*道を以てしては國は果して救ひ得なぃでせぅ乎。 政治 を以 つてして 救 ひ 得ない 餐は令 は 明白に 成」 


りました、 宗 敎を以 つてしても 駄目で せう 乎。 勿論 宗敎 にも ヨリ ケリ であります。 國を救 ふの 能力の ぶ 

ない 宗敎 があります。 义 基督 敎の 如き 强ぃ 宗教で も、 其方 法 を，？^ まれば 國を救 ふ 事 は 出来ません。 然ー 

し 乍ら 宗敎 を以 つて 國を救 はんと 欲すれば、 宗敎相 應&途 を 取らなければ なりません。 政治 や 經濟を 

以てする 方法 を以 つて すれば 失， 奴す るに おって ゐ ます。 宗敎は 靈魂 に關 する 車でありまして、 それが 

效 を 奏する に 至る に は 長き 年月が 掛 ります。 西洋に 於ても 基督 敎が 社會的 又は 國家 的效 * を擧 ぐる 一 

に は 千年 以上の 間斷 なき 傳道を 要しました。 日本に 於て 佛敎が 社會的 勢力と して 現 はれし は、 其 渡米 一 

後 百年 で あつたと 記惊 します。 宗敎 は劇藥 の やうに 利く ものではありません。 水 か 空氣の やうに そ の 1 

效 菜の 著る しきに 係 はらす、 效 菜の 現 はる \ までに 長年 月の 速 綾 的 使用 を 要します。 此 事に 氣附 かす 一 

して 一 時代に 一 雨を敎 化し 了らん とする が 如き は、 宗敎の 3： たる 乎を辨 へざる 見方であります。 勿 iM 

新 宗敎輸 人の 當 時に 方り て其效 果に關 して 過大の 希望 を 抱く は 止む を 得ません が，. 然し 冷靜に 世界の 一 

宗敎 歷史を 調べ て 見て、 私共 は宗 敎に對 して 日光に 對 して 懷 くやうな 期待 を 持たねば ならぬ 事が 刺 明 i 

ります。 兹に 於て か、 橫井 君が 基督 敎の傳 道 を 試む る 事 僅々 二十 年に して、 …… 私 は 「僅々」 と 云 ひ 一 

て撣 りません …… 傳道 では 駄目 だと 見限られし は、 is?; の 貴公子 然 たる 短 菜 を 現 はして 愛すべき では あ 一 

ります が、 短 il^ に 逸った 識りを 免 かる \ 事 は 出来ません。 ^は 特に 歷史を 愛され ましたが、 此點に 就 一 

て は 君の 研究が 足らなかった ので はない 乎と 思 ひます。  一 

〇 猶ほ 一 っ傳 道の 效 ra^ に 就いて 注意すべき 事が あります。 それ は傳道 は單に 人の 業で ない 事で ありま 一 

す。 傅 近 は 人と 神との 共同 事業であります。 「神 と^に 働く 所の 我等」 と バウ 口が 言 ひし は此 事で あ 一 

ります (f 後 六の 一 )。 倚 逆師 がすべ てを爲 すかで はあり わせん、 彼が 一 部を爲 して 神が 残りの 大部 一 

基售 者の 生涯  二 七 五 
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分 を 爲し給 ふので あります。 

み づそゝ  そつ 

我 は植ゑ 、アポ D に 灌ぐ、 長つ る 者 は 惟神な リ 前 三の 六)  . 

i か 

と バウ 口 が 言 ひし 通りであります。 傅 道師は 種を播 いて、 水を灌 いで、 あと は祌に 委して おけば £ い 

のであります。 モラ すれば 神 は 適當の 時に 適當の 方法 を以 つて 之 を 生育、 rai^ を 結ばせ 給 ひます。 彼 は 

より 聖靈を 以て 其 生長 を 促し、 外より 独々 の 出來^ を 以て 其 發達を 助け 給 ひます。 戰 (卡も 地震 も财 

界 の 恐慌 も 其 意味に 於 て ：.化， を爲 し、 福音 の 進步 生長 を 助けます。 斯 くして 思 ふ よりも 遙 かに 速 か に 神 

の聖 名が 揚り、 社會， 衆の 敎 化が 行 はれます。 稀を播 いても 春が 来らなければ 花が、 み、 き 葉が 萌え出て 

生 S が 始まらな いと 同じであります。 そして 人 は 種 を 捲く 以上に 春 を 呼び 來る ことが 出来ない やうに- 

福音 を說く 以上に 其 生長 を 計る ことが 出来ません。 此事を 忘 わて 人が 神に 代りて々 激の 生長 を 計らん 

と 致します 故に、 生長 を 見す して 失望す るので あります" 何ぶ に 就いて 断 かる 間違った る考を 私供に 

へし 者 ま米國 .〔：：1 ー敎師 であります。 彼等 は 何事 も 人に 出來 得る と m 心 ひます U 所謂 運動に 由て な 速に 國 

厶厶  <:厶厶 厶厶厶 A 厶  AA  厶厶  △△<! 厶厶 

,-豕 を 基督 敎 化し 5^ ると 思 ひます。 それ故に 彼等 米 國人は 何事に も 「急げ、 ^げ」 であります。 金 を 注 

ぎ 込んで 馬力 を かければ、 一時 代の に 口木 を米國 と； M じ 様な 1： に爲す ことが 屮 I 來 ると 思 ひます。 謬 

れるも 亦 だしであります。 そして 横 井^の 多 血 性に 加へ て！^？^が米！；人の傳道法を學ばれしが故に、 

^の 傅 道の 效 が 思 ひしゃう に 速 かに 擧ら ざり しが 故に、 失望して 傅 道 を 止めて 政治に 行かれた ので 

あります。 實に惜 みても 尙ほ餘 り ありであります。 

〇 斯く 云 ひて 私に 先見の明 があって 橫井君 に 無った と 言 ふので は あ りません 。 前 に も述 ベ ました；^ り 

道に 失望した 事に 於て は 私 も 橫井ゅ V も 其 他の 諸^も 同じで ありました。 故に 私供 は 横.^ 君が 政治 界 


に 入った 事に 就て 君 を .512; むる 事が 出来ない のであります。 私の 如き は^と 離れて 殆んど 二十 年後の 今 

日 初めて 此 事に 11^ 附 いたので あります。 橫井君 も 亦. おき 問の 病床に 在りて 能く 此事 に 氣附か れ た ら う 

と E わ ひます。 故に 問題 は 誰れ 彼れ の 問題でありません。 私供の 後に 米る 若き 傳道師 の 問題であります。 

彼等 は 私供に 學 びて 私供が 爲 した 過失 を 繰返して はなり ません。 彼等 は 傳道は 忍耐 を 要する 事業、 そ 

0  0  00  c-ocooooooooooooooooooo〇c 

して 义 神と に 働く 事業で ある 事 を 知りて <t わいで はなり ません。 叉米圃 流の 運動 を 起して 其の 成功 を > 

促して はたり ません。 n 木に 於け る傳道 法に 就て は 私供 日本の クリスチャン はム ー、 デ，' や サム • ジョ 

1 ン スに學 ばす して、 藤 仁 齋ゃ巾 江 藤 樹に學 ぶべき であります。 祌は 我等と 偕に 働き 給 ひます。 眞 

现の種 を 忠實に 忍耐 を以っ て播 いてさへ けば、 神 は 適 <3 の 時に 適當の 方法 を以 つ て 速 かに 其 成長 を _ 

遂げ を 結ばせ 給 ひます。 

〇w 治の 中頃、 n 木の 基督 信者 を惱 ませし 問題 は 「我 國の國 體と基 脊敎」 と 云 ふ 問題で ありました G 

そして 基督 敎は 我が 闽體に 合 はすとの 理由の 下に 私供 は 强ぃ攻 擊に逍 うたのであります。 そして 私自 

身が 或 事より して 特に 攻舉の 的と なり、 それが 爲に » からす 同信の なを 苦しめた のであります。 私が 

特に 橫井 君の 御世 話に 成りし は此 時で ありました。 1^ は大に 私の 爲に 社會に 向って 辯 護して 下さい ま 

した。 然し 乍ら 社會は 私共の 辯 明に 耳を藉 して 吳れ ませんで した。 私の 如き は 「不敬 漢」 の Itn の 下 

に 社 S 貧の 水平線 下に 葬られました。 二十 年 問 「前科者」 として 敎育界 思想界に 取极 はれました。 その 

當 時に 基督 敎が 日本の 社會の 此ォヂ アム (汚名) より 如何にして 脫屮 いし 得ん 乎と は 到底 解決の 込な. 

き 問題で ありました。 私供 は 日 木 を も キリスト をも棄 てる 事 は 出来ません、 然し 乍ら 私供に 係 はる 口 

木 人 全 體の疑 を 晴らす 途 がなかった のであります。 然し 乍ら 時 は 念 激に變 化しました。 忠君 愛 w の聲 
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は靜 まりました。 新聞と 雜 誌と は 其 文字 を さへ 使 はざる に 至りました〕 日本人 全體が 愛國を 忘れて 戀 

愛 至上 主義に. 耳を倾 くるに 至りました。 玆に 於て か IJ^ れられ し 私^が. 冉び愛 國を唱 ふるに 至りました- 

そして 私供 クリ ス チャン に 最も 鋭き 攻撃の 矢 を 放ちし 某氏の 如き は、 彼れ 自身が 日本 閒關 以來の 最大 

不敬 漢 なりとの 故を以 つて 水平面 下に 葬らる k に 至りました。 今や n 本に 於て 不忠 不敬の 故を以 つて 

基督 敎信 者を攻 むる 者はありません。 時勢が 此 問題 を 解決して SK れ ました。 私供 クリス チン ャは神 御 

<JOOOOOCOOOOOO〇oc-rtooo 

GI 身が 此 難問題 を 私供の 爲に 解決して 下った と 申します。 

〇 如此 くにして 横 井 君は傳 道の 效 菜に 就て 失望す るの 必要はなかった のであります。 は その Si 傅 道 

を， 蠘 綾し て 政治 に 入 ら すし て 居られたならば 宜 かった ので あ ります。 然し 神 は 萬 事 を 知り 給 ひ ます。 

何が 善った 乎惡 かった 乎 は 最後の 審判の 時に 至ら ざれば 判明り ません。 少く とも 君 自身の 爲に 計りて 

政治 を 試む る^ 善かった と ひます。 政治に 失敗して 君の 眼が 外界に 向って 閉 ぢられ て、 君 は 內を探 

り 上 を 仰ぐ に 至りました。 失 禮の巾 分であります が橫井 君が 救 はる &爲に は 君が 政治 界に 失脚す るの 

必要が ありました。 君に 此 失脚 ありし が 故に 私供 界 のクリ ス チャン フレ ンヅは 天國に 於て 再びお と 相 

きふの確かなる>!布^11^:を有します。 そして 叉 横 井 君の 傅 道 は 決して 失肷 でありませんでした。 ^の傳 

に 由て 救 はれて 今尙ほ 信仰的 生 派 を 送って 居る 者 を 所々 に 見ます。 今囘の 此の 追悼 演說會 を 11 く述び 

に至りましたのも全く横井君の傳道に由っ て救はれし卜部幾太郞！；^；の 御盡カに.£る の でありまして - 

橫井 11?^ の 感化の 如何に 深 かりし 乎、 其 一端 を观 ふに 足ります。 死に 臨んで 人 を 慰む るに 足る 唯一 の；5^- 

業は傳 道であります。 軍功 も 政治 も 文 獻も人 を 死に 臨んで 慰む るに 足りません。 唯 一 っ傳 道、 一 人の 

B ボ魂 に 永遠 の 生ん 叩 を^す る の 機關た りしの 自 覺、 是れ のみが ，ぽ 終の 時の 慰め 乂カ である is^ は， 多くの 


人の 死 方に 由て 知られます" そして 横^^に も 亦た しかに 人生 最大の 此 慰めが あつたので あります。 

「おが^ 禮を 授け て や つ た 人達 は 大抵 信仰 を 持ち つ けて ゐ る」 と は：^？；の 追懐で あ つ たと 聞きました 「 

誠に 然 りであります。 其點に 於て 橫井 S は 決して 失， 敗者でありませんでした" 明治時代の 如何なる 政 

治 家 も 死に 臨ん で 此滿足 を 懐き 得ませんでした。 所 成功 を以 つ て 人生5^取大 の H 的と 兄 做す 者はク リ 

ス チャンの 此滿 足、 此 喜び を 知りません。 橫井君 を 失敗 者と 見做す^ は 君が 丄円年 時代に 於 て^の. 靈魂 

の 奥に 貯 へし 此寶に 着 E し 得ざる 者であります。 そして 君 は 生涯の 終りに 於て W び 之 を 取^し、 之 を- 

キリスト の^^に照らし、 信仰 を以 つ て 之 を 磨き、 感謝 を以 つて： 人 父の 懐へ 歸 へ られ たの であります。 

附  一一 一一 2 

〇 傅 道 は 畢竟 成功 を 期して 從事 すべ きもの でありません。 「成功」 は アメリカ人 特 愛の 一一 一一" 葉で ありま 

して、 傳 道の 如き 祌の御 事業に 當 らんと 欲して、 口に へて はならない 首 葉であります。 昔の 預言者 

DOOOO0O0O0OO0COOOOOO  ：  ：:  ：  c,l  - 

にして 成功した 者 は 一 人 もありませんでした。 ィザャ も H レ ミヤ も ホゼァ も其傳 道に は盡く 失敗 者で 

ありました。 彼等 は 南方の ユダヤ 王 國をも 亦 北方の イスラ H ル王國 を も 救 ひ 得ませんでした。 彼等 は 

其 事 を 思 ふて 度々 失 61- しました、 然し 乍ら 終生 預言 (傳 道) を廢 めません？ した。 彼等 は 亡國を 

しつ k 傅 道を續 けました。 ェ ホバ はィザ ャ に 命じて 曰 ひ 給 ひました。 

往 きて 此 民に 如此 くに 告げよ、 

汝等 聞いて 聽 けよ、 然れ ども 悟る 勿れ 

汝等 見て 視ょ、 然れ ど識る 勿れと。 

者の &涯  二 
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汝、 此， 氏の 心 を 鈍く せよ、  _ 

其 耳 を 盪 くせよ、 其 眼 を Ik よ、  一 

恐く は 彼等 其^にて 見、 其 环 にて 聞き、  1 

其 心に て 悟り、 解りて 癒さる、^ あらん  一 

と) 卽ち民 を 救 はん 爲に預 一一 H する 勿 わ、 彼等が 救 はれ ざらん が爲に 預言せ よとの 事で ありました。 そ 一 

してき 時まで 如此 き！ Si 百 を爲 さねば なりません 乎と Klw 者が H ホバ に il ひ 返せし 時に、 M ホバ は 答へ 

給 ひました。 

まち あ： i す； い 

邑 は 荒廢れ て仆む 者な く、  .；} ^に は 人た く、  し 

國は 寂寞と 成り、 M ホバ； ^を 遠き！： に 徙し給 はん  一 

其 時まで 預言 すべし との _2 じあり ました (ィザ ャ書六 章 九 節 以ド) U 此は 1 目 者に 取り 實に 辛ら い 役 一 

n であり ましたが、 然し 祌 のん i なわば、 彼 は 其 通りに 資：！ ；： したので あります。 ィザャ の 一生 鹿 は、 他 一 

の -m:- 一  H 者 等の それと 同じく 

,1 スラ H ルに 就て は 「我れ 終 n\ ^を 舉げて 悖り 順 はざる：；^ に. S へり」 と fB へり  一 

とパ ゥ n が 其 一一 一一 c を 引いて： ：！ ひしが 如くに、 絶. ま 的 生涯で ありました ( I- マ 書 十 章 一 一 一 節)。 

み こ •• ろ 

〇ま ことに 傳道を 慈善事業の  一 ^^と：5-るが、 その 成功せ ざる 现. いであります。 神の 聖意 を俾 ふるに 

りて、 尺が 之に 由って 救 はれ やうが 或は 救 はれまい が、 國が 之に 由って 輿ら うが 或は 亡び やうが、 e 

んな を 眼中に m れいて 有效 なる 傅 道 は出來 ません。 人の 爲の傳 道ではありません、 神の 爲の傳 道で あ. 

ります、 惻隱の 心に 動かされての 傅逍 でありません、 神に 餘 儀な くされての 俾 道であります。 故に 强 j 


、のであります。 ，： あ II くって 深く £ls 心に 打 込んだ のであります。 故にき 

易 (蜃) --.E?!: は S おに は 救 はれませんで したが、 精神的に 義 V けられ 一" 亡び S 

い 終"、 t 「亡びざる K と 成った Q であります。 成功 を i する や-つな I の Ims るべき 

のみ；：」 あり， I。 ハは救 はれす とも 可い、 5 亡びても 可い、 .i なる が 故に 唱ふ、 神の I なリ。 

なに まとま 一お の傳等 たけ 人 を も 救 56 を も 起し ま X。 成功 を 期して 政 f 免れ ません 

に P ん なし 唯种 あるの みと 云 ふ^の 人の み 3 ぬの 俾 道に 從^ し 得る のであります， どで 

ス 御自身が 決して I の 成 I では あり 4 ん でした。 彼 は 彼の I の I に 於て 夙く 旣义に f ん 

功の 絶ち 給 ひました。 靈は f ま 山 &れ行 IS5 集して 之 を 5§ を 彼に. - 

ナん としました。 然るに 彼 は 之 を 斥けて 言 ひ 給 ひました 

サタンよ 退け、 主たる 汝の 神を拜 し、 惟之に のみ^ ふべ しと^ 書に 錄さ ■ 

と (マク fit 四 章 八 ー ト 節)。 傅 道の 此失 肷.^  、 共 人が 我等の 敕虫ィ ヱ ス キ- 


；た" 

- ス 


. であります.. 


結婚の 意義  . 

今 井 一 、 Is- タ ツ^ 婚 式の辭 

C 初めに 祌 天地 を 造り 給 ヘリ，^  -  そら . C  く  .  b 

Cf:  I ひける は. 我. に I りて 我らの の 如くに 我ら 人 I リ- 之に 海 si と 大ま鳥" きと 全 
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地と. 地に 匍 ふ 所の 諸の 見 蟲とを ^£ め しめんと。 祌 其 像の 如くに 人 を 造り 耠 ヘリ * 卽ち 神の 像の 如くに 之 

を 造り ノ之を 男と 女と に 造り 給へ り。 祌 彼等 を 祝し， 神 彼等に 盲 ひ 給 ひける は、 めよ， ^よ、 地に^;1て 

-. に,  い さも の 

よ、 之 を 服 はせ よ、 叉 海の 魚と 天空の 鳥と. 地に 動く 所の 諸の 生物 を 治めよ。 神 甘 ひ 給 ひける は. 視ょ. 

我れ 全地の 面に 在る 諸の 草と 諸の 榭と を汝 等に 與ふ。 之は汝 らの糧 となるべし。 神 北-、 造リ たろ 諸の 物を視 

たま ひける に-甚だ 蕃 かりき， タぁリ 朝 ありき、 是れ六 H なリ。 

0H ホ. ハ祌 一 百 ひ 給 ひける は * 人獨 りなる は 宜しから ず， 我れ 彼に 逾 ふ 助 者 を 彼のお に 造らん と。 是に 於て 

エホバ 祌 アダム を 深く 眠らし め * 眠りし 時 其 胸の 骨の 一 を 取り. 之 を W て 女 を 造り， 之 を アダムの 所に 伴 

ひ來リ 給へ り。 アダム 闩 ひける は. 此 こそ 我が 骨の 骨、 我が 肉の 肉な り、 此は 男より 取りた る 者 なれば 之 を 

ッシャ |と 名くべし。 是 故に 人 は 其 父母 を 離れて 其 妻に 合 ひ、 二人 ー體 となるべし。 

〇 結婚 は祌の 定め 給 ひし 律令でありまして、 人生の 必要であります。 祌は人 を 男女に 造り 給へ りと あ 

ります。 卽 ちん を 男女に 分ち て 造り 給へ りとの 事であります。 女 は w れも 人の キ分 でありて， 二者 

相 合して 一 んの 人と 成る との 事であります。 男 丈け にて 人に あらす、 女と 偕に なりて 一 人の 人となり、 

女 も 亦然り との 事で あり ます。 簡短 にして 深い 眞理 叉 人生の 事赏で あ ります。 

〇 故 に 結婚 は 單に 幸福 の點 より 考 ふる 15^- は出來ま せん。 又 血統 傳，^ の 必要より 論す る 事ね 出來ま せん 9 

結婚 はん 格 完成の 必要より 考 ふべき であると 思 ひます。 或る 特別の 場合 を 除く の 外 は、 結婚は5^^孰 

れに 取りても 其 本分 を完 うする 爲に 必要で あるので あります。 結婚に. m り 男 は 更らに 男らしく 成り、 

女 は更ら に. 女らしくなる のであります。 之に 幸福の 伴 ふ は 之に 此 人格 養成 上 の 必要が あるか ら であり 

ます。 神 はん を 男女に 分ち て 造り 給 ひて、 ffl- 獨 生活 竝に 自己 滿 足の を 矯めて、 共同生活 竝に 相： 立 信 


0 の ！を設 け 給うた ので あ ります。 「神 言 ひ 給 ひける は人獨 りな る は 〈且 しからす。 我れ 彼の 爲に 彼に 

適 ふ 助 i!<fj を 造らん」 と ある は 此；？ it であると 思 ひます。 「助 者」 は 補充 者であります。 缺 けたる 所 を 補 

ふ 者で ありま ナ。 

〇 補充 者であります。 故に 對 等で. あります。 但し 單 なる 法律上の 封 等でありません。 實質 上の 對 等で 

あります。 女が 男に 負 ふ 丈け、 それ 丈け 男 は 女に 負 ふ 所が あるので あります。 對 等であります。 故に 

相互に 對し 尊敬が あります。 木 當の愛 は 尊敬の 在る 所に のみ 在ります。 神 は アダムの 胸の 骨 を 取りて 

H バを 造り 給へ りと は此事 を：： 小し ます。 女 は 勿論 男の 首でありません。 然れ ばと て 其 手足で はあり ま 

せん。 女 は 男の 胸であります。 グイ クルであります。 生命の 中樞 であります。 之 を 敬 ひ、 弱き 货き器 

として 之 を 保護す べき は 之が 爲 で あ り ます。 

〇 對 等であります。 然し 神の 定め 給 ひし 順序が あります。 「女の 首 は なり、 男 は 女より 5： しに 非す 

女 は 男より 出しな り、 は. S 爲に 造られし に 非す、 女 は 男の 爲に 造られし 也」 とあります。 は 神 

の 代表者と， （て 造られ、 女 は 男の 補助 者と して 造られた のであります。 共に 神に 事 ふべき であります) 

然し sf- は 指導者と し て、 K は 助けてと して 事 ふべき であり ます。 此 場合 に 於て 妻が 夫に 從ふは 神に 從 

ふの 途 であります。 從 ふは從 はる & 丈け それ 丈け 神聖で あり 又 名 * であります。 祌の 律法に 從ふ 所に 

於ての み眞の 自由が あります。 男 は祌を 首に 戴いて 眞の 自由 を 得、 女 は 神の 代表者なる 男 を 首に 戴い 

て、 是れ 亦眞の e: 由 を 得る のであります。 

〇 如此 くにして、 結婚 は單に 一 人の 男と 一 人の 女との 爲に行 はる、 事でありません。 〈， ^の 爲、 社き の 

爲、 國の爲 であり、 更らに 神の 爲、 世界人 類の 爲 であります。 人 は 何人も 己が 爲に 生きす 乂 死なす と 
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あります るが 故に、 結婚 も 亦.，」 が爲 にの み 行 ふので はありません" 之に. E りて 社界の 幸福 を增進 せん 

が爲 め、 叉 神の 御榮 光を顯 はさんが 爲 であります。 そして 結婚 を 公的に 解して、 結婚 生活 を 公益の 爲 

に營 まんと 努 むる 所に、 そこに 祌の 祝福が 裕 かに 加 はりて 本當の セま i が 宿 る の で あ ります。 願く は 私 

共が， 个玆に 行 はんとす る 此^^が 其 意 味に 於て 惠 まれた る 幸福なる^ 婚 たらん こと を 祈ります。 (一 

九ニ八^^;^:!月- -.l-::n) 


舊友廣 井 男 君 を 葬る の辭 

昭和： 二：^  (： 一  九 二八 半〕 十パ 21=^ ケ谷仲 之 町のお の. en 宅に 於て 

〇兹 に 私の 同窓 M 級の 友 魔 井？ 势君は 永き 眠に 就かれました。 私 は I； の遣骸 に對し 感慨無量 であります * 

1^ は 其お に對 し眞實 なる 夫で ありました。 其 子に 對し て 慈愛 深 き 父 で ありました。 n 十く 其 父 を 失 は れ 

て 、 共老 いたる 母に 對 して 優 さし き從 順な る 子 で ありまし た。 共 友 に對 して ii^ 賴す ベ き 友で ありまし 

た。 そし て 其に に 其の 職務に 對し て ；： 取 も忠實 なる 人で ありました。 1^ は 明治 大正 の H 本が 生んだ 大土： 

木學者 中の ^でありまして、 殊に 築港の ffi- と 術と に 於て は 骨 界的權 威で ありました。 1^ は 何れの 方 

面より て も 偉大なる 人で ありました。 私 は；^ の 如き 人 を 私の 同窓： Mi 級の 友と して 持ちし 事 を 誇りと 

し、 叉 君と 潔から ぬ.^ ま 的 關係を 一 生： 鹿 を 通して 績け 55 し 都 を 感謝し ます。 

〇 私供 は 人，' の ロ^に 人物 缺乏 せる 事 を 常に- W ひ 聞かせら る、 の であります。 ま ことに 私供の 周 圍を見 


て、 私供 は 詩人と 共に 歎ぜざる を 得ない のであります。  , 

神よ 助け 給へ、 そ は 神 を 敬 ふ 人 は 絶え、 誠 ある 者 は 人の子の 屮 より 消失せ たり  . 

と (詩 十二 篇)。 然し 乍ら 凡てが 暗黑 又は 失望で はない のであります。 神 は 何れの 時代に 於ても 眞现： 

の 證明者 を^に 殘し給 ひます。 そして 廣井界 の 如きが 其顯 著なる 一 人であります。 廣井 君は大 なる 建 一 

築 家 で あり 4^ したが 單 の 建築 〔-^ で はありませんでした" ェ 學と貢 へば 今の 世に ありて は， 最も 割 の 好 一 

い、 富 を 作る に 最も 便宜なる 技術と 思 はれます が、 我が 廣井 1^ に 取りて は、 の專 門は斯 かる 淺 まし 一 

き H 的 を 達する 爲の ものではありませんでした。 ^„!;は其生1^に於て大ェ_5^を數多成就されましたが、 一 

それが爲に君自身の爲に得し所は算ふるに足りませんでした。君の此住宅其物が此1^の善き^_ほ據でぁー 

ります。 此 質素なる 家 は、 小 禅、 釧路、 兩館、 留萌、 共 他の 大 築港 を 施されし 大 土木 學 者の 作 〔汆と は 

思 はれません〕 自家の 產を 作る に 最も 好き 機 會を持 たれし Is は、 其 機會を 自分の 爲に ffl ひません でし 

た。 廣井 君に 在りて 明治 大正の 日本 は淸き 正しき H ン ジ 一一 ャ ー を 持ちました。 = 本 はま だ 全體に S<2 肷； 

せりと 云 ふ 審は屮 ：來 ません。 n: 本の ェ學界 に廣井 君 ありたり と 問いて、 私供 は 其 將來に 就きた なる 

希望 を 懐いて 可な りと じます。  . 

〇 淸簾 にして 寡欲な り し^は 其 仕 に 忠實 なり し は  一 W ふ まで もありません。 君 が 札 幌農學 校 を 卒業し 

て 後、 間 もない 時の 事で ありました。 君 は 君の 先輩の 指揮の 下に、 北海道 鐵 道の 線路に 當る 或る 小な 

る僑梁の建築を擔任させられました。^は^5?;の當時のェ*的知識の全部を絞りて其任に當りました。 

そして 渐 くにして 橋 は 成りて 列車の 試 運 轉が行 はれん とせし 時、 15^^は額色蒼ざめ、 四肢 震 ひて、 ：a ぉ盧ー 

に堪 へざる ものが あり、 列車の 無事 通過 を 見て 安心して 胸を撫 下した と 問き ました。 私 は其當 時、 君 一 
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*i 瞽者の i^®  一， 一 <<  一 

と 宿所 を 同う し、 1^ より 直に 其 實驗を 聞きまして、 1^ の 技術の 最初の 成功 を 祝した のであります。 

000000  COOOC-  Co  cc-ocoo〇oc-  000 〇oocoo 

ち廣 井^に は 其 事業 の 始めより 鋭い ェ學的 良心が あつたので あります。 そして 其发 心が^の 全生涯 を， 

通う して 强く 鋤いた のであります。 「我が 作りし 橋、 我が 築きし 防波堤が 凡ての 抵抗に 堪え 得る や」 一 

との 深い 心 .阯 があった のであります。 そして 其 良心 其 心配が 君の ェ學 をして 世の 多くの ェ學 のヒに 一 ： 

頭 地 を W んで しめたので あります。 君の ェ學は 君 自身 を 益せ すして 國 家と 社 會と 民衆と を 永久に ハ. 化し 一 

たのであります。 廣井 君の ェ學は 基督 敎的 糾士 のェ學 でありました。 せの 生涯の 事業 は そ， が 故に 殊ー 

に贵 いのであります。  一 

〇. 私 は廣井 君と 同時に 基督 信者と なりし 名譽を 有します。 今より 丁度 五十 年 前、 明治の 十 年 六月 二 ロー 

北海道 札幌に 於て、. 私供 靑年六 人 は 米 國官： 教師 M  •  C  . ハリ ス 氏より バ プテ ス マ を 受けました。 胄 井一 

君 は 其當時 殊に 信仰に 燃えまして、 日曜日 毎の 我等の 小なる 集會に 於いて i; の敎理 研究の. 結果 を 我等- 

に仞して我等の；^^^：を助けられました" まことに 一 時 は 君 自身が 傳道師 に なられて、 不肖 私が ケ n- 占 一 

。,0,0で、-,^7  00?0  0ノ00  0,0,0  00っ000。00000000  0  0  000  0  00000  二 

る へく 餘 2^ なく せられし 地位に 君が 立た る \ の では あるまい 乎と 思 はれた 位ゐ でありました。 t へ ^ し 

に 降りし 神の 使命 は 他に 在った のであります 。君 は 俾道師 に 成られす して 土木 學者 こな. ら^まし と。 

そして 君 は 一 日 正 に 其 理由 を 私に 語られました。 っ此貧 乏國に 在りて 民に 食物 を 供せ すして 宗敎 を； 

敎 ふる も ハ t^l^ し、 僕 は 今より 傳 道を斷 念して ェ學に 入る」 と。 私 は. H 狀 します、 君のti^吿白はrr^ の若ー 

き 心に 强き 感動 を 起しました 事 を。 私 は 其 時 思 ひました 「若し 廣 弁が 傅 道 を 止めるならば 我等の 仲 H 

の 巾より 誰かに 起って 其 任に 當ら なければ ならない、 自分 は 嫌で ある、 さて 如何したならば 宜 からう 二 

と。 そして 後に 到りて 稲々 の 止む を 得ざる 事情より して、 私が廣井君に代りてキリ ス 卜の福，を^&-„!^ー 


に へ ざる を 得ざる に 至り、 其 困難の 多き を 味うて 時には 舊友 を怨 まざる を 得ませんでした。 然したい 

、り 神 は 凡て を 知り 給 ひました。 廣井 君が ェ學に 入りし は に 取り 最善の 事でありまして、 そじて 叉 私 

が 傅 道に 入りし は 私に 取り 最善の 事で ありました。 竞る 所、 廣井君 も 私 も 青年時代に 相互に 對し誓 ひ 

し 誓約 を 守 る 事が 出来た のでありまして 感謝 此上 なしであります。 

〇 斯 くして 廣井 君は傳 道を斷 念して 宗敎に 就て は 沈默の 人と なられました。 1^1; は 滅多に 敎會 にも 出席 

せす、 又 人に 對 ひて 信仰 を說 かれませんでした。 或は 君の 同 僚に して 1^ の クリスチャン たる 事 を 知ら 

〇ooooc>  OOOOOOOCOOOOO-00000000000 

ない 人 も ある 乎 も 知れません〕 然し 乍ら です、 一度 は 自身 傳道師 たらん とまでに 決心 せられし 廣井矜 

は終生信仰を棄っる_5^-は屮1來ませんでした。 宗敎は！^；；の靈魂の深ぃ所に堅ぃ地位を占めました。 1^ は. 

常に 人生の 最大？ T 题に 就いて 考 へられました。 そして 常に 神と 其 獨子ィ H ス キリス 卜と を 敬 はれまし 

た。 斯 くして 廣井君 は 其 心の奥底に 於て ェ學 博士で あるよりも 寧ろ 堅實 なる クリスチャンで ありまし 

た。 私供 君の 親 灰 はい く 此事を 知って ゐ ました。 そして：^;;の生涯の友なる妻は誰ょりも善<-此事を知 

つて ゐ ました。 ^は 私仉と 一緒に 五十 年 前に 學 びし 祈禱の 習慣 を 死ぬ まで 忘れませんでした。 君 は^ 

朝 毎夜、 戶 を閉ぢ て、 夜 は燈を 消して 祈 禱に從 事し ました。 そして 幾囘 となく 祈禱の 跡に 涙の If の殘 

るの を 見た と 主^の 方 は 語られました。 そして 此隱れ たる ：！^ 仰、 一 時 は 福 昔の 戰士 たらん とまで 決心 

せし 此祌 に對 する 信仰が 君が 成しと げし 凡ての 大事 業を聖 めた のであります。 君 は 一一 一一！ I 葉を以 つてす る 

傅 道を斷 念して 事業 を以っ てす る 傳道を 行 はれた のであります。 小搏の 港に 出入す る 船舶 はかの 堅 ^ 

なる 防波堤に よりて 永久に 君の 信仰 を 見る のであります。 廣井勇 君の 信仰 は 私の 信仰の 如くに 書物に 

0  0  00  C  一  OC00OO  O0O0  0 つ 000  C  CO0O0O0O  OO00O00O00OCC 

は 現 はれませんで したが、 それにも^^^かに勝りて、 多くの 强！： な 橋梁、 安全なる 港に 現 はれて ゐ ます。 

某： 截 者の 生涯  --v-. 
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^は 實に惠 まれた る 人であります。  一 

〇 然し 乍ら 人 は 事業ではありません、 性格であります。 人が 何を爲 した 乎 は 神より 賜 はりし 才能に 由 一 

るので ありまして、 彼 自身で 之を定 るので ありません。 西洋の 誇に 「詩人 は 生る」 とい ふの が ありま 

すが、 詩人に 限りません、 ェ學 者も傳 道^も： 人 然學者 も 政治家 も 凡て 「生る」 であります。 廣井 君が 

ェ學に 成功した の は 君が 天與の 才能 を 利用した に 過ぎません。 然し 乍ら 如 M なる 精神 を以 つて 才能 を 一 

利用せ し 乎、 人の 價値は 之に 山って 定まる のであります。 I の 人 は 事業に 巾って 人 を 評します が、 神 

と 神に 依る 人と は 人に 由って 業 を 評します。 廣井界 の 事業よりも 廣 井お 自身が 偉ら かった ので あり 

ます。 口 本の 土木 學界に 於け る； i?; の 地位 は是れ が 爲に货 かった のであります。 廣井君 は 君の 爲人を 君 一 

の 天與の 才能なる ェ 學を以 つて 現 はした のであります。 ェ學 は； ^に 取り 附滯 性の ものでありまして、 一 

^自身 は 君の ェ學 以上で ありました。 そして 我等^の 友人に 取りて は ；；；； の 性格、 の爲 人、 卽ち 君自； 

身が 君の ェ學 又は 工業より も遙 かに 貴 か つたので あ ります。 そし て ケゃ^：；が の 肉體 の 衣 を 脫$ ^て、 „ 

君の lef 純なる 靈 魂を以 つて 神の 聖 前に 立 ちて、 は T: 學 博士 とし て に あ らす、 純 謙遜なる 基督 信者- 

として 立 つ の であります。 ilf; の 貴き は！； $1 にある として、 ^の 事業の 贵き 所以 も亦玆 にある のでありま- 

す。  事業の 爲の 事業に あらす、 勿論 名 を 擧げ利 を 漁 さる 爲の 事業に 非す、 此 「貧乏 國の 2^ に 敎を傅 ふ 

る 前に 先づ 食物 を與 へん」 との 精神の ドに 始められ たる 事業で ありました。 それが 故に 異彩 を 故ち- 

一 種獨特 の-水 久 性の ある 事業であった の で あ ります。 

〇 廣井勇 君 は 今 意義 あ る 生涯 を 終りて 批 を 去られました。 の 同級 IMi^ の 友に して、 藤 E 丸 ニ郞^ 第一 

一 に 逝き、 足 立. 兀ハ. -郞 1^ と 商 木 玉 太 郞界と 之に 次ぎ、 今 又せ が 其 後 を逐， つて 逝かれました。 残る は宮 


部 金 吾 君と 新 渡 戶稻造 君と 私との 三人であります。 之 を 思うて 淋し さに 堪えません。 私供 五十 年 前に 

高貴なる 生涯 を 誓 ひて 共に 學窓を 出で ました。 そして 神の 御 導きの 下に それぞれ 其 誓約に 叛 かざりし 

を 感謝し ます。 爲 した 事業の 多少 上下に は 差 はあり ましたが、 其賤 しから ざり し點に 於て は當 代の 

H 本人 中、 何人に も 譲らない 積り であります。 そして それに は 理由が あつたので あります。 私供 は聖 

書を以 つて ィ H ス キリストの 御 父なる 眞の神 を 知る を 得ました。 是が 私供の 性格の 根柢 を 築いて 吳れ 

ました。 そして 是に 根ざ  >れ て 私供 は 世と 共に 移らざる を 得た のであります。 敎 育の 基礎 は玆に 在り 

ます。 其 意味に 於いて 私供 は 新 日本が 施し 得る 最善の 敎育を 受けた のであります。 基督 敎の バイブル 

と 人の 手の 觸れ ざり し 北诲の 天然と、 それが 廣井 君と 私供 君の 友人と を 育て &吳れ たのであります。 

〇 【棺に 向 ひて】 廣井勇 君の 靈に 告げます。 僕 は玆に 君の 依嘱に 從ひ 君の 葬儀 を 行 ひます。 君 は 僕よ 

り も 一年の 年少者で ありて 僕の 葬儀に 列すべき であって 僕に 葬儀 を 行 はしむべき ではありません でし 

た。 然し 神の 命です、 僕 は 謹んで 約束 を 履行し ます。 玆に 五十 年間の 友誼 を 謝します。 然し 僕 等の 友 

誼 は 是れで 終る ので. はない と 信じます。 Over  there であります。 河の 彼方に 於て 繼綾 せらる i ので 

あります。 我等 は 勿論 Iws 貧 を 期します。 其 時まで 暫時 サョ ナラ。 ； 5?； の靈 魂の 我等の 父なる 神に 在りて 

永久に 安 からん 事 を W ります。 
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事 は 出来ません が、 然し 乍ら、 善意、 決心、 敢行、 それが 人生の 確實 なる 牧穫 でありまして、 此牧複 

ありし 以上、 他に 何の 得る 所な くと も實は 歎く に 足りない のであります。 朝に 道 を 聞いて タに 死す と 

も. F なりと 支那の 聖人 は 言 ひました が、 私共 は それで は 足りません、 「朝に 道 を 聞いて 曰の 中に 之 を 

行へば * 夕に 死す とも 可な り」 であります。 死後に 生命 あり や 否や は 別の 問題であります。 善意の 直 

行 に 永久 的價値 が あり ます。 之 を 以て 人生の ほ 的と 成す に 充分であります。 

〇 そして. M 書の 敎 ゆる 所 は玆に 在る と 思 ひます。 

事の 全 體の歸 する 所を聽 くべ し 曰く、 祌を 畏れ、 その 誡命を 守るべし、 是れ すべてん 人の 本分な 

と、 傳道之 書の 著者 は 君 ひました (傳道 之 書 十二 章 十三 節)。 

我等が 顧る 所は昆 ゆる 所の 者に 非す、 兑 えざる 所の 者な り、 そ は 見 ゆる 所の 者 は 暫時に して 見え 

ざる 所の 者 は 永遠 的 なれば なり 

と、 バウ ri は敎 へました (哥林 多 後書 四 章 十八 節)。 

人々 ィヱス に 曰 ひける は、 我等い かなる 事を爲 さば 神の 業になる べき 乎、 イエス 答へ て 彼等に 曰 

• ひける は、 祌の 遣し.^ 者 を 信す る 是れ卽 ち 其 業な り 

とあります (ョ ハネ傳 六 章 二十 九 節 )o 「信す る」、 「見えざる^」、 r 誡命を 守る」 と 云 ふが 如き 事で 

あります。 是 れ哲學 者の 所謂 Sub  specie  aeternitatis 永久性の ものでありまして、 人生の 目的、 そ 

の贵 さは 此に 在る ので あると 思 ひます。 

〇 如此 くに 人生 を評慣 して 私供 は 玆に大 いなる 感謝 を以 つて、 私供の 友人^- 1 幸 次 郞君を 葬 る^が 3i 


来ます。 君 は 多くの 點に 於て 優れたる 人で ありました。 明：！  E た 正の， に 活動して 君の 爲 した 事業に 多 

くの！ るべき ものが あります。 君 は 勿論 富寰の 2： に數 ふべき 人ではありませんで したが 然し 此 骨し 

き國に 於て 決して 貧しき 人ではありませんでした。 然し 乍ら 今 若し 旣に 死の 河 を 渡りた る^の 聲を^ 

„M: が 聞く こと を 得ますならば、 君 は 多分 斯ぅ霄 ひ 給 うだらう と ひます。 

私の した 凡ての 事業、 私の 作った 少しの 財産、 それ は 何でもない、 今の 私に 何の 役に も 立たない.. 

私 は 又 それが 私が 少、 りし 世界に 於て 益 を爲す 平、 害 を 爲す乎 を 知らない。 然し 私 は そわが 故に 六 I 

たやの 生；^ が 私に 無意味 無惯 値で あつたと 思 はない。 私 は 幸に して 神 を 知る 事が 出來 た、 そして 少し 

く其誡 命を敎 へられた。 そして 及ばすな がら その 實行に 努力した。 私の 爲に 生き j デ して 神と 他人と 

の爲に 生きん と 努力した。 そして 其 事が 最大 幸福で ありました。 私 は その 爲に報 賞を受 くるに 及び 

ません、 其 事 其れ 自身が 充分の 報 賞で ありました。 私は此 後、 私自身、 私の 子孫、 私の！： が怎 う， ^ 

る 乎 知りません、 叉 私の 遺した 事業が 何の 役に立つ 乎 を 知りません。 然し 乍ら 唯一 つ 人生 萬 事の 背 

&に大なる義の|?.^の働きっ、ぁるを知ります。 そして 其 勢力に 合致す る^、 其 事が 幸福の 絶頂で 

あり、 眞の 生命で ある 事を覺 ります。 諸君、 どうぞ 私の 爲に 泣いて 下さるな。 私の 爲に祌 に 感謝し 

てド さい。 祌 の恩惠 に. E り た. づ信仰 を 菜す して 生涯 を 終る 事が 出来ました。 私が 度々 爲 しました 長 

き 充海を 終へ た 後に 家に- a つた 時の-女心と 害び， こであります。 ^^^も亦同じゃぅに諸君の航海を終 

、にわん こと を 祈ります。 云々 

こ， クリスチャンの 葬憐は 哀悼 式ではありません、 感謝の 祭りであります。 私供 は玆 に^ 藤 君 を 私供 

の 親族 乂は 友人と して 持ちし 事 を 感謝し、 君の 事業の 故に 感謝し、 信仰の 故に 感謝し、 今 叉 無事に 君 
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が 私供 一 同の 父の 家に 歸り給 ひし 事 を 感謝し ます。 君の 靈の 我等が 父の 永久の 住 15 に 於て 平安な らん 一 

こと を 祈ります。  一 

囘顧 三十 年 

昭和 三年 (一九二 八 年) 十二月 一日， 長 野縣南 安曇 郡 穗髙町 研 成 義塾 設立 第三 十 年 記念 會 

に 寄せし 演說 原稿  ： 

〇今日は井ロ喜源治^1;の個人事業でぁります當槌高町研成義塾設立第三十年に當るとの事でぁりましー 

て、 私 も 長い間の 其 同情者の 一 人と して 今日 兹に此 言辭を 寄す る 次第であります。 三十 年と 云へば 短 一 

かい 人の 一 生の 間で 隨分 長い 年月でありまして、 或る 一 つ の 事業が 三十 年 綾いた と 云 ひま すれば、 そ 一 

の 善い 惡 いは 別問題と して 大いに 慶賀すべき であります。 今より 三十 年 前と 云へば 明治の 三十 一 年で j 

ありまして、 今より 之 を 見て 別世界の 觀 があります。 日 淸戰爭 が 終って 僅かに 三年、 我國は 日の出の 一 

勢を以 つて 世界の 大舞 薹に乘 出しつ \ あった 時で ありました。 其 時 未だ 排日 問題 は 世界 何れの 國に於 一 

て も 起り ませんで した。 日本人 は 舊き亞 細亞に 於け る 新しき 文明の 先驅 者と して 認められ、 世界 到る 一 

かたは 

所に 賞 讚 を 博し、 世界の 寵兒 として 到る 所に 迎 へられました。 三十 年 前の 日本人 は 誠に 肩幅の 廣ぃ邇 

民で ありました。 そして 其 時 まだ 獨逸、 澳洪、 露國は 大帝 國 として 威力 を 振 ひ、 三十 年なら すして、 一 

其れ 等の 大强國 が 地球の 表面より 拭 ひ 去られ やうと は 誰も 夢にも 思 ひませんでした。 そして 日本 は 海； 


軍に 於て は 英國に 傲 ひ、 陸軍に 於て は 獨 逸に 學び、 世界の 最善 を 取って 之に 自國の 特徴 を 加へ て， 完 

全 無 抉の 國 として 世界に 雄飛 せんとす る 氣慨に 燃えました。 私供 過去 を 顧みて 明治 三十 年 前後が 日本 

画の 春の 花時ではなかった 乎と 思 ひます。 其 後 偉大なる 出来事が 起らなかった ではありません。 日露 

戰爭の 大勝、 朝鮮の 合併、 大强國 への 仲間入り、 何れも 大事 件たり しに 相違ありません。 然し 乍ら 人 

の 一 生に 於て、 功 成って 却って 悲哀 多き が 如くに、 日本 國も大 强國の 一 として 數 へらる k に 至って 却 

つて 憂 ふべき 事 多し であります。 それよりも 靑 年が 志 を 立て、 鄕門を 出づる 時、 其 時が 人生の 花で あ 

ります。 明治の 三十 年 前後が 新 日本 國の 花であります。 「憂し と 見し 世ぞ 今は戀 しき」、 私供の 如き 

常に 不平の 絕 えざる 者に 取りましても、 我國の 花時 は 叉 私供 自身の 花時であった のであります。 

〇 此 時に 此 地に 研 成 義塾が 成った のであります。 殆んど 同時に 私 は 『東京 獨立雜 誌』 を 起し、 次いで 

『聖書 之 研究』 を 始めました。 孰れ も 一種の 反動 運動と して 見る 事が 屮 I 来る のでありまして 國 運隆々 

として 揚 らんと する 頃、 斯る 運動 を 起す こと は 如何にも 非 國民的 行爲の やうに 見て 見えない 事 はあり 

厶 △△<"△△<!  厶厶 <1<3<"<"<1厶<1<1<" 厶厶 厶厶， "厶厶 

ません。 然し 乍ら 私供 は 何んで あっても、 又 無くっても 日本 國の 敵で はない と 思 ひます。 愛國の 事に 

於て は 私供 何人に も讓ら ない と 信じます。 私供 も 亦愛國 心に 動かされて 私供の 新 事業 を 始めた ので あ 

ります。 唯 然し 花時に 花時の やうな 事業 を爲 さなかった のであります。 花時に 世の 人と 共に 浮かれな 

いで、 木枯らし 吹く 冬の 寒さに 應 する 爲の 事業 を 始めた のであります。 故に 花に 浮かる k 人達に は 時 

代の 錯誤の やうに 見えて. 笑 はれ 叉 嫌 はれた のであります。 然し 春 は 何時までも 續 きません。 夏來り 

秋亦來 ります、 そして 冬が 終に 来る のであります。 そして 慧き 天然 は 百花 爛漫たる 時に 旣に 冬の 準備 

を爲 して 置きます。 斯く云 ひて 私供 は 自分 等に 特に 先見の明 があって、 人が 見ざる に 先立ちて 將來を 
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見 透した と 云 ふので はありません。 神が 私供 をして 然 らしめ 給うた のであります。 花 ゆ、 く 春の 梢に 旣 

に 翌年に ゆ、 くべき 花の 準備が 出来て ゐる やうに、 恩惠に 富み 給 ふ 萬 物の 造 主 は 新 日本の 花時に、 湖 落 

の 冬に 備へ、 復 たび 新ら しき 春を迎 ふる 爲の 基ゐを 据えん が爲に 私供 を驅 つて 其 任に 當 らしめ 給うた 

のであります。 故に 誇る 所 毫も 我に 在るな しであります。 唯 感謝すべき は、 日本 國が 其發 達を遂 ぐる 

△ 厶厶 A  <"△△△△△<:△△△<:  厶厶 厶厶厶 A 厶 厶厶厶  <：<：<1<1<5 厶厶厶 

に 方って、 之 を外國 人に 待た すして、 自國の 民の- s: に W 興の 準備 を 持たせられた 事であります。 私共 

は 自己の 國 人に 偏屈と 云 はれ やうが、 時には また 國賊 非國 民と して 幾られ し 事が あっても 深く 意に 留 

めません。 私供 は 日本人と して 日本 國に 一陽来復 を^す ために 幾分の 準備 を爲 すため に 使 はれた と 思 

へば、 凡てが 感謝 乂滿 足であります。 

〇 私 は 斯く云 ひて 旣に 私供の 功績 を述 立た やうに えます。 然し 爾ぅ ではありません。 唯 若し 私供の 

一 生涯の 事業に 何 か 意義が あつたと 致しますならば、 それ は 準備 的の 業で あつたと 云 ふので ありま 

す。 卽ち 時勢に 應 する 爲の もので はなく、 直に 現代 を贊 くる 爲の もので はなく して、 將來の 發展を 助 

くる 爲の 基礎的 工事に 貢獻 する 爲の もので あつたと 云 ふので あります。 何も 私 佻の 察 業の 大小、 成否 

を 云 ふので はありません、 その 質 を 云 ふので あります。 私供と 雖も或 種の 天職 を窗 らして 世に 生れた 

者でありまして、 何 か 少しな りと も 永久 的に 價 値の ある 仕 1* を 遂げす して 世 を 去る 事は堪 へられない 

事であります。 そして 私供 は 現代 を贊 ける 事が 出来ませんで したから 將來の 爲に供 へんと して 努めた 

のであります。 花時に 花 を 歌 ひませんで したが 花 散り 葉 落ちて 後に、 新ら しき 花 を^ かせ、 mi- を實ら 

せんとて、 其 準備に 多少 携 はった 積り であります。 事業 其 物 は 至って 振 はす、 殊に 過失 多くして、 恥 

かしき 次第であります が、 然し 私供の 精神 は 其 所に 在った ので あ り ます。 


0そして，|.:&難き4-|-\ひ.^ぃ^*せん乎。 日本の 天地に； &け るが 如くに、 日本の 精神 界、 思想界、 そし 一 

て 私 は 恐れます、 曰 本の 外交 界、 經濟界 に 霜枯れの 冬が 來 らんと して ゐ るではありません 乎。 之 を 今 

日の 我 國 精 祌界に 就て 見ます るに、 實に 今昔の 感に堪 へざる^ があります。 三十 年 前の H 本 は 忠君 愛 

岡の W でありました。 外 國人は 日本 を 評して 「愛圃 は 日本人の 宗敎 である」 と 云 ひました 。日 木 全 阈- 

が 忠君 愛國に 燃えました。 ii 實 君の 『日本 新聞』、 志 賀重昂 君の 雜誌 『日本人』、 高山 樗牛 君主 筆の 一 

雜誌 『太陽』、 大隈重 信 侯の 機關 『大帝 國』、 其 他 日本中の 雜誌 新聞に して 忠君 愛國 を高唱 せざる 者 一 

とて 殆ど 有りませんでした。 そして 時 は 和文 學 復興の 時代でありまして、 源氏物語、 枕 草紙と 云 ふや 一 

うな 古い 文學が 全國に 亙って 研究され たので あ ひます。 其 時 最も 憐 むべき 者 は 私供 基督教 を 信じ、 西！ 

洋文學 を 學んだ 者でありまして、 折角の硏究の結3^>っほ木國には何の川もなかったのでぁります。 不一 

肖 私 如き は 忠君 愛國 者が 攻撃の 矢 を 放つ に 方って 誠に 手頃の 的で ありました。 文學 博士 井上哲次郎 君 

に 高山 樗牛 君な どに はした、 か 嘲 けられ、 又敲 かれた のであります C それが です、 それが 三十 年後 

のん：' H は！ であります 乎。 其 旺盛 を 極めし 忠君 愛 國は今 は ぎ 處に 行きました 乎。 此 一 ヶ月 間 御大 典 

御 執行 中 は 別と して、 日本中の どの 新聞 雜 誌が 忠君 愛 國に談 を 吐きます 乎。 實に 日本人の 愛 國心滅 退， 

は 著る しハ 者であります。 殊に 學生 間に 於て 著る しくあります。 私 は 常々 思 ひます、 私の 見る 所に 依 一 

り ますれば、 ^1ぉ4^愛11、$§2^も乏しぃ所は帝國大學でぁると。 私 は 種々 の 機 會を以 つて 其舉生 M 一 

に 卒業生に 接します るが、 彼等の 間に 愛國 心に 燃 ゆる 者に 接した 事 は 殆どありません" 彼等が 最も 敏 

感 なる は 自己の 利益 問題、 其 次ぎに、 或は 其れ 以上に 敏感なる は戀愛 問題であります" 彼等に n 木 魔 

名譽、 運命の 問題 を 持 出した 所が 彼等 は 之に 應 じません。 彼等 は 學問を 自己の 利益 又は 與 味- 
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の 問題と して 研究し ます。 國の爲 め、 人類の 爲め、 眞 理の爲 めに 研究し ません。 私の 見た 大學 生程國 

民 性に 缺 けたる 者はありません。 其點に 於て 朝鮮人の 方が 遙 かに 內地人 以上であります。 私が 私の it 

書 研究 會に 於て 愛國を 語ります る 時に、 手に 汗を捤 つて 聞く 者 は 朝鮮の 學 生でありまして、 口 本內地 

の學 生ではありません。 帝 國大學 生と 同じ 事が 高等 學 校の 生徒に 就て 言 ひ 得ます。 七 八 年 前の 事で し 

ユ、 一. 、 或 人が 或る 高等 學校 生徒 の 忠愛 心に 就て 個人 調査 を 行った との 事で あり ます。 其 結果 如何と 云 ふ- 

に、  千 人 以上の 學 生の 內に、 忠^！？；愛國の精祌を認め得る者は僅に半人ぁったとの事でぁります。 何故： 

一人でな くして 半 人であった 乎と 言 ふに、 君に 對 する 忠は 在った が 國に對 する 愛 は 無かった との 事で i 

あります。 そして 更らに 委しく 其學 生の 身元 を 調べて 見た所、 彼 は 宮內省 某 官吏の 子であった との 事 

であります。 忠君 愛國の 精神の 淵源と 稱 すべき 高等 學 校が 然り とすれば、 他 は 推して 知るべし であり a 

ます。 我國の 官立 諸學校 に 於て 忠國愛 國は絶 えたり と 云 ひ て 過言 でない と 田. - ひます。 勿論 學生 は 儀式 

的に は 之を唱 へます。 然し 乍ら 心からの 熱心と 了解と を以 つて 之を唱 ふる 乎 甚だ 怪しく あります。 私 一 

は 常に 多くの 學 生に 接す る 者であります が、 愛國を 語 り て 彼等 の 反響 を 受けた 事 は 近頃 絶えて ありま； 

せん。  一 

〇 是は實 に 著る しい 事實 ではありません 乎、 寒心す ベ き事實 ではありません 乎。 三十 年を經 ざる. 2： に I 

忠君 愛 國が學 生の 間に 其 跡 を 絶ちし の觀 ある は、 是れ 不吉 不祥の 事實 ではありません 乎。 何故に 斯う 一 

なった ので ありませ う 乎。 忠君 愛 國の內 に 浸りし 學 生が、 之に 對 して 今日の 如く 冷淡 無頓着に 成りし 一 

は實に 不思議ではありません 乎。 然し 其 理由 は 之 を 知る に 難くありません。 口 本の 敎育 家が 忠君 愛國ー 

を 其 源に 於て 究めて 之を學 生に 傅へ なかった からであります。 忠愛 は單に 人の 天性ではありません。 一 


之に は 深い 源が あって、 其 源に 溯らす して、 淸ぃ 正しい、 永久に 流れて 盡 きざる 忠愛の 泉に 汲む こと 

は出來 ません。 私供 基督 信者 は 之 を 神と 稱 します、 然し 名 は 何う でも 宜しう 厶 います。 道徳の 根源、 

靈 魂の 父、 生命の 泉、 其處に 我が 存在の 基礎 を 据えす して 高い 淸ぃ 永久に 渝ら ざる 忠君 も 愛國も 在り 

得ません。 竟る 所、 日本の 教育家 は 忠君 愛 國を餘 りに 淺く 見た のであります、 故に 彼等の へし 忠愛 

は 三十 年經 すして 消えて 了った のであります。 播 いた 種が 悪かった のであります。 故に 良き 菜 を 結ば 

すして 枯れん として ゐ るので あります。 

9 てして 私洪は 不束ながら も此 三十 年間、 日本 敎 育の 此缺點 を 補 はんとして 努めた のであります。 今 
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日の 學語 を以 つて 云 ひますならば 私供 は 日本 道德を 基礎 附 けんとして 努めた のであります。 ダンテが. 

. 伊太利 道德を 基礎 附け、 ミルトン が英國 道德を 基礎 附 けたと 同じ 方法と 精神と を以 つ て 日本 道 德を基 

礎附 けんとして 試みた のであります。 事 は 非常に 困難で ありし は 云 ふまで もありません。 然し 困難で 

あれば とて 誰か、. -之を 試みなければ なりません。 然し 困難 を 恐れて 日本 道德を 天然の 儘に 抛って 置き 

ますならば、 今日の 如き 狀 態に 成って 終に 亡びて 了 ふので あります。 そして 私供が 私供の 目的 を 達し 

た 乎と 云 ふに、 達した と斷言 する 事 は 出来ません。 大 天才 を 待って 遂げ 得る 此 事業 を、 私供如き貧！^^ 

取る に 足らざる 者が 遂げ 得 やう 普はありません。 然れ ども 努力 は 之 を 試みざる に 勝 さるであります。 

勿論 文部省と 競爭 する 事 は 出來ま せんで したが、 然し 乍ら 私供の 微弱なる 能力 の 範圍に 於て 多少の 效 

果 を擧げ ないで はありませんでした。 全國を 通う して、 殊に 海外に 於て、 米國の 太平洋 沿岸に 於て、 

南米の ベ ル ー 叉 は ブラジルに 於て、 少數の 日本人が せ界的 人類 道 德を以 つて 萬國の 民と 接する に 至り 

ました。 彼等 は 日本に 生れし 世界の 市民と して、 日本 を 愛する 事前よりも 深く して、 同時に 又 其 愛 を 
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人と- ムふ 人に は 何人に も 之 を 注ぎ 得る に 至りました。 兹に 小な りと 雖も 日本人の 愛國 心の 改造 を 見た 

のでありまして、 改造され たる 愛 國心は 私供が 今日 目撃す る やうな、 三十 年を經 すして 消えん とする- 

OOOOOOOOOOOCOOOOOOO  0  0  00000 

そんな 跪い、 淺 いものではありません。 そして 一葉 落ちて 天下の 秋 を 知る が 如くに、 一輪へ 快いて 天下 
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の 春 を 知る のであります。 若し 百 人な り 千 人な りの ダン テ的叉 は ミルト ン 的の 日本人が 起り ましたな 
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らば、 是れ やがて 全國 民が 東洋の ピ ュ，' リ タンと して 起って 自國は 勿論の 事 全世界 を 改造 せんとす る 

00000  0  000000000000 

前兆と して 見て 可な りではありません 乎。 

〇 思想の 惡 化に 就て は 言 ふに 忍びません。 斯 かる 事が 我國に 臨まう と は 夢にも 思 ひませんでした。 然 

し事實 であるから 止む を 得ません。 そして 問題 は單に 之を壓 迫して 根絶し 得る やの それで ありま す 〕 

hi  0 

思想 惡 化の 下に 更らに 深い 原因が あるので あります。 單 に共產 思想が 然 らしめ たのでありません〕 物 

ooo〇r-ooo〇〇clooo〇oooooooooo〇ooooooo〇 

慾 主^ に 抵抗す るに 强 い 靈的 信仰が 無い 場合に 破壞 運動が 起る のであります。 其證據 に は 露 西 亞と境 

を 接する ス H— デン、 ノル ゥ H, -、 、、テン マ I ク 等の 諸 邦に 於て は 少しも 動搖は 無い のであります。 乂 

英闽、 カナダ、 米國に 於ても 社會 赤化の 危險 はありません U 赤化 は 心の 病氣 でありまして、 心の 健全 

なる 所に は 感染し ません。 日本人が 赤化 せらる、 と 云 ふ は 其 心に 點が あるから であります。 そして 

日 本 の 敎 育家 は 赤 化病 を 反 撥 す る に 足 る の 精祌 的健康 を 國^;^ に 與 へ な か つ た の で ぁ り ます。 物慾 を 嬌 

めんと 欲すれば 靈の 世界 を 開拓せ ねばな りません。 人に 天國を 示せば、 それ 丈け 彼の 物質 慾が 減退す 

るので あります。 然れ ども 靈 とか 神と か天國 とか- ムふ ：5?； を 全然 担 否し 叉 は 冷笑し 來 りし 我 國の敎 育 家 

達 は 自身 國 li: 赤化の 途を備 へ つ 、あつたので あります。 人に 靈 魂の 貴 尊と 來 世の 榮 光と を 示さす して- 

其ん は自 から 赤化し ます。 パン 問題が 人生の 第一？ 題と 成る 時に、 近代 人 は 何人も 赤化せ ざる を 得 ま 


せん。  . 

〇 如斯く にして 私供 キリ ストの： 幅 音 を 基礎と して 私供の 敎育其 他の 卞 -I 業 を 行ひ來 つて、 多少 國.； に 

獻し來 つたと 思 ひます。 そして 永の 問、 唯 偏屈なる 意地 ッ 張りとの み 思 はれて 今日に 至りし 者が、 時 

代の 變 化に. S つて 多少 辯 明の 機 會を與 へ らる、 に 至りし は 誠に 感謝の 至りであります。 然し 乍ら 私供 

基督 信者に 取りまして はおに 認めら る、 と 否と は 問題でありません。 私供に は此 世なら ざる 世界が あ 

り、 世人なら ざる {# 刺 者が あります。 私供 は 其せ 界に 生き、 其 審判 者に 審判 かれんと 欲します。 故に 

此世 は實は 如何で も宜 いのでありまして、 唯此 世に 留まる 間 は 成るべく 丈け 多く 善事 を爲 し、 成る ベ 

く 丈け 多く 其 進 步發達 を 助けた くあります。 全體 今日の やうに 事業、 成功、 表彰と 云 ふやうな 事に 人 

が 注意 を 奪 はる、 のが 抑々 不健全の 兆候であります。 日本人 は モット 非 世界的に、 非 現世 的に 成らね 

ばな りません。 バウ 口が 曰 ひました 通り 「見 ゆる 所の 者 は 暫時に して 見えざる 所の 者 は 永遠な り」 で 

あります。 社會に 勢力 を 得る と 云 ふやうな こと、 國 家に 功績 を 認めら る &と云 ふやうな 事 は、 實は小 

の 小なる 問題であります。 何人に 取りても 人生の 最大 問題 は 「我 は 不死の 生命 を 握った 乎」 其 問題で 

あります。 そして 其 問題が 解決 出来て、 他 は 如何で も宜 いのであります。 そして 是れ 何も 仙人に 成り 

て 山に 隠れて 解決し 得る 問題でありません〕 此身此 儘、 人生 普通の 職務に 從事 しつ k 解決し 得る 問題 

で あ ります。 そして 私供の 過去 三十 年の 生涯が 此 問題の 解決 に 何 か 貢獻す る 所が ありましたならば、 

其れ丈け 成功であった のであります。 然し 若し 無かった とすれば、 無益に 等しき 生涯 を 送った と 云 は 
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ねばな りません。 不死の 生命 又は 永遠の 生命と は 其れ 自身に て 完全なる 生命であります。 報酬 又は 名 

譽、 勢力 叉 は 活動、 何の 效果 何の 刺激 を も 要せざる 生命であります。 そして 斯 かる 生命が 實に 在る の 
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であります。 そして 人と して 生れし 特權 として 斯 かる 生命の 給 與に與 り 得る のであります。 之 を 得て 

滿足が あり、 感謝が あり、 歡 喜が あり、 歌 は自づ から ロを衝 いて 出で、 手は自 から 貧者に 施さん と 欲 

し、 自身 愛に 溢れて 全世界 を 愛の 懷に 抱擁 せんとし ます。 斯 かる 生命 を權 て、 之 を 他に 與へ て 玆に本 

當 の社會 奉仕 を爲す 事が 出來 るので あります。 私供 は 過去 三十 年間、 他に 何を爲 さすと も、 唯 少しな 

りと も此事 を爲し 得たり と 信じ 言 ひ 難き 感謝 叉滿 足であります。 

〇 研 成 義塾 は 誠に 小なる 學 校であります。 多分 之よりも 小なる 學校を 想起す 事 は出來 ますまい。 校舍 

一 楝敎師 一 人と 云 ふので あります。 其 他 設備ら しき 者 は 一 つもありません。 それが 三十 年續 き、 七 百 

人の 卒業生 を 出した と 云 ふので あります。 實に 不思議と 云 はざる を 得ません。 若し 井口 君の f 地が 然 

らしめ しと 云 ふなら ば、 井口 君 は 意地の 非常に 强ぃ 人であります。 意地 ッ 張り も兹に 至って 尊敬す ベ 

きであります。 然し 意地の みで はありますまい、 神の 恩惠が 伴うた ので ありませ う。 天地の 造 主なる 

神が 井口 君を穗 高の 地に 置い て 時代精神に 抗辯 せしめ 給うた ので ありませ う。 小學敎 育の 完備 を以っ 

て 全國に 冠たる 長 野縣に 井口 君の 現 はれし は 不思議であります。 敎 育と は何ぞ やとの 問題に 對し 井口 

君 は 或る 種の 解答 を與 へたので あります。 敎育は 校舍に 非す、 敎育 機關の 完備に 非す、 有 資格 敎 員の 
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網羅に 非す、 一 人の 敎師が 一 人の 生徒と 信 賴を以 つて 栢對 する 所に 行 はる。 曾て 米國 大統領 ガ ー フィ 

ルドが 一一 一一 〔うた 事が あります、 「理想の 大學敎 育 は 蒼 空の 下の 芝生に 於て、 其處 にころ がる 丸太の 一端 

に總 長の マ，' ク ホップ キンが 跨り、 他の 一端に 一 人の 學 生が 跨りて、 其處に 二人 相對 して 問答す る 所 

に 行 はる」 と。 敎育は 第一 に 人格に 關 はる 事でありまして、 知識 は 第二 又は 第三の 問題であります。 

何 を學ぶ 乎の 問題ではありません、 何 を 目的に 如何 學ぶ 乎の 問題であります。 人類の 間に 現 はれし 最ー 


大 の敎師 はお 元 前 四百 年に 生れし ギリ シャの ソクラテス でありました。 彼 はまこと に學校 彭師の 祖先 

であります。 然るに 彼に は校舍 もな く- 敎{ 至 もありませんでした。 唯ァ テンスの 街頭に 靑年 を捉ら へ、 

彼等 を 札 問して 眞理 に服從 せざる を 得 ざら しめました。 敎 育の 目的 は 第一 に 人 を 作る にあります。 そ 

して 敎師 先づ 人たり て兒 童に 人た るの 基礎 を 作る 事が 出来ます。 ぺ スタ II ヂが 大敎育 家たり し 理由 は 

全く 兹に 在ります。 斯く言 ひて 私 は 井口 君 をべ スタ D ヂに擬 する のではありません。 然し 乍ら 井口 君 

が 三十 年 施した 敎育は 無意味でなかった、 之に ぺ スタ Q ヂ的の 意味が 有った と 一一 目 ふて 憚りません。 井 

口 君の 生涯と 事業と を 批評 せんと すれば いくらでも 出來 ます。 然し 乍ら 廣ぃ長 野縣に 於て 三十 年 一 日 

の 如く 如 此き敎 育の 試みられし 事 は 特筆大書に 値します。 

〇 私 は 常に 思 ひます、 我國に 一 人の 世界的 大敎師 の ありし 事 を。 其 人 は 江 州 小川 村の 中 江藤樹 先生で 

ありました。 先生 は 三百 年 前の 人で 僻陬 琵琶湖の 西岸に 私塾 を 開いて 村童に 經 書の 素 讀を敎 へ し 人で 

ありまし たが 此 人に ソ クラ テ ス やべ スタ u ッヂに 在った と 同じ 敎 育の 天才が ありました。 先生 は學校 

敎師た る よ り も 大人物で ありました。 然し 大人物で あると 云 ふて 自分 で 大人物た る を自覺 しませんで 

した。 先生 は 熊澤蕃 山、 池 田 新 太 郞少將 を 通う して 天下の 注意 を 自己に 惹し事 を堪へ 難き 苦痛に 感じ 

ました。 先生 は 小川 村 以外に 活動の 天地 を 求めませんでした。 先生 は 片田舍 に 在りて 村童 を敎 ふると 

同時に 天下 を 率ゐ又 後世 を 導きました。 大敎師 たる 事必 しも 大 博士、 大敎授 たる 事 を須ゐ ません。 身 

に眞 玴を體 得して 世界 を敎 ふる 事が 出来ます。 中 江 藤 樹は我 國が產 せる 斯 かる 大敎師 でありました。 

共 は 敎師の 模範 を 探ぐ るに 遠く 瑞 西の ネ ー シャ テル 湖畔に ベ ス タ &ヂの 功 縝を尋 ぬるに 及びません- 

-: K  が 同胞の  一人なる 中江與 右衛門 は 近 江の 琵琶 湖畔に 於て ぺ スタ 口. チに擾 さる も 劣らざる 敎育を 施し 

基 ほ 者の 生涯  三 〇 三 
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ました。 私 は 常に 思 ひます， 若し 屮江 式に 近代 敎育を 施し 得るならば 其れ こそ 理想の 敎育 であると。 

私 は 井口 君が 君の 残る 生涯に 於て 此现 想の實 現に 努力 せられん こと を^んで 止みません。 

◦.^ 生 は 短 かし、 然し 其 意味 は 深長であります。 成功 必 しも 成功なら す、 失敗 必 しも 失敗で ありませ 

ん。 成功 失敗 は 目的の 高低 尊 35- に 由って 定 ります。 高い 尊い 目的に 向って 邁進して 失敗 は 却って 大な 

る 成功であります。 大事 業 は 人の 一 代に 成る ものではありません。 數代 を經て 稍々 成功の ぼに 就く も 

い し H* る i  .W ていし 

のであります。 眞の愛 國者は 瞬の 礎 を 据える ための 築 石た る 事を辭 しません。 眞の敎 育 家に も 此犧牲 

の 精神が 無くて はなり ません。 自分 は 瀬 踐を爲 して 後進 をして 自分に 學び、 過誤 を 避けて 正しき に從 

はしむ、 それが 國士 たり、 クリスチャン たる 者の 精神であります。 井口 君と 研 成 義塾と は 明治 大正の 

リ 木に 於て 敎育上 一 つの 貴き、 意味の 有る 實驗を 試みられました。 後 I 大いに 之に 學び、 之よりも. 史 

らに 善き 人格 本位の 獨 立的敎 育が 施さる > ^に 至り ませう。 其 準備と なり 參考 となり、 足臺と 成る を 得 

ばルロ 君と 研 成 義塾と は滿 足し、 感謝す ベ き で あ る と！； ：5 じます。 

伊藤 一 隆を 葬る の辭 

昭和 四 年 (一 九 二 九 年〕 一 月 七日 東京 靑山會 館に 於て 

詩篇 第二 十二 篇 

〇 我等の 愛する 伊藤 一 隆は 永き 眠に 就きました。 彼 は 何れの 方面より 見る も 著る しい 人物で ありまし 


た。 勿論 何 人に も ある やうに 彼に も 短所が ありました。 彼 は 所謂 學究の 人ではありませんでした。 神 一 

學ゃ 哲學の 廻り 遠い 道 は 彼の 堪へ 得ざる 所で ありました。 彼 は 又繁文 縟禮の 役人風に 堪 へません でし： 

た。 然し 乍ら 世に 若し 常識の 人が ありますならば、 彼 は その 典型で ありました。 彼 は - して 物の 一 

理非、 善惡を 識^す るの 驚くべき 能力 を 有しました" 私供 彼の 友人 は 多くの 六ケ 敷き 場合 を 彼の 判 蘆 

に 委ねました、 そして 彼の 判斷は 大抵 誤 まりませんでした。 そして判斷の^5^^^は人生=常の實際問题ー 

に 限りませんでした。 或る 場合に 於て は敎 の六ケ 敷い 問題に 於て^ 藤の 判斷を 求む るが 解決の 捷徑ー 

で ありました。 彼 は 眞理を 直観す るの 非凡の 才能 を 有しました。 彼の 贊成 を 博す る は 自己の 信念 を 確： 一 

保す るの 有力なる 途 でありました。  _ 

〇 此 能力 を 以 つてして 彼 は 事に 當 りて 成功 は確實 でありました。 北海道に 於け る 水 鹿 * 業、 越後に 於 一 

A 厶厶 <3 厶  <"厶<:<3<3<3<： 厶厶厶  <:厶厶<" △ 厶厶 <"△ 厶 _ 

ける お 油 事業、 凡てが 成功で ありました。 ^藤 一隆 を 知る 者の 常に 不思議に 思 ふ 事 は、 彼が 何故に 此ー 

<"<: 厶厶  厶<1 厶  厶 <3<iAA<J<lA 厶厶厶 △<!<:  厶  <厶<3 厶厶 <： 

世の 所謂 「成功者」 として 其 一 生 を 終らなかった 乎、 其 事であります。 彼 は 能く 成功の 祕訣を 知り ま 一 

した。 そして 彼 は その 驚くべき 卞 能を以 つて 多くの 人 を 富ましました。 然るに 彼れ 自身 は 貧しき 人と 一 

して 終りました。 明治 火 正の 世に 在りて、 其點に 於て 彼 は 一 の大 なる H  ニグ マ (謎) \ ごあります〕 彼； 

は 富 を 作る の途に 精通して 自身 は 富 を 作り 得す、 叉 作らん とも 欲しなかった のであります。 彼に 若し 一 

富者た らんとの 慾が ありましたならば、 彼 は廣大 なる 漁場の 持主で ありまし たらう、 或は 日本 石油き. 

社 其 他の 有利 會 社の 大 株主の 一人で ありまし たらう。 然るに 彼に は 富 を 作る の 技術が あって、 その；^" 

がなかった のであります。 

〇 彼の 從事 せし 社會 事業に 就いて 私 は 玆に之 を {IH: ぶる の 必要はありません。 傅 道の^、 禁酒 運動の 事 
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に 於て、 彼 は權威 ある 指導者、 有力なる 戰士 でありました。 彼 は 之 を 五十 年 前に 始めて 死に 至る まで 

少しも 變 りませんでした。 私自身が 此 事に 於て 早き 頃の 彼の 仲間で ありました。 私供 は 開拓 使 官吏の 

地位 を S 用して 盛んに 基督 敎の傳 播に從 事し、 禁酒の 宜傳を 行り ました。 其 頃の 私供に 善事 を爲 すに 

方って 公私の^ はありませんでした。 ^藤 も 私 も 開拓 使 又は 札幌縣 より 日當 旅費 を 受けながら 水産 調 

査を爲 す 間に 盛んに 基督 敎の傳 道に 從事 しました。 そして 其 精神 を 私に 吹 込んだ 者が 彼れ 伊藤 一 隆で 

ありました。 曾って 或る日 曜日の 晩で ありました、 伊藤が 我等の 小會 堂の 高 壇に 立ち、 私供 數人は 彼 

の說敎 の聽き 役に 成りました。 其 時計ら すも會 堂の 窓口に 立 たれし 一 人の 紳士が ありました。 私供 は 

一見して 其 何人なる 乎 を 知りました。 彼は當 時の 札幌縣 知事、 今日で 云 ふ 北海道 長官 調 所廣丈 氏で あ 

りました。 彼 は 散歩が てらに 我等の 說敎 會を观 かれた のであります。 其 時增ー 上の 伊藤 は 聲を張 揚げて 

言 ひました。 

狗兒を 追拂へ 

と。 紳士 は 辟易して 去りました。 伊藤 は 何 知らす 額に 彼の 說敎 を績 けました U それが 五十 年 前の 伊藤 

でありました、 そして 大體に 最後までの 彼で ありました。 

〇 人 は 伊藤 一 隆と云 へ ば 活動の 人で あると 云 ひます。 まことに 彼 は 活動の 人で ありました。 彼に 在り 

ては實 際に 活動せ ざる 眞理 は眞理 でなかった のであります。 彼 は 純 眞理叉 は 純 信仰と 稱 して 實 際に 人 

と 社 會とを 益せ ざる 理想 空論の 價値を 認めませんでした。 然し 乍ら 若し 人が 伊藤 一 隆を單 なる 實際. 冢 

と 思 ひま するならば 其 人 は 大いに 間違 ゐ ます。 彼 は 所謂 社會 運動家ではありませんでした。 禁酒 事業 

ま^の 生涯の 事業で ありまし たが、 彼に は 禁酒 事業よりも 大切なる 者が ありました。 彼に 宗敎が あり 


o  o  o  oooooooo  ooooooooooooocoooooooooooooooo 

ました、 そして 彼の 宗敎 は、 今日の 多くの 宗敎 家の それの 如くに 社會 事業ではありません. でした び 

0 一  隆 は社會 事業家で ある 以上に 敬虔 ある 基督 信者で ありました。 人 あり 若し 彼に 社會 事業と キリス 

トの福 昔と、 二者 何れ を擇 ぶべき 乎 を 問 ひましたならば、 言 ふまで もな く 彼 は 答へ ました 「キリスト 

をお 信じなさい」 と。 ^藤 一隆の 熱心 は 禁酒 を說く 時に 燃え ましたが、 然し 彼の 全身 全靈の 精力 は 彼 

が キリストの 十字架の 福音 を說く 時に 注がれました。 彼 は 度々 八， の 時代に 社會 事業の 擧ら ざる 理由 を 

宣 ベました〕 それ は 貫 の 基督 敎卽ち ト字 架の 福 昔が 信ぜられない からだと 云 ひました。 彼れ 自身が 能 

く 彼の 社會 事業の 熱心の 源の 那邊に 在る 乎を辨 へました。 彼 は 聖書と 祈禱 となく して 人 は 活動的に „ 蛘 

の脫殼 である 事 を 知りました。 故に 彼に 會ぅ て训 るるに 臨んで 彼が 曾 ふ 事は定 つて ゐ ました、 n く 

祈って 吳れ 給へ 

と。 そして 彼れ 自身の 祈禱に 異常の 能力が ありました。 それ は實 に； 大地 を 動かす の 力で ありました。 

私供の 集會に 於て、 私供 は 彼の 說敎を 聞く よりも 彼の 祈禱を 要求し ました。 彼の 祈 禱は實 に祈禱 らし 

き祈禱 でありました。 彼の 生涯の 終りに 於て 彼 は 祈 禱を以 つて 大 たる 傳道を 遂げました。 

〇 そし て 彼の 信仰と 云 ふが 決し て 新ら し い 所謂 合现 的の 信仰ではありません で し た。 常に 新ら しい、 

故に 舊ぃ 古い 信仰で ありました。 使徒 パゥ 。 より 今 口に 至る まで 變 りし ことなき 基督 敎會 通有の 信仰 

でありました。 

JLc*t  me  to  tll.v  bosom  fly. 

とか、 又は  s 

某 g 者の 通  一一- o 七 


Just  as  I  am  without  one  plea  一 

But  tliat  Tliv  l-loocl  メ vas  slied  for  me 

とか 云 ふ 古い 讚美歌に 表 はれた 信仰で ありました。 ^藤と信仰談を交へ て^が鼓に-^^.:りますゎば、 彼 一 

の 態度 は に 嚴肅に 成り、 ：E か大 問題の 彼の 屮 心に 觸れ しを覺 えました U 忘れ もしません、 昨年 十：： d 

初 句、 私が 北海道 旅行より 歸 りて 後、 問 もない 時で ありました。 彼の 病の や、 重き 由 を 聞きました 故 一 

に、 私 は 彼 を 彼の^ 床に 訪れました。 卜： 產 話は澤 山に ありまし たが、 彼の 最も 喜ぶ もの は 聖書で あり 

ました。 其 口 私 は 其 朝 私が 請んで 大いに 感じた 所の 詩篇 第二 十二 篇を窗 らして 彼 を 訪れました。 そし 

て ；：^供 の 靑年 時代よ り の ^慣 として 祌聖 なる 場合 に は 英語 を 用 ひ る を 常と しました 故 に 、 私は英：^lsをー 

W つて 全篇 を讀 みました、 そして 其れに 私の 簡 短なる 註解 を 加へ ました。 そして 其 要點は 次ぎの 如く 

であった のであります。 第 一 節の 「我 祌、 我 神、 何 ぞ我を 楽 給 ふ 乎」 以ド 第一 一十 一 節 まごが キリ ス トー 

受難の 苦しみ を預 一一 一一 口 したる 言葉 である。 實に 悲歎 極まりなし であって 讀 むに 堪 へざる 者が 多い。 然れー 

ども 第廿 一節 後半 部に 至って 調子 はー變 する し 「汝、 我に 應へ 給へ り」 を 前置と して 後 は 末まで 感ー 

謝， 歡 せ：！；、 希^11-の連綾でぁる。 絕 の 聲を以 つて 始まりし 此歌は 希ば 滿々 の霄 葉を以 つて 終る" 一 

の 裔の內 に M ホバに 事 ふる 者 あらん  一 

主の 事 は 代々 に 語り 傳 へらるべし  ： 

彼等來りて此は ^1 ホバ の御行爲なりとて  一 

その 義を 後に 生まる、 尺に (A 傳 へ んリ 

と。 眞暗黑 より 眞 光明へ、 最大の コントラストに 伴 ふ： f 取 火の 歡ー告 である。 そして 此事は 何 を 示す"、 . 


キリストの 苦難が 信者の 歡 喜の 基 ゐて ある こと を 示す。 彼が 「我 神 我 神 何故に 我を^ 給 ふ 乎」 の聲を 

發し給 ひし 其 苦しみ が、 我等の 平安 瘦 の 因 を 成した ので あると 3 心 ふと 私の 感想 有 の 俊を述 ベ ました。 

其 時の 化 藤の 玄" びは譬 ふるに 物な く、 彼 は 其病體 を" の 上に 起し、 私の 乎 を 取り 感謝 を 繰返し、 如 3： 

にも 私が 彼の 舊ぃ ！：^ 仰 を 新たに 喚起した 乎の 如くに 見えました。 卽ち^ 藤 一 隆の 信仰 はパ ゥ 口  、 ァゥ 

ガス チン、 ル ー テル、 カル ビン 等の！^ 仰でありまして、 人の 救 はる、 は 彼が 爲す 事業に 由る にあら す， 

神の 子が 彼の 爲に 流せし 血、 人の 罪の 故に：^ ん じて 受け 給 ひし 死の 苦しみに. E るとの 深い、 舊ぃ、 强 

い 仰で ありました。 藤 一 隆は 彼が 從事 せし 水産 ^業 や 石油 事業 や 禁酒 事業に 由って 救 はれん と は 

毛頭 思 ひませんでした。 彼が救はる、の希ぱ_^-の！.ハは彼の救主が彼の罪の爲に流せし暖ひの血に於てぁ 

りました。 若し 彼の 此 5iZ 仰の 故に 迷信 叉 は獨 斷を以 つて 彼 を 嘲け る^が ありま すれば、 彼 は 彼れ 獨特 

の 常識い 吐 覺を以 つて 嘲け る 者の 無知 淺薄を 嘲け りました。 キリス トの卜 字架拔 きの 基督 敎は 我がび 藤 

一 降に 取り， て は 一顧の 價爐 なき キメ ー ラ (妄想) でありました。 

〇 前に も 述べました 通り 見やう に 出って は 5- 藤  一 ^は 人生の 一の H  - ーグマ (謎) であります。 東京 は 

芝 神明 前の 土木 受负 業者の 家に 生れ、 純： ちい ッ； ：„- の 性 を 受け、 然 かも 野卑なら す輕 薄なら す、 惡 しき 

Is^ に は 悉く 反對 し、 善き 事に は 悉く 贊 成し、 常 を 作る の 技倆 を 有しながら 之 を 己が 爲に使 は ざり しと 

云 ふので あります。 彼 は 如何なる 地位に 置いても 有用の 人物で ありました。 死に 至る まで 人の 爲に 11 

しました。 彼 は 日本人と して 最も 有利に 其 一 生 を 使うた 者の 一 人で ありました。 何が 彼 をして 斯 かる 

人たら しめたので ありませ う 乎。 彼の 遣傳 性で ありませ う 乎、 彼の 受けた 敎育 であり ませう 乎、 彼が 

交 はりし 友人で ありませ う 乎。 否な 否な と 彼れ 自身が 答へ ます。 否な 否な と 私供 彼の 舊ぃ 友人が 答へ. 

ル- -督ぉ C 中 • «  1 二 〇 九 
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ます。 神の 恩 惠が彼 をして 斯く あらしめ たのであります。 彼 は 事業家 活動，： 豕 でありし 以上に 基督 信者 

でありました。 基督 信者た る 以上に キリストの 囚徒で ありました。 キリスト は 明治の 九 年、 北海道 札 

幌に 於て、 英人デ 一一 ング、 米 人 クラ ー クを以 つて 靑 年の 彼 を 捕へ 給 ひました、 そして 終生 彼 を 手放し 

給 はす 彼を以 つて 其 御 榮を顯 はし 給 ひました。 私 は 伊藤 自身が 度々  一一 一一 C ふ を 聞きました U 

僕 は 何が 神が 僕 如き 者 を此ん なに 惠み給 ふか 其 事が 解らない 

と。 そして：：：： たれ 彼が 旣に 病に 權 り.、 萬 事が 凡て 不如意の 時で ありました。 生 氣潑^ たる 江戶ッ 兒がキ 

OOOOOOOOOOOOOOOOCOOOOOOOOOO0-OOO 

リ ス トの捕 ふる 所と 成る 時に 伊藤 一 隆の 如き 人物が 起る のであります。 

〇 私 は玆に 私の 舊友 を 葬る の 役目に 當 りまして 實に 感慨無量 であります。 彼と 共に 共同 の 友人 廣井勇 

の 葬儀 を 行 ひて より 未だ 半 歳に 成りません、 今 又 玆に大 島 新 渡 戶の舊 友と 共に 彼れ 伊藤 を 葬らねば な 

らぬ 場合に 立 至りました。 何れも 五十 年來の 信仰の 友であります。 牛ノ みし 途は 異なり ましたが、 H 指 

す： ME 的 は 遠ゐま せ ん で した。 そし て 私供 人生 の 終りに 於 て 人生 最大 の 瘦物は 富 でもな く名譽 でも なく、 

事業で もな く 成功で もな く、 神 を 知る の 知識で ある 事 を 知ります。 そして 若し 私供の 生涯に 少しな り 

と此 世の 進歩 幸福に 貢獻 する 所があった とすれば、 其れ は此 貴き 知識の 結果で ありし こと を 認めます。 

廣井 勇の ェ學 の獨特 なりし も、 伊藤 一隆の 社，， # 事業の 一頭 地を拔 出し も、 此 知識の 賜物であります リ 

私供 は：； じて 疑 ひません、 伊藤 一隆 を 其靑年 時代に 捕へ し 者、 卽ち 昇天せ る ナザレの ィ H スが、 日本 

ん多 數の靈 を 捕へ 給 ふまで は、 日本に 目覺 ましき 根本的の 改革の 起らざる こと を 。日本の * 督敎會 其 

物が 伊藤 一 隆の 信仰に 立歸 るの 必要が あります。 彼 は 死して 私供 をして 彼に 代りて 此事を 叫ばし め ま 

す。 君 彼の 聲を聽 いて やって 下さい。 そして 彼の 生涯 を 更らに 一 暦 意味 ある i!^ と 成して やって 下さ 


い。 彼 は 死ぬ るまで 日本 國の爲 を 思 ひました？ 彼 を 吊 ふの 唯一 の途は 彼の 此 無私 無慾の 志 を 立て \行 

る 事であります。 私 は 彼に 代りて 偏へ に 諸君に 願 ひます。 

付  己 

RH.  一一  一一  P 

〇 伊藤 は 明治 九 年、 卽ち 私より 二 年 前に 札幌に 於て、 英國聖 公會宣 敎師デ II ング より バプテ ス マを受 

けた Q であって、 所謂 札幌バ ンド の內で 最初の 基督 信者であった。 後に メソヂ スト、 畏老 (日 基)、 

聖公會 の 三 派が 合同して 札 幌獨立 基督 敦會を 作りし 時に、 彼 は 聖公會 を 代表して 新 敎會の 柱石の 一人 

となり、 死に 至る まで 其忠實 なる 會員又 維持 者と して 渝ら なかった。 又 舊札幌 基督 信者の. s: で 直接に 

聖書 研究社の 事業に 對し實 際 的 同情 を 表して 吳れた 極めて 少数者の 一人であった。 彼 は a 々柏木 書 

講堂の 講壇に 立ち、 單 純なる 十字架の 福 昔を說 き、 彼れ 獨特の 家長 的 祈禱を 捧げて 吳れ た。 彼 は 東京 

基督 敎靑 年會の 理事で あつたが、 大正 八 年に 同會が 私に 對し其 講堂 使用 を斷 はりし 時に、 私に 同情し 

て 理事の 職を辭 した。 彼 は 多くの 事に 於て 私の 善き 相談 相手であった" 昨年 六月 二日 私供の 受洗 第五 

十 年 記念日に 青山 墓地に 於て M . C • ハリスの 墓前に 於て 舊友五 人に 代り 祈って 吳れ たの は 彼で あつ 

た U 今や 此人 逝いて 犬なる 寂寥 を 感ぜざる を 得な つ 
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山 岸 壬 五 を 葬る の辭 

昭和 四 年 ( 一 九 二 九 年) 三月 二十日 柏木 聖書 講堂に 於て 

〇 私供の 舊き敎 友の 一 人なる 山 岸 壬 五 は 去る 三月 五 口 拂曉に 五十八 歳 を 一 期と して 彼の 鄕里 越後 古志 

郡栃ほ 町に 於て 主の 御 許に 召されました。 彼 は 生粹の 越後 人で ありました。 そして 大倉、 安田、 大撟 

と 云 ふやうな 資産家 を產 じた 越後 人の €： に 在りて 彼 は 最も 細 小なる 一 生 を 終りました。 多分 新 潟縣の 

M わの 新聞紙 も 彼の 死に 就いて 一 行 半句 をも與 へなかった であり ませう。 彼の 鄕 里に 於け る 彼の 埋葬 

式 は 至って 微かなる 者で ありました。 會葬者 は 三十 人に 足らす、 彼は靜 かに 生き |=t かに.：^ し靜 かに 葬 

られ たのであります。 見やう に 由って は 彼の 生涯 は 生き甲斐 のない 生涯で ありました。 

〇 然し 乍ら 私供 彼の 信仰の 友 は 知ります、 彼の 生-!^ に 深き 意味の 有りし こと を。 私供 彼と 人生の 1；;: 路 

を 共に せし 者 は 彼 を 失って 充 たし 難き 缺 陷を覺 えます。 山 岸 壬 五 は 私供に 必要 缺く ベから ざる 人で あ 

りました。 他の 人に は 知らす、 私供に は大 倉、 安田 は 居らす とも 濟 みました が 山 岸 壬 五な しに は濟み 

ませんで した。 若し 私供の 生涯に 意味が あったならば 彼の 生涯に も 意味が ありました。 私供 は 八：' 此所 

に 彼の 遺骨 を迎 へて 之に 對 して 此 葬儀 を 行 ふて、 私供 自身の 葬 俄の 一部 を 行 ふので あります。 

〇 私が 初めて 彼 を 知り ましたの は、 明治の 二十 二 年、 越後 新 潟に 5^、 て、 彼が 卜 六 歳の j.:H: 年の 時で あり 

ました。 彼 は 私の 給 化と して 私に 事へ たのであります。 彼 は 私の 部屋 を iw 除し ました、 靴 を 磨き まし 


た、 .. ^かも 昔 を 立てす &足 にて 3i 入し、 ^かも 靜肅其 物の 如しで ありました〕 彼の 奉： iii の 下に：^ の iSl 

內は萬 事が 整頓して ゐ ました。 塵 一 つ を も 留めない と 云 ふ有樣 でありました。 山 岸 壬 五と 私との 關^ 

は如此 くにして 始まりました。 そして 其關 係が 爾後 三十 年間、 大： 止 十一 年まで 續 いたのであります" 

若し 此 世の 地. H より 云 ひますなら ば^は 上 で あ つ て 彼はド であり、 私は^5*- へ ら る k 者で ぁ つ て 彼 は 事 

ふる 者で ありました。 然し 乍ら 彼 は 私に 取り 無くて ならぬ 者でありまして、 多分 また 私 は 彼に 取り； 1： 

じく  くて ならぬ 者で ありまし たらう。 主たり 從 たる は 夫たり たると ：！ じく 神の 定め 給 ひし 置 位で 

ありま，， ： て、 私供 は 之に 由って 私供 共同 の 主なる 尸、 の 神に^ ふるので あ り ます。 其 意味 に 於て 卜- ド尊 

卑 の^はなく、 凡て の 者が 兄弟 姊妹 で あるの で あ り ます。 

〇 明ュ El 1 十一 一年 以来 g: 十 年後の 今日に 至る まで 山-: li 壬 五 は 私の 生 泥の 凡ての 大事 件に 携は りました" 

彼と 私と は 幾た びか 離れ ましたが 又 幾た びか 合 ひました。 そして 私の 生 5^ に M か 事件の 生ぜし 時には 

不思議に も 彼が 私の 側に 在る やうに 成りました。 彼 は 新 潟に 於け る 米國宜 敎師の 一 團に對 する 私の 苦 

戰奮岡 を HI 撃し ました。 そして 其 翌年 私が 東京、 第一 高等 學 校の 敎師 となり 有名なる 不敬 事件 を 起して 

全圃 尺の 乍 難 攻擎を 身に 受けし に、 彼 は：^ らすも 鄕里を 出て 東京に 來り、 私の 家に 泊り りし 折^ 

とて、 .？： 村加壽 子と 共に 私の 病 を 看護しながら 荒れ狂 ふ 私の 敵 を あしら ひ 其 篤 詈雜ー W を 身に 浴び まし 

た。 後久しからすして加毒子が召されし時に山„」^.は私の唯 一 の 慰藉 者でありまして、 私 は 彼に 伴 はれ 

て 彼女の 遺骸 を 小石 川，：：： 山の 墓地に 埋めました。 如斯 くにして 私の 地位 は 奪 はれ、 私の 家庭 は 破れ、 

？ £ よ」 人ドの 流浪 人と 成り ましたが 故に、 私 は 山 岸 を-水く 私の 家に 留 むる 事が 出来す、 止む を 得す、 惜 

みて 5： ほ餘り ありで ありまし たが、 彼 を 私の 親友 札 幌の宮 部 金 吾 氏の 許に 送りました。 其處 におき 山 

i£S  «~  !lf の 生涯  一一 一一 一一 一 


m «i 者の 生涯  三 I 四 

岸 は 私の 家に 於け ると 同様の 信賴を 受けました。 私に 取りて は大 なる 損失で ありまし たが、 私の 友人 

に 取りて は 山 岸 を 送られし は大 なる 利得で ありました。 山 岸 は 終生、 私 を 彼の 父と 呼び、 宮部氏 を 彼 

の 母と 呼びました。 そして 宮部 氏の 推薦に 由り 山 岸 は 北海道に 於て 色々 の 仕事 を 試みました。 或 時 は 

淸虞布 驛の驛 長と 成りました。 或 時 は 後志の 某 漁場に 漁業 を 試みました。 そして 到る 所に 信任 を 博し 

前途 甚だ 有 でありました。 札幌の 友人 は 私に 書 贈って 云 ひました、 「山？： t は 必す其 目的 を 達する で 

あらう、 數 年なら すして 數萬圓 の 資產を 作る であらう」 と。 私供 は 彼 は必す 越後 人た るの 特性 を發揮 

して 必す 富を以 つて 世 を 益し、 身 を 立て、 家 を 起す であらう と 思 ひました。 

C 如斯 くにして 彼と 私と は 全 九 年間の 長き 問^れて ゐ ました。 然るに 明治 三十 三年の 夏で ありました。 

彼 は 突然 上京し ました、 そして 東京に 來れば 私の 家が 勿論 彼の 家で ありました。 大金 を携 へての 上京 

かと 思 ひし 所、 さう ではありませんでした。 彼 は 少しく 學資を 溜め たれば 東京 專修舉 校夜學 部に 人り 

經濟學 を 研究せ ん爲 でありました。 そして 晝は 働いて 夜 は通學 したいとの 察で ありました。 時 は 丁度 

『東京 獨立雜 誌』 の破壞 『聖書 之 研究』 發刊の 時でありまして、 私の 生涯で 最も 多難の 時で ありまし 

た。 私の 同僚 は擧 つて 私 を 去り 私に 對 して 反對 運動 を 開始し、 私の 骨肉 もまた 私に 叛 きて 內 より 私 を 

攻む ると 云 ふ 時で ありました。 其 時 東京に 於て 私が 味方と して 賴 むべき 人 は 一 人 もな く、 私供 夫婦 は 

一 一人の 子供と 一 一人の 老人 を 擁して 信仰の 爲に 辛ら ぃ戰 鬪を續 けねば ならぬ 時で ありました。 其 時 丁度 

山 岸が 北海道より 歸 つて 來 て吳れ たのであります。 地獄に 佛 とは此 事で ありました。 私供 は 直に 彼に 

新たに 設けられし 聖書 研究社の 事務 會計を 依頼し ました。 彼 は 快く 之 を 引受けて 吳れ ました、 そして 

11? に 私と.； 1^ 內と山 岸と 三人に て 『聖書 之 研究』 が 社き の 嘲笑、 敎 奢の 呪詛の 内に 始 つたので あります。 


そして 外の 敵 はいくら 强く とも 私 を 主筆と し 山 岸 を 事務員と する 此新 事業 を 壌つ こと は出來 ませんで 

した。 そして 敵 も 亦 私に 取り 山 岸が 如何に 强味 でありし 乎、 其 事 を克く 知りました。 故に 私に 浴せ る 

呪 詛を义 山 岸に も 浴せ ました。 然し 乍ら 旣に十 年 以上の 親交 を 綾け、 其 上に 札幌の 友人が 二人の 間 を 

つなぐ 換と 成りし 事で あれば、 外 吹く 嵐 は 内の 平和 を 亂す能 はすして、 難産に 生れし 『架 書 之 研究』 

は 無難に 其 生長 を績 くる 事が 屮 I 來 たのであります。 八.' に 至りて 此事を 思 ひ， 私 は 神の 御 攝理を 感謝せ 

ざ る を 得な いと 同時に、 彼れ に對し 深謝 無き 能 はす で あります。 若し あ の 場合 に 山 が 居 ま せ ん で し 

たなら ば 『聖書 之 研究』 は 生れなかった であり ませう。 又 若し 生れても 直きに 押 潰された であり ませ 

う。 山 岸 壬 五 は 善き 産婆の 役 を 務めて 吳れ たのでありまして、 聖書 研究社が 此 世に 何 か 善事 を爲 しま 

したならば， 山 岸 は 其功勞 の大 なる 分 前に 與 るべき であります。 

〇 其 後と 雖も 彼と 私と は 分れて は 又 合 ひ、 合 ふて は 又 別れました。 まことに 二人 は 人生の 侶伴と して 

造られた やうで あり. ました。 殊に 私の 家の 大事 件の 場合に は 彼が 必す私 を 助けて 吳れ ました。 彼が 私 

と共に 居て 吳れ ます 時 は 私の 家 は 安全で ありました。 私 は 彼に 留守 を 親んで 幾度 か 完全なる 夏休み を 

しました。 斯くて 山 岸 は 私と 私の 仕事に は 無くて ならぬ 者で ありました。 然るに 大正 十 一 年に 彼の 切 

なる 乞に 應じ、 彼 を 彼の 鄕 里に 達らざる を 得ざる に 至りし 時に、 私に 堪へ 難き 悲 みが ありました。 私 

は 肉 を 切らる、 やうな 思 ひがしました。 私 は 何人と 離れる とも 山 岸 壬 五と は 離れない ので あると 信じ 

ました。 私 は 何故 彼が 此 尊き 事業の 爲に 私と 共に れな いので ある 乎と 思 ひました。 私 は乂思 ひまし 

た， 私 は 終に 山 岸 を も 失望せ しめたので あるまい 乎と。 さう 思 ふて 私 はー曆 辛ら く ありました。 

〇乍 然此 たび 彼の 永眠に つき 委細 を 聞きまして 私の 心 は 全く 和らぎました。 彼 は 死の 準備 を爲 すため 
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に 越後に 歸 つたので あります。 彼は鄕里に^！っ て^^化されました。 同情の 人と 成り、 祈りの 人となり 

て 多くの 忠難 める 人 を 慰めました。 彼 は 到る 所に 彼れ 獨特の 和 光 を 放ちました。 村民 は 彼 を 「山 岸の 

お 父つ あん」 と 呼んで 彼に 於て 一種 異樣 の^人 を 見ました。 彼 は 怫敎网 の 越後に： t„ -れ、 佛敎 徒の 間に 

成育して、 明， 门 に キリストの 聖名を 言 表 はし、 キリストの 忠實 なる 僕と して 世 を 去りました。 栃： s-g- 

禪宗 +: 十の 住職 は 彼の 葬儀に 列して 彼に 對し 敬意 をお しました。 彼の 死 は 最も 平和なる 者で ありました。 

讚美 欲 第五. 「朝日 は 0^ りて」 の 歌 を 歌 ひて 貰 ひャら 彼の 五十八 歳の 一 生 を 終りました U 

〇 如斯 くして 山 岸 壬 五 は 彼が 一時^み しが 如くに、 叉 私供が 彼に 就て 期待せ しが 如くに 富者と 成りて 

一生 を 終り 得ませんでした。 然し 乍ら 彼 は 安田、 大倉、 大橋等 彼の iM 國人 以上の 富者と 成りました リ， 

彼 は 純なる 基督 信者と 成りて 彼の 一 生 を 終りました U そして 此事は 私に 取り 最大 滿足 であります。 若 

し 山 岸が 基督； 者 として 死んで 吳れ なかった な ら ば 私自身 の 生涯が 大 なる 暗黑 であり ま す 。 多 く の 靑 

年 は 私の 許に 來り福 昔 を 聞きて 終に 之 を 菜て 不信者と して I を 去りました。 そして 山 岸 は 最初に 私の 

許に 來り、 三十 の 永き 間 私と 生涯 の 旅行 を 共に した 者で ありました。 若し 其 山 岸が 不信者と して 死 

にましたならば、 私の 生涯 は 實に憐 むべき 者であります。 然るに 神 は 彼を惠 み、 私を惠 んでド さい ま 

oooooo〇〇〇oooooooooo 

した。 彼 は 立派に クリスチャン として 死んで „4< れ ました。 山 岸 は 今日まで 澤 山に 私の 爲に盡 して 吳れ 

C-0OO  ooooooooooo〇oooo〇ooooooooo 

ましたが、 彼の 平和なる 死が 彼の 私に 對 する：： 取大の 奉仕で ありました。 私 は玆に 彼に 對し 私の 感謝 を 

^する に 足る の 言葉 を 持たない のであります。 

〇玆 に 山 岸 壬 五 を 喪 ひて 人生 は 更らに 淋しくな りました、 然し 淋しい 賑 はしい は iw ふべき であり ませ 

ん〕 我等 は 小な りと 雖も 或る 永遠 的 事業 を爲さ しめられて 感謝す ベ きであります。 誰が 先生 で 誰が 弟 


子で も 可い の であります。 上もド もあった ものではありません。 私供 は 共 の屮， に 事 へ ま V- るので あ 

ります。 神の gBH に 依り 私の 名 は 不幸に して 揚り、 山 岸の 名 は 幸に して 隠れました。 然し 後 暫くに し 

て 此 の 1 は變 ります、 そして. 器 判 の 主 の 前に 出ます 時に、 誰が 知り ませ う 山 岸が 師 であ つて 私が 弟 

子で ありし や 否や を。 

イエス H ひける は 我 は 生命の パンな り、 我に 來る 者は餓 ゑす、 我 を：^ する 者 は 恆に渴 くこと なし 

(ョ ハネ傳 六 章 一一： 五節)。 

人/より 後 主に 在りて 死ぬ る 者 は 福 ひなり、 聖靈も 亦 言 ふ、 然り 彼等 は 其 勞苦を 止めて 息まん. 其 

功， 之に 隨 はんと (默 示錄十 十三 節)。 

愛する 山 岸 壬 S よ、 汝の靈 キリストの 國 にて 安 かれ ァ ー メン。 

信仰 復 興 の き ざ し 

昭和 四 年 (； 九 二 九 年) 十：： 刀 十二 n 東京 赤 坂 薪. 南 坂 敎會釗 立 五十 周年. S 念 侖= に 於て 牧 M 小- 酙弘道 君 友人 代 

表 者の 一 人と して 述べし 所で ある。 rH 々の 生涯」 ！1:::.「.^率參考。 

〇 私が 玆で 霄 ふ 信仰 役 與とは 所謂 リバ ィバ ル ではありません。 リバ ィバ ルは 人が 已に. H 覺し、 罪を認 

め、 キリスト の 十字架 を 仰 い で 救 ひに 人る 實驗で ありまして その 贵ぃ 實驗 である 事 は 一 W ふまで も あり 

ませ X；。 私 は 今：：： 復び此 意味に 於ての ナ、 リバイバルが 起り、 = ケを 始めと して 全世界の 基督 敎が其 根 

«s 者の ie: 涯  三 一七  一 
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本より 改められん 事 を 祈る 者の 一 人であります。 

〇 私が 鼓に 首 はんと 欲する は 個人の 信仰 復興に 非す して、 世界人 類の， 信仰 復興であります。 卽ち 世界 

思想の 信仰的 歸復 であります。 人類の t ハ史に 所謂 信仰的 時代が ありました。 歐羅 巴の 歷史 に、 其れが 

千 百年 綾き ました。 其れが 所謂 中古 時代であります。 屮古 時代 を暗黑 時代と 稱 する は誤稱 であります。 

中古 時代 は 外に 暗く して 內に 明るい 時代で ありました。 雪 國の冬 龍り の 如くに、 外に 働く 能 はすして 

內に 輝く 時代で ありました。 實に 貴い、 無くて ならぬ 時代で ありました。 今や 識者が ベ 1 コ ン の 新 祈" 

00000  O0O0OOO000O00OO0OOO0O0 

學はト マ ス • ァク イナ ス のスコ ラ哲學 の 上に 築かれた ので あると 唱 ふるに 至りし は、 實に 深い 正しき 

見方で あると 思 ひます。 信仰と. S 識とは 決して 無關 係の ものでありません。 同じ 楣の兩 面であります。 

信仰 ありての 知識であります。 知識 ありての 信仰であります。 其 一 つが 衰 へて 他 は 行 詰らざる を 得 ま 

せん。 

〇 そして 今や 知識 偏重の 時代であります。 何事 も 知識に 由って 說 明され、 促進 されん とする 時代で あ 

ります。 小 崎 君 も 私も斯 かる 時代に 生れ、 其內. に 成長し、 其 未だ 終らざる 內に 私供の 生涯 を 終らん と 

して ゐ るので ありまして、 其內に 私供の 信仰 を 維持し 來 りし は 容易 大抵の 事ではありませんでした。 

そして 私の場合 は 小 崎 君よりも 一 際 苦しかった のであります。 小 崎 君 は神學 祈：：^ の 立場に 在りて 合理 

的 信仰 を 維持し なければ ならない のに 對 して、 私 は 天然 科 學に據 つて 私の 基督 敎的 信仰 を 守らな けれ 

ばなら なかった のであります。 實に 苦しい 戰鬪 でありました。 第 十九 世紀の 後半期 は 進化 說の 連戰述 

勝の 時代でありまして、 其內に 在りて 聖書，， 的 信仰 を 維持す る は 殆んど 不可能の 業で ありました。 何事 

も 進化 說 的に 說 明し なければ ならない ので ありました。 奇 は 最も 不 人望で ありました。 聖書 は 段々 


と 奇接拔 きの 書と 成りました。 宗敎其 物が 信用 を 失 ふに 至りました。 高等 批評が 起って、 聖書 は キ-と 

して 神話の 書、 傳說の 書、 其內に 潜める 僅か 計りの 宗敎的 眞理の 書に 化しました。 此んな 聖書に 頼つ 

て 能力 ある 信仰 を 維持す る 事 は 出来ません。 然し 乍ら 其れが 眞理 であると 云へば 止む を 得ません。 * 

督敎會 は 初 は 異端と して 進化 說を 斥け ましたが、 後に は 之に 服從 して、 終に 今 曰の 如くに 神學 者が 科 

風  1^ 者 以上の 進化論者と 成った のであります。 そして 此內に 在りて 私供の 福 昔 的 信仰 を 維持す る は、 恰 

かも 武田 勝賴 の包圍 軍を邀 へ て 長 篠の城 を 守りし 奥 平信 昌 同様に 困雜 でありました。 まことに 此際私 

供に も H 本 武士 の 勇氣が 必要 であった ので あり ます。 

〇 此 時に 方り 奮然 起って 學 者に 對し學 者の 立場より 基督教 的 信仰の 辯 護に 當られ し 人が 當 時の 靑年牧 

師、 今の 大 長老 小 崎弘道 君で ありました。 君 は 明治 十五 年に 『六合 雜誌』 を 起し 河津祐 之、 西 園 寺 公 

など、 佛蘭西 文化の 葡萄酒に 醉 ふて 福 昔の 眞理を 嘲け る 人達に 對 して 自家 防衛の 爲の 砲火 を 放 たれ 

ました。 小 崎 君 は此時 私供 所謂 札 連 を も徵發 せられ、 君の 防衞 軍に 加 はらしめ 給 ひました。 私が 初 

めて 囘らぬ 筆 を 採って 私の 信仰の 辯證を 試みし も、 小 崎 君主 幹の 『六合 雜誌』 紙上に 於て にあります- 

私の 親友、 今日の 植物 病理 學の 世界的 權威 たる 宮部金 吾 君が 「北海道の 山火事」 と 題して、 宗敎雜 誌 

0  0  0  0  0  0  0  OO0OOOOOOOOCOO 

の 『六合 雜誌』 を賑 はした のも此 時で ありました。 私供 は 今日 此時、 小 崎 君が 我國 基督 雜 誌の 翻 先で 

あった 事 を 忘れて はなり ません。 『六合 雜誌』 は 其 品位に 於て 今日に 至る も 未だ 其 類 を 見ざる 雜 誌で 

ありました。 私は吿 おします、 私が 今より 三十 年 前に、 單獨で 『聖書 之 研究』 を 始めました 時に 私 は 

心竊 かに その 小 崎 君の 『六合 雑誌』 の 後 機 者た らん 事 を 期しました。 卽ち 凡ての 知識 を以 つて 我が 信 

仰 を辯證 する の雜 誌た らん 事 を 期しました。 そして 私 は 信じます、 若し 凡ての 基督 敎雜 誌が 和 崎 君主 

i^. 齊者 の生潘  .  三 一九 
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幹當 時の 『六合 雜誌』 を 模範と するならば、 我國に 於け る * 督敎雜 誌の 品位が 如何に" ：2 めら る、 であ 一 

らうと。 私はケ ru 此 記念 會に 於て、 我 wt__」 督敎雜 誌 全體を tf^ して、 小 崎； li; の功勞 努力に 對 して 感謝 

を したくあります。 

〇 まことに 雜 誌の 爲の雜 誌でありません、 厲现 辯！： ほの 爲の雜 誌であります。 そして 露理は 私供が 作る 

のでな くして、 時 を 定めて 現 はる k のであります。 私供が 信仰 を唱 へて 5^ けば 神が その 善しと 觀給ふ 

時 に 事實を 以 つて 之を證 明し て 下さる ので あり ます 。 小 崎君竝 に 君の 同志の 場合 に 於ても さ う で あ つ ， 

たのであります。 時は變 りました、 世 は 移りました。 ！ ：5 仰 は 知識に 降參 する 必要 は 少しもありません j 

でした。 一 干 八：. C 八十 年に 其 旺^ を 極めし ダ ー ウイ ン の 進化 說は 大分に 之 を 修正せ ざる を 得ざる に 至 

りました。 ダ ー ウィンが まだ 在世 巾に、 佛國 の： 大 然科學 者に して 毘蟲學 の 泰斗なる へ ンリ • ファ ブル 

が" 比蟲 本能の 說 明を以 つて 彼 C 、タ ー ウィン) に 迫り 大いに 彼 を 困らせました。 進化 說は 宇宙 萬 物の 發ー 

達に 關 する 最も 美く しき 說 明であります が、 其 完全なる 說明 でない 事が 八：' に 至って： 1, 々明瞭に 成って 一 

米ました。 進化 說が 造化 說を以 つて 補 はれ ざれば 萬 物の 發達 を說 明し 得ざる に-至りました。 殊に 近世 一 

の 物理 化學の 驚くべき 進歩に 由り て 物質 は 物で ない 事が 明かに 成って 來て、 今や 鐵ー 片、 鈴 一塊まで 一 

が 奇跡 屮 の大 奇跡 で ある 事 を 認め ざる を 得ざる に 至 り まし た。 今や 純科學 の 立場に 立ちて キリストの 1 

變貌、 &活、 E^: 大、 W 臨 を 否定す る 事 は 出来ない のであります。 奇跡 を 除く 必要が ある 所でな く、  i=! 一 

物 悉く 奇跡な りと 言 はざる を 得ざる に If- りました。 不思議なる 事 は、 今や 奇跡 を 嘲け り 疑 ふ 者 は 科 風？ 1-1 

者で なくして 祌學 者であります。 「私 は キリストの 奇跡的 出生 を 信ぜす」 と 公言して 共 學識を 街ふ敎 

きの 敎師が 在る に對 して、 ァ ー サ ー. トムソン や A  . スタン レ ー. H デ イング トン の やうな 學者は {1 


易に 斯 かる 暴言 を發 しません。 殊に 精神科 學の發 達に 由り て 人の 精神の 大 能力の 凝結した る 者で ある 

ことが 段々 に 明かに 成って 來 ました。 ラ ヂォ、 テ レビ ジョ ンが 奇跡の 內に數 へられ ざるに 至りし 今日、 

近き 將來に 於て 奇跡の 故を以 つて 基督 敎を 排斥す る 時 は 去って 跡な きに 至る であらう と 思 ひます。 

0 然し 乍ら 知識、 科學の 方面に 於て ありません、 人生 實 際の 方面に 於て 基督 敎は 難問 解決の 爲の唯 

一 の键 をせ に 提供し つ k あります。 文明 は 進歩す る も 人 問 は 退歩す ると は 何人も 否む 能 はざる 事實で 

あ ります。 如何に 熱心なる 進化論者と 雖も、 今日 の 社 會狀態 を 見て 人生 の 樂觀 者た る 事 は 出来ません" 

人類 は 善くなら ねばなら ぬと 云 ひます が、 善くなら ざる を 如何せんであります。 人民が ある 如く 僧侶 

も亦然 りでありまして、 政治家 も 宗敎家 も 人民と 共に 墮 落して 行きます。 此 所に 在る 私供 は 皆ん な 開 

闢以來 未だ # て 有ら ざり し 最も 殘酷 無慈悲の 大戰爭 を 目撃し ました。 そして 其れに 數倍 する f 界的大 

戰爭が 起るべき 機會は 今日 猶ほ澤 山に 在る のであります。 國際 聯盟、 軍縮 會議と 人が 騷ぎ 立ます るの 

は 此の 恐るべき 機 會が餘 りに 多い からであります。 人類 は總掛 りに て戰爭 を 止め 得ません。 ウィル ソ 

ン、 クレマ ンソ 1>  D イド. ジョ ー ジ 等の 巨頭が 幾人 集っても 此狂 へる 世界 を 如何す る 事 も出來 ませ 

ん。 

〇 然 らば 失望です 乎。 人 問の 服より 見て 失望です" 失望が 當然 です。 然し 乍ら 神の 御 眼より 見て 少し 

も 失望でありません。 彼に 萬 物 を 自己に 服 はせ 得る 能力が あります。 宇宙人 生に 現 はれた る 彼の 能力 

は 偉大であります が、 神の 能力 は 之を以 つて 盡 きません。 神に はま だ 有り 餘る 豫備 勢力が あります。 

天地 はま だ 完成され たる 者でありません、 幾囘も 改造 さる、 の 必要 ある 者であります。 人類 も 亦旣に 

救 はれた る 者でありません。 救の 途上に 在る 者であります。 進化 は 造化の 繼 綾であります。 天 は 口に 

基督 者の 生涯  三  一二  ... 
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日に 地に 侵入し っ& あります。 奇跡の 時代 は 過ぎ去った のでありません、 大 奇跡の 時代が 臨まん とし 

てゐ るので あります。 是は 聖書の 明かなる 示しであります、 叉 科 學哲學 の 最後に 到達せ ざる を 得ざる 

歸結 であると 思 ひます。 人類の 思想 はー轉 して、 今や 復 たび 元の 信仰 時代に 還りつ k あると 思 ひます。 

物の 起原 は靈、 萬 事 は 悉く 奇跡、 科 學者も 哲學者 も 凡て 嬰兒に 成りて 唯 信す るの みで あると 云 ふ 時代 

が到來 しつ k あると 思 ひます。 私が 信仰 復與と 云 ふは此 事であります。 信仰が 世界 思想と 成る 事で あ 

ります。 十八 世紀の 純理 說、 十九 世紀の 進化論に 代りて 信仰が 人類の 思想 を 支配す るに 至る であらう 

との 事であります。 

〇 私供 明治 初代に 基督 敎を 信ぜし 者 は、 我 國に之 を 植ゑ附 くるの 六ケ 敷い 仕事 を與 へられた ると 同時 

に、 思想 上、 此六ケ 敷い 時 を 通 うらせられた のであります。 一面に 於て は 我が 國 人に 對し 外来の 信仰 

を證 明す るの 任に 當り、 他の 一 面に 於て は 唯物論、 進化 說、 自然主義 等に 對 して 福 昔の 眞现を 維持す 

るの 地位に 置かれました。 そして 是 等の 事に 於て 小 峙君は 我等の 先達で ありました" 私供 は敎 會を異 

にし、 活動の 方面 は 違 ひました が、 同じ 大將 軍の 下に 同じ 目的 を以 つて 戰 ひました。 そして 後 を 顧み 

て、 戰鬪が 私供が 想 ひしよりも 遙 かに 易く、 叉 勝利が 豫想 以上に 犬な りしに 驚く のであります。 日本 

國は旣 に キリストの 所屬 であると 云 ひて 私供 は 憚りません。 そして 世界 も 略 ぼ 其 事 を 認め、 我 國人も 

斯く 認められん 審を願 ひつ、 あると 思 ひます。 然れ ども それよりも 更に 善き 事 は キリス トが 人類の 王 

として 益々 明白に 認められつ k ある 事であります。 ^供の 辯 明 を 待つ まで もな く、 萬 國は自 から キリ 

ストの 配下に 集りつ k あります、 此事を 見て、 私供 は 相互の 成功 勝利 を 祝す るので なくして、 私供 を 

勝利に 導き 給 ひし 神と 其 獨子を 讚美し 奉る のみであります。 


序 文、 其 他 


改版 If 警世 維 著」 に附 する. EI 序 

^て 京都に 在り、 社 會は余 を 要せす、  も 亦た 社會を 要せす、 余 は 獨り鸭 河の 水と 語り、 叙 山の 巖と 

談ぜし 頃、 忽ちに して 朝鮮 京 城に 於け る 日本人 大 失態の 飛報に 接す、 余 は 悲憤 措く 能 はす、 決然 筆 を. 

執て rrp) ち叱呵 鞭撻 一 週日に て 成りし もの を 『時勢の 觀察』 と爲 す、 後 之 を 『國民 之 友』 雜 誌に 揭 ぐる 

を得て少しく天下の贄^！；を惹きたりき。 

余 は 余の 思想 を 緩る の 文 を 有せす、 余 は 唯 だ 余の 見し 事、 聞きし の 有の 儘 を 語り 得る のみ、 『流 家 

錄』 亦た 此類 なり、 余の 當 時の 日記より 謄寫 せし ものに 過ぎす。 

1 の 高贵 なる 目的 を 有せ ざ り し 日 淸戰爭 の 結 と して 我 國に大 文 學の出 でん 事の 到底 tll^ 一む ベ からざる 

は！ へ 命當時 の 余の 宿 論な りし、 して 不幸に も 余の 預言 は 適 中して 戰後五 ケ 年の 今日に 至る も 大文學 

は 未だ 巧 人の 中に 出で ざるな り、 高貴なる 思想 は 高貴なる：；；： 動に 伴 ふて 來 るべ きものな り、 日 淸戰爭 

は大 軍艦 を 作って 大文學 を 作ら ざり し、 是れ其 不義の 戰爭 なりし 十分なる 證明 なり。 

日蓮 上人 は 日本に 於け る 平 的宗敎 家の 一人な り、 余 は 彼の 勇^ を 愛し、 堅 信 を 慕 ふ 者、 京都 在留 中 

皮の 傳記を 探って 大に 余の 孤獨を 慰む る を 得たり き、 此篇を 作る に 方て 余の 友人なる 牧師 吉岡 弘毅氏 

は からざる 援助 を 余に 與へ られ たり、 玆に 記して 氏の i5H 思 を 謝す。 

此書 元と 民 友 社 の 乎に 在りし もの、 今 その 著者の 手に 歸るを 見て 余 は 母が 其 愛兒を 再び 懷 にす るの 感 

W 文- S  一一 三 五 


序 文、 其 他  三 二.： ハ  一 

なき 能 はす、 兒は疑 もな く豚兒 ならん、 然れ ども 愛兒は 永く 他人の 手に 託すべからざる なり、 余 は竊ー 

に 彼の 再生 を 祝し 聊か 感を述 ぶる こと 爾り。 

明治 三十 一二 年 五月 端午の 日 

東京 市外 角 害 村に 於て 

內村鑑 三 


譽 S の 發刊に 際して 友人 松 村 介 石に 吿ぐ 

雜誌 『警 f 』、 友人 松 村 介 石 君の 手に 由て 出 でんと す、 余 は 謹んで 之 を歡迎 す。 

余 は 松 村 君 を 知る、 玆に十 有 五 年、 余の 宗敎的 信仰に 於て、 社會 改良 上の 意見に 於て、 余 は 君と 全 

く說を 共に する 能 はすと 雖も、 而 かも 常に 君の 白き 心と 潤き 量と に 服し、 君の 敎指 を受 くる 事屢々 な 

り、 曾て 友人 大西祝 君、 或 人に 語て 曰く 「兩村 互に 相似て 亦 犬に 異なる」 と、 余 は 松 村 君に 於て 潔白 

なる 日 木 男子と 宏 量なる 東洋の 志士と を發 見し、 少く とも 余の 國 家的關 係に 於て、 余 は 君の 同 函人た 

り、 同時代の 人たり、 且つ 同 希望の 人た る を 以て 之 を 名 譽に感 する 者な り。 

松 村 は 先 づ國を 革め て、 然 る 後に 個人に 及ば んと 欲す、 へ. - は先づ 個人に 眞 生命 を 注入す るに 非 ざ 

れば、 國 政を談 する に 足らざる ものな りと 信す。 松村l^^^勿論深き宗敎心を有す、 然れ ども 君 は 余の 如 

く 未だ 全く 坊主 主義に 化せられ ざるが 如し、 君の 現世に 於け る！ { 布 望 は 余の それに 優る ゃ大 なり。 


然 X- ども 余 も 亦 肉の 人、 現世に 存在す る 間 は 君の 援助 を 借らざる を 得ざる 事數 次な り 曾て スタ ー 

リング 其 友 力 ー ライルに 書 を 送て 曰く 「若し 彼處 にて 君が 用 を 爲すを 得ば 何の 幸 か 之に 若かん」 と、 

余 も 亦 松 君に 同じ 事 を 言 はんと 欲す、 卽ち 余に して 若し 少したり とも 君に 供す るに 「彼 處」 に關 する 

智識と 實驗と を 以てし、 君 をして 足下の 國土を 看る と 同時に 頭上の 靈の國 を 忘れ ざら しむる を 得ば、 

余 は 君に 對 する 余の 友誼 的 義務の 一部分 を盡し 得たり と 信す、 君旣に 幾囘か 現世の 迷路より 余 を 救 ひ 

出したり、 余 も 亦 何に か 君に 報す る 所な くして 可な らん や。 

人 は 多くして 友 は 夥し、 今や 信任なる もの 殆ん ど此國 土より 跡 を 絶たん とする 時に 方て、 余輩 努め 

て 友人の 事業に 出来 得る 丈け の 贄成を 表せざる ベ けんや。 余 は 君が 此擧に 出で し を 見て、 新たなる 勢 

力の 余 自身に 加 へられし が 如くに 感す、 故に 余 は 自身の 成功 を 祈る が 如くに 君の 成功 を 祈らん と 欲す- 

若し 夫れ 余の 責を負 ふ 雑誌と 新聞紙より 幾 干の 時間 を 奪 ひ 得ば 余 は 喜んで 之 を 松 君の 事業に 獻 げんと 

欲す、 松 君 夫れ 勇 を 鼓して 進め！  - 

三た び 州に 人らん とする の 前夜し るす 


『獨 立淸 興』 自 序 

人に 淸與 なかる ベから す、 身 を 害 はすして 却て 之 を 補 ふ もの、 心 を 汚さす して 却て 之 を 潔む る もの 

他人 をハ すると 同時に 自己 をハ 化する もの、 是 をば 稱し 余は淸 興と いふなり。 

序 文、 其 他  一一 三 七 


序 文、 其. 他：  一 一；  二 < 

に 天然と 交 はる ことなり， 其 著書に 於て 偉大の 思想に 接する ことなり、 友を訪 ふこと なり、 仁慈の 

眼 を 以て 人情 を觀 察する ことなり、 余に 亦此淸 興な きに 非す。 

此小 著述 は是れ 余の ま：： 的 一 面を發 表せん がた めに 成りし 著な り。 

明治 卅五年 五月 十一 一日 

東京 巿 外角 普 村に 於て 

內村鑑 三 


【獨立 雜談； 一 自 序 


今 を 去る 三千 五. rn 年 前の 昔、 ュダの 大王 ソ u モン は ZI へり、 「多く 書 を 作れば 竞 なし」 と、 盖し 著作 

者 の 愚 を憐み て の 一 百な らん、 然るに 余に 取り て は 此は 是れ第 十七 囘目 の 編著なる を 知 て 余 も亦大 王 の 

前に 慚色 なき 能 はす。 

然れ ども 此 明治の 暗黑 時代に 生れ 來て 余の 如き 者に 取て は 著述 は獨立 生涯の 惟 一 の 方法なる を 如何せ 

ん、 余 は 乞食た る を 好まざる のみなら す、 官.！ となりて 薩長 政府の に 衣食す る を 恥と し. 亦 傳道師 

となりて 時に 虚偽に 等しき 言を述 ベ て 外國宜 敎師 の 賞 讚に 與 から ん こと を惡 む、 去り と て 思想 の 外 他 

に 何もの を も *1 に 供し 得ざる 余の 如き もの は 王子 深 川に 大 製造所 を 起して 國益增 進の 恩賞に 與 かるの 

希望な し、 書 を 作る に竟 なけん、 然れ ども 是れ 乞食た るに 優る 萬々 ならん、 余 は 今 n; の 讀書社 會が其 


汗牛充 楝も啻 ならざる 著作 中に 义此 小冊子 を 加 ふる を宥 されん こと を 望む。 

明治 卅四年 五 パ卅日 

東京 市外 角 害 村綠陰 深き 所に 於て 

內村鑑 三 

4S 業と 宗 敎 

內村鑑 三 

^に 高貴なる 業 は 二つ ある、 其の 一 つ は 人の 心 を 養 ふこと で傳 道の 業で ある、 其の 他の もの は 彼の 肉 

體を養 ふこと で 農業で ある。 前の もの は 眞理を 上の 灭 より 取り 來り、 之 を 以て 饑えた る 靈魂を 養 はん. 

とし、 後の 者 は果實 を 下の 地より 作り出して 饑えた る 肉 體を養 はんとす る。 此の 二つの 業 ありて、 國 

家が あり、 社 きがある ので ある。 二者 其の 一 を缺 いて、 政治 もなければ 商業 もない。 人生 は 其の 基 を 

農に 置き、 其の^ 在 を 德に繁 ぐ ものである。 

先進 津田仙 君、 農に 從事 する こと 玆に 三十 餘年 我が 國に 於け る 君の 新式 農業 は 其の 齢 を 明治 政府と 同 

じうし、 而も 共の 功) 迥に 閥族 輩の 上に 出づ。 彼等が 自己の ために 名利 を 計りつ \ 僅に 國家を 其の 外面 

に 於て 飾らん としつ. - ありし 間に、 君 は 單獨國 家 を 其の 基本より 改造 せんとし 給 ふた。 君 は 西洋文明 

を 直に 我が 國の 土壤に 移植 せんとして、 克己 勉勵 今日に 至り 給 ふた。 若し 國 家に 功臣が ありと すれば， 

君 は 確かに 其の 一. 人で ある。 而も 君 は 今 ロ尙ほ 無位の 一 平民で ぁッ て、 心に 天の 祌を 信す る 外に 普通 

4f ケ-. 其 他  三 二 九 


lit 文、 其 他  一三 一一 Q 

の H 本 農民と 何の 異る所 はない。  _ 

兹に 於て 君の 農業の 普通の 農業で ない ことが 判る。 津田 式の 農業 は 第一 に 文明 流の 農業で ある、 卽ち 

古說舊 習に 依る 農業で なくして、 學說 進步の 農業で ある。 第二に 平民 的 農業であって、 资を官 に 仰ぎ、 

位階 勳章を 以て 誇る が 如き 役人 的 農業で は 無い。 第三に 信 神 的 農業で ある、 卽ち單 に產を 獲て 滿 足す 

る 農業で はなく して、 體を養 ふと 同時に 天に 德を 積まん とする 農業で ある。 君の 農業が 其の 長命なる 

に 干ら す、 政府 の 深く 之 を 賞す る ことなく、 公衆 の 廣く之 を迎ふ る ことなき は 全く. g 俗 的 農業で あ る 

からで ある。 而も 天 は II； の 業 を惠ん で、 君の 晚年 をして 感謝と 滿 足との 生涯たら しめ 給 ふた。 

余 は 君の 知遇 を 辱う する 兹に 二十 餘年、 ！^^；と志望を共にして信仰を同し、 君と 稍々 同一 の經路 を： il つ 

て 今日に 至ッた 者で ある。 余 は 農業 敎育を 受けて 始て 世に出た 者で あるが、 今 は 主に 基督 敎の傳 道に 

從事 する 者で ある。 爾 うして 基督 敎の 何たる か を 深く 究めた ことのない 者の 中には、 余 を 以て 余の 本 

職を棄 たもの i 様に 想 ふ 人が ある。 然しながら 前に も 一一 百 ふた 通り 眞 正の 宗 敎は眞 正の 農業の 眞の 兄弟 

である。 宗敎は 心 を 耕す もので、 農業 は 地 を 耕す ものである。 實 物を責 び、 空想 を排 する 點に 於て は 

二者 全く 同一 である。 故に 津田 先生が 農に 從 事して 深く 宗敎を 信ぜら る k やうに、 余は宗 敎の傳 道に 

從 事して 深き 興味 を 農業に 於て 有つ 者で ある。 先生が 政府に 賴ら すして 獨り其 業に 働 まる X やうに、 

< ；-は 政府 は 勿論、 敎會 又は 外國宣 敎師に 一 切賴る ことなく 獨り 余の 業に 勉 むる 者で ある。 先生が 與產 

的に 新 口 本 を 造らん とせられし 様に、 余 は 精神的に 新 日本 を 建設 せんと 努 むる 者で ある。 故に 先生 は 

常に 深き 同情 を 余の 業に 寄せられ、 余 も 亦 先生の 助 一一 一一 u に 待つ こと 多く、 若し 行路 難を吿 ぐる 時 は 余 は 

直に 先生の 門に 馳 せて 其の 援助 を 借りる を 常と する。 余が 常に 神に 祈る こと は祌が 余の 敬 友津田 先生 


の 農業 を惠 まれし 如くに、 余の 小なる 傅 道 事業 を惠 まれん ことで ある。 兹に 『農業 雜誌』 第 八 百十號 

の 發刊を 祝す ると 同時に 津 田家の 萬 歳 を 祈り 奉る。 

明治 三十 五 年 六月 十五 日 

東京 巿 外角 箸 村 「聖書 研究社」 に 於て 


『家庭 維 誌』 の 發刊を 祝して 

(我輩 は. s: 村 先生の 祝辭を 得て， 且つ は 喜び 且つ は 恐れた。 此祝 辭を此 紙上に 載せる の は， 一面に おいて は 我 

輩の 極めて 光榮 とする 所で あると 同時に * 他の 一面に おいて は， 殆んど 背 水の 陣を 布く やうな もので， ー步も 

返く 事 はならず、 寸分の 懈怠の 念 を も 許さぬ 事になる ので ある。 然し 我輩 は 終に 之 を 載せる 事に 決心した。 そ 

れは 決して 我輩が 自分の 自惚 心に 滿足 を與 へ んが爲 では 無く， 赏に 自ら 誓 ひ 人に 誓ふ證 文と せんが 爲 である。 

讀者諸 # の此 意を諒 とせら れんこと を 願 ふ。 枯川 生 記す。) 

若し 日本 國に 家庭 雜誌を 出す 權 利と 義務と 責任と を 有 つて 居る 人が ありと すれば 其 人 は 余の 友人 稱 

枯川 君で あると 思 ふ、 君 は 性質が 溫 和で、 友誼に 篤く、 善 を 視る眼 を 有って 居て、 惡を視 る 股 を 有つ 

て 居らない、 君 は 卽ち此 怨恨、 毒嫉を 以て 滿ち充 ちて 居る 日本！： に は 極く々々 稀れ なる 人であって、 

君の 如き 人が まだ 此社 會に存 つて 居る の はま だ 之に 一 縷の 希望 が^って 居る 理由で あら ふ。 

余 は 君に 望む、 君が 大 責任に 當 るの 心を 以て 此雜 誌の 編輯に 從事 せられん こと を、 卽ち之 を 以て、 

序 サ、、 其 他  三 一一 一 一. 


序 文、 其 他  一一 一一 一一 二 

日 木國は 愚か、 支那、 朝鮮、 印度、 少く とも 人類の 半 數に新 幸福 を與 へんとの 大 希望 を 以て 此小 察に 

當ら れんこと を、 何故 なれ ば 家庭 は 5- 藤 侯 其 他 の 東洋の 英雄 が 言 ふやうな 決して 小事で はない、 fp ふ 

まで もな く國 家の 基礎 も社ノ ゆの 根本 も 共に 此 にある のであって、 國家を 顧みて 家庭を顧みない 國家は 

-ゼす 滅亡す ると 定 つて n5 る、 雨う して 八：' 口の 日本 國は 八；' や 此危險 なる 地位に 居る ので ある。 

「婦 を 愛する 者 は 己 を 愛する 也」 と は 基督 敎の 聖書の 屮 にある 言 辭 である、 是れは 東洋人の 耳に は 

甚だ 氣 障りの する 曾辭 であって、 彼等が 甚だしく 基 将敎を 嫌 ふの も 其 中に 斯 かる 敎訓が あるから であ 

る 、 然し 西洋 今：！： の 富强な る もの は 實は斯 か る 敎訓が 永の 間 彼等 の 中に 傳 へられた から で あると 歷史 

哲學者 は 雷 ふ、 若し H 本國の 經綸家 が 如何程 深い 意味が 此  一一 一一 II 辭 の 巾に 含まって あるか を 解し、 ホ I ム 

を 瀆す者 は 人類 を瀆す 者で あるの 考へを 以て 世に 臨まば、 社會 の 改良 は 全く 希望 のない 事 で は ある ま 

いと E 心 ふ。 枯川 君た る 者 は 立し く此 態度 を 以て 我國今 n の 鬼 洋的社 會を其 根底より 改造すべき である 

と； する。 

明治 三十 六 年 三月 十九 U 

東京 巿 外角 答 村 聖書 研究社に 於 て 

內 村 鑑 三 


「國 家禁洒 論』 緒 言 


之 は HI,! れ 曾て 萬 朝 報に 揭 げし 禁酒に 關 する 余の 論文 を W めて 一 小冊子と たせ し^なり、 其 始めて 世に 

現 はる、 f  、多くの 人 をして 禁酒の 決心 を爲 さしめ たり、 その 更らに 多くの 人 を驅て 禁酒 軍に 投ぜし 

めんが 爲に玆 に 再び 之 を 世に 公に する こと 、なせり、 自ら 禁酒 せんとす る^も、 他人 をして 禁酒せ し 

めんと する 者 も 進んで 此片編 を 使用 せられん こと を 望む。 

明治 卅六年 九 H 卄九日 

東京 市外 角 苦 W に 於て 

內： 鑑 三 


『小 供の 聖書』 はしがき 

此小服 子 は 撰者が 自家の 小兒に 暗誦せ しめんと て 選擇し 且つ 編 « せる 書の 言 を 集めし ものな り。 

小 供 の 聖書 は 亦 大人の 聖書な り、 凡て 神の 小 兒等は その 大哲學 者なる と 老政治家なる と に 係 はらす 

小兒の 如き 心 を 以て 是等 の聖語 を 記憶に 留めな ば 其 利益 蓋し 宏大 無邊 なるべし。 

明治 三十 六 年 十 卄ー 一日 

內衬鑑 三 


序 文、 其 他  is 


序 ^.  S  一一 i 


『よ ろ づ 短 言』 

此書 は是れ 明治 三十 三年 秋より 同 三十 六 年 秋まで、 卽ち n 露戰爭 以前 滿三箇 年に 涉り、 余が 朝 報肚客 

員と して 萬 朝 報に 寄 送せ し 論文の 中より 選 拔集蒐 して 之 を 一 書と なした る 者たり、 而 して 余 は 玆に余 

に 此事 を爲す の 特 權を與 へ られし 朝 報 社 々 長 黑岩淚 香 君 の 厚意 を 深謝す。 

著 者 


『基督教 講演 集』 (第一集) はしが き 

； r 小 T 子 は I つ 曰て 『雲 き 載 I にか 齔げ まし &r の 籠の. f  .4 霸 ものの カ方ビ £s の g た；^ J; を 

らしむ るに. i とも ili なりと はる i もの 七 篇を簡 んで之 を 一書と なした 者であります、 若も此 小さ 

な?! が i は獻 たる ¥のデ に^て なり と^つ ことが 出来ます るなら ば、 それで 其 用 は 足りた ので あり 

ます。 

明治 三十 六 年 クリス マ ス前 

著 者 ■ 


德永 規矩 著 『逆境の 恩寵』 に 序す 

人世の 目的 は 祌を識 るに 在り、 忠臣と して 君に 寵 せらる」 に 非す、 孝子と して 父母に 愛せら る. -に 

非す、 愛國 者と して 國 人に 崇めら る k に 非す、 神 を 知り、 祌に識 られ、 遂に 永遠の 榮 光の I 免 冠 を 戴く 

に 在り、 是を 除いて 他に 貴重なる 人世の 目的と して 追求す るに 足るべき 者 あるな し。 

兹に肥 後の 人 あり、 德永 規矩 氏と 云 ふ、 口 本人 通有の 野心 を懷 き、 日本人 通有の 徑路に 由て 之に 達 

せんと 欲して 能 はす、 返て 意外の 所に 神の 恩惠に 接して 遂に 勝利 を 呼んで， を 逝れり、 ！^？；と同齢の肥 

後人に して 君の 如くに 失 耽せ す、 君の 如くに 挫折せ すして、 斯 世に 於て 成功せ し人勸 しとせ す、 然る 

に 君 は 惡虐を 極めし 藩閥 政 時. の 如きに は 何の 恩惠 にも 與 かる 所な く、 只 天の 神の 祝福 を 受けて、 断 世 

に 於て 貧者と なりて 心霊の 天國に 於て 富者と なれり、 而 して 輕 薄浮虚 * 影 を 追 ふ を 知て 實を 探る 事 を 

識ら ざる 今の 日本人の 多數 は、 君 を 世の 失敗 者と して 箅へ しも、 若し ダンテ をして、 或は リビング ス 

トン をして、 或は グラッドストン をして 君の 一 生 を 評せし めしなら ば、 是等 世界の 偉人 は 君 を 大成功 

者の 一 人と して 算へ しゃ 敢て疑 ふべき に 非す。 逝け よ、 功名、 位階、 勳章、 人望、 聲名、 彼等 は紫芥 

なり、 糞土な り、 名 を 愛 國に藉 り、 社會 改良、 慈善事業に 藉り、 多くの 望 あるの 靑年を 地獄の 門に 連 

れ 行くな り、 而 して 彼等に 誑かされて 心靈 的に 死滅せ し 日本人 は枚擧 する に 遣 あらす、 然れ ども 神 は 

せ ハ簡び 給へ る 者 を 知り 給 ふ、 彼 は 彼等に 成功 を與 へす して、 返って 疾病 を與 へ、 失望 を 下して、 以て 

序 文、 其 他  111 三 五 


序 文、 其 他  三 三 六 

彼等 を 神の 成功に 導き 給 ふ、 德永 君は斯 かる 成功者の 一 人な り、 我 倚 も 君に 傚 ふて、 此 虚偽の 日本の 

社會 と絶緣 して、 活ける 澗き溫 かき 天國の 市民と ならん こと を 求 ふ。 

肉に 於て 君 を 見 ざり しも 

君の 同情者の 一 人なる 

內 村 鑑 三 誌 す 

. 明治 三十 七 年 一 月 三十 一 日 東京 市外 角 害 村 寓居に 於て 


『日本 魚類 圖說』 を 評す 

n 本國に 誇るべき もの gi しとせ す、 而 かも そ は 其 政治に あらす、 法 にあら す、 文學 にあら す、 贵 

族 制度に 非す、 是れ 皆な 恥づ べき ものにして、 誇るべき 者に あらす、 人事 的 日本 は 世界の 敬 崇を惹 く 

厶厶 <!△ 厶厶 

に 足る の國に 非す。 

©©05-©®®®®©®®®®®©©®®®©®®®  , 

日本 國の 誇るべき もの は 主として 其 天然 物の 中に 在り、 其 山に 在り、 河に 在り、 其 林に 巢を構 ふ 鳥 

にあり、 其 河 海に 泳ぐ 魚に あり、 卽ち 日本人の 少しも 千與 せざる 者の 中に 在り、 日本 國は： 大然 的樂園 

にして 人事 的練獄 なり、 故に 其 美 を 探らん と 欲する 者 は 其 大然に 往て其 社會に 到るべからざる なり。 

姝に共 魚類 は 美 中め 美な り、 日本 國は 魚類 學 者の 樂園 なり、 全世界の 魚類の 美は粹 然として 日本 國 

の 河 海に 鍾 るが 如し、 之に 印度 産の 者 あり、 北洋 産の もの あり、 而 して 日本海 は 特に 魚類 學的ー 一?!； 域 


を 形成す、 魚類 學 的に 視 たる 日本 國は 政治 學 的に 視 たるが 如き 偏 僻 固陋の 國 にあら す、 魚類 學的 日本 

は 宇宙 的な り、 之に 支那 印度の 產 あれば、 亦米洲 カム サッ 力の 產 あり、 殊に 其 東海の 産の 歐洲 地中海 

の それに 酷似す る は 斯學の 泰斗 アルべ ル トグン テルの 驚 駭を惹 きし 所な り、 若し 日本 國是 にして 魚類 

<"<I<l<3<l<l<d<lAA 厶厶厶 A 厶厶厶  厶厶厶 厶厶厶 <3<:<3<1厶< - <!△  厶^ 厶 厶 <3  <1厶 

學の指 明に 依て 定められ しならん に は、 其敎 育の 如き 決して 今日の 如く 狹 I 报 にして 局地的なる 者な 

A  A  A  A 厶  < "厶 

ら ざり しならん。 

大瀧圭 之 介 君 外 二君の 著に 成り、 裳 華 房 主人の 發 行に 成る 『日本 魚類 圖說』 は 我 國の此 美 を 世界に 

紹介 せんとして 成りた る ものな り、 其 阖畫の 精 美なる、 之より 以上の 者 を 求む る 難し、 第一集 四 枚 は 

ス ヾキ、 アマ ダイ、 マガ ッヲ、 プリの 四 種 を 載す、 之に 添 ふるに 精細なる 解說 あり、 之 を 讀んで 一 々 

實 物に 接して 其 說明を 聞く の感 あり、 余は斯 かる 大著 作に 從事 せられし 著者 の 熱心と 其 發行を 引受け 

られし 裳 華 房 主人の 義氣 と大膽 とに 敬服せ すん ば あらす、 斯 かる 事業 は 文明 諸國の 例と して、 政府 自 

から 進んで 之に 當るを 常と す、 然 かも 議會 操縦と 汚吏產 出の 外、 何の 爲す 所な き 明治 政" 时は之 をし も 

爲す能 はすして、 民間の 書肆が 多くの 危險を 冒して 之を爲 すに 至て は 政府の 恥辱 は 書肆の 名譽 と相對 

して 更らに  一 然 たる を 覺ゅ。 

余輩 をして 畏博 なく 本 著の 缺點を 言 はしめ よ、 其說 明の 餘 りに 乾燥無味 なること 其 一な り、 科學は 

文學的 修飾 を 忌み嫌 ふと は 一ぶ ふなる ベ けれども * 然り とて 科學的 (殊に 魚類 學的) 智識の 缺乏 する 今 

R の 日本人に 向て 魚類 學的 術語 を W て 魚類 の 特質 を述 ぶる と雖 も、 之に 依て 益 せらる &者 至て 少数な 

るべ し、 民を敎 へんと 欲する 者 は 努めて 民の  一一 一一 a 語に 依らざる ベから す、 是 れ勿淪 俗に 媚びる が爲 めに 

あらす、 天然 物 を 天然の 愛子なる 平民に 紹介 せんが ためなり、 天然 物 を 學者 の 專有 物と す る は 國家 を 

序 文、 其 他  三 三 七 


責挨 閥族の 私有物と せんとす るに 均しき 過失な り. 余 は 本書の 著者 三 君に 由て 日本 產の 魚類が 日本 國 

平民の 樂 しむ 所の ものと ならん こと を 欲す。 

其 第一 一は 各 府縣產 額の 統計 を事實 らしく 揭 げられ しこと なり、 大阪府の ス  >  キの產 額 一 八 〇 貫に し 

て 其 價格ー 1 九四圓 なりし との ことの 如き、 秋 田縣の マ ガッヲ の 產額は 七 五 貫に して 其價 格の 八圓 なり 

しとの ことの 如き は 兒戲に 類す る 計算に して、 其大 政府の 統計年鑑に 褐げ ありし を 以て、 是を 事實と 

して 認む べしと 云 ふ は 科學的 精神と 相距る 甚だ 遠き ものな りと 信す、 f に 虚偽の 事 多し と雖も 日本 國 

の 府縣廳 の 製作に 成る 統計表の 如き は あらす、 余 は 『眞實 なる 虚偽』 として 之 を 思想 外に 撤去 せんと 

欲す。 

第三 は價 格の 餘 りに 高き に 失する ことなり、 其圖 畫を牧 縮す る も、 紙質 を更 ふる も 可な り、 其價格 

の 容易く 平民の 支出に 合 ふ ものた らんこと を 望む。 

第 四 は 英文に 多くの 謹 ある こと 是 なり、 世界に 示す の 目的 を 以て 上梓 せられし 此好 著に 此缺點 ある 

は 甚だ 惜む べし。 

然れ ども、 其 優 點は其 缺點を 償 ふて 優に 餘り あり、 余 は 日本 國と其 天然 物 を 愛する 者の 何人も 一 集 

を 座右に 置いて 其天眞 にして 僞 善なら ざる 愛 國心を 養 ひ、 併せて 著者 竝に發 行人の 其 美 擧を贄 けられ 

ん こと を 望む ものな り。 


『基督教 問答』 序 言 

問、 基督 敎を 研究す るの 必要 は何處 にあります 乎。 

答、 何處 に-でもあります、 先づ 第一 に、 人 は 若し パンの み を 以て 生きる 者でありませんなら ば、 彼 は 

亦靈の 精なる 神の 道を學 ぶの 必要が あります、 基督 敎は 人類に 供せられ し 天よりの マナ (神饌) で 

あります、 此 マ ナを食 はすして 人に 靈的 生命なる ものはありません。 

. 基督 敎は亦 世界の 最大 宗敎 であります、 故に 斯敎を 知らす して 世界の 事 は 判明り ません、 ラフ ハ ，ェ 

ル の檜畫 も、 ァ ン ゼ C1 の 彫刻 も、 ダ ン テの 詩集 も、 コ II ムゥ エル の 政治 も、 斯敎を 知らす して は 判 

明りません、 今の ゆに 在て 基督 敎を 知らない こと は大 なる 無學 であります、 吾人の 智識 増大の ため 

にも 基督 敎の 研究 は 非常に 必要であります。  ： 

私 は 勿論、 斯 大宗 敎の 極く 微少 を 知る 者であります、 然しながら 此 微少 を 貴下に お話し 申して、 贵 

下を眞 理の大 光に 導く ことが 出来ます. 私 は 貴下が 私の 愚 を 利用 せられて 救 ひ を 得ん ための 智慧に， 

達せら れんこと を 望みます、 サョ ナラ。 

明治 三十 八 年 二  = ^四日 

東京 巿 外角 害 村に 於て 

内 衬鑑 三 

序 ^. 其 他  三： 一一 九 


ti 文 、其 他  1 一一 四 0 

新紀元の 發刊を 祝す 

內 村 鑑 三 

主義 は 如何に 良き 主義と 雖も之 を 外より 打 込まん とすれば 惡 しき 主義と ならざる を 得す。 . 

斯く爲 さんど 欲して 自由主義 も壓抑 主義と なり、 平等主義 も 階級 制度と 成り 了る、 主義 をして 其效を 

奏せし めんと 欲せば 先づ之 を內に 注入し、 而 して 其れ 自身 をして 自然に 外に 向て 發顯 せしめ ざるべ か 

らす、 社會 主義の 如き 其 原理に 於て 大に 貴むべき 者 ありと 雖も、 之 を 一種の 制度と して 社 會に强 ひん 

とする に 方て は、 忌むべき 憎むべき 主義と 成り 了らざる を 得す、 吾人 は 意思の 自由 を 尊重す、 吾人 は 

如何に 好 良なる 主義と 雖も、 之 を 民衆 多 數の聲 として、 吾人の 意志に 押 込まる \ を 好ます、 吾人 は此 

世の 事に 關 して 信仰の 自由 を 供 せられん こと を 欲す、 吾人 は靜 かなる 理論 を以 て說服 せられん こと を 

欲す、 罵聲を 以て 壓抑 せられん こと を 厭 ふ。 

社會 主義者 中、 基督 敎を 信ぜら るモ 安部、 木 下、 石 川の 三 君、 今玆に 『新紀元』 雜 誌を發 行せられ、 

靜 かに 愛 を 以て、 諄々 此 主義の 深 所 を 吾人に 敎 へられん とす、 余 は 自身 社會 主義者に あらす と雖 も、 

斯 かる 紳士的の 事業に 對 して は 深き 同情 を 表せ ざらん と 欲する も 得す、 余 は社會 主義が 日本に 於て は 

暴徒の 巢窟と 成り 了らん か を 恐れたり、 然るに 今や 三 君の 計畫に 由り、 社會 主義 を 尊敬すべき、 敬聽 

す べき 主義と して 我 邦人に 紹介 せられん とす、 是れ豈 惟り 社き 主義の ために 慶す ベ き ことならん や、 

< -は玆 に 謹ん で 此 新 雑： Hi の 健全な る 發達 を 祝す。  . 


束 京 市外 角；^ 村に 於て 


『家庭の 聖書』 はしがき 

前に 「小 供の 聖書」 の 小冊子 あり • 今 之に 次ぐ に 「家庭の 聖書」 を 以てす、 聖書の 訓誡 を 老若 3?^ 女 を 

問 はす、 全家 族に 及さん ためなり。 

本書 は 全家 族擧て 一 所に 集て 讀むを 宜しと す、 家長 一 節を讀 み、 家族 次 節を讀 み、 以て 一 篇 又は 數篇 

を讀 了すべし、 例せば 「愛の 敎訓」 を讀 むに 方て 家長 は先づ 

愛 は 神より 出づ 

と 護むべし、 次に 全家 族 は 家長に 和して 言 ふ 

愛な き 者 は 神 を識ら す、 祌は卽 ち 愛 なれば なり 

と、 家長 は叉唱 へ て 言 ふ 

神 は 愛な り 

と、 全家 族 又 彼に 辏 いて 言 ふ 

凡そ 愛に 居る 者 は 神に 居り、 神 また 彼に 居る 

と、 以て 應答 唱和して 全篇 を讀 了すべし。 

叉 は 家長 一句 を讀 み、 〔氷 族 次 句 を 讀むも 宜し、 例せば 「基督 信者の 行爲」 の 一 篇を讀 む 時の 如き は此 

14 文 、其 他  三 は _ 


序 文. 其 S  一一 i 二 

方に 從ふを 宜しと す * 卽ち 家長 「，に 假偽 ある 勿れ」 と讀 めば 家族 「惡を み 善 を 親み」 と 答へ 家 

長 「兄弟の 愛 を 以て 互に 愛し」 と唱 ふれば、 家族 は 「禮義 を 以て 相讓 り」 と. 和す、 斯くて 聲は聲 に 和 

し、 意 は 意に 答へ て 全篇 を讀 了れば、 其 意義の 一 曆 深長なる を覺 るべ し。 n 取 終の 「祝福の 辭」 は 家族 

禮拜 式の 終りに 家族が 未だ 頭 を 擡げざる 間に 家長が 彼等に 向って 肅唱 すべき ものな り。 此小册 子 又 家 

庭に 神聖 を來 たす の 一助た らんこと を 祈る。  ■ 

明治 卅九年 一 月 初旬 

內村鑑 三 


今 井 樟太郞 著 f 香料 案內』 序 文 

偉人 は 政界に 在り、 財界に 在り、 文界に 在り、 醫界に 在り、 樂界に 在り、 畫界に 在り、 亦香界 にあら 

ざらん や、 而 して 我 友 今 井 樟太郞 君 は 我 國香界 の 偉人たり しなり、 君は紀 伊の 蜜柑、 肉桂に、 伊. 豆の 

黑 文字に、 米澤の 薄荷に 我國 特有の 香 を 探らん ために 神より 遣され し 人な り、 我等 君の 友人 は 君が そ 

の 鋭き 嗅感を 以て 汎く 我國 を涉獵 せんこと を 望みたり き、 然るに 君は此 希望 を 2^ さすして 我等 を 去れ 

り、 我等 は 我等の 爲めは 勿論、 尙ほ隱 れて喊 野に その 香 を 放つ 我國 幾多の 香 艸佳樹 のために 此事 あり 

しを悲 めり。 

然れ ども 君 も 亦 君の 領域に 於 1： る 開拓者たり しなり、 君 は我國 の香枓 に it- 鞭 を 就く るの 榮譽 を擔 へ 


り、 而 して 此 著に 君の 聲を 留めて 世 を 逝れり. 今より 後 君の 迹を追 ふて 此 研究に 從事 する 者、 糗々 と 

して 起るべし、 此著 はまこと に 『香料 案內』 なり、 單に 香料 を 商 はんと 欲する 者の ための 案內 にあら 

す、 神の 造り 給 ひし 此美 はしき 宇宙に 透徹す るすべ ての 香 氣に人 を 導く ための 案內 なり、 余は此 著が 

此 使命 を充 さん 事 を 信じて 疑 はす。 

明ュ？ 四十 年 一月 十八 日  ； 

東京 市外 角 害 村に 於て 

內村鑑 三 

『保羅 の 復活 論』 緒 言 

玆に舊 稿に 嚴密 なる 訂正 を 加へ、 之 を 一書と なして 世に 遣る、 余輩 は その 多少、 世 を 益 せんこと を 欲 

す、 基督 敎は 此界の 最大 問題な り、 而 して キリストの 復活 は 基督 敎の 最大 問題な り、 此小 著述に して 

若し 少しな りと も 邦人 間に 於け る此大 問題の 解釋を 助く る こと あらば 余輩の 榮 光何ぞ 之に 若 かむ。 . 

明治 四十 年 九月 六日  - 

著 者 
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櫟林集 に 題す 

標林 はくぬ ぎはャ しなり、 角 苦の 樣林を 指して 謂 ふ、 彼處に 明治 三十 一年より 叫 十 年に 至る まで 十 年 

問に 渉る 余の 地上の 生涯 は 送られたり、 角 害 は 余に 取り 最も 多事の 住處 なりき- 余 は 之 を 忘れん と 欲 

する も 能 はす。 

角 害 襟 林の 地た る 今や 復 たび 奮 時の 荒 废に歸 し、 呪 はれた るバ ビ 口 ンの 如く 野犬 i 鵜の 住 慮と 化せり、 

前に は淨水 池の 市民 一 一 百 萬の 生命 を湛 ふる ありと 同時に、 後に は 大蔵省 煙草 專資 局の 雲 を 突く が 如き 

大 建築物の 今や 將 さに ェを竣 へんと する あり、 遠から すして 一一 コ チン 毒の 氛 煙は揚 り、 四隣の 緣 葉た 

めに 枯死す るに 至るべし、 余 は 幸に して 煙毒の 到る に 先んじて 彼 地 を 去る を 得たり、 然れ ども 此靜か 

なる 柏木の 地に 在りて 南方 遙 かに 操 林の 小 丘の 煙に 裹 まる、 を 見て 時に 懷舊 の感 なき 能 はす。 

角 害の 櫟林は 遠， からすして 枯れむ、 然れ ども 櫟 林に 養 はれし 思想 は 煙 滅に附 すべから す、 是れ此 小 集 

輯の ある 所以な り、 敢て之 を櫟林 在住 以来の 友人に 獻す。 

明治 §1 十一 一年 一 月 十五 日 

內村鑑 三 


『囘顧 二十 年』 (警醒 社 書店 開店 二十 周年 記念出版 J 

書物と 其撰擇  . 

内衬鑑 三 

〇 書物の 數は人 問の 數が 多い 程 多く ある、 今や 如何なる 人で も 其 一生涯 を 費して 人類が 一 ケ 年間に 出 

版す る 書物 を 讀み盡 す こと は 出来ない、 徒らに 地 を 塞ぐ 者に して 現今の 出版物の 如き はない， U 

〇 書 勿の 數は 多く ある、 隨て 善き 書物 を發 見す る こと は 非常に 困難で ある、 善き 書物 を發 見す る こと 

は 善き 友人 を發 見す るが 如くに 困難で ある、 是れは 一 生涯に た、. - の數囘 各自に 臨む 天よりの 恩賜で あ 

る、 書物 はすべ て 善 物であって、 讀書 は必す 善事で あると 思 ふに 大 なる 間違で ある、 多くの 書物 は惡 

物であって * 多くの場合に 於て 讀書 は惡 事で ある、 善き 書物に 接しての み 始めて 讀書は 善事と なる の 

である。 

〇 然 らば 如何にして 善き 書物に 接せん 乎、 凡.！ れ 至大に して 至要なる 問題で ある、 而 して 是れ 如何にし 

て 善き 友人 を 得ん 乎と 云 ふと 同じ 問題で ある、 善き 友 は 得ん と 欲して 得られない、 是は 天より 賜 はる 

にあら ざれば 人が 求めて 得る ことの 出来る 者で ない、 善き 書 も 同じで ある、 是れ 書店の 店頭 を 漁りた 

I- まとて、 又は 其 出版 目 錄を閲 したれば とて 得らる \ 者 ではない、 是は 神より 賜 はる 者で ある、 或る 

降 別の 手段 を 以て、 我等が 求めざる 間に 我等の 手に 落 来る 者で ある、 其 時 我等 は 永久の 资 物の 我等の 

手に 落來 りし を 知らない、 否な、 多くの場合に 於て は 我等 は 始の間 は 之 を 斥け 之 を 嫌 ふ、 然しながら 

序 文、 S  一一 i  - 
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之 を 手放す 能 はすして 終に 之と 親む や、 彼 は 我が 終生の 友人と なる ので ある、 書物 は實に 物で はない、 

人で ある、 心と 心と を 合 はして 相 語る 友人で ある、 斯 かる 書物 は 萬卷の 中に 一冊し かない、. 之 を 得た 

時に 我 は責き 眞珠を 手に入れ たので ある。 

〇 然 らば 如何にして 此寶 物、 此 眞珠、 此 善き 友人、 卽ち 善き 書物に 接せん 乎と 云 ふに、 之に 接する に 

惟一 の 方法が あるので ある、 それ は 祈る ことで ある、 善き 書を與 へられん こと を 祈る ことで ある、 何 

にも 必 しも 聲を 張り 揚げて 祈る に 及ばない、 乍然、 すべての 精神 を盡 し、 心を盡 し、 意を盡 して 其、 

我に 與 へられん こと を 祈る ことで ある、 口と 心と を 以ての みならす、 潔き 行動と 正しき 勞 働と を 以て 

祈る ことで ある、 而 して 祈れば 必す與 へられる。 

〇 余 も 幸に して 少数の 善き 書を與 へられた、 多分 二十 を 超へ まい、 然し 其 二十 以下の 書籍 は 余の 終生 

の寶 物で ある、 余が 此 世に 於て 爲す こと を 許されし 僅かば かりの 善事 はす ベ て是 等少數 の 書物 の 恩賜 

である、 其 或 者 は宗敎 である、 或 者 は科學 である、 或 者 は歷史 である、 或^は 傳記 である、 或 者 は 詩 

集で ある、 孰れ も 神の 言であって 又 人類の 聲 である、 余に 神と 自由と 永生と を敎 へた 者で ある、 余 を 

して 幾分な りと 社會 以上の 人たら しめ、 敎會 以外の 信者たら しめし 者で ある、 余の 靈 魂の 糧 である、 

余の 星で ある、 義の 太陽で ある。 

〇 斯 かる 書に 接した 者は輻 ひで ある、 斯 かる 書 を 著 はした 者 は 一幅 ひで ある、 而 して 斯 かる 書 を 出版し 

之 を 世に 廣め たる 者 も 亦 福 ひで ある。 


_ 『歡 喜と 希 墓 はしがき 

歡喜は 天然に 於て 在り、 交友に 於て 在り、 傳 道に 於て 在り、 希望 は 神の 無邊の 愛に 於て 在り、 而 して 

此小篇 は此歡 喜と 希望と に關 する 余の 所感 を 述べし 者な り、 人生 素是れ 善な り、 是れ樂 むべき 者に し 

て 憂 ふべき 者に あらす、 而 して 余 も 亦 St からす 其 甘味 を 味 ふ を 得 たれば 玆に 之を錄 して 余の 同胞に 頒 

た と 欲す、 希 ふ、 此小篇 叉 此^に 歡 喜と 希望と を 供す る 一助た らんこと を 

明治 四十 二 年 十 一 月 十六 口 

東京 市外 柏木 村に 於て 

.  内 衬 鑑 三 


『六合 維 誌』 囘顧 三十 年 

六合 雜 誌が 三十 年期に 達した とい ふこと は、 非常に 祝すべき ことと 思 ふ。 此雜誌 は 日本に 於け る 基 

督 敎の雜 誌と して は、 一番 古い ものであって、 それが 今日まで 綾いた と 云 ふこと は、 單に今 之 を 所持 

して 居る ュ ュ テリアン 協會 の名譽 とする 所で あるば かりで なく、 基督 敎全 體、 又或點 力ら 云へば 日 

本 宗敎界 の 名 譽と云 ふても { にからう と 思 ふ。 其 後 これに 類した る雜 誌が 澤 山に いました けれども、 併 

字 文. 其 他  i セ 
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し 其 多く は 消へ てし まって、 今 六 合雜誌 が 其 中の 最舊の ものと して 殘 つて 居る。 

私の 如き も、 今 基督 敎の雜 誌 を 出して 居る 者であります けれども， 私の 「聖書 之 研究」 の 如き は， 

六合 雜 誌と 铰 ベて 見れば、 極く の 末の 弟で あるので ある。 六合 雜 誌の 年齢に 達する のに は、 まだ 二十 

年も經 たたければ ならぬ〕 

今 六合 雜 誌の 三十 年に 達した と 云 ふこと を 聞きまして 想起し ますこと は、 其の 初て 發行 になった 當 

時で ある、 幸に 私 は此雜 誌の 第一 號の發 行になります 時に、 其 相談に 與 つた 者の 一人で ある。 時日 は 

忘れました けれども- 或 夏の 日でありまして、 私が 恰度 札幌 から 東京に 歸 省して 居る 時であった。 其 

時 私 は 平 岩^ 保 君 を 小石 川大塚 町の 住居に 訪問して 居た、 所が 恰も 其 時が 六合 雜誌發 行の 相談 會が同 

氏の 家に 開かれる 時であって.： 私 も 圖らす 其 席に 列った ので ある。 今考 へます と、 其 時に 列席され た 

方 は、 植 村正久 君と 小 崎弘道 君、 其 他に もう 一人 あつたと 思 ひます が、 それ は 忘れました リ それに 私 

と 平 岩 君と、 たしか 五 人で 會合 したので あった。 當時 まだ 斯る雜 誌の 經驗を 有した 者 は 一 人 も 無い の 

であります からして、 種々 の 相談が ありました けれども- 併し 實際上 如何にして 斯る雜 誌を發 行し、 

且 叉櫃續 して 行って 宜 いか、 具體 的の 考を 持った 者 は 誰も 無かった。 唯 其 時に 會 合した 者 一同の 心に 

起った こと は、 此雜誌 をして、 世界 各國に 於て 發 行され つ」 ある 基督 敎の雜 誌に ー步 も讓ら ない 物に 

しゃう と 云ふ考 であった。 實に當 時 吾々 の 意氣の 盛んであった こと は、 今でも 忘れる こと は出來 ない。 

恰度 其 時分 は、 私共 札 幌農學 校の 生徒に して 基督教 を 信じた 者 は、 學術 的の 方面より、 基督 敎を 辯證 

しゃう と 云 ふ 望 を 持って 居た ものであります から、 私竝に 私の 學友は 其方 面から 大いに 基督教 思想の 

進歩 に貢獻 しゃう と 思 ふて ほた、 また さ う 云 ふ 依賴を 受け た。 扨 其 n の 會合は それで 湾んで しま ひま 


して、 あとで 此雜 誌が 發行 にたって 見た所が、 今から 考 へます と 至って 粗末なる 雜 誌であった" 和の 

記憶して： 15 ります 所では、 此 事に 最も 盡 力され た 人 は 小 崎弘道 君であった。 同 君 は 全力 を是に 注がれ、 

义 仄かに 承る 所に 據り ますれば、 先祖 傳來の 僅の 資産まで を、 全く これに 投ぜ、 りれ たと 云 ふこと であ 

る。 ト奇 君の 事業に 付て は、 人の 事業に もあります やうに、 種々 の 失策 も ありました らうし、 义：^ 

/  .W  - ヌ r  二  ニノ  /  0  C  0  0  0  0  0  0  0  0  C  0  0  。  0  0  0  0  0  ,9」 ，9  0  P  0  。： 0  、  -c^、 

點も ありましたら うけれ ども、 併し 小 崎 君が 此日 木に 於け る 基督 敎文學 の^ 觴の 時に 際して 其 全身 

^•030000000  0O0OOOO0O0O0OO00  0  0  0  0  0  0  0  0  _^  0  0  0  0  0  0  0 

ひ，^: &、 此 一事 は 六合 雑誌 三十 年期に 際して、 特に 同 君の 爲 めに 吾々 が 記念し なけれ 

、か^.^^,^^ お。 說の 如何 叉 各自の 執る 事業の 方針 如何に 拘ら す、 私 は此際 特に 小 崎弘道 君に 向って" 

深き 尊敬の 意 を 表さなければ ならない ので ある。 

^、 雜 誌が 出て 見 ますれば、 誠に 其 形 こそ 微々 たる ものでありまして、 叉 其 中に 現 はれた る考も * 甚 

だ 粗雜の もので はあります けれども、 併ながら 今其當 時の こと を 同 顧し ますれば、 其 意 菜に 至て は、 

迚も 今日の 靑 年輩の 及ぶ 所ではなかった らうと 思 ふので ある。 吾々 は大膽 に其當 時の 最も 進歩せ る 思 

想に よって * 基督 敎を辯 護 せんとし たので ある、 小 崎 君、 植村 君、 高 橋 五郎 君、 其 他の 人々 は、 其當 

時の 最も 高い 哲學 思想に よって、 基督教の 眞理を 辯 護 せんとせられ たので ある。 故に 其發 部数の 如 

き は、 僅か 一 千內 外で ありました けれども、 併し 六合 雜 誌の 勢力た る や、 實に 八/日 幾 萬 部を發 行す る 

雜誌も 及ばない 所の 勢力 を 持って 居た、 卽ち宗 敎界の 一大 ォ ー ソリチ ー であった ので ある、 所謂 重鎮 

であった。 

私 は 六 合雜 誌が 發行 になる や 否や、 直きに 洋行し まして、 之れ との 關係は 極く 薄い ものと なった、 

又歸 朝した 後と 雖も、 別に 是に 深く 關 係した こと はたい。 ^し 橫井時 雄 君が また 之 を 手に せられて、 

序 文- 其 他  一一 一四 九 


字 文、 其 他  一 一一 五 0 

尙ほ舊 時の 精神 を繼 緩され て 居った ので ある。 

所が 初の 中 は， 主に オル ゾ ド ッ タス 主義の 人が 之 を 維持して 行かれた ので ある けれども、 種々 の變； tl 

によって， 遂に ュ 一一 テリア ン 主義の 人に 之が 渡って しまった。 其 當時は 吾々 オル ソ ドック ス 主義に 傾 

いて 居る 者 は、 六合 雜誌を 失った こと を 非常に 悲ん で、 どうかして 之 を 再び 元の 同 主義者の 手に 得た 

いもので ある、 とい ふやうな 考を 起さないでも なかった ので ある。 何やら 或 時 は 六合 雑誌が 敵の 手に 

でも 渡った やうな 感を 起した ことがある。 併し 今日に 至って 考 へて 見れば、 これ はや はり 祌の 攝理に 

よって 成った ことでありまして、 六合 雜 誌の 爲 にも、 亦 日本の 思想界の 爲 にも、 此雜 誌が ュ 一一 テリア 

ン協會 の \^ に 渡った と 云 ふこと は、 大いに 喜ぶべき 事で あると 思 ふ。 若し 是がュ 二 テリアン 協 會の乎 

に 渡らなかったならば、 多分 今日は 廢刊 になって 居る のであって、 此 三十 年期 を 祝す る こと は、 多分 

出來 なかった らうと 思 ふので ある、 オル ソ ドック ス 主義に 於て 多くの 美點 はないで はない けれども、 

其 先輩 內には 多くの 異論 異說が 行 はれて * 主義， こそ 立派で あるが、 實際上 協同 一 致して 平和的に 事業 

を 繼續す る ことが 出来ない ので ある。 現に 六合 雜 誌と 同時に 發行 になり ました 基督 敎 新聞と 云 ふ もの 

は、 遂に 組合 敎會 の機關 新聞と なって しまって， 今 は 東京 を 去って 大阪に 移って、 基督 敎 世界と 云 ふ 

雜誌 になって 發 行して る。 "：ル に對 して 植村 君の 福音 新報が 出て、 叉 六合 雜 誌が 未だ ュ 一一 テリアンの 

手に 渡らない 時に も、 植村 Ijl; は 明治 評論と 云 ふ 雑誌 を 出されて、 其宗敎 意見 を發 表された ので ある。 

究り 六合 雜 誌が ュ 一一 テリアン 協會の 手に 渡った と 云 ふの も、 其 理由と する 所 は、 全く オル ソ ドック ス 

主義者の 中に ある 平和の 缺乏に 出で たのであって， 斯る情 態の 下に ありた る 六合 雜 誌が、 ュ -ー テリア 

ン協會 の 乎に 渡った と 云 ふこと は、 最も 當然の 事で あると 思 ふ。 


何れにせよ、 此雜 誌が 今 H まで 維持され たと 云 ふこと は、 祝すべき ことであって、 今後と 雖も 益々 

此雜 誌の 勢力が、 日本 國に 於て 增大 せんこと を 祈る ので ある。 而 して 初め 六合 雜 誌が 出た 時には、 前 

に 述べた 通り、 是が 日本に 於け る哲 學的拉 に宗敎 的の ォ ー ソリチ ー でありし 如く、 今後と 雖も 益々 此 

ォ ー ソリチ ー の增 して 來るこ と を 希望 せざるを得ない。 

叉、 思想の 傾向から 云 ふて 見ましても、 今の オル ソ ドック スは 昔時の オル ソ ドック ス でない のみな 

らす、 また 今の ュ 一一 テリアン は 昔時の ュ 二 テリアン でない ので ある。 以前 は ュ 一一 テリアンと オル ソド 

ッ ク スと云 ふと、 誠に 眞理 の兩 極端に 立った もの、 やうに 考 へて 居た。 而 して オル ソ ドック スはュ 二 

テリアン を 容る& 能 はす、 ュ 一一 テリアン は オル ソ ドック スを容 る、 能 はすと 考 へて 居た U 併し 思想の 

つま 

進歩の 結果と して、 兩 方が 段々 と 接近して 来た。 究る 所、 オル ソ ドック スとュ 一一 テリアンとの 相違す 

る 所 は、 ni 的が 違 ふので なくして 唯 だ 研究の 方法が 違 ふので あると 云 ふに 歸 して 来た。 故に 深く オル 

ゾ ドック ス 主義 を 信す る 者と、 深く ュ 一一 テリアン 主義 を 執る 者と は、 如何にしても 亦 握手し ないで は 

たらぬ 場合に 達した と 思 ふので ある。 故に 六合 雜 誌が 今ュ 一一 テリアン 協會の 手に 存 して 居る と雖 も、 

ど ラぞ之 を 單に同 協 食の 機關 としての み殘 して 置かす、 總 ての 進步 せる 思想 を發 表する 其 器械と して 

使用 されん こと を 望む ので ある。 吾々 耶蘇 基督 を 人類の、 道德： H に宗敎 の、 最上 竝に 最大の 模範と し 

て 仰ぐ 者に 取て は、 其 研究の 方法 は 如何で あれ、 それ は 少しも 意に 介す るに 足らない。 どうぞ 此 六合 

雜誌 をして、 斯る 人士が 相 寄って 以て、 其 思想 を 社 會に發 表する ァリ ー ナ としたい、 それが 私の 希望 

である。 聊か 六合 雜誌 發行當 時の こと を！： 顧 致しまして、 祝辭を 述べる と 同時に 希望 を陳 ベる 次第で 

ある。 

序文， 其 他  1|1五1. 


序 タ、 其 他  一 一一 五一 一 


葛 卷星淵 著 §1 一 (野の 聲』 推薦の 辭 

詩 若し 文なら ば 葛 卷君は 善き 詩人に あらざる べし、 然れ ども 詩 若し 想な り、 誠な り、 义 情なら ば^ 

は 確かに 眞 個の 詩人な り、 君の 特長 は 解し a- き 平 人の 言 を 以て 平 人の 眞情を 歌 ふに あり、 米國 詩人 ホ 

ヰッ チヤ 1- と共に、 君 は 平民 詩人の 階級に 屬 する 者な り、 此集、 前 集 「小 星」 と 較べて、 君の 人生の 

實驗の 更に 沈且 痛なる を 表す、 今日 猶此國 に 残留す る 少数の 淸士は 歡んで 之を誦 むなる べし、 余は兹 

に 之 を 諸 士に勸 むる の 榮譽を 有す。 

千 九 百 十 年 九月 三十日 

東京 市外 柏木に 於て 

內村鑑 三 


住 谷 天来 著 『孔子 論』 序 文 

余の 友人 住 谷 天来 君 は 其 性來の 質より 謂 ふ も、 亦其學 問の 性質より 考 ふる も、 純粹 なる 漢學 者で ある 

然るに 此 人が 孔子 を師 として 仰がす して ナザ レ人ィ H スに 弟子と して 事 ふるので ある、 余が 特に 君 を 


敬す る 所 2^ は兹 にある、 又 君の 孔子 論の 特に 敬讀 すべき 所以 も 亦玆に 在る と 思 ふ。 

ど —マン  かしら 

孔子 は 確かに 偉人で ある、 而 かも 支那の 偉人で ある、 東洋の 偉人で ある、 「人」 ではない、 人類の =fH 

ではない、 ゼ ー マン は 他に 在る、 而 して 仰ぐべき は 「彼」 である、 孔子で はない、 支那の 偉人た る孔 

子 は 止む を 得すして 政略の 人で ある、 方便の 人で ある、 聖 善の 人で ない、 純正の 良心で ない と、 E;.! れ 

天來 君が 孔子に 就て 余輩に 敎 ふる 所で ある、 而 して 余輩 は 君の 此觀 察に 首肯 せざるを得ないの である。 

夭來 君が 斯く唱 ふ る は 君が 外國 宜敎師 の 飯 を 食 ふか ら で は な い 、 又 基督 敎會 の 被 雇人 で あ る か ら で は 

ない、 君は獨 立の 人で ある、 而 して 君の 獨 立の 立場より して、 君が 最も 深く 親しめる 孔子に 就て 斯く 

一一 目 はる \ の である、 而 して 余 は： 大來 君より 孔子に 就て 斯の 如くに 聞て、 孔子 を親視 まない ので ある、 

否な 其 正反對 が事實 である、 余 は 孔子 を 人と して 學んで 彼の 特に 敬すべく 愛すべき を 知る ので ある、 

^に拜 すべき 人 は 一 人 ある、 唯 一 人 ある、 其 他 はすべ て 親しむべき 者、 愛すべき 者、 11 情すべき 者で 

ある、 而 して 人 は拜 すべき 其 一人 を拜 して、 すべての 聖人、 すべての 偉人、 すべての 英雄 は 正 當に解 

し 得る に 至る ので ある C 

而し て 余輩 の 此言は 住 谷 一!^ と 余輩と のみの 言 ではない、 ゲ ー テも爾 う 曰 うた、 力 ー ライル も 爾 う 闩 う 

た、 ロック も 雨う 臼うた、 トルストイ も爾ぅ 曰うた、 人類 を 最も 深く 解した 人 は 皆な 此點に 於て は 一 

致して 居る、 人類の 首 は 孔子で はない、 孟子で はない、 釋迦 ではない、 ソクラテス ではない、 キリス 

トと稱 へられし ナザ レ人ィ H ス である、 而 して 彼の 十字架の 下に 立っての み 孔子 も 釋迦も ソクラテス 

も 正當に 解す る ことが 出來 るので ある。 

住 谷 君の 孔子 論は此 立場より 觀 たる 孔子の 評價 である， 其、 我國に 於て 異例なる は玆に 在る。 余 は 邦 

序文 其 他  =1S1 一一 


序 文、 其 他  .一 一一 五？ I 

人の 或 者が 君の 此の 著に 由り て 犬に 啓發 せらる \ 所 ある を 信す る。 

九- KII 十 一 年 五月 十五 日 

東京 巿外 柏木に 於て 

內村鑑 三 


『洪水 以前 記』 はしがき 

此書は 是れ今 を 去る 十 年、 余が 雜誌 『聖書 之 研究』 主筆と して 其 第一 號 より 第二 十八 號に涉 りて i?/: 戟 

せし 創世記 註解 を 蒐集し、 之に 訂正 を 加へ て 一書と 成せし 者な り、 八： 'よりして 之を觀 る、 他人の 作 を 

視 るの 感 なくん ば あらす、 乞ふ讀 者の、 其數 多き 缺點を 許され、 其 中に 散在す る 多少の 眞理を 以て 滿 

足せら れんこと を。 

干 九 w 十一 年 六月 廿 ra 日 

著 者 


『獨立 短 言』 獻 辭 


陸 中花卷 * 北上 河の 畔に 彼女の 骨 を 埋めし 故 高 橋ッサ 子の 靈に吿 ぐ。 

汝、 余と 主義 を 共に し、 之 を實行 せんと 欲して 苦闘 以て 汝の短 かき 一 生 を 終 はれり、 余 は 汝を憶 

ふ 切なり、 兹に此 書 を汝に 寄せ、 汝に 代りて 汝の志 を 天下に 述べん と 欲す、 汝、 願く は 余の 此小 

なる 贈物 を 受け、 復た逢 ふ 日まで 汝の心 を 安ん ぜょ。 


『獨立 短 言』 に附 する 序 

此書 は是れ 明治 三十 年より 同 三十 三年に 涉 りて 舊 『東京 獨立雜 誌』 に揭 げられ し 短文 を 集めて 一書と 

なした 者で ある。 

余 は 其 編 &| に從 事して 獨り自 から 叫ばざる を 得なかった 「余 は 果して 斯 かる 者 を 書きし 乎、 斯 かる 者 

を 書きし 余 は狂氣 であった、 愚 頑であった」 と。 

然し 翻て 思 ふ、 是れ 余の 當. 時の 確信 有の 偉 を 綴った 者で ある、 而 して 確信 は 狂人の それと 雖も 全く 棄 

てた 者で ない と、 野猪の 暴に 時には 家 猪の 及ばざる 所が ある、 「H リャは 先に 来るべし」 である、 野 

人の 變が 主の 道を備 へたので ある、 余の 今日の 拙き 傳道も 亦 十五 年 前の 曠野に 於け る 野人の 言 を 以て 

備 へられた ので ある、 而 して 此書は 卽ち此 首 を 菜め て 成った ものである。 

文の 解し 難き を 改め、 ぎの 無用なる. を 除いた、 此點に 於て 此小集 は 舊篇の 改正で あると 思 ふ、  布 ふ、 

^ 文、 其 他.  •  三五^8 


1 一一 五六 

序 文、 其 他 

讀 者の 此 書に 由て 時代と 現 f との 吾人の 希望 を充 たす に 足らざる を 知り、 平靜の 幸福 をキ 

音に 於て 求む るに 至らん こと を。 


明治 gl 十五 年 六月 一 一十 日 


伊香保 蓬萊 館の 一 室に 於て 校正 を 了 へ て 後に 記す 

內村鑑 一 


『所感 十 年』 獻 辭 

DEDICATION, 

TO  J/F  DEAR  RUTH, 

^  cs/iM きド V  OF  EIGHTEEN  YUAJRS 

TtiROUGH  Tm。K  AND  THIN.  OF き J§r, 

TtiESE  WORDS,  PENNED  LARGELY 

UNDER  Hm  VNRKCOGNIZFb  INFLUENCES, 

ABE  MOST  AFFECTIONATELY 

DEDKLVTED  BY 


HFJi  FmJSD  AND  FJVSKR, 

THE  AU130R. 

直 譯 

奮闘の 最中 を 終て 十八 年 問の 侶伴たり し 余の 愛する ルツ 子に 

多分 は 彼女の 認められ ざり し 感化の 下に 筆せられ し是 等の 文字 は 

彼 ケの芡 にして 父なる 著者に 因て 切々 の 愛 心 を 以て 題 寄せら る 


『所感 卜 年』. 自 序 

所感な り、 眞现 の直覺 たり、 天國の iS 見な リ、 信者の 朝の 夢な り、 故に 簡 短たり、 隨筆 的な り、 非硏 

究的な り、 然れ ども 淺 薄なら ざらん と 欲す、 研究の 順路 を 示さす と 雖も其 熟した る wi^ 實 ならん こと を 

期す、 所感 なれば とて 必 しも 感情の 1& に 非す、 眞 正の 所感 は 神の 靈が 人の 靈に觸 る "時に 生す、 惟 

i む樂 器の 不完全なる W て； 大の美 曲 を 完全に 傳 ふる 能 はざる こと を。 

一 九  一 一二 年  一 H 卜 九 口 

東京 市外 柏木に 於て 

內村鑑 三 

序 文、 4* 他  i 七 


序 文 ■ 其 他  一一 一 五八 

附 ^一一 in 

、 本書 は 明治 三十 三年 ( 一 九 〇〇 年) より 同 四十 三年 (一九 一 〇 年) に涉り 『聖書 之 研究』 に揭載 

せられし 短文の 主なる 者 を 蒐集して 一 書と 成せし 者な り。 

、 本書の編慕は畔上5^^造君專ら余に代て其任に當られたり>  玆に 君の 多大の 勞を 深謝す。 

、 备 所感の 最後に 記せる 數字 は其揭 載の 年月 を 示す ものな り、 例へば 「我が 希望」 の 最後に (三 三 • 

一 一 ) と 記せる は此 所感が 明治 三十 三年 十 一 月の ものなる こと を 示す。 

著 者 誌 


『近代に 於け る 科學的 思想の 變遷』 はしがき 

近世 科學の 立場より 福 昔 的 信仰 を 維持し 得る 乎、 是れ此 小 篇の證 明 せんと 努 むる 所の 問題な り、 此篇 

載せて 『聖書 之 研究』 第 百 十六 號 にあり、 特に 讀 者の 注意 を惹 きし 故に や、 發行後 倏 にして 其 全部 

を寶盡 したれば、 玆に之 を 再版に 附 して 博び 江湖に 提供す る こと.^ 做せり、 余 は 此篇を 草す るに 方て、 

C  •  B  • アブ トン 氏 著 『宗敎 的：^ 仰の 基礎』 拉に W  •  L  • ゥォ ルカ ー 氏 著 『聖 靈 と受 肉』 に 

負 ふ 所 甚だ 多し、 余 は 英語 を 解し 得る 讀 者の 是等ー 一 著に 就て 更らに 其 研究 を^ けられん こと を 5-.^ む。 

千 九 百 十三 年 三月 十五 日 


著  者 


『硏究 十 年』 自 序 

『所感 4> 年』 に 次で 玆に 『研究 十 年』 を發 行す、 研究 は學究 なり 又 祈 求な り 又 賜 給な り、 眞理は 究め 

ての み 得べ からす、 祈りての み與 へられす、 賜 はりての み 我 有と ならす、 學究と 祈 禱と惠 恩と 三者 相 

俟て之 を； K 有と なす を 得べ し、 兹に蒐 $51^ せる 論文、 取る に 足らざる 者な りと 雖も、 亦 著者 相 當の讀 書 

と 思索と 熱 求と 又 之 を 愛た まふ 神の 啓示との 結果たら すん ば あらす、 切に 乞ふ讀 者の 之 を 縮く に 方て 

相當の 忍耐と 祈禱 の 精神と を 以てせら れんこと を。 

一九 一三 年 十二月 三日 

東京 市外 柏木に 於て 

內村鑑 三 

附 ^一一 日 

一 、 此書は 明治 三十 三年 ( 一 九 〇〇 年) より 同 四十 三年 (一 九 一 〇 年) に 到る までの 間に 於て 雜誌 『聖， 

書 之 研究』 に揭 げられ し 研究 的 論文の.？： より 比較的に 價値 ありと 信す る 者を擇 みて 之 を 一 書と なせ 

し 者な り。 . 

J チ 文、 其 他  三 五. K 


序 文、 其 他  一一 一六 0 

一 、 論文 發 表の 年月 竝に揭 載の 雜誌 號數は 目次に 於て 之を錄 したり、 例へば 「神 は 愛な り j、. 九 號」 

と ある は該 論文 は 千 九 wo 七 年 (明治 g: 十 年) 六月 發行第 八十 八號 より 轉 載せり との 意な り。 

著 者 誌 

『宗教と 現世』 自 序 

宗 敎は此 世の 事で， はない 1 彼 世の 事で ある、 肉の 事で はない、 靈の 事で ある、 人の 事で はない、 神の 

こと  じゅんし，， ？ うけ <フ n-^^.^  み  このよ  このよ  こと  ど ,J  よ  こと  し， ゆ-..' け -フ ゆん せ  むか 

事で ある、 純 宗 敎の 立場より 見て 此^と 此 世の 事と は什麼 でも 可い 事で ある， 宗敎は 現^に 對 つて 

い  い なん ぢ なん ゝは， り  ク 

1 一目 ふ 「我れ 汝と 何の 千與 あらん 乎」 と。 

し.^  このよ  なん お  ところ  itl この VS  なん もと  と 二ろ  しゅ-ひ ナ. つ このよ  なん ，、いん ケ、  もの 

然れ ども 此 *1 に 何の 負 ふ 所な く、 又此 *1 より 何の 求む る 所な き宗敎 は此， と 何の 關係 もない 者で はな 

し^-ひけ- ク こ。 よ  よつ に  6^  レア このよ  しゅ-ひけ * フ よ  に  で 5 

い、 宗 敎は此 世に 據て 立つ おで はない が、 然し 此世は 宗敎に 依らす して は 立つ ことの 可能る 者で ない、 

純淸き 宗敎に 根柢 を据 ゑざる 國 家と 社 會とは 有て 實は 無き 者で ある、 此 I が 要求す る 最大の 者 は 政治 

な  じつけ ふ  ひと い の ち tvo しゅうけ-ひ  二の よ  し： g うけ ラ ^  そのい の ち 5 

で も 無 けれ ば 實業 でもない、 ：<  の 生命 は 其宗敎 である. 此 世に 宗敎が 絶えて 其 生命 は 失する ので ある Q 

,-「：-- け， ソ ひ- A せ  ひ せん ひ せん し， A うけ-,.' しんや- に  ため ，ゅゐ いつ し きん せき  せん さラ はいし  せ **  し.^ * ひ ナ-フ 

小敎と 現， と 非戰、 非 戰は宗 敎の眞 偽 を 試め す爲の 唯一 の 試金石で ある、 戰爭の 廢止を 迫らざる 宗敎 

いつは. り しゅ う けう  まこと しゅうけ、 フ このよ  の を  ひ せん その ひつ ■  すん けつ.、 り  よ  きう か-ひ しふし ふ 

はすべ て 虚偽の 宗敎 である、 眞 正の 宗 敎が此 f に 臨んで 非 戰は其 必然の 結 菜で ある、 余が 舊稿 を架輯 

ち； 1  さんしゃ •、 いん  ち もつ  しょ つ *、  S ゑ ん ま；.！ こゝ あ  い  え 

する に 方り て 二者に 關 する 者 を 以て 一 書 を 作りし 所以 も 亦玆に 在る と 一一：  一 II はざる を 得ない。 

吁 太 Kn  f  K 年 五パセ 六 H 
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內村鑑 三 

附 0  _ 

二つ ノ つよ- A つ  かつ つと. U び ,ゥ よし iJ- し， ゆかん もと な  やらし  せいしょの けんき 5  か、  ん 

書は鉱 著沭」 ではない、 曾て 一度、 著者の 主幹の 下に 成る 雜誌 『聖書 之 研究』 に 掲げし ことの ある 論 

-, i  ん つ  >  つ Y  t^5  あつ  ，ンょ  つ *-、  »00  そ  ^>  i3  ？ ぶ あ， 0  リ 力 C  力"  /  *^  L. 

文、 演說の 筆記 等 を 鬼め て 一書 を 作りた る 者で ある、 其の 成りし 時と 場合と に 差違が ありし 故に 文體 

ち； ひ  こと its  が.； -  しか なが その あ ひ • ；レ し さ- フ ち が ひ "ふ  おも  し ，- フ、 :y 

にも 差違の ある 事 は 免 がれ 難い ことで ある、 然し 乍ら 其 間に 思想の 差違 は 無い と 思 ふ、 m.^ 想の 一貫す 

る 一 點 より 見て、 之 を 一 書と 見做して、 敢て差 支 は 無い と 田. -ふ。 

ニク 」.-, 1 レさ、  あ- - ク  つ. ん ふ お  も,、 か  た *- ひ とり  きよ- と- ひしゃ  わ v-vl みけん ざ"',、 ん き ラウ、 せん fl: 

^書 を 編^す るに. 1^ て、 筆硯 の， に 於け る 余の 目下の 唯 一 人の 共働 者なる 畔上賢 造 君が 舊 稿の 選 搾、 

.^^0,  |2#に與 へられし 多大の 勤勞に 就て 余 は玆に 特 書し て 1^?^ に感謝せ ざ る を得な い 。 

千 九- む 闪 年 五月 廿 六日 

著  者 


f 感想 十 年』 緒 言 

彝に 『所感 卜 年』 を屮 I し、 次で 『研究 十 年』 を 出し、 今 又玆に 『感想 十 年』 を 出す、 旣に汗 牛 充楝の 

重荷に 苦しむ 讀書界 に更ら に叉此 一書 を 加 へ て、 過 擧を敢 てせ しに あらす やとの 感 なくん ば あらす。 

序 文、 其 他  三 六 一 


字 文. 其 他  三 六 二 

眞理を 論理の 方面より 探らん と 欲して 研究 あり、 感情の 方面より 觀んと 欲して 感想 あり、 此の 書 は s^; 

治 三十 三年より 同 四十 三年に 至る までの 十 年間に 於け る 著者の 事物の 情的觀 察を蒐 めて 一 書と 爲せ レー 

ものな り。  一 

願ふ讀 者が 前 二 著に 對 せられし と 同一 の 宽容を 以て 此舊 稿の 集 輯を迎 へられん こと を  一 

千 九 百 十 M 年 十二月 五日  - 

東京 市外 柏木に 於て  一 

內村鑑 三 


加々 美 安信 『恩寵 記』 に 序す 

人間に 臨む 忠 難は餘 りに 多く ある。 故に 信な き 者 は 歎じて 言 ふ、 天道：；！ i! 耶非耶 と U 

然し 乍ら； 大道 は 非なる が 如くに 見えて 實は 最も 是 であるの である。 患難の 多き 此の世に すべ て の忠難 

に 打 勝ちて 猶ほ餘 り ある 能力が 具備 へられて あるので ある。 人が 唯此 能力 を 認めない までの ことで あ 

る。 然レ 宇帘を 作り 給 ひし 者 は 人間に 患難 を 下しながら、 之に 打 勝つ の 能力 を 具備へ 給 はざる が 如き 

無慈悲なる 者で はない ので ある。 . 

然 らば 幸福なる 者 は 何人で ある 乎、 神に 惠 まれた る 者 は 何人で ある 乎。 富める 人なる 乎、 權カ ある 人 

なる か、 否な、 否な、 患難に 遭 ふて 之に 打 勝つ の 能力 を 賜 はりた る 者で ある。 神の 殊遇に 與 りたる 人 


とい ふは斯 人で ある。 信な き此 世と 此 世の 敎會 とは斯 人の 幸福 を 知らない、 然れ ども 祌と： 大使と は 

人を稱 して 慶 たし 惠 まれる 者よ とい ふので ある。 

加々 美 安信 君は斯 人で ある、 世に 貴族 あり、 富豪 あり、 高位 高官、 高僧の 類 ありて 幸福の 者な りと 稱. 

へらる i と 雖も斯 人に は 及ばない ので ある。 余 は 日本 國に、 而 かも 其 山 梨 縣に君 ありし を 知りて 神 を- 

讚美す る 者で ある。 

千 九 百 十五 年 八月 廿 六日 

n 光に 於て 

內村鑑 三 

別 所 梅 之 助 著 『武藏 野の 一 角に 立ちて』 

此 書の 著者に 就て 

世に は 剛毅く 見えて 優柔い 人が あります、 優柔く 見えて 剛毅い 人が あります、 此 書の 著者^ 所 梅， ZJ: 

助 君 は 第二 極の 人で あると m 心 ひます- の 容貌と 文 體とは 優柔く あります、 然し 乍ら 君 自身 は 剛毅い 

人であります、 君の 衷には 一物の 動かすべからざる 者が あります、 君 も 亦 今や 僅かに 稀れ にの み 残存. 

る 所の 舊ぃ 日本人の 一 人であります、 基督 敎を 信じ 基督 敎會に 在る と雖 も、 舊ぃ 日本人の 魂 を 失 はや V 

る 貴むべき 我 同胞の 一 人であります。 

序 文、 其 他  一一 一六 一 11 


序 i 、其 他  S 六 四 

私 は；^ を 知て より 、に 殆んど 二十 年に 成ります、 君 は 禮に敦 くあります、 約束 を 遠へ ません. ！；；^仰 

は 多く 語りません が 動きません、 思考 は廣 くあります、 研究 は 益々 深く あります、 君 を 知る こと は 私 

に 取り 大 なる 利 ハ：^ でありました、 或 時 は又大 なる 慰藉で ありました、 私は此 交際の 此世 限りの 者で な 

い こと を^み ます。 

君 は 勿論 私の 紹介 を 待て ゆに 知らるべき 人ではありません、 世 は旣に 君に 就て 多く を 知って 居ます、 

然し 乍ら， たや 7^ の 論文の 一 書と なりて 世に 現 はれん とする に 方て …… 其 內の幾 干 か は 曾て 私の 編輯 を 

經た 者であります …… 私 は玆に 平素 私が 君に 就て 思 ひ H: つ 感じて 居る こと を 一一 目 はして 戴いた の であり 

ます、 願く ば 祝福 裕 かに 1!?; と 君の 事業の 上に あれ。 

千 九 _,n ト -H:; パ 4；- 十  一 ni: 卜  一 口 

東京 市外 柏木なる 屢々 君の 訪問 を 受けた る勞働 室に 於て 

內村鑑 三 


『舊約 十 年』 序文の 代りに 

多く 書 を 作れば 竟 なし、 多く 學 ベば 體疲 る。 (傳道 之 書 第 十二 章 十二 節) 

イエスの 爲し給 ひし 一 5| は是 等の 外に 尙ほ許 多 あり、 若し 之 を J 々記しな ば 其 書 この 世に 載盡す こと 能 

はじと 我 は 意 ふ。 (約 翰 傳第卄 一章 廿 五節) 


イエ ス 彼等に 答へ て 曰 ひける は …… 汝等 〔舊 約〕 聖書に 永 生 ありと 意 ひて 之 を 探索ぶ、 此 〔舊 約〕 

聖書 は 我に 就て 證 する 者な り。 (約 翰 傳第六 章 三十 九 節) 

干 九 百 十五 年 十一 一 R: 九 

東京 市外 柏木に 於て 

.  內付鑑 三 

此書は 主として 明治 三十 三年 ( 一 九 〇〇 年) より 同 四十 三年 (一九 一 〇 年) に 到る までの 問に 於て 著 

者 主幹の 『聖書 之 研究』 雑誌に 掲げし 舊約聚 書 研究に 關 する 論文、 改譯、 註解 等 を 集めて 一 書と なせ 

し 者な り、 外に 創世記の 註解 は 『洪水 以前 記』 と稱 して 別册と なし 旣に發 行せ り、 約 百 記. の 研究 は 近 

き 將來に 於て 別に 一 册 として 發行 せんと 欲す、 其 他 『研究 十 年』 の 中に 舊約 聖書に 關す 研究論文 二 

三 あり、 叉舊著 『與國 史談』 は 世界 歷史の 立場より する 舊約 聖書の 側面 觀 として 讀者に 思料 を 供す る 

せんせ 5 

こと!! 少ならざる ベ し。 

著 者 


序 文、 其 他  三 六 五 


序 文、 其 他  11 一六 六 


左 近 義弼著 『最近 口 I マ 字つ、. -り 一一 序 文 

日本語 は 1 マ 字 を 以て 書かれざる ベから す、 若し 然ら すば 日本語 は 終に 死んで 了う であらう、 縱 

し 死なない にしても 日本の 文明 は それが ために 阻害 せられて 日本 國其 物の^ 在が 危 くせら る K であら 

う、 さう して 日本語が 口一マ 字 を 以て 書かれ 得ない 理由 はない ので ある、 歐洲に 在りて は ハン ガリ ー 

語と フィ ンラ ンド 語と は 日本語と 同じく アルタイ 系の 語で あるに か \ はらす 立派に 口 1 マ 字 を 以て 書 

かれて すべの 文明 的 言語と 思想と を 同化し つ，^ ある、 日本語 も 1 一 者の 例に 傚 ひ u 1 マ 字 を 以て 立派に 

文明 的 言語の 中に 仲間入り する ことが 出来る、 左 近 義弼君 は獨創 的に して 勇氣に 富み、 玆に 日本 國の 

興亡にか&はる此大問題の解決を：^？^みんと欲す、 余 は 君が 單獨の 力 を 以て 能く 此の 大事 業 を 完成し 得 

やうと は 思 はない、 然し 乍ら 1^ の 如き は 確かに 解決 を 試む るの 资格を 有する 人で ある、 而 して 日本人 

否な、 世界人 は此 事に 關 する 君の 意見 を 聞いて 大に 利益せられ ざる を 得ない、 殊に 注意すべき は 左 近 

君の 目的の 是に 非す して 彼に 在る 事で ある、 君 は 11 1 マ 字體の 日本語 を 完成して 然る 後に 君の 終生の 

事業に 就かん とする ので ある、 君の 志望 や 遠大で ある、 余 は 神が 君の 此 試み を 祝福し 給 はんこと を 祈 

る 0 


『復活と 來世』 緒 言 

一た び 死る こと.^ 死て 審判 を受 くる こと、 は 人に 定ま れる事 也 (glM 循 g)o 

人 もし 死ば また 生きん や 針 s)。 

i ろ - の-一  *、 ゥ  あ 

キリ ス ト死を 廢し幅 昔 を 以て 生命と 壞 ざる 事と を 明 著に せり (1-^;pl^w)。 

人の 一生に 於て 死 は 最も 確實 なる 事で ある、 而 かも 彼 は 死して 死す るに 非す、 而 して 死後 如何に 就て 

は キリストの 幅 音の み 之 を 明 著に した、 死 は 人生の 最大 問題で ある、 而 して キリストの. 幅 音の み 之に 

滿 足なる 解決 を 供す る、 此書は 過去 數年 問、 余が 死に 就て 考へ、 又 之に 就て 人 を 慰めん としてな g りし 

一一 H を蒐 めて 作りし 者で ある、 若し 死 を 慰む るの 一助と なる を 得ば 幸で ある。 

一 九 一 七 年 七月 1 一十 日 

著 者 


佐 藤 繁彥著 『若き ル I テル』 祝福の 辭 

ル ー テル は 世界的 大 偉人の 一 人で ある、 彼 を 知る は 世界と 人類と を 知る ために 必要で ある、 故に 文明 

國 孰れの 國に於 てもル ー テル 學 者が 必要で ある、 而 して 我國に 於ても 其 必要が ある、 而 して 余 は 其 一 

^ 文、 其 他  一一 一 六 七 


序 文、 其 他  二 六 < 

人 を 佐 藤繁彥 君に 於て 見て 大に 余の 心を强 くした、 此小著 勿論 君が 我國 に. -:貝 獻 せんとす る 大著 作の 質 

たるに 過ぎない、 余はル ー テルに 就て 大に 君より 學 ばんと 欲する 者の 一人で ある、 裕 かなる 祝福 君の 

生涯の 事業の 上に あれ。 

東京 市外 柏木 聖書 研究社に 於て 


一 f 內村 全集』 第一 卷 自 序  „ 

一 

『- s: 村 全集』 成らん とすると 去 ふ、 世に 不思議なる 事 も あるかな。  ： 

余の 生涯に 於て 余 は 種々 の 事 を 試みた、 余 は 地理 學者 とならん とした、 天然 風， -者 とならん とした、 一 

殊に 魚類 學者 とならん とした、 更に 進んで 敎育 家と 成らん とした、 萬々 止む を 得すん ば 傳道師 と 成ら _ 

ふでと る もの  あ.， f は  む ち 一, ノ 

ん とした、 然れ ども 執筆者と なりて 書 を 著して 之 を f に 供 せんとす る 事 は 余の 夢想 だ もせ ざり し 所で 一 

あった、 然るに 事實は 余の 豫想 に反して 著述 は 余の 一生の 主なる 事業と なった、 余 は 量に 於て は曲亭 j 

馬 琴よりも 亦賴 山陽よりも 多く 書た， 沟に 預言者 H レ ミヤの 曰 ひしが 如くに 「人の 途は 自己に 由ら， K 

且 歩行む 人 は 自ら その 歩 履を定 むる こと 能 はざる なり」 である (¥illsi)、 余 は 自ら 擇 みて 著述家と な 

つたので はない、 「或る 他者」 に餘 儀な くせられ て 余 は 此途を 歩行んだ ので ある、 是れ 主の 爲し 給へ 

る ことにして 我等. の 目に 奇 とする 所で ある (gg 损 nty"  . 


で ざ ，-せ リ,； ^つ  *4  U か 

Sil ばが 器で ある、 故に 歳と 共に 多少の 進歩 をな せし と雖 も粗雜 拙劣なる を 免れない 然れ ども 之 を 

使用し 給 ひし 靈は 神の 聖靈 でありし と 信す る、 故に 永久に 聖 くして 變ら ざる 者で ある、 願ふ讀 者の 意 

を， 器に 留められ すして 之 を 通して 響き 給 ひし 「彼」 の 聲に耳 を 傾けら れんこと を。 

一九 一. K 年 gl 月 十六 日  . 

東京 市外 柏木に 於て 

內村鑑 三 


『信仰 日記： 一 に附 する 自序 

两 洋に 或る 小說 家が あって 彼が Life  of  Nobody  (何でもなき 人の 一 生) と 云 ふ 書 を 著 はした ことが 

ある、 彼 は 之に 由り て 人の 一 生 は 何人の それと 雖も 意味の 無い， もので は 無い 事 を 表明さん としたので 

ある、 lii に 人生 其 物が 小說 以上の 小說 である、 深く 之 を 究めて 人生 有の it に 勝る 面白き 記事 はない、 

歷 史と傳 記、 殊に 自敍傳 …… 詩 も 歌 も、 戯曲 も 小 說も其 興味 は 之に 及ばない ので ある。 

余が 玆に i りし もの は 一 箇 年間に 涉る 余の 生涯の 記錄 である、 平々 凡々 の 記事であって 別に 讀 者の 血 

を 1 すが 如き もので はない、 然し 偽りの 記事で 無い 事 だけ は保證 する、 日本人に して 基督 敎を 信じ、 

敎會 又は 宜敎師 と 何等の 關係を 有せす して 傅 道に 從事 する 者の 一 箇 年間の 生涯の 記錄 として 多少 見る 

に：； えるべき ものが あらう、 勿論 余 は 自己の 生涯に 就て 誇らない、 然り 誇り 得ない、 唯 H 々の 生涯の 事 

序文、 其 他  一一 一六 プ 


序 文、^„-他  一一 一 七 0 

實 有の 儘 を i した、 而_ して 若し 其 有の 儘が 何 か 眞理を 世に 傳 ふるならば 此 書の 存在の 理由が あるので 

ある、 若し 無いならば 自 から 消滅す ると 信す る。 

附錄の 『歌 こ k ろ』 は 歌人なら ざる 者の 歌集で ある、 歌の 術で はない 其 心で ある、 「何でもない 者」 

が 「何でもない 者」 を 慰め 又勵 さんと て 作った ものである、 其 心して 讀 まれん こと を 望む。 

一九 一九 年 十一月 十日 

東京 市外 柏木に 於て 

.  內村鑑 三 


『硏究 第二 之 十 年』 序 言 

基督 敎の 聖書 は 如何に 見ても 世界最大の 書で ある、 而 して 此書 をして 我 日本人の 書たら しめん ことが 

余の 生涯の 目的 また 努力 また 祈願であった、 余 は 余の 生涯の 大部分、 然 かも 其 最善の 部分 を此 事の 爲 

に 費した、 勿論 事資は 理想に 及ばざる 事 遠し と雖 も、 余が 此事 のために 努力 も犧 牲も惜 まなかった 事 

は事實 である、 而 して 此 書は此 努力の 一部分で ある、 前に 『研究 十 年』 を 出し、 今 之に 次ぐ に 『第二 

之 十 年』 を 以てす。  ■  , 

我等が 年 を i る 日 は 七十 歳に 過す、 或は 壯 にして 八十 歳に 至る も、 其 誇る 所 は 唯 勤勞と 悲哀との 

^«  y  y.  ふび さ 

み、 その 去り 往 くこと 速に して 我等も^ 飛 去る (詩篇 第 九十 篇) 


然れ ども 此 短き 人生の 間に 少しな りと も 世界最大の 書なる 聖書と 最 美の 國 なる 日本 國の爲 に 盡すを 得 

て 余 は 生き 斐の ある 生涯 を 送りし やうに 感 する 者で ある。 

大正 九 年 (一九二 〇 年) 六月 二十 八日 

内 付鑑三 

例 一一 一 曰 

一 、 此書は 明治 四十 三年 (一九 一 〇 年) 十 一 月より 大正 八 年 (一九 一 九 年) 十一 一月に 至る までの 間に 

於て、 雑誌 『聖書 之 研究』 に 掲げられし 研究 的 論文 中より、 比較的に 價値 ありと 信す る もの を擇み 

て 之 を 一 書と なせし ものな り。 

一 、 論文 發 表の 年月 竝に揭 載の 雑誌 號數は 目次に 於て 之を錄 したり。 例へば 「イエ スの系圖ー^v/ーー號」 

と ある は、 該 論文 は 干 九 •t» 十四 年 (大正 三年) 一月 發行第 百 六十 ニ號 より 轉 載せり との 意な り。 

著 者 誌 


『山上の垂訓に 關 する 硏究』 緒 言 

馬太傳 所載 キリ スト 山上の垂訓 は 基督 敦道德 の 根本で ある、 隨 つて 基督 敎を學 ばんと 欲する 者 は先づ 

之 を 明かに する の 必要が ある、 此小 著は此 目的 を 以て 大正， 元年 (一九二 一年) 以來 數囘に i り 雑誌 

序 文、 其 他  三 七 「 


序 文， せ 〈他  三 七 二 

『聖書 之 研究』 に揭 載せし 註解 的 論文 を 纏めて 一 書と なした る 者で ある、 基督 敎 研究の 一 助た る を 得 

ば 感謝で ある。 

大正 九 年 ( 一 九 一 一 〇 年) 八月 九 a 

：  .  內村鑑 三 ， 


『モ. I セの 十誡』 はしがき 

此書は 大正 八 年 秋、 十 囘に涉 り、 東京 丸之內 大日 本 私立 衞生會 講堂に 於て、 日曜日 毎に 余が 爲 せる 聖 

書の講演の筆記錄を^^めて 一書と 成せる 者で ある、 筆記 は 法學士 藤井武 君に 由て 君が 余と 行動 を 共に 

せられし 間に 成りし 者、 發行は 岡山縣 後月 郡 明治 村 松 本鄕ー 君の 援助 慫 想に 由て 實行を 見る に 至りし 

者で ある。 

此書 若し 多少たり とも 讀者を 益す る こと あらば、 其 功績 は以 上 兩 君と 余との 三人の 間に 之 を 分つべき 

ものである。 

大正 九 年 ( 一 九 一 一 〇 年) 八月 三 4- 日 

.  東京 市外 柏木に 於て 

內村鑑 三 ， 


レ 


l テル 傳 講演 集』 自 から 序す る 文 


今年 はル ー テルが 彼の 信仰 を 大帝 力 ー ル第 五世の 前に 於て 堅く 執 て 動か ざり しヴ オル ムス 大議 -會後 

の 第 四百 年で ある。 而 して 獨逸は 亡びても ル ー テル は 亡びない。 ビス マ ー クゃ カイゼルの 事業 は壞れ 

てもル ー テルの 事業 は 壌れ ない。 -ー イチ H の 哲學ゃ マルクスの 經濟論 は廢れ てもル ー テルの 信仰 は廢 

れ ない。 獨 逸はル ー テル ありし が 故に 偉大で ある。 獨 逸人が. a: びル ，- テルの 單 純なる 信仰に 立 還る 時 

に 獨逸は 眞に. お 興す るので ある。 而 して 余の 如き 小なる 者 も亦絕 東の 日本に 在て， 二十世紀の 今日、 

ル ー テルの 信仰 を傳 ふるに 過ぎない ので ある。 今や ル ー テルが 「余 は 聖書の 上に 立つ、 其 他 を 知らす" 

神 我 を 護り 給 はん」 との 勇敢なる 言 を發 せし 後の 第 四百 年を紀 念す るに 方て、 余 は 余の 此小著 を 愛す 

べき 偉大なる 彼に 獻 じて、 余の 彼に 對 する 同情、 尊敬、 友愛 を 表せん と 欲する。 

i 丸 ニー  年 六月 十三 日 

東京 市外 柏木に 於て 

內村鑑 三 


は 文、 ftjte  111 七三 


序 文， 其 他  三 七 四 


矢 內原忠 雄 著 『霜督 者の 信仰』 序 文 

此 書の 著者 矢 內原忠 雄 君 は 東京 帝 國大學 の 出身に して 今や 法科 大學 助敎授 として 歐洲 に留學 し、 遠 

からすして 歸 朝して 大學 正敎授 となり 博士の 稱號を 以て 其 名 を 冠 せらるべき 人で ある、 卽ち君 は 近代 

人の 所謂 俊才の 一 人であって 通則に 從 へば 一 度び は 基督 敎を 信じて 早く 旣に 之を捨 去るべき 人で ある、 

然るに 君 は 未だ 基督 敎を 捨てす 又捨 つるの 傾向 を 示さす、 益々 熱く 之 を 信じ 又 之 を 他に 說 いて 恥と し 

ない、 而 して 君の 信奉す る 基督 敎は 近代 人の 歡迎 する 所謂 基督 敎に 非す、 卽 ち社會 奉仕 敎に 非す、 倫 

理的 福音に 非す、 文化 運動に 非す、 勞働 運動に 非す、 古い 舊ぃ 十字架の 贖罪 敎 である、 近代ん に は 時 

代 後れの 迷信と して 目せられ、 彼等の 賤 視め义 排斥す る 所と なる 者で ある、 然るに 新人に して 俊才の 

一 人なる 矢 內原君 は 固く 此 信仰 を 取て 動かない ので ある、 而 して 君に 在りて は此 信仰 こそ 最新の 法理 

論 又は 經齊說 に 優 さりて 國家 民衆 を 救 ふに 方て 力 ある 者で ある、 君が 法律 又は 經濟 學を棄 つ る 時 は あ 

ると も、 君が 此 書に 於て 表. R する 所の 信仰 を 去る 時 は 永久に 來な いと 余 は 信す る、 新ら しき 日本に 於 

て 5^ の 如き 新進 學者 ありと は 不思議と 一一 S はざる を 得な い 、 而 して 余 自身に 取りても 亦 余 を 先生と 呼ん 

で 吳れる 俊才の S に 知識の 進む と 同時に 余と 余の 傳 へし 福 昔を棄 ざる 君の 如き 若き 友人の ある を 知り 

て 一一 一一 11 ひ盡 されぬ 慰藉 叉傳 道の 獎勵 である、 祈る 此 著の 多くの 患め る 人に 生命の 糧を 供し、 先づ 個人 を 

救 ひて 國 家と 社き と を 健全 鞏固なる 基礎の 上に 据 るに 至らん こと を。 


一九二 一年 六月 二十 八日 

東京 市外 柏木 

內村鑑 三 


「「靈 交』 の 解 

靈交 は靈の 交際であります、 政治、 社會、 經齊、 法律、 殖産、 外交と 云 ふが 如き、 肉に 關 する 事に 

於ての 交際ではありません、 叉 知識の 交換と 稱 して、 學問 上の 交際で もありません、 叉 同志と 稱 して- 

主義 又は 精神 上の 交際で もありません、 更に 亦敎 友と 稱 して、 敎義叉 は 敎會を 共に する より 起る 交際 

でもありません、 靈 交と 稱 して、 人の 靈、 卽ち其 中心に 於ての 交際であります、 最も 深い 交際で あり 

ます、 事業、 知識、 主義、 主張、 敎理、 信 條と稱 する 者よりも 更に 深い 所に 於ての 交際であります。 

然 し 基督 者に 取りて は、 靈交 は單に 人の 靈と靈 との 交際ではありません、 人の 靈 は 深い 者で ありま 

すが、 然し 神の 靈は 更に 深い 者であります、 そして 人の 靈は 元々 神の 靈 より 出た る 者であります から 

人 は靈に 於て 交 はらんと 欲して 神に 由り て 交 はるより 他に 途 がない のであります、 卽ち、 人 は 直接に 

靈交 する 事が 出来ない のであります、 祌の靈 の 宿る 所と なりて、 人 は 同じ 靈の 宿る 所と なりし 他の 人 

と 交 はる 事が 出來 るので あります、 聖書に 之を稱 して 「聖 -靈の 交際」 と 云 ひます、 聖靈に 於け る 交際 

であります、 或 ひ は 又 聖靈を 通う して 爲す 所の 交際であります、 實に 聖靈は 信者 相； A の 交通 機關 であ 

^> 义、： K 他  1 一一 七 五 


序 文， 其 他  一一 一七 六 

ります C 私 は 敬虔 を 以て 斯の 言葉 を 用 ひます)、 聖霊に 由ら すして、 神と 人との 交通の ないやう に、 

叉 聖靈に 由ら すして、 人々 相互の 間の、 深い 聖ぃ 交際 はない のであります。 

我等 は 神の 靈に 由り て 相互の 靈に 於て 交 はらんと 欲する ので あ ります、 故 に 玆に 虚偽 を 弄す るの 餘 

地はありません、 叉 學問を 街 ふの 機會 はありません、 萬 事が 誠實 で、 公平で、 公明で、 謙遜でなくて 

はなり ません、 卽ち、 我等 は 以弗所 書 五 章 十八 節 以下に 於て、 バウ 口が 曰 ふが 如き 交際 を爲 さんと 欲 

する の であります。 

汝等 宜しく 靈に滿 たさるべし、 互に 詩と 歌と 靈に 由り て 作れる 賦とを 以て 語り合 ひ、 义歌 ひて 汝 

等の 心に 主 を 讚美すべし、 ：：： キリスト を 長る、 心 を 以て 互に 服 ふべ し。 


黑崎 幸吉譯 『 ル I テ ル加拉 太 書 註解』 序 文 

英國第 十九 世紀の 文豪 マ ッシュ ー • ァ ー ノル ドは曰 ふた 「正義 は 人生の 十分の 九で ある」 と、 政治 

と 云 ひ、 外交と 云 ひ、 經齊と 云 ひ、 殖産と 云 ふ も、 人生の すべての 問題 は 畢竟る 所 正義の 問題に 歸着 

する ので ある、 而 して 正義に 二方 面が ある、 人に 對 する 正義と、 神に 對 する 正義と が ある、 而 して 人 

に對 する 正義 は 神に 對 する 正義に 由て 定まる ので ある、 諺に 曰く  Be  right  with  God,  aivl  all  will 

be  right  (祌 と義 しき 關 係に 入るべし、 然 らば 萬 事 正し かるべし) と  >  言葉 を替 へて 言 ふなら ば、 道 

德 問題 はすべ て宗敎 問題に 由て 解決 せらる 、 ので ある、 んは祌 と 和らぐ にあら ざれば 人と 和ぐ 事が 出 


來な いので ある。 

祌と 和ぐ の 道、 人生 之に 勝る の大 問題 は 無い ので ある、 此 事を發 見した 者 は 人類の 大恩 人で ある、 

新 大陸の 發見 も、 新 機械の 發明 も、 其效 果たる 神と 和ぐ の 道の 發 見に は遙 かに 及ばない ので ある、 而 

して タル ソのパ ゥ p は此 事の 發 見者であった、 彼が 過去 干 九 百年 間の 人類の 歷史に 於て 屮 心的 地位 を 

占む る 理由 は 彼の 此大發 見に 由る ので ある、 而 して 彼れ バウ 口の 此發見 を 最も 明確に 記述した 者が 有 

名なる 加拉太 書で ある、 一 小冊子に 過ぎざる 此書 ありし が 故に、 世界に 於て 今日までに 幾囘の 思想 的 

社會的 道德的 …… 然り 政治的 經 濟的大 革命が 起った ので ある、 人の 義 とせら る k は 律法の 行爲に 由ら 

す 信仰に 由る と、 加拉太 書に 由て 此敎理 が 提唱 せられて 人類 は 幾 囘か其 進歩の 階段 を 登った ので ある" 

有名なる 法理 學者ジ ェ.' ムス . マッキントッシュ が 曰 ひしが 如くに 近代の 代議 政體 なる 者 も 固々 此敎 

理 より 起った 者で ある。  . - 

而 して パ ゥ C1 の 加 拉太書 を 最も 深く 味 はった 者 は マルチン. ル ー テルで ある、 。ハ ゥ 口 を 知らん と 欲 

すれば ル ー テルに 由らざる ベから す、 我友黑 崎幸吉 君に 此譯書 ありし 理由 は 兹に存 する ので ある、 君 

も 余 も。 ハウ 0 信者であって、 义 或る 意味に 於ての ル ー テル 敎 信者で ある、 我等 はル ー テル を 世に 紹介 

して 自分自身 を 語りつ、 あるので ある、 ル ー テルで はない 自分で ある、 彼が 我が 言 はんと 欲する 所 を 

最も 明白に 且つ 最も 有力に 言 ふて 吳れ たので ある、 故に 彼に 我に 代って 言 ふて 貰 ふので ある、 譯 書と 

いへば 譯書 である、 然し 乍ら 無關 係の 譯書 ではない、 自分の 著書に 代 ふる 爲の譯 書で ある、 キリスト 

は 我が 主で あり、 。ハウ は 我が 師 であり、 ル ー テル は 我が 兄で ある、 我等 は 長兄 ル ー テル を 以て 我が 

信仰 を證明 せんと 欲する ので ある。 

序 文" 其 他  三 七 七 


序 文、 其 他  一一 一 七 < 

バウ" の 加拉太 書！ 懐し き 書よ、 此 書に 由て 奮き 猶太 敎は 幾れ た、 此 書に 由て 舊き羅 馬； 大主敎 は 

致命傷 を 負 はせられ た、 此 書に 由て 舊き 英國々 敎會も 亦徐々 として 其 根柢 を 覆へ されつ V ある、 而し 

てす ベての 所謂 「敎 會」、 規則と 敎 令と 儀式と を 以て 人の 靈魂を 束縛 せんとす る 者 は、 其の 如何なる 

制度、 如何なる 人格た るに 關 はらす 遲 かれ 早 かれ 必す此 書に 由て 廢 せらる X ので ある、 余 は 加 拉太書 

を 謳歌す る 者の 一人で ある、 玆に此 書に 序して 著者 竝に譯 者と 責任 を頒っ を名譽 とする。 

一九二 一年 十二月 二  口 

東京 市外 柏木に 於て 

內衬鑑 三 

『英和 獨語集 I 序 言 . 

此書は 私が 過る 二十 一 年間 編輯し 来りし 雜誌 『聖書 之 研究』 の第壹 頁に 揭 げし 英和 對照文 を m めて 

成った 者であります。 元々 外國 人に 私の 思想 を傳 へんが 爲に 綴った 者であります から、 英文が 主で あ 

つて 和文 は從 であります。 隨 つて、 和文 は必 しも 英文の 直譯 又は 逐字譯 でありません。 意譯 なる も あ 

ります、 亦 時には 單に 精祌譯 なる もあります。 私 は^れの 學派 又は 敎派 にも 屬 しません。 故に 私が 立 

つも 斃れる も、 私の 言が 事 實に合 ふや 否やに 由て 定まる のであります。 私 は 1： 斷を 宇宙 を 治め 給 ふ 主 

なる 神に 仰ぎます。 而 して 彼 は 「我が 視る所 は 人に 異なり、 人 は 外の 貌を 見、 我 は 心を觀 るな り」 と 


言 ひ 給 ひました から、 私 は 安心して 獨り 立って、 恐れす に. 自由に 私の 信す る 所 を 語る ことが 出來ま 

す。 (撒 母 耳 前書 十六 章 七 節) 

一九二 二 年 三月 九日 

東京 市外 柏木に 於て 

.  內村鑑 三 


『但 以理 書の 硏究： 一 緒 言 

舊約 聖書 中の 但以理 書 は 如 に 見ても 世界的 大 文書の 一 である。 記事の 歷史 なる 乎 將叉假 作なる 乎 

は 別問題と して、 その 實際 的に 人類の 運命 を 支配せ し點に 於て、 聖書 以外に 之に 比ぶべき 文書の 在る 

を 知らない。 但以理 書 を 知る は 基督 敎を 知る 上に 於て 最も 必要で ある。 而 して 人類の 運命 は 基督 敎を 

離れて 考ふ ベから すと すれば、 但以理 書の 研究の 決して 徒爾の 業に あらざる は 言 はすして 明で ある。 

此書は 大正 九 年 東京 聖書 硏究會 に 於て 爲 せる 講演の 筆記より 成りし ものである。 聖書 研究の 一助た る 

を 得ば 幸で ある。 

大正 十一 年 (一九二 二 年) 十月 十八 日 

內村鑑 三 

序 や、 其 他  三 七 九 


序 文、 其 他  三 AO 


『慰安と 平安』 はしが き- 

此書は 曾て 內村 全壤 第一 卷 として 發行 した 者で ある。 而 して 全集 發行 中止と 共に 絕 版した 者で ある J 

然るに 其 內容の 多少 人心 を 益す る 者 あるが 故に、 其 刊を 望む 者 ある を 知る。 依て 玆に 改題して 再び 

之 を 世に 提供す る 次第で ある。 

大正 十二 年 四月 十八 日 

.2:  :M 鑑 三 

『苦痛の 福音』 S 序 

此 書に 收 むる 所の 文 は 余が 書いた 者で ある、 之 を i 集した 者は畔 上で ある、 そして 之 を 出版した 者 

は 警醒 社 書店 である" 三者 は 各自 其 責任 を 負 はねば ならぬ リ 

ひろ ひ あ つ 

此は舊 い 『東京 獨立雜 誌』 ：jM に 令 猶ほ發 行 を 綾け つ \ ある 所の 『聖書 之 研究』 雑誌 所載の 文 を 拾集 

めて 一書と なした 者で あるが 故に、 著書と 稱す るよりも 寧ろ 「雜 誌の 雜誌」 と稱 すべき 者で ある U 隨 

つて 『苦痛の 福 昔』 の 題名の 直接に 當 はまらざる 文が 多い。 載す る 所 は 多く は 聖書の 研究で ある、 故 


に 聖書に 親まざる 者 は 之 を 讀んで 舆味を 感じない であらう。 余 は 普通の 日本人 を 慰めん が 爲に是 等の 

文 を 書いた のでない 事 を兹に 明白に 吿 白す る 。 

然れ ども 全編 を 通して の 根柢 の 思想 の 、 幾分な りと も 苦痛 を 慰む るに 足る の 福音で あ る こ と を 信じ 

て 疑 はない。 而 して 其 慰めた る ゃ淺ぃ 慰めで ない こと を 信す る。 人に 依らす して 神に 観る の 生涯 を勸 

むる 言で あるが 故に、 何人も 之 を 讀んで 幾分な りと も 其 心の 深き 所に 於て、 永遠の 父と 相 見 ゆるの 聖 

き歡 びを感 するな らんと 思 ふ。 著述 流行の 4 マ 日に 方り 新たに 著書 を 世に 提供す る は 何人も 大に愼 まざ 

るべ からざる 所な りと 雖も、 然 かも 此小 著の 如き、 縱し 有益の 書たら すと する も、 無害の 書の 部類に 

屬 すべ き 者なる を 自認して 可な りと 信す る。 

何れに しろ 今日の 日本に 於て 社會の 熱狂 的歡 迎を受 くる は 著者に 取り 犬なる 恥辱で ある。 腐敗せ る 

社會 に歡迎 せらる、 者 は 自身 腐敗せ る 者で ある。 願 ふ此小 著、 數 ふるに 足らざる 者な りと 雖も、 今日 

の 日本人の 多數に 由て 讀 まる k が 如き 不幸に 遭遇せ ざらん こと を。 詩人 ミルト ンの 要求せ し 

Fit-  ps,tf»s.^.»^  though  few. 

僅少な りと 雖も 我が 意に 合 ふ讀者 

を 得て、 共に 聖き 深き 慰安 を 分たん こと を。 

大正 十三 年 (一九二 ra 年) 二月 十九 日 

內村鑑 三 


序 文、 ** 他  三 八 一 


序文、 其 他  1 一一 八 二 


W  . M  • ヴ ォ I リズ 君 を 紹介す 

文化 生活 研究 會發行 『吾 家の 設計』 竝に 『吾 家の 設備』 の 著者 ヴォ ー リズ 君 は 世に 稀に 見る 建築 術 

の 天才で あり、 叉 深く 正しく 日本 を 解し 之 を 愛する 米國 人の 一人であります。 我等 口 本人 は 米 國が今 

囘 日本に 加へ し大 侮辱 を 痛く 憤る と 问 時に、 我 H 在留の 米國 人中の 中に ヴ ォ ー リズ 君の 如き 者の ある 

を 忘れて はなり ません。 君 は 日本に 在りて 獨 力で 倒いて 獨 力で 敎化的 難事業に 從 事し っ& あります。 

何人で も 近：： d 八幡に 行い て 彼の 傳道拉 に 慈善事業 を 視る者 は、 其 目的の 遠大に して 基礎の 確實 なる に 

驚かざる を 得ません。 私 は 日米 關 係の 如何に 成 行く に關 せす、 君の 如き 米國 人の 日本 を 去ら ざらん こ 

と を 切望して やみません。 そして 又 君の 如き 人 は 如何なる 事が 起っても 日本 を 去らない と 思 ひます。 

何故ならば 彼等 は自國 同様に 日本 を 愛し、 叉 彼等が 日本に 來 りし は、 自ら 求めて 來 りしに 非す、 神に 

遣され て來れ りと 岡く 信す るからで あります。 

ヴす —リズ ^の 持つ やうな 精神 を 持って、 叉 君の 取る やうな 方法 を 取りて、 如何なる 外國 人と 雖日 

本に 留まりて 日本人の 信賴 尊敬 を 受けざる を 得ません。 私 は 今 囘米國 政府が 日本に 對 して 爲 せる 不信 

的 行爲を 憤る 點に 於て 何人に も 譲らない 積り であり ますが、 それと 同時に 叉ヴォ ー リズ 君の 如き 米國 

人 を 私の 友人と して 世に 紹介す る 事の 出来る を 喜び 叉 誇りと する 者であります。 

大正 十三 年 七月 二日 


內村鑑 三 


『ル. I テル 傳 講演 集』 改版に 附 する 言 

震災に 由て 舊版 は壞 たれた。 然れ ども ル I テルの 信仰 は 宇宙 何物に 由ても 壞 たるべき でない。 震災 

後の 口 本はル ー テル を 要する こと 益々 切で ある。 出版 書店 克く此 必要 を 解し、 玆に 改版 を： るに 至つ 

た。 大 なる 感謝 を 以て 之 を 精神的に 疲れ 果たる 我 國の讀 書界に 送る。 

大正 十三 年 十 一 月 十三 日 

著 者 


靑木 住藏著 『世界 を めぐりて』 序 言 

飮酒其 事 は惡 事で あると 言 ふこと は 出来ない、 然し 乍ら 多くの 惡 事が 飮 酒に 伴 ふ、 是れ飮 酒 をして 

悪事たら しむる 所以で ある。 飮 酒に 由て 亡びし 人と 家と は擧 げて算 ふべ からす、 飲酒に 由て 滅びし 國 

家 も 亦 砂から す。 飲酒 は 小事なる が 如くに 見えて 實は 大事で ある。 人生の 失敗、 家庭の 不和、 社會の 

紊亂、 國 家の 廢頹、 孰れ も 其の 因 を 探れば 多く は飮 酒に 在る を 知って、 誰か 飲酒の害 毒に 對 して 義憤 

序 文、 他  一一 一八 一一 一 


44; す、 其 他  三 八 四 

を發 せざる 者 あらん や。 殊に 我國の 如き， 飮酒を 一種の 禮儀 である 乎の 如くに 思 ひ、 杯 を 把らざる を 

以て 禮に嫻 はざる が 如くに 看做す 國に 於て、 飲酒の 全廢を 計る は大 なる 愛 國的行 爲と稱 せざる を 得な 

い。 日本 は 外敵の 爲に 亡ぶ るの 虞な しと 雖も 飲酒の 爲に 亡ぶ るの 危險は 甚だ 多い。 六 千 萬の 同胞が 1 

年 問に 酒の 爲に 消費す る 金額が 拾 七 億圓に 達する と 聞い て 誰か 戰慄 せざる 者が あらう。 飮酒を 小事と 

看做し、 禁酒 論者 を 嘲け る 人 は、 國 家の 安否 を 念と せざる 反逆者と 見て 不可な からう と 思 ふ U 

私の 親友 青木 庄藏君 は 我國に 於け る飮酒 習慣の 全廢を 以て 其 一 生の 事業と せらる k 人で ある。 君が 

先般 企てられし 世界 旅行 は此 目的 を 以て 行 はれし 者で ある。 君 は 同志 を廣く 世界に 求めて、 君の 事業 

は 今や 世界的な らんと しつ- - ある。 此書は 蓋し 日本 國を 世界の 禁酒 同盟に 誘導す る 者と して 有力なる 

べし。 玆に 一 言 を 加へ て 著者に 對 する 厚き 友情 を 表する 次第で ある。 

大正 十三 年 十一 一月 十 一 日 

內 村 鑑 三 


井上 伊之助 著 『生蠻 記』 序 

私は本書の著者井上^之助：！^；に對し厚き同情を表する者でぁる。 私の 知る 範 園に 於て 君 は臺灣 生蕃 

の 靈魂救 濟を其 生涯の 事業と して 居る 唯一 の 日本人で ある。 君の 父君 は臺 湾で 製腦 業に 從事 中生 蕃人 

の 殺す 所と なった、 そして 君 は 日本人と して 父の 仇 を 報 ゆるの 心 を 以て 生蕃 人 救 濟に其 一 生 を 委ねら 


れ たので ある。 まこ とに 基督 信者ら しき 復謦の 方法で あって * 此 くあって こ そ救靈 の效 果は擧 るので 

ある。 此 世の 人 等 は 救靈と 聞いて 雲を摑 むが 如き 業な りと 思 ふ、 然れ ども 救靈に 始まらざる 統治 も 開 

拓も 意味 を爲 さない。 救靈は 人格の 基礎 附け である、 蕃人 を 化して 文明 人と 爲 すの 途は之 を 除いて 他 

にない。 救靈を 怠りて 徒らに 文明 を敎 ふる は 蕃人 をして 蕃人 以上の 蕃人たら しむ。 井上 君の 事業の 如 

き、 領土 統治の 上より a て 必要 かくべからざる ものである。 若し 日本人 中 永遠 を 見る の 明 ある 者が あ 

るなら ば、 彼等 は必す 私と 问 じく 井上 君と 君の 從 事し つ ある 事業と に對し 甚大の 同情 を 禁じ 得な い 

であらう。 毫鳟 生蕃 人 全體は 井上 君 を 通して、 日本 全 國に向 ひ 「來て 我等の 靈魂を 救 ひ 給へ」 と 叫び 

つ，^ あるので ある。 

大正 十五 年 三月 六日  ， 

內 村 鑑 三 


『一日 一 生』 序 文 

一 日 は 貴い 一 生で ある、 之 を 空費して はならない。 そして 有效 的に 之 を 使用す るの 途は祌 の 一一 IE を聽 

いて 之を始 むる に 在る。 一 日の 成 耽 は 朝の 心 持 如何に 由て 定まる。 朝起きて 先づ 第一 に 神の 言 を讀み 

て 神に 祈る、 斯く なして 始めし 日の 戰は 勝利なら ざ を 得ない。 縱し 敗北の 如くに 見 ゆる も 勝利た る や 

疑 なし。 そして 斯 かる 生涯 を 終生 繼績 して 一 生 は 成功 を 以て 終る ので ある。 

序 文、 其 他  一一 一八 五 


序文、 其 他  一.  一！ <六 

此書を 作る に 方て 著者と 編者と が 模範と せし は 世界的に 有名なる ボ ー ガ ツキ ー 著 『寶 の櫃』 (BO- 

gatzt/s  Golden  Treasury) である。 靈 魂の 日毎の 糧 として 聖 句に 附す るに 著者の 感想 を附 せし もの 

にして ボ ー ガ ツキ ー の此 著に 及ぶ もの はない。 而 して 我等の 編著 成りて 之を此 世界的 名著に 較べ て 見 

て 我等に 慚愧 なき 能 はすで ある。 たぐ 或は 無き に 勝 さるな らんと 信じ 之 を 世に出す 次第で ある。 願く 

は聖靈 我等の 足らざる を 補 ひ、 我等と 我等の 努力と に相應 する 恩惠を 施し、 此書を 用 ひ 給 はんこと を- 

大正 十五 年 ( 一 九 一 一六 年) 九月 七日 

信 濃淺間 山麓 赤 岩の 山莊に 於て 誌す 

內村鑑 三 


前 田園 子 著 『あはれ みは 審判に 勝つ』 序 文 

何人に 由て 書かれた る 書で も、 正直なる 心の 實驗を 書いた もの は 貴く あります。 「創作」 と 云 ひ 「力 

作」 と 云って 骨 を 折って 想像 を畫 いた ものと は異 ひ、 讀んで 永久の 價値 があります。 此 書の 著者 は 世 

の 所謂 「女流 文學 者」 ではありません。 忠實 なる 女醫 であります。 故に 彼女の 筆に 讀者を 魅ら す やう 

な もの \ 無 いのは 首 ふまで もありません。 然し 乍ら 彼女 は 文學者 以上の 事を爲 したので あります。 彼 

女 は 自己 を 開放して 心の 有の ま、 を 語った のであります。 其 處に此 書の 貴き 所以が あり ます。 

「あはれ みは 審判に 勝つ」 と 云 ふので あります。 人生の 戰鬪に 於て 此事 を體 得した 人 は 福 ひで あり 


ます。 宇宙 萬 物 を 支配す る もの は 生存 競爭に 現れた る 天然の 法則でありません、 神の 子 キリストに 依 

て 示された る 天父の 愛であります。 此愛を 知る のが 人生の 目的であります。 鬼 難 も 苦痛 も 此愛を 知る 

爲に 必要なる のであります。 そして 我等 各自 は 其 小さき 立場に 在りて、 宇宙人 生に 漲る 此大 勢力、 卽 

ち 神の愛と 其 憐愍と を實驗 して、 不平の 人より 進んで 感謝 充足の 人と 成る のであります。 敢て此 書 を 

する せん  ft  -0! ん 

世に 推薦す る 所以であります。 

昭和 一 一年 (一九 一 一七 年) 三月 十九 日 

東京 市外 柏木に 於て 

內村鑑 三 


『模範的 實業 家スチ I ブ ン • ヂラ I ドの 話』 はしがき 

此話は 明治 四十 三年 六月 西日、 今 井 樟太郞 君 永眠 四 週 年に 際し、 東京 布 外 柏木 今 井 館に 於て 私が 述 

べし 所の 者であります。 今、 其 第二 十一 週 年に 際し、 之 を 別冊と 成して、 知友に 頒っ 次第であります。 

本 當の實 業 家 はジラ ー ドの 如き 者で あらねば なりません。 今日の 日本人 は 善き 敎師 として 彼に 學 ぶの 

必要が あると 思 ひます。 

昭和 二 年 五月 二十日 

今 井 氏 遺族に 代り 內村鑑 三 

■ 序 文、 其 他  三 <  七 


序 文、 4^ (他  三 八 八 


『空の 空なる 哉』 はしがき 

著者 は 十餘年 前、 其 主宰す る 『聖書 之 研究』 誌上に 舊約 聖書 中の 傳道之 書に ついて、 數囘に 亙りて そ 

の 研究の 結 を發 表した。 今日 之 を讀む 人に 多少の 益 を與へ 得べ しと 信じて、 これ を 編輯し、 少 許の 

訂正 を 加へ て 刊行した ので ある。 解譯 せられた る 本文 を精讀 し、 又 この 解說 を熟讀 する 時 は、 ほ こ 

の舊 記. を 解し 得べ しと 信す る。 


永 井 直治譯 『新 契約 聖書』 序 言 

聖書 は 神の 書で ある、 故に 世界の 書で あり 人類の 書で ある、 それ故に 亦 日本人の 書で ある。 眞理は 

普遍的な ると 同時に 個別 的で ある。 世界の 書なる が 故に 我 書な りと 稱し 得る 書の みが 神の 書で あり 又 

眞理の 書で ある。 

聖書 を 日本人の 書と 爲すは 至難の 業で ある。 先 づ之を 原本に 於て 原語に 由り て讀 みこな さざる ベ か 

らす。 而 して 其精祌 信仰 を 我 有と 爲さ るべ からす。 我れ 自身が 聖書 人と 成らざる ベから す。 而 して 

自身が 聖書；^ せられ、 聖書が 自身に 在りて 日本化 せられて 後に、 之 を 解し 易き 日本語 を以 つて 言 表 は 


さ るべ からす。 まことに 「誰か 之に 堪 へん や」 である。 善き 言語 學 者で、 善き 基督 信者で、 善き 口 

本人で あるに 非れば 爲す能 は ざる 事業で あ る 。 

永 井 直 治 君が 果して 以上の 三 資格 を 備えられ しゃ 否や は 今日 直に 之 を斷定 する 事 は出夾 ない。 然し 

乍ら 君が 篤 學の士 として 二十 餘 年間 を 新約聖書 希臘 語の 研鑽に 費され、 叉 日本 基督 敎會の 牧師と して 

其靈 魂に キリストの 幅 音 を實驗 せられ、 而 して 义純日 本人と して^の 母語 を以 つて 聖書 を譯述 せられ 

し： 所に 君の 長所 を 認めざる を 得ない。 君の 譯は 在来の 所謂 「委員 譯」 と 全然 異なる。 數 人の 作に 非す 

して 一 人の 作で ある。 西洋人が 原語 を 解して 日本人が 之 を 日本語に 緩り しものに 非す。 又數 人の 信仰 

見解 を： お 合して 其 平均 を 取りし 者に あらす。 大著 述は 如此 くにして 成らす。 攝取も 熔解 も 鑄 造 も 一 個 

の 鎔爐、 卽ち 一人の 靈 魂の 內に行 はれざる ベから す。 ル ー テルの 獨逸譯 聖書、 チンデ ー ル の英譯 聖書 

に 不朽の 價 値の 存 する は 之が 爲 である。 卽ち譯 書と は稱 する もの 土 莨 は 原著で ある 故で ある。 聖書の 

獨逸化 叉 は英國 化であった 故で ある。 如此 くにして ユダヤ人の 著な りし 聖書が 獨 逸人 叉 は英國 人の 書 

と 成った ので ある。 

依て 知る 永 井 君 は玆に 大事 を 試みられし 事 を。 君 は 世界 第一 の 書なる 聖書の 日本化 を 試みられ たの 

である。 ル ー テルが 獨逸 國の爲 に、 チンデ，' ル、 コバヂ I ルが 英國の 爲に爲 せし 事 を 日本 國の爲 に 試 

みられた ので ある。 此は 信仰的 車 業で あると 同時に 愛國的 事業で ある。 其 永遠 性より 考 へて 人が 從桌 

し 得る 最大の 事業で ある。 そして 永 井 君が 果して 其 事業に 成功せられ しゃ 否や は 後に 到って 見な けれ 

ば 判明らない。 君の 日本 譯 新約聖書 を 日本 國 民の 上に 試みて、 その 菜して 日本人の 聖書と して 存る や. 

否 やが 決定せ ら るるの で ある。 物の 眞價値 は 時間に 由て 決定せ ら る。 聖書 其 物 の價 値が 時間に 由て 決 
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定 せられた。 其 譯も亦 同じで ある。 永 井 君が 日本 譯を以 つて、 ル I テルが 獨逸譯 を 以て 成功せ しが 如 

くに 成功 せらる る や 否や は少 くと も將 さに 來 らんと する 五十 年 問の 日本人の 精祌 的歷史 に 由て 決定せ 

ら るるので ある。 

然し 乍ら 成功す ると 否と は 何人に 取ても 問題で ない。 人 は 何人と 雖も 最善 を 試みて 其 結果 は 之 を 神 

に 委ね まつれば 可い ので ある。 最善 を 試みた 事、 其 事が 旣に 恩惠 である。 殊に 大事 を 試みた 事、 其 事 

が 大恩 惠 である。 大事 を 試みて 失敗す る は 小事 を 試みて 成功す る 以上の 恩惠 であり 叉 幸福で ある。 此 

事 を 思 ふて 永 井 君 は兹に 君の 終生の 事業 を 終へ て 神に 感謝すべき である。 君 は 日本人と して 聖書の 日 

本 化 の 最初 の 試み を爲 した ので ある。 ^人 同志 は 君 の 爲に大 に 祝す ると 同時に 大に 君を羡 まざる を 得 

ない。 人 は その 携 はる 事業の 如し。 小事 業に 從 事して 小な り、 大事 業に 從 事して 大 なり。 永 井 君は最 

も 難き 最も 犬なる 事業に 從 事して、 縱し其 事業 は 失敗に 終る も 君 自身 は大 なる 恩 惠に與 り、 大 なる 利 

益を牧 めら れ たので ある。  .  . 

そしてお の jal;^ 業 は 決して 失敗に 終らない ので ある。 縦し 君の 譯が 日本人の 聖書と して 存ら ざると も- 

君 は 日 木 人の 聖書 日本化の 先鞭 を 着けられ たので ある。 自今 君に 傚 ふて 此 事業に 從事 する 者が 日本人 

の 內に續 々として 現 はる、 であらう。 そして 彼等 は 孰れ も 君に 學び、 更らに 善き 日本人の 聖書 を 作ら 

ん として 試む るで あらう。 そして 神の 聖旨に 適 ふ 時に 至って 完全なる 日本人の 聖書が 現 はる、 であら 

う。 大事 業 は 一 人の 業で ない。 護に 「個人 は 消えて 世界 は 愈 々犬な り」 と あるが 如くに、 聖書の 民族 

化と 稱す るが 如き 大事 業に 於て、 個人 は 唯 之に 一 石 を寄與 すれば 足る ので ある。 然れ ども 其 一 石の 基 

礎の 一 石な らんこと を 欲す。 そして 永 井 君の 此 事業 はたし かに 此 貴き 二 石なる を 信じて 疑 はない。 兹 


に 君の 爲に 祝し、 合せて 此 拙き 序 言 を 寄贈す る の 名 譽を與 へられし を 感謝す る。 

昭和 三年 ( 一 九 一 一八 年) 三月 九日 

. 東京 市外 柏木に 於て 

內村鑑 三 
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明治 三十 三年 二 九 〇〇 年) 

角. 箬 村の 今 曰此頃 

至て 靜肅 なり、 女學 校の 關係絕 えてより 時遇舊 生徒の 余輩 を 訪れ 來 るの 外に、 今 は 余輩が 曾て 其 長 

たり、 敎師 たりし の 記念 あるな く、 余輩 は 今 は 其 借地 人に して、 月 々定額め 地代 を 之に 支拂 ふの 外、 

別に 之と 何等の 關係 なきに 至れり、 變り 易き は實に 秋の 空. と 人世と なる かな。 

然， e ども 女學校 地內. の 一 隅に 建てられし 余輩の 11 屋は實 に 喜樂の 一 圑を藏 す、 今 は 家族 九 人、 中、 

上野 一 一人、 山城 一 一人、 信 濃 一 人、 參河 一人、 越後 一 人、 伊豆 一 人.. 東京 一 人、 九州 あるな く、 中國ぁ 

るな く、 故に 我等 は 有の 儘なる より 外に 世渡りの 術と て は 一 つも 知らす、 若し 一 人 づ&此 智慧 深き ゆ 

に 捨てら^し ならば、 我等 は 生 杯 競爭の 烈し さ、 忽 にして 路傍の 屑と なる 者な り、 我等の 圑結 は實に 

511 者の 圑結 にして、 我等 は 二百 坪 足らす の此 地域に 於て こそ 威張り も すれ、 世に出て は小兒 同様の 弱 

蟲 たるの み。 

朝 は先づ 一同 五 時半に 起き、 女子 は廚 房に 就き 男子 は 箒と 鎌と を 以て 屋外に 出づ、 主人 は此 時を以 

て 唯 一 の勉强 時間な りと 信 すれば 書 を 手に して 食前 一 時間 餘に其 一 一三 十 頁 を 讀むを 常と す、 朝飯 終り 

八 時の 祈禱會 あり、 それより 一同の 仕事 は 始まるな り、 主人 は 筆 を 執り、 會計 主任 は 算盤 を 取り、 兒 

明治 三十 三年  三 九 五 
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は學 校に 出 行き、 婦は 針に 就き、 原稿の 淨書、 雜 誌の 分配 は 他の 二人の 重なる 仕事な りと す、 午後 は 

外出す る 者 多し、 大抵 は 都 城に 至り、 其 市人と 交 はると 共に 遍身 綺羅 者、 是れ蠶 を 養 ふ 人に あらざる 

を 知り、 黄昏 頃 家に 歸り來 る 時 は 心に 俗塵の 厭 ふべき を 感じ、 樹 間の S 屋に心 腸 を 先-はんと 欲 ふ を 常 

とす、 タ飯 終れば 我等の 最も 偸 快なる 時は來 るな り、 山城 は 彼の 京都 辯 を 以て 彼の 商略 を談 すれば、 

伊豆 は 彼の 絨默を 以て 之に 應じ、 上 州の 簡 短なる 批評 あり、 越後の 奇 笑を呈 して 之を贊 する あり、 參 

河と 信 濃と は 婦人 なれば 茶 を 煮、 甘味 を 調達す るの 外 は傍聽 人の 位地に 立つ を 以て 常と す、 斯くて 政 

治と 商業と 哲學と 宗教と は談ぜ られ、 時には 夜間の 義務 を 忘れて、 笑 談に夜 を 過さん と 欲 ふこと あり。 

九 時半に 至て 寢 前の 祈禱 あり、 此時 最も 多くの 熱心 は 注がる、 我等 は 總て惱 める 人、 總て 友な き 知 

己な き 人の ために 祈る、 我等 は 亦 我等の 小なる 事業の 爲 めに 祈り、 雜 誌の 讀 者の 爲 めに 祈る、 我等 は 

叉 特^に 我等の 敵の 爲 めに 祈る、 此祈禱 會は實 に 我等が 生命の 水 を： 大の 泉より 汲む 時な り。 

祈禱 終て 若き 部分 は 皆な 眠に 就く、 然れ ども 時々 床 中に 笑 聲を發 する ある は 何に か 公衆に 示す ベ か 

ら ざるの 秘事の 曝露せられ しに 依るな らん、 主人 は猶ほ 一 時間 原稿 製造に 從 事し、 十 時と 十 一 時との 

間に 至て 眠に 就く" 

鳴 呼 幸福なる ホ ー ムょ、 朝より 夕まで、 床 を 出て より 床に 入る まで、 神 は 我等と 共に ありて、 我等 

に や 世に 於て 此隱れ 家 を 供し 給 ふ を 感謝す。 

因に 記す、 越後 は 我等の 北 越學館 以来の 友人たり、 過る 夏 北海道より 歸り來 り、 1.1^ リ I 態度 を 取 

て此 世に 於て 事 を 就さん とする 者な り。 


或 人に 吿く 

私 も 今 は宗敎 を强賫 する 者で あると 前に 私 を 先生と 呼んだ 人から 云 はれる やうに なりました、 若し 

兹に 先師 シ イリ ー 先生 か、 ケ ルリ ン 先生が 生きて 居られましたならば 私は此 事に 就て 辯 明 を 試み ませ 

うが、 然し 兩 先生 旣に靑 苔の 下に 眠られる 今日、 私 は玆に 何にも 一一 一一 11 はん 方が 可い と 思 ひます、 舊友を 

攻撃す るの も 時には 天下 公道の 爲 めになる かも 知れません が、 然し それよりも 尙ほ 宜しい 事 は眞. 理を 

探究して 之 を 世に 傅 布す る 事であります、 私共 は 眞理の 深いのと、 思想の 高い のと を 以て 一が ひ は 致し 

まし やうが、 然し 人身攻撃に 等しき 事 は 成るべく 避けたい 者であります。 

此 事で 思 ひ 出します 事 は 私共が 友 を 撰ぶ に 多くの 注意 を 要する 事であります、 「毋友 不如己 者」 と 

は餘り 基督 敎 的の 教訓と は 申されません が、 然し 己れ と 同様の 敎育 を受た 事の ない 人 を 友と 致します 

る 事 は 彼より 非常の 誤解 を 招く 事でありまして、 身の 危險 にして 斯の 如き もの は 他に はありません. 

私共 バ ー ンス、 ジョン ソン、 ゴ ー ル. トス ミス 等の 作 ゃ傳記 を愛讀 せし 者に 取て は 文 を 以て 衣食の 道 を 

立てる 事 を 以て 左程 惡ぃ 事と は 思 ひません が、 然し 重に 東洋 文 學に眼 を 曝ら されし 方- •< に 取て は是れ 

は 大罪 惡の やうに 見える と 思へ ます、 私共 政府に も賴ら す、 敎會 にも 賴ら す、 叉 別に 官立 學 校に 教鞭 

を 取り もせぬ 者 は 止む を 得す 筆 を 採て 衣食して 居る のであります、 然し 是を も爲 さすして、 文 學を慈 

善 的に 計り 講ぜら る k 諸君の 御 潔白 は實に 羨ましき 限りであります。 

治 三十 三年  一一：. 九 七 
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明治 三十 四 年 二 九 〇 一年) 

角箬 だより 

〇^ に變 つた 事はありません、 一同 至て 丈夫であります、 幸に して 流行 感冒に も 罹らす、 聖書と 1K 然 

と 歷史の 研究に 毎日 倫 快に 暮 して 居ります。 

〇 日曜日に は 午前 十 時より 聖書の 講義が あります、 家族の 者の 外に 近所の 友人が 来られまして 此頃は 

中々 賑 かなる 集合と なりました、 猶だー 一十 人位 參られ て も 家は狹 くはありません から 有志の 方に は 御 

出な さっても 宜ぅ 御座います。 

すみれ ？ -< け  ,v ろ/^ 

〇 午後 は 大抵 散歩 を 致します、 梅 は.^』、 き 出し、 童、 木瓜の 類 は徐々 花の 用意 を 始め、 何となく 心が 浮 

き 立ちます、 遠から すして 叉 森の 樹 芽に 復活 論の 實證を 見る ことが 出来る やうになる ので ありまし よ 

〇 二週間に 一度 づ-- 東京の 巿に 降ります、 降て 塵埃 を 浴び、 汚 氣を吸 ひます、 實 に心惡 しく 感じます、 

西洋の 護に 「人 は巿を 作り 神 は 村 を 造り 給へ り」 と 云 ふこと があります が、 私共 村に 住って 居る 者 は 

實に此 語の 眞理 なる を 感じます。 

〇 毎朝 起きて 讚美歌 を頌ふ 代りに オル ヅォス の 詩 を 一 頁 づ丄 s みます、 之 は 心を靜 める ための 一番 善 


い 方法であります、 「無 敎會」 の 紙面に 於て 度々 彼の 小編 を讀 者に 紹介 致した く 思 ひます。 

〇 去月 廿 六日に は 友人 巖本善 ：1,g 氏の 主ら る.^ 明治 女學 校に 於て 演說を 致しました、 久 振りの 女生徒へ 

對 しての 演說 でありまして、 甚だ 心 嬉しく 感じました、 其內 生徒 方より 提出され ました 題の 中に 「日 

本 地理と 日本人の 氣質」 と 云 ふの が ありました、 之に 對 する 私の 答 辯に 就ても 他日 本誌に 於て 讀者諸 

君に 語りた く 思 ひます。 

〇 何に しろ 人生 は 偸 快な ものであります、 一 日 は是れ 短い 一 生涯であります、 私共 各自に 一 年間に 三 

百 六十 五 囘の新 生涯が あると 思 へ ば 何ん と 愉快ではありません か、 私 は 毎朝 太陽の 面 を 見る 每に嬉 く 

て堪 りません サ ョ ナラ。 

明治 三十 五 年 二 九 〇 二 年) 

感謝の 新年 

新年 は 全體に 幸福なる 者で あるが、 然し 今年 程 幸福なる 歳 は 余輩に 取て は 曾てなかった、 先づ 歳の 

暮に 方て 何人も 心配す る こと は 勘定 支拂の 事であって、 余輩の 如く 此非 基督 敎國に 在て 基督 敎を說 く 

を 以て 唯一 の 業と なして 居る 者に 取て は 歳の 暮は隨 分 心配の 時で ある、 勘定が 足らぬ と 云 ふて 行て 補 

給 を 仰ぐべき 敎會 もなければ 會社 もない、 只 日毎の 糧を我 儕に 與へ 給へ と 祈る の 外に 余輩に 余輩の 貸 

TO 治 三十 巧， 五 年  11 一- 孔 九 
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主に 對 して 余輩の 責を充 たす の途 はない、 余輩 は 唯 働いて 祈る まで ある、 爾 うして 若し 宇宙に 神な 

る 者が なくして、 余輩の 祈禱 はた 空中に 失する 者で あるならば 世に 余輩 程賴み 勘い 者 は あるまい。 

，しながら 神 は 在る、 必す 在る、 祌は其 約束 を 守り 給 ふ、 彼 は 余輩の 信仰 を 無益に 終らせない、 汝 

の 能力 は汝が 日々 に需 むる ところに 循 はん (申命記 三十 三 章 一 一 五節) と 約束し 給 ひし 神 は 日に 月に 歲 

に 我 倚の 缺を補 ひ 給 ひて 我 儕 をして 乏しから ざら しめ 給 ふ、 世間 全 體に不 景氣を 歎す る 時に 方て 誰か 

宗教の 爲 めに 費す 者 あらん やと は 人 も 我も預 期せし 所な りし なれ ども、 然れ ども 時が 来りて 見れば 豈 

計らん や 余輩の 讀者は 餅を廢 しても 眞理の 麵鉋を 食 はんと 欲する 人達で ある ことが 解った、 諸氏 は 歳 

末に 至て 此微 さき 雑誌 を 忘れ 給 はなんだ、 諸氏 は 歡んで 諸氏の 責を盡 されて 余輩 をして 余輩の 責を盡 

す こと を 許された、 故に 余輩 は 幸に して 紙屋に も 活版屋に も 廣吿屋 にも 一 錢 一 厘の 負 俊 を餘す ことな 

しに 芽出度き 春を迎 へる 事が 出来た、 それ 計りで はない、 余輩の 會計 小^ は 余輩に 報告す るに 余輩が 

常に 神聖に 保^す る讀者 諸氏よりの 前金 貯蓄に 更に 幾 干の 增加 ある を 以てした。 

余輩 雜誌 事業に 從事 する 兹に四 年、 殆 んど單 身孤獨 之に 從事 する ことなれば 何時 阻碍を 見る 乎 知れ 

ざる 境遇に 在る 者であって、 旣に 一 昨年の 六月の やうに 心臓 も 張り裂けん 計りの 痛き 經驗を 有った 事 

も ある、 然しながら 全 體に之 を 評すれば 余輩の 雜誌的 生涯 は 無事 平穏の 生涯であって 之を囘 想して 余 

輩 に 只 感謝 の淚 あるの みで ある、 若し 頒 つべき の 思想な くば 虚偽 を讀者 に頒 たんより は 寧ろ 白紙 を頒 

つべ しと 豫て誓 ひし 余輩 も 未だ  一 II も 白紙 を讀 者に 頒ち しこと なく、 亦 金 鐵の身 を 以て 誇る 能 はざる 

余輩 は 過去 四 年間 未だ 一 囘も 疾病に 妨げられて 雜 誌の 發刊を 怠った 事 もない、 殊に 此 種の 事業の 最大 

困難なる 會計 問題に 就ても 未だ 一 囘も 差した る 不足 を 感ぜし ことなく、 隨て 未だ 一 同 も 友人の 許に 走 


せ て ^援を 乞 はねば なら な い もなか つ た、 余輩 は以 上 の 事 を E 心 ふ 毎に $ の 事業 は 確か に， 至高^ の 

事業で ある こと を 疑 ふこと は 出来な い 0 

殊に 昨年 は 平穩、 喜樂、 進歩の 時であった、 實は餘 りに 平 S 過ぎて 反て 余輩の 筆勢の 稍 鈍る を 感じ 

た 位 ひで ある * 人の 健全に 3 取 も 必要なる 者は强 敵で ある、 敵の 無い 者 は 進步， せざる 者で ある、 然るに 

昨年 は 殊更に 余輩に 敵す る 者 一 人 もな きに 至て、 余輩 は 反て 祌の 懷に隱 るの 機會を 多く 有た ざり しが 

故に 神 恩を感 する こと 平年に 比して 稍々 II き 乎 を 歎ぜざる を 得なかった、 然しながら 余輩 は 殊更に 艱 

か. U ち  た** もの 

難を需 むべき ではない、 平和 は 何の 形狀を 以て 來る とも 神の 賜と して 感謝して 之を受 くべき である。 

敵の 減じた と M 時に 友人 は 著しく 增 加した、 北 は 北海道 の 北 見より 南は臺 の 臺南ま で 藝愦 は溫ま 

り 新 情 は 固た まり、 吾等 は此 日本 園に 在て 一大 友義 的 團體を 知らす 識ら すの 問に 作った やうに 感 する、 

『朿京 獨立雜 誌』 の 後を享 けたる 『聖書 之 研究』 は 普通の 雜誌 ではない、 其 記者と 請；^ との 關係は 商 

估と 其 華客との 關係 ではない、 吾等 は ー圑の 家族で ある、 吾等 は此 小なる 機關に 依て； M 一  の 精 I や を 呼 

吸す る 者で ある、 「研究 讀者」 と 云へば 相互に 何に やら 懐 敷 思 はれる、 多くの 深密 たる」 父 際 は 此關係 

から 起った、 此事は 余輩が 特^に 神に 感謝 せざるを得ない 事で ある。 

束 京の 僻隅^ 害に 在て 一 小 雜誌を 編輯しながら、 讀 者より 送られし 天下の 珍味 を 味 ひながら 新年 を 

迎 へたり と 云 ふたならば； 大下數 百の 雜誌 記者 は 余 S 卓の 境遇 を 羨む であら ふ、 然し 之 は事實 である、 余 

輩 は 感謝の 餘り此 に 就て 大に 天下に 向て 誇らねば ならない、 旣に雜 誌を購 はるる ことが 余 繁に對 し. 

て 無上の 好意で あるのに、 其 上 更に 好意 を 表せら れんがた めに 其 土地 々 々 の 産物 を少 せせられ て 余 華の 

心 を 慰めら る.^ 讀者 ある を 見て、 余輩の 心の 杯 は 溢れん 計りで ある、 北 見れ 海岸より は オタ ホック 海 

明 治 三 十五 年  rao 1: 


身 逢雜記  00  二 

に游： 冰 せし 授 色を帶 びた る 鮭 魚 は 酒粕に 溃 けられて 来る、 前の 國 より は 其 中央 山脈 冱 寒の 地に 神と 

友との 協同 W 業に 依て 培養され し 林檎が 寄贈者の 赤心 を 表せん 計りに 眞赤 になって 余辈の 許に 來る、 

飛騍 山中 溪流 碧湍を 飛ばす 所に 捕 へられし と 思 はる k 香魚 は鹽 清と なりて 是れ又 角 普の 里に 來る、 浪 

花の 都より は 記者の 不精 を 責められん ために か、 將 た叉齡 者の 香 はしき 心 を^せん ために か、 いと も 

香 はしき 石： i 一  ダ ー ス は來 りし 新年の 終りまで 余輩の 身 を 潔 ふして 心 を 潔 ふせよ との 意 を 以て 是れ亦 

角 害の 里に 來る、 信 州 は寒國 であるから 氷 餅 を 送り、 眞綿を 送り、 以て 余輩の 冷淡 を 責められる、 甲 

州の 柹に紀 州の 蜜柑、 勿論 人はパ ン のみ を 以て 生る 者で はない から 食物の 饒 多の 故 を 以て 殊更に 喜ぶ 

べきで はない が、 然し 是等は 物で なくして 精神で あり、 肉體の 食物で なくして 靈 魂の 慰藉で ある を 知 

れば 余輩が 玆に之 を 自慢そう に 書き 立つ るの も 決して 無理で はない と 思 ふ。 

斯 くも 神と 人と に惠 まれて 此新 らしき 新年 を迎 ふる 余輩の 幸福 も亦大 ならす や、 余聚は 今年 も 亦 余 

輩に 取りて 如何なる 年で ある 乎 を 知る、 卽ち乂 恩惠の 一年で ある こと を 知る、 今日 迄 多くの 危 險を經 

て 我 を 導き 給 ひし 祌は 終りに 至て 我 を 棄て給 はじ、 余！^ は 新年の 始めに 方て 讀者 諸君に 吿 るに 唯. ハウ 

b が ビリピ 人に 書き送りし 一一 一一 11 あるの みで ある。 

我に は總 ての 物 そな はりて 餘り あり、  夫れ 我が 神 は 己の 富に 從 ひて キリ ス卜ィ H ス によ リ 

榮光を 以て 諸君の 乏しき 所 を 補 ひ 給 はん、 

願く は 我 儕の 父なる 神に 世々 榮光 あらん こ とをァ ー メン (腓立 比 書 四 章 十八、 十九、 二. 十 節 〕 


明治 三十 七 年 二 九 〇 四 年) 

遠 來の祝 福 

編 輯 まさに 終らん とする 頃 左の 如き 萬國 郵便 端 書 獨逸國 より 來る、 彼はバ ル チック 艦隊が 取りつ. 1 

あると 云 ふ 徑路を 通りて 來 りし 者 也、 卽 アルプス 山 を F 、きし 後 は 地中海 を 渡り、 蘇士 運河 を 過ぎ、 紅 

0, 印度洋、 支那 海 を横斷 して 終に 東京 巿 外なる 角 害 丘上の 吾人の 手に 來 りし 者 也、 其 齎す所 は 露 人 

の 怨恨に 非す して 獨逸靑 年の 滿將の 同情な り、 汚れな き 彼等の 祝； i の辭 なり、 先づ 原文 其 俊 を揭ぐ 

wlr,  60  ImterzelclmetGrn, ひ cMilcr  des  Gjmuasiums  zu  stepdal,  fLihleu  uus IJeiDl  Leseu 

ihres  Buches  "  Wie  ich  ein  Christ  wurde im  Herzeii  gedrungen,  Ilmen  einen  hel.zlichen 

<-Tl.uss  zu  sencien  SKI  warme  segenswunsche  auszusprechen  fiir  Ilu.e  Bestrebung.en  pro 

clu.lsto  et  pltl.ia,  welclie  a-ucll  die  unsrig-en  sind  uiid  immermehr  wer-len  sollen.  Gott 

g.et>e,  dass  Engehvort  "  Friede  aiif  srden  -  auch  in  ihrem  Vaterlaiwle  Avalu-  werde. 

Gl,ossmoring.en,  Alt-marlc,  Deutschland,  den  nten  Noveml〕el.,  1904. 

liottfriecl  iind  Helmut  SCLUU〕per. 
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之 を 邦文に 譯 すれば 左の 如くな らん 

^だ 敬愛す る^よ、 

我等 下名 の ス テ ンダ ー ル 市に 於け る ギムナ ジ ゥ ム (巾 學) の 學 生は贵 下 の 著 「^は 如何にし て 基 

督 信徒と なりし 乎」 を讀 み、 玆に 貴下に 心 巾の 祝意 を 傅へ、 「基^の 爲め 國の爲 め」 に盡 さる、 

貴下の 奢 努に對 して 熱き 祝福の 希 願 を 表せ ざらん と 欲する も 得す、 ；：： 化れ 亦 我等の 努 むる 所、 亦、 

終生 努めん とする 所たり、 祌 願く は 「地に は 平安」 なる； 大使の 辭 をして 貴 ドの組 w に 於ても 事！： i 

とならし め 給 はん こと を。 

獨 逸國ァ ルト マル ク州グ ロス メ ー リ ン、 ゲ ン に 於て 干 九 百 〇gl 年 十  一 ：！： 六日 

ゴ ー トフ リ， I ド 及び ヘルム ー ト シャ ぺ ル 

ゴ ー トフ リ ー ド 及び ヘルム ー トの 二君 は 蓋し 二人の 兄^^-ならん 、 彼等、 獨 逸圃サ ク セ ン 王國、 エル ブ 

河が 漫々 として 北に 進む 邊 より、 此 同情と 平和の 希& しと を 余輩に 寄せて、 此戰 時の クリスマスに 於け 

る 余輩の 寂 〔鬆， を 慰め ん とせり、 余輩 も 亦 彼等と 彼等の 祖國 とのた めに 熱き 祝福 の 希 ひ 1- を せ ざ ら ん と 

欲する も 得ん や、 然り 平和 は 今や 萬 邦を惠 みつ k あり、 獨 逸の 靑年旣 に 平和の 希望 を^す、 余輩 此點 

に 於て 彼等の 背後に 出す 可 けんや、 然り 基督の 爲め なり 國の爲 めな り、 獨 逸人 も 然り、 rn 本人 も 然リ、 

今然 り、 終生 然り、 我等 萬 國と相 和して、 来る 新年に 際して 更らに 一 曆此 ために 奮努 せんと 欲す。 


明治 三十 八 年 二 九 〇 五 年) 


. 歐 人の 歡迎  . 

,r 村 生 著 英文 「余 は 如何にして 基督 信徒と なりし 乎」 は獨 逸文に 譯 されて 以來、 1^ く 北歐諸 邦に 行 

渡りし が、. 今や 叉、 瑞典國 首」 吋 ストックホルムに 於て 端 典 語に 譯 されて 出版 されん としつ、 あり、 余： 

輩 は歐洲 大陸 新 敎諸國 に 於て キリ ストに 於け る 多くの 愛 深き 兄弟 柹妹 を發 見し つ、 ある を 感謝す、 殊 

に 北方 瑞西國 に 於て 多くの 歡迎を 受けつ i あるが 如し、 謹んで 此快襄 を 誌 友 諸君に 報す。 

綠蔭對 話 

〇： せいです， ？ いです。 中々 暑いです、 然 かしん， は 角 害の 森の 好 時節であります、 小 供 は 今はル = んなー 

海へ 泳ぎに 參 りまして、 靜 かなる 上に も ー暦靜 であります、 私 は 朝 は 仕事場に 入って 勸ら き、 午後 は， 

た 抵は櫟 林の 綠； i5 を近遙 して 樂 しき 夢考に 耽りつ k あります、 或 ひ は ダンテと 共に、 或 ひ は オル ヅォー 

ス と共に 淋しき 樂 しき 生 ー泥 を 送りつ i あります。 

〇 私の 庭に 石竹 科の 一 種で おいらん 草と 名づ くる 草花が あります、 好き 香 を 放つ HI 紫 の 花で ありま 

して、 私が 愛育す る 花の 一 つであります、 此花は 1 母 年 七月 中句に 成る と ゆ、 き 出します、 爾 うして 此花 

が 、か、 きそむ る 毎に 私が 思 ひ 出します こと は 夏期 講談 會 であります、 私の 家族の 話柄 は此 花の、 か、 くの を 
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見る 時には 何時でも 過ぐ る 時の 三囘の 夏期 講談 會に 及び 至ります、 依て 近頃 はおい らん 草の 名の 餘り 

に 軟弱なる を 知り ますれば 此 花を夏 期 講談 會 草と 稱 ぶこと に 致しました、 少し 長過ぎる 名で はあり ま 

すが、 然 かし 至って 適當な 名で あると 思 ひます、 私供 は 今より 毎年 此花を 見て、 死ぬ まで かの 喜ばし 

かりし 八 a を 想 ひ 出さう と 思 ひます。 

〇 三 同の 夏期 講談 會は實 に 有益なる 會合 でありました、 之に 依て 眞 個の キリス ト 信者に なった 者を大 

分 見受けます、 己れ 一人な つたの みならす、 全家 族 を 導き、 全 村まで を 感化した 者 も 其來會 者の 中 か 

ら出 でました、 之 を 司りし 者に 取て は隨分 辛ら ぃ會 合で はあり ましたが、 然し 其 結果の 豫想 外に 善 か 

りしの を 見て、 今 はた 感謝に 溢る & 計りであります、 私 は 餘り集 會の類 を 好みません、 然 かし 斯か 

まし 

る 會合を 一 生涯に 三度 M ける 方が、 益の ない 會合を 千 百囘設 くるよりも 增 であります。 

〇 それ は爾 うと 致しまして、 私が 今日 最も 努めて 居ります こと は 如何う かして 人と (命 ふこと なくして 

日 々 を 偸 快に 送らん との ことであります、 私 は 如何い ふ譯か 近頃 はすべ ての爭 鬪が 全く 厭に なり まし 

た、 此 }n 年に 足らない 生 1^ を、 一 口 でも 不愉快 極まる (ゃ鬪 に 費す と は 如何にも 詰らない ことで ありま 

す、 依て 如何にして- 鬪 のない 平和の 生涯 を 送らん 乎と 種々 3 心考を 凝らしました 所、 私 は 左の 結論に 

達しました。  . 

cxf 鬪は 利害の 衝突から 起る ものに 極まって 居ります、 故に 成るべき 丈け 人との 利害の 關 係より 遠 か 

り ますれば それ 丈け 爭鬪の 原因が 減る 譯で あります、 卽ち 人と 接觸す る こ とが 少ない ければ 少ない 程 

それ 丈け 平和の 生涯が 接れ る譯 であります、 玆に 於て か獨立 生. 炸の 平和に 必要なる 理由が 能く 分かる 

と 思 ひます、 國に事 へても 其 政 "肘から 給金 を實 はなければ 國民と 衝突す る機會 はありません、 敎會に 


入りて も 其 補助 を 仰がなければ 敎會 員と 衝突す る機會 はありません、 人との 交際 は 成るべく 丈け 乾い 

て 居る 方が 宜しい と 申します、 卽ち 利益の 關 係の 少ない のが、 或 ひ は 全くない のが 宜しい とのこと で. 

あります、 爾 うして 斯 くも 交際に 注意して 居れば 腹の 立つ 機 會は少 くして、 私供 は 理想に 稍々 近い 生. 

涯を 送る ことが 出來 やうと 思 ひます。 

〇 近頃 愉快なる 人物と は 私が 此號に 一 寸と 紹介して 置きました 米國の 文士 トマ ス 二 アビ ッドソ ン であ 

ると 思 ひます、 彼は遙 かに H マ ソン 以上で あると 思 ひます、 彼の 學は 博く、 彼の 情 は 熱く ありました、 

彼は英 民族 中 時々 出づる 所の 人物の 一人でありまして、 日本な どに は 迚も 見る ことの 出来ない 人物で. 

あります、 彼に 似た者 は英國 では 力— ライル、 ラスキンであります、 米國 では 「ワルデ ン 一名 林 中の 

生涯」 の 著者なる ト a 1 であります、 彼等 は 皆な 人間の 社會 制度なる もの を 嫌 ひ、 獨り 天然の 中に 審 

美の 神と 交 はらんと した 者であります、 然しながら デビ タドソ ン の是等 三者に 優 さる 所 は 彼の 勞働者 

に對 する 非常の 同情で あると 思 ひます、 彼 は 彼の 生涯の 大部分 を 獨り林 中に 送り ましたが、 然 かし 林 

中より a 々書 を勞働 者に 寄せて、 彼等の 苦痛 を 慰める と 同時に 又 彼等に 高氣の 生涯 を敎 へました， 彼 

は 人間 社 會を嫌 ひました が、 然 かし 人間 を 愛しました、 其點に 於て は 彼 は 確かに トマス 力 ー ライル 以. 

上で あると 思 ひます。 

〇 デビッドソン は 自身が 平民で 平民の 篤き 友人で ありました、 然 かし 奇態なことに は 彼 は 今の 社會 主- 

義が 大嫌 ひで ありました、  彼の 訓誡の 一條に もあります る 通り、 彼 は 人が 如何なる 看板 だ も 其の 身の 

內 外に 揭 ぐる こと を 好みませんでした (本卷 一四 八页を 見よ〕、 彼 はすべ ての 「主義」 を 嫌 ひました、 

彼 は 個人個人の 品性 を 高む るより 外の 社會 改良 策 に は 全く 信 を 置きませんでした、 彼 は 紐 育に 於て 其： 
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身 ,記：  E〇 八 

勞働者 W 體に 告げて. 一一 ir ひました、 「余 は 雇主 に對 する 被 雇人 の 不平 を 抑く .^T を if たな い 、 然 かし 余 は 

勞勸者 を 彼の 今 口の 地位に 於て 幸福なる 者と なさん ための 多少の 福 昔 を 有つ と 信す」 と、 彼 は 人 は 何 

人 も その. 心の 屮に 於て、 王侯貴族たり 得べ しと 信じました、 「罩 數の假 人」 the  iuoividual  in  the 

s;n お ular  number 是れ 彼の 目的物で ありました、 彼 は 是れ 以外に 彼の 天國を 築かん と は 致しませんで 

した コ 

〇 彼の こ と に 就 て は. 後 曰 を 待 つて 尙 ほ 委しく. 御 話し 致 さ うと M ひ ます、 私に 取り まし て も 彼 は 尙ほ新 

知友であります、 然 かし 彼の 著書 を も 注文して 置きました から、 今後 数ケ月の 後に は 大に此 新 偉人 を 

|g 君に 紹介 致さう と 思 ひます、 序に 申 上げて 置きます が、 彼 は 近頃 世 を 逝った 人であります。 

〇 其 他 御 話し 致したい こと は澤 山あります が、 今日は 磬 いから 之れ で 御免 を 蒙ります。 サ ョナラ 

我 書芬蘭 土に 入る 

= 露兩國 は， やや 開戰 中に 在り、 然れ ども 日露 兩國の キリストに 在る 眞の 兄弟 は 平和と 一 致と を 以て 

遠く 互に 相 交 はる、 戰 (予 は斯 世の 事な り、 キリストの にあら す、 キリス 卜に ありて は 我等 戰 はんと 

欲する も 能 はざる なり、 左の 書翰 は 近頃 北 歐芬蘭 土より 余の 手に 接せし 者な り、 之 をー讀 して 基督教 

徒の 靈 交の 如何に 親 はつ 密 なる 乎 を 見るべし、 キリストの 福 昔に 敵 味方の 別 あるな し (書翰 は 綺麗な 

る 英文に て 成れり、 左に 揭 ぐる は 余の 自譯 たり) U 


芬 蘭土國 ソルタバラに 於て 

一 干 九 fn 五 年 七月 五日 

內村鑑三君贲ド 

親愛なる^？^ょ、  <水は界に全く知られざる遠き外國の人なるに斯くも；^を烦はさ ぐ を得ざるに至り• 

し事に就て；^f;の忍容を乞はざるべからす，  然れ ども <A は 今 已を抑 へ んと 欲して 抑 ふる 能 はざる な 

り、 余 は 君に 書 を 寄せざる を 得ざる なり、  <水に肝要なる15^-^生ぜり。 

余 は 今獨 逸文の 翻譯に 依て 君の 好 著述 『< ^は 如何にして 基督 信徒と なりし 乎』 を讀 めり、 而 して 

< ^は 之 を 我が 芬葡土 文 學の屮 に 加 へんと 欲す、 余が 今 君に 書 を 寄す る は 切に 君に 乞 ふて 君の 此著 

を 英文 原書より 芬蘭 土語に 譯す るの 君の 深切なる 許可 を 得ん が ためなり。 

の 此書は 余が 會て讀 みし 外國傅 道に 就ての 最良の 說敎 なり、 亦 我等 歐洲の 基督 信者に 取て 甚だ 

健全に して 而 かも 峻嚴 なる 敎訓 なり、 人 は此ー 小孔を 通う して 他 敎國の 狀態を 窺 ふ を 得べ く、 而 

し て 其 愛すべく して 愛 心 を 喚起すべき 影像に 彼の 眼 を 喜ばす を 得べ し、 余 は 信じて 疑 はす、 君の 

此書は亦余の國に於ても—共人ロょりすれば^^：だ小なる國なりと雖も—亦多くの同情者を得るな 

らんこと を 0 

余 は tlS む、 君が 余の 此 懇切なる 希 願 を 斥け ざらん こと を、 余 はまた 君が 此 書翰に 對 する 11^ の 返書 

を芬蘭 土譯の 首に 揭 ぐるの 許可 を 余に 予 へられん こと を、 今より 豫め II？； に 願 ひ 置くな り。 

1^;5に して 若し 同時 に n 木の 基督 信者に 關す る 統計的 事實を 余に 供 せら る、 ならば 余が！ I？； に 負 ふ 所 
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は更 らに大 なるべし。 

余 は今此 書翰 を 瑞典國 ストックホルム 市 を經て 君に 向て 發途 す、 是れ 今日の 狀 態に 顧みて 聖彼得 

堡、 東京 問に 於け る 郵便物の 安全 を氣 遣へば なり、 fi?; も 願く ば ストックホルム を經て 君の 書翰 を 

逸られん こと を。 

多くの 好意 を 以て 

its の 最も 眞實 なる 

力 1 ルロ、 ス オマラ イネ ン 

余 は 之に 對 して 大略 左の 如く 答へ たり。 

余 は 勿論 喜んで 界の來 意を諒 す、 余 は芬蘭 土人の 日本人と 同人種の 民なる を 知る、 余 は 未だ 曾て. 

余の 黄色人種 なること を愧 たる ことなし、 人 は其屬 する 人 稲に 依て 其 尊卑 を 定めら るべき 者に あ 

らす、 芬蘭 土人 は 黄色人種なる も 歐洲に 於て 最も^ 滿に發 達せる 基督 敎的 文明 を產 出せり、 余 は 

余の 國 人に 勸 むる に、 其 海軍に 於て 英國に 傚 ひ、， 其 陸： 束に 於て 獨逸 園に 學び しが 如くに、 其 宗敎. 

に 於て は芬蘭 土に 傚 はんこと を 以てす、 君よ、 我等 兩 蒙古 的 W 民 をして 東西 兩 面より 露 西- Fli 帝國 

に 侵 人せ しめよ、 而 かも 軍艦と 軍隊と を 以てに あらす、 爆裂 彈と 革命運動と を 以てに あらす、 ィ 

H ス キリストの 平和の 福 昔 を 以て 我等 をして、 n 木 人 は 東より、 芬蘭 土人 は 西より、 露 西 亞帝國 

に 侵入せ しめよ， 余 は 君の 命に 從ひ、 此書 を瑞典 國を經 てお に 向けて 發 送す、 然れ ども 切に 祈る、 - 

余が 次 囘書を 君に 寄す る 時 は 平和 は 日露 兩國の 問に 役り、 余の 書翰 は 西 比 利亜鐵 道に 由り て 直に 

君の 手許に 達する に 至らん こと を 云々。 


因に 曰 ふ、 南阿 非 利加ケ —プ 植民地 ス テ レ ン ボ ッ シ ユ た る ブ ー ァ 民族の 祌學校 敎授ド ク トル、 ホッ 

フマ イエ ル氏も 亦遙々 書 を 寄せられて、 同意と 同情と 同感と を 余輩に 表せられたり。 
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病中 雜記 

(病氣 御 2- 舞 御 禮の辭 に 代 ふ) _ 

〇 自分の 病氣を 有の 儘に 報告せ し 結 菜と して 誌 友 諸君に 多くの 御 心配 を 懸け、 實に 恐縮の 至りに 堪え 

ない、 今に 至りて 考へ て 見れば 之 を 誌上に 報ぜす に けば 善 かりし ならん と 思 ふこと も ある、 然 かし 

雜 誌の 編輯 をた とへ 一 罔な りと も 友人の 手に 任 かせし ことなれば 其 理由 を 報告せ すに は 置かれぬ、 さ 

りと も 虚偽 を 報告す る こと は 出来な いから、 事 實其傣 を 報告した 次第で ある、 餘 りに 仰々 しく 自分の 

苦痛 を述 ベ た やうに 見へ し 段 は 幾重に も 御 容赦 を 乞 ふ。 . 

〇然 かし 病疾に 某く 無 の 五 週 問 は 余輩に 取りて 決して 無；.^ ではたかった、 余輩 は 之に 由て 神より 多 

くの 新ら しき 敎訓を 5:^ た- 余輩 は-;; g 癒えて 後に 更ら にー步 神に 近くな つた やうに 感 する、 夫れ のみで 

はない、 余鞏は 今囘の 苦が き 經驗に 由て、 余輩が 誌上に 於て 得し 友人の 如何に 親しき、 如何に 溫 かき 

者で あるか を 知った、 余 筆 は 今日まで 斯 くま で 深く 誌 友に 思 は れて居 やうと は 知らな かつ た、 余輩 は 
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搏 中に 幾囘か 友愛の 厚き 表顯に 接して 泣いた、 余輩 は今囘 始めて 自身 は 自身の 屬 でない こと を 悟った、 

余輩 は 神の 屬 であるの みならす、 亦 余輩の 友人の 屬 である こと を 知った、 余輩 は 之に 由て 余鞏の 責任 

の 一 服 重くな りし を 感じた、 是れ だけで も 今囘の 苦痛 は 充分に 償 はれる。 

Q 射 中 最も 偸 快なる 報知 は 北 歐諸國 より 達した • 芬蘭 土に 於て は 去年 クリス マ スに 余輩の 小 著述なる 

「余 は 如何にして 基督 信者と なりし 乎」 は 其 國語を 以て m 版され、 新版 ニ册は 余輩の 枕邊に 到着した， 

芬蘭 土語 を 以てする 其 表題 は 左の 如くで ある、 卽ち 

譯者 は同國 ソル タパ ラ市 高等 學校 敎授カ ー ル 口  . ス オマラ イネ ン氏 である、 斯くて 露 西 亞帝國 中 最も 

敎育 ある、 且つ 最も 多く 自由 を 享有す る 一 ー百五十萬の民に余輩の自由思想の幾分か^^傳 へ らる k の 機 

關は備 へられた、 此事を 思 ふて 痢屮 また 感謝に 堪えなかった。 

〇 其れの みで はない、 同じ 聖誕 節に 芬蘭土 の 隣國瑞 典國首 W ス 卜ック ホルムに 於て 同 著の 端 典 語譯が 

出版され て 其の 見本 もまた 病中に 余輩の 手許に 達した、 唯 恨む らく は 其 屮ぃ版 人が 余 紫が 翻譯權 を與へ 

た 人で ない ことで ある、 共れ がた めに 正當 の翻譯 人より 異議の 中立が 起り、 余輩に 該國 在留 曰 本領 事 

を 以て 版權^ 害の 訴訟 を 起せよ との 注吿を 受け、 病氣 快癒に 向 ふや 否や、 共 措置に 就いて 少しく 頭 を- 

惱 まさ る を 得なかった、 而 かし 事 は 勿論 穏便に 了 ふつ もりで ある、 只 瑞典圃 に 於て まで 余輩の 思想 

の 頒布の ために 斯 かる 關 係の 始 つたこ と を 感謝す る 。 

〇 まだ ある、 獨逸國 より 芬蘭 土、 瑞 典へ と擴 まりし 余輩の 小 著述 は 今や 亦 r 抹國に 於ても 其國 語に 翻. 

譯 されつ k あるとの 報に 接した、 "だ も 甚だ： i 快なる 報知で ある、 其翻譯 成りし 曉に は同國 首府. コ ペン 


〈—ゲンに 於て 出版され るので あら ふ- 爾 うして 丁 抹本國 は 勿論、 フハ 口，" 島、 アイスランド 島に ま 

で廣 めら れる であら ふ、 商う して 人口の 割合 に 讀 書家 最も 多き の 故を以 て 世界に お 名なる 北大西洋 屮 

の 孤島 アイスランドに 於て まで 余輩の 信仰 獨 立論が 偉 へられて、 其處に 一人な り、 二人な りの ：li 志 を 

得る に 至るならば 如何にも 樂 しから ふ、 鳴 呼、 神は活 きて 在す、 神 は 余^ を 衆て：^ はない、 曾て 京都 

に 在りて 翁 迫の 中に 綴りし 此 著述が 十 年後の 今 ほ 余 に此 快報 を窗ら すの 原因と なら ふと は 夢にも 思 

はなかった、 是れ が攝理 ではない か、 然 かり 奇跡で はない か、 此 驚くべき 奇跡的 攝现を 自己の 身に 一 父 

けて、 へ 水 輩 は 神が 奇跡的に 一瞬 問に 余楚の 疾病 を 癒し 給 はない とて 神の^ 在 を 疑 はない、 護に 曰く. 

「神の 水車 は徐 く運轉 る」 と、 彼 は 十 年後に、 然 かり 百年 後に、 然 かり 此 世が 消え去りて 後に、 祈禱 

を 以て 彼に 捧げ まつりし 我等の 微 さき 仕事の 上に 祝福 を 垂れ 給 ふ、 我等 は 唯 彼のた めに 我等の 爲し得 

る 丈け のこと を爲 し？：^ けば {且 い 、雨う すれば 彼の 聖 意に 適 ふ 時に 於て 之 を 祝し、 充分に 我等の 微力に 

酬ひ給 ふ。 

〇 斯く て 病苦 は 友人 の 親切と 祌の 攝理 とに 於て 充分に 慰め ら れ、 醫藥と 看護と は適當 の 功 を 奏し、 神 

の 恩惠 に 由り て 疾病 に 摧り てより 六 週 問 後 の 今日、 『所感』 と此文 と を綠り C る に 至 つた、 妓に 熱き 

な情を^；^せられし誌友諸^^に謝し、 併せて 將來 の！^ 誼 を 祈る。 

氺  -  火- 

0 以上 を 書き終りし 後に 病後 未だ 力なき に 筆 を 執り 過ぎたり とて 醫師に 叱 かられた、 然 かし 尙ほー つ 

書き 加へ ねばならぬ ことがある、 芬蘭 土より 旣に該 地に 於け る 余の 小 著述 發行 に對 する 反響が 來た、 

Mn^H へ ル 、ン ン グフホ ー ス なる 芬蘭 土地 现學協 會は其 編 竹お に 成る 立派なる 芬蘭 土地 圖と其 說明嘗 と を 
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身 a 雜記  E:  一  SI 

余に 送り 来った、 實に 精巧 を 極めた る 者であって、 日本 園に 於ても 未だ 斯の 如き 精密なる； n 本 地圖は 

出來て 居らない と 思 ふ、 人口 僅かに 二百 五十 萬に 足らない 小國 にして、 然かも其政"^:に由てではなく、 

私設 學會 に 由て 斯 かる 高貴なる 出版物が 世 に 公に せ ら る. -と は赏に 驚嘆の 至りに 堪えない、 其內容 に 

就て は 他日 之 を讀者 諸君に 報じた く 思 ふ。 

クリス マ スの大 贈物 

余 は 近年に 至り、 クリス マ ス (母に 祌 より 大 なる 贈物 を 賜 はるを 常と す、 昨年 は 小 著 『余 は 如何にし 

て 基督 信徒と なりし 乎』 の芬蘭 土語 譯を賜 はりて 多大の 感謝 を 以て 聖誕 節を迎 へしが、 今年 は 叉 同じ 

書の 丁 瑪語譯 を 賜 はりて 讚美の 聲を 揚げん とす、 印刷 已に 成り 今や. 讀 者の 手に 渡らん としつ、 ありと 

其譯 者なる 丁瑪 國コリ ング巿 マリア . ウル フ孃 より 通知 ありたり、 玆に 於て か 余 は丁瑪 W のみなら す、 

那威國 に 於て、 アイス ラン ド 島に 於て 叉， 多く の敎 友を與 へられん とす。 

想へば せて 1^ 乏、 孤 獨と戰 ひつ \ 京都に 在りて 緩り し此小 著述、 誰か 知らん 十 有 三年 後の 今日、 余 

に此 多大の 慰藉と 名譽 (聖 なる) と を持來 さんと は、 "だれ 國威 を宜揚 する の 書に あらす、 之に 文の 賞 

すべき あるな し、 唯、 一個 信者の 普通の 實驗を 語りし に 過ぎす、 然 かも 神の 導く 所と なりて 今や 北歐 

諸 邦に 其 行渡る を 見る に 至れり、 驚くべき かな 攝现、 余 は 近頃 京都に 至り、 余が 之 を 草せ し 小屋の 前 

を 過ぎ、 感に擊 たれて 頭を擡 ぐる 能 は ざり き。 


神よ、 更 らに此 小なる 著述 を惠み 給へ、 ュ ット ラント 半島の 牧場に ホル ス タイン 種の 牝牛が 拷^婦 

に^ を與へ つ 、ある 所に、 或 ひ は 北氷洋の 濱に數 曰に 涉り 太陽が 其 面 を 表 はさ る 所に、 义或 ひはァ 

イス ランドの 孤. nr へ クラ 火山の 麓、 噴条 煙霧 を 吹いて 數 丈の 高き に 達する 所に、 我が同^^の友が之 

を藉く 時に、 神よ、 此小 著述 を惠み 給へ、 而 して 我等 日本人 も、 獨 逸人 も、 露 西亞人 も、 填 太 利 人 も、 

瑞 西，^ も、 芬蘭 土人 も、 瑞典人 も、 丁瑪人 も、 那 威人 も、 アイスランド 人 も 皆な 主ィ H スに 在りて 一 

つと なり、 聲を合 はして 救 ひの 神 を 讚美す るに 至らし め 給へ。 

歳末の 辭 

〇 此年も 全く 無益の 年ではなかった、 3： にか 少し は 善き こと を爲 したら ふと 思 ふ、 少し は 神の 福音 を 

人に 傳へ る ことが 出來、 少し は 人 を キリ ストに 導く 事が 出来たら ふと 思 ふ。 

〇 此 年も义 多く 惡 魔と 戰 つた、 惡魔は 余輩が 恩惠に 進む と 同時に 益々 其 威を逞 うする、 來 年の 惡魔は 

今年の それよりも 强 いに 相違ない、 然 かし 余輩 は 叉 之に も 勝ち得て 餘り ある 事 を 確信す る。 

〇 令 年も乂 二三の 善き 友人 を 失った、 然 かし 神 は イツまで も 在し 給 ふ、 彼に 在りて 友 は 去りし にあら 

す、 -W ほ 余輩と 共に 在る、 彼等 は 余 蒙に 在りて 働きつ i ある、 彼等の 高誼 は 余 wf を 動かし、 彼等の 紀 

念 は 余輩 を淸 めつ、 ある、 彼等 は 自己の 肉 を 離れて 余輩の 靈に 宿った、 余輩 は 彼等 を 失った ので はな 

い、 更らに 確實に 彼等 を 得た ので ある。 

o 詩ん ホヰッ 卜 マ ン 曰く、 
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The  earth  g.oo.l  arrl  the  stars  good,  aucl  their  a-.ljuucts  all  gT_o;,l, 

地 善な り、 星 善な り、 而 して 其 附屬物 皆な 善な り 

と， お 輩 は 余輩の 今年の 事に 就て 义爾か 言 はんと 欲す。 
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移轉 前の 感  ■  • 

余 等は數 日なら すして 余 等の 住 慣れし 古き 家 を 去て 新たに 築かれし 家に 移らん とす、 今や 庭園の 樹，" 

人-は 拔 取られ、 垣 は 毀 たれ，. 四 園の 狀態は 荒 敗 を 極む、 而 かも 余 等 は 些少の 悲痛 を だ も 感ぜす、 喜 悅„ 

に滿 ちて 移轉の 日の 一 日 も 早 からん こと を 欲す、 是れ 抑々 何が 故ぞ、  等に 新ら しき 家の 備えられ し- 

が 故に、  古き 家の 敗 額に 意 を 留めざる に 因る にあら す や。  一 

基督 者が 死に 臨んで 悲 まざる も亦此 類の 感 なら すん ば あらす、 彼 は 新き 體の 彼のた めに 備えられし 

を 知る が 故に 古き 體の敗 壌 を 見て 悲ま ざるな り、 

我 儕是を 知る、 我 儕が 地に 在る 幕屋 若し 壞れ なば 神の 賜 ふ 所の 家屋 天に あり、 手に て 造らざる 窮ー 

りなく 保つ 所の 家屋な り (哥林 多 後書 五 草 一節)、 

死す る 前の 感は 移轉 前の 感 ならざる ベから す、 福なる 哉、 主に 在りて 眠る 者 は。  j 


(移轉 前 三日 角 害に 於て 認む、 因に m ふ、 角 害 生 は 今後 蜀江 生と 改名すべし)。 

柏木に 於け る 最初の 編輯 

0 角 普 を 去れば 惡 しき 事 は 我等に 臨む まじと 心 を 定めて 柏木の 地に 移る や 否や、 何ん ぞ訐 らん、 惡魔 

は 其窒扶 斯菌を 以て、 我等の 長子 を擊 つたので ある、 尤も 彼 は 柏木に 於て 撃った ので はない、 角 箸に 

於て 擊 つたので ある、 雨う して 柏木に ：4.- る や 否や、 其 襲 擊の結 菜 は 高 熟と なりて 現 はれた ので ある。 

o 角 答に 於て 人 をして 我等 を學校 泥棒と 呼ばし め、 偽善者と 呼ばし め、 露 探と 呼ばし め、 終に は 親 殺 

しとまで 呼ばし めし 惡魔 は尙ほ 更らに 一 磬を 加へ すして は 我等 をして 彼 地 を 去らし めなかった、 卽ち 

彼 は 惡疫を 以て 我等の 跡を逐 ふた、 角 害の 櫟林丘 は 我等に 取りて は 終まで 惡 魔との 戰鬪 場であった。 

0 移轉 早々 家具の 整理 は 未だ 附 かす、 壁 は 未だ 乾かす、 大工 は 未だ 其 ェを竣 へざる に 家に 重病 者が 起 

つたので あるから、 其 混雑 は 一通りでなかった、 生命に は 多分 差 支 ひ は あるまい と は 思った が、 然し 

親の 心 を 以 て 見れば 隨分 の 心配であった、 時に は 今年より は 最早 共に 厥 を 揚げ る こ と は 出來ま い か 、 

野 川に 釣 を 垂れる こと は 出来まい 乎と 思って、 心配の ために 眠られない 夜 も 幾度 かあつた。 

0 然 かし 神 は 我等 ビ 助け 給 ふた、 彼 は 我等が 思 はざる に 我等の 信仰の 友なる 醫師を 送り 給 ふた、 我等 

は 又此際 我等の 衷 なる 想 を 省みて、 屮 Z 來 得る 丈け 之 を 除いた、 我等 は 信仰と 常識と を 以て 此 困難に 對 

した、 爾 うして 幸に して 又 之に 勝つ こと を 得た。 

0 此 間に 立て 年中 最も 好 良た るべき クリス マ ス號を 書かねば ならない のであった、 其 困難 は 一 通りで 
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なかった、 或 ひ は 今月 こそ は 休刊し やう 乎と 思 ふた、 然し 鬼に も 角く にも 筆 を 執る ことに 定めた、 北 ハー 

余輩の 思 ひに 窗は ざり しは殘 念で あるが、 然 かし 休刊せ すに 事の 濟み しだけ は 感謝の 至りで ある" 一 

〇 顧みれば 去る 明治 三十 二 年 角 苦に 來 りしより 玆に九 年、 余輩の 生涯 は 相 も 變らす 奮闘の それで あつ 一 

た、 「角 害 聖人」 と 云 はれ、. 角 答 偽善者と 云 はれ、 獨 立女學 校の 明 渡し、 東京 獨立雜 誌の 廢刊、 父と 一 

母 ど を 玆に失 ひ、 其 他 口に も 筆に も裹し 難き 人生の 苦き 杯 を玆に 飲んだ、 然し 神 は 我等と 偕に 在り 給 一 

ふた、 我等 は 矢張り 勝 得て 餘り あるので ある、 角 害に 於て は 惡魔は 其 最も 醜惡 なる 最も 隠密なる 方法 

を 以て 我等と 我等の. 事業と を 毀たん とした、 然 かし 彼の 詭計 はすべ て 無益であった、 我等 は^して 今 

に 至り、 尙ほ 我等に 委ねられし 我等の 事業 を 綾け る ことが 中： 来る、 我等 は 之に 由て 觀て此 世の 護 害、. 

誹謗なる もの、 至て 力なき ものなる こと を覺 つた。 

〇 角 苦に は 角 笞の惡 魔が： lis つて、 我等 を 苦しめた、 然し 我等 は 神に 依て 彼に 勝つ を 得た、 柏木に は 亦： 

柏木の 惡 魔が 居る 乎 も 知れない、 然し 我等 は 之に も 亦 勝ち得る と 確かに 信す る、 時 は 移り 所は變 ると； 

も 我等の 賴む神 は變ら ない、 八/口まで 我等 を 護り 給 ひし 彼 は 亦 何時々 々まで も 我等 を 護り：^ ふと^す： 

る、 我等 は 年 を經る 毎に 我等の 神の 益々 頼るべき ものなる を 知る、  ： 

His  leys  in  past  一 

E-ol.lbids  me  t 一一  tliirdc. 

Hell  Ip-tve  mro  at  last,  , 

In  trouble  t.〕  sink. 

過去に 於け る 彼の 愛 は  一 


我 をして 思 ふ を 禁ぜし む、 

彼 は 終に 我 を 棄て給 ひて 

憂愁に 沈まし め 給 はんと は。 

〇 序に 首 ふて 置く が、 我等 は 角 普の 地 を 去りし も、 祌が 我等に 賜 ひし もの は 盡く之 を持來 つた、 我等 

の 舊き家 は 毀 たれて、 其す ベて は 壁土に 至る まで 柏木の 地に 運ばれた、 雨う して 今や 奮き 家 は 新ら，； - 

き 形 を 以て 蜀江 山の 地に 建てられつ k ある、 遠から すして 此 地に 於て 我等の 門 戶は今 口 まごより はよ 

ぃ廣く 開かれ、 兹に 多くの 讀者 を迎ひ 得る に 至る であらう と 思 ふ。 

善 き 習 慣 

新聞紙 讀覽 の廢止 

私 は 近頃 一 つの 善き 習慣 を發 見し ました、 それ は 今の 新聞紙 を讀 まない ことで ありま，^、 私 は此ぉ 

慣を 採用して より 日 は 未だ 至て 淺 くあります るが 其效 ra^ は旣に 甚だ 好 良であります。 

新聞紙 は 現代の 歷史 であるべき 箸. であります、 爾 うして 現代の 歷 史を讀 むは 古代の 歷史. ：ど讀 むひ 同 

然、 有益で あるべき！ jn であります、 然しながら 今日の 新聞紙 は歷史 ではありません、 是れ は小說 であ 

いわや、 是れ は事實 有の 儘 を 報す る 者で はなく して、 莨に 關 する 記者の 想像 を 載す る 者であります 

故に 私共 は 今の 新聞紙 を 讀んで 新 事實を 知る ので はなく して 記者の 心 を 知る のであります、 勿論、 記 

者が 義 しい 人、 ®- い 人であります るなら ば 之 を 知る の も 甚だ 有益で ありませ うが、 妒.； し 八， レ 新聞 記老 


身？ s~ 雜記  四 二  o  . - 

の 多く は斯 かる 人で あると は 言 ひ 兼ねます、 彼等の 大多數 は 己れ の 未熟なる 心 を 以て 社會の 事物 を 見、 

之に 未熟の 解釋を 加へ て 世に 報す るので す、 故に 新聞紙に 由て 善人と して 報ぜら る \ 者は斯 かる 記者 

の 眼に 映す る 善人であります、 惡人 として 報ぜら る-者 は斯 かる 人が 見て 以て 惡 人と 做す 者で ありま 

す、 善 惡は眞 の善惡 ではなく して 記者の 見た 善惡 であります、 年 未だ 若く、 經驗 足らす、 善惡 の差训 

を爲 すの 力に 至て 乏しき 者の 定めた 善惡 であります、 其觀 察の 信す るに 足らざる は 云 ふまで も ありま 

せん、 而 かも 彼等の 觀 察が 何々 新聞の 意見と して 世に 提供せられ るので あります、 爾 うして 私共 は 之 

を讀ん で 時には 之 を 信す るので あります。 

論より 證據 で あ ります、 今 の 新聞紙 を 讀んで 居って 聖き和 かなる 心 を 持つ 事 は 甚だ 困難であります- 

不平 は 之に 由て 起されざる を 得ません、 私共 は 之に 由て 憎むべからざる 人 を 憎み、 愛すべからざる 人 

を 愛する に 至ります、 私共の 判 斷カは 之に 由て 曲げられます、 公平 は 私共の 心より 取 去られます、 私 

共 は 日々 眼 を 今日の 新聞紙に 爆ら して 聖か らんと 欲して 日々 に 益 々機が されます、 血に 交 はれば 赤く 

なると 云 ひます、 俗氣紛 々たる 今の 新聞紙 を讀 みつ けて 私共 は 俗人たら ざら ん と 欲す る も 得ません- 

斯く云 ひて 私 は結對 的に 新聞紙 を 担 絶す るので はありません、 世に は 新聞紙ら しき 新聞紙が 無い と 

も 限りません、 或る人が 曾て 米國 スプリング フィ ー ルド、 レ パブ リ カンと 云 ふ 新聞紙 を 評して 云 ひま 

した、 此 新聞紙 を讀 みつ^けて 新約聖書 を讀 むが 如き 感 がする と、 卽ち心 を 潔う し、 思 を 高う し、 義 

を 愛し、 不義 を 憎む に 至らし むとの ことであります、 グラッドストン 翁が 終生 マン チ H スタ ー 、ガ ー 

ヂ アンなる 新聞紙 を 手ば なさなかった と 云 ふが 如き も、 世に 賴 るに 足る の 新聞紙の 在る こと を證 しま 

す、 然しながら 悲 いこと に は 私 は 我國に 於て 未だ 斯 かる 新聞紙に 見當 りません、 私は斯 かる 新聞紙の 


i  R も 早く 我國に 生れ 出 でん こと を筌 みます、 然し、 其 生れ 出づ るまで は 今の 新聞紙に 眼 を嗪ら さな 

いのが 精神 上大 なる 利益で あると 思 ひます。 
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今年の 出来事 

人の 生涯の 中で 執 if 者の 生涯 ほど 無事なる はない、 爲す こと は 年が年中、 讀む 事と 書く 事と 刷る 事 

と 許りで ある、 歳 明けて より 歳暮る まで 爲す事 は是れ 丈け である、 其 間に 插 入す るに 家庭の 快， す 

友の 决樂、 山野 跋涉の 快樂を 以てする まで t ある、 其 他に 何の 野心 もなければ 何の 刺戟 もない 唯 

時には 世の 薄倖 者の 援助 を 乞 はんがた めに 訪來る ありて、 光輝 ある 此國 家に も 亦 此慘事 ある を.^ りて 

m 知り 竊 かに 淚に袖 を pra す ことがあ るまで s.- ある。  ： 

故に 明治の 第 SI 卜 一 年 もお に 取りて は 至て 無事 平安の 年であった、 雜誌は 約束より  一 W 多く 叶 一 r 

を 出し、 日曜日に は 大抵 缺 かさす 聖書 を 講じ、 少し 許りの 慈善 を爲し * 多くの 讀書 をな した、 先. づギ 

中の 重なる 出来事 を揭 ぐれば 

一月、 「代表的 日本人」 の獨逸 譯竝に 丁瑪譯 出づ" 

三 R:、 大 阪神 戶に 聖書 講演 を 開かん として 病 を 得て 歸る。 

一年  5r 


な^， m  E  二 1.1  一 

「よろ.、 つ 短 言」 を發 行す。.  _ 

六月、 第百號 感謝 會を 問き、 併せて 今 井 館を獻 ぐ。  " 

八月、 太平洋の 水に 浴し、 序に 九十 九 里海邊 に 傅 道す。  • 

九：：：、 せば 木義雄 君に 伴 はれて 日光 山中に 地上の 樂園を 探る U  ： 

先 づ特箪 すべき 事 は是れ 丈け である、 アト は讀 書と 思 とで ある、 外に 甚だ 無事な りし 此 一年 は 頭腦ー 

の 中には 巾々 多 5s_f の 一年であった、 w、  L, ゥォ ルカ ー 氏の 『聖靈 竝に受 肉』 の ー卷は 多くの 大問题 一 

を 余に 供した、 < ^は乂 市中の 電車 を乘 廻る 問に 車の 中に て X 布 職 文典 一冊 を複讀 した、 プラム メル 氏の 一 

『路加 傳 註』、 アレン 氏の 『馬 太傳 註』 は 多くの 新 光明 を 余の 心に 送った、 殊に 古い 書ながら トレン 一 

チ大 監督の 『新約聖書lM義ー^^i壤』 は此 年余 を 益した 書の 一-つで ある、 邦文に なりし 書に して 余が 非常 

の與 味を以 二」 讀んだ 者は久 米邦武 氏の 講演 を 編輯して 成りし 『日本 古代史と 神道の 關係』 である、 是ー 

れ我阈 に 於て 稀れ に见る ことの 出 來る獨 創の 思想で ある、 余 はん，' n の rn 木に も眞 正の 學 者の ある を 知 

つて 犬に 志を强 うした。 

然し 此 世に 於け る 余の 誇り は 讀書 でもなければ 著述で もない、 神が 余に 賜 ひし 少數 の 善き 友人で あ： 

る、 彼等の 同情、 彼等の 厚意、 彼等の 婦人の 愛に も 21 さる 愛、 れ此 たき 世に 在て 余が 全^界に 向 

て 誇る ことの 出來 る^で ある、 < ^の齊 と は是れ である、 余の 動 章と は是れ である、 バウ" の 一一 一一 1： を 藉りー 

て 曰へば 是れ  . 

我が 愛する 所 慕 ふ 所の 兄弟、 我れ の 喜び、 我が 冕た る 我の 愛する 者 

である (俳 立 比 書 四 章 一節)、 此點に 於て 余 は 或 時 は 日本中で 一番 幸福なる 人で あると 思 ふ。 


斯くて 今年 も 幸福の 中に 去らん とする、 明年 も 亦 同じく 幸福で あるで あら ふ、 明後年 も 明 後 々年 も 

同じく 幸福で あるで あら ふ、 然り、 處女 マリヤの 讚美歌の 一節 を藉 りて 曰へば 

人 能 者 は 我に 大 たる 事 を 成し 給へ り、  . 

其 名 は^し、  •  ■ 

其 憐偶は 世々 に涉り 

彼 を 畏る& 者に 及ばん。 
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冬 休み 

〇 年が年中、 聖書の 事に のみき はつ て 居る から 年に 一 度 は 聖書の 事 を 忘れん と 思 ひ、 一 月 は 本誌に 代 

へて 櫟林 集の 發 とおめ、 クリスマス 號の發 送 を 終りし と 同時に ョの 日課 的 攻讀は 之 を 中止し、 註 

解 書と 布臘 文典と は 深く 之 を 書棚の 奥に 閉 込めて、 爱に 一 ヶ月？ 1 の 冬期 休業に 人った ので ある、 机上 

こ ®- りし 者はホ ヰット マン 詩集 一 w、 火懐に持ち運びし者は平〈氷物！^^叫全部、 其 他 は 書籍 無 W と 決心し- 

誠に 面白く 過ぐ る 歳末 歳始を 過した。  - ：  . 

〇 所が も 機き， 獨逸 にて 余輩の： 著書が 新たに 版 を 重ね じとの 故 を 以て 其 出版 會 社より 少しば かり 
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の 金 を遙か 日本 東京の 隅なる 柏木 村の 余の 許にまで 送り 越し 吳れ たれば、 何 か 面白き 事に 之 を 使 はん 

と 思 ひしに、 恰 かも 好し 長く より 心掛け 居りし 房 州小湊 なる 日蓮 上人 誕生の 地に 到らん との 念 浮 33 し 

頃な りければ、 此 目的 を實 行す るに 決し、 聖誕節 前 四日、 卽ち 十二月の 二十 一日、 隣家の 而 かも 同じ. 

獨逸國 の 人なる グン デル 卜 氏と 共に 連れ立ち、 兹 にべ ッ レ へ ム ならぬ 僭 日蓮の 誕生 地目 懸けて 柏木の. 

地 を 立った。 

〇 途 は 兩國橋 停車場 より 上 總の大 原まで 汽車 を 取り、 大 原より 所謂 ガ ラ クタ 馬車に て 勝 浦 を經て 小湊： 

に 至る ので ある、 房 州境に 至りし 頃 は 日 は 全く 暮れ、 途は險 はしく、 車は危 く、 爲に 歩行して 馬車の. 

後押しながら 進み、 有名なる 「お 仙轉 がし」 の惡 所に 到れば 海上 一 面に 花綵を 懸けし が 如くに 燈 火の 

列なる を 見た、 是れ なる は 期 節の 賊釣 舟の 海に 浮ぶ のであって、 其 美く しさ 紙に も 筆に も盡し 難し- 

去年 祌戶 沖に 有りし と 云 ふ 観艦式 も 是には 及ぶ まじと 思 はれた、 然し 彼れ なる は 人 を 殺す ための 艦 列. 

であって、 是れ なる は 人 を 活かす ための 舟 列で ある、 余 は 彼れ なる 偉觀 を：：^ ざり しこと を 悔いない、 

是れ なる 美觀を 目撃せ しこと を 喜ぶ。 

〇 夜、 晚く なりて 小湊に 着き、 翌朝の 風景 を 夢みながら 眠に 就いた、 明 くれば 十二月 二十 二日、 冬の 

眞 最中に 在て 房 州の 海邊は 春の 日和で ある、 鶴 は 波に 浮び、 花 は 路傍に 絶えす、 山に 常 盤木繁 りて 得 

も 言 はれぬ 風景であった、 誕生 寺 は 後の 事に なして、 先づ 日蓮 得度の 地なる 淸澄 山に 登った、 天津の 

湊 より 一 里 半、 海上 一 千尺餘 り， 道す がら 思 ふた、 六 百年の 昔、 十一 一歳の 藥王麻 呂が其 父に 伴 はれて. 

此阪を 上った ので あら ふと、 絕 頂に 達し、 先づ 日蓮が 旭日に 向って 始めて 題目 を唱 へし 所な りと 云. 1 

朝日の 森に 入り、 後、 淸澄寺 を 隈なく 探り、 多くの 歷 史的 感想に 充 たされ、 二人 沈默の 中に 山 を 下つ. 


た、 其れより 西へ 二 里、 小 松原の 忍 鏡 寺に 至り、 其處に 日蓮 迫害の 舊踵を 見た、 此邊 到る 處 日蓮の. H! 

鑌 である、 日蓮の 裝裟を 掛けし と 云 ふ 松、 日蓮が 其 岸に 夜 を 明かせし と 云 ふ 小川、 日蓮が 傷 を 洗 ひし 

と 云 ふ 井戶、 3： ん でも、 かんでも H 蓮で ある、 實に 偉ら いこと である、 然 かし 活 きたる 日蓮 は 一ん も 

見當ら ない、 佛敎に 於ても 基督 敎に 於け るが 如く、 殘り しもの は 唯 墓と 寺と 名とば かりで ある、 憐れ 

むべ し 勇敢なる 日蓮 は 今 は 上人と して 拜 まれ、 大 菩薩と してせ- + めら れる丈 けであって、 其活 きたる 精 

神 は 少しも 働いて 居らない、 小 松原に 東條景 信の 劍を 受けし と 云 ふ 數珠は 示さる &が、 同じ やうに 數 

珠を 振って 法理 を擴め やうと する R 蓮 宗の愤 侶 は 居らない、 裝裟掛 の 松の 下に 日蓮の 銅像 は 安置され. 

て あるが、 同じ 淨 衣の 裏に 烈火の 如き 信仰 を 宿す 法 華經の 行者 は 居らない、 古今東西 變る ことなし、 

信仰が 宗敎と 化する 時に 生物が 化石と 成りし と IM 然、 實に 憐れなる 者で ある。 

〇 忍鏡寺 を辭 して W び 野に sr つれば 嶺 岡の 山 は 春 を 宿し、 太平洋の 水 は暖を 送る、 雲雀 は 畑に 降り、 

蜜 W は 庭園に 實る、 活 きたる 人は活 きたる 天然より 善く ある， 然し、 活 きたる 天然 は 死した る 寺ゃ教 

會 よりも 遙 かに 善く ある、 碧なる 山に 對し、 靑き {4! 天の下に、 徐 かに 車 を 軋せ て 余輩 は 其 日 古積 探 見 

以上の 快樂を 感じた。 

Q 其 夜 は 又 小湊に 一 泊し、 翌日、 大風 を 冒して 誕生 寺に 至り、 寺 の 厚 待 を 得て 又數々 の 古物 を 見、 

激浪の ために 幽の 浦に 大 魚の 群がる を 見る 能 はすして、 其 儘 海に 添 ふて 歸途に 就いた、 後 は 歩行と 人. 

車と 汽車と にて 夜 退く 柏木に 歸 つた、 クリスマスに 際し、 ユダヤの べッレ ヘムに 行かす して 房 州の 小 

湊に 行いた、 然し、 縱 しべ ッレ へ ムに 行いた としても 刖に變 つた 事 は 無かった らふと 思 ふ、 眼に 觸る. 

i 者 は 寺院と 迷信、 今や 活 きたる キリスト は活 きたる 信者の 心に 生れて、 ユダヤの 山地に は 生れ 給 は 
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ない、 古 蹐探見 は 美 はしき -大 然と 接見す るた めに 慣 値が あ.， る、 古蹟 其 物 は 石で ある、 寺院で ある、， 秋 

舎で ある、 昔， P の. 支那 人の 詩に ある やうに 

唯 碧水の 流る を 見る 

ゆ 口て 黄 石 公 無し 

歎息す 此人 去て  ， 

蕭條 として 徐洒 空しき こと を 

である、 唯、 淚の 種と なる 計りであって、 密 進の 心 は 更らに 起らない。 

〇 家に 歸て後 は クリスマスが 来り、 海の 四方より 友人の 愛が 来り、 歳の 終り は 余輩に 取りて は 相も變 

らす樂 しくあった、 余輩 は 思 ふた、 歳の 終りに 斯 くも 恩 惠が 溢る k ならば、 況して 生涯の 終りに 於て 

を やし」、 §^ー書は敎へて：：1ふ 「明日の； を 思 煩 ふ 勿れ」 と、 然り、 歳末の 事 を 盧^^ ふ 勿れ、 終末の 事 を 

慮 短 ふ 勿れ、 唯 手に 來る事 は カを盡 して 之を爲 すべきで ある。 

〇 新年に 人って より は陣を 火燒に 張りて 平家物語の 樂讀に 耽けった、. 日本 文も斯 くも 美 はしく 書け る 

もの かなと 獨り 嘆美 を 綾け た、 然し、 、しくして 悲しと は 此文學 である、 是を 讀んで 勇氣は 起ら たい、 

裟 婆の 榮花は 夢の 夢、 樂み榮 えて 何に かせん、 人身 は 交け 雑く、 佛敎は 合 ひ 難し、 此度奈 裏に 沈 

みなば、 他生 廣却 をば 隔っ とも 浮び 上らん こと 難 かるべし、 老少不定の 境 なれば 年の 若き も賴む 

ベから す 云々、 

佛御前の此曾葉に接して余^！^は消入るばかりに感じた、 是 れは來 世の 希望に 勇氣を 鼓した ので はない、 

現 ぼの 悲し さに 來 M を 夢み たので ある、 和文の 美なる は 希伯來 文の 剛强 なる に 若かない、 平{汆物ー^1ぬは 


冬休みの 讀物 として は適當 であるが、 戰鬪の 日の；^ 吟 として は 全く 不適 である、 余 は 他日 此 書に 就 

て 余の 批評 を 試み やうと m4 ふが 令 は 是れ丈 言 ふて く。  , 

〇 一 月のニ十日に約束通りに櫟林集第15せ輯を屮^^、 特愛 詩人 ワルト ホヰッ トマ ンを 友人に-紹介して 

詩人に 對 する 余の 義務の 一 部分 を 5^ たせし やうに 感じた、 余 は實に 今より 彼の や-つなる 生涯 を 送りた 

く 欲 ふ、 詩 は 作れす とも、 彼が 詩 を 作りし 其 精神 を 以て 聖書 を 研究し やうと 欲 ふ、 彼が 自 から 

< 水 は 正統 敎會の 信者に 非す 

と 斷 言 したやう に 余 も： 11: じ 事を斷 霄 する、 彼が 米國の 基督 信者に 不信者の やうに 思 はれし やうに、 余 

も日木國の基督；！：^者に不信者と見られて少しも苦くなぃ、. 余は彼の持ちしゃぅなる 「善き 心」 を 持ち 

たく 欲 ふ、 余 は 彼の. 持った る 「嬉々 的 人生観」 を 余の 所有と なした く 欲 ふ、 余 は 今より 後、 ビ ー チヤ 

1 や、 ム ー, テ ー の 迹を逐 ふまい と 欲 ふ、 フル，^. ホ ヰット マンの 迹を逐 ふて、 彼の やうに 余の 救卞な 

る イエスキリストに 從 ひたく 欲 ふ。 

〇 斯くて 一 ヶ月の 冬休みが 濟ん で、 愈々 例月の 原稿 日と 成って、 久し振り にて 聖書 を 取 出して 見 4. ば 

鳴 呼、 奮き！^ かしき 友人よ、 余 は 彼 を 接吻す る を 禁じ 得なかった、 ホ ヰット マンの 詩集 も 善く あるが 

^書 は 更らに 善く ある、 余 は W び を 乎に して 久 板り にて 故 鄕に歸 つて 來た やうに 感じた、 さう し 

て 飢えた る 人が 食に 就く が 如くに 熱心 以て び i,?- 書の 研究に 人った、 而 して 筆の 走る ことい つもより 

も迅 く、 何の 苦 もな く 本誌 第 ^六號 は 成った、 諺に 0： く 

空腹 は 良き 食慾 與進劑 なり 

と、 時に 靈 魂に 空腹 を 感ぜし むる は 其 消化 カを增 すの 一策で ある、 余 は 今年 冬休み を實 行して 大に余 
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の 靈 魂 をす 敏か にした、 其 味に 慣れて 义 今年の 八月 も 同じ 斷食 を爲 さう と 欲 ふ、 讀者も 返て 歡ぶ であら 

ふ、 余輩に 取りて は是れ 最上の 生命の 洗濯で ある。 

ーフ -CH  t- ヌ. 

近頃 筑波山 下に 遊び 少しく： 兀始的 曰 本を舰 ふこと が 出来た。 

元始 的 日本に 於て はチ 日と 異なり、 樱樹が 山野 到る 所に 茂って 居った に 相違ない、 松、 杉、 檳、 樅" 

檢 等と 混り 春來る 毎に 綠 葉の 間に 比 雪の 色を呈 したで あら ふ、 其 事 は 山間 稀れ に殘る 所の 古代の 山林 

を 見て!： ^る、 其處に 樱樹は 山の 雜木 として 存り、 何、 誇る 所な く 其 薄紅の 花 を 開いて 居る。 

：! 顧す、 明治の 初年、 始めて 北海道 札幌に 到りし 時、 余輩 は 始めて 其處に 野生の 樱を 見た、 其 幹 は 

一 卜 抱へ も ある 程、 其 枝 は 高く 雜 林の 上に 紫え、 淺紅 其巔を 飾りし 頃 は、 遠くより 之 を んで大 なる 

口 傘 の^けて 地下 を篛 すの 觀 があった、 余輩 靑年 は屢々 其 下に 集 ひ、 聖歌 を 讚え、 祈禱を 共に し、 聖 

淡 終へ て 後 は备自 一枝 を 肩に 負 ひて 寄宿 舍 指して 歸り來 つた、 然るに 歎すべし、 文明、 石 狩 平原 を 襲 

ふて 其殘 害の 難に 遭 ひし 者 は先づ 第一 に是 等の 樱樹 であった、 無慈悲なる 移 n:^ は先づ 第一 に此等 「林 

の 王」 を 幾した、 而 して 數 年なら すして、 樱樹は 一 兀始的 山野より 絕 えた。 

冗始的 日本に 於ても 楼樹は 同じ 運命に 遭遇した ので あら ふ、 大和民族の 心 は 朝日に お ふ 山 櫻で ある 

と 云 ふが、 然， し、 此 大和民族に 由て 野生の 櫻樹は 何の 惜氣 もな く爭 ふて 研 倒された ので あら ふ、 而し 


て 幾年なら すして 山に 櫻の 花 は 絶え、 天より 降りし 處 女の 林 は 今日 吾人が 見る が 如き 沒 趣味の ものと 

化した ので あら ふ。  j 

櫻 もさう であら ふ、 人 もさう であら ふ、 愛すべき、 誠實 なる 元始 的 日 木 人 は 南洋 又は 朝鮮半島より 

人 来りし 征服者に 由て 何の 惜氣 もな く 研 倒された ので あら ふ、 而 して 残りし 者 は 吾人が 今日 昆る 所の 

者、 八重 樱、 御殿 櫻、 牡丹 樱等、 天然の 性 を 失 ひて 偽 はりの 花 を 開く 者、 而 かも 山野に 生す る 能 はす 

して、 都 門に 春の 錦 を 織る。 

然れ ども 感謝. v^、 元始 的 日本の 未だ 全く 其迹を 絶たざる こと を、 文明の 虚偽の 未だ 深く 浸潤せ ざる 

所^, た-,? ほ 元始 的 日本人 は 居る、 而 して 神の 靈は 直に 彼の 上に 降りて 日 木圃の 改造 は 始まりつ」 ある 
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貪 整の 辯 明 

• 最も 無慈悲なる 人 は 余輩が 多く 財産 を 作りて 安樂に 暮らしつ k ありと 言 ひて 其 事 を に 言觸ら す 人 一 

である、 余輩 は 勿論 特更ら に 余輩の 貧 を 世に 訴 へて 其 同情 を 求めん としない、 然れ ども 余輩が 財產を • 

作りたり と稱 して 貪 焚の 罪 を 余輩に 負 はせんと する 者 は是れ 余輩の 事業 を 其 根底に 於て 毀たん とする 一 

者であって、 斯 かる 者 は 余輩 を 害する よりも 寧ろ 余輩の 益 せんとす るん々 を 傘" する 者で ある、 是れ余 一 

明； <ん四 十三 年  E-r 


そむ 

輩が 玆に余 wf の 志望に 反いて 辯 明の 勞を 取る 所以で ある。  ： 

余輩が キリスト を 世に 紹介しながら 多くの 財產を 作りたり と 云 ふ、 背理 是れ より 大 なる はない、 新： 

かる 背理 を唱 ふる 人 は 未だ キリストの 何人なる か、 其； i 昔の 何たる 乎 を 深く 究めた ことの 無い 人で あ j 

るに 相違ない、 キリスト は單に 聖書 を讃ん で識る ことの 出来る 人物で はない、 彼に 親まん と 欲すれば 一 

多少 彼の 生涯に 類した る 生涯 を 送らなければ ならない、 貧の 苦痛 を識ら ない 者 は キリ ストの 心 を 識るー 

こと は出來 ない、 彼が # て敎 へしが 如く、 人 は 二人の 主に 事 ふること 能 はす、 彼 は 同時に 祌と 財と に 一 

事 ふること 能 はすで ある、 傅 道と 蓄財と は 正 反對の 事業で ある、 其  一 f\ に 於て i 功 せん 乎、 其 一、 

て 失敗 せんこと は 必然で ある、 而 して 余輩 は 多少 傳 道に 於て 成功した と 思 ふ (祌の 恩惠に 由て)、 而 

して 其 事 其れ 自身が 余輩が 蓄財に 於て 失敗した る 何よりも 善き 證據 である、 若し 余輩の 誹謗 者が 余輩 一 

の 如く 十 年 一 日の 如く 本誌の 如き 雜 誌の 編輯 發 行に 從 事した らんに は、 彼等の 聲言の 如 3： に 背理 的な 一 

る 乎 を 悟る であらう。  . 

縦し 萬 一 蓄財 は傳 道に 伴 ふて 不可能 事で ない と假定 して、 余輩が 前者に 於て 成功した りと いふ 其 -g- 一 

さの 無根なる は 余輩の 事業の 經歷 に照らして 見て 明かで ある、 『聖書 之 研究』 毎 號發行 部數は 平均 二： 

干 を 超へ す (若し 之 を 疑 はば 秀英舍 に 就て 聞け)、 而 して 其の 牧人の 以て 富 を 余輩に 持來 すに 足ら ざ. 

る は 余 紫が 玆に辯 明す るまで もない.、 又 余輩に 二十 餘 種の 著述 ありと 雖も、 其 屮版を 重. ぬる こと 最も 

多 き^と 雖も發 兌 七 千 部 以上に 達せし 者な し、 而 して 余輩の 著述 全部の 定價を 合する も 金 五阒を 越え 一 

ざる を！ a て、 余輩の 著述が 余輩に 高利 を 供す る 者に あらざる こと は 是れ义 何人が 見ても 明か ご ある、 一 

歐米 諸國. に 於け る 余輩の 著書の 配布の 甚だ 廣 きを 唱 へ て 余輩の 據利を 羨む 人 ある を 聞きし と雜 も、 


れ又 無用の 心配な りと 云 はざる を 得す、 米國に 於て は 「余 は 如何にして 基督 信徒と たりし 乎」 は 僅 力 

に 五百部 を資 りしに 止まり、 余輩の 手許に 達せし 印稅 僅かに 三十 餘阅に 過ぎす、 獨逸國 に 於て はや、 

成功し 数千 部 を 賣盡す を 得て 其發 行者より 三囘に 分ち て 余輩の 許に 四百 餘圓 を送來 りし は第實 なり、 

而 して 是 れ筆砥 業の 報酬と して 余輩が 受けし 最大 額に して、 余輩 をして 感謝 措く 能 は ざら しめし 者 は 

實に此 思 掛けた き 天よりの マナに て ありき、 他に 丁 瑪國は 余聚の 英文 二 著の 丁瑪譯 に對し ニ囘の 寄^ 

を爲 したり (凡そ 金 百 圆)、 其 他芬蘭 土と 瑞 典と 和 蘭と は 一 錢  一 m を も 送ら ざり き、 和 蘭譯の 如き は 

. ^輩 は 其 成りし を 聞きし のみに て 未だ 曾て 之 を 手に せし ことなき 程な り。 

斯 かる 次第で あれば 余輩が 余輩の 雜誌幷 に 著述より 多くの 財産 を 作りたり ，この 流 雷の 全く 根據 なき 

ものである ことが IT 明る、 余輩 は 著述 { 氷 として 世間 的に 成功した る 者に あらす。 

然 らば 富める 友人の 豊かに 余 に ぎし 乎と いふに、 是れ又 決して 事實 でない、 余輩に 富める 友人 

のないで はない、 而 して 彼等が 時に 此^の 物 を 以て 余輩の 缺を補 ひし 事 は事實 である (今 諸氏の 姓名 

は單 りて 玆に 載せない〕、 彼等 は 余輩 をして 住む に 家 あらしめ、 奥まる に 場所 あらしめ た、 然 りと 雖 

も 諸氏が 有り 餘る程 多くの 物 を 余輩に 送ら ざり しこと は 諸氏の 證明 する 所で ある、 余輩が 諸氏より 要 

お. U る：： r の 物 は 友情であって、 金錢 でない、 若し 諸氏が 余輩に 與 ふるに 前者 を 以てする-ならば、 後者 

よ 余輩 i 之 を 諸 vlf の 手に 存 して 余 W は自 から 富と 貴き と を感す るので ある， 若し 余輩に 富める 灰ノ 力 

有る が 故に 余輩 は 富む と 云 ふなら ば、 其 事 は事實 である、 然し 余輩が 友人の 富 を 余輩の 乎に 受取りて、 

それに 由て 余輩 自身が 富める 者と なれり と 云 ふなら ば 其 事 は 虚偽で ある。 

然 ノ；^ E より 噔ま である、 余輩の 富貴 を 想像す る 者 は 直に 余輩に 就て 事實を 調査すべき である、 余輩 
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め 有する 土地 あり や、 余輩の 有する 證券 あり や、 余輩の 有する 家屋 は 如何、 余輩の 銀行 帳簿 は 如何、 

是れ 何人も 知らん と 欲して 容易に 知る ことの 出来る ことで ある、 余輩 は 責任 ある 人に して 余辈に 就て 

之れ を 調べん と 欲する 者 あらば、 喜んで 其 要求に 應 ぜんと 欲す。 

憐 むべ き此 世の 人 は 財を蓄 ふるより 他に 人生の 目的 ある を 知らない、 故に 彼等 は 人の 少しく 事業に 

成功す る を 見れば、 其 事業の 何たるに 關 はらす、 必す 蓄財に 於て 成功した りと 思惟す、 斯く 思惟して 

彼等 は 勿論 自己の 现想を 表. n する ので ある， 彼等 は先づ 第一 に 何よりも 財 を 欲する が 故に、 他人 も 亦 

同一 の愁 に勵 まされて 事を爲 すので あると 思惟す、 余輩 は 彼等が 他人 を揣る 其の 心 を 以て や i 彼等 

自身 を 端る ことが 出来る。 

蓄財の 事た る 我等 眞理 の傳 播と實 現と に從 事して 居る 者に 取て は 之 を 言 ふ だ にも 愧づ ベ き 事で ある 

(以弗 所 書 五 章 十二 節)、 自己に 此事 なき 人 は 他人に 就ても 此事を 語らない 答で ある、 貪楚は 淫猥 だ 

け 夫れ だけ 愧づ べき ことで ある、 之 を 事々 しく 語る 者 はクリ ス チャン でない のみなら す、 ゼン トル メ 

ン でない、 余輩 は此 事に 關し 余輩の 批評家が 少しく 己れ を 慎まれん こと を む。 

然れ ども 彼等が 若し 余 蒙に 於て 確かに 此罪 ある を認 むる とならば、 余輩 は 彼等が 公然と 彼等の 姓名 

を署し 責任 を 負 ひて 余輩 を 責められん こと を 望む、 然 らば 余輩 は 辯すべき は 辯すべし、 伏すべき は 伏 

ベ し 、 或 ひ は 叉 要 求 す ベ き は 要 求 す ベ し 、 然 る に 之 を 爲 さ す し て 名 を 匿 く し 資 任 を 避 け て 識 謗 護 害 

を 事と する が 如き、 余輩 は 之 を 日本 子の 行爲 として 認 むる 能 はざる なり。 

昔し は 使徒 バウ n、 同じ 誹謗 を 蒙り、 之に 對 して 答へ て 曰へ り 

人、 宜しく 我等 を キリストの 役者の 如く、 神の 奥義 を 司る 家宰の 如く 意 ふべ し、 此 世に 在りても 一 


人の 家宰に 求む る 所 は 其 忠信な らんこと 也、 我れ 汝 等に 審^れ 或 ひ は 人に 審判 かる" こと を 最も 

小さき 事と なす、 我 も 亦 自己 を {番 判 かす、 我れ 自ら^る に (此 事に 關し我 は) 過 ある を覺 えす、 

然れ ども 之に 由り て 我は義 とせられす、 我を容 判く 者 は 1 なり、 然れば 主の 來 らん 時まで、 時 未 

だ 至らざる 問 は {番 判す る 勿れ、 主は幽 -i" にある 隱れ たる 情 を 照らし、 心の 謀計 を顯 はさん、 其 時 

各自 神より 譽を得 ベ し 

と (哥林 多 前書 四^ 一 —五節)、 余輩 を 審判く に此 世の 批評家よりも 更に 更に 恐るべき 者が ある、 彼 

等 は余聚 を 彼に 委ね 置きて 可な り、 余 蒙に 若し 貪婪の 罰すべき あらば、 彼 はかの 恐るべき 日に 於て 媳 

ざる 火の 中に 永く 余輩 を 苦め 給 はん。 

附 さ In 

貪 焚が 若し 余輩の 特性で あるならば 余輩 は 曾て 之 を 現 はすに 善き 機 會を與 へ られ た、 余輩が 米國在 

留中 余輩 は 幾囘か 安樂の 生涯 を 送り 得る の 便宜 を 供せられ た、 然し 余輩 は 余輩の 責任の 在る 所 を 思 ひ 

て 神の 恩惠に 由て 之 を 斥けた、 殊に 余 攀が歸 朝の 途 にあり し 時に、 蓄財の 最も 善き 機會は 余輩に 供せ 

られ た、 余輩 一 日 カリ フル 一一 ャ大學 に 博士 ジ ヨルダンの 採集に 成る 魚類 標本 を參觀 して 宿に 歸る や、 

一 人の 米國 紳士の 刺 を 通じて 余輩に 面會を 求む る 者が あった、 余 IS 出て 彼に 會 すれば 彼 は n く 

余 は 今日 君が 大學に 魚類 標本 を參觀 せられし を 其監现 者より 聞き、 以て 君の 日木國 に. ffi て 水 鹿 事 

業に 關係 せらる、 を 知れり、 依て 余が 今玆に 君に 提供すべき 一 事業 あり、 そ は 他な し、 クリ ー ゾ 

ランド 氏 大統領に 選れて 民主 黨 勢力 を 得て より、 魚油 輸入税 規則の 改正 ありて、 玆に 一新 事業の 
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當米圃 に 於て 成立し 得る に 至れり、 君、 何ぞ余 等と 協同し • 日本 國に 在りて 余 等 を 代表し、 今や 

廢棄 物と 同然た る狀 態に 於て ある 其 多額の 魚油 を 買占め 之 を 余 等 米國に 在る 者に 送りて は 如何、 

然 らば 余 等 は 余 等の 特許 所有に か k る 新 製造 法に 由て 之 を 精製し、 之 を販寶 して 以て 相互に 犬に 

益す る 所 あるべし、 君 は 一 錢を投 する を 要せす、 君 は 唯 日本に 在りて 余 等の 代理人 たれば 足る 

と、 Z 力 輩 は 一目して 其 紳士の 誠實の 人な りし を 知った、 余輩 は 又米國 在留 中、 東方 グ。— スタ ー まに 

於て 魚油 製造 法 を 目撃し、 其 確かに 有利の 業なる を 知った、 若し 蓄財が 余輩の 終生の 的で ありし な 

らば 玆に此 目的 を 達する ために 千載 一 遇の 機會が 余輩に 供せられ たので ある、 然し 余 聚は斷 然之を 一 か 

けた、 余輩 は 他に 事業の 余輩に 天より 託せられし を 其 時旣に 知った からで ある， 而 して 盤 穀 以て 余輩 

の 辭意を 彼の 紳士に 傅 ふるや、 彼 は 甚だ 失望せ るの 狀を 示し、 倉皇 余 鞏を辭 し 去った、 後に て 聞けば 

同一 の 事業 は 日本に 於ても 亦 米國に 於ても 盛に 起り、 之に 從事 せし 者 は！！ からざる 利益 を牧 めたり と 

の ことで ある。 

嗚呼、 運命よ、 余輩 は 何故に 彼の 提案 を納れ ざり しぞ、 是れ 確かに 罪 惡には あら ざり し 也、 之を納 

れ、 之に 從 事し、 國 產を與 し、 自己 を 富まし、 而 して 後に； i 音の 宣 傅に 從 事したり とて 敢て遲 から ざ 

りしな り、 而已 ならす、 之に 由て 多くの 無益の 勞 苦と 配慮と を 省く を 得て、 余輩の 事業 は 如何に 敏速 

に 運ばれし よ、 幸運 を 貪婪と 解せ し は 余輩の 犬なる 誤謬に て ありき、 然れ ども 機會は 去て 役た 還らす、 

而 して 二十 二 年後の 今日、 余輩 は 依然として 奮の 余 なり。 

皆な 人 を 渡し はてん とせし ほどに 

brc  ま  ゝ 

我 身 は舊の 間々 の つぎ 橋 


故鄕と 人格 

近琪 東京の 或る 新聞記者が 余輩の 許を訪 ひ、 此 問題 を 提出して 余輩 をして 語らし め、 余輩の 談話 を 緩り て 之 

を 其 紙上に 揭 げたれば 今 兹に之 を 左に 轉載 する， 蓋し 本誌の 讀者 諸氏 も 亦 之 を 聞かん と 欲せら-る 、 こと、 思 

ふからで あ る 。 

〇 私に は 故 鄕に對 する 特^な 情緒と いふ 者 はない、 私の 長った 所 は 上 州の 高 崎で あるが、 あの 邊へ行 

つても いつも 汽車で 乘 過して 了 ふ、 私に は 故 鄉に對 するな つかしみ より は 故鄕を 離れた さびしみ の 方 

が 強いので ある。 生れた 國 ではない、 青年が 情の 動く 時代 を そこで 费し ただけ まだし も 北海道の 方に 

故鄕 らしい 情味 を感 する。 

〇 それに 主義と しても 私 は 世界 を鄕 土と する 世界の 人 だ、 特に ー國ー 鄕に 執す る 必要 を覺 えぬ。 

〇 併し さう はい ふ もの i 私に 限らす 一 般にロ 本人が 鄕 土と いふ 觀 念の 薄 いのは 必 しも 喜ぶ 可き 現象と 

はい はれぬ、 私の 近所に ゐる獨 逸人 はいつ も來て 日本人の 鄕土を 念 ふ 心の 冷淡な の を 不思議が つて ゐ 

る、 而 して 熱心に 自分の 鄕土を 語る ので ある。 

〇 これ はどうい ふ譯 であらう、 獨 逸人が 故鄕を 誇る の は 決して 山が 美しい とか 川が 淸ぃ とか 鄉 土の 自 

しょうけ い 

然に對 する 憧憬で はない ので ある、 只 祖先に ゲ ー テ とか シル レ ル とか 鄕土的 でない 世界的の 人物 を も 

つた、 其 悅びを 鄕國の 自然に 結 付けて その 一草 一木に も 直ちに 大人物の 人格の 影 を 認め、 之れ に 止み 
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難い 情 憬の念 を 寄せて ゐ るので ある。 

〇 大人物 を 生まない 故鄕 天然 はいかに 美しく とも 吾等の 心 を 惹くカ はない。 之に 反して 大人物の 追憶; 

に 伴 ふ 天然 はいかなる 荒 村 僻邑と 雖も强 く 吾等の 心を惹 く、 ダンテの 詩に 歌 はれた 故 鄉の靈 的な 惊憬ー 

は 全然 人格に 對 する 憧憬で はない 乎、 天然が 人格 を 化する ので はなく 人格が 天然 を 化する とい ふ _5 ^を 一 

忘れて はならない。  一 

〇 所で 日本に は 不幸に して 鄕 土と いふ ものに 大人 格の <d がない、 從來は 知らす 世界的 思想の 普及した 

今日で は 秀吉ゃ 信 長と いふ 様な 鄕土 的な 人物で は 到底 鄕 土と いふ 者に 靈 的な 憧憬 を 呼ぶ 力 はない、 今一 

後 はどうしても 全人 類 的の 人物の 感化で なければ 吾等の 心を繁 いで 行く 力 はない ので ある。 之 を 思 ふ 一 

と 日本人が 鄕 土に 對 して 冷淡な の も無现 はない。  一 

〇 それに は 又 故鄕の 人が 他鄕へ 出て ゐる 同鄕 尺に 對し 一 向 同情がない、 むしろ 冷酷 無情と いっても い； 

い 程な 態度 をと るの が 吾等の 心を鄕 土から 引離す 理由に もなる。 

〇 前に もい つた 様に 私 は 青年の 心の 最も 動く 時代 を 北海道に 過した から 北海道 丈に は 今 も 心に 故鄉と 

いふ 快い 感じが ある、 その 頃 私が 日夕 北海道の 天然に 親しんで 得た 靈 的の 感化 は 殆ど 私の 人格 を 作つ 一 

た、 私の 宗敎は 北海道の 森林の 中に 出来た といって もい、 位で ある。  一 

〇 北海^ を 出てから は 何處へ 行っても 一 日 も 落着いた 心に はなれぬ、 もう 東京に も 彼是 二十 年 近く 展 

るが 未だに 爱はホ ー ム ではない、 戰場 だ、 外 M にで も俘囚 になって ゐる樣 な 心 持が する。 


< ^は 東京に 居る、 市外に 居る、 市內に 居らない、 余の 家に 接して 畑が ある、 一 町 以^ に 幽らき 森が 

いなた 

ある、 森 を 越 ゆれば 稻 田の 谷が ある、 丘が ある、 小川が ある、 富士は 西に 筑波は 東に 髙く a へる。 

一時間 以內に 東京の 中央に 出る ことが 出来る、 然し 余は诚 多に 東京に 行かない、 もし 書店と 印刷所 

とが 市外に 在るならば 余が 「東京に 行く」 の 必要 は 更らに 無い ので ある、 然し 余 は 毎日 森に 入る、 m 

ある  ながれ  *ソす つ 

畑の 間を步 く、 橋の 上より 流水 を瞰 る、 富士山の 慰に 太陽の 春く を眺 むる， 余は巿 中に 近世 文明 を 賞 

する の 必要 を 感じない、 然し 毎日 靑き 天然と 接せす して は 余の 靈的 生命 を繼 ける こと は 出来ない。 

余 は 屮に 行かない、 市中に 行て 預言者 ョナの 如くに 余の ii 音 を 絶叫ばない、 然し 簡 まれた る少數 

の 靈魂は 余の 福音 を 聞かん ために 靜 かなる 余の 所に 来る、 斯くて 我等 はコ ス モスと ダ ー リャ が^く 所 

に 聖書 を 開いて 共に 語る。  ， 

文明 は ニッの 善き 物 を 産んだ、 印刷 機械と 郵便 制度と である、 是れ あるが 故に 我等 は 座して 全國と 

然り、 全世界と 相 共に 語る ことが 出来る、 余 鞏は數 で 人 を 人る に 足る の 大食 堂 を 余輩の 狭き 机の 上に 

持つ ので ある、 使徒 バウ „! の 時代に 若し 是の 二つの 利器が あったならば、 彼 は 世界的 傳道 旅行 を 試み 
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なかった であら ふ、 彼 は キリ キヤの タル ソに 32 つて 居て、 全羅馬 帝國に 彼の 福音 を 撒 またで あら ふ、 

其點に 於て 余輩 はパゥ よりも 遙 かに 幸福で ある。 _ 

東京 は 今 は 東洋の バ ビ 口 ン である、 夜々 其 空 天に 映る 瓦斯 電氣の 光はバ ビ 口 ン王 ネブカ ドネ ゼルが 

彼の 祭りし 金の 偶像の ために 夜々 燒 きし 炬火の 耀の ごとくで あ る 、 今や 諸 民 諸 族 諸 音 悉く 此所 に 集り 

來 りて 其 i 曰- 囂の聲 たる-斗に 障 はりて 不快で ある (但以 理書三 章 を 見よ)、 バ ビ 口 ン はバ ベ ル であって 

其 意味 は 「靖 亂」 である (創世記 十 一 章 九 節〕、 東洋の バビ II ンも亦 今や 諸政 諸宗 諸派の 衝突 軌 蝶に 

由て 滑亂を 極めてお る、 余輩 は 幸に バビ & ンの 外に 在りて、 其 利 を 利用す る こと ある も 其 害 を 避く る 

を 得て 感謝す る。 


續 講演 餘錄 


本篇は 第十卷 『講演 上』 卷 末の 「講^ 餘錄」 に續 き、 更に 第 十七 卷 『日記 上』 に 連るべき 

ものである —— 編者 
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加賀 の金澤 

初： 复の五 w:、 新綠 滴た る&の 頃、 天下 無 雙の兼 六 公園に 於て、 氣品髙 き 婦人が 右 乎に 愛らしき 女兒 

の 乎 を 引き、 左手に 金 装の 經文を 持して、 耽讀 しながら 徐步 する を 見た、 余 は 之 を 見て 一 百 ふた 「是れ 

が加賀 の金澤 である」 と、 余が 若し 晝家 であって 金 澤を畫 かんとす るなら ば、 余 は 多分 之を畫 いて 

「加賀 の 金澤」 と 題す るで あら ふ。 

法然 親鸞の 佛 法が 作り上げた 日本の 社會、 慕 はしく も あり、 貴く も ある、 余 は 彼 地に 行いて 泰平 を 

さんため にあら す、 刃 を 出さん 爲 めに 來れ りと 一一 一一 口 ひし ィ H スの福 昔を說 くに 禱路 した、 彼 所に 滿足 

せる 泰平なる 社會が ある、 盜賊は 稀れ である、 人 は 優長で ある、 民 は 勤勉で ある、 何 を 好んで 新宗敎 

を 輸.， 、して 彼等の 平和 を 妨げん やと 思 ふた、 若し 身の 幸； i が 人生の 最大 目的で あるならば 親 不知の 險 
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以西の 北陸 道に 基督 敎を說 くの 必要 は 更らに 無い と 思 ふ。 

やす .； - 力 

W し 乍ら、 平和と 滿 足と は 以て 人生の 最大 目的と 爲 すに 足りない、 人 は 安く 樂 しく 一生 を 送らん た 

めに 此 世に 生れ 來 つたので はない、 人生の 目的 は 向上に ある、 見えざる 或 者 を 握らん とする にある、 

神の 完 きが 如く 完く ならん とする にある、 而 して 此 目的に 逹 せんと 欲して、 奮闘 は 之 を 避けん と 欲し 

て 避く る ことが 出來 ない、 理想 は 蓮の 臺に 魔しながら にして 達し 得られな いので ある、 刃 は 我等の-駒 

つるぎ  ちり 5? よ  とこし へ ふるさと 

を 裂き、 劍は 我等の 心 を 刺して、 我等 は 塵の 浮せ より 上げられて、 永遠の 故鄕 へと 掉り 行く ので ある リ 

而 して 此更 らに大 なる iz 的に 達せん がた めに 金 澤の人 も 亦 キリ ス トの 福音 を 要する ので ある， 世界 

の 精神に 接して 亞細： =0- の 夢より 覺 めんがた めに、 我 北陸の 地 も亦ィ H ス の 血 を 以て 贈 はる、 必要が あ 

るので ある、 余 は 情と して は 彼等の 間に 余の 福 昔を說 かざらん と 欲する、 併しながら 彼等の 永遠の 幸 

福 を E 心 ふて、 余 は 彼等に も 亦 十 字 架 の 福音 を 提供す る を 禁じ 得ない。 


五ガ 十二  ：》。 別れ 0= である、 先. if.- は 朝から 歸 京の 準備 を 整 へられた， 午後 四時から 寄 舍で小 やかな 送別 會を 

催した、 先生 は舍生 一 同が 家庭的 S 結 を 作り 相愛し 相 協力して 舍の 改善に 努力す る を 希望す ると 述べられた. 祈 

禱 をした、 「また 遭 ふ： a まで」 は 欺 はれた * 車窓に 凭られた 先生 を 仰いだ 時， 貢 ひ 知れぬ 思が 胸に 迫た- 汽ポは 

たそがれ 

徐ろに 黃昏の 裡に沒 した. 御 旨に よつ て 来られた 先生 は 再び 御 32 に 依て 去られた、 今我舍 の祈禱 {-i- に 先生 自筆の 

館规 四 ケ條が 揭げて ある、 

一 、 館 S にて 禁洒 禁煙の 事 

一 ， 牟 -3^ 举起 の 事  ， 


一 . 萬事淸 潔の 事 

內村 生， 门す、 生れて 始めて 越後 以西の 北陸 道に 入り、 「越 山 合せ 得たり 能 州の 景」 を 眺め 得て 感慨に 

堪えなかった、 金澤滯 在の ra 日間 は 我家に i5 ると 同じ 感 がして、 却て 物 足らぬ やうに 思 ふた、 友人の 

親切. も い 加減が よいと 思 ふた、 親切が 餘 りに 過ぐ ると 旅行が 旅行ら しくなくなる、 乍 併、 圃 到る 

所に 眞 の：：. 姊妹を 有する 余の 至 幸 は 之を譬 ふるに 物がない ので ある。 

金澤 *!»敎 靑年會 寄宿 舍に書 遣し て來た 館規四 ケ條の 中、 「館內 に 於て 禁酒 禁煙 の 事」 と あるの は 

^^法的に规則を會員^氏の上に押附けんことを恐れたからでぁる、 然るに 余の 歸京 後、 諸氏が 自由 決 

議に， E て 館の 內外 を？ i はす 絕對に 禁酒 禁煙 を 誓 はれし を 聞き 余 は 感謝に 堪えない ので ある、 余は此 一 

,f を 諸氏に 勸 める 丈け にても 障を拂 して 金澤に 行く の惯 値が 充分に あつたの である。   
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明 石の 會 ム C 

時 は 十  一 n^: 一十 一 日、 日本晴れの 好天 一 IT 所 は 播州 明 石の 浦、 日本 第 一 の 風景の 有る 所、 前に は 淡 

路 島の-汀ぶ あり、 右に は 播磨灘 * 渺茫 として 天涯に 盡く、 左に は 茅 i„ かの 海、 須 磨の 浦は靑 松ね 砂の 半 
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島 をな して 其 中に 突出す、 畫 にも 優る の 風景で ある、 會場は 明 石 郡 立公會 堂、 關 西風の 瀟洒た る 建築、 

松林の 間に 建てられ、 小波 其 下 を 洗 ふ、 此日此所に會するs^^w十有餘名、 神戶 より、 大阪 より、 京 

せき  S 

都より、 姬路 より、 岡 山より、 山 口より、 和歌 山より、 關の 東より は 東京より、 千 葉より、 半ば は旣 

知の 友、 半ば は初對 面の 友、 然れ ども 皆な 心 を 知合 ふ 人々 なれば 初めて 相 見えて 奮き：： 儿弟姊 妹で ある、 

ャ前十 時 三十 分 開會、 萬 事 柏木 流に 進行し、 歌な し、 儀式な し、 唯 熱 禱に續 いて 一時間 半に 涉り し聖 

書 講演 ありし のみ、 約 翰 第一 書 五 章 十八— 二十 節 を 講じ、 語る 者 聽く者 同一 體 となりし 感 ありて、 講 

ひ it ろ じんじゃ  は 二 

者 は 後に 何 を 語りし 乎 を 殆んど 記憶せ ざる 程であった、 講演 終て 一同 步を人 丸 神社の 境內に 運ぶ、 明 

み お ろし  お づ 

石 町 を 眼下に 瞰下、 海峡 を 隔て k 淡路島と 相對 す、 人 丸 神社の 社 前に 到れば 講演 終へ て 後の 我心 は自 

ゆる  いど 

から 緩み、 歌心 頻りに 催しければ 歌聖-の 殿 前に 一首 を 口す さびて 彼 を 挑んだ U 

ひ  >-.- ご 、 ろ 

人 丸 や 歌 は 歌な り 人心 

主義 も 理想 もあった ものに 非す 

おこ  ひきし. M 

歌 i^: は 驚いた であらう か 怒った であらう か、 我 は 知らない、 然し 講演 終って 我が 緊縮り し 心が、 人 丸 

山の 風景に 緩みし 時に 斯く 感ぜし 事 丈け は事赏 である。 

折 詰の 辨當 の饗應 ありて 後、 山 を 下り 公會 堂に 歸り、 一 同 撮影し、 午後 二 時よ リ 再び 會合を 開いた、 

二 時間に 涉 り來會 者の 感 話と 祈禱 があった、 感話は 種々 であった が、 不平 は 一 言 もなかった、 悉く 勝 

利の_^5でぁった、 感謝の 流出であった、 聽 いて 笑った、 淚を 流した、 ァ ー メ ンと應 へた、 主ィ H スは 

我等の 中に 在した、 而 して 松 吹く 風と 岸 打つ 小波と は 我等に 善き 音樂を 供した、 最後に 創世記 六 章の 

ノアの 洪水の 講話が あった、 而 して 是れで 一先 づ會 を閉ぢ た、 時に タ 海に 沒 して、 西； 大は 茜色に 色 


どら  あ ふぎ と い お ふ  はん 

彩れ、 得 も 言 はれぬ 風景であった、 屋 島が 浦に 那須 の與 一宗 高が 扇の 的 を 射 落した 晚も 斯く靜 かに 义 

美く しくあった らうと 思 ふた。 

ぜん なら 

來會 者の 半ば は 此時辭 し 去った、 而 して 半ば は 止て 第三 囘の會 合 を 開いた、 三十 餘名膳 を 併べ てタ 

釵を 共に した、 朝の 研究 會、 午後の 感話會 に 次いで 是れは 哄笑 會 であった、 中に も I 氏の 如き は來會 

者 中 最舊の 友で あり、 多くの 懷舊談 を 提出して、 我等の 横隔膜 を轉 倒せし めた、 多く 愛する 者 は 多く 

笑 ふ、 此夕 我等の 聲は 海岸 を 隔て. -對 岸の 淡路島の 漁夫の 家にまで 逹 したと 思 ふ。 

夜 九 時に 至て き は 全く 終った、 き 場 を ar つれば 恰 かも 滿 月の 前夜、 空に ー點の 雲な く、 歌に 名高き 

明 石の 浦の 明月であった、 會 合の 成功 を 感謝しながら 友と 共に 堤 上 を 歩. めば、 秋 月 r 冴へ 渡り、 金波 遠 

く 動いて 此 世ながら. の樂 園であった、 

_ 一と  は  .ui ひろ 

一一 一一 口 の 葉の 珠拾 はぐ や 秋の 夜の 

月に 明 石の 浦づた ひして 

と 蓮 月の 歌 を 繰 返へ さ f る を 得なかった、 感謝、 感謝、 此 所に 一 日の 天國. を 味 ふた、 朝の 十 時より 夜 

の 九 時まで、 時 問 は實に 短く あった、 叉 惜しく あった。 
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数寄屋 撟敎會 の 半日 

過る 四月 三 R 東京 數寄屋 橋 敎會に 於て 其 創立 四十 年 記念 祝會が 開かれた、 同 敎會は 曰 本に 於け る少數 の獨. 1U: 敎會 

の 一 であって 其 創立者たり 現に 牧師た る 田 村 直 臣氏は 内 村 先生の 舊き 友人で ある、 か k る緣 故より して 當 日の プ 口 

グラム 中には 先生の 名 も亦揭 げられ た、 式 は 型の 如く 進行 じた、 田 村 氏の 演說は 氏と 同敎會 との 關係 にっき 聽 者の 

同情 尊敬 を惹 くに 足る ものが あった、 やがて 東都 牧界の 先進 星 野 光多 君 は 祝詞 を 述べ んが爲 め 壇に 立 たれた、 君 は 

新種 記 今 心 會に對 する 希望 を披應 すると 共に 話頭 一 轉敎會 の 性質 を 論じて 無敎會 主義の 非難に 及んだ、 星 野^の 演説 

に 次ぎた る は 聖公會 神學院 教授 河 合堯三 君であった、 君 も亦敎 會に關 する 所兑を 述べて 結ぶ に 同敎會 後繼者 養成の 

必要 を 以てせられた (此 問題に 就て は 前 辯 者 も 一言す る 所があった)、 最後に 順番 は 先生に 廻て 来た、 衆 M は 期せ 

ずして 一 人に 集った、 フロク コ ー トに 偉大なる 體輾を 包みし 姿 は徐々 として 壇上に 現 はれた、 先生 は 開口 先 づ敎會 

との 的關 係に 就て 述べられた > 

所謂 敎會の 不必要 を唱 ふる 余が 今日 此處に 立つ は 奇異の 感 ある も 余と 敎會と は 世人の 思 ふ 如くに 

冷 かなる もので はない、 嘗て 余の 雜 誌に 雨 今 敎會の 講壇に 立た すと 廣吿 したる 其 翌日 友人 廿水 牧師 

の 夫人 永眠の 報に 接し 廣吿に 背き 往 いて 話を爲 すの 已むを 得ざる に 至った、 其 時 或 牧師 は 之を以 


て 余を責 むる 事な く 「愛の 矛盾な り」 との 語 を 以て 余 を 慰めて くれた、 又 現に 昨 n 隣縣 某所に て； 

余の 雑誌 讀者會 を 開かん としたる に 町中 適 當の會 場 を 求む る を 得す、 遂に 其 地の 一 牧師の 好意に 一 

より 敎會を 借用して 終日 溫き集 を 綾く る ことが 出来た、 凡て. か、 る 場合に は敎會 なる ものが 余の： 

念頭より 消えて 唯 愛の 兄弟の みとなる ので ある、 今日 兹に 出席した る も 亦 田 村 君の 友誼 に强 ひら 一 

れ たるに 過ぎない  J 

と、 かくて 聽衆 は先づ 快感に うたれ た、 先生 は 更に 歩 を 進め 數寄屋 橋敎會 卽 田 村 君 なれば 同 君の 人格 事業に 對す： 

る 余の 同情 を 以て 今日の 祝詞と なすべし とて 凡そ 三 筒の 問題に つき 論ぜられた、 其 第 一 は 日本に 於け る 獨 立の 基督 

0  0  0  0 

敎の 必要で ある， 

基督 敎 素より 匪に よりて 異なる 謂れ はない けれども 外國 敎師 に顿て 扶植 せられし {ー： 小敎が 自然 に" 

一 

獨 立の 精神 を 失 ひ 恰も 宣敎 師の懷 中 物の 如き ものと なる は 事 實の證 する 所で ある、 我等 はか、 る 1 

恥づ ベ き 基督 敎を 後世 に傳 ふる 事は斷 じて 出来な い、 神より 直接 日本人に 與 へられた る 純 乎た る〉 

0OOCO0OOCOCC 

基督 敎を 樹立せ ねばならぬ、  ； 

とて アル プ ス 以南 は 伊太利 人 をして 處置 せしめよ と 叫びし サボ ナロ， 'ラ や、 li 逸 魂に 燃えた るル ー テル 等 を 擧げて 一 

愛 國的熱 辯 を 揮 は れし 時には さなが ら 預言者 を 見る が 如く 聽衆は 日本人と しての 特別の 理想と 恩寵と に神往 せざる 

を 得なかった、 而 して 田 村 氏は旣 に 同敎會 の 經濟的 lg 立を完 うす るの みなら ず 今 や 讚美歌 の 如き 迄飜譯 に 代 ふるに _ 

0 本人 獨創 の もの を 以てせん と 企てられつ k ある さう である。 其 第二 は敎會 より の 迫害 は 人 を 殺さ ざ るの みならず 

却て 益々 主に 近づけし むる とい ふ 事で ある、 田 村 氏 は 嘗て 所謂 花嫁 事件に 於て 敎會 より 烈しき 攻擊を 受け 遂に 其 敎.， 

職 を 菊 はれた ろ 苦き 經驗を 有する 人で ある、 先生の 同情 特別に 深き は 故 ありと いふべ しで ある、 
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池の 端に 戲れる 小 兒が石 を 取て 水中の 蛙に 投 する、 擊っ者 は 面白半分 である、 然し 擊 たる、 おに 

取りて は 死ぬ か活 くるの 問題で ある、 彼 は 心の 深き 處に 痛み を感 する、 何處 かで 癒されねば たら 

ぬ、 故に 或 者に 縫り 付く ので ある、 而 して 彼に 慰められて 傷 はすつ かり 癒され 力 は 益々 加 はるの 

厶 <3<3<3A  ニ厶厶 <"△△< 厶厶厶 <!△<"△△  厶厶厶 厶厶厶 

である、 監督- 长老 牧師 宜敎師 等より 擊 たる k は 何でもない、 全世界が 反對 しても 何でもない、 

と、 其の 語氣は 今や 最高 調に 達して 孤獨の 恩寵、 苦痛の 福音 鼓に 敎會 の無權 咸は聽 者の 胸に 彫りつ けられた。 其 第 

三 は 田 村 氏に 對 する 誤解の 辯證 である、 

人 動もすれば 君が 裏面に 於て 外人の 援助 を 受けつ k ありと 流布す る も 余 は 全然 之 を 信じない、 

と 語りて 談偶々 宜敎師 に 及ぶ 時 は 慨然 憤然 傍 人な きが 如くで ある、 而も 此の 如き もの 決して 兩 

三囘の 事で はない、 十 年の 久しき 未だ 嘗て 變ら ない、  <； -は此 一事に 由ても 世の 風說の 虚妄なる を 

知る、 又 君 は 時として 餘 りに 狭き 正統 說を 奉す るとの 非難 を受 くる も 之 亦 虞 でない、 余 は 屢々^ 

と 貪 を 共に し 縦横 快談を 試みる も 話題 一 度 或 者に 移る とき は 忽ち ナイフ、 フヲ ー クは兩 者の 手よ 

り 落ちて 玆に內 心の 最も 深き 聲を 吐露す る、 其 時 余 は 常に 君の 信仰の 決して 偏狭なる ものに 非 ざ 

る 事 を：^ た、 

と 、 溫き 友情 はか- -る 詩的 描寫 と 相 侯ち て 聽者を して 恍然醉 はしめ ずん ば やまなかった、 最後に 先生 は 前， 記 後繼者 

間 題に つき 一 言せられ た、 

キリス トの爲 の 事業で あるならば 後 糠 者に 就て 憂 ふるに 及ばない、 彼 必す之 を 適當に 作り 給 ふの 

である、 嘗て 哲學 者へ ー ゲルに 對し或 人 其 弟子 中より 後繼 者た るべき 人 を 物色して 尋ねた 事が あ 

つた、 彼です か、 否、 此で すか、 否、 然ら ばき つと かの 青年で せう、 然り彼 は 余の 半分 文 を M し 


て 3i5 るに 過ぎす と、 實に眞 正の 後 繼者は 多分 未知 未見の 人の 屮に 起る ので あらう、 

と、 後繼者 如何、 是れ 全然 世俗の 考 である、 敎會を 化石たら しむる の 病根 は 此邊に 在る、 先生の 此 一晴 示 は 敎會の 

創立 記念 會に 於け る 注意 として 曰 も 相 應き者 であった、 實に 先生の 此 曰のお 話 は 信仰の 熱 火に 燃えて 居た、 其 内容 

は 先生 燭特の 壇場た る 深き 眞理 であった、 其 辯 論 は 火山の 破裂に 似た る 熱烈 に 加 ふるに 溪 水の 流る & が 如き 自然 的 

の 趣 を 以てした、 聽者は 今日の 牧會 者の 思想 事業と 先生の それとの 間に 著しき 對照を 示號れ て歸途 につ いん 一。 (聽 

衆の 一 人 記す) 

編者，： n す、 此稿 勿論 內村 最属の 一人の 筆に 成りし 者、 讀者は その 心して 之を讀 まれた し。 

京都の 會 合 

やま ひめ  きり と -fi り かく 

山姬は 霧の 帳に 隱 れゐて 

紅葉の 袖 や ほのめか すらん 

余輩 は 蓮月尼の 此 歌に 現 はれた る 期待 を 以て 十一 日卽ち 土曜日の 朝 京都に 着いた、 而 して 余輩の 期 

待に 違 はすして 霧 は 三十 六峯を 包み 紅葉 は 其 間に ほの 見えた、 翌 十一 一日の 安息日 は 日本晴れの 好天 氣、 

今年 最終の 日和であった、 遠近より 會 せし 兄弟 姊妹 五十 餘名、 此 所に も亦溫 かき 靈的 家族 を發 見した 

ので ある、 朝 は 約 翰 第一 書 三 章 一— 三 節の 講義、 午後 は {豕 族の 懇話 會、 夜は會 食會、 實に 終日の 黄金 

口であった、 若し 不足 を 言 ふなら ば 自分の 講義の 不満足な りし 事であった、 其 他 は 凡が 滿足、 凡が 感 
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謝であった、 十三 日 は 獨り近 江の 石山 寺 を 訪ひ紫 式部の 源氏の 間に 秋 月の 淸き を^び、 歸途は 小蒸产 

にて 湖水 を 渡り、 ひ 比 k と" i& との 雄姿に 親しみ、 夜 は 叉 京都に 加 拉太書 五 章 五節の 講義 を 試みた、 十 

日 は 嵐 山に 友に 導かれ、 十五 日 は舊友 二人と 共に 宇治 郡 日 野の 山奥に 鴨 長 明の 方丈の 故 蹑を訪 ふた、 

余が 若し キリスト を 信ぜす して 彼れ 長 明の 如くに 彌陀に 観み しなら ば 氽も亦 今頃 は^を 避け 山に 隱ォ 

て 詩歌 琴 絃に靜 かなる 日 を 送った であらう、 余 は 友人の 舊魔 を訪 ふの 心 を 以て 儒^ 松 苗が 建し と 云 ふ 

方丈 石の 側に 立った、 十六 日 は 終日 友人 を訪 ひ、 夜叉 第三 同の 講義 を 試 あみ、 十七 日朝 多くの 女人に 祝 

福され ながら 感謝の 歸途に 就いた、 嵐 山、 上 加 茂の 紅葉 は。 唐紅の 如く. 化 g くあった"， 炔^; ^乍ら キリス 

トに 在る 兄弟 姊妹 等の 愛 は 其れよりも 猶ほ 紅く あった、 古き 日 野 山の 詩人と 石山の 女 詩人と は 慕お し 

くあった、 然し 乍ら ぎ； J 「在る 信仰の 兄弟 姊妹は それよりも 猶ほ慕 はしく ある、 キリスト を 信す る 我等 

は 理想 を 今人に 求めて 古人に 求めない、 最も 親しき 友 は 歌の 友で はない、 信仰の 兄弟 姊妹 である、 余 

輩に 取りて は 京都 は 其 歷史の 故 を 以て 貴くない、 其の 現今 ある 所の 愛 を 以て 働く 所の^ 仰の 故 を 以て 

貴く ある、 而 して 斯 かる 信仰 を 余輩 は 現今の 京都に 於て 見た ので ある。 
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湖 哔の會 合に 就て 

〇 四月 卄ー 一日 謝訪 湖畔に 於け る 本誌 讀 者の x% 合は樂 しき 集合であった、 時恰 かも 春 は 南 信の 天地に 臨 

み、 春の 日 は 琥珀の 光 を 放ちて 湖面に 輝き、 梅と 桃と 櫻と は 同時に 開きて 一年に 二度と はない 天氣で 

•r.  -r やま  ^  V. 

あった、 裏山に 登りて 四方 を眺 むれば 服 下に 鵞 湖の 千歳の 水を湛 ふる あり、 曰 本 アルプス は遙に 西方 

に 連なり、 甲斐の 駒 ケ嶽は 東南に、 八 ケ嶽は 東北に、 春 まだ 寒く 雪の 肩掛を 掛けて 聳えた、 此 所に 立 

ちて. €1 行 法師の 慰藉の 一 首 を 誦す、 快 極り なしであった、 

春 を 待つ 諷訪の 渡り も ある もの を 

い つ を 限りに 解けぬ つら さぞ 

〇 余輩の 招きに 應じ 湖畔に 會 せし 者 はすべ て g: 十四 名、 遠き は 伊那より、 穗 高より、 甲」 肘より、 又芬 

蘭 土より 遣られし 宜敎師 の 此會合 を 助けら る \ あり、 我等 は單 純なる 福 昔 を 語った、 ィ H スの 義を述 

ベた、 是は 基督 敎の 大乘 なりと 一 人の 兄弟 は霄 つた、 是は < 水が 故國に 於て 聞きし； i 苦で ある、 之を此 

所に 日本の 兄弟の 口より 聞いて 感謝す と芬蘭 土の 兄弟 は 祈った、 我等 は敎會 論を鬪 はさなかった、 ィ 

ェ スの 靈に充 たされて 鬪 はすの 氣に 成り 得なかった、 單ー なる 心 を 以て 彼の 前に 出て 信者 はすべ て 一 

體 ならざる を 得ない。 

〇 此會 合に 於て 余 は 一 一十 六 年 前、 東京 本 鄕東竹 町の 會 堂に 於て 余が 知らす 識ら すの 間に 播 きし 種の 生 

長して 實を 結びつ V ある を 見た， 又 十七 年 前に 角害獨 立女學 校に 於て 語りし 言辭の 善き 行爲 となりて 

多くの 人を惠 みつ & ある を 知った、 赏に 天上の 會 合に 於ても 斯く あるで あらう と m 心 ふた、 播 くべ き 者 
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は； i 昔の 種で ある、 我等 は 何處で 如何にして 其の 生長つ か を 知らないから である. 世に は 政府の 官吏. 

叉は會 社の 役員た らんこと を 希 ふ 者 許 多 ありと 雖も キリ ス トの 僕と なりて 福音の 宜傳に 身 を 委ねん と 

欲する 者は齡 い、 新る 人々 は 官^たり 役員た るの 安全 を 知りて、 一 i 昔士 たるの 幸福 を 知らないの であ 

る、 一 人の 靈魂を 救 ふ を 得たり との 同 顧 は 人 をして 其 死の" に 就く 時に 無限の 平安 を覺 えしむ るので 

ある。 

今年の 夏 

〇 ケ年 の 夏 は 稀れ に 見る 暑い 夏で あつ た、 然し 幸に して I 氣に 負け る ことなくし て 秋を迎 ふること を 

5^ て 神に 感謝す る、 今年 は 避 暴を爲 さなかった、 家に 在りて 多少の 仕事 を爲 した、 友人の 內に 病人 多 

くして 多少 彼等 を 慰む る ことが 出来た、 二人の 死者が あった、 其 一人の 葬式 を 司 どった、 實に 家に 在 

て 善くあった、 暴 を 山 か 海 かに 避く る は 快く あるが 衆人と 共に 暴に 苦しむ は 更らに 快く ある、 我 主 は 

曰 ひ 給 ふた 「我 を 遣 はし X 者の 旨に 隨ひ其 業 を 成しぎ る は是れ 我が 糧 なり」 と (約 翰 傳四章 三 四 節)、 

衆， < と 苦熱 を 共に する こと 是れ 我が 避暑な りと 云 ふこと が 出来る、 基督 信者に 取りて 不愉快 なること 

とて 我れ 獨り樂 んで他 は 悉く 苦しむ ことで ある、 衆と 共に 樂んで こそ 眞の樂 みは あるので ある、 其點 

より 考 へ て 今年の： 复は 余に 取り 最も 滿 足なる であった、 苦熱 も 之 を 同胞と 共に 感受 すれば 苦しくな 

くなる ので ある。 


〇 御殿場 東 山莊に 於け る 家庭 w 藥會は 七 八 分の 成功であった、 伍し 之に 我が 休養 を 得ん と 欲せし 期待 

は.^ 泡に 歸 した、. 何しろ 四十 餘 人の 老若男女の 家長と 成った ので あれば 一 通りの 苦心ではなかった、 

假令 一 週 問たり とも 彼等の 靈 魂と 肉 體 との 安全 を 託された る ことで あれば 其 責任た る や 頗る 重大で あ 

^. 斯る 時に 方て <.s 在米 時代の C 痴院 奉公の 利益 を 感ぜざる を 得ない ので ある、 か やき^ 

一 は 便： の淸 潔に ありとの 先師 ドクトル • ケル リンの 敎訓 は斯る 時に 方て 其大眞 理を發 揮す るので あ 

る、 先づ 便所 を淸 潔に せよ、 然 らば 他は自 から 淸 潔なる べしで ある、 靈 魂の 先生で あれば とて 肉體の 

事 を 怠る こと は 出来ない、 殊に 家族の 內に數 人の 小兒 と嬰兒 とがあった ので ある、 彼等が 1^1 一 1^ に 罹ら 

ざらん 事 は家畏 の 最大 の 注意 を 要する ことで ある、 而 して 我等の 注意 空しから すして 我等の. へ し數 

稀 の 藥品 が 之 を 用ゐる 機會 なくして 全部 其 儘 之 を 持歸る ことの 出来し は 實に大 なる 感謝 であった。 

〇 余 は W 變會 の 家お として 余の 助 者な る 坂 田 佑 君と 共に 最後 ま で殘 つた、 余が 若し モ ー セ で あつたな 

らば 坂 田お はョ 、ン ユアであった、 余 等 は 最後の 婦人と 小兒 とが 會場を 去る を 見届けて 然る 後に 退去し 

た、 而 して 彼等 は 御殿場 驛 より 汽車に 乘 じて 歸り、 余 等 は 徒歩 箱 根 山道 を 超へ て 歸途に 就いた、 途上 

長 尾 峠より 富+を 眺めし も 雲に 掩 はれて 見えす 唯 蘆の 湖の 鏡の 如くに 初秋の 日光 を 反射す る を 見て 喜 

んだ、 一 一ん は， 个ゃ 責任 其 肩より 落ちて 山の 小 鹿の 如き 自由の 身であった、 純 福 昔と 心理 學とー 一重 人格 

と 催眠術と に 就て 語りながら 仙 石 原 を 通過した、 底 倉に ^浴し、 晝食 をした. >1 め、 國府 律より 汽車 を 

取りて 夜 十 時 家に 歸れば 家族の 者 は旣に 旅装 を 解き 家 を %; へて 余の 歸りを 待って 居った。 

〇 團變會 の 疲勞を 全く 除く ために 栃木 縣の敎 友に 招かれて 三日 問 彼 地の 山氣 に觸れ た、 而 して 疲勞は 

全 外；！^ 除かれて. 冢に歸 れば要 事 は 山の 如くに 余 を 待って 居った、 余の 佳稱は 彼女の 母 の 病 を 看, る ベ 
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く；？，" の 不在 中に 京都へ 行いた、 斯くて 又 秋の 仕事が 始まった。  一 


大正 七 年 二 九 一八 年) 

多忙な りし 三月 

〇 去る 三月 は近來 になき 多忙の 月であった、 三日 卽ち 第一 日曜日に は 午後 七 時より 祌田 靑年會 館に 於 

て 聖書 豫言的 研究 第三 间 演說會 を 開いた、 聽衆千 三百 餘名、 偸 快なる 會 合であった、 木 村淸松 君司會 

し、 藤井武 1!; 「人の子 及び 王と しての キリスト」 なる 題目の 下に 講じ、 余 は 「*1 界の 平和 は 如何にし 

て 来る 乎」 に 就て 演じた、 戰 (せに 非す 外交に 非す キリストの- 冉來に 由て 來 ると 結論した、 ：M じて 後に 

心が 淸々 とした。 

〇同九日午前八時半中田重治君と共に大阪に^1:て東京驛を發した、 静 岡に 於て 木 村^の 我等の 仲間に 

加 はる あり て^だ 賑 かなる 汽車 旅行であった、 午後 八 時半 大阪驛 に 着し、 赤穗 義士の 如くに 三人^れ 

て备 自其迎 へらる、. に 宿した、 余の 迎 へられし は 永廣堂 本店 今 井 氏であった、 是は 大阪に 於け る 余 

の 常 の 本陣で ある、 新 主人 は舊 主人の 精神 を享 けて 今 は 余の 堅き 信仰の 友で ある、 此 家に 日 問 余 

は 其 家庭の 人と なった" 

〇 十日、 日曜， 午前 十 時より 大 阪天滿 基督 敎會に 於て 說敎 した、 來聽者 ra 百餘 名、 题は 「信仰の 三階 


段」、 羅馬書 八^ 卄九、 三十 兩 節の 研究 的說敎 であった、 召され、 義 とせられ、 榮を賜 はると、 午後 

の 演說の 序 首であった。 

〇 同 口 午後 一 一時より 同 敎會に 於て 中 田、 木村の兩l^^;と共に聖書豫言的硏究演說を爲した、 来^者 六 百 

餘名、 殆 んど滿 堂の 盛會 であった、 余 は 叉 年長 役と して 殿 を 務めた、 題 は 「キリスト-将来の 欲求」、 

羅馬書 八 章 十 ra 節以 F 二十 三 節までの 研究 的 演說で あった、 信 ま は 其 信仰 の 報 賞と して 改造され たる 

宇宙 を 賜 はるとの 提唱であった、 大阪の 兄弟に 對 して は 少しく 不 向の 議論で あつたと 3 心 ふ、 然し 余自 

身に 取りて 之よりも 大 なる 問題 はない、 へ 永 は 彼等に 余の 最善 を 供した ので ある。 

〇 一 日 ニ囘の 說敎演 說を爲 して ガッ カリと 疲勞 た、 翌十 一日 は 僅に 半人前の 人 問であった、 故に 大阪 

に留ら すして だ 机 巡りと 出掛けた、 法隆 寺を訪 ふた、 丹 波 市に 天理 敎 本山 を 見舞 ふた、 基督 敎の 俾 

いんえん 

者が 曰 本佛敎 濫觴の 地と 新 神道 發祥の 場所と を訪 ふたので ある、 實に 奇異なる 因緣 である， 興味 多き 

一日の 巡遊であった。 

0 十一 一日 午後 一 一時より 天 滿敎會 に 於て 在大阪 基督 W 來 信者の 祈禱 親睦 會を 開いた、 會 する 者 TO: 十餘 名、 

小な りと 雖も恩 惠に充 ちた る會 合であった、 我等 は玆に 「日本 基督 敎 希望 圑」 なる 者 を 作る こと を發 

表して 會衆 一同の 贊同を 得た、 大阪の 兄弟 等 は 五名の 委員 を 設けて 大阪 支部 設立に 着手 せられた * 感 

謝、 感謝。 

〇 十三 日 午前 大阪 を辭 して 京都に 向 ふた、 舊友 便利 堂 主人に 迎 へられて 其 客と なった、 午後 七 時より 

三條 通り 基督 敎靑 年會 館に 於て 兩氏 と共に 演說會 を 開いた、 會衆干 一 一 百、 ラッパ とピ ヤノと に 合 はし 

て祌を 讚美して 後に 演說に 移った、 三人 精神 を盡 して 演じた、 余の 題 は 「世界の 最大 問題」、 最大 人 
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物の 出現に 外なら ない、 而 して 最大 人物 はィ H スキ リストに 外なら ない と 云 ふので あった、 心地 快き 

會 合であった、 三十 六峯 悉く 我等に 贄 成した やうに 感ぜられた。 

〇 十 SI 日、 晝は 京都に 留まり 要 事を辨 じ、 夜 九 時 中 田 君と 同車して 歸途に 就いた、 ^朝 柏木に 歸 りて 

凱歌 を 揚げた、 ハレルヤ、 是れで 三府の 運動が 終った、 二三 日 休みながら 讀 書に 耽けった、 ベリ ー 氏 

著 「自由 思想 發達 史」 を讀 始めた、 中々 面，：： い、 さう する 中に 原稿 日が 來た、 書籍 を 投じて 筆 を 取つ 

た、 書く 丈け 書いた、 此 次ぎ は神戶 だ。 

〇 廿 九日 獨り 東京 を發 した、 沿道 樱桃 の眞 盛り、 平家物語の 海道 下り を讀 みながら 西 下した、 夜 九 時 

神戶 着、 神 戶女學 校に 泊った、 翌卅日 其 卒業式に 臨み 腓立比 書 四 章 八 節に 就て 述べ. た 〇 卅 一日 復活祭 

日に 神戶靑 年會に 於て 基督の 復活と W 來に 就て 演說 した、 會衆千 五 百、 滿堂總 起立して 余の 信仰に 赞 

成 を 表せられた、 夜 本誌 讀 者の 親睦 晚餐會 を 開いた、 門 司、 鳥 取、 岡 山 等より 態々 出席せ し 者 あり、 

熱心に 溢る &會 合であった、 本誌 讀者は 再臨 運動の 中堅と なりて 鬪ふ であらう と 誓 ふた、 四月 二日 朝 

歸家、 一：： 日の 東京 搏臨 信者 親睦 食に 出席した。 

花の M 月 

〇 二日 朝神戶 より 歸 つた、 凱旋した と 云 ふても 宜 からう、 彼 地に 於け る 復活 再臨 演說會 はどう 見ても 

大盛會 であった、 殊に 其 夜の 讀者 親睦 晚餐會 と 云 ふたら 「我れ 未だ 曾て 斯 かる 會 合に 臨みし 事な し」 


と 云 ふ 底の 者であった、 來會 者の 五分 演說は 後から 後へ と盡 くる 所がなかった、 孰 も 皆な 感謝と 歡 一!3!c 

とであった、 「聖書 的 信仰に 還らん、 始めて 基督教の 何たる 乎 を 知れり」 と 云 ふの 類であった、 九 時 

半閉會 を 宣 して 何人も 解散 を 惜んで 止まなかった、 關 西の 地に 善き 單 純なる 福音 的 信仰が あ る 、 其點 

に 於て 關東 は關 西に 及ばない やうに 見える、 基督 敎は 素々 平民の 信仰で ある、 特に 平信徒に 出て 維持 

せらるべき 信仰で ある、 故 に 信仰 の 事に 於て 關東人 の理筒 ぼい の は 關西人 の 實際 的な るに 及ばない の 

である、 關東覺 むべ し、 關西奮 進すべし である。 

〇 三日 市外 大山 園に 於て W 臨 信者の 郊外 親睦 會が 開かれた、 花 はま だ 少し 早かった が麗 かなる 良き 春 

の 日であった、 會す. る 者 五百餘 名、 パゥ C1 の 所謂 「肉に 循れる 智慧 ある 者 多から す、 權能 ある 者 多 か 

らす、 貴き 者 多から ざる 也」 であった、 勒 任官 は 其 中に 一 人 も 居なかった、 其れ故に 誠に 惠 まれた る 

會 合であった、 余は斯 かる 人々 と 行動 を 共に する ので あると 知て 實に クリスチャン らしく 感じた、 敎 

き 堂に 化粧 窒を備 へざる を 得な いやうな る 人々 と 余 は 信仰 の 道 を迪り たく 無 い、 キリストの 挥臨を 待 

む 者は此 ゆに 於て は 枕す る 所 だに 無き 者で ある。 

〇 七日 第一 一次 第 一 囘苒臨 問題 研究 演說會 を 神 田 三 崎町バ プチ ス ト 中央 會 堂に 於て 開いた、 來會者 五 百 

五十 餘 名と：^。 せられた、 靑年會 館に 於け る 千 名 以上に 比べて 少しく 寂寞く 感じた、 然し 恩寵 溢る k 會 

合であった、 新 歸朝者 平 出慶ー lis の 1$ 臨 辯 護 は實に 立派なる 者であった、 余 は 此際此 辯士を 神が 我等 

に 與へ給 ひし を 感謝した、 余 自身 は 神戶に 於て 述べし と 同じ 「基督の 復活と 再臨」 に 就て 演じた。 

〇 十二 日 橫濱に 行き 米國 聖書 會 社に 於て 聖書 販賨 人の 一 圑に對 し、 聖書の 貴き 事と 之 を 扱 ふに 普通の 

K 品 を 以てすべ からざる 事と に 就て 自分の 實驗 に照らして 語った、 聖書 寶りは 傳道師 の 一 種で ある、 
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故に 其 一 擧 一 動 聖書 的なら ざるべ からすと 述べた、 歸途 電車 中に 同 會社副 支配人 ァ ウレ ル 氏と 落 合 ひ 

g^J 曰と 再臨 信仰に 就 て 語り 甚だ 樂 しく 且 つ 有益であった。 ， 

〇 十四日、 第二 囘放說 會を三 崎 町に 開いた、 前 囘に擾 さるの 盛會 であった、 來聽者 六 百 乃至 七 百 名、 

余 は 三井芳 太郞、 車 田 秋 次の 二君と 共に 演壇に 立った、 三 井 君が 主の 再臨 を 信す るの 結果、 終に 組合 

敎會と 離れざる を 得ざる に 至りし こと を 述べし 時に 全會 衆の 同情 は 君に 向って 注がれた。 

〇 二十 一日 第三 囘演 說會を 同所に？ 1 いた、 ァ ウレ ル 君の W 臨 信仰の 證明 あり、 坂 田祐君 「再臨の 信仰 

と實踐 道德」 に 就て 述べ、 余 は 「約 翰 傅に 於け る 基督の w 臨」 に 就て 演じた.' 此日 來會者 堂に 滿ち七 

百 名 乃至 八 百 名と 註せられ た、 囘を 重ぬ るも聽 衆の 興味 は 少しも 衰 へない やうに 見える、 此日 余は蓄 

音 器 を 用ゐハ ン、 デル 作 「メ シャ」 中の 三 節 を奏ぜ しめて 余の 前囘の 講演 を 補 はんとした * 然るに 器 機 

の 小なる が爲 に其發 する 昔の 甚だ 振 は ざり し を 遺憾に 思 ふた。 

〇 二十 八 口 八重 樱も旣 に 散り 始めて 春 旣に闌 なる 安息日であった、 第 TO: 囘の 講演 會を 開いた、 聽衆は 

前 よりも 多かった、 石 川鐵雄 君と 共に 講壇に 登り 「天然 的 現象と して 見た る 基督の W 臨」 と 題し 春 

らしき 問題に 就て 述 ベ た、 非科學 的な りと 誹らる & 時に 方り 少しく 天然 科學 の 方面より 此 問題に 就て 

述 ぶる を Si! し は 犬なる 感謝と 滿足 とであった。 

〇 玆に大 感謝 を 以て 花の 四月 を 終る、 杜鵑 花の 五月 も 亦 恩 惑の 月で あると 思 ふ、 五：^ 廿六 n に は橫濱 

市 基督 敎靑 年會 館に 於て 演說 する 害で ある、 遠近 誌 友 諸君の 祈 禱と來 聽 と を 願 ふ、 近頃 は 筆 も 多忙な 

れば舌 も 多忙で ある、 榮 光た^ 彼に のみ あれ。 

〇 五月 三日 K 日 柏木の ー圑 H マオ 會 (帝 大 出身 法 學士を 以て 組織 せらる) 會 員の 信仰 發表演 說會が 本 


鄕大學 靑年會 館 に 於て 開かれた。 

杜鵠 花の 五 月 

〇 杜鵾 花の 五月 も 亦 前 月 同様 多端の 月であった、 其 五 B  (第一 日曜) に は 三 崎町バ プチ スト， き 館に 於- 

て 第五 囘  講  演會が 開かれ、  < ^は 「基督！ W 臨の 證明 者と しての ユダヤ人」 に 就て 述べる 所があった、 一 

會.. 衣 七百餘 名、 是亦快 心の 會 合であった 〇 十二 日 (第二  R 曜) 第六囘 講演 會を 同所に 開き、 中 田 重 治 一 

君と 壞ーを 共に し、 余 は 「聖書の 預言と パレスチナの 恢復」 に 就て 語った， 來會者 堂に 滿ち、 說者聽 者！ 

の 熟 心 は 高潮し 來て 此日其 頂上に 達した と 云 ふ て 可 ら う。  _ 

〇 卜 七 n 夜 祌戶に 向て 出 立した、 是れ 余に 取り 今年に 入りて より 第三 囘の關 西 行きであった、 旅行 娥ー 

ひの 余に 取り 著る しき 事で ある、 翌十 八日 (土曜) 午後 七 時より 祌戶 基督 敎靑 年會に 於て 同 5^ に 於け 一 

る 第二 囘 再臨 問題 研究 演說會 を 問いた、 來き者 九百餘 名、 第一 囘に 多く 劣らざる 會 合であった、 大阪ー 

より 余の 舊き 信仰の 友に して 聖公會 に 敎職を 執らる.^ 藤本 壽作君 来りて 援助 を與 へらる、 神戶 在住 突 一 

國. 冗敎師 ウィルクス 氏此 夜来て 又 我等 を 助けら る、 余 は 余が 再臨の 信仰 を 懐く に 至りし 理由、 搏臨 ii: 

題是 れ 架 書 問題 なる を 述べ 大に聽 衆に 訴 ふる 所があった。 

〇 十九 日 (第三 日曜)、 午後 二 時より 大阪天 滿敎會 に 於て 同一 の 研究 會を 開いた、 來會者 六百餘 名、 ； 

平出麼ー^«、 藤本 ■ 作 君と 高 壇 を 共に し 余 は 「再臨の 光 を 以て 見た る 山上の垂訓」 に 就て 述べた、 殊 
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に 再臨 信者 の 祈禱と しての 主の 祈禱の 解釋を 試みた、 兄弟 姊妹中 新ら しき 光に 接したり と 云 ひて 喜ん 

で „ おれる 者が 多數ぁ つ た、 單 純なる 聖書 的 基督 信者 の 阪神 地方に 比較的 に 多き は 感謝す べき 事で ある „ 

〇 二十日、 再び 祌戶に 引返し、 夜 七 時半より ほ 本 基督 神 戶敎會 に 於て 說敎 した、 來會者 g 百餘 名、 新 一 

築の 會 堂に 電燈羞 明い ばかりに 輝り 渡り 最も 心地好き 會 合であった、 余 はテサ a  -ーケ 前書 第一章に 依 j 

り 初代の 敎# は 如何なる 者な りし 乎に 就て 語った、 彼等 は 信望 愛の 三脚の 上に 立った と 云 ふた、 而しー 

て 望と は 特に 基督 W 臨の 5}^; であって、 此望 なき 所に は 深く して 永續 する 信と 愛と は 無い とカ說 した。 - 

〇 二十 一 日 京都に 到り、 午後 七 時半より 京都 基督 敎靑 年會の 講堂に 於て 馬 太傳第 十三 章の 解釋を 試み 一 

た、 來聽者 六： 白餘、 盛な りと は稱 すべから ざり しも 有益なる 會 合で あつたと 思 ふ、 今囘の 京阪神に 於 一 

ける 運動 は. として 敎友靑 木庄藏 君の 計畫に 由て 成りし 者であった、 若し 之に 多少の 效 菜が あつたと 一 

すれば 其^ 賞 は 君に 歸 すべき 者で ある、 君 は 人 も 知る 通り 大阪の 商人で ある、 而 かも 終生 を 物資 獲得； 

に 費す を 好ます、 玆に斷 然意を 決し、 餘生 を靈魂 牧穫の 業に 投 ぜんとして 起 たれた ので ある、 今 囘のー 

運動 を機會 とし 沖 ハ竝に 君の 同志に 由て 發 起せられ し 日本 基督 敎 平信徒 信仰 革 正會の 趣意 を揭 ぐれば" 

( 一 ) 我等 は 我國現 時の 宗敎界 信仰 革 正の 必要 を 認め 其 實行を 期す (一 一) 我等 は 基督 .冉 臨 を 以て 聖 *!: 

の 中心的 眞玴 なりと おじ 其 研究」 X 傅 を 期す (三) 我等 は 信仰の 事に 關し 平信徒の 責任 を 自覺し 協力 一 

致して 之 を 全 ふせん こと を 期す 等で ある、 余 は 君： S に 同志の！^ まざる 忍耐に 由り 此 目的の 必す 達せら 一 

る \ を 信じて 疑 はない、 我等 は 最善 を盡 せば 足る、 之 を 完成し 給 ふ 者 は 主 御自身で ある、 基督 再臨の 一 

信仰 は 特に 平信徒の 懐く、， 叉 特に 平信徒に 受納れ ら る- "信仰で ある、 其宣傳 は 特に 平信徒の 責任で あ： 

る、 八？' や 同志の 間に 此 信仰の 上に 立つ 斯 かる 圑體の 成立す る を 見て 余 鞏は心 躍らざる を 得ない。 ， 


〇 二十 三日 朝 柏木に 歸 つた、 大分 疲れた、 然し 感謝の 疲れであった、 廿四 日夜 第一 次 再臨 講演 會 終了 

式に 出席した、 月を閲 する 事 五、 會を 重ぬ る こと 十、 少き時 は 五 fn、 多き 時 は 干 三百の 聽衆を 得て 此 

會を 終る 事 は 感謝の 極で ある。 

〇 二十 六 ョ橫濱 基督 敎靑 年會に 於て 同じ 目的の 演說會 を 開いた、 中 田、 平 出の 二君と 共に 壇に 登った、 

是れ 亦聽衆 堂に 滿 つるの 盛會 であった、 迷妄と 言へば 一一 目へ、 孰れの 問題 か 能く 斯 くも 永く 斯 くも 冬く 

の聽 衆の 注意 を 惹くを 得ん や、 是れ自 から 平信徒の 心に 訴 ふる 問題で ある、 故に 我等の 勝利 は 確實で 

ある、 過去 千 九 年 問の 經驗に 徴し此 信仰の 平信徒の 間に 起る 時に 信仰 は 復興し 敎會は 根本より 革る 

を 見る ので ある。 

霖 雨の 六月 

二日 半晴 (第一 日曜)、  <ル の 受洗 四十 年紀念 日で ある、 此日 北海道 札幌に 在りて 此 日を紀 念すべく 

ありし も關 西に 於け る 再臨 運動の 疲勞 未だ 癒えす 止む を 得す 東京に 止る 事に した、 午後 一 一時より 獨り 

三 崎 町 バブチ スト 會 館に 於て 說敎 した、 題 は 「ィ H スの變 貌」、 來聽者 三百 餘名靜 かなる 善き 集會で 

あった、 四十 年 前の 今日 を 思 ひ 感慨 堪え難き ものが あった 〇 九日 半晴 (第二 日曜)、 朝 柏木に 於て 「舌 

の 害毒」 に 就て 語り、 午後 三 崎 町に 於て バ プチ スト 赏 敎師ァ キスリング 氏と 共に 高 壇に 登り、 氏は完 

全なる 日本語 を 以て、 今 n の 敎會の 威 權を失 ふに 至りし 因の 聖書に 對 する 其 敬虔の 衰退せ しに 在る を 


^  Si 演餘錄  E 六 二 

痛說 せらる、 余 は 氏に 次いで 起ち 大に 氏の 說に赞 成し、 其威權 失墜の 因の 所謂 獨逸 祌學に 在る を 述べ 

て 氏の 曾 はんと 欲せし 所 を 補 ふた、 更らに 進んで 「ラザ a の 役活」 に 就て 語り 聖書の 記事 其 儘 を 信す 

るの 大 に！^ される 所 ある ことに 就て 述べた、 此 日來聽 四百 餘名、 恩 惠に充 つる 會 合であった 〇 此夜本 

鄕敎會 に 於て、 組合、 聖 公會、 メソ、 、チ スト 敎會の 代表者の 基督 再臨 反 對演說 會が閒 かれた、 同；^ の 友 

にして 之に 臨みし 者數十 名、 皆 W 臨の 信仰 を 堅められて 歸 つた、 斯 かる 會 合の 終に 11 かる k に 至りし 

こと を 喜んだ 〇 十六 日半晴 (第三 日曜)、 朝 柏木に 於て 以弗所 書 第 四 章に 依り 「信者の 和合 一 致」 に 

就て 語った、 午後 三 崎 町に 於て 平 出慶ー 君の 「基督 再臨の 反對 論に 答 ふ」 なる 題目の 下に 述べられし 

有力なる 說 敎を聽 き、 續 いて 余 は 登壇して 「ツル ー ベ ッコィ 公の 十字架 觀」 に 就て 語る 所があった、 

老若男女 悉く 此 折：： 學 者の 深き 思想が 解ったら しく、 甚だ 偸 快であった、 來聽者 五 百餘名 もあった らし 

く 見えた、 何れに しろ 聯合 運動 終了後の 最大 盛會 であった、 多くの 反對者 あるに 拘 はらす 斯 くも 多 數 

の 余輩の ip 道す る 聖書 的 信仰 を 要求す る 者 ある を 見て 余輩 は 奇異の 感に打 たれざる を 得ない、 此日田 

村直臣 君に 會す、 君 近頃 支那 旅行より 歸り大 に 余輩に 敎 ゆる 所があった 〇 一 一十  一 ！： ：！ 雨、 舊友 伊藤 一 降 

氏 次男 巖 君の 結婚式 を 司った 〇 一 一十三 日半晴 (第三 日曜)、 今年 上半 年に 於け る 最後の 聖書 講演 會を 

三 崎 町に 於て 開いた、 前囘 以上の 盛會 であった、 ァ キスリング 氏先づ 登壇して 氏 特有の 厳正なる 日本 

語 を 以て 「敎 < ^の充 實」 と 題し キリストの 新婦た るに 適 ふ敎會 建設の 必要 を 痛論し、 而 して 之に 達す 

るの 途 として 聖書の 研究 を 第一 に 行 ふべき を 述べられた、 其 後 を 受けて 余 は 登壇して 「馬 太傳第 十三 

章の 研究」 を 試み、 聖書 研究の 如何なる 乎に 就て 其の 實例を 示さん と 試みた、 之 を 以て 本年 東京に 於 

ける 第一 次 講演 會を 終った、 すべて 十三 囘、 關 西に 於け る それと を 合せて 總計 二十 ニ囘 である、 來 §1 


者 少きは 三百 人、 多き は 千 五 百 人、 少く とも 一 萬 人 以上の 人々 に 向って 神の 言 を講 する の 機 會を與 へ 

られ しこと は 感謝に 堪えない、 勿論 此會 は是で 終った ので はない、 秋風 到る と 同時に 東京に 於て 大阪 

に 於て： 冉び繰 返さる、 であらう、 聖書 を講 する は 余に 取り 最上の 快樂 である、 是れ 余が 最後 の 氣息を 

引取る までの 余の 仕事で あるで あらう 〇 二十 五日 夜、 柏木 令 井 館に 於て I や 書 研究 會員 の 親睦 祈禱 感謝 

會を 開いた、 此 W 體今は 柏木 兄弟 團と稱 せらる、 純粹 なる 平信徒の 信仰的 家族で ある 〇 二十 六日 夜、 

家の 青年 を 伴 ひ 北海道に 向て 出發 した、 是れが 多分 余の 最後の 北海道 行きで あらう、 今や 余に 取りて 

は 福 昔の 門戶 多く 西南に 開かれて 余の ま涯の 終りの 部分 は 其方 K に， M つて 费 されねば ならぬ やうに 思 

はれる、 四十 年 前に 北海道に 日本 第一 の獨立 敎會を 起し 之 を 以て 日本 國は 愚か 全世界 を 救 はんとの 靑 

年 時代の 計畫は 失敗に 終った、 然し 乍 ら 之より も遙か に 勝 さ る大 希望 の に 供せ ら れ て < ^は 感謝 に 堪 

へない、 余が 救 ふので はない、 キリストが W び來 りて 救 ひ 給 ふので ある、 無 教派 的 敎會は 美事に 其 時 

に 【莨 現す るので ある、 余の 青年時代の 祈禱 はや はり 完全に かる.^ ので ある、 旅行 飽の 中に 運ばれし 

書物 は 默示錄 註解と ベルグ ソ ン 折：： 學論 である、 復 たび 舊き 友なる 北海の 天然と 交 はる は 無上の 快樂で 

ある。 

北海道 訪問 日記 

〇 五月 下旬に 行 ふべ く豫吿 せられし 北海道 行きが ィ H スの 靈に禁 めら れて實 行され す、 爲に 多くの 苦 
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悶を 招きし と雖 も、 禁 めら れしは 却て 善き 事であった こと は 後で 明白に 解った、 然し 之れ がた めに 余 j 

の 違約 を 憤って 十 數年來 讀み來 りし 雜 誌の 購讀廢 止 を 申込 まれし 兄弟 もあった 程で、 事 は 至って 苦痛； 

の 種と なった、 豫吿は 容易に 爲す 者で ない 事 を 今度 染々 感じた。  _ 

〇 六月 廿 六日 午後 十 時半 家の 靑年を 伴ひ霖 雨の 中に 東京 を發 した、 上野 停車場に 我等 を 見送られし 兄 一 

弟 姊妹六 七 人あった、 車中 混雜を 極め、 腰掛 二 尺 四方が 我等 各自の 其 夜の 宿であった。 

あ ふ あつ C.I もら  - 

C 同廿 七日、 阿武隈川 を 渡る 頃 我等 は 霖雨圈 を脫し 久し振り にて 碧空 を 見た、 盛 岡に 至りて 中央 山脈 

に 残雪 を 望み、 尻內 以北に 群 馬の 放牧 を 眺め、 午後 靑森 着、 直に 比羅夫 丸に 乘 込み、 ^%輕海峽を渡っー 

た、 余 は 此海峽 を 渡りし こと 今日まで 幾囘 なる を 知らす、 然し 乍ら 今囘 ほど 靜穩 なる 海峽の 水に &f ん i 

だ こと はない、 龍 飛、 白祌、 中の 潮の 難所 も 庭園の 風景 を 望む が 如くに 過ぎた、 九. 時 函館梭 橋に 着け: 

ば 虎渡 乙 松 君. の 我等 を迎 ふるに 會 ふた、 此夜 1_ の 親切に 由り 函 館に 泊った。  ， 

〇：：i: 廿 八日、 終日 を 汽車 中に 過した、 火山 灣、 尻^ 河、 羊 蹄 山、 何れも 我等の 注意 を惹 いた、 小^ 港 

に 近づけば 何れも 昔し 馴染の 場所で ある、 「あの 漁村 はお 父さんの 靑年 時代に 傳 道した 所」、 「あの k 

頂 はお 父さんの 厦々 登リ て祈禱 せし 所」 と 同伴の 靑年は 指 敎を受 けた、 錢函驛 にて 淺見 福田兩 君の 出： 

迎を 受け、 乎稻 山の 麓 を 走りて 札 幌驛に 達すれば 出迎は 例に 由て 例の 通り、 「ォ 1 ィ 善く 來た」 との 一 

四 十 年 來聞慣 し^を 耳に して は 我れ と 自我 を 忘れて 了 ひ、 大切の 手飽を 車中に 遣 忘れて 奮き 札幌 の. W. 一 

街へ と飛屮 Z した、 二  I 半に 到り 其袍は 漸く； 冉び我 手に 歸 した、 其 夜 奮き 演武 堂の 鐘 を 聞きながら % に 就 i 

いた、 故人の 靈 我が 傍に 在る やうに 感じた。  ；ー 

〇！： 廿 九日、 昔し 懷 しき 所々 を 見た、 大 なる 楡樹は 到る 所に 我を迎 へた- 何れも 舊 知の 大木で ある、 _ 


今や 初夏の 綠葉を 以て 茂り 特^に 我を迎 ふるため に 盛装せ し 乎の 如くに 思 はれた、 幾 同 か 其 蔭に 息 ひ 

舊 時の 追想に 耽った、 夜宮 部 教授の 家に 敎 友の 感謝 祈 禱會を 開いた、 會 する 者 三十 除名、 恩 惠に滿 ち 

たる # 合であった、 聖靈旣 に 我等 を 動かし 給 ひつ i ある を 感じた。 

〇 同 三十日 (第 一 安息日)、 午前 獨立敎 きに 牧師 竹 崎 氏の 「基督； 冉 臨の 心理」 と 題す る 說敎を 聞いた、 

午後 は 多くの 來 客に 接し、 同 七 時より 余 自身が 同じ 獨立敎 會の高 壇より 「基督 再臨の 聖書 的 极據」 と 

題し 北海道に 於け る 第一 岡の 講： M を爲 した、 來聽者 四百 餘名、 舊き會 堂に 空席 は 無かった、 玆に大 問 

題 は 提出され た、 我が 舊友は 之を受 くる や 否や。 

せう f  か： t  くら  おも ひで 

〇 七月 一 日、 午前 更ら に樹 下道 遙を續 けた、 水 淸く蔭 暗く、 思 出 多き 散策であった、 夜に 入りて より 

又 高 壇上の 人と 成った、 题は 「基督； 冉 臨の 歷 史的 證明」 來聽者 は昨タ より は 少しく 減じて 三百 五 ー 餘 

名、 基督 一 冉臨は 世界 問題 最後の 解決な りと 唱道した。 

〇 同 二日、 午前 は 訪問に 忙 はしく、 夜に 入りて 三た び 高 壇の 上に 爆され た、 題 は 「基督 再臨の 天然 的 

說 明」、 聽衆は 第 一 囘 よりも 多く 殊に 其內に 天然 學の 權 威 數 名の 余の 言に 耳 を 傾く る あり、 此聽衆 

の 前に 此 題に 就て 語る、 余 は 未だ 曾て 斯 かる 難題 を 課せられ たる 事 はない、 然し 聖靈は 余 を 助け 給 ひ 

たりと 信す る、 基督 W 臨 は 迷信で はない、 道理と 科學に 訴へ學 者の 前に 唱道す る ことの 出来る 問題で 

ある、 我 は 福音 を 恥と せす である、 我 は 基督 再臨の 信仰 を 恥と しない、 此 信仰 は 未だ 曾て 一 疋の 蛙つ を 

すら 解剖した ことのな き 新祌學 者、 牧師、 俾道師 等に は 迷妄な り 非 道理 的な り 非科學 的な りと 云 はれ 

て 排斥 せらる • 然れ ども 終生 を 天然 學の 研究に 委ねし 理學者 等に は 反って 犬なる 尊敬 を 以て 迎 へらる、 

豚の 前に 眞珠 を投 ぐべ からす、 基督 苒 臨の 信仰 は 科學の 何たると 信仰の 何たると を 知らざる 現代の 神 
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學者 等の 前に 提供せ ちるべき 者で ない。 

〇 同 三日、 朝鐵道 馬車に 乘り 茨戶に 到り、 兹 處に發 動機 船に 乘替へ 石 狩 河 を 下り 石 狩 町に 到る， 奮 知 

の此 大河に 浮びて 懷舊の 念 禁じ 難き 者が あった、 唯 見る 舊 時の 兩 岸の 密林 は研排 はれて 滿目 一 面の 耕 

作 地と 化せし こと を、 故に 余の 舊友鮭 魚に して 此 河に 溯る 者大に 減少し、 河の 富と して 見るべき 者 今 

ゃ將 さに 絶えん とす、 祌は 天然 を 造り 給 ひて 人 は 之 を荒廢 す、 余 は 奮き 石 狩 河の 消去り し を a て 憤慨 

に堪 へなかった、 夕暮頃 河口 東岸の 八幡に 到り 製麻 會 社の 社宅に 客と なった。 

0 同 四日、 朝 五ノ澤 より 来りし 敎 友の 一 圑と會 し 祈禱と 感謝 を 共に した、 其 內に兒 童 青年 二十 餘名ぁ 

つた、 山中の 一 村擧 つて 余の 信仰の 友で ある、 而 して 全 村の 老若男女 擧 つて 余に 會 せんとて 此處 まで 

来った ので ある、 愛すべき 彼等と 相對 して 余 等 二人 は 奇異の 感に打 たれた、 誰か 言 ふ 聖書の 研究 は此 

世の 事業に 關係 なしと、 兹處に 全村擧 つて 聖書と 鋤と に 由て 山 を 柘き野 を 耕しつ、 あるで はない 乎、 

昨 は 天然 學 者に 對 して 基督 再臨 を 語り、 今 は 其 心詭譎 なき 勞 働の 男女に 對 して 同じ 希望 を 説く、 某- 督 

再臨 は 到底 敎師 神學者 等の 信仰で はない、 平信徒の み 能く 之 を 解し 得る 信仰で ある、 後に 海岸に 行き 

砂丘に ハ マナスの 香氣を 海風に 混す る を 見た、 見渡す 限りの 紫、 北海 絶景の 一 である、 午後 歸途に 就 

く、 夜 札 幌に同 1^ 諸氏の 饗 應に與 る。 

〇 同 五日、 樹 下の 逍遙 を 繼續し 札幌に 休息す、 友人の 庭園の 樱桃 熟し、 時々 其 下に 到り 手づ から 之 を 

モギ 取りて 甘味 を 賞す、 快感 無量。 

〇 同 六日、 北海道 帝 國大學 卒業式に 參 列す、 舊札 幌漠學 校が 進化して 玆に 到りし 者、 余の 如き も 今や 

母校と して 大學を 有つ に 至った ので ある、 爲 すべき は 長命で ある、 待てば 自 から 努めす して 大學 出身 


者の 一人と して 認めら る、 に 至る、 夜學士 會晚餐 きに 出席す， 總長 閣下と 卓 上演 說を鬪 はし、 歡を盡 

くして 歸る。 

〇 同 七日 (第二 安息日)、 朝獨立 敎會に 於て 說敎 す、 題 は 「信仰 四十 年」、 札幌の 地に 始めて 基督 敎 

的 信仰 を 起して より 基督 W 臨の 信仰 を 起す に 至りし までの 四十 年間の 信仰的 經歷に 就て 述べた、 時と 

所と は 余の 言 を 助け て 感想 綾 出し て盡 きざる を覺 えた、 午後 在 札幌敎 役者 諸氏と 會 合して 再臨に 就 て 

ひ yi* づ 

語った、 夜 四十 年 前の 同級 同室の 友に して 今 は 科學的 智識に 於て 世界的 權威 たる 人と 共に 跪いて ィ ヱ 

ス キリストの 聖 名に 由り て 父なる； 太の 神に 祈った、 彼の 深き 博き 智識 は 彼 をして 舊 時の單 純なる；^ 仰 

を持續 せし むる の 妨害と ならない、 余 は 面前に 一一 ュ ー トン、 フ ハラ デ ー を 見る の感 がした、 我等 は 固 

フレンド  々リス チャン 

き 捤手を 重ねて 別れた、 我等 四十 年 を經て 良き 友人で あるば かりで はない 乂 固き 基督 者で ある、 神の 

榮 光を顯 はす を 以て 我等の 生涯の 目的と なさん との 青年時代の 誓約 は 今猶ほ 我等の 問に 忠實に 守られ 

つ、 ある、 Blest  -5  the  tie  that  Inruls,  Our  heal.ts  in  Christian  Love  ！ 

〇 同 八日、 朝 多くの 友人に 送られて 札幌を 去った、 午後 旭川に 到る、 兹處 にも 亦 多くの 友人の 迎 ふる 

あり、 小 林 直 三 郎君の 家に 客と なる、 夜 日本 某 督敎會 堂に 於て 講演す、 札幌に 於け る 三囘の 講演 を 一 

囘に 約め し 者であって 甚だ 不滿 足なら ざる を 得なかった、 而 かも 聽衆 堂に 滿 つるの 盛會 であった。 

〇 同 九日、 出發に 先立ち 靑ハ ヰ會に 於て 有志の 懇話 祈 禱會を 開いた、 雨の 中に 多くの 友人に 送られ 旭川 

を 去り、 十 勝に 入り、 夕暮に 同國直 別に 舊友黑 岩 g: 方 之 進 君 を！ _s の 農場に 訪 ふた、 君 は 鞍馬 を 停車場 

に 遣りて 余を迎 へられた、 十 勝釧路 の國境 をな す 直^ 川に 沿 ふて 行く こと 里餘 にして 君の 住家に 達し 

た、 馬上 遙 かに 望めば 三人の 戶 口に 立て 余を迎 ふる 者が あった、 彼等 は 君と 夫人と 令嬢と であった、 
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我等の 握手 は 長く 且つ 固く あった、 夫人と は 彼女 結婚 以來 始めての 會 合であった、 當 年の 新婦 は 今 は 

老熟の 主婦で ある、 彼等 は 『聖書 之 研究』 初號 よりの 熱心なる 愛讀 者で ある、 故に 彼女と 余と は 過去 

十九 年 問 毎月 信仰 談を交 はしつ k あつたの である、 十 勝の 山中、 處女 林の 茂る 所に 舊 友の 會 合が 行 は 

れて 我等 は 時の 移る を 忘れた、 時に 村人 十四 五名の 來り會 する あり、 玆に說 敎會は 開かれ、 讚美歌 は 

小 オルガンに 合 はして 歌 はれ、 祈禱は 捧げら る、 主 はたし かに 我等の 間に 在し 給 ふた、 林 巾夜靜 にし 

て 天使の；^ 擊を 屋外の 梢に 聞く が 如くに 感じた。 

〇 七月 十日、 靜 かなる 一夜 を 天然 林 中 友人の 家に 過した、 翌朝 彼に 伴 はれて 彼の 領內を 逍遙す、 二 里 

も ちらの r ャ 

w 方の 神が 造り 給 ひし 其 儘の 山野で ある- 余 は 未だ ぜて 他人の 所有 を 羨みし 事な しと 雖も此 廣大； ^る 

；大然 の 林の みは 羨ましく あった、 余 は 其 中の 大木 一 本な りと も 余の 柏木の 家の 庭に 運び 來 りたく 欲 ふ 

た、 然れ ども 何 を か 恨まん、 余の 友人の 所有 は 余の 所有で ある、 逍遙 終りて 後に 我等 は 再び 固き 握手 

を 『父して 別れた、 實に 北海の 天然 は 偉大で ある 然れ ども 神に 惠 まれて 其 中に 信仰の 生涯 を 營む我 友 

の 人格 は 更に 偉大で ある、 殊更に 彼を訪 はんがた めに 千哩の 旅行 を 試みる 充分の 價 値が ある、 余は大 

なる 感謝 を 以て 直^の 地 を 去った、 終日 汽車 旅行 を續 けて， ノ七 時半 北 見 野 付 牛に 着いた、 此 所に 又 多 

くの 友に 迎 へられ、 米國 宣敎師 ビヤ ソ ン 氏の 家に 客と なった。 

〇 同 十一 日、 終日 家に 在て 休んだ、 北海道に 生育し 余 も 北 見に 入りし は 今度が 初て^ あった、 實に美 

はしき 國 である、 三 抱 も ある 概の 大木の 庭樹 となりて 遣る あり、 元始 時代の 北海道 を 今 猜ほ此 處に見 

る を 得て 四 十 年 前の 昔に 歸 りし 心地が した。 

〇 七月 十二 口、 午前 十 時 網 走に 向て 出發 した、 十二時 着、 直に 三眺 山に 登り、 網 走、 能 取の 二 湖に 八" 


はせ てォ コック 海の 水 を 眺め、 特殊の 風光に 我 眼と 心と を歡 ばした、 夜 網 ホ ー リネス 敎會に 於て 說 

敎 した、 來會 者百餘 名、 題 は 「基督 敎は 如何にして 北海道に 入りし や」、 二 コ ライ、 パイ ソン、 アン 

ドル ュ ー ス、 デ 一一 ング、 バチ H ラ T、 ハリス、 W  •  S  . クラ ー ク 等の 功績に 就て 述べた、 日本 全國に 

涉 りて 北海道 ほど 福音の 感化の 普き 所 はない、 其れ は其蒈 である、 多くの 貴き 生命 は 北海道の ために 

與 へられた ので ある、 此 所に 傳 道す る 若き 傳道師 等 は 此事を 忘れて はならない。 

〇 七月 十三 日、 朝發車 前に 基督 再臨 問題に 就て 語った、 野 付 牛に 歸り 有志の 午餐の 饗 應に與 り、 午後 

七 時半 日本 基督 敎會に 於て 說敎 した、 斯く應 接に 忙しく して 碌な 說敎の 出来な いのは 勿論で ある、 余 

の 友人 等 は 善く 余 を用ゐ るの 途を 知らない、 彼等 は 余より 餘り 多く を 得ん と 欲して 何 を も 得ない ので 

ある、 此 日遠輕 より 二三の 人來 りて 頻に 余の 彼 地に 到らん こと を 要求した、 彼等の 執^ 甚だしく、 余 

は 殆んど 困り果てた、 幸に 田 川 大吉 郎君の 余の 側に 在る ありて 余 は 余の 計晝 通り を實 行す る 事が 出來 

た、 福 昔 官； 傳は 快事で ある、 然れ ども 地方 精神の 度々 之を妨 ぐる ある は 痛恨 事で あると 稱 せざる を？.！： 

たい、 基督 信者 は先づ 第一に 神の 爲を思 はざる ベから す、 第二に 人類の 爲を、 第三に 國の爲 を、 第 TO: 

に 地方の 爲を、 而 して 最後に 我が 敎會 又は 自己の 爲を思 ふべき である、 余 は 北 見の 爲に北 見に 行いた 

ので ある、 野 付 牛 叉 は 網 走 义は遠 輕の爲 に 北 見に 行いた ので はない、 然るに 彼 地の 兄弟 等 は 己が 地方 

を& ふこと 餘 りに 切に して 北 見 を 思 ふこと 甚だ 薄き やうに 見えた、 是れ 余が 今 II 北 見に 行いて 大に余 

^^fc  ん：； t.0 こ  ぃケ，  ，、る 

の 心 を 痛められし 主なる 原因であった、 「遠 輕に來 い」、 「往ない」、 其 問題 を 以て 終日 困 しめられた 

大切な：； Si 、說は 妨げられた、 余 は 一 首の 歌 を 遣して 匆々 北 見 を 去る に 決した。 

うち むら を 困らせに けり 野 ：！？ 牛 
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.  ぇんが輕くて^！！-速く足走り 

〇 七月 十四日 (日曜)、 朝日 本 基督 敎會に 於て 牧師の 說敎の 後 を 接て 「十字架と- 冉臨」 に 就て 語った、 

午後に 『聖書 之 研究』 讀者會 があった、 夜 义說敎 した、 說敎又 說敎、 分量 は 多くして 精 祌は衰 ふ、 余 

の 北 見 訪問 は 多く 余の 意に 反した、 三 囘に涉 る 力強き 北 見 講演 を 野 付 牛に 於て 爲 さんとの 余の 計畫は 

全く 敗れて 僅に 斷々 の 言 を 遺して 余 は 北斗七星 高き 此地を 去らざる を 得ざる に 至った。  . 

〇 七月 十五 日、 朝野 付 牛を發 し、 再び 十 勝、 石 狩の 平野 を横斷 し、 膽振國 追分に 來 りて 一 泊した、 是 

からが 眞の 休養で ある。 

〇 七月 十六 日、 朝 追分 を發 す、 勇拂、 苫小 枚、 錦 多峯、 {n 老，、 皆な 昔し なじみの 所で ある、 唯 見る 昔 

の 装 村の 化して 現代的 工業 地と 成りし こと を、 正午 頃 登^ 溫 泉に 到り、 玆に 二週間の 疲勞を 拭 はんと 

した。  . 

〇 十七 n、 登 別 滞在、 多くの 驚くべき 天然 的 現象 を 見た、 地獄 谷と？ i の 池と は默示 錄解釋 のた めの 善 

き 材料で ある、 登 別は溫 泉と して 日本 第一 であらう、 然し 乍ら 近世 文明の 旣に其 附近 を 襲 ふ あり、 此 

地 叉 汚されざる を 得ない ので ある、 隣室に 近代的 日本 紳士の 夜半 絲歌を 弄ぶ あり、 世に 得難き もの は 

眞 の靜肅 である。 

〇 同 十八 日、 山 を 降り 窒 蘭に 到る、 昔の 漁村 は 今の 大 市街で ある、 此 所に 軍艦 用 巨砲の 製造所が 建設 

せられた からで ある、 繁盛と 云へば 繁盛で ある、 殺人 具 製造の 結果と して 現 はれし 繁盛で ある、 惡魔 

と** こ ** い  わ にし  むろ. りん 

の 誇る 繁盛であって 神の 喜び 給 ふ 繁盛で はない、 苫小 枚と 云 ひ、 輪 西と 云 ひ、 室 蘭と 云 ひ、 皆な 破壞 

的 掠奪 的 繁盛 を 表する ものである、 一首の 歌を附 した、 


蝦夷 ケ島惡 魔の 子 輩の 手 を脫れ 

かみ さ.^ え ひか  ひ  ま 

神の 榮に 光る 日 を 待つ 

夜 小 汽船 吹雪 丸に 乘 込み 火山 灣を 渡る。 

〇 同 十九 日、 午前 二 時 渡島國 森に 上陸、 同 ra 時大沼 公園に 到り 半日 を此 天然 的 大公 園の 內に 消費す、 

駒 ケ嶽の 麓、 八 百 八嶋を 散布せ る 湖水 を 見る、 日本 は 風景に 富む 國 である、 到る 處 山水 明媚で ある、 

唯 願 ふ 之に Si ふ 美 はしき 人物の 有らん こと を、 美人 丈け では 足りない、 偉人が 要る、 蓴茱 沼の 美に 對 

する 駒 ケ嶽の 偉大が 要る、 前者 は 無き にし も あらす、 然れ ども 後者 は 見る こと 難し、 日本 國の 風景 は 

遙 かに 其 人物に 優る、 十二時 函 館に 到る、 迎 へられて 舊友松 下熊槌 君の 家に 客と なる。 

〇 同 二十日、 久 振りに 函館港 を 見舞 ひ 懷舊の 念に 堪 へなかった、 明治 十 年の 秋、 始めて 余の 足跡 を此 

地に 印して より 玆に 四十 有 一年、 世 は 變り余 も亦變 つた、 然れ ども 變ら ざる は 神の愛と 彼に 在りて 結 

びし 友の 心で ある、 藥師 山の 麓より 北面して 遙 かに 思想 を 北海 全道に 馳 せて 一首の 歌 を 禁じ 得 • なかつ 

た、  . 

石 狩 や 十 勝の 森林の 跡絕 えて 

殘 りし 友の 心 貴し 

午後 二 時より 函館 15!: 公會 堂に 於て 「人格の 敎育」 なる 演題の 下に 一場の 演說を 試みた、 來聽者 二百 餘 

名、 知名の 紳士 淑女 を 其 中に 見た、 更 らに數 日間 此 地に 留まりて 余の 思想 を 述べた く 欲 ふた、 夜 日本 

基督 敎會 牧師館に 於て 有志 茶話 會を 催し、 キリ ス ト 再臨に 就て 語る 所があった。 

〇 同廿ー 日、 北海道に 於け る 余の 最後の 安息日であった、 午前 虎渡 乙 松 君と 共に 湾 を 渡り 對 岸の 當刖 
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に 天 主敎ト ラビ ス 卜 修道院 を 見舞 ふた、 中古， 時代の 歐洲 風の 寺院 を 今日 我 北海道に 於て 見る ので あつ 

て 、 實に珍 貴と 稱せざ る を 得ない、 聖べ ルナ， I ド を 其^ 者と し て 仰ぎ Laborare  est  orare  (眞 正 の 禮 

拜は勞 働な り) を 以て 主義と す、 旅人 を 接待す こと 懇切に して 人 をして 天主 敎道德 の 美的 一 面 を 窺 は 

しむ、 午後：， I 館に 歸り、 夜 メソヂ スト 敎會に 於て 說敎 した、 來 111 者 堂に 滿ち、 幅 昔を宜 ぶる に 好個の 

機會 なりし と雖も 余の 身 疲れて 思 ふ 所を述 ぶる 能 は ざり し を悲ん だ、 夜半 松 下 君の 家を辭 して 歸途に 

就いた、 別る-に 臨み 君 及び 君の 家族と 眞實 なる 祈禱を 共に した、 松 下 君 は 今 は道會 議長であって、 

北海道 第一 の 人物で ある、 過る 明治 十五 年 舊開柘 使に 始めて 水産 科の 設けら る-や 君 は 其 事務官で あ 

つて 余 は 其 技 乎であった、 我等 相 別る &玆に 四十 年、 び相會 して 故の 奮き 友人であった、 我等 はな マ 

信仰 を 共に し、 最後の 目的 を 共に し、 救 主 を 共に して 同じ 天の 父に 祈った、 余の 今囘の 北海道 訪問に 

於て 據し所 だ 多く ありし 中に 松 下 君との 友誼の 復活 は其大 なる 者の 一 であった、 斯くて 余 は 君！ 1^ に 

他の 友人に 送られて 夜半 再び 比羅夫 丸の 船客と なった、 我等 は 固き 握手 を 以て^れた、 船が 梭橋を 離 

れ、 友人の 影の 電氣燈 下に 失せし 時に 余 は獨り 船側に 凭掛 りて 讚美の 聲に 溢れた、 北海道 はや はり 余 

の 信仰の 故鄕 である、 全道 到る 所に 余を迎 ふる 溫き 心が ある、 余 は 其內に 一寸の 土地 を 有せざる も 全 

嶋が 余の 所有で ある 乎の 如くに 感す る、 其 夜波靜 にして 月皓々 たり、 烏賊 釣る 舟の 漁夫の 篝火 津輕诲 

5 つ  .f' へ もさ 

峽の 波に 映りて 我が 歸方を 照す が 如くに 見えた、 此航 幸に して 船客 少く、  二等 寢室 全部 余の 有に 歸し 

て 祈る も 歌 ふ も 余の 自由であった。 

〇 七月 廿 二日、 朝 濃霧の 中に 靑 森に 上陸し、 上野 行き 汽車に 移り， 途中 水澤に 下車して 岩 手 縣の敎 友 

と會 し、 夜 彼等に 別れて 暑き 苦しき 一 夜 を 汽車の 中に 過し 


〇 七月 廿 三日、 朝飯前に 柏木の 舊 巢に歸 つた、 家の 靑年は 余に 先す る 二日 旣に 家に 在り、 斯くて 余 

取りて は 稀 有の 長旅 行 を 無事に 終へ て 余 は復た 常時の ぺ ンの 人と 成った、 旅行と 講演と は爲 さざる も 

可な り、 然れ ども 雜誌は 出さぐ る 可ら す、 殘るは 僅に 七日、 月末までに 原稿 を 編め. ざるべ からす、 雜 

誌、 雜誌、 月が 滿 ちて 月が 膨 くる 間 は 『聖書 之 研究』 は 出ざる ベから す、 雜誌は 本業で ある、 講浪は 一 

副業で ある、 余 は 副業の ために 本業 を 怠りて はならない、 然れ ども ペン 取る 問に 0 を 閉ぢて 過ぎに し； 

旅行の 迹を 顧みて 余に 善き 囘 想な からざる を 得ない、 山と 海と は 見ざる も 可な り、 然れ ども 溫 かきぶ- 

の 心 は …… 余 は 時々 多くの 不便 を 忍びても、 友の 心 は 之 を 味 はざる を 得ない。  ； 

』 

輕 井澤に 於け る 先生  (藤 井生 記) 

よきお とづれ 

主 再臨の 嘉 信 は旣に 東京 近截 及び 北海道に 傳 へられ 多くの 人心に 深き 惠福が 加 はった、 何人も 此： 動の 背後に； 

大 なる 聖 手の 動きつ 》 ある を 疑はなかった、 秋風 吹き 到る と共に 同じ 福 昔 は 更に 新なる 力 を 以て 髙唱 せらるべく 期： 

待 せらる 而 して 之に 先 だつ 盛 ：裒 三 旬の 間 は 吾が 主筆 先生の 靜に 休養 せらるべき 箬の 時であった" 

然るに 主 は 之 を 許し 給 はず 再び 彼の 出 SI を 命じ 粉うた、 輕 井澤に 集まれる 全國 宣教師 中 各 教派 (組合 敎會を 除く) 

に屬 する 有志 十數 人の 連署 を 以て 一通の 書翰 は 柏木なる 先生の 許に 屆 いた、 幾 百の 外國 宣教師が 先生 を 請ピて 一堂 

の 下に 親しく 再臨の 福音に 就て 聽 かんと 欲する ので ある、 かくて 八月の 下旬 休養の 客 を 以て 充 つる 輕 井澤 は 休養 を. 一 

棄 てて 来りし 一 人の 大 なる 福音 士を迎 へた。 

先生の 宿 は 宣教師 G  •  P  • ピァソ ン 氏の 家であった、 村の 東南 隅 小 丘 緩 かに 垂る& 所、 林間に 立てる 質素なる II. 一 
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もみの き 

階 家 で る、. 庭前に は廣き 芝生 を蔽ぅ て 犬なる 樅樹 五本 亭 々 と 聲ぇ葉 蔭 い と 涼しく 周. i 一  閑静に し て 先生が 暫時の 宿 

たるに 好き 所で ある、， 町の 辻々 に は 幾多の 廣吿の 間に 肉太の 英字 もて 記されし 先生 講演の 掲示の 一 き は 異彩 を 放つ 

を 見受けた。 

廿四 n 夜 廣き會 堂に 凡そ 四百の 西洋 男女 は 列な り、 壇上に は白髮 赭顔の 老 紳士に 伴 はれて 一 人の 日本人が 立つ 

た、 勿論 先生で ある、 而 して 老 紳士 は 監督 M  -  C  . ハリス 氏、 聽衆は 殆ど 悉く 英米の 宣教師で ある、 中には 多くの 

えきしゃ 

V  '  V,  f  、神學 博 十：，) も あるで あらう、 基督 敎國 より 遣 はされ し 福音の 役者 等に 對 して 異敎國 民の 一 人が 聖書の 中 

心的 眞理 を宣 べんと して 居る ので ある、 先生 を 追う て來 りし 七 八 子の 心に は 自ら 篤き 感謝と 祈躊 と が 起ら ざ る を 得 

なかった。 

會は ハリス 監督の 司宰を 以て 始まった、 老 監督 は 感慨 深き 面色 を 以て まづ 先生の 小傳を 紹介した、 曰く 「內村 君 

は 武士 中の 武士、 日本人 中の R 本人な り、 而 して 主 キリストの 爲に囚 はれし 人な り」 と、 監督 はいふ 迄 もな く 四十 

年 前 先生 に 洗禮を 授け し 其 人であって 先生の 友た ると 共に 亦師 である、 宜 なり 其 面 上 抑 ふべ か らざ る歡 喜の 色の 輝 

き 居りし 事。 

此夜 先生の 題目 は 基督 再臨 を 高調しての 日本に 於け る 聖書 敎育 "Bible  Teaching  in  Japan,  emphasizing  t;ls 

sesnd  Coming  of  Christ" であった、 先生 はま づ クラ ー ク 大佐が 日本に 於け る 道 德敎育 の 根本 策と して 斷然 聖書 

を 用ゐ而 して 遂に 今に 至る も尙盡 きざる 感化 を 遣せ し 興味深き 歴史 を 語り、 更に 進んで 往年 「儒者 等」 が 如何にし 

て 日本 國民を 感化した る 乎、 彼等が 教育 上 唯 一 の 基礎と なした る 聖賢の 書に 代 ふるに 聖書 を 以てせざる ベから ざる 

所以、 卽ち 「聖書 を：：： て 日本 國 民の 書たら しむべき 事」 を 高調し、 ー轉 して 先生 自身の 信仰 上の 經驗 より 聖書の 中 

心的 眞理 としての キリスト 再臨 を カ說せ られ 最後 に 此 信仰が 日本人の 熱狂 的歡 迎を受 くる 理 由を說 明し て 佛敎の 貢 j 


獻と ニー 一： 宣教師の 功 勞とを 推賞して 語 を 結ばれた、 先生の^：！由なる英語は日本語と何の選ぶ所なく從て此の深き敎 

訓と 感興と に 富み. た る演說 は外國 人た る 聽衆を 動か す 事 非常 なる ものであった、 就中 儒者 山 崎閽齋 等が 義の 爲に淸 

貧に 甘んじて 大名の 招聘 を も 拒みし とい ふが 如き は 聽衆中 特に 米國人 をして 驚歎 措く 能 は ざら しめたる 樣千 であつ 

た。 

廿五 日夜 同じ 場所に 於て 同じ 司會 者の 下に 先生の 第二 囘 講演が 行 はれた、 題して 「信仰生活の & 十 年 == 基督 再臨 

の InEIW-  _  "Forty  Years  of  suristiau  Heliof,  empllasizinw  tlio  ！;! kM.-oml  Coming  of  chrl-st-" とい J、 如问 にして 

自己 を發 見した る 乎、 寧ろ 如何にして 神に 發 見せられし 乎、 自ら 罪人の 首た る を 知りて より 如何にして 神の 前に 義 

たらん と 努力せ し 乎、 而 して 遂に 如何にして 十字架 上の キリ ストの 義を 獲得した る 乎 を 述べられし 頃より 先生の 語 

調 は 愈々 カ强く 進んで 平和 論に 移り 戰爭は 決して 戰爭 を終媳 せしめず 却て 之 を 醸成す る 事、 平和 は 決して 敎會の 運 

動 其 他人 類の 努力に 由て 来らず 唯 キリス トの 再臨に 由ての み 来る 事 を論斷 せられ、 次に 再臨 反對 者が 聖書 其 者に 對 

インス ビレ —シ ヨン 

して 鋒 を 向く るの 狂 愚 を 痛撃して 聖書の 靈 感 を 高調 せらる、 や 聽衆中 思 はず 共鳴 感激の 聲を發 したる 者 さへ あ 

つた、 講演 後 直に ビヤソン 氏 立ちて 再臨の 信仰 を 共に する 者の 起立 を 促せば 極めて 少數を 除く 外み な 聲に應 じて 起 

ち 上り 壇上より は 高く ァ ー メン、 ハレルヤが 響いた。 

かくて 輕 井澤に 於け る 先生の 使命 は 聖霊の 犬なる 加護の 下に 遣憾 なく 果 された、 先生 は 尙右兩 講演の 間に 廿 五日 

朝 同地 日本 入 敎會に 於て テサロ 一一  ケ 前書 第五 章に 就き 極めて 力 ある 禮拜說 敎を爲 された、 而 して 主の 聖名 は此 地に 

ありて 著ろ しく 崇められた、 願 はく は榮光 「彼」 に歸 せん 事をァ ー メン。 


大正 七 年  E! 七 i 


對敎會 所見 


明治 三十 三年 二 九 〇〇 年)  一 

宣敎 師大會  一 

4- 月廿 四日より 一 週日の 問、 東京なる 神 田 靑年會 館に 於て 日本 在留 新敎 諸外國 宣敎師 の大會 ありと 聞 一 

き、 余輩 も 其 中の 或 一 人 を 訪問せば やと 思 ひ、 一 日 之に 參會 せり、 日本に 在て 四百 餘 名の 外國 人力 一 - 

堂に 會 する を 見る は 甚だ 稀た る 事 なれば、 余 W も 之に 臨んで 一種 異様の 感を 以て 打 たれたり、 余輩と： 

同一 の 信卬を 有する 外國 人に して 斯 くも 多 數 人が 此國に 在留す るかと 思へば 嬉れ しく も あり、 然 わと 

も 等の 中に 余 暈の 友と して 呼ぶべき もの は 一 手の指 を 以て 算 すべ きを 思 ふて 亦 甚だ 悲しく も ありた 一 

り、 然れ ども 余葷の 便益の 有無に 係 はらす、 イエス、 キリストの 敎の此 國に擴 まらん が爲 めの 此會合 

なれば、 余輩 は 私に 心の中に 神の 祝福の 其 上に 加 はらん 事 を 祈りたり。 

札幌獨 立敎會  . 一 

明治の 初年に 農學 校の 靑 書生が 血の 淚を 以て 築き上げし、 札 幌敎會 は 日本に 於け る 最初の 獨立敎 童 

X り、 故に 基督 敎と獨 立と を 重ん する 人士に して 之に 向て 深き 同情 を懷 かざる はな かるべし 日本 

は 其 資力に 於て、 其 敎蕤に 於て、 外國 傳道會 社に 賴ら すして 基督 敎會を 建設し 得る や、 是れ 小な りと- 
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雖も札 幌獨立 敎會が *1 界に 向て 證據 立つべき 大 問題な りと す。 

今や 共 創設者に して、 札幌の 地に 在る 者 は 甚だ 龄し、 無 報 給に て 十八 年 問の 長き 其 牧師たり し. K 島 

正 健 氏 は 今 は 去て 奈 良の 舊 都に 在りて 其中學 校々 長たり、 伊藤 一隆 氏は內 地に 在て 實 業に 從 事し、 本 

誌の 主筆 は讀 者の 旣に 知る が 如し、 佐 藤 昌介氏 は 早くより 獨立 敎會を 去て メソヂ スト 敎會 員たり、 新 

渡 戶稻造 氏 は 普 連土敎 會に屬 して 今や K: び 海外に あり、 內田 某氏と 黑岩 四方 之 進 氏と は 共に 忠赏 なる 

會 員たり しと 雖も 遠く 札 幌の地 を 離れて 住す、 故に 今や 敎會の 重荷 は 本誌 主筆の 舊友 にして 同室の 友 

たりし 植物 學者 ドクトル 宮部 金！？ in 氏の 肩 上に 落ち、 氏 は 日本 第一 の 植物 學者 たるに 關 はらす、 奮て 此 

貴 任の 地位に 立ち、 此歷 史的 敎會 をして 湮滅に 歸 せしめす とて、 敎會員 諸氏と 共に 努力 奮勵 しつ、 あ 

今や 敎會員 中靑年 諸氏 の 奮起す る ありて 、大に 舊來の 面目 を 改め 敎會當 初の 目的 を 達せん と 欲し、 

其 牧師の 撰定を 本誌の 主筆に 一任したり しも、 如何せん、 無宗派の 此 敎會、 殊に 其 會員は 博識 を 以て 

閒 ゆとの 事 なれば、 誰 ありて 此名譽 の 職に 就かん と 欲する 者 あるな し、 然れ ども 元々 無牧を 以て 始ま 

りし 此敎會 の 事 なれば、 牧師 を 有せざる の 故 を 以て 解 崩すべき 性質の ものに あらす、 兹に 於て か會員 

諸氏 も 犬に 決する 所 ありて、 余 華と 共同して 獨立 主義の 宣傳を 努め 本誌 を 通して 諸氏の 宗敎的 研究の 

結果 を # に 公に し、 又 本誌の 主筆 を 促して 一 年に 一 囘 又は 一 ー囘彼 地に 到らし めて 敎會の 進步を 計らる 

る 普な り、 余輩 は 切に 願 ふ、 世の 此敎會 に 同情 を 寄す るの 人は此 時に 當て 特に 此敎會 の爲に 祈られん 

事 を。 蓋 は 此敎會 の 立つ と 否と は 日本に 於け る總 ての 獨立 敎會の 運命に 大 影響 を 及す ベければ なり。 ； 
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美なる 脫會 

某 地の 敎友某 等 1 一人、 近頃 信仰の 故 を 以て 其 所 a の敎 會を脫 す、 然れ ども 累を 他人に 及ぼさん こと 

を 權れ、 從 前の 通り 出金の 義務 を 負 ふこと を 約す、 余輩 は 此事を 聞いて 甚だ 喜ぶ、 そ は是れ 能く 無敎 

會 主義の 精神 を彰 はす 者 なれば なり、 愛 は 信仰の ために 廢 すべから す、 自. S は氣 儘と^ 同す ベから. K 

金 輩 は 諸氏が 更らに 進んで、 從 前に 擾 さるの 愛 を 以て 其脫會 せる 敎會 に盡 さん こと を^む。 

萬國 基督 敎靑 年大會 に 出席 せ ざ る 理由 

〇 戰 勝の 餘 光を藉 りて 日本 東京に 於て 開かれし 萬 阈靑年 會大會 へ 出席せ よとの 深切なる 招待 を 受けた 

然し 余輩 は 謹んで 之を辭 した、 感謝 を 以て 之を辭 した。 

〇 そ は 余輩に は 大會に 出席す るの 何の 用 もない からで ある、 若し 廣き此 世界に 於て 余輩が 會 合す ベ き 

人が あるならば、 祌が 使徒べ テ B をョパ より カイ ザリャ なる 百 夫の 長コ ルネ リオの 所へ 遣り 給 ひしが 

如く  (使徒 行傳十 章)、 其 人 を 持 刖に獨 逸より なり、 露西亞 よりな り、 那 威より なり、 丁抹 よりたり 

和 蘭より なり、 余輩の 此 小屋に 遣り 給 ふで あら ふ、 或 ひ は 余輩より 往 きて 訪 ふべき 人が あるならば、 
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對敎 <B 所見  il 八 二 

神が アナ 一一 ャをダ マスコなる バウ" の 所へ 遣し 給 ひしが 如くに (使徒 行 傳第九 章)、 萬 里の 途を 遠し 

とせす して 余輩 を 其 人の 所へ 遣し 給 ふで あら ふ、 余輩 は 何にも 自 から 進んで 縱令 世界の 名士で あれば 

とて、 神が 特別に 余輩の ために 遣 はし 給 はす、 叉 特^に 余輩 を 遣 はし 給 はない 人々 にき 合せん とて 川 

なき 會に 出席して 用な き 時 問と 精力と を 消費すべき ではない。 

〇 斯く；  一一 一  E ひて 余輩 は 自己 を 尊大 視 して 名士との 會合を 避く るので はない、 否な、 < ^輩 は 家に 在て 毎日 

世界の 名士と 會 合しつ k ある 者で ある、 彼等が 精力 を盡 して 書きし 著書、 < ^輩 は 毎日 之 を讀ん では 界 

の 名士と 接しつ k ある、 名士と は 顔で もなければ 軀 でも 無い、 名士と は 心で ある、 深き 博き 知識で あ 

•  OO0O00O00OO00O000000O0000O00OO  0O0O0O0OOC0O 

る、 雨う して 名士が 名士で ある だけ それだけ 外に 顯 はる X こと くして， 内に 隱 る k こと 多き 者で あ 

る、 名士 は 之と 握手し たれば とて 分かる 者で はない、 或 ひ は 一時間 や 二 時間 其 演說を 聞き たれば とて 

識る ことの 出来る 者で はない、 名士 を識 らんと 欲せば 數 日間 彼と 偕に ：5 ら なければ ならない、 彼に， N 

體 ある こと を 忘れて 彼の 靈に 接しなければ ならない。 

〇 爾 うして 余輩 は 毎日 家に ありて 靳 かる 會合を 世界の 名士と 重ねつ k ある、 聖書 舉者 として 余輩が！ Ti^ 

近の 數ケ 月間に 會 合せし 者 は オクス フホ ー ルド 大學の サン デ ー 博士、 ュ - オン 神學 校の ビンセント 博 

士、 フヒ ラデル ヒ ャ祌學 校の ゴ ー ルド 博士、 ハ ー バ ー ド大 學のム ー ァ 博士、 獨逸 グライフ スバ ル卜大 

學 のクレ ー メル 博士 等で ある、 余 葷は或 時 は數日 問、 或 時 は數週 問、 彼等の 备自と 親密に 會八" しつ- - 

ある、 余攀は 彼等と 說を 同う する こと を發 見す る、 又說を 異にする こと を發 見す る、 爾 うして 彼等の 

學說 を拜聽 しつ k ある 問に (服 を 以て) 多少 彼等の 人物" i 性 を も 感知す る、 余輩 は斯の 如くに して 彼 

等の 親密なる 友人と なる。 


〇 大食に 出席し たれば とて 迚も 斯 かる 友誼 を 結ぶ こと は 出来ない、 否な、 大食に 出席して 余萦は 多く 

の 交 はるべからざる 人と 交 はる、 多くの 策士、 多くの 政略家、 聖書よりも 人類 統御 學に精 はしき 人、 

愛の 無き 神學 博士、 常識 を缺 ける 熱 信 家、 卽ち 余輩の 平和 を 奪 ひ、 余 蒙に 多くの 疑問 を 懐かせ、 へぶ^ 

が 折角 養 ひ 得し 傳 迸の 熱心 を 奪 ふ 者に 接する、 是れ 余輩に 取りて 犬なる 危險 であって、 乂 確かに 火な 

る 損害で ある， 余輩が 若し 自己の 屬 であるならば 危險も 損害 も 患 ふるに 足るまい、 然しながら 余^も 

亦 「或る 他の 者」 の 命 を 帯びて 業に 從事 する 者で あれば、 余輩 は 身 を 無用の 危險に 曝ら して はなら な 

い 、 余輩 は 余輩 の 天職 を 重ん する 點 から 見て も斯か る 會合は 成る ベ く 避く ベ き で あ る リ 

〇 斯く云 ひて 余輩 は ヨブの やうに 山犬の 兄弟と なリ、 駝鳥の 友と なリて 殊更ら に ffif 獨を樂 む 者で はな 

い (約 百 記 三十 章廿九 節)、 一 百 ふまで もな く 共れ 督者は 單獨の 者で はたい、 m 獨 なる 者に ストア 派の 祈 3 

學者 であるか も 知れない が キリ ストの 弟子で はない、 基督 者と は 云 ふまで も 無く キリ ストと 偕に 在る 

者で ある、 宇宙 萬 物 を 造りし 者に して 一度 は 自己 を虚 うして 人の 形 を 取りて 顯 はれ、 死して 甦り、 <, 

は 父の 右に 坐して、 萬 物 を 統治め 給 ふ 者 を 無二の 友と して 持つ 者で ある、 爾 うして 斯 かる 大能者 を 友 

とし 有って、 我等 はおの づ から 靜肅を 愛する に 至る、 隨て友 を 求む るに 方ても 所謂る 社交的 集 會に於 

て 求めん と はしないで、 キリストに 在りて 求めん とする、 キリストに 在る 者 は 眼に 見 ゆる も 見えざる 

もす ベて n 儿弟姊 妹で ある、 爾 うして キリストに 在る 者 は 人に 紹介され すして、 彼に 導かれて 相 冗に 深 

き 友誼 を 結ぶ、 キリストに 在りて 我等 は 大洋 を 隔て \ 乎 を 握り、 大陸 を 越えて 愛 を 交換す る、 キリス 

トに 在りて 我等 は 白色なる も黑 色なる も、 銅色なる も 黄色なる もす ベ て 兄ぁ姊 妹で ある リ 

〇 斯く云 ひて 余輩 は 善意 を 以て 開かれた る此大 會にケ チを附 けんと 欲する^ ではない、 人に は 各自 其 

明： 四 十 年  S 八 三 
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に：？ 

入 職と 趣好と が ある， 會 合の 賑 かなる を 愛する 人 も ある、 對 座の 靜 かなる を 好む 人 も ある、 大 演說會 

を 擇む人 も ある、 或は 米國 宜敎師 某が 余輩の 傳道法 を； t して 曰 はれし やうに 所謂 「火鉢 傳道」 を 選む 

人 も ある、 大網を 以て 一 時に 大獵 せんとす る 人 も ある、 釣 を 垂れて 一 尾づ k 漁らん とする 人 も ある、 

劇う して 余輩 は 一 一 者 何れ を か 選む 者で あると 問 ふ 人が あれば 余輩 は 寧ろ 「火鉢 傳 道」、 太 公&」 的 釣 漁 

者た らんと 欲する 者で あると 答へ ざる を 得ない、 余輩の 宗敎は 之 を 公衆の 前に 喂 らす には餘 りに 纖： S 

である、  < 輩が 森の 下 や 小川の 邊に 於て 得し 平和 は 萬 國大會 の 前に 鬼 出されて は だ擾亂 せられ く 

ある、 余 摩は斯 かる 大會の 前に 提供され て 少しも 擾亂 せられない 信仰と 平和と を 持つ 人々 を 羨まざる 

を5^なぃ、 然し 余 1^ に は 雨ん な 固い 大膽 なる 信仰 はない、 A 水 輩の 信仰 はョナ タンが ダビデに 向って 懐 

きし 愛の やうに 婦人の 愛の 如き 者で ある、 卽ち 細く して 亂 され 易き ものである、 余 は 自己の：； I きを 

知る が 故に 赤面 を 恐れて 大集會 の 席 を 避く る。 

〇 開 國以來 僅かに 五十 年、 基督 敎は 日本 全國 を席卷 せんとす ると、 干 嗟 叉 盛んなる かた、 然れ ども 飜 

て 思 ふ、 日本に 於け る 基督 敎の 勢力 は 世の 運動 者が 想 ふが 如くに 盛なら ざる を、 某督敎 は：：： 木！： のお 

壇に、 或 ひ は 其 文壇に、 或 ひ は 其 政治 界に敎 育界に 多少 桃附 けられ しゃも 知らす、 然しながら 大切な 

る 口 本人の 靈 魂に は 多く 被附 けられな いと 思 ふ、 口 本人の 靈魂は 未だ 未開の 荒漠 地で あると 思 ふ、 我 

阈 に 滯在 する 七 百 の 外國 "教師と 彼等が 毎年 消散す る 幾 十 .Kn 萬圓 の 金と を以 て しても、 n 本人の g-g- 魂 

界には 朱 だ 種と 稱 すべき 種 は 下りて らたいと 思 ふ、 彼等 は 今日までに 幾 囘の大 \ ゆ、 幾 M の ^4n^p 

を 問いた、 然しながら 日本人の 心 靈界は 依然として シ ベリ ャ 的の 曠野で ある、 キリ ス卜 は：：： ひ；：：； i ふた、 

神の 國は顯 はれて 来る 者に あらず と (路加 傅 十七 章 二十 節)、 誠に 神の 岡 は 火： m 說會ゃ 火^ 敦會 や、 


ず：！； 厂、 會に. E て は 来らない、 神の 圃は キリストの 忠實 なる 僕の 一 人 一 人の 隱れ たる 苦闘に 由て 來る、 

大會の 設計者、. 其 運動 者、 其 贊成者 は徵く はない、 然しながら 涙と 汗と を 流して 種 を 播く者 は 甚だ 尠 

ない、 玆に 於て か 余輩 は 萬 國大會 に W 席す る 其 時間 を 以て 東海の 或る 漁村に キリストの 福音 を傳 へん 

みこ ゝろ 

とす、 ；： だれ 少く とも 余！ 一  W 人に 取りて は キリストの 変 旨で あると ふ。 

萬國基 1= 敎靑年 大會に 就き 附記 

余輩 も 亦雜誌 記；； とやら を 代表して 此 X% に 出席す る やう 其プ グラ ム に 見えし 由 なれ ども < ^輩 は斯か 

る 承諾 を與 へし 覺ぇ 更らに 無し、 是れ 蓋し 外交に 巧みなる 靑年會 書記 諸君が 余輩の 如き ッ マラ ナキ^ 

までの 名 を 引出して 其會に 景锻を 添えん とせられ しに 由るな らん も、 去りと て 又 諸君が 斯 かる 堂々 た 

る 大食 を 開かる るに 方て 斯 かる 如何 はしき 手段 を 取られし と は 驚く の 外な し、 基督 敎の威 權に關 はる 

ことなれば 斯 かる 手段 は 今後 一 切 取られ ざらん こと を 余輩 は 諸君に 望んで 止ます。 


明治 四十 二 年 二 九 〇 九 年) 

米國に 於け る敎 會の大 攻撃 

我 國に於 て は 無敎會 主義 を 嘲け る 先生方が 甚だ 多い、 彼等 は 曰 ふ、 是れ 奇人の 腦裡 に？： b びた る 一時 

W 治！； 卜 二 年  八 五 
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的 幻想な り、 其の、 後世に 及ぼす 勢力 は 皆無なる べしと、 然るにべ， や 米國紐 育に 於て は 有名なる 社き 

事項の 觀察者 R、  s、 ベ ー 力 ー 氏に 由て 激烈なる 敎會 攻撃 は 『米 國雜 誌』 紙上に 於て 開始 さお、 其 六 

月號に 於て は (木 紙ュ i 號に 「五月 號」 とせし は. 改 りなり) 『紐 育 市の 不信』 と 題し 敎會の 衰退、 無 敎ズま 

信者の 增加を 述べ、 又 其 九月 號に 於て は 其續篇 として 『無 敎會 者の 信仰』 と 題し、 信仰、 慈善、 教育 

等の 渐々 敎會 以外に 移りつ」 ある 狀態を 細 記された、 其 結 3^ として 米國 識者 間に 大 議論 起り、 記者に 

同情 を 寄す る 者 甚だ 多く、 其 或る 者の 如き は (彼 は祌學 校の 卒業生に して 一時 は 敎會の 牧師たり し 者 

なり) ^ら すして 左の 如く 斷ー 一一 5 する に 至った、 

敎會は 今や 死につ、 あり、 之 をして 死なし めよ、 余 は 敬虔 を 以て 一一 一 11： ふ、 キリストの 爲 めに 之 をし 

て 死なし めよ と。 

敎 詠に 對し斯 かる 大膽 なる 聲の 米國に 於て 舉 りし 事 は 余輩の 記憶に 存 せざる 所で ある、 而 かも 是れ無 

神 論者の 聲 ではない、 熱心なる 基督 信者の 聲 である、 敎會が 今や 危急^亡の秋に 迫りつ 、ある は 之れ 

に て も 察する ことが 出来る。 

余輩が 前號に 於て 述べし が 如く、 無敎會 主義 は 今や 曲界の 主義と なりつ & ある、 歐洲 大陸に 於て は 

Die  uuldl.chlichen  (無 敎會 者) の 名 は旣に 早くより 知られ、 今 や 又 米國に 於て The  unchurched 

なる 新 名 稱の鑄 造 せらる-に 至った、 而 して 是れ 決して 無 宗教 者の 意味で はない、 否な- 其 正 反對で 

ある、 正の クリスチャンの 多數 はん：' やゆに 媚び 權に 阿り、 靈魂を 化する の 能力 を 失 ひたる 敎會 に. 全 

然堪 ふる 能 はざる に 至った ので ある、 現に 近頃 ジ ヨセフ. ヘンり一. クルツ 力，" 氏なる 人が 『八，' n の 

敎き』 と 題す る ノ 書 を 著 はし、 其 中に 『内 (敎會の〕 なる罪人と外なる^^徒』 と 云 ふ 一 章 を 設けし を 


見て、 米國に 於て 敎會 自身が 旣に其 腐敗 を 自認す るに 至りし こと を 知る ことが 出来る、 而 して 問題 は 

單 に敎會 改善の. それで はない、 其 改築 問題に あら ざれば 其. t 廢 問題で ある、 人類の 進步 せる 思想と 信 

仰と は敎 きなる 制度の 中に 之 を 抱 括し 得る や 否やの 問題で ある、 事 は 頗る 大 問題で ある、 原文 を 以て 

之 を 攻究 せんとす る 人の ために 余輩 は 左に 其 題目と 屮 N 所と を揭 ぐ、 余輩 は 敎會の 諸 先生方が < ぶ 輩の 無 

敎會 主義 を 嘲 けらる k を 止めて、 玆 にせ 界の此 公論に 股と-丼と を 傾けら れんこと を 希？ 11^. する、 

The  CTOdlini  of  New  York :  By  Kay  stanual.d  Baker.  Tho  American  Magazine,  Juue,  1909. 

The  FaUh  cf  the  uuchul.ched :  wy  the  Same.  The  Ssime,  September,  198. 

讀者 諸君の 中に 之 を 一 讀 せんと 欲せら る \ 方 は余犛 の 許を訪 はるべし、 余輩 は 悅んで 貴覽に 供すべし。 

明治 四 十三 年 二 九 一 〇 年) 

A  A  △ 厶 厶厶厶 

米國 人の 總攻擊 

五月 五日の 『萬 朝 報』 は 其 言論 欄に 於て 「外人 宣敎師 問題」 と 題し、 左の 記事 を 載せたり、 

內村鑑 三 氏が 兩 三月 前の 米國 一 雜 誌に 於て、 今や 日本の 基督教 は 日本人 自 から 傳 道す ベ き 時代に 

在り、 と 論じた る 以來、 同國諸 宗派の 機 關雜誌 は 固より-、 諸 新聞に 至る まで、 日本 は 未だ 此の.？ 《 - 

き 時代に 達せす と稱 して 盛んに 內村 氏の 說を 攻撃し つ- "あり 

n 本が 旣に斯 の 如き 時代に 達せる や 否や は 口 本人に して 始めて 之 を 判 知し 得べき ことにして 米 

^ム， era 十三 年  ， 
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圃の 宗敎. ；}； 永が 强て之 を 否定 せんとす る は 解し 難し、 眞に 尊敬に 値する 宜敎師 は 吾人と 雖も 之を獸 

迎 すべき も、 日本人の 傳道師 に 劣り、 日本 を 痛 篤す る を 事と する が 如き 外人 傳道師 は 寧ろ 其來- り 

ざらん こと を 望まざる を 得す 

余 は 之 を 讀んで ー署 深く 余輩の 責任 を感 すると 同時に、 誌 友 諸君が 此際 特に 熱誠 を 以て 余輩の ため 

に 祈られん こと を せざる を 得す。 

脫會 諫止の 書翰 

(東京 附近の 或る 敎會 を牧 する 牧師 某に 贈りし 者な り) 

拜^、  iyml は 失禮仕 候、 御 近 信に 對し 左に 簡 短に 申 上 候。 

一 、 小生は^の確；！：^なる者の君の敎會に對する不平と；！^；の血氣とを混へたる者にぁらざらんことを希 

&土 致し 候。  .  、 

一、 小生 は 君が 敎會を 去らる k とする も、 普通の 義理と 人情と は 之を盡 されん こと を み 候、 如何に 

確信の ためと は 言へ、 永らく 世話になりし 個人：！ 31 に團 體に對 し， 盡 すべきの 義務 を盡 さす、 還すべ_ 

きの負^！^を還さすして之を去るは普通のゼ ン トル マ ン として 爲 すべから ざる こと.^^ 候 

1、 小生 は教が 獨立傳 道の 眞義を 充分に 解 せられん こと を 願 上 候、 是れ 決して 局外者の 見る が 如き 

つ ま  しん ぼ. フ  ， 

「5? ましき 花々 しき 奮闘」 に は 無 之、 至て 詰らなき 辛 棒に 御座 候。 

1、 君が 今 小生の 處に 来らる-も 小生 は 君に 供すべき 地位 を 有せす 候、 叉 若し 之 を 有すと する も、 其 


^^14の敎會を去てょり平信徒は 一 年、 敎師は 三年 を經 過せ ざれば 之 を 受けす との 小^の 规定 をれ の 

場合に 於ても 適用す る こと を 御 許し 被 下た く 候。 - 

一、 小生が 君に 就て む 所 は 君が 現在の 地位に 在りて S の 最善 を 試みられん ことに 御座 候、 而 して 之 

に對 して 敎 きが 若し 君 を 放逐す るに 至らば、 其 時 出て 獨立 せられん ことに 御座 候、 若し^の 所 霉 の 

敎會の 許す あらば、 小生 は 喜んで 君 を 君の 現在の 地位に 於て 助け 可 申 候。 

1、 何れに しろ 小生 は 君が 此際 直に 貴地 を 去らる-こと は大 不同意に 御座 候、 小生 は； _ に師と 呼ばる 

る を 好ます、 然れ ども 若し 君が 强 ひて 小生 を 師と仰 がんと 欲するならば、 小生 は 君が 小生の 此勸吿 

00  0  0000000000000000000000000000* 

に從 はれん こと を 願 ひ 候、 宣 敎師學 校に 學 ばれし 君の 場合 は 小生の それと は 犬に 異なる 15 有 之 候 

其邊 篤と 御注意 有 之 度 候。 

右 巾 上 虎、 草々。 

內忖鑑 三 

〇 〇 君 

大正 元年 二 九 一二 年) 

世評 を排す 

世に は 八/ 囘の 札幌會 合に 於て 余輩が 新 敎會. の "ヨは 立 を， 計晝 したとの 噂 を 立つ る 者が あると 聞く、 然し そ 

大正 元年  四 八 九 
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れは 全く 誤 間で ある、 余 攀は新 敎會の 立 を計畫 しない、 余輩 は 旣に屮 I 来たる (神の 恩惠に 由り) 信 一 

仰の 兄弟 姊妹 と共に Is- らに 深き 親しき 愛的關 係に 人らん こと を 計った ま で^ある、 而 して 若し 此愛的 一 

關 係が 終 に 化して 今日 世に 所謂 敎會と f  了 らんに は、 余輩の 屮に 在る 無敎會 主義者 は 斷然之 を 壌し て i 

ふで あら ふ、 世の 所謂 制度 は 余輩の 大 II 一が 物で ある、 余辈は 自由なる 愛の 信仰的 家庭より 他の 者 を 作 一 

らんと しない、 而 して 是れ卽 ち敎會 なりと n ふ 者が あるならば 余輩 は 批評家の 一 W に 一任す る、  < 水 輩 は 

言辭の ia 嘩を する 事を好まない。 


大正 四 年 二 九 一 五 ハ± 

企 は キリストの 僕で ある、 「基督 敎界」 の 人で はない、 义 「敎 役者」 の 一人で はない、 余 は.〕 =: 敎師 

の 問に 一人の 友人 を 有たない、 又 有た ふと も 欲しない、 余 は 重ねて 玆に此 事を吿 白す る。 


大正 七 年 二 九 一 八 年) 


批評の 標準 

或 人が 或る.： H: 敎師學 校の 文科の 敎授に 明治 大正の 著作に して 後世に 傅 はる 者 は 何で あらう 乎と 問 ふ 

たら 敎授は 答へ て 曰うた 「獨歩 又は： 复目 氏の 作で あらう」 と、 內 付の 作 は 如何と 問 ふたら 彼 は！：： うた 

「さあ 彼 は狹ぃ 所で やって 3$ るの で 世間 に 廣く 行渡らす に 終る であらう」 と、 余は此 問答 を 或 人より 

せ i  ： ふ ろ び  みち 

聞いて 甚だ 喜んだ、 聖書に は 明かに 書いて ある 「狭き門より 入れよ、 沈淪に 至る 路は廣 く 其 門 は 犬な 

り、 是 より 人る 者 多し、 生命に 至る 路は狹 く 其 門 は 小さし、 其路を 得る 者 少なり」 と、 キリストの 弟 

子の 立場より 見て 孩ぃ 事、 多くの 人に 讀れ ざる 事 は 善き 事であって 感謝すべき 事で ある、 然れ ども 宜 

敎師、 殊に 米國宜 敎師の 傅へ し 基督 敎は 之と は 正 反對の 事を敎 ゆる、 彼等に 取りて は 多数の 贊 成は眞 

现 唯一 の證 明で ある、 彼等 は 多數の 聲是れ 祌の聲 なりと 信す る、 余 は 斯く言 ひて 余の 著作に 永久 的の 

みづ  せいこ ふ 

價 値が あ ると 自 から 信す る の ではな い 、 < ^は 敎授の 批評 は 正鵠に 當 りたる 者で あると 思 ふ、 乍然 注意 

すべき は 彼の 批評の 標準で ある、 是れ 全然 米國 式で ある、 直 教師 式で ある、 某々 の 書 は： E 卜 萬 W 賫れ 

たり、 故に 大 著述 た り 云々 と は 宜 敎師； S に 宜敎師 的 信^ の 口より 輕々 と 流れ出 づる  一一 rr である、 而し て 

余輩 宣敎師 ならで、 直に 聖書より、 又は.〕 且敎師 の 嫌 ふ 又 宣教師 を 嫌 ひし トマ ス . 力 ー ライルより 基督 

敎を學 びし 者： li 彼等と 全然 批評の 標準 を 異に せざるを得ない、 此點に 於て は 余輩 は -I イチ H に 同情し 

て 宜敎師 に反對 する、 一一 イチ H の 著作 は 彼の 在世中 極く 少數 の讀 者に 由ての み讀 まれた、 其 或 者の 如 

き は 僅かに 七十 部 を 印刷して 其半數 以上 は讀 まれなかった との 事で ある、 而 かも 一一 イチ H の 著作 は 後 

世に 存 つた、 而 して 當 分^る であらう、 一一 イチ ヱと-^=:敎師、 其 剛勇なる、 其 非 俗 的なる 點に 於て 余 は 
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宣敎師 よりも 遙 かに -ー イチ H を 愛する、 余と 主義 方針 を 異にする 者に して 宜敎師 の 如き はない、 殊に 

近 來米國 より 遣り こさる &宣 敎師に 至て は、 余 は 彼等と 何等の 一致 點を も發 見す る 能 はざる を悲 む、 

現^ は 顧る に 及ばす、 唯來ら ん とす る 神 の 國と其 義とを の み 追 ひ 求む べきで ある。 


大正 八 年 二 九 一 九 年) 

敎會對 余輩 

十 口 發行 『福音 新報』 は 「市 青年 會の敎 役者 招待 會」 と 題し 左の 記事 を 載せたり。 

去る 三月 二十  一 H 東京 市 基督 敎靑 年會 は、 敎 役者 懇談 會を 催した しとの 趣 as にて. 市内^<^派敎役者百ニ十名 

に對 して 招待 狀を發 したり。 此に 應ぜる 出席者の 數 殆ど 百 名に 近く、 此に靑 年 會關係 者 其 他 を 加 へ て 百 十 名 

を M 過す る狀況 なりき。 斯る 催に 近 來斯く 多数の 敎 役者の 出席者 ありし は 珍ら しき ことなりとの 評 ぁリ。 

fS 类欲を 欲 ひ析禱 ありし 後， 同會现 事 世 Si 谷 銳 次郞氏 靑华會 と 各敎會 との 關係 を. 更にお にし 且つ 其 同情と 现 

解と を 得た き爲 今夕の 集會を 催したり しな リと 挨拶し、 語 を繼 いで 靑年會 の 各 事業 を 述べ 內村氏 講演 會の景 

況を 報じ， 更に 今後 内 村 氏 を 指導者 とする 市内 各敎 役者 の爲の 聖書 研究 會を 催す 計畫ぁ りと 發 表せら る。 次 

に同舍 主事 荒 川 W 二 一郎 氏 は 靑年會 の现事 職員 諸氏 を 一 々"船 介し. 終りて 江 原？^ 六 氏 は 起立して 恐るべき 過激 

派 S 想の 蔓延 を 說き傳 道の 急務 を說 示せら る。 終りて 一 同 食事 を 共に せり。 


途中 同會现 事の 一 人なる 小 崎 弘道氏 は 一 寸申上 度き 事ぁリ とて 問題 を 呈出せられ たり。 今^ 律 谷 氏に 

午後の 內村鑑 三 氏の 聖-書 W 究 講演 會 は 靑年會 の 事業な りとの 事なる が， 內村氏 は 無敎會 主義者 なり、 ro- に 組 

合敎會 中には 氏に 講演 を依賴 せし 爲敎會 の 瓦 壤を來 したる 事赏 あり。 敎會の 同情 を 得ん とする 靑年會 が 宗敎 

部の 事業 を 氏に 托す は 矛盾に 非ず や。 又敎會 にと りて は大 問題な り。 敢て 列-席 諸 $9 の 意 を 問 ふと 會 衆の 意 

見を徵 せらる。 小 崎 氏の意見に 對 する 赞 成の 意見 出しが、 江^ 氏 は 起立し. 其 位の 事 は辨へ ほれり。 ，2: 村 氏 

の 其 は 靑年會 の 事業に 非ず. 氏に 會館 を^ 供す る.；^ の 事な りと 辯 明 さる。 此に對 し 世 律 谷 氏に 然る かと 質問 

せし に訝暖 味なり しも * 靑年會 事業た るは叨 なり。 其より 甲 立ち 乙 辯 じ 丙 攻め 司會者 あれ ども 無き が 如く， 

場内 は 忽ち 蜂の 叛を 突きた るが 如く 化したり。 内 村 氏の！ K めに 辯ず る 二 四の 意兑も ありし が. 人 勢 は 5； 村 

の 講演 を 現在の 儘持續 せし むる を 好まざる 有樣 なりき。 終 現 平-おみ 怔保氏 は 起って、 先頃よりの 話 を 承れば- 

我等 は 何の 爲 めに 來會せ しか を 知る に 苦しむ。 今此 儘に して らん か价も 狐に 撮まれた るの 感を 去らん とす 

る も ず、 古き 事なる が 世 良田 氏の 會畏 時代 某氏 を 招聘して 講演 會を 開き、 多数の 聽衆を if め 得たり しも. 

敎會 の 反對を 喚起し 赏に 靑年會 の 危機 を 酸したり- 而 して 某氏の 講演の 結びし 果は 敎會 は 勿論 少年 に 取りて 

■ も 甚だ 不利益な りきり。 今日 も 叉然。 靑年會 が 敎會の 同情 を 失 ふ は. W 々しき 大事な り。 故に 何とか 之 を處理 

せられん こと を §1- むと 語らる。 他に  一 二の 意兑 出で なほ 續 かんとす る模樣 なりし も， ^IWISSf 理事 

氏が 實任を 負 ひ 諸君の 御滿 足の 行く 樣に， 此 問題 を處现 すべければ と 再三の 言明に て 一 同鎮靜 V り。 一： ム々 

内 村 生 は 此の 記事に 就て 小 崎、 平 岩の 兩 先生に 左の 如く 質問 且つ 答へ ざる を 得ない。 

小 峰 先生に 問 ふ、 余に 講演 を 依頼せ し 爲め敎 會の瓦 壞を來 したりと 云 ふ 其敎會 は： E 地の 何 敎會. なる 

や 明かに 指示 を 乞 ふ、 先生 は 叉 組合 敎會內 に 行 はる i 非 福音 的 信仰が 其 衰退の 大 なる 原因なる に 1?^ 附 
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き洽 はざる 乎、 又 同志 社 事件が 多くの 信者の 躓きと なり 彼等 をして 組合 敎會 を嫌惡 する に 至らし めし 

<1 厶厶厶 △  △△<!  <1<"<:<1厶<： 厶，， ：厶<1厶<3<"厶厶<3  AAA 

事 を 知り 袷 はざる 乎、 余 は 信す 組合 敎會 を；.. -壤 する 者 は 余の 無敎會 主義に 非す し て 敎會其 物の 異端 と 

厶 △ 厶 △  △  △ 

腐敗なる 事 を。 

平 岩 監督に 問 ふ、 先生 は 今に 至り 余の 無敎會 主義 を 非難 せらる.^ も、 先生が 甲府 メソヂ スト 敎^ に 

牧師たり し 時に、 植 村正久 氏の 設立に か k る 口 本 基督 敎會 講義 所に 壓迫 せらる との 故 を 以て 態々 余 を 

東京より 招かれ 三 口 問に 亙り 余 をして 先生の 牧 する 敎會の 高 壇に 立た しめ 先生の 應援淡 說を爲 さしめ 

給 ひし 事 を 忘れ 給 ふた 乎、 其 時 余が 旣に 無敎會 主義者た りし 事 は 先生が 余 を 招く に 先 だち、 無 敎會主 

義に對 し 豫防演 說を爲 されし 事に 由て 明白なら す や (余 は 後に 此事を 在 甲府の 友人より 聞い て だ不 

偸 快に 感じたり き、 先生 は 余の 福 昔 的 信仰 を 利用す ると 同時に 余の 無敎會 主義 を 避けん とし 給 ふたの 

である、 卑劣 極まる 手段と 稱 すべきで ある)、 斯 かる 行爲に 出で し 先生 は 今 靑年會 に對し 余と 提携す 

る 勿れと 勸む るの 資格 は 無い と 余 は ふ、 先生 明，： ：！ に に 答 ふる 所 あれ、 余 は 乂玆に 先生に 斷 はり S5- 

くべき 事 あり、 余 は 最近に 於て 函館 メソヂ スト 敎會に 於て、 乂輕 井澤 メソ ヂス ト敎會 に 於て 其 懇切な 

る ^ 頼と 歡迎と を 受けて 說敎 したり、 叉 昨年 米 數囘關 西學院 より 招待 を 受けし と雖も 未だ 閑暇 を 得す 

<1厶<3<1<3<1 厶厶  <1<3ム厶厶<1<3厶<1 厶厶 厶厶 AA<"AAAA<1<:<:*1 

して 之に 應 する 能 はす、 先生 は 宜しく 先生が 監督た るの 職權を 以て 無敎會 主義者た る 余 を 招きし 是等 

の敎會 又は 學校を 譴責して 可な り、 余 自务は 自今 先生の 監督 權を 尊重し 先生の 許可な くして は 決し 

厶厶  <厶<3<1<1 厶厶  <1<"ム<"<1厶<<3<1 AAA  AAA  <"厶<3厶厶<1厶<3  <"厶<"^<3厶<1<3  <}厶厶<" 

て メソヂ スト 敎會に 於て 講演 又は 說敎 を爲 さぐるべし、 余 は如斯 にして 其 依頼 を 謝絶す るの 害き 理由 

<1<1 厶厶 AA 厶厶 <!△  △△ 

を 得て 幸福 此上 なしで ある。 

越へ て 四月 十日 夕刊 『時 新報』 は 紛擾の 願 末 を 揭げ、 小 崎 牧師の 一一：：" として 「要は^ 村 氏が 敎會を 


おむ るか 否かに 依て 決せら るる 問題です」 と 報じ たれば、 余 (.s 村 生) は 左の 寄書 を ：！： 斩 聞に 1； 込り て 

敎 會に對 する 余の 立場 を 明かに せり。 

私 は 敎會を 認めます、 然し 乍ら 腐敗せ る、 俗化せ る、 聖書が 明白に 敎 ふる 敎现 に： a- 對 する 我 國 

今日の 多数の 敎會を キリ ストの 敎 として 認 むる こと は屮 I 来ません。 事 は 私 一個の 問題で はあり 

ません、 基督 敎眞现 の 問題であります。 延 いて 國家 社^の 問題であります。 私 は 私の 信仰に 忠： 莨 

ならん と 欲して 我國 今日の 基督 敎 きに 漲る 喑黑 に對 して 無頓着なる こと は出來 ません。 

近時 敎勢 不振 は 何人も 到！.,^ る 所であります。 然るに 幸に して 昨年 來靑 年會に 於て 開かれし^ 書 

講演 は 多く の 篤信 家 の 注意 を惹 き、 兹 に 近來 未だ 曾 て 見し ことなき 宗敎的 熟 心 の 设與 を 見 る に 至 

そのしょう  ひそか 

つたので あります。 此 事た る沟に 敎界の 慶事でありまして 其 衝に當 りし 私 等 は 心竊に 先輩 請 氏の 

赏讚を 期した のであります。 然るに 何ぞ 計らん 今日の 如き 反對を 見る に 至って 私 は 其 意外に 驚か 

ざる を 得ません。 私の 無敎會 主義者た る 事 は 能く 知れ渡り たる 事であります。 然るに も關ら す 私 

は 諸敎會 より 招き を 受け てん r 日 ま で 幾囘と な く 其 高 擅より 說敎演 說を爲 し た の であります。 現 に 

000000000000000000000000000 ゥ OOOO0OOOOOOOC-C0 

今 II 私に 對し 特に 反對の 聲を舉 げられ しと 云 ふ 小 崎 牧師 平 岩 監督 も 私 を 其 敎會に 招いて 講演 乂は 

說敎 を爲さ しめられし 事が あります。 n 取 近に 至って 私 は 三 崎町バ プ チ ス ト敎會 の 招きに 應 じて 英 

. 語演 說を爲 しました。 私の 無敎會 主義が raK して 危險 なる ものなら ば、 何故 今日まで 私を敎 會の爲 

に 使 ふたので あります 乎。 

私 は 去れと 云 ふなら ば 何時な りと も 靑年會 の 高 擅 を 去ります。 然し 乍ら 私に 去れと 云 ふ もの は 

神が 私 を 以て 爲し給 ひし 丈け、 叉 其 以上 を 私に 代って 爲す資 任が あります。 今や 數 百の 飢„^ きた 
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る 靈魂は 眞理を 求めて 日曜日 毎に 集ひ來 りつ i あります。 私の 排斥 者 は 彼等 を滿 足せし むる ま覺 

があります 乎。 東京 市民の 靈育 は實に 重大 事であります、 私 は 市民 全體が 一宗 敎に關 はる 小事と 

して此の事を看過せざらん事を^！ぉみます。 

問題 は 他の 日刊新聞の 注意 を惹 き、 四月 十六 日 夕刊 『萬 朝 報』 は 其論說 欄に 於て 「内 付 氏と 敎會」 と 

題し 左の 如く 論じたり。 

內村鑑 三 氏の 靑年會 館に 於け る = 曜； ぉ敎は 昨年 來 (毋會 々衆 場に & るる 盛況 を呈 し， 本邦 某 帑敎. 會，〕 L コ1 ド 

を 造リっ 、あり. 之に 對 して 敎會派 は 卑劣なる 妨 "を 試みん とす。 何故に 敎會派 は 自ら 其 說敎を 振 はしむ る 

能 はざる か. 基督 敎と 云 はず 怫敎と 云 はず、 宗敎は 敎義ょ リも之 を說く 人の 力なる を 解せ ざ る か 。 

义 四月 十八 日發 行の 『國民 新聞』 は 是れ又 其 論 說攔に 於て 「宗教 〔豕の 本色」 と 題して 左の 如く 論じ 

たり。 

某； 督敎の 中心たり， 骨子た る もの は- 基督： 冉 臨の- is 仰 に^り。 個.，、 に斯の 信仰 あれば、 北；，：：.^ に 輝く 希望 

ぁリ、 敎會 に斯の 信仰 あれば. 其の 敎 食に 不 |_ おの^ 八 S ぁリ。 

祌田 靑年會 館に 於け る 內村鑑 三 氏の H 曜 講演が 聽 来：， 母に 堂に 滿ち.  一 は  一 M と- 靈氣の 加 はり 行く に 反 

し、 牧師 生活の 入に 司らる る 多数の 敎會 が， 百方 手段 を. i して、 且つ 不振 を 嘆ず る 所 W は. 知り 難から ず _ 

前者が 基督 再臨の 信仰 を緊提 し、 全心 全力 を 傾けて 之 を 高調し、 後者が 之 を 遺れ て、 徒らに 卅 間との 調和に 

急なる が爲め の み。 

i. 有力なる 某々 の 牧師 等- 內 村 氏の 靑年會 演に M (議を 挾めり とか 聞く， 是れ 自家 頭上の 蠅を逐 はず 

iri ん あ,、 

して. 他人 頭ヒの 蝇を逐 はんとす る ものに 非ず や。 諸せ 宜しく 先 づ某督 敎の屮 心 骨子 を緊 握. よ。 して 全 j 


心 全 菜 を 傾けて • 之れ を 高調せ よ" 然らば 其の 敎會は 振興し、 其の 信者 は活 氣に滿 たん • 復 た何ぞ 他の 成功 

を嫉親 せんや。 

敎會と 余輩 

余輩 は敎 食を惡 またい、 之 を 愛する、 愛すれば こそべ.'！！： まで 機會 ある 毎に 之 を 助けた、 余輩 は靈南 

坂 敎會を 助けた、 本 鄉敎會 を 助けた、 番町 敎會を 助けた、 中央 會堂を 助けた、 富 士見町 敎會を 其. 身 

五番 町 敎會の 時に 於て 助けた、 南 總竹岡 敎會は 余輩が 勸 めて メソヂ スト 敎會に 入ら しめたる 者で ある- 

余輩 は 平 岩 憧保君 を 助けん 爲に 甲府に 至り 三日間に 亙り^の 牧 せる 甲府メ ソヂス ト敎會 に說敎 した、 

余， は 神の 前に 證 して 偽らない、 余輩 は是 等の 敎會に 貸す 所があって 借る 所の ない 事 を、 敢て 問ふ是 

等の 敎會は 余輩 を 助けし 事が ある 乎、 敎會 よ、 余輩 をして 斯く 自己に 就て 述 るを敌 せよ、 余輩がん,' 口 

敎きを 信ぜざる に 至りし に は 深き 理由が 有て 存す るので ある、 敎會が 若し 余輩が 令 日まで 敎きを 愛し 

助けし 丈け 其れ丈け 余輩 を 愛し 助けし ならば 敎會と 余輩との, 1^ 離 は 今日の 如くに 成らなかった であら 

. ぅ-- 

排斥 日記 

珠 斥し-^ ので はたい、 持 斥せられ たので ある、 五月 卄 七日 東京 基督 敎靑 年會 より 余輩の 許に 使^ を 
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一はし 「今日 限り」 依嘱の 聖書 講演 を斷 はるとの 事であった、 何故か. こ^へば 「其 现由は 申 上げられ 

ぬ」 と 云 ふ、 然 らば. 1 衆に 共 を吿 ぐる 必要 も あれば 次ぎの n 曜 n 丈け 之 を 開く 事 を 許された し、 i 右 

し 靑年會 主催の； 卜に 11 く 能 はすば 料金 を拂 ふが 故に 講堂 を <;-i^ に貨與 せられた しと 申 出 しも 應ぜ す、 

共现由 如何と 問へば 「巾 上げられす」 と 云 ふ、 r 现由は 申 上げられす、 只 八 rH 限り 斷 はる」 との 事で 

あった、 是れ 勿論 紳士 を 遇する の途に 非す、 乂  r 汝等 何事 を 行 ふに も 愛 を 以て 行 ふべ し」 との 聖語を 

以て 標 語と なす 東京 基督 敎靑 年會 の 取る 途と思 はれざる 故に 特に 人を會 長江 原素 六 氏の 許に 遣 はし 

意 を 聞 正した る 所、 靑年會 の 行爲を 悉く 是認す との 答で ありし 故に、 玆に交 涉を斷 念し 余 の 取る 

べき 途を 取った、 豫て斯 かる 事 あらん 場合に 處 する 爲に 交涉し 置きし 大 n 本 私立 衞生會 の 講堂 を 借 S 

くる 事に 定め 之 を 申込みし 所、 直に 快諾 を 得 たれば 直に 其 3!: を 六 百 有 餘の聽 衆に 通知した、 斯くて ヒ h: 

年會 との 關係 は斷然 絶えて 我等 は からざる 平安 を覺 えた、 過去 五ケ 月問隨 分と 多くの 心配と 遠慮と 

を爲 した、 主義と 信仰と を 全然 異にする 敎會の 牧師、 執事、 長老 等と 會 合せざる を 得すして » から ざ 

る 不快 を 感じた、 然し 今 は 自由の 身と なった、 我等 同志 一同 男み 起った、 五月 什 九日の 夜 交 涉斷絕 し 

た 夜 は 近頃に なき 安眠 を 貪りし 夜であった、 我等 は 排斥 せられて 心竊に 我等 を排 せし 人々 に 感謝せ 

ざる を 得なかった、 而 して 敎會は 我等 を 排斥せ しも 世間 は 案外に も 我等に 同情した、 新 閱紙は 探訪お 

を 送りて 我等の 立場に 就て 尋ねた、 『東京 朝 口 新聞』 と 『萬 朝 報』 と は 長き 記事 を 掲げて 我等の * 業 

を 紹介して 吳れ た、 而 して 恰も 宜し 『內村 全集』 が 盛んに 讀 まれ 始められ たる 時に 際し たれば 求め ざ 

りし 世間の 同情 は 我等の 上に 築って 來た、 斯くて 六月 一 日が 来た、 關係斷 後、 丸ノ內 なる 內務省 前 

n 本 衞生會 に 於て 開かれた る 第一 囘 の講： M は 盛なる 者であって 聽衆 堂に 溢れ、 入口 を 閉ぢて 入場 をぶ § 


絶す るに 至った、 最も 緊張した る而 かも 靜肅 なる 會合 であった、 會 終て 例に 由り 獻金籠 を 調べし 所、 

勿 驚 金壹千 〇 六 拾參圓 と 云 ふ記錄 破りの 高 を 得て 一同 感謝の 淚を 浮べた、 福音 終に 丸 ノ內に 入る、 其 

先鋒の 名 譽に與 りし 者 は 余輩で ある、 神が 我等 を此に 連れ 来り 給 ふたので ある、 我等の 排斥 者 は實は 

我等の 援助 者で ある、 我等 は 如何に 計畫 しても 斯う 旨く は 行かない。 感謝で ある、 大 感謝で ある n 

敎 會 

日本の 社 會全體 は 今や 敎含を 嫌う、 今や 敎會に lit けらる k は 社 會に迎 へらる k の途 である、 今や 敎 

會に菜 てられて 何の 損する 所 はない。 

所謂 「再臨 說の 粉碎」 に 就て 

〇 『內村 全 菜』 發行 書店 警醒 社の 發行 にか k る 富 永 德磨氏 著 『基督 再臨 說を排 す』 の 同書 店の 新聞紙 

廣吿 文に 曰く  (著者の 廣止" 文 は 著者 自身の 筆に 成る のが 日本 今：！" の 習慣で あるとの 事 なれば 此廣 告文 も 或 ひは此 

著者 自身の 作なる ベ し) 

世 を 惑 はし 基督 敎を 誤る 再臨 說に 向って、 著者 獨特の 徹底せ る 論理と 鋭利なる 筆鋒と を 以て 大痛 

擊を 加へ たる もの。 獅子 全力 を罩 めて 兎を搏 ちし 如く 再臨 說は 全然 粉 碎し盡 されて 痕跡 だに なし。 

と、 寇に撣 つたる 廣吿 文であって * 其 意味た る や 『內村 全集』 讀む ベから すと 云 ふと 同 一 である、 商 
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寶 上より 見れば 自殺的の 廣吿 文で ある、 一方に 於て は 「永久 的 價値を 有し、 子孫に 傳 ふべき 明治 大正 

の大產 物」 と 廣吿し 置きながら 他の 一方に 於て は 「世 を 惑 はし 基督 敎を 誤る 云々」 と 云 ふ、 孰れが 本 

當 であるか 讀者は 嘸 かし 迷 ふ 事で あらう。 

〇 以上 は 著者と 其 著書と に關 する 事柄で ある、 然し 乍ら 玆に 解決すべき 極めて 重要なる 問題が ある、 

其 第一 は 再臨 「說」 は 菜して 世 を 惑 はし 基督 敎を 誤る 者で ある 乎、 若し さう であるならば 聖書 こそ 其 

書で ある、 基督 再臨 は 余輩が 初て 唱 へた 者で はない、 基督に 由て 唱 へられ 使徒に 由て 唱 へられた る 信 

仰で ある (「 說」 ではない 信仰で ある)、 新約聖書 は 二十 五節 毎に 一同 基督 再臨に 就て 述べて 居る、 

三百 十八 囘の 多き 丈け 再臨に 就て 語て 居る 新約聖書 は 果して 「世 を 惑 はし 基 #敎 を 誤る」 書で ある 乎、 

若し さうならば 今日 直に 之 を棄っ るに 若 かすで ある。 

〇 發行 書店の 廣吿 文に 依れば 著者 獨特の 徹底せ る 論理と 鋭利なる 筆鋒と に 由り 「w 臨說は 全然 粉碎し 

盡 されて 痕迹 だに なし」 と、 憐 むべき- 冉臨說 なる 哉、 僅々 六十 頁 足らす の 小 著述に 由て 「粉 碎し盡 さ 

れ て痕迹 だに なし」 と は 扨 も 扨も憐 むべき 哉、 斯 かる 薄弱なる 「說」 を 信じて 基督教の 中心な りと 唱 

道せ し 多く の 襲、 コ ロム ゥ エル、 一一 ュ ー トン、 フ ァラデ ー 、 ゲス、 ガウ ソン、 ゴ ー デ ー 、 デリッチ 

等の 諸先覺 者は憐 むべき 哉、 此 著者の 此 著述に 由て 日本に 於け る 內村中 田 等の； 冉臨說 は 「粉 碎し盡 さ 

れ て痕迹 だに なし」 と 一一 一一 口 ひ 得 やう、 然し 乍ら 之に 由て バウ n、 ぺ テロ、 ョハネの|^臨「說」、 其他數 

知れぬ 聖徒の 再臨 r 說」 を 粉 碎し盡 したりと 言 ひ 得る 乎、 是れ gi くと も 余輩に 取りて は大々 的 疑問で 

ある、 若し 此 著者と 警醒 社 書店と が 去る 五月 下旬 米 國費府 に 於て 開かれた 世界 再臨 信者 大會に 於て 此 

言を發 したなら ばき 衆 は 何と 答 へ たで あらう、 紐 育の ハル ドマ ン 博士、 ジョン ス. ホッボ キン ス大學 


外科 學敎 授ケリ ー 博士、 其他數 多の 學 者と 信者と は 何ん と 答へ たで あらう 乎、 「再臨 說は粉 碎し盡 さ 

れ て痕迹 だに なし」 とよ、 犬に 有りで ある、 大勢 カ大 信仰と して 世界 を 動かしつ & ある、 駝鳥 は 頭 を 

砂 中に 埋めて 自身 安全な りと 想 ふで あらう、 然し 獵夫は 彼を逐 ひつ」 ありて 彼 は 終に 打殺さる k であ 

らう、 信仰の 慎 値を定 むる 者 は神學 者で はない、 平信徒で ある、 余輩 は祌學 者に 問 はすして 平信徒に 

訴 ふるで あらう。 

.14 雜舌 

tl  l .1 笨  一一 一一 n 

余輩と 敎會 との 間に 橫 たはる 溝渠 は 益々 擴大 しつ k ある、 今やす ベての 點に 於て 余輩と 敎會と は 全 

然無關 係と なりつ k ある、 是れ悲 むべき 事の 如くに 見えて 實 はさう でない、 斯く なりて こそ 余輩 は 全 

然意を 決して 敎會を 背に して 所謂 不信者 社會 へと 進 人す る 事が 出來 るので ある、 。ハ ゥ 口 とバ ルナ バと 

が ユダヤ人に 對 ひて 「我 儕 移りて 異邦人に 向 ふべ し」 と 言 ひしが 如くに 余輩 は 敎會の 敎師、 監督、 祌 

學者、 其 他の 役人 等に 對 ひて 言 ふので ある 「余輩 移りて 不信者に 向 ふべ し」 と (行傳 十三 章 M 六 節)、 

余輩 は 斷然意 を 決した 余輩 は 自今 再び 敎會革 正 を唱 へざる べしと、 敎會 を 愛し たれば こ そ 其 革 正 を 唱 

へたる なれ、 旣に 全然 之と 關係 を絕 つに 至て 最早 此上其 革 正を唱 ふるの 必要 はない、 敎會の 神 學者は 

首 ふ 余輩の 說く 基督 敎は世 を 惑 はし 基督 敎を 誤る 者で あると、 眞に 有難い、 故に 余輩に 来る 勿れ、 余 

W を 信す る 勿れ、 彼等との 分離 は 余輩の 望んで 止まざる 所で ある、 氷炭 豈 共に 語る ベ けんやで ある。 

〇 余輩と 敎會 との 關係 は絕 えた、 然し 乍ら 之に 由て 余輩と 非 基督 信者との 關係は 益々 親密に なりつ i 
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ある、 余輩 は 多くの 善き 信仰の 友 を 我 國佛敎 徒の 間に 有つ、 日本人 は 元 來宗敎 的の 民で ある、 明治 大 

正の 日本人 を 以て 其 深き 宗敎性 を 量る こと は 出来ない、 日本人 は 元 來斯ん な 無宗敎 なる 不敬虔の 民で 

はない、 宗敎 的に は 全然 無意 識 なりし 薩長の 政治 (まに. e て 建設 せられし 日本の 社會は E 本人の 立場よ 

り aj- て も 最も 劣等なる 社會 である、 日 木 人 全體が 一 時 は 僧侶と 化した る 時代が ある、 其點に 於て 日本 

人 は歐米 人と 異なる 所 はない、 數百 千年に 亙る 深き 信仰的 素養が あって こそ 日本人 は 其 今日の 世界的 

地位に 達する 事が 出來 たので ある、 而 して 感謝す 此舊き 宗敎的 日本の 未だ 全然 消滅し 去らざる 事 を、 ■ 

或 ひ は 神道、 或 ひ は佛敎 と、 其 形體は 異なれ ども 其 底に は此 深い 宗敎的 日本が 潜んで 居る ので ある、 - 

而 して 余輩が 愛し 且つ 信賴 する 者 は 此隱れ たる 日本で ある、 余輩が 我國 今日の 基督 敎會 なる 者 を 離れ 

て 「移りて 向 ふべ し」 と 云 ふは此 純正なる 信仰的 日本で ある、 余輩 は慧 心、 法然、 親鸞の 弟子 等の 問 

に 余輩の 信仰の 友 を 求めん と 欲する ので ある、 而 して ？早 純なる ィ H スの 福音 は 終に 彼等の 信受 する 所 

となる べしと 信す るので ある、 余 は 今 手に サイズ 氏 著 『默 示錄 講義』 を 持ちつ、 ある、 而 して 之に 由 

て慧心 僧都の 著 『往生 要 集』 を 想 出さ る を 得ない (那須 火山の 中腹に 於て 內村生 記)。 
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余輩と 余 w の 信仰と を 誹る 者が ある、 叉譽 める 者が ある * 而 して 不思議なる 事に は sit る 者 は 信者の 內 

に 在て 譽 める 者 は 不信者の 內に 在る、 曩には 敎會の 神 學者富 永德麿 君が 警醒 社 書店 巾： 版の 『基督 W 臨 

說を排 す』 と 云 ふ 著書 を 以て 痛く 余輩 を攻擊 せられし は 世の 能く 知る 所で ある、 而 して 今や 富 永 君と 

は }^ 一  1^ 對の言 仰 を 懐く 基督 信者に して 余輩の 信仰 を 以て 饿す とたし、 甚く 余輩 を 誹る 者が ある。 彼が 

近 水 輩に 寄せし 言に 曰く 

まの 信仰 (？) は 形式的に して 聽者 又は 讀者 をして 奮起せ しむる 能 はず、 權咸なく能カなき講演は恰かも^^ 

花 節、 常 盤津を 德 くが 如し. 而 かも 浪花節 を 聞きて 侮 過. Hi^ せし も 8 多し、 借問す * 君の IS 演を 聞きて 信仰 

を 起せし 者 果して 幾人 か ある …… 不信なる 鑑 三よ. 已を 拾て 主の 前に 伏して 祈れよ * 神 癒 を 信じない など 不 

敬の 一 百 を 弄する 勿れ、 信じな いのは 赏驗が 無い ので ある、 信仰 を 以て 求めない からで ある. 主の 前に 傲 fe5 が 

あるので ある、 反省 百番せ よ， 活眼 を 開いて 聖書 を 請 め 云々。 東京 本鄉臺 町 熱 信 生 (彼 は 本名 を 記載し な い，) 

と、 比 を はて 知る、 余輩の 激烈なる 反 對者は 再臨 を 信ぜざる 者の 内よりも 信す る 者の 內に 在る 事 を、 

昨 H まで 手を携 へて 再臨 運動 を 共に せし 者の 內に 余輩の 講演 は 浪花節に も 劣る と 言 ひて 悼らざる 者が 

あるので ある、 基督 敎界と は 組る 所で ある、 四 面 敵で ある、 豫言者 H レミ ャが言 ひし 如くに 「汝等 

各自 其 隣ん に 心せよ、.. の 兄弟 を も 信す る 勿れ、 兄弟 は 皆 欺き をな し 隣人 は 皆 謗り ま はれば 也」 であ 

る 0 

まう かと & へば 世に は叉譽 めて 吳れる 者が ある、 而 して 夫れ が 「兄弟」 でもなければ 「同志」 でもな 

、， リ は 不&議 である、 余輩の 近著 岩波 書店 發行 『信仰 日記』 に對 する 『東京 朝日 新聞』 の 批&に 曰く 

基督 再臨 を高唱 しつ V ある 著者の 1 昨た 牛 八月より 昨年 同 に 至る 滿 一 年間の 日記に して その 信仰 生 を 赤裸 
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裸に 發 表せる もの. 感想 あり. 議論 あり. 哲理 あり * 詩歌 あり. 悉く 著者の 人格の 露 はれに して 之 を 一貫す 

ろ もの は 動かざる 信念な り、 その 記す る 所 は 著者 一 年の 生活に 過ぎざる も 內容は 博大 深 哲人と 膝 を 交 へ て 

人-生 を 語る の感 あり * 一而よ リ 著者 を 中心とする 再臨 運動の 衷面史 とも 见ら るべ し. 附錄 「欲 ご.^ ろ」 は 著 

者 一流の 精祌譯 になる 泰西 詩人の 詩歌 及 著者の 自詠 を收む * 就中 「我等 は 四 人で あろ」 の ー篇の 如き は 詩と 

信仰との 美しき 結合 を 示す 傑作と いふ も 溢 美に あらざる ベ し。 

そし  き よ はリ へん いづ は  よ 

と、 信者に 誹られて 不信者に 譽 めら る、 余輩の 運命 奇と謂 ふべ し、 然し 毀 譽褒贬 何でも 可い ので ある- 

あし 5 きころ；  VS さ，？ こる i  そ 

余 鞏は惡 名 あ る も 令聞 あ る も 自分が 眞理 と 信す る 所 を忠實 に 謙^ を以 て述 ぶれ ば 夫れ で 職分 は濟む の 

である、 余輩 を 審判く 者 は 人で はない、 祌 である、 彼れ 再び 來り給 ふ 時に 萬 事 は 明 rt: に 成る ので ある 

(哥林 多 前書 四 章 五節)。 

現狀と 希望 

余 軍 を 誹る 者が ある、 余 摩 を 誹る 者 を 誹る 者が ある、 基督 敎界は 相 も 變らす 修羅の 街で ある， 近頃 

某 地に 長の 間忠 赏に傳 道せ 某 老敎師 より 余輩の 許に 卷紙 長さ 一問 半 餘の書 簡を送 られ、 其 內に余 華 

の 知る と 知らざる と、 過去 二三 十 年 問に 涉る某 一 督敎界 お 細の 觀察を 寄せられた、 共 に 左の 一項が あ 

つた、 

富 永 の 惡 口 駕贅 f  3： に 小生 を 刺激 せし こと 少 か ら ず、 併し 彼の 著書 を 见れば 彼の 信 抑の 度合 判 叨 す * 殊 に ：.：^? 

著 『祌 學體 系』 など 何 だ. 宗敎 哲學の よせあつめ， 何 所に 彼の 神お？！^ 體 系の 論據 あり や. 狄と糊 さへ あれば 生 


命な き祌學 生- あ I ひ に は 妙に 有 之 候、 彼 は 少し 文 舉のォ と 知識 慾と ある を. 〇〇〇〇 の 法王に 見ぬ かれ， 

變則 的に 牧 瓶と なりし 者， 巳に 法王 樣 から 謀 1^ か 破門 か. 今は獨 立に て 基せ 敎 やら 佛 敎哲學 やら. 何に せよ 

4^ の conYersion は， K に 疑 はしき ものに て. W 臨 論に 對 しての 暴 盲に 畔上 を 立し めし は 小生の 身代りと 感 

謝 罷在候 云々 

と- M の 事 やら 能く は 解らない、 其內に 余輩の 解し 得ざる 多の 術語が ある、 多分 罪の無い 戲 語と 見て 

いので あらう、 之 を 請み て 余輩の 如く 全然 敎會 外に 立つ 者に 取りて は 奇異の 感 なき 能 はすで ある、 

余輩 自身に 取りて は 富 永 君の 攻撃 は 不意の 暗 打であって 實は 一時 は 大に惑 はされ たので ある、 然しみ， 

は 落 付き、 ぎく H^. 撃 たれても 驚かざる に 至った、 何れに しろ 基督 敎界 の現狀 が斯ん なであって、 基督 敎 

が 日本 國に 於て 進步 しないの は 少しも 怪しむ に 足りない、 牧師 相互に 助けん とせす して 相互に 貶し 相， 

互に 其傳道 事業 を 毀たん として 居る ので ある、 而 かも 余聚の 知る 所に 由れば 是は 今日に 始まった 事で 

于- な、、 其 源 因， H 遠く 慶應明 冶の 初年に 於て ある、 依て 余輩に 玆に 一大 希望が ある、 其れ は 基督 敎 

の 有志 者に 依て 曰 rl&Htii.^ き ある、 先づ 第一に 自己の 罪を 主の 前に 徵 

I- して 相 Id の 罪を赦 し、 然る 後に 基督 敎界全 體の革 正らん 事 を 祈る 事で ある、 斯く なして こそ 萬 正の 

卞 -..^1 動 は 始まる ので あると 信す る、 今や 他 を 非難 排斥すべき 時で はない、 ー齊に 主の 福 昔を說 くべ 

き 時で ある、 日本人が 福 昔 を 要求す るに 熱烈た る 今日の 如き はない、 余輩 は 人が 余？ Vf:t" リ 

とも 1| はない、 ：MW 人に 由り て ^- も キリストの 福 昔の 盛に 宣傳 へられん 事 を 祈る、 基督 敎界革 正祈禱 

<i、  ^^!>き&?1でぁる、 演說會 ではない、 贊成者 は 無き か、 有らば 知らせよ 共に 祈らん。 

大正ん 年  五 0 五 
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大正 十四 年 二 九 二 五 年) 

牧師の 批評に 答 ふ 

0 或 气 東京の 或る日 本 基督 敎會の 牧師 某氏が 二人の 米 國宜敎 師を伴 ひ、 大手 町 日本 衞生會 の 講堂に 

於て 開かれつ、 ありし 所の 私の 聖書 研究 會を訪 つれました。 是 等の 宜敎師 は 東京に 於け る 敎勢を 視察し 

つ、 あつたので ありまして、 彼等 は 私の 集 會に來 る 前に 旣に 幾箇の 他の 敎會を 見舞うた のであります、 

そして 他の 敎會に 於て は 空席の 甚だ 多 かりし に比べて、 私の 集 會が聽 衆 を 以て 充滿 する を て、 彼等 

は 案：？： の 牧師に 問 ふて 開きました、 「何故 他の 敎會に 於て は 出席者の 勘き に比べて、 此 集/貧 は 聽衆を 

以て 溢れます 乎」 と。 牧師 は 之に 答へ て 3 ひました、 「それ は 指？ 者の 內^ 君が 二つの 事を唱 ふる か 

あ f  で、 其 他の 一 は 基督- 冉 臨であります」 と。 時 を經て 後に 二人の 米國 

宣敎師 の ^ の 一人が 自身 私 を 柏木の 家に 訪れ、 此事を 私に 語りて、 事實 * して 然る 乎と 尋ねました。 

私 は 驚きました。 私 は 彼れ 米國宣 敎師に 答へ て 曰 ひました。 

それ は 間違であります。 私 は 滅多に 敎會 を攻擊 しません。 其 事 は 私の 聽 衆が 克く 知って 居ます。 

又 私 は 近頃 キリ ストの 再臨に 就て は餘り 多く 語りません。 私 は 聖書 全 體を講 する ものであります- 

信卬の 一 筒 條を唱 ふるのではありません。 又 何ん な 人で も、 敎會 攻擊と キリスト 再臨と 云 ふが 如 


き 限られた る 問題 を 以て 聽衆を 幾年 も繁ぐ こと は出來 ません。 私は此 研究 會を 始めてから 旣に五 

六 年に 成ります が、 唯 二つの 主要 問題 を 以て 斯 くも 長く 此會を 率ゐ來 つたと すれば 私は餘 程の 天 

才 でなければ なりません。 若し 出來 るなら ば 貴君 御自身 行って 御覽 なさい、 到底 屮 I 來る 事で は あ 

りません、 云々。 

と 曰 ひました 所、 其 宣敎師 は 「尤もで ある」 と 言 ひて、 其れ 以來私 は 彼と 懇親 を續 けて 居ます。 人が 

私より 敎會 攻撃と キリスト 再臨 を 聞かん 爲に 私の 所に 集ひ來 ると 思 ふ は 理由な き 誤解であります。 そ 

んな 事の 有り得 やう 害はありません。 

〇 日本 メソ. チ ス ト敎會 の 牧師 某 君が 其 敎會に 於て、 私に 就ての 彼の 観察 を 述べての 一一： 一口で あると 云 ふ を 

閒 くに 大略 左の通りで あつたとの 事であります。 

彼 は 詩人で ある、 愛國 者で ある、 天然 學者 である、 故に 彼 は 多くの 人 を 己に 引き 附け るので ある 

と。 是は 全然，.^ 親切なる 批評ではありません。 私 は 詩 を：^ み、 天然 を 愛し、 日本 國を 愛する は 事實で 

あります。 然し 乍ら 其れが 故に 私の 聖書の 研究 會が榮 ゆると 云 ふの は 是れ叉 間違であります。 私が 取 

扱 ふ 問 題 は 聖書でありまして、 文學 又は 國家叉 は 天然ではありません。 私が 若し 幾分な りと も ssi に 

精通せ す、 其 根本的 眞 理を辨 へませんでしたならば、 私 は 聖書 を講 する の 資格な く、 叉 聽衆は 長く 私 

より 聖書 を學 ばんと 欲しない だら うと 思 ひます。 詩 叉 は愛國 又は 天然 は 聖書 知識 を 飾る かも 知れ ませ 

んが、 聖書 知識 其 物の 代用 を 致しません。 私が 装飾 を 以て 人を惹 き、 又 人が 装飾に 引かれて 私に 來る 

と 云 ふ は、 私と 私の 聽 衆と を餘 りに 皮相 的に 見た 見方で あると 思 ひます。 

〇 竞る 所、 公衆 は 莫迦の やうに 見えて 決して 莫迦でありません。 彼等 は 欺く に 甚だ 困難であります。 

大-^ 十 £ 年  五 0 七. 
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みと *Q  V  つ. 

彼等 は 人の 誠 實を見 透す 非常の 能力 を 有します。 彼等 を 半年 や 一年、 騙す 事 は 出来 ませう が、 三年 も 

ra 年 も 然り十 年 も 二十 年 も 騙す 事 は 出来ません。 公衆の 心 を 繁ぐ爲 の 唯一 の 秘訣 は r 單 純なる 誠實」 

であります。 是れ なくして 如何なる 雄 辯 も學識 も强く 長く 彼等 を引附 ける 事 は 出来ません。 若し 出來 

るなら ば 誰でも 行って 見る が 宜しう 厶 います。 世に 苦しい 事と て 偽善 を 以て 公衆に 臨む 事の 如き は あ 

りません。 一人 を 欺く さへ 困難く あります、 况んゃ 五 百 人、 六 百 人と 云 ふ 人 を 何年 も 綾いて 欺かん と 

する のであります。 若し そんな 事の 出来る 人が あるならば、 私 は 其 人 を 知りた くあります。 

〇 或る ホ リネス 敎會の 牧師が 其會 員なる 婦人 某に 常に 言 ふ 所な りと 云 ふ を 聞きます と 左の通り であり 

ます。 

アナ タは 『聖書 之 研究』 を讀 むこと を廢 めなければ いけません" 『聖書 之 研究』 を 魔め なければ 

純 福 昔の 眞理は 解りません 

と。 私 は 此事を 此勸吿 を 受けし 婦人から 直に 聞きました。 依て 私 は 彼女に 左の通りに 答へ ました。 

それ は アナ タの 御隨 意であります" 然し 乍ら 『聖書 之 研究』 を廢 めた 丈け で 事が 濟 みませう 乎。 

私 は 其 主筆と して、 ァゥ ガス チン、 ル ー テル、 カル ビン、 ベンゲル、 ガウ セン、 ゴ ー デ ー 等の 大 

家 の 聖書 研究 の 結果 を 日本人に 紹介し て 居る ので あり ます。 そして 私 を 排斥せ ら る k 牧師の 方 は 

是 等の 大家 を 排斥す るの 確信 を 有た る X ので ありませ う 乎。 

と〕 多くの 敎會の 人達 は 私が 私 獨特の 信仰 を唱 へて 居る と 思 ふが 故に 間違 ゐ ます。 私 は 過去 千 九 年 

問の 第一流の 基督 信者の 信仰 を傳 へんと 努めて 居る のであります。 故に 『聖書 之 研究』 を讀 むこと を 

廢 めた 丈け で 異端に 迷 はさる X 凡ての 危險が 取 除かる i と 思 ふは餘 りに 狹ぃ 思考で あると 思 ひます。 


大正 十五 年 (一 九 二 六 年) 

■ 秋 氣淸し 

〇 私 は 團體の 必要 を說 く、 敎會の 必要 を說 かない。 圑體と 云 ひて 多數 勢力 を 作りて 他の M 體に當 らん 

とする ので はない、 兄弟 的 和平 を實 現せん とする ので ある。 愛の 團體 である、 靈的 家族で ある。 そし 

て斯 かる 團體が 今日 所謂 敎會と 全然 異なる は 何人が 見ても 明かで ある。 敎會と は 素々 斯 かる 團體 で あ 

つた。 然し 紀元 四百 年頃より 全く^の ものと 成った。 英國々 敎會 監督 ゥ H ス コット が 曰 ひし 通りに 

「コ ン スタン チン 帝に 由て 此 f の 俗氣が 敎會に 注入され し 以來、 敎會は 今日に 至る も 之 を 排除す る 事 

が 出来ない」 と。 近頃 また 同 敎會の 碩學ヂ ー ン • イン ヂが 曰へ りと 云 ふ、 「宗敎 腐敗の 源 因 は 科學に 

非す 敎會 なり」 と。 敎會が 敎會墮 落の 源 因で ある。 我等 は敎會 ならざる 敎會の 出現 を 期待せ ねばなら 

ぬ。 

〇 今秋より！： 村 聖書 研究 會の會 員た る 者の 資格 を 下の 如くに 定めた。 (一) 『聖書 之 研究』 の讀 者た 

る 事。 (二) 禁酒 禁煙 を實 行す る 者た る 事。 (三) 敎會 員たら ざる 事 叉 は 所 屬敎會 主仵の 承諾 を 得た 

る 者た る 事。 第三 條は敎 會を嫌 ふが 故で ない。 敎會 員た る 者 をして 其 所屬敎 會に對 し忠實 ならしめ、 

併せて 席す べき 敎 きを 有せざる 者に 我が 硏究會 に 於け る 座席 を讓 らし めんが 爲 である。 斯く て 幾分 

大正 十五 年  五 0 九 
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か會 員の 數を 制限す る 事が 出来て、 講堂の 狹 li を 緩和し 得る と 思 ふ。 惡意 でない、 赦 して 貰 ひたい。 


『聖書 之 研究』 の 刊行に 就て 


本 誌 の發 行に 就て 

曾て ジ 口 ラモ、 サ ボナ C1 ラ なる 人が^ 太 利國フ レ ンスと 申す 市に 共和政治 を 布き ました 時に" 

誰 を 其 大統領に 擇 ばんかと 其 市民が 巾し 屮：： でました、 其 待サ ボナ 。 ー ラが 答へ て 申し ましたに 「是は 

キリストの 國 であるから 其 主たり 大統領た る 者 は 死して 睡り今 は-  大に 在て 父の 右に 座す る 主 イエス キ 

リ ストよ り^の 者で 有って はならぬ」 と 申しまして 刖に 大統領 を 置かせなかった そうであります 

其 やう こ 私共 キリ ス トを 信す る 者が 何 を 致します るに も必す キリ ス トを 戴き、 萬 事 を 彼の 手に 委ね 

て、 私共 は總て キリストの 命 維れ 從 ふの 地位に 立たなければ なりません、 斯 んなッ マラない 雜誌を 出 

すに も 同じ 事でありまして、 其 法律上の 主筆 編輯 人 は 誰で あるに もせよ、 其實際 上の 主筆 はフ レ 

ン ス の 大統領と 同じ やうに 矢張り ィ H ス キリ ストで なければ なりません、 私共 は 只 彼に 代って 筆 を 取 

ら なければ なりません、 私共 は先づ 己の 意志 を 殺し、 キリストの 意志 を 以て 私共の 意志と なし、 然る 

後に キリストの 思想 を 語り、 キリストの 慈愛 を 述べなければ なりません、 そう 致さな. いご、 此雜 |1 を 

私共の 意志 を發 表する の機關 となし、 私共の 勢力 を 張る の 道具と 致します るなら ば、 共必す 神の 呪" 詔 

ふ處 となります るの は 解り 切った 事であります、 夫 故に 讀者 諸君 もどう ぞ此 小さき 雜 誌の 爲 めに 祈つ 

て 下さい、 どうぞ 神が 此 憐れなる IS き 編輯 人 を 使 ひ 給 ひて、 神の 思想 を 此國に 宜べ傳 ベる 事の 出来る 

やうに 祈て 下さい。 

木 誌の 發行に 就て  • 五一 一二 


stft 之 « 究』 の 刊行に 就て  五一 Si 

實に 「聖書 之 研究」 など 申せば 此國に 於て は不 人望 極まる 名稱 でありまして、 私が 獨 りで 此 名を附 

けまして から 誰れ 一 人と して 之を贊 成して 吳れた 者はありませんでした、 或は 餘り 宗敎 臭い 名で 迚て 

も 日本人に は 向かない とか、 或は 餘り 15!: 域が 狹 くして、 書く 事 も 少ない から 迚ても 獨立雜 誌の やうに 

は 需要が あるまい とか 申されまして、 私 は實は 一度 も 二度 も 其 發行を 中止 致さう と 思 ひました、 然し 

神の 攝理は 其 中止 を 許し 給 はない と 見えまして 私 は 止む を 得す、 其 第一 號を發 行 致しました 所が、 

- 者の 豫想 外の 歡迎を 受け、 今日の 處 では 矢張り 又 多少 社會を 益す る雜 誌と 成りそう であります。 

聖書 は 御 承知の 通り 世界の 書でありまして、 之を犖 ぶの 必要 は 論； 諸 や： fi" 子を學 ぶが 如き もので は あ 

りません、 若し 日本 國が其 文明 を何處 まで も 進め やうと 思へば 其國 民に 是非々 々此書 を精究 致させな 

ければ なりません、 聖書の 必要 は 電信、 電話、 鐵 道の 必要と 同じでありまして、 是は 文明の 進歩と 共 

に 〔盐 々 增 すべ き 者で ありまして 減す ベ き 者で はありません、 斯 くも 必要なる 書であります るのに， 人/ 

日に 至る まで 此 やうな 雜 誌が 敎會 や、 傳道會 社 や、 基督 敎 書類 會 社の 手から 出て 來な かった の は實に 

奇怪であります、 今 私 如き 此 道に 於て は 殆ど 素人で ある 者が 此聖 業に 從事 致す 事の 出來 まする の は 

だ. 恐れ 人った 東であります が、 去りと て 亦 之 は 私に 取て は 非常の 名譽 であると. K はなければ なり ませ 

ん。 - 

此雜誌 を 私が 出します やうに 成った 次第に 就て 私の 元の 同僚でありまして 今 は 私の 反對に 立た る 、 

力々 は、 之は私が 一 時の^^^情に餘儀なくせられて出したもののゃぅに云はれますが、 然し 夫れ は 決し 

てそうではありません、 これ は實に 私の 殆ど 十五 年間 計りの 計畫 でありまして、 私が アマ スト 大學に 

在て勉學致しました頃ょり私の心に起ったべ*5.^^でぁりました、 私 は 確に 信じます、 若し 私の 兀の 生 


で 今 は 此世を 去られました、 シ ー リ ー、 フィ ー ルド、 ビッセル 等の 諸氏が 此雜誌 を  一 口 して 央れ まし 

たなら ば 非常に 悅 で吳れ たで あらう と 思 ひます、 現に 此號の 初に 揚げて 置きました H ラス マスの 辭は 

私が ァ マ スト大學に在て§^書研究最中に私の古ぃ英譯聖書の卷首に書き込んで置ぃた辭でぁりまして、 

私 は H ラス マ ス なる 人物 を餘り 好み は 致しません が 然し 彼の 此の  一 一一 K は 私の 肝に 銘 して 今日 猶ほ 消え 

ざる もの であります。 

私 は 勿論 聖書 學 者ではありません、 私の 希， 伯來、 希臘兩 語の 智識 は 殆どお 恥 かし ひ a£ ^少な もので 

あります、 私 は 亦神學 なる もの は 僅か 四 ヶ月 程 修めた 計りでありまして、 是れ とても 實に 取る に 足ら 

ない 者であります、 夫 故に 私の 聖書 智識なる もの は實に 組織 無き ものでありまして、 爲 めに 讀者 諸君 

を： 倫す る 事 は 至て 少 いと 思 ひます、 玆に 至て 私 は 益々 私の 任の 重き を感 すると 同時に 前に 申 上ました 

通り 諸君が 本誌と 不肖なる 私の 爲 めに 祈って 下さる の 必要が 起る のであります、 殊に 私共 は 商 資の法 

を 知らす、 第一 號 丈け は 幸に 京都なる 或 書店の 主人が 援 けて 吳れ まして、 分配 配送 等に は 差 支 はあり 

ませんで したが、 然し 以後 は此 事に は 少しも 慣れない 書生 共が 致す 事であります から、 或は 多少の 御 

不便 を 諸君に 與 ふる かも 知れません がそれ は どうぞ 許して 下さい、 終に 臨んで 私共が 本誌に 就て、 又 

私共が 成さん とする 總 ての 事業に 就て 私共 を 常に 慰む る 聖書の 辭は 次ぎの 如き ものであります" 

智者 { 女に ある、 學者 安に ある、 世の 論者 安に ある、 祌は此 世の 智慧 をして 愚かなら しむる に 非す 

や (哥林 多 前書 第一章 二十 節〕。  ， 


木 誌の 發 行に 就て  五 1 五 


『染 » 之 w 究』 の 刊行に 就て  五一 六 

「研究」 維 誌難產 の實況 

凡そ 難産と 云 ふて、 「研究」 雜 誌の 如き 難産 は あるまい、 實は 去る 七月 獨立雜 誌が 廢刊 となって か 

らと云 ふ もの は、 主筆 は 「研究」 と 腹 を 定めし もの &、 讀者は 容易に 之 を 承知し ない、 彼等の 中には 

「獨 立」 搏與說 が 甚だ 盛んであって、 之を！^與するならば我等の要する資金を寄附しゃぅと云ふ讀者 

も 大分あった、 我等 も 弱い 人 ii であるから 時には 其說に 動かされ 一 度と なく 一 一度と なく 之に 應じ やう 

と 54 ふた 察が あった、 勿論 W 興 後の r 獨立」 は 聖書の 研究 を 其 大部分と なす 苦であった、 然し 义 我等 

の 他の 友人に して 返て 我等の 最初の 計 畫を赞 成した 者が あった、 彼等 は 言 ふた、 『「 獨立」 を 尙ほー 千 

號 まで 繼 けた處 が 同じ 事 を 操り 返す まで ある、 i おかす 今より 斷然 聖經の 研究に 入らん に は』 と、 此 

一 一一 一一 n は 我等に 取て は 他の 百 言に 優る の 重味が あった、 然に 八月の 末つ方より 我等の 心に 信州傳 道の 熱 

が 湧き出した、 我等 は リビングストン、 ジャド ソンの 事 を 思 ふて 筆 を 執る 事が 何ん となく 嫌 やにな つ 

た、 我等 は 實に斷 然意を 決して 坊主と ならん と 欲 ふた、 而 して 之 を爲 すに は雜誌 を棄て もせし いと 思 

ふた、 そこで 種々 のた 膽 なる 計畫が 始まった、 先づ 我等の 持て 居る 凡ての もの を賫て 一 ケ 年分の 兵糧 

を 作り、 之 を土臺 として 信 州に 人り、 其處に 一 ケ 年間 熱心に 獨立傳 道 を 行って 見ん との 偸 快なる 考が 

起った、 我等 は實に 此考を 得て 愉快で 堪らなかった、 此時 我等の 心 は！^ に 干 曲 川の 沿岸に 在った、 我 

等の 父 も 母 も 妻 も 子 も i^I ん な其覺 悟に なった。  , 


所が 祌の 攝现 であった か、 之に 就て 思 も 依らぬ 故障が 起って 來た、 其 詳細 は 玆で云 ふ 必要がない、 

然し 普通の 常識に 訴 へて 見て どうしても 行く 事が 出来 なくなった、 我等の 此 時の 失望と 云 ふ もの は實 

に ほ】 ふるに 物がなかった、，. 我等 は其爲 めに 數 曰の 間碌々 飯 も いきえなかった、 然し 致し方がない、 我等 

は 當分 の 問此 愉快な る 现想を 行 ふ 事が 5,1 來 なくな つ た。 

そこで 計畫が 丸で 狂って 了 ふた、 然し 幸に 「研究」 雜 誌の 中止 は廣吿 しなかった、 亦 丁度 其 頃より 

して 雜誌發 行の 催促が 矢の やうに 讀 者より やって 來た、 そこで 亦 我等の 古い 武器なる 筆 を 執らん との 

考が 我等の 心に 浮んで 來た、 依て 九 十三 日と 云 ふに 突然 雜誌 編輯と 定まり、 卄 三日の 發 行と チネ： ： が 

定まった。 

所が 玆に又 困った is?- が 出 來て來 た、 それ は 名 古屋と 京都と に 於け る 演說の 約 来であった、 之 も 前約 

であるから 是非共 行かねば ならぬ、 然し 雜誌も 出さねば ならぬ- 然し 同一 の 物體が 時に 同所 を 占む 

る 事 は 出来ない、 雜誌か 演說か 二者 孰れ か を 取らねば ならぬ やうに なった、 そこで 致し方が ないから 

雑誌 は 三十日まで 延す ことにな して、 直に 秋の 初陣と 出掛けた、 其 記事 は^ 項の 通りであった (笫 十卷 

n^s^±』 卷末 「講演餘錄」 七七七页以下參照)、 隨分 愉快 は 偸 快で あつたが 又 隨分難 f 鑫で あった、 廿 四日 

に 家に 歸 つて それから 雜 誌の 校正 を 始めた、 渐く サッと 二十 八日に 了った、 所が 是が 初號 であるから 

遞信 省の 許可 を 得なければ ならない、 三十日 は：！ I 曜で 問に 合 はない、 十月 一日に 許 町 を 得ん とて 本省 

に 出頭 すれば 認可 規則の 改正が あって 特刖に 十 M 納めねば ならな くな つた、 二日 漸く 之 を^し、 三日 

は 大雨で 其 日の 朝 漸く 雜 誌が is に 列んだ と 云 ふ 始末で ある。 

是を爲 すに 京都なる 便利 堂 は 特刖に 家人 を 送り 越して 我等 を援 けて 吳れ た、 我等 は 最初 は斯 んな不 

「15 究」 雜 誌難產 の實況  五一 セ 


. 書 之 w 先』 の 刊行に 就 て  五. 1 八 

人望 の雜誌 は當底 賣れま い と 思 ふたから 極く 少数の 印刷 を； 文した、 所が 決してそう ではな か つ た、 

我等が 雜 誌に 從 事して より 未だ 曾てない 需要が あった、 發行 後半 週間に して 僅かに 五十 數部を 餘す丈 

けであった、 殊に 地方の 讀 者よりの： M 情と 注文と は實に 非常であった、 如何にも 自分の 雜誌 でも S た 

やうに ん で 注文し て よ こした 讀者も 大分 あ つ た。 . 

案す るよりも 產 むが 安いと は實 に. 此事 である、 大膽に 行って 見れば 何にも 怖い 事 はない 害 だ、 日本 

人 だとて 人間 だもの を、 眞 心を說 いて 之 を 聞かない 笞 はない、 殊に 世界最大 宗敎 なる 基督 敎の 斯ル 書の 

研究と ならば 之に 對 して 彼等の 同情の 無い 笞 はない、 唯 恨む らく は 我等の 力足ら す、 識淺 くして、 讀 

者を滿 足さす るの 雜誌 を 出す 事 の 出来な い 事で ある、 讀者 願く は 此難 產兒の 健康 を 祈られよ。 

十五 錢 では 高い とい ふの 說 

「研究」 雜誌は 十五 錢 では だ 高 紘と云 ふ 人が ある さう だ、 成程 「太陽」 雜 誌の 廿五錢 に 較べて 見 

て 此識は 決して 免 かる、 事 は出來 ない、 十五 錢とは 決して 少ない 金で はない、 卜五錢 あれば 寄席が 一 

晚 聞かれる そうだ、 十五 錢 あれば 亦卷烟 草が 三 箱 位 ひ は 買へ るそう だ、 鰻 飯 も 極く 易い もの は 一杯 十 

五錢 である、 其 他 十五 錢を 投じて 二 時 問乂は 三時 間の 快樂を 得る 途は澤 山 あるそう だ、 然るに 僅に 八 

十 貝の 「研究」 雜 誌が 十五 錢とは 高價の 極で あると 眩く の も 全く 無理で はない。 

然し 記者の 方から 言へば 實は 十五 錢 では 餘り 有難くな いので ある、 一 ヶ月 三十日、 其 大抵 三分の 二 


2^ ト： を 此小雜 誌の ために 費す と 云 ふたら 讀者は 驚く であら ふが 然し 夫れ は事實 である、 世に 雜誌は 非- 

常に 多い  が 然し 主筆 先生が 其 半分 以上 を 書いて、  投書と 雖も 一 字 も 除かす 熟讀 しなければ 叙せ ない と- 

云 ふ 雜誌は 多く 外に はない と 思 ふ、 其 外 表紙の 體 裁から、 記事の 配列に 至る まで 悉く 主筆の 手に 成る 

ので ある、 是は 何も 彼が 吝嗇であって、 獨 りで 利益 をい：： め やうと する ので はない、 斯うす るの は實に 

主筆たり、 編輯 人た るの 義務であって、 只 名 許り 編輯 人であって、 實は懶 け 者で あるの は 余輩の 決し 

て贊 成す る ことの 出来ない 事で ある、 叉 本誌の 寄書 家 も 同じで ある、 是れ皆 責任 を 重ん する 人々 であ 

つて、 義理 半分 遊び半分で 書く 人達で はない、 彼等 は 金の ために 書く 人で はない が 亦 適當の 尊敬 を 表 

ねむけ 

すべき 人であって、 此人 等の 書いた 論文 は 決して 寢氣 半分に 讀 むべき もので はない。 

成程 主筆 とても 外に も 仕事が ある、 彼 は 毎週 二  IT 、つ. - 彼の 責任 を 有する 或る 新聞社へ 行く、 彼 は 亦 

大抵 毎月 一回 づ k 地方へ 傅 道に 出掛ける、 彼 は 勿論 是 等の 事業 を 「研究」 雜誌 のために 利用 は爲 ない 

積り だ、 然し 是等 とても 決して 道樂 仕事で はない から、 之に 從 事して 雜 誌が 利益 を 得ない と は 云 はれ 

ない、 「研究」 の 比較的に 高尙 問題に 涉る だけ それだけ 他の 正直なる 事業 は 其 成功 を 助ける ので ある。 

其 外 暇の 時間が あれば それ は 皆ん な 聖書 研究の 爲に 捧げら る、 ので ある、 汽車の 中 は 勿論、 友人 

を 訪問して 應接 間に 待って 居る 時 問まで も 悉く 此の 爲に用 ゐられ るので ある- 若し 夫れ 秋の 夕 暮獨り 

靜 かに 郊外に 散步 する 時な ど は、 常に 詩祌の 援助 を 呼んで 寸暇たり とも 他の 事に 思念 を 及ぼさな いや 

うに 努めつ & あるので ある、 其 他 校正の 面倒、 發賫 の.. 面倒 (讀 者と 賣捌 店と に對 して 不正の 所業な か 

ら ざら しめんた め)、 廣吿の 面倒 等に 至て は實に 讀者 の 推量 以外 である、 殊に 無 資本 で然 かも 士族 揚 

りの 者 共の 商法で あるから 馬鹿の 損 を 招く 事 も 度 々ある、 然し 口 本人であって 武士であって、 基督 信 1 

十五 錢 では 高い とい ふの 說  五 1 九 


s 書 之^ 究』 の 刊行に 就て  五 二 〇  ： 

一 

者で あるから 依 賴は嫌 ひで 獨立は 大好きで ある、 夫れ であるから 雜 誌の 編輯 以外に 大分 精神 を 使 ふの ■ 一 

である、 我等の 思 ふに 何にも 好い 雜誌を 出す 計りが 我等の 本職で はない、 之 を 正 當に賣 り、 他に 迷惑 乂 

を 掛けざる やうに、 亦 不正の 利 を 貪らない やうに 努める の も是れ 亦雜誌 記者た る 者の 本分 で あら ふ と-一 

思 ふ。 

夫れ であるから 十五 錢で も餘り 高く はない と 思 ふ、 共內發 寶部數 が增 して 澤山 利益が 上る や う に な- 

つたら 共 時 は 紙面 を 改良して 更に  一 讀 者の 利ハ； ^を 計る まで ある、 夫れ まで は どうぞ 寄席へ 行く の. 

を 止めても 烟草を 吸 ふの を廢 めても 此 儘で 我慢して 吳れ 給へ。  ： 

第二 週 年に 人る  . 

〇 「聖書 之 研究」 名旣に不人$"^^なり、 其 非 基督 敎 的なる 日本 个 n の 社會に 於て^ 在す る を 5;^ る は 一 の, 

奇踪と 一ぶ はざる を 得す。  - 

〇 然れ ども 其 存在す る は事實 なり、 而も 何れの 敎會 又は 敎 派より 一 の 補助 を も 受けす して 否な 受け ざ丄 

るの みな. らす、 多くの 敎會と 敎師と 信徒と に 嫌 はれな がらな 在す る は事實 なり、 世に 大 監督の 贊 助の 一 

ドに 成る 宗敎雜 誌 あり、 大敎會 の 機 關雜誌 あり、 然るに 此 孤立 無援の 小雜 誌に して 恙なぐ 第一 一週 年 l^i 

迎 ふる を 得し は 何たる 天佑 ぞ。 

〇 其 始めて 產 聲を發 する や、 敵 は 之 を 殺さん と 欲し、 友 は 其 夭折 を豫君 せり、 而 して 罵晉 嘲笑の WH: 一 


に 机 勿る や 余輩 は 沈默を 守る の 外、 之に 鹿す るの 術 を 知ら ざり き、 敵 は 思 ふ^ 分に 其攻 擊を逞 うせり 

而 して 余輩 は il す 羊の 如く 彼等の 毒筆に 身 を 爆ら せり、 而 して 見よ、 神は此 憐れなる 者 を 救 ひ 給 ひて. 

今日 あるに 至らし め 給へ り。 

〇 其 紙数より 云へば 日本 第一 の 高 價の雜 誌、 而 して 其唱 ふる 所の 者 は 政治に あらす、 社會 改良に あら. 

すして 此國に 在て は 最も 不人 望なる 基督 敎の 聖書な り、 此國に 於て、 而も 財界 不振の 今日に 於て、 此. 

雜 誌が 獨立的 存在 を 保ち 得る 事 は 何人も 奇異に 感 する 所なる ベ し。 

〇 余輩の 之 を 曰 ふ は 余輩の 力 を 誇て にあら す、 否な 余輩 は 余輩の 無能 を感 する や 益々 切なり、 余輩に.. 

文の 才 なし、 亦神學 の. 智識な し、 該博なる 近世の 聖書 學は 余輩の 曾て 專門 的に 攻究せ し 所の ものに あ _ 

らす、 余輩に 德の 誇るべき なし、 信仰の 頼るべき なし、 余輩の 此 事業に して 若し 多少の 實 益を此 失望 一 

に 沈める 日本 今日の 社會に 供す る を 得ば、 是れ 神が 殊更に 余輩の 荏 弱 を 簡び給 ひて 其榮 光を顯 はさん.. 

と 爲し給 ふが 故なら ざるべ からす。 

〇 「聖書 之 研究」 は 前金に あら ざれば 一 切發 送せ す、 是れ讀 者 諸氏の ea 莨 を 疑 ふて にあら す、 諸氏の 

意向 を 重 じて なり、 世に 强賨の 盛に 行 はる & 今日 余輩 は 諸氏の 正確なる 注文に 接せす して 余輩の 製作 

物 を 諸氏に 向て 發途 する を 好ます。 

〇讀者^!:^氏ょり拂込まれし前金は本社は決して之を流用せす、 之 を 或る 正確なる 銀行に 預け き 以て. 

讀者萬 一 の 要求に 應 ぜんた めの 準備と なす、 余輩 は 本誌 を 以て 余輩 一己 人の 私有物と 見做さす、 是れ. 

祌の g たり、 亦 余輩と 讀者 諸氏との 共有物た るな り、 余輩が 公平 を 重んじ、 親疎-の 刖を問 はすして 丰 

誌の 規定 を勵 行す る 所謂の もの は 余輩が 其 公的 所有 權を重 すれば なり。 

第二  a 年に 人る  五」 二  一 
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〇 「^書 之 研究」 は 孰れの 新聞 乂は雜 誌と も 交換せ す、 余輩 は 他人の 作 を 批評せ ざる 如く 义 他人に 余 

鞏の作 を 批評 せられん こと を 好ます 批評なる もの & 全く 其 跡 を 絶ちし 日本 今日の 社會に 在て は 孤獨は 

文士の 本分な りと 信す。 

〇 終に 臨んで 一事 讀者 諸氏に 乞 ふべき あり、 卽ち 諸氏が 本誌の ために 殊に 祈られん こと 是 なり、 世に 

祈禱を 無用 視 する 者 多し、 然れ ども 余輩 は 堅く 其 實效を 信じて 疑 はす、 祈禱は 天地 を 動かす の 能力な 

り、 金銀 を 以てする も 爲す能 はざる の 大事 を 吾等 は 吾等の 祈， 禱を 以て 爲し能 ふなり、 余輩 は 諸氏より 

金錢的 援助 を 求めざる べし、 然れ ども 余輩の 爲 にせら る& 諸氏の 熱 禱は余 S 水の 最も 懇請す る 所の もの. 

なり、 余荣は 信す、 諸氏 は此 援助 を 余輩に 供す るに 吝 ならざる を、 願く は 千 百の 讀 者より 上る 祈禱 の 

力が 余輩の 弱き 手と 心と を 支えて 此 いと 微 さき 雜誌 をして 世 を 救 ひ 人 を 悔改に 導く の 道具たら しめん 

こと を 0 

編輯 後の 祈禱 

我主ィ H スキ リストよ、 此雜誌 は 成れり、 如何に 憐れなる 者ぞ、 余 は 之 を 余の 讀 者に 送り出す を 恥 

づ、 然れ ども 繭 は 知り 給 ふ、 是れ 余の 作り 得し 最善の ものなる こと を、 < ^の 肉 は 病み、 余の 靈は 憂へ. 

單獨 此の 事に 當る ことなれば、 余に 平常の 氣 力な かりし、 余 は 知る、 慈惠 ある 雨 は 余より 余の 能 ふに 

勝る ，を-要め 給 はざる を、 願く は 爾の强 き は 余の 弱き に 託て 顯 はれ、 此 憐れなる 雜 誌に 添 ふるに 雨の 


if 蜜の 力 を 以てし * 以て， 此 小さき^ をして 全く 無用なら ざら しめよ。 

雜誌發 行の 面倒 

先づ 原稿の 下書 を爲 さねば ならぬ、 之 を 一 讀 して 訂.， ^せねば ならぬ、 是を淨 書して もら はねば なら 

ぬ、 淨 書した 者 をー讀 せねば ならぬ、 屮 I 來 上った 原稿 を 活版に 送らねば ならぬ、 印刷 成って 初校. 冉校 

の 校 li- を爲 さねば ならぬ、 斯く て 自分の 書いた もの を少 くと も 五 IS は讀 まねば なら ぬ 。 

製本 幷に 配布の 世話 を爲 さねば ならぬ、 代 價を取 立てねば ならぬ、 支 拂を爲 さねば ならぬ、 勿論 新 

m 心 想 を in: んが ために は 新 著述の 精 讀を續 けねば ならぬ、 請 者より 問來る 種々 の 質問に 答へ ねばならぬ， 

^に は 地お 傅 道に 出掛けねば ならぬ、 總 ての 投書 を熟讀 して 其 採 非 を 定めねば ならぬ、 木 誌を發 行す 

るの 面倒 は少 くと も是 丈け である、 爾 うして 責任 を 重 せざる を 得ざる 本誌の 如きに 在て は是れ 大抵 は 

主筆 一 人の 仕事で ある、 故に 其 月 一 一 囘の發 行 を 一 囘に 改め たれば とて 讀者 せに は 餘り强 く 余輩 を 素 

め： おはざる べし。 

僧侶の 鑑定 

^豆 某 地の 或る 佛敎 lis 侶に して 海老 名君 主筆の 雑誌 「新人」 を愛讀 しつ k ある 者 あり、 知人 某 彼に，. 

就て 「聖書 之 研究」 の購 讀を勸 む、 彼れ 15 侶 答へ て ：！  く、 「否な」 と、 知人 其 理由 を 問 ふ、 彼れ 答へ 
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て 曰く 「余 は 耶蘇 信者と 爲ら れんこと を 恐る」 と、 「新人」 萬 歳！ 「聖書 之 研究」 萬 歳！ 

『硏 究』 誌 の 新 年 

雜 誌の 數は 甚だ 多い が 本誌の 如く 祌に惠 まれた る 者 は 多く はない と 思 ふ， 半社會 的の 雜誌 『東京 獨 

立雜 誌』 の 後 を 承け て 生れ、 今日に 至る まで 滿六 年と 五ケ！ =:、 多くの 艱 める 人に 幅 昔の 慰藉 を 供する 

こと を 得、 之 を 手に して 永の 眠に 就きし 者 さ へ あり、 其 讀者は 多し と 云 ふに は あら ざれ ども 去りと て 

齢し と 云 ふに も あらす、 殊に 誠實 親愛の 一事に 至て は全國 無比と 云 ふても 決して 過言で ない 事 を 信す 

る、 木 誌に 由て 余輩が 造りし 友人 は 骨肉の 兄弟 も 管なら ざる 者で ある、 今や. e: 地 は 勿論、 朝鮮、 北淸、 

北米 太平洋 沿岸 至る 處に 余輩の 靈の 兄弟 姊妹は 散在し、 余輩 は 毎日 彼等と 祈晴を 偕に し、 愛 を 交換す、 

-^、 輩 は 本誌に 由て 此廣き 世界 を 余輩の ホ ー ム と 爲すを 得た、 斯 かる 快事 を 其 記者と 讀 者と に爲し た雜 

誌 は 他に 何處 にあら ふ" 

ooooooooooooooooc-oooocloopr 一  ゥつゥ 「一 f- 

余輩が 义 感謝に 堪えたい 事 は 本誌が 始 より 今日に 至る まで 經濟 的に 結 對的獨 立を椎 持し 來っ たこと 

である、 本誌 は 朱 だ 曾て ー錢ー 厘の 負债を 以て 年を越し たこと はない、 然れ ども 未だ 曾て： E れの 敎^、 

何れの 傳道 Z き 社、 何れの 富める 友に も 寄附 を 請求した こと はない、 事業 は 微少 さき 者な りと 雖も、 是 

れ又 祈禱を 以ての み 維持され 来った 者で ある、 余輩 は 勿論、 乞 はざる に 贈られし 友人の 愛の 贈物 を受 

けた、 大 たる 感謝 を 以て 之 を 受けた、 然しながら 余輩 は 神に 乞 ふたまで 未だ 曾て ー囘も 人に 乞 ふた 


事 はない と 思 ふ、 爾 うして 神 は 余輩の 乞 ひを納 れられ て、 幾！： か奇積 的に 余輩の 友人 を 通う して 余 

を 接け 給 ふた、 余輩 の^は 幾囘か 主の 驚くべき 聖業を 見た、 余輩 は 之 を 口にし 又 筆に する こと を 好ま 

たい、 余輩 は 唯 マリヤの 如くに 是 等の 凡ての 裏 を 心に 蔵し 置く までで ある (路加 傳ニ. 5i せ 五十 一 節)。 

曾て 幾囘か 述べし が 如く 齢の 長き は 余輩の-まみ 又 誇る 所ではない、 余攀 は唯活 きたる 神の 御手の 也 

接に 余輩の 事業の 上に 顯 はれし こと を歡 ぶ、 . ^輩 は縱令 一 年 又は 半年な りと も斯 かる 聖き 仕事 を 手に 

執る こと を 得し を 感謝す る、 七 年に 垂ん とする 此 喜ばしき 事業に 從事 する を 得て、 余荣は 充分に 此世 

に 生れ 来りし 甲斐の ありし こと を感 する。 

神 若し 許し 給 は 余 鞏は更 らに此 事 を繼續 する であら ふ、 然しながら 此業 であれ、 他の^で あれ * 

おら 

余輩 は キリストの 福 昔 を 傅へ すして は此 せに 存在し まいと 欲 ふ、 余輩が 福音 を唱 へざる 時 は 余輩が 死 

んだ 時で ある、 余輩 は 福音 を 離れた る 余輩の 生涯に 就て 想像す る こと は 出来ない。 

玆 に 永年に 涉る讀 者 諸君 の 同情と 援助 と を 謝し、 併せて 我等の 關 係の 現世 限りの 者に あら ざ らん こ 

と を 祈る。 


『^究』；_15 の 新年  五 二 五 
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f 硏 究 諮 に 就て 

彼 は 祈禱の 子な り 

『研究 誌』 は 如： E にして 成る 乎。 

『研究 誌』 は 祈禱を 以て 成る、 練磨 研鑽の 結果と して 成る 者で はない、 其 記者 は 文 * おで はたい、 

叉 天才で はない、 彼 は 又 深く 神學を 知らない、 聖書 とても 專 門. 冢に 就て 學んだ 者で はない、 彼 は 唯い に 

に 祌に敎 へられて 神に 由て 筆 を 執る 者で ある、 彼 は 今日まで 幾 K か 筆 を 投げん とした、 然 かし.. K 能の 

神 は 今 曰まで 彼を扶 けて 彼 をして 此 至難の 業を繼 けしめ 給 ふた、 榮光 はすべ て 恩惠の 神に 歸 すべきで 

ある。 

• 争參 鲁鲁鲁 參き參 

『研究 誌』 は 如何にして 維持 せらる、 乎 

『研究 誌』 は 祈薦に 由て 維持 せらる、 敎會叉 は 傳道會 社 又は 外國宣 敎師の 補助に 由て 維持 せらる- - 

者で はない、 祌 御自身が 其 庇護 者で ある。 雨う して 祈禱に 由て 維持 せらる k 者で あるから， 圳 一に 以來朱 

だ 曾て ー錢ー 厘の 借金 を爲 した こと はない、 余輩 は 勿論 友人の 援助 を 受けない と は： n はない、 余輩が 

請求し ない 友人の 愛 的 寄附 は 余輩 は 喜んで R1 つ 感謝して 之 を 受けた、 爾 うして 斯 かる 寄附 は 決して 

くはなかった、 然し 是れ 皆な 余輩の 豫算 外の 寄附であった、 本誌 は カツ， -\ ながら も 此數年 問 其れ 自 

身で 維持し 來 つた 者で ある。 


『研究 誌』 は 如何にして 送出 さる i 乎 

『研究 誌』 は 祈禱を 以て 送 出 さる、 其、 讀 者の 手に 達する 頃 は、 余輩が 熱心 以て、 祌が 拙き 此 誌の 

上に 其 祝福 を 垂れ 給 はんこと を 祈りつ i ある 時で ある、 爾 うして 余輩 は 此祈禱 の 特に かれし こと を 

：;^ する、 其 證據に は 余輩が 特に 惡 しと 思 ひし 號に對 して， 讀 者より 特に 篤き 謝 辭の來 るの が恆 である. 

雜誌は 實に筆 を 以ての み 書くべき 者で はない こと を 余輩 は 知る、 凡.！ は 之れ 祈禱を 添へ て 送り出すべき 

我兒を 世に 送出す 時 の やうに 父の 熟き 祈 禱を其 身 に 添へ て这り 出す ベ き 者で あ る " 

ホ  *  , 

*  .>. 

祈禱に 由て 成り、 祈禱に 由て 維持せられ、 祈禱に 由て 達り 出さる &此 誌が 祈 禱に適 ふ si- を^び しこ 

と を 感謝す る、 樹は 其果を 以て 知らる と 云 ふ、 然 らば 敎會に 依らす と雖も 余輩の 事業 も亦惡 しき 樹に 

は 非るべし、 余 M に 人に 由て 附與 せられし 敎權 はない、 然し 祌は 余輩 を 使 ひ 給 ひて 余輩 をして 多少の 

善事 を爲 さしめ 給 ふた、 本誌に 揭 ぐる 讀者 諸氏の 感想 錄が 其證據 である、 余輩 も 亦 使徒。 ハウ 口の 曾 を 

以て 此 誌の 讀者 諸氏の 或 者に 就て 言 ふこと が 出来る、 

汝等は 我等の 書翰たり、 卽ち 我等 心に 書せ り、 衆の 人の 知る 所、 讀む 所な り >  汝等は 明かに 我等 

つとめ  ふみ  しろ  、 

が 役 事に 由て 書け る キリストの 書翰 也、 是 墨に 非す、 活ける 神の 靈 にて 記し、 又：；^ に^す 、も 

のぎ 碑に 記したり (哥林 多 後書 三 章 二、 三 節)。 

余輩 は 同じ バウ a の 言を藉 りて 云 ひ 得るな り、 

令より 後 何人も 我を擾 はす 勿れ、 そ は 我れ 身に ィ H スの印 記 を 佩び たれば 也 (加 拉太書 六-; iwf ト七 

節)。 

究 に 就て  五二七 
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願く は恩惠 尙も此 誌と 此 誌の 讀 者との 上に あらん こと を、 ァ ー メン。 

予 と硏究 誌 

私 は 本誌の 主筆で あり、 編輯 人で あり、 發 行人であります、 故に 本誌 は 私の 肉 又 骨 又 血であります- 

故に 私と 本誌との 關係を 語る は 私と 私自身との 關係を 語る やうな ものであります、 然し、 少し 語らす 

に は 居られません。 

私の 本誌に 就て 語らん と 欲する こと は 第一 に 本誌 は 私の 作った 者で はない ことであります、 私 は 其 

主筆で あり、 編輯 人で あると 云 ひます が、 それ は 人と 此 世の 言葉 を 以て 爾ぅ云 ふので あります、 然し 

祌と天 園の 言葉 を 以て 云 ひます るなら ば、 此 誌の 主筆 は 私で はない のであります、 本誌の 主筆 は 神で 

あります、 キリストであります、 聖靈 であります、 上よりの 能力が 私なる 機關を 使って 作った ものが 

本誌であります、 故に 其名譽 はすべ て 彼に 属します、 雨う して 其失肷 のみが 私に 屬 します。 

第二に 私は此 業に 使役され て 無限の 快樂を 感じた と 云 ふこと を 語りた く 欲 ひます" 成程、 其 經營、 

編 慕 等に 多くの 苦痛 を 感じた こと は 確かであります、 然しながら 其 快樂は 其の 苦痛 を 償 ふて 優に 餘り 

があります、 月毎に 机に 對 して 筆 を 執る 時、 私 は 神と 共に 語る やうに も 感じ、 又 友と 相對 して 語る や 

うに も 感じます、 爾 うして 印刷 成って 之 を 送出した 後に は、 數干 本の 親展 を 友人に 送った やうに 感じ- 

其、 友人の 心 を 慰めん こと を 祈り、 祈禱を 以て 其 後に 從 ひます、 爾 うして して 神 は 私の 祈 一?M 上 


げ給 ひまして、 毎月 感謝の 返書 は 私の 手許に 達する のであります、 斯んな 愉快な こと は 世に 他に 無い 

と 思 ひます。 -  . 

本誌が ぎ I まで i かふ か、 それ は 勿論 私に は 判明り ません、 然し、 讀 者が 減った からと て 止めまい 

と 思 ひます、 义 資金が 盡 きたから とて 止めまい と 思 ひます、 然し、 神様が 世に 傳 ふべき 眞理を 私に-卜 

し洽 ± なくなった 其 寺に は、 いつ 何時な りと も 之 を廢刊 しなければ なりません、 私は斯 かる 時の パ§ 分 

到來 しない こと を ります、 どうぞ 祌樣が 常に 新鮮に して、 常に 革命的の 思想 を 私に 供し 給 ひまして- 

私が 最後の I- が を 引取る まで、 自由の 戰士 として、 熱誠-の 點火 者と して、 永く 神様の 御用 を 務める や 

う、 讀者諸 41- が 私の ために 御 祈り ド さらん こと を 願 ひます。 

本 誌 の爲 さどる こと 

〇 商賣 人に 廣告を 依賴し な い 。 

〇 名士に 寄書 を賴 まない。 

〇 人に 寄附 金 を 乞 はない。 

〇 人の 著書 を 批評し ない。  , 

〇 人物評 を揭げ ない。 

〇 主筆の 精讀を 経ざる 文章 を揭げ ない。 

予 究誌 木 Sf,1 の ほさ，.' る こと  ^^ニ，3 
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〇 人に 購讀 を勸 めない。 

〇 誠 實の存 する あれば 文章 を 構 はない。 

〇 他人の 批評に 目 を 留めない。 

〇 確信に あら ざれば 一 切 語らない。 

今 昔 の 感 

〇 此 誌が 始めて 世に出し 時に 余輩に 多くの 反對 があった、 余輩 を 偽善者な りと 唱 へて 余 蒙 を 世に 紹介 

せし 余輩の i ふ 同志が あった、 余 蒙 を 不孝の 子な りと 稱 して 余輩 を 世に 訴 へし 余輩の 骨肉の 兄弟が あ 

つた、 其 他、 余輩 を誚り 且つ 嘲け る 多くの 雜 誌と 新聞紙と があった、 實に其 時に 方て 小なる 余輩の 此 

小なる 事業 は 孤立の 狀態 に 於て 在った、 或る 敎會 信者 の 如き は 余輩の 友人の 集會の 前に 立って 余輩 を 

罵りて 一 百 ふた、  ， 

彼の 偽善者なる は 彼の 發 行す る雜 誌の 運命に 由て 卜する を 得べ し、  ， 

と、 以て 此 誌の 數 月なら すして 廢刊 する に 至る を 預言した。 

〇 其 時 余輩 は 誠に 孤獨 であった、 余輩に 賴 るべき ものと て は 神と 少数の 友人の 外、 何人もなかった、 

余輩 も 亦心竊 かに 思 ふた、 此誌は 遠から すして 廢刊の 運命に 遭遇す るで あらう と、 余 W は 廢刊を 決し 

て 起った、 唯問斷 なき 神に 對 しての 結 叫が あつたの みで ある 


〇 然るに 聖き 詩人の 歌 ひしが 如く 

此 苦しむ 者 叫び たれば M ホバ 彼に 聽き、  .  ， 

そのす ベての 患難より 救出し 給へ り  i 

であった、 余輩に 關 する 余輩の 反對 者の 預言 は當ら なかった、 此不 人望なる 雜誌は 容易に 亡びな かつ； 

た、 一年 支え、 五 年 支え、 終に 十 年 を經て 今日に 至った、 余輩 は敎會 や、 宣敎師 等より は ー錢ー 厘の 一 

補助 を も 受けなかった、 余輩 は 名士に 寄書 を 乞はなかった、 商人に 廣 吿を賴 まなかった、 世に 購讀ゑ 

さへ 勸 めなかった、 然るに 神 はすべ て 無くて ならぬ 物 を 余輩に 賜 ふた、 發行十 年後の 今日、 余輩 は 愛一 

の ほか 人に 何の 負 ふ 所が 無い。  - 

〇 若し 此 誌が 此國に 於て 何に か 永久 的の 善事 を爲 したと すれば、 夫れ は此 事で ある、 卽ち、 日本 園に 

OOOOOCOOOOOOOO  000000000 ヒ. よ 0  0  0000000 

於て キリストの 福音 を傳 ふるに、 敎會 ゃ外國 宣教師に 頼る の 何の 必要 も 無い と 云 ふ 事で ある、 我等 は 

神に のみ 賴 りて 福 昔 を 傳て之 を 日本人 固有の ものと なす 事が 出来る、 キリストの 福音 は 外より 移植 さ 

れ たる 者に あらす して、 內 より 生れた る 者なら ざるべ からすと は 余輩の 持論で ある、 而 して 此誌は 最^ 

も 小さき 者な りと 雖も 純粹 なる 日本の 產 である、 之に 敎會と 宜敎師 と は 何の 與 かる 所 は 無った、 此誌 i 

に 依て キリストに 導かれし 者 は 神が 直接に 日本人の 手 を 以て 己れ に 導き 給 ひし 者で ある、 而 して 此誌； 

を 以て  一 

余 は 外國宜 敎師に 何の 親る 所な くして キリストの 福 昔 を 日本 國に傳 へん 

との 余輩が 三十 三年 前、 北海道 札幌に 於て 懷 きし 希望の 一 部分が 達せられ たので ある。  一 
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今年の 仕事 

例年の 通り、 今年 も 亦 十二 岡、 卽ちー 囘も缺 かす ことなく 雜 誌を發 行した、 其れが ために 半紙 七 百 

枚餘の 原稿 を 書いた、 外に 『宗敎 と 現世』 と 『感想 十 年』 と 合せて 一 千 頁 餘の編 tMI と 校正と を爲 した、 

凡そ 五十 囘 程の 講演 を爲 した、 ral 五百木の 手紙 を 書いた、 五 干 頁 程の 書 を讀ん だ、 其 他は雜 事と 雜務 

に逐 はれた、 旅行 は 多く 爲さ なかった、 春に 金澤に 行った のと、 秋に 日光に 遊んだ のみであった、 大 

抵は 机に 對 して 働ら いた、 高 壇に 立つ こと は 段々 に 嫌に 成って 來た、 讀 書と 散歩が 唯一 の快樂 である。 

ざんき  えき  しもべ .9 る 

我が 今年の 仕事 は 之に 過ぎない、 實に 慚愧の 至りで ある、 勞勸の 主に 向 ひて 「益な き 僕 を赦し 給へ」 

と 祈る まで ある、 然し 亦、 幾許 働き たれば とて 其れで 事が 濟 むので はない、 働いて 自分が 救 はる、 

に まらの  0  0 〇 0  0  0 

ので はない、 勸 らいて 他人が 救 はる k ので はない、 人生 最大の 賓賜は 働く に 非す して、 信じて 獲ら る 

るので ある、 故に 信者に 取りて は勞 働は勞 働で はない、 道樂 である、 勞働は 最大の 快樂 であって、 最 

上 の 遊戯で あ る 、 ， 我等 は 働く こと を 許されて 祌に 感謝す るので ある。 

あはれ み 

此 誌を發 行して より 兹に 十五 年、 すべ て 必要なる もの は 何人に も 哀を乞 ふ 事な くして、 正常に 與 へ 

られ、 讀 者との 關係は 歳と 共に 益々 厚く、 過去 十 年間 曾て 一 囘 も廣吿 とて は爲 したる 事な きも、 讀者 

の 數は增 すと も、 減す る こと はなく、 仕事 其 物 は 益々 樂 しくして、 ぎ 時 之を廢 めん 乎との 思考 も 起ら 

ない、 若し 余輩に 尙 ほな 年の 生命が 與 へらる i ならば 此樂 しき 仕事 を繼績 する までの ことで ある、 聖 


書 の 聖書た る 所以 は歲 と共に 其 意味が 益 々瞭 かに 成って 來る にある、 余 は 今日に 至て 始めて 馬 太傳五 

章の 初めの 十一 us が 解った やうに 感ぜられる、 余 は 聖書 を讀 むこと 玆に 三十 五 年で あるが、 今 H 程 深 

ひもと 

き 興味 を 以て 之 を 讀んだ 事 はない、 今 n 之 を繙ぃ て 見て 章と して 智識の 鑛 山で 無い もの はない、 殊に 

四 .1 音 書、 羅馬 書の 如きに 至て は 其 一節が 眞珠 であり、 金剛石で あり、 ラ ヂゥム である、 斯 かる 書 を 

與 へられて、 余 は 他の 書を讀 -P の 趣味 を 失った、 政治、 經濟、 戲曲、 小說 等、 聖書に 較べて 見て、 無 

味 淡白なる 事 玉子の 蛋白の 如くで ある、 「淡き 物 あに 鹽 なくして 食 ふ を 得ん や」 である。 

余 は 幸に 今年 も 亦此樂 しき 業に 從事 する ことが 出來て 神に 感謝す る、 余 は 明年 も 亦、 然り 余の 筆が 

余の 手より 落つ る 時まで 此 業に 從事 せんこと を 祈 求 ふ、. 此樂 しき 業に 從 事す るに 方て 余 は 敎會ゃ 宣教 

師の 獎勵ゃ 援助 は 要らない、 事業 其 物が 最大の 獎働 である、 余は斯 かる 自動的の 事業 を 余の 生涯の 事 

業 (lif e-w2.10 として 與 へられし 事 を 深く 深く 神に 感 謝す る 。 

■ 樣々 の 批評 

(一) 

「聖書 之 研究」 は 四 分の 味方 を 作り 六 分の 敵 を 作る と 或 人が 云 ふた さう である、 乍然 余輩 は 味方 を 

作る ために も 亦 敵 を 作る ために も 本誌 を 作らない、 余輩 は 神の 眞理 を— 余輩が 神の 眞现 なりと 信す る 

わ 力 

もの を— 余輩の 友人に 配たん がた めに 本誌 を 作る ので ある、 人が 余輩に 對 して 如何なる 態度 を 取ら ふ 

. 今年の 仕事 樣々 の 批評  五一 一一 三 
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とも 其 人の 勝手で ある、 余輩 は 人に 眼 を 配らない、 神 を仰瞻 る、 聖書の 言 を 以て 言 ふなら ば 

我等 は 福 昔 を 託ぬ るに 足る 者と して 神に 認められし 以上 は、 人 を悅ば せんがた めに 語らす 我が 心 

を觀 たま ふ 祌を悅 ば せんがた めに 語るな り 

である (テサ n 一一  ケ 前書 二の 四自譯 )、 故に 余輩 は 味方が 出來 たと て悅 ばない、 叉 敵が 出来た とて 悲 

まない、 余輩 は！： 時 か 一度 は 惟一 人 神の 前に 立たなければ ならない 者で あるから、 其 時に 申譯の 立つ 

やうに、 今から 心がけて 居る つもりで ある。 

,:个  * 

余輩 は 批評家に 問 はんと 欲す、 宇宙 廣 しと 雖も其 內に敵 を 作らざる が 如き 眞理 あり やと、 ィ H スキ 

リスト は 敵 を 作り 給 は ざり し 乎、 バウ 口と ル ー テルと は 敵 を 作ら ざり し 乎、 余輩が 若し 敞を 作ら ざり 

しなら ば、 それ こそ 余輩が 偽善者で ある 何よりも 善き 證據 である、 余輩 は 敵 を 作る と 云 ふ、 余輩の 榮 

譽此 上な しで ある。  . 

(二) 

內村 先生 も後繼 者の 爲 めに は 心配 せらる、 ならん * 誌上に 現 はる、 諸氏の 文 を 見る も， 先生 を眞に 解す る 者 は 

周圍 になき 樣 なり， 先生 亡き 時 は 「聖書 之 研究」 は 廢刊乎 …： 

是れ 本誌の 愛讀 者の 一人が 語りし 所で あると 云 ふ、 然し 全く 無 (まの 心配で あると 思 ふ、 余輩と 雖もキ 

リストの 弟子で ある 以上 は 神と 偕に 働く 者で ある、 我れ 生 くれば 汝等も 生く と 彼 は 言 ひ 給 ふた、 故に 

余輩が 仆れ たれば とて、 余輩の 事業 は仆れ やう： "はない、 神 は 幾 干で も 後 繼者を 有ち 給 ふ、 彼 は 余輩 

を 群り て 後に 余輩に 優る 多くの 有力なる 勞働者 を 起し 給 ふ、 殊に 本誌の 廢刊の 如き 如何で も 可い 事で 


ある、 是は 神の 器具に 過ない、 而 して 器具 は什麼 なっても 可い ので ある、 余鞏は 余輩の 事業の 繼綾を 

計りて 敎會を 立てん と はしない、 余 W の 事業 は 之 を 神に 託し 奉る、 而して神は必す之を保^^し之を繼 

鑌し給 ふ、 敎會を 作りて 事業の 繼續を 計る 者の 如き は 神に 信賴す るの 薄き 者で ある、 余輩 は 余 楚の小 

なる 事業 を 彼の 犬なる 御手に 託ね 奉りて 安心して 此世を 去る ことが 出來 ると 思 ふ。 

. 發行満 十五 年 

〇 『聖書 之 研究』 が 社 會に詈 られ、 敎會に 呪 はれ、 敵 人に^ けられながら 其 第一 號を發 行した の は 明 

治 三十 三年 卽ち 一 九 〇〇 年の 十月 一 一日であって 今 を 去る 丁度 十五 年で ある、 實に此 不信 國に 在りて 聖 

書の 雜誌 を發 行す る ことであって、 而 かも 敎會宜 敎師 等より は 何の 援助 を も 望まざる 事で ありし が 故 

ひと  あ や ふ 

に、 其 繼緩は 他に も 我れ にも 甚だ 危 まれた ので ある、 然るに 何ぞ 計らむ、 此不 人望な りし 雜 誌が 十五 

年の 長き 間 其 獨立的 存在 を續 けしと は、 是れ 決して 余輩の 功業で はない、 神の 行爲 である、 此 事に 就 

て は 余輩 は祌を 讚美し 奉る より 他に 此 時に 於け る 余輩の 感慨 を述 ぶる の やれ を 知らないの である。 

〇 近頃 東洋の 某 地に 倒ら かる & 或る 有力なる 米國宜 敎師の 訪問 を 受けた、 彼 は 余輩に 問 ふて 曰 ふた 

「君 は 何人に 賴 りて 君の 傳道を 行 ふや」 と、 余輩 は 明白に 遠慮なく 彼に 答へ て 曰 ふた 「第一 に 祌に賴 

おのれ. a よ  たよ 

り、 第二に 自己に 賴り、 第三に 國 人に 親る、 其 他、 敎會ゃ 宜敎師 に 曾て 一 囘も賴 りし ことなし」 と、 

彼 は更ら に.^ 輩に 問 ふて 曰 ふた 「我等 外 國官； 敎師は 如何にして 東洋人の 間に 斯 かる 信仰 を 起す を 得る 

行滿 十五 年  五三 五 
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乎」 と、 余 は此 敬愛すべき 宜敎 師に斯 くも 明 G に 余輩の 行動に 就て 吿 rtl し 得る の特 權を與 へられし 

こと を 神に 感謝す る、 若し 『聖書 之 研究』 が 日本 國に 於て 何に か 永久 的の 善事 を果遂 たなら ば、 其 事 

OC  0  0  0  0  0O0C  00  0  0  0  V  0000  0OOO  0  0  0  0  0  0  00  OO0O0  00 のべつ iiOO  00 

は 日本人 は 敎會ゃ 宜敎師 の 援助 を藉 りすして H 本國に 在りて キリストの 單 純なる 福 昔 を 立傳ふ る こと 

が 可能る と 云 ふ 事で ある、 キリストの 幅 昔 其 物が 大勢 力で ある， キリスト 御自身が 最大の 助 者で ある、 

此助 者と 勢力と ありて、 我等 は 大臣と か富杂 とか、 敎會 とか 宜敎師 とか 云 ふ 者の 援助 は 少しも 要らな 

いので ある、 我等 は 彼と 自己と に賴 りて 永久 的の 或る 一 事 を 成就す る ことが 可能る ので ある。 

〇 彼の 援助に 依りて 過去 十五 年 を 聖き樂 しき 業の 中に 過す を 得た、 同じ 援助に 依りて 来るべき 十五 年 

又は 一 一十 年 又は 三十 年 を 過す を 得る であらう、 余輩の 筆が 余輩の 手より 落つ るまで 余輩 は此 喜ばしき 

事業 を廢 止ないで あろう、 余輩の 視力の 綾く 限り 余輩の 筆 は 動く であろう、 ィ H スキ リストに 現 はれ 

たる 大 父の 愛 を 語る に 方て 十五 年の 長き も 唯 一 日の 如くに 感ぜら る、 ので ある、 此 事に 當て 余輩 は 詩 

人 の 言 を藉 りて 一一 一一 11 ふので ある、 

我心 は 美 はしき 事に て 溢る、 

よみ 

我 は 王の ために 詠た る 事 を 語る、  - 

し. a 古み やけ もの か 

我 が 舌 は 速 急く 寫 字く 人 の 擎な り 。 

と 篇第 四十 五篇第 一 節)。 

〇 終りに 臨み 十五 年の 畏き 間、 余輩の 拙き 筆に 厭きす して 本誌の 購 讀を懺 綾ら れし許 多の 讀者 諸君に 

感謝す、 又 事務に 於て、 編輯に 於て. 無私の 援助 を 供して 惜 まざりし 我が ii^ 仰と 忠 難と 勞 働との 友に 

深謝す。 


火 正 ra 年 (一九 一 五 年) 十月  2： 村 鑑 三 

基督 敎的雜 誌の 發行 

明石會 合に 於け る姬 路本澤 君の 所感に 曰く 

『聖書 之 研究』 は 基督 敎を說 くに 止まらす、 其 物 自體が 基督 敎 である 

と、 れ 誠に 有難い 言で ある、 余輩の 心掛も 常に 兹に 在る ので ある、 『s^ 書 之 研究』 が 如何に 善き 基 

督 敎を說 くも、 若し 其 物 自體が 基督 敎 の體現 でない ならば 其 說く所 は 鳴る 鐘 や 響く 欽 の 如き 者で あ る 

其 維持 法が 基督 敎 でなければ ならぬ、 其 編輯 法 が 基 将敎 でなければ ならぬ、 其廣吿 までが 基督 敎 で な 

ければ ならぬ、 眞理は 眞理、 商賣 は商賫 と 云 ひて 維持 販賫を 全 然 現世 的に 爲す こと は屮 I 來な いので あ 

；: よ  さ 、けもの 

る、 余輩 は此； Ma の 維持に 於て 人に 頼って はたらな いので ある、 感謝の 獻物は 之を受 くるが、 余輩より 

み-つ 

進んで 何人に も 其 補給 を 乞 はない ので ある、 又 廣吿に 深い 注意 を 要する ので ある、 誇張 的廣吿 は自か 

らも 之 を S け、 又 他の それ も 受けない ので ある、 而 して 余輩 は 自ら を 他に 薦めん こと を 恐る、 が 故に 

oooooooooooooooooooooooooocooooooooooooooooo^- 

過去 十一 一年間に 於て 唯の 一 同 も 他の 雜誌 または 新聞に 本誌 叉 は發行 物の 廣吿 を揭 げた こと はない ので 

ある、 沙 翁の 言に 曰く ン Ve  are  advertized  by  our  Icving;  friends  (我等 は 我等 を 愛する 友人に 由て 

廣吿 せらる) と、 余輩 も 亦 余輩の 小なる 事業の 廣吿は 之 を 余輩 を 愛する 友人の 自由意志に 一 任す るの 

そむ  ,、 

で.， める、 而 して 彼等 は 余 W の 期待に 反 かす、 適當 なる 範 園に 於て 余輩 を廣吿 して 與れ るので ある、 余 

基督 敎的雜 の發行  五三 七 


『E* 害 之 « 究』 の 刊行に 就て  五一 一一 < 

輩 は 余攀に 託せられし 神の 福 昔を說 くに 於て、 高ぎ ぃ廣吿 料を拂 つて、 新聞紙 上に 他人の 事業と 廣吿 

的 競 ハ卞を 試む るの 必要 を 感じない ので ある。 

余輩 は 又 編輯に 忠實 なる 積り である、 雜誌を 「出す」 は 容易で ある、 之 を 他人に 一 任して、 自分 は 

副業として之に從！^^^-るも月毎の雜誌を 「出す」 こと は 出来る、 然し 其れで は 基督 敎 でない ので ある 

凡て 汝の 手の 爲す こと は カを盡 くして 之を爲 すべし である (傅 道 之 書 九の 十)、 五十 頁 足らす の小雜 

誌、 之 を 一人の 事業と なすに 足らす と 言 ふ 者が あらう、 然し 余輩 はさう は 信じない ので ある、 忠實に 

之 を發行 せんと 欲して 小 雜誌は 充分に 一人の 勞カを 要求す るので ある、 內容の 多分 は 自分で 作らな け 

れ ばなら ない、 寄贈 文 は 之 を嚴密 に檢査 し、 嚴密の 訂正 を 加へ なければ ならない、 雜 誌の 主義に 反對 

する 文 は 如何なる 名家の 文な りと 雖も 謝絶し なければ ならない、 若し 之 を 載す る 場合に は 明， ：11 に 余輩 

の 不同意 を 附記し 置かねば ならない、 情實に 絡まれ、 權 威に 壓 せられて、 眞 现と讀 者と に對し 不忠 實 

であって はならない、 雜 誌の 編輯 は 多くの 勇氣を 要する、 敵 を 作る こと を 恐れて 忠實 なる 編輯 者た る 

0  0  0  0  0  0 

能 はすで ある。 

殊に 金錢 勘定に 厳密でなくて はならない、 印刷所に 負 ふ 所があって はならない、 讀^ の 前金 は 之 を 

神 に 保管し 置かなければ ならない、 寄書 家に は 少しな りと も 余輩の 謝意 を 表する 丈け の 事を爲 さな 

ければ ならない、 其 他 何^たり とも 若し ィ H スが此 職 を 取り 給 ふなら ば 如何に 爲し給 ふで あらう と考 

へて 之に 営らなければ ならない、 先 づ出來 得る 限り 雜誌其 物 を 基督 的に なして 然る 後に 之 を 以て 純な 

る 基督 敎を傳 へなければ ならない。 

イエ スの 事業で ある、 故に 信仰の 事業で ある、 祌を 信じ 彼に 賴 りて 爲す 事業で ある、 故に 困難い や 


うに 見えて 實は 容易い 事業で ある、 すべての 能力と 智慧と を 彼より 仰いで 爲 せば 可い ので ある、 故に 一 

其 成功の 祕訣 は祈禱 である、 祈て 書き、 祈て 校正し、 祈て 發 送す るので ある、 自分自身 では 何事 を も 一 

爲す能 はすで ある、 小なる 事に 於て まで 大能 者の 援助と 指導と を 仰ぐ ので ある、 ィ H ス御 自身 をして 一 

眞 個の 主筆たら しむる ので ある、 而 して 余輩 は 彼の 器具と なりて 動く ので ある、 斯 くして 始めて 基督； 

敎 的の 雜 誌が 出来る ので ある、 之に 政略が あって はならない、 天才の 如き 頼る に 足りない ので ある、 

彼に 由らざる 人の 補助 は 斷然之 を謝絕 すべきで ある、 彼 を 仰いで 人 を懼れ ない ので ある、 而 して 大膽 

に 自由の 福音 を唱 ふるので ある。  .. 

編輯の 報酬  .  - 

觀 梅と 觀櫻 

『s*i 書 之 研究』 は 初 號以來 第 贰百號 の 今日に 到る まで 一 囘も缺 かす ことなく 東京 巿牛込 巿ケ谷 加賀ー 

町なる 秀英舍 第一 工場に 於て 印刷し 來 つた、 而 して 十數 年の 長き 間 余 は 毎月々 末に 原稿 を 纏めて 自かー 

もち ゆ  I 

ら之を 工場に 持 行く を恆 例と した、 道 は 甲武線 電車に 由り (前に は 汽車であった) 巿ケ谷 停車場に ド 

車し 溱を 渡り 右に 折れ 叉 左に折れ 長 延寺坂 を 上りて 工場に 達する ので ある、 而 して 坂 を 上りて 右に 當 

り 小 溝 を經て 美き 早唤の 梅林が あって 春 毎に 其 香氣を 放った、 余 は幾囘 となく 本誌の 原稿 を 外套の ボ 

ケット に 運びながら 其 芳しき 色と 香と を 賞した、 而 して 工場に 原稿 を 託して 歸途は 別途 を 取り 右の 方 • 

編輯の 報酬  五 111 九  ： 


『聖書 之 w 究』 の 刊行に 就て  五 四 〇 

陸軍 士官 學 校の 裏門 ii を 過ぎ、 左內 坂の 上より 右に 折れ 市ケ谷 八幡の 境內に 入り、 玆に又 紅白の 梅花 

はこ  ほり ほ； i  らんまん 

を 賞した、 更に 又 四月 號 原稿 を 運ぶ 時に 際して は-;, な畔 に械附 けられし 樱樹は 爛漫と して 水に 映 じて 開 

き、 之 を 八幡 境内 斷 壁の 上より 眺めて 雜 杏の 巿內に 在りながら 仙境に 遊ぶ の感 がした、 記者 生涯 を 送 

か き あ  - 

る 者 は 何人も 知る ので ある、 其の 快 樂の日 は 原稿 書 上げの 當 日なる 事 を、 此日此 所より 樱 花の 爛漫た 

いくたび  ふ ろ 

るを兑 る、 一年の 快 樂は此 日に 集まる ので ある、 余 は 幾 囘か此 所に 立ち 水面に 映す る樱 花を瞰 下して 

年 を經て 花の 鏡と なる 水 は 

ちり か、 る を や 曇る とい ふらん 

C, ゥ 14«s  わ かき 

との 伊勢の 大輔の 名歌 を獨り 口吟んだ ので ある、 本誌 發 行の 初期に 方て は 未だ 若樹 なりし 水邊 の樱樹 

は 今や 生長して 大木と 成りし を 見て、 我が 生； i の 早く 旣に其 半ば を 過ぎし を 思 ひ、 又 本誌の 早く 旣に 

第一 一 百號に 達せし を 知る、 余の 十七 年間の 本誌 編輯の 勞に 酬ゐん がた めに 余に 與 へられし 物 は 一 にし 

て 足らす と雖 も、 余が 印刷所に 月 1  母に 原稿 を 運ぶ の 途中、 春 到る 毎に 梅花に 次いで 樱花を 賞す る を 得 

し は是れ 余に 償 はれし 最善 最美 の 報酬 で あ つ て 余が^ 國に 到る 時の 好き 土產談 であ ると 思 ふ。 

維持 法 如何 

『聖書 之 研究』 は 如何にして 維持 せらる \ 乎と は 多くの 人の 聞かん と 欲する 問題で ある、 余輩 は 之 

に 答へ て 曰 ふ 『聖書 之 研究』 は 其れ 自身に 依て 維持 せらる と、 『聖書 之 研究』 は 敎會义 は 政府 又は 傅 


道會 社より ー錢ー 厘の 補助 を 受けない、 『聖書 之 研究』 は 自己の 確信 を 語る、 而 して 人の 来りて 之 を 

聽くを 待つ、 而 して かんと 欲する 者より 自己の 定めし 代價を 要求し、 其徵 集に 由て 其れ 自身 を 維 i£ 

する、 如此 して 『聖書 之 研究』 は 公然たる 賫品 である、 而 かも 斷 じて 購 寶を勸 めない、 『聖書 之 研究』 

は 過去 十二 年 問廣吿 料と して ー錢 たりと も消费 した 事 はない (其 以前 少しく 廣吿を 試みし 事 ある も 共； 

益な きを 見て 斷然屮 .4.: した)、 『聖書 之 研究』 は 其 擴張を 全然 全能者に 委ね 奉り 自 から 人に 受けられ 

んと 欲して 手段 方法 を講 する が 如き 事を爲 さない、 『gAJ 曰 之 研究』 は 神が 聖き 方法 を 以て 與へ給 ふ 物 一 

を 以て 滿足 する、 「我等 恩 慈 を 蒙りて 此職を 受け たれば 敢て 臆せす、 恥べき 隠れた るお を 棄て詭 譎をー 

行す 神の 道 を 混 さす 眞理 を顯 して 祌の 前に 己 を 衆の 人の 良心に 質す 也」 との パ ゥ a の 言に 則りて 萬 事 

を 行 はんと 努 むる (； H|S 林 多 後書 四 章  一、 二 節)、 斯く曰 ひて 余輩 は 何人に も 負 ふ 所 無しと は 言 はない 

余 W は 余 華と 主義 信仰 を 異にする 人に は 何の 負 ふ 所が 無い 積り である、 然れ ども 余輩の 友人に 對 して 一 

は、 余輩と 希望 艱難 目的 を 共に する 愛の 兄弟 姊 妹に 對 して は 余輩の 負 ふ 所 は 多大で ある、 彼等に 對しー 

てな りと 雖も 余輩 は 自ら 進んで 援助 を 乞 はない、 然れ ども 彼等が 喜んで 其 援助 を 以て 余輩の 事業に 

携 らんと 欲する 時に 余輩 は 之 を 斥く るが 如き 粗暴に 出ない、 余輩 は 感謝して 之を受 くる、 而 して ヶ 

n: まで 斯 かる 愛の 贈物の 夥 から ざり しこと を 玆に表 {!: する、 或は 家産 を 三分して 其 一 分 を 余輩に 與へ 

し 者が あった、 或は 故人の 遣 志を嗣 いで 歳 毎に 余輩 を 記憶す る 者が ある、 或は 時 を 定めて 勞 働の 結^ 一 

を 余輩に 贈り 來る 者が ある、 或 時 は 思 はざる に 無名の 人の 歐洲 大陸の 山中より 一 時に 救；. C 金 を 達り 氷 一 

りし 者が あった、 (「君 は此 贈物に 對 して 何人に も 謝する に 及ばす」 との  一一 一一 E を 添へ て)、 义或時 は 瑞西ー 

の湖邊 より 又 或 時 は丁抹 の林屮 より 夢にもせ ざり し按 助が 到来した、 實 に余翬 は 幾！： か 尸、 よりの マナ 
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を 食した、  輩の 必需 物の 主要部 分 は 神 は 余輩の 手 を 以て 之 を 授け 給うた、 然れ ども 彼 は 之 を 補 ふに 

友， 人の 援助 を 以てし 給うた、 是 れ余辈 が 自己の 獨 立に 就て 誇ら ざらん が爲 である、 祌と 友人と に 由る 

獨立 にして 余輩 單獨 の獨 立に 非ざる 事 を 知らし めんが 爲 である、 斯 くして 余 蒙の 上に 敎權を 揮 ふ 法王 

も 監督 も 長老 も 無かった が、 余輩 を 縛る 愛の 粋 は 有った、 余輩に 法律 的の 責任 は 無い が， 其れよりも 

重い 愛の 負 俊が ある。 如此 くにして 最後の 一圓 を拋 ちて 而 して 後に 廢刊 せんと 幾冏か 決心せ し 此誌は 

今猶 ほ存續 し、 愛の 外 何人に も 負 ふ 所な くして 今日に 至りし こと は 之 を 一 の 奇跡と 見て 可から うと 思 

ふ、 余 辈は此 不信 國に 在りて 神の 外に 何者に も 依頼せ すして 此純 基督 敎雜誌 を 維持し 来りし こと を W 

て 余輩に 臨みし 神の 特^なる 恩惠と 見做し て 誤らない と 信す る。 

本誌の 發 行部數 

本誌 は 其 第 一 號に 於て 三千 部を發 行し 第一 一 號はニ 千 五百部 第三 號 以降 二 千 一 一 百 部と なり 一 時 『新 希 

to と 改題した る 頃 千 八 百 部まで 下りし 事 ある も 未だ 曾て 其 以下に 出で た 事 はない、 繭來 漸次 增 加し 

て 干 九： 白と なり 1 一千と なり 遂に 二 千 kn 部に 至りて 繼 緩す る事數 年であった、 然るに 過去 兩 三年の 間义 

又 遞增の 萌し あり、 やがて 二 千 三百と なり 目下 每月ニ 千 四百 乃至 二 千 五百部 を 印刷して ゐる、 而 して 

本社 は 一 切 無代 配布 を爲 さす 叉 進呈 は 萬 巳む を 得ざる 場合に 限り 之を爲 すに 止まる、 故に is 記の 部數 

は 全部 代金 を 以て 讀 者の 購ふ處 たる を 知るべき である、 嘗 て 或る 佛敎雜 誌が 物數奇 に も 印刷所 の 判 取 

帳 を 書き 拔 いて 世に 公に した 事が あった、 其 時. 本誌の 發行部 數は七 百と 記されて 居た、 然し 之 本誌の 


新刊 毎に 秀英舍 印刷工 場より 市內の 某 販寶店 へ 配達す る部數 であった ので ある、 疑 ふ 者 は 宜しく 秀英 

舍 第一 H 場に 就て 聞くべし、 余輩 は 素より 部数の 多き を 誇らす 又其少 きを 悲 ます、 唯 第二 百 號發刊 に 

際し 事實 有の 儘 を 讀者 に 報道して 參考に 供す るの みで ある。 

「聖書 之 硏究」 の 現狀に 就て 

讀 者の 知らる、 通り 「聖書 之 研究」 は其擴 張の 爲に 廣吿的 手段 は 一 も 取りません、 然るに 近来に 至 

り其發 行部數 大に增 加し、 三月 號と K 月 號とは 各 三千 部 を 印刷して 殆んど 其 全部 を 賫り盡 しました、 

是れ 神の 大 なる 御惠 みと 信じ 感謝して 居ります、 私供 は 購讀を 人に 强 うる 事 は 勿論、 依賴 する 事 も 勧 

誘す る 事 も 致しません、 然れ ども 讀者 諸君の 之 を 他に 紹介し 且つ 購讀の 便宜 を 供 せられん 事 を 願 ひま 

す、 沙翁 がー 百 ひし 通り 「我等 は 我等の 愛する 友人に 由て 廣吿 せらる」 でありまして OVe  arc  adver- 

tized by  OUT  loving*  fl.iends〕、 私供 は 高い 廣吿 料を拂 ふて 新聞紙に 廣吿 せす とも 私供の 友人が 私供 

の 事業 を廣吿 して 吳れ るので あります、 而 して 此方 法に 由て 「g* 書 之 研究」 は 今日の 發行部 數に逹 し 

たのであります、 讀者 にして 或は 百 部、 或は 五十部、 或は 二十 部と 頒布の 勞を 取て 吳れる 者が ありま 

す、 諸君が 此方 法に 由り 更らに 本誌の 擴張を 計って 下さるならば 私供の 犬なる 幸福 叉 感謝であります。 

(本誌 は 決して r 惠送」 致しません) 

「》害 之 W 究」 の 現状に 就て  }fs 三 


『e?* 之 w 究』 の刊！ t に 就て  五 EH 

第貳 拾年號 

本誌 此號を 以て 第一 一 百 gl 十號に 達す、 而 して 月刊雑誌に 在りて は 第一 rrns: 十號は 第； 一 卜年號 である、 

而 して 二十 年 は 人の 一生の 大部分であって、 余輩の 場合に 於て は 其 最も 大切なる 部分であった、 『聖 

書 之 研究』 は 余輩の 一 生の 事業で ある、 余輩 は 之 を 成さん が爲に I に 生れ 来った ので ある、 今より 四 

ト 三年 前、 北海道 札幌に 於て、 初めて キリストの 福音 を 信ぜし 時に、 「余 は 幅 音 を 日本 國に傳 ふべ し、 

然れ ども 敎會义 は 外！！ 官： 敎師の 援助に は 一 切賴 まざるべし」 との 余輩の 青年時代の 決心と 誓約と が 八：' 

や * 赏 となりて 現 はれた ので ある、 他人より 見れば 採る に 足らざる 微々 たる 事業で ある、 然れ ども <^ 

この よ  な £^ すて 

輩 自身に 取りて は 血と-おとの 事業で ある、 余輩 は 之が 爲に は斯 ぼの すべての 物 を拋楚 た、 .S 力 輩 は 基督 

敎 をして 外國 人の 宗敎 たらす して 日本人の 宗敎 たらし めんと 努力した、 余輩 は 強き 愛 w 心に 驅られ て 

架 書の 研究に 從 事した 積で ある、 『聖書 之 研究』 は < 輩が！： "本國 に獻げ 得る 最上の 武 である。 

第三 百 號を迎 へ て 

〇 神の 恩惠に 依り、 『聖書 之 研究』 は 今より 三 箇月に して 第一 一一 W 號に 達せん として 居ます。 月刊 雜. .1 


にして 二百 號は滿 二十 五 年の 生命でありまして、 先づ 長命と 稱 して 可なる 者であります。 特に 同一 の 

主筆に 由て 編輯され し は 異例と 一一 目 はざる を 得ません〕 初刊 以来の 讀 者の 一人なる 越後 大 鹿の 木 村 孝 三 

郎君が、 前 祝 ひとして 私に 書 贈りし 一 句に 曰く 「何 は 鬼 も あれ 三百 號、 助けの 石ゃ大 なれ や」 と。 K 

に 其 星り で あります。 

〇 就きましては 祝賀と 感謝と を 表せん 爲に、 玆に 本誌 讀者 諸君 の贊 成に 依り 大に傳 道 1SI に 同胞 幸福 增 

進 事業 を 行 ひたく あります。 支那、 阿弗利加 等に 傳道金 を 送りた くあります。 又 我 國內に 未だ 福音の 

少しも 傳 へ られ ざる 所 を 揮んで 其 處に傳 道 を 開始した くあります。 又傳 道と 共に 行 ふ 禁酒 事業 を 起し 

て飮 酒の 結 菜と して 困し む 夥多の 婦人と 小 兒とを 救 ひたく あります。 そして 是 等の 事業 を 行 はんが 爲 

に、 諸君 各自が 祌に惠 まれし 程度に 順 じ、 感謝の 祭 物 を 送られん こと を 願 ひます。 之に 對 して 私 は 諸 

君に 何も 酬 ゆる 事 は 出来ません。 然れ ども 若し 諸君に して 望まる るなら ば、 私 は 諸君の 御 寄附に 對し 

私の 自筆に 成りし 本誌の 原稿 を 差 上げます。 是れ 或は 諸君に 取り 後世への 善き 紀念 物と 成る 乎 も 知れ 

ません〕 要は 此機會 を 利用して 更に 神の 御 榮光を 現 はし 奉らん 事であります。 切に 諸君の 御 贊助を 希 

ひます。 

第三 百 號を迎 へて (二) 

〇 今より 二十 五 年 前に 聖書 は 日 木に 於て 甚だ 不人^なる 書であった。 『聖書 之 研究』 と 云ふ雜 誌を發 
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-t&fft 之 s 突』 の 刊行に 就て  五 ™ -チ 

行 せんと 欲して 不信者 は 勿論の 事、 信者の 內 にさへ 贄成者 は 一人 もなかった。 之 を 基督 敎 書店に 計る 

も 其 成功 を危 んで應 じなかった。 何人も 之 を 無謀の 計畫と 見て取 合はなかった。 其內に 在りて 唯 二人 

の獎勖 者が あった。 其 一人 は 余の 生みの 父であった。 彼 は 余を勵 まして 吳れ た、 「ソン ナー 一思 ふなら 

？  ふ ； t んし  つの は ザ 

ば 行って 見る が宜 い」 と 彼 は 一一 m うた。 其 他の 一人 は 故 普賢 寺轍吉 氏であった。 氏 は 余 を 角 害の 家に 訪 

問し、 余より 委細 を 聞いて 後に：：： うた、 「何しろ 遲 疑せ すに 行って 御覽 なさい、 何事 も 行って 見る ま 

では 善い も惡 いも 分りません」 と。 余は此 二人に 勵 まされて 失敗 を 期して 行って 見た。 然るに 看よ 神 

の 恩惠は 余の 冒險に 伴うた。 『聖書 之 研究』 は 其 第一 號 より 成功であった。 之に 對し强 い 反對は 有つ 

たが、 忠實 なる 多數讀 者の 贄成は 反對に 勝ち得て 餘り があった。 爾後 二十 五 年、 三百 號に 垂ん とする 

今日に 至る まで 敎會 ゃ外國 宣敎師 より は 些少の 援助 を も 受けた こと は 無い が、 未だ 曾て ー囘も 印刷所 

其 他に、 是亦 些少たり とも 迷惑 を懸 くる ことなく、 先づ以 つて 完全の 獨立を 維持し 来る を 得て 感謝の 

至りで ある。 靈の 父と、 肉の 父と、 信仰の 友との 祝福 を 受けて 今日に 至り 感慨無量 である。 「祌 若し 

我と 偕に 在 さば 誰か 我に 抗ひ 得ん や」 である。 

第三 百 號を迎 へて (三) 

〇 『聖書 之 研究』 は小雜 誌で ある、 然し 長く 續 いた 雑誌で ある。 細く 長く、 靜に 堅く と 云 ふの が 我等 

の 主義で ある。 故に 新聞紙の 廣告の 如き は 發行當 時 二三 囘爲 したの みで (其れ も 極めて 簡 短に〕 其 後 


曾て 一 囘も爲 した 事 はない。 廣告の 事に 就て は 常に 沙 翁の 言に 賴 つた、 円く  We  are  ildvc-rtized  by 

our  Icviilg  fl-iends  (我等 は 我等の 愛する 友人に 由て 廣告 せらる) と。 そして 余輩の 信賴 空しから す、 

余輩 は 余輩の 愛する 友人に 廣吿 せられて 今日 ある を 得た。 新聞紙に 大々 的 廣吿を 爲す雜 誌 業者の 心 を 

余鞏は 解し 得ない ので ある。 雜誌は 商品であって はならぬ。 人心 を 善導す る機關 である。 故に 讀 者よ 

り 求めら るべき 者であって、 讀者を 求むべき 者で はない。 

〇 『聖書 之 研究』 發行 部數の 最も 多 かりし は 四千 一 百 部で ある。 それ は nil 下で ある。 最も 齢 かりし は 

千 八 百 部であった。 其れ 以下に 達した 事 はない。 二 千 二百 部が 長の 間績 いた〕 再臨 運動に 由て 一：： 千 部 

に 達し、 以来 其れ W 下に 降った 事 はない。 進呈 は 二十 部に 過ぎない、 孰れ も 理由の 有る 進呈で ある。 

「惠 送」 は 一 切爲 さない。 前金に あら ざれば 一 切 達らない。 借り も 無ければ 貸し もない。 讀者拂 込の 

前金 は 何時でも 拂 戻しの 出来る やう 常に 準備して ある。 全然 自給 獨立 である。 何人に も 愛の 外 何の 負 

ふ 所な くして 4マ 日に 至った。 『聖書 之 研究』 は祌 の寵兒 でない と 誰が 言 ひ 得 やう。 

第三 百 號を迎 へて S) 

〇<J ^輩 は變 はる 事 叉變 へる 事を好まない。 同じ 事 を 同じ 方法 を 以て 繼綾 する 事を好む。 故に 印刷の 事 

に 於ても 初めに 秀英舍 に 任 かすと 定めし 以上、 二十 五 年後の 今日に 至る まで 變 へなかった。 『聖書 之 

研究』 は 秀英舍 印刷と 定 つて 居た 。早い 頃 余 は 毎月 原稿 を 纏め、 之 を ポケットに 入れ、 自 から 市ケ谷 
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『聖 *3 之 w 究』 の 刊行に 就て  k:-ra 八 

加貿 町の 同舍 印刷所まで 運ぶ を 常と した。 滅多に 之 を 他人に 委ねた 事な く、 自身 之 を 運ぶ を 規則と し 

た U 余は斯 くして 殆んど 二十 年、 毎月 巿ケ 谷まで 通った。 雪の 日 も、 花の 朝 も、 巿ケ谷 停車場に 下車 

し、 左 內坂を 上り、 加貿 町の 窪地に 建ら れ たる 印刷所に 通った。 余 は 多くの 美 はしき 思想 を 此の 道中 

に 於て 得た" 幾度 か 市ケ谷 八幡 境 內の斷 崖の 上に 立ちて 獨り 離 かなる 祈禱を 神に 捧げた。 余の 記者た 

るの 生涯に 於て 最も 惠 まれた る實驗 であった。 

〇 秀英舍 は 余に 對 して 忠實 であった。 余 も 亦 彼に 對 して 忠實で あつたと 思 ふ。 余に 對 する 秀英舍 の 帳 

簿は 常に 淸 潔であった" 余 は 過去 一 一十 五 年間 數萬圓 の 金 を 彼に 拂 つた。 勘定の 事に 於て 彼に 迷惑 を掛 

けた こと は 一 度 もない 積り である。 『聖書 之 研究』 受 持の 顧客 係 は 凡て 親切であった。 飯 田 君、 青柳 

君、 根本 君 等と 親しき 關 係に 人った。 何事 も 共同 事業で ある = 印刷 會社秀 英舍は 本誌の 傳道 事業に 與 

つ て 力 ある 者で ある。 

婦人の 援助 • . 

〇 『聖書 之 研究』 は絕對 的に 獨 立の 雜 誌で あると 云うた。 其 事 は 政府、 敎會、 宣敎師 等、 此 世の 勢力 

者 を 以て 自 から 任す る 者の 援助 は絕對 的に 受けない と 云 ふ 事であって、 愛より 出た る 兄弟 姊 妹の 同情 

を 拒む と 云 ふ 事で はない。 そして 祌は斯 かる 同情者 を 起し- 彼等 をして 此誌を 助けし め 給 ひし 事 は 事 

OODOOCOCO0-OC0-  0000000  n-0-ocooooooo 

實 である。 そして 殊に 注意すべき は斯 かる 同情者の 多くが 婦人であった 事で ある。 而 かも！ S 者の 代 名 


i,  やらぬ 

ilf" として 片 ひらる 乂 寡婦であった 事で ある。 サレ プタの 寡婦が 預言者 エリヤ を 助けし やうに * 又 「マ 

グ ダラの マリヤ 义へ 口、 デの 家令 ク ー ザの 妻 ヨハンナ、 义スザ ンナ、 此他 多くの 婦人 ありて 其 所有 を も 

て イエ スに 事へ たり」 と あるが 如くに (路加 傳八 章)、 余輩 も 亦 多くの 51 人、 殊に！^-^に助けられた 

事 は 不思議で ある。 大阪の I  .  N 夫人、 東京の I  •  H 夫人、 I  .  S 夫人 等が 主なる 者であって、 其 他 

にマグ ダラの マリヤに 對 比すべき 岩 手の I .M 等が あった (何れも I なる は 是れ亦 不思議で ある) リ 

彼等 は 余輩の 缺點の 裏 を 見て 吳れ、 人が 余輩 を 離る &時も 離れなかった。 彼等 ありし が 故に 此誌 はケ 

口 ある を？ T たので ある。 勿論 彼等の. 2： にて 我家の 主婦が 最大の 援助 者な りし 事 は 言 ふまで もない。 凡 

ての 重い 責任 は 彼女の 弱い 肩の 上に 落ちた。 然れ ども 彼女 は 何のつ ぶ <^ い 事な く 之れ を擔 うた U 神 は 

裕に是 等の 婦人に 報い 給 ふで あらう。 


頌 榮の辭 

一 九 二 五 年 七月 十二 H 『犁書 之 研究』 第三 百號 感謝 記念 會の 席上に 於て 述ぶ。 

〇 『聖書 之 研究』 は 本パを 以て 第二 十五 年の 第三 百號に 達しました。 神の 犬なる 恩 惠と稱 せざる を 得 

ません。 本誌の 如き 所謂 「堅い」 雜誌 にして 二十 五 年 問 續く者 は 日本に 於ても 外國に 於ても 稀れ であ 

ります。 殊に 同一 の 記者に 由り て 二十 五 年間 繼繽 せられし 雑誌 は 甚だ 稀れ であります。 本誌が 初めて 

世に 現 はれし 當 時に 在りし 雜誌 にして 今尙 ほ^つ て 居る 者 は、 私の 知る 範 園に 於て 一 一三に 過ぎ ませし.。 
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『聖書 之 究』 の 刊行に 就て  五 五 0 

それ も 皆な 持主が 變り 記者が 變 つたので ありまして 存るは 只 名 丈け であります。 神の 恩惠に 由り 『聖 

書 之 研究』 は 名と 共に 持主 も 主筆 も 主義 も 信仰 も存 つたので あります。 其點に 於て 獨特 であると 謂 ひ 

て宜 からう と 思 ひます。 多分 我國に 於て 此名 譽に與 りし 者 は 『東京 經濟雜 誌』 の 故 田 ロ卯吉 君と 私と 

丈け であると 思 ひます。 而 かも 田 口 君 は 經濟、 私 は 聖書であります。 日本人に 受けの 惡ぃ 事に 於て は 

私 は 遙に田 口 君の 上であります。 それで 私が 田 口 君に 追附き 終に 君 を 追 越す ことの 出來 たの は、 此世 

の 人の 眼から 見て 不思議と 稱 せざる を 得ますまい。 

〇 私が 『聖書 之 研究』 と 云 ふ 雜誌を 出して 見たい と 欲 ふ 心 を 起した の は、 今から 三十 九 年 前、 私が ァ 

マ ス ト大 學在學 中の 事で ありました。 其 時 私は當 時の 敎頭ジ ユリ ヤス • H . シ イリ ー 先生に 接して 新 

たに 信仰 を 起され、 福音の 歡 喜に 躍りました。 丁度 其 頃、 後に シカゴ 大學敎 頭と して 名 を 揚げし W  • 

R  . ハ ー パ，' 氏に 由て The  Old  Testient  Studies 『舊約 聖書 研究』 と 題す る 小なる 聖書 研究 雜； |i 

が 出まして、 尠 からす 私の 心 を 動かしました。 其 頃 は 聖書 雜誌は 米國に 於ても novelty  (新奇の 企) 

でありまして、 其 維持 も 至つ て 困難であった らしく、 私共 畢生まで が其購 讀を勸 誘され たので ありま 

した。 然るに 私自身 は大 なる 感與を 以て 之 を 迎へ大 なる イン テレス トを 以て 之 を愛讀 しました。 私の 

歷史の 先生なる ァ ン ソン • S  • モ ー ス 氏が 「政治家と しての モ ー セ」 と 題す る 一 篇を 之に 寄贈して 大 

なる 注意 を惹 きし 事 を 記憶し ます。 其 時 私に 起った の は、 私も亦 日本に 還って 斯う 云 ふ 雜誌を 出した 

い、 そして 其 名 は 『聖書 之 研究』 と 云 ふで あらう と- 私 は 旣に其 時に 私の 心に 定めた のであります。 

そして ァ マ ス ト大學 の 校庭の 靑 草の 上に 寢轉 びながら 獨り 夢み し 夢が 事實 となりて 現 はれて 終に 今日 

に 至った のであります。 私の 一 生 も 亦 私の 青年時代の 田園詩の 實 現であった のであります。 之 を 思 ふ 


て 感謝に 堪 へません。 

〇 日本に 於て 斯 かる 雜誌を 經營 する の 困難 は 云 ふまで もありません。 社 會には 無用 視 せられ、 敎會に 

は 不可能 視 せられ、 獨立 事業と して は 殆ど 成功の 見込の 無い 事業で ありました。 殊に 私に は 文才な く- 

事業 經營の 才能に 至って はコ ン マ 以下であります。 斯 かる 者が 斯 かる 事業 を 企てた のであります が 故 

に、 親 や^ 友が 非常に 心配して 吳れ たの も 無理はありません。 然るに 私に は 一 つの 必要： &く ベから ざ 

O000000C  00O0O0O0000OOO00OO  :,31、 

る 者が ありました、 それ は 私の 心に 溢れる 歡喜 でありました" 私 は 福 昔の 歡ぴを 有ち ました。 之 は 深 

ぃ强ぃ 堅い 歡 びでありまして， 私の 生命 丈け それ 丈け 强ぃ 者で ありました。 此歡 びが ありて 凡ての 缺 

點は補 はる、 のでありまして、 之が 私の 唯一 の 信頼 叉 資本 叉 才能で ありました。 卽ち バウ 口が コ リン 

ト 後書 五 章 十八 節 以下に 於て 述べし 歡喜、 確信、 熱心であります" 

一切の もの 神より 出づ。 彼れ キリストに 依り 我等 をして 己と 和が しめ、 且 その 和が しむる 職 を 我 

等に 授け 給へ り。 卽ち 神、 キリストに 在りて 世 を 己と 和が しめ、 其 罪 を 之に 負 はせ す、 且和 がし 

むる 言 を 我等に 委ね 給へ り。 是 故に 我等 召されて キリストの 使者と なれり、 卽ち 神、 我等に 託り 

て 汝等を 勸め給 ふが 如し。 我等 キリストに 代りて 汝 等に 求 ふ.、 汝 等が 神に 和がん こと を。 神、 罪 

を識ら ざる 者 を 我等に 代りて 罪人と なせり。 是れ 我等 をして 彼に 在りて 神の 義と なること を 得し 

めん 爲 なり。 

と。 此歡 び、 此 信念が あって 凡ての 困難に 打 勝つ ことが 出來 るので あります。 そして 神の 恩惠に 依り- 

バウ 口に 有った 此歡 びが 私に も 亦 在りし が 故に、 此雜誌 を 出し、 經營 し繼續 して 今日に 至る ことが 出 

來 たのであります。 

頌 榮の辭  五 五一 
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〇 私 は 勿論 私の 名 を 揚げ、 私の 黨派を 作らん が 爲に此 雜誌を 起しませんでした。 肉の 野心 は 大勢 力で 

ある を 疑 ひません が、 それ は 日本に 於け る 聖書の 研究と 云 ふやうな、 そんな 人好きの しない 事業 を以 

て 現 はれません" 然 らば 私に 何 か 獨特の 主義 主張が あって 斯んな 仕事 を 始めた ので ある 乎と 云 ふに、 

さう ではない のであります。 主義 主張 は强ぃ 者であります けれども * それ は 長つ ぐき のしない 者で あ 

ります。 殊に 私の 如き 感情の 强ぃ、 苦痛に 堪へ 得ない 者の 長く 綾け 得る 事の 出来ない 者であります。 

人 は 私 を 評して 主義の 人と 云 ひます が、 私自身 は それで 無い 事 を 知って 居ます。 主義に 依て、 我慢し 

て 事 は 成る^ではありません。 成功の 祕 訣は歡 びに 在ります。 深い 强ぃ歡 びの 在る 所に 文章 は 自ら 成， 

り、 途は自 から 開けます。 之 を 打消す に 足る 困難 も 反對も 失望 もありません。 悲 みは 常に 歌に 變 じて 

其 歌に 運ばれて 私共 は 前へ 前 へ と 進む のであります"  -. 

〇 そして 如何なる 歡 びか 福 昔 の歡 びに 較 ぶべ けんや で あ り ます。 人 が 神と 和らぐ 事が 出來 ると 云 ふの 

であります。 そして 其 和らぎの 道を祌 御自身が 備へ 給うた と 云 ふので あります。 卽ち 神、 罪 を 識らざ 

る 御子 ィ H ス キリスト を 我等に 代りて 罪人と 成し、 彼 を 以て 我等の 罪 を 罰し、 我等 をして 彼 を 信す る. 

に 由り て 神の 前に 義人と 成る こと を 得しめ 給 ふと 云 ふので あります。 無限の 宇宙に 斯 んな歡 ばし い 事.. 

は 何處に 在ります か。 是は 人類の 幸福の 極であります。 此 事が 判って 何人も 靜 然して 居る こと は 出來. 

ない のであります。 此 事が 判って バウ CI は 起った のでありまして、 彼が 萬 難を排 して 彼の 一生 を 福音- 

宣 傳に獻 げたと 云 ふ は 少しも 不思議でありません。 そして 私も亦 微 ながら 其歡 びに 人った ので ありま 

して、 其歡 びに 驅られ て 今日に 至った のであります。 人は獻 身犧牲 であると か 又は 意志 輦固 であると 

しみ わ. U 

か 云 ひます けれども、 實 は犧牲 でも 意志で もない のでありまして 全身に 滲涉る {;H 由的歡 喜であります。 


此歡喜 を宣べ s ふ. るが 『聖書 之 研究』 の 事業であった のでありまして * 是れ ありし が 故に 內 外の 凡て 
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の 困難 を 打 越える 事が 9^ 來 たのであります。 私 は キリ ストに 在りて 聖き 神に 近づき まつる 事が 出来る， 

0O0OOOO0O000  C00OC  0O000O000000  sfc,--o  oooooooopc^opo 

神 は キリス トに 在りて 私 を 受け 給 ひて、 キリストの 聖 きを 見て 私の 機き を 見た ま はない と 云 ふので あ 

ります。 此事を 聖書 六十 六卷を 以て 說く のであります。 斯 んな樂 しい 事 は何處 にもありません。 社會 

が 如何なら うと、 敎會が 何を爲 さう と、 そんな 問題で はない のであります。 祌 御自身が 其 子 を 以て 世 

を 己と 和らがし め 給うた と 云 ふので あります。 其 歡びは 言 ひ 難く、 其眞 理は盡 きないので あります。 

そして 斯 かる 歡 びを傳 ふるので ありま すれば 二十 五 年 は 至って 短い のでありまして、 五十 年 百年 を是 

が爲に 費し たれば とて 長き を 感じない のであります。 之を稱 して 「永遠の 福 昔」 と 云 ひます が (默示 

錄 十四 章 六 節)、 實に其 通りで、 其れが 爲に 三百 號は 愚か、 三千 號 でも、 三萬號 でも、 其 榮ぇを 現 は 

すに 足りない のであります。 

〇 故に 私 は 今日 玆に 過去 を 顧みて 私が 出會 ひし 凡ての 困難、 私が 贏ち 得し 凡ての 勝利に 就て 語る こと 

を 好みません。 是は 徒らに 感慨の 淚を 呼び 起し、 懷舊の 情 を 刺激す るに 過ぎません〕 私 は 唯 神が バウ 

a に 授け 給 ひしと 同じ 職、 卽ち 十字架の 福音 を 以て 世 を祌に 和らがし むる 職 を 私に も 授け 給 ひし 事 を 

感謝 せんと 欲します。 此責き 職 を 授かりて、 私に 在った 事 は 善き も惡 しき も 當然の 事でありまして、 

善き は 凡て 之 を 神に 歸し 奉り、 惡 しき は 凡て 私が 擔 ひて、 之に 就いて 神の 赦しを 獲れば 宜 いので あり 

ます。 

〇 私供 は 使徒 行 傳を讀 みて 初代の 信者の 事業に 多くの 奇蹟の 伴うた 事を讀 みます。 そして 私供 自身が 

彼等と 同じ 事業に 從 事して、 彼等に 臨みし と 同じ 事が 私供の 生涯に も 臨む こと を實驗 します-〕 卽ち奇 
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積と 云 ふは此 世の 人 等の 眼 を 以て 見る 奇廣 であって、 信者の 眼から 見て 奇蹟 は 決して 奇蹟で はない の 

であります。 『聖書 之 研究』 の 主筆と しての 私の 生涯に 於て 多くの 不思議なる 業が 現 はれました。 第 

一 に 私の 身體は 決して 强ぃ 者で はない、 病に 甚だ 犯され 易い 者で 1 ります が、 過去 二十 五 年間に 渡り 

唯 一 囘熱を 患 ひて 他人の 手 を 借りた 計りでありまして、 其 他 は 凡て 自分で 書き 自分で 編輯し 自分で 校 

正す る 事が 出来ました。 是れ 私の 健康 狀態を 知る 者の 不思議に 思 ふ 所でありまして、 奇瘰の 部類に 羼 

すべき 者で あると 思 ひます。 其 他 母の 死、 父の 死、 娘の 死に 會 ひて 非常に 私の 仕事 を 妨げられました 

が、 然し それが 爲に 本誌の 發 行を廢 した 事 は 一 囘も なく、 娘が 死な，^ として 妻が 彼女 を 看護し つ \ あ 

りし 窒の 隣室に 在りて 原稿 を 作って 編輯 日に 間に合 はせ た 事 さ へ あります。 如何にも 天の 神様が 私の 

手 を 取って 働き 給うた やうに 見えまして、 之 を 神様の 御 事業と 見る より 外に 見方はありません。 

〇 叉 其 維持に 就て 見ましても、 是れ亦 不思議と 稱 せざる を 得ません。 絕對的 獨立は 私が 信仰の 初めよ 

り 心に 定めた 事でありまして、 私は獨 立を廢 する 時は傳 道を廢 する 時で あると 初めより 神に も 己 にも 

誓 ひました。 そして 此 不信 國に 於て 聖書の 研究と 稱す るが 如き 不 人望 極まる 事業 を爲す の で あります 

が 故に 經濟的 獨立は 不可能な るが 如くに 思 はれ、 幾 囘も行 詰った 事 も ありまし たが、 然し 乍ら 不思議 

にも 道が 開かれ、 凡ての 責任に 應 する 事が 出来た のは是 れ叉奇 鎮と稱 せざる を 得ません。 舊 『東京 獨 

立雜 誌』 の 廢刊に 由て 生ぜし 七 百餘圓 (其 時分に は隨 分の 大金で ありました) の 負债は 本誌 初めの 三 

號の責 上げに 由て 度 却され ました。 又 母が 重病に 權 りて 入院し 其 入費の 支出に 苦しんで 居った 時に 新 

潟縣の 或る 讀 者で、 其 時 は 未知の 友であった 人が、 何 を 思 ふて か、 思 ひ 切って、 それ も 私が 困難に 在 

る を 知らす して、 金 干圓を 送って 吳れ て、 それで 無難に 其 場 を 切り 拔 ける 事が 出来ました。 叉 明治 三 


十七 年の 冬で ありました、 日露 戰爭が 始まり、 私 は 非戰論 を唱へ 新聞紙の 記者た る を 止めて 収入の 途 

が 全く 絶え、 生活 は 三 ヶ月に して 盡 きんと し、 本誌の 發行も 其れと 同時に 止めざる を 得ざる に 至りし 

場合に、 折り も 折り、 丁度 獨 逸に 於て 私の 『余 は 如何にして 基督 ilH 徒と 成りし 乎』 の 獨逸譯 が 出版 さ 

れ、 それが 戰爭の 故に 獨 逸人の 注意 を惹 き、 初版 三千 部が 忽ちに 寶れ、 其印稅 として 凡そ 一 千 馬克が 

ス ツット ガ ー トの 書肆より 私の 手に 達した のであります。 それに 由て 力 を 得て、 終に 都合が 附 いて 本 

誌 は 廢刊の 厄 を 免 かれました。 以上 は 二三の 例に 過ぎません。 其の 他に 祌は思 ひがけな き 所に 多くの 

後援者 を 起し、 私より 3： の 乞 求む る 所な くして、 私 をして 金錢の 事に 於て は 何の 缺 くる 所な からしめ 

給 ひました。 

〇 初代の 信者に 多くの 恩惠が 降った と 同時に 叉 多くの 忠 難が 伴 ひました。 そして 恩惠も 特別の もので 

これ 

ありし が 如くに 忠難も 亦 特別の もので ありました。 此 はパゥ 口が テモテ 後書 一章 八 節に 於て 云 ふ 所の 

信者が 「福音の 爲に 共に 受 くる 患難」 でありました。 福 昔 を 授けられ、 之 を 世に 宣 べんと する に 方つ 

て、 此 特^の 患難 は 免 かれ 得ない のであります。 そして 『聖書 之 研究』 にも 叉此 不思議の 息 難が 伴う 

たのであります。 それ は 外より 來る 患難に 非す して 內 より 起る 患難で ありました。 多分 『聖書 之 硏究』 

程內 部の 分離の あった 雜誌は 有りますまい。 其 初めの 起り が 分離に 由った のでありまして 私に 對 して 

前の 同志の 激烈なる 反對が 起り、 反對雜 誌が 特別に 發 行され、 十 ヶ月に 涉り 連續的 攻撃が 私と 私の 雜 

誌に 對 して 加， へられた のであります。 そして 其 後と 雖も 同じ 患難が 再三 臨んだ のでありまして、 現に 

最近 一 二 年 前に も 私 は 同じ 患難に 惱 まされた のであります。 事 は 小事の やうに 見えて 實は 大事で あり 

ます。 敵が 外より 攻む るので ありません、 友が 叛 いて より 覆へ さんと する のであります。 恰 かも， 爆 
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彈が 家の 床下より 爆發 したやうな ものでありまして、 家の 破 壞は免 かれない のであります。 そして 

『聖書 之 研究』 が 幾 囘も此 災難に遭 ふて 整れ なかった 事 は實に 不思議であります。 私の 反 對者は 私 は 

大 先生 で あって 非常に 强ぃ 者で あると 思 ひ 思 ふ ：！^ 分に 私 を 攻撃し ました。 然し 私 は 決して 強い 者で は 

ありません。 政府の 保護 あるで はなく 敎會の 後援 あるで はなく、 賴る もの は 只 少数の 友人の 信用で あ 

ります。 其 信用 さへ 打壞 せば 私 は斃れ るので あります。 そして 數 年間 私の 膝下に 在りて 私に 接近せ し 

者が、 私 を 離れて 私に 對し攻 擊の矢 を 放つ のでありまして 私に 取り 斯んな 痛手 はない のであります。 

そして 私 は 幾 囘も斯 かる 攻擊に 遭 ひて、 時には 詩人と 共に 神に 訴 へて 曰 ひました。 

たの  ぐびす 

我が 恃 みし 所、 我が 糧を食 ひし 所の 我が 親しき 友 は 我に 叛 きて その 踵 を あげたり。 

然かは あれ ど H ホバ よ、 汝 願く は 我を憐 み、 我 を 助けて 起し 給へ。 されば 我れ 彼等に 報 ゆる こと 

を 得ん。 

と (詩 四十 ー篇 九、 十 節)。 叉 時には バウ の 言 を 以て 信仰の 友に 訴 へました。 

兄弟よ、 我が 遇 ひし 所の 患難 を汝 等が 知らざる を 欲ます、 卽ち 攻めら る、 こと 甚 しくして 勢ひ當 

り 難く 生命 (存在) を 保たん 望 を も 失 ふに 至れり。 且 我れ 心の中に 必死 を 定めたり。 是 故に 己 を 

恃 ますして 死し 者 を 甦らす る 祌を恃 めり。 

と (コ リン 卜 後書 一章 八、 九 節 )o 私 は 幾囘も 私の 反對 者が 私に 對 して 聲を揚 ぐる を 聞きました、 曰 

く 「彼 を社會 より 葬れよ」 と。 そして 斯 かる 聲が 私の 肉の 兄弟 又は 信仰の 友の 口より 揚 りし を 知りて 

私 は實に 「心の中に 必死 を 定め」 ました。 此 くして 『聖書 之 研究』 は幾囘 も社會 より 葬られん としま 

した。 然るに 今尙ほ 生きて 健在なる は實に 不思議であります。 


〇 誠に 私の 反 對者は 私の 實カを 誤算した ので あると 思 ひます。 彼等 は 私 を さへ 驚せば 私の 事業が 幾れ 

るで あらう と 思 ひました。 彼等 は 私の 事業 は 私の 勢力、 私の 信用、 私の 聲 名に 由て 成る 者で あると 思 

ひました。 それが 彼等の 根本的 誤謬であります。 前に 申 上げました 通り 『聖書 之 研究』 は 神の 和らぎ 

の 福音 を傳 ふる 爲に 成った 者でありまして、 此の 福音の 紫れ ざる 限り 此 事業 は is れな いのであります。 

そして 私も亦 身を此 福音に 委 ぬる 間 は、 人が いくら 私の 缺點を 揚げて 私 を 傷 けても 私 は 装れ ない ので 

あります。 私 は 『聖書 之 研究』 を 守る 爲に 私自身 を 辯 護す る 必要 は 少しも 無い のであります。 私が 唱 
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へ來 りし； i 音 は 私の 功績の 上に 立つ ので はなく して、 神の 子ィ H ス キリス トの 功績の 上に 立つ ので あ 

ります。 其れ故に 人 は 私 を攻擊 して 福音に 倚る 私 を斃す 事が 出来す、 叉 私の 事業 を壞っ ことが 出来な 

いのであります。 祌は活 きて 在して 御自身の 幅 音 を 護り 給 ひます。 そして 其 事が 私の 反對 者が； 5^ に 加 

へし 攻撃に 由て 明かに 現 はれた のであります。 

〇 如此く して 『聖書 之 研究』 の 四 半世紀の 歷史も 亦 使徒 行 傅の 一節であった のであります。 キリスト 

の 福音 の 働く 所に 此 患難 と 慰安と が 在る ので あり ます、 讚む ベ く崇む べき は 彼 で あって 私供 では あり 

ません ふ 私 は 今日 諸君に 私と 共に 父、 子、 聖霊の 三位の 神 を 讚め たたへ て 戴きたい のであります。 

廢刊の 中止 

0 私 は 幾囘も 思うた、 此 誌が 第三 百號に 達する 時に 之 を廢刊 する であらう と。 然るに 今や 旣に其 時 を 
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過ぎて、 其 思 ひを實 行す る 事が 出来ない。 是れ ral- して 善い 事で ある 乎、 惡 いこと である 乎、 自分に は 

判らない。 然し 何にも 此 誌に 未練が 殘 つて 居る からで はない と 信す る。 一 に は 廢刊は 頗る 難事で ある 

が 故に、 二に は唱 ふべき 福音の 猶ほ靈 きざる が 故に、 續刊 する ことに 定めた。 或はべ ンが 私の 手より 

落る 時まで 績 くので ある 乎 も 刹らない。 

〇 英國の 有名なる 說 敎師ス ボル ジョ ンは 私と 同様に 單獨雜 誌を發 行した。 然るに 其雜 誌が 彼の 死後の 

>  = も. 猶ほ 綾いて 居て、 其 記事 は 主として ス ボル ジョンの 筆に 成った ものである。 卽ち 彼の 舊 稿が 復 

M されて 新號の 記事と なって 現 はる、 ので ある。 死せ る孔 明、 生ける 仲 達 を 走らす の 類であって、 痛 

快此 上な しで ある。 

〇 雷 ふまで もな く是は 神の 雜誌 であって 私の 雜誌 でない。 故に 神が 廢刊を 命じ 耠ふ 時には 誰が 何ん と 

首 ふても 廢刊 する。 然し 其 時まで は續刊 する。 唯 廢刊が 私の 信仰の 衰退の 結 3^ でない 事 を 祈る。 福 昔 

主義 を 以て 始まり、 ュ 一一 テリアン 主義に 變じ、 終に 社會 主義の 雑誌と 成りて 消 ゆる やうな 不幸 不名譽 

の 此 誌に 臨ま ざ らんこと を 祈る。 獨立 を 失 ひ , 外國宣 敎師 の 補助 を 受け ざ る を 得 ざ る が 如き 場合に 立 

至らん 乎、 廢刊卽 行 は 勿論で ある。 

第三 百 五十 號 

〇 終に 三百 五十 號に 達した U 三百 號に 達したならば 廢刊 せんと 豫 ねて 心に 定めた ので ある、 然るに 廢 


刊し 得すして 今日に 至った。 然し 自分の 罪で はない と 思 ふ、 必要に 强 ひられて ある。 讀 者が 廢刊を 

許さない ので ある。 そして 此 場合に 於て 讀 者の 聲は 神の 聲 であると 昆て 間違ない と 思 ふ。 創刊 以來滿 

一 一十 九 年で ある。 自分が 四 十 歳の 時に 始めて 今 は 六十 九 歳で ある。 今で こそ 聖書の 雜誌は 幾許で も あ 

るが、 其 時 は 「もなかった。 書店 は 其 發行を 引受けなかった。 不信者 は 勿論の こと、 信者で さへ 贊成 

した 者 は 家の 者 を 合せ 三 四に 過ぎなかった。 殆んど 無謀の ェンタ ー プライス (計 畫) であった。 明治 

三十 三年に 『聖書 之 研究』 と 云 ふ 雜誌を 出した ので ある。 不 人望 極まる 名であった。 餓死の 決心 を以 

つてす るに あら ざれば 選む 能 はざる 名であった。 然るに 其雜 誌が 社 會には 無視せられ、 敎會に は 嫌 は 

れ ながら 終に 今日に 至づ たので ある。 人 は 言 ふ 主筆の 天才に 由る と、 然し 主筆 自身 は 言 ふ 神の 御 助け 

に 由る と。 「人の 救 はる \ は 行爲に 由る に 非す 信仰に 由る」 と 云ふ單 純なる 福音 を唱 へしが 故に 今日 

に 至った ので あると 信す る。 其發 行に 贊 成し 吳れし 内 村宜之 君、 高橋濱 子、 普賢 寺轍吉 君、 山 岸 壬 五. 

今や 悉く 聖國の 人と 成った。 之に 與 りし 者の 內 今や 自分と 主婦と 二人の み殘 る。 我が 一 生の 事業 は此 

雜誌 である。 明治 大正 昭和の 日 木に 於て 聖書 をして 日本人の 書たら しめんと して 努めた ので ある。 共 

部分的 成功 を 感謝す る。 


0 三 百 五 十 ？ S  九 


雜報、 廣吿、 其 他 


一 (萬 朝 報).  、 

明治 三十 一 年 二 八 九 八 年) 

〇 讀者 諸君に ホ门ぐ 內村鑑 三 讀者 諸君に して 近來 K 名 を 以て 書 を 余に 寄せら る" 者 多し、 然れ 

ども 宿所 姓名 を 記せざる 文書に 答 ふべき の途 なし、 若し 返答 を 要せば 明々 白々 其 名と 所と を 記せよ 

然ら ざれば 来て 本社 を訪 へ、 喜んで 會し 喜んで 語らん。  C 一月 wrlu 

IJ  (朿京 獨立雜 誌) 

記者と 讀者 記者と 讀 者との 關係 は、 勿論 商家と 華客との 關係 にあら す、 亦敎師 と？^ 子との 關 係と 

稱 すべから す。 記者と 讀 者との 關係 は、 同志と M 志との 關係 なり。 記者 は讀 者に 代りて 後者の 言 はん 

と 欲する 所 を 言 ふ。 勿論 記者 は 請 者の 機嫌 を 取らん とせす、 記者 は 記者に して 讀者 は讀 者な り。 然れ 

ども 眞正眞 固 の 團體は 深刻 に 自由 を 愛する 獨立 人の 合體な るが 如く、 眞正 の 雜誌 新聞紙 は 記者と 讀 

者との 同情 的 結合より 成る 者なら ざるべ からす。 〇 余輩 は此 理想 を事赏 ならし めんが 爲 めに， 以後 は 

W 冶 一一 一 十 一 年  五プ- 一-一 


雜報、 廣吿、 其 他  五六 ほ 

最終の 一 頁 を 相互 交通の 機關に 供し、 以て 讀 者の 余輩に 語らん とする 所を揭 げんと 欲す、 紙面 限り あ 

り、 多言 を容れ す、 然れ ども 短文に 成る 讀 者の 誠實と 注意と 深 情と は、 余輩の 切に 護^より 求む る 所 

なり。  (八 刀) 

肥 後 だより 世人の 所謂 余 奪の 「劇烈なる 肥 後 嫌 ひ」 なる ものが、 如何に 肥 後に ある 肥 後 人士に 依 

りて 解 せらる、 か は、 左の 信書に 依りて 知る を 得べ し。 其 讚詞賞 句に 富める を 以て、 余輩の 玆に此 を 

揭 ぐる は、 普通の 謙 德に悸 るが 如き 觀 なき 能 はざる も、 而も f 人が 往々 目して 以て 肥 後と馨 敵と 見做 

す 余輩に して、 此親情 を 肥 後 人士より 辱 ふす る を 得し は、 余輩の 名譽 とし 亦 快と する 所な り。 「略) 

GK 水 輩 曾て 洛 北の 鞍馬 山に 遊ぶ、 戯れに 鄕 人に 問 ふに 天狗 族の^ 在 を 以てす。 彼れ 答へ て：： く 「今 は 

咎て 有るな し、 彼等 は 皆 悉く 去て 都會の 地に 行けり」 と。 肥 後の 山中 亦然ら ざる なきや。 都會の 地に 

來り、 俗 的 基督 敎を說 きて 善男善女 を 惑 はし、 僞善敎 育 を 施して 國人を 欺き、 支那 まが ひの 立憲政治 

を 唱道して 國家を 誤らん とせし 肥 後人 は、 今 は 阿蘇山 中には 全く 形跡 を 止めざる ならむ。 彼等 は實に 

肥 後の 肥 後 臭き ものにして、 眞 正の 肥 後ん に は あらざる べし。 肥 後の 本土 今や 再び 淨 潔のに を 以て 充 

たさる、 余 鞏は大 に 其 未来に 望を屬 する ものな り。 0 世に 從六 位勳六 等の 基督 信者 あれば、 布 衣齒食 

を 以て 歡喜 心に 溢る \ ばかりの 該敎々 導師 あり。 記者の 友人に 吉澤 某氏 あり、 信 濃の 人な り、 若し 彼 

の傳 記に して 書き 綴られん 乎、 我國 人を舊 起せし むる に 足る 者 多 かるべし。 彼れ 頃日 記者に 書きへ &る 

に 左の 辭 あり。 「私 は 今日の 牧師. 傳 道師、 宣敎師 方が， 彼の ：n 蓮， f ケ海 * 親！ i 等の 佛敎 家に も 恥 かしき 動機よ 

り 聖職 を 傘 じ る を兑て 陰 かに 悲み り 候、 「悉く 佛道を 成して 後ち 我れ 怫と 成る」 「若し 一 人 を 残さば 我れ 怫と 


成-いじ」 此赏 はモ- セ-、 保 羅の覺 悟に 愧ぢ ずと 存候、 云々」、 好 子、 益々 健在 なれ。  (八月) 

〇 豫吿 來る 十月 廿 五日 發兌 本誌 第 十 一 號 より 記者の 漫筆に 成る 『古今 集 擅 評』 と 題す る 文を續 載す 

べし、 是れ齊 東の 野人が 大宮人の 和歌 を ITa し、 古人の 名吟に 現今の 哲理、 科學、 宗 敎を發 見せし もの 

なり。  (十る 

明治 三十 二 年 二 八 九九 年) 

〇 謹吿 一 、 小生 儀 毎週 火木土 午後 三時より 五 時まで 神 田 編輯 所に？ g 在 候 間 御用の 御 方 は 成るべく 當 

所へ 御 来訪 願 上 候 一 、小生へ の 御 信書 は總て 東京 市 牛 込 iHi: 矢来 町 八 番地へ 宛 御 發这願 上 候 明治 卅 

二 年 一月 內村鑑 三 

眷、 門 諸氏の 同^ 余 蒙に 余 M の宗敎 あり、 余輩 は 之 を 世に 公 白して 恥す、 而 して 余 華の 崇拜 物に 

對 する 余輩の 尊崇 は、 余輩 をして 他人の 崇拜 物に 對し、 深 重なる 尊敬 を 奉. f しむ、 余輩の 憎む もの は 

弗敎言 者 こ あらす して、 き 者な り、 愛國 者に あらす して 偽 はりの 愛國 者な り、 而 して 讀 

者 若し 余輩に 問 ふに 余輩の 憎む 最も 甚だしき 者の 何なる を 以てせば、 余輩 は 「偽 はりの 基督 信者」 を 

以て 答 へんの み。 〇 余輩 は 余 葷の此 素志の 少しく 我 阔 に 於け る 高 傑た る 佛敎徒 諸士に 依て 解せられ し 

を 喜ぶ、 逾後蒲 原 1^ よりの 書信に 左の 語 あり 「小生 は 田 舍の貧 僧に 御座 候 … … 小生 は 貴下の 境遇と 主義と に 

明冶三 十二 年  |£ 


雑報 •  其 他  五六 六 

深く 同惜を 表し、 貴下の 著に 成れる 書册は 常に 愛讀 措かざる 者に 候 …… 此 時に 於て 小生に 彼此の {ぷ 彼是れ ある こと 

御座な く 候 …… 小生 は 貴下の 境遇と 主義と を 他に 向って： ：！ を 以て 吹 張す る 代りに、 小生の 精 祌と货 行と に 現 はして 

吹 張 せんと 存候 云々」。 宗敎を 信す る 者に 取て は 常に-: 示 敵 を 以て 2： せらる、 人より 如 斯の贊 辭を受 くる 

に 愈る 名譽 あるな し、 叉 大和 山 屮の某 梵刹より 左の 昔 信 あり、 「野衲 は 先生と 敎を 異に 致す 者に 御座 候、 

、、、、、、、 、道 は 元 一 也， s:^ 仰の： f は何宗 と雖 も； S 一  ならざる ベから-ず、 然るに^に 一 派の 論者 ありて. 信仰 

の確赏 なる もの を邪義 とする 者 多き は殘 念の 至リに 御座 候、 然れど も^は 次， 第に 公平に 向 ひ來る もの なるべし と 確 

信 致 居候、 これの みがせ めても の樂に 御座 候 敬 un。 余輩 は 勿論 一 々此 等の 贊辭 に當 るべき 者な りと は自か 

ら 信ぜす、 然れ ども 表面 に 現 はる k 宗敎的 差違 の 下に 深き 人情 的 M 情なる もの ある を 知り、 是 等の； 5 

書に 接して 大に 心を强 ふす る處 なきに あらす。 0 麻布 小澤 君に- &す、 御 憤慨の 段 御 同感に 御座 候、 御 

互に 奮鬪 致す より 外な きこと と存 候。  〔一月) 

Notice  ！  TlJ-ere  shall  be  no  se.pora.te  English  cte;partmeut  fl.olu  the  next  :lrus..ber.  .wlsn  there 

occurs  a  necessity  for  Enc.llsn  articles,  the\,  snail  he  lllsel-ted lu  reg-uliu-  Jiipanese  columns. 

注意 E 下の 必要に 鑑る所 あり 次號 より 常 分の 間 英文 欄 を廢し 新に 西洋 文學の 欄を設 く、 若し 英文 登， 

載の 必要 ある 時 は 之 を 普通 邦文 攔內 に牧 むべ し。  (一月) 

〇 廣吿 少年 園の 發兒に 係る 『人物評 傳』 なる 書 は < ；-の 作な りとの 說 世間に 行 はる k 由 を 耳に せり、 

然れ ども 是れ大 な る 誤謬な り、 余 は 書 を 著 はす に當て 決して -读名 を 以てせす、 此 段廣吿 す。 S: 村鑑ニ  I 


Di.f 星 I、 ャ岡健 富 I 自由 i 氏の s を 以て ま來. s 月 一 ョ より 郵便 稅 引き上^;^ I 

isl に 對し蠢 の意 を 表せん 爲め、 以後 は糧用 切手 U ひせ 曰 

i リ て は 一切 御 返詞不 仕候| 樣御 承知 被ド I 上 候、 晉廿. ^曰 編輯 部 ml 

0謹吿 I 小生へ 宛てた る 御 書面 は 總て神 畏南甲 S 八 番地 獨立雜 誌 I 所 宛に て 御 85^ 候. 

諸君 e 村鑑三 

OI  5.it 的瞧 1」 非す、 然れ f 龜は 余， 微奢 察し、 集の f 資 

友" の if 们； 5  、集が 今 左に 感謝の 表！ ぐる I れ lifHt ひ friSS は 

t^52 雖も、 SS1 に對 する I の 一部分な りと f れば なり：， 圓 s^^  . 

氏 ハ r  (I 社主 人 f 文 之 助 氏) 一 晝拾圓 (新 潟 f 商 大橋 正直) r 

つ 锥報 女子 局 立 S 長 加 藤 トシ子 は 去月 廿 七日 を 以て 永眠せられ たれば、 子の 霞に 依り 該^^- 

S 件" 氏 SI 內村！ 引 fl き、 因， ntisss"k. 

り r れし I 花 料 等 大凡 金 百圓は 子の f まん 爲 めに とて 勝 覽は擧 けて 是を獨 ま;；：： r 

達せられたり。 

五六 七 
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雑報、 K. 吿， 其 他  五六 _< 

〇 謹吿 匿名の 御 信書 井に 御 寄贈 文 は 開 飼す る ことなく 其 儘沒書 致し 候 間此段 重ねて 申 上 置 候 也 記 

者  ( 七"〕 

女子 獨立學 校 創立 竝に 維持 本校 は 明治 二十 三年 四月 前 校長 加藤敏 子の 創立に 係り、 校友の 好意的 寄附と 

職員： に 生徒の 勞働 とに 依て 維持す。 目的 本校 は 自給 衝立の 精神 を 具へ たる 平民 的 女子の 養成 を 以て 目的と す。. 

敎 育の 方針 本校 は 重き を 手錄敎 育に 置き、 其 餘暇を 以て 生徒 適 應の智 育 を g く。 人學 者の 资格 十四 歳 2- 上 

の 女子に して、 身心 健康 性質 善良なる 者 は 無 試驗 にて 入 學を諾 す。 學科 學科を 分ち て手藝 科、 文藝 科の 二 科と 

す、 卽ち 左の 如し。 手藝科 和洋 裁鏠， 刺 線、 編物， 和洋 洗潘、 和洋 料现、 其 他、 文藝科 和漢 學， 習字、 數學， 

家政 學. 科學. 英學 * 圜畫 * 右學 科の 外， 昔 樂、 衞生術 を敎授 す。 ffl! 全科 を 修め 難き 者 は 紫の 科目 を 撰修す る こ 

と を 得べ し。 學業 年限 は 大凡 三ケ 年と 定む。 學費 束修金 壹圓は 人學當 日 に、 月謝 金 壹圓、 室料 食料 共 金 四圓五 

十錢は 毎月 十日までに 納む べし。 自給の 道 本校 は 各 生徒 をして 其手藝 熟達の 度に 從ひ、 自 個の 勞 働に よりて 學 

費の 幾分 又は 全部 を 補 はし めんこと を努 むべ し。 保證人 入舉許 W を 得た る 者 は 東京 府 内に 居住し、 一家 計 を 

立つ る 者 を保證 人と して 誰 書 を 差 出すべし。 位置 本校 は is- 京 府豐多 摩 郡角箬 村に あり、 土地 高燥に して {41 氣 

飲水、 兩 つながら 淸良 なり、 市街 雜沓の 地 を 離る と雖 も、 新 宿 停車場 を距る 僅か 二 丁餘の 所に ある を 以て 交通の便 

極めて 宜し。 職員 前 校長 加 藤 とし子 逝去に より、 新たに 職員 を定 むる 事 左の 如し。 校長 內村鑑 三 

敎頭 佐 伯好郞  . 

〇 生徒 募 第 今般 寄宿生 三 拾 名 通 學生貳 拾 名 を 限り 入 學を諾 す、 有志の 方 は 至急 申込 ありた し、 来る 九月 十 一 日 

開校。 東京 府豐多 摩 郡 角箬村 HI 一  番地 私立 女子 獨立學 校 


o 女生徒 募集 八， 般 寄宿生 十 名 を 限り に 入學を 許す、 .來 る 明治： 一 卜 二 年  一 十 H 開校、 整理 法は總 

て 家庭 組織に 依る、 手 藝幷に 文藝を 懇切に 敎授 す。 東京 府豐多 摩 郡 淀 橋 町 大字 角 等：. n 一番 私立 女子 獨立 

學校 校長 內村鑑 三  (十二  =o 

明治 三十 三ハ牛 二 九 〇〇 年) 

〇 社員の 變動 位藤 迷 羊 氏 は 已むを 得す 余輩 を 4fs 、れ り、 然れ ども 彼 は 永く 余輩の 友人と して、 叉 本 

誌の 寄書 象と して 存 するな らん、 彼に 代りて 入來 りし 者 は 記者の 實 弟なる： S: 村 達三郞 なり、 彼 は 彼の 

史的 観察と ト數年 問に 涉る敎 育 上の 實驗と を 以て 讀 者に 見 ゆるな らん、 意 ふに 彼が 觔 勁の 筆は讀 者の 

喜ぶ 所なる べし、 彼の 主義 亦た 木 誌の それと 異ならす。 〇 西 川 光二郎 氏は义 新たに 余輩の 執筆 軍 巾に 

投じ 來れ り、 余葷は 喜んで 彼を迎 ふ、 彼が 先天的 平 2^ 主義者なる は 彼の 數囘の 投書が 旣に彼 自身 を讀 

者に 紹介せ し 所な り。 〇 事務員 雪 野生 は 一 ト廉 の文學 者な り、 彼 は 謙遜の 餘り 多く 筆 を 採らす、 然れ 

ば 余輩 は 時 に 彼 を慫- 逝し て 彼の 强 健な る 思想 を 紙上 に 吐露せ しむべし、 美 登 里 亦た 侮る ベ からざる 文 

才を 有す、 而も 彼 叉 謙 を 守りて 出です、 余擎 亦た 彼 を も 刺激す るの 義務 あり。 〇 素 見 生 は 亦. た 新 社員 

の 一人な り、 彼 は 古本 道樂を 以て 名 あるの みならす、 又 永き 敎育 上の 實驗を 有し、 諧謔に 富み、 余輩 

と 均しく 薩摩 人と 肥 後人と を 嫌 ふ、 其 一 たび 意 を 決する や 干 里の 林 を も 直 貫して 走る 底の 勇 氣を備 ふ- 

彼 は 筆の 人と 稱 せんより は 寧ろ 行の 人な り、 然れ ども 彼 も 亦 本誌に 彼の 豊富なる 諧謔 を 放つ を 怠ら ざ 

明治 一一 一十一 一一 年  五六 九 


雜報、 廣 is. 其 他  五 七 〇 

るべき は 彼が 余鞏に 約す る處 たり。 0 寄書 家に は 永 井久 錄氏 あり、 彼 や 記者に 劣らざる の 不平 家、 余 

輩の 到底 彼に 及ばざる 所 あり、 彼 は 今 東京 附近の 某 山中に 潜めり、 余輩 切に 彼 を 招け ども 屮 Z で 來らす 》. 

然れ ども 山奥の 隱樓 より 流れ出る 彼の 淸 冽なる 警語は 俗 問 多々 の 腐 腸 を 洗滌して 餘り あらん。 〇 中 村 

諦梁氏 は佛敎 風， 者な り、 佛敎 十二 傑 傅の 稿 は 彼の 乎に 在り、 彼 今 病を褥 中に 養 ひ 筆を屮 止す と 雖も其 

起て 我が 誌上に 現 はる 、の 日 は 新 佛敎が 普く 讀 者に 傅へ らる ベ き の 時なる ベ し、 余輩 は 彼と 宗敎 を異 

にす る もの、 而 かも 酷 だ 彼の 眞率を 愛し、 彼の 熱誠 を 尊敬す、 余輩 は 本誌 を 以て. 彼 をして 彼の 现想 的. 

敎を我 圃 に 流布せ しめん 事 を 願 ふて 巳まざる なり。 〇 白星 子の 韻文 は 或 ひ は 解し 易から ざらん も 深 

厚なる 彼の 心情 は 悲しめ る 者 平 か な ら ざ る 者 を 慰む る 所 ある ベ く、 臥 城 子 の 平民 歌 は 余輩の 歌 はんと- 

する 所 を 歌 ひ、 兒玉花 外 子 は 彼の 悲痛の 感慨 を 以て 吾人 を 泣かすべし、 梧 軒 子の 高額 亦た 余鞏の 常に 

喜ぶ ところ、 彼が 囘を 重ねて 新 希望 を讀 者に 供し、 余輩の 悲 調に 歡調を 和す る あらん 事 を 余輩 は 切望. 

に 堪えす。 〇 若し 夫れ 本誌の 古株た る 主筆と 武江生 一 名& 生に 至りて は 共に 一 歷の 腕力 を 奮 ふ 所 ある. 

ベく、 苦 1  一一 一 n に 嘲罵に、 或は 歷史、 或は； 大 然學、 或は 世界 智識、 或は 雜壇に 彼等の 有らん限りの 智囊 を- 

傾注すべし、 余輩 は 歳と 共に 齢 を 重ぬ る 者に 非す して 反て 之 を減輕 せんと 欲する 者 なれば、 年 一年 墳 

墓に 近くに 從ひ段 一段の 大 一一：  一 C 壯 語を發 する あらんと す、 蓋し傍#ぉ無人とは余^^の_3^-なるべし、 余輩 は 

日本の 法律が 許す 限り 活動し 四方 八面に 敵 を 受けん 又 敵 を 作る も 決して 意と なさ るべ し、 其笞っ ベ 

き は笞ち (筆 を 以て)、 殺すべき は 殺さん (同じく 筆 を 以て)、 木 誌 は泛々 たる 社會の 鼻息 を 窺 はん. 

爲に 生れ 來 りし 者に あらす、 余 は 『惡 まれ 兒 世に 撣 かられ』 の 俗諺の 如くな らん、 然 かも 憚る、 と- 

好かる，^ と 余輩に 於て 何の 關 はりあらん や、 唯 だ 一 直線に 余輩の 目的と する 虚に 向て 猛進す る あらん. 


のみ。  (一月) 

〇 夏期 講談 會廣齿 一、 人會 申込 者 緩々 有 之 候に 付き 志 §ni の 方 は 至急 申込 有 之 度 候。 二、 七 

十日 以後の 入會 申込 竝に 照會は 一 切 御 斷り申 候。 三、 寄宿 舍は 專ら 地方 來會 者の 便に 供 せんとの U 

的なる を 以て 在京 入 會者は 可成 通會 せられん こと を 希望す。 ra:、 寄宿 舍入舍 の 方 は 食料の 外、 刖に 

夜具 蚊帳 料 を 要する こと 心得 ありた し。 五、 婦人の 來 會を諾 す、 尤も 人の 爲 めに 特別 寄宿 舍を 

5 えく  0  (六月) 

1ーーーロ  < 

〇 廣吿 夏期 講談 會は來 る 七月 二 卜 五日 午^ 八 時 女子 獨立學 校 講堂に 於て 開會す 會主 

三 (聖書 之 研究) 

〇 同情 東京 獨立雜 誌廢刊 する や、 余輩に 書 を 送て 同 情 を 寄せられし 人士 は 百 を 以て 算 すべし、 玆に 

共 一 一三 を 祸げて 同情者 諸^に 封す る < 水 輩の 感謝 を 表す。 村 生 記す。  (九月) 

〇 本 所 生徒 十 名 ヲ限リ 募集 ス 詳細 ノ规則 入用 ノ方ハ 郵券 ニ錢ヲ 封入 シ問 合セ ラルべ シ 聖書 研究所 

S  村鑑三 

叫^ 一一 一十一 二 年  五 七 1 


雑報 6« 吿、 其 他  五 七 二 

eh 村鑑. 主幹 聖齊 之硏究 第 S 號-冉 版 成る、 第 參號來 る itt 日發賣 iss 錢 聖書 

研究せ  U. 萬 朝 報』 十月) 

〇 家屋 狹隘 を吿 ると 所長 多忙 を 極む るとの 故 を 以て 當 分の 間 生徒 募集 を 中止す 十月 聖書 研究所 

〇 小生 義專心 以て 受 持の 雜誌 新聞に 執筆 せんた め當 分の 間演說 說敎の 依賴を 謝絶す 村鑑三 

〇 獨 立 ^樂部 是れ 舊獨立 雜誌 の讀 者に し て 過 る 夏 講談 會 に參會 せし^に 依て 組織 せられし 友 誰 的 

W 合な りと す、 會員 七十 餘名を 有し^に 之 ぞと云 ふ 主義 も 目的 もな けれども 然れ ばと て 全く 無益の 團 

體 にも あらざる が 如し、 秋に 人て より 旣にニ 囘の會 合 ありたり、 爾來 毎月 第二の 日曜 a に 午後 一はよ 

り 角！^ 村なる 聖書 研究社に 於て 3» 合す る；^ なり、 獨立雜 誌 以来の 本誌の 讀者 にして 之に 加 はらんと 欲 

する 者 は 研究社に 申込 まるべし、 會費は 一 ケ年六 ト錢、 ^に 開會 毎に 拾錢を 要す、  (十 一 月) 

〇5: 村鑑 一二 ま 幹 聖書 之硏究 第 ra: 號 十二月 廿 二日 發兌 クリスマス 號 なり、 美文と 慰藉と 智識と に 

富む、 歳 宋歳始 の好讀 物な らん、 iffigfiiSIISSK  i 曰 研究社 § 朝 報』 士丌リ 


明治 三十 四 年 二 九 〇 一年) 

OSS 一： ：| 聖#之 硏究 新世紀の 來 りしと 同時に 新 IU リ： 

聖書の 屮 にあり、 本誌 は 聖書の 研究 を 以て 目的と する 本邦 唯 一 の雜 誌たり ST; ハ部 前金 < 千錢、 i-s 

謹 ill 響 研究社  (31』 一 

CI 投書 を 歡迎 す、 可成 丈け 簡 短なる を 要す、 露なる 秦の 襲、 精細なる I 研究の 繁; 

Hs^ff, 但し 其 採否の 權は之 を 主筆に I せられた し。 S は 信す、 is 

敎は 都下の 集の 屮に あらす して 地方の 齧 Is 屮 にある を。  二；) 

r, リす監 三 主， ネ 書 之歼究 聖書なる 世界の 最大 文學と 基督 敎の 人生 觀と を我圃 人に 紹介 せんと 

究社 

者諧 せこせ ぐ 「無 I」 は 本誌 幷に 「i 曰 之 研究」 霧の 交通 機關 なに 故に i は 何人 

H&^^fn^ 但し 餘り眷 を 避くべし、 地方の i 甚だ 可な り、 5 心 巾 • 

愁を 5 よ、 或は 讀者屮 之 を 癒す を 得る 者 あらん、 ，ば 其 紙 f して 實 物的 I たらし めんこと を 

五 七： 一一 

TO 治 三十 四 年 


雜報、 K 吿、 其 他  五 七 5:  一 

中； 筆 {E す  (『無 敎き』 三 U0 一 

0 謹吿 祌 若し 許し 給 はに 來る七 二十 五 = より 十 H 問、 東京に 於て 第二 间 夏期 講談 會を 開く、 但し 一 

會 場の 義は 追て 廣吿可 仕 候 來會 申込 七月 一 日 限り、 食費 金 登圆、 滞在費 一 日 凡そ 參拾錢 明治 三十- 

ra 年 三月 會主 聖書 研究社 豫定 講師 内村鑑 三、 大島正 健、 湯淺 佶郞、 留岡幸 助， 松 村 介 石、 田； 

村 直臣、 丹 羽 淸三郞  一 

〇：G^ 期 講談 會の 結果 昨年 七月 當角害 村に 於て 舊 東京 獨立雜 誌購讀 者の 夏期 講談 會を 11 きし 結果 一 

として 新たに 基 赞敎に 於け る 信仰 を 起し、 夫れ く 洗禮を 受け 或は 受けす して 旣 成の 敎會に 人り し 者 

は 余 の 知る 所 にても 今日まで 旣に四 名に 達せり、 卽ち美 作の 森 本慶三 lis はメ ソヂス 卜 敎會に 入り、 

越後の 渡邊水 太郞君 は英國 派の 監督 敎會に 人り、 ！：！ 逢坂 信 吾 君 は 札 幌獨立 敎會に 人り、 ^前の 佐藤武 

雄 君 は 東京 番町 組合 敎會に 入りたり、 其 他 講談 會來會 者の 中に て 今や 熱心に 基督 敎を 攻究し つ、 ある 一 

もの は 他に も あり、 余單は 諸氏に 此事 ありし を 喜び * 亦 諸氏が 各 其所屬 の敎會 に忠實 ならん こと を 望： 

むと！： 時に 亦 f の敎會 信者に して 余輩 を 以て 敎會 5 敵と 見做す 者の 考 一 考を煩 はさんと 欲す。 一 

(三月) 一 

〇 謹吿 本誌 義是 迄內務 省の 管现の 下に 出版 條 令に 依り 發 行し 來 り候處 今や 時勢 は 余輩 をして 政治、 _ 

社き、 文學 * 宗敎の 現 狀に對 し 時々 豫言者 的 警告 を發 する の 要 ある を 感ぜし め 候に 付き 次 號卽ち 第 九. 


號 より は 本誌 を 警視 鹿の 管轄に 移し 新^紙 條 令の 下に 發行 する ことに 致し 候間此 讀者 諸君に 於て 豫 

め 御 承知 置 被 下 度 候 也 明治 二十 ra 年 §: 月 聖書 研究社 

〇 主幹 內村鑑 三 聖書 之硏究 第 九 號本月 廿日 發行 本號 より は 新聞紙 條 例の 下に 立ち 時々 豫言者 整 

4104^1 お 5?  ノ.：：1!匸也 o^st.<*4- こ つ ン：！ duv 一 ra;:4-、 毎ほ 一 1^ I 部十^*-錢六部前金八卜8«十ニ部同 I  as+ar 初號ょり取揃へ stf ョ开 

を 奢し おて^の ヌ： TS えらん を す 注文に 應ず 、第一 卷合木 出 金 < 十 ifi 袋、 き-、 郵稅 不要 東京 巧 ッ谷角 ii sfpp« 

究社  (『萬 朝 報』 五月) 

第二. 囘 講談 會 威想錄 

Q 美 作津山 森 本慶三 (略) 註、 嗚呼 是れ なりし 乎、 是れ なりし 乎、 余 は 事務に 忙殺 せられて 斯く 

も 快 樂の多 かりし と は 知ら ざり き、 然れ ども 圓滿 なる 月下の 園 遊會に 於て は 余 自身 もこ は 天の 上の 事 

に は あらす やと 獨り自 から 疑 ひたりき。 〇 小山： s: 薰 (略) 註、 嗚呼 第二 囘 夏期 講演 食よ、 汝は少 く 

とも 此ー靑 年 を 救へ り、 十日 問の 苦熱 何 か あらん、 一人の 靈魂を 救 ひ 得ば 百年の 勞も惜 むべき にあら 

ナ、 嗚呼 基督 敎！ 我 は 其宣傳 者と なりし を 喜ぶ。 〇 第一 高等 學校 生徒 生 國鹿兒 島 市 大河 平隆光 

(略) 註、 若し 麇 島人なる 大河 平 君に 此 抱負と 謙遜と あらば 日本 國 第二の 維新の 功鑌も 亦薩摩 人の 手 

に 落ちざる ベから す、 「再生の 西 鄕南洲 は 之れ rn 本の ヲリ ヴァ ー、 コ n ムゥ H ルに 非す や」、 然り實 

に然 り、 君 それ 彼 たれよ、 神 は 君の 弱き を 助 げん、 祌に賴 りて 吾人 は 西鄕に 勝る の 偉人たり 得るな り、 

余 は 祈て 君の 將來を 待たん。 〇|^1； 巿 紺屋 町 學生 倉 撟惣三 (略) 註、 正直なる 表. n、 神 は 不正 

直なる 信仰よりも 正直なる 懐疑 を 愛し 給 ふ、 他人の 歡喜を 素む 勿れ. 神が 己れ に 賜 ひし もの を 以て 滿 

明治 一一 一十 ra 年  五 七 五 


雜報 廣，, I：、 其 他  五 七 六 

足せよ、 た f 信仰の 上達 を 祈れ、 今日の 信仰 を 以て 滿足 する 勿れ。 〇 事務員 佐 藤武雄 (略) 註、 

悲的 人生 觀を 永久に 退治す る こと、 是れ 基督 敎が此 f に^ 在す る 主なる 理由な り、 (仪 活、 幷天、 - 种來、 

一 つと して 悲感の 殺消劑 たらざる はなし、 人. は 喜 的 人生 觀を懷 く 丈け それ 丈け 深く 基督 敎に 人り しな 

り、 死 を 一 つの 椎幄の 如くに 見る に 至て； 大國は 吾等より 遠から ざるな り。 〇 干葉 縣山武 郡 大和 村 三 

須 兵三郞 (略) 註、 三須 君に 謝す、 余が 此 度び 來會 者に 與 へんと 欲せし もの を 君 は 能く 悉く 牧 得せ 

られし を、 君 は 講談 會の 全部 を 感得せられ しが 如し。 〇 美 作 古町 平民 農 有 元 新太郞 (略) 註、 聖 

書の 言 其 儘 を 賞味す るに 至る、 是れ眞 理を聽 くより 來る 最も 美 はしき 結 Ei^ なり、 一 を 聞いて.^ を 知る 

を 得る に 至る は 聖書 智識の 特質な り、 君 は 余の 傅へ ざり し 所にまで 余の 主張 を讀み 給へ り U  0 大阪. & 

東 倫 後町 三 丁目 洋 反物 商 小 泉 精 三 (略) 註、 私共 も ごくつ まらない 者であります、 然し 神の 

光に 輝され て 幾分 か 光 を 放つ ことが 來る やうに なりました、 是は それ故に 私共の 光ではありません、 

祌の 光であります、 神 を 讚め てくだ さい、 私共 如き 卑き 者に 由て まで 光 を 放た る、 祌を 讚美して くだ 

さい。 〇 束 京 淺野 猶三郞 (略) 註、 復活の 希望、 夢に あらす、 幻に あらす、 gf, 書の 證 言す る亊實 

なり、 ： 大然の 指 明す る事赏 なり、 樂 園の 囘復は 詩人の 夢想に あらす、 神の 誓約な り、 喜ぶべき にあら 

す や。 〇 信 濃 小 諸 小山 英助 (略) 註、 w 十 名の 同志 者 あれば 天下 をー變 せん、 然り. H 一名の 使徒 

は 全世界 をー變 せり、 キリスト 敎は此 地上に 現 はれた る 最大 勢力な り、 六十 餘 名の 講談 會來會 ^は 若 

し キリスト 敎を 有の 儘に 信す る を 得ば 遠から すして 日本 國を 一 變し 得るな り、 是れ靑 年の 壯言 にあら 

す、 ソ，' バ ー なる 歷 史的 事 赏 なり、 諸君 余の 言 を 信じ 得る や 否や。 〇 講談き 感謝 錄 州 小 諸 渡邊 

壽 (略) 註、 謝する に 及ばす、 努めよ、 先づ小 諸人 を 悉く キリス 卜の ために 擄 にせよ、 然る 後に 信 


澳全國 を 平げ よ、 然る 後に 心靈 的の： 大龍 河と なり、 木曾川と なり、 信 濃 河と なりて 精神的に：：： 本全國 

を 灌漑せ よ、 是 れ出來 難き の 業に あらす、 寓 軍の 主 H ホバは 我等と 伴に 在り 給 ふ。 〇 栃木 縣 F 都賀郡 

稻葉忖 小 西 曾 次郞 (略) 註、 小 西 君に ねす、 余 も 憐れなる 罪人の 一人な り、 余 も幾囘 となく 

われな やめる 人なる かな」 を 叫ぶ 者な り、 余 は 君の 敬 崇を價 する 者に あらざ^ は 勿論、 多くの 點に於 

なやめる ひ tj 

て ii?; に 劣る 者 あり、 只 幸に して 神の 顧る 所と なりて 「困苦 人なる 哉」 を 嘆す ると 同時に 「是れ 我 跨の 主 

イエス キリス トな るが 故に 神に 感謝す」 を 喊ぶを 得し 者な り、 余の 如き 者 を さ へ も 救 ひ 玉 ふ 神 は必す 

大に君 を 惠み給 ふべ し、 君 決して 落膽 する 勿れ。 唯一 事 君に 忠告すべき あり、 若し 人 ありて (仅活 を 信 

ぜ ざる も、 又來 f の 存在 を 認めざる も 君 は キリ ス ト 信徒た る を 得べ しと 君に ぐる 者 ある も 君 其 人の 

曾 を 信す る 勿れ、 キリスト 敎は 倫理に あらざる なり、 キリスト 敎は敎 義に伴 ふ 倫理な り、 ^願く は復 

活を 信ぜ ざれば 止み 給 は ざれ、 そは大 なる 倫理 は (仪活 の 信仰に 因て 君の 心に 湧き 来れば なり、 へ；^ は 重 

複 して 君に 云 ふ、 「君 ニー 一  テリ ヤン 的：：： E 仰 を 以て 滿足 する 勿れ」 と" 〇 長 野縣南 佐久郡 mn 忖 萵橋 

周 助 (略) 註、 沈默を 守れる 此；^ 州 人士、  < ；-楚 は 彼の 心底に 量るべからざる 深 所の ある を^め たり、 

願く は 千 曲水 源に 於て 彼に 依て 大 光明の 揚 らんこと を。 〇 埼玉縣 比 企 郡 玉川忖 宫 崎錢吉 (略) 

余 を 恨み 給 ふな 宫崎 君、 君 は 確に 此 講談 會に 於て 最も 多く 利益せ し 者の 一人な り、 君は大 疑問 を 供せ 

られ たり、 是れ 神が 君 を 光明に 導かん がた めの 階段なる を 知られよ、 一度 は大 苦痛 を 感ぜし めざる 醫 

師は 深切なる 醫師 にあら す、 余 は 神に 謝す、 彼が 余 を 使役して 君 をして 苦痛の 上に 更に 苦痛 を 感ぜし 

めし こと を、 ^の醫 癒の 時 は 遠から す、 祈れよ、 鬪 へよ、 最終まで 忍ぶ 者 は 救 はるべし、 余 は 君の 爲 

めに て 怠らざる べし。 〇 備前岡 山 生 駒鐵男 (略) 註、 予を 誤解 せらる k も 可な り、 然れ ども 神 
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雑報、 廣吿、 其 他  五 七 A 

, と キリストに 關 する 誤解 は 全く 排除せ ざるべ からす、 君 は 人 を 通して キリスト を 信す ベから す、 キリ 

ス ト 彼 自身 に 就て 彼 を 信すべき なり、 而 して 彼の 深さと 高さと よ … … 而し て 吾人 は 如何にして 之 を 知 

らん 乎、 謙遜なる に 由て、 自我の 罪 惡を認 るに 由て、 灰 を 被り 衣 を 裂て 我の 缺所を 嘆す るに 由て、 天 

國は自 遜なる 河の 彼岸に あり、 是れ 吾人の 一 日 も 忘るべからざる もの。 〇 岩 代輻島 矢 村 ヒデ (略) 

註、 女子 獨立學 校 驚れ て 其 三十 餘 名の 生徒 は 四散し、 今や 余 を 訪づる 者 甚だ 稀なる に兹に 彼等の 中の 

一人 ありて、 來て 余の 家族と 共に 婢 僕の 勞 働に 從 事せられ し を 感謝す、 勞 働の 神聖 を唱 ふる 者 は 多し" 

之 を 行 ふ 者 は し、 余の 眞 正の 弟子 は 余の 敎訓を 行 ふ 者に して 之 を 口にする 者に あらす、 余 は 勘く と 

も 一 人の 弟子 を 余の 女生徒 中に 得し を 神に 感謝す。 〇 福岡縣 鞍手 郡 中 村 當時千 葉縣廳 在勤 小 田 米 太 

.^  (略) 註、 馬 可 傳八章 二十 二 節より 二十 K 節まで を參考 せられよ、 而て 君も醫 癒の 途に 就れ し を 

ヶ Y ての， -0 

知て 感謝 せられよ、 若し 忍で 怠す ば r 庶物 あきらかに 視」 ゆるに 至らん。 〇 群馬^ S 樂郡西 谷 W 村 

永 島與八 (略) 註、 永 島 君 は 足 尾 銅山 鑛毒 事件が 產 出せし 最も 有益なる 結 rai- の 一 なり、 惡魔は 党に 

眞 理を壓 服す る 能 はす、 一 一十 餘 萬の 無辜の 民より 衣食の 料 を 奪 ひし 古河 巿兵衞 氏と 雖も 人の 良心 を 奪 

ふ は 難し、 願 ふ. 水 島 君の 精神の 全 被害地に 布 及して、 其大 不幸 は變 じて 大幸ー i となり， 日本 國の 革新 

が 渡 良瀨河 沿岸の 地より 始まらん こと を。 〇 茨 域 縣筑波 郡 田 水 山村 鈑村 覺次郞 (略) 註： ハレル 

！ャ ァ ー メン 感謝、 感謝、 感謝、 世の 惱 める 人よ、 何ぞ此 人に 學 びて 今日 直に ィ H スに 来らざる 

彼に 醫癒 あり、 生命 あり、 1  息 何ん ぞ 速に 彼に 來ら ざる。 〇 東京 淺草 屮村 新太郞 (略) 平靜な 

る 生 "蛙、 Mlil れ 神の 甚だ 愛し 給 ふ 生涯な り、 君必 しも 偉人た る を 要せす、 激變の 生涯、 亦必 しも 君の 追 

* すべき ものに あらす、 平和 なれ、 而 して 平和の 祌の榮 光を顯 はせ よ" 〇 (不平) 信 濃 上 S  -架山 信 


夫 (略) 註、 是れ 今囘の 夏期 講談 會に 於け る 惟一の 不平の 聲 なり、 惟り 怪む此 不平の 聲が益 富 君の 

如き 肥 後の 人より、 或は 大河 平 君の 如き 鹿兒 島の 人より 來ら すして、 栗 山^の 如き 信 州の 人、 而も 其 

上田の 人、 而も 其獨 立苦樂 部員の 一人より 来りし 事 を。 叉怪む Is の 不平 は 余輩の 說 きし 眞理の 如何に 

.E るに 非す して 余輩が 君に 割 宛てし 室の 善惡 に 由り し 事 を、 埼 玉の 宮赔 lis は 神の 光明の 心に 臨まざる 

を 以て 泣けり、 然るに 上田の 栗 山 君 は 居室の 暗黑な りしが 故に 眩け り、 余輩 は 栗 山せ が 他に 不平 を唱 

ふるの 源 因 を 有せ ざり しを悲 む" 余輩 は 特別に 信 州 人士 を 虐待せ しと 思 はす、 否な、 多くの 點に 於て 

余輩 は 多くの 特別の 信任 を 以て IS 氏を迎 へしと m4 ふ、 若し 余輩が 諸氏に 校舍第 一 等の 室 を 供せ ざり し 

ならば 是れ 余輩が 諸氏に 特別の 親任 を 置き たれば なり、 然るに 今にして 此 人より 此 不平の 聲を 聞く、 

余輩 は 栗 山 君が 余輩の 親愛 を 空う せられし を惜 む" 余輩の 不行屆 に 就て は 余輩の 重々 來會 諸君に 向て 

免 を 乞 はんと 欲する 所な り、 若し 他の 諸氏に して 不平 を 述べん と 欲すれば 蓋し 栗 山^の それに 勝る 者 

多 からん、 今 君の 明，： n なる 言 を 聞いて 余輩 は 深く 己に 責る 所た くんば あらす。 尙 一 事 記載すべき あり、 

室の 撰 擇は余 (內村 生) 自身の 決行せ し 所に して 事務員 佐 藤 君の 責に 任すべき 所の ものに あらす、 故 

に 栗 山 君の 「薄謝」 は 余 (-^ 村 生) 謹んで 拜受 す。 〇 東京 淺草 篠崎篤 三 (略) 註、 予 輩に 基督 敎 

の 外宗敎 あるな し、 余輩 は 基督の 外に 救 主 を 求めす、 世 或は 余輩の 狭隘 を 笑 はん、 然れ ども 是れ 余輩 

の 信仰な り、 余輩 は斯く 表白す る を恥ぢ す。 人類 は 旣に六 干 年間の 宗敎的 經歷を 有す、 而 して 孰れ か 

有力なる 宗敎 なる か、 叉 孰れ か 無力なる 者なる 乎、 旣に歷 史家の 定論 あり、 今 は 宗敎を 作るべき の 時 

に 非す、 之 を 適 要すべき 時な り、 如何なる 偉人 も 彼の 一生涯に 於て 大宗 敎を 編み出す の 能力 を 有せす， 

基督 敎を產 む に ra 干 年間の 用意 を 要せり、 而 して 之 を 完全なら しむる に 尙ほニ 干 年間の 鍛鍊を 要せ り , 

明 冶 一一 一 十 四 年  五 七 九. 


雑報、 廣 其 他  五 <〇 

余輩 は 信す、 旣に英 國を救 ひ、 米 國を救 ひ、 獨逸を 救 ひ、 地球 面 上 五 千 三百 萬 方哩の 地域 を 占め 五 億 

萬の 民を敎 化しつ、 ある 基督 敎は 今日の 日本 國を救 ふて 尙ほ餘 力 ある を。 余 は 信す、 若し 篠崎 君に し 

て 君の 心 を 全く 基督に 捧げ 得るならば 君 は 彼の 救扬の 完全なる を 認めて 他に 生命 を 求む るの 要 を 感じ 

給 は ざらん こと を。 〇 事務員 岡 村 誠 之 (略) 註、 善良なる 友よ、 余は餘 りに 高遠なる 思想 を 述べ 

て 君 をして 失望せ しめし を悲 む、 然れ ども 余 は 信す、 君の 憂 ひ は r 悔 ひなき の 救 ひ を 得る の悔 改めに 

至らし む」 る 者なる 事 を (哥林 多 後書 第 七 章 十 節)、 君 は 勿論 「H ホバ • 信者」 を 以て 滿 足すべき にあ 

らす. 君 は 速に 再び 「キリスト 信者」 たるべき なり、 然り、 君 は旣に キリスト 信者た るな り、 そ はた 

ら すと 思 ふ 事が たるの 重なる 證據 なれば なり。 〇 柬京鐘 町 士  n 川 一水 (略) 註、 「二 歳の 童子の 實 

驗 として は餘 りに 早熟な り、 謹んで 神の 榮 光に 眩され て 盲す る 勿れ、 進めよ、 然れ ども 靜 かに、 鬪へ 

よ、 然れ ども 理解力 を 以て、 主が 君に 賜 ひし 總 ての 能力 を 使用 せんこと を 努めよ、 願く は 君の 全生涯 

をして 全人 類 を 益す るが 如き 火 感想 錄 たらしめ よ。 〇^ 豫國 新居 濱 住友 训子鑛 業 所歸員 北 脇 筍 次 

(略) 註、 若し 生活の 境遇 を 以て 語らん に は 北 脇！^ と 余と は 異域の 人な り、 然るに 此 貴公子 的 一 紳士、 

暑 を 冒して 豫 州より 來て此 會に列 せらる、 而 して 君 は 粗野なる 余と 余の 家庭の 裏面に 神の 働き 給 ふ を 

認めら る、 吾等 深く 祌と 君と に 感謝せ ざる を 得ん や、 一一 一一 II ふ を 止めよ、 富める 者の 神の 國に 人る は 駱駝 

の 針の孔 を 穿る よりも 難しと、 そ は 全能なる 祌に爲 し 能 はざる こと 一 とつ もなければ なり。 〇 東京 越 

前 堀 時計 職 加 藤 恒吉 (略) 註、 加 藤 君 は 年齢と 書物 上の 智識と では 余の 弟子で あるが、 心の 淸 

きこと k 自轉 車に 乘 る こと k で は 君 は 余 の 先生 である、 今囘 の會 合に 於 て 余 は 君と 語る こ と 最も 多く 

(重に 自轉 車の 事に 就て〕、 1^ の 無邪氣 なる 想に 接して 余の 益す る 所 は 甚だ 多かった、 余 は 信す 去る 


三日の 夕刻 君が 余の 言 を 納れて 傳道師 たる を 止めて 工手 學校 入學を 期して 余の 許 を 去られし 時に、 君 

の後髮を引張し者は確に余自身なりし^5^-を。 〇日向穗北 黑木耕 一 (略) 註、 書記 先生に 斯 く見拔 

かれて 僕 も大滿 足、 人 を 愛せ ざれば 彼 を 識る能 はすと は 力 ー ライル 先生の 言、 黑木君 余 を 愛す、 故に 

聊か 余 を 識るを 得たり と 申さん か、 然し 敵 人の 眼から 見るならば 余の 少しく 多面的なる 所が 余の 僞善 

者た る 所謂で あるか も 知れない、 何れに しろ 他人の 批評に は 善き も惡 しき も餘り 深く 眼 を 留めない 方 

が 宜しい、 吾等 は 地獄へ 落されても 神に 緒る まで ある、 n 本 帝國の 臣民に 惡人視 せらる &位 ひの 事 

は K の 河童と 申さん のみ。 〇 熊 本 縣球磨 郡 藍 田 村 益 富 政 助 (略) 0, 肥 後人で ありながら 此炎； 大 

に 九州より 遙 るば ると 此會 合に 臨まる、 其 志旣に 感謝すべし、 而 して 就て 彼に 接すれば 一個の 好 平民、 

額は滿 月の 如く 冏く、 心 は 蒼 空の 如く 淸ら かなり、 得し 者 は實は 彼に あらす して 我な り、 鳴 呼、 九州 

男子、 日本の 未來 は， 矢張り 西に ある 乎、 天下 を 思 ふの 心、. 人類 を 想 ふの 念 は 今尙ほ 東に 於て より は 西 

に 於て 旺な るが 如し、 心せよ、 東北 人士 「愛 國者は 矢張り 西方に 多き ぞ。 〇 但馬 小 m 滿ニ  (略) 

註、 神を認 むる に何ぞ 信者 未信者の 刖 あらん や、 神 は 人類の 父な り、 神 を 說くは 人類に 其 父 を 紹介す 

るな リ、 誰が 誠實を 愛する 者に して 神を聽 いて 之 を- けんとす る 者 あらん や、 余輩 は 益々 祌を說 くに 

躊路 せざる べし、 そ は 世に は 君の 如く 神を强 ひざる に 喜んで 彼 を 受けん と 欲する 人の 多 かるべ ければ 

なり。 〇 鹿 兒島縣 拾 良 邯西國 分 村眞孝 土木 科 野 村 淸次郞 (略) 註、 講談 會 よりの 歸途窣 屮に卒 

倒し、 まさに 生氣 絶えん とせし 君 は 蘇生して 復活の 事實を 吾等の 前に 述べられぬ、 復活 勿論 蘇生に あ 

らす、 然れ ども 蘇生に 類す る 者な り、 君の 實驗 亦た 吾等の 信を强 むる こと 大 なりき。 〇 名 古屋巿 廣 

島 外 三 (略) 註、 基督 敎は學 問に あらす、 然れ ども 學問 を獎勵 する ものにして 基督 敎の 如き は 他に 

S 治 三十 ra 年  五八 1 


« 報， ffi^-, 其 他  五 <  二 

あらざる なり、 永生の 希 を 得て 新たに 勤 學の念 を 起せし 者 は 甚だ 多し、 廣島君 は 其 一人な り、 見よ 

や 某 督敎の 勸學の 能力 を。 〇 東京 麴町 西澤 八重 子 (十六 歲， ). (略) 註、 八重 子 嬢 は 余の 恩人の 一人. 

なり、 昨年 の 女生徒が 悉く 余 を 去りし 時に 孃 一人 は 余 を 信じ、 余と 進退 を 共に せられき、 爾來孃 の 

辜な き 溫貌が 余の 寂寞 を 慰めし 事 幾度び ぞゃ、 余 は 神が 永く 此 天使 を 守り、 彼女 をして， の 多くの 惱 

める 者 を 慰む る 者と ならしめ 給 はらん こと を 祈る。 〇 越後 國刈羽 郡 柏 崎 町 牛乳 店 品 川豐次 (略) 

一  個の 牧牛 詩人、 淚 あり、 笑 ひ あり、 昔樂 あり、 頓智 あり、 彼れ 我等と 共に ありて、 我れ 彼 を 化 

せし か、 彼れ 我 を 化せし 乎 を 知らす、 世の 歡喜 なき 者よ、 彼に 就て 學 ベよ、 聖書と 牛と 昔 樂とは 彼 を 

幸福なる 者と なせり、 一,计 人 何人も 深く 彼に 就て 學ぶ 所な かるべ からす。 〇 京都 川 村 六三郞 (略) 

川 村 君 は 京都の 桶屋 さんな りと 云 はぐ 普通の 人なら ば 怒り もせん、 然れ ども 桶屋 にして 神の 眞理 

をホ f めんた めに 其 極と 維と を 投じて 來て此 會に會 する に來 りし は 是れ天 國が此 H 本國に 臨みし 一 兆候 

ならす や、 ；大國 の 福音 は 始めて 大工の 子に 依て 此， に 傅 へられ、 漁夫 之 を 世界に 宜 布し、 錫 職工の バ 

ン ヤン は： 人 路歷程 を 著 はし、 靴 職工の ケリ ー は 印度に 宣敎師 たり、 畿內 に戰士 なしと は 空 事な り、 京 

都に 義俠 の士 ある は、 木戶菊 松の 實験 せし 所の みならす、 亦 余 自身の 實證 する 所な り、 曰く 川 村^、 

闩く 利 堂：： ん弟、 余 は 京都 人士 を 忘れす。 

賺 言 木號を 以て 本誌 第一 週 年 を 終る、 余 は 其 余の 理想と する 所と 相距る 甚だ 遠 かりし を悲 む、 余 

は 第一 一年 期に 於て 多き を 約束せ ざるべし、 然れ ども 其 幾分な りと も努 むる 所なる べし、 更に 讀者諸 

^；^の宽容と赞助とを；^：っ。 村鑑， ：；  (八 =0 


〇 『無 敎會』 雜誌 本誌 は 元々 敎 友の 交通 機關を 目的と して 發 行した 者でありまして、 二 名 之 を 

『紙上の 敎會』 と稱 へても {且 しい 者であります、 卽ち 私共 行くべき 敎會を 有たざる 者が： 大ドの 同 志と 

相 に 親愛の 情 を 交換 せんた めに 發 行され た雜 誌であります、 夫れ 故に 本誌 は 獨立雜 誌 や 聖書 之 研究 

と は^ひ 記者が 筆 を 執る こと 割合 ひに 少く讀 者が 報と 感と を傳 ふること 割合に 多 かるべき 性質の 雜誌 

であります、 讀者 諸君 は 能く 此事を 心に 留めて 居いて 下さい。 〇 然るに 今日まで は 諸；^ の 多く は餘り 

お かんがへ  よみて 

遠慮に 過ぎて、 諸君の 御 思想 を 多く 送られませんで したの は 遣 憾千寓 であります、 諸君 は 常に 讀 者に 

りたって つて はいけ ません、 諸君 も 時には 記者に ならなくて はなり ません、 信仰と 云 ふ 者 は聽ぃ 

て 計り 居て は 決して 上達す る 者ではありません、 私共 は 度々 之 を 他に 頒け與 へ なければ なりません、 

「被； 敎會」 雑誌が 此機會 を 諸君に 供し まする. のに、 諸君が 之 を 御用 ひな さらな いのは 如何い ふ譯 であ 

ります るか。 〇 決して 名文 は 要りません、 普通 有の 儘の 文で 澤 山です、 私 とても 決して 文章 家で は あ 

りません、 然し 心に 感じた る 儘 を 書けば. それが f をハ する 文章と なる のであります、 「聖書 之 研究」 

第 ト：； 號に 於け る 講談 會 感想 錄 を御覽 なさい、 其 中の 或 者！^ 實に 立派な 文章であります、 十六 歳の 女 

子なる 西澤 八重 子 嬢の 書かれた 文で すら、 心の 赤誠より 湧き出した 文であります から、 何人に 見せて 

も 決し て 恥 かしから ぬ 文章で あります、 私共 は 所謂 文章 家 の 文章なる も の は、 大キ ライであります、 

文 は 何でも {且 う 御座います、 分り さえ すれば 澤 山であります、 只 諸君の 感じた 其 儘 を 聞かして ド さい 〈 

〇 諸君 は 記者と 計り 語る ではなく して、 亦廣く 信仰 上の 友人 を 天下に 御 求めなさい、 諸君 は 何にも 孤 

獨を 歎く の 必要はありません、 諸君の 同志 は 天下に くはありません、 之 を 「無 敎會」 の 紙上に 於て 
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お求めなさい、 諸君 は 最も 聖ぃ 敎會 を此少 さき 雜 誌に 於て 發 見せら る i であら ふと 思 ひます。 

(『無 敎會』 九月〕 

信 州 東德高 講談 侖： n 誌 大略 井 y 生 (略) 内 村 生 C す、 東穗 高に 於け る 諸 友人の 款待 優遇 謝 

する に 言葉な し、 信仰 薄き 余の 事 なれば 諸氏 を 益す る 至て かりし 事 は 余の 信じて 疑 はざる 所な り、 

余 は 至高き 者の 恩惠が 諸氏の 上に 降りて 余の 諸氏に 頒っ事 能 は ざり し 多くの 善き 者 を 諸氏に 與 へられ 

ん こと を 祈る。  C 『無 敎會』 十 一 月) 

明治 三十 五 年 二 九 〇 二 年) . . 

〇 內村鑑 三 主筆 聖書 之硏究 外 國傳來 の 何れの 敎會 に賴る 事な く  HI 本人の 思想 を 以て 基督 敎を解 

釋し之 を 邦人に 紹介 せんとし っ& ある 本邦 唯 一 の雜 誌な り 今や 號を 重る 旣に 十九 基鲁敎 外に 多くの 讀 

者 を IF し眞 個の 日本的 基督 敎を發 輝し っ& あり 同胞 志士の 購讀を 俟っ第 十九 號木月 廿日 發兌ー 综ぜ 

錢ー 年分 同一 @£ ト錢郵 Jtxl 了 亍東京 Easickarftf"  土  rplapar; ス n  --- . 

不要 初號 よ h- 少 教殘ォ あ- f^fia- 谷 角！,！； 曰^ tsil^  (『萬 朝 報』 三月，) 

〇 謹 ホロ 小生 義 近時 職務 非常に 多端に して 讀 者諸赏 よりの 敎现其 他に 關 する 御 質問の 御 書面に 對し 

一 々御 返答 致し 兼ね 彼 間 右 不惡御 了 諾颇上 候 內 村鑑： 一  (一一 一月) 


〇 內村鑑 三 主筆 聖書 之硏究 基督敎の聖書の俾ふる歡喜と„^布&1-と平和とを我圃人に傳へんと努む 

る 本邦 唯 一 の 雑誌な り第卄 一 號本月 廿日 發. まへ "sp 年 聖書 研究社 C 『萬 朝 S 五月〕 

. 獄裡に 於け る 『研究』 雜誌 內村生 申す、 彼れ なる は英國 オクス フホ ー ド より、 是れ なる は 北 

海の 監獄より、 然れ ども 同一 の 靈は此 等 二者 を 導け. り、 神 は 人に 由て 其 恩惠を 限り 給 はす。 〇 今や 余 

の 近親 骨肉の 者が 「世 を 欺く 者よ」、 「天下の 暗愚 者よ」、 と 呼んで 余 を 罵る 時に 方て 玆に北 地の 或る 

監獄より 次の 如き 音信の 來る あり、 實に 我の 兄弟と は 我と 胎を 共に せし 者に あらす して、 我と 神と 救 

主と を 共に する 者なる を 我 は 深く 曉ら すん ば あらす、 我に して 若し 此 憐れむべき 罪人の 一人 を 救 ひ 得 

ば、 我 は 天下の 智者 義人に 「天下の 暗愚 者」 視 せらる、 も猶ほ 心に 足りて ハ A 々我赦 罪の 幅 昔を宣 傅せ 

んと 欲す。  (五月〕 

OS 本號を 以て 此 小冊 誌 (『無 敎會』 ) の 終刊と 致します、 其 代りに 來る十 n より は 「聖書 之 研究 J 

を 毎月 一 ー囘づ i 發行 する こと V 致しまして、 是 まで 通り 矢張り 毎月 一 一度 づ& 紙上に 於て 愛する 讀者諸 

君と 御 目に か k ります、 發 刊以來 諸君が 淺 からぬ 同情 を此册 誌に 寄せられし を 感謝し ます、 合せて 更 

に 同 一 の 同情 を 「研究」 誌に 寄せら れんこと を 願 ひます。  (『無 敎會』 八月〕 

.〇 第三 囘 夏期 講談 會廣 4" 神 若し 許し 給 はば 来る 七月 二十 五日より 向 ふ 十 口 間 東京 市外 角 箬村精 

華 女學校 (元獨 立女學 校) 內に 於て 『聖書 之 研究』 讀 者の 第三 囘 夏期 講談 會を 開く。 請 者 諸君の 奮て 
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來 せ ら れんこと を 願 ふ。 住 意 一、 本誌の 讀 者に あらざる 者は來 る 勿れ。 一 、 基督 敎を單 に 哲學的 又は 批ノ 

評 的に 攻究 せんと 欲する 者 は 来る 勿れ。 ；、 i を 視察し、 講師 を 批評 せんと 欲する 者 は 来る 勿れ。 一、 露 心 を；：？：： 

て 聖書 を 研究 せんと 欲する 者 は 來れ。 一、 眞實に 神 を 信ずる 者と 靈交を 結ばん と 欲する 者 は 来れ。 要件 一、 會丄 

費 金 壹圓、 寄宿料 一 曰 金 四十 五錢、 W 上來會 當日會 計へ 御拂 渡しの 事" 一、 寄宿生 は 四十 名 を 限りと す、 人會 申. 人ヒ 

の 順 を 以て 室を定 む。 但し 婦人 室の 設け あり。 一 、 入會 申込 期限 七 十 曰、 其 後の 申込 は 一 切 謝絶す。 一 、 擔任 講- 

師 は 内村鑑 三、  大島 K 健の 兩人 とす、 外に 科 外 講義 を 他に^ ふこと あるべし。 一、 十日 間に 渉る 純潔なる 家族 的 生. 

涯を 達らん ことが 本會第 一 の 目的な り、 故に HI 的此 にあらず して 他に ある 者 は 必ず 本會に 臨まれぎ らんこと を勸 is. 

す。 右 謹告 仕 候 也 明治 三十 五 年 五月 聖書 研究社  ， 

去月 十六 曰以 端書當 社主 筆に 宛て 疾くく 幅 昔 を 垂れよ と 申. 越され 十九 歳の 靑年 云々 と 記された る 方 

は. 是非共 宿所 氏名 を 通知せられ たし 若し 面會を 忌まる、 たらば 書面な りと も 差 上げた し。 「七月.) 

ク 一 囘角替 夏期 講談 會 感想 錄 .2: 村 生 おす、 余 は 叉玆に 感想 錄を 編^し、 之に 余の 評註 を 加.； 

へて， 之 を 余の 誌 友の 淸覽に 供す る榮譽 と歡 喜と を 有す、 順 は總て 原稿 到着の 順に 從ふ、 或は 多少 截 

斷 省略せ し 者 あり、 或は 全く 揭載 を斷 念せ し 者 あり、 然れ ども 総ての 純金と 金剛石と は 保存せ しと 信 

要 則 文の 巧拙 を 問 はず 簡潔に して 有の 儘なる を 貴し とす 

其 一 美 作津山 森 本慶三 (寄宿：) (略) 註、 作 州より 態々 上京 さる、 こと 玆に ニ囘、 而 して 


知 IE を 以てせす して 力 を 以て 歸ら る、 君に 對 する 余輩の 目的 は 達せられたり。 〇 其 二 山形 縣西田 川 郡 

大山 町 白 井^ 治郞 (寄宿) (略) 註、 此 「眞の 日本人」 を迎 へし 余輩の 責任 は 實に重 かりき、 彼の 

如き 者 を ー步 誤らし めて： 太の 厳罰の 余輩の 頭上に 落來 るゃ必 せり、 余 鞏は熟 誠 彼の 如き 者の 師 たる 能 

はざる を 知て、 特に e^: 靈の恩 化の 余輩の 上に 厚 からん こと を 祈れり、 而 して 彼が 余輩に 由て 何物 か 獲 

る 所 ありし と 聞て；^ だ悅び sj つ 感謝す、 余輩 は 祈禱を 以て 彼の 迹を追 ふべ し。 〇 其 三 1^ 濃 島 tg:  0 

m: 直彌 r 寄祸) (略) 註、 恐るべし、 恐るべし、 此 信仰と 此祈禱 と ありて 山 を も 動かす を 得べ し、 人 

は 一" ムふ南 信の 地 は 腐れり、 筑 摩の 水 は 濁れり と、 然れ ども 神の 靈此 人の 中に 宿りて， 淸淨の 松 本 平の 地 

に 臨まざる と 云 ふ を 得ん や、 祈れよ、 望月 君、 希望 は 君 を 透して 君の 鄕 里に 臨まん とす 「權 勢に 由ら 

す、 能力に. m らす、 我靈に 由るな りと」 エホバ は 宜ぺ給 ふ (撒 加 利 亜 書 四 章 六 節)。 〇 其 四 東京 

小山 內薰 (通 學：) (略) 註、 善し、 善し、 余 は 君の 俗 仰に 就て 滿 足す、 亦 安心す、 君 は 余に 依らす、 

义；^ ；解 書に 依らす して、 直に 聖書 を 解す るの 力 を 知る に 至れり、 今より 君 は獨立 的の 進歩 をな すな ら. 

ん、 八， より 余は界 より 多く 學ぶ所 あらん， < ^をして 君を此 所まで 導く の 器具と ならしめ 給 ひし 神に 感 

^す、 H ベネ ザ ー。〇 其 五 岡 山 仁王 町 大賀 一郎 (寄宿〕 〈略) 註 • 余輩 は 君に 多く を 與へ得 ざり 

しを悲 む、 然れ ども おし！： 山 人士なる にして 「狭^の 利益」 を 知り、 冗漫の 害 を 了ら れ しなら ば 君 

の 生涯に 於て 益す る 所 決し て齡 少なら ざ るべ し、 物に ク ギリな き は 日本人 全體の 弊な り、 然れ ども 中 

國 人士の 材能 に 富める、 冗漫に 失し 易く して 終に 信 を 天下に 失 ふに 至る は 余輩の 暴々 目擊 せし 所な り • 

屮國人 は ギリシャ 人な り、 彼等 は 其 寬洪の 性 を 矯めん がた めに ュダ 人の 狹 S 主義 を 要す、 君 之 を 努め 

られ よ。 〇 其 六 神 奈川縣 田 中 龍 夫 (寄宿) (略) 註、 兹に叉 基督の 愛 を 以て 一人の 友 は 捕縛 せら 
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る， 感謝すべき かな、 嗚呼 神よ、 彼 を W び爾の 御手より 放免す る 勿れ、 永久に 雨の 捕虜と して 彼 を §e 

め 置け よ、 彼れ 若し 雨より 走らん とする 時 は 我 を 彼に 送れよ、 或は 彼 を 我に 送れよ、 我 も 亦 彼 を 失 ふ 

に 忍びす、 我 も 亦 父の 愛 を 以て 彼の 迹を追 はん。 〇 其 七 東京 鹿 子 木 員信 (通 學) (略) 註、 年若 

き 時に 始めて 主ィ H ス キリス トを發 見せし 時の 快 は 實に斯 の 如き ものな り、 老成 人の 到底 推量す る 能 

はざる 所な り、 戀 愛の 最も 熱烈なる もの は キリストに 對 する 救 はれた る靈 魂の 愛な り、 眞 正の nl マ 

ンス とは此 時に 成る 者な り、 キリスト は 凡ての 人 を 愛し 給 ふ、 然れ ども 世界の 王の 如く 彼 は 兵卒と し 

ては2^取も多く靑年を要め給ふ、 願 ふ 鹿 子 木 1^ の 熱烈の 愛が 君 を驅て キリストの 善き 兵卒たら しめ、 君 

が 少女 を 愛す るの 熱愛 を 以て 此靈 魂の 救 主 を 愛し、 彼の 榮光を 揚げん がた めに は 君の 身命 を 屑と も 思 • 

ひ 給 はざる に 至らん こと を。 〇 其 八 東京 小 野 保 之 (通 學) 略 註、 君の 如き 柔和なる 者に 罪よ 罰 

よと 云 ふ こと を閱 かす る の は 隨分殘 酷で あ る やうに 思 はれる 時が ある、 然し 是も 說敎 者の 役目 である 

から 仕方がない、 然し 亦 君の 優しい 心の中に 大波 小波が 起って、 終に は 其 中から 樂 園が 湧き出した， C 

聞いて 余 は 非常に 嬉し い 、 常に 沈默を 守る 君の 心 に は 亦 量る ベ からざる 深い 經驗 の あるの を 余 は 知 つ 

て 居る、 君 猶ほ當 分 角 害 通 ひ を 止め 給 ふな。 〇 其 九 駿 河沼津 入江 功 一 (寄宿〕 (略) 註、 堅き 人 

の 心を綻 ばす 基督の 能力 は 偉大なる 者な り、 彼に 由て 辜な き 哄笑 は發 し、 彼に 由て 隔 なき 友誼 は 結ば 

る、 人と.. <  と を 結び 附 ける 者に して 基督の 愛の 如き は あらす、 實に 基督に 由ての み眞 正の 交際 は ある 

なり、 人 江^ は 人，' より 後 は 沙漠の 中の ォ ー H シスに あらす して 富士の 裾野の 一 庭園な らん * ゆ、 けよ、 

唤 いて 人 を 喜ばせよ、 而 して 廣く歡 喜 を 撒布せ よ。 〇 其 十 東京 神 H  H 端善吉 (迎 學〕 (略) 註、 

東京 巿 中に 書店 多し と雖 も， 躬 から 「聖書 之 研究」 の 看板 を揭 げられ、 之 を販賫 する 者 は 田 端 君の 書 


店 あるの み、 余 は 君の 店 前 を 通過す る 毎に 君の 好意 を 思 はざる なし、 慈に 君 を 此會に 見る を 得て、 余 

は歡 喜に 堪え ざり き、 靈の 兄弟 は 肉の 兄弟に 優る、 我等 今後 益々 親近なる べし。 〇 其 トー 東京 赤 

沼 孝 SI 郞 (通 學」 (略) 註、 松 下 義塾と 角 害 夏期 講談 會 との 異なる 點は 前者 は 支那 流の 忠孝 主義 を 奉 

じ、 師弟の 關係を 厳に せりと 雖も、 後者 は 基督 敎の 兄弟 主義に 則り、 其 中に 一人の 師 として 崇めら る 

る 者 はな かりき、 松 陰 は 義を慕 ひ國を 愛せし も、 余輩 は 基督 を 慕 ひ 基督 を 愛す、 余輩 不肖と 雖も松 陰 

以上の 理想 を 有す、 又 此會に 集 ひ 来りし 者の 中に 伊藤博文 品 川 彌次郞 の 輩に 傚 はんと 欲する 者 は あら 

ざるべし、 赤 沼 君の 意 も し此 にあらん、 伹 世の 誤解 を 避けん が爲 めに 謹で 此 一 言 を 附記す。 〇 其ト 

二 伊豆 鈴 木 衡平 (通 學) (略) 註、 是れ 確かに 祌靈の 恩 化に 由る、 蓋 人 は 祌の靈 に 由ら すして 己 

れの 罪人た る こと を 知る 能 は ざれば なり、 先づ 神に 碎 かれ、 然る 後に 彼に 由て 建てら る、 神に 由て 碎 

かれし 者 は 幅な り。 〇 其 十三 東京 伊藤 元 正 (通 學) (略) 註、 誰か 此正 席-なる 表白 を 讀んで 感激 

せざる 者 あらん や、 文 を 習 はざる は必 しも 不幸に 非す、 文 を 能くす る 者 は 非 を 飾りて 理 となし、 感ぜ 

ざるに 或 ヒせ しが 如くに 見せし むる の危險 に陷り 易し、 然れ ども 文 を 知らざる 者 は眞に 感ぜ ざれば 之 を 

筆に 表す 能 はす、 是れ 不文の 人の 感想に 却て 眞情 多き 所以な りと す、 は 文人た る を 要せす、 君は1^？？ 

の 按摩 術と 鍵と を 以て 充分に 祌の榮 光を顯 はし 得るな り、 君 益々 潔 かれ、 而 して 强 かれ。 〇 其ト i: 

0 栢森誠 (通 學) (略) 註、 君の 心中 戰鬪の 實情を 聞て 余 は 深き 同情 を 君に 寄す、 リバイバル 云 

云に 就ての 君の 疑惑 は 故な きに 非す、 然れ ども 知れよ、 大島 兄と 余と は 寧ろ 科學の 人なる を、 吾等 は 

容易に 現象の 事實を 信ぜざる なり、 若し 世に 冷 腦の人 あらば 大島兄 は 彼な り. 故に 吾等 は 朝の 講演に 

於て 夜の 熱を嬌 めんと せり、 然れ ども 事實は 終に 掩ふ ベから す、 黑岩 兄の 理論 一 方の 講話 を 聞きし 後 
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にも 吾等の 熱誠 は熄ぇ ざり し、 是れ眞 m, の リバ ィバ ル ならす や、 余輩 は 朱だ斯 かる リバ ィバ ル の我國 

に 有りし を 聞かす、 消さん と 欲して 消す 能 はざる リバ ィバ ル、 是れ 今囘の 吾等の リバ ィバ ル なりし。 

〇 其 十五 東京 本鄕 績木齋 (通 學) (略) 註、 余が 君を敎 へしよりも 君が 余に 敎し事 多し、 余 は 君 

の學問 上の 先生な らん、 然れ ども 君 は 余の 實行 上の 先生な り、 君はパ ンを賫 り ミルク を賫 りし も 君の 

面に 常に 歡喜滿 ちたり、 心地 善 かりし は 毎朝 重荷 を 擔ひ來 りし 君の 額貌を 見る ことなりし、 主ィ エス 

を 信じて 如何なる 卑き勞 働に 從事 する 者な りと も眞 正の ゼン トル マ ン たる を 得るな り、 君、 主に 謝せ 

よ、 君の 歡喜 は是れ 彼が 君に 與へ給 ひし 者 なれば なり。 〇 其—」 ハ 陸 屮花卷 齋藤 宗次郞 (寄宿 > 

(略) 註、 此勇 氣と此 信仰、 我が 友 は 之 を 我が 神より 得たり、 ft に は： 大 ド 唯一 の 義人 を 以て 自 から 

ぜし此 友 は 今 は 罪人の 首 を 以て 自 から 表 in す、 願 ふ、 神 は 彼の 此 地に 於け る勞 働を畏 からしめ、 nr つ 

多から しめん こと を、 願 ふ 北上 河畔に 此希 望の 聲の 絶え ざらん こと を、 願 ふ、 彼 を 透 ふして 聖靈皇 か 

に 東北の 野に 降り、 常識に 富める 高き 深き 信仰の 我 H 本 全土 を掩 ふに 至らん こと を。 〇 其 卜 七 丹 波 

龜岡 奥 村義ー (寄 ile) (略) 註、 若し 世に 快活なる 人が ありと すれば 此人 である、 而も 此 人が 罪 を 

悔 ひて 泣いた ので ある、 鳴 呼 の 俗人よ、 汝等は 基督 信徒の 罪の 谶悔 なる もの & 何たる を 知る 乎、 强 

き逞き 者が 全身 を 振 はして 泣く と は 何ん な^で ある 乎 を 知る 乎、 嗚呼 我 は 義人な り 善人な りと 想 ふて 

平安に 時 を 過す 者よ、 若し 悔改と 之に 伴ふ歡 害と を 知らん と 欲せば 丹 波の 龜 岡に 行き、 此 友を訪 ふて 

彼の 實驗を 聞け、 被 は汝に 語る に 世に 歡喜に 溢る、 生涯の 必す 在る 事 を 以てせん" 〇 其 十八 茨城 縣 

稻敷郡 高 田 村 朝 比 奈儀助 (寄宿〕 (略) 註、 常識に 富める 謹直なる 農夫が 始めて 敎に 接した る 

時の 感は 蓋し 此の 如き ものなる べし、 世の 普通の 方法に 緣て 平安 を 得ん と 欲して 得す、 終に 之 を靈な 


る 神に 於て 發 見す、 余輩 は 憂愁 を 以て 来りし 此 友人が 歡喜を 以て 余輩 を辭し 去られし を 見て 以て 余輩 

の 今年の 勞働も 亦 全く 無益なら ざり し を 知て 深く 神に 感謝した りき。 〇 其 十九 東京 鐘 町 西澤 八重 

じすめ 

子 (通 學) (略) 註、 余の 愛する 妹よ、 余が キリストに 在て 生みし 女よ、 余 は 御身の 信仰が 益々 進み 

て 其 美 はしき 實を 結びつ V ある を 見て 實に悅 ぶな り、 御身 は 多くの 若き 婦人の 中に 在て 今日まで 余 を 

離れす、 善く 余の 勸言 を納 れられ てん；'： ：！ に 至れり、 余 は 御身の ために 祈る、 御身が 之より 益 々靜 かな 

る 賢き 婦人と なり、 信仰に 進む と 同時に 信仰に 就て 誇らす、 隱れ たる 所に 在て 微き善 を 多く 爲す こと 

に 益々 勵 まれん こと を、 而 して 余が 年老 ひたる 時に 余に 少く とも 一 人の 婦人 の^の 现想を 受納れ て柔 

和恬靜 なる 生涯 を 送る 者 あ る を 見て 余の 言 ひ盡 され ぬ歡 喜と なす を 得ん こ と を。 〇 其 一 ，ー 卜 東京 淺草 

市 川 茂 平 (寄宿) (略) 註、 余 は 謹んで 玆に此 正直に して 有の 儘なる 表. C 文 を歡迎 す、 世に 事實 おの 

儘に 優る 美文 あるな し、 而 して 此表 白文 は 其 有の 儘なる が 故に 一 の 美文た る を 失 はす、 心の 實驗其 儘 

を 示す は大 なる 傳道 にして 大 なる 慈善な り、 吾等と 偕に 在りし 時に 一 言の 感 話を爲 さ、.^ りし 此友は 其 

感想 錄に 於て 最も 大 なる 懺悔 を爲 されたり、 依て 知る 君の 勇氣 の來會 者の 多くの それに 優る 所 ある を、 

而 して 君 は 是れ亦 神の 賜物なる こと を 忘るべからざる なり。 〇 其 二十 一 信 濃 下 伊那 郡 龍 丘 付 小 林 

みちえ (寄宿" (略) 註、 小 林 妙 子 は 生れて 僅かに 三月の 小 女に して 其 母君に 懐かれて 我等の 中に あ 

りき、 彼女 は 今 囘の會 員 中 最も 年若き 者な りき、 彼女が 一人前の 婦人と なりて 世に立つ の 頃、 我等に 

由て 蒔かれつ、 ある 幅 音の 種 は實を 結ぶ に 至るな らん、 忍耐、 忍耐、 而 かも 希望、 少女 さへ も 其 汚濁 

を 悟る あり、 世の 大人. にして 其 罪 を覺ら ざる 者 は 恐るべし。 〇 其 二十 二 東京 魏町 石 塚保吉 (通 學) 

(略) 註、 石 塚 君 は 正敎會 (希臘 敎會) の 信者な り、 角 害の 陋屋 勿論 駭臺 の大敎 堂と 比較すべく も あ 
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らす、 然れども君は此淡.1:1にして飾なき會合に於て壯嚴眩き斗りの大敎堂に於て看出し難き«^情を發 

見せられ しが 如し、 依て 知る 眞 正の 神殿 は 謙遜た る 人の 心に して、 大 廈高樓 にあらざる こと を。 〇 其 

二十 三 小石 川區 林甚 之？^ 一 (通 學〕 (略) 註、 人 をして 迷信 を脫 して 眞现に 立 返らし むる のが 角 啓 

講談 食の 重なる 目的の 一 である、 道なら ざる 道に 依て 救 はれん とした 者を眞 正の 救 ひの 道に 導く を 得 

ば此 HI 的 は 達せられ たので ある、 大擧傳 道の 手傳 ひを廢 して 謹肅 なる 祈禱に 依らん と 決心せられ し此 

友 は 確かに 健全なる 常道に 還られし こと k 信ぜら る。 〇 其 二十 四 (祈 禱) 工科 大學 靑山士 「通 學〕 

(略) 註、 斯 かる 祈禱を 捧げ 得る 人が ェ學士 となりて 世に出る 時に 天下の 工事 は 安然なる ものと なる 

ベく、 亦. 其 間に 牧 賄の 弊 は 迹を絕 たれ、 蒸 菊 も 電氣も 眞理と 人類との 用を爲 すに 至て、 單に財 產を作 

るの 用具たら ざるに 至らん、 基督 敎は ェ學 の進步 改良に も 最も 必要な り。 〇 其 二十 五 丹 波 志賀鄕 

林 萬 之 助 (寄宿) (略) 註、 林 萬 之 助 君 は 瓦 職工な り、 眞 理を學 ばんた めに 百 里の 道 を 遠し とせす し 

て、 眞宮 君と 共に 態々 大 江山の 麓より 此 食に 臨まる、 余 は 知る コ II ムゥ H ルの 旗下に 立て 最も 勇敢に 

國 のために 戰 ひし 者 は祌を 信ぜし 錫 エバ ン ヤンの 如き 人な りし を、 額に 汗して 食 を 獲る 者が 神 を 信す 

るに 至て 國 家の 基礎 は 確立せられ たりと 云 ふべ し、 筋力 退く して 日に 燒 けたる 人が 聖書 を 手に して 神 

に 祈る 狀の美 はし さよ。 〇 其 二十 六 丹 波 綾部 眞宮 作次郞 (寄宿) (略) 註、 基督 敎を 解して 人生 

と社會 とに 關 する 總 ての 問題 を 解す る を 得たり と は 急速の 臆斷の 如くに 見えて 然ら す、 基督 敎が 神の 

眞现 たる は 其 明かに 總 ての 難問題 を 解釋し 得る に存 す、 キリスト は 宇宙の 中心 點 なり、 彼の 中に 在て 

人生 を觀 すれば 事と して 歡 喜なら ざる はなし、 物と して 希望なら ざる はなし。 〇 其 二十 七 信 州 上 W 

m 水 野 ボ次郞 (寄 招) (略〕 t,"、 去年 は大 不平 信 州 上 a より 來り、 今年 は 此滿足 同じ 上田より 來る、 


余の 滿足 如何 斗り ぞゃ、 鳴 呼 信 州の 上田よ、 余 は 余の 最も 多くの 勞カを 汝に與 へたり、 余 は汝を 見舞 

へる こと 今日まで 玆に九 度に 及びたり、 只怕 る、 汝は 未だ 充分に 幅 音の 歡 喜に 接せざる を、 是れ 蓋し 

< 水の 信仰 薄き に 由るな らん、 然れ ども 汝が余 を 愛する の餘り キリ ス トを 愛する の 薄き にも 由ら すと 云 

ふ を 得す、 若し 汝 よりして 精 祌的大 興起の 始まる にあら すん ば 余 は 之 を 誰よりか 望まん- 視ょ丹 波な 

る大 江山の 麓 を、 視ょ羽 前なる 酒 a 川の 岸 を、 余が 見舞 はざる に 彼 地に 聖靈は 動きつ、 あり、 余 は汝 

より 多き を 望めり、 然り 多く を 望みつ、 あり、 汝、 余 をして 失望に 沈まし むる 勿れ。 〇 其 二十 八 茨 

城 縣稻敷 郡 高 田 村 農 根本 益次郞 (寄宿) (略) 註、 曾て 水戶烈 公の 配下に ありし 茨城 縣 人に 義氣 

あり、 公道 を 慕 ふの 心 あり、 然れ ども 儒 敎に祌 道 を 混じた る水戶 主義なる もの は狹 問陋 にして ニト 

世紀 の 八：' 日 に 於 て は 害 ありて^な きものと はなり ぬ。 此に 於て か 基督 の 光明の 茨城 縣人 の 固まりし 心 

を 解く の 必要 は 起るな り、 而 して 幸なる かな 我 灰， 根本 君の 如き、 基督に 解放され て 彼等 は 强 固な る ク 

リス チ ャ ン たる を 得るな り、 水戶 主義の 基督 化されし 者 は 再び 天下 を聳 動す るに 足る、 亥城縣 人た る 

者 大に此 に 省みる 所な くして 可な らん や。 〇 其 二十 九 山陰 小屮 I 滿ニ  (通 學〕 (略) 註、 君が 過る 

一 年間 日曜日 毎に 余の 家族と 共に 聖書 を讀 まれし 甲斐 ありて 玆に此 沈痛なる 信仰の 表. E を爲し 得る に 

至られし を 余の 神に 感謝す、 我 慾 は宗敎 にも 人り 易し、 神と 同胞との 爲 めと ならば-太の 生命の 記錄ょ 

り 我が 名 を 削られん も 恨ます との 覺悟 なくん ば眞に キリストの 救 濟に與 かる 能 はす、 君 能く 此 一 事 を 

心に 留めよ J 〇 其 三十 第二 咼等學 校 倉 橋惣三 (通 學) (略) 註、 後世 恐るべし と 孔子 は 曰へ り、 

此人 三年に して 不信より 此に 至れり、 神 は 彼の 心の 眼 を 速に 開きつ、 あり、 過去 三囘の 講談 會は實 に 

君が 評せし 如くな りき、 悲哀 は實 に液體 にして 地に 流れ、 歡 喜は實 に氣體 にして 上 ：4： して 神に 到る、 
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是れ 確かに 獨創的 宗敎觀 なり、 君が 一 年間 角 害に 聖き 安息日 を 守りし 結果 は 君に 此獨創 觀を與 へたり、 

君 は 再び 聖日 を 他の 遊戯に 徒費 せんと 思 ふや。 〇 其 三十 一 (稍々 不滿) 東京 淺井 正則 广 迎學〕 

(略) 註、 君 は 罪の 赦免 を曉り 給へ り、 然れ ども 是れ 講談 會に 依て に は あらす と 云 ひ 給へ り、 君 は 人 

物崇拜 のために 此會に 臨まれす と 云 ひ 給 へ り、 君 は會員 中居陲 する 者 ある を目擊 せりと 云 ひ 給 へ り、 

余 は 悲む此 會が君 を 益す る斯 くも 少なり しこと を、 余輩 は 今年 は 罪の 赦免 を說 かすして &ま盥 の 恩 化 

と歡 喜と を說 けり、 君 は 余輩の 與 へんと 欲せし 者 を 得すして 他の もの を 得 給へ り、 人物 崇拜の 此會に 

於け る大 禁物な りし は 君 を 除く の 外會員 一 同の 承認せ し 所な らんと 信す、 其 一 人 は 余輩に 書き送て 曰 

鲁參鲁 • 鲁參參 鲁鲁鲁 秦き 參參參 鲁參鲁 》*鲁》 攀鲁參 ♦ 參鲁 鲁-鲁 

く 「十日 間の 會 合に 先生が 全力 を盡 して 先生の 影 を 薄う せんと 試みられ たる 靠 之れ偏に^の感^^^に 

辭 なき 處に有 之 候、 先生の 影 は 薄 かりき、 爲 めに 主ィ H スの影 はいと 濃 かりき 云々」 と、 余 は 余の 此 

眞 意の 1^ の 心に 透徹せ ざり し を 甚だ 悲む、 居睡 云々 に 就て は 西洋に 諺 あり、 曰く，  r 敎會 堂に 於て 他 

人の 居陲を 31 擊 する 者 は 自身 說敎に 注意せ ざる 者な り」 と、 余 は 恐る、 界 も义此 一例に あら ざり しゃ 

を、 然れ ども 君が 靳 くも 明白に 有の 儘に 君の 感想 を 書き送られし を 君に 感謝す、 余の 最も 憎む 者 は 賞 

讚 者の ォべッ 力なり、 余 は 君の 正直と 大膽と を 尊敬す。 〇 其 三十 二  (失望) 陸 中 鈴 木恒治 (通 學) 

(略) 註、 余輩の 誠實 足らす して 君 を 失望せ しめし 事 は 余輩の 深く 悲む 所な り、 余 M にたに 一 言 君に 

傅へ たき あり、 卽ち 「君 は 歡喜を 目的と して 来られし が 故に 歡喜を 得 給 は ざり し」 とノ 信仰の 目的 は 

歡喜を 得る に 非す して、 神に 擊 たれても 罰せられても、 偏へ に その 正義に 服從 せんとす るに あり、 お 

の！： E 的に して 正義の 神に 在て 心の 歡喜 にあら ざり せば、 君 は 多少の 歡喜を 以て 此會を 去られし ならん 

と 信す 、願 ふ 翁 若し 機 あらば W び 此會に 臨まれよ。 〇 其 三十 三 哲學館 生徒 渡邊三 や： K 通學) (略) 


註、 ァ、 貴き 神よ、 爾は此 卑しき 僕 を 使 ひ 給 ひて 三囘の 講談 食に 依て 此 一人の 雨の 愛子 を 雨の 懐に 連 

れ 還らし め 給 ひし を 感謝す、 是れ爾 の 爲し給 ふ 所に して 我等の 目に は 奇に見 ゆるな り、 願く は 卑しき 

我等に 爾の 貴き 事迹 を 5.4^ め 給 はす、 永久に 彼 を 救 ひ、 亦 彼 を 通して 彼の 故鄉 なる 飛 驛の國 を 救 ひ 給 

はんこと を、 ァ ー メン。 

遣憾錄 (一名 不參 者の 感想 錄 )〇 其 一 丹 波 何 鹿 郡 志 賀鄕村 志賀 3£ バ太郞 (略」 丹波大 江山の 麓よ 

り此 感想 來る、 自身 來る能 はす、 故に 友人 二人 を 送る、 我が 同志の 深 情 謝する に餘り あり、 由 來丹波 

の 地に 余輩と 信 を 共に する 者 多し、 今年 三人 を 達る、 余輩 彼 所に 主の 榮 光の 大に揚 るの 時 を 待ち望ま 

ざらん や、 神の 祝福 饒か にかの 「關 西の 瑞西」 の 上に あれ。 〇 其 二 信 州 下 伊那 郡 龍 丘 村 小 林洋吉 

(略) 自身 來る能 は ざれば とて 友 を る 者 あれば、 兹には 自身 來る 能ざる が 故に 妻と 妹と を 送る 同志 

あり、 然り、 彼等 二人の 姊妹は 我等と 同宿せ り、 その 伴ひ來 りし 三月の 嬰兒は 微笑 を呈 して 天の 福 昔 

を 我等に 傳 へたり、 送れよ、 其 友 を、 送れよ、 其 妻女 を、 同志の 家族 は 余荣の 家族な り、 余輩に 歡ん 

で 彼等 を迎 ふ。 〇 其 三 下野 安蘇 郡 飛 駒 村 關ロ 幸四郞 (略) 余輩の 待 受けし 者の 一人なる： 卜 野 飛 

駒の 關ロ幸 四 郎君 は 終に 彼の 日光 山中の 盧を 出る 能 はすして、 痛く 余輩 を 失望せ しめたり、 左に 揭ぐ 

る 彼の 寸翰は 以て 余輩の 失望の 故な きを 知らし むる に 足る、 然れ ども 彼 は 山屮に 在て 祈禱を 以てへ 水 輩 

の 事業 を援 けられたり、 而 して 余 聚も亦 祈禱を 以て 彼の 好意に 酬 ひたり、 靈に 於て 交 はる 者 何 ぞ必し 

も 肉に 於て 相 見る を 須ゐん 、君 それ 健在 なれ。 〇 其 四 遠 州 ナ、 ハ、 (略) 玆に救 はれし 人の 小 

歷史を 見よ、 之を讀 みて 高ぶる 心 を 底く せよ、 誰か 主 キリストに 醫 癒の 力なし と 云 ふや、 誰か 人物 養 

成に 基督 敎の 必要なしと 云 ふや、 怒る 者よ、 泣く 者よ、 殊に 傲慢なる 者よ、 來て キリストに 於け る活 
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ける 生命の 水 を 求めよ。  (八月、 九ガ) 

〇 午後 七時會 是は 第三 囘夏 期 講談 會 最終の 祈 禱會の 席上に. 於て 來會者 六十 餘 名に 依て 組織 さわた 

る 最も 神聖なる 會 である、 其 目的 は來年 七月 廿 五日に 至る まで 毎夕 七 時 を 期して 會員 同時に 自己と き 

友の 爲に 祈る にある、 吾等 はキ 间の會 合に 於て 祈禱の 非常に 力 ある ものなる を覺 つた 故に、 斯く 結合 

し 主に 叫び、 01^っ强く相互の_心情を繁がぅと欲ふ。 〇 敢て誌 友 諸君に 吿ぐ、 諸君 も 何ぞ速 かに 此會に 

加 はらざる、 吾等 は 喜んで 諸君 を 吾等の 伴侶に 迎 へんと 欲す、 午後 七 時、 一 H の 業務 終へ て、 暮&蒼 

然、 四面 稍靜 かなる 頃、 東西南北 同時に 心 を 合せて 在さざる 所な き 主に 祈る にあり、 何等の 特 權ぞ、 

3： 等の 偸 快ぞ、 北 昆の宗 谷に 在る 者 は臺鏵 の打狗 安平に ある 者の ために 祈り、 能登半島に 落陽の 日本 

海に 沈む を 望む 者 は 東海の 岸に 旭日 を迎 ふる 者の ために 祈る、 斯 くして 「研究」 誌の 讀者 は國の 四方 

に 散布して 主に 在て 總て眞 正の 兄弟 姊妹 たる を 得べ し、 来れよ 誌 友、 來て 我が 祈禱の 家族に 加 はれよ U 

〇 此聖約 成って 以來玆 に 二 週日、 < ^は 溢る \歡 喜 を 以て 此聖き 時 を 守れり、 或る時 は 汽車 中に 於て、 

或る時 は 旅 店の 屋上に 於て、 常に は栖 林の 下に 於て、 余 は 余の 祈禱を 以て 全國に 在る 余の 靈の 兄弟 姊 

妹 を 見舞へ り、 へ. -は 近頃に， 至りて 非常の 能力の 余の 心に 加 へられし を感 す、 余 は 人の 面 を 恐れすな り 

ぬ、 傳 道の 精神 は顿に 勃起し ぬ、 余 は 全世界 を 相手に 戰 はんとす るの 勇 氣を與 へられぬ、 是れ 皆此祈 

禱會 の應驗 にあらざる なきや。 〇 有益なる 神聖なる 會は 組織され ぬ. 誌 友 は 其 姓名と 祈願の 題目と を 

本社に 送て 其會 員と なれ U 〇 毎日 正午 後 七 時！ 忘る i 勿れ 此時 を。  「ん 月〕 


〇 謹告 東京 在住の 本誌の 愛讀者 諸君の 中に 大工 職 を 取らる i 方 有 之 候 はば 少々 御 依頼 申 上た き 事 有 

之 候に 付き 御 住所 御 一 報 願 上 候 〇 神 若し 許し 給 はぐ 小生 義來る 九月 中句 は 北海道 札 幌南三 條西六 丁目 

札 幌獨立 敎會內 に滯在 仕るべく 候に 付き 同地 附近の 誌 友 諸 1^ に は 御 來訪被 下 度 候、 尤も 健康の ため 往 

復共 汽船 便 を 取り 候 故、 東北 地方の 諸 友 へ は 御 無 禮可仕 候。  (八 ガ ) 

〇 祌 紫なる 午後 七 時 を 忘る 勿れ、 此 時に 祈禱を 以て S 海 を 兄弟 姊妹 とせよ。  (九 力) 

〇 メ M 忖鑑三 主筆 ^書 之硏究 ゆ 道 人心 を 感化せ し 書に して 基督 敎の 聖書の 右に 屮リ. "書の 全世界に 

あるた し 近世 文明 は其總 ての 方面に 於て 此 書の 感化 を 受け 此書を 知 ら すし て 西洋 文物の 精神 を 知る 能 

はざる は 何人も 承認す る 所たり 本誌 は此 『世界の 書』 を 我 邦人に 紹介 せん 爲に發 行 せらる i 我國 唯一 

の 雜誌 にして 多くの 最も 誠實 なる 讀者を 全國に 有し 人 r- や 最も 高潔なる 宗敎雜 誌を以 て 天下に 目 せら る 

、に 至れり 初號 より： 五 冊 旣刊； 母 冊 宗敎的 智識の 寶 庫たり .f.sl^g?sslf^^s§ii;yjssfl:- 

第 t パ號 お ぼ"？ お g£ 發行所 Iffi 聖書 研究社  (『萬 朝 報』 I 

〇 講言 余 は 第三！； 夏期 講談 會を 終りし 後 七ケ年 振りに て 一 ヶ月の 閑暇 を 得 たれば、 幸に 頭 腦に休 

息 を 供 f て 秋風の 到る と 同時に 火に 爲す あらんと 圖り しも、 北海 1 組に 東北の 諸 友 は 余に 此靜養 を與ふ 

る を肯ぜ す、 余を驅 て- 1 期傳 道に 從事 せしめられし 結 raK として 夏の 終りし 頃 は 余の 肉 は 更に 一 暦の 疲 

勞を 感じ- 秋風 到りし と 雖も希 tlw の 飛躍 を 試る 能 はす、 空しく 一  囘の雜 誌 を^ 刊し、 本號叉 余の 企圖 
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を 去る 甚だ 遠き を 致せり、 然れ ども 是れ諸 友の 好意と 祌の 誘導と に 因りし ことにして 又 如何と もす る 

能 はす、 乞 ふ讀者 諸君 願く は 余の 勞 力の 東北の 一 方面に 使用 せられて、 廣 く全國 に涉ら ざる を 咎め 給 

ふこと なく、 鼓に 暫 らく < ；-の 病弱 を赦 され、 余の 健康 恢復の ために 祈られん こと を。  (十月. - 

「硏 究」 維 誌と 軍人 一、 海軍 相 州 橫須賀 碇泊 軍艦 〇〇 に 於て ォ、 キ。 二、 陸軍 〇〇 

騎兵 第 〇 聯隊 第 〇 中隊 〇〇。 偸 快で はない か、 斯の やうな 手紙 を 受取る こと は、 僕 を國賊 である. 

逆臣で ある、 國家敎 育に 反對 する 者で あるな ど 云 ふ 人 は、 此 等の 手紙 を讀 んで赏 ひたい、 最も 忠實な 

る 兵卒が 或は 軍艦の 甲板 上に 於て 或は 中 宵 廐 舍の暗 燈の光 を 以て 僕の 書いた 雑誌 を 讀んで 居る との 事 

である、 僕 とても コ 0 ムゥ H ルゃブ レ ー キを慕 ふ 者で あるから、 革 人に 慕 はる &の は 少女に 慕 はる、 

よりも 嬉しい、 神の 眞理も 時には 劍を 以て 護ら れな ければ ならない、 基督 敎は 婦人 ゃ小兒 のた めの み 

の宗敎 ではない、 勇ましい、 儼め しい 男子 も 之に 依て 救 はれなければ ならない、 一手に 聖書 を携 へ、 

他 乎に 劍を 提げ、 自由の ために 戰ふ戰 士の美 はし さよ、 爾 うして 祌は斯 かる 戰士 を我國 にも 與へ給 ひ 

つ、 ある やうに える * 喜ぶべき ではない 乎。 角 害 生  C 十 U0 

〇 病氣 に付き 當 分の 間演說 說敎 講演の 依 観 を 謝絶す 內村鑑 三  (十月し 

〇 讀者諸 君 に 謹告す 生 儀 幸に して 近來 頗る 壯健、 獨り雜 誌 編輯 事業に 從事 する こと 玆に 五箇 年 

に 1 りし も、 去月 上旬 傳道 過勞の 結果と して 只 一同の 休刊 を爲 せし 外、 未だ 曾て 一 囘も筆 を 止む るの 


必要 を 感ぜし ことなし、 是れ ひたすらに 天父の 恩惠に 因る こと.^ 常に 感謝に 堪えざる なり、 然 りと 雖 

も 身金鐵 にあら ざれば、 或は 病の ために、 或は 他の 止む を 得ざる 事故の ために 執筆 を 止む るの 必要 を 

生す る や を 量られす、 而 して 本誌 は 主として 生 一 人の 勞 働に 成る 者 なれば 生の 勞 働の 休止 は 直に 本誌 

の 休刊と なりて 顯 はる k に 至る は 止む を 得ざる なり、 斯 かる 場合に 於て は 其 3n を 直に 萬 朝 報 紙上に 廣 

吿 すべし と雖 も、 該 紙の 行渡らざる 本誌の 讀者 諸君に 於て は 豫め此 事を諒 せられ、 若し 發行 期日より 

箅 して 七：：： を 過る も 本誌の 諸君の 手に 達せざる こと ある 時 は、 刊の 止む を 得ざる に屮 I しこと、 了承 

あ らんこ と を 願 ふ、 然れ ども 過去 の 經驗 より 推測す る に 斯か る 不幸 は當分 の 所 萬 々あるべ か ら ざる 事 

にして、 叉 天父の 援助と 諸君の 祈禱 とに 由り 木 誌の 事業に 多くの 阻害 あら ざらん こと は 生の 信じて 疑 

はざる 所な り、 謹んで 吿ぐ。 明治 卅五年 十 一 月 內村鑑 三 

〇 『研究』 讀 者の クリス マ ス (讀者 諸君に 檄す) 主の 降誕 節 は 近づけり、 余輩 は 同情 を 貧者に 

表して 此 佳節 を 守らん と 欲す、 去年 は 同志 數十 名、 剩餘の 衣類 を 渡 良瀨河 沿岸の 礦毒 被害 民に 頒 つて 

ほ 取 も 喜ばしき 降誕 節 を 守る を 得たり、 今年 は 更に 其 規模 を擴 張し、 本誌の 讀 者全體 より 同一 の 寄贈 を 

仰 い で 主 を 喜ばす と 同時に 饑 鼓に 泣く 我が 同胞 を 喜ばせん と 欲す、 余 聚は讀 者 諸君が 奪て 此歡喜 の 群 

に 加 はられん こと を む。 〇 古 足袋 可な り、 古 シャツ 可な り、 古襦 禅 可な り、 古 帽 子 可な り、 古 股引 

可な り、 小兒の チャン./ \ の 如き は 余輩の 最も 歡迎 する 所な り、 去年 は 七 百 餘品を 送り、 沿岸 到る 所 

に 感謝の 聲を 揚げし めたり、 今年 は 之に 勝る 數十 百倍の 同情の 代表 物 を 贈り、 毒 流の 邊 りに 『研究』 

讀 者の 感謝の 供物 を 主の 祭壇の 上に 獻 げんと 欲す、 「公道 を 水の 如くに、 正義 を盡 きざる 河の 如くに 

TO 治！ 一一  十五 年  五 九九 


雜報、 廣 iia 、其 他  六- 〇o  . 

流れし めよ」 と 豫言者 亜 麼士は ー百 へり、 吾等 は 古河 市兵衞 氏が 毒 水 を 流しつ & ある 處に主 の 公道 を盡 

きざる 河の 如くに 流して 多少 氏の 被らし めつ k ある 害毒 を^ 止 賠償 せんと 欲す。 〇 物品 は 十一 一月 廿 n 

までに 本社に 送られた し、 左 すれば 本社 は 彼 地に 在る 同志に 計り、 昨年の 例に 傚 ひ出來 得る 丈け 公平 

に 其 分配 を 取 計るべし、 謹んで 吿ぐ。 明治 三 卜 五 年 十  一 n:-  書 研究社 

〇 歡 ばし き クリスマスと 樂 しき 新年との 讀者 諸君の 上に あらん こと を 祈る .2: 村鑑ニ 社員 一同 

〇面 會規刖 (三十 六 年 一 月より 實 行す) 一 、 ハ母 金曜 H 午後 一 時より g: 時まで を來客 接待 幷に 面會 

の 時日と 相 定め 候 事 一、 初對 面の 方 は豫め 前以て 其 御用 向 を 御 通知 ありて 小生の 承諾 を 得られた き 

事、 但し 御 問合せの 時 は 返信用 郵券 御 封入の 一、 一身上の 處 置に 就て は 一切 御 相談に 應ぜ ざる 事 

一、 不得止 事故 ある 時 は面會 日と 雖も 不在 致す 事 有 之べ く 候 事 右の 件 々御 承知の 上 御 訪問 有 之た く 

候 也 明治 三十 五 年 十二  ..r 村鑑三 

^ま：^ 究錄 角 苦 き 研究 會は 會」， e; の數を 二い 五名に 限り (家屋 狹 溢の ため、 會員は 主に .1 期講 

談 會の殘 徒な り)、 毎日 耀 午前 十 時より 東京^ 外角 害 村なる 本誌 主筆の 書齋に 於て 開かる、 今年 學び 

し 所 の もの は舊約 g# 一書 中 の 撒 母 耳 前書と 傳道之 書と の 全部 竝に撒 母 耳 校 書の 前半たり とす， 左に 揭ぐ 

る は會員 中の 或 者が 此會に 於て 感得せ し 所の もの k 記述な り、 載せて 以て 讀 者の 參考に 供し， 併せて 

本 研究 會の 報告に 代 ふ。 撒^ 耳 後書 七 章 一節より ト七 節まで (石橋 信，：). 撒 母 耳 後書 第 七 章 (倉 橋 想 三 y 


ダビデ c 生涯に 省みて (淺 野^ 三 郞)、 撒 母 耳 前書 第三 章 十八 節 (西澤 勇士  $tnr 傳道之 書 十二 章 一， 二 節 (澤野 

通太ゾ 撒 母 耳 前書 二 章 四 節 (小山 內薰 Y サム H ル 前書 第 六 章 (小 出滿 二)。  (十二月：) 

明治 三十 六 年 二 九 〇 三年) 

〇 內村鑑 三 主筆 聖書 之硏究 獨立 主義の 基督 敎雜 誌な り 毎月 一 一 囘發行 第三 十 一 號本月 十五 n 發兌 

本 號には 黑岩周 六 氏の 『靈魂 不滅 論』 を 載す 一 冊 郵稅共 十 錢發行 所 gS 聖書 研究社 0. 萬 朝 報』 一 月) 

〇 社告 我 社 前き に 例に 依りて 渡 良瀨河 沿岸に 於て 其 窮民と 共に クリ ス マ スを祝 せんこと を檄 する 

や、 敬愛す る 讀者諸 孃詣^ は 之に 應 じて 淚 と共に 物品と 金員と を 寄贈 せらる、 こと 夥 だしく、 寳に昨 

年に 勝る 數 倍に 到達し (昨年 は 二百 八十 餘品七 K: 品と 廣告 せし は 誤り) 大包 十三 個 を 荷作り 運搬 會社 

に 託して 被害地に 發送 せし は 第 一 に 諸君 を 有する 我 社の 歡呼 する 所に して 亦た 淚を 以て 謹んで 玆に諸 

君に 感謝の 意 を 表す、 若し 夫れ 彼 地鑛毒 被害 民の 感謝に 至りて は其聲 高く 天に 聽こ へ て餘り あらむ、 

寄贈者 人名の 如き は 聖書の：： 小に よりて 我 倚 は隱れ たるに 11 たま ふ 天 父の 報 賞 を 得ん が爲に 特に 一 々列 

記す る こと を 避けて 唯 だ 僅に 左に 其總 高と 人員と を 報告す るに 止めたり、 

クリス マ ス 寄贈品 及 金員 

總 金高 金武拾 八圓 二十 ー錢 右 寄贈^ 人員 二 拾」 ハ名 

物品 總數 大凡 二 千 有餘〕 g 右 寄贈者 人員 六十 六 名 (但し 其 名 を 知らせられ たる もの 耳) 
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雑報、 廣 4r 其 他  六 0 二 

斯 くして 我 倚 は 泣き 悲しむ 者と 共に 歡呼 しつ. - 明治 卅五 年の クリス マ スを 了へ たる を 感謝す、 其 明細 

なること は黑木 氏の 報道と 荒 居 3 中兩 氏の 書簡に よりて 知悉 せられん こと を 請 ふ。  (： 一 月) 

〇 內村鑑 三 主筆 〇 毎月 二 囘發行 一 冊 金十錢 聖書 之 研究 日本 國は將 に 基督 敎 W と 成らん とす 而し 

て 本誌 は獨立 主義の 基督 敎を 唱道して 我 國の敎 化 を 助けん と 欲する 者な り 第卅ー ー號 本月卄 五日 發行主 

筆の 筆に 成る 基督 敎と 世界 歷史 なる 講演 を 載す 其 他べ 布ば 一.^ 滿々 たり。 發行所 聖書 研究社 

0. 萬 朝 報』 一 =： ) 

雜記 〇 渡 良瀨河 沿岸の 同胞に 送りし 贈 與品は 本月廿 s:、 五、 六の 三日間に 於て 分配 さる、 苦で あり 

ます、 其立會 ひの 爲 めに 聖書 研究 會 より 淺野、 倉 橋の 兩 氏が 彼 地に 出張され ます。 〇 角害パ ムフ レツ 

卜 (小冊子) なる 者が 發 行され ました、 研究 誌に 揭 げられ た 「如何にして基督；！^^徒となり得べき乎」 

なる 極く 簡易なる 談話 を 載せた ものでありまして 始めて 基督 敎を 聞かん と 欲する 者に 與へ るに は 極く 

よい 冊子であります、 讀者 諸君が 盛に 之 を 利用 せられて 知人の 中に 傳道 せられん こと を みます、 一 

册ニ錢 五 M 外に 郵稅を 要します。 〇 主筆の 面 會日は 毎 金曜日 午後 一時より ral 時までで あります。 但し 

訪問者の 面會は 一 人 一 一十 分より 長くない を 願 ふとの 事であります。  ((一") 

〇：，r 村鑑三 主筆 〇 毎月 一 一 囘發行 一 冊 金十錢 聖書 之 研究 日本 國救濟 の 希 は 一 に 純 -4- なる 基督教 

の 傳播に ：5i す而 して 本誌 は此大 希望 を懊て 世に立つ 者な り 本 月 十日 發 行の 第三 十三 號には 『革命の 希 


望』 『失 s でと 希 siy 等の 論 言 を 揭げて 我國の 先途に 就て 切論す る 所 あり 發行所 SS 聖書 研究 針 

(T 萬 朝 報』  一一 3 

感謝の 日記 (倉 樯惣 三) 內村生 S す、 感謝、 感謝、 我 倚 は讀者 諸君と 共に 善き クリス マ スを 守り 

たり、 「貧しき 者 と共にす る 食 こそ 實 にや 聖餐 なれ」 (求 安 錄)、 洗禮 も須ゐ す、 敎會の 儀式 的 聖餐に 

も與 からざる 我 倚 無敎會 信者に も 尙ほ此 餐と 渡良瀨 河岸の 寒風の 洗禮と ある あり、 余 は 信じて 疑 は 

す、 主ィ H ス キリスト は斯 かる 禮拜を 甚だ 嘉し給 ふ を、 二 荒 山頂 白雪 皚々 として 關東 原野 を瞰 下す る 

こ、 『研^』 讀 者の 感謝の 供物 は 多くの 冷たき 膚を 暖めつ、 あり、 感謝、 感謝"  (二月」 

神 g めなる 午後 七 時 を 忘る \ 勿れ、 此時 全圃に 在る 同胞 同志 同信 仰の 者の ために 祈れ、 殊に 此 崩れん 

とする 日本 國 のために 祈れ。  (二月) 

〇€: 村鑑三 主筆 〇 毎月 二 囘發行 〇一 册 金十錢 聖書 之硏究 高 尙健穩 なる 宗敎雜 誌な り 第三 十五 號 

本 月 十日 發行 『日本 國の大 困難』 と 題し 日本 目下の 腐敗の 大 原因 を 指摘す 其 他 例の 如し 發行所 I 航辩 

i 曰 研究；^  「『萬 朝 報』 三月〕 

〇 内村鑑 三 主筆 〇1  母 月 二 罔 發行 〇 一冊 金十錢 聖書 之 研究 第三 十七 號發行 本 號には 「余の 好む 

花」 の麗文 あり、 外に r 宗敎の 必要」 は處 世上より 宗教の 必要 を 切論す 其 他 例の 通り 〇 牛 年分 郵稅共 
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報 報、 廣 其 他  六 〇四 

金 九十 五錢 發行所 聖書 研究社  (『萬 朝 報』 四 HO 

〇 內村鑑 三 主筆 〇 毎月；； 囘發行 〇 一 冊 金十錢 聖書 之硏究 刖に新 說を說 かす 古き 舊き 基督の 福 昔 

を 說く而 かも 虞 個の 平和と 歡 喜と 希望と 勇 氣とは 其 中に 在らん 第三 十九 號 sr つい： 心土の 購讀 を俟っ 郵券 

十錢 にて： IB? 一  部 を す 半年 分 前金 九 卜五錢 發行所 聖書 研究社  (『萬 朝 報』 五 no 

〇 誌ヒの 夏期 講談 會 開設に 就て 讀者 諸？^ に iln ぐ る 所 あ"。 〇 今年 は 梱林樹 下に 夏期 講談 會 

を 設けす、 而 かも 吾人 は 過去； 二 年 問 『研究』 誌上に 於て 講談 會を繼 け 来れり、 而 して 今や 淸爽の 夏の 

再び 吾人 を 見舞 は A とす るに 際して、 吾人 は 綠蔭風 涼しき 所 に 全 画の 讀者 諸君と 膝 を 接し て 相 語 る の 

怏 を E 心 ひ 出さ すん ば あ らす、 然れ ども 吾人 靈 に 在て 相繁が る 者、 何ぞ必 しも 語 る に 面と 面と を 接する 

を須 ゐん、 幸に して 此 誌の 1.11; 人の 心靈的 交通 機關と して 神より .rf;: 人に 委ねられ しあり、 -告人 は 今年 は 

此機具 を 利用して 全國に 散在す る讀者 諸君と 共に 最も 愉快なる： 复期 講談 會を 本誌 の 紙上に 於 て 守らん 

と 欲す。 〇 而し て 其方 法た る ゃ敢て 難き に 非す 、 講者 は 例に 由り 筆 を 以て 彼の 思想 を述 ぶる た A るべ し、 

O  0  00COOOO0O00O0O0OOO00O0  00O0O0O00O0000OO 

然れ ども 玆に 吾人が 特に 讀者 諸君に 乞 はんと 欲する 所の もの は、 諸君が 各自 構 腹の 地より 諸君の 淸想 

OOO0OOCOOO0OOOOOO0O0O 

を 角笞 楠林樹 下の 編輯 室に 送られん こと 是 なり、 感想 可な り、 實験譚 可な り、 凡て 淸き 事、 凡て 正し 

き 事、 て眞面 HI なること、 凡て 歡ば しき ler 凡て 天の 父より 底に 諸 llf; の 心に 受けし 事 を、 余輩 は 諸 

1^ より 聞かん こと を 欲す、 八；' ゃ國民 少しく 長き 迷夢より 醒めて、 誠實 なること を 聞かん と 欲する 時に 

際して. 吾人 神と 其 キリスト を 信す る 者の 心の 狀態を 聞く を 得て 彼等の 曉 得する 所 決して 斟 少なら ざ 


るべ し、 今や 實に 主が 我等の 靈 魂に 向って 爲し給 ひし 大 なる ェを 世に 向て 示す ベ き 時な り、 是を爲 す 

は 傲慢に あらす、 吾等の 德を 誇る に 非す、 主の 榮光 を顯 はすこと なり、 我等の 靈 魂に 顯 はれた る 主の 

大能を 世に 示す ことなり、 主 は 言 ひ 給 はく 「凡そ 人の 前に 我を識 ると 言 はん 者 を 我 も 亦； 大に 在す 我が 

父の 前に 之を識 ると 言 はん」 と (馬 太傳十 章卅ニ 節)、 信仰の 表白 は 或る 場合に 於て は 義務な り、 然 

リ， 最も 有效 なる 傳道 なり、 然り、 主の 恩惠を 心に 深く 味 ひし 者に 取りて は 最も 犬なる 快樂 なり。 〇 

故に 来れ、 信仰 を 偕に する 全國の 兄弟 姊 妹よ、 來て 諸君の 聲を 揚げて 主 を 讚美し， 合せて 主の 御ェを 

世と 同志と に 示せよ- 而 して 之を爲 して 諸君 も大に 益す る 所 あらん、 我等 は 今年 は 全國數 干の 讀者諸 

君と 偕に 心 靈の奥 殿に 於て 聖き 夏期 講談 會を 守らん と 欲す、 其 概則 を 大略 左の 如くお む。 一 、 讀者 

中 有志の 諸君 は 其 感想 錄を 七月 五日までに 本社に 送り 屈 けらる X 事。 一 、 感想 錄は 一 人 干 文字 (假 

名 共) より 多から ざる 事。 (三 行 にても 可な り、 十 行 にても 尠 からす)。 一 、 文の 巧拙 を 問す、 簡潔 

にして 心の 有の 儘なる を 貴ぶ 事。 一、 別に 原稿料 を呈 せす、 之 を 保存して 年末 窮民 補助の 料に 加 ふ 

る 事。 一、 必す 姓名、 宿所、 年齢、 職業 を 記載す る こと、 之 を 記載す る こと を 憚から ざる こと、 之 

を 記載せ ざる もの は揭 載せざる 事。 一、 夏期 適當の 講演と 讀者 諸君の 感想 錄とは 之 を 七、 八 兩パ各 

一 囘づ \發 行す る 本誌に 揭 ぐる こと (兩 月の 休刊 を廢 し、 第 四 木曜日に 發 兌す)" 一 、 寄 送 文の 取捨 

並に 多少の 添 刪の 權を 編者に 附與 せらる k 事。 〇 余輩 は 信じて 疑 はす、 斯 かる 紙上の： 夏期 講談 會は 

楠林樹 下の それに 優りて 諸 1^ と 同胞と を 益す る事遙 かに 多大なる 事 を、 余輩 は 切に 諸お に 望む、 北 は 

北 見の 宗せ 岬より、 南 は 臺灣の 鳳 山 打狗に 至る まで、 太平洋に 瀕する 者 も、 B 本 海に 臨む 者 も、 山 問 

に 在る 者 も、 平原に 住む 者 も、 不幸に して 獄舍に 呻吟す る 者 も、 幸 ひに して 淸 風に 安臥す る 者 も、 病 
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む 者 も、 健全なる 者 も、 架靈の 聲に應 じて 感謝の 聲を 揚げ、 以て 一大 傳道を 本誌の 紙上に 於て 試みら 

れんこと を、 謹んで 吿ぐ。 明治 三十 六 年 五月 東京 市外 角 害 村 聖書 研究社に 於て 內村鑑 一-: 

〇 誌上の 夏期 講談 會 其 趣意書 は 前 號に寐 かなり、 玆には 唯 其 概則 を W 錄す。 一 、 讀者中 有志 

の 諸君 は 其 感想 錄を 七月 五日までに 本社に 達" 届けら る &事。 一 、 感想 錄は 一 人 干 文字 (假名 共) 

より 多から ざる 事。 (三 行 にても 可な り、 十 行 にても 尠 からす)。 一、 文の 巧拙 を 問 はす、 簡潔に し 

て 心の 有の 儘なる を 貴ぶ 事。 一、 S に 原稿料 を呈 せす、 之 を 保^して 年末 窮民 補助の 料に 加 ふる 事。 

一 、 必す 姓名、 宿所、 年齢、 職業 を 記載す る こと >  之 を 記載す る こと を 揮から ざる こと、 之 を 記載せ 

ざる もの は褐 載せざる 事。 一 、 夏期 適當の 講演と 讀者 諸；！； の 感想 錄とは 之 を 七、 八 兩月各 一 同 づ- 

發行 する 本誌に 摘ぐ る こと (兩 月の 休刊 を廢 し、 第 四 木曜日に 發 兌す)。 一 、 寄 送 文の 取捨 拉に 多少 

の 添 刪の 權を 編者に 附與 せらる &審。 明治 三十 六 年 六 =：： 聖書 研究社 

OS: 村 鑑 三 主筆 〇 毎月 一 一 囘發行 〇 一 冊 金十錢 聖書 之 研究 第 ra 十 一 號出づ 面 ，n: く はなし 但し 有益 

なりと 信す 忍んで 讀む 者に は 報 ひ 多 からん ISISJfi.ss?' 發行所 sli 曰 研究社 

c『 萬 朝 報』 六月」 

〇 報吿 感想 錄募紫 期限 を K らに來 る 八月 五 H 迄 延長す、 心に 感得した る 神の 恩寵 を 述べ、 歡喜を 他 

人に 頒ち、 併せて 友 を 天下に 求められよ。 〇 心の 狀態 有の 儘 を 語れよ、 之 を 語り 得ん やう 神に 财れ よ、 


「文」 を 作らん と 欲する 勿れ、 文 は 「カザ リ」 なり、 眞意 にあら す、 獨り 神の 前に 語る が 如くに 書け 

よ、 然 らば 人 を 動かす の 文 を 作る を 得ん。  (七月) 

〇 内 村鑑三 主筆 〇 郵券 十錢 にて 見本 一 部 送る 聖書 之 研究 編者 休養の 必要 あり 本月卄 五日 休刊 次 

號卽ち 第 gl 十三 號 七月 廿 三日 發行讀 者の 實験號 也 現 時の 精神的 一 大 現象なら ん舊號 を購ひ 見よ 毎號宗 

敎的智識の齊庫新生命の泉源なり|^贿4£5!?.賤 發行所 書 研究社  a 萬 朝 報』 七月) 

〇 傳道第 一着の 豫吿 或る 誌 友の 人 費 を負擔 せらる i あり、 依て 來 九月より 毎月 ー囘 又は ニ囘 角害パ 

ム フレット を發行 する 事と なれり、 讀者 諸君が 傳道 用と して 廣く之 を 使用 せられん こと を. 希望す、 旣 

に 出版に 取掛 りし 分 は 左の 如し、 第一、 如何にして 基督 信徒た る を？ 付ん 乎 (•  冉 版)" 第二、 子供の 聖 

書。 第三、 國家 禁酒 論。 其 他 緩發。 實憒 一 肌に 付き 金三錢 U  (八月) 

誌上の 講談 會 實驗錄 我 は 福音 を 恥と せす、 そ は 此福昔 は ユダヤ人 を 始め ギリシャ/、、 凡て 信 

する 者 を 救 はんとの 神の 大能 なれば 也 ，(羅 馬 書 一 章 十六 節) 〇 兄弟よ、 召 を 蒙れる 爾 曹を觀 よ、 肉に 

循れる 智慧 ある 者 多から す、 能 ある 者 多から す、 贵き者 多から ざるな り、 祌は 智者 を愧 かし めんと て 

I の 愚かなる 者 を 選び 强者 を愧 しめんと て 世の； 51 者 を 選び 給へ り。 (；i!s 林 多 前書 一章 廿六、 七 節)。 

序言 是 は 皆な 眞 面目 なる 人の 眞面 目なる 實驗錄 なり 、 故に 之 を 讀む者 は 適 當な る 尊敬の 念 を 以 て せ 

ら れんこと を §1- む。 〇 今年 は 例年の 例に 傲 ひ、 各篇に 就き 編者の 評註 を 加へ す、 之に 代 ふるに 彼が 見 
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て 以 て 其 精神 を 現 はすに 足る と 信す る 聖書 の 章節 を 以てせり 、ぼつ 各篇の 標題け 概ね 編者が 特に 案出 

せし 者な り。 〇 寄贈 文中、 個人的 不平 を 述べし もの、 家事の 細密に 涉り しもの 等 は載錄 せざる こと、 

なせり、 然れ ども 斯の 如き は 寄贈 文中の 極く 小 部分な りし は事實 なり。 〇 其大體 より 臼へば 余 は 信じ 

て 疑 はす、 せ； 處に收 むる が 如き 大膽 にして 然 かも 誠 實 なる 表白 文 は 未だ 曾て 我國の 思想界に 投 ぜられ 

しこと なき を、 i の 人 は 基督 敎を 信ぜ ざらん、 然れ ども 其 健全なる 結果 は 今 は 彼等の 前に あり、 此傲 

慢 にして 而 かも 絶望に 瀬す る 社會に 在て 誰か 我 倚が 發す るが 如き 謙遜に して 而 かも 喜ばしき 變を發 し 

得る 者 あらん や、 榮光 は主ィ H ス、 キリストに 在り、 我 倚 は 彼に 由り て 凡の 事に 勝す， 得て 餘り あり、 

^界の 人、 何ぞ來 りて 我 倚と 偕に 彼 を 讚美せ ざる。  (七月) 

〇 內村鑑 三 主筆 〇( 母 カー S 又は 二  發行 聖書 之硏究 第 四 拾 號發行 實驗號 なり 此失 の 世に 在て 

歡 喜の 聲の 揚がる を 見よ 渴 ける 者 は 來て玆 に 活ける 生命の 水を飮 むべ し isssisg 十 發行ー 

g も 書 研究社  .  (na? 朝 報』 七 =0 

〇^ 村鑑三 主筆 0 一  册十 錢十册 i 刖佥 九十 五錢 聖書 之 研究 第 g: 卜：：： 號發行 實驗錄 の 後篇 を揭 ぐ實驗 

的 基督教の 模範たり 鎮 發行所 lg 聖書 研究社  (『萬 朝 報』 八月，). 

誌上の 講談 會實驗 錄 (， 第二 囘) 序言 是は 之れ 眞 面目なる 人の 眞 面目なる 實驗錄 なり、 之を讀 

む 者 は適當 なる 尊敬の 念 を 以て. せられん こと を 望む。 〇 奸惡 なる *1 は 誠實を 語る を 以て 偽善な りと す、 


彼等 は キリスト を識ら す、 故に 誠實を 口にする も 其 現實を 信ぜす、 彼等 は 偽善 ある を 知て 眞善 ある を 

識ら す、 彼等 は 性來の 偽善者 なれば なり。 〇 然れ ども 世に 眞善 は存 するな り、 ィ H ス キリスト 是れな 

り、 彼に 在て 人 は 始めて 眞善 たる を 得るな り、 彼 を識ら すして 人は眞 善た る を 得ざる のみなら す、 亦 

他人の 眞善を も 信す る 能 はす。 〇 夫れ 我 儕が 聞き また 目に て 見、 懇切に 觀、 我が 手們 りし 所の もの を 

爾 曹に傳 ふ、 此 生命 旣に顯 はれ たれば 我 倚 之 を 見て 證を なす、 卽ち もと 父と 偕に 在りし 者に て 我 儕に 

顯 はれた る窮 なき 所の 此 生命 を爾曹 に傳 ふ、 我 儕 見し ところ 聞きし 所を爾 曹に傳 ふる は 爾曹を 我 儕と 

同心なら しめん 爲 なり、 我 倚 は 父 及び 其子ィ H ス キリス と 同心たり、 我 倚 この 文 を 書きて 雨 曹の喜 

樂を充 たし めんと す、 祌は 光な り、 少 の暗處 なし、 若し 我 儕 神と 同心な りと 言 ひて 暗 を 行かば 我 倚が 

言 ふ 所 は 誠にして 露 理を行 ふに 非す、 若し 神の 光に 在る が 如く 光の 中 を 行かば 我 倚 互に 同心と なる を 

得、 且つ 其子ィ H スキ リストの 血す ベて 罪より 我 倚 を 潔む。 (約 翰 第一 書 一章 一— 七 節)。 寄贈者に 

代て 村鑑三  (八月) 

〇 内 村鑑三 主筆 0 一部 十錢 一年 分 金 一圓 十錢 聖書 之 研究 第 K 拾 四 號來る 九月 十七 日發行 謙遜と 平和 

と 感謝と を 敎ゅ本 月より 發行 毎月 一 岡に 改む ii 針 illi 六 發行所 ssiff 研究社 朝 報』 九月) 

誌上の 講談 會實 驗錄广 第三 囘) 編者の 祈禱 眞の 祌樣、 私 は アナ タの 前に 至て ツマ ラナ ィ 者で 

あります、 然るに 斯 かる 者 を 使 ひ 給 ひて 私を是 等の 眞 面目なる 人達に アナ タの福 昔を傳 ふるの 器と な 

し 給 ひし を 感謝 致します、 ド ー ゾ神樣 私 を 惠み給 ひて 私が 人 を 救 ふの 機械と なって 私自身が 地獄に 落 
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ちない やうに なさせ 給へ、 私 は實に 神樣、 最も 幸福なる 者であります、 私 は 世の 權カ ある 者の 中には 

一人 も 朋友 を 持ちません が、 然し、 斯 くも 熟 信に アナ タを 信す る 者を斯 くも 多く 私の 兄弟 姊妹 として 

有つ こと を 許し 給 ひし こと を 偏に アナ タに 御禮申 上げます、 ド， I ゾ更ら に 一 曆 アナ タ の聖靈 を 私の 上 

に 注ぎ 給 ひて、 私が アナ タの福 昔を宣 ベる ことが 厭になる ことなく、 ド ー ゾ短 かき 此 生涯 を 全く 此喜 

ばし き 仕事の ために 费す ことが 出來、 此淚の 世 を 終りました 後に は是 等の 靈の 兄弟 姊妹 と共に アナ タ 

の聖 前に 於て 限りなく アナ タの榮 光 を 仰ぐ こと を 得しめ 給へ。 此 感謝と 祈 禱を萬 事に 叶 ふ主ィ H ス キ 

リストの 御名に 由り て閱き 上げ 給へ、 ァ ー メン。 〇 內村 生白す、 讀者 諸君より 送られし 感想 錄の八 r 尙 

ほ 余の 手中に 存 する 者 は 六十 餘 通に 達す、 之 を 一 々本誌に 揭 げんと する は 余の 最も 望む 所 なれ ども、 

誌面に 限 ある を 以て 之 を 如何と もす る 能 はす、 依て 止む を 得す 寄贈者 諸君の 姓名 を 左に 列記し、 玆に 

深く 諸君が 余輩の 招待に 應ぜら れしを 謝する と 同時に 諸君が 此責き 姓名の 記 錄に循 て 諸君の 靈 交の 區 

域を擴 めら れんこと を 希 •  逸す。  (九 H0 

〇發 行度數 改正に 付き 讀者 諸君に 吿ぐ 量 多ければ 質惡 しき を 免 かれす、 毎月 一 一同の 雜誌發 行 

は 余 一人の 爲し 難き 事に 非す、 然れ ども 量 多き が 故に 粗漏に 流れ 易き は事實 なり、 依て 今月より 搏び 

元の 月 一 罔に 改めん と 欲す、 若し 夫れ 力の 餘裕 より 生す る 結 架に 至て は 本誌 幷に萬 朝 報の 紙上に 於て 

徵 せられん こと を 乞 ふ、 謹吿。 〇 定 價は從 前の 通り 一 冊に 付き 金 拾錢、 K つ 七， 八兩 月の 休刊 を廢 す、 

發行は 毎月 第三 木曜 n と定 む。 明治 卅六年 九月 內村鑑 三 


o 內村鑑 三 主筆 fSiilS 聖書 之硏究 基督 敎の大 敎義を 唱道す 本 月 十五 日發 行の 第 四十 五號に 

は 来世 は 有耶無耶と 題す る 問答 體の大 議論 を 掲載す お 翻 千 發行所 聖書 研究社 

(『萬 朝 報』 十月) 

明治 三十 七 年 二 九 〇 四 年) 

「研究」 讀 者の 新年 去年の 末より 今年の 始に 懸けて 本誌の 讀者 諸君に して 余輩に 歳末 歳始の 

祝詞 を惠 まれし 仁 は總て 二百 五十一 名な り、 其 中二 十一 通 は 北海道より、 七十 九 通 は 東 山道より、 八 

十四 通 は 東海道より、 九 通 は 北陸 道より * 十六 通 は畿內 より、 二十 通 は 山陰 山陽の 二道より、 六 通 は 

南海 道より、 十二 通 は 西 海道より、 四 通 は 臺灣、 支那、 幷 に米國 より 来れり、 其 中 最も 北なる は 北 見 

國稚內 より、 最も 南なる は臺灣 安平より、 最も 東なる は 米國桑 港より、 最も 西なる は淸國 上海より 來 

れり、 世 は 暗澹たる 戰 雲に 裹 まれ 悲憤に あら ざれば 慷慨なら ざる はなき に、 我 倚 は 例に 依て 歡 喜の 聲 

を擧 ぐるの 外、 他に 語るべき の 言な きが 如し、 左に 其 最も 注目すべき 者を擧 げんに、 佐 世 保 泊の 軍 

艦 〇〇 より 〇〇〇〇〇 君 は 語 を 寄せて 曰 ふ 「三十 七 年に 於て 貴社 御 一統の 御 健闘 を 祈る」。 手 塚 縫 藏君は 信 

？んび か の t み  そ. b 

濃なる 木 曾 山中より 希望 を傳へ て 曰く 「朝 ぼらけ ほ がらに わたる 讚美 欲 や 希望の 色 は 空に 見えつ 、」 岩 代 

の 月 館より は菅野 健 三 君 又 希望の を傳 へて 曰く 「この 新年 も 去年の 如く、 多くの 同人と 共に 忙 はしく 相迎 

へ 候 、新ら しき 太陽の 光り は 吾等の 上に も 輝き- 狭い 胸に 多くの 希望 を 宿し 申 候」。 北海道 札幌の 逢阪 信 吾 君 

は 左の 曾 を 寄せら る、 君に 深く 謝す、 「先生よ * 余 は 先生 を崇拜 しません * この 點に 付て は 安心して 下さい」。 
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最 とも 嬉し かりし は 大阪會 根 崎なる 水 野い し 君が 老の 身淋 さに、 唯獨 りの 息子 を 失 はれし 後に 左の 如 

き歡 喜の 聲を發 せられし ことに ぞ ある、 我 倚 は 一同 此姊 の爲 めに 祈らん、 「祌樣 は 犬なる 御 惠みを 御 かけ 

下され. 是 まで 心に 稷み來 たりし 憂き 悲しみ も だん/ \ と 忘れさ L てくだされ、 此度は はじめて 希望と 喜びと を以 

て老の 新年 を迎 ふる 事が 33 來 3. 候」。 最も 懇切な りし は 東京 白山に 同宿せ る 「角 害 十 二人組」 と稱 する 一 

騎當 干の 連中より 連名に て 紫 龍膽を 美事に 畫 ける 端 書 一 葉 を 達ら れ しこと なり、 其 他 北 見 國稚內 より 

は ォクホ ッ ク 海に 棲息せ る 鮭 魚 を 生 捕りして 之 を 糟漬と して 贈られ、 後志 國小栂 より は香氣 馥郁たる 

林檎 數百個 を 送られて 我 倚 を 慰められ、 信 濃より は 眞綿を 送られ、 大阪 より は 身と 心と を 潔め よと て 

ロンドン 製の 香水 石鹼を 送られ、 上 州 高 崎より は干柹 を、 上 總鳴濱 より は 九十 九 里に て大 網に 極り し 

鯛と 平目と 鲛とを 送らる、 我 倚 勿論 物 其れ 自身 を悅ぶ 者に 非す、 精神 上の 關 係が 物 を 以て 顯 はる k ま 

でに 深く 成行きし を悅 ぶの み、 密かに 思 ふ、 斯 かる 幸福なる 雜誌 記者 は 日本 國中 余輩 を 除いて 他に な 

きこと を。 因に 記す、 祝詞 二百 五十 餘 通の 中、 三十 一通 は 信 濃より 来れり、 次 は 東京の 二十 六 通、 次 

は 石 狩の 十三 通な り、 此事 勿論 細事な りと 雖も亦 以て 本誌 分配の 密度 を 示す に 足らん 乎。 玆に 祝詞 を 

送られし と、 送られ ざり しとに 關 せす、 本誌 讀者 諸^ 全體の 上に 著しき 神の 恩惠の 降らん こと を 祈る。 

(一月) 

傳道 C 果報 去月 卄日は 陸 中花卷 に、 本 月 三日 は 遠 州 堀の 內に 地方 傳道を 試みたり、 花卷に 於て は 

十數 里の 遠き より 大雪 を 侵して 來り會 する 者 も ありて、 總勢 四十 餘の 兄弟 姊妹 相會 して 最も 惠 まれた 

る餘 合な りき、 堀の 內に 於て は 富士合 资會社 製茶 所の 二階に 於て 福音 的き 合 を 開き、 掛 川より は nr 本 


メソヂ スト 敎會 牧師 白 石 氏の 來援 ありて、 是れ亦 最も 偸 快なる r 聖き 新年 实會」 たりき、 『聖書 之 W 

究』 は 敎會建 f は を 目的と して 發行 せる 者に は あら ざれ ども、 此 誌の 讀 まる、 所に は 一種 S ハ樣の 信仰的 

團體の 起り つ、 ある は事實 なり、 成る 者 は 成らん、 若し 神の 聖旨に 適 はぐ、 我 倚 は ー團體 として 世に 

立つ を 得ん、 若し 適 はすば、 單に 惟り ィ H スを 信じて 止まん のみ、 然れ ども 我 儕の 靈 交の n: に 月に 濃 

厚 を 加 へ つ 、ある は蔽 ふべ からざる 事實 なり。  广 一 月) 

〇 本誌 讀者 諸お の 信仰 歌 を 募る 新體 詩に 非す、 三十 一 文字の 大和歌な り， 基督 信者の 信仰と 

希望と 歡 喜と を 五 七 文字に 顯は せし 者たり。 〇 辭 句の 巧みなる より は 寧ろ 想の 深き を 貴し とす、 故に 

靈と Is. と を 以て 祌を 信す る 者 は 何人も 一首 を 試ら れょ。 本誌の 事故 训に賞 品を呈 せす、 唯 慰藉 を 同志 

に 頒っを 以て 充分なる 報酬と 認められ たし。 一月 內村鑑 三 

言卬歌 第一集 編者 曰 ふ、 歌人の 歌に あらす、 キリスト 信徒の 眞 情なり、 其 心して 讀 まれた し- 


順. it は 到着の 順な り.、 優劣の 順に 非す。  (二月) 

oi&^iipll&6^ 吿ぐ 0?3 卷 『時事』 三 一 六 頁 f ご  (二月) 

〇 引績き 信仰 歌の 寄贈 を 祈る、 叉 一 枚の はがきに 書き記される 丈け の簡單 なる 信仰 實驗談 を 送られん 

こと を 願 ふ、 編者 白  (三月) 

明 ： お 一一 一十 七 年  六 一 一一 一 


雑報， 廣吿、 其 他  Kiei 

〇 內村生 著 英文 『余 は 如何にして 基督 信徒と なりし 乎』 は 這般獨 逸文に 譯 され 獨 逸國ス ツット ガ ー ト 

市に 於て 出版せられ たり。  (四月) 

〇 謹吿 『角 害 聖書』 發刊に 就て 靈 力に 少しく 餘り ある を感 す、 依て 本誌 編輯の 餘暇を 以て 敷ね ての 志 

望に 從ひ 更らに 順序 的に 聖書の 解釋に 着手 せんと 欲す、 之 を 『角 害 聖書』 と 命名し、 大凡 そ 二 ヶ月 毎 

に 一 囘發行 せんと 欲す、 毎卷、 四 六 版に て 百 頁以內 とし、 其 體裁は 拙著 「路得 記」 に 傚 はんとす、 第 

一 卷は之 を 六月 下旬に 發 行し、 約 百 記 を 以て 始めん とす、 余は此 事業の 完 うせら る、 まで 靈 力の 

余に 絕ゑ ざらん こと を 祈る。 一 册定價 贰拾錢 とし 外に ー册 に付き 郵稅 として ニ錢を 請求 せんとす * 六册 分金壹 

圔甙 拾錢 (大凡 一 ケ 年分) を 前 W て 送らる \ 方へ は郵稅 は？ 方に て负擔 仕るべし * 玆. に 譴んで 年 來の誌 友 諸君の 贊 

助 を 乞 ふ。 內村鑑 三  . 

〇 叉 白す、 拙著 獨逸譯 『余 は 如何にして 基督 信徒と なりし 乎』 wie  ich  eizi  Christ  wurde を 求めら 

れんと 欲せら る、 方 は 之 を 橫濱市 本 町 八十 番マ タス、 ネス ラ ー 商會に 注文して 得らる べしとの 事な り、 

實價 上製 金 八 拾 五錢、 竝製五 拾五錢 なりと 聞く、 外に 一 冊に 付 郵稅六 錢を耍 すべく 候。 (五月) 

信仰 歌 (第五 集) 信仰 歌 四 首 帝國 Saf 艦 『初 瀨』 乘込 * 兵曹長 故 岡^ 喜代彥 內村 生白す、 岡 崎 君 は 

本誌 初號 よりの 愛讀 者な り、 甲板 上、 常に 午後 七 時の 祈 禱を捧 る を 以て 無上の 快と せられた りと 聞く、 

過る 一 月の 頃 かと 思 ふ、 横須賀 軍港 を拔 錨す るに 際し 余に 勇ましき 端 書 一 葉 を 寄せられ、 奮然 遠征の 


途に 就かれたり、 今にして 君の 訃音に 接す 歎惜 措く 能 はす、 玆に揭 ぐる 四 首 は 君が 戰 死の 二 ヶ月 程贫 

に、 佐 世 保なる 君の 友人 某に 贈られし ものな り。  (六月) 

〇 謹吿 前號を 以て 廣吿仕 候 『l:s!lfi 曰』 卷之 一 發行 期日 は 種々 の 故障 生じ 暫時 延引 仕るべく 候 間 左 

樣御 承知 願 上 候。 內村鑑 三  (六月) . 

信仰 歌 戰 地愛讀 者の 一人 晴 兵の 任務 を帶 びて 聖書 を懷 にしながら 獨り 山に 登り， 敵 を 展望 せんと 思 ふ 折し 

も、 傍に 百合の 花 さきし を 見て 讀 める、 「百" か a の 花し めす 聖書の 言葉 こそ われに 今日 ある 生命な り けれ」。 

生 謹で 評して 曰 ふ、 君 は 源義家 以上の 日本 武士な り。  (八月〕 

『.s-^ 聖害』 の 性質 角 箸 聖書の 目的 は讀者 をして、 註解 者の 註釋に 依る こと 成るべく 少 くし 

て、 聖書 を 其 本文に 於て 解せ しむる にあり、 故に 編者 は 力 を專ら 本文の 訂正 井に 配列に 注ぎ 評註 

簡潔 を 主として 必要と 認 むる もの 而已を 加へ たり。 〇 譯文は 普通 日本 譯 聖書に 依れり、 而 して 其辭句 

の 難^なる もの、 或は 意義の 透明 を缺 くものに 對 して は、 自由に 編者の 改袁を 加へ たり、 然れ ども 編 

者の 改資 なる もの. - 果して 改善なる や 否や は 之を讀 者の 判 斷に任 かすより 他に 途 なきな り。 〇 讀 者に 

聖書の 獨創的 見解 を 促が さんと 欲する 編者 は 自身 亦、 各 章に 彼の 評註 を附 する に 方て、 彼の 獨創 的賴 

釋を 主と し、 多く 先哲の 意見に 依ら ざり き、 然れ ども 彼の 見解の 多く 誤譯 に陷ら ざらん がた めに、 彼 

も 亦 普通の 註解 書 は 之 を涉獵 する に 怠ら ざり しと 信す、 殊に 約 百 記の 本 3 曰の 在る 所 を 探る に 方て は 彼 
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I? 報、 廣吿、 其 他  六 一六 

は 米國ァ マ ス ト大 學敎授 J  .  F  • ジ ナグン 氏の 者 Mpic  of  the  Soul に 負 ふ 所 甚だ 大 なりき、 亦、 本 

文の 意義 を究 むる に 方て、 彼 は 多く 英國 聖書 學者 A  - B  二 アビ ッド ソン 氏の 約 百 記 註 釋に學 ぶ 所 あり 

たり、 而 して 探究の 遣 漏な からん がた めに 彼 は 常に 獨逸 祌學者 博士 F  • デリッチ 氏の 大著 を參 照せ り- 

簡潔 は 彼の 目的 なれ ども、 淺薄は 彼の 欲する 所に あらす、 彼 は 彼の 力量 以內に 於て 及ぶべき 丈け 該博 

ならん こと を 努めたり。 〇 然れ ども 神の 聖書 を 研究す るに 方て、 依るべき は 人の 說 にあら すして. 聖 

靈の 光な り、 考證、 如何に 該博 を 極む ると も、 研 讚 如何に 深遠に 涉る とも、 若し 天よりの 此光 なかり 

せば、 曰 は 我 倚に 取りて 一大 謎 語た るに 過ぎす、 此光 なくして、 獨逸哲 學も英 國祌學 も 聖書の 眞義 

に 就て 我 倚に 何等の 傳 ふる 所 あるな し、 聖書の 聖書た る 所以 は 人の 智慧 を 以てして は 之 を 解し 得ざる 

にあり、 聖書 研究に 就て は 約 百 記に 於け るブ ジ人バ ラケルの 子 H リフ 能く 其 祕訣を 語れり、 彼 は 曰く 

「我 は 年少く、 汝等は 年老 ひたり、 是を もて 我、 慄 りて 我意 見を汝 等に 陳る こと を敢 てせ ざり き、 … 

…然れ ども 人の 裏に は靈の ある あり、 全能者の 氣息 (InspiTationJ 人に 聰明 を與 ふ、 大 なる 人す ベて 

智慧 あるに 非す、 老いた る 者す ベて 道理に 明かなる に 非す (卅ニ 章 六 —九 節ヒ。 聖 研究に 就て は 博 

學畏 る- -に 足らす、 老練 賴 むに 足らす、 只、 直接に 神に 敎 へられし 者の み、 眞 正の 智識 を 有す、 我 儕 

は 勿 41、 博識、 練磨 を 侮らざる べし、 然れ ども 聖書に 隱；； ^たる 神の 聖旨 を 探ぐ るに 方て は 我 倚 何人と 

雖も、 上よりの 獨創的 見解に 接する の 特權を 有す、 此書 最と微 さきもの なりと 雖も亦 多少 此恩惠 の 跡 

を 留めざる に 非す と 信す。 明治 三十 七 年 七月 廿 五日 東京 市外 角 害 村に 於て 內村鑑 一二 

〇 廣吿 角 害 聖書 卷之 一 約 百 記 本 月 (八月) 五曰發 行、 定價 一 冊に 付金貳 拾錢， 郵券 代用 


不苦 候、 但し 壹錢义 は參錢 切手に 限る。 聖書 研究社 

雜信 (くぬぎ 生) 〇 獨 逸より は 同情者の 書簡、 尙ほ辏 々として 來る、 さすがに ル ー テルの 生阈だ 

け ありて、 信仰の 自由と 獨 立と を 愛する 者 は 英國ゃ 米 W に 於て よりも 多く 有る と 見える、 且つ 贈り 來 

る 書簡の 文體の 謙遜な のに は 驚き入る、 然り恥 入る、 立派な 大學 出の 博士が 余輩に 對し禮 を 厚く して 

言 ひ來 る、 余輩 は 同情の 新 境域の アルプス 山麓に 開かれし を 神に 感謝 せざるを得ない。 〇 其れにつ け 

ても^ ましき は 此國に 在る 我等 同志の 結合 一 致で ある、 今や 基督 敎會の 腐敗 墮 落に 由て 基督 信者た る 

こと は 交際上 何の 實益 もな き 時に 方て、 我等 誠 實に主 を 愛し、 敎會の 帳簿の 上に 於て 名 を 列ぬ るに 非 

すして、 靈と眞 に 於て 主ィ H ス キリストに 在て 一 なる 者の 相愛し、 相 抉け、 相 一 致せん こと は 主の 最 

も 欲せら る kiJM じある と 信す る、 余輩の 年来の 誌 友 諸君が 今の 時に 方り、 特^に 此 事に 就て 考 へられ 

ん こと は 余輩の 特に 願 ふ 所で ある。 〇 午後 七 時 は 今に 尙ほ 誠實に 記憶され て をる、 北 は 北 見の 北端よ 

り 南 は 臺灣の 南端に 至る まで、 東 は 太平洋の 彼岸より 西 は 楊子 江 流域の 奥深き 所に 於まで 此聖 なる 時 

間 は 守られて 居る、 我 倚 同志 は 此時を 期して 靈的 結合 を 計るべき である、 我 倚の 中に 信仰の ために 種 

種の 迫害に 遭遇して 居る 者 は 夥多 ある、 我 倚 は 特^に 彼等の 爲に 祈るべき である、 實に責 き は 信仰 上 

の 兄弟 姊妹 である、 我 倚 は 毎夕の 祈禱を 以て 彼等の 困苦 を頒 たねば ならない。 〇 近頃 悲しき 事 は 余輩 

の 信仰 上の ハ、 4 友な りし 丹 波 國何鹿 郡 志貿鄉 村の 林 萬 之 助 氏の 過る H、 遼 陽の 激戰に 於て 戰 死せられ し 

ことで ある、 氏 は 第二 囘 夏期 講談 會來會 者の 一人であって、 勞働的 基督 信者の 桟範 として 强く 余輩の 

注意 を惹 かれし 人で ある、 氏が 出征の 途に 就く や 余輩に 書 を 寄せて 曰く、 以弗所 書 六 章 十 一節 以ドを 

身に 帶 びて 往 くと、 余輩 は 君が 神の 武具 を 以て 装 ふて 戰 場に 仆れ給 ひし を じて 疑 はない、 曩には 初 
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雜報、 廣吿、 其 他  六 1 ズ 

瀨艦 と共に 岡 崎 喜 代彥氏 逝き、 今义此 兄弟 を 失 ふ、 而 して 彼等 主に 由て 潔め られし 者が 血 を 流して 得 

し 勝利が 俗人 輩に 由て 如何に 利用 せらる >- か を 思へば、 余輩 は 彼等 失せに し 友に 對 しても 更らに 一 層 

聲を 高く して 戰爭 全廢の 大義 を唱 へたく 欲 ふ。 〇 余輩の 拙き 文字が 如何に 戰 地に 於て 迎 へ られつ、 あ 

る 乎 は 左の 書面に 由ても 分かる、 之 を 書き 贈りし 者 は 某 艦に 任務 を 執らる V 某靑年 士官で ある。 「食 

家 御 一 統御 t 全と 存じ 候、 祌は總 ての 境遇に 於て 我等 をして 希望 を 以て 信仰の 道 を迎ら しめらる V 事 感謝し 候、 我 

等 彼に 顔る 者 は 暗雲 は 天日 を 遮り かくすと も © の 彼方 何物 かの ある を 信じて 現在の 有 樣に滿 足す る 者に て 御座 候、 

貴 著 『約 百 記』 は 多大の 光 を 紹介 致し 候. 友人より 送られて 郵便船に よりて 本船に 送られ、 生が それ を 受取りた る 

友、 生 は 待ちに 待ちた る こと、 て 一夜に て讀み 塞く し * 本日 迄 暇 ある ごとに 讀み申 候、 少なくとも 一一 一四 囘は讀 み 申 

し！ 1K、 次の 卷が來 る 迄 幾度と なく 繰り 反す 積り に 御座 候、 信仰 薄弱なる 生は大 なる 慰藉 を覺 ゆると 共に 生の 今迄の 

態度 を變ぜ ずして 何處 まで も 男子ら しく 進まん との 決心 を 固め 候 九月 三日 內村 先生 侍史 〇〇」。 何やら 今 世 

と來 世との 境より 來 りし 音信の 如くに 思 はれて、 之 を 請んで 人生が ー曆眞 面目に 感ぜられる。 (九月 

十九 日夜 誌す) 

〇 角 害 聖書 第二 卷 早速 發刊 すべき 所、 家に 病人 あり、 且つ 編輯 室 改築 等に て 混雜を 極め、 思 ふやう に 

涉り不 申、 偏へ に 諸君の 有 恕を乞 ひ 申 候 十月 廿日 內村鑑 三 

0 東京 市 錄町區 上 六 番町廿 番地 辯護士 普賢 寺轍吉 內村 生白す、 基督 信者 は 基督 信者の 辯 護士を 要す、 _ 

而 して 普賢 寺 君 は 余 の 信頼す る 基督 信者 の 辯護士 なり、 余 は 玆に君 を 本誌の 讀者 諸君 に 紹介す るの 名 


譽を 有す。 

〇 『卸 lalso 曰』 き，！^ 種々 差 支の ため 『角 箸 聖書』 繽篇 出版の 義 少しも 涉り不 申、 前金 禅 

拂 込の 諸君に 對し 申譯. 薛之 候、 尤も 萬 事 略 ぼ 舊に復 し 候に 付き 遠から すして 第一 一 卷を發 行す るの 運り 

に 至らん こと を 望み 候え 共、 それ とても 確と は 御 約束 致し 兼ね 候に 付き、 御拂 込の 前金 は 之 を 雜誌前 

金に 御 廻し に 相 成り 候と も、 又は 現金 拂误を 御請 求に 相 成り 候と も、 聊か 差 支 無 之 候 間、 御者 合 化^ 

なりと 御 遠慮なく 御 申 遣ば し 被 下 度 此段申 上 置 候、 早々 敬具 十二月 內村鑑 三 

〇 家事 混雜の 後と て 本號發 行、 お 日より 一 週間 を 遲れ候 段讀者 諸君の 御 { 有恕を 願 上 候 〇 母 死去に 就て 

は讀者 諸君の 中より 多くの 御 慰問 狀に 接し、 御 厚意 幾重に も 有難 奉存 候、 一 々御 返狀差 出すべき は當 

然に候 ゑ 共、 萬 事 混 雜の折 柄、 玆に 誌上に 於て 御 厚 禮申上 候 間、 右 不惡御 承 諒願上 候 內村鑑 三 

(十二月〕 

明治 三十 八 年 二 九 〇 五 年) 

『幵 究』 讀 者の 新年 (賀狀 ) 左の 讀者 諸君より 聖節 ュ 組に 年始の 賀詞 を 賜 はる、 玆に 諸君の 厚意 

を 深謝し、^ せて 本誌 讀者 諸君 全體の 健康と 平和と 一致と を 祈る 聖書 研究社 内 村鑑三 

繭曹 潔き 接吻 を 以て 諸ての 兄弟の 安否 を 問 ふべ し (テサ 口  -ーケ 前書 五の 廿六) 

明治 一一 一 十八 年  六 一九 


雑報、 廣吿、 其 他  •  六 一一 〇 

〇 小生 義近 來大に 健康 を囘， おし、 且つ 角 害 聖書 も少 しづ、 進步 致し 居り 候 間 乍撣御 安心 被 ド度候 内 

村鑑三  (一月.) 

敎會 改革の 希望 某 地方の 某 君より 左の 書翰 を $^ら る、 君 は 美以. 敎會 の敎師 なり、 以て 敎會內 亦 革 

新の 氣焰 の^す る を 見る、 深く 神に 感謝す (記者 )o  (二月) 

もルギ ー 

〇 社吿 『角 害 聖書』 の 中止、 『角 普雜 書』 の發刊 に付き 讀者 諸君に 申 上 候 本誌 主筆 目下の 精力 

は 本誌 以外、 刖に 『角 箸 聖書』 の 編 作 を 許し 不申 候に 付き、 残念 千 萬ながら 之 を 中止し 本誌に 合併 致 

し 候に 付き 左様 御 承知 被 下 度 候。 〇 就て は 之に 對 する 御拂 込の 前金 は 本誌 前金と して 人 帳 仕り 候に 付 

き、 是れ亦 御 承知 願 上 候、 尤も 拂层 御請 求の 方へ は 御 申 越 次第 御 5； 近 金 仕るべく 候。 〇 『角 害 聖書』 中 

止に 就て は 聊か 其責を 塞がん がた めに 『角 箬雜 書』 なる もの を 刊行 致し 候に 付き 『聖書』 に對 すると 

同様の 御 贊成を 仰ぎた く 候、. 右 は 主として 一 たび 本誌に 揭 載せし 舊 稿の 鬼集改 刪に 成る 者に は 候え 共 

亦 多少の 稗 益 を M に 供す る ことと 自信 仕 候、 其 第ー卷 は 旣に發 行に 相 成り 候に 付き、 表紙 第二 面廣吿 

御ー讀 の 上、 御 購讀の 榮を賜 はりた く 候、 右 は 若し 『角 苦 聖書』 へ御拂 込の 前金 を 以て 御 購求 被 下 候 

はば 當 方に 取り 一 曆の 好都合に 御座 候。 〇尙 ほ 『角！^ 聖書』 に 就て は 一 通りなら ざる 御迷惑 を 掛け 候 

段 恐縮の 至りに 存候、 偏へ に 諸君の 御 宥恕を 仰ぎ 候。 〇尙 ほ 叉 該書卷 之 一 御 通讀無 之き 方 は 早速 御 一 

讀を御 勸め申 上 候、 右 は本號 より 連載すべき 緩篇の 了解 上 必要に 御座 候、 少しく 製本 を 簡略し、 定慎 


是 まで 一 腊 に付き 金 二十 錢の 所、 W 版 以後 は 其 半價卽 金拾錢 (郵稅 共 拾 贰錢) に 引下げ 候に 付き、 續 

繽御 注文 願 上 候、 再版 は 今より 二週間 以內 に發行 仕るべく 候。 早々 二月 聖書 研究社 

獨立 信者の 活動 獨立 信者に は ふべき 敎會堂 はない、 信奉すべき 信仰 箇條 もない、 祝福 を 仰 

ぐべき 法王 も、 監督 も、 宣敎師 もない、 獨立 信者の 敎<& 堂 は 碧の 天空 を 天 井と し、 靑き 地面 を 床板と 

する せ宙其 俊で ある、 彼等の 信仰 箇條は 聖書 其 物で ある、 彼等の 監督 は主ィ H スキ リストであって、 

彼等の 交 はる 敎會 員なる 者 は 眞心を 以て キリ スト を 愛する 萬 邦の 基督 信者で ある、 獨立 信者に は 制度 

も 規則 も禮式 (普通の ゼン トル マ ン として 守るべき 禮 式の 外 は) もない、 彼等 は 神の 直接の 信者 を以 

て自 から 任す る 者であって、 自由にして 而 かも 嚴肅を 貴び、 質素に して 而 かも 天上に 金剛石の 宮殿 を 

我が 有と して 持つ 者で ある。 〇 故に 獨立 信者に 世に 所謂る 「運動」 なる もの はない、 彼等に 年會 もな 

ければ 部會 もない、 彼等 は 一 監督の 命令の 下に 動く やうな 御し 易い 者で はない、 彼 者 は 年 含の 議決に 

由て 進退 を 決する やうな、 不自由なる 者で はない、 彼等 は 直接に 神に 使役され、 キリストの 命に 從て 

動く 者で ある、 彼等の 行動に 軍隊 的 秩序 はない、 然し 詩人 的 自由 は ある、 彼等 は 豫言者 H リャの やう 

に何處 より 來り、 何處に 去る か 知れない 者で ある。 〇 故に 獨立 信者 は 何處に 居る 乎、 幾人 あるか、 少 

しも 分らない、 敎會內 にも あら ふ、 敎會 外に も あら ふ、 彼等 は 信者の 服装 を 着けて 居らない、 故に 彼 

等の 基督 信者た る を 見 分く るの は 甚だ 難い、 神の みが 彼等の 神の 子で ある こと を 知って 居る、 彼等 は 

重 もに 勞働 者で ある、 懶惰者 は獨立 信者と なること は 出来ない、 故に 彼等 は神學 校の 內には 居らない 

乎 も 知れない が、 職工 場に は 居る、 彼等 は 田に 耕し、 店に 働く- 彼等が 世の 普通の 人と 異なる 點は彼 
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雜報、 廣吿、 其 他  ，  六 ニニ 

等が 劇 働に 從事 しつ k ある 間に 心に 讚美歌 を唱 へつ k あるの みで ある。 〇 今、 玆に斯 かる 獨立 信；！ 1^ よ 

り 余輩の 手許に 達する 其 活動の 報告書 (實は 愛 ^ 書翰な り) の 二三 を 揭げて 見やう、 傳道會 社の 報吿 

書より は 優 かに 興味が 多い と 思 ふ、 彼等 は 重 もに 一 騎 打の 武者で ある、 一 騎當 千の 基督 的 武士で ある。 

〇 長 門 山中より 左の 報 吿來る 「先生， 世の中に は 敎師、 牧師. 傳 道師， 準 傳？； ？ 一 師等 仰山 あるに 關 はらず、 奇妙 

なる かな 彼等に 聞く こと をせ ず， この 賤 しき 土方に 主を聽 かんとて 日夜 寄せ 來リ 居候、 昨今 o〇 高等 學校生 一 群 寄 

せ 來リ激 戰ニ寮 夜， 宏大の 光明に 浴して こ、 に 至高 者 を IS め 分れ. a. 候 云々」。 〇 滿洲奉 天の 北 十 里の 所より 左 

の 報告 來る、 其處に 余輩の 现 想に 近き 非戰 論者 は 居る。 「拜呈 什 候、 陳者御 恩寵の 御 下 益々 御壯康 * 道の 御 

爲に 御裔戰 あらせら る、 事と 推察 たてまつり 大賀 たてまつり 候、 降て 私事 も 昨年 七月 上陸 以來 一 日の 如く 無事 主の 

御 下に 相 勤め 申 居候 間 御 安神 被 下 度 候， さて 在 鄉中は 戰>|=- は 偽善な リ 虚偽な リと 叫びし 者 なれ 共- 召集 後の 勤お 上 
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に は 決して 人後に 相 立たざる 事と 自信 仕 尻 候 御 安 祌被下 度 候」。 〇 米國 カリ ホル 一一 ャ州某 地より 左の 惑 想 

めぐみ 

錄來 る。 「仁 ある 人 は 拾て じ 道の ベ の 目に 無く 咲け るいち. V  くの 花。 〇 今 tw の 働きの 終りし 時 吾喜べ り • 今日の 

働き は 苦し かりし も *  了へ し 後は餘 りに 短 かく 感ぜら る、 人生の 働きの 了へ し 時 幾 層 倍の 喜び 其 時に 吾人の 上に あ 

るらん * 其 時 吾人の 生涯の 殊に 短 か、 りし 事と 働きの 少な かりし を 思 ふべ し， 其 時 吾人 悲む 者と なる を 願 はず。 

〇 ベ I ス〕 |( 最善) を吾爲 せど も 世と 人と は 吾人 を 苦め 失望 を與 ふ、 其 理を吾 不知， 唯 だ 苦と 艱 とに 戰 つて vlrh を 

爲す のみ * 主の 御 さばきい と聖 し。 〇日 々の 糧を今 曰 も與へ 給へ と 常に 祈る. 而 して 日々 の 一語 吾 最も 愛す， 余 は 

1 日 も 靈の糧 なくして 生く る 不能。 〇 黄白 二 大人 種 を 一 個の 鵝 卵の 内容と 假定 せば 如何なるべき や 〇 余 や 全世界 中 

最も 罪深き 者な リ、 而 して 己れ の 罪惡の 爲に自 から 地平線 上より 麼 落して 其 井底に 苦め る 時、 井底に 入りて こそ 初 

めて 白 晝眞の 星 光 を 仰ぐ を 得たり し を 喜ぶ。 〇 吾人 をして 己れ のみ 天國に \ る 者と ならしむ る ことなく、 行路に 惱 


む 者 を 伴 ひ相携 へて 歩み を 等 ふして 入る ものと ならしめ よ」。 〇 是等は 僅かに 其 二三の 例で ある、 日本 國到 

る 慮に、 支那に、 朝鮮に、 布哇 に、 米國 に、 メキシコに、 余輩の 兄弟 姊妹は 乾-多、 潜み 居りて、 各々 

其 持 場 を 忠實に 守り、 其れ 相應の 信仰の 戰 爭を戰 ひつ k ある、 彼等の 傳 道なる もの は 勿論 フ & ックコ 

1 トを 着けて 高 境より 叫ぶ 傅 道で はない、 然 かし、 鋤 を 取り、 槌を 手に しながら 爲る 彼等の 密かなる 

平；^ 的 傳道は 党に は 全世界 を 酷 化する に 至る ものである、 余輩 は 集まる に敎會 堂の 無い の を 歎かない- 

又 制度 を 以て 成る 圑結 一 致の ない の を 患へ ない、 我 倚 は 皆な 主ィ H ス キリ ストに 在て 兄弟 姊妹 である、 

我 儕 は 祈禱の 座に 於て (成るべく は 午後の 七 時に) 靈交を 結ぶ 一家 族で ある、 刃、 £^ き 

にして 我 倚 1^ 立 信者の 如き は あるまい、 水の 洗禮 もない、 葡萄酒の 晚餐式 もない 我 儕は强 固なる M 形 
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の 敎會を 作る 者で ある、 主 は 長久に 我 儕隱れ たる、 而 して 散亂 せる、 多くの 孤 獨の獨 立 信者 を 守り 給 

はん。 〇 在米 國 カリ ホル 一 1 ャ 4;  ロスアンゼルス 市 無名氏に 吿ぐ、 3M 愛に 溢る \ 君の 手紙と 其 中に 含ま 

れ たる 或 物 は 確かに 余の 許に 達せり、 其 時 余の 兩眼は 熱き 淚の 泉と なりし を 察せられよ、 余 は 太平洋 

の 此方に 在て 君の 如くに 戰 ひつ k あり、 叉 君の 如くに、 叉 君の ために 祈りつ、 あり、 「或 物」 は 君の 

命令に 從ひ 使用せ り、 君 安ん ぜょ、 更らに 祈 薄の 座に 於て 余 を 忘る X 勿れ。 明治 三十 八 年 四月 某日 

日本 ッノ ハズに 於て 編輯 生 

出征軍人の 感想 露 人の 信仰、 我國 基督 信徒の 無能と 屈辱 編輯 生 曰 ふ、 編輯 終らん とする 顷、 

戰 地より 左の 書翰 來る、 讀んで 胸の 張 裂けん とする 心地す、 嗚呼 戰爭！ 外國 傳道會 社の 釵を食 ひな 

がら 主 戰論を 唱道す る 我國の 基督 信徒！ 嗚呼 余 鞏又何 を か 云 はん。  (四月) 
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雜報、 廣吿、 其 他  六 二 ほ 

〇 本誌 改題 豫吿 余輩 少しく 令 曰の 必要に 鑑みる 所 あり、 兼ての 計畫に 基き >  次號 より 本誌 を 一 

『新 希望』 と 改題すべし。 〇 『新 希望』 は 第一 に 来せの 希望 を 歌 ふべ し。 〇 『新 希望』 は 第二に 地 j 

上に 於け る 平和 を唱 ふべ し。 〇 『新 希望』 は 第三に 總 ての 方面に 於て 擴大、 征服 (平和的)、 改善 を 一 

計るべし。 其 本誌の 繼承 者なる が 故に 聖書の 研究 を 以て 其 主題と 爲す こと は 言 ふまで もな し。 〇 改題 

と！！： 時に 少しく 體 裁の 變更を 行 はんと 欲す。 〇 改題なる が 故に 號數は 本誌の 後を逐 ひ、 第 六十 四號を 

以て 始む べし。 〇 改良 準備 幷に 主筆 休養の 必要 有 之 候に 付き 來る 五月 は 休刊 仕り 六月 十日 を 以て 新稱 

第 六十 四 號を發 行 仕るべく 候。 〇 更らに 年 來の誌 友 諸君の 贊助を 祈る。 定慣は 一 册 に付き 從 前の 通り 纩 

拾錢、 一 ケ 年分 今後 拂 a の 分より 金壹 圓と改 む。 〇 本誌 改題と 同時に 本社 を 新！ { 布 望 社と 改稱 仕る 可く 候。 ： 

叨治 三十 八 年 四月 聖書 研究社  _ 

直 II 信 捷報 今や 偸 快なる 通信 は 多く 戰 地より 来る、 先づ 第一 に 第九師 圑野戰 病院に 在て 看護の 聖 

職 を 執らる、 平 井 兄弟の 信仰 歌 を 紹介 せん。 (祈禱 の感) つ、 の 音 を 餘處に 聖書 を ひもとき て 木陰に 祈る 日々 ■ 

たの，，  、一れ！ 6 このよ S ち  ね ！？--」.-  れい  こゝ. 0  cfei  a  わか- 

の 樂 しさ  うき- 5 しの 繁き此 せに 幸 あれと 祈睛か はす 霊の はらから。 (雲間の 月〕 かきみだす 心の 雲間 縫 ふ 月の 若 一 

葉 を 漏る、 陰の さやけ さ。 (看護卒) 年 ふれ どお ひせぬ もの は i 石つ、 じゃまの 奥に も 花 は 咲きけ り。 〇 第三 軍機 一 

關砲隊 附の稻 垣 兄弟より 満洲に 於け る 基督 敎の狀 態に 就て 左の， 如く 報じ 來ら る、 神に 在る 者 は 敵地に 

在る も 叉 兄弟の 中に 在る を 知るべし。 「却 說く生 儀 先月 初旬 金 家 屯 滞 營の砌 り 同地に 於て 若干の 基督 敎徒 ある 

を 採 知し， 其の 侖 S 堂 を 訪ねて 謀らず も 此の 朔北 異域 の^に 幾多 熱心なる 主に よれる 兄姊と <w "見いた し 候 * 而 して 生 一 


は 此の 異邦の 兄弟の 感化に より 人に 自己の 靈 性的 危機 を 救 ひ 且つ 偉大なる 新 希望の 光明 を發兑 する を 得 申 候、 實 に 一 

主に よれる 同胞 は 1 E ^の 人 忽ちに して 相 信ずろ こと 故舊の 如く、 彼等 は 此の 萬 a の 遠征の 孤客 を 遇する 其の 家族の ， 

如く- 生 は 叉 彼等 を 得て 寂漠 の野幽 闇の 裡に 近遙 ふて， 優 さしき 一 片の蓳 花 を 尋ね 得た るが 如き 心地し、 歡 極まり； 

て 唯 だ 只 だ祌の 誘導 を 感謝す るの 外な かりし， 斯くて 我等 は 夜々 其の 食堂に 打ち 集 ひて 共に 祈り 共に 讚獒 し、 勿論 一 

彼等 は 淸語を 以て 生 は 我が 國詣を 以て， 互に 其の 慰藉 を 交換いた し 候。 當隊は 軍事上 幾程 もな く 他 へ韓 進いた し 候 

ひし 故 長く 彼等と 交 はる 能 はざリ しも、 彼等 は 能く 福 昔の 奥義 を 解し、 時々 相 集りて 聖書 を 講究し 主 を IS 美し * 其 一 

の 滅びなん としつ \ ある 自 國の 復興と 其の 頑迷な ろ 同胞の 救濟 のために 祈禱 いたし 居候、 而 して 彼等 は 眼前に 橫は， 

れる國 家の 危急と 矇昧なる 同胞の 迫害の 爲に 其の 信仰 頗る 熱烈に して、 皆な 協心 同 力 相 救助し、 思 を 共に し、 產 業： 

を 4i ハに し， 互に 共同 的 生活 をな せる 様、 恰 かも 使徒 時代- 3 敎會の 鹳有之 候。 信徒に は 寺小屋 的鄕 先生 あり、 職工 あ 1 

り、 農夫 あり- 荐カ あり * 皆な 平和 を 愛し， 勞働 を樂む 小ゼン トル マ ン なり， 不思議なる 事に は 清 人に は由來 無筆： 

多き に 彼等 は大拱 清譯の バイブル を 讀み能 ふ學カ ありし に 候。 生 は 我が 國 人が 常に 劣等 國 未開人 種と して 輕侮 嘲笑 一 

しつ つ ある 國に 此の 如き クリ ス チヤ ン ある を 兑て. 我國現 時の 狀態を 顧み 惭愧 の感に 耐えず、 - おに 背に 汗す るの 一 

心地 致し 候。 嗚呼 ユダヤ人 を 初めと しすべ て 信ずる 者の 救た る 福音の 力 は 讚む 可き 哉， 生 は 其 後 も 到る 處 にて 萬 一 一 

信； il^ はあり もやせず かと sah;^ の 餘暇搜 索 いたし 居候 處ー 一 三 の 地に 敎會 ある を见聞 いたし 候、 常 地 は It 平 城 西北 數 里ん 

蒙古の 境へ 僅か 二 里ば かりの 一 僻村に 候 得 共 略 三十 人ば かりの 信徒 有 之 候、 一 般に (お 地方 敎徒は 人間 も 頗る 質朴な 一 

る を 以て その 信仰 も單 純に して 聖書 的に 候、 法雍 門に は 英人ォ — -ー ー ル なる 宣 敎師來 住せられ 居候 由 >  生 は 其 如何 

の 人物なる や を 知らず 候 得 共 土人 は俛 牧師と 呼び 甚だ 尊敬いた し 居候。 聞く 近く 我等の 戰場 たる 可き 大建 八面 城、 _ 

舎 林. 奉 化 等 北 滿洲の 諸 都市 * 叉敎徒 微からず 候 由. 去れば 露 軍 を擊攘 して 北 9 方 TT^ ン  1 に 向て 進 革す るの 日 ま. 
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た 幾多 未見の 友と 相會 ふの 時 ある を 信じ 之 を樂み 待ち 居候」。 〇 在 滿洲征 露 之 一 兵卒と 記名し、 大文字 を以 

て 左の 短信 を途 られし 兄弟 あり、 「『新 希 紫』 の 發刊を 祝す。 倂而 時局に 際し * 偽善 社 會の鹽 となり. 大 活動 

を 祈る」。 〇 然れ ども 喜 信 捷報 は戰 地よりに 限らす、 善き 信仰の 戰 爭は內 地に 於ても 戰 はれつ」 あり、 

近頃 偸 快なる 昔 信 は 海の 北より 來る、 卽ち 左の 如し、 「拜啓 時下 益々 御 涛榮表 慶賀 候， 然者 過日 は 『新 希望』 

御 送り 被 下 奉 謝 候， 小生 は滿 腔の 熱誠 を 以て 其 生誕 を 祝し、 爾來 健在の 發 達と 貴下の 御^ 健と を 祈 候、 小生 も 漸く 

卒 素の 希望に 向て 一 步を 進め、 今囘官 海を辭 する の 期に 達し 當に大 に 新なる 希望 を 以て 〇〇〇〇〇 野に 自由の 生活 

を計營 せんとす るに 際し、 雜誌 『新 希望』 に 接する を 得た る は赏に 偶然に して 心中 不可 言 快感 を覺 へ、 記事 中の 「キ 

リ ス ト 敎の眞 意」 「地上の 天國」 「新生 命と 新 事業」 等 は眞に 余の 爲 めに レ ペレ ー ショ ン にして 犬に 勇 氣を得 申 候、 

何卒 小生 をして キリス ト 敎の眞 意に 適する ものたら しめん 事 を 御 祈り 被 下 度 願 上 候 草々 敬具」。 官 海を辭 して 

夭 然界に 入る、 是 確かに 大 向上な り、 余輩 も 何時か 硯筆 界を辭 して 君の 迹を逐 ひたく 求 ふ 3> 馬と や 

と 羊と は 人類よりも 劣等なる 動物な り、 而も 彼等 は 正直な り、 誠實 なり、 善く 神の 命を聽 くな り、 彼 

等と 偕に 聖書 を讀で 聖書 は眞 正に 解 せらる & なり、 敎界に 偽善と 簿 情と 詐術と 嫉妬と 惡 一一 一一 a と 多し、 夕 

張 山上 一輪 高き 邊に馬 を 秣ぅ者 は 幸なる 哉、 君、 夫れ 勉 めよ や。 〇 然し 喜ばしき 音 は 虚偽の 特産 地な 

る內 地よりも 來る、 酒 は 余輩の 大敵の 一 人な り、 彼 を 聖帝圃 ：2： より 驅逐 せんこと は 余輩の 目的の 一 な 

り、 而 して 今や 玆に义 彼の 堅城の 一 の 陷しを 聞く、 余輩 は 萬 歳 を 揚げて 此大 勝利 を 祝 せんと 欲す。 

「拜 啓， 拙者 は從來 非常の 飮洒 家に して 今年 二十 九 歳の 靑 年に 有 之 候へ 共 最早 十 华餘り 一 夜た り とも 酒 を 絶ちし 

事 無 之 候、 然るに 今： S 內村 先生の 國家 禁酒 論を拜 誦し， 時局に 鑑み 大に 感ずる 虚 あり、 爾後 斷然禁 可 致 考に有 之 

候、 就て は 今後 知 u 朋友 等の 交際上/ S を 薦められ 候 場合に は， 內村 先生の 禁酒 論壹部 宛を呈 して 禁洒の 意を發 表し、 


0^っ友人にも可成贊成を得んがため該角答パ ムフレ ット 第三 國 家禁洒 論少々 御 注文 申 上 候。 草々 敬具 (爲替 入)」。 

〇 斯の如 くにして 余 W の 小なる 事業 も 進みつ k あり、 角 华；： の 櫟林も 或る 意味に 於て は 一 の 小なる 大本 

營 なり、 喜 信 捷報 交々 來り、 余輩 をして 歡喜 措く 能 は ざら しむ、 願 ふ 天下の 同志と 共に 尙ほ余 W の戰 

爭を績 け、 酒、 不信、 懶惰 等の 諸 害 敵 を 悉く 平げ 盡し、 東洋に 止まらす、 全世界に 涉る眞 正の 平和 を 

確立 せんこと を。  (七月) 

〇 廣吿 地方の 誌 友 諸君に して 女子 を 東京に 留學 せられん と 欲する 方 は 小生 知人の 家に 其 監督 を 託せ 

らる k も 可な り、 御 一報 を 乞 ふ 內村生  (八月) 

〇 謹告 『角 ilin 聖書』 は 中止 仕らす 候、 或る 改良せ る 形 を 以て 狳々 と進涉 致し 居り 候、 神の 許し 給 ふ 

時期に 達す れば 諸君 の 前に 提供 せらる ベ く 候。 內村生  (九月〕 

輦毂の 下 は 紛擾 を 極め 候え 共 私共 一同 無事 平安に 御座 候 問 御 安心 願 上 候。 〇 或 ひ は 兵車 を 侍み、 或 

ひ は 騎馬 を 侍み とする 者 あり、 然れど 我等 は エホバの 神 を 侍む (詩篇 一 一十 篇七 節： T 新 希望 社 一 同 

(九 

〇 敎友會 の 設立 敎友會 は 本誌 年 來の讀 者の 信仰的 鼓に 友誼 的團 合な り、 去る 八月 屮に 計畫 せら 

れ、 九月 中に 少数の 敎友 中に 發 表せられ、 旣に數 箇所に 其 設立 を 見る に 至れり、 勿論 信仰的 團體 なる 
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が 故に 是に 心靈的 以外に 何の 義務 又は 貴 任 ある ことなし、 保羅 曰く 汝等 互に 愛 を 負 ふの ほか、 すべて 

の 事 を 人に 負 ふ 勿れ (tl マ 書 十三 章 八 節) と、 若し キリストに 在る 愛に 由て 繁 がる、 に 非 ざれば 我等 

を 結ぶ に 何の 繩索 あるな し、 內地叉 は 海外に 於け る 本誌 年 來の讀 者 諸君に して、 此會 合に 加 はらんと 

欲する 方、 又は 之 を 起さん と 欲する 仁 は 幸に 本社まで 御 一報 あらん こと を 願 ふ。 〇旣 に 設立 を 見し 地 

は 左の 如し、 越後 柏 崎 〇 同大 鹿 〇 同三條 〇 信 濃 上田 〇 東京 角 害 〇 上總鳴 濱、 其 他 設立 準備 屮の 所數箇 

所 あり、 左に 本會の 主旨： に會 則を揚 ぐ、 但し 會則は 所に 由り 多少の 變更を 加 ふる も 差 支な し。 〇敎 

友會 主旨 我等 神と 其 遺 はし 給へ る 獨子ィ H ス キリスト を 信す る 者 鼓に ffl 結んで 敎友會 を 組織す 父な 

る 神の 援助 を 得て 同志 相扶け 神の Is 曰に 合へ る 生涯 を 達らん こと を 期す。 〇會 則 一、 本會は 同志 二 

名 以上 ある 所に は 之 を 組織す る を 得べ し。 一 、 本會は 友誼 的圈體 なり 所謂る 敎會 にあら す、 故に 確 

寳 なる 基督教 的 信念 を 抱く 者 は 何人も 其會 員た る を 得べ し。 一 、 本會々 員は少 くと も 一 ケ年 以上 誠 

寳に 基督 敎的 生涯 を途 らんと 努めし 者に 限る。 一 、 本會々 員に して 未だ 獨立的 生涯 を 送らざる 者 は 

本會の 議事に 參與 する を 得す。 一 、 會 員は少 くと も 毎月 一 囘 (若し 出來 得るならば 毎日 曜日) 一 所 

に相會 し祈禱 讚美 感謝 を 共に し 且つ 同志の 安否 を 問 ひ哀樂 を頒ち 相互の 援助 を 計るべし。 一 、 各會 

毎に 幹事 一 名 以上 三 名 以下 を 選任し 本會の 事務 を委 ぬべ し。 一 、 本會々 員た らんと 欲する 者 は备會 

#員 三分の 二 以上の 承諾 を 要す。 一 、 在東京の 本會を 以て 中央部と 定め 各地に 散在す る 本會々 員の 

聯合 一 致 を 計らし む。 〇 會 員の 心得 一 、 强 ゆるに は あら ざれ ども 禁酒 禁煙 を努 むべ し。 一 、 出來 

得る 限り 日曜 m は 之 を 信仰 道德 修養の ために 用 ゆべ し。 一 、 毎週 幾千 かの 金 を 同胞 援助の ために 獻 

ぐべ し。  (十月 ソ 


〇 謹吿 小生 儀 先：： -來病 氣に權 り、 爲 めに 本誌の 編^ 意の 如くなら す、 且つ 少しく 發行 期日 を遲 れ^ 

段 御免し 被 下 度 候 內村鑑 三  (十月〕 

〇 去月 中に 設立に なりし 敎友會 支部 は 左の 如し 信 東穗高 敎友會 信 濃 東 筑摩敎 友， 會 信涯 小諸敎 

友會  (十 一 月) 

〇 新たに 設立に なりし 敎友會 支部 は 左の 如し 福島縣 伊達 郡 粟野 敎友會 岩 手 縣稗貫 那花卷 敎友會 

長 野 縣下高 井 郡 木 島 敎友會  (十二月) 

〇樂 しき クリスマスと 歡ば しき 新年との 讀者 諸君の 上に あらん こと を 祈る 內村鑑 三 一家 一同 

維 記 〇 敎友會 萬 歳！ 〇會 員 諸君の 幸福 を 祈る。 〇 支部 開設 十 に 及び、 會員百 十九 名に 逮す、 

尙ほ 新年と 共に 新たに 起らん とする の 兆 あり。 〇 我等 は キリストに 在る 靈の 兄弟 姊妹 なり、 同じ 生命 

を 呼吸し、 同じ 希 til- を懍 き、 同じ 患難 を 忍ぶ、 我等 は 祈禱の 友な り、 福音の 戰士 なり。 〇 支部 备自健 

在に 發 達しつ.. - あるが 如し、 或 ひ は 毎週 會 合する 者 あり (東筑 摩 支部の 如し)、 或 ひ は 隔週に 會 合す 

る 者 あり (山武 支部の 如し)、 小な りと 雖も 熱心なる 越後 大鹿 支部の 如き あり、 岩 手 縣花卷 支部の 如 

き は 在 來の獨 立 敎會の 異名 同體 にして 東北の 地に 善き 信仰の 戰を鬪 ひつ.^ あり、 海外 布 哇國に 於て 支 
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部の 起り し は 殊に 感謝すべき ことなり。 〇 更らに 年 來の誌 友 諸君に 祈る、 諸君に して 若し 御 差 支な き 一 

限り は 本會に 御入會 ありて 我等の 心 靈の關 係 を 一 歷 親密なら しめ 給 はんこと を、 我等 は 勿論 外形的 圓ー 

體に 重き を 置かす、 我等の 靈的 生命 は 深き こと 北氷洋より 流れ 來る 氷山の 如し、 其 八 分 以上 は 水 1^ 線. 一 

下に 在り、 然れ ども 殘餘の 二分 また 全く 輕視 すべきに 非す、 旣に 水平線 下に 於て 永久の 友た る もの、 一 

亦 水平線 上に 於て 一 圑の形 を 爲すも 妨げな かるべし、 是れ敎 友會を 諸君に 薦 むる 所以な り、 其 他に あ； 

らす。 明治 三十 八 年 十二月 二十日 內村鑑 三 誌す  i 

明治 三 卜 九 年 二 九 〇 六 年)  一 

寶船 我等の 寶は 友人で ある、 彼等より 送り 来る 手紙 は資 船で ある、 雨う して 角 害の 湊は 歳末 歲， 

始に 際して は斯 かる 船 を 以て 輻輳す る、 左に 載す る 者の 如き は 其 三 四に 過ぎない、 然 かし 其 最も I ^き！ 

代表者で ある、 世 は 戰勝を 以て 誇る の 外、 他に 喜ぶべき ことなき 時に 方て、 我等 は 人 を 殺さす、 金 を •； 

も 儲けざる に、 歡喜を 以て 充ち 溢れる、 キリスト を 信す る， こと は此 世から しての 大 利益で ある、 我等： 

は 世の 富者、 貴族 輩に 聞かん と 欲す、 君 等に 我等が 有つ 百 分の 一 の快樂 ある やと、 羨むべき は 彼等で 

はなく して 我等で ある、 我等 は此 I の 塵芥の 如くに 思 はるれ ども 實は此 世の 王で ある。 (j) 安藤 火 

二 郎君 は 身に 1 物 を 有するな く、 今や 不治の病に 催り、 他人の 家に 客た る 者な り、 若し 世に 不幸なる 

者 ありと すれば 君 は實に 其の 人な り、 然れ ども 君 は 失望 悲歎の 人に あらざる なり、 左に 揭 ぐる 君の 年， 

賀の辭 を 見よ、 君 は 今や 君の 翼 を 張て 天 を 指して らんと する の慨 あり、 世の 王侯貴族 にして 君の 如 一 


くに 喜々 たる 者 はぎ 處に 在る や、 余輩 は 君の 端 書に 接して 君の ために 泣き、 又 君に 此勇氣 を 賜 ひし 愛 

なる 神 を 讚美せ り。 (二) 玆に屮 I 雲 松 江. le 高 橋 八重 子姊 より 送られし 信仰 歌 三 首 あり、 以て 吾人 新年 

の 愛吟と なすに 足る。 (三) 水 野い し姊は 七十 歳餘 りの 寡婦な り、 三 四 年 前に 最愛の 獨子を 失 ひ、 今 

は單 獨寄邊 なきの 人な り、 世の 人な らんに は 老境の 悲歎 遣る 方な きに、 此人 未だ 曾て 一 囘の 愚痴 を 余 

顰に 書き送られし ことなし、 今年 も 叉 左の 如き 歡 喜の 信書 あり * 戰 勝の 後に、 海軍 士官 一人 を キリス 

トに 導か さして 戴きたり とて 感謝す、 彼女の 老年 は實に 羨むべき ものなら す や。 〇此 他 尙ほ歡 信 喜 tn 

多し、 我等 は斯 かる 寶の 寄贈 を 受けて 最も 歡 ばし き^を 迎 へたり、 我等 は 今年 もまた 神の 僕と たりて 

働ら き、 明年 も 又 其 歳の 始めに 於て 更らに 貴き 寶を賜 はりて 善き 初夢 を 結ばん と 欲す。 (ー月) 

〇 友誼の 交換 本年 も 例年の 通り、 然 かり、 例年より 多く、 全闕、 海外、 ； に 出征 中の 譲 者 諸君より 

歳末 歳 始の賀 狀を賜 はりたり、 玆に 篤く 諸君の 厚意 を 謝し、 併せて 主ィ H スキ リストの 恩、 神の愛、 

聖靈の 交 はり、 我等 すべてと 偕に あらん こと を 祈る。 干 九 百 〇 六 年 一月 內村鑑 三 

〇 其 後 設立に なりし 敎友會 支部 左の 如し 陸 輿 國弘前 敎友會 上野 國前撟 敎友會  OH0 

敎友會 は 何で あ る 乎 

敎友會 は 何で ある 乎。 〇 敎友會 は敎會 ではない、 勿論 其 幹事 輩の 勢力 擴 張の ための 機關 ではない、 

我等 は 今の 敎會 なる 者の 建德養 信の ための 好機 關 でない 事 を 知る、 故に 新たに 敎會を 起して 同じ 經驗 
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を 繰 返さん とは爲 ない。 〇 敎友會 は 敎友會 である、 卽ち靈 的 友誼の 交換 會 である、 それ 丈け である、 

雨う して 我等 は それ 以上 を 要求 しないの である、 我等の 中に 一人の 敎 役者なる 者 はない、 我等 はすべ 

て 普通の 勞働 者で ある、 神と 己の 腕より ほかに 何の 頼る 所の ない 者で ある、 我等 はすべ て 平信 者で あ 

る、 我等の 中に 特別に 神の 聖召を 被りたり と稱 する 牧師、 監督、 傳道師 の 如き はない、 然 らば 我等が 

基督 信者た るの 證據 は何處 にある 乎と 問 ふ 者 も あら ふ、 然り、 我等の 信仰 は 免許 傳道師 より 受けた 免 

O0O0OO0O0000O00O0OO00O0OOO0OO0OO-J0 

許 信仰で はない、 我等が 基督 信者た るの 證據は 我等 各自が 此 世より 受けた る 多少の 迫害で ある、 使徒 

パゥ a は 曰 ふた、 今より 後、 誰も 我を擾 はす 勿れ、 そ は 我れ 身に イエスの 印 記 を 佩び たれば 也 (加拉 

太 書 六 章 十七 節) と、 我等 敎友會 員 各自 もまた 多少 「イエ スの印 記 を 佩びた る」 者で あると 信す る、 

卽ち 我等 备自の 信仰の 量に 從ひ、 或る 種の 十字架 を 負 はせられ 叉 負 ひつ k ある 者で あると 信す る、 是 

れが 基督 信者た るの 何よりも 好き 證據 であると 思 ふ。 〇 重き 十字架 を 負 はせられ たる 者- 或 ひ は 今尙 

O0OOOOO0OO00  0OO0  OO0OOOOOO  ち ひさ 

ほ 之 を 負 ひつ & ある 者の 友情 交換 會、 是れが 敎友會 である、 至て 微少い 會で、 全く 隱れ たる 會で、 人 

の 目より 見れば 全く 取る に 足らない 會 である、 然 かし 我等 は斯 かる 會合を 愛する、 爾 うして 我等 は 基 

督敎會 なる 者 は 元は 斯ん な會 合であった ので はない 乎と 思 ふ。 〇 故に 敎友會 は會員 募集 に從 事し ない、. 

叉 殊更ら に其增 加 を 望まない、 来る 者は歡 んで迎 ふべ し (勿論、 彼に 「ィ H スの印 記」 を 確認した る 

後に)、 去る 者 は 迹を逐 はざる べし >  我等 は靜 かなる 勤勉なる、 獨立 生涯 を 愛する、 旗喊を 立て \ 世 

を 我等に 降服せ しめんと は爲 ない。  (a.:-) 


自分の 事に 就て 申ヒ候  內 村お 三 

■ ト生儀 去る 一 月 十五 日朝より 原因不明の 醫、 然 かも 頑固なる 熱病に 權り その 治療 に 種々 手 I 

は 候？ トの X しも 下 熟せす、 犬に 困却いた し、 止む を？、 

三の 兩友人 こ 任 かし、 專ら治 療に意を 注ぎ 居り 候處、 幸に して 二月 二日に いたり 平 t に" 期 

""間 「自分の 事ながら 年來の II に 於て-御 安神 被 下 度 候、 且つ 餘り廣 くこ は、 を I ほ 

0^p.n 或は 霊 を 以て、 或は 5 を 以て、 或は 特に 遠路 御 來訪被 下、 褥 中に 

ち 4 唯 Is に 咽び 候の みに 御座 候、 何れ 尙本靈 には靈 曰 を 要し 可 中、 從て雜 誌 il の 

如 4 らす i へ 共 「そ S は 特に 御 S 被 下 度 偏に 願 上 候、 小生 は 僅かの 疾病の 爲め化 ffft^ 化 f 

ヒ 尊き 匿 を放 霧ら s、 靈 Q 本復 S て 5 主 Q 爲め feisf 候。 審が 外なる 入 

(哥後 四 0 十六)。 (褥 中ロ 傅)  (三月.) 

つ 稱 S 舊に f  V 請吿 本誌 はもと 『聖書 之 研究』 と稱 したりし が 昨年 五月 『新 I』 と改 

而". ； 少しく I の 霞に M ひたり けん、 讀 者は I 以前に 比し 殆んど ー垂を 1:1 

〇然.^も本誌の內客は|とし5|研究なり、 集 は 特に 來 S 霞に 就て 語らん と I 

) ，も、 靈的 生命 保全の 必要 上、 常に 基督 敎々 理の 全體 に 就て 語らざる を 得 ざり き、 故に^ f は 一 i 

fs 川の 目的よ 之 S したらん も、 余， 特に 改題 其 物の 目的 を 達する こと 能 は ざり 气 是れ 特に 个 

f の iri きるべし、 人生 常態の 然 らしむ る 所な りと 信す。 〇 殊に 『研究 誌』 の 名 は 蒙 の讀 者 
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に 由て 忘れられざる なり、 彼等の 多數は 今に 至る も 猶ほ之 を 『聖書 之 研究』 と 呼んで 止ます、 『研究 

誌』 の 名 は 深く 彼等の 心に 彫 まれし が 如し、 今に 至て 新 名稱の 取て 之に 代 はり 得べき にあら ざるが 如 

し。 〇 『聖書 之 研究』 の 名 はまた 海外にまで 知れ渡る に 至れり、 信書の 歐洲 より 余輩の 手許に 達する 

者に して 日本 東京 『聖書 之 研究』 一 名 『基督の 爲め 國の爲 め』 雜誌記^？の宛名を以てする者多し、 深 

く 內地讀 者の 心に 彫 まれし 此名稱 はまた 廣く 外人の 知る 所と なれり。 〇 名 は實を 示さ ごる ベから す、 

基督 敎の 聖書の 研究 を 目的と する 本誌 は 『聖書 之 研究』 と稱 する を 可とす。 〇 名 は 最も 深く 人に 愛せ 

られ、 又 最も 鹿く 知られた る 者 を 良しと す、 旣に 海の 內 外に 知れ渡りし 本誌の 舊名は 之 を 復活せ ざる 

ベから す。 〇 余輩 はまた 更らに 言 はんと 欲す、 名 は 少しく 聞こえ 惡し きを 良しと すと、 そ は 聞え 善き 

名 は 腐敗し 易ければ なり、 非 基督 敎國 なる 日本に 於て は 聖書の 名 は 新 希 の それよりも 聞こえ 惡し、 

而 して 聞こえ 惡 しき 丈け それ 丈け 世の 腐敗に 染 むの 危險 勘し、 余輩 は 美名 を 以て 世 を 余輩に 引附 けん 

こと を 懼れ玆 に 再び 不人 なる 『聖書 之 研究』 に歸 らんと 欲す。 〇 若し 夫れ 舊名 復活に 由て 多少の 讀 

者 を 失 ふこと ある も 余輩の 得る 所 は 優に 失 ふ 所 を ふに 足るべし。 〇玆 に 謹んで 名 稱復舊 を 諸君 讀者 

に廣吿 す。 〇 次號 より 本誌 を W び 『聖書 之 研究』 と稱 すべし。 〇 號數は 勿論 本號の 後を逐 ふべ し、 

記事 體裁等 は 舊來と 少しも 變る 所な し。 〇 更ら に讀者 諸君の 赞助を 祈る。  (a ガ：) 

〇 改題 謹告 本誌 事次號 より 舊 名に 歸り 『聖書 之 研究』 と 改題 致し 候に 付て は 本社 も 自今 舊 名に 復し 

『聖書 研究社』 と改稱 仕り 候 間讀者 諸； K に 於ても 左様 御 承知 被 下 度 候 明治 三十 九 年 四月 新 希 §1- 社 

AN  IMPOR.TANT  ANNOUNCEMENT.  This  Magazine  shall  resume  its  former  title,  and  l>e 


again  called  SEISHO-NO-KENKYU  cwiblical  study)  from  the  next  issue.  Shinldbo-sha,. 

April,  1906. 

〇 課題 の 設置 に 就いて 本誌 に 於て 今後 毎號 課題 を^け , 之に 對す る讀者 諸君 の簡 短なる 說明、 

感想、 义は 信仰 歌の 寄途を 乞 はんと 欲す、 ，寄途 文 はすべ て はがき 一 枚に 記入し 得る もの を 限りと す、 

別に 報酬 を呈 する 能 はす、 揭 載の 寄 送 文に 對し雜 誌 一 册、 又は 角普パ ムフレ ット三 冊、 又は 約 百 記 註 

解  一 ^を 御 指 命に 從ひ呈 送すべし。 〇 左の 聖句を 以て 次號の 課題と 定む。 彼 得 前書 二 章 二十 s: 節。 〇 

原稿 ズ 3- 四月 三十 H 內村鑑 三 由 す 

〇 課題 編お ，门 す、 本 課題に 對し 感想 叉 は 詩歌 又は 實驗談 を 送られし 本誌 讀者 諸君 はすべ て 二十 名、 

何れも 深き； i 昔 的 信仰 を 表 はし、 本誌の 深く 榮譽 とする 所な り、 紙面に 限 有り、 悉く 之を揭 載す る 能 

はざる を悲 む、 尙ほ眞 率の 筆を揮 はれ 續々 寄贈 あらん こと を 乞 ふ、 撰に 當 ると 否と は 諸君の 多く 意に 

介すべき ことに 非す、 唯 諸君の 心情と 見解と を.^ 輩に 知らし めよ、 而 して 諸君と 余輩との 問に 深き 靈 

的 關係を 成立た しめよ〕 〇 次號 課題 は 左の 如し 基督 信徒の 婦 德 彼 得 前書 三 章 三、 四 節。 C 五 H0 

〇 紙面 緊縮に 就き 豫吿 紙 價騰贵 に付き 現 時の 定價を 維持 せんた め 本誌 次號 より 從來の 六十 K 頁 を 五 

十六 頁に 減じ、 之れ と 同時に 更らに 記事の 精選 を 行 ひ、 一 頁に 對 する 字 數を增 加し、 以て 小に して 力 

ある 雜 誌た らんこと を 期す、 玆に豫 め讀者 諸君に 謹 4fc す。 聖書 研究社 
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神 若し 許し 給 は f 次號 より 再た び 約 百 記 註解 を 始めん と 欲す。  (五お) 

〇 課題 本號 課題に 對し 寄贈 文 を 送られし 讀者 諸君 はすべ て 二十 五名、 諸君の 好意 を 謝す" 〇 次號課 

題 神の 無窮の 言葉 彼 得 前書 第 u::+ 第二 十四、 二十 五節。 〇 寄贈 \ 切 六月 三十日。 〇 第壹 等に 對し 

て は 『逆境の 恩寵』 一部、 其 他の 揭載 文に 對 して は 角 害 バム フレット 三部 づ、 を呈 す。 〇 寄書 はハガ 

キ 一 枚に 記 人し 得る 者に 限る。 〇 當 撰す ると 否な とに 係 はらす、 綾々 寄贈 を 乞 ふ、 記者が 讀者 諸君の 

信仰の 狀況を 知る ために 最も 有益な り。 〇 寄書 家 は 記者まで 其 姓名 住所 を 通知 せらる &を耍 す、 之 を 

爲 さざる 者の 文 は 載せす、 徂し 本名 を 誌上に 表 はすと 否な と は 寄書 家の 自由に 任 かす。 (六月〕 

〇 課題 本 課題に 對 する 應答 はすべ て 五十 通、 深く 寄 送 者 諸君の 好意 を 謝す、 神の 言葉に 對 する 諸君 

の 熱心 を 見て 非常に 歡ぶ、 向 ほ績々 と 御 投稿 を 乞 ふ。 〇 八月 分課 題 堕落 信者の 狀態 彼 得 後書 二 章 

i: 、廿 一、 廿ー 一節。 右應募 編輯の 都合に より 七月 一 一十 n 限り。 第 一 等に 對 して は 新版 『求 安錄』 一 冊 

に 著者の 姓名 を 自署して 進呈すべし。 應募 概則 は 前 號の卷 末に 於て 見られた し。  (七 ガ) 

〇 課題 本 課題に 對し讀 者 諸君より 送られし 感想 は 僅かに 八 通、 中に 第一 等と 認 むべき 者に 見 當らざ 

りし を悲 む、 蓋し 例月に 比し 考案 日 數の少 かりし に 由るな らん、 次 0： より は 更らに 振て 御 投稿 あらん 

こと を §卞 "む。 〇 次號 課題 は 左の 如し 提摩太 前書 一 章 十五、 十六 節。 原稿/切 十月 三十日。 答 文 一 人 

に付き 六 百 字 (假名 共に) を 限りと す。 第一 等に 對 して は 金 壹圓の 書籍 券を呈 す。  (十月，) 


〇 謹吿 自今 小生 萬 一 病 氣义は 其 他の 止む を 得ざる 事故の ため 執筆 致し 難き 場合 有 之 候 節 は 其 月に 限 一 

り 本誌 休刊 致し 候 問 此旨豫 め 御 承知 置 被 下 度 候。 十月 內村鑑 三  一 

笑 ひ 草 當 所に 九 歳の 小兒 あり、 近頃 小學 校に て少 しづ i 漢字 を 習 ひ 得て 大 得意な り、 聖書 研究社 一 

の 社の 字 を 「ヤシ 口」 と ぎみ、 セ イシ ョケン キゥ ヤシ 口と 稱す、 我等 大人 之 を 聞て 大に感 する 所 あり、 

曰く 「神社 たれ、 商社た る 勿れ、 永久に 聖書 研究 ヤシ 口 たれ」 と。  (T  二月) 一 

〇. 祝賀 樂 しき クリスマスの 讀者 諸君の 上に あらん こと を 祈り 上 候。 明治 三十 九 年 十二月 內村鑑 三 

一家 一同 

明治 四十 年 二 九 〇 七 年) 

〇 感謝 全 國幷に 海外の 讀者 諸君 二百 〇 七 名より 歳末 歳 始の御 慰問に 與 かり^に 厚く 御 禮申上 候、 諸 一 

君の 御 姓名 は 之 を 友人 錄に 留め 永く 記憶 仕るべく；^。 明治 四十 年 一月 內村鑑 三  i 

〇 謹吿 小生 偶 今年 も 亦 昨年と 同じ 疾病に 催り、 爲 めに 今月分 雑誌 編輯 意の 如くなら す、 偏に 讀者諸 一 

君の 御 寛容 を 乞 ひ 申 候、 但し 至て 輕症 にて 旣に略 ぼ 本復 致し 候 間 乍 餘事御 安心 願 上 候。 二月 內村鑑 
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三 

〇 一 月 分雜誌 (第 八十 三號) は 旣に賣 切れ 中 候。 〇 角害パ ムフ レツ ト第九 『基督 敎 と社會 主義』 は 近 

n の 中に 發行相 成るべく 候、 ニ者を混同する者の迷を解くためには至て有用なる短論文と^^候、 傳道 

用と して 御 使用 あらん こと を 望み 候。 聖書 研究社  (二月) 

〇 『研究』 讀 者の 慈善心 木 村蓮峯 君の 筆に 成りし 在 信 濃蒿科 家に 係 はる 記事の 本誌の 紙上に 現 はれ 

し 以來、 暖かき 同情 は國の 四方より 到り、 日なら すして 豫想 外の IM 情 物 を 難め る 家族に 送る を 得て <^ 

輩 は 感謝の 至りに 堪えす、 我等 ィ H スの婢 僕た る 者に 取りて は 慈善 は 最大の 善に 非す、 然れ ども 慈善 

は 確かに： _ 取大 の快樂 なり、 與 ふる は受 るよりも 幸福な り、 而 して 我等 は 今： i: 少しく 此 幸福に 與 かる を 

得て 神に 感謝して 止まざる 也。 〇 今日までに 受取りし 金員 總額金 拾 壹圓九 拾 九錢五 厘、 寄贈者 總數 

三十 二 名、 寄 者 姓名 幷に 各自の 寄附 金 は 先方に 通知せ り、 兹に 諸君の 厚意 を 謝し、 ィ H スの 恩寵の 

諸君の 上に 裕 かならん こと を 祈る。  (三月) 

〇雜 誌代 御 送金の 便法に 付き 讀者 諸君に 謹告す 本社 儀、 今般、 本誌 讀者 諸君 雜誌竝 に 書籍 代金 御拂 

込の 御 便宜 を 計り、 遞信省 振替 貯金 口座に 加 人 仕 候 問、 今後 は 此方 法に 由り 御 送金 相 成 候 はぐ 御 便利 

と^ 候、 此方 法に. E らんと 欲せら る& 節は最 寄の 郵便局 乂は 郵便 受取 所に て 振替 貯金 拂込 用紙 を 御請 

求の 上 (無代 價 にて 渡し 吳れ 候) 本社の W 座 番號幷 に 御 送金 高 を 表面に、 裏面の通；^-欄とぁる所に雜 


誌代 金： E 月 分 其 他の 用 向 を 御 認めに 相 成り、 其の儘 金額と 共に 郵便局 叉 は 郵便 受取 所へ 御 差 出に 相 成 

候へば、 爲替料 郵便 書留料 ー錢も 要する ことなく 安全に 本社に 屆き申 候、 但し 金 五拾錢 以下の 御 送金 

に は必す 別に 金 戴錢御 添へ 被 F 度 候。 東京 府下 淀 橋 町角 苦 一 〇 一 振替 貯金 口座 番號第 七 四 九 八 聖 

書 研究社 

〇 次 號豫告 次號を 二倍 となし、 七、 八 兩月分 を 同時に 發行 仕るべく 候、 …… 。 G 次號 課題 左の 如 

し 余 は 『聖書 之 研究』 雜 誌より 何 を 得し 乎 此課題に對し讀者諸1^^ょり多數の答文を得て座ながら 

全 國の敎 友 諸君と 共に 樂 しき 夏期 懇話 會を 開かん と 欲す、 續々 と 御 投稿 を 乞 ふ、 原稿/切 六月 三十 =1 一 

村鑑三 

〇 謹 謝 老父 永眠に 就きて は 多 數の讀 者 諸君より 厚き 御 同情 を 御 表し 被 下 御 深 情の 3- 幾囘 にも 有難 奉 

^候、 に 謹んで 誌上 を 以て 御 厚 禮巾上 候。 €： 村鑑三  (六月し 

〇 謝吿 前號を 以て 本 月 七、 八兩月 分の 本誌 を 一 一倍 號 として 同時に 發行 致すべき やう 豫吿 致し 候 所、 

其 後、 編輯、 印刷、 發送 等す ベて 不都合 多き 事 を發見 致し 候に 付き、 右 豫吿を 取消し、 本 月、 來 H 共 

矢. „ ^り 例月の 通り 別々 に發行 致し 候 問、 左様 御 承知 被： 卜 度 候 * 且つ 豫吿 粗漏の 段 は 幾重に も 御 容赦 被 

下 度 候。 聖書 研究社  C 七月. - 
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雑報、 廣吿、 其 他  六 四〇  一 

鳴 懇話 會 敎友會 第一 一！： 夏期 懇話 會は 過る 八 爿 三日より 七日まで 五日 間、 千 葉 縣山武 郡鳴濱 

村 大字 本 須賀海 保 竹 松 氏の 宅に 於て 開かれた、 來り會 する 者 四十 餘名、 其 半 數は其 地 附近の 者で あつ 

て、 其餘 の半數 は全國 より 集ひ來 つた 者であった. 遠き は 肥 前 長 崎、 陸 中 花卷、 越後 大 鹿より、 近き 一 

は 東京、 常 陸より、 炎熱 を 冒して 集ひ來 つた、 純然たる 靈的會 合であって、 いと も樂 しきもの であつ _ 

た、 或 ひ は 附近の 川に 漁り、 或 ひ は 太平洋の 水に 浴び、 朝 は 講じ， 夜は談 じ、 其餘は 遊んで 食て 寢て： 

暮らした、 依て 知る 此會 合の 我等の 大 運動 大 活動 大 飛躍でなかった こと を、 我等 は縣 知事よりも、 郡" 

長よりも、 否な、 村長 閣下より すら 何の 招待に も與 からなかった、 我等 は 叉 ー錢ー 厘の 寄附 を 高貴の 一 

人に 乞はなかった、 而 かも 最も 有益に して 最も 力 ある 會合を 得た、 殊に 九十 九 里 沿岸 ー帶の 地、 四方 一 

一 岳の 視線 を 遮るな き 所に、 夕陽 金 繡を纏 ひて 地平線 下に 下る 偉觀は 稍ゃミ シ シ ッ ピ 平原の それに 似 

て强く 我等の 美感 を 動かした、 神と 聖書と 友情と 天然、 是れ ありて 我等 は 五日 問、 此 罪の 世に 在りて 

稍 や 天國の それに 似た る 生涯 を 送った。  (九月) 一 

〇 謹告 少しく 事業の 擴張を 計らん ため、 且つ は更 らに靜 かなる、 更らに 自由なる 所 を 求めん ため、 

今般 本社 幷に 小生 義、 當 角^より 程遠から ざる 左の 所に 移轉 致し 候 問讀者 諸君に 於て 左様 御 承知 被 下 

度 候、 〇 東京 府ド豐 多 摩 郡 淀 橋 町 字 柏木 九 百 拾 九 番地 (九 一 九) 〇 就て は 来る 十 一 月 一 日 以後 本社 幷ー 

に 小生に 達すべき 郵便物 は 新 住所へ 向け 御 發送被 下 度 右 謹で 廣吿仕 候 也。 聖書 研究社、 內村鑑 三 .1 

0  0  0  よろ ひ  _ 

新 住所 は 小字 を蜀 江山と 巾し、 舊甲 武鐵道 大久保 停車場より 两へ ra 丁餘の 所に 御座 候、 鎧 神社 附近 一 

と 御 尋ねに 相 成り 候 はば 判 かり 申すべく 候。  (十月) 


〇^#  on 村 生 著 英文 『日本 及び 口 本人』 は 這 般义獨 逸國に 於て 其 國語を 以て J さ iisG ぎ ohar- 

:a.ktel.lsepfe の 題目の 下に 發 行せられ たり、 丁 瑪譯も 旣に着 乎せられ たりとの 報 あり、 歐洲 大陸に 於 

て余繁 は 益々 善き 友， を 作りつ、 あり。  <1 一 ど 

〇 祝賀 今年 も亦樂 しき クリス マスと 喜ばしき 新年と 讀者 諸君の 上に あらん こと を 祈る。 明ュ Hi:  — 化 

十二月 東京 府下 淀 橋 町 柏木 九 一九. 內村鑑 三、 家族 一同 

〇 次 號卽ち 新年 號 課題 は 左の 如し 〇 新年と 新生 〇 人、 若し 新たに 生れす ば 神の 國を 見る こと 能 はす 

(約 翰 傳三章 三 節 )o 人、 キリストに 在る 時 は 新たに 造られた る 者な り、 舊きは 去りて 皆な 新ら しく 

I： るな り (哥林 多 後書 五 章 十七 節 )0 注意 讀者 諸君に して 未だ ー囘も 課題 を 試ら れ ざる 者 多し 、ヘル 

輩 は 諸君が 奮然と して 之に 應ぜら れんこと を 切び _ ^す、 文の 拙劣 は 決して 意と なすに 足らす、 然り 文 

の 拙劣 は 反て 眞心を 現 はすに 能 あり、 唯 諸 1_ が 言 はんと 欲する 所 を 言へ よ、 諸君の 確 心 は 多くの 同志 

を 益すべし。 〇 原稿 締切 一 月 五日、 担し 成るべく 早き を 好し とす。 

〇 那貌 利三郞 內村生 ft す、 那須 界は此 等の 事に 就き. 水き 經驗を 有し、 余の 今 囘の小 建築 幷に 移轉は 

十べ て 君の 深切なる 設計 井に 監督に 依る もの 也。 

W 治 四十 年  六 四】 


雑報 SS 吿、 其 他  .7 四 二 

明治 四十 一年 二 九 〇 八 年) 

〇 謝辭 本誌の 讀者 二百 六十 ra 君より 歳末 歳始の 祝福の 辭を 送られたり、 玆に 厚く 諸君の 好意 を 謝す- 

尙ほ 今年 も 亦 諸君と 共に 善き 信仰の 戰 爭を鬪 はんと 欲す。 干 九 百 八 年 一月 內村鑑 三 

〇 前號 所感 編輯 生 曰 ふ、 ：. 母 號讀者 諸君より 此 題目に て 寄書 あらん こと を 望む、 但し ハガキ 一 枚に 書 

. き 得る 者に 限る、 原稿 ズ切 毎月 末日の 事。  (三月) 

〇 謹吿 聖書 講演 會に 就て 本誌の 讀者 にして 一 ケ年 以上 購讀 を繼 綾せられ し 方 は 毎日 曜日 午前 

. 十 時より 本社に 於て 開會 する 聖書 講演 會へ 出席 せらる」 も 差 支な し、 但し 左の 件々 に 注意せられ たし _ 

一 、 出席 せんと せらる \ 方 は 御自身 本社 を 御 来訪せられ、 豫め 許諾 を 得られた し。 一 、 出席すべき 敎 

.會 を 有せら る. 1 方 は 特別の 場合 を 除く の 外 は 本 講演 會 への 出席 を差控 へられた し。 一、 傳染 病に 摧ら 

る k 方 は 出席 御控へ ありた し。 聖書 研究社 

〇 第百號 感謝 會に 就て 〇 祌 若し 許し 給 は 来る 六月 を 以て 本誌 は 其 第百號 に 達し 申すべく 候 

叉 本年 は 小生が 雜誌 執筆に 從 事して より 第 十 年に 當り申 候、 就て は 聊か 感謝の 意 を 表した く、 切に 

年來 の 讀者 諸君 の 援助 を 仰ぎ 度 候。 〇5: 地 及 海外 の 讀者 諸君 より 左の 課題に 對 して 簡單 なる 答 文 を 賜 


まり 度 候 『1?.^ きお li』 但し 原稿 ズ切 五月 一 一十 U の 事。 0 本誌 第 一 號 よりの 讀者 諸君 は 其 宿-助 御 

ひき 如^。  0 六月 五日 を 以て 故 今 井 樟太郞 氏 遣 族に 由り 同氏 紀 念のために 本社の 

吏 用 こ 典せられ し 今 井 誼 の 館 式 を 行 ひ 申 候。 〇 同 六日に は 本社 邸內に 於て 讀 者の 懇親 會を 催す 一 

/Tr/  {  J  尸  ムニ ノ看 -1  00〇0〇000000〇000〇00000000 一 

ベく 候、 殊に 地方 蕷者 諸君の 御來 を 望み 候、 本誌 第一 號 よりの 讀 者に 限り 御 申 越の 順序に 從ひ 二十』 

ふ 一， si, へケ？ い i。  0 同 七日 を 以て 同志 講演 會を 開き^ 候。 0ー年以上の讀- 

f^^、！^^,^.s;&i^iiili^^l...^i。  0 尙ほ此 感謝 會の 上に 恩 意の 裕 かならん こと を 御 祈り 被 f 

たく 候。 月 聖書 研究 做、 村鑑三 讀者 諸君 各位 

一 

一 

0 第百號 感謝 會 〇 神の 恩惠に 由り 次號を 以て 本誌 は 其 第 百號に 達し 申すべく 候、 (^下^上) 

0 準備の 都合 有 之 候に 付き 御 來會の 方 は 五月 卄五 日までに 其 旨 御 通知 被 下 度 候、 御 通知 無 之 場合に は 

入場 御斷 はり 申 上 候 も 御免し 被 下 度 候。 〇 道案內 舊甲武 線 大久保 停車場に て 下車、 其れより 西へ 三 

丁餘、 地方より 来らる. 1 方 は 山手 線 新宿驛 にて 下車の 上 電車へ 御 乘換の 事。 五月 聖書 研究社、 內村， 

鑑三 讀者 諸君 各位  一 

予と 硏究誌 我等の 望み 乂た 喜び 叉 誇りの！： 免 は何ぞ や、 我等の 主 イエスキリストの 臨らん 時 其ぶ J 

に 於け る汝 等なら やや、 汝等 は沟に 我等の 榮ぇ又 喜びた るな り。 テサロ 一一  力 前書 二 章 十九、 二十 節。 

〇 東京 內村鑑 三 (本卷 「聖書 之 研究の 發 行に 就て」 中、 「予と 研究 誌」 參照 )〇 陸 中 長 南米 之 助 (略) 

内 村 生 曰 ふ、 讚 辭當ら す、 余 は 主に 使役 せられて 僅かに 小事 を 爲すを 得しの み、 願く は 益々 余の ため 

m- 治 11 十一 年  六 sill  • 


雑報、 廣ル〕 、其 他  六 m™: 

に-まれ。 〇 相模 寺 島 望 海 (略) 內村生 曰 ふ、 明 rtl に 本誌の 缺點を 指摘 せられし を 謝す、 企 聚は壤 ち 

しのみ ならす 建てし と 思 ふ、 神の 義 のみなら す 其 愛を說 きしと 信す、 余輩 は 自身 義人と して 神の 前に 

立 つ 者に 非す、 赦 されし 罪人と して 單 へに 其 恩惠を 仰ぐ ものな り、 余 は 斯く己 を 君に 紹介す る 能 は 

ざり しを悲 む。 0 後志 松 本大平 (略) 內村生 n ふ、 君の 謙遞、 返て 余 を 赤面せ しむ。 P お .yfj?" 

4 平 川 客 八 (略〕 ，1: 村 生 s ふ、 無敎會 主義 を 採る 余！ にして 君の 如き 忠實 なる 敎會の 役に を 作る の 一 

助と なる を 得し は 余輩の 感謝し て 4- まざ る なり。 〇wh の 外、 左 の 諸君より 所感- X を^^ ら れ たリ、 

M: く 諸君の 好意 を 謝す、 紙數に 限り あり、 之 を 悉く 揭 ぐる 能 はす、 諸君の^！恕を仰ぐ" $ 

最初の 同情者 (本誌 第一 號 より：) 〇 今 井 樟太郞 氏 (略) 內村 虫：： ふ、 ； i ；、 今、 大阪市 外 永- R の 墓地 

に 眠る、 而 して 木： は < 尙：； ^在して；^ の 紀念館 は 本誌の 用に 供せられ たり、 本誌が 君に 負 ふ 所 甚だ 多 

し、 感慨 M ぞ 堪えん。 〇 佐々 城 璺壽氏 r 本卷 「基督 者の 生涯」 中、 「佐々 械璺 壽姊を 葬る」 照：) 內村生 曰 

ふ、 姊は 今、 お 京 巿外染 井 墓地に 眠る、 姊 も亦此 世に 於け る 誤解 人物の 一人な り、 余乘に 熟き Mif? を 

寄せられ、 余輩の 斯業 をして 今日 ある を 得せし めたり。 願く は姊 の靈、 主に 在りて.：^ か.：，。 - 

0 謹齿 〇 少しく 休養 仕度、 就て は來る 七、 八 刚：！； 本誌 休刊 仕 候。 0 來る 九" 十： =： を 以て 第 .rn: ー號を 

發行 るべ く^、 -供舊 の 御 同情 を 願 上 候。 〇 甚だ 巾 上 憎く 候 得 共 印刷 费其 他の 騰贵 のた め、 來る 九お 

より 本： 1 一 册 代！^ 金 拾 甙錢に 値上げ 致 候 問 左様 御 承知 被： 卜 度 候。 〇 今後 は 毎年 一 , ん. ゆ： n:;^ 刊し (本 

年に^ りじ、 一  衝年發 行 度數を 卜：^ とし 購讀 料從 前の 通り 一 衝 年金 豐 同と 相 定め；^ ii 右乂 


御 承知 被 下 度 候。 G 二 箇月 15 の 休養の 後、 新たなる 靈と 想と を 以て 再び 諸君に 見え 申すべく 候。 〇 永 

年に 涉る 諸君の 厚き 友誼 を 謝す、 今後と も 主に ありて 益々 裨 親密 を 加へ たく-ぼ 1- み 候。 明治 四十 一 年 六 

月 內付鑑 三、 研究社 

OS ケ八 も 休刊 致す やう 廣吿 致し 候處， 遞， 省 規則 は 一 ケ： ：：^ 以上の^ 刊を 許さ、. -る に付き 八/ 

=: は 例 n: の 通り 發行 致し 候に 付き、 左様 御 承知 被 下 度 候。 尙ほ其 代りに 來丸 =；: 休刊 致さん とも 存候共 

肝要なる 問題 續 出し 休刊 を 許し 不中 1^ に付き、 引 續き發 行 致し 候 問， 右 合せて 御 承知 被ド度 候。 明： S 

g! 十 一 年 八！！；：  書 研究社 

〇 社 4}：：  G 豫吿に 反し 少、 る 八 2^ 本 認發行 致 候。 〇 次號 より 恩惠錄 の 一 欄を設 くべ く 候、 讀者 諸君 

が 神より 受けられし 恩 惠の實 験に 就て 續々 御 投稿 下されん こと を 願 上 候， 例に 由て 文 章の 巧拙 は 少し 

も 意に 留め 不申 候、 唯誠實 なると 簡潔た ると を 要し 候、 恩 惠は靈 的なる と 物質的な ると を 問 ひ不申 候- 

唯 明確なる を赏 び院、 某： 督 者の 生涯の すべ て 奇跡的なる は 申 上ぐ るまで も 無 之 候。 聖書 研究社 

(九. 0 

恩 磁 甲斐 キ、 ョ、 女 (略〕 ^ 村 生 s: ふ、 眞 正の 悔改と は是れ である、 高義ー を 以て 誇る 

の 今日 我 邦人 中に 斯 かる 美 はしい 悔改は 他に 何處に 有る 乎、 是れ でも 我等 は 基督 敎は Ik らな いと 言 ふ 

乎。 〇 北海道 s、  K、 生 (略〕 編者 u ふ、 界は 敎會の 牧師 を廢 めて 勞働 者と なりし 人な り。 〇 北海 
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道 M、  D、 生 (略) 編者 曰 ふ、 勿論 前者と は^ 人な り、 同じく 今の所 謂傳 道の 苦界 を脫 して 勞 働の 

樂 園に 人り し 人な り。  (十月) 

〇 聖書 研究 會 出席 志 I5li| 者に 吿ぐ 本誌 一 年 以上の 購讀者 は 毎日 曜日 午前 十 時より 開會 する 聖書 研究 會 

に 出席す る を 得 可し、 但し 一 應 本社の 許諾 を 得らる \ を 要す、 目下 舊約 聖書 ァ ブラ ハ ム傳の 研究 巾な 

り ，o 明治 四十 一 年 十月 聖書 研究社  、 

〇 謹吿 次 號は义 々クリスマス 號 なり、 大々 的 感謝 號 たらん と 欲す、 讀者 諸君に 於ても 振て 感謝の 實 

驗を 寄贈 せられん こと をび Jil む。 十一月 聖書 研究社 

〇 緊耍 謹告 来る 一 ：=: は 休刊 仕 候、 二月 十 曰 を 以て 第 百 六 號を發 行 仕 候。 休刊に 代へ て 村 鑑三編 

著 櫟林集 第  一 g: を發刊 仕るべく 候、 此は 天然、 平和、 勞働、 家庭、 敎育、 詩歌、 美術に 關 する 記事 

を 集めん とする 者に 御座 候、 新作 あり、 舊作 あり、 自作 あり、 他 作 あり、 英文 あり、 邦文 ありて 必す 

『研究 誌』 の讀 者の 歡迎 する 所た らんこと を 期し 候、 神 若し 許し 給 はぐ 毎年、 一 月、 八月、 本誌 休刊 

の 時 を 利用して、 此第 を發行 仕りた く存 候。 第一輯 は 一月 二十日までに 發行 仕るべく 候、 四 六 版に て 

百 頁 以上、 定價 二十 五錢、 郵稅 不要、 研究 誌讀者 諸君に して 前金 御拂 込の 方へ は 御 巾 込に 由り、 雜誌 

ニ册分 代金 を 引 去り、 發送 仕るべく 候、 御 人 ffl の 方 は 端 書 を 以て 御 申込 被 下た く 候、 但し^に 御 送金 

被 下 候 は 更らに 好都合に 御座 候。 〇 第 一 輯には 新作と して は 米 圃獨特 の 詩人 「ワルト ホヰッ トマ， 


ン」 を 紹介 仕るべく 候、 彼の 生涯 * 彼の 宗敎 觀、 彼の 天然 觀、 彼の 國家觀 は 以て 此 世の 細事に 壓碎 さ- 

れん とする 現 時の 人 を 自由の 大 平原に 引出す に 足るべく と存 候。  舊作 として は 「札 幌縣鮑 魚 蕃殖 取調. 

-; 35 人 Ml 曰幷に 潜水器 使用 規則 見込 上申」 なる 記者の 筆になる 最初の 公文 (明治 十五 年 作) を揭げ 申す ベ 

く 候、 彼の 水産 熱心 時代の 作と して 大に讀 者 諸君の 感興 を惹 くこと ならん と存 候。 英文に は Nebular- 

Hypothesis  (星雲 說)  を揭げ 申すべく 候、 是れ 記者の アマ スト 大學 留學 中の 作に 有 之、 彼の 宇宙 戮 の- 

一 に 御』  1- 候。 其 他 友人の 作 一 一 ー篇有 之べ く 候。 聖書 研究社  (十二月.) 

〇 祝詞 樂 しき タリ ス マ スと 喜ばしき 新年の 讀者 諸君の 上に あらん こと を 祈 上 候。 內村鑑 三、 一 家 一： 

明治 四十 二 年 二 九 〇 九 年) 

〇 謹 劳數件 C) 去る 一 月 は豫吿 通り 本誌 休刊 致 候。 〇 尙ほ 叉豫吿 通り 一 月 廿日 を 以て 『櫟林 集』 第. 

登 輯を發 行 致 候。 〇 本誌 は 自今 毎年 一、 八兩月 休刊 仕るべく、 而 して 休刊に 代へ て 『櫟林 集』 を發 行 

代るべく 候。 〇 此 外， 若し 主筆に 於て 疾病 又は 其 他 執筆 致し 難き 止む を 得ざる 場合に 遭遇す る 時 は 其 

月に 限り 休刊 致すべく 候に 付、 例月 雜誌御 落手の 日より 計算して 一週間 を 經るも 到達 無 之 時 は 休刊の 

事と 御 承知 被 下 度 候、 尤も 今日までの 經驗 に照らして 斯 かる 場合 は當 分の 處萬々 無 之 事と 存候。 〇 振： 

转， 貯金 を 以て 御拂 込の 方 は必す 『聖書 研究社』 と 御 記 人 有 之 度 候， 主筆の 姓名 等 御 記入 有 之 候 節 は 配： 
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達 非常に 延引 致 候。 聖書 研究社  (二月) 

〇 內村鑑 三 編著 櫟林奥 第 ft 輯 去る ーパ. ^日發 行、 定價 二十 五錢、 郵稅を 要せす。 送金 郵券 代用 

不苦。 目次 〇 寫眞三 葉 T 瑶國 マリヤ. ウルフ 女史. 米國 在留 中の 著者- 臂 角害櫟 林の 片影。 〇 詩人 ヮル 

卜 ホヰッ 卜 マン 五十 In- に 渉る 長文な リ、 偉大なる 平民 詩人 を 紹介す * 敬. i! と自. a と歡 喜と 同惊， V 其 中に 充 5»す0 

〇 鮑 魚 蕃殖 取調 書 明； 52 十四 年の 作な リ、 「幼 兒は 成人の 父な り」 と 云 ふ， 今日の 著者 は 二十 八 年 前の 彼れ に 異な 

らず。 〇 星雲 說 (英文) 灭然は 著者に 取り 第二の 聖書な リ- 彼 は 灭然を 讚美す る 前に 之 を 研究す るの 機 會を與 

へられた る を 見るべし。 此外、 樂 天生 作 『我が家』、 ：j 汙」 倉 橋 君 寄稿 『梅 ケ番』 を收 む- 前者 は 平 K の 

家庭 を謠 ひ、 後者 は 平民の 香 花 を 讚す。 『研究 誌』 の讀^|<?諸1?;の必す 一 木を乎にせられんことを§"^1む0. 

ニパ 東京 府： 卜 淀 橋 町 柏木 九 一九 聖書 研究社 

〇 英、 米、 布哇 在留の 讀者 諸君に 申 上 候 遠隔の 地に 在りて、 御 通信に 長 時日 を 要する 諸君 各位に 於 

て も 櫟林集 必す御 入用と 假定 し、 特に 御 注文な き 方々 へも雜 誌ニ册 分に 引換へ 發 送致 置 候 間 左 樣御承 

知 被-卜 度 候、 若し 御 不用に 候 は、.^ 御 遠慮なく 御 返送 被 下た く 候、 帳簿 は舊の 如くに 改め 申すべく 候、 

草々 二  R 本 東京 府下 淀 橋 町 柏木 九 一九 聖書 研究社 

〇 休刊 1^ に櫟 林奥發 行に 就き 廣吿 例年の 通り 來る 八月 は 本誌 休刊 致し 候。 〇 之に 代り 櫟林 集. 

第二 輯 を 八月 廿 H までに 發行 什るべく 候。 〇 揭 載の 決定せ る 分 は 左の通りに 御座 候、 「詩人 ホヰッ 


ト マ ン の K 影」 米國 ii 人 某の 寄贈に 係り 近顷彼 地より 到來せ る^に 御」 l-fe、 第 一 料に 於て 此 詩人の 

思想を窺はれし諸君は必す玆に彼の風丰に接するを喜び玉ふこと-^^候。 編者の 舊稿 として は 「北 

海道 解 漁業の 實況」 と題し彼が明治十五年大：：1本水^^!^:報吿第§:號に寄贈せし文を揭載仕るべく解*. 

蓋し 我！： に 於け る水逮 調 *^ の^ 矢と 候、 其 頃 彼の 頭 腦が如 M なる 方面に 向 ひし 乎 は 之に 由て 察せら 

る k 事と 存候。 英文 舊〕 称と して は Natl.cn  ； Lakes  (鹹水湖) と题 する 丁 乂を褐 ぐべ く 候、 明治 卜 

九 年の 作に して 地^ 學 研究の 際に 成りし 論文に 御」 t: 候、 湖水 研究の 傍ら 特に § も 地 「死海」 の 鹹水 狀態 

に 就て 論ぜし 者に 御座 候。. 其 他 住 ハ仆大 來君は 「耽溺せ る 我國： と 其 救：！ 岀 と 題し、 Its の 近作 中、， 

最善と 稱 して なるべき； 5^獨 特の 一文 を揭げ 巾すべく^、 又 御前 約 は： り 巾 さす 候 得 共、 編者 も 同^ 

に 負けす に 何に か 新ら しき 者 を 製作 仕り、 以て 紙面 を充實 仕るべく 候。 〇 要するに 本 集 は 『i*_ 書 之 研. 

究』 讀 者の 夏期 講談 會に 代るべき 者に 御座 候、 廣く 智識 を ^書 以外に 於て 求め、 以て 我等の 信仰 を 一 

笨 にせん，.」 する 者に 御座 候。 お 惯は從 前の 通り 一 冊に 忖き ニト 五錢、 郵稅當 方 持に て發途 仕る- 

べく お。  明 ュ=_ 叫 I 二 年 じ： =： 聚書 研究社 

〇櫟 林 第 第 戴 壞：^ 刊 に付き 謹告 木 代金 御拂 込の 諸^に 對しー 々左の 通知 を發 したり 玆に之 を轉賊 

して 休刊の 謹^に 代 ふ、 稗^ 本年 は I： ぉハ！ -殊 に 嚴 しく 候 處 貴下 ハ俭， 々 御清康 の 事と 奉 慶贺候 扨 誌上 に 於 て 

豫め 廣吿致 候處の 『樑林 築 第二 衆』 發 行の 儀暴氣 酷烈の 爲め 執筆 ^だ 困難 を 感じ 候 折 柄 醫師拉 に 灰 人 

の 勸吿も 有 之^に 付お は 甚だ 殘 念ながら 休刊 致す 事に 致し 候 間 不惡敷 御 承知 被 下 度 願 上 候御拂 込の 代， 

金 は^に 御 通知 無 之 節 は雜誌 前金に 繰 込 可 申 义は御 巾 越に 由り 他の 出版物 を 以て 御 惯ひ可 申 上 候右钾 
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斷 迄に 申 上 候 草々 明ュ mi: 卜 二 年 八 聖書 研究社、 內 村鑑三 

〇 謹告 来る  一 櫟林集 第 貳集發 行 致すべき 害の 所、 勞カ、 人 費、 配布の 諸點 より 見る も、 例月の 通.. 

り 木 誌を發 行す るの 遙 かに 優され る を 認め 候に 付き 一 月號は 特に 之 を 天然 號 となし、 本誌 同様の 代價： 

を 以て 發行 致し、 洽 ねく 讀者 諸君に 向て 發 送致し 候に 付き、 諸君に 於て 左様 御 承知 被 下 やう 願 上 候。 

本誌 今年 分 合本 十二月 廿 五日までに は 製本 出来 致すべく 候、 代價は 郵送料 當方 持に て 一 冊に 付き 壹阆. 

參拾 五錢に 御座 候。 明治 S 十二 年 十二月 聖書 研究社 

〇 祝詞 玆に 本誌 發刊 以來 第十囘 の聖誕 節を迎 ふる を 得て、 深く 神と 誌 友 諸君と に 感謝 致し 候、 願く- 

は 恩惠裕 かに 諸君の 上に 宿り、 生 等と 同じく 樂 しき クリスマスと 喜ばしき 新年と を迎 へられん こと を- 

祈 上 候。 千 九 百〇 九 年 聖誕節 內村鑑 三、 家族 一 同 

明治 四十 三年 二 九 一 〇 年) 

〇 休刊 豫吿 少しく 休養の 必要 有 之、 且つ 編輯 上の 都合 有 之 候に 付き、 來る 三月 本誌 休刊 致し 候 間 左.. 

樣御 承知 被 下 度 候、 尙ほ來 る §： 月 十 ：！： "樱花 爛漫の 時 を 以て 更ら に讀者 諸君と 相 見え 申すべく 候、 此き 

謹 吿仕候 也。 千 九 百 十 年 二月 內村鑑 二 


〇 傳道金 募集に 付き 謹告 本誌 讀者 諸^に して 金錢を 以て 福 昔 宣傳を 助けん と 欲せら る、 方々 に 其 機 

會を供 せんた めに、 玆に傳 道 金 募集 を 開始 致し 候 間、 有志の 諸 lis は 下名 孰れへ なりと 御 寄 送 被 下た く 

願 上 候、 尙ほ其 使用の 途に 就て は雜誌 『敎 友』 を 以て、 叉 委員より 直接に 寄附 者 諸君に 御報吿 仕る ベ 

く 候、 敬具。 明治 四十 三年 五月 東，： せ 时璺多 摩 郡 淀 橋 町 柏木 九 一九 聖書 研究社 內 內村鑑 三 同所 

今 井館內 E 中 龍 夫 宇都 宮巿 大工 町 五番 地 寶積寺 銀行 宇都 宮 支店 內 靑木義 雄 

〇 俾道金 募集に 就て 前號 本誌 を 以て 傳道金 募集 開始 を廣吿 致し 候處、 多 數の讀 者 諸君より 綾々 と 御 

送金の 榮 譽に與 かり、 應募高 今 n までに 旣に 二百 七 卜 五圓に 達し、 實に 謝する に fB 葉な き 次第に 御座 

候、 或 ひ は傳道 旅費と して、 或 ひ は 配布 冊子 出版費と して、 或 ひ は 獨立傳 道 者 補助 费 として 旣に其 一 

部分 を 消費し 多くの 便宜 を 感じ 申 候、 猶ほ御 寄 送の 高に 循ひ 種々 と 事業 を 計 畫可仕 候 間、 祌が 諸君 を. 

惠み給 ひし、 程度に 循ひ、 諸君 各自が 善しと 思 はる k 丈け 御 寄附 被 F 度 願 上 候、 左に 同情者 諸君が 寄. 

附金 と共に 達ら れし 書翰 中の 數節を 祸げ申 候、 (略) 斯 かる 神聖なる 金錢を 神聖に 使用し 得らる やう 

生 等の ため 御 祈り 被 下 度 候、 匆々 村鑑 三、 他委 nH; 

〇 社吿 本誌 儀 八月 は 休刊 仕らす 例月の 通り 發行 仕るべく 候 間 左様 御 承知 被 下 度 候。 〇 讀者 諸^より 

御 寄附に 相 成 候 傳道金 は 六月 三十 ほまでに て 金 三 In 十一 一圓 四十 五 錢に相 達し. S. 候、 に 重ねて 諸 S の 

御 厚意 を 謝し 候。 〇 隣家 友人 グン 、デル ト氏 今般 越後 村 松に 轉 住せられ、 其 住宅 を 簡易なる 條 件の ドに 

我等に 货與 せられ 候に 付き、 少しく 之に 改築 を 加へ、 ル ー テル 館と 命名し、 同 志の 信仰的 會 合の ため 
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雜報、 4«is、 其 他  六^^^ニ 

に 使用 致し 候、：：；， ！れ 全く 神と 友人 諸氏と S 賜物な りと 信じ 深く 感謝 致 候。 一九 一 〇 年 七月 聖書 研究 

社 

〇 謹吿 東京 府下 大川 水に 際し 多 數の讀 ^諸君より 御見舞の 御 書面に 接し、 御 親切の 程 厚く 御禮申 k 

候、 幸に して 市外 高臺に 住居 致し 候！？ とて 何の 損害 を も 受け 不申候 間 御 安心 被 下たく^。 敬具 

.2: 付鑑三 

〇 今年 も亦樂 しき クリス マ スと甚ばしき新年と讀者^^君の上に來らん ことを祈る。 干 九 十 年 十二月 

內村鑑 三、 家族  一 n 

明治 1： 卜 叫 ハ 中二 九  一 K 牛) 

〇 謹告 本誌 儀 自今 毎 號の！ e; 數を 一 定 せす、 記^の 多 { 森に 隨ひ 或は 增し或 ひ は 減じ、 以て 成るべく 思 

想の 堅赏を 計り 申すべく^ 問、 讀者！ に 於て 左様 御，^ 知 置 被 f 度 願 上 候。 一月 聖書 研究社 

〇 謹告 少しく 休養の 必要 有 之^に 付き 來る 叫：：： 木 誌 休刊 致し 候 間 左様 御 承知 被 下 度 候、 卽ち 五月 十 

口 を W て 第 ぼ 三 卜 號を發 行 致すべく^。 明治 叫 ト 叫： や：： 一 rtiil: 鑑二 


o 謹 謝 ^、"卜 九 = 當地暴 風雨に 付き 多 數の讀 者 諸君より 御見舞 狀に與 り 感謝の 至りに 奉存 ：^、 幸に 

して i;^:- したる 損害 を 蒙る ことなくして 4- み 胶間御 放念 被 下 度 願 上 候 敬具。 七：；；； 

Oti 謝 去パ廿 五日 常 地 又々 大 暴風の 處、 讀者 諸君より 重ね/ \ の 御 慰問に 與り 感謝？. ャ りに 奉せ 候、 

幸に して 此 たび も 亦 事 無き を 得 候 間 御 安心 被 下 度 候、 敬具。 八月 村鑑三 

0 毎 B 曜 午前 卜 時より W 木 今 井 館に 於て I* 一書 講演 あり、 本誌の 讀者は 何ん たりと も來聽 する を 得べ し。 

自 分 の 事 ども 

〇 今や 获は赛 へ、 コ ス モス は 問かん とし、 ダリヤ は 其 盛り を 綾け つ、 有 之 候、 庭園の 秋 光、 愛すべく 

院。 〇 メキシコ の敎 友より 送 來れる |,§^、  口 々我等に メキシ コ 語 を 語り 聞かせ 候、 其 問に 「オハ ョ 

1」 「バ 力」 等の 日本語 を 混え て 我等 を 笑 はせ €■ し 候。 〇自 分義は 幸に して 至て 健康に お 之 候、 體量 

十： 八 貫 を 示し 申し 候。 〇 娘 事 久しく 病氣 にて 床に 臥し 居り 候、 其れが ため 大に心 を 痛め^、 然し、 

共れ がた め大に 信仰 を 鍛えられ、 乂 心の 大 除 を 行 はれ、 種々 の大利 ハ裣， 有 之 候、 多分人の手^^の壶く 

る 時に 神の 手段 の 現 は る る こと \ ^候、 讀者 諸^に 於 て 我等の ため に 御 祈り 被 下 や う！^ に 懇願 致し 候。 

C 前述の 次第にて 友人 諸君より 送り 来れる 多くの 御 親書に 對 して 御 返信 致す 能 はす、 恐縮の至りに^^^ 

じ，：^、  ！ a へに 御 靑恕願 上 候。 〇敎 友 畔上賢 造^、 今般 干葉 中學 校を辭 し、 自今 專ら傳 道に 從箨 せらる 

明治 ra 十 SI 年  六 五 I 一一 
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る 由に 有 之 候、 氏 は 其 傍ら 大に 本誌 を 助 けらるべく 候、 本號揭 ぐる 所の アン ダ ー ソン 氏の意見の 如き 

氏の 翻譯に 成る 者に 有 之 候。 〇 今 井 館に 於て 毎日 曜日 午前 十 時より 不相變 聖書の 講義 有 之 候， 本誌 一 

年 以上の 購讀者 は 何人たり とも 出席 御隨 意に 有 之 候。 十月 內村生 

0 祝詞 今年 も亦樂 しき クリス マ スと 喜ばしき 新年と 讀者 諸君の 上に 在らん こと を 祈 上 候。 明治 W い 

g; 年 十二月 村鑑 三、 家族  一； M  、社員 一同 

〇 年賀 狀の 事に 就き 友人 諸君に 吿ぐ 本誌 を 接受 せらる k 友人 諸君へ は^に 年賀 狀を差 上げ 申さす、 

此號を 以て 之に 代へ 候 問 左様 御 承知 被 f 度 候。 村鑑三 

明治 四 4- 五 年、 大正 元年 二 九 二 一年) 

0 謹啓、 兼て 多 數讀者 諸君の 御 厚誼に 與り 候虚の 小生 娘 ルツ 事 久しく 病氣に 之 候 所、 養生 不相叶 木 

：=： 十一 一日 午前 零時 十三 分 終に 主に 在りて 永眠 致し 候に 付き 兹に 誌上 を 以て 御 通知 申 上 候、 併せて 叉 病 

中 御見舞 151 に 御 同情 を 深謝 仕 候、 敬具。 一月 內村鑑 三 

〇. こと はり 此 號自づ から ルツ 子號 とたり ぬ、 是れ敢 て 余輩の 私情 を讀^ に； 都へ て 諸君の 同情 を 求め 

んが ために 非す、 此機會 を 利用して 死に 對 する 余輩の 態度 を 明かに し、 W て 聊か 世 を 慰めん と 欲する 


に 外なら す、 キリス 卜の 恩惠は 最も 著く 死に際して 顯 はる、 死す る 者、 死者 を る 者、 死 を 慰む る 者- 

せ な 彼よりの 特殊の  恩 惠に與 かる、  天より 聲ぁリ 曰く、 今よ リ後 主に 在リて 死ぬ る 者 は 福 ひなり と 

(默 示錄十 章 十三 節)、 死の 恐怖 を 除き、 其 痛 を 癒す 者に して キリストの 一 i 昔の 如き 他に 有るな 

し、 祌は余 華の 愛子の 死 を 以て 八ぶ 輩 をして 更ら に此幅 を宜傳 へしめ 給 ふ、 余！ に 他意 あるな し、 讀 

者 之を諒 せよ"  (二月) 

主の 川 也 (福 3^  二) (略) 村 生 曰 ふ、 ； i 田 1^ は 角 答 レバノン 敎會の 牧師に して 我等の 角 害 時代 

の 隣人な り、 ルツ 子 は 君の 指導の 下に 同 敎會の 日曜 學 校に 學び、 死に 到る まで 君の 全家 族と 最も 親し 

き關 係を繼 綾せ り、 彼女の 薛 儀に 際して 君の 此 一一 一一 II を 聞く を 得し は 我等 一 ；： 1： の 感謝に 堪えざる 所な り。 

.〇 少女の 同情 (伊藤 惠子) (略) . ^村 生. E す、 伊藤 惠 子さん は、 私の 信仰の 兄弟であって 札幌 時代の 

同窓の 友なる 伊藤 一 隆 君の 娘 子であります、 故に ル ツ子と は！^ 妹 同志の やうな 關 係に 於て 在る 者で あ 

ります、 今 此の 愛に 溢れた る 御 慰問の 御 書面に 接しまして、 我 子が 未だ 此 世に 生きて 居る やうに 感じ 

ます、 實に有難く^^じます。 〇 雜司ケ 谷の 里に 靜に 眠り 給 ふ內村 ルツ 子 嬢の 御上 を 思 ひまつり て (人 

森 村 山元 子〕 (略) 內村 生白す、 此 はまこと に 11; 情の 言な り、 感淚に 堪えす、 今より 後生 等の 懐 を 

述る 者に して 之よりも 麗 はしき 文の 成る こと あらん、 然れ ども 之よりも 深き 同情の 一一 一一 c の 出る こと はな 

かるべし、 生 等 は 玆に祌 が 生 等 を 慰めん ために 此 深き 優 さしき 婦人の 心 を 備へ給 ひし を 感謝す。 

(二 ガ〕 
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雑報、 Kifi 、其 他  ブ i. パ  一 

0 謹啓、 今 囘娘ル ッ 永眠に 就て は 多 數讀^ 諸君より 御 懇切なる 御 同情の 御見舞 幷に御 書面に 與り 感謝 一 

の 至りに 奉；^ 候、 兹に 謹で 御 厚誼 を 深謝し、 ^せて キリストの 惠と 神の愛と S も 靈の聖 交との？！ S 君と 共 

に 在らん こと を祈ヒ 候。 干 九 Kz 十二 年ニパ 2： 村鑑三 同シヅ 

0 謹吿 小生の 元氣 未だ 本に 役ら す、 執筆 意の 如くなら す、 爲 めに 此號例 の それに 比して 更らに 一 

歷 不完全なる を覺ぇ 候、 特に 讀！^ 諸せ の 御 青 恕を願 上 候。 三パ 内 村鑑三  一 

广布 米 國羅府 山 崎 正 光」 (略) ^ 村 生白す、 ルツ 子の 死 は it; が 曰 ふが 如くに 高價 なる 者に は あらざる 一 

べし、 然し 之に 由り 余 自身に 取り； 大國の 門が 廣く 明かに 11 かれし は 寧實 なり、 余 は 今や. ri: さに 前に 優 

さ る の 興味と 熱心と を 以て 默示錄 を 研究 屮 なり、 之 を讀者 諸君に 頒 たん 時の 遠き に あ らざ る を 祈る、 

特にせ の此： ほ 意 ありし を 謝す"  S3 一 

〇 米國桑 港に 於て (古. ぼ弘」 (略) ^村 生 C す、 斯くて ルツ 子の 死 は 今 も尙ほ 美き 實を 結びつ k ぁリ 

感謝すべき 哉。  (五 =^〕 

近狀 別に 變 りはありません、 先月 來ニ：  二度 市に 屮 I て 講演 を爲 ました、 然し 口の 仕事 は 筆の 仕事 ©: 

邪魔になります、 故に 今月 限り 止めに 致さう と 思 ひます、 來月は 醒 社より 『獨立 短 言』 が 爪ます、 一 

研究社から も 新約 梨 書の 研究に 關 する 短篇 を 纏めて 出す 積り であります、 英 國のバ —トンと 云 ふ 人が 


曰 ひました、 「神 を 信じて 多忙 なれ、 而 して 汝の 悲哀 を 忘れよ」 と， 悲哀 を 忘る X の 方法 は 他に あり 

ません。 主筆  (六月」 

〇 謹んで 明治天皇 陛下の 崩御 を 哀悼し 奉る 

閣 中の 消息 

〇 申す まで もな く 明治天皇 陛下の 崩御 は譬 へやうな き 悲痛であります、 私共 は 之に 由て 天地が 覆 へ り 

しゃう に 感じます、 聖書に 謂 ふ 所の 

日 も 月 も 暗くな り、 星 その 光明 を 失 ふ 

とは斯 かる 狀を云 ふので あら ふと 思 ひます (約 耳 書 三の 十五)、 私共 は 今更ら ながらに 此 せの 親み な 

きを 感じます。 

〇 此 悲痛に 蔽 はれて 休暇 も 休暇に なりません * 唯 夢 を fl るが 如き 心地が 致しまして、 海 も 山 も 私共に 

平 康を與 へません、 唯 此上は 死 も 敗壞も 3： の關 係な き 永久の 眞理を 追求す るまでの ことであります。 

〇 「獨立 短 一一 rr」 出で &舊友 諸君より 多くの 追懐の 情に i ハ りました、 信 州東穗 高の 井口 喜 源 治 君 は 書 を 

寄せて 曰 はれました、 

其 頃の 雜誌 (東京 獨立雜 誌) は餘 りに 此^ を 警醒す る鐵 鞭に 過ぎたり、 近頃の 雜誌 (聖書 之 研 

究) は餘 りに 此世 離れせ る點 あるに は 無 之 候 や、 時には 矢 張國. 冢の 前途に 對 して 獅子吼 的の. R 熱 

せる 豫首を 注 下な されて は 如何に 候 や 

大正 元年  六 五 七 


賴報、 廣吿， 其 他  六. K0 

〇 年賀狀 省略に 就き 本誌 を 接受 せらる \ 友人 諸君へ は 別に 年賀 狀を差 上げ 申さす 候 問 左様 御 承知 被 

下 度 候。 内 村鑑三 

大正 二 年 二 九 一三 年) 

〇 謹 謝 去年の 今月 今日に 於て 多くの 讀者 諸君が 我等に 寄せられし 厚き 御 同情 を 深謝 仕 候。 一九二 一一 

年 一月 十二 日 內村 一同  . 

〇 神 若し 許し 給 はに 小生 儀來る 二月 十六 日 靜岡巿 北 番丁富 士會社 內靑年 會に滯 在 講演 仕るべく 候、 附 

近讀者 諸君の 御 來會を 切望 致し 候。 內村鑑 三 

〇 緊要 廣吿 小生 義 少しく 休養の 必要 有 之 候に 付き こ、 二三 ヶ月の 問 本誌の 編輯 竝に 執筆に 就き 友人 

の 援助に 依る こと 多 かるべく 候 間讀者 諸君に 於て 左様 御 承知 被ド度 候。 敬具 一九 一 三年 三月 内 村 

鑑三 

〇 謹 謝 小生 休養に 付き 多 數の讀 者 諸君より 御 慰問に 與り 感謝の 至りに 奉存 候、 御蔭 を 以て 元 氣大に 

囘復 致し、 此分 1^ て は 遠から すして 從^ の 通り 執筆 致し 得る に 至る 事と 存じ 候 間 御 放心 被 下 度 願 上 候、 


敬具。 一 九 一 三年 五月 內村鑑 三 

〇 廣吿に 就き 廣告 本誌 は自 から 進んで 廣吿揭 載の 依賴を 致しません、 然し 廣吿御 みの 方に は 喜ん 

で 御 依 賴に應 じます、 但し 不道德 なる は 勿論、 虚偽に 類す る、 或 ひ は 誇大の 言 辭を ffl ゐる 廣吿は 固く 

御斷 はり 致します、 本誌 發行 部數は 目下の 處 正味 二 干 乃至 二 干 一 百 部であります、 眞疑は 之 を 秀英舍 

第一 工場に 於て 御 轧し被 下る、 も 宜しう 御座います、 廣吿料 は 一 頁 拾圓、 半 頁 六圓、 四 分の 一 頁 三圓 

であります、 六 ヶ月 以上 摸いて 御揭 載の 方へ は 適當の 割引 を 致します、 其 他 は 親疎 を 問 はす 一切 割引 

を 致しません、 其 御 積り で 願 ひます。 八月 聖書 研究社 

〇 講堂 落成 講演 公開 當 方今 井 館附屬 聖書 講堂 今般 落成 致し， 来る 十 一 月 第 一 曰 曜日 (二日) 

午前 十 時より 公開 致すべく 候に 付き 本誌の 讀者 諸君 は 何方 にても 御 來聽差 支 無 之 候、 伍し 來聽者 は 各 

自應 分の 任意 的獻 金を爲 すの 規定に 有 之 候 間 右 豫め御 承知 置 被 下 度 候。 〇 十 一 月 分 講演 題目 は 左の 通 

りに 有 之 候。 哥林多 前書 第 十三 章の 研究 第一 日曜： W 、哥林 多 前書の 大意 第二 日曜日、 カリスマ 

タ (靈の 賜物) の 現象 第三 日曜日、 木 文 研究 (上) 第 四日 曜日、 同 (中) 第五 日曜 ョ、 M  (ド) 

一 九 一 三、 十月 -2： 村鑑三 

聖 書 講堂 獻堂式 

柏木 聖書 講堂の 獻堂式 は 十月 一 一 十八 日夜 を 以て 擧 げらる。 未だ 室内の 装飾 は 完成され な い が 恰も 札幌 なる 宮部 博士 

大正 二 年.  *: 六 1 
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上京中 る を 以て 時日 を 繰り上げ 早卒擧 式の 事と したので ある。 讀者 諸君 は 己に 熟知 せらる X 如く、 同 博士. は 内 村 

先生と 最も 深き 親しき 關係を 有せられ、 基督 を 信じて より 兹に 三十 六 年間 福音の ために カを盡 し相援 けて 今日に 至 

りし もの、 內村 先生 は 中央の 地に 在りて 傳 道に 全力 を 注がれ、 博士 は 札幌に 在りて 獨 立敎會 のために 盡 され、 同敎 

會 をして 今日 あらしめ たる 者、 本 講堂の 成る の 時折よ く 上京され し は 誠に 奇緣 とも 言 ふ 可く、 同 博士に よりて 命名 

され、 獻堂 式を擧 ぐる を 得た の は 一 同の 滿足此 上 もな き 事で ある。 實 にも 美しく 樂 しき 式であって 會 衆の 心に 湧き 

立 つ 希望と 感謝の 氣は 自ら 堂 内に 溢る。 先生 の 親友 牛 込敎會 牧師 田 島 進 氏 の 祈躊 によりて 式 は 開かれ、 内 村 先生 出 

埃 及 記 三十 五 章 四 節より 一 一十 九 節まで を朗讀 され、 大要 左の 如く 述べら る。 

此 所に 落成 を吿 げたる 當 講堂 は 見る 如く 甚だ 宏壯と 首 ふ 可き ではない が、 而し是 は 各が 眞に 心よ 

"きか 一! を 携へ來 りて 建てられ たる もので 其 中に 或は 人の 名譽 心に 訴へ 或は 情實に 由り 或は 勸誘 

に勉め 等して 得た る 金錢、 若く は 普通 吾國 基督 敎社會 に ある 條件 付な る 外國人 の 補助に 由る 金の 

厘毛 も 含まれて 居らな いのは 他の 何物に も 勝る 滿足 であり、 感謝で あり、 又 或 意味に 於て 誇る に 

足る 所で ある、 吾等 は單に 吾等 自身の ためで なく キリストの ため、 福音の ために 飽くまで 自由 を 

維持せ ねばならぬ、 是 なくして は 如何なる 大 講堂 も 要らない ので ある。 此 講堂 ぼ 小な りと 雖 も.. < - 

人の、、 しょりの 默物 によりて 成りた る 者 なれば 自由 を 制限 さる 、事 は 毫もない の である。 今日 此講 

堂 を 與へ給 ふたる 神 は、 今後 十 年 或は 五 年 或は 三年 或は 一 年に して 我等が 更に 犬なる 講堂 を 要す 

るに 至つ たなら ば必す 是を與 へ 給 ふ 事で あらう。 抑も此 所に 聖書 講演 の 始められ たる：： 取 初 は 日曜 

日毎に 家族の ために 聖書 を 講じた る ものに て、 次第に 是に 友人 加 はりて 卜 人となり 一 一十 人となり 

五十人と なり 遂に 今日に 至った ので ある、 始めは 余の 書 齋に於 てし 明治 四十 年 今 井 館獻ぜ ら れ て 


より は 同 館に 於て し、 本年 此 所に 此 講堂 を 得る に 至った ので ある、 順序 正しき 發達を 遂げ 来った 

ので 誠に 感謝に 堪 へぬ 次第で ある。 

去る明治三七三年の夏故今井樟太郞氏に初めて京都に於て面會して！^^ー？りし時に、 氏 は 小なる 一 商 

人で あつたが、 其 高潔なる 心事 は 自ら 語る 所に 現 はれ、 此人 こそ 神の 御 事業 を 助く る 人で あらう 

と 思 ひたりし も、 其 後久し からすして 此の世 を 去られし 時は甚 しく 失望した が、 氏 は 決して 死せ 

しに 非す、 永久に 生きて 神の ために 盡す もの を 助けつ、 あるので ある。 今 井 夫人に 由り 氏の 3£ 神 

は繼 がれて 先に 今 井 館 は 獻ぜら れ爾來 聖書 を講 する 場所と なし、 其 他 神の 事業の ために 使用され 

大 なる 便宜 を 得つ V ありし が、 本年 夫人 東京に 移られ 今 井 館が 聽 講 者 を 容る& 事の 出来ない の を 

られて 改築 を 申 出られ、 八月 初め ェを 起し 敎友心 を盡し 念に 念 を 人れ て 建築 を 進め 充分の 注意 

を 以て 落成 を吿 げた、 折よ くも 最も 深き 關係を 有する 親友 宮部 博士の 臨席 を 得、 氏に 由り て 命名 

されて 此堂を 開く を 得る は 感謝 喜 悅に堪 へざる 事で ある。 冀くは 神 許し 給 はば 我が 舌の 鑌く 限り 

我が 視力の 續く 限り 此 所に 聖書 を 講 じて 此世を 終 へん こと を 云々。 

次いで 宮部 博士 壇に 進みて 祝辭を 述べられ、 當館を 「今 井 館附屬 柏木 聖書 講堂」 と 名く る 旨 を宣 せらる、 田 中 龍 夫 

氏  一 ！！； を 代表して 今 井 夫人に 感謝の 記念品 を 贈呈し、 €： 村 先生の 祈 fi をお て 式 を 終り 茶話 會に 移る、 兩 先生の^ 幌 

學校 時代 の談は 一同 に 無限 の 興味 を與 へ 歡 談笑 語 に 夜 を 更し十 時 に 至りて 散會 す。 (：， 中 田 信藏記 J  , 

〇 柏木 聖書 講堂 聖書 講演 公開 十二月 分 講演 题 H! 左の 如し、 クリスマス 準備 講： 奴 馬 太 第 

1, 第二 章の 研究 第一 日曜日、 ィ H スの 系圖 第二 H 曜 口、 東方 博士の 来訪 第三 日曜日、 嬰兒の 
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雑報、 廣吿、 4* 他  六 六 四 

避難 第 四日 曜日、 休講 午前 十 時 柏木 今 井 館に 於て 聖書 研究社 

〇 祝辭 今年 も亦樂 しき クリス マ スと 喜ばしき 新年と 讀者 諸君の 上に あらん こと を 祈 上 候。 〇 追て 此 

號を 受取ら る k 友人 諸君へ は^に 年賀 狀差 上申 さす 候 間 左様 御 承知 被 下 度 候。 大正 二 年 (一九二 一一 

年) 十二月 十日 內村鑑 三 家族 一同 畔上賢 造 山 岸 壬 五 

大正 三年 (一九 一四 年) 

年賀 狀 (其 一) 「謹賀新年」 と、 而 かも ハガキ 一枚で、 而 かも 活版 摺で、 「併せて 平素の 疎遠 を 

謝し、 尙ほ 將來の 交誼 を 祈る」 と、 洵に 平素は 同じ 市に 住んで 居りながら 年中 曾て 一 囘も 訪問し ない 

で、 甚だしき に 至て は S 々門前 を 過ぐ る も、 て 一 囘も立 寄り もしないで、 年の 始めに 方て 活字 措の 

葉書で 「謹賀新年」 をず 贈れば 其れで 「尙ほ 將來の 友誼」 を 獲得す る ことが 屮 I 來 ると 思 ふの は、 友誼 

を あまりに 安 價く見 積った 思考で は あるまい か、 年賀 ハ ガキ と雖も 送る は 送らざる に 優 さると 云 ふな 

らば 其れ ま で あるが、 然し 送 る にしても 少しく 意味 の ある 誠 實を書 贈 る こと、 したら ば 如何 であら 

ふ 乎、 殊に 誠實を 貴ぶ 基将 信者た る 者 は 世俗の 習慣に 傚 ひ 無意味に 類した る 年賀 は 之 を 改めたら ば 如 

何で あら ふ 乎 (年賀 を 暖めよ と は 言 はない)、 友誼 は 葉書 一 枚で 持續 する ことの 出來る 者で はない、 

友誼の 持續は 努力と 忍耐と 權牲と を 要する、 日本 今日の 年賀の 習慣 は 却て 友誼の 神聖 を漬す に 至る 者 

では あるまい か。 0 年賀 狀 (其 二) 編者ね す、 余輩に 惠 まれし 數 多き 年 貿狀の 中に、 左の 如き は 意 


味の ある、 然り、 意味の 深い 者であります、 是は ー篇の 新年の 挨拶ではありません、 誠に 心底より 出 

る 感謝であります。  (一月) 

〇 謝辭 多 數の讀 者 諸君より 歳末 歳始の 御見舞 狀に與 かり 謹んで 御 禮申上 候、 今年 も 亦 諸君と 共に 變 

り 易き 此^に 在りて 永遠に 變ら ざる 祌の 一書 を 研究し、 靜 かに 勇ましく 人生の 旅路 を 緩け たく； 候、 

希望 は 新ら しき を 貴び 信仰 は舊 きを 擇み 候、 天 を 望んで に 動かざる が 信者の 生涯 たるべく と：； i 候。 

主筆 謹 白  (一月) 

謹みて 慈 斑-に まし ませし 我 皇太后 陛下の 崩御 を 哀悼し 奉る 

御 製 

綾錦と りか さねても 思 ふかな 

さ；し  广で  み 

. 宗 さお ほ はむ 袖 もな き 身 を  (五月) 

〇 夏期 消息 C 神 若し 許し 給 は 私 は 七月 三十日より 三日間 神 奈川縣 三 浦郡大 律に 於て 開かる、 基 

督敎 靑年會 夏期 學 校に 出席し まして 三囘の 講演 を 致す 答であります、 彼 地 近傍に 住ま はる V 木 誌讀者 

諸君の 御來會 を^み ます。 〇 义 八月 廿 三日の 日曜日に は 千 葉 縣山武 郡 鳴 濱村本 須賀海 保 氏 方に 於て 午 

前 十 時より 聖書 講演 を 致します、 同地 は 總武線 成東驛 より 東へ 一里 半であります， 九十 九 里の 荒浪に 

洗 はれ かたがた 御 來會を 望みます。 〇 其 他の 安息日 は 大抵 は 柏木に 居る 心算であります、 そして 約 翰 
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雑報、 n ホ ：：、 其 他  六 六 六 

傅 叉 は 撒 加 利 亜 書の 講義 をす. る 箸であります、 在京 讀 者の 御 來會を みます。  (七月) 

〇 秋と 讀書 秋は來 ました、 秋は讀 書の 好 時節であります、 我等 は此 時節に 於て 一 年 を 支 ゆるに 足 

る の M 想 の 1! を 得 ベ き であります、 殊に 今年の 秋の 如く、 全世界が 戰亂の 巷と 化し 去った 時に 於き ま 

して は、 我等 は 高き 深き 思想 に 接し て 空間 時間 を 超越して 永遠 の 靜寂 に 達す ベ きであります、 戰時 は. 

特に 沈思 默考の 時であります、 我等が * と共に 動搖せ ざらん がた めに. 我等 は眞 通の 巖を 探り、 之に 

鎚 りて 不動の 域に 在るべき であります。 〇 私供 は斯 かる 永遠 的の 大眞现 を讀者 諸君に 供給し 得 やうと 

は 思 ひません、 然しながら 私供の 最善 は 左の 諸 書に 於て 在る と 信じます、 若し 諸君が 秋の 讀書を 撰 ま 

,レ とせら る、 に 方り、 又は 友人に 之 を 薦め 叉 は 贈られん とする に 方リ、 之 を 御 撰ら み 被 下るならば 大 

なる 幸福であります。  (十月〕 

〇*sfi}n 二 件 〇 次號は 叉樂 しき クリスマス 號 であります、 世 は 戰爭と 戰爭の 風聲を 以て 充滿 まする 

が、 私供 は 例に 由て 平和と 感謝と を 歌 はふと 欲ます、 何にも 戰 (辛 は 今日に 限りて 有る のでありません 

神 を 離れた る此世 は忸に 戰爭 的狀態 に 於て 在る ので あり ます、 唯今 年 は此戰 爭的狀 態が 軍事行動 に 現 

は X- たまで あります、 私供 は 此事を 見て 別に 驚きません、 平和 は 何時も 此 世に は 無い のであります- 

其 反對に 平和 は 何時も 我等の 主ィ H ス キリ ストに 於て 有る のであります、 實に彼 は 我等の 平和で あり 

ます (以弗 所 書 二の 十四)、 故に 我等 は 彼に 在りて、 何時でも、 然り戰 場に 在りても、 平和的 狀 態に 

於て 在る のであります、 故に 戰 時の ク. リス マス なれば とて^に 平和 を秘 する に 及. びません、 否な、 戰 


時 なれば こそ 特に 平和 を高唱 すべきで あると 思ます。 〇 『約 翰傳は 何を敎 ゆる 乎』 Q 楱 編を此 號に揭 

ぐる 害で ありまし たが、 編輯の 都合 上 之 を 次號に 載す る 事に 致しました、 其 事 を 御 承知 願 ひます。 

(- 十 一 月) 

◦ 仕事 堆積の ため 當 分の 間說敎 演說の 依輯を 謝絶す 內村鑑 三 

〇 年賀 狀に 就き 讀者 諸君に 告ぐ 若し 感謝の 言葉の 述 ぶべき あらば 之を傳 へられよ、 ぉ慣 的の 「謹賀 

新年」 は 我等の 問に は錢 したく 欲 ふ、 端 書 一枚と 雖も 意味 ある ものと 爲ら れん 事 を Sli! む。 

〇 歳末 歲 始の辭 クリスマスに 際し、 人の すべて 思 ふ 所に 過る 上よりの 平和の、 讀者 諸君の 靈魂 

の 深き 所に 宿らん 事と 併せて 此 世が 與 ふる こと 能 はざる 聖き歡 喜と 希？ と を 以-て 新しき 年 を迎べ られ 

ん事を 祈り 候。 千 九 百 十四 年 十二月 內村鑑 三 家族 一同 山 岸 壬 五 畔上賢 造 

柏木 搶 はがき 一 組に 付き 拾錢 勞働 室の 外部 〇 同內部 〇 今 井 館と 故 今 井 樟太郞 ^〇 柏木 聖書 講堂 〇 

內村鑑 三と 彼の 著作 〇 老猫 タマと 鶴 鹉 ラの六 枚 を 以て 一 組と 做す、 「研究」 讀 者に 取りて は 興味 

ス I ベニ ー ル  OOCOOOO0OO00OOOOOOOOOOC  ©  0  ©  0  ©  ©  S  0  Q  ©  © 

ある 記念品 なるべし。 伹 本誌 讀 者の 要求に 應 ぜん 爲 めに 作りた る 者 なれば、 讀者 以外の 人の 之 を 求め 

® ら 0 つ， - 0  I シ ^  S  ヽ - 1 , - ノ 

ざらん こと を勸 む。  (十二月) 
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雜報、 廣吿、 其 他  穴 六 八 

大正 四 年 二 九 一 五 年) 

歳末と 歲始 今年 (舊 年) も 亦 クリス マス は 非常に 樂 しくあった、 < ^は此 佳節の めぐり 來る 毎に 

余の 價値 なき 5* を 益々 悟る 者で ある、 多くの 友人 は 種々 の 方法 を 以て 余 を 記憶え 义犒 つて 5^ れる、 乍 

然、 余 は斯か る 恩 惠に與 る の 惯値 なき 者で あ る こ と を 能く 知 つて 居る、 友人 に 記憶 せら る k は 喜ば し 

く あるが、 然し 自分の 無價 値き 事 を 想 出さし める k は 辛く ある、 クリスマス は 其 意味に 於ても 亦、 樂 

しき 辛ら き 時で ある。 〇 今年 も 亦數百 通の 年賀 狀が余 等 を 見舞って 吳れ た、 其內の 代表的と 稱 すべき 

者の 四 五 通 を 左に 揭載 する、 神戶の 或る 貧しき 勞備者 は 左の 如くに 書 贈って 吳れ た、 「貧しき 內に勞 働 

と 涙と 祈 を 以て 味 ひし 書 之 研究」 は 意味 深く あります、 キリストでなくて は活て 居る 事の 出來ぬ 私に は 「聖書 

之 研究」 を 求めずに は "おれません、 今の 私に は 「聖書 之 研究」 程 解り 善く 生命と なる 書 を 他に 知りません * 貧しき 

しひ .U けせ じ， 0 

エス、 ？；？ 働 をした 姿、 祈り 給 ふた 精神， 光り輝く 眞理の 一生涯、 鼠 ふ 者 を 祝し 虐 遇迫宋 "もの、 爲に 祈る 愛の 働き 弟 

子の 足 を 洗 ひ 給 ひし 謙 進の 態度. 十字架の キリ スト を 求め 慕 ふて 祌の 子の 英； ^矢 を 示し 與 へられつ 、ある 私に 「聖書 

之 研究」 が 生命と なりて 力 を 加へ し 事 を 神と 主ェ スに 感謝す ると 共に 聖書 研究社に 感謝 致します。 去年 は 多く 惠ま 

れて 神と エス を 見る 眼を與 へられ- W 神に 從て步 む 決心 を笨 II にせられし を 心底より 感謝し ました。 今年 は 更に 奥深 

く 進み 眞に 祝福され し を 誠心 以て 感謝 致します。 一 ケ年を 惠み耠 ひし 神よ、 迎 ふる 一 ケ年を 祝福し 給へ。 ァ I メン。 

父よ 「聖書 之 研究」 により 迎 ふる 年に 善き 働 をな さしめ て喑黑 なる 日本 を 光に a= き 給へ。 ァ！  メ ン」」 「聖書， \j 研 

究」 は學 者の ために 書かる k 雜誌 であると 云 ふ 人が あると 聞いた が、 斯 かる 人は此  一^ 働 者の 證 明に 


由て、 其の 決して 然る 雜誌 でない 事 を 知る であらう。 山 ロ縣の 或る 讀 者よりの 年賀 狀の 中に 左の 一節 

があった、 「護 啓 歳始に 際して 先生に 御 禮を申 上げます、 私 は 今年 (舊 年〕 始めて 「聖書 之 研究」 を 知って isl ぐ讀 

者に なった 者であります * 私が 浮き浮きした 場合 • 普通の 人達から 歡迎 せらる、 場合に は 「聖書 之 研究」 はちつ と 

も 面白くありません でした、 私が ほんとの 意味に 於て 哀ん でゐる 場合に 「聖書 之 研究」 は 一番 面白く 拜讀 して ゐま 

す」。 「聖書 之 研究」 が 解らない と 云 ふの は 文字が 困難い からで はない、 讀 者に 信仰の 準備が ないから 

である、 嬰兒 心がない からで ある、 天の 父の 前に 罪の 赦免 を 乞 ふ 者に は 何人に も 解る 害で ある。 同じ 

山 ロ縣の 或る 他の 讀 者より 左の 一一 一一 n 辭が 達した、 「新年 を迎 ふるに 就きまして 「神に 歸れ」 との 敎訓を 受け まし 

I 】 i さら 

た、 新年と て 殊更に 奇妙な 年ではありません、 只 だ 年の 始めに 還った のみであります * 我等 も歸ら ねばな りません、 

舊き 聖書と 舊き 信仰に 歸ら ねばな りません * 救 はれた とは奇 K 的に 現 はる、 やうに 思 ふの は 全く 誤りであります * 

救 ひとは 只 だ 罪人た る 我々 が祌 の恩惠 により ィ ェ ス のナ字 架に 由り て 贖 はれ 神の 膝下に 録る の であります、 放蕩 息 

子が 慈父の 膝下に 歸り來 つた やうに」。 是は沟 に 常識の 言辭 であると 思 ふ、 「架 書 之 研究」 を 能く 阻嚼し 

て吳れ た讀者 は斯 かる 信仰 を懷 くに 至る であら ふと 思 ふ。 最も 嬉しかった の は 左の 書簡で ある、 婦人 

の 筆蹟で ある、 姓名 も 住所 も 分明らない、 只 だ 茨城 縣 某所の 消印が あつたの みで ある、 「護み て. S. ヒ候。 

「聖書 之 研究」 によりて 聖書の 幾分な り 解し iw 申し 候 事 感謝の 極みに 御座 候。 先生の 命 長 からん 御 事 祈り 上 候、 こ 

の 金 誠に 聊 ながら クリスマス を 祝 ひ. 3- し 度， 主に さ、 げ まつり. S. 候 * 御 落手 賜 はり 候 は 難 有 ぞんじ 候。 斯 かる 

聖き 贈物に 接して 筆 執る 者の 心 は 燃る ので ある、 「我れ 何 を 以て 之に 報 ひん 乎」 との 心が 起る ので あ 

る。 〇 最後に 東北の 或る 山地に 在て 殆んど 一 一十 年の 長き 問 余 等と 信仰的 友諫の 交換 を 緩 けられし 愛す 

る 兄弟より、 新刊 「感想 十 年」 に 就て 其 所感 を傳 へられし 一節 を褐 ぐ、 「書中 「我 主ィ H ス キリスト」. 
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是れ 研究 誌 中 余が 最も 愛讀 せし もの * 而 して 我等 主に ある もの、 すべての 祈 * 叉 喚 叫. 今や 一書と なりて 出づ る. 

是 只に 余の 喜びの みに あらず してす ベて 主に ある もの 、喜び たるべく 候， 今や タリ ス マ スを迎 ふるに 赏り 之に より 

て 主 を 記念す るの 情 更に 一 層の 深き を 加へ 可 申 候. 實に 主の 降誕す る や H< 地も爲 めに 喜び 震 ひき、 玆に 主に 關 する 

一 書の 成る 又-大使の 祝す る 妙なる 喜び 9 我 耳に 響く を 感じ 申 候」。 著者た る 余に 取りて は 如何なる 文士の 如何 

なる 批評 も 之に まさりて 有難く はない、 余 は 余の 友人の 一 人に 此歡喜 を 供せ しだけ にて 余が 此書 のた 

めに 費せ しすべ ての 勞カは 盡く償 はれし やうに 感 する。 〇 感謝、 感謝、 如斯 くにして 舊年を 送って 新 

年を迎 へた、 而 して 如斯く にして 一生 を 送り、 終に 光りの 聖 阈に迎 へらる &の であら ふ、 信者の 生涯 

は 一 言 以て 之 を 言盡す ことが 出来る、 卽ち 感謝の 連續 と。  二月〕 

〇 本誌 壹月 號竝に 月號 旣に賨 切れ 申 候。 〇 神 若し 許 給 は 来る 三月 二十 一 日 茨城 縣高濱 町 臼 井浩氏 

方に 於て 同縣讀 者會を 開き 內村生 出席 致すべく 候， 附近諸君の御出席をば1^|み候。  (三月) 

我 社の 感謝 昨 大正 三年 (一九  一 TO: 年) 屮歐米 基督 敎諸國 に 於て 外國傳 道の ために 募集せ し 金額 は 六 

千 四百 萬圓 以上 (三 一一、 一三 一、 二三 四 弗) なりと 云 ふ、 而 して 聖書 研究社 は 其 一 錢をも 受け ざり し 

こと を 神に 感謝す。  (a 月) 

〇 東京 基督 敎靑 年會の 小生に 關 する 廣吿御 信用 無 之 やう 願 上 候。 內村鑑 三  (七 月) 


〇舊 約 聖書の 研究に 就て 舊約 書の 研究 は 今や 最も 必要であります、 私供 は 切に 之 を 本誌の 讀 者に 

勸 めざる を はません、 依て 本 月號に 於て 坂田祐 君の 筆記に 成る 約 百 記 研究に 關 する 主筆の 長講 演を揭 

ずました. 而 して 讀者 諸君 をして 更らに 一 層 其 意味 を 悟 得せし めんがた めに 次號に 於て 中 田信藏 君の 

，寅の 滴 耍を揭 げやう と 思 ひます、 私供 は 今後 益々 此 種の 研究 を 諸君に 提供し やうと 思 ひます。 〇 

R 一  の EI 的 を 以て 目下 舊約十 年 を 印刷 最屮 であります、 多分 十 一 月 上旬に は 製本 成りて 諸君の 御 需-忠 

に應 する 事が 出来 やうと 思 ひます、 其 他 約 百 記の 解 釋は训 ^として 發 行し やうと 思 ひます、 洪水 以前 

«^5りぁるのは諸君の御承知の通りでぁります、 地 人 論、 興國 史談 は舊約 研究に 掛からざる 興味 を與ふ 

る 書で あると 思 ひます、 而 して 舊約 聖書 其 物 を幾囘 となく 繙讀 する の 必要に 就て は玆 に申述 ぶる まで 

もありません。 書 研究社，：：  . (八月」 

0 謹 4ff  * 赞 敎會、 基督 敎ぉ 5： 年會、 .K 敎師學 校、 其 他 敎會宜 敎師に 直接 間接の 關係 ある 高 * よりす る 

人 森 敎演說 の 依賴を 固く 謝絶す。 一九 一 五 年 九 0- 內村鑑 三 

〇來 る 九月 一 一十 六日 第 四日 曜日 午前 十 時より 市外 柏木 今 井 館 s^- 書 講堂に 於て 聖書 講演 開講 致し 候、 木 

誌 一 年 W 上の 購讀者 は 來聽差 支 無 之 候、 ffi し 前以て 許諾 を 得る の 必要 有 之 候。  「九 

演說說 敎依賴 謝 絕山件 

敎會 の官： 敎師、 牧師、 傳 道師、 靑年會 の 理事、 幹事た ち 其 他 彼等の 下に 立つ 人た ち は 執筆者の 心 を 
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知らないので あります、 彼等は傳道と云 へば^^^sることでぁって、 說敎、 演說 是れ傳 道な りと 思 ふて 居 

らる& やうであります、 勿論 信者 增加、 敎勢擴 張が 傳道 唯一 の 目的であります るなら ば、 彼等の 思 ふ 

所が 51呉 である 乎 も 知れません、 然し 乍ら 靜 かに 眞理を 探り、 上より 之 を 授けられて 之 を 世に 供 せんと 

欲する 者 は 何よりも！？！ 肅を 愛し、 又 何よりも 公視 を 忌み嫌 ふので あります、 何故 なれば 斯く爲 なけれ 

ば 善き 思想 を 得る ことが 屮 I 來す、 又 善く 之 を 書 表 はすこと が出來 ないから であります、 斯の 如くに し 

て 演說、 說敎は 執筆の 大 妨害であります、 開闢 以來 未だ 曾て 多く 語りつ \ 深く 考 へた 者 は 無い ので あ 

ります. * 思想の 蒸 氣汽纏 も 亦 多く 汽笛 を 鳴らせば 機關 が廻轉 なくなる のであります、 常に 吹きつ X 常 

に 動け と 云 ふ は 無理な 註文であります、 而も 私の 見る 所に 由り ますれば 敎 會の敎 役者た ち は 私供 執筆 

者に 此 註文 を爲 して 憚らない のであります、 彼等 は考 へつ、 吹け と 云 ふので あります、 彼等 は 吹かれ 

ざれば 傳道は 行 はれない と 思 ふので あります、 書齋に 籠りて 筆 を 執る 如き は大 なる 道樂 であると 思 ふ 

のであります、 故に 彼等 は 私供 を 書齋の 中より 引出す ことに 何の 遠慮 もない のであります、 . 曾て 或る 

英國の 宣敎師 が 私が 基督 信者に 非ざる 十六 筒 條の现 由を述 ぶる に 方て 其 一 箇條は 私が 傳 道に 從 事し な 

い と 云 ふこと で あ つ たさう で あります、 卽ち此 宜敎師 の 眼中に は 執筆 は傳 道と し て 認められな いので 

あります。 

私 は 切に 敎 會の宜 敎師、 牧師、 傳 道師、 竝に靑 年會の 幹事た ちに 願 ひます、 どうぞ 私 を敎會 又は 靑 

年會 又は 宜 敎師學 校の 高 壇の 上に 引ば り 出さないで 下さい、 私 は 私の 事業に 諸君の 援助 を 仰ぎません 

(少數 の 友人 は 例外)、 故に どうぞ 私 をして 諸君の 事業に 携 はる こと を 免して 下さい、 演說と 說敎と 

は 私の 最も 嫌 ふ 所であります。 千 九 百 十五 年 丸 月 主筆 謹 白 


o 御斷 はり 基督 敎會、 基督 敎靑 年會、 官； 敎師學 校、 其 他 敎會： is 一に 官： 敎師に 直接 問 接の 關係 ある 高壤 

よりす る說敎 演說の 御依賴 堅く 御斷 はり 申 上 候。 大正 年 十月 內村鑑 三 

〇 祝詞 兹に 本誌 發行 以来 第 十六 囘の クリ ス マ スを迎 ふ * 讀者諸君の感謝と歡喜と希ほ^！とを以て舊年 

を 送り 新年 を 迎へ給 はんこと を 祈り 上 候。 大正 四 年 (一九 一 五 年) 十二月 內村鑑 三 家族 一同 

聖書 研究社 社員 一同 .  . 

-〇 友人 諸君 へ 謹告 此號を 受取ら る i 友人 諸君 へ は 別に 年 貿狀差 上げ 申さす 候 問 左様 御 承知 被 下 度 候。 

. 內村鑑 三 

大正 五 年 二 九 一 六 年)  . 

あ  むね やど  その ひ  や れ； i あめつ も いろ 

年賀 狀第 一等 (東京 西 大久保 行商人 某) 或る も Q  、胸に 宿りし 其 曰より 輝き渡る 天地の 色。 編者 白す、 

讀者 諸君より 余輩に 送られし 多くの 年賀 狀 中より 余輩 は 右の 一 首 を 記せる 者 を 第 一 等と 認めざる を 得 

す、 莊美 なり、 偉大な り。 

0 內村 生白す、 近頃に 到り 服が 少しく 衰 へまして 終に 眼鏡 を用ゐ ざる を 得ざる に 到り、 目下 其 使用 を 
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練お 最中に 有 之、 隨 つて 執筆 自由なら す、 此號の 如き 友人の 援助 を俟て 作る を 得し 次第に 有 之、 特に 

請 者 諸君の 御寬 { 芥を願 ひます。 〇 大戰举 の 影響 を 受け 紙價 非常の 騰贵 にて 止む を 得す 紙面の 節約 を實 

行 致します、 此事を も 合せて 御 認諾を 願 ひます。 〇 一月 號は 品切れであります。  (二月) 

は JU  いろづ  かる もの } が. -i まち 

初夏の 田園 麥は思 ひし ほどの 不作で はない やうで ある、 畑 は 今や 熟き て穫 者の 鋭 鎌を俟 つ、 あ 

る、 主の 畑なる この 世界 も 亦 n 々牧穫 に 近づきつ i ある、 戰爭と 戰爭の 風聲、 饑筵と疫^^ 是れ 皆な 

主の 再来の 前兆で あると 云へば、 我等 は 之 を 聞いて 驚くべき ではない、 初夏の 田野に 麥の 熟く を 見て 

牧穫を 望みて 喜ぶ が 如くに、 神の 審判の 近き を 思 ふて 歡喜 雀躍す べきで ある 〇 庭の 躑燭 は旣に 散りて 

杜 1 花 は 其 後 を 襲がん としつ k ある、 膨^の 如くに パ ット 一 時に 火が つく やうに 開 くに あらす して 

べ^え る やうに i 々と 時 を 急がす に唤く 所が 杜 Si 花の 特性で ある、 馬よりも 牛 を 愛し、 天才より 

も 凡夫 を 愛する 余 は 躑躅よりも 杜鵾花 を 愛する ので ある 〇 近顷 A - T . 口 バ I ゾ ン氏著 新約聖書 希 

臘 文典 を購 ふて 々少 しづ、 讀 みつ、 ある、 千 三百 五十 頁の 大冊で あ るが 然し 甚だ 面白く 讀め る 文典 

である、 讀んで 面白い 文典と は 世に 甚だ 稀なる 者で ある、 然し 此書は 其 一 である 〇 此稿を 終て 直に 大 

阪へ 演說に 行く、  二三 日で 歸る (主筆)  (六月) 

拍 木通 M 七月 十七 日 午前 一時 半、 柏木 今 井 館の 北面、 三 間 幅の 道路 を 隔たる 通稱 原の 湯より 出 

火し まして 今 井 館 聖書 講堂 內村 住宅 はすんでの ことに 全 燒に摧 らんと しました、 然し 幸に して 風 無く- 

叉 附近の 出入 商人、 車夫、 殊に 近隣の 聖書 學院 職員 生徒 諸君が 中 田 重 治 君の 指導の 下に K 附 けられ 消 


防に 盡 力せられ しに 依り 傲 かば かりの 損害に て 事 無き を 得ました、 實に危 い 所で ありました、 我等 は 

家 を 失 はすして 善き 火の 洗禮を 受けました、 我等の 此 せの 寶の實 に 煙に 等しき 物なる 事 を 今更ら なが 

らに敎 へられました、 殊に 信仰の 兄弟の 斯 かる 場合に 於て 如何に 賴 もしき 者なる 乎を敎 へられました、 

同時に 叉 神 は 時々 我等 を 響め 給 ひます が 我等 を 壊ち 給 はざる こと を敎 へられました、 榮光 限りなく 彼 

にあれ ァ ー メ ン であります、 又 此事を 閱き附 けられ 御見舞 を 賜 はりし 全 國の誌 友 諸君に 厚く 御 禮を巾 

上げます、 災厄 を 免 かれ、 信 州 小 諸の 敎 友の 招きに 由り 暑中 を 國追 分宿に 達って 居ります。 

(八月) 

〇 秋の 會 AD. に付き 謹 i!:: 神 若し 許し 給 は 来る 十月 十： 儿： = (第三 日曜日) 午前 十 時 三十 分より 午 

後 四時 三十 分まで (時 問 は 正確に 守り 申すべく 候) 栃木 縣氏家 在 狹間田 靑木氏 邸を浩 受け、 內村生 出 

席、 『聖書 之 研究』 讀 者の 會合を 相 開き 可 申 候 付き 遠近の 諸君に 於て 御 來き被 下 候 は 犬なる 幸. 幅 

に 有 之 候、 東北 線 氏 家 驛に御 下車 相 成り 喜 連 川 方面に 向 ひ：." そ 一 里に 有 之 候、 人車 鐵 道の 便 有 之 候、 

伍し 天氣 宜しく 有 之 候 節は步 行が 最も 偸 快に 有 之 候、 東京、 水戶、 桐 生より 日歸り 困難に 無 之 候、 會 

費御隨 意の 事、 辨當御 持參の 事、 若し 又 遠方より 御 來會の 諸君に して 宿泊 御 希望の 方に 取りて は 停い 31- 

場 附近に 二三の 旅 铕有之 候、 御出席御希^1ェの方は何れも十月七日限り當研究社へ宛御；迪知願上候、 突 

然の御 來會は 切に 御 許容 被 下 度 候、 右 謹告に 及び 候 匇々 東京 柏木 九 一九 聖書 研究社 (九月) 

雜記 〇 近頃 左の 如き 端 書が 余輩の 手元に 達した、 「余輩 確信 を 持て 柏木の 天國に 二度 行きた る 者に て 二 
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度と も 落選 致した る 〇〇〇〇 と 申す 者に て 候、 今 は 主に 知られ 喜と 愛の 戰の 生涯に 入り 候 へば 御 安心 被 下 度 候。」 

此 君は寇 に 幸福なる 人で ある、 柏木に 當 選して 天國に 落選せ る靑年 (殊に 學生) が數多 ある 屮に君 は 

柏木に 落選して 天 國に當 選した ので ある、 余輩 は 蔭ながら 君の 永久の 幸福 を 祈る。 〇 最も 偸 快なる は 

左の 感謝の 言葉で ある、 「拜 啓、 陳ば 小生 こと 先生の 主筆に 相 成る 『聖書 之 研究』 紙面に より 生ける 精神の。 ハン 

を 採掘 致し、 飢えた る 時 は 之 を 食し， 又 紙面に 流る V 涛水を 汲み 渴 せし 時 は 之を飮 み、 之に 依て 時々 救 はれ 居リ候 I 

此恩 忘れが たく、 依て 御躞 として 亂 筆ながら 一書 呈上 仕り 候、 先 は御禮 まで 早々 頓首 J 植木 職 〇o〇o」。 此 

0  0  ，T ゑ いや  0  0  かつ 5 る ほ 

一枚の 端 書 は 以て 余輩の 飢を 癒し、 余輩の 渴を 潤す に 足る。  (十 ガ) 

栃木 縣讀者 會の記 (中 m 信 蔵) 內村 生，：： す、 狭間 田の 地た る 秋に 好し 春に 好し， 山 櫻と 野躑 踢 とが 

丘と 林と を 飾る 頃 我等 W び此 所に 會 せんと 欲す、 其 時を俟 つ。  (十  一 《0 

〇 祝詞 玆に 本誌 發行 以来 第 十七 囘の クリスマス を迎 へまして 感謝に 堪 へません、 我が 愛する 讀者諸 

君 も 亦 感謝に 滿 るクリ ス マ スと 希望に 溢る i 新年 を迎 へ ら れんこと を 祈り 上げます。 一 九 一 六 年 十一 一 

月 村鑑ニ  曰 研究社 


大 liH ハ年ニ 九 一 七 年) 

〇 年賀の 辭に 代へ て 〇 多 數の讀 者 諸君より 新年の 賀辭御 送り 被 下れまして 有難く 存じます、 當 

方より は^に 賀狀を 差 上げません、 玆に 誌上に 於て 諸君の 御 平康を 祝し ます。 〇 本年の 年貿狀 第一 等 

は 之 を 北海道の K  •  PH 君に 奉らざる を 得ません、 彼 は 主筆の 同窓の 友に して 四十 年間の 信仰の 兄弟で 

あります、 彼 は 年頭に 左の 語 を 寄せられました、 「カヨ リカー 一進 ミ遂 一一 各シ オン 1 一至 リテ神  一一 05 ^ペン 

コ卜ヲ ァ，' メン」 と、 實にカ ある 語であります、 私共 は 之に 對し 「然 りァ ー メン」 と應 へざる を 得 

ま 4.J ん、 我等 は 各自 力 ある 者と ならなくて はなり ません、 「神の 國は言 に 非す 能に 在り」 であります、 

51 くして はが ひません、 能力 ある 者と ならなくて はなり ません、 而 して 「备自 遂に シ オンに 至りて 神 

に m へん こと を」 と、 我等 同信の 友の 目的 は兹に 在ります、 能力の 欲しき 理由 は玆に 在ります、 罪に 

勝ち の 己 に 勝ちて 神の 國の 善良なる 市民と 成らん が爲 めに 聖靈 の 能が 欲しい ので あ ります。 〇 本年 =f 

月 (今より 二 ヶ月 後) に 至りて 本誌 は 第 liJ 百號に 達します、 我等に 取り 大 なる 感謝であります、 此際 

讀者 諸君に 於て 御 一 人に 附き 四百 字より 多から ざる 所感 文 御 送り 被 下 候 は^ 誠に 幸福であります、 猶 

又 第一 猇 よりの 讀者 諸君に 於て は 御宿 所 御 職業 御 年齢 を 加へ て 御 姓名 丈け なりと 御 送り 被 下る やう 漏 

へに 願 上げます。 〇 又 申 上げます、 本年 一月 十二 日 は 故內村 ルツ 子 永眠 第五 週 年に 當 ります、 今より. 

其當時 を囘 想し まして 感慨に 堪 へません、 而 して 逝きし 者 を 思 ふたび 毎に 想 ふ は存る 信仰の 友で あり 

ます、 死者 は 生者 を 鬚ぐ 最も 強き 愛の 綱であります、 彼女 は 逝きて 私共の 愛の 領域 は 大に擴 張せられ 
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ました、 而 して 今 猶ほ擴 張せられ つ あります、 玆に 重ねて 友人 諸君の 厚き 御 同情 を 感謝し ます。 〇 

唯一 事 は 何よりも 明かであります、 今年 も 亦 恩惠の 年であります、 而 して 此恩惠 は 各自 シ オンに 至り 

て 神に 見へ まつる 時まで 績 きます、 感謝、 感謝であります。 千 九 百 十七 年 一月 內村鑑 三 

〇 謹言 〇 次 號卽ち 三月 號は第 „K 百 號に有 之 候、 別に 祝賀 會を 設けす 候、 唯 少しく 頁 數を增 して 感 

謝の 意 を 表すべく 候。 〇 讀者 諸君の 所感 文 は 御 一 人に 付き 四百 字以內 とし 一 一月 廿 五日までに 落手す る 

やうに 御 發送相 成りた く 候、 是は必 しも 本誌に 揭載 する 爲には 無 之 候、 此 時に 際し 記者と 讀 者との 心 

的 關係を 一 層 濃厚に なさん が 爲に有 之 候、 殊に 第一 號 よりの 讀者 諸君に 於て は 御 姓名に 添えて 御 住所 

御 職業 御 年齢 を 御知らせ 被 ド候は 大 なる 幸福に 有 之 候、 勿論 多數の 同情 を 得て 懌ぶ譯 に は 無 之 候、 

唯 き § お たの を 知らん と 欲する 次第に 有 之 候。 0 小生 毎月 下旬 殊に 二十 五日 以下 は雜誌 編輯に 

て 多忙に 有 之 候 間 止む を 得ざる 場合の 外 は 御 訪問 御 控へ被 下た く 候。 一九 一七 年 二月 內村鑑 三 

第一 一 百 號に對 する 讀 者の 所感 我 は 福 昔 を 恥と せす、 此福昔 は ユダヤ人 を 始め ギリシャ 人、 

すべて 信す る 者 を 救 はんとの 祌の大 能 なれば 也 (羅馬 書 一章 十六 節 )o 兄弟よ、 聖召を 蒙れる 汝等を 

5;* よ、 肉に： 階る 智慧 ある： si< ^多から す、 能 ある 者 多から す、 貴き 者 多から ざる 也、 神 は 智者 を愧 しめん 

ある， 0 の はろ ぼ  いやし も； w-f-fc し 力 

とて 世の 愚者 を 選び、 强 者を愧 しめんと て 世の お 者 を 選び 給 ひ、 叉 有 者を滅 さんと て 賤き者 貌視ら る 

る 者、 卽き 無き が 如き 者 を 選び 給へ り、 是れ 凡の 人 神の 前に 誇る ことな からん 爲 なり (哥林 多 前 一章 

廿六， I 廿九 一:s)。 我等の 望また 喜 また 誇の 冕 は何ぞ や、 我等の 主ィ H スキ リストが 臨らん 時 その 前に 


て汝 等が そのもの たるに 非す や、 それ 我等の 榮と 喜 とは汝 等た る 也 (テサ 口 一一  力 前書 二 章 十九、 サ 

節)。 〇 余輩の 懇望に 應じ 旣定の 期日までに 姓名 又は 所感 文 を 接ら れし讀 者 諸君 は總數 £. ^如 名な り 

き、 玆に 諸君の 好意 を 深謝し 併せて 余輩の 唱 ふる 福音 を 恥と せざる 氣を 諸君に 賜 ひし 父なる 神 を 讚 

美し 奉る、 紙面に 限り あり 諸君の 所感 文 を 悉く 揭 ぐる 能 はざる を遣憾 とす、 其內 稍々 代表的な りと： H 

する 者 を 載せて 諸君 全體に 代りて 語らし めたり、 諸君の 諒察 を 乞 ふ。 c: 森 印を附 せる は初號 よりの 讀 

者と して 通吿 ありし 方な り )J  (三月) 

〇 會 合に 付き 謹告 〇 神 若し 許し 袷 は 來る 四月 二十 二日 (En 曜 rn) 午前 十 時より 長 野 縣諷訪 郡 

下諫訪 町鶴屋 旅館に 於て 小生 出張 聖書 講 _彼竝 に 本誌 讀者 懇話 會 相^き 候に 付き 附近の 讀者 諸君に は 成 

る ベ く 御 出席 相 成 度 候、 尙又 出席 御 志び- A の 方 は 前 ほまで に 同町 高 島貞久 氏まで 御 申込に 相 成 度 候、 0 

訪 湖畔 の 此會 合の ガ リラ ャ 湖畔の それに 傚 ふ 者な らん こと を 御 祈り 被 下 度 候。 〇 栃木 縣氏家 町 在狹間 

田に 於て 今春 再び < ^合 を 開くべき 由豫吿 致し 置き 候處 種々 と 差 支 を 生じ 候に 付き 右 會合は 延期 致し 候 

に付き 左様 御 承知 被 下 度 候。 〇 東京 市外 柏木 九 一 九 今 井 館に 於て 毎日 曜日 午前 十 時より 誉の 講演 有. 

之 候、 本誌 を 一 年 以上に 涉 りて 購讀 せられし 方 は 御 來聽差 支 無 之 候、 但し 豫め 小生の 許諾 を 得 ちれた 

く 候、 讀者 にあらざる 人、 殊に 敎勢 視察の ための 宗敎 新聞 雜誌 記者の 來聽は 固く 御斷 はり 申 候。 內村 

鑑三  (四月) 

〇 夏期 阐樊會 催に 付き 神 若し 許し 給 はば 來る 八月 十六 日より 一 週 問 靜岡縣 御殿場 基督 敎靑年 
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會 夏期 學校 常設館 東 山莊の 一 部分 を 借 受け、 『聖書 之 研究』 讀者夏 期 家庭 團嚷會 を 開催 仕るべく 候、. 

場所 は 東海道線 御殿場 驛 より 東へ 二十 丁餘、 金 時 山の 麓に 位し i€ 士を 正面に 眺め、 林 中の 一 閑地に 有 

之 候、 吾等 此 所に 會し、 毎日 朝 は 一度 聖書 を 講じ、 午後 は談じ 又は 遊び、 夜 は 歌 ひ 且つ 祈りて 早く 眠 

に 就き 申すべく 候、 夏期 學校 にて は 無 之、 家庭 ffl 變會に 有 之 候、 此奸惡 の 世に 在りながら 数日 問 なり 

とも 少しく 天國の 生涯に 似た る 生涯 を 送らん との 企 圖に有 之 候、 依て 左の 條 件に 從ひ 御來會 あらん こ 

と を 我が 愛する 讀者 諸君に 御 勸め申 上 候。 一 、 來會者 は 二 年 以上 本誌 を購讀 せられし 方に 限る 事、 伹 

し 御 家族 御 同伴 御隨 意の 事。 一 一、 宿泊料 一 人に 付  一 H 金 八十 五錢、 痕具 一 切 供給、 外に 會费 として 

一 圓 御牧め の 事。 三、 八月 十五 日夕 食より 開場、 同ト 六日 午前 九 時 開會の 事。 四、 各自 舊 新約 全 

書竝に 讚美歌 御 持參の 事。 五、 來會御 希望の 方 は 八 十日 限り 當 聖書 研究社まで 御 申込の 事、 伍し 

一度 御 申込 ありし 以上 は 容易に 御變更 なきやう 御注意の 事。 六、 傳染 性の 疾病に 惱 まる i 方 は 中 上 

ぐるまで も 無く 御 來會御 遠慮 被 下る X 事。 天父の 祝福 裕 かに 此會 合の 上に 加 はり、 來り 得る 者も來 

り 得 ざる^も、 等しく 其 恩 惠に浴 せんこと を 御 祈り 被 下た く 候。 干 九ぱ卜 七 年 七： =: 内 村鑑三 柏 

木 聖書 研究 會 委員 

〇 讀 者の 愛 心に 訴ふ 本誌の 讀者 f^i; にして 此^の 財貨 を 以て 神に 事 へんと 欲せら る、 方 は 其 使 

用法に 就て 當 方に 御 問合せ 被 下らん こと を 願 ひます、 祌の御 事業 は 一 にして 足りません、 大事 小事、 

之を爲 すに 力 を 要します、 而 して 諸君 は 神が 諸君に 賜 ひし 物 を搏び 彼に 獻げて 其 御 事業に 參與 する こ 

とが 出来ます、 今や 敵國に 在 り て 辛酸 を 嘗め な が ら 聖書 研究 を繼 けお る 同志が あ り ます、 萬 事 を祌 に 一 


委 nJ て蜀 '福音 宣 i» に從 事し 居る 者が あります、 盲人 傳道 のために 援助 を 求む る 盲 メカあります 北 Z 

他 傅 道 上 慈善 上爲 すべき 事 は澤 山あります、 私供 同志 は 勿論 援助の 到來を 待て 事 を 始めません、 然し 

乍ら 求めざる 援助の 到来に 遭 ふて 神 を 讚美し 奉ります、 「施し は 之 を 强て爲 すべから す、 蓋 神 は I, 苦 _j 

て陁 しを爲 す：^ を 愛し 給へば なり」 とあります (哥林 多 後 九 章 七 節)、 若し 諸君の 中に 私供の 此愛訴 

に ぜら， e んと 欲する 方が ありますならば 私供 は 喜んで 御受を 致します。 主の 名に 由り て .2::?ザ；| 

三  s"〕 

〇 感謝 讀者 諸君の 御 愛 心に 評へ ました 所、 今日まで 人員に 於て 十二 名、 金額に 於て 贰百 拾 八圆五 

拾 錢の御 寄 送に 與り 感謝に 堪 へません、 早速 送るべき 所に 達り ました、 精算 は 後より 致します、 此丄 

とも 御 援助 を 願 ひます。 (內 村) 

〇 社^ 數牛 感謝 讀者 諸君の 屮 より 八， 日までに 二十 一名、 總計 三百 三十 七 岡 五 拾 錢の御 寄附 御 送 

り 被 下 感謝に 甚ぇす 候、 共 中より 今日までに 一 一 圑體三 個人へ 一 一 百 八十 五阆を 贈り 候 所 何れも 深く 感謝 

致し 居り 候、 .徵 贈りた く 思 ふ 所 他に 多く 有 之 候 間 神が 諸君に 命じ 給 ふ 範圍に 於て 御 寄附 被 下らん 事 を 

顯上 候。 1. 禮 卜 月  一 口 東京 地方 大 暴風雨に 就て は 多 數の讀 者 諸君より 御見舞の 御 t« 面に 與り 厚く 御 

禮申 上げ 候、 幸に して 損害 至て 輕微に 有 之 候 問 御 安心 被ド度 候。 値上 諸物價 騰貴して 止ます、 止む 

を 得す 本 まも 亦來 年度より  一 W 賣金拾 五錢、 六 W 分 前金 八 拾錢、 十二 冊 分 壹圓五 拾錢に 値上 致し 候 間 

右樣御 承知 相 成 度 候、 但し 今年 中に 前金 御拂 込の 方 は從前 通りに て 宜しく 有 之 候、 不足 はすべ て 有志 
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の 特^ 寄附 を 以て 惯ひ申 候。 品 切 『舊約 卜 年』 目下 品 切に お 之 候。 聖書 研究社 (十一 力) 

〇 祝詞 玆に叉 感謝の 舊年を 送り 感謝の 新年 を迎 へんと して 居ります、 世界 は 今 猶戰爭 の 最中で あり 

ますが 我等 ィ H スを 信す る 者の 心 はべ ッレ ヘムの 夕の 如くに 靜 であります、 我が 愛する 『ss 書 之 研究』 

きょ  つよ 

讀者 諸君よ" 我等 此 時に 潔くして 剛く靜 にして 深く、 感謝と 希望に 滿 ちて クリス マス を 祝し 叉 新年 を 

迎 へやう ではありません 乎。 千 九 百 卜 七 年 十二月 內村鑑 三、 曰 研究社 . 

追而 此號を 受取ら る、 友人 諸君に 對し ては^に 年 貿狀差 出し 不申候 問 左様 御 承知 被 下 度 候。 

需要 廣吿 女中 を 雇 入れた し、 十八 歳 以上 三十 歳 以下の 者に して 身體强 健、 正直に して 勞働を 愛し、 

少く とも 三年 間 勤 綾 せんと 欲する 者 は 本人 年齢、 父兄 職業 を 記入し 直に 自筆 を 以て 申込 まれた し、 確 

實 なる 保 證人を 要す、 勿論 相當 の手當 を 給す。 東京 市外 淀 橋 町 柏木 九 一丸 內村 (十二 刀) 
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新年 雜記 

□ 玆に义 新年 を迎 へた、 『謹 正』、 『謹賀新年』、 『平素の 竦 遠 を 謝し 貴家の 萬 幅 を 祈る』、 斯 かる 文字. 

を 活字 を 以て 印刷した る 葉書が 幾 百 通と なく 余輩の 家 を 見舞 ふて 吳れ た、 世には斯かる見舞を^!?<けざ 


る 家 も ある こと を 知れば、 余輩 は此 世に 在りても 亦 幸福なる 者で あると 云 はねば なる まリ 併し乍ら 

何故に 活字 を 以て I 曰く 乎、 何に か 他に 書く こと はない 乎、 何故に 自筆 を 以て 眞情 有の 傲 を 一言な りと 

も ら ぬか、 殊に 祌を 信じ キリスト を 愛する 者が 平々 凡々 世人の 習慣に 傚 ひて 滿足 する 事が 出来る 

乎、 甚だしき に 至て は 余輩の 家より 程遠らぬ 所に 住ゐ 時には 余輩の 門前 を 過ぐ る 者が 『平素の 疎遠 を 

謝す』 と 云 ふ は 是れ僞 善の 言な りと 稱 すべきで は あるまい 乎 余輩 は 年賀 狀を 好む、 然れ ども 其の 意^ 

ある 者た らん 事 を 欲す、 『詩と 歌 ^„靈 に 感じて 作れる 賦とを 以て 互に 相敎 へ相勸 め、 恩丧 心に 感じて、 

心の中に 祌を 讚美して』 新年 を迎 ふべき でない 乎 (コ サイ 書 三 章 十六 節)、 異邦人の 如くに 毎年 同 

1 の 言 を 操 返すべき ではない ではない 乎。 〇 勿論 余輩に 送られし 年賀 狀の 皆ん なが 皆ん な 通常 一般の 

ものではなかった、 に 自筆 美事に 『奉賀 新 正』 と 書かれ、 其 下に 幼 者 を 最初に、 長者 を 最後に 自 

署 せられし 或る 謙遜なる 華族の 人の 年賀 狀に は尠 からす 余輩の 心 を 動かされた、 其 他山 形縣の S . K 

1^ の 「みめぐ みの 春 野 を わたる i なれば 一 里 塚 こそげ にも 嬉しき」。 叉 は 茨城 縣の S  .  J 君の 「残りな くす ぎ 

にし 年の 罪 をす て 望みの 光 仰ぐ け ふかな」。 又は 岩 手縣の M  •  T 君の 「眞淸 水の 夏に つめたく 冬ぬ ィる きさま も 

てこ Q 世 われ-ザ 乂 りなん」 等 は 何れも 諸氏の 眞 情の 底が 窺 はれて 甚だ 嬉しく あった、 叉 在. 哇愛讀 者 某が 

V  \  一一 イチ ェ  ワグネル  おば 

5;,^ られし 左の 一が は 余輩 をして 腹 を 抱へ て 笑 はしめ た。 「入 智慧 は 人 を 惑 担ぐ らゐ にて みなと けんじ は 慊ら 

ぬ やつ」。 .^^5 水の 新年の た I 术" は 蓄昔器 を 通う じて 世界の 大昔 樂を li  くこと である、 カルべ ー 女史 は 『マ 

ルセ ー ュ』 の 曲を聽 かして 余輩の 血 を 湧かし めジ ユリ ャ • カルプ 女お の メンデ ルゾン 作 『エリヤ』 中 

3  二- § 『ォ ー 主に 在りて 休めよ』 の 演出 は 余輩 をして ホ レブ 山上に 預言者と 共に 『靜 かなる 細き 聲』 

を聽 くの 感 あらしむ * 又 Si お 聲樂家 マルセ ヲ. ゼムブ リツ ヒ 女史が 余輩の ために 愛蘭 土人の 哀歌た 

大正： P 年  六 A 一一 一 


雜報、 廣ル〕 、其 他  六 八 ra 

る 『夏の 最後の 蓄薇 花』 を 歌 ひ 吳れる 時 は 恨み 綿々 として、 盡 きざる 感 がして、 此歌 ある 限り は 愛蘭 

土人の 英 國に對 する 怨恨 は盡 きす、 英國人 义枕を 高う して 眠る 能 はざる 其 精神が 能く 聽 取れる、 音樂 

の 威力 又 恐 る ベ きで ある、 余輩 蓄音器 より 流れ出る 此聲を 聞いて 同情の 淚の 袖に 滴る k を 禁じ 得ない、 

其 他 偉人 リ ン コル ンが 常に 其祕 書記官 をして 歌 はしめ しと 云 ふ 『懷 くも 浮ぶ 思』 の 一 曲、 詩人 テ 一一 ソ 

ンの辭 せ 『砂洲 を 過る』 に樂 譜を附 せし 者、 殊に ハ ン、、 テル 作 『メ シャ』 を 歌 ひし 者 十 餘曲は 余 耀を慰 

めカ附 けて 盡 きる 所がない。 〇 然し 乍ら 最も 貴き もの は 歌に 非す 樂に 非す 愛より 出た る 活動で ある、 

之れ なくして 神の愛 を識る こと は 出来ない、 而 して 余輩の 場合に 於て は活 働と 云へば 書く ことか 語る 

ことで ある、 依て 新年 早々 余輩 相應の 活動の 幕 を 開かば やと 思 ひ、 我國 基督 敎界に 於け る 大活働 家の 

一 一人 中 田 重 治 木村淸 松の 兩 君に 謀り 三人 協同して 一 九 一 八 年 第 一 安息日 を 期して 東京 神 田 靑年會 館に 

於て 『聖書の 預 一一：； a 的 硏究演 說會』 なる 者 を 開いた ので ある、 來り會 する 者 千 二百 餘 人と 註 せらる 問題 

は キリ スト 臨 を 中心的 眞 ™: として 見た る 聖書の 研究で ある、 余 は 未だ 曾て 余 自身に 取り 斯 かる 滿足 

なる 演說 を爲 したる 事 はない、 風邪に患-^^艢を演壇に運んで 一 時 問 以上 語り 續 けて 少しも 疲勞を 感じ 

なかった、 而 匕なら す、 風邪 は拔け 去りて 尙 百度 干 度 語りた く 欲 ふた。  _  ♦ 

讀書 『傳 道の 精神』 の 第 四 版が 出ました、 是れは 著者の 處女 作でありまして 今より. 二十 八 年 程 前 

に 始めて 基督 敎 新聞に 連載した 論文 を 後に 纏めて 一書と 爲 した 者であります、 此 書に 由り て俾 道の 決 

心 を 起し ケ旣 に此聖 業に 從事 しつ、 ある 者 は くありません、 定價： ^五 錢、 途 費四錢 であります。 〇 

英文 WOAV  I  :BE〇AMB  A  oiHSSTrAN の 第 七 版が 出ました、 此書 もま だ 消えません、 神が 過 


去 二十 五 年間 此書を 護て 下さった 事 を 感謝し ます、 改正 定價 七十 錢、 送 費六錢 であります。 〇$i 般米 

國 聖書 會 社に 於て 出版に 成りし 邦文 『改譯 新約聖書』 は 甚だ 貴重なる 書であります、 聖書の 研究者 は 

何人も 一本 を備 ふるの 必要が あります， 本社に 於て 受 次ぎ 贩賫 します、 定價 八十 E 錢送 費八錢 であり 

ます。  (三 £ 

會合 一 一月 十日 東京 神 田 靑年會 館に 於け る 第一 一 囘豫言 的 聖書 研究 演說會 は 第 一 囘に 劣らざる 盛會で 

ありました、 屮 W 重 治、 オルト マン、 村鑑 三の 三 氏 は 同一 の 事 を 異なる 方面より 述べて 大に 同信の 

友の 信仰 を强 めました、 第三 囘は 三月 三日 同所に 於て 開かれ、 是れ又 盛なる 會合 でありました、 叉 三 

お 44/1! に 於て 中 田、 內村、 木 村 (淸 松) の 三 氏 m 張、 同一 の會 合が 催さる i 害で あ 

ります、 t いで 十三 日に は 京都 基督 敎靑 年會 館に 於て 三 氏 登壇、 キリス ト 臨の 信仰に 就て 述る 害で 

あります、 乂四 五月の 兩 月に 涉り每 日曜日 午後 一 一時より 東京 神 田 三 崎 町 三崎會 館に 於て 以上 三 氏 其 

他 同志 出演.、 同 問題に 就て 講演す る 事に 決定し ました、 有志の 來聽を 望みます、 此 久しく 忘れられた 

る 聖書の 大眞理 が 同志の 唱道に 由て 多くの 人々 の 注意 を 惹く に 至りし 事 は實に 感謝す ベ きであります- 

叉 三月 三十日に は 本誌の 主筆 は 神戶女 學院に 招かれて 其 卒業 演說 を爲す 害であります、 之 を機會 とし 

て 祌戶に 一 會合を 開く 計畫 であります。  (三月) 

〇 北海道に 在る 誌 友 諸 に 謹告す 恩寵 豊かに 諸君の ヒに 在らん 事 を 祈り 候 〇 陳ば 今年 六月 一 一 

日 は 小生が 明治 十 一 年 同月 同日に 札 幌創成 川の 畔に 於て 當 時の 函館 在留の 米國宜 敎師、 今の 日本 メソ 
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雑報、 廣吿、 其 他  六 八 六 

ヂ ス卜敎 會名譽 監督 M - C . ハリス 博士より 學友六 名と 共に バブ テス マ を 受け 基督 信者た る を 誓 ひし 

滿 四十 年に 當り申 候、 依て 此 感謝す べき 日 を 記念 せんが 爲に 神 若し 許し 給 はば 小生 自身 札幌に 赴き 、 

其 處に創 成 川の 流れ 淸き畔 に 於て 聖き 感謝の 祈禱を 捧げた く存 候、 就て は 北海道に 在る 誌 友 諸君に 於 

て此 擧を贊 成せられ、 成るべく 多く 同月 同日 を 期して 札幌の 地を訪 はれ 小生と 祈禱を 共に せられん こ 

と を 偏へ に 願 上 候、 當 日は恰 かも 滿 四十 年 前同樣 安息日に 當り 候に 付き 石 狩 原野に 綠葉萌 る 頃、 雲雀 

と 山 との 聲に 合せて 諸 ij?; と共に 神 を 讚美 致した く存 候、 而 して 後數日 札幌に 留まり 舊 交を溫 むる と 

同時に 舊 くして 常に 新ら しき 福音 を唱 へ、 後 又 成るべく 廣く 全島 を 巡遊し 成るべく 多くの 誌 友 を 其 御 

住居の 地に 於て 訪問し、 叉 神が 途を備 へ 給 ふ 限り 函館、 小撙、 旭川 等樞 要の 地に 於て 頌 罪と 復活と 再 

臨との 福音 を唱 へたく 存候、 此 等の 事に 就て 小生 は 多く 諸君の 御 援助 を 期待 致し 候、 切に 乞 ふ 諸君 主 

に 在りて 小生 を迎 へられ 小生 をして 諸 ili; と共に 主の 善き 慟 きを 爲すを 得さし め 給 はん 事 を、 委細 は 在 

石 狩 町 淺見 仙 作 君まで 申 上げ 置き 候に 付き 同 君と 御 相談 且つ 御協力 願 上 候 匆々 一九 一八 年 四月 

東京 市外 柏木に 於て 內村鑑 三 

基督 W 臨 問題 ,2 研究に 就て 基督 再臨 問題 を 研究 せんと 欲す る 者に 取り 必要 缺く ベ か らざ る 書はブ 

ラックス トン 著- 中 田 重 治君譯 『耶蘇 は來 る』 である、 其 或る 部分に 就て は讀 者の 首肯し 難き 點 無き 

にし も あらざる べき も、 其 大體に 於て 再臨の 聖書 的 根 據を闡 明して 誤らざる は 何人も 承認す る 所で あ 

る、 此書は 歐米諸 圏に 於て 廣く 愛讀 せられ 旣に數 十 萬 部 を 賫り盡 したりとの 事であって、 近頃屮田^?^ 

に 由て 簡明なる 曰 本文に 翻譯 せられ 多くの 信者に 貴き 光 を 供し っ& ある、 定價五 拾錢、 郵 稅六錢 であ 


る、 版元 は 東京 市外 柏木 東洋 宣敎會 であるが、 讀 者の 便宜 を 計り 本社に 於て 取次ぐ 事と した、 本誌 所 一 

載の 記 察に 合せて 此書 を讀ま れ なば 讀者 の 益す る 所 多大 であると 信す る、 叉 英文 を 以て 此 問題 を 研究、 

せんと 欲する 者に 余輩 は A.  J.  Gordon 著 Ecce  Venit  (視ょ 彼は來 る) を 推薦す る、 希^llil者には- 

一 慨に付 金 一 一圓 十錢 にて 注文に 應す、 但し 外國 より 取 寄す るに 一 一箇： IT 餘の 日子 を 要す。  一 

〇 謹吿 五月 十八 日 祌戶靑 年會、 同 十九 日大 阪天滿 敎會、 同廿ー 日 京都 平安 敎會に 於て 本誌 主筆の 波 

說 あり。  一 

〇 本誌 主筆 六 H 上旬 北海道に：；；： くべ く豫吿 せし 所、 中央に 於け る 運動 手放し 難く 中止の t むな きに 至 一 

れり、 但し 夏期 休養の ため 彼 地に 赴く の計畫 なり。 〇w 臨 問題 研究 講演 會は 五月 最終日 曜日 を 以て  一 • 

先づ 終了せ り、 神 若し 許し 給 はば： 炭 期の 休養 を 終りて 後に： 冉 びお 京大 阪 (或は 神戶) の兩 地に 於て 之 

を 役 活繼續 すべし。  (六月) 

〇 謹吿 小生 儀 1M 志と 共に 来る 九月 一 一十一 一 H より 毎 日曜： H 午後 一 一時より 東京 祌田美 土 代 町 靑年會 館に _ 

於て 聖書 II 演會 相？？ き 候 問 有志 諸君に 於て 御 來聽相 成 度 候 敬 其。 ^村鑑 三  一 

聽講 注意 錄 〇 私用 を 持込みて 講師 を 困し めて は 可ません、 妹に 開講 前 二 時 問 は 彼に 絶對 的靜肅 i 

供す るの 必要が あります、 彼 は聽衆 一同の 有であります、 彼 を 自分 一個人の ために 用ゐて はたり ませ 
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雑報， 廣吿、 其 他  六 << 

ん。 〇 十 歳 以下の 小兒 を伴來 りて は 可ません、 是 れ小兒 に 取り 無慈悲であります、 聽 衆に 取り 迷惑で 

あります、 而 して 叉 大抵の 場合 i.; 於て 講師に 取り 犬なる 妨害であります、 西洋に 在りて は小兒 同伴の 

聽講は 禁物に 成って 居ます。 〇 批評 叉 は 冷し の爲の 聽講は 全然 差控 ゆべき であります、 是れ全 會の熱 

心 を 冷す 事 でありまして 大 なる 罪で ある と 一一 IE はざる を 得 ま せん、 自己 修養の 爲 にあ らざ る 新聞 雜誌記 

者 等の 來聽は 固く 謝絶 致します。 〇 各自 相應の 寄附 を 積り で 御 出席なさい、 無代 價の 眞理 は眞理 

として 存 りません、 聽講 無料 は 講師に は 無害であります が聽 者に は 有害であります、 代 價を拂 ふて 聽 

ふと 欲 はない やうな 講演 は聽 かない 方が 可あります。 

〇 演說の 依頼者に 吿ぐ 僕の 咽喉 は 弱くして 一 週に 一 囘 以上の 講演 は 甚だ 困難であります、 出来ない 

事はありません が 後で 非常に 疲れます、 且又 诚說 は大に 執筆 を 妨げます、 故に 執筆 を 主なる 業と なす 

者 は 演說は 成るべく 控へ るの 必要が あります、 此邊 特に 御 推量 被 下まして、 演說講 ：：^ の 御 依賴は 僕の 

健康 乂は 事業 を 妨げざる 範圍 に 於て 願 ひます * 演說 はいくら でも 出來る 者ではありません、 世に 

說程 勢力 を 消費す る 事はありません。 內衬鑑 三  一十 ガ) 

〇 歳末の 辭 玆に又 恩惠の 一年 を途 らんと して 居ます、 感謝の 至りであります、 私自身に 於き まして 

は 今年 は 五十六 同の 講演： M 說を爲 し 一 囘の聽 衆 平均 三 f:: 人と して 一 萬 七 千 人餘の 人々 に 福音 を 語る こ 

とが 出来て まことに 幸福の 至りであります、 多分 明年 は是れ 以上の 働き を爲す 事が 出來 るので あらう 

と 思 ひます、 『新規 播 直し』. であります、 曰なる 神の 一一 一一 c 葉 を 人 問の 智慧 を 混す して 我國 n 弋に 與ヽな 


ければ なりません、 讀者諸 ll?; の 御 共働 を 願 ひます、 願く は樂 しき クリス マ スと 喜ばしき 新年、 諸君の 

上に 來 らんこと を. ァ ー メン。 一九 一八 年 十二  內村鑑 三 社員 一同 

〇 雜 誌定價 引上げに 付き 謹吿 行 數を增 し 頁數を 減じて 試みて 見ました、 然るに 編輯 上 甚だ 困難で あ 

ります、 五號 1 一十 四 行 詰めで は 振り 假名 を附 する 事 も 出 來す點 を 施す 事 も 出来ません、 矢張り 一 一十 行 

詰めと なすの 必要が あります、 又讀 者の 側から 見ても 餘り神 詰めた る 配 字は讀 むに 甚だ 氣持 好くない 

と 思 ひます、 叉 一方 紙價 現今の 狀 態より 觀 ましても 平和 來は物 慎の 低落 を持來 しません、 其 反 對に更 

らに 騰貴の 兆候が 見えます、 依て 止む を 得ません、 甚だ 厥であります が 思 切て 定價を 引上げます * 諸 

界 許して 下さい、 我等 は商資 の 事に i:^ た 不案內 であります、 然し 如何なる 場合に も 借金 は 致しません、 

而 して 此 際に 方り 定價 引上げ は 借金の 厄難 を 免 かる k 爲の 唯一 の途 であります、 吳々 も 許して 下さい、 

自今 毎號 四十 八 頁 乃至 五十二 頁と なし、 一冊に 付き 定價 貳拾錢 一年 分 前金 贰圓 半年 分 同 置 圓拾錢 

外 國武阆 五 拾錢と 改めます、 伍し 今 H まで 旣に 御拂 込み 又は 御 送金の 分に 對 して は 御 追加に 及び ませ 

ん、 此 規則 は 此號御 落手の 日より 御實 行の 事に 願 ひます、 敬 其。 一九 一 八 年 十二" 聖書 研究社 

C 我等の 會 合に 就て 0 基督 W 臨 研究 東 京大 \ きに 對し 厚き 御 同情 を 御 表し 被ド、 祝詞 叉 は 祝電 を 

御 送り 被 下 候 所の 諸君に 對し兹 に 發起人 一 同に 代り 篤く 御 禮申上 候。 〇 神 若し 許し 給 は ^来る 大正 八 

年 一 月 十七 日より 三日に 涉り 同種の 大會を 大阪巾 之 島 大阪市 公 會 堂に 於て 開催 仕 候 間遠 近の 同信 諸君 

に 於て は 奮て 御 來會相 成 度 候、 東京 同様、 然り 東京 以上の 恩 惠の此 大會の 上に 降らん 事 を 今より 御 祈 

大正 七. 年  六 _< 九 


雜報、 廣告、 其 他  六 九 〇 

り 被 下 度 候. 其 詳細に 就て は 大阪天 王 寺 石ケ辻 五三 〇 七 藤本 壽作义 は 京都 御幸 町 一 一條 靑木 庄藏に 就て 

御 問 合 せ 相 成 度 候。 〇 毎 HI 曜日 午後 二 時より 東京 神 田 美 土 代 町 靑年會 に 於 て 村鑑三 主 任 の 下 に i,^ 杳 

講演 會を 開きつ &有之 候に 付き 同志の 諸君に は 隨意御 來聽相 成 度 候、 但し 各自 必す聖 ま rjsl に 讃美歌 御 

持參の 事。  r 十二 ガ) 

大正 八 年 二 九 一九 年) 

年賀 狀 今年 も 亦 例年の 通り 夥多の 年賀 狀を 送られた、 而 して 流石に w 臨 高 唱後第 一 年の こと & て 

歡喜と 希^に 溢る k ものが ®i くなかった、 實に W 臨の 希 があって 新年 を 祝す る 其譯が 明. S になる の 

である、 せ 人が た i, 一 無意味に 「議賀 新年」 と 口 ふ 其 深き 理由 は玆に 在る ので ある、 左に 我讀者 諸君よ 

り 寄せられし 信仰的 祝辭の 五六 を 載せん に 云々。 …… 。 GM 卜 略) 

〇 聖書 講演 廣吿 (母 日曜日 正午 後 一 一時より 柬京祌 田 美 土 代 町 基督 敎ポ h: 年 4； 々館に 於 て 同 靑年會 主催、 

.2:村鑑三主任の下に^^,書講演會を問き候に付き同志の諸^には御隨意御來聽相成度候、 但し 各自 必す 

聚書 に 讚美歌 御 持 參相成 度 候  (一 „ ^一-月 三月 S 力 J 

0 近火 御見舞 を 謝す、 全部 無事に 有 之 候。 聖書 研究社 内 村鑑三 


〇 那 山 下に 來遊を 促す S が 来ました、 私 は 七月 下 切より 九月 屮 句まで 栃木 縣那 P 温泉 松川屋 

方に 居る 積であります、 其 問 十； 曜日と 月曜日 を 除く の 外 は 大抵 毎日 一 時 ii づ --s^ 書の 講義 を 致す 接り 

であり ますから 近 縣讀者 諸君 に は 御 休養 旁 々御 來聽を 願 ひます * 下野 敎友會 の 好意に 依り 十 名より 多 

からざる 方々 に 一週間 交代に 無料に て 座數を 提供す る 事に 成って： ます、 但し 食 费は御 自辨の isr 尙 

义 一 週間 以上 御 滞在 御 希 の 方に は 旅館に 於て 御宿 泊御自 出であります、 是は 夏期 修養き と稱 すべき 

程の^で はありません、 夏期 休義 會と稱 して 可なる 者であります、 清き 天然の 內に 成るべく 聖き 家庭 

的 生涯 を 送りた く 思 ひます、 道 は 束 北 本線 黑磯驛 に 御 下車、 それより 四 里 九 町、 馬車 人力車 乘合 自動 

車の 便が あります、 那須 火山の 麓、 關東 平野 を瞰ド し、 宏澗 の： M を麥 ふに は 最も 好適の 地 ごあります、 

人なる 敎師を 目的と せす して、 自由の；大然と交はらん爲に御來遊ぁらん！？^-を御勸め致します、 無料」 M 

敷 を 使用 せんと 欲せら る k 方 は 順番 を定 むる 必要が あります から 豫め 御來 遊の 時日 を 明記し、 •：. ぃ都宮 

市 大工 町 寶積寺 銀行 支店 內下 野敎友 會宛御 通知 を 願 ひます。  (七 H0 

〇 御 面會に 就き 謹告 小生 訪問者の 面會は 日、 土三曜 H を 除く の 外 ten 午後 三時より 四時までの 

間に 限り 候 間 左様 御 承知 被 下 度 候、 但し 在宅 は 保 證不仕 候、 尙又御 一 身 卜： の-御 相談 は 一 切 御 斷り巾 上 

0  c 九 力) 

〇 毎 n 曜曰 午後 一 一時より 東京 丸之內 大手 町- 務省 正門 前 大日 本 私立 衞生會 講堂に 於て 內村鑑 三お 仔、 

柏木 兄弟 團 世話人の 任に 當り、 書 講演 會を 11 き、 總て 誠實を 以て 聖書 を 研究 せんと 欲する 者の 來^ 

大正  <  年  六 九 一 


雜 報、 廣吿、 其 他  一； 

を^ 迎 致し 院。 但し 敬意 を 表する に 足る の 服装 を 着す る 事と、 應 分の 獻 金を爲 さる と は 豫め御 承 

知 相 成り 度 候、 目下 毎會 殆ど 滿 堂の 聽衆 あり、 爲 めに 來聽者 は 成るべく 早く 着席す るの 必要 有 之 候。 

C 來る 十一 一月 七日 は 神の 民なる ィ ス ラ H ル卽ち 猶太 人の 爲 めに 祈るべく 定められ たる 安息日に 有 之 候" 

讀者 諸君が 本號揭 載の 中 田 重 治 君 寄稿の 主旨に 循ひ此 日 特に 彼等の 爲に 祈られん こと を 御 勸め申 上 候 _ 

東京に 於ても 之が 爲に 特^の 會合 催さるべく、 其 節 は 何 かの 方法 を 以て 廣吿 仕るべく^" 广十 一 月) 

タリス マ ス廣吿 〇 乂クリ ス マ スが來 りました、 本誌 發行 以来 第一 一十 囘の タリ ス マ ス であります、 孰 

. ^も 皆 感謝の クリス マスで ありました、 今年 も 亦 同 じで あると 信じます、 本誌と 共に 二十 囘 クリス マ 

スを 守られた る讀 者が 斟 くありません、 二十 年 問の 變ら ざる 信仰 上の 御 交際、 實に 貴く あります、 世 

は變 ります が キリス トは 昨日 も 八： -nl も 何時までも 變 りません、 而して彼を：；：^する私供も何時ほでも變 

り ませ， レ、 信^の 位 一歩 はあります、 然し 變 化はありません、 キリスト は祌の 子であります、 祟むべき 

者であります、 今や 天に 在りて isk の 右に 坐し 給 ひ 後に-再び 顯 はれ 給 ふ 者であります、 彼 を 信じ 彼 を 

ii みて 私供 は 世と 共に 動きません、 私供 は 今年 も 亦 1^ かなる 歡 ばし きクリ ス マ スを 守りて 此 信仰と 

希ば 1^1 と を 確實 にしゃう と 欲 ひます。 

大正 九 年 二 九 二 〇 年) 

〇 新年の 辭 謹で 新年 を賀し 奉ります、 又 例年の 通り 多数の 讀者 諸君より 賀狀を 送られまして 誠に 


有難く  T;^ じます、 玆に lEl^  く 御 禮を申 述べます、 其內贵き：：^仰的實驗を書送られし者尠からす、 甚だ +骨 

ばしく^^じます、 年賀 狀は 之を廢 する に 及ばす として、 之 を 意義 ある 者と 成した くあります、 第一 に. 

之 を 年末に 書く を 止めて、 年始 狀 であるが 故に 年の 始に 書く ことに 致した くあります、 而 して 舊 年の. 

感謝と 新年の Y 布. まと を 述べて 相互 を 慰めた くあります、 「謹賀新年」 は餘 りに 無意味であります、 我 

等 信仰的 友人の 間に 在りて は斯 かる 虚禮は 魔した くあります。 〇 今年 も 引 綾き 東京 丸之內 大日 本 私立 

衞生餘 講堂に 於て C 內務省 正門 前 ) 1 母 n 曜ロ 午後 二 時より 本誌 主筆の 聖書 講演 會を 開きます、 讀者 請： 

！^？；の御來聽を^みます、 柬京 市中に 講 擅. を^,; 1 けて より 玆に 第三 年に 成ります、 祌の御 導きに 由り 益々 一 

盛んに 成りつ、 あります、 地方の 譜君 にして 5,1 席し 難き 方々 も 中央に 於け る此聖 業の 爲に 一 

時刻に 特に 御 祈り 被 下ん こと を颇 ひます、 断く して 我等 全國の 同志 は 祈禱の ー團を 作りて 聖書 を 1^:1 

的 經典 と 成さん こと を 期した く ありま す 、 恩惠 今年 も 亦 裕に 諸君の 上に 加 はらん こと を 祈ります。 

〇 恢 上げ 廣吿 又復慨 上げです、 だ 线 念です、 然し 止む を 得ません- 次 號卽ち 五 s: 號 より  一 W に 付 

き定價 金參拾 iT  1  ニ衞分 ( I 年分) 前金 參圓、 六 服 分 (半年 40 壹圓七 拾錢、 外國行 一 年分 金 參圓ー 

五 拾錢に 改めます、 八 rn まで 御拂 込の 分 は 御 追加に 及びません、 改正定價は此號御受取"<^4-,^!ぃき_ 

實行を 願 ひます、 甚だ 御氣の 毒です、 印刷 代 三 割 以上 四割修 上げの 結果、 凡の 雑誌が 値上げ を爲 すべ 

く餘 儀な くせられ たのであります。 IV： 書 研究社  「四 ： 

c.€#^ に 通信 土曜 = は 講演 準備の 爲に、 日曜 口 は 講演 其 者の 爲に、 月曜 H は 講演の 疲勞を 癒す 爲- 

火 正 九 年  六 九 三 


雜報、 廣吿 其 他  六 九 £ 

に、 御 面 會は屮 I 來 ません、 御 米訪を 御控へ 下さい、 其 他の n に 於て は 午後 w 時より 五 時までの 問に 御 

而へ £； 致します、 伍し 御 一身上の 御 相談に 鹿 じません。 〇 御 書面に 對しー 々御 返辭 する 事 は S, ぃ來 ません、 

私に は (何人に も； II じであります) 神と 公衆と に對 する 義務が あります、 私が 侗 人的 交際に 使用し 得 

る 時間 は 至て g: くあります。 〇§^蚯^研究社に對する雜誌書籍の注文又は發途の催促を親展として私に 

御 巾 越しに 成る ie^ は 一切 御斷 はり 致します、 研究社に は^に 事務所が 設けて あります、 社 川 はすべ て 

硏究社 宛に 願 ひます。 村鑑三  C. 四 =o 

維 報 京. 內大乎 町の I,- 書 講演 Nt は 六月 二十 七日 を 以て 一 先 づ閉會 しました、 来る 九月 十二 日 

C 第二 ほ 曜 n) 午前 十 時 を 以て W 開し ます。 〇 七月 二十 三日より 二十 五日まで 三日間に 涉り相 州箱极 

强羅星 氏 训莊に 於て、 長 尾 半 平氏 主幹の 下に、 基督 敎 平信徒の 夏期 修養 會 が-催されます、 私 も 其 講師 

に 依 鋭され、 聖書 講： 汲 を 致す 害であります、 來會 者に して 特に 宿泊 を 要する 方 は同會 より 招待 を 受け 

し 者に 限る そうであります が、 其 必要な き^は 會 場の 許す 限り、 來聽 を歡迎 するとの 察であります、 

久振りにて山上野花ffかなる所に^書を；^iiるの機會を與へられて感謝に堪ぇません。 〇 夏 は 天然 硏究 

の 好 時期であります、 必 しも 山川に 遊び 珍 獸怿魚 を 探る に 及びません、 家に 在りて 晴夜 に ffi を舰 き、 

又は 池 中に 金魚の 常 性 を 窺 ひ、 庭に 後の 生活 を究 むる も 可な りであります、 要は 暫 らく 人と，； n 己と を 

離れ、 天然 を 通う して 直に 天然の 神に 接する 事であります、 心の 洗濯 を爲 すに 之に 梭 りて ft^ き 途はぁ 

そら  I し： ：-、 

n ません * 私 も 此夏は 秋の 空に 現 はる k 星座の 觀 察を遂 る と； 時に 原生動物 學 の 複習 を爲さ うと 心掛 

けて； ります。 (內 村鑑三 誌す) 


想秋擔 東京 巿內 大手 町の 聖書 講演 會は來 る 九月 士 一口  (第一 一日 曜日) 午前 十 時 を 以て 開きます、. 

引^きが 百 記 を 講じます、 秋風 肌に 滲る 頃、 ヨブと 共に 信仰の 顶 天に 攀 登り、 其 處に此 世なら ぬ靈界 

の 風に 吹かれた く 欲 ひます、 聖書 をして 口 本人 の國 ぉ的經 典たら しむる の 實を舉 げんこと を 期します。. 

〇 今年 は 米國合 衆國の 建設者 淸黨 祖先が 大西洋 を橫斷 して 初めて 彼國に 上陸せ し 第三 丙 年紀 であり 

ます、 是はコ B ム ブスの 西 大陸 發晃に 勝 さると も 劣らざる 世界 歷 史上の 大事 件であります、 依て 神 若 

おも 

し 許し 給 は^ 來る十 一 月 を 期して 紀念 演說會 を！^ P け、 此 出 來 事の 意義 を我國 人に 傳 へたく 欲 ひます、 

淸 黨の 精神 を我國 人に 鼓吹す る は 目下の 急務で あると 信じます、 眞侗の 自由と 愛國 心と は聚 寄より 

出る ものでありまして、 此 55^ を赏 現した る 者が 淸黨 祖先であります、 彼等の 歷史を 學ぶは 活ける 聖書. 

の 研究で あると 同時に、 叉 生ける 社 書 問題の 研究であります、 ミルトンの 詩と して 誦んぜ られ、 レム 

す ゑ 

ブラ ント の搶畫 として 賞美 せらる、 カル ビン 主義の 架 書 的 信仰が 新 デモ クラ シ ー の 基礎 を据 たので あ 

ります。  (—八月，) 

〇歸 せ 小生 信す る 所 あり、 I 一： 醒社 出版 『內村 全集』 第登卷 第五 版 を 以て 發行拉 に發資 中止 致し 候，. 

尙 新たに 時期 を 見計ら ひ 他の 方法 を 以て 發行 致すべく 候 間 左様 御 承知 被 下 度 候。 一九 一九 年 九月 

〇 東京！^ 書 研究 會廣 ij" 毎 曰 曜日 午前 十 時より 東京 丸 之內、 內務省 正門 前 大日 本 私立 衞生會 講堂. 

ナ 、正 九 年  六 九 五 


教報、 K 吿 其 他  六 九 六 

に 於て 內村鑑 三 主任 講師と して 聖書 講演 會を 開く、 來會者 は 敬意 を 表する に 足る の 服装 を 着し、 舊新 

雨 約 聖書 竝に 讚美歌 を携帶 し、 又應 分の 會費 を負擔 する の 心得 ある を 要す、 講演 會に 關聯 して 讚美歌 

練習 會、 1^ 禱會、 特別 聖書 研究 會、 星 之友會 等の 集會 あり、 主として 出席すべき 敎會を 有せざる 人た 

ちに. 靈的 生命 を 供給す る を 以て 目的と す。 大正 九 年 九 . 東京 聖書 研究 #  ,  -. 

〇 謹吿 小生 事 眼竝に 1^ 喉の 過度 使用より や X 强 度の 腦疲勞 を 起し 候に 就て は、 自今 書く 事と 語る 事 

と は 犬に 減少 致さ る を 得す、 就て は讀者 諸君より の 御 書面に 對 して は 萬々 止む を 得ざる 場合の 外 は 

御返辭 仕らす、 且叉受 持講壞 の 外 は 一 切 登り 不申候 間 左様 御 承知 被 下 度 候。 內村鑑 三 (十 一 月〕 

〇 祝福の 辭 歳將 さに 暮れん とする に 際し、 主ィ H ス キリス 卜の 恩惠と 神の愛と 聖靈の 交際、 我が 愛 

する 三千 七 百の 讀者 諸君と 偕に あらん こと を 祈る。 併せて 來 らんと する 新なる 歳に 於て、 諸君が 我等. 

と共に 福音の 爲に 苦しみ、 又堪 へ、 又 協力 せられん こと を 希 ふ。 一九二 〇 年 十二月 

0 謹告 多 數讀者 諸君より 病中の 御見舞 を 被り 候 段玆に 厚く 御 禮申上 候 〇 中央 聖書 講演 會は十 1 一月 十 

九 n  (第三 口 曜 nl) を 以て 一 先 づ閉會 致し、 更に  一 H 十六 日 (第三 ロ曜 rz) を 以て 開始 致 候 間 左様 御 

承知 相 成 度 候 〇 小生 未だ 病氣 全快に 致ら す 引 續き靜 養の 必要 有 之 候に 付き、 年末 年始の. 會 合に はすべ 

て 出席：^ らす候 間不惡 御：^ 知 願 上 候 〇 一 月 號雜誌 印刷の 都合 上例： =： より 發 行 ra: 五日 遲る、 や も； り 難 

く、 右 預め御 承知 Si6 一き 被 下 度 候。， め々 敬具 大正 九ハ牛 十二月 內村鑑 三 変 書 研究社 


大正 十 年 二 九 ニー 年). 

新年の 辭 福音の 屮心は キリ ストの 十字架であります、 十字架が 解ら すして 基督 敎は 悉皆 解り ま 

せん、 役活も .冉 臨 も 萬 物の 復興 も 解りません、 十字架 は實に 基督 敎の根 本義であります、 就て は 大正 

十 年 (一九二 一年) は 主として 十字架 を說 かんと 欲します、 一 十六 日より 開始す ベ き 中央 講壇に 於 

て はせ に 十字架 敎の終 典た る 雜馬書 を 講ぜん と 欲します、 無益なる 思索、 病的なる 感情 を排 して、 萬 

世の 磐なる キリストの 十字架 を 高調 せんと 欲します、 同信 諸君の 御 加 禱を願 ひます。 大正 十 年 元 ョ： 

內村鑑 三 

〇 女屮を 求む 身體强 健に して 家庭的 勞働を 愛する 者 〇 年齢 十八 歳 以上 二十 五 歳 以下 0 少く とも 三年 

勒 11? し 得る^ 〇 確實 なる 身元 保設人 をお する 者 〇 必 しも 基督 信者た る を 要せす 〇 志望者 は 自筆 を以 

て t 込まれた し。 東京 市外 柏木 九 一九 .5: 村  (二月) 

〇 女中 は ：！^ 當り申 候， 依て 此 事に 關 する 前號 所載の 廣吿を 取消し 申 候。 〇 小生 視力 節約の 必要 あり、 

執筆 は 成るべく 避けざる ベから す、 依て 書面の 御 返辭は 萬々 止む を 得ざる 場合の 外 は 仕らす 候 間 左 探 

御 承知 被ド 度院。 〇 研究社への 用事 を 親展と して 小生- にて 御 申 越しの 事 は 御 控へ被 下 度 候。 

(三月) 

火 正 十 年  六プん 


« 報、 廣告 其 他  六 九 < 

o^^u 講師 休養の 必 "嬰 有 之、 今年 は 六 第一 一口 曜ロ  (士  一口) を 以て 中央 i£I 講演 會を 閉鎖 致レ 

ます、 神 若し 許し 給 はば 来る 九月 第三 日曜日 (十八 日) 午前 十 時 を 以て 開講 致します。 〇 小生 八/年： 直 

期 は 完全なる 休息 を 得る の 必要 有 之、 就て は 勝^ながら 講演 司 式 等の 御請 求に は 一 切 應じ不 t 候問不 

惡 御.^ 知 を 願 ひます、 秋冷の 到來を 待て 新たな る 力 を 以て 奉仕の 任に 當 りたき 心得 で あ り ます。 

o#^M 〇 東京 i^, 書 研究 會は 今： S 合〕 ほ 組織と 致しました、 入會を 申込み；. 母 月 幾許 かの 會費 を拂 はる- 

る 方を會 員と 認めます、  目下/ゆ 員 數六百 g: 十八 名に 達しました、 會員 以外に 或數の 傍聽者 を牧容 すべ 

き 道も講 する 接り であります。 パぉほ 人會希 tit.: の 方 は 聖書 研究社 宛て \J7 緩き を 御 i ァ さい。 〇大^^^町. 

衞生 館に 於け る 東京 聖書 研究 會 講演 會は 去る 六月 十二 日 を 以て 一 時 閉鎖し ました、 來る 九月 第三 ox 

0n  (ト 八日) 午前 十 時に 苒開 致します。 〇 右 閉鎖 中 は 日曜日 ごとに 必す 午前 ト 前より 怕木九 一 九 今. 

井 館 講堂に て 聖書 研究 會を 開きます、 .2: 村 講師 は 休養の ため 餘り 出席し ません が 黑崎畔 上の 兩 講師が. 

講 議を擔 任します、 會 員の 御 來\% を ひ "1 みます。  (七月， 一 

期 通信 〇|^ 中讓者 諸君の 御 平安 を 祈ります、 私 は 信 州淺間 山の 麓に 善き 場所 を 得て 其 處に靜 

に. んで 居ます、 侃へ に 秋冷の 到る と共に 善き 天國 の； i 昔を說 かんと、 其れの みが 目下の 祈願で あり 

ます。 〇 道 般 東京 聖書 研究 會が 成り 其會員 名簿が 配布せられ たので、 ，に は 私が 遂に 敎會を 建てた i. 

云 ひて 笑 ふ 者 も 亦 憤る 者 もあります、 研究き が 果して 敎會 である や 否や は 時が 經ば 明白になる 事で あ ひ 


り ます、 孰に しろ 神の 一 百 が 少しな りと 有效 的に 說 かる、 に" 至った ので ありま すれば、 凡て 主 を 愛する 

者 は 害ん で 吳れる の が 本統で あ る と E 心 ひます、 私 は^ 書 研究^ を 作 つ て 何人 の 自由 を 妨げた と は 思 ひ 

ません、 唯來聽 者の 數が餘 りに 多い ので 之 を 制限す るの 必要が 生じ、 止む を 得す 苦し まぎれに 斯んな 

\ ^投を 取った のであります、 若し 之が 失敗に 終れば 他に 方法 を 講じなければ なりません、 敵 も 味方 も 

御 安心な すって 可から うと 思 ひます。  c 八月，) 

〇 中央 if: 書 講演 <^：： に 就て 神の 御 許し を 得て 來る 九月 十八 n  (第三 日曜日) 午前 十 時より 京大 

チ町 大日 本 衞生會 講堂に 於て 聖書の 研究 會を 開始し ます、 ^し會 負 數旣 に滿員 以上に 達した るが 故に- 

會員 以外の 方は殘 念ながら 入場 を御斷 はり 致します、 叉 會員は 必す會 員 證を御 持參顿 ひます、 之 を 御 

示しな き 場合に は 人 場 を御斷 はり 致す かも 知れません。 豫め御 承知 置き 願 ひます。  (九月) 

〇 小雜誌 『靈 交』 の發 行に 就て 來る 十月 一 日 を 以て 小雜誌 『靈 交』 を發 行し ます、 之 は^ 一  に 東京 

架 書 研究 會々 員 問の 相互 的 交通 機關 であります、 第一 ーに^^書研究社の地方傳道機關でぁります、 第三 

に 『聖書 之 研究』 讀 者の E わ 想竝に ：！：^ 仰 1 気に 實驗 の發 表機關 であります、 編輯 は 『研究』 誌 同樣内 村、 

m 一 崎、 畔 上が 其 任に 當 ります、 毎號 地方 報告-おに 讀 者の 寄書が ある： 饒舌であります (何卒 御 投稿 を 願 ひ 

ます)、 叉 毎 號內村 も 短編な りと も自 から 筆 を 執る 積り であります、 文字 は 成るべく 平易に なして 家 

庭 雑誌の 用 を 務めさせた くあります、 相 成るべく は 東京 架 書 研究 會々 員の 總體と 『研究』 誌讀^|<;のル3 

様が 之 を購讀 せられん こと を §-ヒ みます、 代慣は 一 部に つき 郵稅 なしの 十錢 一 年分 壹圓 であります、 聖 

大正 十 年  六 九九 


軟報、 s, 其 他  七 〇o 

書 研究社 振替 を 以て 『研究』 誌代 金と 共に 御 送金 ある も 差 支はありません。 序に 申 上げます、 雜誌 『敎 

友』 は 以上と 略 ぼ 同一 の 目的 を 以て 發 行され たのであります が、 或る 止むな き 事情の ため、 昨年 七 EI: 

以 來 , 『聖書 之 研究』 と 直接 の關 係な くして < ？,  H に 至った のであります、 是 れ亦攝 理の然 らしむ る 所 で 

あると 信じ 玆に 新たに 小 雜誌を 起す 次第であります、 彼我の 別な く、 總て 誠實を 以て 幅 音の 爲に盡 さ 

ん とする 働きの 上に、 父の 恩 惠の裕 かに， M らんこと を 祈ります。  (九月 ゾ 

ま 分 の 事に 就て 〇 自宅 御 訪問 は 在宅 の 日に 限り 午後 三時より 四時までの 問に 願 ひます、 其 他 の 時 

問に 於け る 御 面 會は之 を 謝絶す る こと ある も 御 不平た き やう 偏に 願 ひます。 〇 御 書面に 對しー 々御 返 

辭を差 上げる 事 は^ 來 ません、 毎日 數十 通の 書面 を 受取る のでありまして、 一 々之に 酬ゐ ねばならぬ 

と な ら ば 私 は 書面 を 認める より 外に 何にも 爲す ことが 出來 なく なります、 御 申 越し の 件々 を 不問に 附 

すので はありません、 之に 答 ふるの 時と 力と がない のであります、 私の 殘餘の 生涯 を 最も 有效 的に 使 

W せんと 欲すれば、 成るべく 似 人的 關係を 避けて 公的 任務に 當ら なければ なりません、 是れ 或る時 は 

爲 すに 甚だ 辛ら い 事であります、 而 して 男氣を 鼓して 爲 さなければ なりません、 日暮れん として 途猶 

ほ 遠し であります、. 御 推察 を 願 ひ ます、 御 書面 に對し 私より 御 返辭が 達せ ざれば とて 不快の 念 を 懐か 

れ ざる やう 偏に 願 ひます。  (： 九 

狄來る 〇 神の 御 許しに 由り 先づ 無事に 秋の 仕事 を始 むる 事が 出来て 犬なる 感謝であります、 人 マ 

年 は， 3 年の 如くに^ 界 日曜 學校大 會と稱 する が 如き 大 運動 もな く、 隨て 我國に 於け る靈的 基督 敎が危 


害 を 蒙る 虞れ もた く、 平和に 安心して 聖書 を講 する 事が 屮 Z 來 るの は 何よりも 幸福であります、 何が 恐 

ろしい とて 今日の 此社會 に ほ 熱 的 に 叉 は 赤熱 的 に迎 へらる \ が 如き 事はありません、 此社會 は 人 を 高 

く 揚げ て 置いて 而 して 後に 之 を 奈落の底にまで 突 落す 事 を 何よ り も 好みます、 斯 かる 社會と は 沒交涉 

なる が 何よりの 安全であります、 私 は 此社會 が歡迎 する やうな 基督 敎を說 き 得ない 事 を 至大の 幸福と 

認めます、 今年 も 亦 純の 純た る 聖書の 敎を說 いて 樂 しき 有 ハ i なる 勞 倒の 一年 を 送りた くあります。 〇 

重ねて 廣吿 します、 雜誌 『敎 友』 と 私！ a に 聖書 研究社との 關係は 昨年 七：：：： 以來 絶えて 居る のつ」 ありま 

す、 私 は 又 平 出慶ー 君の 偉 道に は 何も 關 係して 居りません、 此 事が 明 S になって 居ら ざり し 爲に讀 者 

^君の 間に 尠 からざる 疑惑 を 生じ 又 御迷惑 を 掛けた 事 を 聞いて 甚だ 悲 みます、 今後の 、解な き 爲に玆 

に 重ねて 廣吿 して 置きます。  〈十 月) 

菊花 薰る 英文 『代表的 日本人』 の 改版が 出ました、 英文の 讀 める 方に は 護んで 戴きた く ありま 

す、 m 本文で 言 ひ 兼ぬ る 事 を 歐文を 以て 言 ふ 事が 出来ます、 C! 本 を 世界に 向て 紹介し、 日本人 を 两 洋 

人に 對 して 辯 護す るに は、 如何しても 歐文を 以てしなければ なりません、 私 は 一 生の 事業の ，として 

此事 を爲し 得た 事 を 感謝し ます、 私の 貴ぶ 者 は： 一つの J であります、 其 一 は JesoB  (イエス) であり 

ます、 其 他の 者の Japan へ H 本) であります、 本書 は 第二の J に對 して 私の 義務の 幾分 かを盡 した 者 

であります。  「十一") 

〇 感謝の 辭 玆 に 义舊年 を 送り 新年 を迎 へ ん とする に 方り 父 の 恩惠益 々 裕に讀 者 諸君 の 上に 加 はらん 

大正 十 年  七 0 1  一/ 


雑報， 廣 ils 、其 s  七 〇 二 

事 を 祈ります、 本誌 發行 以來 故に • ： 十一 年、 ^書 は 確實に n 木 人の 書と なりつ & あります、 我 國に於 

ける 福音の 勝利に 今や 寸毫の 疑はありません、 過去 を 顧みて 感謝に 堪 へす、 將來を 計りて 希望に 溢れ 

ます、 ハレルヤ、 主 を 讚美せ よであります。 內 村鑑 一二 外 社員 一同  (トニ 月ソ 

大正 十一 年 二 九 ニニ 年) 

〇 御  一 i0 を 乞 ふ 〇 印刷 費： に 紙 代が 少し 下りました、 之に 應 ぜんが 爲に 今月 號 より 本誌 全部 をボ 

.  それ" 

イン ト 組に 改めました、 之に 由て 字數に 於て 六 千 字、 员數に 於て 七 頁 乃至 八 頁增す 勘定です、 其 丈け 

多く 福 昔 を 說くを 得ば 幸です。 〇 印刷 费は 下り ましたが 外國 行き 郵便 稅は 上りました、 昨年まで §： 錢 

の ものが 今年より は八錢 にたりました、 依て 海外の 讀者 諸君に は 其れ丈け 負擔 して 戴かなければ たり 

ません。 卽ち 海外 行 は 昨年まで 十二 W 分 前金 郵稅 共に 參圓 五拾錢 であった もの を、 今年よ リは K 圓に 

改めました から 其 旨 御 承知 を 願 ひます。 〇 御 承知の 通り 本誌 は 決して 擴張を 計りません、 此非 基督 敎 

岡に 於て 旣に 三千 以上の 讀者を 有する こと は豫想 以外の 事であります、 乍 W 若し 讀者 諸君に して 他に 

購讀を 欲する 者 ある を 知らる、 ならば 御 紹介の 勞を 取られん をお 願 ひします、 「進呈」 は 極めて 必 

.^§;-なる場合の外は爲さ ^^るを可とします、 「惠 途」 は 一 切 致しません、 仰の 安賫 りは^め て 避く ベ 

き で す、 乍 併 福音 の 紹介 は爲す 可き で あ り ます、 適當な る 場合 に 適當の 人に 本誌 を 紹介 ド されまして 

彼我 共に 益せられ ます、 此^に 關し 何分の 御 助力 を 願 ひます。  (二 月」 


.〇 三月 號識吿 0 本 月號で 第二 百 六十 號 であります、 我國に 於け る 刊雜 誌の 壽命 として は 短い 者 

. ではありません >  其 創刊 営 時に 一二 歳の 童子であった 我家の 與兒が 八.' は大學 il 年生で ある を 知って、 我 

が 第一 一の 男兒な る 本誌の 齢も算 へられます、 過去 一 一十一 一年間に 多くの 雜誌 _1  は 現 はれて 又 消えました、 

多くの 思想 は榮 えて 又 枯れました、 而 して 消え もせす 枯れ もしない 者 は 「永遠 ある 所の 福音」 であり 

ます (默 示錄 十四 章 六 節)、 忠 實に此 福音 を說 いて 我等 は 世と 共に 變 りません、 我等 は舊ぃ 古い 福 昔 

を H 口へ て 常に 若く-.? 3i に 新ら しく 感じます、 今より 後 更に 一 一十 年 之を唱 ふる も 倦怠 を 感じ やうと は B わ ひ 

ません、 其 事 其れ 自身が 此 福音が 永久 不變、 {H 由 惟一 の眞理 である 證據 ではありません 乎" 〇 地方 讀 

者 諸お にして 上 京 中、 東京 聖書 研究 會 の 講演 を傍聽 せんと 欲せら る&方 は前以 て 研究社 に 御 申込み あ 

りて 傍 聽券を 請求し 置かる k 必要が あります、 每： 1： 提供す る 枚数に 限りが あります、 成るべく 早く 御 

申屮 I を 願 ひます。 且叉必 す 聖書 御 持 參を願 ひます、 s^, 書持參 なき 方 は 聽講の 資格な き 者と 御 承知 を 願 

ひます。  . 

躑躅 疾く 顷 

〇 『基督 信徒の なぐさめ』 が 第一 ；十 一 版 を 見ました、 明治 一 ； 十六 年の 中ぃ 版でありまして、 今年で 第一 一 

十九 年、 明年で 版 權が絕 える と 云 ふ 次第であります、 勿論 一 年なら すして 何百 版 を 見る と 云 ふ 今日 流 

行の 宗敎 書類に 比べて 見て 數 ふるに 足らぬ 書であります が、 然し 變幻 常な き 日本の 思想界に 於て、 何 

しろ 三十 年 近くの 存在 を 持 續し來 りし 事 は 不思議と 稱 せざる を 得ません、 『なぐさめ』 の 生存 中、 多 

くの 名 著述が 出て 叉 消えました、 無 神無靈 魂を唱 へた 中 江 兆民 居士の 『一年 有 牛』 の 如き、 一時 は洛 
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陽の 紙價を 高から しめた 書 も 今 は 殆んど 世に 忘れられました、 其 他出て は 消え、 咬いて は 散りし 所謂 

大著 述は擧 げて數 ふべ からすであります、 斯 かる 時代に 在りて、 最も 微き者 等に 冷水 一杯 づ、 -を 供し 

ながら 今日に 至りし 『なぐさめ』 はたし かに 神に 惠 まれた る 書の 一 つであります、 著者 自身 は 此小著 

述 一 冊 を 書いた 丈け で 他に 何事 を爲 さすと も 生れて 又 苦んだ 甲斐が ある やうに 思 ひます。 〇 故鄕 越後 

に歸 りし 元の 事務 主任 山 岸 壬 五 は 今 は 新 潟巿縣 立圖書 館に 勤めて is ります、 彼 地に 三十 年来の 信仰 Q 

4^ の 一 團 があります、 彼等に. 由て 借 仰の 火が 彼 地に- 冉び揚 る 事と m 心 ひます、 感謝です。 (五 力，) 

〇 仲夏 廣 i}:: 〇 六月 十八 日 を 以て 一 先づ東京§^|書講演會を閉ぢました、 神 若し 許し 給 は 來る 九月： 

第三 日曜日 卽ち 十七 日 午前 十 時 を 以て 再開す る 積り であります。 〇 東京 聖書 講演 會は以 來內村 鑑三聖 一 

書 講演 會と 改名し ます、 此旨御 承知 を 願 ひます。 〇 此 たび 黑 崎幸吉 君 一身上の 都合に 由り 十字架 書房 一 

を 閉づる 事に なりました から 雑誌 『靈 交』 ； に 『約 百 記 講演』 は 聖書 研究社に 於て 引受けて 發行 を繼ー 

綾す る 事に なりました、 依て 自今 御 注文 はすべ て 研究社 宛に て 願 ひます。 〇 私共 は 商 寶には 全く 素人 一 

で ありまして 共 繁雜な る掛 引きに 堪 へません、 就て は 諸君に して 研究社 發行 の 書籍 を 購入 せられん と； 

欲する 方 は 成るべく 板 替便を 以て 直接に 本社に 御 注文 を 願 ひます、 斯く する 事 は 亦 諸君と 私共と 接近； 

する 爲 にも 利益が あります、 私共 眞理を 確實に 世に 頒 たんと する に 方て は 小に して 堅き 途を 取る より 一 

外に 方法はありません、 今日まで 其方 法 を 取り 來り しこと、 信じます るが、 然し 今後 は 更に 確 實に之 一 

に 依らん と 欲します、 單獨は 私共の 本領であります、 諸君が 私共 をして 成るべく 此 世と 交 はる 事な く 一 

して. 私共の 小なる 仕事 を繼續 せし むる やう 御 援助 F さらん こと を 願 ひます。  (七月」 


〇 秋 厨 到る 〇： 大 父の 御 許しの 下に 来る 九 十七 曰 (第三 日曜日) 午前 十 時より 東京 丸の， 2:、  B 

省 正門 前 大日 本 衞生會 講堂に 於て、 引 緩き 聖書 研究 會を^ きます、 會員 諸君 は 例刻に 御屮 I 席 を 願 ひま 

す、 會 員は殆 んど滿 員であります、 然し 猶ほ gl 五十 名增 員の 餘地 があります、 今後 は入會 者より 一人 

に付き 金變， 圓づ- -の入 會金を 戴きます、 叉毎會 二十 名 以上 五十 名までの 傍聽を 許します、 而 して 一人 

に付き 一 罔 金 三十 錢づ i の 傍 聽料を 戴きます、 金錢を 以て 會員を 制限す る は 決して 快き 事で はあり ま 

せんが、 然し 斯 くす るより 他に 目下の 所 會場を 整理す るの 途を 知りません、 不惡御 承知 を 願 ひます。 

〇 本誌 来る 十月 號 より 四 頁 乃至 八 頁の 傳道 附錄を 加へ ます、 是は 一 に は雜誌 『靈 交』 を 本誌に 合併せ 

んが爲 であります、 一 一に は 必然 来るべき ぉ愤 値下げに 備 へん 爲 であります、 故に 员數$," 加の 故 を 以て 

本誌の 定 價を增 しません、 之が 爲に 要する 費用 は 本社が 喜んで 負擔 します。 〇 獨逸譯 『余 は 如何にし 

て 基督 信徒と なりし 乎』 が 着し ました、 一 冊に 付き 豐圓 參拾錢 であります。  (九月〕 

〇 祝詞 玆に 本誌 發刊 以來 第二 十三 囘の クリス マス を 祝し ます。 惡を 憎む の 心と、 善に 親しむ の 情と、 

サタン を 斥く るの 勇氣 と、 祌に 鍵る の 熱心との、 我が 愛する 讀者諸 翁の 心に 溢れん 事 を 祈ります。 

一九二 二 年 十二月 內村鑑 三 外 一同 

〇 街 交際に 就き 謹告 小生に 對し 反對の 態度 を 取らる-人と 御 交際 を繼 けらる、 方々 は、 自今 小生に 

對し御 交際 御 遠慮 下さい。 尙 ほ又斯 かる 方々 に對 して は 小生よりも 鄉 交際 御 遠慮 申 上げます から 不惡 
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御 承知 下さい。 是 れ純士 たる 者の 取るべき 普通の 道で あると 存じます。 且又 斯く爲 す は 友誼の 純潔 を 

維持す る爲に 必要であります。 敬具 大正 十一 年 十二月 內村鑑 三 

〇 年賀 狀に 就き 御注意 年貿狀 は 有難く 拜受 仕るべく 候。 伍し 成るべく 有意義の 者に して 戴き 度存 候- 

年 內御發 送 は 小生に 對 して は 御免 を 被りた く 候。 元日の 數百枚 同時に 配達 相 成 候爲に 自然 御 好意 を 無 

にす る 虞 有 之 候。 新年に 入りて より ユック リと御 認め あり、 舊 年の 御 感想 簡潔に 御 書 贈り 下さる やう 

1^1 に 願 上 候。 印刷の 「謹賀新年」 を 年賀郵便に 託して 送る が 如き は 誠實の 人の 好まざる 所と 存候。 右 

御注意までに 申 上 候。 匆々 敬具  (十二月) 

大正 十二 年 二 九 二三 年) 

〇 御 交際に 就き 廣吿 小生に 對し 公然 反對の 態度 を 取らる、 人と 御 交際 を繼 けられる 方 は、 自今 小生 

に 對し御 交際 を御斷 はり 致します。 尙 ほ叉斯 かる 方々 に對 して は 小生よりも 御 交際 致しません から 左 

00000000000000000000  OOOOOOOOOCCCOO 

樣御 承知 を 願 ひます。 之 は 何にも 反 對者を 45 むからで はありません。 友誼の 純淸を 維持 せんが 爲 であ 

ります。 故に 西洋 諸國に 於て は 紳士 道德 として 一般に 行 はる k 所であります。 敵と 味方と を 判明して 

初めて 本當の フレンド シップが 成立す るので あります。 日本人の 間に 之がない のは此 道が 缺け てお る 

からであります。 私 は 自今 努めて 此 道を實 行し やうと 思 ひます。 御 贊成を 願 ひます。 內村鑑 三 

(一月) 


〇 御 面會に 就き 謹吿 御 面會は 必要の 場合に のみ 之に 應 じます。 日、 月、 土曜日に は 御面會 致し ませ 

ん。 其 他の 日に は 午後 四時より 五 時までの 間に 致します。 御 一 身上の 御 相談に は應 じません。 愛を以 

てす る 御 交際、 傳道救 濟の爲 の 御 相談に は 喜んで 應 じます。 敎會に は 一 切關 係し ません。 (一 月〕 

〇 執筆 滿 三十 年 小 著 『基督 信徒の なぐさめ』 初版の 發行は 明治 一 不六年 一 一月 一 一十 五 曰であって、 

今年 は其滿 三十 年に 當 るので ある。 其 問に 版 を 重ぬ る こと 1 一十 一 冏、 原版 磨滅して 改版す る こと 三囘 

に 及んだ。 今や 人と して 著書な き 者 殆んど 無き 時に 方て、 三十 年の 生命 を 保ち 得る 著書 ある を 得し は 

大 なる 幸 幅 叉 恩 惠と謂 はざる を 得ない。 此 書初めて 出て 之 を 第一 に歡迎 して 吳れた 者は當 時の 『護 敎』 

記者 故 山路 愛山 君であった。 云々。 (以下 『基督 信徒の なぐさめ』 序文 rw 顧 r 「一十 年」 後 牛と 同文— 編者 J 

(二 力) 

仏大 の計畫 〇 『基督 信徒の なぐさめ』 發行滿 三十 年紀念 特^ 版發 行に 就き 廣吿 しました 所、 或 

は 電報 を 以て、 或は 書留 训 配達 を 以て 應募を 申込 まらる X 者 引き も 切らす、 忽 にして 定數叉 は 定數以 

上に 達した 事 は 感謝の 至りであります。 就て は 少しく 御 約束に 反き まする が、 定数 以上の 御 申込に 對 

して は 「翁 外」 として 之に 應 する 事に 致し、 以て 諸君の 御 好意に 酬い やうと 思 ひます。 そして 賣 上代 

金の 內 より 印刷 製本 其 他の 支拂 代金 を 引 去り、 私が 書店より 受取るべき 金額の 全部 は 之 を 三菱 銀行に 

預け入れ、 遲 かれ 早 かれ 必す 建築せられ ねばならぬ 東京 聖書 講堂の 建築費の 第一 寄附と して 之 を獻じ 
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やうと 思 ひます。 其 費用が Ic 萬 圓 であると 致しまして、 家の 靑 年の 計算に 依り ますれば、 ：，n 五十 圓の 

預金 も fn 八十 一 年の 後に は 其 額に 增殖 するとの 事であります。 信仰の 眼より 見て 百 八十 年 は 決して 畏 

い 時 問ではありません。 況して 元金 は 必す今 囘の賣 上代 金の 分配 を 以て 止まない 事 を 信す るに 於て を 

やであります。 現に 友人 茶 君の 如き、 此擧を 聞いて 直に 百圓を 寄附して 吳れ ました。 nr 本 帝 W の 中央 

に 於て 架書大 講堂 を 建てん との 計畫 であります。 其の 爲の 第一 寄附と して 『なぐさめ』 紀念版 所得の 

全部 を獻げ ます。 此事 を爲す こと を 得しめ し 應募者 諸君の 御 好意 を玆に 謝します。 一 九 一 一三 年 一 一月 一 一 

卜 五日 村鑑三 

◦ 御 返事と 專羞 〇 本誌 讀 者の 方、 又讀 者に あらざる 方より 御 質問 又は 御 依賴の 書面 を澤 山に 受 

取ります。 然し 搏々 此 欄で 申 上げて 置きました 通り 是 等の 御 書面に 對しー 々御 返事 を 出す 事 は 出來ま 

せん〕 御 承知の 通り 私 は 毎月 五十二 頁 凡そ 五 萬 字の 雜誌を 作らなければ なりません U 此屮 多分 は私自 

身が ペン を 執る のであります。 外に 毎月 四囘 乃至 五囘の 講演 を 致さす ばなら す、 之に 附隨 する 事務と 

共に 多大の 時 問と 精力と を 要します。 其 他に もま だ 多くの 公的 事業が ありまして、 侗 人的の 御 交際に 

與 ふる 時間 は 殆どありません。 祌と 眞现と 永生、 此 三つに 就て 少し fe りと 諸 S を敎 ふる を 得ば、 之が 

私が 諸 Its に爲し 得る 最大の 奉仕であります。 其 他の 事に 就て は 成るべく 私 を 御 使 ひなき よう Si へに 願 

ひます。 〇 有志 諸^の 御贊 成に 依り 世界 傅 道 協 贊會が 着々 と 歩 を 進めつ k ある を 感謝し ます。 此度支 

那.^ 地 傳道會 社に 託し、 西洋 醫 術の 敎育を 受けた る 一 人の 支那 醫師に 協 贊會の 代表^と して 働いて 貰 

ふ 事に なりました。 一 ケ年八 Kn 圆 あれば 宜 いとの 事であります。 其 半額 は旣に 送りました。 引 緩き 御 


寄附 を 願 ひます。  (四月) 

〇樣 々なる 報吿 〇 『基督 信徒の なぐさめ』 特^ 版 更に 三十 部 提供し ます (番外 七十 一 骄 より 百 

番 まで)。 御 人 川の 方 は 御 申 越し 下さい。 代慣は 送料共 五 W 卜五錢 であります。 代金到^^ぉの順にて發 

します。 但し 定數 以上に 達する 時 は 返金と 共に 御斷り 致します (聚書 研究社)。 〇聖 書 研究 會は讀 

んで 字の 通り 聖書 研究の 爲の會 であります。 敎會 ではありません。 其の 積り で 御 入 會を願 ひます。 私 

共 は 私共の 有する 最善の 聚書 知識 を 供す る 以外に、 會 として は 責任 を 負 ひません。 〇 引きつ き 匿名 

又は 變 名の 攻擊 又は 冷笑め きたる 書面が 達します。 此は 送らる k 方に 取り 甚だ 卑劣であります。 御 止 

め 下さい。 殊に 傳 道に 從事 せらる K 方が 此事 を爲 さる、 は 言語 道斷 であります。 基督 信者と して 而已 

ならす 日本人と して 萬 事 公明正大なる を 要します。 〇 支那 内地 傅道會 社に 向け 送りし 金 四百 圓に對 し 

社長より 感謝に 充ち たる 禮狀が 達しました。 誠に 幸 ひなる 事であります。 引 續き讀 者 諸君より 御 寄附 

を ま、 ひます。 又 敎會が 少しも 手を附 けざる 所に 於て、 口 本內 地に 於ても 傳道を 始めた くあります。 M 

君の 御 贊成を 願 ひます。 是は 御. i の 最大の 偸樂 であります。  (五"，) 

杜？ i 花 く 〇 夏が 来ました。 中央 聖書 講演 會は 六月 十七 曰 (第三 日曜日) を 以て 閉ぢ ます。 神 

の御惠 みに 由り 來る 九月 二十 三日 (第 E:n 曜 n) を 以て 引 緩き 開きた く： じます。 大正 六 年の 暮， ル 

1 テル 紀念 講演 會を 開きし 以來、 巿內の 講演 會ほ閉 ぢんと 欲する も 能 はすして 今日に 至りました、 ^ 

時まで 續 くので あるか 先き を 見れば 際涯が ありません。 唯 行く 所まで 行く 丈け であります。 世に は會 
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堂が あって 集まる 人がない のに、 私供に は 集まる 人が あって 會 堂が 無い のであります。 幸に して 大日 

本 衞生會 が 其 座り 心地 1^ き 講堂 を 與 し吳れ て 不足ない のであります。 感謝です。  (六 flo 

柏木 だより 〇 私 は 『a: 書 之 硏究』 初號ょりの讀^^<;でぁりますと云ふ人に時偶會ふ事ぶぁります< 

其 時の 偸 快は譬 ふるに 物な しであります。 二十 三年 來の 主義と 信仰の 友であります。 この 長の 年月 同 

じ 信仰に 生きて 來た 者であります。 骨肉 も ー啻 ならざる 靈 魂の 兄弟であります。 そして 斯 かる 者 は 多分 

千 人 近く も あらう と 思へば、 私供 は 孤獨を 歎すべき 理由 は 一 つもありません。 信仰 を 離れた 人 も 無い 

ではありません が、 然し 離れない 人 も亦澤 山に 在ります。 若し 本誌 初號 よりの 讀者 諸君に して 其 御 姓 

名と 御 住所と を 私供の 所に 御 通知 下さるならば 幸福 此上 なしであります。 御 互の 間に 靈 交の 途を 開き 

たくあります。 〇 『基督 信徒の なぐさめ』 特別 記念 版が まだ 四 五册殘 つて 居ります。 御 入用の 方 は 御 

申 越し 下さい。 一冊に 附き 五圓 拾五錢 送って 下さい。 〇 又 盲人 基督 信仰 會の發 行に か&る 『基督 信徒 

の なぐさめ』 盲人 用點字 版が 出來 ました。 定價六 拾錢、 郵稅 十五 錢で あります。 本社に 於て 受 次ぎ ま 

す， 實 費販賣 でありまして、 盲人 會々 員の 獻身 的勞 働に 成る 者であります。 ィ H ス樣の 喜び 給 ふ 出版 

物 で あ ると 思 ひます。  (七月. } 

〇 大震 火災に 就て 〇 今 同 東京 ：！ 脱に 其 附近 を 襲 ひし 大禍災 にっき 多 數の讀 者 諸君より 御見舞の 電 

報 又は 書面 を 戴き、 誠に 有難く 存じます。 幸に して 郊外 山 之 手に 居住す る 事と て、 僅少の 損害 を 蒙り 

し の 外 は、 研究社、 .5: 村、 畔上、 其 他 關係者 一同 無事であります から 御 安心 を 願 ひます。 猶叉 感謝 


して 戴きた き 事 は、 本誌 初號 よりの 印刷所た る 秀英舍 第一 工場が 災禍 を 免 がれた 車であります。 夫れ 

が 故に 殆 ど旣に 組 上げられん とせし 九月 號の 兎にも角にも 發行を 見る 事が 出來、 之 を 諸君に 宛て 發 

经 する 事 を 得た のであります。 此際 神の 特^の 御 守護の 本誌に 加 はりし 事と 信じ 感謝に 堪 へません。 

唯 然し 我等 一一 ーズ 年の 信仰の 友に して、 此際此 世の 凡の 物 を 失 ひ、 而已 ならす 我等 を 去りて 训の^ 界へ移 

されし 者 さへ ある を 知りて 悲歎と 同情に 堪 へません。 人の 爲す こと 能 はざる 事 を 爲し能 ふ 在天の 父が、 

此際 機に 合 ふ 慰安と 能力と を棍災 諸君に 降し 給 はん 事 を 祈ります。 〇 謦醒社 書店 拉に 岩波 書店が 災厄 

に！ f りしが 故に、 之に 出版 を 委託せ し 書籍 は 全部 燒 失しました" 故に 當 分の 間 その 御 註文に まする 事 

が 出来ません から 左様 御 承知 を 願 ひます。 〇 本誌 十月 號の發 行 は 例月よりも 大分 遲れる 事と 思 ひます „ 

右 預め御 知 を 願 ひます。 又 振替 局の 燒 失の 爲 に御途 金の 紛失した 者 も あらう と 思 ひます。 共 他 幾多 

の 混亂は 免れません" 幾重に も 御 忍 容を願 ひます。 〇 附錄 は本號 限り 當 分の 間中 止 致します。 聖書 研 

究社 內村鑑 三 

此號、 表紙の 一部分の 外 は、 全部 旣に組 上り 居りし 者であります。 震災に 關 する 感想 記事 は 次號に 

ずます。  (プと 

t ち か は 

災 後の 秋 〇 淋しと 云へば 今年 程 淋しい 秋はありません。 東京 は忽 にして 第一 一流 か 三流の 市に 化 

りました。 今や 東京に 名所はありません。 態々 來て 見る 程の 市で はなくな りました。 〇 然し 少しも 失 

§1- 致しません。 神が 統べ 治め 給 ひます。 g?- 書の 研究 は 勿論 廢 めません。 大日 本 衛生 會 講堂 は燒失 せま 

したが、 柏木 聖書 講堂 は殘 つて 居ます。 此 所に 百 五十人 を牧容 する 事が 出来ます。 而 して 若し 一 囘で 

大 正 十二 年  七 一一 
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足りなければ ニ囘 します。 或は 三 ！！：四 囘 します。 而 して 研究 を繼績 します。 但し 新き 員の 入會を 許す 

事の 5： 來な いのは 止む を 得ません。 今から 後が 忍耐と 信仰の 試練であります。 數に 減じて 質に 增 さん 

と 欲します。 私 は 却て 斯く 成りし を 喜びます。 復 たび 柏木に 歸 つて 来て、 傳 道の 新紀元が 開かれた や 

うに 感じます。 〇 警醒 社 書店 發 行の 書籍に して 『愛吟』、 『宗敎 座談』、 竝に 英文 『余 は 如何にして 基 

督 信徒と なりし 乎』 の 紙型 は 助った との 事であります。 又 岩波 書店 發 行の 分 は 『ル ー テル 傳 講演 集』 

を 除く 外 はすべ て 安全で あるとの 事であります。 何れも 遠から すして 新版 を：：^ るで ありませ う。 斯く 

て 损害は 思 ひしよりも 輕 くあります。 感謝に 堪 へません。 祌の言 は 減び ません。 御 安心 下さい。 

〇 東京 祌 田の 燒 跡に 初めて 開かれた バラック 式の 古本屋に 於て、 第一 に 現 はれし は 職人 體の 男で あつ 

た。 そして 彼が 買 求めし 者 は 聖書であった。 第二に 現 はれし おが 之 も 同じく 職人 體の 男であって、 彼 

が S ひ 求めし 者 は 內村鑑 三 著の 『基督 信徒の なぐさめ』 であった。 此は 作り話で はなく して、 事實で 

あると ，醒 社主 人よ り 聞いた。 そして 若し isH 莨で あると すれば 喜ばしき 前兆で ある。 荒廢 せる 東京に 

於て 初めて 費れ し 本が 聖書、 それ を 買 ひし 者が 職人…… 嗚呼 神 はま だ 日本 を 見 拾て 給 はない。 如此く 

にして 復與 せる 東京 市に 祌の恩 惠は裕 かに 宿る であらう。  (十一月) 

〇 成 謝の 辭 玆に叉 一 九 一 一三 年の クリス マ スを迎 ふる を 得て 感謝し ます。 歳 は 去り 歳は來 りて 我等 

の 希 は 益々 鮮 になります。 「我等 は 時 を 知れり、 今は寢 より 寤 むべき の 時な り、 そ は 信仰の 初よ 

り 更に 我等の 救 は 近し」 と ある 通り、 年月の 經過は 信す る 者に は、 それ丈け希|5>^^赏現の時期を早める 


のであります。 在った_5^-はすべ て善くぁったの であります、 そして 最も 善き 事は將 さに 臨らん として 

ゐ ます。 願 ふ 信仰 を 共に する 兄弟 姊妹 と共に、 不足の 內 にも 感謝 を 以て 舊年を 送り、 歡喜を 以て 新年 

を迎 へん こと を。 神と 偕に 生きて 居る 事、 其 事 丈け で 充分であります。 我等に 感謝の 外に 何も ありま 

せん。 ハレル ー ャ、 主 を 讚美せ よであります。 一九二 三年 クリスマス 架 書 研究社 內村鑑 三 

〇 歳末の 辭 〇 玆に 此の 多事多難の 歳 を 終らん として 居ます。 然し 我等 キリスト を 信す る 者に 取り 

て は 是れ亦 恩惠の 歳であった 事 を 感謝し ます。 誠に 宇宙 3： 物 も 此の 感謝の 心 を 我等より 奪 ふ 事 は出來 

ません。 地震 も 火事 も 死 其 物 も、 我等 を 不平 怨恨の 人と 成す 事 は 出来ません。 我等 は 今年 も亦大 感謝 

を 以て 此歳を 終ります。 〇 全能の 神 は 我等と 偕に 働き 給 ひます。 我等が 祌の證 明を爲 せば、 神 は 亦 我 

等の證 明 を 爲し給 ひます。 祌は その 驚くべき 御 わざ を 以て、 我等が 傳 へし 一一 一一 n を 確め 給 ひます。 やはり 

我等 は 生きて、 我等に 逆 ひし 者 は I 死れ るので あります。 神が 天變 地異 を 以てして まで、 我等 を 助け 給 

ふと 思へば、 思 ふだに 畏 ろしく あります。 〇 序に 申 上げます、 我等 は 今年 を 以て 無意義の 『謹賀新年』 

を 全く 踐し たくあります。 郵便局 も 今年 は 年賀 狀の # 別极. ひを爲 さない さう であります。 御： 互 は 「詩 

と 歌と 靈に 感じて 作れる 賦とを 以て 語り合 ひ 又 主 を 讚美す る」 の 外 は、 虚禮 はすべ て 之を錢 したく あ 

ります。 〇 印刷所 取 込の ため、 一 月分雜 誌の 發行は 或は 期日より 大分 遲れる 乎 も 知れません。 其 場合 

に は 何分 御 忍 容を願 ひます。 大震災 を 通う して 滞りな く發 行す る を 得し 丈け が大 感謝であります。 聖，. 

書 研究社 內村鑑 三 
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一九二 四 年 を迎ふ 

〇 玆に又 新しき 年を迎 へます。 私に 取りて は 第 六十 三囘の 新年であります。 私 は 一 休 和尙の やうに 

「冥土の 旅の 一 里 塚、 嬉しく も あり 嬉し くもなし」 など、 は 曰 ひません、 バウ ：！ と共に 「：^ 仰の 初よ 

り 更に 我等の 救 は 近し」 と 曰 ひます。 講堂の 改築 成り、 私の 活動 を 待って 居ます" 所謂 敎勢擴 張で も 

なければ、 社會 奉仕 又は 改造で もありません。 古い 聖書の 研究であります。 いくら 行っても 盡 きない 

,.".y^  しゃう 44 

仕事であります。 然し 樂 しい 飽きない 仕事であります。 切願、 馬車 馬の やうに、 |g れる 時まで 馬具 を 

附 けたな り 働きた くあります。 そして 祌樣は 多分 此事を 私に 許して 下さる だら うと 思 ひます。 〇 震災 

に禍 ひせられて 久しく 世界 傳道を 怠りました。 新年と 共に 之 を 復活した くあります。 今年 は 主に 日本 

領土 內の 異人 種、 卽ち臺 湾 土人、 アイヌ、 ギル ャック 南洋 土人 等の 福 昔 化の 爲に カを盡 したく ありま 

す。 諸君の 御協力 を 願 ひます。 

御注意 

〇 『s* 書 之 研究』 は^ 書の 研究 を H 的と する 雜 誌であります。 之 は 主筆の 機關雜 誌でありません" 卽 

ち 彼れ 自身の 主義 主張 を 述べ て 世に 彼の 勢力 を 張らん 爲の雜 誌でありません。 勿論 記者 を 通しての 硏 


究 であり ますから、 之に 彼の 侗 人性の 現 はる、 は 止む を 得ません。 然し 乍ら 記者が 成るべく 丈け 自 S 

を蔽 ふて 祌の 眞理 を 表 はす やうに 努め ねばならぬ と 同時 に 、 讀者も 亦 成 る ベ く 丈け 本誌 の 記事 より 記 

者の 個人性 を 除去して、 福 昔の 眞理を 握る やうに 努めねば なりません。 卽ち 記者と 讀 者との 關 係が 間 

接で 有って 直接で 無い やうに 努めねば なりません。 若し 本誌に 由て r 內村 先生」 竝に其 他の 「先生」 

が大 H になり、 神と キリストが 彼等の 背後に 隱る& やうに なれば、 それ こそ 大變 でありまして、 本誌 

の 目的 は 全く 敗れる のであります。 「バウ 口 何人 ぞ、 アポロ 何人 ぞ 云々」 であります (コ リント 前書 

三 章 五節)。 記者 も亦讀 者に 崇めら る、 事 は 不幸の 極であります。 斯 くせられ て 彼 は 多くの 不要の 敵 

を 持た せら^ます、 又 彼の 眞意 を 誤解せられ て 、 彼が 安 心して 福 昔 の 眞现 を說く こ とが 出來 なくな り 

0O00OOO  0.  0  0  0  0  0  -  0  0  0  0  0  -C ヒ C -、. £ --  -2、 

ます。 記者 は キリストに 在りて 讀 者に 愛して 貰 ひたく あります、 直接に 先生と して 黨 かる k 事 は 迷惑 

お 1! 一".^:^.^ す。 讀 者が 私共 を 憎まざる 以上、 私共 を 先生々々 と 呼んで 持 嚇す事 は 絕對に 止めて 下さ 

CO  (二月〕 

支那 隊直 本誌 讀 者の 有志に 由て 組織 せらる & 世界 傳道協 贊會は 支那 內地 傳道會 社の 事業に 參與 

する 事 を 許され、 此 たび 山 西 省 平 陽 W に 於け る ウィルソン 紀念 病院に 勤務す る 支那 人 醫師張 氏の 給料 

を負擔 する 事に 成った。 年額 僅に 八百圓 にして 實に赧 額の 至りな りと 雖も、 爲さ ぬに 勝 さる ま 業で あ 

ると 思 ふ。 猶ほ會 員 諸君の 贊助を 待ちて、 15i 二人 三人と、 同樣の醫師傳道師を支那^地に配^^する 

に 至らん 事 を 祈て 止まない。 玆に讀 者 諸君の 廣き傳 道心に 訴 ふる 次第で ある。  (四月〕 

大正 十三 年  七 I 五. 
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大正 十三 年 を 送る 

〇 大正 十三 年 も 亦 多事多端の 年であった。 其 最大 事件 は 言 ふまで もな く 米 國の曰 本人 排斥であった。 

此は 日本の みならす 世界の 大事 件で ある。 之に 由て 歷史は 新紀元 を 開いた と 云 ふ 事が 屮 I 來る。 此は惡 

い 事であって 又 善い 事で ある。 箴言 十六 章 w 節に 曰く 「エホバ は 凡ての 物 を 各自 その 用の. 爲に 造り、 

惡人を も. 惡 しき 日の 爲に 造り 給へ り」 と。 彼 は此惡 しき 時に 米 阈に惡 人 卽ち惡 しき 政治家 を 起し 給 ひ 

て 日本と 東洋と に關 はる 彼の 善き 聖 を 爲し給 はんとしつ k ある。 此事を 思 ふて 我等 は 憤怨を 以てに 

非す、 感謝 を 以て 此歳を 送る。 年 を經て 我等 は 此年を 顧みて 言 ふで あらう、 r 是れ 主の 爲し 給へ る こ 

とに して 我等の 目に 奇 とする 所な り」 と ( マ タイ 傳ー 一十 一 章 g: 一 一節)。 〇 我等の 小なる 事業 も 亦 進み 

こそ すれ 少しも 退き はせ ぬ。 雜誌は 依然として 其 地位 を 守りつ i ある。 發行 部數は 正味 三千 九 "rn であ 

る〕 集 會は會 員 六 百 名、 大手 町 時代の 九 百に は 及ばす と雖 も、 その 選擇 された る會 衆で ある 事 は、 獻 

金總 額の 著しく 增 加した 事に 由て 判明る。 殊に 『羅馬 書の 研究』 の 發行は 最も 惠 まれた る 事業で あつ 

た。 之に 依て 帝都の 中央に 於て 唱 へられし 福音が 今や 全 國に傳 はりつつ ある。 神の 御 助けに 由り 我等 

も 我等の 文書 傳道を 最も 有效 的に 行 ひ つつ ある。 我等 は 今年 も 亦 故 ルツ 子の 最後の 言 を 繰返し て 言 ふ 

「感謝 感謝」 と。 

大正 十四 年 二 九 二 五 年) 


〇 講吿 七月 十四日 (第二 日曜日) 午後 三時より 柏木 內村 聖書 講堂に 於て 『聖書 之 研究』 第三 百號紀 

令し 感謝 會を 開きます。 三年 以上の 限り 御 3," 席 を 承諾し ます。 座席に 限りが あります から 御 出 

席 御 f 卞の方 は & ^^^： い f^^^^^,^ ，に 御中 込 を 願 ひます。 滿 員の 節 は 奮い 讀.^ を迎 へて 

新しい 讀者を 御斷り 致します。 入場 翁 は 郵便 を 以て 送ります。 內村鑑 三 

第三 百號 〇 最初の 內村會 (略) 註 曾て 高 知日 本 基督 敎會の 傳道師 甘 木 君が 余輩に 書 贈. つて 曰 

うた 「我等 は 高 知 縣內に は. 『聖書 之 研究』 は 一冊 も 入れない と^ 心した」 と。 余， は 之 を 聞いて 餘り 

氣持は 好くなかった が、 然し 之に 反抗して 別に 高 知 縣內に 我 雜誌を 寶廣め やうと は爲 なかった。 讀む 

も讀 まざる も 勿論 高知縣 人の 勝手であって、 余輩 は 萬 事 を 上なる 聖 手に 委ね まつりて、 高 知縣は 福^ 

縣同 菜、  <.-輩 に ぼ ¥ なき 者と 諦めた。 然るに 事 實は豫 想に 反し、 其 高 知縣に 於て 讀者 は徐々 に 現 はれ 

た、 そして 近来に 至りて 急に 增 加した。 そして 日本に 於て 最初の 内 村 會を高 知縣に 於て 見る に 至った 

と は實に 不思議で ある。 r 是れ 主の 爲し 給へ る 事に して 我等の 目に 奇 とする 所な り」 と 云 ふより 外に 

言がない。 而 して 乂田村 直臣 君の 報告に 依れば 同種類の 會が 九州に も 在る とのこと である。 勿論 「内 

村」 の 名 は でも 可い。 然し 彼 を 以て 祌が傳 へ 給 ひし 福音の 日本 各地に 根 づけら れん 事 を 祈らざる 

を "ザない。 〇 牧師の 同情 (室 蘭 市に て 吉蛴俊 雄〕 …… 註 吉崎君 は 日本 メソヂ スト 敎會の 牧師で ある。 永 

らく 靑森縣 五所 河原に 在り、 本誌 主筆が 北海道に 往復す る 際に は、 靑森灣の西岸に1|?^在るを思ひて嬉 

しく 思 ふ 事が 常であった。 君の 如き は 余 蒙の 敎會嫌 ひの 裘を 見て 吳れ る敎 役者の 一人で ある。 そして 

せ nc; 外に^と 同一 の 態度 を 執る 牧師の 在る を 知って 余輩 は 常に 有難く 思 ふ 者で ある。 「彼 は 無 敎へ晋 主 
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義者 である、 故に 旣成 敎會の 撲滅 を以 つて 自 から 任す る 者で ある」 と 云 ふ 敎會者 は 余輩の 友人で はな 一 

い。 余聚の 知る 範圍に 於て、 敎會の 牧師に して 『聖書 之 研究』 を購讀 する 者 は 決して 尠 くない。 然れ； 

ども 吉崎 君の 如くに 明白に 余 華に 對し 友情 を 表して 吳れる 者 は 滅多にない。 敎會は 敎會、 信仰 は； 仰 一 

である。 我等 は此 不信 園に 在りて 同一 の 信仰の 爲に鬪 ふ 者で ある。 故に 凡ての 福 昔の 戰士 に對 して 深 一 

き 同情な き 能 はすで ある。 『聖書 之 研究』 は 決して 敎會の 敵ではなかった。 其 事 は 敎會の 柱石と 稱せ 

らる、 人に して、 之 を愛讀 する 者の 多き に 由て 判明る。 若し 敎會の 人が 之を讀 まないならば、 此 不信 

國に 於て、 斯 かる 雑誌が 維持せられ やう 害がない。 信仰の 事に 於て 此誌は 敎會の 敵に 非す して、 反つ 一 

て 其 善き 援助 者で あつたと 思 ふ。 〇 祝 i も 一書 之 研究 三百 號 (メキシコ 國 チヤ パ ス州 H スキ イントラ 村 玉川营 

作〕 …… 註 メキシ コ國 チヤ パ ス 州に 余輩の 信仰の 友の 一 團が ある。 若し 余輩が 日本に 居る こと^出来 一 

なくなれば 彼等が 何時でも 引取って 吳れる 事に 成って 居る。 『聖書 之 研究』 は 彼 地に H ス ペラン ザ 村. 

(希望 村) を 作った。 其 他 米 大陸の ァ チラ コ チラに 聖書 之 研究 村が ある。 偸 快で はない 乎。 (七月〕 一 

〇 寄附 者 諸君に 吿ぐ 四月 號を 以て 廣吿 致しました 本誌 第三 百號 記念 傳道金 募集に 對し (本卷 「犁書 之 一 

研究の 發 行に 就て」 中、 「第三 百 號を迎 へて」 參 gi— 編者〕 七月 二十 五日までに 百 七十 二人と 金 一 干 七 百 四 一 

圓の 寄附が ありました。 玆に 篤く 寄附 者 諸君の 御 厚意 を 謝します。 其內七 百圓は 內地傳 道の 爲め 千圓ー 

は 支那 を 第一 として、 其 他の 海外 傳道 地に 向けます るから 左様 御 承知 を 願 ひます。 事業の 大 いさに 

ベて 額 は 少なく あります が、 然し 全能者の 聖 手に 委ね まつりて 其 效菜は 偉大で あると 信じます。 秘々； 

と 取扱 上の 都合 もあります から 記念 寄附 は 今日 限り 中止 致します から、 左様 御 承知 を 願 ひます。 大. 


正 十 四 年 七月 廿 五日 內村鑑 三 

今後の 方針に 就て 

〇 私 は文久 元年の 生れで 今年で 六十 五 歳であります。 ^けて 老人で あると 云 ふので はありません が、 一 

然し 行 先き が餘り 長くない 事 は 確かであります。 私の 肉の 父 だけ 生 くるとして 殘るは 後の 十 年で あり； 

ます。 故に 浮々 して 居る こと は出來 ません。 〇 就きましては 私の 今後の 方針と して、 私 は 專心專 意、 一 

聖書の 研究と 其講 解と に從 事した くあります。 其れが 爲に此 世の 俗事 は 勿論、 傳道、 說敎、 慈善 等、 一 

聖書 研究 に 直接 關 係な き 事に は 努め て 從事 せざる こと に 致します。 是れ 多く の 場合 に 於て 甚だ 忍び 難 

き 事であります が、 然し 最大 多数の 最大 幸福 を 思へば、 私と して は斷然 此途を 取る のが、 私の 義務 又 

は 責任で あると 信じます。 依て 今日までに 旣に 着手せ し 事業 は 或は 之を廢 止し 或は 他人に 委ね、 私と 

して は 聖書 研究の 外 は 直接 之に 當ら ざる 事に 致します から 讀者 諸君に 於て 此事を 御 承知 願 ひます。 支， 

那傳道 は 私と して は 明年 八月 を以 つて 中止 致します。 故に 今後 其 爲の御 寄附 は 御 止め： 卜さい。 〇 以上： 

は 退却の やうに 見えて 實 は然ら すであります。 何しろ 世に 供すべき 聖書 知識が 澤 山に 殘 つて 居ます。 

之 を 供せ すして 私 は 死た くありません。 私自身と して は 聖書 知識 を 世に 供す るの が 最大 慈善で ありま 

す。 「努めい そしめ、 夕日 指す 問に、 いそしめ よ」 であります。 (讚美歌 第二 百 八十 四番) 

〇 クリス マ ス竝に 年末の 御 贈物に 就て 又復 年末に 向 ひ、 多 數の讀 者 諸 IST^ より 種々 の 御 贈物に 與るを 

恆 例と 致し 候 得 共、 小生 追々 と 老境に 入り、 生活力 頓に 減退し、 折角の 御 贈物 も 之 を享樂 する こと 能 
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はす 候に 就き、 御 厚意 は 千 萬 有難く 存じ 候 得 共、 御 贈物の 儀 は 今年 を 以て 御 差 止め 被 下 度 願 上 候。 猶 

义强 いて 御 贈與の 情の 禁じ 難き もの 有 之 候 節 は、 小生の 名 を 以て 御 知合の 貧しき 人達に 御 配り 被 下 候 

は 大 なる 幸 幅に 有 之 候。 玆に 永年の 御 厚意 を 謝する と 同時に、 今後の 御 贈物の 御 廢止を 願 上 候。 敬 

具 火； 止 年 十月 内 村鑑三  (十一月. 十二月) 

大正 十五 年 二 九 二 六 年)  ■ 

〇 新年の 新 事業に 就て 私 は 新年と 共に 新 事業 を 起すべく 餘俊 なくせられ ました。 それ は 萬 朝 報 

時代よりの 私の 友人 山縣 五十雄： と共に 新たに 英文 雑誌 を 起す 事であります" 是は 私供の. ^に 長き？ i 

蓄 へられし 計畫 でありまして、 今 種々 の 必要に 餘儀 なく せられて 實行を 見る に 至った 次第で ありま 

す。 私供 は 之に THE  JAPAN  CHRISTIAN  INTELLICKSSHCEK と云 ふ名を與ふ る15^-に決めま 

した。 其 目的 は 世界に 向って 私供の 信仰 を唱 へ、 W せて 日本の 最善 を 知らせん とする にあります。 私 

供 は 八， や 友人 を廣 く： U 本人 W 外に 有ち ます。 彼等と 精神的 交通 を爲 すに 方て 外 國語を 以てする の必. 耍 

を切實 に 感じます。 而已 ならす 今や 日本人の 內 にも 英語 を 解し 得る 者が 澤山 にあります。 そして 彼等 

に； fig るに も 或る 場合 は 英語 を以 てす るの 邦語 を 以てする よりも 犬に 優され る を 感じます。 故に 此雜誌 

は 主として 外 圃人を 目的と する 雜 誌であります が、 亦大に 我が 同胞に も 讀んで 貰 ひたく あります。 

『I め. 書 之 研究』 の讀者 諸君に して 其讀 者に 成らる- - 方-の！！ からざる を 期待し ます" 定惯は 一 餅 五拾錢 

. 一 年分 五^であります。 郵稅は 1^ りません。 凡て 前金です。 九 段 向山 堂 又は 書 研究社へ 御拂 込み： 卜 


さい。 ^の 生涯の 最後の 仕事であります。 是が爲 に大に 働きた くあります。 縱令 一年間な りと も、 世 

界に 向って 我が 福音と 愛する 國とを 紹介した くあります。 『§^書之硏究』 の發 行に は 何の 變りも あり 

ません。 序に 申 上ます。 INTSLUGENCER 發 行と： IE 時に 研究 誌の 英文 欄を廢 します。 內村鑑 三 

0 一月〕 

〇 英文 雜誌 THE  JAPAN  CHRISTIAN  IJS:ELLIGENCER 主筆 內村鑑 三 編輯 主任 山 

縣 五十雄 第豈號 三月 五日 發行 政府、 敎會、 宣 敎師、 其 他 有力者より は 何等の 按助を も 受けす、 

全然 日本人の 經營； j 脱に 執筆に 由て 成る 我國 唯一 の 歐文雜 誌な りと 信す。 其 目的と する 所 は、 日本人 特 

有の 基督 敎的 信仰 を 世界に 向って 唱道し、 ^せて 日本人の 最善 を 外國に 紹介 せんとす るに 在り。 主筆 

は 同胞に 向 ひ キリ ス トの 福音 を唱 ふること 玆に殆 んど半 百年、 神の 恩惠 により 今や 國內に 少しく 基礎 

を 築く に 至りし が 故に、 玆に 彼の 生涯の 最後の 事業と して、 雜誌 事業に 於け る 彼の 舊友 と共に、 我等 

豫 ねての 志望に 基き、 此 誌を發 行す るに 至りし 次第で ある。 目的 は 世界に 向って 語らん とする に り 

と雖 も、 我 同胞の 後援 を 求む る こと 甚だ 切なり。 我等 は此聲 をして 記者 單獨 の聲 ならしめ すして、 同 

信 同胞の 多 數の聲 ならん こと を 欲す。 其 意味 に 於 て M 胞 中に 多数の 讀者を 得 ば 幸福で ある。 謹んで 吿 

ぐ。  (三月.) 

0 英文 雜誌 THE  JAPAN  CHRISTIAN  INTEHJLIGENCER 主筆 內村鑑 三 編輯 主任 山 

縣 五十雄 第戒號 四月 五日 發行 第 壹號を 出して 見た。 研究 誌の 舊ぃ讀 者より 多大の 同情 を 得て 感 
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謝で ある。 是は 我等の 世界 傳 道の 機關と 見て 贄 成して 頂きたい。 外國 より は 未だ 反響 はない、 遠から 

す 多少 ある こと、 思 ふ。 然し 聽 かる、 も聽 かれざる も 言 ふべき 丈け は 言 ふ 積り である。 四月 號には 私 

は 「新 文明」 と 題し 東西 兩 文明 を 排し、 新たに 文明 を 作るべき を 論じた。 兵力に 依る 文明 は 文明に 非 

す野蠻 なりと 斷定 した。 叉 「若き 宜敎師 に 贈る」 と 題して、 純 福音 を說き 西洋文明の 輸入に 力 を 注が 

ざらん こと を勸吿 した。 山 縣君は 明治維新の 武士の 廢 刀に 就て 論じ、 兵備 全廢の 決して 危險 にあら ざ 

る 實例を 示した。 叉 大島正 健 君 は 札幌に 於け る 故 W  •  S  • クラ，' ク 氏の 功鑌に 就て 記した。 伊藤 一 隆 

君 は 日本に 於け る 禁酒 運動の 歷史を 寄稿 せられた。 其 他 記事 畳 富で ある。 自身 英文 を讀み 得ざる 人 は 

讀み 得る 人に 贈る も 可な りと 思 ふ。  (四月) 

〇 英文 雜誌 THE  JAPAN  CH3STIAN  INTELLIGENCES 主筆 內村鑑 三 編輯 主任 山 

縣 五十雄 第參號 五月 五日 發行 此誌發 行が 電報 を W つて 扭 育の 或る 大 新聞に 報ぜられ てより 米國 

より 或る 反響が あった。 布哇； S に米國 太平洋 岸 在留の 日本人 は 大歡迎 を 表して 央れ た。 彼等の 問に 今 

や □ 本 語 を 解し 得ざる 日本人が 數千人 あるとの 事であって、 彼等に 語る に 只 英語 を 以てする のみで あ 

ると 云 ふ。 斯 くして 今や 英語 は 第二の 日本語と 成りつ & ある。 日本人の 手に 成る 英文 雜 誌な かるべ か 

らす である。 五月 號に 於て 內村は 「日本的 基督 敎」 に 就て 犬に 辯す る 所が ある。 山縣は 日本 歷史に 現 

はれし、 デモ クラ シ ー に 就て 論じて ゐる。 第 一 高等 學校 敎授ク レメン ト氏は 一 一宮 尊德の 思想と 基督 敎に 

就て 寄書 せられた。 其 他內容 豊富で ある 積り である。 讀んで 貰 ひたい。  (五月) 


第一 囘 九州 地方 「聖書 之 研究」 讀者會 感想 錄 福 岡 市 原 田美赏 …… 內村 生白す。 感謝に 堪 へません > 

慚 愧に堪 へません。 私が アナ タを 導いた のではありません、 キリストが 私 を 使 ひ 給 ひて アナ タを惠 ぐ 

ん だのであります。 榮光は 勿論す ベて 彼に 歸し 奉るべき であります。 私 は アナ タが 九州の 福 岡に 在り 

て 私が 東京に 在りて 爲 しつ、 あると 同じ 事を爲 しつ k ある を 非常に 悅 びます。 日本の 將 來に關 はる！ f 布 

望 は 九州に 在ります。 どうぞ 自重して 祖國の 爲に盡 して 下さい。  (六月) 

大 なる. 野心 

〇 日本 は大國 であって 亦小國 である。 軍事的に は 確かに 大國 である。 世界 第二 等の 海軍 を 有し、 第一 

等の 陸軍 を蓄 ふ。 軍事的に 見た る 日本 は 恐るべき 國 である。 そして 是れ必 しも 惡ぃ 事で ない。 然し 乍 

ら 思想 的に 見た る 日本 は 誠に 貧弱で ある。 思想の 點 より 見て 日本 は那 威、 瑞典、 丁抹、 瑞西 等の 小 邦 

に 及ばない。 思想 的に 見た る 日本 は 確かに 小國 である。 〇斯 かる 次第で あれば 大 思想 を 懐いて 日本人 

に 臨んだ 所で 之 を 認めて 吳れる 人 もなければ、 亦 之 を 行 はんと 欲する 意志 を 持つ 人 もない。 日本 文 を 

以て 日本人に 臨む 時に、 極めて 低き 平凡なる 思想 を 以てする より 他に 途 がない。 其 事 は 東京に 於て 發 

行 せらる k 無数の 所謂 大 新聞 又は 大雜誌 を 讀んで 見て 能く 判明る。 〇玆 に 於て かせ 界語を 以て 世界に 

訴 ふる 必要が あ るので ある。 英文 雜誌 The  Japan  Christian  Intelligencer は 此 目的 を 以 て 發行 せ ら 

る i ので ある。 小雜 誌な りと 雖も 大目 的 を 以て 起り し雜 誌で ある。 余輩の 思想 をせ 界に 披瀝し、 世界 

の 批判 を 仰がん と 欲する ので ある。 日本 を 思想 的に 大 ならし めんと 欲し 其 第 一 步 として 乘 出した る 機 

關 である。 余輩と 目的 を 共に する 士の來 て 之に 參加 せられん こと を 望む。  (六月〕 

大正 十五 年  七 二三 
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宣敎師 と 英文 雜誌 

〇 東京の 郡部に 或る 雜誌 店が ある。 其 處へ其 附近に 住む 或る 外 國宣敎 師が雜 誌 を 買 ひに 來る。 或る日 

の 事であった、 彼が 店頭に 見えし 時に、 主人が 余輩 發 行の 英文 雜誌 The  Japan  Christiau  Intelli- 

s.encer を 示し、 其購 讀を勸 めしに、 その 宜敎師 は 答へ て 曰うた、 「私、 一 W 貰って 讀 みました、 惡ぃ 

雜 誌あります、 然し 買 ひます， 毎月 这 つて 下さい」 と。 r 惡ぃ雜 誌あります、 然し 買 ひます」 と。 余 

輩 自身 に 取りて は 買 ふ て讀ん で 貰へば 嫌 はれて も 憎まれ て も 構 はたい ので ある。 實に 不思議の 現象で 

ある。 〇 之に 類した る 事 を 或る 他の 宣敎師 が 曰うた との 事で ある。 「我等 はすべ て 內村氏 を 好まない- 

然し 乍ら 彼の 書いた 物は讀 ますに は 措かれない」 と。 「好まない 然し 讀む」 と。 讀ん でさへ 貰へば 宜 

い。 余輩 は 特に 注意して 宣敎 師に對 して は廣 吿を爲 さない、 勿論 勸諫を 試みない。 然るに 彼等が 余輩 

を 嫌 ひながら も讀ん で吴れ ると は 有難い。 〇 然し 乍ら すべての 宜敎師 が 余輩の 敵で ない。 彼等の 內に 

少し は 余輩の 言葉の 底に 余輩の 心 を 讀んで 吳れる 者が ある。 そして 斯 かる 少數者 は 余輩の 味方で あり 

叉 同情者で ある。 余輩 は 宜敎師 を担筢 せんと 欲する 者で ない。 異敎 徒に 對 する 彼等の 態度 を 改めて 貰 

はんと 欲して、 其爲に 努力す る 者で ある。 今日 余輩 を 蛇蝎の 如くに 嫌 ふ 英米の 宣敎師 は 後の世に 於て 

余輩が 彼等の 最も 善き 友人であった 事 を 認めない とも 限らない。 (內 村)  (七月」 

世界 傳道參 加 再開に 就て 

〇 昨年 は 種々 の 事情 あり、 專心 聖書 研究に 從事 せんが 爲に 世界 傳道參 加 を 中止し ました 所、 其 結果と 


して 得る 所 は殆ん どなく 失 ふ 所の 甚だ 多い 事を發 見し ましたから、 中止 を 中止して 兹に また 之 を 開始 

する こと. -し、 辛  1- し當り 支那 甘 肅省竝 に 山 西 省に 於け る 支那 內地 傳道會 社の 事業た る 醫療傳 道 參加を 

繼緩 する 事と して、 今年 分負擔 として 金 七 百 貳拾貳 圓を途 りました から.' 寄附 者 諸君に 於て 御 承知 を 

願 ひます。 尙又 今年 は 瑞西國 ベ ー ゼル^ 世界 傳道會 社へ も 少額 を 送る 事が 出来て 感謝であります。 本 

誌讀者 諸君に して 此 事業に 參 加した き 方々 は 引 綾き 御 贊成を 願 ひます。 伍し 濫用 はせ ざる 積り であり 

ますが、 精 箅報吿 をす る 事 は 出来ません から、 其 皆 御 承知の 上、 當方御 信賴の 方に 限り 御 寄附 を 願 ひ 

ます。 〇T? れ にしろ 我等の 同情心 を 常に 世界的に 成して 置く 必要が あります。 凡ての 慈善 は受 くる 者 

よりも 與 ふる 者 を 多く 益す る 者であります。 我等 は 我等 自身の 爲に 時々 淨財 を棄捨 して 我等の 慾 心 を 

減殺す るの 必要が あります。 人の 爲の 慈善ではありません、 自分の 爲の 慈善であります。 そして 之 を 

受 くる 者が 我等と 關 係が 遠け れば 遠き 程愁心 減殺 の效が 多い の であります。 他人 に 及ぼす 效果 如何 を 

全然 祌 に 委ね まつりて 遠方 の 人に 爲す 慈善 は、 我等 の 心 を淨む る 上に 於て 其 效果は 絶大 で あ り ます。 

(八月」 

仲秋の  一一 一一 n 

〇 英文 雜誌 インテリ ゼ ンサ ー は 今 九月で 第 七號に 達しました。 收支は 償 ひません が 然し 或る 重要なる 

吏 命 を 菜た しつ，， あると 信じます。 思 ひの 外、 多くの 外國 人が 之を讀 みつ \ あります。 彼等の 多數は 

私 止 (を 喜びません が、 然し 私供の 言 を 聞かん と 欲します。 日々 に 誠實の 減じ 行く 日本 を 外國に 紹介す 

るので あります から 記者の 骨折 は 容易でありません。 私供 は此 上と も 本誌 讀者 諸君 の 後援 を懇 求し ま 

大正 十五 年  七 一一 五 


雜報、 廣吿， 其 他  七三 ハ 

す。 海外に 在りて は 布哇、 桑 港、 羅府 等に 在る 誌 友 諸君が 其 購讀を 計りつ V あり、 叉 内地に 在りて は 

喜ん で 維持費 を負擔 せら る」 方の 有 る を 感謝し ます。 私自身 に 取りて は 愉快なる 老後 の戰 であり ます。 

〇 支那 內地 傳道會 社へ 本年 分の 寄附 金 を 送りし 所 友愛に 充溢れ たる 感謝の 書面が 達しました。 此小慈 

善 を 復活した 事 は 私供に 取り 此上 なき 幸福で ありました。 今や 支那と 支那 人と を 利用 せんとの み 欲す 

る 日本人の 多き 時に 方り、 少しな りと も 支那 人 を J ません とし、 彼等の 苦痛 を 減ぜん とする 事業に 携は 

る 事の 如何に 幸福なる 乎 は 一一 一一 n はすして 明かで あり ます。 讀者 諸君が せ 肅省蘭 州 と m 西 省 平 陽と を 其 祈 

禱の內 に 忘れ ざらん 事 を 願 ひます。 〇 今秋 を 以て 『聖書 之 研究』 は 第二 十七 週 年に 入ります。 畔上塚 

本 雨 君の 外に 三 谷隆正 君が 入来り て 誌面 は 益々 賑 ひます。 或は 永鑌 する のか も 知れません。 (九月〕 

昭和 二 年 二 九 二 七 年) 

〇 英文 維 誌 THE  JAPAN  CHRISTIAN  INTELLIGENCEK 主筆 內村鑑 三 編輯 主任 山 

縣 五十雄 第 十一 號 一月 五日 發行 英文 雜誌發 行 以來旣 に 十一 ヶ月になります。 『聖書 之 研究』 と 

同様に 甚だ 不 人望の 雑誌であります が 1* 一に 角 存在 を 綾け てゐ ます。 敎會は 勿論 之 を 嫌 ひます。 宣敎師 

は 之を讀 まぬ 振り をして ゐ ます。 然し 或る 他の 外 園 人 は 之 を 「非常に 面 ね ぃ雜 誌で ある」 と 云 ひて 迎 

へます〕 十一月 號には 大膽に 「米 國人は 日本人に 宗敎 を敎へ 得る 乎」 の 問題 を 揭げて 論じました、 そ 

して 「敎へ 得す」 と 結論し ました。 日本に 千人餘 りの 外國宣 敎師が 居ります が、 誰も 一 言 も 答へ ませ 

ん。 多分 此雜 誌の 存在 を 無視して 居る ので ありませ う。 然し かま ひません、 言 ふべき 事 を 言 ひて 世界 


に訴 へます。 何も 私怨 を 晴らさん とて 言 ふので はありません、 世界に 於け る キリストの 福 昔の 純潔 を 

期す るので あります。 又 我 日本の 堅實を 守らん と 欲します。 外國 人に 訴 ふるに 日本語 を 以てして は 足 

りません、 彼等の 言語 を 以てせす ばな りません。 『研究』 誌讀者 諸君の 直接 間接の 御 援助 を 要求し ま 

す 0  ( 一  月) 

. 『聖書 之 硏究』 朝鮮 讀者會 感想 0 『聖書 之 研究』 と 亡妻の 使命 高 橋 慶太郎 …… 内 村 曰 ふ、 高 橋 

夫人 岡 田氏ハ マ 子 は 我等の 愛する 肉の 妹であって、 『聖書 之 研究』 創刊 當 時の 我等の 唯一 の 慰め 手 又 

た 相談 相手であった。 當時 我等 は 敵を內 外に 受け、 最も 憐 むべき 耿 態に 立った が、 其時ハ マ 子 は 肉親 

として、 信仰の 友と して 如何に 我等 を勵 まして 吳れた 事で あらう。 二十 六 年後の 今日、 其 事 を 思 ひ 出 

して 感涙に 咽ばざる を 得ない。 〇 朴勝鳳 …； 內村生 曰 ふ。 玆に 朝鮮の 兄弟の， 證明を 得て 感謝で ありま 

す。 朔鮮に 在りても 私 を 敎會の 敵、 其 破 壌 者な りと 唱 ふる 人の 多く ある 事 を 私 は 聞き ましたが、 若し 

其 人達が 私の 書いた 物を靜 かに 長く 讀ん で吳れ たなら ば 其 疑 は 解け やうと 5 心 ひます。 私は敢 へ て 人に 

好まれん と 欲する 者ではありません が、 然し 私が 福 昔 以外の もの を說 いて 居る やうに 思 はる K を 悲し 

みます。 若し 敎會 自身が モット 福 昔 的に、 信仰的になる ならば、 敎會と 私との 關係は 決して 今日の 如 

くに 疎遠なる 者で は あるまい と 思 ひます。 〇 醫師 安鶴沬 …… 內村生 曰 ふ。 『聖書 之 研究』 を 福音の 使 

者と して 見て 下さる 事 は 犬なる 感謝で あります。 之に 由り て讀者 諸君が 深き 靈 の 交際に 入 つて 下さる 

なら. ば、 私に 取って 之に 優 さるの 喜びはありません。 〇 救 はれた る 賓 魂の 自由 伊藤 賴郁 …； 內村生 曰 ふ、 

私 も赏に 感謝であります。 此 せの 多くの 智者が 此 兄弟が 知る を 得し 簡短 にして 深遠なる 现を 知り 得 ま 
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せん。 信仰 は 神の 賜物であります。 

〇 英文 雜 誌の 變 THE  JAPAN  CHRISTIAN  INTELLIGENCEH 阜 『聖書 之 研究』 

の 姊妹雜 誌 たるべし 記事 改替 定價 低減 以上 英文 雜誌は 今日まで 諸 友人の 後援の 下に 山縣 五十雄 君 

と 私との 共同 事業と して 發 行して 来ました が、 種々 の 事情 あり、 此 たび 協議の 結果、 私が 全部 責任 を 

擔 ふこと に 相 成り、 三月 號 より は 『聖書 之 研究』 の 姊妹雜 誌と して 發行 する 事に 致しました から 讀者 

諸君に 於て 左様 御 承知 を 願 ひます。 それと 同時に 記事 は 『研究』 誌同樣 主として 信仰的 學究 的と なし、 

此の世の 事に は 成るべく 丈け 觸れ ざらん 事 を 努め、 一 は 世界 备國の 同信の 友と 知識 信仰 交換の 機關と 

なし、 二に は 邦人に して 和文 を 解し 得ざる 人 (斯 かる ni 本人 は 海外に 在りて 今や 數萬を 以て 算 せらる) 

に對 し聖， 書 知識 頒布の 機關 とし、 併せて 我が 同胞に して 英語 を 解し 得る 人達に 和文 を 以てする 以上に 

有力 的に ii 昔を傳 ふるの 器と 致した くあります。 以上の 目的 を 達せん が爲に 定價を 低減し、 一冊 武拾 

錢、 一年 分 前金 贰圓 と爲 し、 傳道雜 誌の 實を舉 げんこと を 期します。 同時に 發行所 を 東京 市外 柏木 聖 

書 研究社 內に 移します。 引 綾き 御 贊成御 後援 を 願 ひます。 一九二 七 年 二月 內村鑑 三 

〇 主筆 內村鑑 三 改造せ る英 文雜誌 THE  JAPAN  CHRISTIAN  IJ^TEl^LIGENCEJR. 定 

價贰 拾錢ー 年分 前金 贰圓 聖書 研究社に て發行 向山 堂に て發賣 します。 豫吿の 通り 『聖書 之 研究』 の姊 

妹雜 誌と して 當 三月より 發行 します。 頁數を 半減し ましたが 定價は 半額 以下に 下げました。 讀者 をし 

て 購讀に 容易なら しめん 爲 であります。 內容 は充實 精選 を^と します るが 故に、 滅縮は 反って 濃度 # 


加の 益が あります。 三月 號には 主筆 は (K)D  IN  HISTCKY と 題し、 神が 古今の 歷史を 通して 働き 

給 ふ 事 を 述べて ゐ ます。 三 谷隆正 君の A  CPSMIOl  PKAYE.K は實に 雄篇であります。 大-: 千 宙は時 

時刻々 祌に 祈禱を 捧げつ 、あると 云 ふので あります。 世界に 示して 恥 かしくない 大 思想であります。 

塚 本 虎二 君の EUKEKA:A  GREAT  DTS2)VEKY は 新 信仰 實は舊 信仰 發 見の 實驗錄 であり まし 

て大膽 なる 信仰の 吿 白であります。 主筆 はまた 別に PKliscNAlL  NOTES を附加 へ て 自己の 立場に 

就て 少しく 辯 明す る 所が ありました。 何れに しろ！ 洋人 をして 日本人の 基督 敎的 信仰 狀態を 暇 はしむ 

る爲の 唯一 の 機 關 であると 3 心 ひます。 研究 誌の 讀者 諸君が 縱し 御自身 請む 事が 出来す とも、 之 を 知合 

の 外人に 頒 ちて 本誌の 事業 を 助けて 戴きた くあります。  (三月) 

〇 此 f は 不平 不滿、 見る 事 聞く 事 何 一 つと して 善き はない。 大 商會大 銀行の 破綻、 政黨の 解體、 官吏 

政治家の 漬職、 まことに 此 世からの 地獄で ある。 然れ ども 此暗黑 の裡に 在りて、 只 一 つ 光り輝く 讚美 

の 里が ある。 クリスチャンの 心の 裡には 絶えす 永久の 春が 見舞 ふ。 此 世の 富 も 位 も 知識 も與 ふること 

能 はざる 歡 喜と 平和と は キリ ス トの 罪の 犢 ひの！ i 昔に 由り て 貧しき 人の 心に 臨む。 神 はまこと に活き 

て 在し 給 ふ。 感謝の 極みで ある。 (主筆) 

自分の 事に 就き 廣吿  • 

0 段々 と 老境に 入り 若い 時の やうに は 働け ません。 目ドの 所、 ニ箇の 月刊 雜. の 編輯と、 一週 二  の 

聖書 講演と で 私の 力 は 一杯であります。 此上 働く こと は 出来ません。 就て は 私の 本職 以外の 事に は携 
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はらざる やう 凡ての 手段 を盡 さねば なりません。 依て 演說、 說敎、 論文 等の 依頼に は 一 切應 じない 事 

に 致しました。 叉 政治 は 勿論の 事、 社會、 宗教 等の 諸 運動に は 一 切參加 致しません。 甚だ 冷淡、 無情 

の やうであります が、 自分の 天職 を 完成 せん 爲には 止む を 得ません。 讀者竝 に 知人 諸君に 於て は此 33 

惡 しからす 御 承知 を 願 ひます。 猶叉 色々 の 御 問合せ 御 質問 等に 對 して は、 萬々 止む を 得ざる 場合の 外 

は 御 返 辭を差 出しません から、 是れ亦 御 承知 を 願 ひます。 〇 私 は 神の 僕と して 最大 多數の 最大 幸福 を 

計らねば なりません。 一 地方よりも 全 國を敎 へ ねばな りません。 現世と 共に 後世 をも敎 へ ねばな り ま 

せん。 この 人 かの 人の 幸福よりも 神の 民 全體の 永遠の 幸福 を 計らねば なりません。 斯く爲 さ れば私 

は 神と 園と 人類と に對 して 不忠であります。 私 は 情に 牽 されて 私が 多數の 爲に獻 ぐべき 能力 を 少數又 

は 個人の 爲に 獻げて はなり ません。 其れが 爲に縱 し 不人情と 云 はれて 人 を 失 ふても 止む を 得ません。 

人生 は餘 りに a 典劍 であります。 人の 機嫌 を 損する 事 を 恐れて は 何事 も 遂げ 得ません。 今より 思 切って 

「殘 酷」 に 成ります。 御 承知 を 願 ひます。 內村生  (四月〕 

花 散 る 頃  , 

〇 英文 雜誌 THE  JAPAN  CHKESTIAN  INTELKLGENCEli は 漸く さっと 私の 手に 落附 きまし 

た。 他人の 經營 した 雜誌を 引受く る は、 自分が 新たに 之を發 行す るよりも 困難なる 事 を 今度 つくづく 

實驗 しました。 而 かも 私の 生涯に 於て 同じ 經驗を gl たび 繰返しました。 今度が たしかに 終りで あらう 

と 思 ひます。 幸に して 主として 『研究』 讀 者の 後援 を 得て 偸 快に 之を繼 綾す る を 得て 感謝であります。 

殊に 之 を 純 信仰の 雜 誌と 爲 しました 故に、 私の 心 も 平安で 靑立 たす、 まことに 幸福であります。 祖し ■ 


雜 誌が 二つに 成った 爲に 自分の 讀書 時間が 減じ、 それの みが 犬なる 苦痛であります。 英文 雜誌 は郵稅 

共 一 冊 二十 錢 であります。 外國 人に 我等の 信仰 を 傅 ふる 爲に 諸君が 用ゐら れんこと を 願 ひます。 〇 世 

界傅道 參加は 依然として 繼續 する 積り であります。 支那 山 西 省 平陽府 ウィル ソ ン紀念 病院の 副 院長の 

給料 は 私供 同志が 負擔 する ことに 成って ゐ ます。 又 中部 阿弗利加 リム ベルネ ー に 於け る ドクトル ， シ 

ュ ワイツ H ル經營 の傳道 病院に も 引 綾き 寄附 金 を 送りた くあります。 讀者 諸君の 引 綾き 御參加 あらん 

こと を 願 ひます。 日本 は 日本、 世界 は 世界であります。 世界の 傳 道に 參 加して 日本に 對 する 同情 は 減 

ぜ ざるの みならす 却て 增. します。 私供 は 支那 ij 級に 阿弗利加より 熱き 感謝の 書面 を 受取りつ、 あります- 

四月 廿 六日 草す 內村鑑 三 

杜鵑 花の 咬く 頃 

◦  The  Japan  Christian  Intelligencer の 六月 號も 無事 發行 しました。 近頃 は 米 國反對 の 論文 を 載せ 

ざる 故 か、 米國 宣敎師 の 小言 も絕 えて、 其 反對に 思想 健全 なりと て 賞 讚 の 言 に 接する こと も あり ます 一 

何れに しろ 研究 誌 同様に 此 世の 事に 關與 せざる は 善き 事であります。 關與 して 何の 效果 もありません- 

但し 外人に 對 しても 內 人に 對 する が 如くに 信仰 を證 明す る 必要が あります。 彼等 傲慢の 外人 殊に 米 人 

を說 伏す る 事 は 到底 出来ません、 然し 「私 は斯く 信す」 と 曰 ひて 信仰 を說 明す る 事は屮 I 來 ます。 そし 

て祌は 信者 各自に 斯 かる 證 明を爲 さん 事 を 要求し 給 ひます。 讀者 諸君が 此心を 以て 此英文 機 關を贊 成 

し 又 使用し 給 はん 事 を 願 ひます。 〇 內村 1 組に 畔 上の 著書 は、 絶版の 物 を 除く の 外 は、 何れで も 聖書 研 

究 社で 得られます 。書店で 得られない 場合に は 研究社へ 御 申 越 を 願 ひます。 但し 凡て 現金 极ひ であり 
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ますから 左様 御 承知 を 願 ひます。 〇 世 は 如何に 變り 行く も 變らぬ は 天 固と 其 福 昔であります。 故に 私 

供 は 世の 流行に 從 ひません。 一 圓文學 の發行 ゃ紀念 講演の 開催に 參加 しません。 時 を 得る も 時 を 得 ざ 

る も 古い 預 言 者 と 使徒 等の 一一 一一 c を說 きます。 常に 移り行く f の 輿論に 耳 を も 傾けす 眼 を も 注ぎません。 

此世は 存在せ ざるが 如き 者と 見做して 進みます。 殊に 何人と も競爭 しません。 看板 を揭げ ません。 獨 

り靜 かに 步 みます。 

秋と 聖書 

〇IAJ 曰の 研究！ 記者 自身 は 今年で 滿 五十 年 之に 從 事した、 そして 未だ 倦怠 を覺 えざる のみなら す老 

いて 益々 其 興味が 湧いて 來る。 思へば 不思議で ある" 舊ぃ 一 冊の 書で ある。 其 書が 何故に 何時まで 讀 

ん でも 常に 新ら しい 書と して 我が 靈 魂の 底に 觸れ るので ある 乎。 斯んな 書 は 他に はない、 聖書 は 天然 

丈け それだけ 常に 新鮮で ある。 然り、 天然 以上で ある。 「天と地と は踐 らん、 然れど 我 言 は 魔ら す」 

とィ H スが曰 ひ 給 ひし 一 百が 此 聖書なら すして 何ぞゃ (馬 可傳 十三 章 三十 一 節)。 〇 燈火 親しむべき 秋 

が 来て、 第一 に讀 むべき 書 は 聖書で ある。 聖書 を 讀んで 永久の 利益が ある。 聖書 を 讀んで 人は老 ひて 

老 ひない、 彼の 心に 永久の 春が ある。 聖書 を 讀んで 理想が 盡 きない、 詩と 歌と 昔 樂とは 其 必然の 結 

として 我 口より 流れ出る。 聖書 を 讀んで 知識欲が 增す、 宇 苗と 人生と に 就て 廣く 深く 知らん と 欲する 

欲求が 湧いて 盡 きない。 若し 世に 祌の言 があるなら ば、 聖書 を 措いて 他に 在る と は 思へ ない。 人類の 

所有の 內で 最も 貴い もの は 書籍であって、 書籍の 內で 最も 貴い もの は 聖書で ある。 〇 日本 東京、 明治 

神宮外苑に 聳 ゆる 日本 靑年 館の 大 講堂に 於て 菊花 薰 らんと する 十月 二日より、 日曜日 毎に、 午前 十 時 


より、 聖書の 研究が 繼績 されん とする。 斯くて 聖書 は 遂に 日本人の 書と 成った。 神 は 神 國と稱 へられ 

し 日本 國を 世界一 の 基督 敎國 と爲 さんと し 給 ひつ、 ある やうに 見える。 主筆 

〇 m 書 講演 會傍聽 に 就て 內村 聖書 研究 會は 自今 毎日 曜日 午前 十 時より 十二時まで 東京 靑山 明治神宮 

外苑 內 日本 靑 年館大 講堂に 於て 開かれます。 日本 青年 館であります。 東京 基督 敎靑 年會 館で はあり ま 

せん。 御 間遠 なきやう に 願 ひます。 〇 入會 希望者の 申込 を 受けます。 又會員 以外の. 一 力 にても 傍 聽が出 

来ます。 殊に 『聖書 之 研究』 讀者 諸君の 傍聽 を歡迎 します び 伍し 傍 聽者は 一 人に 就き 一 囘金五 拾錢づ 

つ 御 寄附 下さい。 又 地方の 讀者 諸君に して 日曜日 前夜の 宿泊 を 要求 せらる \ 方 は、 一夜 金壹圓 にて 靑 

年 館に 於て 引受けて くれる 事に なって 居ます。 此特權 を 利用せられ 御聽講 あらん 事 を 御勸め 致します- 

〇 服装 は 日本人 普通の 禮 載に 適 ふやう 御注意 を 願 ひます。 叉必す 聖書 (舊 新約 全書) ：s に 讚美歌 御 持 

參を 要求し ます。  (十月) 

思想と 生活 (主筆 江 原 萬 里) 〇 內村生 曰 ふ。 江 原 君 は 我が 同志の 一 人で ある。 君 は 君の 立場に 在り 

て 我が 言 はんと 欲する 所 を 言 ふので ある。 

家 無し 猿 

〇 我等に 福 昔 は 有る (神の 恩惠に 由り て)、 叉 一 i 音を聽 かんと 欲する 人 は 有る、 然り、 有り 過ぎる 程 

ある。 然るに 集まるべき 場所がない、 食堂がない。 「今の 時に 至る まで 我等 は 定まれる 住處 なし」 と 
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はパゥ 口の 事の みならす 亦 我等の 事で ある (コ リント 前書 四 章 十一 節)。 大正 七 年に 東京 市內 に、 我 

等の 聖書 研究 會を持 出して 以來、 東京 基督 敎靑 年會 館、 三崎會 館、 大日 本 衞生會 館、 女子 學院 講堂、 

そして 今度 は 日本 靑年 館と 借り 廻った。 到る 所に 殆ん ど滿 員の 集會を 持つ 事 を 得た が、 然し 我等の 家 

でない が 故に 欲 ふやう に は 行かなかった。 思へば 悲しくなる。 何故に 己が 講堂 を 建てない 乎と 人 は 我 

等に 問 ふて 言 ふ。 其 辯 解は刖 として 我等 は 我等の； i 音が 場所に 制限され ない 事 を 喜ぶ。 我等 は 全 宇宙 

を 神の 聖 殿と 見做す。 我等 は又會 堂の 事に 關し 金錢 問題 を 以て 惱 まされない。 是れ 信仰 維持の 上に 尠 

からざる 利益で ある。 我等の 會 計に は 常に 多少の 餘裕が ある、 故に 大 講堂 を借受 くるに 方って 思 ひ 切 

つて 借料 を 支拂ふ 事が 出来る。 縱し叉 會堂を 建てた 所で、 それで 我等に 聽 かんと 欲する 人達 を 悉く 牧 

容 する 事 は出來 ない。 今や 途を 以てすれば 三千 四千の 聽衆を 得る 事 は 難くない と 思 ふ。 然し 人 を 集む 

る は 易く して、 彼等 を 導く は 難く ある。 我等 は 不可能 を敢 てし ない。 永遠の 福 昔 を 說く爲 に は 無窮の 

宇宙 を 講堂と する より 外に 途 はない と 思 ふ。  (十一月) 

〇 越年の 辭 玆に亦 感謝 を以 つて 昭和 二 年、 一九二 七 年 を 送ります" 私自身と して は 唯一 囘 咽喉 痛の. 

爲に 講演 を 休みし 外、 凡ての 责 任に 應 する 事が 出来ました。 年の 初より 終りまで 滿 員に 近き 猿 會を續 

くる 事が 出来ました。 使徒 行傳、 舊約 聖書 大意、 以赛亞 書と、 順を逐 ふて 講演 を續 けました。 雜誌も 

少しも 變 りません、 出版界 不況の 影響 も 研究 誌 丈け に は 及びません。 勿論 少し は 惡ぃ事 も ありました。 

神 は 私供 をして 友人の 貴 さを覺 らしめ ん爲に 時々 敵 を 起し 給 ひます。 敵 を 持たない 人 は 友人 を 持ち ま 

せん。 萬 事 萬 物 悉く 善しとの 確信 を 以て 舊年を 送り 新年 を迎 へます" 主筆  (十二月：) 


ク 
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〇 クリス マス を 祝し ます。 私に 取りて は、 今年 は 私が キリスト を識 りて より 第五 十囘の クリス マ スで 

あります -洵に 記憶すべき 感謝すべき クリス マ ス であります。 私 は 半 百年 間 彼に" ひ 得て 光榮 此上ヒ 

しであります。 幾分な りと も 彼と 苦難 を 共に する を 得て、 今や i ビ 彼の 御榮光 のが 5 まに 與 りつ-あり 

^^。<?4化き41"?.トの響は勝利でぁりました。 今や I 人 は.. *b 如くに、 き， きま 

に 由ら すして、 自身 直に 彼の 足 F に 集 ひつ k あります。 日本 國を 世界 第一 の 基督 敎國 と爲 さんとの 

私供の 青年時代の 祈 禱は聽 かれつ M あります。 今日 斯 かる 日 を 私の 生涯に 於て 見やう と は 夢にも 想 ひ 

ませんで した。 〇 米國 組合 敎會 派遣 宜敎師 にて パ メリ ，老嬢と 云 ふ 嫁 人が あります。 彼女 は近顷 私に 

激烈なる 書面 を 送り、 私が 傳 道す るの は 全然 他敎 派を壞 ちて 私自身の 敎派を 建ん 爲 であるとの 事で あ 

りました。 或は 爾ぅ かも 知れません。 就て は 我が 讀者 諸君に して 私に 關し同 一 の 疑念 を懷 かるる 方 は 

書 を 以て 彼女に 御 聞た しあり、 然る 後に 私 を 御信賴 あらん 事 を 切に 御勸め 致します。 彼女の 住所 は 

滋賀縣 近 江 八幡 土 田で あると 聞きました。 彼女 は 私に 書面 を 送る に 彼女の 住所 を 記しません。 彼女の 

フル， "  ^  isij  ^-.^ly ^li であります。 此く する は 勿論 彼女 を 憎む からで ありませ 

ん 敵に 武器 を 供す る爲 であります。 內村鑑 三 


^！；  七三 五 
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昭和 三年 二 九 二八 年) 

新年 を賀す  . 

〇 明治神宮 外苑 に 隣り して 建ら れし日 本 靑年館 の大 講堂に 於て 11 き來 りし 聖書 研究 會 は 十二  H: 限り 閉 

4J して 再び 舊の 柏木 今 井 館 架 書 講堂 に歸る 事に しました。 此く なす は 集會の 性質より 考 へて 止む を 得 

ない 事で あると 思 ひます。 今や 東京 市内 は藝 術で 持 切りです。 敎會 の禮拜 までが 昔 樂禮拜 に 化する 時 

代であります。 我等の 如き 研究 ー點 張りの 集 會は市 內の大 講堂に は 甚だ 不 似合であります。 敢て 世の 

風潮 を 恐れる のではありません。 然し§^:書は§^^書、 藝 術は藝 術であります。 聖書 研究に は 柏木の いな 

かの 方が 中央の みやこよりも 相應 はしい 事が 判明り ました。 それ 故の 退却であります。 〇 更らに 一 つ 

の 退却 を 行 ひます。 英文 雜誌 ジャパ ン. クリスチャン. インテリ ゼンサ ー を 一 一月 號 限りに て魔刊 しま 

す。 是は豫 おの 計畫 でありまして、 その 通りに 實行 する のであります。 滿ニ 年間 私供の 所信 を 外國文 

を以 つて 述べた 丈け で大滿 足であります。 殊に 我が 同志の 內に、 大島正 健、 三谷隆 正、 塚 本 虎二の 諸 

氏の 如き 英文 書きの ある こと を 世に 知らせて 犬なる 喜びであります。 叉 森 正 俊 君が 其 美 はしい 英文 を 

以 つて、 君の 淨士 門の 怫敎 を發 表して 下さった 事 は 私の 犬なる 感謝であります。 私の 老年に 於て 小な 

りと 雖も 英文 を以 つ てす る 最後の 花 を^ かした 事 は 善き 思 出と して 殘る だら うと 思 ひます。 內村生 

( 一 月 


冬 の 眞 屮 

〇 豫吿の 通り 英文 雜誌 TKB  JAPAN  CHKISTIAN  INTSJLIGENCER は 二月 號を以 つて 廢刊 

します。 少しく 名残り惜しく あります。 若し 研究 誌が 無いならば 老後の 樂 しみに 之 を襥續 したく あり 

ます。 然し 人に は 能力の 限りが あります。 二 鬼を逐 ふて 一鬼 を 得 ざらん 事 を 恐れます。 故に 思 ひ 切つ 

て魔刊 します。 〇 淺 草敎會 牧師. 水 井 直 治 君の 新約聖書の 新 譯が出 でんと して ゐる。 日本人が 自力で、 

外國宜 敎師ゃ 米英 聖書 等に 顿ら すして 新約の 曰 本譯を 完成した の は、 永 井 君が 初めで あると 思 ふ- 

私供 は滿 腔の 同情 を以 つて 之を迎 へねば ならぬ。 聖書 は米歐 人の 書に 非す、 神の 書であって 我等 各自 

の 書で ある。 聖書 を： ：！ 本人の 書と 爲 さんが 爲には E 本人 自身が 之 を翻譯 せねば ならぬ。 聖書と ョ 本と 

を 愛する 者 は 必すゃ 犬なる 感謝と 期待と を以 つて 永 井 君の 0 本譯 新約^書 を歡迎 する であらう。 〇 今 

や m 本 は 書籍 洪水の 時代で ある。 製紙 會 社が 高率の 配 當を爲 し 得る の は 全く 之が 爲 である。 然し 讀ん 

で靈 魂の 利益に 成る 書 は 殆んど 無い と 云 ふて 可な りで ある。 生命の 書 は 依然と 唯一 つ、 そして 若し 此 

書に 次いで 少しな りと も 讀む價 値の 有る 書が あるならば、 其れ は 此書を 解す る爲の 書で ある。 其 他の 

書は讀 まざる も 損なし。 今や 何人も 努 むべき は 「唯一 書の 人」 たらん 事で ある。  (二月 〕 

感謝の 賜物  內村鑑 三 

〇私の；；：^仰五十年に際し私が祌ょり賜はりし最大の賜物は私の若き信仰の友七人ょり贈られし 『內村 

鑑三 先生 信仰 五十 年 記念 基督 敎論 文集』 である。 私より 前に t" 仰五ト 年に 達した 基督 敎界の 名士 は^ 

ffi 和 一一 一年  七三 七 
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からすと 雖も、 私の 記憶す る 所に 依れば、 如此 くにして 此日を 記念 せられし 者 は 未だ 曾て 無かった と 

思 ふ。 眞理閬 明に 努力した る 者に 取り、 其後繼 者た るべき 若き 友人より 其 研究の 結果 を 贈らる i に 勝 

さる 名譽 はない。 此點に 於て 私 は 此國に 於て 最も 惠 まれた る 者の 一人で あると 思 ふ。 七 人の 內、 畔上 

君 は早稻 田大學 文科の 出身で ある。 其 他 は 凡て 東京 帝 圏大學 出の 法學士 である。 一人の 祌學士 なく、 

f か^か iihs^iE^ き： S ない。 孰れ も 純然たる 平信徒であって、 而 かも 基督 敎に 就き 造詣 至って 深 

き 人々 である。 如此 くして 私が 私の 終生の 事業と して 私の 國 人に 與 へんと 欲せし ものが、 玆に 七士を 

以 つて 代表され て 五十 年の 後に 私の 許に 還って 來 たので ある。 卽ち 日本 國に 自生せ る 深き 思考に 基礎 

づける 福音 的 信仰、 其 産物 を以 つて 神 は 此日私 を 祝福して 下さった ので ある。 私と して は是れ 以上の 

もの を 戴かん と 欲しない。 そして 犬なる 褒美な りと 雖も 是れ 賜物の 一 部分に 過ぎない ので ある。 宗敎 

研究の 外に、 農學 に、 醫學 に、 理學 に、 ェ學 に、 其 他 殆んど 凡ゆる 學 科に 於て、 私の 信仰の 友 は 特殊 

の 貢 獻を爲 しつ-ある を 知る。 祌 の御惠 みに 由り 私の 生涯が 無益でなかった 事 を 感謝す る。 (七 no 

〇 敎會の 方々 に 白す 私の 知る 所に 依れば、 敎會 は全體 に、 極めて 少數を 除いて は 私と 私の 事業に 對 

して は反對 であります。 私 は 其 反 對に對 し 深き 敬意 を 表します。 就て はです、 就て は 歷 々誌上で 申述 

ベた 如くに 私 は 敎會の 方々 が 成るべく 私の 書い た 物 を讀ま れす、 私の 説敎 講演 等 を 聽 かれ ざらん 事 を 

願 ひ 且つ 勸 めます。 世界 は廣 くあります、 信仰に 相違の ある は 止む を 得ません。 唯 相互の 正直なる 信 

仰に 對し 敬意 を 表し、 平和 を 守りた くあります。 道 同じから ざれば 相 共に 語らす、 是れ 君子の 道で あ 

ります。 道 同じから ざる も 相 }it! を 敬 ふ、 是れ クリスチャンの 道であります。 御 互に クリスチャン であ 


る 以上 は 勿論 少く とも 君子ら しく 振舞 ひたく あります。  (七月」 

〇 繰返し 〇 發信 人の 宿所 姓名 を 明記せ ざる 信書に は 目 を 觸れす 其儘投 火し ます。 〇 轉居 通知の 場合 

に 前住所 を 明 記す る は 常識 の 命す る 所で あ ります。 〇 訪問 は 必要 止む を 得ざる 場合 の 外 は 午前に 爲さ 

すして 午後に 爲 すが 文明 國 共通 の 禮 儀であります。  (九月 ) 

同志の 辯 護 

〇 塚 本の 無敎會 主義 は 自分の よりも 遙 かに 激烈で ある。 それ は 一 に は 彼が 私よりも 年が 若い からで あ 

る。 彼 は 新たに 敎會 の惡ぃ 所が 見え 出して 之に 堪へ得 なくなつ たので ある。 二に は 彼が 法學士 である 

からで ある。 法律^；水は反對者の弱點を見るに銳敏でぁる。 彼に その 强所を 見る の 暇がない。 塚 本は敎 

會を 眞理の 法廷に 訴 へて 嚴罰を 要求し つ- - ある。 然し 彼が 惡人 でない 事 を 自分 は保證 する。 彼 は 我等 

の屮に 在りて 婦人の 友を以 つて 人 も 許し 自己 も 任す るので あって、 最も 優しい 人で ある。 彼が 揮 ふ 堅 

き sl は軟き 心の 器と して 使 はる、 ので ある。 彼の 强き言 辭に聽 きて 之に 學ぶ 敎會は 幸で ある。 斯 かる 

敎會は 遠から すして 眞の 信仰 復興の 惠 みに 與り、 同時に 亦 彼の 深き 同情 を牽 くで あらう。 〇畔 上は此 

たび 内 村 聖書 研究 會 より 獨 立して 別に 彼れ 自身の 研究 會を 持つ に 至った。 是れ 彼の 爲に 計り 最も 善き 

事であって、 自分が 特に 彼を勸 めて 此擧に 出しめ たので ある。 彼 は 今や 一家 を 成す の 十分の 力量 を 有 

す、 彼 は 何時までも 他人の 補助 者と して 存 すべきで ない。 何時までも 彼の 獨立を 見ざる は 自分と して 

堪え難く ある。 然し 別れた の は 日曜日の 高 壇 丈け である。 『聖書 之 研究』 は 依然として 彼との 共働 事 

業で ある。 
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柏木と 羅馬 天主 敎會 

〇 柏木 攻撃の 材料の 一 は 柏木が 多くの 天主 敎 信者 を 作った と 云 ふ 事で ある。 然り 柏木より 或る人 達が 

天主 敎に 行いた、 然し 多く は 行かない。 其 €： 最も 目立った の は.」 學士飯 山敏雄 君と 法 學士田 中 耕太郞 

君で ある。 飯 山 君 は 故 横 井 時 雄 氏が 牧會 せる 本鄉 組合 敎會に 於て 相識る に 至りし 友人であって、 君が 

洋行 中 知らぬ 間に カトリックに 成って 了うた ので ある。 m 屮^ は 柏木 敎友團 の 一人で あつたが、 私の 

敎を受 くる こと 至って く、 ほ义 非常に 主觀 的の 人で ありし が 故に、 3： 事 も 近代 人的に 御 自分で 解決 

せられ、 私の 信仰の 如き も 御 自分の 流義 に解釋 せられた のであって 私の 弟子と 成られた のでない 事 は 

能く 判明って ゐた。 そして 私と 田 中 君 と^る k に 至りし は 決して 敎理 問題に 由る ので はなく， 君が 我 

等 共同の 友人 某の 家事 問題に 携 はりて 取られし 所 置が 日本人 普通の 道に 反く と W 心 ひしが 故に、 私より 

進んで 交際 を斷 はりし に 由る。 私が 田 中 君が 天主 敎に 人り しと 聞きし は 其 後の 事であった。 以上の 二 

15^^を除ぃて他に私の知友にして-大主敎に入りし者ぁるを知らなぃ。 勿論 信仰 は 自由で ある。 私が 無敎 

z% 信者で あるが 如くに 私 は 人が 天主 敎 信者と 成る 事 を 妨げない。 唯 カント、 ダ I ウィン を 生みし 後の 

第一 一十 世紀の 世界に 於て 高等 敎育を 受けし 人が どうして 羅馬大 中； 敎會に 人り 得る 乎 私に は 解らない。 

然し 人 は 人で ある。 私自身 はル ー テル、 カル ビン、 ノックス 等の 敵たり し 天主 敎會に は 死んでも 入る 

こと は 出来ない。 €： 村 生  • (十月) 
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〇 謹告 ェ學 博士 出 中 龍 夫君 は 我等の i;;^ 仰團の 一人で ありまし たが、 今に 至り 君の 唱 へらる & 所と 我 

等の 信す る 所との 間に 根本的 差異の ある 事が 明 c になり ましたから 玆に 紳士的 諒解の 下に 信仰 上の 關 

係 を 絶つ 事に 致しました か ら讀者 諸君 に 於て 左樣御 承知 を 願 ひます。  (二月) 

〇 謹吿 小生 病 氣に關 し 遠近 誌 友 諸君より 御 親切なる 御 慰問に 與り 感謝に 堪 へません。 多分 二三 ヶ月 

間靜费 致したならば 本復とまで 行かす とも 多少の 勞 働に 堪 ゆる やうに 成る 事と 信じます。 偏へ に 御 祈 

り を 願 ひます。 內村生  (五月」 

〇 私の 病氣に 就き 多数の 誌 友 諸君より 同情の 御見舞 拉に御 書面に 與り 感謝に 堪 へません。 幸に して 追 

追と 恢復に 向 ひ、 此分 にて は 來る秋 頃より は 平常に 復し 得る 事と 11^ じます。 御 放心 被 F と 同時 に 更 ら 

に 御 祈り を 加 へられん こと を 懇願 致します。 內村鑑 三  广 七月) 

〇 注意 九月 第 四 日曜日より 又復 聖書 講演 を 始めます。 研究 會 であって 敎會 でありません。 故に 敎會 

の 方に は來 て^ひた くありません。 無敎會 者の 書 研究所であります。 當 分の 間 人會傍 聽を斷 はり ま 

す。  C 九月) 
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緊縮の 新年 

〇 新年 を以 つて 本誌に も大 緊縮が 行 はれます。 其 w 卜 八 頁が 三十 二 頁に 減じます。 主なる 理由 は 主筆 

の 勞カ減 縮の 必要であります。 彼は來 年で 古稀に 達します、 そして 本誌 は 其 第三 十 年に 達します。 彼 

の 眼と 手と は 大分に 疲れました、 彼が 其 仕事 を 減じないで はなら な いのは 當然 であります。 然し 幸に 

して 彼が 仕事 を廢 めねば ならぬ 程までに は 彼は衰 へません。 昨年 來の 病氣も 大分に 癒えまして、 復た 

び ペン を 執り 得る に 至りました。 今より 後 は 量 を 減じて 質 を 維持 せんと 欲します。 三十 二 頁の 內で主 

筆 は 二十 頁 を 書きます、 そして 餘 りの 十二 頁 を 同志の 寄書に 宛てます。 如斯 くにして 編輯と 校正の 勞 

力 は 大分に 省け ます。 編輯、 校正 は 之 を 他人に 委ねたら ば 可いで はない 乎と いふ 人が あります が、 そ 

れは當 主筆に は 出来ない のであります。 自分が 全部に 目を通う さなければ 氣が濟 まない のであります" 

御 推量 を 願 ひます。 頁 數の滅 縮と 同時に 信仰の 復興 を 期します。 本誌 本来の 主張た る 十字架の 光 を 一 

歷鮮 かに 放たん と 欲します。 研究 誌の 最後が 其 は 取 初の 祈願に 添 はんこと を 期します。 〇 唯兹に 二十 年 

來の 共働 者た る畔上 君と 別れざる を 得ざる を悲 みます。 此は 友誼 的 分離で ある は 言 ふまで も ありませ 

ん。 君 は 何時までも 助手と して 存 すべきでありません" 一 家 を 作す の 資格 ある 君 は 今に 於て 別に 一 家 

を 輿すべき であります。 玆に 君の 新 計畫の 成功 を 祈ります、 塚 本 君 も 亦 今月 限り 私 を 離れ、 市 內に講 

演會を 開き、 『聖書 知識』 と 云ふ雜 誌を發 行され ます。  (十二月) 


昭和 五 年 二 九 三 〇 年) 

〇 謹吿 此 たび 畔上塚 本の 兩 君が 獨 立され ましたに 就て は、 私 は 自今 兩 君の 行動 拉に 唱道に 就て 責任 

を 有ち ません。 是は 正當の 事でありまして、 是で こそ 本 當の獨 立であります。 今日までの 師弟の 關係 

が對 等にまで 進んだ のであります。 友義 は 依然として 存 します、 然し 各自 獨 立であります。 內村 鑑 三 

(一月) 

單 獨に歸 るの 記 

〇 畔 上と 別れ、 塚 本と 別れ、 復た 元の 單獨に 成った。 「人獨 りなる は 善から す」 と ある 故に、 單獨な 

る は 宜しから すと 云 ふ 者 も あるが、 單獨が 生れつきの 性分で あるが 故に 止む を 得ない。 或は 之 を 自分 

fc 定められし 運命と 見ても 可から う。 ダンテ も ミルトン も 力 ー ライル も 皆ん な單獨 であった から、 單 

獨は必 しも 惡ぃ 事で ない に 相違ない。 生物界に 於て 群棲の 動物が 數多 あるに 對 して 單獨に 生きる 動物 

の くない やうに、 人間に も單獨 に豫定 された る 者 くないと 思 ふ。 自分の 如き も 其內の 一人で あつ 

て 、 い くら 自分で 努め て も 終に は 自分の 天然 性に 追 返 へさる & のであって、 止む を 得な い 次第で あ る- 

依って 天命に 叛く 事な く、 .單 獨を以 つて 始めし 生涯 を單 獨を以 つて 終らん と 欲して、 玆に復 た 元の 單 

獨に歸 つたので ある。 斯く 云-ひて 畔上ゃ 塚 本が 自分 を棄 去った と 云 ふので ない。 寧ろ 自分より 進んで 

彼等に 獨 立を勸 めた ので： ある。 又 單獨に 成った と は 云へ 友人，. J 援助 者と は盡 きないの である。 自今 本 
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誌に 現 はる k 寄書に 依って 讀者は 自分に 援助 者の 如何に 多き 乎 を 知る であらう。 然し 名義 丈け なり，.^ 

單獨に 成った ので ある。 そして 自分 は r 單獨」 の 文字 を 愛する。 勇者 は獨り 在る 時 最も 强 し， クリス- 

チャン は獨り 在る 時 最も 神に 近し。  單獨は 人 を 忌み 避く る 事で ない。 心の奥底に 於て 凡ての 人に 接 

する 事で ある。 獨立人 は 凡て 獨立 する。 自分に 就いて 學んだ 人 は 凡て 獨 立して 貰 ひたく ある。 J 

( 一 月) -- 
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預 き n 者小傳 (聖書の 言 に 由る) 


ィ ムラの 子 ミカ ャ 

の 王 は 富と 貴と を 極め.^.^ „3 "の 王 と緣を 結べり 1, 彼れ 數 年の 後 サマリ ァ 

に 下りて ァ を訪 ひければ、 3N, 彼お よび その 從者 のために 牛 羊 を 多く 宰 りて 饗せり す、 時に ァ ノ 

> ；、 1;173^に勸めて^^|の王の都なるめ|叫ァ)カのラモチに俱に攻上らんことを^^:55 む ，ぼち 

イスラエルの 王 FT.^、  T, タ I の 王， nr: ン，^ 。ハ I テにー 一目 ひける は、 汝、 我と 共た に  1 レ アデの ラモテ に^う^ゅ 

くやと、 ，m^r3^ これに 答へ ける は、 「我 は汝の ごとく、 我 民 は汝の 民の ごと；： i、 汝 と共に 戰鬪に 

臨まん」 と、！ 3^ また の 王に 言 ひける は、 「請 ふ 今日，^ ホバの へ I、 と 是に 

おいて^ の 王 預言者 四百 人 を i めて 之に霄 ひける は、 「我等. 「レア) ァ t の ラモテ に 往て戰 !!. 

き や、 又は & 化むべき や」、 彼等 言 ひける は r 攻 上り 給へ、 神 これ を 王の 手に 付し 給 ふべ し： Jj£jLi 

力 ^ 言 ひける は、 「此 外に 我等の 由り て 問 ふべき の 預言者 此に 在らざる や」 と イスラえ エル 

の 王 答へ て に 一 百 ひける は、 「外に 尙 ほ-〕 一人 あり、 我等 之に 由り て M ホバに 問 ふこと を 得ん 

七 EL 七 

舊約、 新約、 義 


雜 &お  七 四 八 

然れど 彼 は 今まで 我に つきて 善事 を 預言せ す、 恆に惡 き 事の み を 預言 すれば 我れ 彼を惡 むな り、 其 者 

は卽 ち， r ム.， の 子- 、「か —やなり」 と、 然るに nrs^. バ 答へ て 「王、 爾か宣 ふ 勿れ」 と 一一 一一 c ければ、 イス 

-1  ェ， T の 王 一人の 官吏 を 呼びて 「ィ ムラの 子 ミカ ャを < ふぎ 來 らしめ よ」 と 言へ り、 イスラエルの 王お. 

  J   ひろ ほ  V  、らゐ 

よ ぴュダ の 王 ヨシヤ パ テは朝 衣 を 纏ひサ マリアの 門の 入口の 廣場 にて 各々 その 位に 坐し 居り、 預言者 

は 皆 そ の 前に 預言 せ り , 時に— ケ， の 子ゼ I デキ ャ鐵 の 角 を 造り 之 を 王 併に 衆人に 示して  一一 H ひける は 

「H,¥T かく 一一 一一 n ひ 給 ふ、 汝、 是等を もて.^ リア 人を衝 きて 滅し盡 すべし」 と、 預ー 一一 曰 者 皆な 斯く 預言し 

て 云 ふ 「ギレアデの； IT モ テに攻 上りて 勝利 を 得た まへ、 H ホバ— これ を 王の 手に 付し 給 ふべ し」 と、 玆 

にミカャ を；^^：さんとて往きたる使者これに語りて言ひけるは、 「預言者 等の 言 は 一 の 口より 出る が 如 

くにして 王に 善し、 請 ふ 汝の言 を も 彼等の 一 人の 如くな して 善事 を 言へ」 と、 ミカ ャ 言 ひける は 「7r 

ち ハは活 く、 我 祌の宜 ふ 所 を 我は陳 べん」 と. 斯くて 彼れ 王に 至る に， 王、 彼に 言 ひける は、 「ミカ 

V よ、 我等 ギ レア， 一 のラモ テに往 きて 戰 ふべき や、 又は 罷 むべき や」 と、 彼れ 殊更ら に 命ぜられ しま 

まに 言 ひける は、 「上り 往 きて 利 を 得た まへ、 彼等 は汝の 手に 付 されん」 と、 王悅び 且つ 怪んで 彼に 

首 ひける は 「我 幾度、 び 汝を誓 はせ たらば 汝— MIT 、「の 名 を もて 唯眞實 のみ を 我に 吿 ぐる や」 と、 彼 一一 一一 II ひ 

ける は、 「我れ イスラ H ルが 皆な 牧者な き 羊の ごとく 山に 散り 居る を E, たるが、 叫ね， Y 是 等の 者 は 主 

なし 各々 やすらかに 其 家に 歸る べしと 一一 一一 〔たま へり」 と、 イスラエル の王是 において ョ シャパ テ に 一一 一一 口 ひ 

ける は、 「我れ 汝に 告げて 彼 は 善事 を 我に 預言せ す、 只惡 しき 事の み を 預言 せんと 言 ひしに 非す や」 

と、 ミ ャ また 言 ひける はハ 「然れ ば汝等 M— ホ J パ— の 言を聽 くべ し、 我れ 視 しに その 位に 坐し 居 

たま ひて 天 の 萬 軍 その 傍に 右左に 立ち居り しが、 エホ T 言 ひ 給 ひける は、 誰か^ IITr3 の 王カハ IK 


を 誘 ひて 彼 をして の に 上り 往 きて 彼 處に 幾れ しめん かと、 卽ちー は 此の 如く せんと 言 

ひ、 一 は 彼の 如く せんと 言 ひければ、 遂に 一 の靈 進み出て 13, の 前に 立ち、 我れ 彼 を 誘 はんと 言 ひ 

たれば、 H ホバ何 を もてす るかと 之に 問 ひた まふに、 我れ 出て 虚言 を 言 ふ靈 となりて その 諸の 言 者 

の 口に 在らん と 言へ り、 IHIT ハ Im ひ 給 ひける は、 汝は 誘な ひ且 これ を 成就 げん、 出て 然 すべし と、 故 

に说 よ、 .ェ ホ T 虚言 を 言 ふ 靈を汝 の この 預言者 等の 口に 入れ 給 へ り、 而 かして— ェ ホ バ 汝に 災禍 を 降 さ 

,   -， ち  

んと 定め 給 ふ」 と、 時に，^^<^^.^|カの子ゼデキャ近かょりて ミカャの頰を批て霄ひけるは 「エホバの 靈 

の もより 我 を 離.； el ゆきて 汝と 一一 一一 C ふや」 と、 い M 力 ヤー w ひける は 「汝 奥の 室に 逃 入りて 身 を 匿す 日に 此 

、     I  まち つかさ I  

事 を 見るべし」 と、 イス. ラ H ルの王 一一 一一 口 ひける は、 「ミカ ャを 取りて これ を邑 の宰ァ モ ン および 王の 子 

ひとや  なやみ 

ヨ— ァ シに曳 きかへ りて 言ぶべし、 王 かく 言 ふ、 我が 安然に 歸 るまで 此者 を牢に 入れて 苦惱の パン を 食 

t 苦惱の 水を飮 せよ」 と、 叫 w—f 一一 一一  11 ひける は、 「汝 もし 眞に 平安に 歸 るなら ば H ホバ 我に よりて 斯く 

宣 ひし 事 あらす」 と、 而し てまた 言へ り、 「汝等 民よ、 皆な 聽く べし」 と、 斯くて vl<,lKlr ルの 王お 

よび ュ めの 王ョ シ ャ—。 「テ 1 はギ レア、、 テのラ モテに 上り ゆけ り、  此 R 戰(._^ 歹" しくな 

りぬ、 ^ス 「^^^^^の王は車の中に自ら扶持て立ち、 薄暮まで ス リア 人 を 支へ をり しが、 日の 沒る 頃に 

いたりて 死ねり。 (歷代 誌 略 下 第 十八 章) 


舊 新約、 敎義 


.vra 九 
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神 をして 代て 戰 はしむ 

列 王 紀略下 第 十八、 十九 章。 歷代志 略 下 第三 十二 章。 

以賽亞 書 第三 十六、 三十 七 章。 

アツ シリャ 王 セナケ リブ 来りて ュダに 入り、 其 堅固なる 邑々 に對 ひて 陣を 張り、 之を攻 取らん とせり、 

ュダの 王ヒゼ キヤ、 セナケ リブの 旣に來 り エルサレムに 攻向 はんとす る を 見て、 其牧伯 及び 勇士 等と 

謀りて 城の 外なる すべての 泉水 を 塞がん とせり、 而 して 彼等 是を 助けたり、 兹に 於て 衆多のお 集まり 

てす ベての 泉水 及び 國中を 流る \ 溪河を 塞ぎて 曰 ひける は 「アツ シリャ の 王， 等^で 來り て 多くの 水 を 

得べ けんや」 と、 ヒゼ キヤ 勇 を 鼓し 破れた る 城の 石垣 を 悉く 修築し、 之 を戍樓 まで 築き上げ、 その外 

に また 石垣 を繞 らし、 ダビデの 城の ミ II を 堅く し、 多く 戈と 循とを 造れり、 彼 又 軍長 を 民の 上に 置き、 

彼等 を 城の 門の 廣 場に 集めて 之を勞 ひて霄 ひける は、 

汝等 心を强 くし 且つ 勇め、 アツ シリャ の 王の 故 を 以て、 叉 彼と 共なる 群 第の 故 を 以て 懼る、 勿れ、 

, でのゝ  oooooo〇ooooo〇ooooooo  うで 

慄く 勿れ、 我等と 偕なる 者 は 彼と 偕なる 者よりも 大 なり、 彼と 偕なる 者 は 肉の 腕な り、 然れど 我 

等と 偕なる 者 は 我等の 神 ヱホバ なり、 彼、 我等 を 助け、 我等に 代りて 戰ひ給 ふべ し。 

と、 而 して 民、 ュダの 王ヒゼ キヤの 此 一一 =1: に 安ん ぜり。 

此後 アツ シリャ の 王 セナケ リブ、 ヱルサ レムに 其 臣僕を 遣 はし、 ュダの 王ヒゼ キヤ 及び ヱルサ レム 


に 在る すべての ュダ 人に 告げし めて 云 ひける は、 (彼れ セナケ リブ は 其 時 全軍 を 以て ラキシ を 圍み居 

れ り)、 

アツ シリャ 王 セナケ リブ 斯く言 ふ、 汝等 何を恃 みて ヱルサ レムに 籠る や、 ヒゼ キヤ は 「我等の 神 

いざな 

ヱ ホバ、 我等 を アツ シリャ の 王の 手より 救ひ屮 I し 給 はん」 と 一一 一一 II ひて 汝等を 誘 ひ、 汝等 をして 幾え 

渴 きて 死なし めんと する に 非す や、 此ヒゼ キヤ は 卽ちヱ ホバの 諸の 崇 邱と 祭壇と を 取 毀ち、 ュ 

ダと ヱルサ レムと に 命じて r 汝等は 唯一 の 壇の 前 にて 崇拜 を爲 し、 其 前に 香 を 焚くべし」 と 云 ひ 

て汝 等の 崇拜の 自由 を 奪 ひし 者なら す や、 汝等は 我 セナケ リブ 及び 我 先 a 等なる アツ シリャ の 諸 

王が 諸國の 民に 爲 したる 所 を 知らざる 乎、 其 等の 國々 の 民 は 少し 許りにても その 國を 我が 手より 

救 ひ 出す こと を 得し や、 我が 先祖 等の 滅し盡 せし 國 民の 神々 の 中に て 誰か 己の 民 を 我が 手より 救 

ひ 出す こと を 得し 者 あらん や、 然 れば汝 等の 神い かで 汝等を 我が 手より 救 ひ 出す こと を 得ん や、 

然れ ばヒゼ キヤに かく 欺かる k 勿れ、 誘 はる \ 勿れ、 また 彼 を 信す る 勿れ、 そ は 何の 民、 何の 國 

の 神 も 其 民 を 我 手、 又は 我 先祖 等の 手より 救 ひ 出す こと を 得 ざり したれば なり、 ^して 汝 等の 神 

いかで 汝等を 我 手より 救 ひ 中1 す こと を 得ん や。 

と、 セナケ リブの 臣僕等 尙ほ此 外に も 多く ヱ ホバ神 及び 其 僕ヒゼ キヤ を 誹れり、 セナケ リブ また 書 を 

送りて イスラエルの 神 ヱ ホバを 嘲け り、 且つ 誹り、 「諸國 の 民の 神々、 其 民 を 我 手より 救 ひ 出さ り 

し 如く ヒゼ キヤの 神 も 亦 其 民 を 我 手より 救 ひ 出さ^るべし」 と 云へ り、 彼等 遂に 大聲を 擧げ、 ユダヤ 

語 を もて 石垣の 上なる ヱルサ レムの 民に 語 ひ、 彼等 を 威嚇し 且つ 塌動 せんとせ り、 是は城 を 取らん と 

てな り、 玆に 於て ヒゼ キヤ 王 及び ァモッ の子豫 一一 一一 口 者 ィザャ 共に 祈禱 りて 天に 向て 叫びぬ。 (歷代 志 略 

舊 約、 新約、 義  七 五 1 


雜 》  七 五 二 

下 第三 十一 一章 一 節より 卄 節まで)。 

ホ  * 

其 夜 ヱ ホバの 使者 出で アツ シリャ 人の 陣營の 者 十八 萬 五で 人を擎 殺せり、 朝早く 起 出で &見 るに 皆 

な 死にて 屍と 成り を る、 アツ シリャ の 王 セナケ リブ 卽ち 起て 其國 に 還り 往き て 其 首府 二 ネベに 居りし 

が、 その 祌ニ ス &クの 宮殿に 在りて 禮拜 をな し 居る 時に その子 アブ ラン メレクと シャ レゼ ル劍を もて 

之 を 殺せり、 而 して 彼等 はァ ララ テの 地に 逃げ 往 けり、 是に 於て 其 子 エサ ル ハドン 彼に 代りて アツ シ 

リャの 王と なる。 (列 王 紀略ド 第 十九 章卅 五、 六、 七 節)。 

； に 曰く ヱ ホバの 使者 一夜に アツ シリャ 人 十八 萬 五 千 人を擊 殺せり と は 埃 及國に 於て 屢々 發生 せる 

劇性黑 死病 を以 てな らんと 云 ふ。 

惡人 をして 惡人を 罰さし めよ、 惡 人を誅 せんとす るに 方て 聖徒 は 其劍に 血塗る を^ ゐす、 之 を 神の 

怒に 委 ぬれば 足る、 神 は 其 刑具た る 天災、 又は 疫病、 义は惡 人 を 以て 我等の 乎を藉 りすして 容易に 

悪人 を 罰し 給 ふや 得べ し。 

我が 愛する 者よ、 其 仇 を 報 ゆる 勿れ、 退きて 主の 怒 を 待つべし、 そは錄 して 主の 曰 ひ 給 ひける は 仇 

を復 へす は 我に あり、 我 必す之 を 報いん と あれば なり Oi 馬 書 .：'• - 章 卜 九 節 )o 

主 ヱ ホバ、 イスラエルの 架 者 斯く言 ひ 給へ り、 汝等靜 かにせば 救 ひ を 得、 平穏に して 依賴 まば 力 を 

_ 得べ しと (以賽 亜 書 三十 章 十五 節)。 


箴言 第 一 章 第 七 節 

ュ ホ パを畏 る 、 は 智識の 本源な り 

H ホバ は 萬 物の 造 主にして 人類の 父な り、 其聖 意の 天然に 顯 はれた る 者 を 天則と 云 ひ、 人に 顯 はれ 

たる 者 を 道と 云 ふ、 H ホバ はすべ ての 法則の 本源な り、 故に H ホバを 離れて 天地と 其 中に あるす ベて 

の 物は究 むべ からす。 

畏るは 勿論 敬 長す るな り、 重ん するな り、 其 律法 を 犯さ 1- らんこと を努 むるな り、 法則 嚴 守の 民た 

らんこと を 欲するな り、 天則と 人道と に服從 せんとす るの 精神な り、 天意 をして 我意 を 支配せ しめん 

とする の 決心な り、 從 順なる 小 供が 其 父に 事 ふるの 心 を 以て エホバ の 命に 聽 かんとす るの 謙遞 なり。 

智識 は 萬 物の 眞理と 眞價と を 知る ことなり、 單に其 現象 を 知る にあら す、 其存て 在る 理由 を 了る こ 

となり、 其 相互の 關係を 知り、 其 道德的 敎訓を 解し、 之に 顯 はれた る 神の 聖意を 了る ことなり、 智識 

は單に 知る ことに あらす、 深く 智る ことなり、 靈 的に 覺る ことなり、 使徒 バウ n の 謂 ゆる 靈の子 ふる 

すべての 智慧と 穎悟と なり (哥羅 西 書 一 章 九 節/ 

本源な り、 發端 なり、 叉祕訣 なり、 萬 物の 祕密を 開く ため， の 鍵な り、 必要 條件 なり、 是れ なくして 

智識の 門に 人る 能 はす、 又 其 中に 涉獵 する 能 はざる なり。 

*  * 

舊約 、新約 、教義  七五三 


雜 s  七 五 ra 

まことに エホバ を 長る . ^の 心なく して 眞 正の 智識に 達する 能 はす、 眞理を 愛する の 熱情な くして 眞 

理は 吾人に 其 奥義 を 授けす、 無私 無慾なる は 聖徒に のみ 必要なら す叉學 者に 必要な り、 吾人 は 眞理の 

臺 前に は 何物 を も 犠牲に 供せ ざるべ からす、 人の 面 を懼る 史家、 世に 阿る 哲學 者、 慾に 驅らる > - 

理學者 は 何れも 眞理 探究の 資格な き 者な り。 

くち ひる 

エホバ を 長る、： li^ と は敎會 信者の 謂 ひに あらす、 昏を 以て 神 を 讚め 奉る 者、 必 しも 神の 聖意を 心に 

體 する 者に あらす、 神は靈 なれば 彼を拜 する 者 は 靈と眞 と を 以てせざる ベから ず、 謙遜 以て 眞理を 追 

求す る 者、 是 れ敎會 堂に 僧侶の 祝福 を 受けざる も眞を 以て 神を拜 する 者な り、 眞 正の 智識が 往々 にし 

て敎會 信者が 目して 以て 不信者と 見做す 者の 中より 出來 たる は 是れが ためなり、 敎會は 其 神 を 信す と 

稱す る の 故 を 以て 眞理 を專；^=す る 能 はす。 

エホバ を 長る-^ ことなくして 皮相 的の 智識 は あらん、 單に物 を 物と し 見る の 智識 は あらん、 エホバ 

を畏る ことなくして、 强 記の 者 は 所謂る 活き 字引た る を 得ん、 萬 卷の書 を 讀み盡 す は敢て 難き 業に あ 

らす、 有りと 有らゆる すべての 植物と 動物と 鑌 物との 名稱を 知り、 其 特性 を誦 らんす る こと は 敢て不 

可能 事に は あらざる べし、 然れ ども 是れ 聖書 記者が 智識と 稱 する ものに は あらざる なり、 烏 は 黑き鳥 

なりと 知る は 蠻人も 能く 爲し 得る 所な り、 烏 を 智識 的に 知らん と 欲せば 其 萬 有に 對 する 關 係と、 其特 

性 を 以て 代表す る 道德的 意義と を 知らざる ベから す、 天然 物 を 能く 識る者 は 其 標本の 採集 家に あらす、 

叉 其 構造の 解剖 家に あらす、 ダ ー ウィンの 如くに 其 相互の 關 係を審 かに 解せ し 者、 ゥ オルズ ォスの 如， 


くに 其 道德的 意義 を 了り し 者な り、 犬然を 通して 天然の 神に 達せん と 欲する 者に あら ざれば 眞 正の 智 

識に 達する 能 はす。 

世界 大學 者の 大多數 は H ホバ を 長る、 者な りき、 理學に 在て は I 一  ュ ー トン、 星學に 在て は コ ベル 一一 

カスと ハ ー シェル、 醫學に 在て はハ ー ベ ー、 化學に 在て ハム フレ ー . -.ー アビ ー と ファラダ ー、 哲學に 在 

て は カン ト、 國法學 に 在て はグ 口 ー シ ヤス、 史學に 在て はラ ンケ、 言語 學に 在て は マ タス • ム ラ I、 

是等は 皆な 特刖の 意味に 於て H ホバを 長る、 人な りき、 ダ ー ウィンの 如き、 ハム ボルトの 如き、 多く 

神に 就て 語りし 人に は あらす と雖 も、 其謙遞 にして 眞理 に忠實 なる、 篤く 眞理 の祌を 信ぜし 人と 稱す 

る を 得べ し， 輕 薄なる 人、 傲慢た る 人、 多 慾なる 人、 虛榮を 追求む る 人に して 曾て 大學 者たり し 者 あ 

るな し、 心の 貧しき 者 は 福 ひなり、 天 國は卽 ち 其 人の 有 なれば 也と、 然り. 眞理も 亦 其 人の 有 なれば 

也、 ュ ホバ を 長れ て 人 を懼れ す、 眞理を 愛して 富責を 求めざる 者に あら ざれば 眞 正の 學 者た る 能 はす。 


ホセ ァ書第 十一 章 

「以下の 如くに 書き直して 讀 めば 解す る 事 やう 易し) 

1 イスラ H ルの幼 かりし 時に 我れ 彼 を 愛したり。 

我れ 我 子 を H ジ ブトより 呼出した りしに 

約、 新約- 敎 K  七：. 几 五 


呼べば 呼ぶ ほど 彼等 は 我に 遠 かりたり。 

彼等 はバ アルに 犧牲 を獻ぐ 

彫りた る 偶像に 香 を 焚く。 

我れ H フ ライム に步 行を敎 へ たり 

彼等 を 我が 腕に のせて 抱け り  , 

然れど 彼等 は 我に 癒された る を 知らす。 

我れ 情の 索を以 つ て 彼等 を 引けり 

愛の 以 つて 彼等 を 引けり 

我れ 軛を 其腮 より 擧 ぐる 者の 如くに 彼等 を 待 ひ 

彼等に 食物 を與 へ たり。 詩篇 七十 八篇ー 一 ra— 一 一九 節 

彼等 は  一，！ ジ ブトの 地に 歸ら ざるべし 

然れど アツ シリャ 人 彼等の 王と なるべし 

彼等が H ホバ に歸ら ざるに 因る。 

その 邑 々 に 臨まん 

その 關門を 一 壤ち其 民を滅 さん 

彼等 自身の 計略に 因る。 

か， U むき 

我 民 は 我に 離れん とする 傾向 あり 

人 之 を 招きて 上に 在る 者に 屬け しめんと する も 


身 を 起す 者 一 人 だに たし。 

8 エフ ライムよ 我れ 爭で汝 を 菜ん や 

イス ラエ ルょ 我れ 爭で 汝を附 さんや 

我れ 爭で汝 を アデ マ の 如く せんや。 

爭でゼ ボイ ム の 如く せんや。 

我心 我衷に 轉れり 

あはれ み 

我の 愛憐 悉く 燃え 起れ り。 

リ 我れ 我が 烈しき 震 怒 を 行 はじ 

我れ 重ねて H フ ライム を滅 さじ。 

そ は 我 は 人に 非す 神 なれば なり 

我は汝 の. に 在す 聖者な り 

震 怒 を もて 臨ま じ。 

W 彼等 は M ホパ に隨 ひて 歩まん 

ほ ゆ 

獅子の 吼 るが 如き 者に 隨 ひて 歩まん。 

ェ.ホ バ 聲を 出し 給 へ ば 子等 は 西より 急ぎ 來 らん 

n 彼等 鳥の 如くに H ジ ブトより 急ぎ 來 らん 

^の 如くに ァ ッ シ リャ より 急ぎ 來 らん 

我れ 彼等 を その 家々 に 住ま しむべし。 

約、 新約、 敎義 
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是れ エホバ の聖き 言な り。 

y  (然か は あれ ど) H フライ ムは謊 言 を もて 

イスラエル の 家 は 詐僞を もて 我を圍 めり。  (未發 表〕 

〇 

1 ォバ ，テ ャ 所見 

主 エホバ、 H ドムに 就きて 斯く言 ひ 給 ふ。 

我等 H ホバ より 出た る 音信 を 聞け り、 一 人の 使者 國々 の 民の 中に 遣され て 云 ふ 「我等 起ちて H ドム を 

攻めん」 と。 2 視ょ、 我れ 汝 をして 國々 の 中に 於て 小なら しめたり、 汝は 大いに 親視 めら る。 3 山 崖 

の 巖屋に 居り、 高き 處に 住む 者よ、 汝が 心の 傲 馒汝を 欺け り。 汝、 心の中に 雷 ふ 「誰か 我 を 地に 曳下 

す 事 を 得ん」 と。 4 汝縱令 鷲の 如くに 高く 揚り、 星の 間に 巢を 造る とも、 我れ 其處 より 汝を虫 下さん。 

M ホバ之 を 言 ひ 給 ふ。 5 盜賊 若し 汝に來 り、 强盜夜 汝に來 らば、 彼等 其 心に 滿 つるまで 竊 まざらん や 

…… 鳴 呼汝は 滅び 絕 さる。 葡萄 を 摘む 者 若し 汝に來 る も、 彼等 は尙ほ 幾何 を 遣す に 非す や。 …… 6 嗚 

呼 H サゥ は搜 され、 その 隱 しおける 物 は 探り出さる！  7 汝と 盟約 を 結べる 人々 は 皆な 汝を國 境に 逐 

ひやり、 汝 と!^ 和を爲 せる 人々 は 皆な 汝を 欺きて 汝に克 ち、 汝の 食物 を 食 ふ 者 等 は汝の 足下に 羅を設 

く。 彼の 中には 穎悟 あらす。 H ホバ言 ひ 給 ふ、 S その 日に は 我れ 智慧 ある 者 を エドムより 絕ち、 穎悟， 


を H サゥの 山より 除か ざらん や。 9 テ マンよ、 汝の 勇士 は 驚き 懼 れん、 而 して 人 は 皆な 殺されて H サ 

ゥの 山より 絕 除かるべし。 S 汝 がその 兄弟 ヤコ ブに 加へ たる 暴虐の 故に 恥辱 汝を被 はん、 汝は 永遠に 

至る まで 絕 たるべし。 U 汝が 遠く離れて 立ち居り し 日、 卽ち 異邦人 その 財 寶を奪 ひ、 他國人 その 門に 

進入り、 エルサレム に對 して. 籤 を 引きた る 日に、 汝も亦 彼等の 一 人の 如くな りき。 汝は汝 の 兄弟 

の 日、 卽 ちその 災禍の 日 を 觀て樂 むべ からす、 叉 ュダの 子孫の 滅亡の 日 を 喜ぶ ベから す、 その 患難の 

日に は 汝ロを 大きく 開く ベから す、 ^3 我民の滅ぶる日に汝その門に入るべ からす、 其滅 ぶる 日に 汝そ 

の 患難 を觀 るべ からす、 叉 その 滅 ぶる 日に 汝 その 財 寶に手 を かくべ からす。 W 汝路の 辻々 に 立ちて そ 

の 逃亡者 を 斬る ベ か らす、 そ の 患難の 日に その 遣れる 者 を附す ベ か ら す。 

^ エホバの 日 萬國に 臨む こと 近し、 汝の爲 せる 如く 汝も爲 られ、 汝の應 報汝の 首に 歸 すべし。 

よろ 力き 

W 汝 等の 我が 聖山 にて 飲みし 如く 萬 國の民 は 恆に飮 まん。 皆な 飲み 蹣跚て 未だ 曾て 在ら ざり し 者の 如 

く 成らん。 ^；然れどもシォン の山には救はる、者等居りて其山は聖所とならん。 また ャ コブの 家 は そ 

の產業を獲ん。 ^5またャ コブの家は火となり- ヨセフの 家 は火談 となり、 H サゥの 家 は 藁と ならん、 

彼等 は 之が 內に 燃えて 之 を 焚かん、 H サゥの 家に は 殘る者 一 人 も 無き に 至るべし" M ホバ此 事 を 言 ひ 

給へ り。 

S ネゲブの 人 は H サゥの 山 を 獲、 セ ぺ ラの人 はべ リ シ テを 獲ん。 叉 彼等 は H フ ライム の 地と サ マリヤ 

の 地と を 獲ん。 ベ 一一 ャミ ンは ギレアデ を 獲ん。 ？1 擄 はれ 行きし ィ スラ H ル の 軍旅 は 力 十 ン 人に 屬 する 

地 を ザ レ パ テ まで 取らん。 セパ ラデに 在る エルサレム の 俘擄は ネゲブの 邑々 を 獲ん。 然る 時に 救 者 

シ オンの 山に 上りて エサ ゥの 山を鞫 かん、 而 して 國は H ホ バに歸 すべし。  (未發 表) 

舊約、 新約、 教義  七 五 九 
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舊約 聖書に 於け る 復活の 希望 . 

〇 汝、 我が 靈魂を 陰 府に棄 おき 給 はす、 汝の 聖者 を 墓の 中に 朽 しめ 給 はざる 可し：. 詩篇 十六 篇十 節)。 

〇 我は義 にあり て 聖額を 見、 目醒 むる 時 聖容を もて 飽 足る こと を 得ん (詩 十七 篇 十五 節〕。 

〇 祌、 我 を 接け 給 ふべ ければ 我が 靈魂 を牘 ひて 陰府の 力より 脫れ しめ 給 はん (詩 四十 九篇 十五 節 )。 

〇 エホバ 二日の 後に 我等 を 活かへ し、 三日に 我等 を 起せ 給 はん、 我等 其 前にて 生ん r 何 西 阿 書 六 章 二 

節)。 

〇 (H ホバ曰 ひ 給 ふ) 我れ 彼等 を 陰府の 手より 贖 はん、 我れ 彼等 を 死より 贖 はん、 死よ 汝の疫 は何處 

に 在る 乎、 陰府ょ 汝の災 は何處 にある 乎 (何 西 阿 書 十三 章)。 

0 エホバ は 永遠まで 死 を 吞み給 はん (以 赛亞書 二十 五 章 八 節)。 

〇汝 の 死者 は活 き、 我が 民の 屍 は 起きん、 塵に 臥す 者よ 醒めて 歌 ふべ し、 汝の露 は 草木 を霑す 露の 如 

く、 地 は， 亡き魂 を 出さん (同 二十 六 章 十九 節 )o 

〇 地の 下に 睡り 居る 者の 中に 衆多の 者 目を醒 さん、 其 中に 窮 なき 生命 を 得る 者 あり、 また 恥辱 を 蒙り 

て 限な く 羞る者 あるべし C 但以理 書 十二 章 二 節)。 


新約聖書の 組成  . 

(暗 誦すべき 事) 

新約 書 は 二十 七 書より 成る。 

一 一十 七 は 神の 數 なる 三の 三乘 である (3X3X3  =27)、 三位の 神の 名 を 三度 唱 へたる 數 である. 

「聖 なる 哉 なる 哉聖 なる 哉 萬 軍の H ホバ」 と あるに 合 ふ (ィザ ャ書六 章 n 節 )0 

二十 七 書の 中、 十三 書が。 ハウ n の 書翰で ある、 殘 りの 十四 書が。 ハウ n 以外の 記者に 由て 記 かれた る 

文書で ある、 依て 知る 新約 聖蔷の 殆ど 半分 は バウ B の 筆 (叉 は 口授) に 成る ものなる 事 を。 

聖書に 在りて は 三 は 天の 數 であって 四 は 地の 數 である、 而 して 三と 四と を 合した る 七 は 完全の 數で 

ある、 バウ 口の 十三 書翰 を 左の 如くに 區別 する 事が 出来る、 

四 大書 翰。 P マ 書、 コ リン ト 前書、 コ リン ト 後書、 ガ ラ タ ャ書。 

獄中 書翰 三 通。 H べソ 書， ピリ ピ書、 コ B サイ 書。 

牧會 書翰 三 通。 テモテ 前書、 同 後書、 テ トス 書。 

傳道 書翰 二通" テサ n  - 一  ケ 前書 * 同 後書。 

紹介 狀ー 通。 ピ レモ ン書。 

^  +  "  + つ >  +  ,-5  ( に .卞 1 ) H 1;； 

パゥ & の 書翰 以外に 十 g; 書が ある、 卽ち 完全の 數の 二倍で ある、 (7X2=  .14)。 

1 叛 新 敎 セ」、 一 


其 內公會 書翰と 稱 せらる. - 者が 七 通 ある、 左の 如し。 

ャ コ ブ書、 ぺ テ a 前書、 同 後書、 ヨハネ 第一 書、 同 第一 一書、 同 第三 書， ュ ダ書。 

之 を公會 書翰と 稱 する は & マ 書、 ガラ タヤ 書 等の 如く 或る 特別の 敎會に 宛て 贈られた る 者に あらす し 

て 、 是 等の 書翰 は全體 の 敎會に 宛て 贈られた る 者で あるから で あ る 。 

公會 書翰 を 除きて 他に 畏篇の 七 書が ある、 左の 如し、 

マ タイ 傳、 マ カ傳、 ルカ 傳、 ヨハネ 傳、 使徒 行傳、 ヒ ブライ 書， 默 示錄。 

更ら に槪括 すれば 左の 如し。 

新約聖書 = 二十 七 書 (3X3X3) 

, 其^ 

パゥ 。の 書翰 = 十三 通 (4+3  +  3  +  3) 

其 他 = 十四 書 (7X2) 

其內 

公會 書翰 = 七 通 

其 他 (長 篇) = 七 書 

四 福音書 あり、 バウ a の 四 大書 翰 あり、 獄中 書翰 三 通、 牧會 書翰 三 通、 公會 書翰 七 通 あり、 凡てが 

三と 四との 數 より 成る に 注意せ よ。 


新約聖書 は 如何にして 成りし 乎 

〇 新約聖書が 初代 敎會の 監督の 手に よりて 編纂せられ 叉敎會 によりて 今日まで 傳 へられた る 事 は 何人 

も 疑 はない、 新約聖書の 搖籃 は敎會 にあった、 其 生 ひ 立ちの 家 も 亦敎會 にあった、 然るに その 敎會に 

よりて 育まれし 新約聖書の 中に 多く の敎會 反對の 色彩 を帶 びた る 自由 思想 を 含む 事 は 不思議と 言 は ざ 

る を 得たい、 殊に 其 大部分が バウ 口 の 書簡 叉 は 思想の 系統 上 バウ 口 派に 屬 すべき 書より 成る ので ある、 

新約聖書 一 一十 七 書中 パ ゥ n の 書翰と 稱 せらる. 1 もの 實に十 有 三、 其 他 之と 思潮 を 同じう する もの 猶三 

四を算 する。 

〇 バウ a の 思想 は 人 も 知る 如く 最も 自由の 精神に 富みた る 進歩的の ものであって 制度 習慣に 重き を 措 

かざる は 其 著る しき 特徵 である、 バウ n と 制度 的 敎會と は 其 精神より 見て 兩 立し 得べ きもので はない、 

若し 敎會が 新約聖書 を 編纂 するならば 自己の 立場 を 擁護す るに 都合 好き ヤコ ブ 系の 書に 主要なる 地位 

を與 ふべき であるに 拘らす 却て 甚だしく バウ 0 の 書翰 を 過重した る は 何故で あらう 乎、 之に は 何 か 深 

き 理由がなくて はならない。 

C 第二 世紀の 初より 其 中葉に かけて 小 亞細亞 に マ ー、 ン オン (Marcion) たる 人が 在った、 彼 は 凡そ 紀 

元 百年の •  頃黑海 沿岸なる ボ ン ト 州の 或る 港に 生れた、 彼の： 义は a. く旣に 基督 敎を 信じて 其 地の 敎 きの 

新約、 教義  七 六 三 
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監督の 地位に あつたと いふ、 マ ー シ オン も 亦 暫く 父 を 助けて 副牧師の 職 を 執った と傳 へられる、 5- に 

角 彼 は 生来の 基督 者であって 又 生涯 さう であった、 彼の 一生に 就て 詳しき 事 は 今より 之 を 知る に 由な 

きも 彼が 後日 異端と して 敎 含より 手 嫁き 迫害 を 受けた るに 拘 らす 始終 新約 の 福 昔 に 愛着し 之 を 以て 自 

己の 生命と して 居た 事 丈 は 確で ある。 

〇 加 之 彼 は 極端なる パゥロ 主義者であった、 彼 は バウ B を 以て ィ H ス の 福 昔の 眞髓を 了 得した る 唯 一 

人で あると なした、 彼の 說 によれば 神の 子ィ H スは 我等 人類 を 律法の 手より 贖 ふや 直に パゥ n の 許に 

往ぃ て 其 默示を 授け 而 して 彼 を 遣 はして 我等の 旣に價 を 以て 買 はれた る ものなる こと を 萬 民に 宜傳せ 

しめ 給うた ので あると いふ、 彼に 對 する パゥ 口 の 勢力 は實に 十六 世紀の 革命家に 對 する それよりも 切 

實 なる ものであった。 

〇 か k るパ ゥ p 心醉 家が 敎会： と 相容れ ざる は當然 である、 マ ー シ ォ ン は其稱 へたる 說に 於て 敎會の 敵 

であった、 然し 乍ら 最も 其 精神に 於て さう であった、 彼 は 敎會を 以て 猶太 的の 「舊き 衣」 であると な 

やぶ  ほころ 

し 自ら 「新しき 布」 を 以て 任じた、 「余 は汝 等の 敎會 を壞り 永久の 綻び を來 さし めん」 と は 彼の 嘗て 

羅馬 敎會の 長老に 向て 放ちし 激語であった" 

〇 敎會は 素より 長く 彼 を 置く に堪 へたかった、 果然 異端の 名 は 彼に 被せられた、 かくて 彼 は 遂に 流浪 

の 身と なった、 これ 彼の 爲に氣 の 毒なる 事で あつたに 相違ない、 然し 幅 音の 爲に實 は 喜ぶべき 攝理で 

あった、 敎會 より 破鬥 せられし マ 1 シ オン は 却て； 幅 昔の 滅びざる 途を備 ふるが 爲に 選ばれた ので ある。 

〇 其當時 未だ 新約聖書なる ものはなかった、 聖書と いへば 舊約 聖書の ことであって モ —セの 律法、 預 

實者 の 書、 詩篇 等 は その ま、 に 神の 一 H の記錄 として 尊ばれて 居た、 蓋し 舊 約の 正 當な る 繼承 者た る の 


地位 を 主張す るに 熱心な りし 敎食 は舊約 聖書 以外に 別に 聖書なる もの の 必要 を 感じな. か つたの である。 

〇 然し マ ー、 ン オン は 律法と 預言者と を 認めなかった、 彼に よれば 眞の宗 敎は神 子の 降臨 を 以て. 始まつ 

たので ある、 ィヱ スの 福音 は 根本的に 新しき ものであって 何等 舊 約に 負 ふ 所た しと は 彼の 主張で あつ 

た、 從て 彼の 手に 聖書なる ものはなかった、 彼に 取て は 律法に 代 はるべき もの は イエスの 說敎 である * 

預言に 代 はるべき もの は バウ a の 書翰で ある、 彼 は 敎會の 尊重す る舊き 聖書に 對 して 福音と 書翰と よ 

り 成る 新しき 聖書 を 有たん と 欲した。 

〇敎 會を逐 はれた る 彼 は 小 亜細亞 より 羅 馬に かけて 彼方此方と 漂泊うた、 恰も パ ゥ B の 前後 三囘に 1 

る傳 道の 地域 を 今 マ ー シ オン は 踏みつ、 あるので ある、 彼 は必す ゃガラ テャ、 H ぺソ、 コ リント 等に 

ひろ 

立ち寄って バウ II の 手蹟 を 拾 はんと 力めた であらう、 羅 馬の 敎會に 失望した る 彼 も その パ ゥ a より 受 

けたる 書翰の 寫を 手に入れ ていたく 喜んだ であらう、 かくして 今日 最も 其 筆者 を 疑 はれつ 、ある 提摩 

太 兩書及 提多書 を 除く 外の パゥ B の 主要なる 十 書翰 は 悉く 彼の 蒐集す る 所と なった ので あらう。 

〇 マ ー シ オン ； IMii マ ー シ才 ン 派の 宗 敎は絕 えざる 迫害に 苦め られて 終に 五 世紀の 終の 頃 迄に 全く 地 を 

u.b  し *-s  ドャ コメント 

掃って 終った、 敎\摔 は 遂に 異端 を 滅ぼした、 けれども 異端の 手に 在りし 文書 は 之 を 滅ぼす 事が できな 

かった、 マ ー シ オン の 遣した るパ ゥ E1 書翰 集 は 敎會も 亦 之 を 尊重せ ざる を 得なかった。 

〇 然しながら。 ハ ゥ II の潑淛 たる 自由 思想 は敎 會の堪 ふる 所ではない、 何 かより 緩き 者を以 て 緩和す る 

に 非 ざれば 之 を 維持す るに 忍びなかった、 是に 於て か 敎會も 亦 諸方 を 漁って 雅各書 猶太 書 彼 得 前後 書 

等 を獵り 集め 前者の 熟 火を掩 ふに 後者の 微温の 衣 を 以てした、 此の 如くに して 出来 上りし 者が 卽ち今 

日の 新約聖書 である。 . 

«c 約、 新約， 教義  七 六 五  • 
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〇 人 はいふ 新約聖書 を 作りし もの は敎會 であると、 然しながら 何ぞ 知らむ 其 核子 は 全く 異端の 乎より 

出で たので ある、 敎會は 却て 自己の 敵 を 保存した ので ある， 而 して かく 己の 敵 を 保存す る 事 は 敢て珍 

らしき 現象で はない、 是れ 一時 己 を 守る に 便なる よりす る 事であって 其 類例 は 自然界に も ある、 殊に 

人類の 歷史に 多くの 實 刿を發 見す る ことができる。 

〇 此說 たる 一 の 假說に 過ない、 然し 新約聖書 は 之に 類した る 方法に 由て 成た ので あらう。 (郊外 散策の 

途上 內村 先生の 語り 給 ひし 處) 

月曜日 は 先生の 休息 日で ある. 此日 先生 は 大抵 朝より 近郊の 野外に 杖を曳 きて 自然の 風光 を恣 にせられ 歸途 

一二の 敎友を 訪問 せらる、 を 常と する， 余の 柏木 生活 を 始めし より 先生の 此 行に 尾す る こと 兩 三：^. 霜枯れ 

の 野に 美しき 冬の 日 を 浴び なが ら 先生 の 深き 藏蓄 より m る、 眞理の 泉 を 树 みて 心の 渴き を 癒さ れ ざる はな か 

つた- 兹に其 一 班 を摘錄 して 喜 を 本誌 讀者 諸^に 頒 たんと 欲する (藤 井生〕 

希伯來 書に 於け る 永久性 

第二 永久の キリスト。 神 は 御子に 就て 「神よ、 汝の 御座 は 世々 限りなく」 と 一一 目 ひ 給 ふ (希 伯來書 

一章 八 節)。 參照 (希 伯來書 一 章 九 I 十二、 十三 章 八， 默示錄 サニ章 十二— 十四、 約 翰 傳八章 五十八、 十二 章 量 

四， ミカ 書 五 章 二 )o 

し.； 一-か  bi 

第二、 永久の 救。 「キリスト は 己に 順 ふ 者の 爲に 永遠の 救の 原 (創造者) とたり 給へ り (五 章 九 節)。 

4 タ照 r 約翰傳 五章廿 ST 十章サ 八， 三 章 十六， 十八 • 讲六. 羅馬書 五章廿 一- 六章サ 三， テモテ 前書 一章 十五. 十 


第三、 永久の 審判。 六 章 二 節に あり。 參照 (約 翰傳 五章廿 八、 サ九， 哥林多 後書 五 章 十- 路加 傳 十四 章 十二 

—十九、 哥林多 前書 三 章 十一— 十五、 羅馬書 十四 章 八. 一 〇_)。 

第 四、 永久の 贖罪。 「己が 血 を もて 只 一度 至聖 所に 入りて 永遠の 頌罪を 終へ 給へ り」。 (九 章 十二 

節)。 4 タ照 〔H べソ書 一章 七、 二 章 十三、 t" マ 書 三章サ 四， ぺ テロ 前書 一章 十八， 十九 • ヨハネ 傳 一章 七 )。 

第五、 一水 遠の 御靈。 「まして 永遠の 御靈 により」 云々 (九 章 十 SI 節)" 參照 (創世記 一章 二. ョ ハネ 

傳 一章 世 二. ぺテ n 前書 三 章 十八. ヨブ 廿六章 十三. 二十 三 章 四、 ルカ 傳 一章 卅五 * 使徒 行 傳ニ章 W 三. C マ 書 

一 章 四〕。 

第 六、 永久の 嗣業。 「召された る 者に 約束の 永遠の 銅 業 を」 云々 (九 章 十五 節〕。 參照 (べテ n 前書 

一章 五 * コ リント 前書 九章サ 五、 べテ B 後書 二 章 四. 九- 十七- 三 章 七. 默示錄 二 章せ 七、 詩 十六 篇 十一 )o 

第 七、 一水 久の 契約。 「永遠の 契約の 血に よりて」 云々 (十三 章廿 節〕。 參照 r 七章廿 二、 八 章 六 • 九 章サ、 

十 章 十六， 十七， 十二 章サ §1、 默示錄 十一 章 十九)。 

基督 信徒の 婦德 

彼 得 前書 三 章 三、 四 節 

汝 等の 妝飾は 髮を辦 み 金 を 掛け、 叉 衣 を 着る が 如き 外面の 妝飾 たるべ からす、 た 心の中の 隱れ 

たる 人、 壞る ことなき 柔和に して 靜 かなる 靈を 以て 妆飾 とすべし、 是れ 神の 前に 價貴 きもの 也。 

舊約、 新約、 教義  七 六 七 
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參考、 提摩太 前書 一 一章 九— 十一 一節。 

註 解  . . ■ 

と  かみかざり  ^ひわ  5 で. .  ,  -  2- . 

金 を 掛け 金 を 纏. ふの 意な り、 之 を 頭 飾と して 髮に纏 ひ、 指輪と して 指に 纏 ひ 腕輪と して 腕に 纏" 

〇 心— の Islf^ たる 人 內 なる 人と 云 ふに 同じ、 すべ ての 寶物を 心の中に 蓄 ふる 者な り 〇 是れ； i の 前 

1  に剩貴 の！^ 價 貴き 妝飾 なり、 然れ ども 人の 前に 貴き にあら す、 神の 前に 貴き なり、 そ は 金 や 銀 

の 如き 壞る 物に あら ざれば 也。 一章 十八 節。 

聖書の 模範的 婦人  ， 

ァ ブラ ハ ム の 妻 サラ。 創世記、 十一 r  ±ー 一章。 H フタの • 女。 士師 記、 十 一 章。 ボア ズの 妻ル ッ。 路得 

記。 サム エルの 母ハ ンナ。 撒 母 耳 前書 一 , 二 章。 女王 ェ ス テル。 以士帖 書。 キリストの 母 マリヤ。 ベ 

タ 一一 ャの マリヤ。 等たり、 何れも 柔和に して 靜 かなる 女な り、 聖書に 所謂る 女傑な きに 非す、 然れど 

も 女傑 は 聖書の 理想的 婦人に 非す、 パゥ n が 敎會の 婦人に 命じて 汝 等の 婦女 等 は 敎會の 中に 默 すべし- 

彼等の 語る を 許さず、 彼等 は 律法に 云へ るが 如く 順 ふべき 者な リ、 若レ學 ばんと する 所 あらば 家に 在 

りて 其 夫に 問 ふべ し、 そ は 婦女 敎會に 於て 語る は恥づ べき 事な れぱ 也と 云 ひし はヒ ブライ 人 る 彼の 

理想の 婦人に 就て 云 ひしな り、 使徒 等に 取りても 我等 日本人に 取りての 如く 婦德の 第一 は 外見 を 揮 か 

。いなり、 卽ち 英語に 所謂る modesty なり。 箴言 第三 十 一 章 十 節 以下 參照。 


轄く敎 會と赦 す キリス ト 

學 者と パリ サイの 人、 姦淫 を爲 せる 時に 捕 へられし 婦人 をィ H スの 所に 曳來 り、 之 を 其 中に 置き、 

彼に 曰 ひける は、 師ょ、 此婦人は>^^淫を爲し^^5る時、 其 ま、 捕 へられし 者な り、 此の 如き 者 は 石 

にて^ 殺すべし とモ ー セ其 律法の 中に 命じたり，、 汝は 如何に 首 ふやと- 斯く言 へる はィ H スを試 

みて 彼 を 罪に 陷ゐ れんがた めたり、 ィ H ス身を 屈め、 指に て 地に 書け り、 彼等が S? りに 問 ふに. S 

り、 ィ H ス身を 起して 彼等に 言 ひける は汝 等の 中此 罪な き 者 は 先 づ石を 取りて 彼女 を擊 つべ しと、 

叉 身 を 屈めて 地に 書け り、 彼等 之 を 聞き 長老より 始め、 至る まで ひ ft< び 「1<に出 主け り、 而 

して ィ H ス 一 人殘れ り、 婦人 は 元の 所に 立てり、 ィ H ス身を 起して 婦人に 言 ひける は 「婦 よ， 汝 

を訟 へし 者 は 何 處に往 きしゃ、 汝の 罪を定 むる 者な き 乎」 と、 婦言 ひける は 「主よ、 誰もな し」 

と、 イエス、 彼女に 言 ひける は 「我 も 亦 汝の罪 を 定めす、 注け、 ヶ より 後復 たび 罪 を 犯す 勿れ」 

と。 約 翰 傳八章 二— 十 一 節。 

註、 第 七 節 「汝 等の 中此 罪な き 者 云々」 と改譯 せり、 普通 譯に單 に 「罪な き 者 云々」 と ある は、 -5^ お 

の 者 先 づ石を 取りて 此婦を 撃つべし との 意 を 通じ 易し、 然れ ども 是れ此 所に 於け るィヱ ス の 意に あら 

"^」"化ゅ"り、 「此 罪な き 者」 なり、 汝等 姦淫 罪 を 以て 此婦 を責 むる なれ ども、 汝 等の 中 若し S 駟卽ち 

姦淫の 罪 を 犯せし 者な くば 其 者 をして 先 づ石を 取て 彼女 を擊 たしめ よとの 意な り、 卽 ち イエ スは玆 こ 

馬 太 傳五章 二十 八 節に 在る が 如き 敎訓を 適用して 一一-一 c ひ 給 ひしな り、 而 して イヱ スの此 一一 目 を 聞て 敎會の 
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長老 を 始めと して 其 末派の 輩に 至る まで こそこそと 逃 去りし とのこと なり。 


r  VV  hat  a  Isclc  I  Vast  and  wide  as  the  wcl.lcl,  rooted  in  the  al-yss  of  cl.eaiion,  and  towering 

up  beyond  th の blue  secl.ets  of  liea づ ep.  sunrise  and  sunset.  Promise  and  fulfillment,  life  and 

death,  anci  whole  dream  of  Humanity  are  in  this  book.  "IHeine,  on  the  Bible. 

驚くべき 此書！ 世界の 廣 きが 如く 廣く、 其 犬なる が 如く 大 なり、 其 根 は 造化の 深淵に 達し、 其鎮 

は 碧空の 高遠に 聳ゅ、 朝と 夕と、 名と 實と、 生と 死と、 人類の. 總 ての 理想と は此 書の 中に 在り。 聖 

書に 關 する 祈 c 人 ハ イネの 言。 

偉人と 聖書 

•  二し.. pi 

ン 曰く、 神 學は總 ての 學 問の 女王に して 其 他の 學問 は總て 彼女の 侍婢な り。 

リ ジキ、 フ ホン、 マイヤ ル 曰く、 神 は 二の 巨なる 光 を 造り 給へ り、 晝を 司る ための 默示 

なる 犬なる 光と、 夜 を 司る ための 道理なる 小なる 光と、 是 なり (創世記 第一章 十六 節參 照、 默 示は聖 

書に して 神學の 基礎な り、 道理 は 智識に して 科學の 根底な り。) 

ル ー テル 曰く、 人 は 學んで 聖書 を究 むる 能 はす、 又 智能 を 以て 之 を 採る 能 はす、 故に 祈禱を 以て 


一 J と i 

汝の 聖書の 研究 を 始めよ、 是れ汝 に 神が 彼の 道の 眞 正の 意味 を 示さん が ためなり、 聖書の 作者なる 神 

御自身 を 除いて、 此書を 正當に 解釋し 得る 者 他に あるな し。 

ル ー テル 叉 曰く、 何の 註解 をも附 せざる 聖書 其 儘が 總 ての 學者を 照らす 太陽な り。 

ァゥ ガス チン 曰く、 吾人の 目が 斯 世に 對 して 盲す る 丈け それ 丈け 聖書 は瞭 かに 之に 映す るな り、 

斯 世の 事に 明かなる 眼 は 聖書の 中に 何物 を も 見る 能 はす。 

ベ ン ゲル 曰く、 我 儕の 頭の 髮を 悉く 數へ 給へ る祌 は、 疑 もな く 亦 新約聖書に 在？ 9 文字 を も 總て悉 

く 數へ給 ひしな らん (其 一言一句 總て 皆な 神の 作な りとの 意な り )o 

聖書と 日本 文學 

おんしよ. T- じ や ケね  しょ！ y やうむ じ や-..'  さ ら ？ 5 じゅ 

祇園 精舍の 鐘の 聲、 諸行無常の 響 あり。 沙羅 雙樹の 花の 色、 盛者 必衰の 现を 現す。 驕れる 者 は 久し 

からす、 只 春の 夜の 夢の 如し。 猛き人 も 遂に は 亡びぬ、 偏に 風の 前の 塵に 同じ。 (平家物語) 

然れど 主の 言葉 は窮 りなく^ つなり。 (欺 書) 

萌え出 づる も枯る 、も 同じ 野 邊の草 

いづれ か 秋に あはで はつべき (平家物語) 

然れど 主の 一一 一一 t: 葉は窮 りなく 存 つなり。 (聖書) 

日本の 古歌に 曰く 

なに つね ぁ + かが は 

世の中 は 何 か 常なる 飛鳥 川 

« 約 、新約， 敎義  七 七 1. 
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きの ふの 淵ぞけ ふの 瀕 となる 

猶太 亜の 聖 書に 曰く 

M ホバ の 慈 恩 は 限りなく 存 つなり。 

麼離 穢土、 欣求淨 土  (佛敎 ) 

汝等旣 に キリス トと 偕に 甦り たれば 天に 在る もの を 求むべし …… 地に 在る もの を 念 ふべ からす (基 

督敎) 

收穫月 

は  いろづ  か.！：' いれ；： -1 き 

目を擧 げて觀 よ、 旣ゃ田 は 熟き て收穫 時に なれり (約 翰傳 gl 章 一二 十五 節)。 

かりいれ どき いは ひ  ,i  U  vh. はたけ  ふ  とりいれ いよ 

穑時 の 節 筵 を 守るべし、 是れ卽 ち 汝が勞 苦て £ 野に 播 ける 者の 初めの 實を祝 ふなり、 叉 牧藏の 節 

筵 を 守るべし、 是れ卽 ち 汝の勞 苦に 由り て 成れる 者 を 年の 終りに 田野より 牧藏る 者な り (出 埃 及 記 二 

十三 章 十六 節)。  ,  - • 

淚 と共に 播く 者は歡 喜と 共に 穫 らん、 其 人 は 極 を 携へ淚 を 流して 出 行け ど、 禾束 を携へ 喜びて 歸り 

來 らん (詩篇 第 百 二 4 '六篇 五、 六 節)。 

懲 治の 幸福 

こら  さい は ひ 

神の 懲し給 ふ 人 は 幅な り、 


然 らば 汝 全能者の 戒責 を輕ん する 勿れ、 

き-つ つ  つ、 

神 は 傷け 又裹 み、 

，ていため 义醫し 給 ふ、 

彼 は汝を 六の 艱難の 中に 救 ひ 給 ふ、 

つ **  、.- 

七 にして 災禍 汝に 臨ま じ。 (約 百 記 五 章 十七 以下) 

復活の 豫 一一 一一 11 

然れど 我は義 にあり て ST 額 を 見、 目 さむる 時 容光を もて 飽 足る こと を 得ん (詩篇 十七 篇十 五 節)。 

汝 (H ホバ) の 死者 は 生き、 我が 民の 屍 は 起きん、 塵に 臥す 者よ、 醒めて 歌 ふべ し、 汝の露 は 草木 

を 潤す 露の 如く、 地 は， 寂滅 者 をせ I ださん (以赛 亜 書 二十 六 章 十九 節)。 

腐收 せる 社會  . 

詩篇 第 トニ 篇 • 

一、 嗚 t- エホバよ、 助け 給へ、 祌を敬 ふ 人は絕 え、 誠 ある 者 は 人の子の 中より 消失す るな り。 

二、 人 は 皆な 虛僞を もて 其 隣人と 相 語り、 滑 かなる 替と貳 心と を もて 言 ふ r- 

三、 M ホバ はすべ て 滑 かなる 朞と大 なる 言 を 語る 舌と を 滅し給 はん。 

わがもの 

四、 彼等 は 曰 ふ、 我等 舌 を もて 勝 を 得ん、 此の 臂は我 有な り、 誰か 我等に 主た らん やと。 

U ち  や す ？ 

五、 M ホバ宜 はく. 苦む もの 掠められ、 貧しき 者 歎く が 故に 我 今 起て 之 を 其 慕 ひ 求む る 平安に 置かん 

約、 新約， 敎義  七 七 一一 マ 
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と o  .  • 

六、 H ホバの 言 は 聖きー 百な り、 地に^ けたる 爐 にて 鍊り、 七た び淸 めた る 白銀の 如し。 

七、 H ホバ よ、 汝は 彼等 を 守り、 之 を 助けて 永べ に此 類より 免れし め 給 はん。 

八、 人の子に 檢 はしき ことの 崇めら る、 時 は 惡者は 此所ゃ 彼 所に 歩むな り。 

患 難の 日に 

息 難の 日に 我に 叫ぶべし、 我れ 汝を 助けん、 而 して 汝は我 を 祟むべし。 (詩篇 五十 篇十 五節) • 

我が 永 遠 の 所有 

若し 我れ 爾を 有する を 得ば 

我 は 天地の 間に 何物 を も 求めす、 

縱令我 肉 我 命 は 失する も 

祌ょ爾 は 我靈の 慰藉、 ■ 

我が 永遠の. 所有な り。 

博士 スメ ンドの 詩篇 七十 三篇 二十 五， 二十 六 節の 譯 文の 邦譯 

神 は 愛な り 

主よ 爾は惠 深く 赦免 を 好み 給 ふ、 


雨に 龥ふ 凡ての 者 を 豊かに 憐み給 ふ。 (詩篇 八十 六の 五) ， 

.赦 しの 神  ：  - 

主よ、 爾は惠 み 深く 赦しを 好み 給 ふ、 

雨に 呼ば ふす ベての 者 を 豊かに 憐れみ 給 ふ。 (詩篇 八十 六篇 五節) 

新しき 

新しき 歌 を エホバに 向 ひて 歌へ、 全地よ エホバに 向 ひて 謳 ふべ し、 H ホバに 向 ひて 謳 ひその 名 を ほ 

めよ、 日毎に 其 救 を 述べ 傳 へよ、 諸々 の國の 中に 其榮 光を顯 し、 諸々 の 民の 中に 其奇 しき 御 業 を顯す 

べし、 そ は H ホバ は大 なり、 大に 讚め た \ ふべき ものな り、 諸々 の 神に まさりて 長るべき ものな り。 

(詩篇 九十 六篇 」—闪 節) 

罪 を 罰し 人 を 赦し給 ふ 

雨 は 彼等の. 爲し 事に 報い 給へ り、 

然 れど爾 はまた 赦免 を 與へ給 ふ 神に てまし ませり。 (詩篇 九十 九の 八) 

離 問 者 

詐 はる 者 は 紛爭を 惹起す、 

舊約， 新約. 敎義  七 七 五 


讒る者 は 親友 を 離間す。 (箴言 十-; ハ章： h 八 節)  . 

愛 を 追求む る 者 は 人の 過失 を掩 ふ、 

然れど 事 を喃々 する 者 は 親友 を 離間す。 (仝 十七 章 九 節) 

患 難の 利益 

苦しむ は 我に 善 かりき、  • 

之に 由り 我れ 雨の 律法 を學び 得たり，。 (詩篇. FE 十九 篇六 十七 節) 

二種の 友 

Ihel.e  are  friends  WHO  only  settle  society, 

A.nd  there  is  a  Irlencl さ ho  sticks*  closer  than  a  brothel.. 

世に はた J- 交際 を 求む る 友 あり、 

世に はまた 兄弟よりも 親しき 友 あり。 (箴 一一 一一 口 十八 章廿四 節、 博. f: トイ 氏の 改譯に 依る) 

彼れ 統治め 給 ふ 

汝國の 中に 貧者の 虐 遇ら る 、 を 見、 叉 公道と 公義との 甚く 枉 げらる &事 ある を 見ん も敢て 怪しと す 

る 勿れ、 そ は 最高の 位に 座す るよりも より 髙き 位に 座す る 者 ありて 其 人 を 護れば なり， 實に 彼等より 

も 高き 者 あるな り。 傳道之 書 五 章 八 節。  . 


iis に 劣る 

牛 は 其 主 を 知り、 驢馬 は 其 主の 備 へし 廐を識 る、 然れど イスラ H ル は識ら す、 我 民 は覺ら ざる £1 

(以 賽亞書 一章 三 節)。 

禽に 劣る 

の 鶴 は その 定められし 期 を 知り * 斑鳩と 燕と 雁 は 其 來る時 を 守る、 然れど 我 民 は M ホバの 法則 

を識ら ざるな り (耶利 米： 亞記八 章 七 節)。 

外 を 飾る も 益な し 

縦へ 汝、 曹達 を 以て 自 から 洗 ひ、 多くの 灰汁 を 身に 用 ふる も、 汝の罪 は 我が 前に 判然たり (耶利 米 

亜記 二 章卄. 二 節)。 

僞 預 言 者と 僞 信者 

驚くべく して 憎むべき 事此 地に 行 はる、 卽ち預 霄者は 偽 はりて 預言し、 祭司 は 彼等に 由り てュ めむ、 

而 して 我 民は斯 くせら れん 事 を 愛す、 其 結果の 顯 はれん 時に 汝等 如何に せんとす る や。 (耶利 米亞記 

五 章 三十、 三十 一節)。 

舊約、 新約、 敎《  七 七 七. 
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何 を か 誇らん 

H ホバ かく 曰 ひ 給 ふ、 智慧 ある 者 は 其 智慧に 誇る 勿れ、 力 ある 者 は 其 力に 誇る 勿れ、 富める 者 は. 其 一 

富に 誇る 勿れ 1 誇る^ は是を もて 誇るべし、 卽ち 明^して 我 を識る 事と、 我が M ホバ にして 地に 仁惠 

と 公道と 公義と を 行 ふ 者なる を 知る 事是れ なり。 我れ 是等 を悅ぶ 也と H ホバ HI ひ 給 ふ。 耶利米 fs| 記 九 

章廿 三、 廿 s: 節" 

永久に 棄られ す 

ひる  ほし  けき 

M ホバ斯 く 言 ひ 給 ふ、 彼 は 日を與 へて 晝の 光と なし、 月と 星と を 定めて 夜の 光と なし、 海 を 激して： 

i み  はか  もとる 

その 濤を 鳴らしむ る 者な り、 ：••： 彼れ H ホバ斯 く 言 ひ 給 ふ、 若し 上の 天 を 量る 事 を 得、 下の 地の 基 を 一 

すべて おこな ひ  ■_ 

探る こと を 得ば 我 は义ィ ス ラ H ルの すべての 子孫 を 其 諸の 行爲 のために 棄っ べし。 (耶利 米亞記 三十 一 

1. 章三ト 五、 三十 七 節)。  ，二 

註、 天の 高さ は 量る ベから す、 地の 深さ は 探る ベから す、 故に 神 を 愛する 者の 棄 てらる、 時 は 永 一 

久 に來ら す。  一 

.  一 

萬 人救濟 の 契約  . 

エホバ  一一 ーーロ ひ 給 ふ、 視ょ、 我れ イスラ H ルの 家と ュダの 家と に 新ら しき 契約 を 立つ る日來 らん、 此契 

約 は 我が 彼等の 先祖の 手 を 取りて ヱ ジ ブトの 地より 彼等 を 導き出せし 日に 立てし 所の 如き 者に あら. K 


我れ 夫の 愛 を 以て.. 彼等 を 愛したり しも 彼等 は此 契約 を 破りたり と エホ. f 言 ひ 給 ふ、 然れ どかの 日の 後 

に 我が イスラ ヱルの 家に 立てん 所の 契約 は是れ なり、 卽ち 我れ 我が 律法 を 彼等の 衷に置 き、 其 

心の 上に 錄 さん、 我 は 彼等の 神と なり、 彼等 は、 我が 民と なるべし と H ホバ霄 ひ 給 ふ、 斯 

くて 人 は 各自 其 隣と 其 兄弟と に敎 へて 「汝 H ホバを 識れ」 と 再び 言 はざる べし、 そ は 小なる 者より 大 

なる 者に 至る まで 悉く 我を識 るべ ければ なりと H ホバ言 ひ 給 ふ、 我れ 彼等の 不義 を 赦し其 罪 を- 冉び思 

はざる べし。 .C 耶利 米亞記 一一 一十 一 章卅 一 —卅 四 節) 

我れ 彼等に， 一の 心を與 へ、 新ら しき 靈を汝 等の 衷に賦 けん、 我れ 彼等の 身の 中より 石の 心 を 取 去り 

て 肉の 心を與 へ、 彼等 をして 我 憲法に 遵 はしめ、 我 律法 を 守りて 之 を 行 はしむべし、 彼等 は 我 民と な 

り、 我 は 彼等の 神と ならん。 (以西 結 書 十一 章 十九、 二十 節) 

十字架 上の ィ ェ ス 

凡て 路 行人よ ノ汝等 何とも 思 はざる 乎、 視ょ、 見よ、 H ホバ その 烈しき 震 怒の 日に 我を惱 まして 我 

に 降し 給へ る此 憂苦に 等しき 憂苦 またも 世に あるべき や。 哀歌 一章 十二 節。 馬太傳 二十 七 章 三十 九 節 

參照。 

-. 待 望 

我れ 之 等の 事 を 想 ひ 起せり、 此 故に 望 を 抱く 也 …… 我 靈魂は 言 ふ H ホバは 我 分 也、 この 故に われ 彼 

を 待ち望-まん， ^ ホバ 4^0;-を待ちは1-む者と己を尋ね求むる人に恩惠を施し給ふ、 ェ ホバ の 救扬を 望み 

舊約、 新約 >  教義  七 七 九 
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て靜 かに 之 を 待つ は 善し (耶 利米亞 哀歌 三章廿 一 節— 廿六 節)。 

S 難と ras 惠 

我れ 汝等 をして 杖の 下 を 通らし めん、 而し. て 契約の 索に 汝等を 人ら しめん (以西 結 書 二十の 卅 七)。 

恩 惠の鞭 

つる！ むち  とほ  けいやく つなぎ 

我れ 汝 をして 杖 (鞭) のドを 通らし め、 契約の 索に 入らし めん。 以西 結 書 二十 章 三十 七 節。 希伯來 

書 十二 章 六 節 以下 參照" 

患 難と 慰安 

二と は  いち ゆき  とりさ  な； b 

エホバの 一一 一一 n 我に 臨みて 言 ふ、 人の子よ、 我れ ー擊を もて 汝の 目の ぶ 者 を 取 去るべし、 汝哀 くべ か 

らす 泣く ベから す、 淚を 流す ベから す、 聲を 立て、 泣く ベから す、 哀哭 をな すべから すと …… 斯くて 

あし ゆ ふべ わがつ 》*  あ，、. 0 もさ 

我れ 朝に 人々 に 語りし が 夕に 我 妻 死ねり、 明朝に 及びて 我れ 命ぜられし 如くな せり。 以西 結 書 二十 四 

章 十五 ー 十八 節。 哥林多 後書 一 章 四節參 照。 

復活 5 約束 

其 時 汝の民 は 救 はれん、 (生命の) 書に 記された る 者 は 皆な 救 はれん、 又 地の 下に 陲り is る 者の 中、 

は. ち か V」 り  はづ かしめ  そら か *.* 

多くの 者 は 目を醒 さん， 彼等の 或 者 は 永生に 人らん、 或 者 は 恥と 窮 なき 恥辱に 人らん、 智者 は 空の 光 


耀の 如くに 耀 かん， 义 多の 人 を義に 導け る 者 は 星の 如くに 永遠に 耀 かん。 但以理 書 十二 章 一— 三 節。 

富 みて 神 を 忘 る 

彼等 は 食に 飽き、 飽 くにより て 心 高ぶり、 是に 由り て 我 を 忘れたり (何 西 阿 書. H 二 章 六 節) 

平 和 の 豫 言  _ 

くにた み  $  と：！ 1  い i し  つるぎ く H  5 ち  やり 

エホバ 多くの 阈 民の 間 を 鵜き、 遠くの 强き 國を规 戒め 給ぶべし、 彼等 は 其劍を 鋤に 打 かへ、 其鎗を 

yt.  つ- oy 

鎌に 打 かへん、 國と國 と は 劍を舉 げて相 攻めす また 重ねて 戰爭 を^ はざる べし。  _ 

人 は 皆な 其の 葡萄の 樹の 下に 坐し、 其の 無花果の 樹の F に 居らん、 之 を懼れ しむる 者な かるべし。 

萬 軍の H ホバの 口 之 を 言 ふ。 (米迦 書 g 章 三、 叫 節) 

0 音 の 普 及 

萬 軍の H ホバ  一一 m ひ 給 ふ、 日の出る 處 より 沒る處 まで 萬國の 中に 我 名は大 ならん、 又佝處 にても 香 を 

焚き 潔き 獻物を 我 名に 獻 げん、 そ は 我 名 は 萬國の 屮に大 なる ベければ なりと。 馬拉基 一の 十一。 一 

惡 評 の 幸 福  _ 

さ、. i ひ  のゝし  ：る  いつ  rit ん、 あしき こと 

幸福な り、 汝等 は、 人々 汝等を 篤り、 义 苦しめ、 又 偽 はりて 樣々 の 惡事を 一一 目 はん 其 時 汝等は 幸福な 

り、 彼等 は汝 等が 我と 偕に 在る が 故に. 斯く汝 等 を 篤り 义 苦しむ るな り、 い ぴ樂 しめ、 天に 於て 汝 等の 一 

舊約、 新約、 教義  七 八 】 
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報 賞 多ければ 也。 (馬 太傳 五の 十一、 十二) 

麥と稗 子との 譬  • 

イエ ス叉譬 を 彼等に 示して 曰 ひける は 天國は 人、 畑に 美き 種を播 くに 似たり、 人々 の たる 間に 其 

敵 来りて 麥の 中に 稗 子を播 きて 去れり、 苗 生え 出て 實 りたる 時 稗 子 も 現 はれたり、 主人の 僕來 りて 曰 

ひける は、 主よ、 畑に は 美き 種を播 かざりし 乎、 如何にして 稗 子 ある 乎、 僕に 曰 ひける は 之を爲 

せり、 僕、 主人に 曰 ひける は、 然 らば 我等 往 きて 之を拔 集む るは宜 きか、 否な、 恐らく は 汝等稗 子 を 

拔 めんと て 麥をも 共に 拔く べし、 牧 極まで 二つながら 長て 置け、 我れ 牧穫の 時 先づ稗 子を拔 集めて 

焚かん ために 之 を 束 かね、 麥 をば 我 倉に 牧め よと 刈 者に 言 はん (馬 太傳 十三 章廿 §:  — 三十 節 )o 

註、 稗 子 は 其 外貌、 ：® しく 麥に 肖た る 植物な り、 故に 二者 を判刖 する は 至て 難し。 

益 な き 僕 (一) 

汝 等の 中 誰か 或 ひ は 耕し 或 ひ は 羊 を 牧ふ僕 あらんに、 彼れ 田園より 歸 りたる 時 「亟 に往て 食に 就け」 

と 言 ふ 者 あらん 乎、 反て 彼に 言 はす や 「我が 夕食の 物 を 供へ よ、 而 して 我れ 飲食し 終る まで 帶を 束ね 

て 我に 仕へ よ、 而 して 後 汝飮 食すべし」 と、 僕、 自己に 命ぜられし 事 を 行し たれば とて、 主人、 皮て 

謝する 乎、 然ら じと 我 は 意 ふ、 斯の 如く 汝等 も亦汝 等に 命ぜられし すべての 事を爲 して 言へ 「我等 は 

益な き 僕な り、 我等 は爲 すべき 事を爲 したる 而已」 と。 路加 傳 十七 章 七— 十 節。 


益 な き 僕 (二) 

我等 は 半 生涯の 間寢 り、 我等の 時 問の 十分 ひ 一 を 神に 獻ぐ、 而 して 意 ふ、 我等 は 善行に 由て 天國を 

我が 有と なす を 得べ しと、 我 は 今日 何を爲 せし 乎、 二 時間 饒舌り たり、 一一： 時間 食卓に 就けり、 ra 時間 

を 無爲に 消費せ り、 嗚呼、 主よ、 汝の僕 を * 判の 座に 拘引し 給 ふ 勿れ。 (ル ー テルの 言) 

生命の 飽麵 

人々 ィ H スに曰 ひける は …… 我等の 先祖 野に て マナ を 食へ り、 錄 して 天より パ ンを 彼等に 與 へて 食 

はしむ と 有る が 如し、 ィ H ス曰 ひける は 誠に 實に汝 等に 告げん 天より パ ンを汝 等に 賜へ し 者はモ ー セ 

に 非す、 今 我 父 は 天より 眞の パン を もて 汝 等に 賜 ふ、 神の パン は 天より 降って 生命 を 世に 賜 ふる 者 也- 

彼等 曰 ひける は 主よ 恆に 其パ ンを 我等に 予 へよ、 ィ H ス曰 ひける は 我 は 生ん 叩の パ ン なり 我に 就る 者 は 

餓えす 我 を 信す る 者 は Jgl に渴 くこと なし (ョ ハネ傳 第 六 章」。 

死後の 生命 

汝等 心に 憂 ふること 勿れ 祌を 信じ 亦 我 を 信すべし、 我 父の 家に は 第 宅 多し、 われ 汝等 のために 處を 

備 へに 往く、 若し 柱て 我汝 等の ために 處を備 へば 又 来りて 汝等を 我に 納く べし、 我 居る 所に 汝等を も 

居らし めんと て 也 (ョ ハネ傳 第 十四 章)。 

舊約、 新約、 敎義  八 一一 1 
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神に 選 まれし 者 

學者 多から す 貴人 多から す  . 

兄？ R よ、 聖召を 蒙れる 汝 等を視 よ、 肉に よれる 智慧 ある 者 多から す、 權威 ある 者 多から す、 貴き 者 

多から ざる 也、 神 は 却て 此 世の 愚かなる 者 を 選び 給へ り、 是れ 智者 を愧 か， I めんた め也此 世の WW き 者 

を 選び 給へ り、 是れ强 き 者を愧 かし めんた め 也、 此 世の，. 賤き 者、 親視ら る- -者、 然り、 無き に 等しき 

者 を 神 は 選び 給へ り、 是れ自 から 有る と 信す る 者 を 謙り 下らせん が ためなり、 是れ すべての 人の 神の 

前に 誇る ことな からん が ためなり、 …； 錄 して 誇る 者 は 主に 因りて 誇るべし と あるが 如し。 哥林多 前 

杳 一章 计六 節以ド 改譯。 

新年と 新生 

人， 若し 新たに 生れす ば 祌の國 を 見る こと 能 はす (約 翰 傳三章 三 節)。 

人、 キリストに 在る 時 は 新たに 造られた る 者な り、 舊きは 去りて 皆な 新ら しくなる 也 (哥林 多 後書 

五 章 十七 節)。 

キリスト に 在りて 一 なり 

斯 かる 者の 中には ユダヤ人 あるな し、 乂 ギリシャ 人 あるな し、 奴？ f あるな し， 自主 あるな し、 そ は 

汝等 皆キ" ス トイ H スに 在りて 一 なれば 也。 加 拉太書 三 章 廿八 節。 


愛の 律法 

夫れ 律法の 全部 は此 一語 を 以て 盡 さる、 卽ち、 汝、 巳の 如く 汝の隣 を 愛すべし と、 然れ ども 汝等若 

し 5! 互 を 吞ぎは 相互に 诚 ぼされ ざる やう 注意せ よ。 ガラ タヤ 書 五の 十四、 ト五。 

救 は れし 理由 

汝等 恩惠に 由り て 救 はるを 得たり、 是れ 信仰に 由り てな り、 己れ に 由る に 非す、 神の 賜な り。 以弗 

所 書 一 一章 八 節。 

3 難と 榮光 

皮 (基督). は 神の"^" にて 居りし かど も自 から 其 神と 匹く 在る 所の 事 を棄て 難き こと" 意 はす、 反て 

己を虚 うし i の  1。 をと りて 人の 如く なれり、 旣に 人の 如き 形狀 にて 現 はれ 己を卑 くし 死に 至る まで 順 

ひ 十字架の 死 を さへ 受 くるに 至れり、 是 故に 神は甚 しく 彼 を 崇めて 諸の 名に 超る 名 を 彼 か t め予へ 給へ り 

此 4i 天に 在る もの 地に 在る もの 及び 地の 下に ある もの をして 悉く ィ ヱ ス の 名に 由て 膝 を 屈しめ、 且つ 

諸の 舌 をして 悉く ィ H ス キリ スト は 主な りと 稱揚 はして 父なる 神に 榮を歸 せしめん ためなり (ほ 立 比 

書 第二 章 六 節— 十一 節)。 
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天の 人 たるべし 

汝 等の 思念 を 天に 在る 物の 上に 置くべし、 地に 在る 物の 上に 置く ベから す、 そ は汝等 は旣に 死にし 

老 にして 汝 等の 生命 は キリストに 在りて 神の 中に 藏れ 在れば なり、 我等の 生命なる キリ ストの 顯 はれ 

給 はん 時 我等 も 亦 彼と 偕に 榮 えの 中に 顯 はるべし。 コ B サイ 書 三の 二— 四 

1^ 判の 1^ 

主 曰 ひ 給 はく" 仇 を 報 ゆる は 我に あり、 我れ 必す報 ゆべ しと、 又 曰 ひ 給 はく、 主、 其 民 を 輪かん と、 

此く 曰へ る 者 を 我等 は 知る、 活ける祌の手に陷ぃるは畏るべき；5^fなり。 希伯來書十章卅、 卅 一節。 

ィ ェ ス を 永久に 棄 ざる 者 

ィ H ス曰 ひける は …… 凡て 父の 我に 賜 ひし 者 は 我に 就るべし、 我に 就る 者 は 我れ 必す 之を棄 す。 約 

翰傳六 章卅七 節。 

ィ H ス 答へ ける は 我 羊 は我聲 を； i く、 我 は 彼等 を識 る、 彼等 は 我に 從ふ、 我れ 彼等に 永生 を與 ふ、 

彼等 は いつまでも 亡びす、 亦 之 を 我 乎より 奪 ふ 者な し、 我に 彼等 を 賜 ひし 我 父 は 萬 有よりも 大 なり， 

我 父の 手より 之 を 奪 ひ 得る 者な し。 同 十章卄 七— 廿九 節。 

彼等 は 我等と 離れ 去れり、 然れ ども 彼等 は 素より 我等の 屬 にあら ざり しなり、 彼等 若し 我等の もの 

ならん 乎、 彼等 は 我等と 偕な りしな らん、 然れ ども 彼等 は 我等 を 離れ 去れり、 是れ 彼等 は 悉く 我等の 


ものに あらざる 事の 顯 れん ためなり、 約 翰 第一 書 二 章 十九 節- 


豫 言 者 の 意 義 

豫 一一 m 者と 云へば 事の 起らざる 前に 豫め 之に 就て 語る 者の 如く 信ぜら る、 豫 霄 者 勿論 先知 者なる に 相 一 

違な し、 然れ ども 豫 一一 一一 〔 者の 天職 を 以て 豫言の 一 事に 限る は 未だ 以て 彼の 活動の lEi: 域を悉 したる ものと 

一 14 ふ を 5H,r。 

希们來 語に て は豫言 者 を ナビ ー (nal)i) と稱 ふ、 而 して 或 人 は 之れ 「沸騰」 を 意味す る根詞 より 來； 

りし ものなる を 以て 豫言 者と は 其 心屮に 沸騰す る 高 想 妙 思 を 有 の 儘に 吐露す る 者なる を說 けり、 或は 一 

十 ビ ー は 單に吿 知者 の 意に して 神の 聖 33 を 人類に 吿知 する 者な りと 曰 ふ、 今 其 意義 を 明，：： におむ る は 

頗る 難し と雖も 而も 其單 に 知者た るに 止まら ざり し は 疑 ふべき に 非す。 

豫霄 者の 何たる 乎 は 能く 英語の prophet なる 詞に 於て 顯 はる、 Prophet は pre  (前に、 代りに) 幷ー 

に pliemi  (語る) なる 二 偶の 希 跪 語より 來 りし 詞 にして 前に 語る 者、 又は 代って 語る 者の 意な り" 

豫 一一 H 者 は 事の 起らざる 前に 之 を 知て、 人に 語る 者な り、 彼 は 學んで 之 を 知る に 非す、 叉 他の 事實ょ 

り 縯繹し 叉 は歸納 して 知る に 非す、 彼 は 直に 神より 彼の 心に 聽て之 を 知るな り、 前 知者なる に 相違な 一 

けれども、 世に 所謂 先見^の 類に あらす。 
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豫首者 は 人の 前に 語る 者な り、 彼 は 密室に 籠て 神の 眞理を 獨り自 から 樂 しむ 者に 非す、 彼 は 亦 或る 

神. 祕學 者が 爲す 如く * 心に 人の 知らざる；. i 傳を藏 すと 稱 して、 公衆に 向て 之 を宜傳 する こと を 吝む者 

にあら す、 彼 は 公的 人物な り、 彼 は 人の 前に 立て 其 面を懼 す、 其 威 權に朦 せす、 大膽に 明白に 神の 裁 

判 を 彼等に 宣吿 する 者な り。 

豫言者 は 神に 代りて 語る 者な り、 天に 口な し、 人 をして 一一 一一 n はしむ、 神 は其聖 を 人に 傳 ふるに 豫言 

者の 心と 口 を 用 ひ 給へ り、 彼 は 神の 代表者なる のみなら す、 亦 その 代言人な り。 

今年の 受難節  明治 三十 SI 年 (一九 0 1 年〕 ー 編者 

ュ ダ 人の 新年 は 春分 前 叉 は 後の 新月 を 以て 始まる もの なれば、 今年 は 三月 一 一十 = を 以て 始まるべき 

す sv- こしの いは ひ 

ものな り、 其 第一 月 をァ ビブと 云 ひ、 我の 舊曆 二月に 當る、 而 して 逾越 節はァ ビブの 十四日 タを 以て 

t2 いれ S-SS ん の：. は ひ 

始まる もの なれば 今年 は 四月 二日 を 以て 始まる、 而 して 所謂 除 酵 節なる もの はァ ビブの 十五 日 を 

以て 始まり 一週 日繽 くもの なれば 四月 三日 を 以て 始まり、 九日 を 以て 終るべき ものな り、 故に 若し ュ 

ダ曆に 照し て 今年 の 受難節の 順序 を 記さん に は 大略 左 の 如くなる ベ し、 

四お 二 口 夕 ィ H ス 弟子と 階に逾 越の 節 筵 を 守る、 食 終へ ての ち橄欖 山に 往く、 ゲッセ マネの 苦 

禱、 イス カリオ テ 5 ュダの 裏切 等 は 皆な 此 夜の 出來事 なり。 

四月 三日 ピラトの 裁判、 十字架の 死刑。 

四月 五日 朝 復活、 此日、 日曜日に 當れ り、 故に 若し 今年 キリストの 復活 日 を 記憶 せんと 欲せば 


之 を 四月の 第一 曰 曜日、 卽ち七 a に 於て なすべし。 

四十の 數 

地の 數 なる 四に 不定 數 なる 十を乘 じたる W 十の 數は 聖書に 於 て は 地上に 於け る 忠難を 示す 數と し て 

用 ゐられ て 居る、 モ I セはホ レブ 山に 登り 四十 日 四十 夜パ ンを貧 はす 水を飮 ます、 卽ち斷 貪して エホ 

バ の 命 を 待てり と 云 ひ (申命記 九 章 九 節)、 豫 一一 一一 n 者 M リャは 四十 日 四十 夜食せ すして 同じ ホ レブの 山 

に 到りし と 云 ひ (列 王 紀略上 十九 章 八 節)、 ノアの 洪水 は 四十 日間 糖け りと 云 ひ (創 f 記 七 章 十七 節)、 

イスラエル の 民 は 四十 年 問 曠野に 流蕩 ひたりと 云 ひ (民 數紀略 十四 堂 三十 三 節)、 H ジプト は 四十 年 

間 空漠の 地と して 存 すべし と 云 ひ (以西 結 書 二十 九 章 十二 節)、 豫言者 H ゼキ H ルは 四十 日間 ュダの 

罪 を 負 ひて 臥すべし と 云 ひ (同 四 章 六 節)、 悪人 は 刑罰と して 鞭 四十 を受 くべ しと 云 ひ (申命記 二十 

五 章 三 節： r 產婦 は產後 四十 日を經 ざれば 聖 所に 入る ベから すと 云 ふ (利 未 記 十二 章 一— 四 節)、 ィ 

H スは 四十 日 四十 夜 曠野に ありて 斷食 せりと 云 ふ も (馬 太 傳四章 二 節) 此 例に 傚 ひて である， 卽ち S 

.-、 るし ふ 

難 又は 劬勞と 云へば ra 十と 云 ふたので あって、 必 しも g; 十の 正 數を云 ふたので はない、 故に ィ H スが 

しる  ぁ 

四十 日 食 を 斷ち給 へ りと 錄 して ある を 見て、 直に 其 事實を 生理 學 的に 說明 せんと 焦心る 必要よ ない、 

前に も 述べ た 通り モ ー セも H リャも 同じく 四十 日間 食 を 斷 ちしとの ことで ある、 1； 十 は 困難 を 示す 數 

である、 故に イエス は 四十 en 間斷 食し 給 へ りと 云 ふたので ある。 
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霊魂不滅と 聖書  ライ ナス 

編者 曰 ふ、 聚書 に堇魂 不滅の 文字 あるな し、 是れ希 臘^ 學の唱 へし 所に して、 聖書の 與 かり 知ら ざ 

る 所な り、 聖書 は 永生 を說き 不朽 を唱 ふ、 而 かも 人の 生 の 性と して 之を說 かす、 神の 賜物と して 

之 を 示す、 永生 は 祌に存 す、 神に のみ 存す、 祌を 離れて 永生 あるな し、 而 して 神の 生命 はィ H スキ 

リ ストに 於て 人に 與 へられたり、 之 を キリ ストに 於て 求めて 我 倚 は 腐 壤を脫 かれて 不朽に 入る を 得 

るな り、 此 事に 關 する 聖書の 指示 は 明 著に して 誤る ベから す、 余輩 は ライ ナスと 著名せ る 米 人 某が 

此 事に 關 する 聖書の 章句 を例擧 せる もの を 手に する を 得 たれば 玆に其 一部分 を譯 して 讀 者の 參考に 

供 せんと 欲す。 

^、 誰が 不滅、 不朽なる 乎 

答、 萬 世の 王、 卽ち朽 す 見え ざな 一 の 神 (提摩 太 前書 一 の 十七)、 彼のみ 不滅 不朽な り、 彼 は 卽ち輻 

た*  、ひ..」：：'  もろ/、  Ai,-- ひとり ©  ©  ©  © 

ある 所の 獨 一 の權威 ある 者、 諸の 王の 王、 諸の 主の 主、 獨 一 死なざる 者な り (问 六の 十五、 十六〕。 

問、 人 は 何人も 素と 不朽なる 者なる 乎。 

答、 死ざる 者は獨 一 なりと 聖書 は 曰 ふ。 

問、 神 は 人に 不朽の 性を與 ふるの 途を 供へ 給 ひし 乎。  - 

答、 神 は その 榮と德 に 因りて， 一 至大.. なる 貴き 約束 を 我 倚に 予へ 給へ り、 此 は爾曹 をして 此 約束に 由り て 一 


ス書 一の 二) 是れ なり。 


キリス 


死 を 魔し. 


福音 を 以て 生命と 壞 ざ- 


に 於て 賜 はる  永 生 な. 


( B マ 書 六の 廿三 y 


ゆに ある 所の 愁の 敗壞 より 脫 かれ 神の 性質 を 有た しめん 爲め なり (ぺテ 後書 一 の ゆ)" 

問、 我 儕の 永生-の 希& 土と は 何 乎。 

答、 謙な き 神の 創 骨の 前に 約束し 給 ひし 永生の 希望 (テ 

問、 此永生不滅の希§1^-は何に由りて示されしゃ。 

答、 ィ H ス キリストの 顯 はれ 給 ひしに 由り て顯 はれたり、 

る 事と を 明かに せり (テ モテ 後書 一 の 十)。 

問、 神の 賜と は 何 ぞ耶" 

答、 神の 賜 は 我 儕の 主ィ H ス キリス 

問、 然 らば 死 は 誰に 因りて 斯^に 臨みし 乎。 

答、 それ 人に 因りて 死ぬ る こと 出たり (コ リント 前書 十五の 卄 

問、 然 らば 人 は M を 求むべき 耶リ 

答、 彼れ は耐へ 忍びて 善 を 行 ひ、 榮 光と 尊貴と 不朽と を 求むべきな」 

問、 神は斯 かる 者に 何 を 以て 報 ひ 給 ふ 乎。 

答 * 神 は 人の 行に 循 ひて 各人に 其 報 ひ を爲し ：：… 水生 を 以て 彼に 報 ひ 給 はん (同 二の 六、 七)。 

問、 我 儕 は 何 を 目的と して 斯 世に 處 すべき 耶。 

答- 信仰の 善き 戰ひ を戰ひ 永生 を 取るべし (テ モテ 前書 六の 十二)、 斯くて 己の 爲 めに 善き 基礎 を蓄 

へ、 未来の 備を爲 すべし、 是れ眞 の 生命 を 得ん 爲 なり (同 十九)" 

問、 生命 を 得る の途 如何。 
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答、 イエス 曰 ひ 給 ひける は 我は復 生な り、 生命な り、 我れ を 信す る 者 は 死ぬ ると も 生くべし と C ョ ハ 

.t^ 傳 十一. の廿 五〕。 .  . 

間、 然 かして 死 は 如何に 成る や。  , 

答、 聖書 は錄 して 死 は 勝に 吞 れんと あり (コ リント 前書 十五の 五 四)。 

問、 何人が 朽ち、 何人が 不朽なる や。 

答、 己が 肉の 爲 めに 蒔く 人 は 肉より 敗朽を 刈り 靈の爲 めに 蒔く 人は靈 より 限りなき 生命 を 刈 取るべし、 

(ガラ テャ書 六の 八)。 

問、 死と 墓との 權 威より 我 倚 を 贖 ふ 者 は 誰ぞ。 

答、 H ホ パロ ひ 給 はく 我れ 彼等 を 陰 "吋の 手より 贖 はん、 我れ 彼等 を 死より 贖 はんと (何 西 阿 書 十三の 

, 十四)， 叉 曰 ひ 給 ひける は 我 は 生ける 者な り、 前に 死し こと あり、 視ょ、 是は 世々 窮 りなく 生きん、 

• 我 は 陰府と 死との 鎗を 持てり (默 示錄ー の 十八： r 

寬容， の 校範. 

(博士  fH、  w> フ ハラ ー 氏の 信仰) 

近頃 此世を 逝り し英國 監督 敎會の 大敎師 F、  W 、フハ ラ ー 氏 は 說の廣 量 寬大を 以て 名高き 人な り 

し， 余 K も 青年時代に 於て 氏の 著書に 由て 涵養 せられし 事勸 から ざり き、 今や 氏の 訃音に 接し、 

舊師を 失 ひしが 如き 感 なくん ば あらす、 人 あり 曾て 氏に 宗敎 上の 意見 を 質す、 氏 は 儀式の 嚴肅を 


以て^せら る.， 監赞敎 食の 敎師 たりし にも 關はら す、 左の 如く 氏の 寛大に して 溫爽 なる 信仰 を 表 

き せりと 云 ふ、 以て 氏の 如何に 慕 はしかり し 人物な りし 乎 を 知る に 足らん。 

喧、 否な、 宗敎は 決して 敎會に 行く ことではありません、 基^^敎は形式ではぁりません、 我 儕の 主 

キリストの 愛 は單純 極まる ものであります、 「信ぜよ 然 らば 雨 宵 救 はれん」 と、 全能の 神 は眞现 であ 

ります、 爾 うして 眞 理は單 純なる ものであります、 單 純なる 基督 信者が 眞 正の 基督 信者であります、 

私自身 は 敎會を 信じます、 亦 機 式 を 信じます、 然し 敎會と 儀式と は 基督 敎の萬 事ではありません、 否 

な、 其 十分の 一 でもありません、 眞 理は大 なる 者で 終に 勝利 をい ：： むる 者であります、 a 典 理は高 境から 

僧服 を 1^ けたる 僧侶に 由て 說 かれても 勝ちます、 砂漠に 獨り 在る 信者に 由て 說 かれても 勝ちます、 冬 

の 風に 由て 山の 嶽に 吹奏 されても 勝ちます、 春の 最も！， 幼雜 なる 小さき 野の花に 由て 谷 問に 吹 込れ て も 

勝ちます、 「我 を 信ぜよ、 然 らば 爾曹救 はるべし」 と、 眞理、 眞现、 理、 …… 誰が それ を 語って i 

がそれ を 聞ても、 それが 雄 辯の 喇叭 を 以て 風聽 される とも 又は 隱れ たる 所に 於て 竊 かに 口に 私語 かる 

ると も、 終に 勝つ もの は 此眞實 であります。 

イスラ ュルと 敎會. 

〇 イスラ H ルは其 完全なる 代表者 ョセ フ の子ィ H スを 以て 其 使命 を 果たせし に 止まらす 又 民族 全體と 

して 共 1K 職 を 成就すべく ある、 イスラ H ルは 未だ 亡びない、 亡びない 而已 ならす 今猶强 健の 民で ある 

彼は國 土と して 寸地を 有せず と雖も 全世界に 湖漫 して 世界 を 家と なしつ i ある、 彼の 子孫 は 減退せ す 
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して 增進 しつ k ある、 何れの 尺 族と 雖も 彼れ イスラ H ルの 如くに 偉人 傑物 を產 出した る 者 はない、 而 

して 此 世が 化して キリ ストの 國と 成る 時 は イスラ H ルが 化して キリ ス トの 僕と 成る 時で ある、 r ィ ス 

ラ H ル の 人 悉く 救 はる、 を 得ん」 とパ ゥ 口 が 言 ひし 通りで ある (口 マ 書 十一 章卄六 節)、 イスラエル 

は 暫時 祌に 棄られ しに 止まる、 是れ 福音の 異邦人に 到らん 爲 であると バウ 口 は 言 ふた (同 三十 節)、 

神 は 選民に か k はる 其 約束 を 忘れ 給 はない、 彼等 は强 健に 存在して 預言者の 曾の 事實 となりて 現 はる. 

る を 待ちつ. - ある、 イスラ H ル全體 が 神の 理想に 介 ふ 傳道師 として 倒く 時は來 りつ i ある、 選 の存 

緩と キリ ス トの 再現との 間に 密接なる 關 係が ある。 

〇 以賽亞 第 g: 十二 章の 言 は 移して 以て 之 を 現今の 基督 敎會 に 當轿 る 事 が 能 る 、 其 責任 の大 なる 神の 彼 

等より 期待し 給 ふ 所の ffi き亦斯 くの 如しで ある、 然るに 敎會は 今や 聾者たり 瞽者た るので ある、 彼等 

は 今や 此^と 妥協して 「^像に 頼み 之に 向 ひて 汝等は 我等の 神な りと 云」 ひつ & ある、 敎會は平和の- 

時には平和を叫び戰1._^の時には戰(„^に贊す、 故に r 此 a^:- は 掠められ 奪 はれて 皆 穴の 屮に囚 はる」、 富 

豪に 賤視 られ 政治家に 嘲笑 せらる， 愤慨 すべき 襄 にして 此の 如き はない、 然れ ども 敎會 に對 しても 神 

は 其 約束 を 忘れ 給 はない、 彼 は 言 ひ 給 ふ 「今 我れ 子 を 生まん とする 婦の 如く 叫ばん …… 育 者 を その- 禾 

だ 知らざる 大路に 行かし め 云々」 と、 神 は 今や 自 から 起ち 給 ひつ & ある、 敎 會の內 外に 彼の 選び 給 ひ 

し 者 を 起して 其 §,1=』31 を 遂げ 給 ひつ & ある、 而 して 斯 くして 世 を 救 ひ义敎 食を醒 まし 給 ひつ、 ある、 B 

官 者の 言 は 今 も猶ほ 文字通り に眞理 で あ る 0 


現今 吾人の If する 聖書 を 以て 無敎會 主義 を 辯 護す る は 頗る 困難なる 業で ある、 そ は 聖書 其 物が 敎會 

に 由て 編成され たる 書で あるから である、 敎會は 自己の 便宜に 從ひ、 或 ひ は 加筆し、 或 ひ は 削除した 

乍然、 敎會は 原作に 添削 を 行 ふに 方て、 之に 現 はれた るィ H スの 精神 を隱蔽 する こと は 出来なかった 

新約聖書 は敎會 の改刪 ありし に關 はらす、 ィ H スの 自由の 精神 を鮮 かに 示して 居る、 而 して 此 精神の 

今の所 謂 敎會に 全然 反對 したる 者なる 事 は 何人が 見ても 明かで ある、 近世の 聖書 研究 は 敎會の 添彻以 

前の 原 聖書 を 吾人に 供し っ& ある、 實に 感謝す ベ き ^ で あ る U 

理想的 聖書 飜譯者 

现想的 聖書 飜譯者 は 第一 に 深き 信仰 家であって、 キリストの 卜 字 架の 救 ひ を 充分に 身に 味 ひし 人で 

たくて はならぬ、 第二に 善き 平！ £^ でなくて はならぬ、 贵族ゃ 僧侶に は 聖書 は 解らない、 第三に 自 W 語 

を 充分に 善く 解した る 者でなくて はならぬ、 而 かも 文字に 拘泥せ すして 其 精祌を 己が 有と なした る 者 

でなくて はならぬ、 第 四 に 傅 道の 實験を 有する 者 で あ つ て 、 所謂 靈魂 の 心理 學を 能く 解した る 者 で な 

くて はならぬ。 而 して 最後に 聖書の 原語 を 能く 解した る 人であって、 希臘、 希 们來、 ァラ ミヤ 及び 共. 

類似 語 を 解す る 者でなくて はならぬ、 得難き は 實に现 想 的 架 書飜譯 者で ある。 
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再臨と 聖， 書 

* 督 W 臨 問題 は 聖書 問題で ある、 聖書の 神 的 權威を 認めて 再臨 を 否む こと は出來 ない、 故に 再臨 を 

S る 者 は 聖書 をぬ ぽす る を 常と す る 、 米國 神學士 にして 或る 宜敎 師學校 に 敎鞭を 取 る 日本 紳士 某の 

近頃 基督 W 臨 を 罵倒す るの 言な りと 云 ふ を 聞く に、 彼 は 言". i た 

聖書の 權 威の 失 はれた 此 時代に 於て 其 やうな 有難 屋の言 ふ 事 (基督 再臨) を 一 も 二 もな く 信じて 

も 此廣ぃ 世の中に 出て は 通 うらぬ 

と、 知るべし 「聖書の 權 威の 失 はれ」 て 基督 再臨 は 「有難 屋の言 ふ 事」 と 成りし こと を、 又此 信仰 を 

戲謔る ロ本メ ソヂス ト敎會 の 牧師 某 は 言 ふた。 

聖書 の 天啓た る や 論語 の 一大 啓た る と 其 性質に 於 て 異なる 所 はない 

と、 而 して 聖書に 關 する 斯 かる 信仰が ii 音 主義 を 標榜す る 所謂 正統 敎會に 於て 公然 唱道 せらる" を 見 

て、 余輩 は 再臨 問題 を 以てする 前に § め-書 問題 を 以て 是 等の 敎 會と爭 ふの 必要 を 認めざる を 得ない ノ聖 

書の 權咸 は呆 して 失 はれた る 乎、 聖書と 論語と は して 同じ 性質の 書で ある 乎、 敎^ よ 余輩に 答 ふる 

所 あれ。 

大家の 證明 


〇 英國 組合 敎會の 本山 は マ ン ス フィル ド大學 である、 其總 長はジ ヨン. A  • セル ビ I 博士で ある、 我 

友好 本 督君丁 昨年 英國を 去りて 歸朝 する 前、 博士 を訪 ふて 聖書 研究に 關 する 意見 を 求めた、 博士 曰く 

ちかごろ  やめ 

「聖書に 關し 余の 思想 は 近頃 一 變 せり、 第 一 余 は 從來の 如く 聖書 を心靈 的に 解す る を廢て 文字 的に 解 

まさ 

する に 至れり、 第二 余 は 今日まで 讀み 米り し 聖書 註解 書の 多 數は之 を.^ に投 する" 勝れる を 信す、 第 

三 聖書 正解の 主なる 途は 文字 其 儘を讀 みて 祈禱に 由り て 神より 啓示 を 求む るに あり」 と、 流石 は セル 

ビ ー 博ト である、 彼 は 我國の 組合 敎會の 指導者と は 違 ふ、 聖書 は心靈 的に 解す ベから す 文字通りに 解 

すべし と、 實に其 通りで ある、 敕 主の 奇跡的 出生、 奇跡的 生涯、 復活、 昇天、 再顯、 是れ 皆な 比譬的 

叉 は心靈 的に 解すべき ではない、 文字通りに、 歷 史的に、 預言 的に 解すべき である、 然 らば 聖書の 意 

味 は 多くの 註解 を 待た すして 明瞭になる ので ある、 聞く 博士 は 今 II の 戰爭に 於て 其 一 子 を 失 はれし と、 

此事盖 し 博士 に 新 光明 を 供す るに 方て 與 りて 力 ありし ならん、 聖書 註解 書 の 多 數は之 を 火に 投 する を 

可とすと は 余も贊 成で ある、 余 は 之 を燒 ない、 骨董品と して 之に 隱居を 命じた、 殊に 近代の 米 國の神 

學 者に 由て 著 はされ し 註解 書 は 無益と 稱 せんより は 寧ろ 有害で ある、 シカゴ 大學、 HI,? 火學、 ュ -I 

ォ ン祌學 校 等の 敎授等 は 信仰の 何たる 乎 を さへ 知らない、 我等 は 彼等より 生命の 糧を 求めて 餓死す る 

さ す が  もと/、  い つ 

まで 1- ある、 流石 は英國 である、 素々 强き 福音 主義 を 以て 始まりし 組合 敎會が 何時までも 今日の 如き 

俗化 的狀態 を續く べきで はない、 コ ロム ゥ H ル、 ミルトン 等の 信ぜし 單純 にして 崇高な る 福 昔 に 還る 

時が 必す來 る、 我國の 組合 敎會は 一時的 變體に 過ぎたい、 組合 敎會は 福音 敎會 である、 余輩 は 組合 敎 

會の 撲滅 を 願 はない、 其 還元 を 祈る、 昔時の 淸敎 徒の 如くに 聖書 全部 を 神の 首と して 受 くるに 至らん 

こと を 祈る、 余輩 は 組合 敎會 の將 來に大 なる X 布 望 を 磐ぐ 者で ある。 
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近代 人の 聖書 觀  一 

一 

米 1： オハ ョ ー 洲ォバ ー リ ン大學 新約 I も， 書 文學敎 授神學 博士  E  -  I  • ボス ヮ，！ ス氏 ：prcf.  Edward  I， 

Bosworth.  D.  D. の 近著 『羅馬 書 註解』 に 依れば、 羅馬書 は 明かに キリス 卜の 再臨 を敎 ふるの 書で あ 一 

つて、 其 事 を 疑 ふの 餘地 はない、 w 臨 を 根本 想と：：^, すして 羅馬書 は 解らない、 然し 乍ら 近代 人 は 再： 

臨 を 信す る 事 は 出來な い 、 近代 人 は 進化 の 现 に 基づく-: 千 {由 萬 物 の 完成 を 信じ、 神の 子の ：冉臨 に H る 新； 

天 新地の 出顯を 信す る 事 は 出来ない、 ■ 故に 羅馬 書の 再臨 主張の 書なる 事 を 疑 はすと 雖も、 再臨 其 もの 一 

は旣に 近代 人の 思想の 中より 撤去せられ たる 者で あると、 實に 正直なる 吿，： n である、 斯く言 ふ 方が 聖： 

書 は-再臨に 就て 語らす と 一一 一一 口 ふよりも 遙に 公平で ある 乂 正直で ある、 玆に 於て か 我等 はパ ゥ 口 に 依らん 一 

乎、 近代 人に 依らん 乎との 實際 問題が 起る ので ある、 近代 人、 。ハウ ロを敎 へん 乎、 .itf は。 ハウ 口、 近代 一 

人を敎 へん 乎、 問題 は 此に歸 着す るので ある、 近代 人 は大膽 である、 彼等 は 千 九 百年 問の 人類の 信仰； 

的權 威に 反對 してまで も 自己の 信仰 を 維持 せんとす る、 而 して 近代 人に 關し 最も 不思議なる 事 は、 ， 彼 

AAAAAA-\"AAAA  <3厶厶<1<-<1<1<<3 厶厶 <"<!△△△△ ム △△△△△△  <"△<△ 厶厶  厶 

等が 斯 くも 公然と 明白に、 旣に 信す るの 價値 なき 思想 を傳 ふると 稱 する 其 聖書 を、 世界 第一 の 書、 又 

は 人類 最上の 經典 として 仰ぎ 戴く 事で ある、 是れ 信す るに 最も 難い 事であって、 之 を 明 {n なる 偽善と」 

稱 して 何故に 惡ぃ 乎、 余輩 は 甚だ 其 解明に 苦しむ ので ある、 羅馬書 は 明かに キリストの： 冉 臨を傳 ふ、 

然れ ども W 臨 は 誤謬で ある、 迷： 一：5 である、 近代人は之を信する^！-が出來なぃと、 「可な り」 と 余輩 は， 

答 ふるので ある、 然 らば 羅 "iiil 書を棄 てよ、 棄 てるのが 正直で ある、 學者 らしく ある、 爾 しないで • 迷 j 


信を敎 ふと 唱 へ つ k 聖書の 至上 權を唱 ふる 近代 神學 者の 爲す事 は 余輩の 到底 解し 能 はざる 所で ある、 

正直と 云ふ點 より 言へば 英國の 無神論者 チヤ ー レ ス. ブラッド u 1. 米 國の非 基督 敎者 "バ ー ト. ィ 

ンガ ー ソルの 方が 近代的 祌學 者よりも 遙 かに 敬 ふ ベ き 信賴す ベ き 人で ある。 
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感 ■ 想、 其 他 

苦 學に 題す 

苦學 せよ、 然れ ども 自己の 苦學に 就て 世に 訴 ふる 勿れ、 苦學 は美德 なり、 是れ 世に 向て 誇るべき 事 

にして 其 憐偶を 乞 ふ ベ き 事に あ らす。 

苦學 とは必 しも 學の謂 ひに あらす、 學は 都て 苦學 なり、 苦學 ならざる 學は擧 にして 學 にあらざる な 

り、 眞 理を究 むる に 眞珠を 探る 時の 注意と 苦慮と なかる ベから す、 眞理は 如何なる 場合に 於ても 額に 

汗せ すして 究め 得る 者に あらす、 學生 は勞働 者の 一種な り、 彼 は 手 を 以てし 腦を 以てして 苦鬪 勝利 を 

得る 者な り。 

勞苦其 物が 重要た る學 問な り， 萬卷の 書も勞 働が 吾人に 供し 得る が 如き 敎訓 を與 へす、 故に 吾人 は 

好んで 贫苦を 友と し師 とすべ きたり、 往昔 は^！: ァ ッ シ シの 聖フラ ン シ スは貧 を 彼の 花嫁と 呼べり、 

而 して 屮古 時代の 歐洲は 彼の 聲に應 じて 起てり、 吾人 今日の 日本人 亦 貧 を 愛人と して 迎 ふるの 要た き 

乎。 

苦學を 喜べよ、 然 らば 苦學は 苦勞 たらざる に 至らむ。 


罪 惡の探 究 

罪惡の 探究 も 宗敎ゃ 哲學の 探究と 同じ やうに 深く 爲 なければ ならない、 世間の 人が 惡人 であると 云 

ふから 惡人 であると 思 ひ、 善人で あると 云 ふから 善人で あると 思 ふなら ば 誰れ にで も 善惡を 15!; 別す る 

事 力 出来る、 然し 日本 今日の 社會は 非常に 惡 ぃ社會 であるから 從て善 惡を區 別す るの は 非常に 六ケ敷 

い、 今日の 日本に 於て は 世間が 以て 惡人 となす 者 は寶は 左程の 惡人 でな くして、 大惡.^ま實はゅ55が 

以て 大 善人と 思 ふて 居る 人の 中に 在る。 

蹦^>>^ての禾.^を已か.2^-に形めて、 自身 は 決して 其責 に當ら ない、 彼は惡 事の 露顯 する 時 は、 世 25 の 

人と 一所に なって、 彼の 使役に 依て 惡事を 行せ し 人 を 責める、 さう して 世間 は 亦た 彼の 獸 ^ ノー 乘 つて、 

もの はない。 

昔し 希 職の ブラト ー は 政ト治 家た る 者 は 皆な 哲學 者で なければ ならぬ と 云 ふたが、 余 は 今の 雜誌 新閒 

記者なる 者 は 皆な 心理 學 者でなくて はならぬ と 云 ひ 度い、 只 罪惡の 表面 計り を 見て 居て、 盲目の 社會 

と 1： 斷を 共に する やうで は 迚も 社 會の木 鋒た るの 職務 は 勤まる まいと 思 ふ、 能く 罪惡の 本源 を 究め、 

感 想、 其 他  ノー 


雜 is  八 o  二 

その 如何に 込み入り たる ものにして 如何に 微妙なる ものなる か を 知らなければ 迚も 眞 正の 惡人を 見出 

す 事 は 出来ない。 

信者の 生涯 

キリスト を 信じない 人の 眼から 見ましたならば^ 共 信者の 生涯 は さぞ 詰らない もの、 やうに 見え ま 

しょう、 芝居の 快樂 もな く、 小說 の快樂 もな く、 酒 や 煙草 は藥 として 用 ゆる 外 は 用 ひす、 世の 功名心 

なる もの は 全く 跡 を 絶ち、 世に 譽 めら れ たく もなければ 鼸ら る、 も 左程 苦痛 を 感ぜす、 只 日 C1 祈禱と 

聖書の 研究と 神の ベ 叩 じ 給 ひし 勞磡 との 他に 爲す ことのな いのは 實に單 調 無味の 生涯の 様に 見え ましよ 

然し 亦 私共 信徒の 眼から 見ます と 世の 人の 生涯 は實に 推察の 至りであります、 僅々 五十 年の 生涯 を 

希望の 極と 定め、 苦勞が あれば 之 を 慰める に 唯 酒と 名譽 とが ある 許りで、 少しの 事に 愤り、 人の 成功 

を 羨み、 妻 は 夫を猜 み- 夫 は 妻 を 信ぜす、 父子 相爭ひ 兄弟 相 疑 ひ、 世の 變遷 と共に 移り行く 生涯 は資 

に 氣の毒 千 萬の 生涯ではありません 乎、 私共 は 何にも 私共 許りが 神に 惠 まれて 宇宙の 眞理を 有つ 者で 

あると は 思 ひません、 然し 私共 キリストの 敎を 信じまして よりせ の 人の 云 ふ快樂 とか 名譽 とか 云 ふ も 

の は實に 夢の やうな ものであって、 空の 空、 虚の虛 である こと を 知る に 至った のであります。 雨して 

私共 信者の 生涯 は 決して 詰らない ものではありません、 私共 キリスト 信者 は 決して 隱遁 者の 類で は あ 

りません、 隱遁 者で ない 許りで はなく、 私共 は キリスト を：；： E する に 依て 始めて 世に出た と 云 ふても 直- 


しい 程であります、 生涯が 全くの 快樂 となり ますの は キリスト を 信じて 後の 車であります、 世の 人 は 

天然の 美を樂 むと 申します が 然し 決して 私共が 樂 しむ やうに は樂 むまい と 思 ひます、 私共 は 花が 美し 

いと か、 月が 淸らか だと か 云 ふて 天然 を樂 しむので はありません、 私共 は 神様の 家と 思 ふて 此 世界が 

慕 はしくなる のであります、 叉 私共 は キリス トを 信す るに 依て 始めて 人 を 愛する と は 何う 云 ふ 事で あ 

るか 5^ 解りました、 人て ふ もの は キリスト を 信す るに 依て 愛らしき^ となりました、 敵 を 敬す ると か 

愛する とか 云 ふこと は 決して キリ スト を 信じない 人の 爲る 事ではありません， 失れ であり ますから 私 

は キリスト 信者と なりました こと を 決して 後悔 致しません。 

泣上戶 にあらず . 

此頃 古雜誌 を 片付て： i5 る 最中 フト 目が 中央 公論と 云 ふ 佛敎雜 誌 に觸れ ましたから 取て 開いて 見ます 

と、 屮に哄 堂 隱士と 云 ふ 人の 書いた 「敎界 の 人物」 と 題した る ー篇が ありました、 如何なる 人達の 批 

評な らんと 讀み 下します ると 第 一 番 が眞宗 僧侶 折" 學 館主 井上 圆了 氏の 批評でありまして、 其次は明：^出 

女學 校長 巖本善 治 氏の 批評で ありました、 其 次 は 驚いた 事に は 『聖書 之 研究 主筆 基督 信者』 なる 私の 

批！ でありました。 私 はせ に は 私 如き 者 を 「人物」 の 中に 數 へて 吳れる 有難い 人 も あるかと 思 ふて 共 

； t を 讀んで 見ました らば 實に奇 々妙々 に 感じました、 我 も餘所 目から 看たら ば 斯う 昆 へ る 者 かと 思 ひ 

自< ^ながら 奇怪の 念に 堪えませんでした、 其 中に 斯う 云 ふ 一 節が ありました、 

世に は 泣上戶 あり、 笑上戶 あり、 氏の 如き は 卽ち泣 上 戶の類 也、 モ の聞昆 する もの 悉く 不平 不滿 

感 想、 其 他  ，  <bRT 


雜 八 o 四 

の 料なら ざるな く、 終 nl ブン. /f\ として 怒り 散らして 止む、 云々 

哄堂隱 士とは 如何なる 明 僧 達識 か は 知れません が 其 人 は 確かに まだ 私の 家に 來た ことのない 人で あり 

ます、 勿論 私 も 人 問であります るから 泣き も 致し ますれば 笑 も 致します る、 然し 私が 泣上戶 であると 一 

は 虚偽の ス天邊 であります、 隱士は 未だ 私の 一恭 好きな 雜誌は 米國紐 育で 出版 せらる \ 「ライフ」 と 一 

て彼圃 第一 の ボン チ雜 誌で ある こと を 知りません、 彼 は 亦 私の 机の 上 を 離れない 書 は 聖書の 外に オル 

ヅォス の 詩集で ある こと を 知りません、 雨して オル ヅォス の 詩 を嗜む 人で 泣 上戶の あり やう 害 はあり 一 

ません、 亦 隱土は 私が 私の 友人 中で 諧譃家 を 以て 許されて 居る こと も 知りません、 若し 隱士 なり 誰な 

りが 私の 家に 来られて 私共 一 家が 師も 弟子 も 下婢 も 主婦 も 同 一 の 膳臺で 食事 を爲る 時の 狀態を 見られ 一 

たなら ば 決して 斯んな 馬鹿な 批； t を 書かれ まいと W わ ひます、 近頃 或る 地方の 友人が 一 日 私の 家に 留ま 一 

られて 後、 故 鄕に歸 て 禮狀を 遣され ましたが 其內に 左の 一 節が ありました。 

拜啓、 此程は 久し振り にて 拜 眉の 榮 を得且 御馳走に 相 成り 難 有 奉 謝 候 

光生の 人生観が 何時も 悲 的なる に 引換へ 先生の 家庭の 快談 沸騰し 横隔膜 以下の 笑 を 以て 充 たさる 

る は 最も 愉快 を感 する 處に有 之 候 云々 

其 他 私の 家に 宿泊た 人 は 誰でも その 佛 法の 寺院の やうな 笑の ない 處 でない 事 丈 は 知って 居られる であ j 

らうと 思 ひます。 

斯 んな瑣 細な 事に 就て 斯 くも 長々 書き 立る は 私 は 何も 自分 を 辯 護し やうと して 爲る ので はあり ませ. 一 

ん、 私 は 目 ッ駄に 他人の 批評に 答へ た 事はありません、 私 は 八 r の 日本人に 泥棒と 云 はれ やうが、 偽 

者と 云 はれ やうが 別に 氣に掛 るに 足る 事で はない と 思 ひます、 然しながら 私 は 泣上戶 であると 云 はれ 一 


て は 耐えられません、 私が 基督 信者で ある 以上 は 私 は 決して 泣上戶 たるべき 者ではありません、 ： 一 si 上 

戶 でありながら 佛 敎 信者た る こと は出來 るか も 知れません が、 基督 信者た る こと は 決して 中： 來 ません ( 

私 は 勿論 偶 に は 怒ります、 若し 私が 怒らない 者で ありましたならば， 私 は 今日 私が 有って 居る や 

うな き 友人 を 有つ こと は 出来ない と 思 ひます、 f に は 怒らない 人が あります、 然し 雨う 一 "二 ふ 人 は 極 

く危ぃ 人であります、 力 ー ライル も 怒りました、 ダンテ も 怒りました、 バウ 口 も 怒りました、 キリス 

トも 怒りました、 私 を 眞理に 導いて 吳れた 先生 達 は 皆な 怒る 人で ありました、 私 は 怒らない 人 を 決し 

て 信じません、 然し 斯う 云 ふ 人 は 今の 日本に は 大分 多く 25 ります。 

然し 怒る にも 怒り やうが あります、 私共 キリスト 信者 は 私情の ために 怒りません、 否な 怒って はな 

りません、， 他人が 打 拳 を 揚げて 私の 頭を撲 つても 私 は 怒りません、 私の 友人が 私に 叛 いて 公然 私を駁 

擊 しても 私 は 怒りません、 私 は キリス 卜に 於て 私自身に 死す ベ き者でぁりますから私自身の^3^-に就て 

は 努めて 怒らない 積り であります。 

然し 爾 うした 所で まだ 怒る 場合が あります、 それ はなんで ある 乎、 今 兹に之 を 云 ふ 必要 はあり ませ 

ん" 

i ふに 世の 人 は 未だ 幸福なる 生涯の 何たる 乎 を 知りません、 私共 キリスト を 信す る 者の 微笑なる 者 

は 何にも 私共が 善き 况 遇に 會 したから とて 私共の 面に 溢れる ものではありません、 之 は 心の 裡の 千仞 

の 深い 所から 湧いて 出る 歡 喜の 外に 現 はれた ものでありまして、 その 何が 故の 微笑で あるか は キリス 

トの 恩惠の 深さ 廣さを 味 ふた 事の ない 人の 知る 所ではありません。 

永生 を 信じ、 復活 を 信す る 者 は 泣上戶 でもなければ 怒上戶 でもありません。 

感 想、 其 他  nsGlA 


ii  .  s: .  八 Q 六 

私 は 世の 批評家に. m. します、 若し 喜ばしき 生涯の 何たる 乎 を 知りた ければ 私の 間 暇の 時に ニー 二度 私 

を 訪问し て 御覽 なさ い、 私 は キリストの 恩寵の 山よりも 高く 海よりも 深き を 語 つて 私の 心の 裡 にある 

希望と歡喜との.幾分かを其人に分配する^8^が出來るでぁらふと思ひます。 

. . - 仰のす、 め 

宗敎を 道樂と なし 給 ふなよ、 宗敎 は 之を眞 面目に 信ぜられよ、 世に 宗 敎道樂 の 多き は事實 である、 

卽ち 冗談 半分に， 宗敎を 信す る 者 は 多い、 諸^？；と我等とは斯く爲さ るべ し。， 

洗禮を 受けて 敎會に 入らす とも 可い から 眞心を 以て 神と キリストと を 信ぜら わよ 、晩餐の 席に 列な 

らゃ とも 可い から 他人 を 畿り友 を 害 ひ 給 ふな、 我等 は 洗禮を 受けて！ 一:3 徒と なる ので はなく して 祌を信 

じ て ：^5者と成 る の で あり、 叉 晚餐 式に 與 つて 天國に 入る ので はなく して 神の 律法 を實 行して 神の 國に 

w び 生れる の； である、 日々 の 家業と 時々 刻々 の 交際が 神に 事へ るの 途 であるから、 敎會に 場せ ぬと て 

不信者で. あると 自 から 思 ひ 給 ふな、 亦 敎會の 内に のみ 神 は 存在し 給 ふと 思 ひ 給 ふな。 

にか 毎. 日 善事 を爲 されよ、 曰 々又は 月々 の牧 入の 幾分 か を必す 慈善事業 のために 溜め 匿 かれよ、 

さ うし て 貧苦 に 迫る 人 か 叉 は社會 の 公益が 之 を耍 求す る 時に は 何時 にても 之に 應す る の 用意 を 常 に 爲 

し 51 ^かれよ、 我等 は 牧人の 幾分 を！： 稅义は 町村 稅 として 政府 又は 役場に 納 むる 如くに、 其 叉 幾分 を祌 


に 納めなくて はならぬ， 若し 阈稅が あれば 神稅も ある 箸で ある、 さう して 神稅は 慈善 iE! 業の 爲 めに 使 

ふ 金で ある。 

我等に 行くべき 敎會 はない、 然し 此 世が 我等の 敎會 である、 我等に 信仰の 友 はない、 然し 人類が 我 

が敎 會の會 員で ある、 此敎會 に忠實 にして 此敎會 に 深切なる 是が 無敎會 主義と 云 ふ もの で あ る 。 

いくら 立派な 信仰 を 有っても 友に 忠實 ならす、 約束 を重ぜ す、 職務に 勤勉でなくて 其 信仰 は 何の 用 

にも 立たない、 宗敎と は 上 は 上帝に 事へ、 下 は 人類 同胞の 爲に盡 す 事で ある、 信仰 は 宗敎の 平分で あ 

る、 我等 は 行爲を 以て 信仰 を 補 ひ、 以て 我等の 宗敎を 完全なら しめなくて はならない。 

人の 誹 誇に 耳 を 傾け 給 ふな、 毒 一 百 は 之 を 吐きし 者 を 毒し、 之 を 吐き 附 けられし 者 を 害す、 恰も 毒蛇 

の 毒が 之に 嚙 まる &者 のみなら す、 毒蛇せ ハ物を も 毒す ると 同然で ある、 鮮 謗と 苦言 との 間に はおの づ 

から 训が ある、 苦言 は 愛 心より 出づる ものであって 誹謗 は 毒舌の 分泌物と で も 云 ふ ベ きもので ある、 

.IT 、しき ひと 

詩篇 第 - 篇第 一 節に ある 通り 義人 は 嘲け る もの k 座に すわるべからざる たり。 

さ  ら.. 、し 

惡 人に 罪 を 着せられた 時には 默て 神の 公平なる 裁判 を 待つべき である、 いくら 疑 察の 雲 は 深く とも 

其晴 る.^ 時 は キット 來る、 神 は 肉眼 を 以て 見る 事の 出来る 者で はない が、 彼が 惡 人の 深き 智慧に 勝つ 

て 終に 善人 を榮 光に 導き 給 ふの を 見て、 吾等 は 其お 在 を 確かめる ことが 出来る、 善人 は 矢張り 善人で 

0  其 他  ，-<o 七 


雑 s  AOA.. 

あって、 惡人は 矢張り 惡人 である、 神の^ 在の 最も 確かなる 證 據は惡 人が 寄って 集って 箬人を 殺さう 

と 欲 ふ 時に 神が 善人 を 活かし 給 ふこと である。 

： 〇 

吾人が 神に 救 はる-は 神の 憐憫に K るに あらす、 憐憫 は 道理な き 感情に して、 神 は 道理な くして -l^i: 

人 を 赦し給 はざる なり。 

吾人が 神に 救 はる、 は 神の愛 心に 因るな り、 愛 は 心情の 道理に 伴 ふ ものな り、 然り愛 は 道理 其 物な 

り、 祌は 道理に 基ゐて 吾人 を 救 ひ、 亦 吾人に 聖 靈をド して 彼の 道理に 順 はしめ 給 ふ、 吾人 は 神の 道理 

(愛) に 基かざる 救 濟に信 を 置くべからざる なり。 

憤 死 

^に 憤死と 云 ふこと あり、 是は 至て 見 ともなき 事な り、 4- れ愤 怒の 餘り、 他人 を 罵て 罵て、 終に 其 

體カも 財力 も 精力 も盡 きて 死す る ことなり、 恰も 南亞米 利加產 の電氣 S1 が 野馬の 水中に 飛込む に會ふ 

て 其 電氣を 放出し 盡し て 終に 容易く 漁夫 の 捕 ふる 所と な ると 同然な り、 死 は 決して 懼 るべき ことに 非 

す、 亦 恥 かしき 事に も あらす、 然れ ども 憤死と 罵 死と は 死の 最も 馬鹿らし きものな り、 吾人 何人も 一 

度 は 死すべき ものな り、 然れど 吾人 は 決して 此 馬鹿らしき 死 を 遂げざる やう 常に 心掛け 置くべき なり „ 


私共の 休養 は M ホバ にあります、 何にも 精神の 休養ば かりではありません、 身體の 休養 も 亦 エホバ 

にある のであります、 私共 は 或 時に 眠られません、 亦 或 時 は 食事 も 進みません、 或 時 は實に 之で 死ん 

で 了 ふので はない 乎と 思 ひます、 然し M ホバは 私共に せ 人の 知らない 能力 を 給 ひます、 私共 は それに 

闪て 復活 致します。 

*  .X- 

夏に なれば 多くの 敎師達 や、 官員 や、 豪商 は必す 避暑に 行きます、 或は 輕 井澤に 或は 1$ 山に 或は 逗- 

子に 箱 根に 鎌 倉に 磬を 避けます、 然るに 私共 年の 始めより 年の 終りまで 働ら き 通して 居りまして、 そ 

れで 何う して 身體が 綾く だら ふと 思 ふ 事が あります、 宣敎師 も 人 なれば 私共 も 人であります、 彼と 我 

との 身體に 差異はありません、 然し 私共に は 休息はありません。 

然し H ホバ は 私共と 伴に 在られます、 M ホバ の 精氣の 一 度び 私共の 心に 臨む 時に 私共 は 百 H も 休息 

した 時. の やうな 生氣を 感じます、 エホバに 於け る 平和 は 山に 於け る 平和に 優ります、 エホバ に 4、 ける 

快樂は 海に 於け る 快樂に 優ります、 私共 H ホバ の 顔 を 眺めて 苦しい 事 は 一 つも 無くなります。 

山个  * 

「我に 取りて は 働く こと は 神を拜 する ことなり」 と 古昔の 人 は 云 ひました が、 私共 は 「我に 取りて 

感 想、 其 他  _<0 九 


^  0  八 一 〇  „ 

は 働く こと は 休む ことなり」 と 云 はんと 欲 ひます、 基督 は 申されました、 「我 を 遣 はし、 者の ぼに 隨ー 

ひ 其 H を 成 畢る是 わが 糧 なり」 と， H ホバの 事業 を 成す 事、 是れ 私共の 糧 であります、 快樂 であり ま ■  一 

す、 歡 喜であります、 之に 從 事して 私共 は 山と 海と に 遊ぶ に 優る の 休息 を感 する のであります (夏期 

講談 * 開設 中認 む)。 

愛の はたらき  . 

何^^-も義務の念に驅られて爲してはぃけません、 愛に 勵 まされて 爲 さたくて はいけ ません * 義務 は； 

私共 を 縛る ものであります、 義務 を 以て 爲 した 事に、 溫 かなる 緩 かなる 所はありません" 

人の 惡を責 むれば とて 其 人 は 直る ものではありません、 若し 人 を 直さん とすれば 其 善 を 認め、 之 を 一 

獎 働す るに 若く はありません、 善の 大 洪水 を 起して 惡の 毒 流 を 洗 ひ 去 る の が 基督 信徒 の 社 < ^改良 法で 一 

あります。  j 

一 

氺  *■  一 

ぷ：  氺  一 

愛 は 人の 惡を念 はすと 書いて あります、 卽ち愛 は 人の 惡に意 を 留めない と 云 ふ 事であります、 他人 一 

の 悪事に のみ 眼の つく 人 は 愛の 人ではありません、 私共 心 に 神の愛 を 受け ますれば 人の 惡が見 えなく 一 

なります、 卽ち惡 に 就て は 盲人と なります、 ； J 度 「親馬鹿」 とか 申しまして、 親に は 其 子の 惡が 見え 一 

ないやう に 私共 も 「神馬 鹿」 とで も 申し ませう か祌の 子と なりて 同胞の 惡が 見えなくなります、 私共 一 


は 神の愛に) 充 たされて 惡に對 して は 全くの 馬鹿者と ならなくて はなり ません。， . , 

祌を 愛して 此 人世 を 見て 御覧なさい、 人^と は 決して 救濟の 希望-のない ものではありません、 此 t 

に は 善人 は， 澤山 居ります、 亦 その 惡 人と 云 ふ 者で も 多少の 善性 を 具えない 者と て は 有りません、 若し 

世に 善なる もの が 全く 無ければ 私共 は 絶？ すべきであります が、 然し 善なる ものが 靳 くも 澤山 ある 以 

上 は 私共、 Q 失望 は 全く 無用であります。 

*  * 

^の 改良と は 人の 善 を 認めて 其 惡に意 を 留めない 事であります、 さう すると 善 は 段々 と 勢力 を 占め 

て惡は 段々 と 自然に 消えて 了い ます、 若し 人が 善 を 以て 私共に 對し ますれば 私共 は 厚く 之 を 謝すべ き 

であります、/ 然し 若し 彼が 惡を 以て 私共に 對し ますれば 私共 は 善 を 以て 之を迎 へ、 水が 火 を 消す やう 

に 善 を 以て 惡を 消さなければ なりません、 悪に 反對 して 私共 は 惡を增 長させる 計りであります、 惡を 

殺す の 法 は 惡に逆 はない 事であります。 

,:个  .V 

*  .X- 

神 は 此世を 救 ひ 給 ふに 懲罰の 劍を 以てしません、 神 は 無限の 愛 を 以て 我等 人類 を 救 ひ 給 ひます、 私 

は 神と は 決して 怒らない 者で あると m 心 ひます、 私共が 若し 神 を 辱める 事が あれば 神 は 私共の ために 泣 

き 給 ふ. のみで あると 思 ひます、 キリス トは實 に 斯う 云 ふ 人で ありました、 彼に 世に 謂 ふ 憤怒なる 者 は 

ありませんでした、 彼 は總て 柔和に 總 て謙遞 でありました、 世に 彼 を 怒らせる 方法と てはありません 

でした、 彼 は 世 を 救 ふの 途 として 私共に 無限の 忍耐 を敎 えられました。 

感想、 其 他  八 I. 一 


故に 私共 は キリストに 習 はなければ なりません、 今日 此 時より 私共の 心の中に 憤怒なる もの 、全く 

無くなる やうに 致したい ものであります、 今日 此 時より 私共 は 惡に對 して は 全くの 馬鹿にな り、 笑顔 

を 以て 隨恚 に對 し、 祝福 を 以て 怨恨に 應じ、 世に 善の 獎勵 蕃殖 を 計て 惡を 消滅 致したい もので ありま 

す。 

信仰と 行 ひ 

聖書に 斯う 云 ふ 事が 書いて あります 

わが 兄弟よ、 人 * 自ら 信仰 ありと 赏 ひて 若し 行なく ば 何の 益 あらん 乎、 その 信仰い かに 彼 を 救 ひ 

得ん や …… 或 人い はん 爾 信仰 あり 我 行 あり、 請 ふ爾が 信仰 を 我に 示せ、 我 は 我が 行に 由り て 我が 

信仰 を爾に 示さん (雅各 書 二 章)  . 

卽ち 私共の 信仰 は 私共の 行に 由て 現 はる k のでありまして、 私共の 行 を 除いて 私共の 信仰 を眞 個に^ 

に 表 はす ものと て は 一 つもありません、 人が 敎師 より 洗 鱧 を 受けて 敎會に 人り たれば とて 其 人の 信仰 

の 有無 は 定まりません、 其 人が 月毎に 聖餐の 式に 列 なれば とて 彼は眞 個の キリ スト 信者で あるか 無い 

か は 分りません。 

人の 信仰 は 其 人の 日常の 行に 由て 分る のであります、 其 人 は 他人の 惡事を 語る 事 を 忌む 人で ある 乎. 

其 人 は 義務 約束 を 果たす 人で ある 乎、 其 人は淚 多い 者で ある 乎、 其 人 は 業務に 忠實 勤勉の 人で ある 乎、 


是 等の 行爲 がんの 信仰 を 試す ものでありまして、 若し是 がなければ 其 人の 表白す る 信仰 箇條 がいくら 

立派で あっても、 其 人の 屬 する 敎會 がいくら； 止 統 正式の 者で あっても、 彼 は 神と キリスト とに-一一 一口？ を 

有たない 者で あると 云 はなければ なりません。 

我等 無敎會 信者に は 我等の 信仰 を 承認して 吳れる 敎師も 敎會も 何にもありません、 我等が 署名して 

恥に 表，： n せし 信仰 箇條 とて は 別にありません、 我等の 多く は 洗禮を 受けない 者であります、 我等に 敎 

き 的 儀式と て は 一 つもありません、 然しながら 我等 は それ故に キリス 卜 信者で ない と は 申し ま 4,」 ん、 

若し 私共に 少しな りと も キリストの 精神と 行と が ありま すれば、 それ は 私共に 取て， 私共が キリスト 

信者た るの 何よりも 好い 證據 であります、 私共 は敎會 員で なくと も 兄弟の 惡事を 語りますまい、 ,，,1 共 

は 洗禮を 受けす とも 出來 得る 丈け の 慈善 を爲 しませう、 私共 は 監督より 堅 信 禮を受 すと も 私共の 業，^ 

を 勵んで 私共の 信仰 を 進め ま. せう、 さう して 若し 世の 敎師、 牧師、 宣教師 達が 私共の 信仰に 就て HE ふ 

事が ありま すれば 私共 は 使徒 雅 各の 言葉 を 以て 答へ ませう、 

請 ふ 雨の：^ 仰 を 我に 示せ、 我 は 我が 行に 由り て 我が 信仰 を爾に 示さん。 

新 年 維 感 

〇 神に 依る 生涯 は 實に倫 快なる 生涯であります、 歲の始 より 其 終まで 歡喜 は連糗 致します、 春に は 春 

の 快樂が あり、 夏に は 夏の 快樂が あり、 秋に は 秋の 快樂が あり、 冬に は 冬の 快樂 があります、 人生 は 

淚の 谷な りと は祌を 知らない 人の 云 ふた 事であります、 左様、 淚の 谷で はあります るが 亦姬 w<t を以 

ife 想、 其 他  、 ， 


て 飾られた る 谷であります。 

C 一  日 は 私共に 取て は 短 かき 一 生涯であります、 朝 生れ、 晝 働き、 夜 は 復活の 希 t マ； を 懐いて 睡眠の 床 

に 就きます、 斯くて 私共に は 一年に 三百 六十 五囘の 生涯が あります、 何ん と樂 しい ことで はあり ませ 

ん乎。 

〇 神の 命 さへ 守れば 宜しい のであります、 世が 如何に 成り：；；： かふが、 人が 私共に 就て 何ん と 思 ふが、 

凡.！ れ 私共 の 如何ん ともす る ことの 出來 ない 事 で あ り ます、 私共 は 正義 有の 俊を實 行し て 、 他 は 之 を 悉 

く 神に 任 かすまで 1- あります、 幸福なる 生涯の 秘訣 は 單に此 一 事に^ると 思 ひます。 

-〇 私共 は 善 をな すに 倦んで はなり ません、 勿論 善 は 一 から 十まで 人に 受け 納れら る. 1 もので はあり ま 

せん、 然しながら 二十 粒 蒔く 善き 種の 中から 一粒 位 ひ は必す 某實を 結びます、 私共が 二 卜 人に 敎を說 

. きまして 其 中 一 人が 誠に 道 を 信じて 吳れば それで 滞 山であります、 樹に 成る 撒ての 架 は 熟する もので 

はありません、 私共の 蒔く 都ての 眞现も 亦 心の 畑に 植え 附 かる ものではありません- 私共 は唯嫩 いて 

倦まなければ それで 宜しい のであります。 

〇 基督 敎は 社會 改良ではありません、 亦 家庭 改良で もありません、 基督 敎は 天國の 道でありまして、 

私共が 今から 之を學 びます の は 天國に 入った 時の 用意 をな すので あります、 私共 は 歡喜 を此世 以外に 

有たなくて はなり ません、 而 して 後 始めて 此 世に 於て 歡喜を 有つ ことが 出来る やうになる ので ありま 

す、 此 世に 歡喜を 有た ふとす る 者 は 世 來世兩 つながらに 於て 之 を 有つ ことが 出來 ません〕  ，， 


「敎 會」 を 辯ず 

基督 敎の 「敎 會」 て ふ 言葉 は 彼の 洗 鱧なる-一- B 葉と 供に 八， n 頗る 世人の 誤解 を 蒙って 居る、 或 人 は 之 

を 普通 一般の 伽藍で ある やうに 說き、 或 人 は 之 を祌の 鱧萍 堂と 考 へて 居る、 言 ひ更 ふれば 彼等 は 「敎 

き」 其 者 を 直に 壯麗 なる 建物と II 付く る 許りで ある やうに 見える。 

風琴 あり ピャ ノ あり 說敎壇 ありて 設備の 立派に 整頓せ る 家屋、 これ 必す しも 神に 禮拜 を捧 ぐべき 處 

に 非ざる こと は眞に 聖書 を 讀んだ 者の M に 了解せ る 所で あらう と 信す る、 救 主 基 # は 人の an ない 山屮 

や 曠野に 於て 祈禱を 捧げ 給うた、 怒 浪岸を かむ 海濱ゃ 山嶽の 絶頂、 貧 兒飢に 泣く 頹屋ゃ 病 者の 枕 邊、 

是等は 一一 コ ライ 會 堂に も 優って 我等が 神と 相 親しむべき 屈竟の 場所で ある、 說 いて 玆に 至れば、 予荤 

は 昔時 北海道の 深 林に、 憂愁 を 神に 訴 へた 事 を 念頭に 思 ひ 浮べざる を 得ない、 天 {4j 快 濶百樹 干 草、 ャロ 

千鳥の 囀る 赤裸 々 の 宇宙に 對し て は 予輩は 思 はす 感謝の？ 紫 を 放 つ て滿 腹の 熱情 を 披瀝せ ざる を 得な い 。 

或 人 は 叉 說明を 下して r 敎會」 とは卽 基督 信者の 團體 であって 其 目的と する 所、 信者 は 勿論 未信者 

も 相 共に 集合して 各自の 信仰心 を 涵養し 又は 喚起 せんとす るに 在る ので あると いうて をる、 中し こし 

も 亦 殆んど 無意味の 解釋 に過ぎない、 成程 吾れ 一 人で は 信仰が 冷却 するとい ふ 心配 も 一 應. H 尤の康 で 

あるが、 f 「敎 會」 其 者 を 一 般の圑 體と同 一 視 して、 それで 敬虔な 神聖な 想念が 浮んで 來る もので 

あらう か、 高， 淸淑の 思考 はさて おき、 これからして 敎勢 扶植な どい ふつ まらぬ 野心が 我 精神 を. 抵^ 

せしめて 其 極 測る 可らざる 種々 の 弊害が 起って くると いふ 禍 はなき か、 今日の 政黨 やき 社 等の 如く 尊 

感 g い 、其 他  A 一 


ら 現在の 利益の み を 目的と して 立って 居る 團體 であるならば それ こそ 澤山 有力 家の 贊 成人 會を 乞うて. 

權 力の 膨大 を 計る 必要 も あらう が、 世と 戰 ふべき 基督 敎徒 がか k る S 見より して 俗臭 政 客の 所行 を模ー 

する に 至って は 是れ實 に 非 基督 的 精神の 最も 甚 しきものと 云 はなければ ならぬ o  .  . 

r 敎會」 と は元來 H ク レジ ァ (ekldesia) と 云 ふ ギリ シ ャ 語より 來 つたる 首 紫で ある、 之 を 分析し 

て 見れば elc は out  (外) kle は call (呼ぶ) で、 「外へ 呼び出される」 とい ふ 意味 を 含んで 罟る、 

00O00OOOOO0OO  0OOOOOOO0OOOOOOO0OO0O 

卽 H ク レジ ァとは 神に 呼 出され、 選拔 された る 人の 全 體を稱 する の 言葉であって、 斯様な 人々 は、 た 一 

とへ 森林 中に _k 禱 らうが、 山の 上に 於て 禮拜 しょうが、 穴. j の 小鳥と 共に 讚美の 歌 を 歌 はう が 其 人 自身； 

が卽ち 立派な r 敎會」 である、 故に 「敎 會」、 H ク レジ ァ とい ふ もの は 選出され たる 信者の 裏に^ 立 一 

して 居る のであって、 何も 金銀 を 鏤め 五彩 を 飾った 建築物の 外観に 在る ので はない、 保 羅は刊 l^la  in 

カゃコ リントに 「敎 會」 を 立てた、 併し 貧乏なる 彼 は 「敎 會」 の 建築 者ではなかった、 從て彼 は 建物 一 

を 大切に せよ と敎 へなかった に 相違ない。  」 

ー體 この 人 を 信者に 化よう、 あの人 を會 員に 取 込まう とする の は 神 を 蔑 にした る 振舞であって 頗； 

る大 失態の 所爲 とい はなければ ならぬ、 吾々 は 福 昔 を 人々 に宜傳 ふること は 出来る、 併しながら 同胞： 

が 之 を 信す るか 信ぜぬ か は 全く 神の 干 與り給 ふ 所であって、 吾等 人間の 力の 及ぶ 所ではない、 眞 のキ， 一 

リスト 信者 は 神に 喚 出された る 者で ある、 眞の敎 會員は 神の 御 心に 協 ふたる 者で ある、 それ をし も考 i 

へす して 自分の 口舌 や 策略 を 以 て 無 理 無 態 に 人々 を 共 仲 問 に 引 入れよう とする は 偕 上と いはん か 越權. 一 

とい はんか、 これ 實に キリスト 信者に 取て 逭る 可らざる 罪業と 見做さなければ ならぬ。 

予は是 迄 或 一 種の 基督 敎界の 先生 達と 度々 會談 した ことがある、 彼等 は傳 道の 方法に ついて 其 だ 雄 一 


辯で ある、 而 して 「近頃 敎勢 如何、 敎會 の耿況 如何」 と は 彼等が 人々 に對 する 得意の 質問で ある、 予 

はか、 る 先生に 會 する 毎に こ れ 實に予 等と 直反對 の 人達であって 決して 我 黨の士 ではない と考 へた、 

予の 亜米利加に 在て 博士 シ ー リ ー 先生に 見 ゆる や、 先生の 口から 出た 質問 はこれ であった 「貴君 は 彼 

れを 信じて 最 u.;- 幾年になります か」 と、 「彼」 と は 何ぞ、 予は 直に 之 を 解す る ことが 出来なかった が、 

はたと 思 付いて あ、 流石 は 先生の 一 百で あると 感心した こと を 今に 尙 記憶して 居る。 

然るに、 こ K に 一 つの 實際 問題が 起って くる、 何かとい ふに、 召された る は 何人なる か、 召された 

りと いふ 其證據 は 那邊に 存在す るかと いふ 問題で ある、 その 大體は 誰れ にも 分明る、 が 其 詳細に 至て 

は 3： 人 も 窺 ひ 知る こと はでき ぬ、 一言 以て 云 はば 基督の 人世 觀、 復活、 其 他 世の中の 智惠 では 了解の 

でき^ぬ る こと を 神より 啓示され たる 時 は卽其 人が 召 出 された る 中の 一人と なった ので ある、 併し 世 

に は 偽善者なる ものが 跌 凰して 居る、 平身低頭 予れを 選び 給 ひし を 感謝す と 切りに 神に 祈って 居る 人 

に 就て 其 言行 を みれば 已を處 する に は 緩に して 人 を 貴む るに は 甚だ 急なる ものが 多い、 如 此きは 決し 

て 選ばれた る 人で はない。 

總 じて 世の中の 智惠に は 限涯が ある、 善と いひ 正義と いふ も 吾々 に 利益 を與 ふるもの を さすに 外な 

ら ぬと 多くの 人々 は考 へて 居る、 卽善惡 と は 畢竞其 事物の 結果に より 判斷 すべき もので、 若し 善に し 

て 利 ハ盐其 者 の 伴 ふ ことな くんば それ は 吾人 の 行 ふべき ことで はない とい ふに 歸 着さ せ て 了 ふので ある、 

予 嘗て 大學の 哲學 博士 某と 宗敎 上の 談話 を 試みた ことがある、 博士が 云 ふに は 自分 は 何う しても 神 を 

信じ 基督 を 信す る こと は 來な いと、 そこで 予は 博士の 所謂 道德の 根本、 標準なる もの いづれ に存せ 

るか を 質問した、 博士 は それ は 勿論 國家 であると 答 辯した、 然 らば 其 所謂 國 家と は 明 ほに して 疑 ふ 可 
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ら ざる もので あるかと は予が 博士に 對 する 第二の 質問であった、 所がい や 夫 は 充分 明^なら ぬに して 

も 兎 に 角 國家其 者が 神、 キリスト などよりも 國民を 導く 上 に 取 て 都合 の 宜しい ものである とい ふ 返答 一 

を 受取った ので ある、 卽此答 辯に 徵 して 05- れば 此^ 學 博士 は 國家其 者 を 道徳上の 土臺、 根本と する がー 

人民に 取って 何よりの 利益で あると 考 へられた ので ある、 &の 日本 國は 帝國 主義 を 取らなければ なら 一 

ぬと いふ 議論 も 所詮 は 利益 上の 議論に 外ならぬ、 佛敎の 僭 侶が 地獄 極 樂說は 田舍の 匹夫 野人 を說 付け； 

るに 都合が 可い と 思うて 說法 をしたならば それ も 前と 同じ 樣な 利益 一 方の 振舞で はない か、 基 眷敎に 

して 智者 ゃ學 者に はュ 一一 テリアンが 宜しく 愚者 や 貧民に は未來 {仪 活 位のと ころ を說 いて 聽 かせる がよ 

いと 云 ふなら ば、 それ も 言語 同斷の はなしと 云 はなければ ならぬ。 

以上の 如き 說を眞 面目に 唱 へ て ：15 る 樣な人 は 確に 祌に 選ばる、 の资 格な き 人であって 彼等 は實 に眞， 

面目なるべき 人世 を戲談 半分に 考へ て 居る 人達で ある。  一 

吾人が 全く 現世 的の 利得 を 蟬脫て 其 以外に 超然 自立す るに 至る は 靈の 特別の 援助に よるに 非 すん 

ば 決して 爲し能 はざる 事で ある、 吾々 が 特別に 天の 啓示 を 受けて 世上の 智惠、 慾 毀譽 褒貶より 一 

切 絕緣し て 正義 天道 を 求めん とする 心が 鹿の 谷水 を 慕 ふが 如くに 起った とすれば それ こ そ卽神 に 召 出 一 

だされた る 一 の大 なる 徵候 である。  - 

我等 日本人の 宗敎は 我等 日本人の 力に 賴て 起されねば ならぬ、 我等に 外人の 封 £ 助 を 借りて 輪焕の 美ん 

を 極む る 禮拜堂 を 建てよう との 野心 は 無い、 併し 吾等 は眞の 意味の r 敎會」 を 到る 處に 立てて 見たい； 

考 である、 吾等 は 吾等 の 力の 及ば ん 限り 神 の 福音 を宜 ベ 而 して 巳に 其； i 昔 を 信じた 者に 對し て は 汝等ー 

ます-, \ 神 を 愛し 同胞 を 愛せよ とい はば それで 充分な りと 信す るので ある。  ， .j 


若し 一 度祌を 信じた 人が 眞に 選ばれた 一 人であるなら ば 其 人 はたと へ孤獨 となって 山野の 間に 屏息 

しょうが、 將 たまた 紛々 たる 俗人 社界 に 揉まれよ うが 決して 中道に して 其 信念 を 墜落す る 心配 はない、 

され ど 其 人が 眞に 選ばれざる 一 人であるなら ば、 たと へ大都 會の會 堂に 出入して 吾 は 立派なる 基督 信 

者で あると 自慢しても その 信仰 は 日 と共にい よ-/ \ 冷却し 來 るに 相 遠ない。 (述) 

辱 か しめられし 時 

〇 私 は 或る時、 私の 目下の 者 共に 辱められます 時に 實に 堪え難く 意 ひます、 . 私 は 如何しても 其 人を赦 

す こと は 出来ない やうに 感じます、 私 は 如： E かして 其 人に 私の 受けた 侮辱 を 報 ひたく 思 ひます。 

〇 爾ぅ云 ふ 時に 私 は 私の 救 主の 事 を 思 ひ 出します、 彼 は 私よりも 甚 しい 侮辱 を 受けられました、 彼 は 

彼が 救 はんとし 給 ひし 者に 殺されました、 然しながら 彼 は 自由に 彼等 を赦 されました、 私が 今； U 私の 

目下の 者 共より 受 くる 侮辱 は 私の 救 主が 骨の 人々 より 受けし 侮辱に 較 ぶれば 實に 何でもありません。 

〇 私に は 人を赦 すの 能力はありません、 然しながら 私 は 之れ を 私の 救 主から 受 くる 事が 出来ます、 私 

は 彼に 頼って 何人で も赦す ことが 出来ます、 私が 赦 すので はあり ま iJ ん、 私の 救 主が 私に 由て 赦 され 

るので あります、 爾 うして 私の 救 主の 赦 される 人 を 私 は 自由に 赦 さなければ なりません。 

〇 使徒 保 羅 は 白し ました 「我 は 我に カを與 ふる キリストに 因りて 諸ての 事 を爲し 得るな り」 と (腓立 

比 書 闪 章 十三 節)、 私共 は 私共に 力 を 給 ふ キリストに ra りて 如何なる 敵 を も赦す ことが 出来る 害で あ 

ります、 私共が キリストの 奇踏カ を 要する の は 實に此 時に 於て あるので あります、 卽ち 大事 を 爲す時 
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に此 カを耍 する ので はなく して、 大 侮辱に 耐え、 能く 之 を赦す 時に 之 を 要する のであります、 故に 保 

羅は 亦，：：： しました 「神の 榮の權 威に 循 ひて 賜 ふ 諸の 能力 を 得て 强 くな り、 凡ての 事 f 告 びて 恆 忍び 且つ 

久 耐え」 と (哥羅 西 書 一章 十一 節)、 卽ち 忍耐に は 神より 脇 ふ 諸の 能.. 力が 要る との 事であります。 

〇 私共 は 亦 身に 多くの 侮辱 を 受けて 始めて キリ ストの 十字架の 苦 を 推量る 事が 出來 るので あります、 

若し 私共が キリス 卜の 心に 入らん と 欲するならば キリ ストが 受け 給 ひしゃうな 同じ 侮辱 を 私共 も 身に 

受けなければ なりません、 私共 をして キリストと 同情 推察の 人と ならし めんた めに は 侮辱 は 私共の 身 

に 取て 最も 必要なる ものであります、 祌が 私共に 此 苦痛 を 下し 給 ふの は 私共 をして 一 暦 深く キリスト 

の 心 を 知らし め 給 はんとの 神の 聖旨に 因る ので あるに 相違ありません。 

我と キリストと 

〇 私共の 敵が 私共 を 罵る 時には 必す 私共の 救 主と 宗敎と を 篤り ます、 彼等 は 思 ひます、 「私共の 心 を 

苦しめる に 最も 好き 手段に して 私共の 主なる ィ H ス キリス 卜 を 篤る に 勝る もの はない」 と、 恰 かも 子 

の 罪 を 責め るに 其 親 を 責める やうに、 彼等 は 私共 を 責め るに 方て 必す 私共 の 主 を 責めます。 

〇 爾 うして 彼等が 想 ふ 通り 私共 は 私共の 主 を 篤ら れて 非常に 痛く 感 する 者であります、 私共 は 私共の 

主の 榮 のために 何事 をも爲 さんと 欲する^ であります るから、 私共の 敵に 私共の 主 を 篤ら れて 私共 自 

身 を 篤ら る、 よりも 痛く 感じます、 私共の 敵 は 私共の 痛 所 を 善く 知って 居ます、 故に 彼等 は 私共 を責 

. り .U つ  つ 

むる に 力て、 ゼす此 痛 所 を衝き ます。 


〇 然しながら 恁 くせられ て 私共 は キリ ストと 同 一 體の 者で ある こと を覺 ります、 若し 私共と キリ ス ト 

あ i  _ つ 

との 關 係が 左程に 親密な ものでありません ならば 私共の 敵 は 私共 を 攻める に 方て 私共 を 攻めて キリス 

トを 攻めない 害であります、 然るに 彼等が 私共 を 困し める に 最も 好き 手段 は 私共の 救 主なる キリ スト 

を 攻める にある を 知る 處 より 察し ますれば 彼等 敵 人の 眼に も 私共と キリス 卜と は 非常に 親密の 者で あ 

る 事が 分って 居る と 見えます、 是れ 敵の 立 證に據 る ことで はあります るが、 然しながら 私共の 名譽と 

して 此上 のこと はありません。 

〇 私共 を譽 める 時には キリスト を譽 め、 私共 を 罵る 時には キリスト を 篤り ます、 鳴 呼、 私共と キリス 

ト とは斯 くも 相 離るべからざる ものである こと を 知りまして、 私共 は實に 感謝に 堪えません、 「耶蘇」 

の 名 は 何と 名譽の 名ではありません か、 「聖書 先生」、 嘲弄の ために 發 せらる- -此名 稱に私 は 無量の- 

名 譽と責 任 と を 感じます 0 

最も 幸福なる こ と 

世に 最も 幸 幅なる こと k は 人に 善を爲 して 其 人に 惡 しく 思 はれ 叉 惡 しく 言 はれる ことであります、 

斯く 爲られ てこ そ 私共 は 始めて 基督の 御 心が 解る のであります。 

人に 善を爲 して 其 人に 善く 思 はれま すれば それに は 何の 報酬 もありません、 彼の 爲 めに 善 を 計って 

彼に 窘 しめら るれば こそ 私共 は 天に  >1  布 望 を 置く ことが 出來 るに 至る のであります。 

人に 善を爲 して 其 人に 窘められ、 闞 うして 心に 喜んで 其 人を赦 し、 更に 其 人の ために 善を爲 さんと 
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欲 ふに 至て 私共の 品性 は 稍 や 完成 さ れ たと 云 ふこと が 出來 るので あります、 忍耐 練達が 此に 至ります 

まで は 私共 は 心に 安 じて はなり ません。 

私共 は 神が 私共に 多くの 私共 を 憎む 人 を 下し 給 ひました ことに 就て 感謝し なければ なりません、 斯 

くて 私共 は 私共の 信仰 を 練る の 機 會を與 へられ 之に 依て 私共の 救 扬を完 ふす る こと が出來 るので あり 

ます、 私共 は 私共 を 窘める 人々 の 前に 平伏して 彼等の 好意 を 謝すべき ではありません 乎。 

惡 人の 世に 在る 理由 

神 は 何故に 多くの 惡人を 造り 給 ひし 乎と はたびく 私共 の 心 を 苦しめる 問題で あり ます。 

或 人は此 問に 答へ まして、 是れは 地獄の 人口 を 供給す るた めで あると 云 ひました、 然しながら 私共 

は 其說 に 服す る こと は 屮： 來ま せ ん 。 

祌が 多くの 惡人を 世に 造り 給 ひしの は 一 つ は 神の 恩惠を 世に 顯 はさんが ためでなくて はなり ません、 

神の 恩惠を 以てして 救へ ない 惡人 はない 害であります るから、 丁度 多くの 大病人 を 病院に 牧容 して 醫 

師の 伎； W を 試す やうに、 祌は 多くの 惡人 を此 世に 送って 其 偉大 の 救 濟カを 試め さる k ので あるか も 知 

れ ません. -  , 

然し 惡人 の 用 は 之に 止まりません、 世に 多くの 惡 人が ありて 總 ての 奸計 を 運ら せば こそ 善人 は 始め 

て 善人と なること が 出 來 るので あります、 悪人の 存在 は實に 善人 產屮： のた めの 必要でありまして、 惡 

人の 居ない 世界に 於て 眞 個の 善人が 出 やうと は 如何しても 考 へられません。 


斯くて 惡 人は此 世に 於て 決して 用の 無い 者ではありません、 神の 乎に 使 はれて 彼等 は 天 の攝 理を援 

けつ k ある 者であります、 彼等 ありし に 由て キリス トは 十字架の 上に 無限の 愛を顯 はすこと が 出来た 

のであります、 彼等 あるが 故に 私共 も 神に 依て 私共の 罪より 免 かれ、 私共の 身に キリストの 愛の 幾分 

か を 表 はすこと が屮 I 來 るので あります、 神に 感謝すべき こと は數 限りありません が、 然し 神が 惡 人の 

多い 世の中に 私共 を 送り 給 ひし こと は 是れ亦 殊に 私共の 神に 謝すべき ことで あると 思 ひます。 

善 を爲せ 

何んでも 胸く が 善う あります、 善を爲 して 決して 損 はない 害であります、 若し 形 を 以て 其 結 raK が 現 

はれません ければ 心に 於け る 神の 恩惠を 以て 現 はれます、 善 は何處 まで も 善であります、 善が 惡 とな 

りゃう 苦 は 決してありません、 善が 惡 しき 結果 を來 たす やうに 見えても 私共 は 決して 意 を 傷めて はな 

りません、 善 は必す 善き 果を 結ぶ に 至ります。 

故に 善を爲 ない  一 口 は 損失の 一 日と 見做さなければ なりません、 金 は 儲っても 善を爲 さない 日は揖 

失の 日であります、 名は揚 つても 善を爲 ない 日は墮 落の 日であります、 私共 は 金 や 名 を 持って 未来の 

裁判の 前に 立つ 者ではありません、 其 時に 私共の 辯 護の 用 をな す 者 は 私共の 爲 した 善であります、 此 

永久の 價値 ある 貨幣 を 積まないで 私共 は實に 不安心の 極に 居る 者であります、 私共 は ドレ 丈け の 善 を」 

爲し たか、 是れ 私共が 日毎 の 帳簿 によく 書き留め 置く ベ きこと であり ます。 

嗚呼、 善、 善、 善、 是を なすた めに 私共 は此 世に 生れて 來 たのであります、 金 を 儲けに 來 たので は 
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ありません、 位階 や 勳章を 貰 ひに 来たので はありません、 又必 しも 世に 所謂 事業 を爲 すため に來 たの 

でもありません、 善を爲 すため に來 たのであります、 善を牧 獲し に來 たのであります、 私共 は 何 を 措 

いても 善を爲 さなくて はなり ません。 

避 暑 _ 

〇 夏が 来たと て必 しも 避 暴 休養し なければ ならない と 思 ひ 給 ふな、 夏 も 矢張り 神が 造り 給 ふたもので 

あります から、 是は必 しも 避けねば ならない 者ではありません、 夏に は 夏に 於て 爲 すべき 事業が あり 

ます、 又 山に 逃げ 海に 遁れ すして 之 を 消費す るの 途 があります、 必す しも 或る人々 のな す やうに 暴 を i 

惧る& こと 死 を 惧る& が 如く、 總 ての 事業 を 打棄て 置いて 山に 逃げ 登る の 必要はありません， - 

〇 若 し 神が 閑暇と 資力 を與 へ、 神の 事業の 何に 障害 を 來すこ ともなし に 休む ことが 屮 Z 來 るなら ば 感謝 

して 御休みなさい、 海に 俗し、 山を攀 るの は必 すし も 身 體を强 くす るた め 斗り ではありません、 直に 

神の 造り 給 ひし 天然に 接して 天然の 神に 接する ためであります、 私共 は 信仰 養成の ために 避暑すべき 

であります、 惰眠 を 貪る ために 之を爲 して はなり ません。 

「我 身」 

わがみ  こと こ と ^ 

〇 世に 「我 身」 とい ふ 言辭が ありま すれ ども、 是れは 基督 信者の 言辭 ではありません、 「我 身」 とーl^ 


へば 如何にも 此 身が 我が 所有であって、 他の もの はい ざ 知らす、 此 身丈け は 我が 氣俊 勝手に なすこと 

が 出来る やうに 思 ふ 人が 多くあります るが、 然し 私共 基督 を 信す る 者に は 我が 所有と 稱 すべき もの は 

一 つもありません から、 隨 つて 我 身なる もの もありません、 此身 は是れ 神の 所有でありまして、 我の 

勝手にす る ことの 出来る ものではありません、 是は祌 の 御 役に 供すべき もの、 祌の榮 光を顯 はすべき 

もの、 神の 祭壇の 上に 獻 ぐべき ものであります、 是れ をば 「我 身」 なれば 是を 殺す も 活すも 我が 勝手 

なりな ど 云 ふ 人 は 未だ 此 身が 如何に 貴い ものである 乎 を 知らない 人であります。 

神聖なる 商業 

〇 世に 神の ために 眞 理を傳 ふる 者 はあります、 祌の爲 めに 筆 を 執り、 又は 神の ために 風琴 を彈 する 者 

はあります、 神の ための 傳道 はあります、 神の ための 慈善事業 も 無い 事ではありません、 然しながら 

世に 採しても 無い もの は 神の ためにす る商寶 であります、 神の ためにす る 農業であります、 神の ため 

にす る 製造業であります、 多くの 人 は 傳道は 神の ためであって 商業 は 金の ためで あると 思 ふて 居り ま 

す、 彼等 は 商業で 金 を 儲けて それ を傳 道の ために 寄附 すれば それで 祌 のために 盡 したと 思 ふて 居り ま 

す、 彼等 は 商業 其 物が 神聖なる ものであって、 是 れが傳 近の 一 つで ある こと を 知りません。 

〇 使徒 保 羅が傳 道 に 從 事し た 心 を 以て 商業 に 從 事す る 人が 欲い ものであります、 商品 を 商品と して 見 

る ことなく、 神より 委ねられ しものと 思 ふて 之 を 取极ふ 人が 欲い ものであります、 斯う 云 ふ 人 は必す 

商業に 於ても 成功す るに 相違ありません、 斯う 云 ふ 商人が 世に出て こそ 天 國は此 世に 來 るので ありま 
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す、 信仰 を 以て 商業に 從事 する 人、 是れが 私共の 最も 兑 たく 欲 ふ 者であります、 此 誌の 讀者 諸君の 中 

に 此の 聖き 筌を懷 かる、 人はありません 乎。 

舞  閱 

今 は 暗黑の 世の中であります、 今 は 猜疑の 世の中であります、 人 は 神 を 求めん とせす して、 理想の 

人 を 看 出さん とのみ 致して 居ります、 故に 彼等 は 日々 失望し、 煩悶し、 且つ 怒て 居ります、 彼等 は祌 

の 子と 成らん と はせ すして、 人の 弟子と ならん として 居ります、 彼等 は 祌の懷 に 還らん と はせ すして. 

人の 袖に 線らん として 居ります、 雨う して 其 人が 彼等の 想 ふ 通りの 人で ない 故に、 其 人に 唾し、 其 人 

を貌視 めて、 多少の 快 樂を白 己の 心に 牧 めつ、 あります、 實に キリストの 父なる 天の 神 を 知らない 人 

の 心 ほど 淺 墓なる ものはありません、 然るに 世の 人が 萬 人が 萬 人まで 斯 かる 淺 ましき 人で あるの を 思 

ふて 私共 は 時には 淚を 流さ る を 得ません、 …… 宇宙の 孤兒、 rsw なく 叉 世に 在て 神な き 者」 (以弗 

所 書 二 章 十二 節) と は實に 彼等の ことであります。  , 

〇 基督 信徒 相會 する 時に 何 を か 語らん、 聖書 は 聖徒の 交際 術 を 示して 曰く 詩と 歌と 靈に 感じて 作れる 

賦とを 以て 互に 相敎へ 相勸め 恩惠に 感じて 心の中に 神 を 讃美す べしと (哥羅 西 書 三 章 十六 節)、 若し； 


斯く爲 す は 餘り眞 面目に 過ぎて 交際の 道に 適 はすと 云 ふ 者 あらば * 彼 は 未だ キリ ス トの心 を 知らざる 

者なる こと を自覺 して、 直に 彼の 基督 信徒なる 名 稱を撤 M すべ きなり。 

〇 爾曹 すべての 很毒、 …… 喧嚷、 誇讒 また 諸ての 惡意を 己れ ょリ 去るべし、 互に 仁慈と 憐恤 あるべし、 

キリストに 在りて 神 雨 曹を赦 し 絵へ る 如く 繭曹も 互に 相赦 すべし (以弗 所 書 四 章 三 一、 二三 節)、 是 

れ 評判 的 基督 敎を 絕對 的に 否認す る聖 語な り、 若し 是れ ある も 好んで 兄弟の 批評に 耽ける 者 あらば、 

彼 を敎會 外に 放逐す る も 可な り、 そ は 彼 はすべ て 姦淫す る 者、 汚稷れ たる 者、 貪婪 者と 偕に キリスト 

と 神との 國を嗣 ぐ を 得 ざれば なり (同 五 章 五節：；。 

安 心 

宇宙 は 其 細目に 至る まで 神の 支配し 耠ふ 所の ものであります、 祌の 許可な くして は 一 羽の 雀 すら 地 

に 落ちません、 叉 私共の 頭の 毛まで が 皆な 算 へらる i とのこと であります、 斯 かる 世に 在て 斯 かる 神 

を 信す る ことで ありま すれば 私共 は 何事に 關 はらす 安心して 居るべき であり ます、 私共 の 兄弟が 私共 

さかん  ，、ろし  おとしい 

に 逆って 私共 を 困め ませう が 私共の 友が 私共 を賣て 私共 を 死地に 陷れ ませう が、 私共の 事業に 大 妨害 

が 起り ませう が、 是れ 皆な 愛なる 天の 父の 主宰の 下に 成る ことで ありま すれば、 私共に 益 を なすこと 

：  す.. へての こと  まね 

であって 決して 害 を なすこと でない に 相違ありません、 「萬 事 は 神の に 依りて 召 かれた る 神 を 愛 

する 者の 爲 めに 悉く 倒き て 益 を なす」 と は實に 慰藉 を 以て 充 たされた る 言辭 で あります (羅馬 書 八 章 

二十 八 節： r 
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妨 害 

或る時 は 私共の 事業に 非常の 妨害が 來 ります、 私共 は 之に 遭遇して 非常に 心 を 痛めます、 私共 は 其 

時 は 神の 攝理を 疑 ふに 至る 事が あります、 私共 は 想 ひます、 神 は 私共 を 捨て 賜 ふたので はあります ま 

いかと 0 

然るに 少しく 心を靜 めて 考 へて 見 ますれば 妨害が 決して 妨害で ない 事が 釗 ります、 卽ち之 は 神が 私 

共の 事業に 新 方針 を 與へ給 はんため に 下し 給 ふた 恩惠の 手段でありまして、 之に 隨て 私共 は 更に 自由 

と 活動の 域に 出づる ことが 出來 るので ある こと を 私共 は 看 出します、 實に 神 を 信す る 者に は 惡ぃ事 は 

一 つも 來 りません、 彼に 臨む もの は 善き 事 9r りであります、 私共の 生涯 は實に 感謝の 連續 であります。 

信者と 不信者との 區別 (再び) 

〇 世に 我 ほど 不幸なる^ はない と 言 ふ 人 は 不信者であります、 世に 我 ほど 幸福なる 者 はない と 言 ふ 人 

が 基督 信者 であり ます、 信者と 不信者と を區 別す るの は 至て 容易 であり ます。 

〇 泣 言 を 云 ふ 者 は 不信者でありまして、 何の 不平の 訴 ふべき 事の ない 人が 信者であります、 幾度 洗禮 

を 受けても 聖餐式に 何度 列っても 心に 罪の 赦免の 歡喜を 感ぜす、 愛なる 神 を 認めない 者は眞 個の 不信 

者であります、 私は歡 のない 信者 を澤山 見ました、 雨う して 私 は 直に 彼等 は 立派なる 不信者で ある. J 

と を 認めました。 


石婦の 慰藉 

讀 者なる 或る 姊 妹より 充の 意味 深き 書面 を 寄せら る、 

此賤女 は. 2: 村 先生 樣 へ おり 入つ て 御 顾ひ申 上ます 

私 は 未だ 子供 はもち ませぬ が 幸に 祌樣と 供に 住って 居ります 故 無限の 慰め を 主より 賜 はりつ」 あ 

め  し-ひ i め 

ります る、 去ながら 世の 多くの 石 婦は子 無き 故を以 ちまして 姑への 務め、 さて は 良人の 機嫌 取り 

に、 時として は此 世に 生 を 保つ の も 浦 恥 敷き 心地いた され、 其外富 ふに 云 はれぬ 悲哀の 中に 沈み 

つ、 あります る、 何卒，^ 村 先生よ、 これ 等の 可愛の 姊 妹の 上に 御 同情の 淚を 賜りまして、 たと へ 

一 言 一 行なり とも 彼の 子 無き 姊 妹の 爲 めに 御 慰めの 御言 葉 を 『研究 誌』 上へ 御 出しな されて 下さ 

る やう  一 feii に，./,^ 御ね が ひ 申 上ます る 

内 村 生 お す、 是れ 蓋し 我等 與 子の 知り 得ざる 苦痛なる べし、 亦 日本 國 以外の 婦人の 知らざる 悲痛な 

るべ し、 余 は 深き 同情 を是 等の 姊 妹に 表す。 

此 苦痛 を 慰む るに ニ途 あるべし、 一 つ は 勿論 神に 依る にあり、 神 は サム H ル の母ハ ンナに 其 夫 H ル 

カナが せげ し；；^ g を 以て 是等 不幸の 姊妹を 慰め 給 ふなるべし。 

ハ ンナ よ： 1： 故に 泣く や、 何故に 心 かなしむ や、 我は汝 のために 十 人の子よりも 勝 さるに あらす や 

(舊約 聖書 撒 母 .斗 前書 第 一 章 八 節)  ， 

實に キリスト は 子な き, 人に 取て は 十 人の子に 優る の 慰藉な り、 彼 を 救 主と 戴きて 痊 しがた き 悲痛 あ 
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るな し、 我等 は 世の 人の 如くに 子孫 を 得 たれば とて、 其れ を 以て 安心す る 者に 非す、 我等の 名の 天に 

錄 された る を 知て 言纖 されぬ 喜 樂を感 する 者な り、 キリストに 救 はれし 石 婦の歡 喜 は 救 はれす して 十 

人の 男子 を 生みし 者の 滿 足に 十倍 叉 は 百倍す るは霄 ふまで もな し。 

二に は 他人の 子 を 養 ふに あり、 是れ 何にも 必 しも 他家より 子 を 黄 ひ 受けて 我家 を繼 がしめ、 以て 老 

後の 安樂 を 計らん が爲 めにあら す、 東洋風の 養子 は 私利 を nM 的と する が 故に 失敗 多し、 然れ ども 我が 

利 を 謀らす して、 *1 に 父母な くして、 悲む 子の 益 を 計り、 神の愛 を 施さん とする 心 を 以て 彼等 を 養 は 

んには 養子 は 返て 實 子に 優る の 愛 を 以て 養父母 を 見る に 至らん、 神が 或 人に 子 を 與へ給 はざる は ぼに 

孤兒 多き が 故なる べし、 肉 を 割きし 者必 しも 眞 正の 親子なら す、 靈を 偕に する 者の み、 是れ 我が 母た 

り、 兄弟た るに あらす や (馬 太 傅 十二 章 四 八 節 を 見られよ)、 祌の賜 ひし 天然の 愛 を 他人の 生みし 子 

に與へ 見られよ、 彼は實 子の 愛に 均しき、 然り、 多くの場合に 於て は、 之に 優る の 愛 を 以て 卿 等に 報 

ゆる 所 あらん、 卿 等 は 子な きが 故に 孤兒の 保育 を 神より 委ねられ 給 ひし 者なら す や。 

近世 婦人の 要求 

或る日 曜日の 朝、 府下の 或る 高等 女學 校に 敎 育の 任に 當らる i 贵 婦人 某 余の 家を訪 はれ、 宗敎問 

題に 就て 余に 問 ふ 所 あり たれば、 彼女と 余との 間に 大略 左の 如き 問答 起り たり。 

問、 先生， 宗敎 はまこと に 結構でありまして、 人に は 是非共 無くて はならない 者であります が、 然か 

し宗 敎は此 世と 衝突す る 者でありまして、 此 世を圆 滑に 渡らん とする に は 信仰 は 守り 難い 者で あり 


ます、 故に 私が 殊に 先生に 伺 ひたい こと は 世に 此 世と 衝突し ない 宗敎 はありますまい 乎、 叉 基督 敎 

を 信 するとして 此 世と 衝突せ すして 之 を 信す るの 道 はありますまい 乎、 其 事に 就て 伺いた く 存じ ま 

答、 夫れ はまこと に 困った 御 質問であります、 然 かし 今の 世に は斯 かる 質問 を 掛ける 人が 澤山 居り ま 

す、 彼等 は 血 を 流す ことたく して 此 世から 天 國に往 きたくお も ひます、 然しながら 私の 見る 所を以 

てし ますれば 甚だ 御氣の 毒で はあり ますが、 然 かし 斯 かる 便利なる 宗敎は 一 つもない と 思 ひます、 

或 ひ は 若し 他に あると する も 私の 信す る 基督 敎は 決して そんな 者ではありません、 基督 敎を此 世と 

調和 せんとす る は 火 を 水と 調和 せんとす る やうに 六ケ 敷く あります、 基督 敎は其 根底に 於て 此 世の 

敬であります、 故に 誠實に 基督 敎を 信ぜん と 欲すれば 此 世との 衝突 は 到底 免 かれません、 私 は 若し 

貴女が I と 衝突な しに 基 餐敎を 信ぜん とせら る k ならば、 始めから 之 を 信ぜられ ざらん こと を御勸 

め 申 上げます、 貴女が 若し 新約聖書 を 善く 讀ん で御覽 なさるならば 私の 兹に申 上ぐ る ことの 決して 

虚偽で ない こ と を 御 認め に な り ます。 

問、 夫れ は 面う であると 致しまして、 基督 敎と科 學とは 衝突 致しません 乎、 其 事に 就て 伺 ひたく 存じ 

ます。 

答、 其 15^ に 就て 御 質問であります か、 其 事なら ば 私が 永々 と玆に 貴女に 御 答へ 申す の 必要 はあり ませ 

ん、 基督 敎と 科學 との 關 lig を 知らん と 欲せば 基督 敎と 科學 とを兩 つながら 其 根本に 於て 深く 研究す 

るより 他に 善い 方法はありません、 世の 兩 者の 矛盾 を 說く者 は 大抵 は 兩者を 深く 究めない 者で あり 

ます、 或 ひ は 一 方 を 究めて 他の 一 方 を 究めない 者であります、 基督 敎に 就て 聞き、 科學に 就て 聞い 
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た 人の みが 一 一 者の 衝突 を唱 へる のであります、 若し 貴女が 一 一 者の 關係を 知らん と 欲せら るるならば 

一 方に 於て は 直に 聖書に 就て、 他の 一 方に 於て は 直に 天然に 就て 誠實の 研究 を續 けられん こと を 望 

みます、 貴女 は 二者の 間に 深き 深き 調和の 存 する を 知られまして、 私に 再び 斯 かる 御 質問 を 掛けら 

る、 ことなき に 至り ませう、 失禮 ながら 貴女 は 聖書に 就て ドレ 程 基督 敎を 究められました か、 又 天 

然に 就て ドレ 程 科學を 究められました か、 私 は 貴女に 伺 ひたく おじます (此 問に 對 する 婦人の 答 は 

略す)。 聖書 を 深く 研究して 御覽 なさい、 貴女 は 貴女の 罪深き ことに 就て 恥ら れ るに 至り ませう、 

天然 を 深く 究めて 御覽 なさい、 貴女 は 自己の 無 學の大 なる 事に 就て 恥づ るに 至られ ませう、 人類が 

堇 一 本に 就て 知る 所 は 至て 僅少であります、 堇 一 本に 就て さへ 世界の 大學 者が 知らない 事が 澤山ぁ 

ります、 聖書 は 自己の 罪 を 示します、 天然 は 我等の 無 學を敎 へます、 罪と 無學、 他の 調和 はさて 置 

いて、 基督 敎と 科學 との 問に 旣に此 調和の ある こと を發 見せられ ませう。 

問、 或 ひは爾 うで ありませ う、 私が 先生に 更らに 伺 ひたい こと は、 かの 佛敎 徒の 或 者が 唱 ふる 無我の 

愛と い. 4 ことに 就て あり ます、 其 無我 の 愛と 基督 敎 で 言 ふ 愛 と 何 う 違 ひ ます 乎、 私も此 事に 就て 

は 大分 考 へて 見ました が、 絕對 者に 對 する 吾人の 見地から して 二種の 愛の 間に 何う いふ #づ 違が あり 

ます 乎、 其^^に就て伺ひたく_4:じます。 

答、 至 て 六ケ 敷い 御 質問であります、 私は斯 かる ことに 就て は 何ん にも 知らないと 申 上ぐ るより 外に 

途 はありますまい、 無我の 愛 は 何で あるか、 絕對者 は 何で あるか、 それ は 形而上 學の 問題で ありま 

す、 雨う して 私 も それに 就て 多少の 考へ はないで はありません が、 然か しそれ は赏 際の 宗敎 問題で 

はありません、 愛の 何たる 乎 は 形而上 學に 由て 之 を 究めても 判 分りません， 實 際に 之 を 行って 見て 


判 分る のであります、 我等の 所有物の 中の 最も 好き 物 を 他人に 與 へて 見て^ 分る のであります、 絶 

えん 

對者 云々 の 如きに 至て は是 れ宗敎 問題と は 至て 緣の 遠い 問題であります、 私共 は 堅き 論 城の 上に 私 

共の 信仰 を 築く のではありません、 幾 囘か繰 返へ された る 實驗の 上に 立つ のであります、 私共 は 何 

故に キリスト は 神で ある 乎、 其 理論 は 能く は 知りません、 彼と 絕對 者との 關係、 彼が 此 世に 臨みし 

間 は 三位の 一位が 宇宙の 他の 方面に 於て 缺け 居りし や 否や、 是れ 私共の 能く 知る 所ではありません、 

勿論 此等 のこと に 就て 私共に 多少の 意見がないで はありません、 然しながら 私共 は斯 かる 問題に 滿 

足なる 智的 解釋を 施して 然る 後に キリスト を 信す るに 至った のではありません、 私共 は實際 的に キ 

リストの 血に 由て 私共の 罪 を 洗 はれまし たから、 夫れ 故に 彼 を 私共の 救 主として 崇め 奉る ので あり 

ます、 ド，' ゾ宗敎 と 形而上 學とを 混同な さらないで 下さい、 二者 は 決して 同一 の 者ではありません。 

其 他 一 ニニの 是に 類す る 質問 ありし 後、 余 は 說敎後 疲勞の 折り たれば とて 此 上の 應答を 謝 絡した 

れば、 婦人 は 如何にも 不滿 足らし く 余の 家 を 去られたり。 

或る 婦人に 語りし 所 

おつ" 

〇 神 を 愛して 神に 愛せら る-のでありません、 神に 愛せられて、 卽ち神 をして 自己 を 愛せし め まつり 

て 神 を 愛し 得る に 至る のであります、 神は此 世の 君主と は 違 ひます、 彼 は 私供が 彼のた めに 何 か 功績 

を 立てなければ 私供 を譽 めて 下さらな いやうな、 そんな 者ではありません、 彼 は 私供の 父であります、 

故に 私供が 彼 を 愛する よりも、 より 深く、 より 强く 私供 を 愛する 者であります、 私供 は 或る 主義. を 押 

感 ？ r 其 他  AHH 
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し 通して 彼の 賞 讚に 與か らんと 欲して はなり ません、 彼 をして 私供に 代て、 私供が 彼のた めに 爲 すべ 

き 事 を、 私供に 在りて 彼れ 自 から 爲 さしめ まつらなければ なりません、 彼が 私供に 就て 最も 喜び 給 ふ 

事は此 事であります、 卽ち 私供が 彼の 前に 立て 純然たる 彼の 子供と 成る ことであります、 奮闘々々 と 

稱 して、 自 から 勇者と なりて、 天晴れ 基督 信者た るに 恥ぢ ざる 者と ならん と 欲する も、 是れ 私供の 爲 

し 得る 事で もな く、 亦 縱し爲 し 得る とする も 信仰の 立場から 見て 決して 立派なる 事ではありません、 

神に 私供に 代て 闘って 戴く こと、 其 事が 私供 基督 信者に 取り 最大 最高の 功績であります。 

〇 人と爭 ふに 全般的 問題 を 以てすべき でありません、 具體的 問題 を 以てすべき であります、 彼 は儒敎 

主義に 依り、 我 は 基督 敎を 把持す と 申します もの.^、 先づ 第一 に定 むべき 問題 は 儒敎と は何ぞ や、 基 

督敎と は何ぞ やの 問題であります、 而 して 多くの場合に 於き まして は、 儒 敎と云 ふ も、 基督 敎と云 ふ 

も 全く 同じ 事 を 謂 ふので ありまして、 唯 名が 異なる 丈け で實は 少しも 異なりません、 私供 は單に 名の 

ために 人と 爭 ふの 愚 を 演じて はなり ません、 然し 具體 的の 問題 は 全く 之と 性質 を 異にします、 而 して 

爭鬪を 具體的 問題 に 限りて 爭鬪の 區域は 非常に 減じます、 私供の 爭ふ ベ き は 明， H なる 善惡 問題 であり 

ます、 而 して 私供 は惡を 避けて 善を爲 さんため に は 生命 を 賭しても 爭 ふべき であります、 誰が 見ても 

明白なる 善の ために 堅く 立つ のが、 それが キリ ストの ために 立つ のであります。 

希望の 伴 ふ 死 

余輩の 信仰の 友なる 陸 中 花 卷の齋 藤 宗ニ郞 ^は 近頃 君の 令閨 ス ェ子を 失 はれた， 君が 此事を 余輩に 


通ぜし 電報 は 左の 如くであった  - 

スェコ イマ イノ リッツ ネムル 

と、 之に 對 する 余輩の 返電 は 次の 如くであった、 

ハレルヤ 力 ミノ ミサ 力 エイ マ ヨリ マ タキ ミー 一 ヨリ テア ガラン ゥ ゴクナ 

と、 二日 を經て 君より 叉 電信が あった 

ソゥシ キイ マス ム オン チョウ 力 ギリ ナシ 

と、 而 して 其 後の 君よりの 書簡に 由り て 彼女の 死 も 亦 希望な き此 世の 人の 死で はなく して、 祈ー键 と， 

美の 中の 旅立であった こと を 知った。 

繰 返す まで もな く 死 は 我等に 取りても 最大の 苦痛で ある、 我等 は 勿論 死 を歡迎 しない、 然れ ども 死 

は 我等に 悲痛の み を 以て 臨まない、 死 は 我等に 取りて は 眞暗黑 ではない、 其 中に 光明が i つて 居る、 

g して 光明 はやが て暗黑 を驅逐 し、 較的 短時日の 間に 死の 悲歎 的 半面 は 失せて 希望的 歡喜的 半面 は 

存るのでぁ^^、 死 は 我等に 取りて は 癒す 能 はざる 傷で はない、 否な、 我等に 取りて は 死の！ I! は 癒さ 

れな v^, まハ 傷の 痕 よりせ き 希望の 露が 滴りて 我等の 渴を 癒す ので ある、 我等の 愛する 者の 死 を 思 ふて 我等 

の涕は 流れて 止まない、 而 かも 是れ 悲歎 絕望 哀哭の 涕 ではない、 再 會を樂 しむ 希望の 涕 である、 我等 

希望 を 有たざる 者の 如くに 泣かない、 我等が 今 流す 處 の淚は 後の 日に 再會の 時に 流す 歡喜 の？ t の 

驅 である。 

嗚呼、 人 は 皆た 二度 は 死なくて はならない、 

一 度 死ぬ る 事と 死して 審^ を受 くる 事と は 人に 定まれる 事たり 

S ま ±i ヽ 屮 J 

r  ^'  ^  ^  八 三 五 
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と ある (希 伯 來書九 章 二十 七 節)、 神 も 天然 も 公平で ある、 死 は責賤 貧富 を 問 はすして 來る、 人 は 何 

人 も裸體 にて 來り 裸體 にて 去る、 人 は 死して 土地 を も 家屋 を も 勳章を も 勢力 を も 持て 往 くこと は出來 

ない、 彼の 靈魂は 唯 其れ 自身の 價値を 以て 神の 前に 出で なければ ならない， 此事を 知りて 人の 此 世に 

在りて、 第一 に 求むべき もの \ 何 である 乎が ぜ 明るので ある、 彼 は 死して 彼と 共に 持往 くことの 出來 

る もの を 求むべき である、 實に 

人 若し 全世界 を瘦 ると も 其 靈魂を 喪 は 何の 益 あらん や 

である、 最も 幸福なる 人 は キリストの 幅 音に 接する を 得て 希望の 讚美 を唱 へながら 天使の 翼に 乘 せら 

れて 永への 故鄕 へと 昇り 往 くことの 出来る 者で ある。 

惠 比 壽 

惠比歸 は 七福神の 丁 こして 大黑 天と 共に 殊に 日本の 商家に 祀らる \祌 である、 余 は 勿論 彼 を 神と し 

て 認めない、 乍 然余は 漢字に 現 はされ たる 彼の 名 を 愛する、 惠. 比壽は 「惠 壽 (年齢) に 比 ふ」 であ 

る、 卽ち 慰藉 多き 聖書の 一句 を 能く 一  言に 牧め たる 名で ある、 申命記き 三 章 二十 五節に 神の 人モ ー ゼ 

し ル，、  こ iii 

がァ セル を 祝した る 言に 曰く 

I. ュ V  さ：， は ひ  こえ めハ i  0  0  0-0000000  0 し. U が 0  0 

ァ セル は 他の 子等よりも 福な り、 其 兄弟 等に 超て 惠 れん …… 汝の 能力 は汝の 日の 數に循 はん 

と ある、 As  thy  days,  so  shall  thy  strength  be. 神より 汝に 臨む 能力の 恩 惠は汝 の 日の 數、 卽ち幕 

に循 ふべ しとの 事で ある、 卽ち汝 の 年齢 多ければ 多き ほど 恩 惠が汝 の 身に 加 はるべし との 事で ある、 


此事は 昔時の ま那 人の 悲歎と は 正反對 である、  . 

堯 曰く 男子 多ければ 則ち 懼 多く、 富めば 則ち 事 多し、 壽 ければ 則ち 辱 多し 

と、 長壽は 望ましく あるが、 然し 能力の 伴 はざる 長壽は 望ましくない、 長壽に 能力が 比" ふて こそ 長壽 

は恩惠 であるの である。 

惠比薄 惠、 毒に 比 ふべ し、 汝の 能力 は汝の 日の 數に循 はんと、 偶像の 名 も玆に 至て 恩惠の 表號と 

なる、 余 は 到る 處に 神の 福音に 接する を 感謝す る。 

横濱に 至らん とて 山手 線惠比 壽驛を 過ぎし 時. 驛 名の 太々 と 驛標に 記し あるに 眼を觸 れて此 感想 を 得 たれば 錄 

して 以て 讀 者に 示す。  . 

長 壽 の 實 例 

新聞紙の 報す る 所に 由れば、 德川 時代に 有名なる 長壽の 一家が あった、 それ は 三 河 國寶飯 郡 小 泉 村 

の 百姓 萬 平と 云 へ る 人の 一 家で あると 云 ふ、 天 保 十五 年 ( 一 八 K 四 年) 丸 月 十 一 日、 永代 橋架 換 落成 

の 時、 渡 初の 光榮に 浴した ので 有名で ある、 其 時 萬 平 は 二百 EI 十二 歳、 其 妻 タクが 二百 二十 二 歳、 其 

子の 萬 吉が百 九十 六 歳、 其 妻 モンが 百 丸十 三 歳、 孫の 萬 藏が百 五十 一 歳、 其 妻 ヤスが 百 三十 八 歳で あ 

つたと 云 ふ、 萬 平 は 十 一 代將 軍家齊 公の 時 召し出されて 大阪 夏陣の 模様のお 尋ね を 受けた、 大阪の 落 

城 は 彼が 十 TO: 歳の 時で あつたと 云へば 彼 は 慶長七 年 ( 一 六 〇 一 一年) の 生れで ある、 彼の 死去の 年月 は 

知る 能 はすと 雖も、 彼 は 慶長七 年 ( 一 六 C 一 一年) より 天 保 十五 年 ( 一 八 四 四 年) まで 二百 四十 一 一年 問 

感想、 其 他  Al 一一 七 
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生きた 事 は 確かで ある、 而 して 此事は 聖書の 研究に 大 なる 參考 となる、 ヨブの 齢 はたし かに 二百 歳以 

上であった (約 百 記 二 章 十六 節)、 アダム は 九-百 三十 歳、 H  ノクは 三百 六十 五 歳、 其 子メト セラ は 

九 百 六十 九， 歳 生存へ たと 聖書に 記して ある、 是れ 有り得ない 事で あると 言 ふと 雖も、 今 を 去る 八十 年 

前に 我 日本に 二百 四十 二 歳の 人の 生きて 居った 事 を 知って * 人類 創造の 始に 方り、 罪の 結果の 未だ 深 

く 人の 身體に 影響せ ざり し 時代に 於て 九 百 歳の 生命 を 保ちし 者の ありし を聽 いて 我等 は 少しも 怪しま 

ない ので ある、 「我等が 年 を 經る日 は 七十 歳に すぎす、 或 ひは壯 かにして 八十 歳に 至らん、 然れど 其 

の 誇る 所 はた 勤 勞と哀 苦との み」 と ある は、 罪の 結果が 身に 現 はれて、 生存の 期 問が 非常に 短縮 さ 

れし 時代の 有様 を 云 ふたに 過ぎない、 「H ホバ 曰 ひ 給 ひける は我靈 永く 人と 爭 はじ …… 彼の 日 は 百 一 一 

十 年なる べし」 と ある は (創世記 六 章 三 節)、 罪の 結果と して 人の 生存の 平均 年 數がぼ 二十歳に 縮め 

られ たとの 事で ある。 


信仰 雙六 (轉載 を 謝絶す)  角 普 生 編 

召ば る i 者 は 多し と雖も 選ばる X 者 は 少し (馬 太傳ー 一十 章 十六 節)。 

爾、 死に 至る まで 忠信なる べし、 然 らば 我れ 生命の 冕 を 雨に 賜 へん (默示 錄ニ章 十 節 )o 


六 雙 仰 信 


文 

遁 

隱 

弱 

軟 

淡 

冷 

治 

政 

吏 

官 

職 

敎 

館 

商 

道 

傳 

天 

昇 

働 

勞 

生 

再 

ひ 

上） 

害 

迫 

慈 

業 

實 

究 

硏 

疑 

懷 

良 

改會社 

心 熱 

の 初^ 

會 

入 

氣 

邪 無 

悔 

改 

i し 力、 やひ 


(し 出 り 振） i 氣 * 意い 生; 


紙面 區劃 


感 想、 其 他 


0 一一 九 


s  <四〇 

聖句 に 畫 案 

昇り 道の 部 

無邪氣 

我 はシャ E1 ン の 野 花、 谷の 百合 花な り (雅歌 一 S 一  節 )o 

十二 三の 小 女、 七 八 歳の 小 兒の手 を 取り、 野遊びす るの 狀。 

な ♦* い ？ 

生意氣  ， 

愚かなる 者 は 心の中に  一一 一一 a ふ、 世に 神 あるな しと (詩篇 第 十 E: 篇 一節 )o 

十 六 七 歳の 生 意氣靑 年を畫 くべ し。  _ 

ひやかし 

時に H ピクリ ヤン 派 及び ストイック 派の 哲學 者等數 人、 彼れ (バウ n) と 相 語れり. 或 人 一一 一一 C ひける は 

此 囀る 者： E を 言 はんとす る 乎、 叉 或 人 一一 目 ふ、 彼 は 異なる 神を傳 ふる 者の 如しと、 そ は バウ B 彼等に ィ 

エス 及び 復活の 事を宣 べしが 故な り。 

田舍傳 道師を 相手に 生 意 氣靑年 議論 を鬪 はすの 圖。 

改 悔 

父よ、 我れ 天と 爾の 前に 罪 を 犯し たれば 爾の 子と 稱 ふるに 足らざる 也 ( 路加 傳 十五 章廿 一節)。 

十八 九 歳の 靑 年頭 を 垂れ 手 を 胸に して 獨り 痛恨す るの 圖。 


其 時 (ベ テロの) この 言 を 聞 納れし 者 はバプ テス マ を 受けたり、 是日 弟子に 加 はれる 者 凡そ 三千 人 

(使徒 行傳ー 一章 四十 一 節)。 

敎 會の臺 前に 牧師より 受洗 の 圖。 

初の 熟 心 

我、 爾に責 むべき 事 あり、 爾、 初 時の 愛 を 離れたり (默示 錄ニ章 ra 節)。 

十八 九 歳の 靑年、 一 1 一 尺 帶着流 の 態に て 高 壇 の 上に 立て 頻りに 說敎 す。 

社會 改良 

我れ 新しき 天と 新ら しき 地 を 見たり、 先の 天と の 地と は. 旣に 過ぎさり、 海 も 亦 有る ことなし (默示 

錄 二十 一章 一節」。 

社會 主義者 演壇に 富豪 を 攻撃し、 普通 選 擧の萬 能を說 くの 圖。 

懷 疑 

C ぎ  ゆ ひ  あはら 

トマス 曰 ひける は、 我れ 若し 其 手に 釘の 迹を 見、 我が 指 を 釘の 迹に 入れ、 手 を 其 脇に 人る、 に 非す ば 

決して 信ぜ じと (約 翰傳 二十 章 廿 五節 

は ひあが  も が 

人、 懷 疑の 泥中に 陷り這 上らん として 煩悶く 圖 Q 

けん f 

研 究 

イエス 曰 ひ 給 ひける は、 汝等 聖書 を 研究せ よ、 汝等は 其 中に 永生 ありと 思 ふ、 而 して 此 聖書 は 我に 就 

て證 する 者な り (約 翰俾五 章卅九 節)。 

0 想、 其 他  一 


汝 等の 衷 にある 希望の 理由 を 問 ふ 人に は 柔和と 畏懼 を 以て 答を爲 さんため に恆に 準備せ よ (彼 得 前書 一 

三 章 十五 節)。  j 

角 害 聖書 研究 會に靑 年男 女 列座 聽講 の圖。  • 

じつ & ふ 

實 業 

財産 は 多くの 友 を 作る、 然れど 貧者 は 其 友にまで 疎まる (箴言 十九 章 gl 節)。 

高帽を 蒙り •、 革 カバ ンを 提げ、 口より 聲を發 して 言 ふ 

「金が 無ければ 何にも 出来ない、 一 っ大 儲け をして 傳道 事業 を 助けて やろ ー」。 

慈善， 

神なる 父の 前に 潔くして 據れ なく 事 ふること は 孤 子と 寡婦 を 其 患難の 中に 眷顧 ひ、 また 自 から 守りて 

世に 汚されざる 是 なり (雅各 書 一章 廿七 節)。  一 

孤兒の 樂隊、 指揮官 は 慈善家な り。  一 

迫 害  一 

わ. U  ^ 

爾曹、 父母、 兄弟、 親戚、 朋友 等より 敵に 附 され、 且つ 爾曹の 中、 或 者 は 殺さるべし、 爾曹 我が 名の 一 

爲に 人々 に 憎まれん (路加 傳 二十 一章 十六、 十七 節 )o 

兄弟、 敎會 員、 世人の 三人に 石に て 撃た る、 彼 は 頭を蔽 ふて 地に 伏す。 

？ いせい  I 

再 生  一 

是 故に 人、 キリストに 在る とき は 新たに 造られた る 者な り、 舊きは 去りて 皆な 新しくなる なり。 (哥， 

林 多 後書 五 章 十七 節)。  „ 


原野の 中に 獨り 倘徉 しつ 、あるときに 天 開けて 聖靈 鶴の 如くに 彼の 上に 降る。 

勞働 

彼 は 大工の 子に 非す や (馬 太傳 十三 章 五十 五節)。 

農夫、 田圃の 中に 立て 手に 鋤 を 取りながら 聖書 を讀 む、 ミレ ー 作 『祈 禱』 を參 照すべし。 

でん だ-., 

傳 道 

平和の 一一 百 を 宜べ、 また 善き 音を宣 ぶる 者の 其 足 は 美 はしき かな (羅馬 書 十 章 十五 節)。 

木石 を 背に して 四 五 人の 勞働 者に 福音 を 宣べ傳 ふ、 彼の 妻 は 側に 在て 貧者の 病 を 看護す。 

しよ- フ てん 

昇 天 

彼等 は大 いなる 艱難 を經て 来れり、 & 曰て の 血に て 其 衣 を 洗 ひ、 是を 白くな せる 者な り (默示 錄七章 

十四 節)。 

ね 衣 を 纏 ひたる 者、 手に 橄欖の 枝 を 持て 座す。 

■ 降り 道の 部 

れい たん 

冷 淡 

彼れ 汝が 冷に も 有らす、 熱く も 有らざる 事 を汝の 行爲に 由り て 知れり、 我れ 汝が冷 かなる か、 或 ひ は 

熱 からん 事 を 願 ふ、 汝旣 に微溫 くして 冷 かに も 有らす 熱く も 有らす、 是 故に 我れ 汝を我 口より 吐出 さ 

ん とす (默示 錄三章 十五、 十六 節〕。 

敎師高 擅 に 在り て 熱心に 道を說 くに、 信徒 其 前に 座睡 りする の圖。 

感想， 其 他  八 BS 


しゃ 5 くわん 

商 館 

デ マ ス此世 を 愛し 我を棄 去れり (提摩 太 後書 ra 章 十 節)。 

みせ だい よりか ゝ 

ハイカラ 中年の 紳士、 店臺に 凭りて 客に 接する の圖。 

なん じゃく 

軟 § 

ァ、 美 はしき かな、 我が 佳稱 よ、 ァ、 美 はしき かな、 汝の目 は；^ 1 の 目の 如し (雅歌 一章 十五 節)。 

四 五 人の 束髮 女子、 一人 は ピャ ノを彈 じ、 一人 は バイオリン を彈 き、 一人 は 歌 ひ、 一人 は 小說を 

讀 むの 圖。 

^-? しょ C 

敎 職 

爾曹 パリ サイの 麪酵を 謹めよ、 是れ 偽善な り (路加 傳 十二 章 一節)。 

二十 三 四 歳の 青年、 監督 敎會の 制服 を 着け、 高 壇の 上に 祈禱 文を讀 む圖。 

いん とん 

隱 遁  _ 

我が 心 我が 衷に憂 ひ 痛み、 死の 諸の 恐懼 我が ヒに 落ちたり、 恐懼と 戰慄 我に 望み、 甚 しき 恐懼 我を蔽 

へり、 我れ 云 ふ、 願く ば^の 如く M 翼の 有らん こと を、 然 らば 我れ 飛び去りて 平安 を 得ん、 視ょ 我れ 

遙 かに 遁れ 去りて 野に 住まん (詩篇 五十 五篇六 節)" 

隱遁者 頭 を K れて獨 り 歎息す るの 圖。 

くわん り 

官 吏 

此世を 愛する 勿れ、 叉此 世の 物 を 愛する 勿れ、 人 若し 此世を 愛せば 父 を 愛する の 愛 其衷に 在るな し 

(約 翰 第 一 書 一 一章 十五 節)。 


ひ 6 

八 字鬆の 辦士、 官衙に 在りて 煙草 を 吹かしながら 無益に 時間 を 消費す るの 圖。 

ふん けい 

文 藝 

萬 軍の H ホバ此 く 言 ひ 給 ふ、 我れ 太し く 安居せ る 異敎の 民 を 怒る (撒 加 利亞書 一章 十五 節 )リ 

シ オンよ、 我れ 汝の 人々 を 振り 起して ギリシャの 人々 を 攻め しむべし (シ オン は 苦闘 的 信仰 を、 ギリ 

シャは 安逸 的 文藝を 代表す) (同書 九 章 十三 節 )。 

纖 の 紳士 妓樓に 小說の 原稿 を 作る の圖。 

政 治 

あらそ ひ  L ろ 

Vfil を 好む 者 は 罪 を 好み、 其 門 を 高く する 者 は 敗壞を 求む (箴言 十七 章 十九 節 )o 

身 を 殺して 魂 を 殺す こと 能 はざる 者 を懼る \ 勿れ、 唯汝等 魂と 身と を 地獄に 滅し る 者 を 瞿れょ (E- 

太傳十 章廿八 節)。 

人面 犬 身の 代議士 牧 賄の 圖。 

罪 界の說 明 ■ 

冷 淡 

道理の 伴 はざる 熱心の 反動な り、 基督信者にして此穴に^^落する者多し、 一 に は 信者 自身が 深く 究め 

ざり しため、 一 一に は敎師 が敎會 員の 增加を 望む の餘り 深く 信者 を敎へ ざり しため。 

軟 弱 

基督 信者の 最も 陷り 易き 危險 なり、 聖 愛は戀 愛と 化し 易し、 ダビデ、 ソ u モンの 陷 入りし 罪な り、 汚 

感 ss、 其 他 

f ま ^  A§ 


雑 寡  AH 六 

かも 之に 覺醒 の希筌 あり。 

隱 遁 . 

怯懦の 結果な り、 世と 鬪 ふの f 舆氣 なし、 而 かも 主義 を捨 つるまでに 至らす、 故に f 外に 立って 僅かに 

自己 一 人の 信仰 を 維持 せんと 欲す、 而 かも 能 はす。 

文 藝 

文の ための 文な り、 眞 理傳播 のた め. の 文に 非す、 美術、 音樂 も亦此 類な り、 其 形 は 美に して 其 精神 は 

卑し、 人に 譽 めら れ ながら 世を涉 らんと する の 詐術な り。 

商 館  I 

重に 外國 商館な り， 其 物 其れ 自身 惡 しきに 非す、 而 かも 多くの 基督 信者に 由て 墮 落後の 隱場 として 利 

用 せらる、 彼れ 能く 外 國語を 解す、 彼 亦 宣教師と 接して 能く 外 國人を 知る、 故に 信仰 を 捨てし 後 は、 

此處に 落來っ て餘 命を繁 がんと 計る。 

敎 職 

「人道の 熱心」 に强 ひられて に 非す、 「キリストの 愛に 勵」 まされて に 非す、 外國 傳道會 社に 依 貪せ 

ん ため、 或 ひ は 善男善女の 間に 些少の 政治的 才能 を 揮 はんため に 入来る 者 甚だ 多し、 而 かも 一度び 玆 

所に 落來る 者に して 再び 救 はる k 者 甚だ ®i し。 

官 吏 

俗人の 牧容 所な り、 此 所に は 誠實は 返て 妨害物な り、 亦 多く 學問を 要せす、 淺 薄なる 世才に 富めば 足 

る、 此 所に 安逸 を 求む る 者 多し。 


政 治 

偽りの 愛國 者の 多く 從事 する 職業な り、 高貴なる が 如くに 見えて 實は 卑賤なる *  ；^^職こ^さる者他こ 

あるな し。 

上下 轉動 

む じゃき 

無邪氣 

二、 三、 四、 五 を 振れば 生意氣 となる。 

一、 六 を 振れば 基督 信徒の 家に 生れし 故 を 以て 直に.^ |c す。 

な ** き 

生意氣 

1、 三 を 振れば ひやかしに 出掛ける。 

二、 四 を 振れば 面白半分に 入會 す。 

五、 六 を 振れば 改悔に 入る。 

ひやかし 

四， 五 を 振れば 生意氣 を繼續 す。 

一 、 六 を 振れば 改悔に 入る. - 

二、 三 を 振れば 何にも 解ら すして 入會 す。 

C  I あら. U め 

改 悔 

1 、 三 を 振れば 入 食す。 

感想、 其 他  £セ 


雜墓  <ra 八 

gr 六 を 振れば 初めの 熱心 を呈 す。 

一 一、 五 を 振れば 懐疑の 雲に 人る。  - 

. 入 倉 

四、 五 を 振れば 初めの 熱心に 入る。 

二、 三 を 振れば 社會 改良に 從 事す。 

一 を 振れば 何にも 分らざる に 敎職を 取る。 

六， を 振れば 軟弱に 陷る。 

はじん ねっしん 

初の 熱心 

一 、 三 を 振れば 懷 疑に 入る。 

二、 五 を 振れば 社會 改良に 從 事す 

四、 六 を 振れ ぱ 冷淡に 陷る。 

. 懷 疑 

一 、 一 一 を 振れば 研究に 人る。 

三 を 振れば 社會 改良に 從 事す。 

四 を 振れば 實 業に 入る。 

五 を 振れば 軟弱と 成る。 

六 を 振れば 冷淡と 成る。 

社會 改良 


1 一 を 振れば 熱心の 餘り 迫害 さる。 

三 を 振れば 更らに 進んで 慈善家と 成る。 

を 振れば 社 會學の 研究に 從 事す。 

五 を 振れば 不平 家と 成りて 隱遁 す。 

六 を 振れば 失望して 冷淡と なる。 

一 を 振れば 交際に 長 じて 軟弱と なる。 

けん さ. r. 

研 究 

三 を 振れば 斷然意 を 決して 傳 道に 入る。 

一 、 一 一 を 振れば 懍 疑の 雲 晴れ やらす して 實行を 貴んで 慈善事業に 從 事す。 

五 を 振れば 宗敎 は國の ためなりと 誤解して 愛國 者と なりて 政治に 入る。 

四、 六 を 振れば 眞理の 解釋を 得すして 冷淡と 成る。 

賢 業 

一 、 四 を 振れば 成功して 慈善家と なる。 

五、 六 を 振れば 神聖なる 勞 働に 變す。 

二 を 振れば 失敗して 外國 商館の 番頭と なる。 

三 を 振れば 野心 を 起して 政治家と なる。 

じ ザん 

慈 善 

1 一一 を 振れば 更ら に大に 悟る 處 ありて 傳道師 と 成る。 

0  ， 其 他 


八 

九 


1 一 を 振れば 俗化して- s: 務 省の 官吏と 成る。 

四、 六 を 振れば 更らに 財産 を 作らん とて W び實業 に 從 事す- 

一 を 振れば 失^して 隱遁 者と 成る。 

五 を 振れば 世の 誤解す る 所と なりて 迫害 さる。 

迫 害 

一 、 六 を 振れば ス テパ ノ の 如く 昇天す。 

一 一、 三 を 振れば 神の 恩惠に 由り W 生の 恩賜に 與 かる。 

四 を 振れば 迫害に 壓 迫され て 冷淡と なる。 

五 を 振れば 世 を 懼れて 退いて 安逸 的 文 藝に從 事す。 

さい せい 

再 サ 

三、 五 を 振れば 神聖なる 勞 働に 人る。 

二、 四 を 振れば 純潔なる 傳 道に 從 事す。 

一 を 振れば 恩惠を 濫用して 軟弱に 陷る。 

六 を 振れば 直に 昇天す。 

i 働 

1 、 三、 六 を 振れば 竟に 昇天す。 

四、 五 を 振れば 傳 道に 轉す。 

一 一 を 振れば 躓いて 苒び實 業に 從 事す。 


でん マ 5 

首 一 

三、 四、 六 を 振れば 終に 昇天す。  ， 

二、 五 を 振れば 勞 働に 從 事す。 

一 を 振れば 恩惠を 濫用して 軟 に陷 る。 

^ 淡 

二、  §:、 五 を 振れば 再び 覺醒 されて 研究に 從 事す。  * 

其 他 は 滅亡 

軟 ， 弱、 

1 、 三、 六 を 振れば 己に 鞭韃を 加へ て 實業叉 は 研究に 從 事す、 其 二者 孰れなる か は，. fro! の 選擇に 

任 力す 

其 他 は 滅亡 

いん ふん 

隱 遁 

一、 §:、 六 を 振れば 已の 怯懦に 恥ぢ て、 中：； て、 W び. i%  fi. 叉は：y^^&^^に從#す、 各自の . 

選 擇に任 かす。 

其 他 は 滅亡 

ぶん げノ 

文 藝 

1、 三、 六 を 振れば 主義な き 文學に 厭きて 研究 叉は實 業に 入る、 各 S: の 選搏こ ffi かす。 


雑 0  八 五 二 

其 他 は 滅亡 

しゃ. ひ くわん 

商 館 

二、 四 を 振れば 良心に 恥ぢて 慈善に 從 事す。 

其 他 は 滅亡 

+V フ しょく 

敎職  •• 

三、 五 を 振れば 人爲的 布敎の 全く 效な きを 覺り、 斷然意 を 決し、 凡ての 情 實を排 して 勞 働に 從！^ 

す。 

其 他 は 滅亡 

官 吏 

三、 六 を 振れば 依賴的 生涯 を 恥 ぢて獨 立 的 生涯 を營 まんと て實 業に 從 事す。 

其 他 は 滅亡 

政 治 

二 を 振れば 譎詐 欺瞞の 術の 永久に 成效 なき を覺り 再び 改悔 めて 少しく  目と 成る。 - 

其 他 は 滅亡 


一 基督 敎の 硏究 

約翰傳 十五 章朗讀 

多くの 人 ilQ 何たる 乎 を 深く 究めないで、 自分の 考 へたる 囊纖督 S 名を附 して それが 

基督 敎 であると 云；^;;., 然し 是れ 眞理 臭ぶ 者の 決して 爲 すべきと ではない、 着敎 は着敎 である， 

其眞理 であるか、 虚偽で ある 乎 は 全く^ 問題で ある、 聖書に 示された る 基督 敎の 何たる 乎 を 究めない 

で 「我 敎„;^卞 基督 敎 なり」 と 云 ふ は 獨斷の 最も 甚だしい ものである。 

或 人 は基督敎 は 萬 人の 信すべき 敎 であるい 一 fa、 菜して 爾ぅ である 乎、 所謂 「廣 si の 如し 一と ま 

果して I 敎の 謂； 6 である 乎、 I は此 S 就て 何と 云 ひて 居る 乎、 夫れ 招かる 4 ま 多し， i も 選 

ばる A 者 は尠し (馬 太 傅 二十 章 十六 節)、 凡て 永生に 定められ たる 者 は 信ぜ リと (使徒 行傳 十三 章 四 

^八 節/ イスラ ヱルの 子の 數は 海の 砂の 如く なれ ども 救 はる A 者 はた，， 僅々 ならん と (羅, 書 九 章 

廿七 節) 爾 うして 是に 類す る 言葉 は 聖書の 中に 數限 りないで はない 乎、 是れ は：^ 事に も廣 量と 無邊 

八 五 =ー 


と を 貴ぶ 日本人に は 甚だ 耳障りの 惡 い 言葉 であるに 相違ない、 然 かし 事實 は掩ふ ベ からすで ある、 聖 

書に 顯 はれた る 基督 敎は 實に斯 かる 「狹 い」 敎 である、 是れが 嫌で あると ならば 基督 敎を錢 める より 

外に 途 はない、 雨う して 多くの 人 は 其 r 狹ぃ」 理由に 由て 之を廢 めた、 然 かし、 止む を 得ない、 基螯 

敎は 信者 を敎會 に繁ぎ くた めに 其 敎现を 曲げ.^ J こと を爲 ない。 

或 人 は 基督 敎は 正義 實行 のた めの 敎 であると 云 ふ、 果して 雨う である 乎、 善を爲 し、 惠を 施せば そ 

れで 基督 敎の すべて を悉 したと 云 ふ を 得る 乎、 武士道 は ra^ して 基 # 敎 である 乎、 儒 敎叉 基督 敎の 一 而 

に 外なら すと 謂 ひ 得る 乎、 然し、 曰 を 深く 究め キリスト を 深く 味 ふた 者 は 決して 斯 かる 一一 一一 II を發 しな 

い、 彼等 は 基督 敎に 於て H 未だ 曾て 見す 耳 未だ 曾て 聽 かざる 眞 现を發 見す る、 彼等 は キリストに 其 服 

を 開かれて 首 ふ、 「視 よ、 萬 物 悉く 新たに なれり」 と、 *1 に 謂 ふ 完全の 君子 も キリスト を 解して 「我 

は 罪人の 首な り」 と 云 ふ、 高潔 を 誇る 武士 も キリス 卜に 接して 「主よ 我 を 離れ 給へ、 我 は 罪人な り」 

と 云 ふ、 基督 敎を單 に 正道な りと 解す る 者 は 未だ 基督 敎を 知らざる 者で ある、 基督 敎は 正義 以上で あ 

る、 「神の 正義」 である、 世の 始 より 隠されて キリストに 於て 顯 はされ たる 祌の大 なる 奥義で ある。 

基督 敎は 世に 歡迎 さるべき 敎 であると 信す るの が义大 なる 誤謬で ある、 聖書に 巾れば キリストの 幅 

音 は 永久に 此 f と 正 反對の 地位に 立つべき 者で ある、 世の 終末に 至る まで f は キリ ストの 幅 昔 を歡迎 

しない、 世に 歡迎 せらる 上 i 昔 は キリストの 福音で はない、 世 は實は 基督 者 を 愛する とは虚 である、 

世 は 今 も 昔の 如く 基 哲と其 弟子 を 憎む、 我等 は 勿論 進んで 故意に 世に 憎まれん と はしない、 然 かし、 

らの  モね 

我等が 若し キリストの 屬 であるならば 世に 憎まる、 が當然 である、 世に 憎まれ、 猜 まれ、 疑 はれ、 M 

ん となく 嫌 はる、 事、 それが、 基督 者の 普通 狀態 である、 然る を 基督 者 は 義人で あり、 善人で あるか 


ら 世に 嫌 はれる 害 はない など、 s 心 ふの が 抑々 大 なる 間違で あるので ある- 聖書 を 深く 究 めた 人は斯 か， 

る 誤謬 を懍 かない 害で ある。 

今や 基督 敎 ならざる 者が 多く 基督教の 名を附 せられて 我等に 提供 せらる \ 時に、 我等 は 深く 聖書 を- 

究めて 我等の 立場 を 明かに する 必要が ある、 基督 敎は 何んで ある 乎、 我等 は 果して 基督 敎を じて 

る 乎、 是れ斯 か る 會合 に 於て 我等が 眞 面目に 究む ベ き 問題で ある し 
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大正 三年 ( ！ 九  一 w 年) 夏、 祌奈川 縣大津 に 於て 開かれ：！ ^ 第- 一十 四囘 基督 敎 夏期 學 校に 於け る. 

講演 

I 過去 二 卜 年 

今 rn こ \ に 出ます と 何やら 舊 友の 家に 久し振りで 訪ねて 來た樣 に 思 はれて なりません。 私が 門 を 入； 
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る 時に 門に は 第二 十四 囘茶 督敎 夏期 學 校と 書い. て あるの を cn- ましたが、 顧みる と 第一 囘の時 は 居り ま， 

せんで したが、 第二 同 目に は 敎師の 一人と して-:: 山て 明治 學院 のホ ー ルで 講演 を 致し ましたし、 第三 同 

目の 時に も 出ました、 それから 第 M 囘目は 箱 根の 山の 中で 開かれた が 私 は 其の 時 も 出ました。 そして 

夫れ は 明治 一 一十 七 年の I でした から 今年 は 一 一十 年 目で 丁度 一 一十 四 同と なる 香です。 それで 私に は 丁度. 

一 一十 年 目で 舊ぃ 友達の 家に やって来た 様に 思 はれる。 私が 今度 出て 来た 理由に 就いては 幾らか 話して 

たい 氣 もします が 時間が ありま せんから 夫れ は 省略す る 事に します。 

さて 一 寸申 上げて 置きます が 題 を變更 した 事です。 委員との If き 違 ひから 題 を變更 しなければ なら- 

ぬ 様になり ましたから 其の 點は御 含み を 願 ひ 度い。  今晚は 「過去 二十 年」 と 題し、 明日 は 「基督 敎と 

は何ぞ や」 と 言 ふ 事に 就いて 話し、 共 後に r ョ ハネ傳 は 何を敎 ふる か」 と 題して 話して 見たい と 思 ひ. 

ます。 

實に m 心 ひ 起せば 二十 年 前であった。 私 は 昨年の 秋の 末 十一月に 十九 年 振で 箱 根へ 參り まして、 曾て 

夏期 學 校が 開かれた 宿に 泊り ました。 所が 其處の 主人 は 色々 當 時の 事を囘 想して 私に 物語る のでした、 

講師の 中には 田 川 大吉 郞 さんや 海老 名彈 正さん などが 居た 事 を 話し ましたが、 私 も當時 講師の 一人で 

あった 事を覺 えて 居て 吳れ 相な もの だのに、 思の 外に 主人 は 私の 事 はすつ かり 忘れて 居た。 私 は 少し. 

不快に も 思 ひました が、 其の 時 は 何も 話しませんで * 歸 京して から 主人に 宛てて 私の 其の 時に 講演し. 

た 物で 書物に なって 居る 『後世への 最大 遺物』 と 言 ふ 小冊子 を 送って やった 所が 早速 長い 手紙 を 寄越. 

した、 あの 時 先生と 知ったら もっとよ い 御 待遇 をした もの を、 知らぬ 許りにお 粗末 をして 相濟 みませ 

ん とか、 送って 下さった 本 は 子々 孫々 に傳 へて 家寶 とする 考だ とか、 其の 他樣々 の 事 を 書いて ありま- 


した。 それ は それでよ いのです が 兎も角 私の 講演が 本と なって 多少 世 を 益して 居る 事 を 聞き もし、 知 

り もして 喜びに 堪 へません。 講演の 效 能が 今でも 殘 つて！ ると 云 ふ 事 は 嬉しい 事であります。 

1 一十 七 年頃 は 今日と は異 つて 戰爭の 話で あつ. た。 今日 も セルビアと ォ ー ス ト リアと が戰 つて 居り ま 

すが、 當時は 日本と 支那との 戰 であった。 私 は 其の 頃 は 盛に 可戰 論者の 一人と して 支那と 戰 ふべき 事 

を 主張した。 丹；^ 君と 箱 根の 山路 を 登りながら 盛に 口角 泡 を 飛ばして 戰爭を 主唱した。 ^し 私が 支那 

と 大に戰 ふべき 事 を 主張した 所以の もの は、 支那 を やぶり 朝鮮に 於け る 支那の 勢力 を驅 除して、 朝鮮 

をして 國家 としての 獨立を 維持す る 事の 出来る 様に 望んで 居た からで ある。 さう 云 ふ有樣 であるから 

二十 年 前と 今日と は 非常な 相違で ある。 勿論 似た 所 もないで はない が 大分 變 つて 居る。 其の 變化 にも 

喜ばしき 變 化と 悲しむべき 變化 とがあります。 かう 云 ふ 集りに 此 所へ やって来た 重なる 目的 は舊 友に 

會 うて 見たい と 云 ふ 事であった。 所が 来て 見る と 一 ー十年前講師たりし人は丹羽|^«を措ぃて外に 一 人 も 

來て 居られない。 松 村 君 や 横 井 君な ど は 吃 度來る だら うと 田 わった のに 來てゐ ない。 之で は實に 淋しい。， 

殊に 情なく 思 ふ 事 は當時 私の 講演 『後世への 最大 遺物』 を 聞いて 大に感 裔し大 決心 をして 信者と なつ 

た 人も少 くなかった の だが 其の 時の 人 はとん と 見えない。 

^し 私 は 只今 着いた 許りで よく 見ない の だから 分らん が、 若し 私 は 其の 屮の 一人で あつたと 云うて 

くれる 人が あれば 望外の 喜びで ある。 あの 時 信者と なった 人 は 大學を 出て 學士 なり 博士な. f になって 

居る であらう。 さう 云 ふ 人が 見えな いのは 淋しく 情ない 次第で ある。 一 一十 年 前に 私に 就いて 立. 派な 信 

者と なった 者が 一 一十 年經 つて 私 を 捨てて 仕舞った 人 も 大分 ある。 基督 を 捨て 信仰 を 捨てた 人 は 中々 少 

く はない、 可な りの 數に 上って 居る。 さう 云 ふ 人 は 彗星の 樣な もの だ。 偶" 太陽系の 中に 入り込んで 
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偉い 光 を 放つ かと 思 ふと、 忽ちに して 光 を 放つ こと を 止めて 何處 かへ 消えて しま ふ" 此の 二 卜 年の 間 

に 彗星の 樣に 消えて 仕舞った 人の あるの は 私の 不愉快で ならぬ 所 だ。 こんな 事 を 云 ふと 諸君 を 失望 さ 

せる 樣 だが 仕方がない、 併し 諸君に は警吿 となると 思 ふ。 諸君に して 注意 しないと、 今 こそ は. ゆ Z と lif 

しく 一堂に 會 して 歌な ど 歌うて 居る が、 五 年 十年經 つて 學士 博士になる に 及んで、 キリスト を 捨て 信. 

仰 を 捨てて、 恰も 太陽系から 消え ゆく 尊 星の 様になる かも 知れぬ。 大正 二十 三年に 夏期 學 校が 開かれ. 

る 時に 幸に 彗虽 とならす して 出席 せられん 事 を 切 に^んで 止まない。 

一 ー十年前初めて6^書の講義をした時にそれを聞きに來る者がぁると嬉しかった。 殊に 大學 生と か 高： 

等學 校の 學生 である 場合に は賴 母し く 思うて 嬉しかった。 そして 大 に歡迎 した ものである。 W し 其の 

後の 實 際に 照して 見る と 中々 安く 請 合が 出來 なくな つ た。 - 水く 續け て 聖書 の 研究 を やります と言うた. 

人の 屮に、 m 心 ひの 外に 早く 拾た 人 もあった、 所謂 轉虽が 可な り 多かった" それで 此頃は 彗星の 檢査を 

する 必要 を 感じて 實 際檢査 をす る。 先づ 其の 檢査と 云 ふの はかう だ。 或る人が 私 を 訪ねて 來 ると 私 は 

玄關迄 出て 行く、 「何の 御 m です か」 と 訊く と、 「先生の 所で 聖書の 研究 を 聞き 度い から やって 來ま. 

した」 と 答へ る。 「あ、 さう です か、 それ は赏に 結構です が、 これ 迄 あなたの 様に 決して 止めません 

と- 兀氣で Iw うた 人 も澤山 ありました にも 拘 はらす、 其の 中の 多數は 一 衝月か 二 箇月で やめて 仕舞 ひ、 

二 年 三年と 糗け るの は實に 少數な ものです」。 「ィャ 先生！ 僕はゼ 一命が けで やります、 決して 中絕 

しません から 許して 下さい」 とそれ は それ は 見上げた 熱心と 眞 面目と を 以て 懇願に 及ぶ。 そこで 私 は： 

其の 青年に 向って 「そんなに 熱心なら 君 だけ は 安全 かも 知れません、 ついてはもう 三十日 間お 考 へな. 

された 方が 君の 爲と思 ひます から 三十日 間考 へてから 來 給へ、 それでも 米て 聞きたい なら まあ 來て 見： 


るが よい、 それから これ 迄 も 君の 樣に熟 心に 願うた 者で も 中々 安心の 出来ない 者 もあった から、 君 は 

それ 等の 者と 撰 を 異にする としても、 先づ 一 つ 私に 證文を 書いて 下さらん かね、 證 文です よ、 まあ 斯 

う 云 ふ 意味の 證文 だね ：： 私儀 今般 先生の 宅に て 聖書の 講義 を傍聽 致した く 御 許可の 上 は 決して 中途 

廢 止の 擧に 出で ざるべく 候萬々 一 中絶す るが 如き 場合 有 之 候 際 は 其の 匕 口 此の 證 文相 添へ 新聞に 廣吿相 

成り 候と も 不苦依 而證書 如 件 I . まあ 斯う 云 ふ鹽梅 だね」。 かうた ると 青年 は歸 つて 行く。 三十日 經 

つて 來 るかと 思 ひの 外に 乎 紙 一 本書いて よこさない。 結局 私の 方 は 失望 させられない 丈け で 世話 はな 

いが、 かう 云 ふ 風で は 困った もの だ。 

M なら 詣 も ひとつ 二十 年後の： 炭期學 校に も 出席し ますと 云 ふ 證文を 書いて 行かれたら 宜 からう と 

思 ふ。 若し 萬々 一 出席し なかったなら 新聞に 出しても よいと 書いて 一.仃 かれん こと を 希^し ます。 とに 

かく 一  旦 信仰の 生活 をして 何 かの 事で 脫線 をして 拾て て 了 ふ 者が 隨分 多い。 是 は攀實 だから 諸 が脫 

線せ ぬと 云うても 仕方がない。 二十 年 前に は 信仰 も 必要で あつたが、 學士 となり 博士と なった 今日、 

信仰に は 及第した から 要らぬと 言 ふ 様な 意志の 薄弱 さ加滅 では 始めから 信じない 方が 自他 共に 利益 だ- 

た まじつ か 信仰 をた てに 仕事 をしょう とする のが 抑  " の 誤り だ。 しかも 此の 誤の 抑" の 原因 は 何處に 

在る かと 考 へ て 見る と、 信仰に 人る 時には 信者と して の 偸 快に して 幸福なる 方面に 於け る 生活の み を 

見て、 逆境に 際しての 信者の 苦痛と 云 ふ もの を考 へに 入れて ないから である。 信者と して 世に立って 

行く に は 決して 樂み 多く 仕 合せが 多い と 云 ふ もので はない、 否 信者 だから 人 一 倍^ 渡りに 苦勞 する。 

實社會 に 生活して 信者の 面 ほ を 維持して ゆく ために は 血と 淚とを 以て 常に 激 i^si なる 戰ひ を戰 はな けれ 

i ならない。 吾等の 周 園の 人々 は 吾等の 信仰 を 笑 ひ、 クリスト を 嘲って 居る ので ある。 吾等 は 戰爭を 
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覺 悟して 信仰的 生活 を辏 けて 行かねば ならぬ 事を覺 悟し なければ、 終生 不平 づ くの 世渡りに 終って 了 

ふので ある。 

過去 一 一十 年に 於て 私 を 中心として 申 上 ぐるならば まだく 面 C い 事が 澤山 ある。 けれ 共 私自身に 關 

する 事 はこれ 位に して、 今度 は 世界の 進歩に 就いて 二つの 事件に 關し申 述べ て 見たい と 思 ふ。 

その 一 つ は戰爭 の 問題で ある。 

1 一十 年 前に 箱 根の 山 を 越しながら 話題と なった の は、 先き にも 言った 樣に日 淸戰爭 I 戰爭と 云 ふ 事 

であった。 其の後 十 年 を經て 日露 戰爭が 起った。 外 國で言 ふなら ば 彼の 有名な 南阿 戰爭、 最近の 例に： 

見るならば バ ルカン 問題、 メキシ コと 米國の 紛爭の 如きで ある。 併し 私 一 個人の. 考 として は 一 一十 年 前 

に 於て は 戰爭は 善い ものと 思って 居た、 卽ち 此の 手段に よって 幅 音を傳 へる 事が 出 來る、 之に 由って 

人類の 幸福 を增 進す る 事が 出來、 平和 も 保 たれて ゆく と 思うて 主戰 論の 一人と なって 居た ので ある。 

所が 十 年 前日 露 戰爭が 起った 時 は 私 は非戰 論者であった。 戰爭と 云 ふ 手段に 由って 目的と 云 ふ 目的 は 

達せられた 例がない。 私 は 今 も尙ほ 戰爭を 如何なる 理由に 於ても 絕對に 非と する 者で ある。 諸君 は 夏 

期學 校に 於ても 亦 家に 歸られ て も 各自 戰 (命と 云 ふ 事 を 題目と してよ く考へ て見られん事を希^！ェする。 

私が 日淸戰 爭に贊 成した 第一 の 理由 は、 支那 をして 朝鮮の 獨 立に 干 涉 する 事な からしめ、 朝鮮に 完 

全なる 獨 立を與 へ、 支那 も 獨立を 益，^ 鞏固に し、 日本 は 盟主と なって 全 亞細亞 は 夫々 獨立を 得て 東洋 

の 和平 を 得ん とする に 在った ので ある。 そして 此の 事の 爲に 武器 を 執る のも宜 いと 思つ た。 初代 キリ 一 


スト 敎徒は 一 つの 力 を 自身の 心靈の 上に 有って 居た。 吾等 も 亦單に 自身の み 救 はれる のでな く 之に 由 

つて 他の 同じ 様な 人々 を 救 ふ 力 を 有って 居る。 吾等が 日本 自ら を 救 ひ、 次いで 朝鮮 を 救 ひ、 淸國を 救 

ひ、 これ を 全亞に 及ぼして 神の 王國を 建設 せんがた めに、 戰爭 はしても 宜 いと 思って 居った。 私 は 私 

自身の こと 許り 引き合 ひに 出す 樣で 失禮 かも 知れぬ が、 自分の 事 を 最もよ く 知って 居る の は 私 以外に 

無い と 思 ふから 自分の 事 を 話す ので あるが —— 當時 私の 頭に は 日本と 亜 細 亞と云 ふ 一 一つの 外に 何もな 

かった" アメリカに 居た 時に 私の 頭 を 始終 往来して 居た 問題 は實に 此の 二つであった。 此の間 も當時 

の 事 を 書いた 私の 日記 を 見る と 「イン ダス 河より 太平洋に 至る まで これ 我が 想像の 領域な り」 と 書い 

てあつた。 其の 頃 は 亞細亞 を 思 ひ 太平洋 を 思って 日を途 つたので ある。 今日から 見る と 私の アム ビシ 

ョ ンは 實に大 なる ものであった。 近頃 は 私自身 は 此の 點に 於て 墮 落した のか も 知れぬ がどう もさう 云 

ふ アム ビ シ ョ ンを 持つ 氣に はなれない。 日本 を 救 ひ 亞細亞 を 救うて 見たい と 思うて 自分 を 忘れた の は 

何 億と 云 ふ 生靈を 助く るた めで ある。 かう 云 ふ 事 は 大切な 事で ある。 所が 日 淸戰爭 の 結果 は 何物 を も 

たらした か。 日露 戰爭は 何 を 生んだ か。 與 へようと した 獨立は 朝鮮に 與 へられなかった。 東洋の 局面 

は 一 署錯雜 して 米た。 つまり 戰爭に 依って は 如何なる 目的 も 達せられ ぬと 云 ふ 事 を 過去 一 一十 年の 歷史 

が敎 へる。 

バルカン 問題で も 米 墨戰爭 でも 其 通りで ある。 で、 お 互に 考 へなければ ならぬ、 日本が 戰爭 をし な 

ければ ならぬ 時には、 今 此の 夏期 學 校に 來て 居らる \ 諸君 は斷 じて 非 戰を唱 へたければ ならない。 日 

露 戰爭の 時には 私 は 飽迄非 戰を唱 へた。 其の 時 私 は 友人から 忠吿を 受けた 事が ar であった。 君 一人 

許り 非 戰を唱 へ たからと て 何の 力に もなら ぬから 止せと 云 ふ忠吿 である。 これ は宜 くない。 殊に！ M 者 

講演  .  八 六 一 


雜 < 六 二 

の 中で も 私の 非戰を 罵った 者が あった。 其の 時 私 は 非常に 不愉快であった。 非常に 情なくな つた。 私 

は 信仰に 由って 非 戰を唱 へ、 之に 由って！； 贼 呼ば はり をされ た〕 併し 一人 位唱 へたから とて 何の 勢力 

にもなら ぬから やめよ と 一一； 一 n はれても 今後 やめない、 益" 非 戰を唱 へる。 一 人 だけ 一一 一一 口うても 駄： nz だと 言 

ふなら 何時に なったら 其の 一人が 出て 來 るか。 私が 非戰を 何十 年と 唱 へて をる 間に は 私の 說に贄 成し 

て非戰 論者が 益" 多くな り、 遂に は 社會の 一大 勢力と なって、 輿論の 力で 戰 (ザの 行 はれなくなる 樣な 

時代の  一 口 も 早く 到来 せんこと を 希望す る。 それ を立證 する 事實が ある。 最近 米 墨の 問に： 十 和 を 維持 

する 事が 出來 なくなった 時に 兩國は 互に 武器 を 執った。 アメリカに は 最近 十 年間に 非戰 論者が 非常に 

多くな つた。 そして 其の 中には 有名な 力 ー ネギ ー も 居った。 そして ー國の 輿論 は 非戰に 傾いて 居り、 

プル ゼ ン チン や チリ ー など 云 ふ 小 n!! 國が 調停 を 入れて 早速 平和 狀態 になった。 

昔ィ ザャ、 ィ H ス、 バウ a 等が 主張した こと は實に 此の 人命 を 失 ひ 血 を 見る 事に 反對 した 點 にあつ 

た。 n 本ん も 段 々 に は戰爭 の 非な る を 知り て 奥 論 に 由り て 戰 を やめる 様になる で あらう〕 それにつ 

けても. 吾々 信者 は非戰 論者と なって 平和の ために 盡カ しなければ ならぬ。 然るに 戰 (サ に 熱心で ない 者 

を 不忠 であり 愛國 の 念に 乏しい など 云 ふの は實に 信者と し て 恥づ ベ き 事 だと m 心 ふ。 英國 がい E 阿 に 兵 を 

構 ふる 時 牧師の ロバ 1 卜ソ ンも南 H の 兄弟 を 殺す の を罪惡 でなくて よい 事 だと 思って ゐる。 實に之 は. 

誤れる の甚 しきもの である。 かくの 如き は 福音の 障害で ある。 日本 は 日露 戰爭を 最後と して 今後 戰爭 

をし ない 様に しなければ ならぬ。 


過去 二十 年の 事を考 へても う 一 つ 諸君に.^ h げ 度い 事が ある、 それ は 日本に 於け る 聖書 知識の 普及 

と 云 ふ 事で ある。 一 一十 年 前に は 日本に も 信者 はあった ので あるが 今日の 如く 聖書 は國 尺の 書と なりつ 

つあった のではなかった。 當時私 は 勿論 私の 『聖書 之 研究』 を 出して 居らなかった。 明ら 樣に 聖書 を 

研究せ よと 呼ぶ もの はなく、， 敎<! "に 於て さ へ も 此の 事情 は餘り 盛大ではなかった 樣 である。 然るに 令 

R の： n 本の 社會に 於て は 聖書 を歡迎 しつ k ある こと は 確な 第實 である。 私 は (私自身の 事 を 申 上げる 

様になる が 仕方がない) 一 一十 七 年頃に は 基 # 敎 主義の 雑誌に も關 係せ す 新聞に も緣を 有たなかった。 

■ 翌年 私 は 萬 朝 報に 關 係して 何 か 書く ことにな つた。 併し 當時は 官憲の 干涉が 盛であった。 そして 私 は 

三十 三年に 於て 一 大 決心 をした。 それ は 此の^の 文 學には たづ さはらない と 云 ふ 事であった。 そして 

此の 決心 は 亞米利 加の ァ マ スト 大學の 校庭の 靑 芝の 上に 臥 轉んで 種々 の 瞑想に 耽りながら 決心した の 

であった。 當 時夏朋 休業で 友達の 多く は 學校を 離れて 其の 母 を 見舞に ゆき ましたが、 私 は 母の 處 にも 

歸れ す 留守番 をしながら 右の 樣な こと を考 へ、 そして 國に歸 つたら 是非 聖書の 研究 を 出さう と 思った 

のであった。 所が 歸 つて 見る と屮々 此の 事業に 着手す る 事の 出來 難い 事情が あった。 併しと にかく 三 

卜 三年に は 雜誌を 出す 様になった。 併し 其の 折角 骨身 を碎 いて 作り上げた 雜 誌の 賣 行きと 来たら、 て 

んで御 話に ならぬ。 どこの 本屋に 持って行っても 取合って くれない。 本屋 はそんな 本 は 口 本で は 未だ 

時機が 早くて 賫れ ないから 止めて その代り にもつと 社會 的の 雜誌を 作れと 云 ふ。 私も大 そう 残念に 思 

うた。 友と 云 ふ 友 は 悉く 異口同音に 反對 する、 親 は反對 したかった けれ 共 「お前が さう 云 ふ 本 を 出さ 

うとなら ば 一 同 餓死の 思 をし なければ ならぬ」 と- W ふ。 祌の福 昔 を 傅 へんと して あせれば あせる 程此 

の ft の 事に 囚 はれた。 併した^- 一  人 私 を激勵 して くれた 人が あった。 その 人の 名譽 のために 私 は その 
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人の 名 を 申 上げようと 思 ふ。 それ は 普賢 寺 轍 吉と云 ふ 人で ある。 私が 普贤寺 君の 所へ 行って 此の 問題 

を 持ち出す と 「一 旦 君が 出す と 決めたなら やれ、 やって 見て 失敗したなら 夫れ 迄で はない か、 僕 も 出 

來る だけ は 助けて やる」 との 力 ある 助言に 勵 まされて 愈 "出す 事に 決めた 所が、 思った よりも 都合よ 

く 行き、 其の 時 は 大抵の 宗敎雜 誌の 三 四 倍 も 出て 居った。 爾来 今日まで 十五 年繼 綾し 其の 間に は 盤根 

錯 節迂餘 曲折 はあった けれ 共 其の 爲に 廢刊 又は 休刊す るの 悲境に 陷 つた 事 は 遂になかった。 そして 此 

の專 業に 依って 友 を 作り 信者 を 作った こと も事實 である。 

その後 宗敎雜 誌が 益. - 多く 出版せられ、 其れ 等が 敎會 の內 外に 於て 購讀 せられ、 普通の 書店に 賣り 

捌かれ、 そして 一般に 社會の 各方 面に 讀 まれつ、 あると 云 ふこと は、 之 を 二十 年 前の 歌 態に 比較し 一 

大變 化と 言 はすして 何と 言 ふべき であらう。 箱 根と 大津 との 問に は大變 化が あった。 それに 就いて 私 

の 述べる 必要 はない。 けれども 文部省で は敎 育と 宗敎と を 結婚 させなくて はならぬ と 云うて 居る、 前 

に は 宗敎を 迫害し 抑壓 した 所 の 當局 者が 今 に 至って 此の 一一： 一 n を爲す ので あるから 一 驚 を 喫す るで はない 

か。 これ は 進歩 か 退歩 か は 評し やうがない けれ 共、 とにかく 一  の變 化た る をまぬ かれぬ と 思 ふ。 併レ 

吾々 基督 者の 進步 であり 勝利で あると 見て よいで あらう。 それから 此の 二十 年の 間の 吾國の 思想界 を 

一 瞥 して 見るならば 其處 にも 一 大變 化の 横 はって 居る 事 を 見出す であらう。 此の 一 一十 年間に は 多くの 

學 說が唱 へられた a 先づ 其の 屮の目 ぼしい もの を數 へて 見るならば、 一方に 於て 吾々 が 福 昔 を 傳へ基 

督の 救濟を 叫ぶ 時に、 他方に て は 中 江 兆 2!^ が 『一年 有半』 と 云 ふ 本 を 出した。 此の 本 は 博 文 館から 出 

たので あるが 博 文 館あって W 來の賫 I 仃 だった さう である。 博 文 館で は 之に 由って 大 なる 利益 を 占め、 

部數 十七 萬 五 干の 多 數を數 へる に 至った。 而 して 此の 本の 內容、 其の 說く所 は 我々 の 主張と 極端に 相 


反して 神 無し 靈魂 なしと 云 ふので あるから 堪らない。 以て 如何に 當時 日本 の 人 心が 物質的た 考を抱 い 

て 居た かが 分. る。 けれ 共 『 一 年 有半』 は 其の 生命 も 一 年 有半に して 亡びた。 今 は 恐らく 出版元に さ へ 

も澤山 あるまい。 古本屋 を 捜しても 容易に 見つから ぬと 云 ふ 事で ある。 其の 他に 一 年 有半が 幾ら あつ 

たか 數へ 切，， れぬ であらう。 幸德 秋水が 『基督 抹殺 論』 を 書いた 時に、 堺君は 私が 彼と 萬 朝 報に て關係 

せる 事より 私へ 一 冊 送って くれた。 幸德 秋水の 本い 云へば 殆 凡ての 物 を發賣 させぬ 樣 にして ゐた當 

局 者 は、 此の 最後の 著書 『基督 抹殺 論』 だけ は 發賣を 許した ので ある。 此の 本に 由って 日本に は 基督 

は 抹殺され ると 思 ふたもの は、 啻に 本屋 のみでな く 當局者 もさう であった かも 知れない。 され ど 吾等 

の 心より 基督 を 抹殺す る 事が 出来た であらう か。 これ も 亦 一 年 有半に して 亡びた ではない か。 

四 

次ぎに も 一 つの 一年 有半 を 示すならば 先づ 自然主義 を數 へねば たるまい。 これ は 全土 を掩 はんとす 

る 様な 一 大勢 力であった。 彼等の 主張 も 亦- 大國 なし 祌 なし とする 者で あり 從來 不自然と 見られて 来た 

ものが 彼等に は 自然で あり 眞 であり 實 であるの である。 併し 之 亦 一 年 有半に して 亡びた。 此の 外 私の 

雜誌 を惡く 書き立てた 某々 の雜誌 新聞 は 亡びて しまった。 此の 問 も 或る 本屋と 話した 時に 「あの 雜誌 

はどうした」 ときく と、 「え \ 先生と つくに 雲が くれしました」、 「では あの 本 はどう かな」、 「あれ は 

三年 前に 絶版と なりました」 と 云 ふ 様な 次第であった。 吾等の 主義 を反對 した 所の もの は 大抵 は 消え 

去った 樣 である。 基督の 名を稱 へ る 者 は 色々 內 外の 壓迫を 受けた にも か& はらす 其の 都度 力 を 受けて 

益々 發展 して 消えないで 居る。 多く か 花 は ゆ、 いて 散った けれども エホバ の 言 は 永久にす たれない。 ェ 
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ホバの 言は榮 えに 榮 えて ゆく ので ある。 吾人の 心の奥底に 沈んで ゐて 動かす もの は 神の" 語 *v ある。 人マ 

後一 一十 年年 乃至 一 一 百年の 間に は 色々 な 學說が 行 はれる であらう。 叉 吾等 は 他の 學者 先生から 笑れ もし 

ようが 決して 吾等の 主義 を變 へて はならぬ。 是は單 に 曰 本ば かりで なく 世界 全體に 就ても さう である。 

吾等の 聖書 研究 は 二十 年 前の それと は 異なる。 アメリカの 雜誌 を讀ん でも、 或は 彼の 國に 行って 歸っ 

て來た 人の 話 を 聞いても さう であるが 大 變に變 つて ゐる。 私が 三十 年 前から 知って 居る 一一 ュ ー ョ ー ク 

の 『イン デぺ ン デント』 と 云 ふ 雜誌は 基督 敎 主義の 有力な 雜 誌で 週刊で あるが、 其の 記事の 內 容の變 

化は甚 しい ものである。 其の 記す る 所 を 見る とメキ シ コ とか 曰 本と かパ ナ マと か 云 ふ 事で、 基督の 救 

ひと か 復活と か 云 ふ 文字 は 全紙 を搜 しても 見當ら ない 事が 屢 C ある。 そして 雜誌 自ら は 高等 信 者と 

稱 して 居る。 アメリカの ハイクラス クリスチャン は キリス トを 忘れて パ ナマ とか メキシコ とか 云 ふの 

であるら しい。 此の頃 も 此の 雜誌 は大隙 號と稱 して 特 別に 一 冊を發 行し 大隈伯 を" g ナぉ" II. ヒまト を 有し 

てゐる 偉人 だと 云うて 居る。 何故 クリスチャン スピリットと 一一-一 a はない ので あらう か。 

日本に 居る 英國 の宣敎 師のブ レ ー スと云 ふ 人が 久し振りで 英國 に歸國 して 再び 日本に 屍って 來た話 

によると、 口 ゾ.. ト ン あたりの 牧師の 說敎は 新ら しい 思想 や 文 藝に沒 頭して 信者 を 喜ばせよ うとして 居 

る さう である。 ブレ ー ス 氏が 或 時 講壇で 說敎 した 所が 終りに 一人の 老人が その 衣 を 捕へ て 「貴方の や 

うな 有. 難い 說敎 をして 吳れる もの は B ン ドンに は 一 人 も 居ない、 私 は 久し振りで 有難い 說敎 をき いて 

嬉しくて 仕方がない」 と淚 ながらに 喜んだ と 云 ふこと である。 アメリカ にも 英國 にも 生 意氣な 人が 澤 

山 あるら しい。 そして 初代 キリスト 敎に 反抗しょう として 35 る。 バウ ロゃョ ハネ などに 由って 弘 めら 

れた キリス ト敎を 打ち消さ うとして 居る 者が ある。 併し か- -る聲 は 長く 續 くこと は あるまい。 一 一十 年 


三十 年で 洧 ゆるので ある。 彼れ キリストの 復活が 人類の 進歩の 本源で あるから、 『アウト ルック』 が 

3： と 一一 in はう と 『イン デぺ ン デント』 が 何と 言 はう と 更に 變り はない ので ある。 吾々 が 神と キリストに 

全く 結びついて 決して 離れないならば、 世界の 思想が 如何に 變 らうと も 決して 動搖 する もので はない。 

, 私 は 過去 二十 年間に 相 應の變 化 はした が、 二十 年 前と 同じ様に 小 兒の樣 な 心 を 以て、 此の 夏期 學校 

に 出て 來 たこと を 神に 感謝せ すに は 居られない。 諸君の 中には 一 一十 年 問 も 世 問 を 見す に 本ば かり 請ん 

で ゐ たの だから 多分 村の 思想 は 進歩 し た で あらう と 思 はれる 方 も あるか も 知れぬ。 殊に 私の 友人 で 

アメリカ や ドイツな ど で 哲學を 修め て 來た 者が 私の 處 にや つてく る 時 はさ う 思ふ樣 で あるが、 併し 私 

は 矢張り 少しも 變ら ない ので ある。 昔の 通り だ。 §^ー書の研究は決してゃめなぃ。 多くの 人 は哲學 など 

を學ん で 宗敎を やめ キリスト を 捨て たと 一一- Z ふけれ 共 私 はさう で ない。 私 は 同じで ある。 そして 變 つた 

人 は 私 を 可愛 相 だと 云 ふが 私から 見れば 向 ふが 可愛 相で ならない。 彗星 は 可愛 相な ものである。 私 は 

小 兄の 心 を. もって I  trust  in  Thee た 主 キリストに たよる。 I  trust  in  Jesus これが 吾等の 信仰 

の 始めにして 終りで ある。 それから 決して 離れない。 どんな 亊 があって も 離れない。 そこに 我々 の 信 

仰が ある。 それ を脫 線した 人々 は、 それで は 3： だか 子供ら しいで はない か、 學 者の 賴る所 はま だ 外に 

いくら も ある， 天、 道、 道理、 H レクト n ン などが あるで はない 乎と 云 ふ。 此の 點に 於て 彼等 は 直ぐ 

に 大人と なって 仕舞 ふが 我々 は眞に 何時も 若い 人で ある。 私が 一 一十 年 目で こ、 に 来て 一 一十 年 前 だけ 若 

く なられた と 言 はれて ほしい。 丹 羽 君 は 少しも 頭が. a  くな つて 居られない。 私共 は 何時も 若 やいで シ 

ン プルで ある。 これが 私の 諸君に 言 ひたい ことで ある。 私から 新しい 學說を 聞きたい と 思 ふ 人が ある 

ならば 其の 人 は 失望す るで あらう。 戰爭も 學說も 何れもせ 一 年 有半で ある。 た ひとり 主の 福 昔の み 
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は 萬 世に 渡っての 王者で あると 云 ふ 事 を 私 は 私の 一 一十 年 問の 實驗 によって カ說 する ので ある。 (筆記) 


二 基督教と は 何ぞゃ 

普通 に 日本で も外國 でも さう で あ るが 信者と なる 者 は 思考 の 上からで はなく 境遇 の 結 菜 さうな る 者 

が 多い 樣 である。 人生の 苦 惱に堪 へられない とか 其の 他 種々 なる 事情から 脫 する 事が 出来ないで 煩悶 

に 煩悶 を 重ね 其の 結 raK 何 處へも 行き 處が なくなって 基督に かけ 込んで 來る。 基督の 偉大に 接し 此と親 

しく 交る 事が 出来たならば 自分 の 煩悶 も 苦痛 も 取り去られる 事と 思うて やって来る。 是迄 の 信者の 大 

多數 はかう 云ふ徑 路を迪 つて 來て 居る。 併し 斯 かる 信者 は 一 且 境遇の 上に 變 化が 出来て 以前よりも 順 

調な 境遇に なると 基督 敎の 敎義 は眞理 であるか ないか を 見ようと し 聖書に 對 して 研究 的 態度 を 持す る 

に 至る。 そして 其の 缺點ゃ 不足の 點が 他の 學問 など をす る爲に 見えて 來て 段々 信仰 を抬 てる 樣 になる。 

かくて 脫線 する 者が 多い ので ある。 是迄 俾道師 なり 牧師な りが 信者 を 一 人で も 多く 作る 事 を 以て 誇る 

樣な 次第で とも すれば 十分の 考 をす る餘裕 を與 へす にォ イソ レと 洗禮を 授けて 仕舞 ふ。 若し 其の 際に 

基督 敎の敎 ふる 所 を 明示し 基督の 特質の 如何なる か を 十分に 理解 させたならば 後に 脫線 する 様な 事 は 

あるまい と 思 ふ。 これからの 善良なる 聖書 研究者 の 態度、 牧師 の 態度と 一 K ふ もの はさうなら なければ 


ならぬ と 思 ふ。 それ を 通常の 人 を 引っ張って 來て 「お前 は 神様に 見捨てられて ねる」、 「お前 は 罪人で. 一 

ある」、 「罪 を 悔い改めて キリストの 前に 新しく 生れなければ なり ませぬ」 と 云 ふ。 大抵の 人 は 神様に： 

見捨てられた とか 罪人で あると か 言 はれる とお ぢ ける。 そこで 洗禮を 受ける 樣 になる。 然し これで は- 

威嚇と 云 ふ ものである。 威嚇に 由って 信者 を 作る 様で は 困る。 これ は 健全な やり方で はない。 此の際 j 

に 吾人の 罪を醫 して くれる の は 神の 力で ある 事、 基督 敎は 何を敎 ふる かに 就いて 十分に 敎へ 込まな け 一 

れ ばいけ ない。  - 

パ， リロのと つた 道 はこれ であった と 私 は 思 ふ。 これが 健全なる 仕方で ある。 明白に 說 明して 置いて- 

後に 選撣 させる ので ある。 何が 其の 敎へ であり 何が 其の 特質で あるか を 明白に してで たければ 本當に _ 

信す る 事 は 出来ない ので ある。 諸君 は ra^ して 此の 道 を 通って 來 たか。 かう 云ふ让 方は敎 ふる 方が む、、 クー 

かしい が長續 きする ので ある。 前後の 關係 をよ く 話し、 細かに 敎 へて やる。 それから 考 へて 基督 敎の j 

中心 及び 其の 根. 柢は どこに 在る か を 知らし めて やれば 信者 は 決して 脫線 せぬ であらう。 併し 斯う 云.^ 一 

態度 は 最近の 事で 以前 は 決して 此の方 法 を 執らなかった。 私が 以前 伊豆の 伊東に 傳 道に 行った 事が あ- 

る。 其の 時-人の 老人が 大風呂敷に バイブル を澤山 入れて それ を 負うて 私の 所へ やって 來た U そして 

あたた は マ タイ 傅の M 章 何 節に かう 書いて あるが それ を 信じます か、 それから ルカ 傳の何 章 何 節、 コー 

リ ン ト 前書の M 章 何 節に かう あるが それ を 如何 思 ひます かと 種々 連發 する。 かう 云 ふ 見方 は 私共の 見 j 

方と は 大分 違 ふ。 私 は 「知りません 答 へられません」 と 云 ふと 其の 老人 は 「あなた は 聖-書 を 知らない J| 

と 云 ふ、 「それで は 仕方が ありません」 と 答へ た。  一 

それから 伊東 を 去って 歸 つて 來る 途中に 山中で 一 人の 青年に 食した。 私 は 長靴 を はいて 居った が. W 
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道が： i ほた ので 靴の ま、 では 步 けない。 裸足に なった が 中々 苦しい。 すると 青年 は 「先生 草鞋 を 上げ 

ませう」 と， 云うて くれたので やっと 助かった。 其の 夜 は 熱 海に 宿って 一緒に 牛肉 を 食べた、 そして 肉 _ 

代 を拂ふ 段になる と 中々 私に 拂は せない。 それから 私 は 「君な かりせば 僕 は 人足 を賴 まなければ なら 

ぬ の であった、 所が 君の 好意に 由つ て 人足 も餹 はすに 濟ん だ、 當 然支拂 ふべ き 人足 代 そ 肉 代に ま はし 

て此は 僕が 拂 ふから 僕に 拂は せて くれ」 と 云 ふと、 靑年は 「先生 私 を 人足と；^ 一視な さるの か、 それ 

は餘 りひ どい」 と 云 ふて 非常に 怒った。 「いや 決して 君 を 人足と 同一視す るので はない」. と 色々 云う 

て やっと： S 得させた。 伊東の 傳道 はさんん \ に 失敗した ので あるが 歸途 意外な 經驗 をした。 其の 靑年 

は 善良なる クリスチャン となって 神 田に 書籍 店 を 出して 居る。 

聖書の 一句 一句 を 描き 屮 I す 事 はよ くない、 聖書 は全體 として 何を敎 ふる か 中心 は 何處に 伏在して 居 

るか を 知らねば ならぬ。 勿論 是は 容易に 出來る 仕事で はない。 が、 さりと て 全然 出来ない 問題で はな 

い。 研究 すれば 出来ない 事 はない。 パイ ブル を 研究す るに 際し 先づ 第一 に マ タイ 傳は 何を敎 へて 居る 

か、 マ 力 傳は何 を、 ヨハネ 傅、 n 1 マ 書 は 何を敎 ふる かと 云 ふ 風に 研究して 全 二十 六 章に 及ぼす と 一一 一一 C 

ふ H 合に する。 ヨハネ 傳は何 を 目的と して 書かれた のか、 其の 中心 點は 何かと 言 ふ 風に 研究して ゆく 

かう 各 書 を 研究して 新約聖書 全體に 及ぼして ゆく。  C11 マ 書 はむ づ かしい 書 だと 言 はれて ゐ るが、 信 

仰の 立 場から 見 るなら ば そんな に 分り 惡 いと 云 ふ 程の もので は あるまい。 かくして 夫れ を餘 合し て 見 

ると 聖書の 一貫せ る敎を 見出す 事が 出来る。 私の 今日の 態度 は 方に これで ある。 自分が 滿足 する だけ 

の 研究 を 積まねば ならぬ。 敎師も 亦 信者に 對 して 根本的 敎義の 何たる か を 知らさなければ ならぬ。 敎 

師は 夫れ 故に 深き 研究 を 要する、 つまり 今日に 於て は 信 讀と云 ふ 事が 大切で ある。 普通の 讀み 方で 此 


の 句が 氣に合 ふと か 合 はぬ とか 云 ふので は 研究と は 言 はれない。 全 體を摑 む、 各 書 を 調べ て 聖書 を學 

ベば、 諸君が 信仰に 於て 墮 落せぬ のみなら す 終生 信仰から 離れる 様な こと はない。 これ は 最も 永生 的 

なやり 方と 思 ふ。 若し 機會が あらば 私の 僅か 許りの 研究の 結果 を 申 上げ 度い ものである、 若し さう 云 

ふ 機 會が與 へられて 山の 中に でも 這 入って 靜 かな 場所で 毎日 話したなら 永久 的の 利益 を與 へる 事が 中 H 

事よう。 これからの 信者 は リバ ィバ ル 的で なく 冷 靜な淸 めら れた 頭で 研究す るに 至る 事 を 望む。 

二 

それで は 聖書の 根本 敎義と は 何で あるか。 私 は 研究の 順序 を 話す のでなくて ゆの 結果 を 話し 度い。 . 

歸着點 をのみ 話す 事に する。 その 中二つ の 事に 就いて 話さう と 思 ふ。 其の 一 つ は 基督 敎の說 く 所は旣 

レ濟ん だ 事で ある、 旣に實 現された 事で あると いふ ことで ある。 何故 斯う 云 ふ 必要が あるかと 言 ふに. 

基 昏 敎は S 想の 追求で あると 云 ふの は 夫れ は 大變な 誤り だと 思 ふからで ある。 旣に實 現された もの か. 

それとも 亦 之から 實 現さるべき もの か、 此の間に は實に 天壤も 啻ならぬ 差異が ある。 然るに 信者の 中 

に は 種々 な考を 持って 居る 者が ある。 或は 旣に實 現された もの だと 云 ふ 人 も あれば、 いやさう ではな 

くこれ から 實 現さる 可き もの だと 云 ふ 人 も ある。 或は またもつ と 自由な 考を もって 夫れ は どちらで も 

よいと-ぶふ 尺 も ある。 前 も 見なければ なら ぬれ 後 も 見なければ ならぬ と 云うて 居る。 併し そんな 自由 

な 考へ方 を 此の 場合 許さぬ。 かう 言へば 吾等 を狹 くす るな どと 云 ふ 人 も あるか も 知れぬ。 けれ 共 吾等 

ま！^ じて 動いて. H ならぬ。 聖書の 敎 ふる 所 は 基督 敎と云 ふ もの は旣に 湾んだ こと、 實 行され た 事 を 示 

おど 

すので あって、 そんな 事 を 言へば 地獄に 落される など 威 されても やめられない。 

m 演  A 七 一 


雜 0  八 七 一一 

それからもう 一 つの 事 は 聖書に 記して ある 事 は— 基督 敎に 於て は、 各自が 此方から 主動的に 或る 事 

を 完成して ゆく のか、 或は 神の 方で 爲 して 下さる ので あるか、 何方 かと 云 ふ 事で ある。 私の 考へ では- 

聖書 は 前者で なく 後者、 卽ち祌 がして 下さる と 云 ふこと を 明白に 記して あると 思 ふ。 神が 吾等に し て 

下さる と 云 ふ 事で ある。 

普通の 道德に 由れば 祌に對 して 人間の する 事が 完全に なれば なる 程 益" 實 行を耪 けて ゆかたければ 

ならない。 卽ち 未来の 點 にある ので ある。 併し キリスト 敎 はさう ではなくて 過去に 完成され たもの を 

貫 ふので ある。 私は獨 逸の 祌學 思想に 三つの 明白なる 思想が あると 思 ふ。 チュウ ビンゲン 派、 シ ユラ 

ィ H ル マツ ヘル 派、 それから リッチ ル の殘 せる ものである。 然し シ ュ ライ H ル マツ ヘル が 最も 健全な 

態度 を 持 つ て 居る と 私 は 5 やつ て 居る。 此の 人 は獨逸 の 神學 思想 の 流れ を 中和 させ 何れに も 偏 せす し て 

其の 長所 を 有して 居る。 シュ ライ H ル マツへ ルは 繰り返し 繰り返して キリス ト敎 は旣に 過去に 於て 濟 

ん だ事實 なること を 一一 H うて 居る。 其の 高足の 門弟 ネア ン デル は 死んで から 五六 十 年になる が、 彼れ の 

十一 一 使徒に 依る 敎會 成立の 筋道 を 書いた もの は 今でもな ほ 注意して 熟讀 する の 價値を 有して 居る。 そ 

れ から 叉 ゴォデ ー と 云ふ學 者が 居る。 此の 人 は ヨハネの 精神 を 私に 傅へ て くれた 人で ある。 又 シラッ 

テル はゴ ォ. デ ー を 更に 新しくした 者で ある。 も 一 人はラ スキ ン である。 彼 は 力 ー ライル の 弟子で 宗敎 

と は緣が 遠い にも 拘らす 中々 深い 適切な 事を霄 うて 居る。 多くの 異端 邪敎が 何故 起った かと 云 へ ば、 

それ は 人間が 自分で 自分 を 救 へ る 者と 思 ひ 色々 樣々 の 儀式な ど を 案出した 事から 起った ので あると 述 

ベ て 居る。 彼 は 基督 敎を 知る 者と 言 はねば ならない。 ラスキン の 様な 批評家の 口から 此の 言 を 聞く 事 

の出來 るの は心强 い。 ラスキン は 人生 を 見、 同時に 神の 事 を 忘れなかった 人で ある。 


人が 神に 賴 つて 爲 すと 云 ふ 事 は 聖_ 書の 到る 處に 表れて 居る と 思 ふ。 口 1 マ 書 四 章 一 一十 五節 は 明かに 一 

之れ を 示して 居る。 此の 一節が よく 分った 人 は 基督 敎を 理解した 人と 云って よから う G. 併し 若し 此の 

章 を 遠 ま はりに 說明 するならば その 人 は 未だ 基 蝥敎を 理解して ゐ ない 人で ある。 說 明はド 乎で も 短く 

とも 構 はない、 出來 なく ともよい ので ある。 併し 注意して 置かねば ならぬ の は 日本語 譯 聖書の 飜譯で 

ある。 「ィ H ス我 儕の 罪の 爲 めに 付 さる」 迄 は 無難で あるが、 共れ 以ド 「また 我等が 義 とせられん 爲 

めに」 は 誤りで、 これ は 「われらが 義の爲 めに 甦らされたり」 と 云 ふの が 原文に 一 致す る譯 である。 一 

キリストが 十字架に 附 けられた の は 我 儕の 罪 を 負うて 附 けられた ので ある。 併し 玆に說 を 爲す學 者が 

あって 人間 は 某して 他人の 罪 を 負 ふこと が出來 るか、 若し 出来れば あの人が 自分の 罪 を 負うて 吳れ た： 

の だから 自分 は 更に 別の 罪 を 犯しても 構 はぬ と 云 ふ 風に 成る ので はない か、 例へば 借金の ある 者が 他 一 

人に よって 借金 を負擔 して 貰って、 今度 は乂 新しく 借金す る樣 になる ので はない か、 それと 同じ 樣なー 

もので ないかと 云 ふので ある。 だが 若し さう 思 ふ 人が あるならば 信者 を やめれば よい 。逢 書 をよ く 見 一 

ると 明白に 書いて あるで はない か、 私共が 罪 を 許される の は 一 に 完全なる 贖罪 主が あるから である。 一 

若し 夫れ が 分らぬ と 云 ふなら ば 私 は 其の 人に 向って 基督 敎を お捨てな さいと 云 ふので ある。  " 

私が こんな 事 を 云 ふと 多くの 人が そんな 事 を 云うて くれるな、 多くの 信者 は 出て 行って 让 舞って 敎； 

會は 空に なって 困る ぢ やない かと 云 ふ。 『アウト ルック』 が 何と 曰 はう と 『イン デ ペン デント』 が 何 一 

と 一一 一一 11 はう と 知れた 事、 若し パゥ 口に そんな 事 を 云って 見 給へ、 バウ n はきつ と 怒り 出す に 違 ひない。 一 

私が 少しな りと 心に 平和 を 得て 信仰 を 捨てられな いのは 私の 犯した 罪 を 負うて くれる 者が あると 信じ. 一 

て 疑 はぬ からで ある。 若しお 前 は 今日 も かう 云 ふ 罪 を 犯した ぞと毎 R 示された 日に は 生きて 居られな 
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いで はない か， 自殺す るより 外に 道が 無いで はない か。 然るに 吾等の 犯した 罪 を キリストが 負うた か 

ら晏 如と して 生活 を鑌 けて 行かれる ので ある。 若し キリスト にして 罪 を 負 ふ 事が 出来ぬ とならば 吾等 

の 罪 を 如何に 解くべき か。 

或 一派の 人々 は 云うて 居る、 罪 は 病 氣の樣 な もので 人間の 共通の 缺點 だから 仕方がない、 罪 は 人 

間につ きもので ある、 肉 あ る 者 は 缺點ぁ る の が當り 前の 事で 何も さう 取り 立 てて 云 ふ 程の もの で な い 0 

。ハウ &は 近世 心理 學を 知らぬ から あんな 事を說 いたの だと 云 ふ。 若し 此說 に從ふ 事が 出来たならば 我 

我 は 罪の 輕減 を覺ぇ 罪と 云 ふ もの を 重大視せ ぬ 様になれる。 併し 此れと 共に 若い 果して さ >y だとき 足 

すれば 我輩の 心の 最 奥の 最も 美しい it は 消滅し 亡びて ゆく であらう。 主が 十字架に 上られた の は 吾等 

の 身代りと なって なされた 事で ある。 たと へそれ は實驗 で證明 は出來 なくと も 我々 は然か 信じて 一歩 

も 退かない 。吾人 は かく  一一 一一  E ふことの 出來 るの は 偏に 吾人の 宗敎 生活の 實驗 から 結論す るからで ある。 

私が かう 云 ふの は 敢て宣 敎師を 喜ばせん が爲 でない。 これ は 何も 他人に 關係 せぬ 所で ある。 

その 次の、 義の爲 に 甦らされたり— と 云 ふ 事 は オル ソ ドック スの 誤解し 易い 所 だ。 原文で は義 のた 

めに と ある 所 を 何故 わざく 義 とせら れんが 爲に としたかと 云 ふに、 義の爲 にで は餘 りに 直截 的で 恩 

惠が 過大で ある 様に 思 はれる からで あらう。 それで は 雷 ひ 過ぎた ものと 云 ふべ く、 如何に 神の愛が 廣 

大 でありと しても そこ 迄 は 行き渡って は 居らない だら うと 云 ふからで ある。 つまり 夫れ では 餘 りに 信 

者 は 恩 を 受けす ぎて 居る と 云 ふの だ。 吾等が 受けた 義 のために 主 は 甦り、 吾等 は義 とせられた。 こ i 

が 大切で ある。 然るに 私 は 未だ 義 とせられない、 故に 信仰 ある 行 をして 義 とせられなければ ならぬ と 

云 ふなら ば、 信者と なって 益" 煩悶が 大きくなる 許りで ある。 これで は 善 を爲す 事が 出來 なくなって 


くる。 兄弟 同士が 惡く云 ふ 事になる。 互に 缺點を 言 ひ 合 ひする 事になる。 それ だから 敎會 ロ程惡 口の 

連發さ れる所 はない 樣 になって くる。 つまり 斯く の 如き こと は 自分で 出来ない 事 を 他人 に爲 よと 强 ひ 

るの だから 生きて 地獄に 落ちて ゆく 様な もの だ。 これ 實に 誤りの |„ ^しい ものである。 

神が キリ スト をして 復活 させた と 云 ふ 事 は 非常な 恩惠を 吾等に 與 ふること だ。 信仰に 由り て キリ ス 

トの爲 された 義を 吾等の ものと なす 事で ある。 これが 大切で ある。 これ は 新約聖書の 明 in に 記す 所 だ" 

吾等の 肉體が 朽れば 吾等の 住むべき 家 は 天 國に備 へられて ある。 夫れ は 間違 ひか どうか は 他の 事で 決 

める。 キリスト は 罪 を 贖へ る のみでな く 義の爲 にーュ 〔人に 復活し 給うた ので ある、 基督の 復活 は 旣に完 

成された ことで、 しかし それが 吾人の 復活で ある。 こ、 が 根本と なって 居る。 旣に 決行され たこと を 

吾等 は 吾等の 信仰に 由って 吾等の ものと する。 信仰に 由って 吾等の ものと なすと 云 ふ 此の 一 i 昔の 如き 

は 世の中に 又と あるまい。 吾人 はこれ を 眞實と 見て 決して 心配 はしない。 若し 吾人が 罪 を 犯した 時に 

はもう 一 度 十字架 を 見上げる ので ある。 凡て を 基督に 委せ 得る と 云 ふ 程に 基督の 愛 は 廣大な もので あ 

る。 若しも 基督の 復活 はこれ からで ある、 未来に 於て なされる だら うと 云 ふなら ば、 これ 基督 は 吾等 

を 愛して 下さる であらう と 云 ふ 事で 甚だ 薄弱で ある。 ョ ハネ傳 六 章に は 吾等が 基督の 血を飮 まな けれ 

ば 永生に-^ る 事 を 得ない と 云うて ある。 

三 

叉 基督 敎は 他の 宗敎と は 違 はないで はない か、 神様に 賴 ると 云 ふ 事で は 他力 敎、 佛敎と 選む 所がな 

いで はない かと 云 ふ 人 も あるか も 知れぬ。 併し 非常な 相違が ある、 其の 區 別の 一 つ は 罪と 云 ふ 事で あ 
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る。 罪と 云 ふ 事に 就て は 佛敎は 基督 敎に 於て 強く 云 ふ 程に は 云うて 居ない。 佛敎に 於て は. 罪の 観念 は 

基督 敎 よりも 微 である、 從 つて 壞 ひと 云 ふ 事がない、 贖 主の 必要 を說 かない。 然し 基督 敎に 於て は 

神に 反對 したる もの は 滅びて 仕舞 ふ と 言 ふので ある。 十字架の 意義、 キリストの 血 を飮ま なけ れば救 

はれない と 云 ふ 事が 大切で ある。 罪に 渡される と 云 ふ 事、 亡びて 仕舞 ふと 云 ふ 事が 大切で ある。 之に 

.£ ら なければ 永生に 入る ことが 出來 ぬと 云 ふ 事が 大事で ある。 之れ が 基督 敎解釋 の 鍵で ある。 爱に於 

て 吾等の 行 はなければ な ら ぬ 事、 爲 さねば ならぬ 事が 明白と な つてく るので ある。 

終りに 私 は靑年 會に對 して 一 つ 注文が ある。 それ は 失敬な 一一 目 ひ 分か も 知れぬ が、 靑年會 の 態度が 一 

(疋 して Jig ら ない 様に 見える、 旗喊を 鮮明に して 貰 ひ 度い と 云 ふ 事で ある。 靑年會 の 旗印 は 何で あるか、 

時々 & 々な 人が 這 人って 來る樣 だ、 靑年 會の廣 量な 故 かも 知れない が どっち か 一 つに 決めて 貰 ひ 度い。 

此の 態度の 廣 いと 云 ふ 事 は 福 昔の 傳 道に は 餘程考 へ もの だ。 此際靑 年 會は斷 然意を 決して 其の 態度 を 

嚴 正にし、 私の 霄 うた 所 を 指摘して 例 を 以 て 示さた けれ ば な ら ぬと 思 ふ 。 靑年會 の 諸君 は 人々 に 對. し 

て もっと 勇氣を 示されん 事 を 願 ふ. ので ある。 我が 福音に 由る に 非 すん ば 決して 救 はれぬ と 云 ふ 事 を 示 

して 貰 ひ 度い。 『イン. デ ペン デント』 は 大隈伯 を クリスチャンと 稱 して 居る。 聖書 を學 ばないでも 伯 

は クリスチャン と 云 ふので は 情ないで はない か。 かう 云 ふ 風に 少し 位狹 量の 樣に 見えても 夫れ は 福音 

の傳 道に はよ いと 思 ふ。 夫 を敎會 では 異端 だな ど 云 ふの は 曲解の 甚 しきもの である。 どうぞ 二十 ra 囘 

目の 夏期 學校 を 最後と し て 靑年會 は 態度 をき めて 貰 ひ 度い。 廣 くす る か 狹 くす るか、 どちらで もよ い、 

廣 くきめ たなら 廣 いたりに 活動し、 狹 く.： 疋 めたならば 狭い 樣に 活動す る樣 になって ほ I い。 私の 意見 

に 反した 場合で も 私 は贊成 は出來 なくと も 敬意 を 表します。 やれ 大隙 さん、 やれ 桂さん、 其 他 たれで 


も 引 張り ま はすと 云 ふ 風で は 完全なる 發展は 望まれない かも 知れぬ。 よく 此の 邊の 事理 を考 へて 態度 

を 明かに して 貰 ひ 度い。 私 は 或は こんな 機會 を： 冉び 得られない かも 知れぬ。 折角の 事 だから 私の；^ 望 

を 最後に 述べた 次第で ある。 要するに 基督 敎の敎 ふる 所 は旣に 夫れ が 完成され たこと、 神の 與 ふる も 

の を 信仰に 由つ て 我 も の とすると 云 ふ 事で あ る。 諸君 は 諸^ 自ら の 解 釋に待 つ ベ しとす る も^の 考は 

實 に此處 にある の で あ る 0  (筆記) 
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スコット メソッド の 復活と 浦 口 君の 

グル— プ メソッド 


わが 友 浦 口 文治 君の グル ー プ メソッド 其 物 は 私 も かねて 承知して 居る。 私 等 基督 者の 祈りの 組立 

方に も 亦 この メソッドが 適用され て 居る とい ふ 同 君の 研究報告 としての 一 論文が、 丁 昨年 (一 九 一 一 五 

年) 一月 號の 『聖書 之 研究』 にの つて 居る。 其 中に あげて ある We  aslc  it  in  the  name  of  Jesus 

Christ と い ふ 原文に 對 する グ ル ー プ式 の 解 釋は當 時す でに かなりの 注意 を眞 面目な 請 者 の 間に 呼び 起 

した。 而 して 宗敎 思想 を その 內容 として 居る ものば かりで た A く、 其 他 諸種 類の 外 W 文に 封して 多年 根 

氣 よく 績 けられた 研究の 結 菜が みごとに 纏められて 居る 同 君の 近業 「グル ー プ メソッド」 は 今や 早 

くも 改訂 三 版 を 重ぬ るに 至った と 聞き及んで、 私も亦 著者と 其 カ强. い 主張と に對 して 之 を 慶賀せ ざる 

を 得ない。 

此 メソッドの 應用 によって、 宗敎 思想が 如： 1： によく 消化し 得られる か、 特に 現在の H 本譯 において 

は»" その 意義の 難解 を 免れない 聖書の 本文が 如何に 明快に その 精神 を 示して くれる かと 云 ふ 事は此 

著. の數 章、 卽ち 第二 十 rar 五、 六、 七 章 をー讀 せられるならば、 何人も 直に 合點 せられる であらう。 

宗敎 思想の 消化 法と しての 此メソ ッドが 有して ゐる S 所 如何 を 評する の は 姑く 之 を 他日に 讓 つて、 も 一 


つと 一般的な 立場より して、 此 書に 對 する 私の 感想 を 述べて みょう。 

外國 思想 研究の 近道、 とくに 最も 有力な 其 消化 法と しての 著者の 主張に 對 して 私も亦 大いに 興味 を 

感じて 居る。 私の 解す る 所に よれば、 著者の 主張 は、 外！； の 思想に 對 する 消化 力 養成の 手引と しての 

語學敎 育に 於て なるべく 先き にすべき 思想- 2： 容の味 ひ 方で、 單語 及び 文法的 規則の 機械的 諳記 は 寧ろ 

後に すべし とい ふに ある やうで ある。 私 はまた 考 へる、 小 兒が母 園 語 を 習 ふ 仕方 は演鐸 的であって、 

歸納 的で はない。 之 を 一 曆 正確に 云へば、 一 種の Desire  for  expression  (表現 慾) が 其 胸に もえ 立 

つて、 其 後に 一一 一一 c 葉の 覺ぇ 方が 之に 伴って 來 るので ある。 私 等が 外 國語を 習 ふ 順序 も 亦 正しく この 通り 

であらう と。 餘 りに アナ リチ カル (分解的) で 兼て 機械的な 語學 研究 法 は 私の かねて 贊 成し 得ない 所 

である。 浦 口 君が 最近 此著を 公に せられた 動機 も 亦 察する にか やうな 無理で かつ 有害な 語學敎 育法に 

對 する プ n 1 テスト を 提出す るに あるで あらう。 されば グル ー プ メソッドと いふ 表題の 下に、 著者 

が 主張して 居られる 所 は、 私より 見れば、 とりもな ほさす 私自身が 外國 語修學 時代に 於て 迪 つて 来た 

あの 懷 かしい 古き 道へ 我國 現在の 外國文 研究 法 を 呼び返して、 之 をな ほ 其 先き へ 進まし めようと する 

試みで ある。 本書に 徹頭徹尾 滿ち 溢れて 居る 著者の 見解と 其 自由 奔放な 發 表と に對 して、 私 もまた 此 

見地より して 大體 上贊 成の 意 を 表する に躊路 しない。 

私 をして 今日 あらせて くれた 過去の 敎育的 要素 はいろ，^ あつたが、 其 中 智力の 側面に て 先 づ指を 

屈した いのは 大學 豫備門 時代に おいて 幸に も 受け 得た ス コット 氏の 語學敎 育で ある。 彼の 授業を受け 

る 以前に 私が 英語 學に 費した 年數 はかなり に 長 か つ た。 また 私を敎 へ て くれた 英語 敎師は 隨分多 か つ 

た。 しかし 其 頃 私の みならす、 私 時代の 學生 大多数に とって、 外國 語の 課業 は 最も 煩 はしい、 否 最も 
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嫌な 學 課の 一 であった。 しか.. るに スコ ッ. ト 氏の メソッド は 8- をして 英語の 勉強に 多大の 興味 を覺ぇ 

させる に 至った。 私 等の 同級 中には 外 國語畢 に 於て、 隨っ てまた 種々 の專 I： 學に 於て、 其 後 傑出した 

人々 が少 くない。 新 渡 戶稻造 君が 其 一人で あつたの は 云 ふ 迄 もない 事と して、 5 お 崎 行 親^  (其 後鹿兒 

島の 造士 館長より 第 七 高等 學校 創立 當 時の 校長と なられた 私の 親友) の 如き も 亦 欧羅巴 語學に 於て 堪 

能な 一 人であった。 田 中 館 愛橘 氏、 藤澤利 喜太郞 氏、 梅 若 誠 太郞氏 等の 諸氏 も 確か 私よりも 一 年上の 

級に 居って、 ス コ ット 氏の 授業を受けられ たと m わ ふ。 私の クラ スに於て當時旣に^！然頭角を現はして 

居られた のが 穗積八 _ ^氏であった。 此等當 時の 學 生が 其 後 それぐ の 活動に 於て 外 H 語に 負 ふ 所 如 3： 

に 多大で あるか は 今更 之 を 云 ふさへ 愚かな 事で あるが、 ス コ ット 氏の 敎授法 は 私 等の ために 外 國語學 

習の 基礎 をし つかり 据 ゑて くれた。 

ス コット 氏 は 我 邦に 於け る 小 學校敎 育の 開拓者と して、 明治 初代の 文化史 上 彼の 大きな 貫 獻の 故に 

記念 さるべき 外國 人中 屈指の 一 人で ある。 彼の 功勞は 文部省 大正 十 一 年度の 編 S 物、 學制 五十 年史に 

もしる されて 居る。 其 一 一十一 一.： c; に 円く 「明治の 初年に 來 朝した 米！： 人 H ム- ヱム. スコ ットは 米國に 

於け る 小 學校敎 育の 實際を 我が 國に俾 へて、 敎科書 . 敎具 . 敎授 法の 發逹 等に 少 からぬ 功 蹟を殘 し 

た」 と。 此 人の 英語 敎授 を大 學豫備 門に 於て うけた 時、 私 等 は 全く 一  の 新 天地に 導き 入れられ たやう 

に 感じた。 その 以前に 行な はれた 英語 敎育を かためて 居た の は單語 諳記 主義と 文法 尊重 主義と であつ 

た。 然るに 此人 によって、 私 等が 敎 へられた の は 全然 その 反對 であった。 とい ふの は單語 一つ一つの 

意義 を 記憶 さ せられる よりも、 寧ろ 若干 數 の 一一 百 葉が 相 集 つ て なし て 居る 集團の rM: 容を 理解す る やうに 

導かれた のであった。 此 等の 集團を 名附 けて 文法 學者は フ レ ー ズ とか ク U 1 ズ とか 云 ふで あらう が、 


其 名稱は 鬼に 角と して、 私 等 は 當時此 等 を もっと 廣義に 解して ゐた。 もし 浦 口 君の 用語 を 以てするな 

らば、 それが 卽 ちグル ー ブスで あらう。 こ i に 一例 を あげるならば (勿論 これ はス コット 氏の 用 ひた 

もので はない が) is  love と 云 ふ 一 文 は 三つの 單語 によって 出 來てゐ る。 これ を 切り離して、 第 

一 は 名詞で 主辭、 第二 は 動詞で 單數 三人 稱 現在、 而 して 第三 は 名詞で COBPlemeut であると 仕分け 

て みても、 思想 上 何等の 意味 も 出て 来ない。 然るに これ を 一 のグル ー ブ として 見れば、 卽ち 「神 は 愛 

なり」 とい ふ 意義に 於て 解 すれば、 そこに 直ちに 深い 意味と 大 いなる 力と が あら はれて 來る であらう。 

スコット 氏のお 蔭で、 私 等の 注意 は單 語の 煩 はし さより 解放され て、 言葉の 集團が 有する 其 內容の 意 

味に 初めて 導き 入れられた。 • 

次に 彼の 工夫と して 思 ひ 出される の は 文法 上の 術語と か 規則と かに 拘泥し ないで、 毎週 一 囘 かなり 

に 多くの 短い 英文 を 作らせた 事、 また かやう にして 英語 を實際 上に 運用して 以て 我々 自身の 思想 感情 

を發 表させた 事であった。 かやうな 手引に よって、 形式的 文法 第一 主義より ー轉 して、 私 等の ひき 入 

れられ たの は 作文 尊重 主義であった。 その 以前に 英文法の 講義 を 私 等の ために 聞かせて くれた 敎師は 

幾人で あつたか もはや 記憶して 居ない が、 どの 先生 もどの 先生 も 文法の アナリシスに 囚 へられて、 八 

品詞 中 動詞の 中程に 来る 頃に は旣に 時間が なくなって、 大抵 其 講義 は 打 切られて しまった。 隨 つて 肝 

心の シン セ シス (總合 的の 組立 方) など 全く 敎 へられす に學 期ゃ學 年の 終りと なる のが 常であった。 

しかるに あの 七面倒な l)arsillg. などで 私 等 靑年を 困らせす に、 スコット 氏 はいきな り 作文 を 私 等に 

課し て 、 . 英語 其 物 を 實際的 にっか はせ て くれた。 

當時私 等の 級に て 第 一 席の 競爭を 絶えすな しつ、 あった ものが 三人あった。 其 第 一 人 は 後 間もなく 
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歿せられ たと 覺ぇ るが、 其 第二 人が 穗積八 束 氏で、 そして 其 第二 人目が 私であった。 穗積氏 は 元来 驚 

くべき 學才 者で、 平日 殆ど 勉强 しないで »r 悠々 と 第一 席 を 占められた。 私の 如き は隨分 努力して や 

つとの ことで その 位置 を 得た。 當時 毎週 月 曜日に 英作文 を 敎師に 出す 事に なって 居た ので、 第一 席の 

役目と して 私も亦た 其 都度 同級生の ぺ ィパ ァを 集めて ス コ ット 氏に 渡した。 その 頃 宿題の 作文 を 書い 

て 出す もの は 一 級 中 ま づ六七 人で、 其 他 は 大抵 ナ  一一 2： 村なん どが 出す からよ からう とすまして 居た。 

此敎師 も 亦な か/, \ 大様で、 此 等の 連中 を 一 々叱り もしなかった。 隨 つて これらの 六 七 人 は 自作の 作 

文 を 殆ど ハ母週 丁寧 に 添削し て もらった。 かやう にして 外國文 を讀む 分量 に 比較し て 、 寧 ろより 多く 外 

國 語を實 地に つか はせ てみ ると いふの がス コ ット 氏語學 授業 法の 第一 ー特徵 であった" 

お 薩で私 等の 英文に 對 する 面 ほ 味 は 段々 と强 めら れた。 これ を霄 ひ換れ ば、 單語ー 々の 詮索よりも 

寧ろ グ ル ー ブス 2： 容 の 理解 を 先 にし、 また 形式的 文法の 規則 を覺ぇ るよりも 英語 そ の もの を 自ら 使 つ 

てみ てこれ を 理解し、 而 して その 理解 を 新しい 英文の 解 釋に應 用させる とい ふス コット 氏の メソッド 

は 私 等に 對 して 極めて 有效 であった。 かやう に讀ん では 使 ひ、 使って は讀 むと いふ 流 摘で 兩面 相補つ 

て 行く とい ふ敎授 法に 對 して、 私 は 今も尙 大いに 感謝して 居る。  - 

偖 浦 口 5^ の 新著 を 乎に して、 私が 第一に 思 ひ あたる の は スコット メソッドの 復活と いふ 事で ある- 

外 國語學 の 面倒 さに 不相變 なやまされて 居る 今日の 男女 學 生に 對 して、 グル ー プ メソッドの 效用は 

必す 明治 八 九 年の 頃に、 私 等が 受けた 利益に 比して ー曆 まさる ものが あるで あらう。 聞けば、 本書の 

著者が 語 學敎師 としての 長い 經歷 中、 其 熊 本 時代 以來勉 めら れ たの は 一 面 英語 作文に 於け る 短文の 構 

造 練習 を 課する と 同時に、 他面に 於て 母國 語への 譯文練 |E を 毎週 規則 立って やらせる 事であった とい 


ふ。 和文 英譯に 於け るグル ー プ メソッドの 應 用法 は此 書に 包括され て 居ない が、 此 メソッドが 英作 

文に 適用され て ゆく 所 如何と いふ 問題に 對 する 詳細の 意見 發表を 希望して 居られる 人が 同 君の 僚友 屮 

にも あると 云 ふ。 私 も 切^す るの は 著者の 主張が 旣 に外國 文の 飜譯 法に 一 の 革新 を來 たしつ k ある や 

うに、 相等しき 鮮 かさ を 以て 外國 語の 作文の 上に 亦 この メソッドが 適用され る ことで ある。 此著 現在 

の 範圍內 に 於 て 云へば、 外國 思想 の 直接的 消化 法 の や 取 早くし て 且つ 其 要領 を 得る ことの 確かな メソ 

ッド として、 浦 口 君の 所述が 大體上 正しい と 云 ふこと は 私 等の 受けた 故 スコット 氏の 語學敎 育法 * し 

かも 个 口にな つて 益" 感謝 させられる 授業 法に かへ りみ て、 ^！！ら之を證明する事が出來る。 

もう ニー  m 玆に 加へ たい 事が ある。 聊かながら 私自身 も 亦 語 學敎師 としての 經驗を 持って 居る。 その 

中 最も 切 實に思 ひ 出される の は、 私の 一 子に 對 して 自ら 試みた 語學 授業 法、 しかも 幸に 多少の 成功 を 

牧め 得た 敎育 法で ある。 彼が 未だ 獨逸 協會學 校に 入らない 前、 卽ち其 小學校 時代に 於て、 私 は 自身の 

經験上 外 國語敎 育の 必要 を 感じて 早くより 獨逸語 を 彼に 敎 へて 置かう とした。 其 趣意で 特に 獨 逸人な 

る 甘ぶ 親友に たのんで その 敎授を 請うた。 所が どうした もの か 外 國語を 嫌って、 自 0 子 は 一向 習って くれ 

ない。 そこで 私 は 自ら 彼の 敎師 となった。 同時に 其 メソッド をー轉 して、 なるべく 單語ゃ 文法の こま 

かい； 索 を さけて、 寧ろ これ を學 びたいと いふ ュ psil.e を 自ら 起す やうに 仕向けつ、、 適 當な言 衆の 

壤團の 内容 意義 を敎 へ、 また 其 欲求 を 基礎と して 新しい 短文 を 授けた。 其 一例 を あげれば、 彼が 當時 

すでに 荼だ面 C がって ゐ たべ ー スボ ー ル に 普通な 用語 を 先づ與 へ て、 此遊戲 の 事柄 を 主題と して 簡單 

た 文章 を讀 ませたり、 作らせた りして 行った。 所がし ばらく にして 著しい 進步が あら はれて 来た。 そ 

れ以來 私の 苦心 は 半分 以上 消えて しまった。 同時に 彼 は 自ら 進んで 獨逸語 を學ぶ やうに なった。 かや 
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うにして 私が 自分の 息子に 適用した の は 自身が ス コ ット 氏に 授けられた メソッド 其 儘であった。 

此 恩師より 私自身が うけ 得た 語學敎 育法、 しかも もはや 約 五十 年 前の 同級 諸君 幷に 現在 私の 家の 後 

繼 者が 俱に衷 心より 感謝すべき 理由の ある 語學 授業 法と 大體上 其 立場 を 同う して 居る ものと して、 加 

ふるに  一 I 合理的な 消化 法が 外國文 構造 上の 諸 細目に 適用され たものと して、 浦 口 君の グル ー プ メ 

ソ ッド其 物 は 私 も 之 を推獎 する に撣ら ない。 また 私が 眞實に 切望す るの は此 メソッド の 運用が 我 邦 現 

在の まじめな 外國文 研究者の 間に 益々 ひろがり ゆく 事で ある。 (談) (昭和 一 一年 三月 十五 日) 


日本人の 不平 病 

英國の 博物 學者 カノン、 ッ リス ッ ラムと 云 ふ 人が 日本に 漫遊して 其 見し 所の 事 を 故鄕の 人に 書き送 

つた 書翰の 中に 斯う 云 ふが ありました 

日本人の 容貌 は 全 體悲懂 的で 小兒を 除く の 外 は 彼等の 中に 喜ばしい 満足した る 額 を 見る 事 は 至て 

稀で ある 

と、 亦 私共 外 園に 遊んだ 者が 日本に 歸 つて 來て久 振りで 同胞の 顏を 見る 時に も此英 國の學 者の 感じた 

事と 同じ 事 を 感じます。 

リ：；  * 

殊 に 注意す べき は 日本の 靑年 の 容貌 であります、 其 顔 は 何ん となく 凄く、 其 服と： K ひ 脣と 云 ひ 不平 

を 以て 滿ち充 ちて 居る やうに 見えます、 彼等が 正義 を 語る 下に は 冷たき 刃の やうな ものが 藏 して あり 

ます、 彼等の 所謂 懷慨 悲憤なる も の は 私共 外國 に 在て そ の 靑 年間 に 於て 曾て 見た ことのない 所の もの 

であります、 彼國に 於け る靑 年なる 者 は 全體に 至て 無邪氣 なる 且つ 遊び 好きの ものであります。 

*  .X- 

時  事  •<< 五 


雜 八 八- パ 

斯くて 不平と は脚氣 病と 同じく 日本人 獨特 の病氣 では あるまい 乎と 思 ひます、 勿論 不滿足 は 世界 到 

る處 にない 處 はありません が 然し 日本人の 所謂 不平、 卽ち藤 田 東 湖 先生の 云 ひし 鋭利 鏊を斷 つ 可し だ 

とか 侃々 稷暴 を排 すだと か 云 ふやうな 狹 くして 鋭く、 其 中に 少しも 春の 海の 洋々 たる 所の ない もの は 

是れ 日本 か 左な くば 支那 朝鮮に 限る ものであると 思 ひます。 

日本の 氣 候が 日本人の 不平 病の 一 源 因で ある は 確であります、 其濕氣 多き 1^ ー陶 しき 空氣は 憂愁 不滿 

を釀 すに は 最も 適合した ものであります， 紐 育に 在りまして は 華氏 百度の 炎熱 も 傘な しに 凌ぐ ことが 

出來 ますが、 東京に 在りまして は 七十 度の 薄 暴 も 日 除な しに 過す こと は 出来ません、 日本人が ー體に 

€： 氣 であって、 其 遊戯なる もの は 碁で あると か將 拱で あると か 大方 は 望 ft 的で あるの も 全く 日本の 穴」 

氣の ためで あら ふと 思 ひます。 

氺  氺 

樊 茶の 習慣 も 亦 日本人の 不平 病の 一 源 因で あるに 相違ありません、 茶 素卽ち ティンなる ものが 如何 

に 激烈た る祌經 刺戟 劑 であるか は 人の 能く 知る 所であります、 然るに 日本人 は 朝から 晩まで 此 毒素に 

其 身體を 浸し つ、 あるので あります、 其 胃 の 腑は茶 中 に 在 る鞣表 にて 鞣皮 同様にな つて 居る ので あり 

ます、 其腦" は 茶 毒に 浸されて 休む こと 至て 掛 く、 爲 めに 常に 奮 興して 居る のであります、 日 木 人に 肥 

滿の 人の 夥 いのも 一 つ は 確に 茶を飮 むた めで あら ふと £ 心 ひます。 

み  ホ 

日本人の 米食 も 確かに 此 不平 病の 一 源 因で あると 思 ひます、 餘り 多量の 澱粉質 を 消化せ ねばならぬ 


故に 胃 は 非常の 疲勞を 感じ、 それが 爲 めに 腦に要 すべき 血液 を 多く 腹部に 呼び寄せ ますから、 自然と 

中擓； に 貧血 を 起し、 爲 めに 憂靈症 を讓 すので はない かと 思 ひます、 殊に 不平 家が 靑年學 生の 中に 

多い の を 見れば、 此說明 は 眞理に 近い やうに 見えます。 

*  に- 

ぎり  しゃ 

支那 文學の 研究が 不平 病 昂進の 大源 因で ある こと も 疑 ふこと は 出来ません 支那 文學に >f す 瞧文學 V 

(布ぶ 伯， が 文學に 於て 見る やうな 喜ばしい 人生 觀を 見る 事 は 出来ません、 支那 人 は 其 始めて 歷史 面に 現 は 

れし 時より 早 旣に老 ひ ぼれ たる 人種で ありし やうに 思 はれます、 彼等の 文 學に希 職人 や、 印度人の 

文學 にある やうな 小兒 らしい 喜 悅滿々 たる 時代 はたかった やうに 見えます、 支那 人 は 成人に あら ざれ 

ば 老人でありまして、 彼等 は 青年時代 を 有せ ざる 國民 であると 稱 ふても 直しい と m わ ひ ます。 

子瞻 であると か韓退 之で あると か 云 へ ば H ライ 文人で ありし に 相違ありません、 然し 彼等が 所謂 

歡喜滿 足の 人で はなく して 不平 忿懣の 人で ありし 事 丈け は 確であります、 「世に 伯樂 有り、 然る 後に 

干 里の 馬 有り、 千里の 馬 常に 有り、 而 して 伯 樂 常に 有らす」 との 語 をー讀 しまして 其大 不平の 文字で 

ある を 知る 事が 出来ます、 雨う して 斯う 云 ふ 文學を 以て 育て上げられし B 本人であります から 彼等が 

不平 滿々 遣る 方の たいやうな 人 「おにな つたの は當然 であると 思ます。 (っゾ く) (： 但し 績搞 なし I 編者〕。 

Q 無 敎會』 明治 三十 四 年 四月) 
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余の 見た る 信 州 人 

〇 「人國 論」 の 著者に 據れば 信 州 人の 特性 は 「愚に して 頑」 なる に 在りと 云 ふ、 余の 見た る 所 を 以て 

すれば 彼等 は 今日に 至る も此 特性 を變 へざる が 如し。 

〇 「愚に して 頑」 と は 馬鹿正直の 意な り、 卽ち 人に 騙され 易く. 而 かも 騙さる、 と 知れば 直に 

くの 謂な り、 余の 見る 所 を 以てすれば 信 州 人 は 能く 此性 を帶 ぶる が 如し。 

〇 余 は 幸に して 未だ 曾て 信 州 人中に 奸物を 見す、 藝州 人の 如き、 長 州 人の 如き 奸 物に あらざる 者 は 稀 

なる に比べ て 信 州 人に して は奸 物なる は 稀なる が 如し、 是れ 余が 此 明治の 偽善 政府の 治下に 在て 望 を 

信 州 人に 囑 する 所以な り。 

〇而 かも 信 州 人が 伊藤 侯 を 戴き、 大隈伯 を 仰ぐ に 至て は 一一 一一 n 語同斷 なり、 余 は 信じて 疑 はす、 淺間 山麓 

は 狐狸 族の 繁殖すべき 處 にあら すと。 

〇 山國 人なる が 故に 信 州 人 は 堅く して 狭し、 上田 人 は 松 本人 を排 し、 小 諸人 は 上田 人 を 信ぜす、 -fg 

と筑 摩の 水域の 異 るが 如く 北 信と 南 信と は異 鄕の感 あり、 彼等 は 信 州全國 のために 謀らす、 故に 西南 

狐狸の 輩の 乘 する 所と なる， 是 最も 歎すべき こと 也。 

〇 何 に も 信 州 人 に 元始 的 善性 あり と 云 ふに あ らす、 人 は 皆な 悉く 罪人 なれば 信 州 人と て 天使 族に あ ら 

ざる は 勿論な り、 然れ ども 愚なる 者 は 正に 入り 易し、 救濟の 希望 絶無なる 者 は 智慧の ある 者な り、 中 

固 人の 如き 名古屋 人の 如き、 殆ど 此絕 望の 淵に 瀕する 者な り。 


〇 愚者が 智者と 成リ、 然る 後に 義 者と 成る に 非す、 愚者 は 直に 義 者と 成るべき なり、 愚者、 智者と な 

れ ば、 義者 とならす して 奸物 となる、 近世 敎 育の 危險 はこ k にあり〕 

〇 信 州人は 永久に 「愚に して 頑」 たるべき なり、 「智 にして 軟」 なる 者 は 信 州 人に して 信 州 人に 非す、 

而 かも 斯 かる 信 州 人 を 時に 信 州に 於て 見る は 歎すべき ことなり、 殊に 諷訪湖 逢、 ！ IK に 天 龍 河畔に 此種 

の 信 州 人 多し と 聞く リ 

〇 信 州 人 は 日本に 於け る 世界 道德 の先覺 者、 支那 道德の 撲滅 者、 新 日本 德 流の 泉 源た るべき なり。 

(『信 濃 毎日 新聞』 明治 三十 六 年 七月 六日) 

貴顯 紳士 に 福音 を說く の 愚 

貴顯 紳士と て 人間で ある、 罪に 沈める 人間で ある、 故に 彼等 とても キリストの 救 拯に與 かる ことの 

出来る 者で あるから 余輩 とても 亦 機 を 得るならば 彼等に 天の 幅 音 を分與 する に吝 ならざる 者で ある。 

然しながら 我 倚 は賁顯 紳士 …： 殊に 口 本 今日の 責顯 紳士なる 者の 如何なる 人物で ある 乎 を 能く 知ら 

たければ ならない、 彼等 は 階級と して 決して 自己の 罪を悔 ひ、 キリストの 王 國を迎 ふる 者で ない こと 

は 能く 分って 居る、 彼等が 時には 基督 敎を贊 成す ると 云 ふの は 自身 キリストの 救 扬に與 からん と 欲す 

るからで はなく して、 基督 敎を 政治 上 叉 は 社交 上に 利用 せんとす るからで ある、 使徒 ヤコ ブの言 ふ、 

繭曹 貧者 を莪視 め、 爾曹を 凌 虐げ、 また 裁判所に 曳く者 は 富者に 非ず や、 彼等 は爾 曹が稱 へらる. -所 

の 美名 を！ li す 者に 非ず や (雅各 書 二 章 六、 七 節) と は實に 日本 今日の 貴顯 紳士に 適用すべき 言辭 であ 
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る、 彼等の 如くに 神に 向って 心 を^ 復に する 者 はない、 斯 かる 者に 特に 基督 敎を 紹介 せんとす る は、 

唯、 ー&? 彼等の 侮蔑 を 招く までの ことで ある、 余輩 は 信じて 疑 はない、 我 倚の 主 イエスキリスト は 決 

<3AA<1A<"<J<J<"<:<1<1 厶厶厶 厶厶厶 厶さ厶 △ 

して今曰の貴顯紳士なる^！^を愛し給はざることを、 斯 かる 高ぶりた る * 策略の 外、 何物 を も 知らない 

者 は キリ ス 卜の； 大國に 人る に 最も 不適 當 なる 者で ある、 脉の 前に 眞珠 を投與 ふると は實に 彼等の 前に 

貴き キリ ス トの福 昔 を 述べん とする ことで あると 思 ふ。 

余輩 は 斯く言 ひて 彼等 を 憎む 者で はない、 又 彼等に 對 して 社 會的大 運動 を 起さつ と は 決して 爲 ない、 

余輩 は 彼等に 於て 何の 羨むべき もの をも發 見し ない、 "^輩 は 寧ろ 彼等 を 非常に 氣の 毒に 思 ふ 者で ある、 

然しながら 余輩 は 彼等に キリストの 福音 を 聞かす る の 全然 徒勞 の 業で ある こと を 信す る 者で あ る 、 飢 

ぇ渴く 如くに キリ ス トの福 昔 を 求めつ 、ある 者 は 今や 日本 全 國に滿 ち 溢れて 居る、 彼等 は 主 を 求め、 

亦 主に 招かれつ. 1 ある 者で ある、 我 儕 は 今日 直に 彼等 貧しき 平民に 主の 福 昔を說 くべき である、 然る 

に 特に 貴顯 紳士 を 招いて 彼等に 道を說 かんとす るに 至て は、 是れ， ^輩の 何ん とも； t しゃう のない 愚策 

劣 策で あると 思 ふ。 

今 を 去る こ と 六 七 年 前、 日 木 基督 信徒 の 贵顯 招待 會 なる 者が 東京なる 帝國 ホテルに 於 て 開か れた、 

爾 うして 其 全然 恥辱と 失敗と に 終った こと は 誰でも 能く 知って 居る、 然るに 近頃 义 同様の 會合を 開か 

ん とする 計畫の ある を 耳に して、 余輩 は 痛 歎の 至りに 耐えない、 貴顯 を社會 上の 貴顯 として 敬す るの 

は 余輩と 雖も爲 す 所で ある (聖書の 明白なる 教訓に 從 つて)、 然しながら 常に 基督 敎を 蔑視して 止ま 

ざる 彼等に、 福 昔 を 聞かす るの は、 是は實 に 彼等に 之 を 聞いて 貰 ふので ある、 余輩 は 基督 敎の 威權を 

維持す るた めに 余輩の 信仰の 友人が 于 日の 貴 顯 紳士 輩に 主の 貴き 福 昔 を 聞かせ ざらん こと を 望む、 恐 


く は 彼等 足に て踐 み、 ふリか ヘリて 爾曹を i み 破らん (馬 太 傳七章 六 節)。 (明治 三十 八 年 四月) 

更ら に 善き 方法 

卽ち戰 爭に代 ふるに 仲裁々 判 を 以てすべし  米國 ヨセフ、 エルキントン 

『更ら に 善き 方法』 と 『新 希望』 と は 善き 友人な り、 吾人 は 愛と 平和との 優れる こと を證 明す るた 

めの 議論 を 要せす、 困難なる は 之 を 今日の 境遇に 適用す るに あり、 而 して 此事を なすに 多くの 忍耐と 

寛容と を 要す。 

世界に 曾て 在りし 最大 敎師は 曰へ り、 「惡に 抵抗す る 勿れ」 と、 卽ち惡 を 以て 惡に抗 する 勿れと、 

叉 曰く、 「雨の 敵 を 愛すべし」 と、 此 事を爲 すに 强き 意力と 品性と を 要す、 而 して 人類の 多数が 雅量 

の此 程度に 達する までに は尙ほ 永き 時日 を 要する なるべし、 然れ ども 國 民間に 平和的 關係 を事實 とし 

て 成立せ しむる ための 或る 準備 は 何人と 雖も 能く 之 を 爲すを 得べ し、 文明 諸國に 於て 個人的 安全 を 獲 

得する ための 事業が 大に 其效を 奏せし を 見て、 W て此 種の 盡 力の 全く 無效 ならざる を 知るべし。 

米國ボ ス 卜 ン府に 於て 昨秋 開會 されし 萬國 平和 會議 はせ て 開かれし 此 種の 會 合の 中に て、 最も 强く 

K 衆の 注意 を惹 ける、 叉 最も 多く 公衆の 心 を 刺戟せ る會 合な りき、 其 發會は トレ モント 公會 堂に 於て 

行 はれたり、 而 して 此大會 堂の すべての 椅子 は聽 衆の 占む る 所と なり、 而 して 尙 三千の 來會者 は 席な 

きため に 入場 を謝絕 されたり、 來會者 中學者 ありた リ、 紳商 ありたり、 技術 師 ありたり、 合 衆國々 務 

大臣 ヘイ 氏 は 大統領の 名 を 以て 來會者 を歡迎 せり、 彼の 演說 はすべ ての 國際 的紛 (中 を整定 する に 仲裁 
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的 栽 判 を 以てすべ きことの 强カ にして 熱心なる 辯 明な りき、 彼の 演說の 一 節 は 以て 其 論旨の 那 邊に存 

せし 乎 を 示す に 足る、 ヘイ 氏 は 云へ り、 . 

余の 聽衆 諸君 は 目下の 悲 むべき 世界の 狀態を 認め、 之に 服從 する 能 はすして、 此 幽暗の 中 を 通過 

して 日光 を迎 へんと 欲する の 方々 なり、 此大 なる 救濟は 如何にして 果たさるべき 乎、 吾人の すべ 

て は 近頃、 トルストイ 伯の 戰爭 に關 する、 かの 驚くべき 說 敎を讀 めり、 其 中に 著者の 驚くべき 炯 

眼と 燃る が 如き 精神と が 地理 的； ^ 鳳に 政治的 限界 を 跪して、 天より 彼に 與 へられし 福音 を 彼 を 除い 

て は 何人も 發 する 能 はざる 言 を 以て 彼が 述 ぶる を 見たり、 而 して 諸君が 痛心 以て 彼が 戰爭を 非難 

する 恐ろしき 言を讀 むに 方て、 諸君 は 各 己、 人類の 間に 行 はる \ すべての 慘 事に 對し、 一部の 責 

任 を 負 はざる ベから ざる を 感じ、 著者の 供す る救濟 策の 何たる 乎 を 知らん と 欲する の 念 切なる に 

至て、 諸君 は 終に 之 を 供 せらる、 卽ち 宗敎是 なりと、 然り、 是れ 唯一 の救濟 策た るな り、 若しす 

ベ ての 人が 正義 を 行 ふに 至らば 何人も 惡事を 行 はざる に 至るべし と、 世間 何事 か是 より 明白なる 

もの あらん や、 是れ 完全の 方策な り、 是れ 預言者 も 聖徒 も滿 足す る 所、 而 して 神の 定め 給 ひし 時 

に 於て 此 世に 實行 せらるべき ものな り。 

然れども諸君は玆に相會して現代目^.|の人も亦此の望ましき日の到來を早むるために何事か爲し 

得ざる 乎との 問題 を 攻究 せられん とす、 若し 吾人 は 今日 直に 平和 好 情 を 以て 世界 通有の 法則、 國 

民の 慣例と 成す 能 はすと すれば、 吾人 は此 境遇に 接近 せんた めに 何 を爲し 得べき 乎、 吾人 は此望 

ましき 目的 點に向 ひ、 少しな りと も 吾人 を 接近せ しめんた めに 如何なる 方法 をと るべき や、 …… 

余 は 合衆國 政府が 誠實 にして 同情 を 以てする 歡迎を 諸君に 呈し、 諸君が 玆に會 合せら^し 目的 精 


神 を 極力 贄成 する 33 を 諸君に 確 通すべく 命ぜられたり。 

此演 說に對 し、 英國、 佛國、 獨逸、 那威、 伊太利、 填 地 利 等の 派遣 委員 は是等 諸國に 於け る 軍隊 主義 

の悲 むべき 結果に 就て 語勢 を 加へ て 述べられたり、 『汝の 武器 を 地に 委ねよ』 の 著者なる スット ネル 

伯爵 夫人 は 熾ん なる 喝采 を 以て 迎 へられ、 各種の 紛爭 を整定 する に 仲裁々 判に 由るべき こと を 熱心に 

主張せ り， また ボ スト ン市 內の敎 會堂竝 に巿會 議事堂 は 平和 會議 開會 中に 集合し 来りし 聽衆を 以て 滿 

たされ、 彼等 は 該會議 に 於て 討議され し 平和運動の 種々 の 方面に 就て 聞かん とせり、 『單 純なる 生涯』 

の 著者 牧師 ワグネル 氏 は 彼の 友人なる 敎授ケ ー 一一 ヒ氏 と共に (二者 共に 佛蘭西 人な り) 基督 敎共 勵會 

の發 起の 下に 開かれし 會 合に 於て 熱心に 仲裁裁判 を贊 成して 語られたり、 シカゴ 市の ジ HI ン、 ァダ 

ム ス 夫人 も 亦 「眞 正なる 愛 國者は 平和的 殖産 事業 を 以て 誠意 其 國に事 ふる 者なる こと」 を 述べたり。 

『友 會』 も 亦た 多くの 代表者 を 此議會 に 送れり、 友 會派は 常に 『更ら に 善き 法』 の 主張者な りき 1 

ゥヰリ ャム、 ペン は 一 千 六 百 九， 十三 年に 歐羅巴 諸國に 「同盟の 計畫」 なる もの を 提議し、 國 民間の す 

ベての 爭鬪に 代 ふるに 共同 的 警察 權 の 適用 を 以てせん こと をせ り、 若し 此正氣 なる 方法に して 採用 さ 

れ しなら ば 過去 一 一 百年 間に 許 多の 慘事は 省かれし ならん、 文明 世界 は大 速力 を 以て 此方 法の 採用に 向 

ひ進步 しつ、 あり、 而 して 問題 は 僅かに 此 運動の 先驅 ならん 乎、 或 ひ は 後 殿な らん 乎に あり、 戰爭の 

生す る 道 德的幷 に 經濟的 動亂は 永き 以前より 旣に堪 ゆべ からざる ものと なりぬ、 而 して 寡婦 丼に 孤兒 

は更ら なり、 男子す らも、 人道の 名に よりて、 すべての 國 際的紛 爭を钊 決する に 方て 戰爭 よりも 更ら 

に 道理に 合へ る 或る 他の 方法 を 以てせん こと を 彼等の 同胞に 訴 ふるに 至れり。 

十 五ケ 國と其 有力の 政治家と を 代表す る萬國 平和 同盟 義會の 二 干の 會員は 昨年 聖路 易萬國 博覽會 開 
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設中 合衆國 政府の 招待す る 所と なり、 四十の 國會 議員 も 亦 其 列に 加 はれり、 此議會 が 大統領 ル I ズべ 

ル卜 氏の 充分に 承認す る 所と なりし は リツ チヤ ー ド、 バ ー トルト 氏の 盡 力に 依れり、 而 して ル ー ズべ 

ル卜氏 は 直に 和 蘭國海 牙府に 於て 第二の 平和 大會を 開かん との 義會の 提議に 應 じたり。 

編者 曰、 ヨセフ. H ル キン トン 氏 は 米 國費府 『友 會』 々員に して、 彼國 知名の 非戰 論者な り、 廣 

く 交際 を 各國の 名士と 結び、 此 主義の ために 盡瘁 せらる、 近頃 本邦に 来遊せられ、 編者 一夕 親し 

く 氏の 溫容に 接する を 得、 文明 諧阈に 於け る 戰爭廢 止 運動に 就て 氏の 希望 を 以て 語らる る を 聞い 

て 大に我 志を强 うせり、 此時、 余！ M. は 氏に 乞 ふて 其 夜の 談話の 一節 を 記載して 之 を 本誌に 寄 送せ 

ら れんこと を 求めたり、 而 して 氏 は 喜んで 此乞を 納れ、 此譯 文の 原文 を寄途 せらる、 余輩 は玆に 

氏 の 厚意 を 謝する と 同時 に、 余輩の 譯 文の 拙劣 にして 充分に 氏の 精神の あ る 所 を 本誌の 讀 者に 紹 

介す る 能 はざる を憾 む、 然れ ども 旣に 氏の 如き 博愛 有識の 十に して 揮から すして 此 主義 を 全世界 

に 向て 唱道 せらる、 を兒 て、 余輩の 同志 諸君 も 亦、 余輩と！：！ じく ナ、 に 其 確信 を 固めら る、 なる ベ 

し 非戰論 唱道 は 決して 賣國 的行爲 にあら す、 眞正 たる 愛 國者は 平和的 殖產 事業 を 以て 其 國に事 

ふる 者な りと、 シカゴ 婦人の 此 二目、 以て 余輩 同志の 座右の銘と なすに 足らす や、 余輩 は 開戟中 

の 今日、 勿論 國法を 遵守して 遺憾な からん こと を 期す、 然れ ども 余輩 は 飽くまで も 非戰を 余輩の 

信仰の 一 箇條 となし、 余輩の 微力 を其實 行の ために 默 げて惜 まざるべし。 (明治 三十 八 年 七月〕 


〇 第 十九 世紀 間に 所謂る 文明 諸國 が戰爭 のために 犧牲に 供せ し 人命 は總數 凡そ 四千 萬 人、 消費せ し 金： 

額 は 三千 億圓 (300.80.00o.ooo.yeu) なりと 云 ふ、 若し 此金を 以てすれば 三 萬の 大學校 を 起し、 優に 之 一 

を 維持す る を 得べ し、 或 ひ は 最も 困難なる 鐵道 三十 萬哩を 架す る を 得べ し、 此人 と金と を 以て 爲し得 一 

ざる 經世利 民の 事業 は 一 つと して あるな し、 然れ ども 尙ほ 非戰 論は迂 論な りと 云 ふ、 吾人 は 何故に 其 

迂 論なる や を 知る に 苦む。 

〇 今や 全世界に 在る 非戰を 主張す る 平和 協 會は五 百 を 以て 算 へらる、 米國、 英國、 塽國、 獨國、 佛國 •： 

伊國 皆な 平和 協會を 有たざる はなし、 殊に 軍人の 跌扈を 以て 名高き 佛國に 於て 最も 盛な りと 云 ふ、 而ー 

かも 東洋の 君子 國 なる 日本に 此會 あるな し、 廢娼會 あり、 禁酒 會 あり、 婦人 矯風 會 あり、 動物 虐待 防 一 

止會 ある も、 同胞の 殺戮に 由ら すして 國際的 紛擾 を 整理 せんと！： る 平和 協會の 設け あるた し、 恥づべ 

きに 非す や。 

〇 第 十 gl 囘萬國 平和 大會 は來る 九月 十九 S を 以て 瑞 西！： ルチ ェ ルン "吋に 於て 開かるべし、 世界の 平和 一 

主義 大家 は 山水 明媚なる 此 地に 會し、 大に 戰爭錢 止の 方法に 就て 討議 せんとす、 而 して 米國の 如きす， 

ら 多數 の 代表者 を 此會に 送りて 大に其 勢力 を援 けんとす るの 計畫 ありと 云 ふ。  < 

〇 千 九 百 五 年度 佛國 政府の 歳入 總額は 凡そ 三十 六 億 法 (九 億 圓餘) にして 其 中 軍事と 公俊 (重 もに 戰ー 

(ザの 爲に 起せし もの) とのた めに 消費す る 額 は 二十 億 法な りと 云 ふ、 而 かも： 束備擴 張の 聲は尙 ほ彼國 

の 政府 幷に 軍人 社會の 中に 揚 りつ、 あり、 故に ド院 議員.、 テス ッ ー ネル、 ド、 コン スタン 氏 は 近頃 彼國 

の 議會に 於て 此 案に 反對 して 叫んで 曰 へり、 佛國の 國家も 議ノ％ も 政府 自身す らも 一 ^〔人の 財政の 實況を 

知らす と、 怫 阈の窮 狀は憐 むべ し、 而 かも 其 議會に 一人の ド、 コ ン スタン 氏 ある は 祝すべし、 佛國の 一 

■1 
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將來 に尙ほ 希望 ありと 云 ふべ し。 

〇 萬 固 公法 學會 第一 一十三 大會は 本年 九月 四日 を 以て 那威國 首府 クリス チヤ ナ 市に 於て 開かるべし、 是 

れ 叉非戰 主義 實 行の 一好 手段な り、 余輩 は 其 成功 を 祈る。 

〇^ 國羅 馬府に 於て 萬國 中央 農事 協會の 設立 あり、 伊國 皇帝 陛下 は 之に 三十 萬 リラ (八 萬 圓餘) の 寄 

附を爲 されし と 云 ふ、 是れ また 平和運動の 一大 翁 助たら ざる を 得す。 

人類の 宗敎 分け 

瑞 西國バ ー ゼル府 出版の 萬 國傳道 年報に 依れば 世界人 口の 宗敎 分け は 左の 如くな りと 云 ふ 


基督 敎徒  五三 sr 九 四 〇、 〇〇〇 人 

猶太 敎徒  一 0, 八 六 〇、 〇〇〇 人 

囘々 敎徒  一 七 五、 五 九 〇、 〇〇〇 人 

偶像 敎徒  八 二 五、 K 二 〇、 〇〇〇 人 

之 を 人口 一  千に 割當 つれば 左の 如し 

偶像 敎徒  五三 三人 

基督 敎徒  三 四 六 人 

囘々 敎徒  一 一 w 人 

猶太 敎徒  七 人 


爻 基督 敎徒を 其所驀 の 宗派に 由 て lEi 分 すれば 左 の 如し 

天主 敎徒  二 五 闪、 五 〇〇、 〇〇〇 人 

ベお 職敎徒  . 一 〇 六、 五 〇〇、 〇〇〇 人 

新敎徒  一 六 五、 七 五 〇、 〇〇〇 人 

其 他  八、 一 九 〇、 〇〇〇 人 

.此 統計に 依れば 基督 敎 徒の 總數五 億 三千 四百 丸十 M 萬な りと 云 ふ、 大勢と 云 ふべ し、 但し 其 中には 猶 

太 人 を 虐待す る 露國の 所謂る 「正敎 徒」 も あれば、 亦 外 國宜敎 師に依 食して 恥と せざる 日本の 基督 敎 

徒 も 含まれ ある こと を 忘る ベから す。 

乂 基督 敎徒 中、 天主、 ！ 1  布臘、 新敎の 三大敎 派に 屬 する 者 以外に 尙ほ八 百 十九 萬の 基督 敎徒 ありと 云 ふ- 

吾等 無敎會 信者 は 其 中に 含まれて あるに や、 或 ひ は 何人も 吾等の キリ スト を 信す るに 至りし こと を、 

其 本！； に報吿 せし 者なければ、 吾等の 如き は 多分 今尙ほ 偶像 敎徒 として 算 へらる、 や も 知れす、 世に 

<。ほ にならぬ ものと て 宗敎的 統計 の 如き は あらす、 昔し ダビデ は 其 民を算 へて 神に 罰せられ たりと 云 ふ 

(撒 母 耳 後書 二十 四 章 を 見よ) 吾等 は 偶像 敎徒 として 算 へらる、 も 可な り、 唯 神に 愛せら るれば 足る <^ 

(明治 三十 八 年 八月〕 
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無抵抗主義 實 行の 實例 

其 一 

イサク 對ァヒ メレク 

創世記 第二 十六 章 

ァ.、 フ ラハ^の 子—， T サ，， ク—、 ゲ ラル の 地に 往 きて ペリ シテの 王 アビ メ レクの 許に 来れり  

 ィ |:|=:^1 彼 他 4 種を播 きて 其 年に 百倍 を 獲たり、 ェ ホバ彼 を惠み 給へ り  ぺ リ シテ人 彼を嫉 

  すくて ゐど ふ. 

み、 彼の 父ァ ブラ ハ ム の從 僕が 掘りた る 諸の 井 を 塞て 土 を 以て 之に 充 たし、 彼と 彼の 家族と をして 

飮 むこと 能 は ざら しめたり、 1 ぺ^つ 力 人の 王 アビ メレ ク更ら に イサクに 言 ひける は 「汝は 我等よりも 

强且大 なる 者と なりたれば 今 我等 を 離れて 此地を 去るべし」 と、 ィ I サ ー め 彼と 爭 ふこと を爲 さす、 彼が 

言 ふが 俊に 從ひ 彼處を 去りて 1^ の 谷に 往き 其處に 天幕 を 張りて 住めり、 其處に また 彼の 父ァ ブラ 

ハムの 世に 掘りた る 井に して Y^T^ 人が 惡意を 以て 塞ぎた る もの ありければ、 彼 は 之 を 淡 ひ 之に 其 

父が 附 したる 名を附 したり、 ， ィ， ^グ， の 僕 はまた 谷に 掘りて 其 處に更 らに良 泉の 湧出る 井 を 得たり、 然 

るに ゲ！^ に 住める。 、シテ 人の 牧者 之 を 見て 「此水 は 我等の 所屬 なり」 と 言 ひ 張りて イサクの 僕と 

(命 ひけ 叱ば、 イ 1.^1 ク はまた 彼等の 不條理 なる 一一 目に 抗 する ことなく、 唯 其 井に H セク (拳闘) の 名を附 

する のみに て、 自 から 讓 りて 之 を 「人の^に 渡したり、 是に 於て か I ク义 他の 井 を 鑿り しに、 

ぺ— リ：： sT ァ 人 また 是をも ひければ、 ^^はまた讓り、 井の 名をシ テナ (敵) と 名け て 之 を 敵の 手に 


渡したり、 イサク 爭鬪を 避けん ため 乃ち 彼處 より 移りて 更らに また 他の 井 を 整り ける が、 ペリ シテ人 一 

の 是を爭 はざる を 見、 喜んで 其 井の 名をレ ホボテ (廣 場) と 名け たり、 彼 は 心に 一一 一一 c へり、 「今 こそ は； 

H ホバ 我等に 人の爭 はざる 廣き 場所 を與へ 給へ り、 我等 此 地に 繁殖 せん」 と、 斯くて 彼、 其處 より la^ 

らに 進んで， ベェ ルシバ に 至りし が、 其 夜 H ホバ 彼に 顯 はれて 言 ひ 給 ひける は、 「我 は 汝の父 アブ， ハ 1 

ム— の 神な り、 懼る k 勿れ、 我、 汝と 偕に 在りて 汝を惠 み、 我 僕 アクラ ハ ー ム のために 汝の 子孫 を 增さー 

ん」 と、 イサク 彼 處に壇 を 築きて H ホバ の 名 を龥び 天幕 を 張りて； id めり、 ク I の 僕 また 此處に 井お.； 

鑿れ り、 兹に 於て 1  アビ メレ— ク其友 力 143: 及び 其 軍勢の 長ピ コルと 共に^ IT ル "地より イサクの 許に： 

來 りければ、 叫サク 彼等に 曰 ふ 「汝等 は 我を惡 み、 我 をして 汝等を 離れ 去ら しめたる 者なる に、 何 ぞー 

わが もと  い ** 

今 我 許に 来る や」 と * 彼等 臼 ひける は 「我等 は 今 確かに ュホバ の汝と 偕に 在す を 見る、 故に 乞 ふ 今 我： 一 

等と 汝 との 問に 誓言 を 立て、 我等 をして 汝と 契約 を 結ばし めよ」 と、 …… 引サ |ク， 乃ち 彼等の ために 酒丄 

实 を"？ はけて 彼等 を 饗せり、 彼等 食 ひ 且つ 飲みたり、 斯くて 彼等 朝早く 起きて： 互に 相 誓へ り、 而 して ィー 

-,   ,  やすら 力   ！ 

サク 彼等 を 去ら しめたれば 彼等 イサク を 離れて 安然に 去れり、 其 日 イサクの 僕來 りて 其 掘りた る 井に 

つきて 彼に 告げて 曰へ り 「我等 また 良き 水 を 得たり」 と、 丫サ— 《卽ち 其 井 を T、、r  (誓約) と 名 づけた 

り、 凡ん 故に 此邑の 名 は 今日 尙 ほべ IHT^  (誓約の 井) と稱 ふ。 

註に 曰く、， ィ —5 '一た び讓 りて ゲ ラルの 地 を 去り、 二た び讓 りて H セクの 井 を 敵手に 渡た し、 三 

たび 讓 りて シ テナの 井 を 放棄せ り、 而 して 彼 は竟に T¥¥ ^の 井 を 得て 玆に 安堵す る を 得たり、 一 

而 して 更らに 進んで ベ H ルシバ の 地に 到る や、 彼の 曩 日の 敵 は 己の 心に 深く 愧る所 や あり けん- , 

來て 彼に 和 を 乞 ふに 至れり、 は 彼の 讓 退に 由り て 一 つの 失 ふ 所な くして 多くの 得る 所 あり 
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し 仁が 

たり、 彼 は 杭せ すして 彼の 敵 を 征服せ り、 遵 ふべき は 無抵抗主義な るかな。 

自 から 讓 りて 「爭 鬪」、 「敵 對」 の 井 を 放棄 すれば 神 は 更らに 「廣 豁」 「誓約 = 平和」 の 井 を 吾人 

に 下し 給 ふ。 

其 二 

古 公直 父の 避戰 

一 5„ ^記 周 木紀第 四に 依る 

古 公直 父、 后稷公 劉の 業 を 脩め、 德を 積み 義を行 ふ、 國人皆 之 を 戴く、 薰育戎 狄之を 攻め、 財物 を 

得ん と 欲す、 之を予 ふ、 已に復 た 攻めて 地と 民と を 得ん と 欲す、 民智な 怒て 戰 はんと 欲す、 古 公 曰く 

て 1^ を 立 る は將さ に 以て 之 を 利せ ん とす るに あり、 今 戎狄が 攻め 戰 はん とす る 所爲は 吾が 地と 民 

と を 以てな り、 ：^：^の我に在ると、 其 彼に 在る と何ぞ 異ならん、 お、 我の 故 を 以て 戰 はんと 欲す、 人の 

父子 を 殺して 而 して 之に 君た らんこと、 是れ 予の爲 すに 忍びざる 所な りと、 乃ち 一 私 屬と與 に 遂に 幽を 

去り、 漆沮を 渡り、 梁 山を踰 へ、 岐 下へ 止まる、 豳人 國を擧 り、 老を 抉け、 5iM を檇 へて 盡く復 た 古 公 

に岐 下に 歸す、 及び 他の 傍國、 古 公の 仁 を 閒て亦 多く 之に 歸す …… wl:^^! な 之 を歌樂 して 其 德を頌 す。 

註に 曰く、 キリスト n: ひ 給 はく、 柔和なる 者 (抵抗せ ざる 者の 意) は 福 ひな リ、 其 人 は 地 を嗣ぐ 

こと を 得べ ければ なりと 「馬 太 傳五章 五節)、 古 公直 父 は 支那 人に して キリスト を 知らざる 者な 

りしと 雖 も- 歐米 人に して キリ ス トを 知る と稱 する 輩よりも 遙 かに 能く 神の 聖旨 を 解せ りと 謂 ふ 

べし。  (叨治 三十 八^ 九月) 


敵 を 愛せよ 

悪 を 以て 惡に報 ゆる 勿れ …… 我が 愛する 者よ、 其 仇 を 報 ゆる 勿れ、 退きて 主の 怒 を 待て、 そ は錄し 

て 主の日 ひ 給 ひける は 仇 を 復すは 我に 在り、 我れ 必す之 を 報いん と あれば 也、 是 故に 爾の仇 若し 飢え 

なば 之に 食ら はせ、 若し 渴 かば 之に 飮 ませよ …… 雨、 .惡 に 勝た る i 勿れ、 善 を 以て 惡に 勝つべし (羅 

馬 書 十二の 十七— 廿ー )-。 

爾曹の 敵 を 愛しみ、 爾曹を 詛ふ者 を 祝し 爾曹を 憎む 者 を善視 し、 虐 遇め 迫害る 者の 爲に 祈禱 せよ、 

如此 する は 天に 在す 爾曹の 父の 子と ならん ためなり、  是 故に 天に 在ます 雨曹の 父の 完全き が 如 

く 爾曹も 完全すべし (馬 太傳 五の H:i:、 叫 五、 S: 八)" (路加 傳 六の 廿七— 卅 五)。 

汝、 もし 汝の 敵の 牛、 或は 驢馬の 迷 ひ 去る に 遭 はぐ 必す 之を牽 きて 其 人に 歸 すべし (出 埃 及記卄 一二 

の 四)。 

爾の仇 若し 飢 なば 之に 糧を食 はせ、 若し 渴 かば 之に 水を飮 ませよ、 雨、 斯く する は 火 を これが 首に 

積むな り、 M ホバ爾 に 報い 給 ふべ し (箴言 廿 五の 卄 一)。 

ふ， ぺて 

爾曹愼 みて 惡を 以て 惡に報 ゆる ことなく、 常に 互に 善 を 追求め、 亦 衆の 人に も 善 を 及すべし (帖撒 

羅尼迦 前書 五の 十五)。 

ほね を  わざ  そし  ゝめ 

勞 りて 手 づ から ェを なし、 罵らる k 時 は 祝し、 窘めら る、 時 は 忍び、 誚らる  >- 時は勸 をな せり、 我 

あく. U  よろ づの もの あ V. 

倚 今に 至る まで 世の 汚據 また 萬 物の 塵坊の 如し (コ リント 前 四の 十二、 十三)。 (明治 三十 九 年 五月) 
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硬骨 議員.  角 苦生譯 

昔し 羅馬 帝王べ スパ シャン は 幾 囘か羅 馬 帝 國議會 に 臨み 彼の 政略に 最も 便利なる 不正の 議案 を 無理 

に 通過せ しめんと せり。 然るに 一 人の 硬骨 議員へ ル ビデ ィァス • ブ リス 力 ス ありて 正義 を唱 へ て 止ま 

す、 帝王の 意志 を阻礙 しければ、 帝王 は 憤怒の 餘り、 幾 囘か害 を 彼れ プリ ス カスの 身に 加 へんと せり、 

兹に 於て か 帝王と ブ リス 力 ス との 間に 左の 如き 問答 起り しと 云 ふ。 

帝王 ベ ス パ シャン 『余 は汝 が 議場 に 出席す る を禁す べし』  . 

議員 プリ ス カス 『余が 議員た る 以上 は 余 は 出席せ ざる を 得す』 

帝王 『然 らば 出席す る も 可な り、 然れ ども 沈默を 守れよ』 

議員 『余の 意見 を 問 ふ 勿れ、 然 らば 余 は 沈默を 守るべし』 

帝王 『余 は 憲法に 遵ひ、 議會の 意見 を 問 はざる を 得す』 

議員 『余 も 亦 憲法に >遒 ひ 答へ ざる を 得す、 而 して 余 は 余が 正義と 信す る 所 を 答へ ざる を 得す』 

帝王 『然 らば 余 は汝を 殺すべし』 

議員 『王よ、 余 は 曾て 汝に汝 は 余 を 殺す こと 能 はすと 語りし こと あり や、 汝は 能く 余 を 殺す を 得べ 

し、 而 して 余 は 能く 良心 に 恥づる 所な くし て 死に 就く を 得 ベ し』 

愛すべき かな 此 議員！  (『新紀元』 叨治 三十 九 年 六月) 

同盟 反 對の神 言 


，助 を 得ん とて H ジ ブトに 下り 馬に 依頼む 者は禍 ひなる かな， 

戎 車 多き が 故に 之に 賴み、 騎兵 甚だ 强 きが 故に 之に 倚 頼む、 

然れど イスラ H ルの 聖者 を 仰がす、 エホバ を 求む る こと を爲 さざる なり、 

然は あれ ど H ホ バ も 亦 智慧 あるべ し、 必す 禍害 を 下して 其 言 を 翻 へ し 給 はす、 

起ちて 惡 しき 者の 家と 不義 を 行 ふ 者 を 助く る 者と を 攻め 給 はん、 

ェ ジプト 人 は 人に して 神に あらす、 

その 馬 は 肉に して 靈に あらす、 

H ホバ其 手 を 仲し 給 は 助く る 者 も 躓き 

助けら る& 者も仆 れて齊 しく 亡びん。 (以 賽亞書 第三 十一 章 一, 二、 三 節) 

同盟 國 

" True  that  メ ve  have  p  MP^^-SE  Ally, 

j3ut  only  th-e  Devil  luicrws  AvlKlt  he  meaus  ！ : 

實に 吾人に 誠實 なる 同盟 國 あり、 

然れど 彼れ 心に 何 を 謀る 乎、 惡魔 のみ 能く 之 を 知る。 (詩人 テ -ー ソン 作 『戰 爭』 の 一 節) 

非 同盟 的 政策 

H^E^  and  exact  justice  tc-  all  men,  cf  whatever  State  or  persuasion,  religious  ol- political 
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pwace,  commerce,  and  honest  friendship  with  all  natlonfj,- —entangling-  alliances  with  none. 

すべての 人に 對 して 平等に して 正確なる 公義、 其 生國の 何たるに 係 はらす、 其 宗敎的 又は 政治的 韋 

見の 如何に 關 はらす、 すべての 固 と 平和 * 貿易、 誠實 なる 友誼 —— 而 して 孰れの 國民 とも 紛亂の 基 

たる 同盟に 入らす。 

北米 合衆國 第三 大統領 ト マス. ジ H ファ ー ソ ン 就職 演說の 一 節 (干 八 百 〇 一 年) 

(明治 四十 年 二月) 

生計 難と 聖書の 慰藉 

我れ 昔し 年若く 今老 ひたり，、 然 れど義 者の 捨ら れ、 其 裔の糧 を 乞 ひ 步くを 見し ことなし (詩篇 三十 

七篇 二十 五節)。  ， 

汝 等の 年老 ゆるまで 我 は渝ら す、 白髮 となる まで 我れ 汝を負 はん、 我れ 造り たれば 擡ぐ べし、 我， れ 

叉 負 ひ 且つ 救 はん (以 赛亞書 四十 六 章 ra 節)。 

千 人 は汝の 左に 仆れ、 萬 人 は汝の 右に 幾る、 然れど 其 災害 は汝に 近く ことな からん (詩篇 九ト 一 篇. 

七 節)。 

己の 子を惜 ますして 我等す ベての ために 之 を 付せ る 者 はな どか 彼に 併て よろ づの物 を 我等に 賜 は ざ. 

らん 乎 (羅馬 書 八 章 三十 二 節)。 

汝等世 を 渡る に 貪る こと をせ す、 有る 所 を 以て 足れり とすべし、 そ は 我れ 汝を 去らす、 汝を棄 じと- 

言 ひ 給 ひたれば 也、 然れば 我等 毅然として 曰 ふべ し、 主我 を 助く る 者 なれば 畏れな し、 人、 我に 3:iy^, 


か爲 さんと (希 伯來書 十三 章 五、 六 節 )o  (明治 SI 十 K 牛 五月」：. 一 

^活難 を 慰む る 聖書の 言葉  一 

其 一  ， 

無愁を 以て 常 性と せよ、 今 有る もの を 以て 滿 足せよ、 そ は 彼れ 御自身 曰 ひ 給 ひたれば なり 「我れ 必： 

す汝を 離れす、 我 は 決して 汝を棄 す」 と、 然れば 我等 毅然として E ふべ し  〕 

主我 を 助け 給 ふ、 我に 恐怖な し  一 

人、 我に 何 を か爲し 得ん  一 

と。 希 伯來書 十三 章 五、 六 節、 私譯。 

其 二 

""抑 足る 事 を 知れる 敬虔 こそ は 犬なる 利益の 道 なれ、 其 は 我等が 世に 來 りし 時 何物 を も携へ ざり し 一 

かば、 去る 時 亦 何物 を も 取る 能 はざる は 疑な き 所 なれば なり、 衣食 だに あらば、 我等 は 其れにて 滿足ー 

すべし、 蓋し 富まん と 欲する 人々 は、 誘惑と 惡 魔の 昆に陷 り、 人を墮 落と 滅亡と に 沈む る、 愚に して. _ 

有害なる 種々 の 慾 望に 陷る、 卽ち 利愁は 一切の 惡 事の 极 なり、 或 人々 は 之が 爲に 信仰に 遠ざかりて il! 一 

ひ、 多くれ 苦 を 以て 己 を 刺 貫け り。 提摩太 前書 六 章 六 I 十 節。 ラゲ 氏譯。 

其 三 

我れ 昔し 年若く して ヶ老 ひたり、 

然 れど義 者の 棄ら れ、 其裔の ii を 乞 ひ 步くを 見し ことなし。 詩篇 第三 十七 篇 二十 五節。 一 

時 事  九 o£ 
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其 四 

汝の 孤兒を 遺せ 我れ 之 を 生存へ しめん、 汝の 寡婦 は 我に 倚賴 むべ し。 耶 利米亞 記 s: 十九 章.；' 一 節リ 

(明治 四十 四 年 七 HO 

しゃ し  f  二，、 

奢侈と 亡國 

わ. さは ひ  ，や 、ひ ほ、 フ ほしい *s ゝ  みづ  vvf ゆ とこ  ね だい 

汝等は 災禍の 日 を もて 尙ほ 遠し となし、 强暴 を恣縱 にし、 自 から 象牙の 牀に 臥し、 寢臺の 上に 身 

の V  H  こひつじ  IKT  こうし  こと ね  -ftl さり 

伸し、 群の 中より 羔を 取り、 圈の 中より 植を 取りて 食 ひ、 琴の 音に 合せて 唄ひ噪 ぎ、 ダビデの 如くに 

,T? つ，、  おほさ かづき  あ ふら  »  な ク ふ 

樂器を 製り 出し、 大杯 を もて 酒を飮 み、 最も 貴き 膏を 身に 抹り、 而 して ヨセフ (國 民) の 艱難 は 之 を. 

憂へ ざるな り。 亞麼士 書 六 章 三 1 六 節。  (明治 a 十五 年 六月」 

亡 國の徵 候 二) 

腐敗の 普及 

うら  か-..' ベ い fc,-- き  ？ ぶ， - つ/き. す はれもの 

全 頭 は み、 全心 は疲 る、 足の 跖 より 首の 頂に 至る まで 健全なる 所な く、 唯 創痍と 打傷と 腫物と 而. 

巳と、 而 して 之 を 合 はすき なく、 包む 者な く、 亦膏 にて 軟 ぐる 者な し。 以賽亜 書 一章 五、 六節リ 

亡 國の徵 候 (二) 

土地 家屋の 兼併 

つら  *t しく は 

禍 ひなる かな、 彼等 は 家に 家を聯 ね、 田圃に 田圃 を增 加へ て餘地 を^せ す、 己れ 獨り國 の 中に 住ま、 


んと 欲す。 以賽亞 書 五 章 八 節." 

しひに. 

彼等 は 田圃 を 貪りて 之 を 奪 ひ、 家 を 貪りて 之 を 取り、 又 人 を 虐げて 其 家 を 掠め、 其の 産業 を 奪 ふ。 

米 迴書ー 一章 一 一節。 

亡 國の徵 候 (三) 

官吏と 商人との 結託 

ね オ びと なか -ひ ど  わいろ 

汝 等の 上官 等は盜 人の 伴侶と なり、 人 は 何人も 賄賂 を 喜び、 贈物 を 追求め、 孤兒に 公平の 裁判 を 行 

はす、 寡婦の訴訟は彼等の前に^,^^。 以賽亞 書 一章 卄三 節。 

, 亡 國の徵 候 (g:) 

眞理 の幾饉 

主 H ホバ曰 ひた まふ、 視ょ日 至らん とす、 其 時 我れ 錢饉を 此國に 遣らん、 是は パンの 饑-髓 にあら す、 

水の 饑饉に あらす、 エホバの 言を聽 くことの 饑饉な り。 ァ モス 書 八 章 十一 節。 C 太 正- 兀ハ巾 十二月， } 

亡 國の徵 候 (五) 

同胞 相互の 誹謗 

汝等 各自 其 隣人に 注意せ よ、 何れの I:! 胞をも 信す る 勿れ、 同胞 は智な 相互 を 欺き、 隣人 は な 相. 立 

を 教りま はれば なり、 汝等は 各自 其 隣人 を 欺き、 眞實を 言 はす、 其 舌に 識を 語る こと を敎 へ、 惡を爲 

時 事  九 〇 七 
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すに 疲る、 汝の佳 居 は 詭譎の 中に 在り" 耶利米 亞記九 章 四 ー 六 節。  (大正 二 年 六月) • 

日米 問題 

H ホ バを俟 望みて 其 道 を 守るべし、 然 らば 汝を あげて 國を嗣 せ 給 はん (詩篇 三十 七の 三ト 四)。 

(大正 二 年 六月，) 

日本の 今日 ( 一 ) 

其 首は疾 み、 其 心 は 巳に 困憊たり、 足の 跖 より 首の 頂 にいた るまで 全き 所な く、 た 創痍と 打傷 

しゅもつ  あは  あぶら や はら 

と 物との み、 而 して 之 を 合す 者な く、 包む 者な く， 亦膏 にて 軟 ぐる 者な し。 以賽亞 書 一 の 五、 六" 

日本の 今日 (二) 

主 M ホバ斯 く 曰 ひ 給 ふ …… 我れ 知る 汝 等の 愆は 多く 汝 等の 罪は大 なり， 汝等は 義者を 虐げ 賄 赂を取 

i. つし きもの おし i  この  かしこ きらの らく  7 モ 

り、 門に 於て (公然と) 貧者 を推枉 ぐ、 是 故に 今の 時 は 賢 者默 す、 是れ惡 しき 時 なれば なり。 亞麼 

士書 五の 十二、 十三。 

日本の 今日 (三) 

むすめ  い. U み  いに  おそれ  せ **  にゅうか-ひ  . I 

我 民の 女 (同胞) の 傷の 故に 我 も 亦 傷み 且つ 悲む、 恐懼 我に 迫れり、 ギレアデに 5.- 香 あるに 非す や 

it しこ いや すらの  い r.  むすめ  いや  かう ベ 

彼 處に醫 者 在る に 非す や、 如何にして 我 民の 女 (同胞) は 癒されざる 乎、 嗚呼 我れ 我が 首 を 水と なし、 


我がめ服を.，§の，.^^ビなし、 我 民の 女の ために 晝夜 泣かん もの を。 耶利米 亞記八 章 二十 一節 以ー 卜。 

日本の 今日 (四) 

番人 (民の 番人に して 政治家 を 云 ふ) は 皆 瞽者に して 知る ことなし、 皆な 啞 なる 犬に して 吠る こと 

能 はす、 皆な 夢み る 者、 臥ゐる 者、 眠る こと を 好む 者な り、 此犬は 貪る こと 甚 しくして 飽 くこと を 知 

らす、 彼等 は 悟る こと を 得ざる 牧者に して 皆な 己が 道に 向 ひ 行き (欲する がま i に 歩み)、 何 處に居 

る 者 も 各自 己の 利 を 念 ふ。 以赛 Ici 書 五十六 章 十 節 以下。 

日本の 今日 (五) 

汝等 各自 其 隣人に 心せよ、、 何の 同胞 を も 信す る 勿れ、 蓋、 同胞 は 皆 互に 相 欺き 1 隣人 は 皆 互に 相畿 

り ま はれば なり、 汝等は 备自其 隣人 を 欺き 且つ 眞實を 言 はす、 其 舌に 誠 を 語る こと を敎 へ、 惡を爲 す 

に疲 る、 預言者よ、 汝の住 i3 は 詭譎の 中に 在り。 (耶利 米 亞記九 章 四 1 六 節 )o  (大正 一： 一年 五月) 

植樹の 福 音 

國を救 はんと 欲する 乎、 第一に キリストの 福 昔を傳 へよ、 第二に 樹木 を 植えよ、 キリス 卜 は 生命の 

樹 である (默 示錄 二の 七、 同卄 二の 二)、 樹木 は國の 生命で ある、 人の すべて 善き 事 は キリストよ リ 

來り、 國の すべて 善き 事 は 樹木より 來る、 人の 心に キリストが 宿り 給 ひ、 國の 表面に 樹木が 茂りて 天 

^  0  九 〇 九 
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國は 地上に 臨む ので ある。 

近頃 余 の 手元に 達せし 最も 喜ばしき 音信 は 左の 如き 者で ある、 發信者 は 東北の 或る 舊ぃ 讀者 で あ 

る 0 

前略 …… 犬 正 二 年と 思 ひます、 御發 行の 「丁 抹國の 話」 と 云 ふ 小形の 本数 十 册を購 ひ 之 を 〇〇 郡 二十 町村の 

敎員 村長 有志 家に 無代 配附 致し、 又 大正 三年 一月 二十 六 H に は 東北 救^ 會總裁 やら * 會畏 やら， 内務大臣. 

農 商務 大臣、 山林 * やらに、 東北の 救濟は 山林の 改良に 依りて 凶荒 を 救濟す るに あると 云 ふ 事 を 書いて 出し 

ましたの も 丁 抹國の 御 話が 素因であります。 

o〇 郡 模範 靑年會 長 0〇〇0〇 君 は 深く 感じ * 大正 三年よ リ此靑 年會の 一 大事 業と して 敏林を 起し 數千 本の 

. 植附を 始めました. 而 して 數十 年間に 互り 植附 を繼續 する 計畫 であります， 叉 00 郡笫ー の 山 持で 資産家な 

る (山林 方 四 里の 所有 主〕 〇〇 村 〇〇〇〇！！；5 は 旣に數 萬 本 を植附 けて 足れり として ほりし に- 先生 御發 行の 

「デン マルクの 話」 ー册と 僕の 東北 救濟 策を呈 しました 所、 人に 感動せられ、 然 かも 「ダル ガス は 余と 同年 

である、 是れ 決して 後れた るに 非ず * 是れ より 引き 綾き 數百萬 本 を植附 けます」 と！！^ は 言 はれまして 旣に 

苗木 を 準備せられ ました. 靈の 感動 は赏 地に 東北の 山野に 働き i しました、 赏に 貴く して 感謝 を 陳べ盡 すの 

言な きこ. と を 兹に證 言 致します * ァ ー メン。 

こ とほ 

預言者の 一 百に、 祌の國 が 地上に 實現 する 時に 

かたはら . こな かなた くら  み  もろ/,、  5 おひ そ"  A  r 

河の 傍 其 岸の 此方 彼方に 食 はる- -Bi^ を 結ぶ 諸の 樹 生長たん、 其 葉 は 枯れす 其實は 絶えす、 月々 

に 新しき 某 を 結ぶべし …… 其果は 食と なり 其 葉は藥 とならん 

と ある (以西 結 書 四十 七 章 十二 節)、 余輩の 小なる 傳 道が 天に 在りての みならす、 又 地に 在りて 多少 


め效 果を牧 めつ、 ある を 報ぜられて、 余輩 も 亦 「感謝 を 陳べ盡 すの 一一 一一 口な きこと」 を 玆に證 言せ ざる を 

得ない ので ある。  (大正 四 年 二月) 


附 1 一目 

眞 道之感 新 井奥 邃 

記者 E す、 新 井 君 は 仙臺の 人、 幕末の 頃より 米 國に航 し、 彼 地に 留る こと 三十 有餘 年、 深く 基督 敎 

の 奥義 を 究めら る、 君の 信仰に して 余輩の 及ばざる 所の もの 多し、 余輩 今 君に 乞 ふて 君の 所感 を玆に 

揭 ぐるに 際して 讀者 諸君 が 深く 敬虔の 念 を 以て 此 老練の 士を迎 へられん こと を 希望す。 

保羅傳 宫川已 作 

讀 者に す、 乾燥無味な るの 故 を 以て 此欄を 看過す る 勿れ、 寶玉は 反て 砂碟の 中に 存す、 深く 祭た 

ざれば 淸 泉に 達する 能 はす、 堅き 信仰 は 深き 智識の 上に 立つ。 

嗚呼 幸福なる 哉 西 谷 田の 地 广鑛毒 問題解決の 第 一 步〕 永 島與八 

內村生 す 余 は 去月 二十 一日 本誌 第二 十號の 校正 を 終る や、 二日 を 卜して 友人 永 島 氏 を 彼の 居住 
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の 地なる 群 馬 縣邑樂 郡 西 谷 田 村に 訪ひ、 其處に 村民 五十 餘 名と 相 會し、 鑛毒 問題解決の 第一 步 として 

心界 改善の 必要 を說 き、 先づ其 第一 着と して 禁酒 禁煙の 急務 を唱 へり、 時に 席上 余の 所 說に贊 同 を 表 

せられし 者 は 村長 氏 を 始めと して 二十 有餘 名に 達せり、 然るに 今 又 兹に永 島 氏よりの 寄贈 文に 接し、 

以て 彼 地の 希望の 春陽と 共に 歩一歩 を 加へ し を 知る を 得たり、 余 は 信じて 疑 はす、 此方 法 を 以てして 

解決し 能 はざる 難問題の 世に あるな きを、 鑛毒は 返て 恩惠 となりて 終らん、 預言者 哈巴 谷は斯 かる 場 

合に 於て 歌て 曰く 「その 時には 無花果の 樹は花 かす、 葡萄の 樹には ra^ ならす、 橄攬の 樹の產 は 空し 

.U は た くひら の  をり 

くな り、 3 圃は 食糧 を 出さす、 圈に は羊絕 え、 小屋に は 牛な かるべし、 然 りながら 我 は 14 ホバ により 

て樂 み、 我が 扬 救の 神に よりて 喜ばん、 主 エホバ は 我 力に して 我 足 を 鹿の 如くなら しめ、 我 をして 我 

が 高き 處を步 ましめ 給 ふ。 (^巴 谷 書 第三 章) 

日本 國の敎 育と 基督 敎 w、  A. スタ ー ン 

(森 有禮 の， 國 人に 「最も 高- W なる 文明」 を 得せし むる に 就て 「其 追求し 得べき-! くして 適赏 なる 手 

近き 手段」 に關 する 質問 二八 七 二 年 二月 三日 及び 十二：：！ 附】 に對 する 答 辯) 

村 生 A す、 博士 スタ ー ン氏は シ，' リ ー 先生の 前に アマ スト 大學 長たり し 人な り、 余の 彼 地に 至 

りし 時 は 氏 は旣に 故人と なりて 余 は 僅に 氏の 神聖なる 記憶に の み 接す る を 得た り。 然れ ども 今日 再び 

氏の r= 本に 關 する 此 書簡 を敬讀 する に 及んで 余 は 氏の 日本 を 思 ふ 如何に 切なり しか を 追想せ すん ば あ 

らす、 「キリスト 萬 人の ために 死に 給へ る 如くに、 予 にして 若し 日本の 爲 めに 自由に 死ぬ る を 欲せす 

ば予は 實に禍 なり」 と、 嗚呼 此の 熱愛 を 以て 口 本 を 愛する 日本人 は 幾人 か ある、 今 を 去る 三十 年 前、 


た J>- nz 本の名 を 耳に せし のみに して 曾て 何等の 利益 を も 之より 受け し^なき 一 外人に して 日本 を a-sl 

に斯 くも 切なら しめし は 抑 も 何の 理由に 因る や、 基督の 愛な リ、 然り、 基督の 愛な り、 基督の 愛の み 

が 人 をして 眞實 の愛國 者た. らしめ、 亦 眞實の 愛人 類 者たら しむ、 此人 にして 斯敎を ^人に 蘭む、 吾 

等 彼の 聲に聽 かすして 可な らん や。 

自瞎の 歌 住 谷 天来 

. ^村 生， 日す、 余 は 深き 同情 を天來 君に 寄す、 然れ ども 君よ、 急く 勿れ、 天國の 門に 迫りて 其 中に 突 

人 せんとす る 勿れ、 现 想の 城 を仰瞻 して 之 を 襲撃 せんとす る 勿れ、 人生 はゲ ー テの 言 へる が 如 き突擊 

と 肉迫と (strum  unci  Drang.) に 非す、 靜 かに； 大の 命を俟 たれよ、 神 をして 君 を 導かし めよ、 彼 を 

して 我等の 賤 しき 體を化 へて 贵き 者と ならしめ よ、 1^^11等をして折ロ人、 詩人た らんと せす して クリス チ 

ヤンたら しめよ、 卽ち贈 はれし 者、 榮 光の 神の 所有物たら しめよ、 然 らば 一.1:: 等 は 泣きながら 歡 ばん、 

働きながら 樂 まん、 謹んで 吿ぐ。 

* 亞伯 拉罕の 信仰 陸 中大湯 桶 本 喜太郞 (H 本 正敎會 f 希臘敎 とも 露敎 とも 云 はる、」」 

！ 2： 村 生 .H す、 余 は 此バプ テス マの ョ ハネの 如き 士の 正敎會 に 在りて、 怖れす 臆せす、 束 北の 野に 

の 罪惡を 疾呼す る ある を 聞て 神に 感謝す、 我國 の新敎 派. 2： に 才子 あり、 學者 ありと は 余輩の »M 、聞 

かされし 所な りと 雖も、 其 中に H リャ なく、  H レ ミヤな き は 何人も 承認す る 所 あり、 聲 を擧げ よ、 我 

が 友、 新派 たれ、 舊派 たれ、 是れ 余輩の 今日 問 ふ 所に あらす、 世 は ハリス トス (キリスト) の 福 昔 を 


.耍 求す る や 急な り、 專  ー ■ に 君. の 聖職 を盡 されよ。 余輩 は 君の ために 祈らむ。  一 

俾道 上の 大計 畫 ジョン、 アル、 モット 丹羽淸 次郎譯 

c: 村 生白す、 余が モット 氏に 向て 常に 多くの 尊信 を拂 はざる 者の 一人なる は 世の 旣に 知る 所な り、 „ 

是れ 氏が 餘 りに 計畫に 富んで 福音の 眞髓に 人る こと 極めて 淺 きに 因る、 然れ ども 氏の 計畫 たる や 常に 一 

i 界大 にして 其方 策の 常に 常識に 富める は 余の 常に 敬服して 止まざる 所な り、 殊に 氏が 自治 自動の 獨ー 

立 敎會 を獎勵 し、 異敎國 に 向て 多大の 同情 を懷 くに 至て は 余 は 氏に 向て 尊敬の 外 他に 何の 表すべき も. 

のな し、 只 知る 最も 功 茶 ある 傳道 は自 から 進んで 傳道 する ことに 非す して、 神に 傳道 せしめら る k 事， 

なる を、 吾等 深く 基督 を學 ばんか、 吾等 は 廣く傳 道せ ざる を 得ざる に 至るべし、 吾等 をして 眞理 のダー 

ィ十モ (發 電機) たらしめ よ、 然 らば 神 は 吾等の 勞 働の 田 甫 として 全世界 を 吾等に 賜 ふべ し、 傳 道の： 

方法 は 後に する も 可な り、 吾等の 先づ 第一に 要する もの は 強大なる 眞 理の發 動力な り。  一 

細 川 忠與の 妻 山縣 五十雄  . 

內村 生白す、 日本の 武士道の 基督 敎 化せられし ものが 我が 理想な り、 而 して 今や 此 理想の 三百 年 前 一 

は け  い たづら. I 

に 於て 日本 婦人に 由て 現實 せられし を 聞く、 我等 何ぞ勵 まざらん や、 勵 めよ、 我が 信仰の 姊 妹よ、 徒 

に外國 宜敎師 に尾從 して 其 通 辯 人た る を 以て 基督 敎 婦人の 本職と 意 ふ 勿れ、 細 川忠與 夫人に 鑑みよ、.； 

少く とも 彼女 丈け 勇猛 なれ、 誠實 なれ、 以て 明治の 今 曰に 主 イエスキリストの 榮光 を擧げ よ。 


靈魂 の 不滅な る を 論す (承前) 黑岩周 六 

內村 生. m す、 黑岩 先生の 說く所 は 余輩の 信す る 所と 半ば 同じく して 半ば 異なる、 余輩 は 人 は 神の 造 

りし 者な りと 信じて 祌 より 出し 者な りと 信ぜす、 故に 人 は 死して 神と 偕に 在るべき 者に して、 祌に歸 

りて 神と 一 體 となる に 非す、 我等 人類 は 神の 形 像に 象られて 造られし 者に して、 神の 一 部分が 人と な 

ィ. V チビ. チ n ァリチ I 

りて 現 はれし 者に あらす、 人に は 永久 他 (神 を も 含む」 と 混和すべからざる 單 個性 在 て^す、 ぺ 

ルソ ナリチ ー (人格) 是れ なり、 先生と 余！ |sf と 全く 說を 異にする 點は此 ペルソ ナリチ ー の大 問題に あ 

るが 如し、 余輩 は 更らに 先生の 敎を乞 はんと 欲す。 

獄裡 の嬰兒 (一) 永 島與八 

.2: 村 生 {n す、 余 は玆に 一 平民 詩人の 眞實 なる 實驗譚 を 本誌の 讀 者に 紹介す るの 榮譽を 有す。 神 は 我 

等に 一人の バ ン ヤン を 下し 給へ り- 彼は歐 文を讀 ます、 神學を 解せ す、 然れ ども 往々 にして 聖書の 深 

OO0O000  00  OO000O00O0OOO  0OO0O00  0000 ゥ 

き眞 意に 達す、 r 聖-靈 は 萬 事を究 知り、 亦 神の 深き 事 をも究 知るな り、 智者 安くに ある、 學者 安くに 

〇0  OCOOOOOOO0O  000O000OO0000000O00OO0  0  0  0  0  0  0 

ある- この 世の 論者 安くに ある」、 「祌は 智者 を愧 かし めんと て 世の 愚かなる 者 を 選び、 强き者 を愧か 

0O0OOOOOOOOOOOOC  <1厶<3<|<3 厶  厶厶 △ 厶厶 △△<  <:厶<3<3<1 

しめんと て 世の 弱き者 を 選び 給へ り」、 或 人 曰く、 「我に 聖書 あり、 亦 祈禱の 精神 あり、 我 をして 祈 

らしめ よ、 而 かして； W の 深 事を究 ねし めよ」 と、 祈て能く§^書を讀む者は註解書なくして能く之を解 

し 得べ し * 然り、 多くの場合に 於て 註解 書 は 害 物な り、 是れ 神の I 一口 辭に 人の 首辭を 加へ たる 者な り、 

ベッド フ ホ ー ドの 監獄 署內に 於て ジ ョ ン バ ン ャ ン は 博士の 援助 を藉ら すして 聖書の 深き 意味 を 探 ぐれ 

り、 我 友 永 島 君 も前檎 監獄 si„? 内 に 於て 同一 の 恩 惠に與 かれり、 聖書 は 神の 書 なれば 神に 敎 へられす し 
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て 之 を 解す る を 得す、 永^^5君の見解の獨特なるは君が祌ょり盧に之を受けしに由る、 永，：^§ぉたる者は 

兹に 一 服の 謙遜 を 感じ、 隱れ たる 所に 於て 犬に 神の 榮光 を顯 はすべき なり。 

摩 西の 宗敎 (上) 博士 コル 二，' ル述 ミ ミ譯 

內村 生白す、 < ^は 近， の 所謂 「高等 批評」 なる ものに 多くの 信 を 置く 者に 非す、 然れ ども 其 精細な 

る 研究 の 結 2^ として 聖書 の 記事に 關し 多く の 有益なる 事實 の 吾人に 供せられ し 事 は 敢て疑 ふべき にあ 

らす、 此篇の 原著者なる 獨 逸フラ ンクフ ォ I ト の宗敎 學者コ ル 一一 ー ル 氏は斯 派の 學者 屮學と 信との 兼 

倫 を 以て 世に 仰がる i  士 なり、 余輩 は曩に 「豫言 の 意義」 に 就て 氏に 學ぶ所 ありし が (本誌 第三 十、 

三十 一 號に 於て) 今叉更 らに此 趣味 ある 問題に 於て 氏の 研究の 結果 を 聞かん と 欲す。 

傚 法的 日 木 博士へ ンリ ー、 マルチン 

記者 曰 ふ、 此編は 有名なる 『天道 溯源』 の 著者なる 北京 大學 校長へ ンリ ー、 マルチ ン 氏が I- て 我 邦 

某所に於て演べられし言を筆記翻譯せしものなりとて友人^^田次郞氏ょり特に寄途せられしもの也。 

*  ホ 

内 村 生， 口す、 文物に 於て 然り、 基督 敎に 於ても 亦然ら ざらん や、 我等 は 基督 敎を 西洋人より 傳授せ 

り、 然れ ども 之に 改進 を 加 ふに あら ざれば 我等の 義務 を 果たせり と稱 すべから す、 宜敎師 の 宗敎を 猿 

猴 的に 傚 法し、 其 儀式と 古 習 を 模擬す る を 以て 滿足 する 者の 如き は 基督 敎其 物に 對し 最も 不忠なる も 

のな り。 


豫霄者 以賽亞 二 0 排 アッシリア 同盟の 形勢と ュダ國 との 關係 (下) 高 橋 卯三郞 

編者 曰 ふ、 是れー 一 干五百 年 前の 異國 に關 する 記 Is?- のみに あらざる なり、 是れ亦 吾人 目： 卜に 關 する 記 

事な り、 耳 ありて 聞く おは 聽く べし。 

進化論と 宗敎 シ ドニ ー ギュ リック (松 山 及び 祌 戸に 於け る 講演の 筆記) 

內 1" 生，：： す、 此篇の 著者 シド- 一，'、 ギ ユリ ツキ 氏 は 米 國コン グリゲ ー シ ョナル (組合) 敎會 派遣の 

宣敎師 にして 永く 我 邦に 在留せられ、 今 は 伊豫 國松 山に 滯在 せらる &仁 なり、 君は傳 道の 傍ら 深く 意 

を 折 I： 學社 會學の 上に 注がれ、 君の 著書に して 歐米 人の 嘆賞す る 所と なる もの © しとせ す、 君 は 今 余輩 

の 乞 を納れ て 此編を 贈られたり、 君 の 腦漿 の 如何に 明截 なる 乎 は 之 を 讀む者 の 直に 諒 とする 所なら ん リ 

因に 記す、 界の 叔父 君に 當る ジョン、 ギ ユリ ツキ 氏 は 余の 最も 尊敬す る先葷 の 一人に して、 氏はダ 

I ゥヰ ン以來 進化 を 解す るに 最も 深遠なる 學者 として 數 へられし せ界の 三大學 者の 一 人な り、 氏 は 永 

く大 阪に滯 在せられ、 余 は 彼 地に 在て 氏と 相識る の榮を 得たり。 

約書亞 記 を 風： f びて 倉 橋 想 三 

-5： 村 生白す、 余 は 余の 約 書 ；€ や 記の 講義の 精神が 最も 明瞭に 且つ 最も 美しく 倉 橋 君の 筆 を 以て 玆處に 本 

誌の 讀 者に 供せられ し を 感謝せ すん ば あらす、 君が 過去 三年 問 君の 學 友と 偕に 晴 となく 雨と なく H 曜 

日毎に此摑林樹下に集ぃて§^書を學ばれし甲斐ぁりて、 神學 生に あらざる 君に して 基督 敎の 根本的 敎 


義を斯 くも 明白に 舊 記の 巾に 探り 得る に 至られし は 余の 深く 神に 感謝し、 っ竊に 誇る 所な り、 へホは 

君の 此 文に 勵 まされて 尙ほ 余の 講義 を繼 けんと 欲す。 

パ シ コ フ大： 5^ の改信 露 國宗敎 事情の 一 班 E  .  J  . ギ ロン 原 記 倉 橋 生纂譯 

編者 曰 ふ、 キリストの 純 福音 は 一な り、 到る 處に 同一 の 結 菜 を 生じ、 類似の 反抗と 迫害と を 招く、 

玆に 一 露 人の 我 儕の 愛する 福 昔の 自出を 信じて、 彼の 同胞 を黑 暗の 中に 救 ひ、 終に 暗黑 政府の 忌憚 逐 

放す る 所と なる を 見る、 光明 は 暗 の 中に 在て 益々 顯 かなり、 暗 黑は亦 光明の 現出 を 待て 其眞 喑を證 

明 せらる、 パ シ コ フ 大佐の 改信は 能く 露 國の光 暗 兩面を 示す に 足る ものな りと 信す。 

偽 幅 昔 書 の 處女 マリア (重に へ ス チン ダスの 聖書 辭典に 據る」 ヱム生 

編者 曰 ふ、 眞福 昔と 偽 福 昔と の^は マリアに 關 する 此 記事 を 見ても 一 目 瞭然たり、 一 一 者 同じく 奇跡 

を 記す、 然れ ども 眞福 昔の 奇跡の 簡明 率直なる に比べて、 偽 福音の それの 如何に 複雜 奇怪なる よ、 恰 

かも 釋迦 一代記に 於て 麻耶 夫人に 關 する 記事 を讀 むが 如し、 事實の 奇跡 あり、 想像の 奇跡 あり、 而し 

て 吾人 一 讀 して 一 一 者 を 判別す る を 得べ し、 偽 福音の 價値 は眞； i 音の 眞價を 知らし むる にあり。 

人生の 苦惱 住 谷 天来 

記者 曰、 肉 は 竞に靈 に 勝つ 能 はす、 此病 者に して 此勇氣 あり、 我等 奚んぞ 肉の 弱き を 憂 へん や。 


詩人 ブラウ 一 マングの 人生観 住 谷天來  • ： 

內村生 曰く、 今日 此時住 谷 君より 此歡 喜の 大福 昔に 接す、 讀者 諸氏 は此 大作 を忽 にすべからざる な. 

り J 

法然 上人に ついて 其 一、 上人の 主義と 人格 き |寺が 観 糸 山篤佝 

內村 生白す、 糸 山師 は 余の 益友の 一 人な り、 君 はよ く 余. ゆ 基督 敎を 解し、 余 もまた 深く 君の 怫敎 を" 

重ん す、 君、 近頃 余の 家を訪 ふて 君の 理想の 人法然 上人に 就て 語る 所 あり、 余は斯 かる 宗敎 家の 我が 

同胞 中に ありし を 聞いて 犬に 余の 志を强 くせり、 蓋し 日本の 佛敎史 はやが て 其 基督 敎史 なる ベければ 

なり、 依て 余 は 君に 乞 ふて 君の 談話の 一節 を 本誌に 揭 げんと せり、 君、 今 余の 乞 を納れ られて 木篇を 

途ら る、 至誠 はすべ ての 信仰の 基底な り、 佛敎豈 基督 敎の 敵な らん や。 

聖書と 小兒 倉 橋惣三 

. 內村 生白す、 倉 橋 君 は 角 害 聖書 硏究會 員 中古 參 者の 一 人な り、 今、 君の 筆に 由り 斯 くも 有益に して 

深遠な る 研究 を 見る に 至りし を 感謝す。 

猶太 人の 家庭 ュ処 に 家業 ( 一 ) 河 面 生纂譯 

內村生 曰 ふ、 聖書 は 之を內 より 學ば ざるべ からす、 又 外より 學 ばざる ベから す、 其 精神-を 識ら ざる 

ベから す、 其 外形 を 知らざる ベから す、 之に 現 はれた る 猶太 人の 風俗 習慣 等 は 決して 輕忽 にす ベから 
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ざる 事な り、 玆に河 面 君に 依て 共 一節 を譯 出せら る k ホワイトハウス 氏 著 『猶太 風俗 小史』 は 余 も 曾 

て精讀 して 犬に 利益 を 得し 者 なれば * 今 其 一部分 を讀者 諸氏に 紹介して 諸氏の 參考に 供 せんと 欲す、 

余 は 諸氏が 之 を 精讀し て、 其勞の 後に 至りて 充分に 償 はるべき を 信す。 

思錄 住 谷灭來 

內村 生白す、 余は恆 に天來 君に 向て 深き 同情 を 有す、 君の 此文を 請んで 余の 心臓 を 切らる るの 感ぁ 

り、 而 して 余 は 君： に 君と 境遇 を： E うする 人に 向て 曰 はんと 欲す、 諸君 は 少しく 異なりた る 方面より 

キリスト を 見られて は 如何、 彼をゲ ー テ的又 力 ー ライル 的に 兑 すして、 ヨハネ 的に 見られて は 如何と- 

キリス 卜 は 聖者、 苦痛の 忍耐 者、 艱 める 者の 同情者た るに 止まらす、 又 生命の 供給者な り、 然り、 生 

命 其 物な り、 健康 は 彼に 在. りて 充滿 して 存す、 基督 者 は キリスト を歷 史的に 見る に 止まらす 乂神祕 的 

に 見ざる ベから す、 キリ ストに 由り て 靈をも 體をも 癒されん と 欲する は 決して 迷信に あらざる 也。 

余の 信仰の 友 某に して 永く 脊髓 結核 を 病みし 者 あり、 醫師は 已に匙 を 投じ、 彼 は 永く 苦痛の 屮に瘦 

人と して 存在せ り、 然るに 何ぞ 計らん 彼の 疾病 は 近頃に 至り 奇ぎ にも 癒えたり、 醫者は 驚け り、 彼等 

は 相 共に 語りて 曰へ り、 是れ 果して 眞の 治癒なる 乎と、 然るに 癒えし 者 自身 は 曰へ り、 我 は 如何にし 

て 癒されし 乎 を 知らす、 唯 能力の 新たに 我に 加 へられし を 知る のみ、 我 は 步むを 得べ くな りたり、 我 

は 働ら く を 得べ くな りたり、 我 は 唯 癒えたり、 其 他 を 知らす と。 

彼 は 令は往 て韓國 にあり、 韓人の 中に キリストの 福 昔 を f;^ 明 せんとて なり、 余 は 現 時の 翳 術 を嘆稱 

する 者の 一人な り、 然れ ども 同時に 义醫術 以上に 尙ほ醫 術 ある を 知る 者な り、 ル ー テルの 愛 句と して 


知らる 、預言者 ィザャ の 言 は 其 最も 廣き 意味に 於て 深き 眞理 なりと 信す、 余 は 今 謹んで 之 を： 人 來ぉ竝 

に 君と 境遇 を 同う する 多くの 艱 める 友に 獻す、 ！^？；等之を念じて樂しきクリ ス マ スを迎 へられん こと を 

祈る、 卽ち 左の 如し 

汝等立 かへ りて 靜 かにせば 救 を 得、 平穏に して 依頼 まば 力 を 得べ し (以 賽亞書 三十 章 十五 節)。 

然燈錄 天来 生 

村 生 曰 ふ、 天來 君の 思想 は 例に 由て 甚だ 健全で ある、 唯、 界が キリスト を 正義の 權化 として 見る 

あ-.;.' な ひぬ し 

こと 厚く して 罪の 贖 主として 見る こと 薄き を惜 む、 我等 は キリ ストに 做 ひて 不滅と なる ので はなく、 

信仰に 由て 彼の 不滅 を 我が ものと なして 不滅になる ので あると 思 ふ、 我等の 目的と する 所 は 完全なる 

正義で あるが、 其、 之に 達する 道 は 思想の コンボ ルシ ヨンで はなく して、 意志の それで ある、 卽ち明 

白に 我が 不善 不德を 神の 前に 表 白して、 彼の 赦免に 與 かる ことで ある、 雨う すれば 聖靈が 直に 我心に 

降て 我なら で 聖靈が 我を淨 くして 吳れ るので あると 思 ふ、 聊か 所思 を附 す、 君の 有 恕を乞 ふ。 

某督 敎火觀 ion 崎 八 百 吉 

內村 生. R す 宮崎君 は 『國民 之 友』 以來の 余の 誌 友な り、 余 は 君の 誠實を 敬し、 君の 天才 を 愛す > 

君、 近来 思 を 書 研究に 注がれ、 頃 者 余を訪 はれ、 此篇を 寄せら る、 余 は 玆に之 を 本誌の 讀 者に 紹介 

する の 歡喜を 有す、 願 ふ 此篇、 君の 寄贈の 最終の 者に あら ざらん こと を。 


人類の 友と しての 山羊 原 田 嘉次郞 

內村生 曰 ふ、 聖書に 於て は 山羊 は 常に 惡 意に 解 せらる、 曰. く  . 

人の子 己れ. の 榮光を 以て 諸の 聖 使 を 率 ゐ來る 時 は 其榮. 光 や 位に 坐し、 萬 國の民 を 其 前に 集め、 

羊 を牧ふ 者の 綿羊と 山羊と を^つ が 如く 彼等 を^ち、 綿羊 を 其 右に 山羊 を 其 左に 置くべし 云々 

(馬 太傳卄 五の 卅 一 ー 卅 三)。 

此の 場合に 於て は 惡人は 山羊に 譬 へられて ある、 叉舊約 時代に 在りて は 山羊 は 常に 罪 祭の 供物と して 

獻 げられ た、 所謂 ァザ ゼルの 山羊なる 者は國 民の 罪 を 負 はせられ て 曠野に 逐ひ やられし 者であって、 

最も 氣の 毒なる 動物で ある (利 未 記 十六 章 を 見よ)、 然るに 今や 友人 原 田 君に 由て 此 可憐なる 人類の 

友 を 紹介 さる、 余聚は 今より 讀者 諸君と 共に 山羊 を 愛し、 原 田 君に 學 びて 其 親しき 友た らんと 欲す。 

無敎理 主義の 思想家 (一) フォ ガッァ P 畔上賢 造. 

內村生 曰 ふ、 余 は 未だ フォ ガッァ ：！ の 書を讀 ます、 然れ ども 畔上 君の 此 紹介に 由り て 彼の 純然たる 

伊太利 人た る を 認めざる を 得ない、 彼に 聞く は サボ ナロラ に 聞く が 如くで ある、 焰 ゆるが 如き 熱誠、 

雪 を も 欺く 淸淨、 是れ 伊太利の 宗敎 家に 於て 貴むべき 所で ある、 然れ ど， も 彼等に ル ー テルの 明察が な 

い、 彼等 は 敎會の 弊害 をのみ 燔 めんと して、 其 弊害の 由て 来りし 源 因 を 探らない、 敎會其 物が 誤謬で 

ある こと を 認めない、 敎會は 之を改 むる も 益な き 者で ある、 キリストの 精神 は 敎會の 在る こと を 許さ 

ない、 余 は 本誌の 讀 者が 此號 より 順を逐 ふて 揭載 せらるべき 「ル ー テル 傳」 に 由て 十六 世紀 宗敎 改革 

の 精神の 玆に 在りし こと を 知られん こと を 望む。 


苦痛 の 一 i 昔 ヴ イネ ー と キャル ケゴ ー ルド 別 所 梅 之 助 

內村生 曰 ふ、 力 は 余の 敬 友^ 所 に^て 歐洲に 於け る 無敎會 主義の 主唱 者なる キ ー ルケ ゴ ー ドの本 

誌の 讀 者に 紹介され し を 喜ぶ、 彼 は 心理 學の 泰斗へ フヂ ング 氏が 師 として 仰ぎ、 且つ 近世 第一流の 哲 

學者 なりと して 世に 紹介せ し 人な り、 余の 無 敎會說 は 世人 能く 之 を 嘲る を 得ん、 然れ ども キ 氏の それ 

は 之 を 尊重せ ざる を 得す、 余 は 敎界の 指導の 任に 當れる 諸氏に キ 1. ルケ ゴ ー ド 研究 を勸 むる 者な り。 

ル，' テル 基督 信徒の 自由 石 川 鐵雄譯 

內村生 曰 ふ、 余 は讀 者が ル ー テルの 此言を 精讀、 .冉 讀、 三讀 せんこと を 望んで 止ます、 四百 年 前の 

彼の 思想 は 今日 悉く 之 を 解す る は 易から すと 雖も、 然 かも 其 精神 は 萬 古 不易の 精神な り、 我等が 羅馬 

天主 敎徒 にあら す、 叉羅馬 敎會に 類似す る英國 監督 敎會叉 は 露 國希臘 敎會の 信徒に あらざる は 我等 も 

亦レ ー テルの 此 信仰 を懷 くが 故な り、 我等 はル ー テルの 此 言に 由 て^のす ベての 敎 會と戰 ふなり、 彼 

が 吹きし 自由の 喇叭の 聲は 今日 尙ほ 我等 を驅て 信仰の 勝利に 導くな り、 余 は 友人 石 川 君の 援助 を 得て 

兹 に.^— テル 自身 をして 本誌の 寄書 家たら しめし を 喜ぶ。 

我が 屬 する 敎會と 其經歷 左 近義弼 

內村生 曰 ふ、 余 は 左 近 君の 此敎會 觀に對 して 無敎會 論を唱 ふる 能 はす、 余 も 亦 君と 共に 同一 の敎象 

に 靄 せんと 欲す、 然し、 共、 今日 世に 存 する 六 百 有餘の 基督 敎會 孰れに も あらざる は 君 も 亦 承認す る 
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所な り。 

初代 敎會り 腐敗 (英 國サ ー . ロバ！ ト. アン ダ， ソ ン 氏の意見 を 紹介す〕 

內村生 曰 ふ、 此篇は 前篇と 相對 して 精讀 すべき 者な り、 ハッチ 氏と アン ダ ー ソン 氏との 英國の 二 名 

士は 計らす して 本誌に 於て 兩 面より！ M 一  の 眞理を 語るな り、 余 華の 敎會 非難の 歐 米に 類な き 者に あら 

ざる を 知るべき 也。 

『神 は 今や 死せ り』 佐 藤 生 

內村生 曰 ふ、 余 は 未だ 一一 イチ H を 知らす、 然れ ども 彼の、 敎 會が稱 する が 如き 惡人 にあらざる を 知 

る、 然り 敎會が 彼を惡 人と 稱す るが 故に 彼の 惡 人に あらざる を 知る、 そ は 今の 時に 方り て 大抵の 場合 

に 於て 敎會 が惡 人と 稱 する 者 を 善人と 見、 善人と 稱 する 者を惡 人と 見て- f-" 人の 判 斷に誤 II なければ な 

り、 歐 米の 社會に 於て 無神論者 を 作る に 於て 最も 成功せ し 者 は 基督 敎會 なり、 一一 イチ H の 如き 此 災害 

に權 りし 者の 一 人な りと 云 はざる ベから す、 吾人 は イエ スの聖 名のた めに 飽くまで 今の 謂 ゆる 基督 敎 

會 なる 者に 反對 せざる を 得ざる なり。 

十字架 上の 七 一一 K 淺野鎗 一二郎 

編者 曰 ふ、 淺野君 は 十 有 二 年来の 余輩の 敎友 にして 目下 專ら 自給 獨立傳 道に 從事 せらる、 余輩 は歡 

んで玆 に 君の 研究の 結果 を 本誌の 讀 者に 紹介す。  , ； 


畔上 君譯、 力， "ライル 『ク „1 ムゥ H ル傳』 に 就て 

-.,、た び  ** こと 

曾て 幾囘か 述べた やうに 力 ー ライル 著 『ク n ムゥ H ル傳』 は 余に 取りて は實に 第一 一の 聖書で ある、 

§si 曰 を 除いて 此 書の 如くに 余 を 感化した もの は 他に ない、 若し 余が 此 書に 接しなかったならば 余の 生 

涯は 全く 训の ものであった らふ、 力 ー ライルが 神 を 信す るに 篤き 彼の 母の 從^ 慂に 因て 著いた と 云ふ此 

らの 

書 は 余に 取りて は實に 祝福す ベ き 書 で ある。 

故に 余 は 常に 此 書の 日本 譯の 出ん こと を 願 ふた、 而 して 今や 余の 若き 友人 畔上 lis の 乎に. H て 其 一 部 

分の 譯 出せられ し を て歡 喜の 念に 堪えない ので ある、 筆の 質より 謂 ふ も、 思想の 傾向より 謂 ふ も、 

余は此 事を爲 すがため に 畔上君 以上の 適任者 を 我國に 於て 見る こと は出來 ない、 余は遠からすして；^!; 

の譯 文が 完成し、 余 をして 力 ー ライルと ク II ムゥヱ ル とに 就て 語る に 際して 據 るに 證典 あるに 至らし 

むる こと を 待つ。 (内 村 生) 

プ フ ラ イデ レ ル の 保羅觀 畔上賢 造 

編者 曰 ふ、 一 昨年 世 を 逝り し 伯林 大學宗 敎哲學 敎授ォ ット ー . プ 7 ラ イデ レル氏 は 近世に 於け るパ 

パゥロ  ニズ ムス  なほ- rj. リ 

ゥロ學 の 泰斗で ある。 バウ a 思想に 就て 學 ばんと 欲する 者 は 氏の 名著 『保羅 主義』 を 等閑に する こと 

は 出来ない、 氏が raK して パゥ 口の 信仰 を 解せ しゃ 否や は 疑問と して 存 するな らん も、 而 かも 歴史と 祈：： 

學 との 方面に 於て 氏が 最も 博く。 ハ ゥ 口 を識 つた 人で ありし こと は 疑 ふべ からすで ある、 へ， ゃプ フライ 

デレル を 知らす して。 ハウ 口 を 語る こと は 出来ない、 余輩が 玆に 氏の 保 羅觀の 梗概 を 紹介す る は、 本誌 
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の讀者 をして 此资 格に 於て 缺 くる 所な からし めんがた めで ある。  - 

基督 敎と 敎ノま 丁瑪 キ I ルケ ゴ ー ル著 日本 石 川 鐵雄譯 

內 村 生 曰 ふ、 ゼ ー レ ン • キ ー ルケ ゴ ー ル は歐洲 (寧ろ 全文 明 世界) に 於け る 無敎會 主義の 豫ー百 者で 一 

ある、 余 は 彼と 彼の 豫 言と を 本誌の 續 者に 紹介 せんと 常に 希 ひ 居りし に、 今や 幸に して 石 川 君に 由て 一 

此 希望の 充 たされん とする を 見て 感謝の念に 堪えない ので ある、 希 ふ 我國に 在りても 此 大豫言 者の 大 I 

砲 轟きて、 敎會の 基督 敎の 粉碎 せらる &と 同時に、 之に 代りて ガリラヤ湖 畔に唱 へられし 單純 にして 一 

鮮明なる キリ ストの 基督 敎の 宜揚 せらる、 に 至らん こと を。  . 

戰爭と 私と 在 越後 村 松 lg 逸國人 ゥ ェ ー . グン デル ト 

內村生 曰 ふ、 グン デル ト 君は獨 逸國ス ツット ガルトの 人でありまして、 過る 八 年間の 私の 信仰 上の！ 

友人であります、 私が 英文で 書きました 『余 は 如： E にして 基督 信徒， V なりし 乎』 は 獨逸譯 として 君の 一 

父君に 由て 出版せられ、 其れが 緣 となりて、 君が 日本に 来られて より 以來、 私 は 君と 親交 を續 けて 居 一 

ります、 君 は 今や 家族と 共に 越後 村 松に 於て 自給 傳 道に 從 事して 居られます、 B 獨の國 交 絶 ゆる 二三 i 

日 前に 君 は 柏木の 私の 家 を訪 はれ、 涕を 流して 事の 終に 玆に 到りし 事に 就て 語られました、 私 は 其 時 一 

1^ に 答へ て 曰 ひました、 「國 としての 交際 は 絶えても 友人と しての 我等の 交際 は 絶えない、 殊に クリ- 

ス チヤ  ン としての 我等 は主ィ H ス キリス トに 在りて 兄？^ である、 1_ ？; は 曰 獨交戰 屮と雖 も 日本 國に 在り j 

て 敵國に 在る が 如くに 思 ふて はならない、 殊に 我等の 國人 にして 今 猶ほ獨 逸國に 居る 者が ある、 我等 i 


は 4e<4f が頃 逸ん に擾. 禺ー 4.J ら れんと 欲する が 如くに 君 を 優遇し なければ ならない」 と、 私 は 私の 多數の 

犮人を代^！^して君に斯く；^！^ったっもりでぁります、 而 して 君 は 私の 此言 葉に 對し、 深甚の 感謝 を 表せ 

られ、 戰爭中 は 殊に 熱心に キリストの 平和の 福音 を宣 傅 せんと 霄 はれて、 歡び 勇んで 越後に 歸 へられ 

ま， した リ 

0OO0OO0OO0OOOO'  0000000  0  、：  -  ,  、，  ； 5  3  ：  -Iv  、-、 

玆に揭 ぐる 此 一 編 は 君が 自 から 日本 文 を 以て 絞られた ものであります 私 は 之に バノし 假ぞを 振り 

三 四 ケ所 少しく 編輯 上 必要の 訂正 を 加へ た 丈け でありまして、 其 他 はすべ て 君の 文 其 儘であります、 

私共 君の 友人 は 君と 語る に 悉く 日本語 を 以てします (lis は英、 佛、 丁、 蘭、 瑞、 等 八 ケ國の 國語を 話 

されます が)、 又 君が 私共と 交通 せらる、 にもす ベ て 日本語 を 以てせられます、 以て 君が 如何に 深く 

n.^ と 日本人と を 愛せら る k か r 判明り ます。  . 

ユダヤ 山中の 戀歌 ( 下」 左 近義弼 

村 生 曰 ふ、 余の 「雅歌」 觀に 就て は 後日 更 めて 述 ぶる 所が あるで あらう、 此 「ユダヤ 山中の 戀歌」 

の 中に 深き 明白なる 福音 的 眞理が 籠って 居る と 信す る。 

蕃人 研究の 一端 秦灣 樹杞林 井上 伊之助 

内 村 生 曰 ふ、 是は沟 に 有益なる 研究で ある、 斯く 同情 的に 蕃人 を 知っての み 彼等に 福 昔を傳 ふるの 

道 も 開ら くるので ある、 余 は 井上 君の 蕃人 傳道 事業に 深き 同情 を 寄せざる を 得ない、 我等 日本人 は 令 

口まで 歐 米宜敎 師の傳 道に 與か つたので ある、 我等 は 今より 進んで 自身 宣敎師 となるべき である、 其 
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點に 於て 井上 君 は 我等の 先鋒で ある。 

十字架 を 負 ふの 歡び 藤井武 

編者 曰 ふ、 藤 井 武君は 明治 四十 四 年 卒業の 東京 帝 國大學 出身の 若き 法學士 である、 今 n まで 京都府 

叉 は 山形 縣に職 を 奉ぜられ しが、 ィ H スに傚 ひ 十字架 を 負 ふ 生涯の 慕 はし さに、 過る クリスマス を 期 

して 官職 を辭 せられ、 君の 小 家族と 共に 上京せられ、 今 は 余輩と 同じく 柏木の 地に 靜 かなる 住家 を 構 

へられた ので ある、 旣に 著しく 界の靈 を 惠み給 ひし 父なる 神が 又 君の 肉 をも惠 み、 若しせ のた めなら 

すば、 我等 君の 同志の ために、 君に 平安と 健康と を 賜 ひて、 君 をして 長く 福 昔の 園に 働かし め 給 はん 

こと は 余輩の 切なる 祈りで ある、 君の 這般の 進退に 就て は 人 各 其 見る 所 あらん、 然れ ども 余輩 は 自身 

の -.. -ゃ 

の實驗 に照らして 見て、 主ィ ェ スが マリヤに 宜 ひし 一一 百 を 君の 心 に^き 給 ひつ -I ある こと を；^ ぜ ざる を 

よき わざ えら 

得ない、 曰く 「マリヤ は旣に 善業 を 撰びたり、 此は 彼より 奪 ふべ からざる^ なり」 と。 (路加 傳十章 

四 二 節) 

實に 人に 頼らす して 神に のみ 賴る こと は 最も 歡ば しき ことで ある、 政府の 米 を 食 はす 亦敎 會のパ ン 

を も 食 はす、 補給 は單 へに 之 を 神 にの み 仰ぎて、 我等 は聖 意に 適 ふ； i 昔 の 宜 傳に從 事す る ことが 出來 

るので ある、 自由の 幅 昔 は 自由の 身 を 以てせす して 之 を 傅 ふること は 出来ない。 

單 純なる 福 昔 藤井武  . 

村 生 曰 ふ、 藤 井 君の 玆に唱 へらる & 所と < ^の 常に 唱 ふる 所との 間に 多少の (而 かも 錄も 重要な- 


る ) 相違 の ある こと は 本誌 の 讀者 の 直に 認 むる 所なる ベ し、 余 は 其 相違 の點に 就て 次， 號に 於て 述 ぶる 

所 あらんと 欲する。 (第 八卷 『敎義 研究 上』 三 八 七 JaJ 以下 『神の 忿怒と 睛罪』 參照 ー 編者) 

默 示 錄解說 ゥ イリヤ ム • ミリガン 原著 聖書 研究社 抄譯 

編者 曰 ふ、 玆に 默示錄 研究の 泰斗 蘇 格 蘭 アバ ー ヂン 大學敎 授故ゥ イリヤ ム • ミリガン 氏の 該書 解說 

の 紹介 を 終る、 其內に 余輩の 赞同を 表し 難き 一 I 三の 節な きに 非 ざれ ども 其 大體に 於て 余輩 を啓發 する 

ゃ大 なり、 眞 に偉篇 也。 

壌る k 幕屋、 着せら る&家 藤井武  . 

村 生 曰 ふ、 昨年の 今月 號に 於て 不幸に して 贈 罪の 事に 關し藤 井 君と 信仰 を 異にせざる を 得 ざり し 

余 は 今年の 今月 號に 於て 君と 主 キリストの 再臨の 事に 關し 信仰 を 全然 共に する こと を 得る を 深く 神に 

感謝す る。 . 

ユダヤ 民族 を懊ふ 畔上賢 造 

內村生 E ふ、 ユダヤ 民族 八， や 世界に 一千 二百 萬 人を算 す、 歐米 到る 所に 財界に 文 學界に 政治 界に大 

なる 勢力 を 有す、 日露 戰爭の 際 日本 國に大 なる 財政 的 援助 を與 へし 紐 育 市の シッフ 氏 は ユダヤ人 であ 

る、 文豪と して は ハイネ、 作曲家と して はメン 、、テ ルゾン、 §1： 學者 として は スビノ ー ザ、 政治家と して 

はビ ー コ ン ス フィル ド 孰れ も ユダヤ人であって ァ ブラ ハ ム の裔 である、 過去 四千 年 問 人類の 精神的：^ 
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大勢 力たり し ユダヤ人 は 確に 神の 選民で ある。 

横幅 ある 人生 (列 王， 記 略 上、 十七 章 全 鱧) 京都 浦 口 文治 

內村 生白す。 玆に 久方振りに 浦 口 君の 寄 送 文を迎 ふる を 得て 喜びに 堪 へない、 君なら すして 此事を 

如此 くに 述 ぶる こと は 出来ない、 實に H リャ 傅の 最善の 註解で ある。 

主 再臨 の 光 を 以て 解すべき 聖句 中 田 重 治 

内 村 生 謹 評 以上 は實に 良き 註解で ある、 多分 是れ 以上の 註解 は あるまい、 狐 は 政治家 を 表 はし、 

{仝： 天の 鳥 は サタンと 其 眷屬と を 表 はす、 政治. 家に 其隱 る.^ 穴が あり サタンに 其 棒む ：- 架が ある、 穴は國 

である、 博士 ジョ ンソ ンの 言へ る 「愛 國は醜 類；： 取 後の 隠 場な り」 と ある 其愛國 である、 政治家なる 

狐 は愛國 なる 暗き 穴に 隱れて 其 野心 を 行 ふので ある、 へ a デ、 ビラ 卜 其 他の 政治家 はすべ て此 類で あ 

る、 而 して サタン は 偽 基督で ある、 其 眷屬は 偽宗敎 家で ある、 彼等に 巢が ある、 其奧は 敎會に 於て 在 

からし だね  はたけ t  VS ろづ  ち ひさ  そだ 

る、、 「天 國は芥 種の 如し 人 之 を 取りて 畑に 播 けば 萬の 種よりも 小 けれども 長ち て は 他の 草より 大 にし 

て 空 天の 鳥 來り其 枝に 宿る」 と ある は 此事を 示す ので ある (馬 太傳 十三 章 三十 二 節)、 敎會が 勢力 を 

得る に 至りて サタン 來 りて 其 枝に 宿るべし との 意で ある、 而 して 今や 多くの サタン の眷 屬は來 りて 敎 

會に巢 を 構へ て 居る ので ある、 かく 不敬虔なる 書の 批評家、 聖書の 明：. 小す る 敎義を 取扱 ふに 嘲笑 諧 

譃を 以てする 神學 者と 聖書 學者、 其 他 信仰の 事に は 全然 沒交涉 なる 所謂 宗敎家 (實は 政治家」、 彼等 

は 皆な 敎會 に巢を 作る サタンの 眷屬 である、 而 して 敎會は 彼等に を 供し 餌 を 給し 尊き 「イスラ ェル< 


の師」 として 彼等 を 仰ぐ ので ある、 斯 かる 世に 人の子 は 枕す る 所な き は當然 である、 彼 は 八/ 猶 敎會以 

そ し り  かこ ひの そと 

外 祌學校 以外に 在し 給 ふ、 而 して 我等 少數の 彼 を 慕 ひまつる 者 は 彼の 詬誶を 負 ひて 營 外に (敎會 外に) 

出て 彼と 共に 苦を受 くべき である (希 伯 来書 十三 章 十三 節)。 

で？  こゝ ろみ 

乂 「主の 祈禱」 は 再臨 を 待望む 信者の 祈禱と 見ての み 其 意義 を 明かに する 事が 能る、 殊に 「試 誘に 

遇せす 云々」 の 一句の 如き： 冉 臨の 豫 言と 合 はして 解す るに 非れば 意味 を爲 さない ので ある。 

敎會の 地位に 就て 藤井武 

主筆 曰 ふ、 如斯 くに 見て 現 時の 諸 敎會の 偽りの 敎會 である 事が 明白で ある、 斯 世の 政 § の與ふ る勳 

章 を 得て 喜ぶ が 如き 敎會は 終に 主の 口より 吐き W さる \ 者 である。 

罪 を 噴 はれし 者の 心の 歴史 (或 人の 實驗を 記す) 畔上賢 造 

主筆 曰 ふ。 若し 此 人が 此 信仰 を 更らに 進 むるならば 彼 は キリ ス トの W 臨 を も 信す るに 至る であらう、 

W 臨 も 亦 贖罪と 同じく ユダヤ 思想で はない、 贈 罪に 由て 個人が 救 はる i やうに： 冉 臨に 出て 人類と 萬 物 

とが 救 はる k ので ある、 故に 贖罪 論の 權 威なる パゥ& は 堅く： 冉臨 を；：^ じ、 贖罪の 詩人たり し クウ パ I 

は 又 再臨の 詩人であった、 解って 見れば 再臨 も 贖罪の 如くに 迷信で はなく して 大眞理 である、 _ 是れが 

解って 聖書 は 始終 一 貫せ る 書と なり、 光明と 歡 喜と は 心に 溢れる。 

改譯 再改錄 浦 口 文治 
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附記 改正 譯は 確に 改正 譯 である、 その 多くの 點に 於て 從來の 和譯に 優る は 言 ふまで もない、 然れ 

ども 余輩 をして 遠慮なく 其 短所 を 摘 指せし むるならば、 余輩 は その 主として 文字の 優雅に 過ぎて 初代 

厶  <"厶<:.<"<3<"<1<<3<1<:<:<1<"<3<:<1 厶厶厶  < ；厶 △<"<!< - 

M の 強健 硬直な る 信仰 を 一一 H 表 はすに 甚だ 不適 當な るに 在る と 言 は ざ る を 得ない 、 共 點に於 て 從來 の 

和譯は 改正 譯に！ ^る 所が あると 思 ふ、 畢竟す るに 完全なる の 翻譯は 文字 譯に あらす して 精 祌譯で 

ある、 文法的に は 多く 正確 を缺 きし ル ー テルの 獨逸譯 が 世界 第 一 を 以て 稱 せらる k は 全く 此 理由に 歸 

する ので ある、 聖書 翻譯の 第一 要素 は修辭 ではない 信仰で ある、 國に大 信仰の 起る 時に 聖書の 大翻譯 

が るので ある。 (主筆) 

羅馬書 研究 (十 一 ) 律法の 性質 (七 章 七— 二十 五) 畔上賢 造 

附霄 內村生 一一 一 ill ふ、 畔上 君の 靈筆 能く 此難章 を 解し 易き 者たら しめし を 感謝す る、  <;-も亦；！^;の說の 

如く 第 十三 節以 ドを 以て バウ n 改信前 の 實驗 なりと 信じ 來 つた、 然る に 近年 基督 再臨 を 信じ 得 るに 至 

て 之 を 彼の 改信後 の 資驗と 見 るの 適當 なる を認む るに 至った、 肉に 對 する 靈 の戰 1^ は 改信を 以て 媳む 

もので はない、 肉が 肉と して 存 する 間 は 「肉の 欲 は靈に 逆ら ひ 靈の欲 は 肉に 逆ら ひ」 である (ガ ラタ 

ャ書五 章 十七 節)、 故に バウ 口 は 一一 一一 „1 ふたので ある 「我が 願 は 世 (肉) を 去りて キリスト と共に 在らん 

事な り是れ 最も 善き 事な り」 と (ピリ ピ書 H 早廿三 節)、 「我れ 内なる 人に 於て は 神の 律法 を 喜べ ども 

我が 肢體の 中に 他の 法 ありて 我心の 法と 戰ひ 云々」 の 實驗は 信者と 雖も …… 然り 信者の み …… 持つ 賁 

驗 であって、 之 を 彼の 改信以 前 に 限る こ と は 出來な い、 信者の 生 ： 他 は 肉に 對 する 靈 の 戰 (辛 の 生涯 で あ 

る、 バウ B はダ マスコへ の 途上 復活せ る キリストに 會 ふて 此戰 -爭を 終へ たので はない、 彼 は 其 後一 一十」 


餘年を 經て猶 ほ 言 ふたので ある 「我が 戰ひは i 仝を擊 つが 如きに 非す、 己の 體を擊 ちて 之 を 服せ しむ」 

と (コ リン 卜 前書 九 章 一 一十 七 節) バウ P と 雖も猶 ほ 世 を 去る まで は 己の 肉 體を擊 ちて 之 を靈に 服せ 

しめんと て戰 ふたので ある * 然 らば 「あ、 我れ！ める 汄な るかな、 この 死の 體 より 我 を 救 はん 者 は？ i 

ぞ- 我等の 主ィ H スキ リストに 由る が 故に 我れ 神に 感謝す」 と 言 ふ は 何 を 意味す る 乎、 余は是 は-再臨 

の キリスト を 指しての 言な りと 思 ふ、 我 を 肉より 救 はん 者 は 誰ぞ、 再臨の キリスト である、 彼 は 其 時 

我に 新ら しき 靈に 適する 體を與 へ 給 ひて 我 をして 現世に 於け る靈對 肉の 戰 ハサより 免 かれしめ 給 ふと、 

救 はまこと に 其 時に 行 はる、 ので ある、 「我等が 救 を 得る は 望に よれり」 である (八 章 二十 四 節.)、 

卽ち 我等 は 希望の 充 たさる &日を 期して 完全に 救 はる、 ので あるとの 意で あると 思 ふ、 神 は 現世に 於 

て 我等に 救扬 の 契約 を 下し 給 ふたの で あって、 其 實現は 之をキ リスト 再臨の 日に 待つべき であると 思 

ふ、 而 して 此 X 布 望が 現世に 於て 肉の 欲に 勝つ 犬なる 勢力で ある は 雷 ふまで もない。 

余 は 基督の W 臨 を 信す (公開 狀) 左 近義弼 

左 近義弼 君に 謝す 

十お 餘年前 初めて 左 近 君の 論文 を 本誌に 迎へ てより 余 は 君に 負 ふ 所が 甚だ 多く ある、 余は^^；書の研 

究ヒ t; に敎 へらる、 所 くない、 殊に 近頃 君より 玄米 貧の 利益 を學 び、 之 を 採用して 我等 日本人の 貪 

物 問題の 解決 せられし を覺ぇ 感謝に 堪 へない、 左 近 君 は 學究の 人で ある、 故に 一 見して 信仰に は 冷淡 

の 人で あるかの 如くに 見 ゆる、 然し 事實は 決して 雨う でない、 君が 今囘 本誌に 投書して 君が 的確に 基 

あやし  ほん 

督 再臨 を 信す る 事 を 告白せられ しが 如き、 S の 平生 を 知らざる 者の 異 とする 朋 であらう、 然 し 是 れ 眞 
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實の左 近 君で ある、 君 は學の 人で あるより は 寧ろ 情の 人で ある、 余 は 君が 撣ら すして 今日の 敎 會に甚 

だ不 人望なる 基督 再臨の 信仰 を吿. m せられし 事 を 君に 感謝す る、 君 は 少數 者と 共 に 福 昔 的眞理 の 側に 

立 つ 事 を 恐れざる 人で ある、 余 は 神が 此 時に 方り 此國に 君の 如き 深遠なる 學 問と 單 純なる 信仰の 人 を 

遣り 給 ひし 事 を 感謝す る。 (內村 生) 

我 邦 初代 佛敎 徒の 熟 誠 田 島 進 

贊 成の 辭  主  筆 

m 島^ は B 木 基督 敎會 の敎師 であって 余 は 無敎會 信者で ある、 然 かも 我等 信仰的 交際 を繼續 して 玆 

に 二 I 餘年、 互に 助け 慰め 勵 まして 今日に 至った、 蓋し 君 は 上 州 人に して 余と 同國 である、 住 谷天來 

君 を 加へ て 我等 三人、 馬鹿正直の 外に 何の 顿む 所な くして 基督 敎の宣 傳に從 事す、 住 谷 君 は漢學 者、 

田 島 君 は神學 者、 余 は農學 者で ある、 三人 稍 情 性 を 共に し 全く 信仰 を 同う す、 現代に 在りて 現代人た 

る こと 能 はす、 舊き 道德を 重んじ、 義理に 縛られ、 基督 敎は 聖書 有の 俊 を 信ぜん と努 む、 故に キリス 

トの拜 すべき 神なる を 信じ、 彼の 贖罪 を 信じ、 彼の 復活と 再臨と を 信す、 同時に 义 世界人 類に 對 する 

00O0O  00  00  000000000000000000 

日本人の重き宗敎的使命を：！：^す、 我等 は 3 す、 源 信、 法然、 親鸞 を 生みし 日本人 は 昔時の 摘 太 人に 亞 

0  0  0  0  0  C  C  0-  C  0  OC00OCOO0OOOOOOOOO0OC  00OOOOO 

ぐの.；. 小 敎的國 民に して、 蓋し 末の世に 於け る 世界 敎 化の 天職 を 以て 造られし 國 民な らんと、 故に 我等 

は歐米 人より 基督 敎を 受けし も、 彼等に 傲 はすして 彼等 以上、 直に 斯敎の 泉 源に 達せん とす、 ^かも 

我國 初代の 佛敎 徒が 支那より 佛敎を 受けて 遙に 支那 人 以上に 達せし が 如くな らんと 欲す、 基督 敎は舊 

いし H» る 一 

き，： 示敦 を破壞 して 其 あとに 建設すべき 者で ない、 新ら しき は 奮き を 基礎と して 其の上に 築くべき であ 


る、 我等 は 源 信、 法然、 親鸞 を 勢して 之に 代りて 立たん としない、 彼等の 業 を繼續 せんとす る、 或 

意味に 於て は 我等 は自 から 彼等の 弟子な りと 稱 して 憚らない、 然れ ども 八 百年 後の 今日、 A い 深き、 

より 廣き 眞理に 接し たれば 彼等の 信仰に 大 なる 改良 進歩 を 加 へ て 之 を 我國！ に、 然り 全人 類に 施さん 

と 欲する、 是れ 彼等に 對 する 無 禮 ではない、 義務で ある、 我等 は 信じて 疑 はない、 ^,?1ゅき5^.^」.ぉ.^ 

に 保有し 其 恩 澤を絕 た ざらん と 欲せば、 新約聖書の 信仰 をして 其 繼 緩 者たら しむる より 外に 途 なき 

こと を、 若し 我國 の怫敎 徒に 此 雅量 あり、 其の 基督 敎 徒に 此 謙遜と 敬虔と 確信と あれば 我國の 宗教 問 

題 は旣に 解決され たりと 言 ふ 事が 出來 ると 思 ふ、 ィ.t^スは言ふ給ふた 「我れ 律法と 預言者 を廢 つる 爲 

に 米れ りと 思 ふ 勿れ、 我れ 来りて 之を廢 るに 非す、 成就せ ん爲 なり」 と (馬 太 傳五章 十七 節)、 ィ H 

ス に 依て すべ て 善き 者 は 完全に 且つ 永久に 保存 せらる、 余輩の 知る 淨土 門の 佛敎 信者に して 新約聖書 

の 福音に 接して 己が 信仰の 如くに 之 を 歡ぶ者 勘から ざる は 余 辈の此 唱道の 何よりも 善き 證明 である、 

余輩 は 彼等に 向って 余輩に 降服せ よと 勸む るので はない、 眞理は 終に 玆に 至るべし と 明言す るので あ 

る 0  , . 

コ ー ルが 丘の 印象 浦 口 文治 

編輯 生白す、 余 は 我 國有數 の 英文 學者 にして シ ェ ー タス ピャ 學 者なる 浦 口 君 を 基督 W 臨 信者の 內に. 

箅へ 得る を 喜ぶ、 再臨の 信仰た る 之を淺 くも 見る 事が 出 來る亦 深く も 見る 事が 出来る、 而 して 世に 之 

を 嘲笑す る 者 多き は 之 を 深く 見ない からで ある、 深く 之 を 見て 其の 最も 合理的なる 宇宙 觀又 人生観な 

る 事が 判明す る、 詩人 ブライアントの 如き 深遠なる 天然 詩人の 時に 此 信仰 を 表明す るに 足る 語調 を：^ 
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ら せし は其內 に 深き； 大然 的眞理 が存す るからで あると 思 ふ、 余 は 浦 口 君に 望む 君が 君の 該博なる 英文 

學の 知識 を 以てして 「英文 學に現 はれた る 基督 再臨の 信仰」 なる 一 文 を 草せられ 我等； 冉臨 信者 一 同 を 

敎 へられん 事 や〕。 余 は 又 君の 米 國墮落 観に 同意す る、 余 も 亦 君と 均しく 米 國を熟 愛する 者の 一人で あ 

る、 故に 其墮 落に 對 する 余の 悲痛 も 亦 強烈で ある、 神よ 米 國を惠 み 給へ である。 

キリストの 1$ 臨 (上) R  •  E  . ス ビヤ ァ 

記者 曰 ふ、 今 此虚に ス ビ ャァ 氏が 千 八 百 九十 九 年 七月 三 H 米 國の學 生に 對 して 爲 した る 講演 を 紹介す る. 原文 は 

タイプ ヮ. 1 チン グ 

主筆の 舊き 信仰の 友人なる 米 國費府 メリ-' • モ I リ ス 夫人より 活字 印書と 成して 態々 送られた る 者で ある。 

附記 再臨の 信仰 は 引 綾き 之を說 かざる ベら す、 此 信仰な くして 傅 道の 熱心 は 失する、 义敎 會に鑭 

漫 する 紛々 たる 俗氣を 排除す る爲に 之に 勝 さるの 信仰 はない、 キリスト は W び 臨り 給 ふ、 是れ 聖書が 

創世記より 默示錄 に 到る まで 明々 白々 に 示す 所で ある、 此の 信仰 ありて 詩人の 詩、 預言者の 預言， 使 

徒 等の 俾 道が あ つたので ある、 我等 は w 臨 の 信仰が 多く の 迷信に 走り 易き を觀て 其 唱道 を 怠 つて はな 

ら ない、 デリッチ、 、ゲ ッス、 ゴ ー デ ー 等の 先哲の 跡に 從ひ、 合现 的に、 聖書 的に、 冷靜 に、 强 烈に此 

信仰 を學び 且つ 唱ふ べきで ある、 キリ スト 再臨の 希望 起り て 信仰 は復與 せざるを得ない。 (主筆) 

. ベ テロの 天稟 (二) 浦 口 文治 

〇 内 村 生白す、 天才 は 有った ばりで は 可ない、 之を發 見して 貰 はなければ ならない、 而 して 天才の 最 


大發 見者 はィ H ス である、 此點 から 見ても ィ H スを 信す る は 何人に 取りても 必要で ある。 

報 賞 を 求む る 心 . 黑 崎幸吉 

ft 村 生 曰 ふ、 余 は黑崎 君の 說に 同意す る。 報 賞 を 望む 事 は 決して 惡ぃ亊 でない。 此の世の 善事なる 

者 は 多く は 之 を 望んで 行 はれる ので ある。 乍 併 基督 者 は 現^に 於け る 報 賞 を 望んで 善事 を爲 すので は 

ない。 而 して 實際的 に 人 は 死後 來せ に 於け る 報 賞 を 望ん で 決して 墮 落しない ので ある。 

浦 製ャ所 技師 田 中 JfsTTN 

內村生 曰 ふ 田中^l^;ょり此首を聞ぃて喜びに堪ぇなぃ、 物質 あるな し、 すべてが エネ ルギ ー である 

と、 それで 物質主義 は 宗敎の 反 對を俟 たす して 科學の 立場より 完全に 倒れた ので ある、 而 して 更らに 

研究 を 進めて 行くならば H ネル ギ ー 卽ち ライフ (生命) なりと 云 ふ 所に 達する であらう、 3： れ にしろ 

人が 科 學の名 を 以て 宗敎を 嘲け る 時 はも はや 旣に 過ぎ去つ たので ある、 萬 物 悉く 不可思議 である、 生 

物の みが 不可思議で はない、 お 機體、 無機 體 悉く 不思議で ある、 生物 學を 理學 的に 研究し、 細胞 は 水 

こぎつけ  5 ゆう 

晶の 一種な りと 云 ふ 所まで 漕附 て、 近代の 所謂 物理的 生物 學者は 今や 水晶の 說 明に 窮 して 居る • 水晶 

は 細胞.^ け 其れ丈け 不可思議 的で ある、 細胞 は 水晶な りと霄 ひて 一 の 不可思議 を 以て 不可思議 を說明 

せんと 努めた に過ぎない、 畢竟る 所 萬 物 悉く 不可思議 である、 物質 は H ネル ギ ー である、 H ネル ギ ー 

は 生命で ある、 生命 は 愛で ある、 愛は祌 である、 而 して 神 は イエスキリスト として 現 はれ 給 ふたので 

ある 0  . 

附 言  九  一一！ 七 


«  ®  九 三 八 

歐洲戰 後 の 言 攝逸チ ュ. 'ビン ゲ ン 大 學敎授 力 ー ル • ハイム 

!i 者 H ふ， 此ー 編はハ ィム先生が中央^^曰^^演食 に於て述べられし言を高3整三^?が特に本誌の爲に書取って下 

さった ものであります。 

村 生 曰く 余が今！^ハ ィム！^？；と友誼を交はす事を得しは余の生涯に於ける最も樂しき經驗の 一 で 

ある、 君は學 者で あるより は 寧ろ 基督 者であった、 而 して 更に 意外に 感じた の は 君が 熱烈なる 基督 再 

ちが 

臨 信者であった 事で ある、 英米人の 見る 獨 逸人と は 全く 違った 獨 逸人であった、 余は獨 逸と 自分の 爲 

に 神に 感謝した。 

滿洲俾 道の 實況 §ig サぃ 道 正 安治郎 

. ^村 生 曰 ふ、 是れが 木 當の滿 洲經營 である。 此經^ なくして、 いくら 鐵道を 作り、 外交 を 弄したり 

とて 滿洲は 我 有と ならない。 「我 は 善き 牧者な り、 善き 牧者 は 羊の 爲に 命を捐 つ， P 「人 その 友の 爲 

に 己の 命を捐 つ、 此 より 犬なる 愛 はなし」。 誠に 其 通りで ある。 日本人 は 支那 人 を 愛する か。 支那 人 

の爲に 己の 命 を捐た 日本人 は 何處に 居る 乎。 日 淸戰爭 の 時に 支那 人 を 殺した 日本の 勇 將猛卒 は 多く あ 

る。 然るに 支那 人 を 救 はんため に、 家 を 去り 國を 離れて 彼等の 間に 在りて 奉仕の 生涯 を 送る 日 木 人の 

在る 事 を 聞かない ので ある。 誰かぁるほ本の靑年w?^^,ょ、  < 輩に 代りて 支那に 渡り、 我 愛 を 彼等に 傳 

へ、 我 慈 を 彼等に 施す 者 はなき 乎。 余 鞏 は 誓って 其 後援者た らんと 欲する。 余輩 數 人の 同志 は 今年 屮 

に 一 人の-冗 敎師を (成るべくば 女醫 を) 支那に 遣りた く 欲 ふ。 余輩の 招きに 應 する 者 はなき 乎。 信仰- 


確實、 身體强 健、 常識 豊富なる を 要す。 手段 方法 は 余輩 之を講 すべし。 唯 身 を 主に 獻 ぐれば 足る。 在 

らば 知らせよ 0 

カントの 有神論 三 谷隆正 

主筆 曰 ふ。 法 學士三 谷 隆正君 は 岡 山 第五 高等 學 校の 教授で ある。 篤 學の士 であって、 多くの 點に於 

て カントの 様なる 人で ある。 君 は學ぶ 事を好んで 語る 事を好まない。 余の 切なる 慫 慂に從 ひ、 漸く 本 

誌 に 投稿す る 事 を 引受け た 次第で ある。 

我^ クリスチャン は 犬に^ 學を學 ぶの 必要が ある。 折" 孥は 勿論 信仰 を 供へ ない。 然れ ども 之を淸 め、 

强め、 堅く する。 祌は 特に その 爲に 人に 理性 を 賜うた ので ある。 神の 眞理は 聖書 を讀む 丈け では 解ら 

ない。 恰も 天然 を眺 むる 丈け で 宇宙の 理が 解らない と 同じで ある。 我等が 受けし 印象 を 精査し、 比較 

し、 統一 して、 其 奥に 潜む 所の 眞理 を發 見し 得る ので ある。 眞の 哲學は 神の 智慧に 對 する 人の 智慧で 

はたい、 神の 智慧の 一面で ある。 プラト ー 口く 「哲學 者と は 永遠に して 不變 なる 者 を 把握し 得る 者 を 

稱ふ」 と。 基督 者 も 亦 之に 他なら ない ので ある。 。ハウ p 曰く 「我等 顧みる 所 は 見 ゆる 者に 非す、 見え 

ざる 者な り。 見 ゆる 者 は 暫時に して、 見えざる 者 は 永遠に 至るな り」 と。 哲學と 言 P. と は 其の， 求つ 

目的物に 於て 一致す る。 隨 つて 二者 共同の 敵 は. 「其 1化 爲の 結果に 就いて 苦慮す る」 近代 人で ある" 然 

り、 れき 結果 を 見ん と 焦心 る 米國流 の 基督 信者 である。 

竹 風ん の 研究 を 怠りて 人 は 迷信に 陷り 易く ある。 或は 眞理の 一 面に のみ 熱中す るの 餘り其 全局 を 歐 

し nl- く ある。 祈：： 學は 健全なる 常識 を 養成す る爲 に、 卽 ち圆滿 にして 冷靜 なる 心理 狀態 を備 ふる 爲に必 
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耍 である。 

び カントに 就いて 三 谷隆正 

編者 曰 ふ。 先づ 基督 者た るに 非れば 祌學 者た る 能 はす。 先づ 人た るに 非 ざれば 哲學 者た る 能 はす" 

然り 若し 人たら ば 祈 ：！ 學 者たら ざる も 可な り。 世に 不 似合の 事と て、 低き 卑しき 人が 哲學を 究め 且講す 

るが 如き はない。 

ゴ スの受 肉せ し 耶蘇 左 近義弼 

主筆 m ふ。 キリスト 神性 は 依然として 基督 敎の 根本 問題で ある。 能く 此 問題 を 閩明 する もの は 何れ 

の方而 より 來るも 之 を歡迎 すべきで ある。 此 所に 揭 げた 左 近 君の 見方の 如き、 初めて 聞きし 所で あつ 

て、 亦 我等の 信仰の 一 助たら ざる を 得ない。 

生命の 木 左 近義弼 

同感の 辭  内 村 生 

〇 ぺテ a 前書 二 章 二十 ra 節に 曰く 

彼れ 木の 上に 懸 りて 我等の 罪 を 自ら 己が 身に 負 ひ 給へ り、 是れ 我等 をして 罪に 死て 義に 生かしめ 

ん爲也 

と。 此 木と 云 ふ も 亦 十字架の 木であって. 左 近 氏の 云 ふクズ ti ン である。. そして 天より 降れる 聖き城 


なる 新しき エルサレム の 衝の眞 中 及び 河の 左右に 立てられ たる ものが 此 十字架の 木で あると 云 ふ。 生 

命の 樹に 非す して 生命の 木で あると 云 ふ。 まことに 意味 深い 言葉で ある。 我等 は 天 國に往 いて 其.^ に 

十字架の 大木の 衝に 立てる を 見る と 云 ふ。 そして 之 を 仰ぎ見る たび 毎に 我 罪の 赦 されし 所以、 又 如何 

なる.；^ 判 も 我 を 罪に定 むる 能 はざる 理由 を 示さる、 と 云 ふ。 それでこそ 天國 である。 信者に 取りて は 

十字架の 枯木が 靑綠 滴る、 大樹 以上の 美觀 である。 彼が 宿らん とする 木の 下 影は此 枯木の 影で ある。 

十字架 は 罪 を赦さ れて 後に 直に 忘れら るべき もので ない。 永久に 記念 せらる ベ きもの で ある。 罪人 は 

赦 されて 後々 まで も 十字架 を 常に 仰ぎ 瞻 るの 必要が ある〕 斯 かる 次第で あれば 天の H ルサ レムに 於て 

十字架が 生命の 木と して 立ら る、 と 聞い て 私の 心 は 躍る。 私 は 左 近 君の 註解の 眞 ならん 事 を 祈る。 


東上 錄 中 村諦梁 

.5: 村 生. a す、 余の 曾て 危窮に 迫りし や、 余 を 救 ひ 吳れし 者 は、 某督敎 徒に 非す して、 或る 佛敎の 僧 

侶な りき、 今兹に 余の 微力 を 以て、 佛敎 界の此 志士 を迎 ふる を 得る は、 余の 深く 余の 神に 感謝す る 所 

なり。 

囚人の 感慨 〇〇 監獄 支署 內 〇〇〇〇〇 

余輩 筆硯の 業に 從 事し、 ^に是れぞと余輩を慰め《^っ勵すものぁるなし、 啻是 なきの みならす 時に 

は 悲憤 を寳る もの 宗敎談 を 鬻ぐも のとして 幾らる、 こと あり、 然 るに 皇天 は 常に 余輩 を 疑懼 の a に 置 
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かす、 時に 光明 を 天の 彼方より 放て、 余輩の！ 11 き 心 を 强め給 ふ、 鼓に 揭 ぐる 所の 親書の 如き は 其 一な 一 

り、 我 を 十字架に 釘け る 友人 あれば、 我が 傍に 在て 我と 天 國の快 を 共に せんと 欲する の罪囚 あり、 我： 

は 心中 一 點の 疚しき 所な しと 誇る 義人 を 友と せんより は、 其 罪を悔 ひて 神の 有 恕を絕 叫す る此 W 人 を 一 

友と する を 喜ぶ。 鑑三識 す  ： 

第二 夏期 講談き 夏期 講談 會は實 に 美 はしい 禁會 でありました， 其 委細 は 「聖書 之 研究」 に 載 一 

せて S きました から 玆には 繰り返しません、 只 羽 後！； 飽海 1 遊：^ 村の 梅 木 達 治 1!?; が 鳥 海山の 麓より 遠： 

路遙々 此會に 臨まれまして、 此會に 就て 感ぜられし 事共 を 細々 と 書いて 送られました から 「研究」 雜 

誌に 載すべき 者 を！ S に 掲げる 審に 致しました、 其 中に ある 私共 を 賞め られし 言葉 は 甚だ. 小當の ものと 

思 ひます が、 然し 之 を 削て 文の 眞 面目 を 傷け るの 怕れが あ ります から、 Ij^ の 文章 有 の 儘 を揭げ る こ と - 

と 致しました、 其 積り で讀 でく ださい。 (內村 生)  _ 

角 害 訪問 錄 陸 中 齋 藤ニ荆 

內村 生白す、 我等 は 三日 問此 兄弟と 寢食を 共に する を 得し を 感謝す、 彼の 澄める 服 昨に 我等 は 無量、 

の 平和 を讀 めり、 彼 は大膽 なる キリストの 設明； ffi? なり、 彼 は 我等 を學ぶ 者に あらす して、 我等の 學 if; 

ん とする キリスト を學ぶ 者な り、 誰か 云 ふ 日本に キリストの 忠實 なる 僕な しと、 若し 東北の 山屮 彼が； 

如き ilj- を牧 する 勸 からすん ば 日本 國の 未來は 憂慮すべき にあら す、 祈れよ 兄弟、 君の 微 さき 業に 滿足； 

せよ、 神の 平康 長久に 君と； 5?； の 愛する 者との 上に あらん。  j 


愛兒の 永眠 を 聞て 在米 國 村 田 勤 

.2: 村 生 す、 主に 在て 眠る 者 は 幸なる かな、 主に 在て 死训は 更に 近くなる 事な り、 友人 村 田 S は 愛 

兒を 失て 返 て 彼 を 得たり、 人 は 死して 始めて 靈た る を 得 るな り、 而し て 靈 たる を 得 て 彼 は 始め て 時と 

〈1^ 間との 制限に 勝つ を 得るな り、 死 は 自由に 入る の 門な り、 嗚呼 ばし きかな。 

書 研究 會の魁 群馬縣 利根 郡 桃 野 村 聖書 研究 會 

.2: 村 生 曰 ふ、 亜 孟、 亞孟、 快哉、 快哉、 斯 かる 會 合が 天下 至る所に 起って、 日 木國は 終に 救 はる k 

なり、 起てよ、 我が 信仰の 友よ、 起て 敎會を 興す 前に 書 研究 會を 輿せ よ、 聖書 は 終に 健全た る敎/ ぼ 

を 興すべし、 願く は 利根 河畔に 起り し 此會合 を 模範と して、 此新 らしき 年に 於て 本誌 讀者 諸^が 曰 

に^^^る新たなる靈的團體を結ばれんことを。 

怫敎 徒との 交際 西陣の 地に 余輩に 一 人の 信仰 上の 友人 あり、 彼 は 西本願寺 派の 僧 55 にして 某 寺 

に 住職た る 者な り、 彼 は 余輩と 宗敎を 異にする も 信仰 を 一 にす、 卽 ち备自 の崇拜 物に 對 する 心の 態度 

を 一 にす、 是れ 吾等が 宗敎を 異にする も 心 を 共に する 所以な り、 左に 先頃 彼より 達せし 書翰 を揭 ぐ、 

若し 讀 者の 宗敎的 寛容の 精神 を 養 ふの 一 助と ならば 幸甚し、 屮に稱 讚の 辭 多し と雖も 愀愧 や-省す 其 儘 

を 載す。 
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稳行記 倉： 接 生 

內村生 曰 ふ、 やら 舊き 上人 傳を 護む Q 感 あり * 然 かし 敢て 咎めす、 病 は 食 あたりた りき、 熊 本に 

て.^ 合 ひし 老婦 人 某 訪ね 来りて 曰く、 先生 叉い やしんば う をた されし 故に 腹 を 痛められ たるたり、 お 

懾 みたさい と、 實に 面目なし、 然し 露 宅 後 直に 瘡 えたれば 諾友 諸君に 於て 御 安心 を 乞 ふ、 多分 是れが 

演說 旌！ t の 最終た るべ し 0 

恩惠錄 上野 谷の 泉 

生 曰 ふ、 是れ 眞龌の 恩惠錄 たり、 恩. 惠は まことに 富に も名譽 にも 智識に も、 然り、 健秦 にも あ 

ら ざるな り、 世に 此人 を羡 まざる 者 幾人 か ある、 同情 を 表する 爲め たらで 斯 かる 人の 同情 を 得ん がた 

めに、 此 貧しく して 富た る 兄弟に 此 せの 物 を頒 たんと 欲する 者 あらば * 之 を 余輩の 許まで 558 られ よ、 

余輩 は 喜んで 韓送の 任に 當 らん-" 

亡夫の 述懊 富士山 下の 未亡人 某 

.2: 村 生 曰 ふ、 此篇の 作者と 此篇の 題目と なりし 主人公と は 共に 本誌の 愛讀者 にして 余の 愛する 信仰 

の 兄弟 姊妹 たんり • 去年 六月、 兄弟なる 者 は 世 を 去りて 父の 家に 還り、 姊妹 たる 者 はせ に^りて 我等と 

共に 在り、 此篇 は是れ 彼女が 彼に 代りて 語らん と 欲する 所な り、 彼女 はまこと に 彼の 肉の 稱 にして 又 

靈の 友な り、 十 年 彼の 病 を 養 ひて 今や 兹に 彼の 志を述 ぶ、 主に 在りて 相 結ぶ 者 は； 幅たり、 彼等 は 死し 

て^れす、 誠に 天國に 人る の 資格 を 得る は 博士 號を瘦 るよりも； i なり、 余の 友 は 人生の 目的 を 果して 


死せ り、 而 して 今や 彼の 妻 を 以て 語る、 世に 醫學者 多し と雖 も、 彼 は 其 中に 在りて 最も 幸福なる 者な 

り、 主に 在りて 眠る 者 は 一 i なり、 

彼れ 死 ぬれ ども 信仰に 由り て 今 猶ほ言 へ り。 

此篇は 勿論 他人に 示さん と 欲して 成りし 者に 非す、 然れ ども 親 翰に 伴 ひし 此 信仰の 證明 を獨專 する に 

忍びす、 作者に 乞 ひて 之 を 玆に揭 ぐる こと \た せり、 乞 ふ、 讀者此 事を諒 せよ。 

メキ 、ン コ だより 在 メキシコ 豐本生 內村生 曰 ふ、 メキ、 ンコ Q 野に 在りて 天國を 遠 しながら 農業 

に從 事す と 云 ふ、 當 さに 是れ 地上の 天國 なるべし、 余は該 地の 敎友 諸君 を 羨んで 止ます。 

感謝 Q 外 は 何もた し 越後 某 

內村生 曰 ふ、 以上 は 越後なる 我敎友 某より 5;$! り 来りし 者な り、 詩想 裕 かに、 言 辭賤 しからす、 六十 三 

歳の 農夫の 作と は 思へ ざるな り、 實に 文學は 文字に 非す 信仰な.^、 キリストと 彼 を 遣 はし 給 ひし 祌を 

どち や-、 

信す るの 信仰 ありて 此 優美なる 言 は 出しな り、 キリストの 幅 音 は 今や 旣に我 邦に 土着せ り、 キリスト 

の 幅 音 はも はや 外國 宣敎： g の宗敎 にあらざる た 力、 玆に 「日本の バ ン ヤン」 の旣 に其聖 めら れ たる 天 

才を現 はす を 見る、 後世 「日本の 天路歷 程」 の 無敎會 信者の 手に 由り て 成る を 見ん。 

同情 錄 內村 生白す、 此 世に 於て 最も 貴い 者 は 友人であります、 殊に キリストに 紫が る- "友人で 

あります、 そうして 其 貴 さは 最も 著る しく 憂愁の 時に 表 はれます、 殊に 死の 憂愁の 時に 表 はれます * 

附 言  九 B 五 
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此 たび 私供に 臨みました 憂愁に 由て 私供 は 今更ら の 如くに 友人の 如何に 貴き 者で ある 乎 を 知りました- 

或る 友 は 私供の 不幸 を 聞いて 私供 を 慰めん ために、 雪 を 冒し 寒さ を 忘れて 百 里の 途を 遠し とせす して" 

私供 を 訪づれ て吳れ ました、 殊に 又 平素は 殆んど 音信不通の 狀 態に 於て あり、 彼我の 關係旣 に 絶え..、 仏 

りと 思 ひし 人に して、 此の際 衷心よりの 同情 を 表せら る、 者 ありし に 至て は、 私供 は 憂愁 は 却て 歡喜 

の 産出 者で ある こと を 知りました、 電車の 車掌. を 務めら る K 人に して 故人の 奮 友 某が 「心屮 の 愛」 と 

g して 五 圓札ー 妆を靈 前に 供 へられし を 見て、 私供 は 感淚に 咽ばざる を 得ませんでした、 私供 を 慰め 

ん とて 友人 諸君より 途られ し 同情の 書簡 は數百 通に 達します、 何れも 貴き 愛の 表彰でありまして 之に 

由て 私供の 慰められ しこと は 如何許り でありし 乎、 私供 は 玆に述 る こと は 出来ません、 是れ 愛の 紀念 

として 私供が 終生 保存すべき 者であります、 勿論 今玆に 其す ベて を 載す る こと は 出来ません、 唯其屮 

の 代表的の 八 通 を揭げ まして、 我等 キリストに 在りて 相愛す る 者の 如何に 相互 を 愛する 乎 を 本誌の 讀 

者に 示さん と 欲 ひます、 古き 讚美歌に 歌 はれし やうに 

キリストの 愛 を 以て 我等の 心 を 

槃ぐ其 覊絆は 祝すべき かな 

あ ひしに  t じに り 

相 親しめる 者の 交際 は 

： 太の それに も 似た るかな 

私供 の 憂愁 を 慰む るに 来世に 於て は 復活 再會 の 希 §1^, が あ ります、 而し て 今せ に 於て は 愛の 友人の 同情 

があります、 是れ ありて 私供 は 如何なる 憂愁に も耐 ゆる ことが 出来ます、 感謝すべき ではありません 

乎。 


邑 1 の 光明 內村生 曰 ふ、 茨城 縣稻敷 郡 高 田 村 根本 益 次 郎君 は 余の 十 年來の 信仰の 友な り * 君 * 

頃 者 最愛の 一 子 を 失 はれ、. 彼の 永眠の 狀に 就て 余に 書 贈らる、 余 は 之 を 讀んで 君と 君の 家庭と 君の 鄕 

里と に大 なる 恩惠の 臨みし こと を 感謝せ すん ば あらす、 死 は 重大 事な り、 人 は 死に際して 平靜 にして 

彼の^ 在の 根柢より 平靜 たるな り、 兹に 根本 君の 家庭に 於て 基督 信徒の 特權 たる 死の 勝利 は 明白に 目 

擊 せられたり、 神 は 玆に敎 會の傳 道 師に勝 さる 生きた る 眞の傳 道師を 彼の 村に 遣り 給 ひて 彼 をして 幅 

音の 力強き 證 明を爲 さしめ 給へ り、 神 は 今や 日本 國を 己が ものと して 要求し 給 ひつ、 あり、 然 かも 之 

を 爲し耠 ふに 方て 政府 又は 敎會の 舞臺の 上に 於て 爲し給 はす、 平民の 家庭に 於て、 其の 聖き 死の に 

於て 爲し給 ふ、 斯くて 日本 國は其 社會の 根柢より 救 はれつ 、あり、 余 は 信じて 疑 はす、 根本 四郞 君の 

キリストに 在る 死に 由て 福音の 光明 は 著る しく 彼の地 方に 擧 らんこと を、 ハ レル ー ャ。 

愛の たま づさ 内 村 生 曰 ふ、 自己 を 紹介 せんがた めに 非す、 斯 かる 聖き 友が 或る 山間の 地に 在り 

て、 我と 我 誌との 爲に 祈りつ、 ある こと を 知らせん がた めに、 叉斯 かる 勇ましき 婦人が 隱れ たる 所に 

善き 信仰の 戰 鬪を戰 ひつ、 ある を傳 へんが ために、 兹に此 愛の 書翰 を揭 ぐる ことと なしぬ。 基督 信者 

の 男女の 交際 はまこと に 此の 如き ものな り。 

蚊帳の 歌 村 山 もと子 

內村生 曰 ふ、 過ぎに し 夏、 余 は 或る 質惡き 腫物に 惱 まされ、 二 週日 を 病床の 上に 過ごせり、 時に 余 
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が 祖先より-ね 繼し 古き 蚊帳 は 柏木 名物の 蚊 軍 を 防ぐ に 足らす、 余 は 一 日 苦惱の あまり、 之 を廢棄 する 

に 決し、 家婢 をして 之 を 屋外に 運び去ら しめたり、 然るに 何ぞ 計らん 其 日の 正午 頃 小包 郵便物の 余の 

所に 達する あり、 開き 見れば 新調の 蚊帳に して 陸 中水澤 なる 旅館 池 田屋の 女主 人より 送り 來り しもの 

なりき、 彼女 は^に 書翰 を 添え 夢に 余 を 見 たれば 余に 之を途 るとの 事な りき、 余 も 亦 夢の 如くに 感じ _ 

其 夜より 此 貴き 蚊帳 をつ り、 其 守る 所と なりて 安らかに 夏 を 過ごせり、 彼女 は 失明して 玆に年 あり、 

然 かるに 感謝に 溢れて 其 業に 從 事す、 村 山 女史 余と 彼女との 心 を 汲み、 此美 はしき ー篇を 作らる、 

「義人 云々」 の 語 は 勿論 當ら すと 雖も、 玆に之 を 揭げて 余の 愛する 讀者 諸君に 示す こと V なせり。 

主の 御 再臨 を 信す るに 至りし まで とし子 

內村生 曰 ふ、 余の 愛する とし子より 左の 書面が 來た。 之 を ひとりで 樂 しむの は餘 りに 借し いから 之れ を 勝手に 玆 

に揭ぐ る 事に した、 彼女が 余 の 此行爲 を赦さ ん こと を 願 ふ 。 

とし子に まう す、 余 は 御身が キリス 卜の 再臨 を 信す るに 至りし を 喜ぶ、 まことに 此 信仰 をいだ きて 

のみ 基督 敎 がわかった とい ふ 事が 出来る、 再臨の 信仰 は 第二の 改信 であると もい はれる、 其 喜び 其感 

謝 は 初めて 眞の神 を 認めし 時の それに 異ならない、 御身が 今 手の 舞 ひ 足の 踐む所 を 知らない 歡 喜の 狀 

態に 於て 在る こと は 余の 充分に 解し 得る 所で ある、 然し 乍ら 御身の 信仰に 一 つ 間違 叉 は 不足が ある、 

それ は 御身の キリスト 觀 である、 キリスト は 「罪 を 犯さなかった 時の 人と 同じ 人」 であると 言 ふて は 

足りない、 彼 は 「アダム の 罪の 故に 更に 又 神が 作り 給 ひし 獨子」 ではない、 キリ スト は 神の 子で ある 

祌が^1.?-4ひぃ者でぁって作られし者ではなぃ、 其 事 は 聖書の 明に 示す 所であって 疑 ふの 餘 地がない 


しる  つち 

キリス トは 第一 一の アダム であると 錄 して ある、 然し 乍ら 「第 一 の 人 は 地より 出て 土に つき 第一 一の 人 は 

天より 出た る 主な り」 と ある、 (哥前 一 五の ral 七)、 余 は 御身が 更に 一 歩 を 進めて 「神が 其 獨子を 賜 ふ 

ほどに 世の 人 を 愛し 給へ り」 と 云 ふ 言 を 更に 深き 意味に 於て 解す るに 至らん こと を 祈る (鑑三 )o 

悲哀より 歡 喜まで 肥 前 しげ 子 

編者 曰 ふ、 是は 婦人の 聲 であって、 而も 男らしき 眞 實の聲 である、 此 世の 智者 等が 知らざる 所に 斯 

かる 靈的 戰爭 が鬪 はれ、 勝利が 牧め られつ k ある、 傳道は 空しき 業で はない、 物資 を與 へす、 境遇 を 

更 すして、 人 を 其 儘に 幸福なる 者と ならしむ る 者 は 神の 道で ある、 基督 敎は 日本人に 用な しと 唱 ふる 

者 は 誰 乎。 

-s: 村 生 曰 ふ、 兹に又 新たに 信仰の 妹 一人 を 增し加 へられて 神に 感謝す る、 「汝が 有つ 所の 者 を 岡く 

力ん t り  い - 一  ひろ 

保ちて 汝の冕 を 人に 奪 はる & 勿れ」 である (默示 錄三章 十一 節)、 信仰 を 固む るに 深き 博き 聖書 知識 

と確實 なる 實驗と を 要する、 而 して 信仰の 實 驗は此 世の 精神と 鬪 ふに 因て 獲ら る、 「生命 を 賜 ふる 者 

は靈 なり 肉 は 益な し」 である (約 翰 傳六章 六 三 節)、 我 妹の 此ニ節 を 忘れ ざらん 事 を 祈る。 

『聖書 之 研究』 九州 讀者會 感想 錄 (其 三) 

遙に 東京 柏木より  內村鑑 三 

九州に 此 聲が擧 つて 私 は 神に 感謝し ます。 祌は私 をして 私の 計畫 以上に 成功せ しめ 給 ひました。 コ 
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リント 後書 三 章 二 節に 於て バウ は 彼 地の 信者に 就て 曰 ひました、 「汝等 は 我が 推薦 狀な り， 凡ての 

人の 知る 所、 讀む 所な り」 と" 私自身が 敎會の 免許 を 受けた る 傳道師 でありません、 然 かし 諸君が 私 

の傳 道の 神に 依て 爲 された る 者で ある 事 を證明 裏書して 下さいます。 是れ 以上の 確かな 證明 はあり ま 

せん。 今や 日本に 於て 外國 人に 依らざる 基督 敎が 起り っ& あります。 そして 夫れ が强く 九州に 起り つ 

つ ある を 聞いて 感謝し ます。 維新 改革と 同じく 宗敎 改革の 九州より 起らん 事 を 祈ります。 

渡歐 紀行 内 村祐之 

註 是は祐 之が 其 若き 妻に 書 贈った 手紙の 寫 しであります。 彼が 彼女に 贈る 手紙 は 常に 斯んな もの 

であるとの 事であります。 『聖書 之 研究』 が 初めて 出た 時には 彼 は 三 歳の 童子で ありました。 それが 

今 は 日本に 於け る 敎育を 一 先づ 終って 歐洲 に留學 する やうに 成った のであります。 二十 五 年 は 短い や 

うで 隨分 長い 者であります。 發刊當 時には 彼の 姊は六 歳の 活 凝なる 少女で ありました。 第 百號祝 ひの 

時には 彼女 は來客 接待の 任に 當 りました。 その 彼女 は 今 は 居ません。 彼女 も 彼 も 研究 誌 も 皆な 私の 愛 

子であります。 三 子 は 今や^々 に 遠く離れて 居ります が、 同じ 神の 護り の 下に 在る が 故に 安心で あり 

ます。 鑑三 

宗敎 改革の 跡 を 訪ねて 内 村祐之 

編者 曰 ふ、 以上 は 筆者が 其 妻に 贈りし 書簡の 寫 である。 ラブレ タ ー (戀愛 書簡) として 興味な きも- 

知識 を傳 ふる 書簡と して は價値 頗る 多し と 信す。 彼 を 其 家に 迎 へし メル ゲル 牧師 拉に 夫人より は 別に 


編者に 對し 親愛 を 表する の 言 を 贈らる。 曰 ふ 「貴下の 御子 息 を 我家に 迎 へて 喜ぶ、 貴下に 對し 心より 

の 親愛 を 表す」 と。 バイ H ルン は 南部 は カトリック、 北部 は プロテスタント である。 我等の 同志の 甫 

部よりも 北部に 多き は 言 ふまで もな し。 何れに しろ 我家の 一 子が 瑞獨 到る 所に 我等の tB 仰の 友に 歡迎 

されつ、 ある は 感謝の 至りで ある。 ル ー テルの 民 は 我等の 親類で ある。 祌が獨 逸人 を 以て 再た び 世 を 一 

改め 給 ふ 時が 遠から すして 來 ると 信す。 其 時 我等 は 日本に 於て 彼等に 應 じて 起たん と 欲する。 

土方 道德 (上」 藤 澤音吉 

編者 曰 ふ 我等 は 外圃の 事に 就て 多く 知って ゐる。 自國の 事に 就て 知る 所が 甚だ 歡ぃ。 土方と 云へ 

ば 最下 級の 日本人で ある。 然るに 有難い 事に は 彼等 も 亦 日本人であって、 彼等の 間に も 亦、 日本 魂が 

澄 湖と して 働いて ゐる。 此道德 が あるが 故に 日 木の 社 會も國 家 も 維持 せらる \ の である。 そして 西洋 

宜敎師 に 由て 輸入され し 基督 敎は 此點に 於て は 少しも 日本人 を 改良し なかった。 仁義 禮 節の 事に 於て 一 

は 日本人 は遙 かに 歐米人 以上で ある。  - 
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簡單 なる 結婚式 

.  (某敎 友の 問 ひに 答へ て) 

先 づ司會 者を設 くべ し。 

新 夫婦たら ん とする 者に 豫 かじめ 自筆 を 以て、 簡單 にして 嚴肅な る 相互に 對 する 誓約 文 を 認めし む 

べし。 

司 會者は 列席者 一同に 向 ひ 哥林多 前 害 七 章 三、 W 節。 哥羅西 書 三 章 十八、 十九 節。 彼 得 前書 三 章 一 

—七 節を讀 むべ し (共に 內村生 編 『家庭の 聖書』 に 有り)。 

司 會者は 然る 後に 祈禱を 棒ぐべし。 

新 夫 嫁 をして 前述 の 誓約 文を讀 ましむ ベ し。 

新 夫婦に 向ひ勸 吿を述 ぶべ し。 

新 夫婦の 上に 祝福 を 祈るべし。 

之に 讚美歌 を 加 ふる も 可な り。  . 


〇 何者よりも 宇宙 萬 物の 造 主にして 人類の 父なる 神と 其 遣 はし 給 ひし 主ィ H ス キリ スト を 愛さし むる 

こと を努 むる 事。 

〇 國民 義務教育 を卒へ てより 年齢 一 一十 歳に 至る までに 高等 普通教育 を 授け、 其 期に 至りて 神と 自己と 

に 頼り、 獨立の生涯に入るを得るのカ量を養成するを努むる^*。 

〇 活動の 15!; 域 を 全 *1 界に 於て 求めし めんた めに、 英語、 獨逸語 等 世界的 言語 の 訓練に 主力 を 注ぐ 事。 

〇 同時に 科學 研鐵、 常識 修養の 基礎 を 作らん ために 數學の 研究に 重き を 置く 事。 

〇 成るべく 圓滿に 且つ 厳正に 情 性を發 達せし めんた めに、 生徒 をして 職員と 共に {}?^ 庭 的 生涯 を 送らし 

め、 外なる 誘惑 を 避け、 內 なる 德 性の 發 達を援 くる やう 努 むる 事。 

〇 政府 顯官 より 何の 保護 を も 乞 はす、 叉 何の 特權を も 請求せ す、 唯 日本 憲法が 賦與 する 權 利に 依り、 

其 賦課す る 義務 を 守り、 以て 自己 獨 立の 市民 を 養成す る こと を 期す。 

〇 豫科を 三年と し、 其 間に 主として 外國 語と 數學と を 授け、 本科 を 四 年と し、 其 間に 成るべく 外國語 

を以 て 高等 普通 學を授 く べし。  . 

〇 第一 期 募集 生 を 二十 五名と 定め、 之 を 奇宿舍 に牧容 すべし。 

〇 學 資は豫 科に 於て 一 ケ年百 二十 圓、 本科に 於て 百 八十 圓 あらば 足るべし、 ^し 被服 料 書籍 代 は^た 

るべ し。 
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〇 若し 開校 一 ケ 年の 後に 於て 第一 一期 生徒 募集の 成案 立たざる 場合に 於て は 第 一 期 生の 薰陶を 以て 事業 

を繼 綾すべし、 斯くて 七 年間に 僅かに 唯の 一級 を 卒業せ しめ 得る も滿 足すべし。 

〇 余 は 余の 一 人の 男子に して 本年 十三 歳になる 者 を 第一 期入學 生の 中に 加へ、 以て 聊か 余の 貴 任 を 明 

かにし、 余の 決心の ある 所 を 示すべし。 

一九 一 〇、 七月 

. 內村鑑 三 

(謄寫 版 刷〕 


ッ tl の 園に 題す 

昔時 は 世界 第一 等の 貿易 市場、 今 は 僻陬の 一 漁村、 東西の 殷富 此 所に 集まりし 頃、 H ホバ、 豫言者 

エゼキエル を 以て 曰 ひ 給 はく 

是は 海の 中の 網 を 張る 所と ならん 

と (以西 結 書 一 一十 六 章 五節)、 而 して H ホバ の 言 は 成らす して は 止ます、 此詛呪 を 蒙りて より 尙ほ繁 

榮を繼 くる こと ニ干餘 年、 而 して 終に 今日の 衰落を 見る に 至れり、 其 港內に 浮ぶ は タルシシの 巨舶に 

あらす して 三 四の スク ー ネル 形の 漁船な り、 其阜頭 は旣に 絶えて、 其處 にヒラ ム 王が ソロ モ ン 王に 送 

りしと 云 ふ レバノンの 香 柏の 互 村の 堆積す る を 見す (列 王 記 略 上 五 章)、 今日 試に 横 濱の阜 頭に 起て、 


あみ ほしゅ ゆ 

そ は 終に 漁夫の 網 干 場と 化せん-」 叫ぶ 者 あらん 乎、 誰か 其 人の 狂を嗤 はざる 者 あらん 乎、 諺に 曰く 

r 祌の碾 臼は遲 く囘轉 す、 然れ ども 細かに 粉碎 す」 と、 豫言 者の 言 は 成る に 時日 を 要す、 然れ ども 文 

字 通りに 成る、 前號 所載 カペナウム 荒 殘の圖 と相對 して 見て、 此圖又 深き 感慨 を 起さし めすん ば あら 

す、 尙ほ 詳細 は 之 を 以西 結 書 廿六章 以下 廿九 章まで、 拉に 『興國 史談』 (第一 卷 『初期の 著作 上』 § 

フィ 一一 シャの 章に 就て 見るべし。 

圖の說 明 

ッ B は 「厳」 の 意な り、 少しく 陸より 離れて 海中に 孤立せ る巖 島の 上に 建ら れ しが 故に 爾か名 づけ 

られ たり、 然るに 紀元前 三百 三十 一 一年 歷山 王の 之 を 園む や、 陸と 島との 間 を 埋めて 土 堤 を 築き 以そ之 

に 迫りし 以来、 其 跡は存 して 地峡と 化し、 今 は 家屋 を 其 上に 見る に 至れり、 此圖、 島の 東北 部より 地 

峽を經 て 大陸 を 61- みし 者、 後方 遙 かに 聳 ゆる は 有名なる レバ ノ ン 山脈な り。 

メ ランク トン 

(肖像に 題した る もの— 編者〕 

宗教改革 時代の 使徒 ヨハネな り、 ル ー テル 最良の 友人に して 最大の 後按 者な り、 溫 良の 君子、 博識 

の學 者、 彼れ 微 りせば ル ー テル ありし と雖も 改革 は 其 功 を 奏せ ざり しなり。 

ゴ —デ— 先生 を 紹介す 

ゴ ー. テ， • 先生 は 端 西國ネ ー シャ テルの 學者 なり、 千 八 百 十二 年 十月 廿 五日 同所に 生れ、 千 九 百年 十 
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月卄 九日 八十 八 歳の 高齢 を 以て 同所に 永眠 さる、 祌學 を、 猶太 人に して 基督 敎に改 信せ し 有名なる 獨 

逸 國神學 者 ネアン デルに 學び、 其 衣鉢 を繼 承し、 師に傚 ひて 博學 にして 敬虔な りき、 歐洲 神學の 造詣 

至らざる なく、 然 かも 極端に 走らす 常に 穏健な りき、 「神學 の 眞髓は 心に 在り」 との ネアン デル 師の 

格言 を 遵奉し、 深き 實驗的 信仰の 上に 博く して 高き 神學を 築きたり き、 先生に 著書 多し、 註解と して 

は 『約 翰傳』 あり、 『路加 傳』 あり、 『羅馬 書』 あり， 『哥林 多 前書』 あり、 悉く 著名な り、 外に 舊 

約 聖書 論、 新約聖書 論、 基督 敎辨證 論 等 あり、 而 して 先生が 最後の 作と して 其 完成 を 期せられ し 者 を 

『新約聖書 總論』 となす、 然 かも 惜む べし、 保羅 書翰 論の 大冊 を 終り、 福音書 論に 着手し、 馬 太傳論 

を 終へ て ペン は 先生の 手より 落ちて 先生 は キリストの 國に 移されたり、 今や 基督 敎 書類の 刊行、 汗 牛 

充楝も 管なら ざる 時に 際し、 堅き 信仰の 巖の 上に 築き上げられし 先生の 博識に 接する を 得て 余輩の 意 

を强 うする ゃ大 なり、 余輩 は玆に 先生 を 本誌の 讀^ 諸士に 紹介し、 諸士が 余輩 を 通う して 直接 間接に 

先生より 學 びつ k ある こと を 表明 せんと 欲す。 

余の 今年 の 讀 書.  . 

余が 今年 讀 みし 書籍の 中で 比較的に 面白かった の は、 書に 關 して は D  •  Ai  • へ イス 著 『約 翰と 其 

の 書物』、 C  •  H  •  M 著 『出 埃 及 記 註解』、 - チヤ ー ルス 著 『舊新 兩約間 思想 發達 史』 等で あ 

つた。 哲 學に關 して は W.T  . ジョ ー ンス著 『人間 靈的 上進 論』、 H  . リヒ テン ベルグ 著 『超人の 福 

昔』、 H  •  W  . 力 ー ル著 『眞理 問題』 等が 最も 面白く 讀 まれた。 科 學に關 して は T  .  A  • トムソン 著. 

『科學 入門』 は 特に 有益に 感じた、 余 は 科學 の 硏究 に 從_5^- せ ん と 欲す る靑 年に 特に 此書 を勸め たく 思 一 


ふ、 丸 lull にて 得られる、 價は 僅に 七十 錢 である、 A  . ミ ー ク著 『魚類 移轉 論』 は 余 をして 再び 靑年時 

代に 若返らし めた、 余が 天然 學を 抛棄して 以來玆 に 三十 年、 胸に 溢る k 平康は 余を驅 りて 再び 天然に 

歸 らしめ、 玆に舊 時の 專門を 手に して 錦 を 故鄕に 衣る の感 がした。 其の 他 余の 机上、 露國 詩人に して 

哲寧 者なる ソ &ヴィ H フ著 『戰爭 と 進步と 歷史の 終局』 なる 書が 余に 讀 まれん とて 待ちつ & ある、 是 

が 余の 新年の 讀物 であらう。 

最惡の 傲慢 

我に 傲慢な しと 思 ふ 傲慢 はすべ ての 傲慢の 中に 最も 惡 しき 傲慢な り。 マ ー カス .ァ ウレ リウス 

眞 理 の 眞 相 

神の 子 は 十字架に かけられたり、 我れ これ を 恥と 思 はす、 となれば 恥づ べき 事 なれば 也。 祌の子 

は 殺されたり、 我れ 之 を 信す、 何と なれば 嘲笑すべき 事 なれば 也。 而 して 墓より 甦れり、 こ は 確な り、 

そ は 不可能の ことなれば 也。 テ ルッリ アン 

自己に 關 する 哲學者 力 ン トの 預言 

今より 百年の 後、 人 は 正 當に余 を 解し 始めむ、 而 して 彼等 は 其 時 新たに 余の 著書 を 究めて 其 眞價を 

認む るに 至らむ。 
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牧師の 指導 

キ H ルケ ゴ ー ル 曰く 「何よりも ぉづ 牧師の 指導 を 避けよ」 と、 牧師と は 敎會の 監督 * 長老、 牧師、 

傳道師 等 を 一一 目 ふ、 彼等 は 息 難の 眞理 に關 して は 何の 知る 所な しと 言 ふ、 實に然 り、 余擎も 實驗に 由り 

能く 此事を 知る。  . 

〇  . 

希望 を 懐けよ、 縱令、 雲、 今、 汝を 包み、 

かく 

歡喜は 激怒の 中に 其 面を隱 すと も、 

汝、 其 陰影 を汝の 額より 撒せ よ、 

そ は 朝に 終らざる 夜と て は ある ことなければ なり。 

Schiller,  0^5.p  (編者の 譯、 以て 天來 君に默 す〕 

, 世 は 暗黑に 非す 

愚者 は、 惡 事に 對 する 審判の 延期 せらる \ を 見て 世に 正義の 審判 は 無しと 想 ふ、 惡 事の 審判 は厦々 

一日 二日 又は 百年 二百 年 延期 せらる & のみ、 然れ ども 其 は 生の 如く 確實 也、 死の 如く 確實 也、 世界 混 

沌の 中心に 於て は、 今日 も尙ほ 太古と 等しく、 神 は 住み 且 語る 也、 世界の 大 精神 は 正な り。 (ト ー マ 

ス . カァ ライル) 


全世界の 不信に 對 する 一 人の 信仰 

全人 類の 肉塊に 對 する 一個の 靈魂 (詩人 til M ルの 一一 目) 

〇 ヘン リ ー、 ヮ ー ド、 ビ ー チヤ ー 曰く 「余 は 余に 關 する 記事 は 善き も惡 しき も 之に 目 を 留めざる を谊 

とす、 其 は是れ 甚だ 不健全なる 記事 なれば なり」 と。 

〇 俗人が 最も 聞かん と 欲する こと は 個人に 關 する 噂な り、 聖徒が 最も M かんと 欲する こと は 神と 人生 

せけん^4なし  44 し ** 

とに 關 する 事實 なり、 宗敎 家に 最も 不 似合なる もの は 世間 談 なり、 か k る 席に は キリスト は 決して 在 

さす、 我 儕 も 亦 嘲け る 者の 座に すわらず との 敎訓 に循ひ 直に か、 る 席 をば 立 退くべき なり。 

來 世に 對 する 態 度 

曉天を 待つ 商客鷄 鳴に 驚き 猶ほ 喜ぶ 

淨土を 願 ふ 行人 病惱を 得て 偏へ に樂 しむ。 

法然 上人の 一 百 
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佛 法の 無抵抗主義 

何故に 斯く なりし ぞと 己が 身の 

ュた. パ. た  ャふ 

姿に 恥 ぢょ墨 染の袖 

是れ 法衣の 下に^ を隱 くして 師の身 を 護らん とせし 熊 谷 蓮 生 坊直實 を 誠し めんと て法然 上人の 詠ぜし 

歌な りと 云 ふ、 以て 七 百年 前の 佛敎の 今日の 基督 敎に優 さる 萬々 なる を 知るべし。 

去 己 則ち 利己 

疎 石 禪師の 言に 曰く 「我 身 を 忘れて 衆生 を 利益す る 心 を 起せば， 大悲 に 蒸し、 佛 心と： 具合す、 故 

に 一身の 爲 めと て修せ すと 雖も、 無邊の 善根 自ら 圆滿 す、 みづ からの 爲め とて 佛道を 求め ざれ ども * 

佛道速 かに 成就す」 と、 以て 直に 之 を 基督 敎に 適用す る を 得べ し。 

馨 しき 生涯 

限 ありて 根に か へ ると も 梅の 花 

ひ を 枝に と め まし かば (古歌) 

かん. に  、J 

0 馨 しき 愛の 生涯 を 送りて 縱し靈 魂 は 不滅なら ざる も 恨ます。 

智識と 信仰 


一 名 • 舉 生と 宗教 

生れ 子が 次^々 力 に！： 慧 づきご 

佛に 速くなる ぞ かなし き (十；： 歌) 

邦人ん iHW に 其 5>小1； 的 人物 を變へ る を »s さて 

年 锊に變 る 神様 ほ 木 人 

^涼劑 を 求む 

成る 人 A 水 輩に 問 ふて：：： く *  ^. 雑^ 「^の. <J を讀む f と、 < ^^は 答へ て：：： く 「否な」 と * 彼れ ル 

M.E を^ん， < ^^は 答へ て：：： く * 「炳の r; ；」 は 熱キに 過ぎて.^ の耐 ゆる 所に あら.^ *  ^し 「シ ；： ブ 

ム の^^ なる 雑誌 あらん 乎 *  <^^^は喜んで之を讀*んとリ 

レ ^ 屮 がい く  ，j み、 ^ 

^ 力ん /.> ゆ M 人 ゆ の 卒， 生 にして、 め おの ； ^科！ n を さ へ^々 に諫み 5^ ざるお あれば * 微々 たる .："• 

^^mr^ の にして， 英. 站を換 る nw.a の ^く 巧な る^ あ り り に氺^^ケ、 制に fwr る^^巾 

功，： r 核み し^^^にも^ しぶ，.？ い 餅 ありり ふ 山^の 人 • 父を榮  一二郎と. ザ ふ， ふ 巾 2:::C ぉケ： た 

籲  九 六 I 


雑 九 六 二 

り-。 十二 三 歳の 顷、 小學 校より 轉 じて 岡 山なる 山陽 女學 校に 入り、 後一 年を經 て祌戶 女學院 に人學 し、 

其 普通科 を卒 へ、 更に 文科 を 専修す。 本誌 載す る 所の もの は、 女史の 卒業論文 にして、 明治 卄九 年の 

作な りと 云 ふ。 在校 中 旣に肺 患の 兆 あり、 終に 去る 九月 十二 日、 二十 三 歳 を 一期と して 永眠に 就く。 

英語の 上達^に 賞 讚す るに 足らす とせん、 而も 女史の 如く 外國 語を究 むる は、 外人に 阿從 して 其鸚鵰 

的 模擬 者た らんと 欲する にあら すして、 大に 我の 缺を補 ひ、 我の 詩歌に 供す るに 彼の 强 勁なる 詩想 を 

以てせん とせし は、 實 に勇壯 なる 愁 望と 云 はざる を 得す。 女史 論文の 終結に 曰く、 

嗚呼、 余 は 我 國將來 の ゆ 村人が、 深く 知 曰識の 泉に 飲み、 古歌 獨特の 美を存 すると 同時に、 詩歌の 新 

體を 作り、 之に 新生 命 を 吹 入 せんこと を 望み 得ざる 乎、 或は 來 らんと する 歌人に， 2 ひ、 思念の 高 

き 空に 翔けり、 銀 瑟に代 ふるに、 鐵 線の 琴に 合せて 高大なる 合奏 を 吾人に 供 せんこと を 望む 能 は 

ざる 乎 云々。 

余輩 は 女史の 早 折 を 悼む 太し。 

宮川巳 作 氏 著 『使徒 保 維』 

其 如何なる 書なる か は 本誌に 揭 げられ たる 氏の 寄贈 文 を繼讀 せられし 者の 豫 想し 得る 所なる べし、 

近世 の 批評 學的 智識に 加 ふ るに 確實 なる 敬虔に 富め る 信仰 を以 て せ し 者、 此 態度と 精神と を以 てして 

のみ 聖書 は 之 を 正當に 解す る を 得べ し、 余 は 友人の 書 を 世に 紹介す るに 方て 激賞の 言 辭を用 ゆる を 好 

ます、 然れ ども 余は此 書が 確かに 聖書 研究の 新 方法 を 我國に 開けり との 余の 意見 を 本誌の 讃 者に 報す 

るに 躊躇せ す。 (內村 生)。 


大 阪大 會 評 

〇 盛なる き 合であった、 或る 兄弟が 歌 ひし 如く 「三 K 百 心配の 坂 通り越し、 ゲ の ia ノー 千 三百」 で 

あった、 集まりし 人の 数より 言へば 我國に 於て 未だ 曾て 兄し ことなき 純 信仰の 會 合であった らう、 我 

等 は 世界の 平和と か國際 聯盟と か 云 ふ 問題 を 標榜し なかった、 我等 は 奮い 迷信 視 さる.， 問題に 1, て 

語った、 而 かも 大阪の 市に 於て 三日間 五囘に 渉り 干 人 以上 二 千 三 四百 人の 人が 集まった ので ある、 實 

に 奇異なる 現象で ある、 主の 爲し給 ひし 所な りと 云 ふて ii あなから う。  - 

〇 然し 乍ら 余に 多くの 不満足が あった、 嚴肅 の點に 於て は大 阪大 會は 遠く 東京 大會に 及ばなかった、 

一 月 十 一 日 東京 丸の 內 中央 亭に於 ける 晚餐會 は 永久に 紀 念すべき 者であった、 一 月 十九 日大阪 ホテル 

に 神聖の 空氣が 比較的に 乏しかった、 又敎 會が餘 りに 重視 せらる.， の 結果 大會が g 輕視 せらる.， の 傾 

きがあった、 余は大 阪大 會は 失敗な りきと は 一一 目 はない、 然し 大に 改良すべき 點が 見えた と 言 はざる を 

得ない。 

第 十七 卷 『日記 上』 一九 一九 年 一月 十七 * 十八. 十九 口の 箇所 參照。 —編者 

講演の 困難 

rsfi 演 衆の 一 人 端 書 を 以て 余輩に 書 送って 日く 「ぎ" 以" 1 書 を^す る は HI し、 る は i し 云々」 

と、 丄 莨に 其 通りで ある、 如何なる 眞理 と雖も 守る は講 する よりも 遙に 難く ある、 然れ ども 「日 ー以 s 書 
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を n する は 易し」 と 云 ふ 者 は 未だ 自分で 之 を 講じた 事の ない 者で ある、 實 際に 之 を 講じて 見て 其の 如 

に s< "乎が 解る、 世界の 大學 者が 熱血 を 注いで 解 せんと 試みて 解し 得 ざり し此書 を、 聖-書 智識に 乏 

しき 我 國の聽 衆に 少しな りと も 之 を 解ら しめんと する 其 努力 …… 其 如何に 難き 乎 は 知る 人ぞ 知る であ 

る、 實に 但以理 書の 講義 を 聽くは 易し、 講演者 を 批評す る は 易し、 然れ ども 人の 前に 誠實を 以て 之 を 

講す るの 困難 …… 易しと 稱 する 者 は 自身 之 を 試み 見よ、 然る 後に 其 難易 を 口にせよ、 人情 浮薄の 今の 

日卞 人の. 5： に 在りて 道 德宗敎 を 語 る の 不愉快 は 自身 其 任 に 當り得 ざ る 多く の 批評家 の 批評 に 身 を 曝す 

事で ある、 是れ キリストの 愛に 勵 まされす して は 到底 當り 得ざる 業で ある。 

但以理 書の 講 義は 一 九 二 〇 年 一月 十  一 H  S より 三月 十四日 (日) に涉 りて 行 はれた。 第 十七 卷 『日 

記 上』 參照— 編者。 

擂粉木の ために 辯す 

擂粉木が つぶして 出来し 味 i 曰 汁 を 

曲る 杓子 は 汲む ばかりな り 

檑粉 木黨の 一 人なる 海 保 竹 松 君の ためにす 

鑑 三 

德富蘇 峰 は 明治 大正の 有数なる 政論 家に して 且 史論 家で ある。 彼 は少壯 にして 早く 旣に靑 年 崇拜の 的と なり、 人 

民の 友 を 以て 我 も 人も容 して 居た。 然るに 突如と して 藩 間 政府の S \ となり 節 を 在げ、 其 後 は-お 閥の E 頭た る 桂 公 


などに 忠勤 を 励んで 居た。 其のた め 彼の 節操の 疑る & こと は 彼の 才幹の 稱揚 せら 一る V 事 ほど^しかった。 然るに 彼 

の 友人た る 史論 家 山路 愛山 は 或 時 彼 を 辯 護す るた め 左の 如く 古歌 を 引用した。 

曲 りても 杓子 は 物 をす く ふなり  . 

直ぐで も 物 を つ ぶす 擂粉木 

そして 操守の み 徒らに 正しき は 却って 事 を 破る 所以であって 多少の 曲折 は 却て 事 功 を 多く 收 むる 道で あると 論斷 

した。 當 家の 主人 海 保 竹 松 氏 は 自：. し 9 恩師なる 內村鑑 三 先生に 此事を 語った。 先生 は卽. M に 別揭の 如き 歌 を 作って 

愛山 氏の 說を 破った。 其 意 は- 硬直なる 者が 寧ろ 事の 基礎 を据 ゑ其實 をな すので あって. 所謂 伶俐に して g 折 ある 

者 は 僅かに 其 結果 を收 むる に過ぎないと いふに ある。 差し 「直く 歩み 義を行 ひ 其 心に 眞實を 言 ふ 者 …… 斯る事 を 行 

ふ 者 は 永遠に 動かさる、 ことな かるべし」 (詩篇 第 十五 篇) と は舊約 詩人の 偉大 正 明なる 確信に して、 同時に 基督 

敎 精神の 缺く ベから ざる 一 である。 赏 家の 主人 竹 松 氏 は 此の 精神 を W て 多年 鄕黨の 間に i^E 鬪し來 つた。 これ- S: 村 先 

生より 「擂粉木 黨の 一人」 なる 名譽 ある 稱號を 得た る 所以で ある。 此 精神 は 基督 敎の 信仰と 共に 海 保 家の 至 喪と し 

て 子々 孫々 相傳 へて 守るべき ものである. 從 つて 先生の 此歌 はと こしへ に 海 保 家の 家憲た るべき ものと 信ずろ。 依 

つて 主人の 依嘱に 應 じて 此の 說 明文 を 草す。 大正 十 年 五月 内 村 先生の 弟子に して 當家 主人の 友人た る^ 上 贅造稿 

且.： J 

達 磨 

彼 は 人 I を解脫 せし ならん 

然れ ども 神 を 知ら ざり き 
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彼 は 衆生 を憐 みしな らん 

然れ ども 彼等 を 愛せ ざり き 

余 は 彼の 如くに 大悟 徹底す る 能 はざる も 

無知 此ま、 に イエスの 謙遞 なる 弟子た らんこと を 願 ふ 


補 

遺 


第九卷 『敎義 研究 下』 補遺 

八 七三— 八 七 六 頁 「余が 基督の 再臨に 就て 信ぜざる 事共」 の 次に 牧錄 せらるべき もの。 

しるし 

基督 再臨の 兆 

ィ エス 橄傻 山に 坐し 給へ る 時 弟子 ひそかに 来りて 曰 ひける は 何れの 時此事 ある や、 叉 爾の來 る 兆 

と 世の 末の 兆 は 如何なる ぞゃ、 我等に 吿げ 給へ (馬 太傳 二十 四 章 三 節)。 

らと 

〇 余輩が 基督 再臨 を唱 へて より 玆に 三年、 然るに 再臨 は 未だ 行 はれす 世 は 依然として 奮の f なる が 故 

きた  いづこ 

に、 敎會 の神學 者と 社會 改造 論者 等 は 余輩 を 嘲りて 曰 ふ 「キリストが 約束した りと 云 ふ 其 臨る は何處 

はじめ 

に 在る や、 萬 物 皆な 開闢の 始と 何の 變る 所な きに 非す や」 と (彼 得 後書 三 章 四 節) キリスト 未だ 来ら 

す 故に 永久に 來ら ざるべし、 彼が 再び 來 ると 云 ふは靈 的に 人の 心に 來 るに 外なら す、 彼が 復活 體を以 

て 天に 昇りし 如く 再び 来るべし と 信す るが 如き は 世 を 惑 はし 基督 敎を 誤る 者な りと は 彼等の 所謂 基督 
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再臨 說 排斥の 聲 である、 實に 彼等の 再臨 說攻擊 は 多く は 福音 的 基督 敎の 攻撃で ある、 彼等 は 基督 再臨 

を 否認 せんが 爲には 福 昔 主義が 據て 立つ 根 本義 を 否認す るので ある、 キリストの 神性、 罪の 贖 ひと 其 一 

赦し、 キリストの 復活と 其 昇天、 彼等 は 明白に 是 等の 根本 敎義を 否認して、 彼等の 稱 する 基督 敎 なる 一 

者 を 築かん とする ので ある、 斯 くして 再臨の 事に 就ての み 彼等と 余輩と は 信仰 を 異にする ので はない、 一 

神と キリ ストと 罪と 贖 ひと 赦 しと 復活と 永生と 來 世と、 福 昔の 中樞的 眞理に 就て 信仰 を 異にする ので 

< リス チャン 

ある、 故に 彼等に して 若し 基督 者な らん 乎、 余輩 は 基督 者で ない ので ある、 余輩に して 基督 者な らん 

乎、 彼等 は 基督 者で ない ので ある、 道 同じから ざれば 相 共に 語らす である、 余輩 は 再臨に 就ての みな 

らす 基督 敎其 物に 就て 彼等と 語る の 必要な く、 亦 語る も 何の 益す るな しで ある、 故に 余輩が 此處に 叉 

他の 處に 於て 再臨に 就て 語る は 彼等 を說 伏せん が爲 ではない、 同人の 信仰 を强 めん 爲 である、 キリス 

トの 復活と 昇天 を 信じ， 聖書の 明示に 循ひ 彼の 再臨 を 待望む 者の、 其の 信仰、 其の 希望 を强め 且つ 確 

めん 爲 である。  .  一 

を はり  しるし  一 

〇 キリスト は 未だ 来り 給 はない、 世の 終末 はさう 早く 來る もので はない、 然れ ども 「彼の 來る 兆」 は， 

年毎に 益々 明白に 現 はれつつ ある、 聖書 は 幾囘か 繰返して キリストの 再来 を豫言 すると 同時に 明に 再 一 

来の 兆 を 示して 居る、 而 して 人類の 歷史は 聖書の 明示に 循ひ其 道程 を 進めつ k ある、 而 して 昨年より 一 

あ Y>。> 

今年に 涉 りて 再来の 兆 は 最も 鮮 かに 世界 歷史の 上に 現 はれた、 余輩 は 其の 多くに 就て 語らない、 其最 

O0OC00O0OO  0000000000  0C00000O 

も顯 著なる 三つに 就て 語る、 卽ち 民主主義の 發達 である、 敎會の 腐敗 墮落 である、 ュダ國 の 再建で あ 

0 

る 0  、 

〇 言 ふ 迄 もな く 民主々 義の發 達 は 過去 三年 問の 著しき 現象で ある、 對獨 世界 戰爭は 民主々 義の現 化な 一 

It;  』 


る 北米 合 衆國の 參戰に 由り 全然 此 主義の 勝利に 終った ので ある、 「世界 をして 民主え 義に 適合せ しめ 

ヮ 1 クライ  み ylc 

ん爲」 と は米國 人の 戰聲 であった、 而 して 彼等 は 美事に 其 目的 を 達した、 I 界と 人類と は 此大戰 に 由 

て 民主化 せられた、 是れ 人類の 大進步 であると 言 ふ、 進步か 否か 余輩 は 知らない、 然れ ども 聖書の 豫 

言 の 大實現 なる 事 は 明白で ある， 民主政治が 人類 最後 の 政： m な る 事 は 聖書 の 明かに 示す 所 で ある、 試 

に 但以理 書 第二 章 を 見ん 乎、 其 啓示た る や 誤らない ので ある、 過般の 大戰 (辛に 由て K 主々 義は 長大 足 

ボルシェ ビス ム  もちはこ 

の 進歩 發達 を爲 したので ある * 卽ち 過激 主義の 出現 を 見た ので ある、 民主々 義を其 極端にまで 持 運び 

し 者が 過激 主義で ある、 王な し、 首長な し、 人 は 相互の 同輩で あるの 他に 何等の 指導 拘束 を 認めす と 

云 ふの _が此 主義で ある、 聖書が 明に 示す 所の 「凡て 神と 稱 ふる 者 叉 人の 拜む 所の 者に 敵し 之より 超て 

己れ を 尊し」 とする 所の 主義で ある (テサ n  ニケ 後書 二 章 四 節)、 而 して 此 主義 一た び 露國に 於て 勢 

力 を 握る や、 歐洲全 體は其 威嚇の 下に 置かれた ので ある、 スラ ー ブ 人種 は旣に 帝政の 下に 在りて 歐洲 

おびやか 

文明 を 脅せし と雖 も、 八， や 過激 化せられて 何者 も 之に 當る事 能 は ざらん として 居る、 ウィルソン 大統 

領の 目的 は 達せられ 過ぎて 民主々 義は 過激 主義にまで 進化した ので ある、 然し 乍ら 驚く に 及ばない、 - 

神に 反き し 人類 は其往 くべき 所にまで 往き つ \ あるので ある、 斯く なりて こそ 祌の 預言 は實 現されつ 

つ あるので ある、， キリ スト は 未だ^らない、 然し 乍ら 臨らん とする 前兆 は 過激 主義の 實現 に照らして 

見ても 明かで ある。 

中 

敎會は 世が 終末に 近づく に循 つて 愈々 向上し 愈々 聖 化せられて 天國を 地上に 實 現す るに 至るべし と 
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は 普通 一般に 信ぜられ 叉唱 へらる、 所で あるが、 聖書 は 其 正 反 對を敎 へ、 事 實も亦 聖書の 敎 ふる 所 を 

證 明す るので ある、 敎 會は芥 種の 如く、 其 始は小 なれ ども 忽ちに して 犬なる 樹 となりて 天空の ill 卽ち 

惡魔來 りて 其 枝に 宿るべし と 云 ひ、 叉敎 會は夠 種の 如く、 異端の 麴種を 三 斗の 粉の 中に 投 すれば 悉く 

脹發 して 全體が 異端 を信受 する に 至るべし と 云 ふ (馬 太傳 十三 章參 照)、 パゥ& は H ぺ ソ の 敎會の 長 

老 等に 離別の 言と して 述べて 曰 ふた 「我が 去らん 後に 此群 (敎會 ) を惜 まざる 暴き 狼 汝 等の 中に 入 

よこしま  いひいだ 

らん、 亦汝 等の 中よりも 弟子 等 を 己に 從 はせんと て悖理 なる 言 を 言 出す 者 起らん. 此 故に 汝等 警誡せ 

よ」 と (行傳 二十 一章)、 彼 は 又 日 ふた 「末世に 患難の 日來 らん …… 其日至らば人々た^-自己を愛し 

…… 神よりも 佚樂を 愛する 事 を せん …… 夫れ 人、 眞の敎 を 容れす 耳を悅 ばし むる 言 を 好む 時 来らん、 

彼等； dr を眞理 より 背け 奇き談 に 向ぶべし」 と (提摩 太 後書 三、 四 章)、 キリストの 再臨 を 嘲け る敎師 

敎會 の內に 起るべし と 云 ひ、 (彼 得 後書 三 章)、 「神 を 敬 はす、 神の 恩惠を 易て 私慾 を放縱 にす るの 緣 

となし、 惟一 の 主なる 神と 我等の 主ィ H ス キリスト を棄る 者數人 潜に 敎會に 入れり」 と 云 ふ (猶太 書 

第 四 節)、 使徒 ョ ハネは 末世の 敎會の 模範と して ラオ デ キヤの 敎會に 就ける 主の 言 を記錄 して 曰 ふた。 

我れ 汝が冷 かに も あらす 熱く も あらざる こと を汝の 行爲に 由り て 知れり、 我れ 汝が冷 かなる か 或 

は 熱 からん 事 を 願 ふ、 汝旣 に微溫 くして 冷 かに も あらす 熱く も あらす、 是 故に 我れ 汝を 我が 口よ 

り 吐出さん とす、 汝 自ら 我 は 富み 且豊 になり 乏しき 所な しと 一一 一一 a ひて 實は惱 る 者、 憐 むべき 者、 又 

貧しき 盲目なる 裸體 なる を 知ら ざれば 我れ 汝に勸 む汝を 富まさん 爲に 我より 火に て徴 たる 金 を 買 

へ、 叉 己が 裸體の 恥の 露 はれ ざらん 爲に 白衣 を 買 ひて 纏へ、 叉 見る こと を 得ん 爲に目 藥を買 ひて 

目に 塗れ 云々 (默示 錄三章 十五 節 以下) 


ナ や 

と、 而 して 默示錄 は 特に 愛すべき キリストの 新婦た るべき 敎會 が、 終に 惡 むべき バビ „ -ン、 世界 を 汚 

す大 淫婦と なりて 審— 判 を受く るに 至る 其 筋 途を示 したる 書で ある 斯の 如くに して 新約聖書 全 體が末 

期に 近づく に循ひ 敎會の 腐敗 墮 落し 行く 狀態を 預言して 少しも 撣ら ない ので ある。 

而 して 事實 如何と 云 ふに 聖書が 示す 通りで ある、 敎會內 に 異端の 盛なる 實に 今日の 如き はたい、 三 

十 年 前に キリストの 神性 を 担む との 理由 を 以て 余輩 を 異端視し、 ュ 一一 タリ ヤンの 名 稱を附 して 余輩 を 

g 一 放せし 敎會 は、 今や 自身 ュ -ー タリ ヤン 以下と なり、 キリストの 神性の 如き 信仰の 必要 茵條 として 全 

然 顧みざる に 至った、 今や 基督 敎は 社會 事業の 一種と 化した、 キリストが 何人で あらう が、 来世が 有 

うが 無から うが、 聖書 を 神 言と 信じ やうが、 信じまい が、 そんな 事 は 如何で も 可い やうに なった、 三 

十 年 前に 余輩 を 箱き し 敎會は 今や 聖書 を 以て 余輩に 賴 かる、 者と なった、 而 かも 彼等 は 自己の 變 信に 

就て 5^ として 恥づる 所な く、 反て 進歩 を 誇り 博 學を街 ふ、 福音 的 聖書 的な りと 言 ひて 正敎を 誇りし メ 

ソヂ スト 敎會、 又は 組合 敎會、 又は バ プチ スト 敎會 は、 今や 十字架の 福音に 代へ て 所謂 倫理的 福音 

Ethical  Evangelism を唱 へ、 「聖書の 丸呑み」 と稱 して 聖書 神 言の 信仰 を 嘲け る、 敎會は 今や 社會改 

の機關 としての み 其價値 を認ら る、 社會 改良 を 目的と する 者 は 今や 化 人 も 端 書 一 通 を 以て 敎會員 

と 成る ことが 出来る、 神、 キリスト、 贖罪、 復活、 再臨、 審刺 …… そんな 事 は 今や 敎會 殊に 米 國の敎 

會の 意を留 むる 所ではない、 余輩 は g: 十年餘 りの 信仰的 生涯の 間に、 敎會、 殊に 米國 の敎會 の、 其 信 

仰 を轉倒 一 變 する を 目撃した。 

而 して 今の 敎會の 能力 は 何 か、 信仰に 非す、 聖霊に 非す、 金で ある、 今の 敎會、 殊に 米國の 敎會ょ 

り 金 を il いて 何が 殘 るか、 若し 米國叉 は英國 にして 时政 的に 破産 せん 乎、 其 主なる 敎會は 精神的に 
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も破產 する を 免 かれない、 今の 敎會は ラオ デ キヤ 敎會 有の 儘で 1 る、 彼等 は 一 百 ふ 「我 は 富み 且 豊かに 

なり 乏しき 所な し」 と、 然れ ども 信仰の 立場より 見て 「實 は惱 める 者、 憐 むべき 者、 叉 貧しき 者、 

盲者なる 者、 裸體 なる 者」 である、 彼等 は 熟く もなければ 冷めた くもない、 微温く ある、 故に キリス 

トの 口より 吐出 されん として 居る、 彼等が 嫌 ふ 者に して キリストの 再臨の 信仰の 如き はない、 故に 力 

を 極めて 之 を 嘲笑 排斥す る、 其 理由 は 明白で ある、 全然 現せ 的なる 彼等の 信仰 は "冉 臨の 信仰が 喚起す 

る 熱 信に 耐 へない、 彼等 は 何よりも 冷靜を 貴ぶ、 審判の 事に 關 して は 彼等 は 昔時の 偽の 預言者の 如く 

に 平和な き 時に 平和、 平和と 叫ぶ ので ある。 

今の 敎 會を稱 して 「世 を 汚す 大 淫婦」 と 云 ふなら ば 彼等 は大に 怒る であらう、 然し 乍ら 羅馬 天主 敎 

參が 一 時は大 淫婦と なり て^を 汚せし 事 は 人の 能く 知る 所で ある、 而 して 多くの プ & テス タント 敎會 

をつ i  あ；： し を とこ 

が 世と 淫を行 ひっつ ある は 是れ亦 否認すべからざる 事實 である、 「淫」 と は正當 なる 夫 を 離れて 他 男 

と 親しむ 事で ある、 敎會が 神 を 離れて 此^と 親しむ 時に 姦淫 を 行 ふの である、 デ モ クラ シィ— を髙唱 

し、 國際 聯盟 を 強調し、 此 世の 政： 實業家 等に 倣 ふて 事 を 爲し業 を 遂げん とする 時に 彼等 は 淫を行 

ふので ある、 之に 反し 世 を 詰責し、 世と 對抗 して 鬪ふ 時に 世 は 潔 めら れて敎 會の恩 惠に與 るので ある。 

*  * 

敎會 今日 の 腐敗 墮落 は實に 歎す ベ き で あ る 、 然れ ども 是れキ リスト 再臨 の 前兆 で あ つ て 萬 物復與 の 

豫徵 である、 牧師 は 政治家と 實業 家に 賴り、 神 學者は キリストの 再臨 を 嘲け りて、 彼等 は不 i 不識の 

間に 聖書の 預 首を實 現しつつ あるので ある、 彼等の 俗化、 其 嘲笑 は 共に 書の 言に 應 はせん 爲の もの 

である、 故に 喜ぶべき である、 世の 光た る 敎會が 暗と 成り、 暗黑其 極に 達して、 然る 後に 黎明 は 近づ 


き、 義の 太陽 は 昇る ので ある、 敎會 現下の 墮落を キリスト- 冉 臨の 兆と 見て、 失 S おは！ f 布 望に 變じ、 悲歡 

は 感謝と 化し、 憤慨 は 喜樂と 成る ので ある、 「了メ ン主ィ H スょ來 り 給へ」 である。 (以下 績稿 たし I 

編者) 


五三 七 I 五 五 〇 頁 「攝理 の 事」 の 文末に 附 せらるべき もの 

編 纂 を 終 へ て 後に 

一 一十 七 年 前に 書いて 此言 は、 其 後 私の 國に 就ても、 亦 私自身の 生涯に 於ても 事實 となりて 現 はれま 

した。 私の 說 きし キリストの 福 昔の 如き、 當 時の 日本に 於て は 害 ありて 益な き 者の やうに 思 はれまし 

たが、 八 「は 確かに 精神的 大勢 力と なり、 天ドに 横行し 得る に 至りました。 時め きし 藩閥 政府と 其從屬 

と は 次第々 々に 其 勢力 を 失 ひ、 今や 日本 國を 己が 所有の やうに 思 ひし 人達が、 食に 飢 へて 憐愍 を 天下 

に 乞 ふに 至りました。 私共を不敬漢として罵りし人は神武天^^！-以來の最大不敬漢として世ょり葬り去 

ら るるに 至りました。 神は活 きて 居た まひます。 彼の 聖 皆 は 確 實に行 はれます。 「我等 は 安心して 日 

常の 業務に 就くべき であります」 U 昭和 一 一年 七月 一 一士 一日 相 州 葉 山に 於て 誌す。  (未發 表ソ 
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第 十三 卷 『感想』 補 遣 

八 九 〇— 八 九 一 頁 「顯榮 と 世評」 と、 八 九 一 —九九 一 一 頁 「榮辱 五十 年」 との 間に 牧錄 せらる 

べき もの 

信仰 五十 年 

〇 私に も 「信仰 五十 年」 が來 ました。 私 は 明治 十 一年、 卽ち I 八 七 八 年 六月 二日に、 北海道 は 札幌創 

成 川の 畔に 在りし 外 國敎師 館に 於て、 米國 宣敎師 M . ？ ハリス 氏より バプ テス マ を 受けし 者で あり 

ます。 私 は 其 時 は舊札 幌農學 校の 初年 生でありまして、 同級生の 宮部金 吾、 太 田 (新 渡戶) 稻造、 藤 

田 九 三郞、 廣井 勇、 足 立 元 太郞、 高木 玉 太 郞の六 君と 共に クリスチャンに 成った のであります。 其內 

藤 田、 足 立、 高木の 三 君 は旣に 召されて、 宫部、 新 渡戶、 廣 井の 三 君に 加へ て 私が 第五 十 年に 達する 

を 得た のであります。 芽出度し と 云へば 芽出度く あります。 そして 受洗 者 七 人の 內で、 傳道 とか 聖書 

研究と か 云 ふ 坊主 臭き 職務に 就くべく 餘儀 なく せられた 者 は 私 一 人であります。 私 は 此事を 思 ふて 度 

度 歎きます。 耶蘇 敎の 坊主に 成りて 私 は 誰に も 喜ばれませんでした U 政府の 人 も 敎會の 人 も 肉親の 者 

も 喜んで 吳れ ませんで した。 唯 或る 何者かに 强 ひられて 斯く 成った のであります。 但し 私自身と して 


は 不幸の 生涯 を途 つたと は 思 ひません。 私 は 或る 隱れ たる 人達に 或る 種の 慰安 を與 ふるの. と 成った 

と 思 ひます。 藝び に比べて 他の 喜び は數 ふるに 足りません。 S の 凡ての 名譽を 取 そこな ひ、 全 世 

界を 敵に 有っても、 一人の 小さき 者に 生命の 水 一杯 を與へ 得た と 思へば 感謝 滿足此 上な しであります 。 

刖に 五十 年， 舰賀會 はありません。 唯 當口靑 山 墓地に 花を以 つて 故 ハリス 君の 墓 を 飾らう と 田. 3 ひます。 


第 十四 卷 『時事』 補遺  二 

五 七 七— 五八 二 頁 「擴 張の 横縱」 に附 せらるべき もの  . 一 

附錄 地球の 表面 は 一億 九 干 二百 二十 萬 方哩、 其 二割 八 分强が 陸地であって、 其 面積が 五 千 五 百！, r 

方哩 である。 之 を 日本の 町歩に 換算 すれば 凡そ 百 w 十二 億町步 である。 今 之 を 世界の 人口 十六 億に 平 

等に 分^す ると すれば、 一人 分の 割 當は八 町 九 反 弱で ある。 然し 陸 面の 大部分 は 砂漠、 氷原、 山岳 等- 

で あれば  耕地と して 人類に 賦與 せらるべき 分 は 其 三分の 一 に 過ぎまい。 卽ち 一 人の 割前 三 町，；， ノと見 

て 多く 誤り あるまい。 然れ ども 今や 分配 は 甚だ 不公平に して、 有つ 者 は 何千 町歩 を 有し、 ^たざる 者 

は寸地 を^たない。 而 して 何人も 亦、 若し 許さる \ ならば 全世界に 主た らんと 欲す。 地の 公平の 分配： 

は キリスト 再臨の 時に 行 はる X であらう。 而 して 今や 忍耐 待， ま 一の 時で ある。 橫 たる 擴張は 七 世の 人 等. 

に讓り 我等 は 縦に 伸びて、 深く 自己に 穿ち、 高く キリストに 達し、 以て 彼の 再び 泽り給 ひて、 地 こ 
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公平 を 布き 給 ふ 時 を 待つべき である。 此は今 は 平和の 途、 後に は榮 光に 達する の 道で ある。 

五八 四— 五八 七 頁 「倣 ふべき 國」 の 次に 牧錄 せらるべき もの 

西洋の 模範 國 

デ ン マダク に 就て 

上 

私 は 蘇 峰 先生 竝に其 他の 諸；！？； に 依って、 西洋の 理想 國 なる デン マルク 國が 『國民 新聞』 を 通して 我 

が國 民に 紹介され しこと を 甚だ 喜びます。 實は 私も亦 ，テン マ ルク圃 を 愛する 日本人の 一 人であります- 

令より 十五 年 前に， 或る 事に 感激して 私 は 『デン マルク 國の 話、 一名 信仰と 樹木と を 以て 國を救 ひし 

話』 と 題す る 小冊子 を發 行し ました。 所が 此 小冊子が 思 ひ 掛けぬ 所に 於て、 思 ひ 掛けな き 人に 依て 讀 

まれまして、 今日まで 私の 知る 範圍に 於て、 此 小冊子に 感激して 幾人 かの 同胞が 起ち、 或は 己が 所有 

の 土地に 樹木 を植る あり、 或は 官職に 在りて 一 燈 植林 を獎勵 する 者が ありました。 多分 此小 W 子の 感 

化に 由り て、 日本 內地竝 に 朝鮮に 於て 何百 萬 本と 云 ふ 樹木が 植 ゑら れ たらう と 思 ひます。 此は 私が 日 

本 國の爲 に 爲すを 得し 最善の 事業でありまして、 今より 百年 後に は 私 如き 者が 此國に 何千 萬 圓と云 ふ 


富 を 提供す るの 基と なると 思 へ ば、 獨り 竊に會 心の 笑 を 浮べざる を 得ません。 更に 又此 小冊子に 感激 

せられて 親しく デン マルク 國に 農業 視察に 行った 志士 も 在る と 聞きました。 又 今尙ほ 米國に 在りて 特 

に 植林 術 を 研究して ゐる 同志 もあります。 實に植 ゆべき 物 は 木であります。 然て 若し 自分で 樹を植 ゆ 

る 事が 出來 なければ、 他人 をして 樹を植 ゑし むる ことであります。 故 田 中正 造 君が 度々 曾 はれました。 

「日光 山に 植林した の は. m 河樂翁 公で ある。 それ を 古河 巿兵衞 奴が 安く 政府より 拂 下て、 足 尾 銅山 を 

開いて- 山 を 裸に して 田畑 を 荒した ので ある」 と。 日本の 昔の 政治家が 植林に 努力した 事 は、 デン マ 

ルク國 の 今 曰の 政治家が 國 家の 基礎 を 山林に 置かん とすると 一  であった と 思 ひます。 今日の 日本の 

政治家が 急速に 國を 富まし、 自家 を 富まさん と 欲して、 植林よりも 伐 林 を 行 ひ、 鑌山 事業に 着目して 

植林 事業 を^み な いのは、 彼等の 心の 根抵が 昔の 政治家と 全く 違って 居る からで あると 思 ひます。 日 

本に も 昔 はデン マルク 國に 在った やうな 平和的 愛國 者が あつたので あります。 私共が 我國の 復興に 就 

て 其 模範 を 外國に 求めざる を 得ざる に 至った の は 實に歎 はしい 事であります。 

下 • 

でん t る"、 

私 は 丁 抹國を 少しく 我國に 紹介す る 名 譽を擔 う た。 然るに それよりも 先に 私 を丁抹 人に 紹介し て 吳 

れた 人が あった、 其 人 は 同國コ ルデン グ巿の マリヤ • ウルフ 女史であった。 彼女 は 英獨の 名著 を丁抹 

語に 譯 する を 以て 有名なる 婦人 文學 者であった。 幸に して 私が 拙き 英文 を 以て 記た 『余 は 如何にして 

基督 信者と なりし 乎』 ； に 『代表的 日本人』 が 彼女の 眼に 止まった。 そして 立派なる 丁 抹語を 以て 首 

府 のコぺ ン ハ ー ゲンに 於て 出版され た。 私の 名譽此 上な しであった。 斯くて 私 は 多くの 丁 抹人を 私の 
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思想 信仰の 友と して 持つ に 至った。 私 は 殊に 西鄕 隆盛、 二宮 尊德、 日蓮 上人 等 を 北歐の 民に 紹介す る 

ふ，. a でん  ふいんらん ど 

事が 出来て 非常に 嬉しかった。 後に 私の 前 二 著が 瑞典 語； i§ "に芬 蘭 語に も譯 されて、 私 は 自分の 生れた 

日本に 於て よりも、 北歐諸 邦に 於て より 多くの 知己 を 有すに 至った。 私 は 信じて 疑 はない、 日本人が 

rj さ 

T 抹を慕 ふより 前に 丁 抹人は 日本 を 慕うて 居る、 そして 日本人が 丁抹を 知る よりも 遙か 以上に 丁抹人 

は 日本に 就いて 知って 居る 事 を。 日本人 は 今 口まで 小 國と稱 して 此國を 侮って 来た。 是れ 我等に 取り 

大 なる 恥辱で ある。 今に 至りて 目覺 て、 大に此 西洋の 模範 岡より 學 ぶべき である。 

了抹は 理想の 農民 國 である。 大國家 は 農 を 以て 成立し 得べ しと は 丁抹が 世界に 敎 ふる 所 で ある。 大 

國 家た らんと 欲すれば、 英國の 如き 商業 國 、又は 米國の 如き 工業 國 たらざる ベから すと 思 ふは大 なる 

問 違で ある。 r 抹國は 我が 九州よりも 少しく 大 なる 丈け の 面積と、 僅に 三百 萬の 人口と を 以て、 主と 

して 農業 を 以て 全 ゅ界の 尊敬 を惹 くに 足る の 國.； M 的 生命 を營 みつ & ある。 其 文學、 美術、 哲學、 宗敎 

を 以て、 人類の 進歩に 貢獻 せし 所 多大で ある。 其 輸出 物 は 主として バタ ー、 チ ー ズ、 穀類 等 其 額 ra: 憶 

圓に 達す。 丁抹人 一 人の 有する 富 は英國 人义は 米圈人 一 人の 有する 富よりも 多く ある。 そして 此は主 

として 農産物 を 以て 成る 富で あると 知らば 驚く 外 はない。 日本 は元來 農本國 である。 今より 大 に丁抹 

國 に學ん で、 農 を 以て 強大なる 平和的 文明 國た るべき である。 (『國 民 新聞』 九月 十九 H,  一日〕 
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三 二八— 三 二 九 頁 『獨 立雜 誌』 自序の 次に 牧錄 せらるべき もの 

好 本督著 『眞 英國』 に 序す.  、 

邦人に して 英國に 遊ぶ 者の 多く は歸て 吾人に 告げて 曰 ふ、 英國の 强大は 其 富に あり、 其 薄利なる 資本 

にあり、 其 商業と 製造と 海軍と にあり、 日本に 若し 英國の 富と 軍艦と あらしめば 日本 は 東洋の 英國た 

り 得べ しと、 而 して 邦人 此 種の 言 を 聽て英 國の富 を 羨んで 歇 ます。 

然れ ども 是れ 英國の 皮相 觀 なり、 英國 は大國 なり、 然れ ども 大國は 資本 饒 多の 故 を 以て 成る^に あら 

す、 恰 かも 大人物 は 資財と 位階との 故 を 以て 成る 者に あらざる が 如し、 大國家 は 大人物の 如し、 卽ち 

貧者 を 顧る 者な り、 痴 者を敎 へ、 盲人 を 導く 者な り、 英 國の大 なる も玆 にあり、 其 四百 餘艘の 軍艦に 

あらす、 其 チャンバ レ ー ン、 セシル •  n 1 ズ にあら す。 

今 ゃ皮 相 的英國 を 日 本國 に 紹介す る 者 千 百 を 以 て 算 へ ら る \ に 方 り て 親友好 本督 ^？; は 博愛 的 英國 を 吾 

人に 傳 へらる、 苦 人 大に界 に 謝する 所な くして 可な らん や、 英國の 同盟 國 たる 日本 は 其 陸海 軍 を 以て 

のみ 同盟の 實を擧 ぐべき にあら す、 英 國の敎 育と 慈善に 學び、 英 人に 傚 ふて 盲者、 啞者は 勿論、 無言 

の 禽 ま で を 人ら しく 待遇 ふ に 至 て 吾人 は始め て 英國 の 同盟國た る 名 に 恥ざ る に る を得 ベ し 、 此書 
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此 時に 方て 出づ、 豈： 天意と 稱 せざる ベ けんや。  . 

明ュ E 卅五年 二月 二十 SI 日、 日英 同盟 祝賀の 聲全國 を 通して 囂しき 時に 誌す  - 

內村鑑  一二  . 

三 七 九 •rli; 『伍 以， 现 書の 研究』 緖言の 次に 牧錄 せらるべき もの 

崔泰瑶 著 『日本に 送る』 序 言  一 

み くだ  かたよりみ  ^ 

英米人が 日本人 を 見下す が 如くに 日本人 は 朝鮮人 を 見下す。 然し 神 は 人 を 偏見る 者に 非す。 彼 は 善 

しと 見た まふせ をす ベての 民族の 內 より 選び、 之に； 大國の 幅 昔 を 示し 給 ふ。 神 は 朝鮮人の 內 より 多く 

の 本當の クリスチャン を 起し 給 ひて 彼等 を 見下す お を 辱め 給 ふ。 袍泰 瑢界は 神に 特^に 惠 まれた る 朝 

鮮 人の 一人で ある。 界の傳 道に 依て 多くの 日 木 人 は 天の 神 を 父と して 認む るの 喜びに 入った。 君は更 

に 同じ 喜び を 更に 多くの 日本人に 傳 へんと 欲する。 是れ此 書の 在る 所以で ある。 眞理は 何人より 受け 一 

て も 利益が ある。 祌は 將來に 於て 朝鮮人 を 以て 大いに 日本人 を 敎へ給 ふで あらう。 我等 は 謙邏を 以て 

ぁづか 

其 敎に與 るべき である。 

大正 十二 年 (一九二 一一： 年) 三月 一日  一 

東京 市外 柏木に 於て  < 

內村鑑 三 一 


第 十九 卷內容 年譜 

宗 敎 と 文 學 

月曜 講演 (改題 『宗敎 と 文 學』) 

第一 >^3f 力 ー ライル を學 ぶの 利と 害 (筆記) 福音 新報 第一 三四號 * 第一 三五號 明治 三十 一年 (一八 九 八 

年〕 一月 二十 一日， 二十 八 H 宗教と 文 學再錄 

第二 章 ダンテと ゲ ー テ (筆記) 福 昔 新報 第一 三 五號、 第二 一一 六號 明治 三十 一年 (一八 九 八 年) 一月 二 

十八：：：， 二  =： 四日 宗敎と 文 學再錄 

第三 章 米國 詩人 (筆記) 福音 新報 第一 一一 一七 號， 第一 三九號 明治 三十 一年 (一八 九 八 年) 二月 十一 日- 二 

ガニ 十五 tH 宗敎と 文 學再錄  - 

第 §： 章 文學 としての 聖書 (筆記) 福 昔 新報 明治 三十 一 年 ( 一 八 九 八 年) 二月 宗敎 と文學 -冉錄 

(附) 两 班 牙の 文士 セル ベ ン テス (筆記) 福 昔 新報 第 一 五 〇號 明治 三十 一年 (一 八 九 八 年) 五月 十三 日 

詩人 ヮかト ホ ヰット マン 櫟林集 明治 四十 二 年 (一九 〇 九 年) 一月 二十 五日 

歡 喜 と 希望 

余の 好む 花 聖書 之 W 究笫 三七號 明治 三十 六 年 (一九 〇 三年 ：} 四月 歡 喜と 希望 再錄 
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第 十九 卷 内容 年錯  *^Ara 

余の 愛する 秋の 花 聖書 之 研究 第 四六號 明^ 三十 六 年 (一九 〇 三年) 十一 力 歡 喜と 希望 再錄 

花の 見方 §J 書 之 研究 笫ー 〇 八 號明； ^四十 二 年 (一 九 〇 九 年) 四月 歡 喜と 希 ST 冉錄 

天使の 降臨 聖書 之 研究 笫七五 號明抬 三十 九 年 (一九 〇 六 年) 五月 歡 喜と 希望 再錄 

勿來 關を訪 ふの 記 聖書 之 研究 笫ー 〇 ー號叨 治 四十 一年 (一九 〇 八 年〕 八月 歡 喜と 希望 再錄 

友誼の 譎計 聖書 之 研究 第一 ー五號 明治 四十 二 年 (一九 〇 九 年) 十二月 

余の 北海の 乳母 聖書 之 研究 第 九ニ號 明治 四十 年 ( 一 九 〇 七 年〕 十月 

余の 舊き 聖書より 新 希望 第 七ー號 明治 三十 九 年 (一九 0 六 年) 一月 

新年の 珍客 書 之 研究 第 八三號 明治 W 十 年 (一九 〇 七 年) 一月 歡 喜と 希望 再錄 

讀 書餘錄 書 之 研究 第一 一三 號、 笫ー 一四 號 明治 四十 二 年 (一九 〇 九 年) 十月. 十一月 

ゥヲル ヅヲス の に 就て 聖書 之 研究 笫 一 七六號 大正 四 年 (一九 一 五 年) 三月 

西 行 法師が 春の 歌 聖書 之 研究 第一 六六號 大正 三年 二 九 一 四 年〕 五月 

-ー イチ ヱ 傳を讀 みて 聖書 之 研究 第一 九九 號 大正 六^  (一九 一 七 年) 二月 

ィ ェ スと 超人 聖書 之 研究 第二 〇〇 號 大正 六 年 (一九 一 七 年) 三月 

我家の 憲法 之 研究 第二 六號 明治 三十 五 年 (一九 〇 二 年) 十月 

トマス. デビッドソン の 訓誡 新 希 紫 第 六六號 明治 三十 八 半 (一 九 〇 五 年) 八月 

今日の めに す 新希5^第六八號叨治三十八年 (一 九 〇 五 年) 十月 


家 訓 §5m 之 研究 第一つ ニ號 明治 四 十一 年 (一九 〇 八 年) 九月 

商寶 成功の 秘訣 櫟林集 明治 四十 ニハヰ (一九 〇 九 年) 一月 二十 五 H 商賣 成功の 祕 訣再錄 

成功の 祕訣 大正 十五 年 (一九二 六 年) 七月 二十 八日 

卓上 談話 (內村 美 代 子〕 聖書 之 研究 第三 ニー  號- 第三 ニニ 號- 第三 二三 號、 笫三ニ 四號、 第一 一三 五號- 第 

ニニ 八號 昭和 二 年 (一九二 七 年，) 四 =->  五月， 六月， 七月. 八月- 十一月 

基督 者の 生涯 (祝 文と 弔文) 

黑田 淸隆伯 逝く 福 昔 新報 第二 七 二 號叨治 三十 三年 (一 九 〇〇 年) 九月 十二 日 聖書 之 研究 第一 號 明治 三十 

ーュギ (一 九 〇〇 年) 九月 再錄 書 は 如何なる 書で ある 乎 再々 錄 

佐々 城 畳 毒姊を 葬る 無敎會 第五 號 明治 三十 四 年 (一九 〇 一年〕 七 刀 

母 を 一 1^ 人り て 後に； ！ュ？ 聖書 之 研究 第五 八號 明治 三十 七 年 (一 九 〇 四 年) 十 一 月 

今 井 樟太郞 君 逝く 聖書 之 研究 第 七六號 明治 三十 九 年 (一 九 〇 六 年) 六月 

故 今 井 樟太郞 君の 墓に 誌す 聖書 之 研究 第 八九號 明治 四十 年 ( 一 九 〇 七 年) 七月 

友六乂 の秘義 (筆記) 基督 敎 世界 明治 四十 年 ( 一 九 〇 七 年) 六月？ 聖書 之 研究 第 八 九 號再錄 

父の 永眠に 就き 謹告す 聖書 之 研究 第 八七號 明治 四十 年 (一 九 0 七 年) 五月 

余の 父の 信仰 聖書 之 研究 第 八八號 明治 四十 年 (一九 〇 七 年) 六月 

理想の 尸ん 人 曰 之 研究 第一 一三 號 明治 四十 二 年 (一九 〇 九 年) 十月 

第 十九 卷 内容 年譜  九.！； 五， 
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高 橋 ッサ子 聖書 之 研究 第一 三八號 明治 四十 五 年 (一九  一二 年) 一月 

內村 ルツ 子 犁- 書 之 研究 第一 三 九號， 第一 四 〇 號 明治 四十 五 年 (一九  一 二 年) 二月. 三月 

故 岡 田 透 犁. 書 之 W 究第 一 五八 號 大正 二 年 (一九 一 三年」 九月. 

日本 基 藝敎會 に 於け る 故 本 多 席 一 君の 位置 聖書 之 研究 第 一 四ニ號 明治 四十 五 年 (一九二 一年) 五月 

櫟林樹 下の 淚 聖書 之 研究 第一 八三號 大正 四 年 (一九 一 五 年〕 十月 

故 加 藤 博士と 某： 督敎 聖書 之 研究 第一 八八號 大正 五 年 (一九 一 六 年」 三月 

勇敢なる 信仰の 生涯 S 書 之 W 究 第二 一  〇 號 大正 七 年 (一九 一八 年 ：} 一月 

石 川 繁子を 葬む るの 辭 聖書 之 W 究笫ニ 一  七號 大正 七 年 (一九 一 八 年：) 八月 

美 はしき 死 聖書 之 研究 第二 三ニ號 大正 八 年 (一九 一 九 年し 十 一 月 

藤 井 喬子を 葬る の辭 舊 約と 新約 大正 十 一年 (一 九 ニニ 年〕 十月 

醫 學士武 信慶 人君 を 葬る の辭 聖書 之 研究 第二 八三號 大正 十三 年 (二 九 二 四 年) 二月 

死の 權威 聖書 之 W 究 第二 八四號 大正 十三 年 C 一九二 四 年〕 三月 

神 田 乃 武君を 葬る の辭 聖書 之 研究 第二 八三號 大正 十三 年 (一 九 二 四 年) 二月 

鈴 木 鍵 之 助 君 を 葬る の辭 聖書 之 研究 笫 二八 六號 大正 十三 年 (一 九 二 四 年) 五月 

結婚式の 辭 聖書 之 研究 第三 〇 四號 大正 十四 年 (一 九 二 五 年) 十 一 月 

岩 崎 行 親 君と 私 聖書 之 W 究第三 一 八號 昭和 二 年 (一九二 七 年) 一月 


生物 學者 を郭 るの 辭 聖書 之 研究 第三 三五號 昭和 三年 (一 九 二八 年) 六月 

故^2井時雄1^^の爲に辯す 聖書 之 研究 笫三三 S 號， 第三 三五號 昭和 三^  (一  九 二八 年) 五月. 六月 

舊友廣 井 勇^ を 葬る の辭 書 之 W 究笫三 四 〇 號 昭和 三年 (一 九 二八 年〕 十 一 月 

囘顧 三十 年 §1^ 書 之 研究 第：： 一四 四號 昭和 四 年 (一 九 二 九 年) 一二 力 

^藤 一 降 を 葬る の辭 §SE 之 研究 第二 sn 一一 號 昭和 四 ハゃ (一 九 二 九华) 二月 

山 岸 壬 五 を 葬る の辭 書 之 W 究笫三 四五號 昭和 四 年 (一 九 二 九 年) 四月 

信仰 復興の きざし ©?害 之 研究 第二 五五號 昭和 五 (一九 三 〇 年) 二 刀 

序 文、 其 他 

『警 骨』 の發 s: に 際して 友人 松 村 介；^ に吿ぐ 警世 第一 號 明治 三十 三年 (一 九 〇〇 年) 十月 

曲！^ 業と 宗敎 C ベ 業 雜誌第 八 一 〇號 聖書 之 研究 笫 二三 號 明治 三十 五 年 (一九 〇 ニギ) 七 パ再錄 

『家 廳 雜誌』 の 發刊を 祝して 家.； K 雜誌第 一 號 明治 三十 六 年 ( 一 九 〇 三^)  s 月 三 口 

『曰 本 魚類 阖 説』 を 評す 新 公論 第 十九 卷笫ー 號叨治 三十 七 年 (一 九 〇 四 ギリ 二月 十： R 

新紀元の 發刊を 祝す 新紀元 第一 號 明治 三十 八 年 二 九 〇 五 年〕 十  一 = ^十 = 

『六合 雜サ i』 同 顧 三十 年 六合 雜誌笫 三 四九號 明治 四十 三年 (一九 一 〇 年〕 一 月 

『靈六 又』 の 解 露 交 第 一 號 大正 十た や ( 一 九 ニー  年〕 十 刀 

身 邊雜記 

第.^ 九卷 内容 年譜  九 < 七 


第 十九 卷 内容 年譜  も 八 八 

續 講演 餘錄 

對敎會 所見 

『聖書 之 硏究』 刊行に 就て 

本誌の 發 行に 就て 聖書 之 研究 第二 號 明治 一一 一十三 年 (一 九 〇〇 年〕 十月 

「研究」 雜誌 難産の 實況 聖書 之 研究 第二 號 明治 三十 三年 (一 九 〇〇 年〕 十月 

十五 錢 では 高い とい ふの 說 書 之 研究 第三 號 明治 三十 一一 一年 (一 九 〇〇 年〕 十 一 月 

第一 一週 年に 入る 聖書 之 研究 第一 三號 明治 三十 四 年 (一九 〇 一 年) 九月 

編輯 後の 祈禱 聖書 之 研究 第二 一  號 明治 一一 一十 五 年 (一 九 0  二 年) 五月 

雜誌發 ，仃 の 面倒 聖書 之 研究 第 四四號 明^ 三十 六 年 (一 九 〇 三年〕 九月 

惜 侶の 鑑定 聖書 之 研究 第 六ニ號 明治 三十 八 年 (一 九 〇 五 年〕 三月 

『. 研究』 誌の 新年 聖書 之 W 究第 八三號 明治 四十 年 (一 九 〇 七 年) 一 月 

『研究 誌』 に 就て 聖書 之 W 究第 八九號 明治 四十 年 (一 九 〇 七 年) 七月 

予と 研究 誌 聖書 之 研究 第 一 〇〇號 明治 四十 一年 (一 九 〇 八 年) 六月 

本誌の 爲さ る こと 聖書 之 研究 第 一 〇〇 號 明治 四十 一年 (一 九 〇 八 年) 六月 

今昔の 感 犁； 書 之 研究 第  一 ニ四號 明治 四十 三年 (一九 一 0 年) 十月 

今年の 仕事 聖書 之 研究 第 一 七三 號 大正 三年 (一九 一 四 年) 十二月 


樣々 の 批評 聖書 之 研究 第一 七五號 大正 四 年 (一九 一 五 年 3  二月 

發行滿 十五 年 聖書 之 W 究第ー 八三號 大正 四 年 a 九 一 五 年) 十月 

基督 敎的雜 誌の 發行 聖書 之 W 究第 一 八六號 大正 五 年 二 九 一 六 年) 一 月 

編輯の 報酬， ^書 之 研究 第二 〇o 號 大正 六 年 (一九 一 七 年) 三月 

維持 法 如 3：  ssa 之 研究 第二 〇〇 號 大正 六 年 (一九 一七 年) 三月 

本誌の 發行 部数 書 之 研究 第二 〇〇 號 大正 六 年 (一九 一 七 年) 三月 

「聖書 之 研究」 の 現狀に 就て 聖書 之 研究 第二 一  四號 大正 七 年 (一九 一 八 年〕 五月 

第武 拾年號 楚書之 研究 第二 四 〇 號大 K 九 年 r 一  九 二 〇 年) 七月 

第三 百 號を迎 へ て gs 曰 之 W 究 第二 九七號 大正 十四 年 ( 一 九 二 五 年) 四月 

第三 百 號を迎 へて (二) 聖書 之 研究 第二 九八號 大正 十四 年 (一九二 五 年，) 五月 

第三 百 號を迎 へて (三) 聖書 之 研究 第二 九九 號 大正 十四 年 二 九 二 五 年) 六月 

第三 百 號を迎 へて (§:)  ssm 之 研究 第三 〇〇號 大正 十四 年 (一九二 五 年) 七月 

婦人の 按助 聖書 之 研究 第三 〇 一 號 大正 十四 年 C 一  九 二 五 年) 八月 

颈 榮の辭 ^書 之 研究 第三 〇 ニ號 大正 十四 年 (一 九 二 五 年) 九月 

齊刊 の屮止 SSE 之 研究 第三 〇 ニ號 大正 十四 年 ( 一 九 二 五 年) 九月 

第三 百 五十 號 If 書 之 研究 第三 五 〇 號 昭和 四 年 (一九二 九 年) 九月 

第 十九 卷 内容 年 謹  九 八 九 


第 十九 卷 内容 年 九九 0 

維 報、 廣吿、 其 他 

維 纂 

舊約、 新約、 敎義 

預雷 者小傳 sfs 曰 之 研究 第五 五號 明治 三十 七 年 (一九 〇 四 年〕 八月 舊約十 年再錄 

神 をして 代て 戰 はしむ 新 希望 第 六八號 明治 三十 八 年 (一九 〇 五 年) 十月 舊約十 年再錄 

箴言 第 一 章 第 七 節 聖書 之 W 究笫八 0 號叨治 三十 九 年 a 九 〇 六 年) 十月 

舊約 聖書に 於け る 復活の 希望 (談〕 聖書 之 研究 第二 三七號 大正 九 年 (一 九 二 〇 年〕 四月 

新約聖書の 祖成 書 之 研究 第一 四七號 大正 元年 (一九  一 二 年) 十月 

新約聖書 は 如何にして 成りし 乎 書 之 研究 笫 一 八九號 大正 五. 1^  (一九 一 六 年) 四月 

希伯來 書に 於け る 永久性 聖書 之硏究 第二 四五號 大正 九 年 (一 九 二 〇 年) 十二月 

基督 信徒の 婦德 3? 書 之 研究 笫七 六號 明治 三十 九 年 (一 九 〇 六 年) 六月 

鞠く 敎會 と赦す キリス ト 書 之 研究 第 一 〇 四號 明治 四十 一年 (一 九 〇 八 年〕 十 一 月 

豫言 者の 意義 之 研究 第七號 明治 三十 四 年 (一九 〇 一 年) 三月 

今年の 受難節 聖書 之 研究 第七號 明治 一一 一十 四 年 (一九 〇 一年) 三月 

K 十の 數 聖書 之 研究 笫 九九 號 明治 四十 一年 (一九 0 八 年) 五月 

靈魂 不滅と 楚書 聖書 之 研究 第 四 〇號 明治 三十 六 年 (一 九 〇 三年) 五月 


寛容の 模範 聖書 之 W 究 第三 九 號 明治 三十 六 年 (一 九 〇 三年〕 五 刀 

イスラ エルと 敎會 聖書 之 研究 第二  ；  ニ號 大正 七 年 (： 一九 一 八 年〕 三月 

〇 聖書 之 研究 笫 一三 三號 明治 四十 四 年 (一九 一 一年) 八月 

理想的 聖書 飜譯者 塞 書 之 研究 第二 一  六號 大正 七 年 (一九 一 八 年) 七" 

再臨と 聖書 S や 書 之 W 究笫ニ 一  七號 大正 七 年 (一九 一 八 年) 八月 基督 再臨 間 題 講演 集再錄 

大家の 證明 ^書 之 W 究 第二 二三 號 大正 八 年 (一九 一 九 年) 二月 

近代 人の 聚書觀 §5 曰 之 研究 第二 四四號 大正 九 年 (一 九 二 〇 年) 十 一 月 

感 想、 其 他 

苦學に 題す 二十 *1 紀 明；^ 三十 四 年 (一九 〇 一年〕 一月 

罪惡の 探究 警讲 明治 三十 四 年 (一九 〇 一年) 一月 

信者の 生涯 無敎會 第一 號 明治 三十 四 年 (一九 〇 一年) 三月 

泣上戶 にあら す 無敎會 第二 號 明治 三十 四 年 (一九 〇 一年) 四月 

信仰の す、 め 無敎食 第三 號 明治 三十 四 年 (一九 〇 一年〕 五月 

〇 聖書 之 W 究 第一 〇 號 明治 三十 四 年 (一九 〇 一年) 六月 

憤死 聖書 之 研究 第 一 0 號 明治 三十 四 年 a 九 0 一  年〕 六月 

休養 無敎食 第六號 明治 三十 四 年 (一九 〇 一年) 八月 

第 十九 卷內容 年 SJ  九九 一 


第 十九 卷內容 年譜 

愛の はたらき 無敎會 第八號 明治 三十 四 年 (一九 〇 一 年) 十月 

信仰と 行 ひ 無 敎會第 一 〇 號 明治 三十 四 年 (一九 0 一  年) 十二月 

新年 雜感 無敎會 第一 ー號 明治 三十 五 年 二 九 0 二 年〕 一月 

「敎 會」 を 辯す C 述) 無敎會 第一 ニ號 明治 二十 五 年 二 九 〇 二 年) 二月 

辱 か しめられし 時 無敎會 第一 五號 明治-! 一十 五 年 (一 九 0  二 年) 五月 

我と キリス トと 無 敎會第 一 五號 明治 三十 五 年 ( 一 九 〇 二 年) 五月 

最も 幸福なる こと 無 敎食第 一 六號 明治 三十 五 年 (一 九 〇 二 年) 六月 

悪人の 世に 在る 理由 無 敎會第 一 六號 明治 三十 五 年 (一 九 0 二 年) 六月 

善 を爲せ 無敎會 第一 六號 明治 三十 五 年 (一 九 〇 二 年) 六月 

避 暴 無敎會 第一 七號 明治 三十 五 年 (一 九 〇 二 年) 七月 

「我 身」 無敎會 第一 七號 明^ 三十 五 年 (一 九 〇 二 年) 七月 

神聖なる 商業 無 敎會第 一 七號 明治 三十 五 年 (一 九 〇 二 年) 七月 

憐憫 無敎會 第一 八號 明治 三十 五 年 「一 九 0 二 年) 八月 

〇 聖書 之 研究 第三 五號 明治 三十 六 年 (一 九 〇 三年) 三月 

安心 無敎會 第一 八號 明治 三十 五 年 (一九 〇 二 年) 八月 

妨害 無敎 f 第一 八號 明治 三十 五 年 (一 九 〇 二 年) 八月 


九 

九 


信者と 不信者と (再び) 無敎寡 一 七 號明治三 十五 年 ( 一 九 〇 一 S 七月 

sit の 慰藉 聖書 之 研究 第五 一 號 明治 一一 一十 七 年 (一九 〇 四.^、 四" 

近世 婦人の 要求 鑾書之 研究 笫 七九號 明治 三十 九 年 (一九 〇 六^) 九月 

或る 婦人に 語りし 所 聖書 之 研究 第一 一七 號 SS 十三 年 (一九 Is)  二 刀 

希望の 伴 ふ 死 聖書 之 研究 第一 四六號 大正 元 ヰ 二 九  一 二 年) 九月 

惠比壽 聖書 之 研究 第一 五七號 大正 二 年 (一九 一三 年) 八月 

長 壽の實 例 聖書 之 研究 第二 六ニ號 大正 十一 年 「一九二 二 年) 五月 

信仰 雙六 新 希望 第セ 〇 號 明治 三十 八 年 (一 九 〇 五 年) 十二月 

講演  トン L 

鳴濱 講演 基督 敎の 研究 聖書 之 研究 笫九 ー號 明治 四十 年 (一九 0 七， し 九月 

盘去ー 一十 年 r 筆き 開拓者 第九卷 第九號 大正 三年 二 九 一四 年〕 九月 

基督教と は 3： ぞゃ (錄 記〕 问ヒ 

スコット メソッド S 活と沛 口 君の グ卞ブ メソッド (き 1 別 刷 昭和 二 年 (一九二 七 年) 

硬 tl 新紀元 第 八 號明望 十九 年 (一九 2 ハ年〕 六月 i 之 研究 笫七八 i 治 一二 十九 年 (一- S 六 

年) 八月 再錄 

九九 三 

第 十九 春 内容 年譜 


第 十九 卷 内容 年譜  九九 四 

附  一一 一一 II 

維 

補 遣 

基督 再臨の 兆 ^書 之 研究 第二 四 ニ號， 第二 四三號 大正 九 年 (一九二 〇 年) 九月， 十月 

信仰 五十 年 書 之 研究 第三 三四號 昭和 三年 (一 九 二八 年) 五月 

「擴 張の 橫縱」 附錄 毫書之 研究 笫 二八 九 號火正 十三 年 (一 九 二  3 年〕 八月 

西洋の 模範 國 『國 民 新聞』 火 正 十三 年 (一九二 四 年) 九月 十九 B, 廿ー B 


m 九 鬼 

替さ I 


波 
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